
　
藤
原
　
孝
教
授
古
稀
記
念
号

　
　
政
治
思
想
と
社
会
科
学
を
め
ぐ
る
諸
問
題

日 本 大 学 法 学 会

第五十二巻　第二号　2015年９月

政経研究
ISSN　0287－4903



政
経
研
究
　
第
五
十
二
巻
第
一
号
　
目
次

政
経
研
究
　
第
五
十
一
巻
第
四
号
　
目
次

　
　
　
論
　
　
　
説

二
〇
一
四
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
住
民
投
票
と
政
党
政
治

中
国
郷
鎮
企
業
の
生
成
・
制
度
化
と
腐
敗
の
萌
芽

観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
与
え
る
効
果
と

関
連
課
題
の
国
際
比
較

　

│
日
米
独
観
光
系
学
生
の
ア
ン
ケ
ー
ト
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
か
ら

│

　
　
　
研
究
ノ
ー
ト

二
〇
一
三
年
全
国
調
査
と
二
〇
〇
三
年
全
国
調
査
か
ら
み
た

社
会
関
係
資
本
の
年
齢
階
層
別
変
化

　
　
　
論
　
　
　
説

International T
ransfer M

anagem
ent of H

om
e 

based F
irm
-Specific A

dvantages: E
vidence 

from
 Japanese M

N
E
s in E

m
erging M

arkets

　
　
　
雑
　
　
　
報

政
経
研
究　

第
五
十
一
巻　

索
引

…　
渡　

辺　

容
一
郎

…　
簗　

場　

保　

行

…　
太　

田　

和　

男

…　
稲　

葉　

陽　

二

…　
臼　

井　

哲　

也

　
　
　
論
　
　
　
説

人
材
育
成
の
た
め
の
人
事
評
価
制
度

　
　
　
研
究
ノ
ー
ト

企
業
情
報
開
示
に
関
す
る
ひ
と
つ
の
考
察

　

│
証
券
ア
ナ
リ
ス
ト
の
視
点
か
ら

│

　
　
　
論
　
　
　
説

財
政
規
律
と
日
本
の
長
期
費
用

…
…
…
…
…　
谷
田
部　

光　

一

…
…
…　
田　

中　

襄　

一

…
…
…
…
…
…
…　
坂　

井　

吉　

良



藤 原 　 孝 教 授 近 影





一

献　

呈　

の　

辞

こ
の
た
び
、
藤
原
孝
教
授
が
、
ご
壮
健
の
う
ち
に
め
で
た
く
古
稀
を
迎
え
ら
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
藤
原
先
生
の
古
稀
を
お
祝
い
申
し
上
げ
、
先
生
の
ご
指
導
を
仰
ぎ
、
そ
の
学
問
的
・
人
格
的
影
響
を
受
け
ま
し
た
同
学
の
士
、

研
究
者
、
同
僚
、
さ
ら
に
弟
子
た
ち
が
集
っ
て
、
専
門
の
論
稿
を
編
集
い
た
し
ま
し
た
古
稀
記
念
論
文
集
『
政
治
思
想
と
社
会
科
学
を
め

ぐ
る
諸
問
題
』
を
、
こ
こ
に
謹
ん
で
献
呈
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

藤
原
孝
先
生
は
、
一
九
六
八
年
三
月
に
日
本
大
学
法
学
部
法
律
学
科
を
ご
卒
業
さ
れ
、
山
陽
新
聞
社
に
ご
就
職
さ
れ
た
後
、
七
一
年
四

月
に
日
本
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
政
治
学
専
攻
に
ご
進
学
さ
れ
、
七
三
年
三
月
に
同
専
攻
課
程
を
ご
修
了
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
本

学
文
理
学
部
、
法
学
部
の
非
常
勤
講
師
を
務
め
ら
れ
、
七
九
年
四
月
か
ら
本
学
国
際
関
係
学
部
の
専
任
講
師
、
八
一
年
四
月
か
ら
同
学
部

助
教
授
に
昇
格
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
八
六
年
四
月
に
法
学
部
助
教
授
と
な
ら
れ
、
九
〇
年
二
月
か
ら
現
在
に
い
た
る
ま
で
教
授
と
し
て
本
学
部
の
発
展
に
大
き
な

貢
献
を
果
た
さ
れ
ま
し
た
。
先
生
の
薫
陶
を
受
け
た
教
え
子
た
ち
は
、
研
究
者
と
な
り
、
ま
た
社
会
人
と
し
て
、
大
い
に
活
躍
の
場
を
広

げ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
間
、
ご
専
門
の
西
欧
政
治
思
想
史
の
研
究
・
教
育
を
精
力
的
に
進
め
ら
れ
る
一
方
、
本
学
部
の
学
務
担
当
、
大
学
院
担
当
、
日
本

大
学
評
議
員
、
そ
し
て
本
学
部
図
書
館
長
な
ど
を
歴
任
さ
れ
、
大
学
行
政
の
重
責
を
担
わ
れ
ま
し
た
。

学
会
に
お
い
て
も
、
日
本
政
治
学
会
理
事
・
常
務
理
事
、
日
本
選
挙
学
会
理
事
、
政
治
思
想
学
会
監
事
・
理
事
、
日
本
学
術
会
議
政
治

献　

呈　

の　

辞
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二
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二

学
研
究
連
絡
委
員
な
ど
を
歴
任
さ
れ
、
大
き
な
足
跡
を
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

先
生
の
学
問
的
ご
関
心
の
焦
点
は
フ
ラ
ン
ス
初
期
社
会
主
義
、
わ
け
て
も
サ
ン
・
シ
モ
ン
研
究
で
あ
り
、
こ
の
領
域
は
政
治
学
的
ア
プ

ロ
ー
チ
と
し
て
は
、
先
生
が
初
め
て
開
拓
さ
れ
た
分
野
と
し
て
特
筆
に
値
す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
こ
の
核
と
な
る
研
究
分
野
と
並
ん
で
、

先
生
は
現
代
政
治
理
論
、
具
体
的
に
は
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
論
、
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
論
な
ど
に
も
ご
関
心
を
拡
大
さ
れ
、
多
く
の
研
究

業
績
を
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

普
段
の
先
生
は
、
厳
し
い
中
に
も
慈
愛
に
満
ち
た
態
度
で
、
わ
れ
わ
れ
後
進
を
見
守
っ
て
下
さ
っ
て
い
ま
す
。
先
生
の
学
問
的
誠
実
さ

に
接
し
、
わ
れ
わ
れ
は
常
に
襟
を
正
し
、
研
究
者
と
し
て
、
人
間
と
し
て
誠
実
に
生
き
る
こ
と
を
自
省
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
宴
席
で

の
先
生
も
魅
力
的
で
、
掛
け
替
え
の
な
い
経
験
を
残
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

先
生
は
ま
だ
ま
だ
ご
壮
健
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
わ
れ
わ
れ
を
導
い
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
ま
た
学
問
的
な
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ

う
、
切
に
願
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
論
文
集
に
は
、
政
治
学
を
中
核
と
し
て
、
社
会
科
学
の
多
様
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
展
開
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
社
会
科
学
界
に
た
い
す

る
一
定
の
貢
献
が
果
た
さ
れ
た
も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。
ご
寄
稿
い
た
だ
い
た
諸
先
生
方
に
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
段
階
で
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
研
究
事
務
課
を
は
じ
め
、
職
員
の
方
々
に
も
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
二
七
年
九
月
吉
日

日
本
大
学
法
学
部
長　

池　

村　

正　

道
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欧
州
評
議
会
の
Ｅ
Ｄ
Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
コ
ア
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
（
石
井
）

（
八
五
）

欧
州
評
議
会
の
Ｅ
Ｄ
Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
民
主
主
義
的

シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
コ
ア
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

石　
　

井　
　

健　
　

司

は
じ
め
に

一　

コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
と
は
何
か

二　

Ｅ
Ｄ
Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
コ
ア
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

お
わ
り
に

は
じ
め
に

一
九
九
〇
年
代
以
降
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
と
そ
れ
に
と
も
な
う
国
民
国
家
の
相
対
化
と
い
う
状
況
の
中
で
、
世
界
各
国
に
お
い
て

「
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
（C

itizenship E
ducation

）」
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。

論　

説

三
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例
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、
一
九
九
四
年
に
「
二
〇
〇
〇
年
の
目
標

│
ア
メ
リ
カ
教
育
法
（G

oal 2000: E
ducate A

m
erica A

ct

）」

が
制
定
さ
れ
、
同
法
が
掲
げ
る
八
項
目
の
目
標
の
う
ち
二
項
目
に
お
い
て
「
責
任
あ
る
市
民
」
の
育
成
が
唱
え
ら
れ
て
い
る
。
同
法
の
制

定
を
受
け
て
「
市
民
教
育
セ
ン
タ
ー
（C

enter for C
ivic E

ducation

）」
が
一
九
九
四
年
に
作
成
し
た
「
市
民
と
政
府
の
た
め
の
全
米
教

育
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
（N

ational S
tandard for C

ivics and G
overnm

ent

）」
に
お
い
て
も
、
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
の
重
要
性
が
明
記
さ

れ
て
い
る
（
奥
村 2009: 25-6; 

山
田 2007: 124-6; cf. 

寺
倉 1994

）。
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
一
九
九
六
年
の
国
民
教
育
省
の
通
達
に
お
い
て
、

「
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
（éducation à la citoyenneté

）」
と
い
う
新
た
な
概
念
が
打
ち
出
さ
れ
た
。
通
達
で
は
、
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ

教
育
が
教
職
員
を
含
む
す
べ
て
の
学
校
関
係
者
の
か
か
わ
る
活
動
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、「
人
権
と
市
民
性
の
教
育
」、「
責
任
感
や
市

民
的
義
務
を
身
に
つ
け
る
教
育
」、「
判
断
力
を
養
う
教
育
」
と
い
う
三
つ
の
目
標
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
（
鈴
木 2013: 110-1

）。
そ
し
て
、

周
知
の
よ
う
に
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
一
九
九
八
年
に
バ
ー
ナ
ー
ド
・
ク
リ
ッ
ク
（B

ernard R
. C

rick

）
を
座
長
と
す
る
諮
問
委
員
会
に
よ
っ

て
、『
学
校
に
お
け
る
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
た
め
の
教
育
と
民
主
主
義
の
指
導
（E

d
u

cation
 for C

itizen
sh

ip an
d

 th
e T

each
in

g of 

D
em

ocracy in
 S

ch
ools, F

inal R
eport of the A

dvisory G
roup on C

itizenship, 1998

）』
と
題
す
る
報
告
書
、
通
称
『
ク
リ
ッ
ク
・
レ

ポ
ー
ト
』
が
発
表
さ
れ
た

（
1
）

。
こ
の
報
告
を
受
け
て
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
は
、
二
〇
〇
二
年
九
月
か
ら
「
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ

（C
itizenship

）」
と
い
う
科
目
が
中
等
教
育
段
階
（
一
一
〜
一
六
歳
）
で
必
修
化
さ
れ
て
い
る

（
2
）

。
ま
た
、
欧
米
諸
国
だ
け
で
な
く
、
タ
イ
、

マ
レ
ー
シ
ア
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
の
東
ア
ジ
ア
諸
国
に
お
い
て
も
、
各
国
の
個
別
的
事
情
に
応
じ
た
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
が
展
開

さ
れ
て
い
る

（
3
）

。

こ
う
し
た
世
界
的
な
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
へ
の
関
心
の
高
ま
り
の
中
で
、
日
本
に
お
い
て
も
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
へ
の
取
り

組
み
が
少
し
ず
つ
は
じ
ま
っ
て
い
る
。
お
茶
の
水
女
子
大
学
付
属
小
学
校
で
は
、
二
〇
〇
二
年
に
「
市
民
」
と
い
う
科
目
が
新
設
さ
れ
、

四



欧
州
評
議
会
の
Ｅ
Ｄ
Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
民
主
主
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シ
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ア
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
（
石
井
）

（
八
七
）

市
民
的
資
質
の
育
成
を
目
標
と
し
た
教
育
が
は
じ
ま
っ
た
。
東
京
都
品
川
区
で
も
、
二
〇
〇
六
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
小
中
一
貫
教
育
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中
に
、「
市
民
科
」
と
い
う
科
目
が
設
け
ら
れ
た
。
ほ
か
に
も
、
埼
玉
県
桶
川
市
立
加
納
中
学
校
、
東
村
山
市
立
秋
津

東
小
学
校
、
立
教
池
袋
中
学
校
・
高
等
学
校
な
ど
に
お
い
て
、
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
へ
の
取
り
組
み
が
は
じ
ま
っ
て
い
る
（
水
山 

2008: 202-5, 208-10; cf. 

経
済
産
業
省 2006a: 42-62; 

二
宮
編 2007: 75

）。
こ
う
し
た
事
例
に
加
え
て
、
二
〇
〇
六
年
に
は
経
済
産
業
省
か

ら
委
託
を
受
け
た
「
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
と
経
済
社
会
で
の
人
々
の
活
躍
に
つ
い
て
の
研
究
会
」
が
、
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
に

つ
い
て
の
詳
細
な
報
告
書
と
、
そ
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
で
あ
る
「
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
宣
言
」
を
発
表
し
て
い
る
。
同
宣
言
は
、
シ

テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
を
つ
う
じ
て
「
自
立
・
自
律
し
た
市
民
」
を
育
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
成
熟
し
た
市
民
社
会
」
を
形
成
す
る

こ
と
の
重
要
性
を
強
調
し
て
い
る
（
経
済
産
業
省 2006b: 1

）。

こ
の
よ
う
に
、
近
年
、
世
界
各
国
に
お
い
て
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
文
脈
に
お
い
て
「
シ

テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
」
と
い
う
語
は
、「
市
民
権
」
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、「
市
民
性
」、
す
な
わ
ち
「
市
民
と
し
て
必
要
な
資
質
・
能
力
」

と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
と
は
、「
市
民
と
し
て
必
要
な
資

質
・
能
力
を
育
成
す
る
た
め
の
教
育
」
で
あ
る
と
、
暫
定
的
に
定
義
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う

（
4
）

。

し
か
し
、
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、「
市
民
と
し
て
必
要
な
資
質
・
能
力
」
と
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
資
質
・
能
力
な
の
か
、

と
い
う
点
で
あ
る
。
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
資
質
・
能
力
を
そ
な
え
て
い
れ
ば
、
そ
の
人
は
「
市
民
」
と
見
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
だ

ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
な
い
ま
ま
「
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
」
に
つ
い
て
論
じ
て
も
、
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教

育
の
真
の
意
義
は
明
ら
か
に
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
唐
木
（2007

）
や
水
山
（2008

）
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育

を
め
ぐ
る
議
論
に
は
相
反
す
る
二
つ
の
方
向
性
、
す
な
わ
ち
「
国
民
国
家
が
揺
ら
ぐ
こ
と
を
憂
慮
し
て
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

五
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を
強
化
す
る
」
と
い
う
方
向
性
と
、「
国
民
国
家
に
代
わ
る
新
し
い
社
会
（
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
や
市
民
社
会
）
に
貢
献
で
き
る
ポ
ス
ト
ナ
シ
ョ

ナ
ル
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
育
成
す
る
」
と
い
う
方
向
性
が
あ
る
（
唐
木 2007: 44

）。
前
者
の
方
向
性
が
過
度
に
強
調
さ
れ
れ
ば
、「
市

民
と
し
て
必
要
な
資
質
・
能
力
」
を
〈
国
家
へ
の
忠
誠
心
や
愛
国
心
〉
あ
る
い
は
〈
国
民
と
し
て
の
義
務
や
責
任
を
果
た
す
能
力
〉
と
解

釈
し
、
そ
れ
ら
を
強
化
す
る
教
育
の
推
進
に
つ
な
が
る
恐
れ
も
あ
る

（
5
）

。

こ
の
よ
う
に
、「
市
民
と
し
て
必
要
な
資
質
・
能
力
」
を
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
資
質
・
能
力
と
理
解
す
る
か
に
よ
っ
て
、
シ
テ
ィ
ズ

ン
シ
ッ
プ
教
育
の
あ
り
方
は
大
き
く
変
わ
る
。
そ
れ
で
は
、
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
に
お
い
て
育
成
さ
れ
る
べ
き
「
市
民
と
し
て
必
要

な
資
質
・
能
力
」
と
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
資
質
・
能
力
な
の
だ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
、
こ
の
問
い
に
対
す
る
答
え
を
導
き
出
す
た

め
の
一
つ
の
手
が
か
り
と
し
て
、「
欧
州
評
議
会
（C

ouncil of E
urope （

6
）

）」
が
一
九
九
七
年
か
ら
二
〇
〇
〇
年
に
か
け
て
実
施
し
た
「
民

主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（P

roject on E
ducation for D

em
ocratic C

itizenship

）」、
通
称
「
Ｅ
Ｄ
Ｃ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
に
着
目
し
て
み
た
い
。

欧
州
評
議
会
は
、
一
九
九
七
年
一
〇
月
に
開
催
し
た
第
二
回
加
盟
国
首
脳
会
議
に
お
い
て
、
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
に

取
り
組
む
こ
と
を
公
式
に
宣
言
し
た
。
こ
の
会
議
で
採
択
さ
れ
た
「
最
終
宣
言
（F

inal D
eclaration

）」
は
、「
市
民
の
権
利
と
責
任
、
お

よ
び
市
民
社
会
へ
の
若
者
の
参
加
に
基
づ
く
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
を
発
展
さ
せ
る
と
い
う
願
望
」
を
表
明
し
て
い
る

（C
ouncil of E

urope 1997

）。
ま
た
、「
最
終
宣
言
」
と
と
も
に
採
択
さ
れ
た
「
行
動
計
画
（A

ction P
lan

）」
も
、「
加
盟
国
首
脳
は
、
民

主
主
義
社
会
に
お
け
る
自
ら
の
権
利
と
責
任
に
対
す
る
市
民
の
意
識
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ

教
育
の
た
め
の
構
想
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
を
決
定
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
（C

ouncil of E
urope 1997

）。

欧
州
評
議
会
は
、
こ
う
し
た
最
終
宣
言
お
よ
び
行
動
計
画
を
受
け
て
、
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
の
た
め
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

六



欧
州
評
議
会
の
Ｅ
Ｄ
Ｃ
プ
ロ
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石
井
）

（
八
九
）

を
発
足
さ
せ
た
。
そ
の
具
体
的
な
活
動
を
担
っ
た
の
は
、
次
の
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
第
一
の
グ
ル
ー
プ
（
グ
ル
ー
プ
Ａ
）
は
、「
概

念
／
定
義
」
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
、
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
の
た
め
の
概
念
枠
組
み
を
考
案
す
る
と
と

も
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
会
の
民
主
化
を
推
進
す
る
た
め
に
必
要
な
基
礎
的
ス
キ
ル
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
第
二
の
グ
ル
ー
プ
（
グ
ル
ー
プ

Ｂ
）
は
、「
試
験
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
／
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
・
サ
イ
ト
」
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
、「
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ

プ
・
サ
イ
ト
（citizenship sites

）」
と
名
づ
け
ら
れ
た
試
験
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
＝
地
方
レ
ベ
ル
に
お
い
て
市
民
が
積
極
的
に
社
会
に
参
加
す
る

と
い
う
構
想
）
の
運
営
に
た
ず
さ
わ
っ
た
。
第
三
の
グ
ル
ー
プ
（
グ
ル
ー
プ
Ｃ
）
は
、「
訓
練
お
よ
び
支
援
シ
ス
テ
ム
」
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。

こ
の
グ
ル
ー
プ
は
、
学
習
・
教
授
・
訓
練
方
法
の
明
確
化
、
教
育
関
係
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
、
情
報
と
経
験
の
交
換
、
フ
ォ
ー
ラ

ム
の
設
立
な
ど
を
行
な
っ
た
。
こ
う
し
た
活
動
の
成
果
は
、
二
〇
〇
〇
年
九
月
に
開
催
さ
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
最
終
会
議
に
お
い
て
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
「
統
合
報
告
書
（synthesis report

）」
と
、
三
つ
の
「
補
足
的
研
究
（com

plem
entary studies

）」
と
い
う
形
で
発
表
さ

れ
た
（B

îrzéa 2000: 3

）。

こ
う
し
て
発
表
さ
れ
た
各
報
告
書
の
中
で
、
Ｅ
Ｄ
Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、「
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
（com

petency

）」
と
い
う
概
念
に
基
づ

い
て
、
市
民
と
し
て
必
要
な
資
質
・
能
力
を
規
定
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
統
合
報
告
書
は
、
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン

シ
ッ
プ
教
育
と
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
関
係
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

欧
州
評
議
会
の
Ｅ
Ｄ
Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
を
公
式
的
な
地
位
（a form

al status

）
と
見
な
す

だ
け
で
な
く
、
市
民
と
し
て
活
動
す
る
た
め
の
効
果
的
な
能
力
（the eff ective ability to act as citizens

）
と
見
な
し
て
い
る
。
こ

の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
教
育
や
職
業
や
年
齢
の
タ
イ
プ
や
レ
ベ
ル
に
関
係
な
く
、
各
人
が
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ

七
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プ
の
た
め
の
コ
ア
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

（core com
petencies

）
を
習
得
す
る
必
要
が
あ
る
。（B

îrzéa 2000: 33

）

こ
の
引
用
文
に
お
い
て
、
統
合
報
告
書
は
、
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
に
は
、「〔
市
民
と
し
て
の
〕
公
式
的
な
地
位
」
と
い
う

側
面
と
、「
市
民
と
し
て
活
動
す
る
た
め
の
効
果
的
な
能
力
」
と
い
う
二
つ
の
側
面
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
Ｅ
Ｄ
Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
議
論
の
対
象
と
し
て
い
る
の
は
、
も
ち
ろ
ん
後
者
の
側
面
で
あ
る
。
統
合
報
告
書
は
、
人
々
が
市
民
と
し
て
効
果
的
に
活
動
す
る
た
め

に
は
、
学
歴
・
職
業
・
年
齢
に
関
係
な
く
、「
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
た
め
の
コ
ア
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
」
を
習
得
す
る
必

要
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
グ
ル
ー
プ
Ｃ
の
報
告
書
も
、
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
の
目
標
の
一
つ
と
し
て
、「
民
主
的
市

民
社
会
へ
の
能
動
的
な
参
加
（active participation

）
の
た
め
に
必
要
な
知
識
と
ス
キ
ル
と
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
市
民
に
対
し
て
提
供
す

る
こ
と
」
を
挙
げ
て
い
る
（D

uerr et al. 2000: 13

）。

こ
う
し
た
各
報
告
書
の
記
述
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
欧
州
評
議
会
の
Ｅ
Ｄ
Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
習
得
／
提
供
と

い
う
形
で
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
の
具
体
的
な
目
標
を
示
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
欧
州
評
議
会
の
試
み
を
検
討
す
る
こ
と

は
、「
市
民
と
し
て
必
要
な
資
質
・
能
力
」
と
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
資
質
・
能
力
な
の
か
と
い
う
問
い
を
め
ぐ
る
議
論
に
対
し
て
、

一
定
の
示
唆
を
与
え
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

本
稿
の
目
的
は
、
欧
州
評
議
会
が
Ｅ
Ｄ
Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
で
提
案
し
て
い
る
「
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
た
め
の
コ

ア
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
」
の
具
体
的
な
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
本
稿
は
、
二
つ
の
章
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
第
一
章
で
は
、

コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
と
い
う
概
念
が
ど
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
形
成
さ
れ
普
及
し
た
の
か
を
概
観
し
な
が
ら
、
こ
の
概
念
の
意
味
を
確
認
す

る
。
第
二
章
で
は
、
Ｅ
Ｄ
Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
過
程
で
提
出
さ
れ
た
三
つ
の
報
告
書
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
Ｅ
Ｄ
Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

八



欧
州
評
議
会
の
Ｅ
Ｄ
Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
コ
ア
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
（
石
井
）

（
九
一
）

ト
が
「
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
た
め
の
コ
ア
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
」
の
内
容
を
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
規
定
し
た
の
か
を
明

ら
か
に
す
る
。一　

コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
と
は
何
か

（
1
）　

コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
概
念
の
形
成

前
述
し
た
よ
う
に
、
欧
州
評
議
会
の
Ｅ
Ｄ
Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、「
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
」
と
い
う
概
念
に
基
づ
い
て
、
市
民
と
し
て
必

要
な
資
質
・
能
力
を
規
定
し
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、
そ
も
そ
も
「
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
」
と
は
ど
の
よ
う
な
意
味
の
概
念
で
あ
り
、
ど
の
よ

う
な
過
程
を
経
て
形
成
さ
れ
普
及
し
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
と
い
う
概
念
は
、
一
九
五
〇
年
代
の
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
、
当
初
は
心
理
学
の
分
野
で
考
案
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

（
加
藤 2011: 1-2

）。
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
に
関
す
る
最
も
初
期
の
定
義
は
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
心
理
学
者
ホ
ワ
イ
ト
（R

obert W
. W

hite

）

が
一
九
五
九
年
に
発
表
し
た
論
文
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
論
文
の
中
で
ホ
ワ
イ
ト
は
、「
コ
ン
ピ
テ
ン
ス

（com
petence

）」
と
い
う
概
念
を
「
環
境
と
効
果
的
に
相
互
作
用
す
る
有
機
体
の
能
力
」
と
定
義
し
て
い
る
。
ホ
ワ
イ
ト
の
目
的
は
、
動

物
心
理
学
と
精
神
分
析
と
い
う
二
つ
の
分
野
で
の
諸
研
究
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
動
因
で
も
本
能
で
も
な
い
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
新
た
な

概
念
を
抽
出
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
（
金
井
・
高
橋 2004: 36-7 （

7
）

）。

こ
の
よ
う
に
当
初
は
心
理
学
の
分
野
で
考
案
さ
れ
た
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
概
念
が
、
そ
の
後
、
企
業
の
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（H

um
an 

R
esource M

anagem
ent

）
の
分
野
、
す
な
わ
ち
企
業
に
お
け
る
人
材
の
採
用
・
育
成
・
評
価
な
ど
の
分
野
で
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

そ
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
心
理
学
者
マ
ク
レ
ラ
ン
ド
（D

avid C
. M

cC
lelland

）
が
一
九
七
三
年
に
発
表
し
た

九
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論
文
で
あ
っ
た
。
マ
ク
レ
ラ
ン
ド
は
、
動
機
づ
け
研
究
、
特
に
達
成
動
機
の
研
究
で
知
ら
れ
る
心
理
学
者
で
あ
る
と
同
時
に
、
人
材
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
を
業
務
と
す
る
マ
ク
バ
ー
（M

cB
er

）
社
の
創
設
者
の
一
人
で
も
あ
る
。
彼
は
、
こ
の
論
文
の
中
で
、
旧
来
の
学
問
的
適
性
テ

ス
ト
や
知
識
内
容
テ
ス
ト
、
あ
る
い
は
学
校
の
成
績
や
資
格
証
明
書
で
は
、
①
職
務
上
の
業
績
や
人
生
に
お
け
る
成
功
を
予
測
で
き
な
い

こ
と
、
②
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
・
女
性
・
低
い
社
会
経
済
的
階
層
出
身
者
に
不
利
を
も
た
ら
す
場
合
が
多
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。
マ
ク
レ
ラ
ン

ド
は
、
心
理
学
上
の
概
念
で
あ
っ
た
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
分
野
に
応
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
職
務
上
の
業
績
を

予
測
で
き
、
か
つ
人
種
・
性
別
・
社
会
経
済
的
階
層
の
差
に
よ
っ
て
不
利
を
も
た
ら
す
こ
と
の
少
な
い
人
材
評
価
の
手
法
を
開
発
し
よ
う

と
試
み
た
。
そ
の
結
果
生
ま
れ
た
の
が
、「
職
務
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
評
価
法
（Job C

om
petency A

ssessm
ent: JC

A

）」
と
呼
ば
れ
る
テ
ス

ト
手
法
で
あ
る
。
マ
ク
レ
ラ
ン
ド
が
開
発
し
た
こ
の
評
価
法
は
、
そ
の
後
、
企
業
の
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
分
野
で
広
く
用
い
ら
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
（
加
藤 2011: 2-3; 

松
下 2010: 11-2; S

pencer &
 S

pencer 1993: 3

＝2001: 3

）。

こ
う
し
た
マ
ク
レ
ラ
ン
ド
の
研
究
成
果
を
引
き
継
い
で
、JC

A

に
つ
い
て
体
系
的
か
つ
具
体
的
に
論
じ
た
の
が
、
彼
の
後
継
者
で
あ

り
共
同
研
究
者
で
も
あ
っ
た
ス
ペ
ン
サ
ー
夫
妻
（L

yle M
. S

pencer &
 S

igne M
. S

pencer

）
で
あ
る
（
加
藤 2011: 4; 

松
下 2010: 13

）。
ス

ペ
ン
サ
ー
夫
妻
は
、
主
著
『
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
展
開
（C

om
peten

ce at W
ork: M

od
els for S

u
perior P

erform
an

ce, 

1993

）』
の
中
で
、
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
概
念
を
「
あ
る
職
務
や
状
況
に
お
い
て
、
基
準
に
照
ら
し
て
有
効
か
つ
卓
越
し
た
業
績
、
ま
た

は
そ
の
ど
ち
ら
か
の
業
績
と
因
果
関
係
が
あ
る
個
人
の
基
底
的
な
特
性
」
と
定
義
し
て
い
る
（S

pencer &
 S

pencer 1993: 9

＝2011: 11

）。

こ
の
定
義
に
は
、
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
に
と
っ
て
重
要
な
三
つ
の
要
素
が
含
ま
れ
て
い
る
。
第
一
の
要
素
は
、「
基
底
的
な
特
性

（underlying characteristics

）」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、「
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
が
人
間
の
人
格
の
か
な
り
深
く
て
永
続
的
な
部
分
で
あ
り
、
多

種
多
様
な
状
況
や
職
務
タ
ス
ク
に
お
け
る
行
動
を
予
測
で
き
る
」
こ
と
を
意
味
す
る
。
第
二
の
要
素
は
、「
因
果
関
係
が
あ
る
（causally 

一
〇



欧
州
評
議
会
の
Ｅ
Ｄ
Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
コ
ア
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
（
石
井
）

（
九
三
）

related

）」
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
、「
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
が
行
動
や
業
績
の
原

因
と
な
り
、
そ
れ
ら
を
予
測
す
る
」
こ
と
を
意
味
す
る
。
第
三
の
要
素
は
、「
基
準

に
照
ら
し
て
（criterion-referenced

）」
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
、「
コ
ン
ピ
テ

ン
シ
ー
が
成
績
の
良
い
者
と
そ
う
で
な
い
者
を
実
際
に
予
測
す
る
」
こ
と
を
意
味
す

る
（S

pencer &
 S

pencer 1993: 9

＝2011: 11

）。

こ
う
し
た
意
味
で
の
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
は
、
ス
ペ
ン
サ
ー
夫
妻
に
よ
れ
ば
、「
動

機
（M

otives

）」（
＝
人
間
が
常
に
考
え
あ
る
い
は
欲
す
る
、
活
動
を
引
き
起
こ
す
物
事
）、

「
特
性
（T

rait

）」（
＝
身
体
的
特
徴
、
お
よ
び
状
況
や
情
報
に
対
す
る
一
貫
し
た
反
応
）、

「
自
己
概
念
（S

elf-C
oncept

）」（
＝
人
間
の
態
度
、
価
値
、
自
己
像
）、「
知
識

（K
now

ledge

）」（
＝
特
定
の
内
容
の
分
野
に
お
い
て
人
間
が
も
つ
情
報
）、「
ス
キ
ル

（S
kill

）」（
＝
一
定
の
身
体
的
・
知
的
タ
ス
ク
を
遂
行
す
る
能
力
）
と
い
う
五
つ
の
要
素
か

ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
五
つ
の
要
素
の
構
造
を
、
ス
ペ
ン
サ
ー
夫
妻
は
、

図
1
の
よ
う
な
「
氷
山
モ
デ
ル
」
と
「
同
心
円
モ
デ
ル
」
に
よ
っ
て
説
明
し
て
い
る
。

図
1
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
ス
キ
ル
や
知
識
と
い
っ
た
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
は
、
目

に
見
え
や
す
く
、
比
較
的
表
層
に
位
置
し
て
い
る
の
で
、
評
価
や
開
発
が
容
易
で
あ

る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
特
性
や
動
機
と
い
っ
た
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
は
、
目
に
見
え
に

く
く
、
人
格
の
中
核
に
位
置
し
て
い
る
の
で
、
評
価
や
開
発
が
困
難
で
あ
る
。
こ
う

図 1　スペンサー夫妻が提案したコンピテンシー・モデル──「氷山モデル」と「同心円モデル」
氷山モデル

スキル
知 識

スキル

自己イメージ

特 性
動 因

態度、価値観

知識

自己イメージ
特 性
動 因

かくされた

目に見える

表層的
（開発が容易）

中核的人格
（開発が困難）

（出典） 　Spencer&Spencer（1993: 11＝2011: 14）。

一
一
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四
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し
た
分
析
に
基
づ
い
て
ス
ペ
ン
サ
ー
夫
妻
は
、
多
く
の
企
業
は
ス
キ
ル
や
知
識
の
よ
う
な
表
層
的
な
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
へ
の
評
価
に
基
づ

い
て
人
材
の
選
考
を
行
な
っ
て
い
る
が
、
コ
ス
ト
効
果
性
の
高
い
選
考
の
順
序
は
そ
の
逆
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
つ
ま
り
、
特
性
や
動
機

の
よ
う
な
中
核
的
な
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
へ
の
評
価
に
基
づ
い
て
選
考
を
行
な
い
、
選
考
後
に
ス
キ
ル
や
知
識
を
開
発
す
る
ほ
う
が
費
用
効

果
は
高
い
と
、
ス
ペ
ン
サ
ー
夫
妻
は
主
張
し
た
の
で
あ
る
（S

pencer &
 S

pencer 1993: 11-2

＝2011: 14-5

）。

こ
う
し
て
マ
ク
レ
ラ
ン
ド
や
ス
ペ
ン
サ
ー
夫
妻
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
た
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
概
念
やJC

A

の
方
法
論
は
、
そ
の
後
、

企
業
の
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
分
野
に
広
く
普
及
し
て
い
っ
た
（
松
下 2010: 16

）。

（
2
）　

コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
概
念
の
展
開

│
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
「
デ
セ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

以
上
の
よ
う
な
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
分
野
に
お
け
る
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
概
念
の
普
及
は
、
高
等
教
育
や
職
業
教
育
の
分
野
に
も
大
き

な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
（
松
下 2010: 16

）。
例
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、
一
九
六
七
年
に
連
邦
教
育
局
が
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
に

基
づ
く
教
師
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
モ
デ
ル
の
開
発
を
提
言
し
た
こ
と
を
契
機
に
、「
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
基
盤
と
す
る
教
育
（C

om
petency - 

B
ased E

ducation

）」
が
普
及
・
拡
大
し
、
一
時
は
四
〇
〇
以
上
の
機
関
で
取
り
入
れ
ら
れ
、
一
九
七
〇
年
代
以
降
、
実
践
面
で
浸
透
し
て

い
っ
た
。
こ
う
し
た
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
基
盤
と
す
る
教
育
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
一
九
八
〇
年
代
に
は
行
動
主
義
へ
の
批
判
か
ら
一
時
衰
退

し
た
が
、
一
九
九
〇
年
代
に
入
る
と
再
び
脚
光
を
浴
び
、
各
国
の
学
校
教
育
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

二
宮
ほ
か
（2004

）
に
よ
れ
ば
、
こ
う
し
た
「
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
基
盤
と
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
（C

om
petency-B

ased C
urriculum

）」
は
、

現
在
、
ア
メ
リ
カ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
に
お
い
て
採
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
南
ア
フ
リ
カ
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
な
ど
に
お
い
て
も
、
直
接
的
に
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
と
い
う
語
は
使
用
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の

一
二



欧
州
評
議
会
の
Ｅ
Ｄ
Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
コ
ア
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
（
石
井
）

（
九
五
）

概
念
が
学
校
教
育
に
適
用
さ
れ
、
教
育
の
共
通
目
標
と
し
て
志
向
さ
れ
て
い
る
と
い
う
（
二
宮
ほ
か 2004: 45-50

）。

し
か
し
、
こ
う
し
た
教
育
分
野
へ
の
浸
透
に
と
も
な
っ
て
、「
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
」
と
い
う
概
念
は
、
き
わ
め
て
多
様
な
形
で
定
義
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
概
念
は
、
厳
密
さ
と
一
貫
性
を
欠
い
た
状
態
で
、「
ス
キ
ル
（skill

）」、「
ク
オ
リ

フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（qualifi cation

）」、「
リ
テ
ラ
シ
ー
（literacy

）」
と
い
っ
た
概
念
と
の
違
い
が
は
っ
き
り
し
な
い
ま
ま
、
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
で
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。
こ
う
し
た
状
況
に
つ
い
て
、
ラ
イ
チ
ェ
ン
（D

om
inique S

. R
ychen

）
と
サ
ル
ガ
ニ
ク
（L

aura 

H
. S

alganik

）
は
、「
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
概
念
へ
の
理
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
再
検
討
す
る
と
、
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
概
念
に
は
単
一
の
使
用
法

な
ど
な
く
、
ま
た
広
く
公
認
さ
れ
て
い
る
定
義
も
画
一
化
さ
れ
た
理
論
も
存
在
し
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
社
会
科
学
の
文
献

に
は
、
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
複
合
的
で
多
様
な
定
義
が
存
在
し
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
（R

ychen &
 S

alganik 2003: 41-2

＝2006: 64-5

）。

こ
う
し
た
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
概
念
を
め
ぐ
る
混
乱
状
況
を
前
に
し
て
、
経
済
協
力
開
発
機
構
（O

E
C
D

）
は
、
一
九
九
七
年
、「
現
在
お

よ
び
未
来
の
世
界
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
は
何
か
、
そ
う
し
た
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
開
発
し
育
成
す
る
た
め
に
は
ど
う

し
た
ら
よ
い
か
」
と
い
う
課
題
に
応
え
、
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
評
価
と
指
標
の
た
め
の
参
照
枠
組
み
を
開
発
す
る
た
め
に
、「
コ
ン
ピ
テ

ン
シ
ー
の
定
義
と
選
択

│
そ
の
理
論
的
・
概
念
的
基
礎
（D

efi nition and S
election of C

om
petencies: T

heoretical and C
onceptual 

F
oundations

）」
と
題
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
い
わ
ゆ
る
「
デ
セ
コ
（D

eS
eC

o

）」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
発
足
さ
せ
た
（R

ychen &
 S

alganik 

2003: vii-viii

＝2006: 17-8

）。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
一
九
九
七
年
一
二
月
に
始
ま
り
、
一
九
九
九
年
一
〇
月
と
二
〇
〇
二
年
二
月
に

二
度
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
て
、
二
〇
〇
三
年
に
最
終
報
告
書
『
人
生
の
成
功
と
正
常
に
機
能
す
る
社
会
の
た
め
の
キ
ー
・
コ

ン
ピ
テ
ン
シ
ー
』（K

ey C
om

peten
cies for a S

u
ccessfu

l L
ife an

d
 a W

ell-F
u

n
ction

in
g S

ociety

）
を
刊
行
し
て
、
そ
の
活
動
を
終
了
し
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
作
業
計
画
は
、
①
先
行
研
究
の
批
判
的
分
析
、
②
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
概
念
の
解
明
、
③
理
論
に
基
づ
く
一
連
の
キ
ー
・

一
三
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コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
確
定
、
④
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
内
で
の
各
国
協
議
の
組
織
化
、
と
い
う
四
つ
の
主
要
な
活
動
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
（R

ychen 

&
 S

alganik 2003: 1-12

＝2006: 24-31

）。

デ
セ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
『
概
要
（E

xecutive S
um

m
ary

）』
に
よ
れ
ば
、
現
代
社
会
は
人
々
に
困
難
な
要
求
を
突
き
つ
け
て
お
り
、

人
々
は
そ
の
生
活
の
多
く
の
場
面
で
複
雑
な
状
況
に
直
面
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
状
況
の
中
で
「
人
生
の
成
功
（a S

uccessful L
ife

）」

と
「
正
常
に
機
能
す
る
社
会
（a W

ell-F
unctioning S

ociety

）」
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、「
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
能
力
が
必

要
で
あ
る
。
デ
セ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
単
な
る
知
識
や
ス
キ
ル
で
は
な
く
、「
特
定
の
文
脈
の
中
で
（
ス
キ
ル
や
態

度
を
含
む
）
心
理
社
会
的
な
リ
ソ
ー
ス
を
引
き
出
し
動
員
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
複
雑
な
要
求
に
対
応
す
る
能
力
」
と
定
義
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
そ
う
し
た
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
う
ち
、
①
「
社
会
と
個
人
に
と
っ
て
価
値
あ
る
結
果
を
も
た
ら
す
」、
②
「
さ
ま
ざ
ま
な
状
況

に
お
け
る
重
要
な
課
題
へ
の
適
応
を
助
け
る
」、
③
「
特
定
の
専
門
家
だ
け
で
な
く
す
べ
て
の
個
人
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
」
と
い
う
三

つ
の
条
件
を
満
た
し
た
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
こ
と
を
「
キ
ー
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
（key com

petency

）」
と
規
定
し
た
（O

E
C
D
 2005: 4

＝

2006: 201

）。

デ
セ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
三
つ
の
広
域
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
類
し
、
そ
の
中
で
あ
わ
せ
て
九
つ
の
キ
ー
・
コ
ン
ピ

テ
ン
シ
ー
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
の
内
容
を
整
理
し
た
の
が
表
1
で
あ
る
。
第
一
の
広
域
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、「〔
言
語
や
知
識
や
技
術
な
ど

の
〕
ツ
ー
ル
を
相
互
作
用
的
に
用
い
る
能
力
」
で
あ
る
。
こ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、
①
「
言
語
、
シ
ン
ボ
ル
、
テ
キ
ス
ト
を
相
互
作
用
的
に

用
い
る
能
力
」、
②
「
知
識
と
情
報
を
相
互
作
用
的
に
用
い
る
能
力
」、
③
「
技
術
を
相
互
作
用
的
に
用
い
る
能
力
」
と
い
う
三
つ
の
能
力

か
ら
構
成
さ
れ
る
。
第
二
の
広
域
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、「
異
質
な
人
々
か
ら
な
る
集
団
の
中
で
交
流
す
る
能
力
」
で
あ
る
。
こ
の
カ
テ
ゴ

リ
ー
は
、
④
「
他
人
と
う
ま
く
付
き
合
う
能
力
」、
⑤
「
協
力
し
、
チ
ー
ム
で
働
く
能
力
」、
⑥
「
紛
争
に
対
処
し
、
解
決
す
る
能
力
」
と

一
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い
う
三
つ
の
能
力
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
第
三
の
広
域
カ
テ
ゴ
リ
ー

は
、「
自
律
的
に
活
動
す
る
能
力
」
で
あ
る
。
こ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー

は
、
⑦
「
大
局
的
に
活
動
す
る
能
力
」、
⑧
「
人
生
設
計
や
個
人

的
計
画
を
立
案
し
、
実
行
す
る
能
力
」、
⑨
「
権
利
、
利
害
、
限

界
、
要
求
を
守
り
、
主
張
す
る
能
力
」
と
い
う
三
つ
の
能
力
か
ら

構
成
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
広
域
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
相
互
に
関
係
し
て

お
り
、
全
体
と
し
て
キ
ー
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
特
定
し
そ
れ
を

位
置
づ
け
る
た
め
の
基
礎
を
形
成
し
て
い
る
と
、
デ
セ
コ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
結
論
づ
け
て
い
る
（O

E
C
D
 2005: 5-6, 10-15

＝2006: 

202-3, 210-18

）。

以
上
、
本
章
で
は
、
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
概
念
が
ど
の
よ
う
な

歴
史
的
過
程
を
経
て
形
成
さ
れ
、
普
及
し
て
い
っ
た
の
か
を
概
観

し
た
。
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
概
念
は
、
一
九
七
〇
〜
一
九
九
〇
年

代
の
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
、
当
初
は
心
理
学
上
の
概
念
と
し
て
考

案
さ
れ
、
そ
の
後
、
企
業
の
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
分
野
に
応
用

さ
れ
理
論
的
な
発
展
を
と
げ
た
。
こ
う
し
た
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
概

念
の
普
及
は
、
教
育
の
分
野
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に

表 1　デセコプロジェクトにおけるキー・コンピテンシーのリスト

内　容

〔言語や知識や技術などの〕

ツールを相互作用的に用いる

能力

①　言語、シンボル、テキストを相互作用的

に用いる能力

②　知識と情報を相互作用的に用いる能力

③　技術を相互作用的に用いる能力

異質な人々からなる集団

の中で交流する能力

④　他人とうまく付き合う能力

⑤　協力し、チームで働く能力

⑥　紛争に対処し、解決する能力

自律的に活動する能力 ⑦　大局的に活動する能力

⑧　人生設計や個人的計画を立案し、実行す

る能力

⑨　権利、利害、限界、要求を守り、主張す

る能力

（出典） 　OECD（2005: 5-6, 10-15＝2006: 202-3, 210-18）をもとに筆者が作成。

各内容に付されている数字は筆者がつけたもの。
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な
っ
た
。
本
章
で
は
、
代
表
的
な
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
定
義
と
し
て
、
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
分
野
に
お
け
る
ス
ペ
ン
サ
ー
夫
妻
の
定
義

と
、
教
育
の
分
野
に
お
け
る
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
デ
セ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
定
義
を
取
り
上
げ
た
。
松
下
（2010

）
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
両
者
の

定
義
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、
①
「
能
力
の
中
に
、
可
視
化
し
や
す
い
認
知
的
要
素
（
知
識
や
ス
キ
ル
）
だ
け
で
な
く
、
よ
り
人
格
の
深

部
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
非
認
知
的
要
素
（
動
機
、
特
性
、
自
己
概
念
、
態
度
、
価
値
観
な
ど
）
を
も
含
む
」、
②
「
き
わ
め
て
広
い
一
般
性

を
も
つ
と
想
定
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
二
つ
の
点
で
あ
る
（
松
下 2010: 28-30

）。
こ
う
し
た
指
摘
を
踏
ま
え
た
う
え
で
整
理
す
れ
ば
、
コ

ン
ピ
テ
ン
シ
ー
と
は
、
す
べ
て
の
個
人
が
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
に
お
い
て
複
雑
な
要
求
に
対
応
す
る
た
め
の
基
底
的
な
能
力
で
あ
り
、
知
識

や
ス
キ
ル
の
よ
う
な
認
知
的
・
表
層
的
要
素
だ
け
で
な
く
、
動
機
、
特
性
、
態
度
、
価
値
の
よ
う
な
非
認
知
的
・
深
層
的
要
素
も
含
ん
だ

概
念
で
あ
る
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う

（
8
）

。

二　

Ｅ
Ｄ
Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
コ
ア
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

本
章
で
は
、
欧
州
評
議
会
の
Ｅ
Ｄ
Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
コ
ア
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
内
容
を
具
体

的
に
ど
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
の
か
を
検
討
す
る
。

Ｅ
Ｄ
Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
統
合
報
告
書
の
中
で
、
ル
ー
マ
ニ
ア
教
育
科
学
研
究
所
の
ビ
ル
ゼ
ア
（C

ésar B
îrzéa

）
は
、「
コ
ン
ピ
テ
ン

シ
ー
と
は
、
知
識
と
異
な
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
脈
に
お
け
る
予
見
で
き
な
い
問
題
を
解
決
す
る
方
法
（m

ethod

）、
す
な
わ
ち
潜
在
能
力

（potential

）
を
意
味
す
る
」
と
述
べ
て
い
る
（B

îrzéa 2000: 33

）。
知
識
が
固
定
的
な
性
質
を
も
つ
の
に
対
し
て
、
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
は

開
放
的
か
つ
包
括
的
な
性
質
を
も
ち
、
そ
れ
ゆ
え
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
対
処
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
た
意
味
に
お
い
て
人
間
の
潜

在
能
力
は
、「
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
に
お
い
て
実
践
（practices

）
や
活
動
（actions
）
を
生
み
出
す
一
連
の
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
」
で
あ
る
と

一
六
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い
う
こ
と
が
で
き
る
。
ビ
ル
ゼ
ア
は
、
こ
う
し
た
概
念
規
定
に
基
づ
い
て
、
教
育
の
目
的
と
は
「
可
視
的
な
行
動
（behaviours

）
や
活
動

（actions
）
や
態
度
（attitudes

）
を
生
み
出
す
基
盤
と
な
る
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
形
成
す
る
こ
と
」
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
（B

îrzéa 

2000: 33
）。

こ
う
し
た
統
合
報
告
書
の
記
述
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
Ｅ
Ｄ
Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
概
念
を
行
動
や
活
動
や
態
度

そ
の
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
を
生
み
出
す
基
底
的
な
能
力
と
と
ら
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
概
念
規
定
に
し
た
が
え
ば
、
民
主
主
義
的
シ

テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
コ
ア
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
と
は
、
民
主
的
な
行
動
や
活
動
や
態
度
を
生
み
出
す
基
底
的
な
能
力
で
あ
る
と
い
う
こ
と

が
で
き
る
。
実
際
に
、
ビ
ル
ゼ
ア
は
、
統
合
報
告
書
の
中
で
、「
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
最
小
限
の
潜
在
能
力
、
す
な
わ
ち

コ
ア
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
が
な
け
れ
ば
、
い
か
な
る
民
主
的
行
動
も
起
こ
り
え
な
い
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
て
い
る
（B

îrzéa 2000: 33

）。

そ
れ
で
は
、
そ
う
し
た
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
コ
ア
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
と
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
能
力
な
の
だ
ろ

う
か
。
ビ
ル
ゼ
ア
に
よ
れ
ば
、
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
に
お
け
る
コ
ア
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
リ
ス
ト
は
、
非
常
に
多
様

で
あ
る
。
そ
う
し
た
リ
ス
ト
の
目
的
は
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
全
体
的
な
視
点
を
提
供
す
る
こ
と
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
そ
れ
は
、
方
向
づ
け
と
し
て
の
価
値
は
も
つ
も
の
の
、
規
範
的
な
価
値
は
も
た
な
い
（B

îrzéa 2000: 34

）。
こ
う
指
摘
し

た
う
え
で
ビ
ル
ゼ
ア
は
、
統
合
報
告
書
の
付
録
の
表
5
（T

able 5 in the A
nnex

）
に
お
い
て
、
Ｅ
Ｄ
Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
過
程
で
提
案

さ
れ
た
三
つ
の
リ
ス
ト
を
取
り
上
げ
、
そ
の
内
容
を
整
理
し
て
い
る
。
第
一
の
リ
ス
ト
は
、
ビ
ル
ゼ
ア
自
身
が
一
九
九
六
年
の
報
告
書
で

提
案
し
た
も
の
で
あ
る
（B

îrzéa 1996 （
9
）

）。
第
二
の
リ
ス
ト
は
、
オ
ラ
ン
ダ
政
治
参
加
研
究
所
の
フ
ェ
ル
ド
ハ
ウ
ス
（R

uud V
eldhuis

）
が

一
九
九
七
年
の
報
告
書
で
提
案
し
た
も
の
で
あ
る
（V

eldhuis 1997: 12-5
）。
第
三
の
リ
ス
ト
は
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
大
学
の
オ
デ
ィ
ジ
ェ

（F
rançois A

udigier

）
が
一
九
九
八
年
の
報
告
書
で
提
案
し
た
も
の
で
あ
る
（A

udigier 1998 （
10
）

）。
以
下
で
は
、
こ
の
三
つ
の
リ
ス
ト
の
具

一
七
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（
一
〇
〇
）

体
的
な
内
容
を
分
析
す
る
。

（
1
）　

ビ
ル
ゼ
ア
の
報
告
書
に
お
け
る
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
コ
ア
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

ま
ず
は
、
ビ
ル
ゼ
ア
が
一
九
九
六
年
の
報
告
書
で
提
案
し
た
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
コ
ア
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
リ
ス
ト

の
内
容
を
分
析
し
て
み
た
い
。
Ｅ
Ｄ
Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
発
足
す
る
直
前
の
一
九
九
六
年
六
月
、
フ
ラ
ン
ス
の
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
に
お
い

て
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
に
関
す
る
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。
ビ
ル
ゼ
ア
は
、
こ
の
会
議
に
Ｅ
Ｄ
Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
そ
の

後
の
作
業
の
基
礎
と
な
っ
た
「
一
般
報
告
書
（G

eneral R
eport

）」
を
提
出
し
て
い
る
。
こ
の
報
告
書
の
中
で
ビ
ル
ゼ
ア
は
、
民
主
主
義

的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
コ
ア
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
リ
ス
ト
を
提
示
し
て
い
る
。
そ
の
具
体
的
な
内
容
が
表
2
で
あ
る
。

こ
の
リ
ス
ト
を
見
て
分
か
る
よ
う
に
、
ビ
ル
ゼ
ア
は
、
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
コ
ア
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
「
知
識

（K
now

ledge

）」「
価
値
（V

alues

）」「
ス
キ
ル
（S

kills

）」
と
い
う
三
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
類
し
て
い
る
。「
知
識
」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー

に
お
い
て
は
、
①
「
民
主
主
義
お
よ
び
民
主
主
義
的
諸
制
度
が
機
能
す
る
方
法
」、
②
「
政
治
・
法
・
金
融
の
プ
ロ
セ
ス
」、
③
「
市
民
の

権
利
・
自
由
・
責
任
」
な
ど
が
、
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
を
つ
う
じ
て
学
ぶ
べ
き
知
識
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。「
価

値
」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
お
い
て
は
、
①
「
あ
ら
ゆ
る
人
間
の
等
し
い
価
値
」、
②
「
自
己
と
他
者
の
尊
重
」、
③
「
自
由
」、
④
「
連

帯
」、
⑤
「
寛
容
」
な
ど
が
、
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
を
つ
う
じ
て
学
ぶ
べ
き
価
値
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。「
ス
キ

ル
」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
お
い
て
は
、
①
「
非
暴
力
的
な
手
段
に
よ
っ
て
紛
争
を
解
決
す
る
」、
②
「
自
分
自
身
の
見
解
を
主
張
し
、

か
つ
擁
護
す
る
方
法
を
知
る
」、
③
「
他
者
の
主
張
を
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
な
ど
が
、
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
を

つ
う
じ
て
学
ぶ
べ
き
ス
キ
ル
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
ビ
ル
ゼ
ア
は
、
二
〇
〇
〇
年
の
統
合
報
告
書
に
お
い
て
は
、

一
八



欧
州
評
議
会
の
Ｅ
Ｄ
Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
コ
ア
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
（
石
井
）

（
一
〇
一
）

民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ

プ
の
コ
ア
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

を
民
主
的
な
行
動
や
活
動
や
態

度
を
生
み
出
す
基
底
的
な
能
力

と
と
ら
え
て
い
た
。
こ
の
概
念

規
定
に
し
た
が
え
ば
、
ビ
ル
ゼ

ア
は
、
民
主
的
な
行
動
・
活

動
・
態
度
を
生
み
出
す
た
め
に

は
、
表
2
で
挙
げ
た
よ
う
な
知

識
・
価
値
・
ス
キ
ル
が
必
要
だ

と
考
え
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
ビ
ル
ゼ
ア

は
、
一
九
九
六
年
の
報
告
書
の

中
で
、「
知
識
」「
価
値
」「
ス

キ
ル
」
と
い
う
三
つ
の
カ
テ
ゴ

リ
ー
か
ら
構
成
さ
れ
る
民
主
主

義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
コ

表 2　ビルゼアが提案した民主主義的シティズンシップのコア・コンピテンシーのリスト

内　容

知
識

①　民主主義および民主的諸制度が機能する方法

②　政治・法・金融のプロセス

③　市民の権利・自由・責任

④　民主主義的シティズンシップの文脈

⑤　ヨーロッパ的文脈と国際的文脈

価
値

①　あらゆる人間の等しい価値

②　自己と他者の尊重

③　自由

④　連帯

⑤　寛容

⑥　理解

⑦　市民的勇気

ス
キ
ル

①　非暴力的な手段によって紛争を解決する

②　自分自身の見解を主張し、かつ擁護する方法を知る

③　他者の主張を解釈することができる

④　差異を認めてそれを受容する方法を知る

⑤　選択する方法、選択肢を分類する方法、それらを倫理的に分析する

方法を知る

⑥　共同責任を引き受ける方法

⑦　他者と建設的かつ非抑圧的な関係を築く方法

⑧　批判的精神を発展させる方法、モデルと真実を比較する方法

（出典） 　Bîrzéa（2000: 83-5）をもとに筆者が作成。各項目に付されている数字

は筆者がつけたもの。
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九
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（
一
〇
二
）

ア
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
リ
ス
ト
を
提
案
し
た
。
彼
が
提
案
し
た
こ
の
リ
ス
ト
は
、
Ｅ
Ｄ
Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
そ
の
後
の
進
展
過
程
に
お

い
て
、
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
コ
ア
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
基
本
的
な
分
類
枠
組
み
を
提
供
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
言
い
方

を
変
え
れ
ば
、
ビ
ル
ゼ
ア
の
リ
ス
ト
は
、
そ
の
後
提
案
さ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ト
の
「
ひ
な
が
た
」
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
に

な
っ
た
。

（
2
）　

フ
ェ
ル
ド
ハ
ウ
ス
の
報
告
書
に
お
け
る
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
コ
ア
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

次
に
、
フ
ェ
ル
ド
ハ
ウ
ス
が
一
九
九
七
年
の
報
告
書
で
提
案
し
た
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
コ
ア
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
リ

ス
ト
を
検
討
し
て
み
た
い
。
フ
ェ
ル
ド
ハ
ウ
ス
は
、
こ
の
報
告
書
の
中
で
、「
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
の
コ
ア
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

（C
ore conpetem

ces of citizenship education

）」
の
リ
ス
ト
と
し
て
、「
最
大
限
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
（m

axim
um

 package

）」
と
「
最
小
限
の

パ
ッ
ケ
ー
ジ
（m

inim
um

 package

）」
と
い
う
二
つ
の
リ
ス
ト
を
挙
げ
て
い
る
。

①　
「
最
大
限
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」

ま
ず
は
、「
最
大
限
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
の
内
容
を
分
析
し
て
み
た
い
。
フ
ェ
ル
ド
ハ
ウ
ス
は
、
こ
の
リ
ス
ト
の
中
で
、
民
主
主
義
的
シ

テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
取
り
上
げ
る
べ
き
内
容
を
「
政
治
的
／
法
的
次
元
（political / legal dim

ension

）」「
文
化

的
次
元
（cultural dim

ension

）」「
社
会
的
次
元
（social dim

ension

）」「
経
済
的
次
元
（econom

ic dim
ension

）」
と
い
う
四
つ
の
カ
テ
ゴ

リ
ー
に
分
類
し
て
い
る
。
そ
の
具
体
的
な
内
容
を
示
し
た
の
が
表
3
で
あ
る
。

こ
の
リ
ス
ト
を
見
て
分
か
る
よ
う
に
、
第
一
の
「
政
治
的
／
法
的
次
元
」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
お
い
て
は
、
①
「
民
主
主
義
の
概

二
〇



欧
州
評
議
会
の
Ｅ
Ｄ
Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
コ
ア
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
（
石
井
）

（
一
〇
三
）

表 3　フェルドハウスが提案した「最大限のパッケージ」

内　容

政
治
的
／
法
的
次
元

①　民主主義の概念
②　民主主義的シティズンシップの概念
③　ナショナル・レベル、インターナショナル・レベル、ヨーロッパ・レ

ベルにおける政治構造と意思決定過程、選挙制度、政党、圧力団体
④　政治参加と参加形態（デモに参加する、報道機関に手紙を送るなど）
⑤　ヨーロッパにおける市民社会、民主主義の価値、人権などの歴史と

基礎
⑥　ヨーロッパ統合と国際政治を含む、現在の政治問題についての意識
⑦　国際関係、国際組織、および国際立法
⑧　メディアの役割
⑨　裁判制度
⑩　国家予算

文
化
的
次
元

①　情報技術とマスメディアの役割
②　異文化間の経験／異文化の経験
③　各国およびヨーロッパ共通の文化遺産
④　特定の規範や価値の優位
⑤　国家の歴史
⑥　人種差別主義および差別との闘争
⑦　環境の保護

社
会
的
次
元

①　社会的孤立および社会的排除との戦い
②　（一般的な）人権の擁護
③　社会内の多様な集団（国内の少数民族やエスニック・グループ）の

結束
④　社会問題、すなわち社会的・民族的集団の状況に対する感受性
⑤　未来志向の社会モデルへの取り組み
⑥　男女平等のための取り組み
⑦　情報社会の社会的重大性
⑧　社会保障・福祉・読み書き能力・健康のグローバルなレベルでの相違
⑨　国家的および国際的安全保障

経
済
的
次
元

①　市場経済の諸側面
②　ヨーロッパおよびグローバルな経済協力の挑戦
③　職業資格の向上
④　マイノリティ集団の経済プロセスへの統合（積極的差別）
⑤　革新的な方法と戦略によるグローバル化の挑戦との戦い
⑥　ヨーロッパのさまざまな労働状況
⑦　雇用と失業の諸側面
⑧　労働法の原理
⑨　ヨーロッパ単一市場のメカニズム
⑩　グローバル経済の生態学側面
⑪　世界経済の変化の社会的重大性
⑫　消費者の権利

（出典） 　Veldhuis（1997: 12-4）をもとに筆者が作成。各項目に付されている数

字は筆者がつけたもの。
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（
一
〇
四
）

念
」、
②
「
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
概
念
」、
③
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
レ
ベ
ル
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
レ
ベ
ル
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
・
レ
ベ
ル
に
お
け
る
政
治
構
造
と
意
思
決
定
過
程
、
選
挙
制
度
、
政
党
、
圧
力
団
体
」、
④
「
政
治
参
加
と
参
加
形
態
（
デ
モ
に
参
加
す

る
、
報
道
機
関
に
手
紙
を
送
る
な
ど
）」、
⑤
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
市
民
社
会
、
民
主
主
義
の
価
値
、
人
権
な
ど
の
歴
史
と
基
礎
」
な
ど

の
内
容
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
第
二
の
「
文
化
的
次
元
」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
は
、
①
「
情
報
技
術
と
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
役
割
」、
②

「
異
文
化
間
の
経
験
／
異
文
化
の
経
験
」、
③
「
各
国
お
よ
び
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
通
の
文
化
遺
産
」
な
ど
の
内
容
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
第
三

の
「
社
会
的
次
元
」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
は
、
①
「
社
会
的
孤
立
お
よ
び
社
会
的
排
除
と
の
戦
い
」、
②
「（
一
般
的
な
）
人
権
の
擁
護
」、

③
「
社
会
内
の
多
様
な
集
団
（
国
内
の
少
数
民
族
や
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
グ
ル
ー
プ
）
の
結
束
」
な
ど
の
内
容
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
第
四
の
「
経

済
的
次
元
」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
は
、
①
「
市
場
経
済
の
諸
側
面
」、
②
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
お
よ
び
グ
ロ
ー
バ
ル
な
経
済
協
力
の
挑
戦
」、

③
「
職
業
資
格
の
向
上
」、
④
「
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
集
団
の
経
済
プ
ロ
セ
ス
へ
の
統
合
（
積
極
的
差
別
）」
な
ど
の
内
容
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る

（V
eldhuis 1997: 12-4

）。

フ
ェ
ル
ド
ハ
ウ
ス
は
、
こ
う
し
た
四
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
「
大
き
く
相
互
依
存
し
て
い
る
」
と
し
つ
つ
も
、「
私
は
、
…
…
政
治
的
シ

テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
に
重
点
を
置
い
て
い
る
。
政
治
的
次
元
は
、
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
支
配
的
な
次
元
で
あ
る
。〔
な
ぜ
な
ら
〕
政
治
的

決
定
は
、
他
の
す
べ
て
の
次
元
に
影
響
を
及
ぼ
す
〔
か
ら
で
あ
る
〕」
と
述
べ
て
、
政
治
的
次
元
の
学
習
内
容
を
他
の
次
元
よ
り
も
重
視

し
て
い
る
（V

eldhuis 1997: 12

）。

ま
た
、
フ
ェ
ル
ド
ハ
ウ
ス
は
、
こ
の
リ
ス
ト
は
「
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
の
基
準
の
公
式
化
に
貢
献
す
る
こ
と
に
な
る
理
想
の
モ
デ

ル
の
た
め
の
第
一
稿
（fi rst draft

）」
で
あ
る
と
し
て
い
る
（V

eldhuis 1997: 12
）。
そ
し
て
、
こ
の
リ
ス
ト
が
適
切
に
作
成
さ
れ
た
な
ら
、

「
教
科
書
な
ど
の
著
者
に
と
っ
て
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
開
発
の
た
め
の
基
準
と
し
て
機
能
す
る
だ
ろ
う
」
と
述
べ
て
い
る
（V

eldhuis 1997: 14

）。

二
二



欧
州
評
議
会
の
Ｅ
Ｄ
Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
コ
ア
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
（
石
井
）

（
一
〇
五
）

こ
う
し
た
記
述
は
、「
は
じ
め
に
」
で
も
言
及
し
た
ア
メ
リ
カ
の
教
育
制
度
に
お
け
る
「
教
育
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
の
存
在
を
念
頭
に
置
い

た
も
の
で
あ
る

（
11
）

と
い
え
よ
う
。
フ
ェ
ル
ド
ハ
ウ
ス
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
に
お
い
て
も
ア
メ
リ
カ
の
よ
う
な

「
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
、
そ
の
「
第
一
稿
」
を
示
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
同
時
に
フ
ェ
ル
ド
ハ
ウ
ス
は
、
こ
の
リ
ス
ト
は
「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
一
部
と
な
る
べ
き
認
知
的
側
面
（cognitive aspects

）

を
定
式
化
し
た
も
の
で
あ
り
、
態
度
（attitudes

）
や
ス
キ
ル
（skills

）
を
詳
細
に
説
明
し
た
も
の
で
は
な
い
」
と
も
述
べ
て
い
る

（V
eldhuis 1997: 12

）。
つ
ま
り
、
フ
ェ
ル
ド
ハ
ウ
ス
が
提
案
し
た
「
最
大
限
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
は
、
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教

育
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
お
い
て
取
り
上
げ
る
べ
き
知
識
の
み

・

・

・

・

を
整
理
し
た
限
定
的
な
リ
ス
ト
で
あ
り
、
市
民
に
必
要
な
態
度
や
ス
キ
ル
ま

で
を
網
羅
し
た
包
括
的
な
リ
ス
ト
で
は
な
い
。
フ
ェ
ル
ド
ハ
ウ
ス
は
、
そ
れ
ら
を
網
羅
し
た
包
括
的
な
リ
ス
ト
を
「
最
小
限
の
パ
ッ
ケ
ー

ジ
」
と
名
づ
け
、
同
じ
報
告
書
の
中
で
提
示
し
て
い
る
。
次
項
で
こ
の
リ
ス
ト
の
内
容
を
分
析
し
て
み
た
い
。

②　
「
最
小
限
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」

フ
ェ
ル
ド
ハ
ウ
ス
は
、
一
九
九
七
年
の
報
告
書
の
中
で
、「
議
会
制
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
中
で
市
民
が
市
民
と
し
て
お
お
む
ね
適
切
に
機

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

能
す
る
た
め
に
は

・

・

・

・

・

・

・

、
ど
の
よ
う
な
知
識

・

・

・

・

・

・

・

（know
ledge

）、
態
度

・

・

（attitudes

）、
知
的
ス
キ
ル
と
参
加
の
ス
キ
ル

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

（intellectual and 

participatory skills

）
が
必
要
だ
ろ
う
か

・

・

・

・

・

・

・

」
と
い
う
問
い
を
提
起
し
て
い
る
（V

eldhuis 1997: 14

）。
そ
し
て
、
こ
の
問
い
に
応
え
る
形
で

民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
コ
ア
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
整
理
し
た
リ
ス
ト
を
、「
最
小
限
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
と
し
て
提
示
し
て

い
る
。
そ
の
具
体
的
な
内
容
を
整
理
し
た
の
が
表
4
で
あ
る
。

こ
の
リ
ス
ト
に
お
い
て
フ
ェ
ル
ド
ハ
ウ
ス
は
、
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
コ
ア
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
「
知
識
・
洞
察

二
三
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表 4　フェルドハウスが提案した「最小限のパッケージ」

内　容

知
識
・
洞
察

①　民主主義の概念
②　民主主義的シティズンシップの概念
③　（市民社会を含む）民主主義社会の機能
④　個人に対する社会の影響
⑤　政治的意思決定と立法
⑥　市民の権利と義務
⑦　政党と利益団体の役割
⑧　意思決定に参加するための選択肢
⑨　政策形成に影響を与える方法
⑩　現在の政治的諸問題

態
度
／
意
見

①　社会的・政治的事柄への関心
②　国民としてのアイデンティティ
③　民主主義について
④　民主主義的シティズンシップについて
⑤　政治的信条
⑥　政治的有効性
⑦　自制
⑧　忠誠
⑨　寛容、自分自身がもつ偏見の認識
⑩　他者の尊重
⑪　ヨーロッパ文明の価値
⑫　ヨーロッパがその根拠としている価値（民主主義／社会正義／人権）

知
的
ス
キ
ル

①　さまざまなメディアを通して政治的な情報を集め、取り入れる
②　情報・政策・意見に対する批判的アプローチ
③　コミュニケーションスキル（自分の意見を論証し、主張し、表現す

ることができる）
④　過程・制度・機能・目標を記述する
⑤　非暴力的な紛争解決を求める
⑥　責任を取る
⑦　判断する能力
⑧　選択し、立揚をはっきりさせる

参
加
の
ス
キ
ル

①　政策や決定に影響を与える（陳情やロビイング）
②　パートナー組織との連携を確立し、協力する
③　政治的な討議に参加する
④　社会的・政治的過程に参加する（政党や利益団体のメンバーになる、

投票する、手紙を送る、デモに参加する、その他）

（出典） 　Veldhuis（1997: 15）をもとに筆者が作成。各項目に付されている数字

は筆者がつけたもの。

二
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欧
州
評
議
会
の
Ｅ
Ｄ
Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
コ
ア
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
（
石
井
）

（
一
〇
七
）

（know
ledge of, insight in

）」「
態
度
／
意
見
（attitudes / opinions

）」「
知
的
ス
キ
ル
（intellectual skills

）」「
参
加
の
ス
キ
ル

（participatory skills

）」
と
い
う
四
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
類
し
て
い
る
。
第
一
の
「
知
識
・
洞
察
」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
お
い
て
は
、

①
「
民
主
主
義
の
概
念
」、
②
「
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
概
念
」、
⑤
「
政
治
的
意
思
決
定
と
立
法
」、
⑥
「
市
民
の
権
利
と

義
務
」、
⑦
「
政
党
と
利
益
団
体
の
役
割
」、
⑧
「
意
思
決
定
に
参
加
す
る
た
め
の
選
択
肢
」、
⑨
「
政
策
形
成
に
影
響
を
与
え
る
方
法
」

な
ど
に
つ
い
て
の
知
識
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
第
二
の
「
態
度
／
意
見
」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
お
い
て
は
、
①
「
社
会
的
・
政
治
的
事

柄
へ
の
関
心
」、
②
「
国
民
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」、
⑨
「
寛
容
、
自
分
自
身
が
も
つ
偏
見
の
認
識
」、
⑩
「
他
者
の
尊
重
」
な

ど
の
態
度
や
意
見
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
第
三
の
「
知
的
ス
キ
ル
」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
お
い
て
は
、
①
「
さ
ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア
を

通
し
て
政
治
的
な
情
報
を
集
め
、
取
り
入
れ
る
」、
②
「
情
報
・
政
策
・
意
見
に
対
す
る
批
判
的
ア
プ
ロ
ー
チ
」、
③
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ス
キ
ル
（
自
分
の
意
見
を
論
証
し
、
主
張
し
、
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
）」、
⑤
「
非
暴
力
的
な
紛
争
解
決
を
求
め
る
」
な
ど
の
知
的

ス
キ
ル
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
第
四
の
「
参
加
の
ス
キ
ル
」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
お
い
て
は
、
①
「
政
策
や
決
定
に
影
響
を
与
え
る

（
陳
情
や
ロ
ビ
イ
ン
グ
）」、
②
「
パ
ー
ト
ナ
ー
組
織
と
の
連
携
を
確
立
し
、
協
力
す
る
」、
③
「
政
治
的
な
討
議
に
参
加
す
る
」、
④
「
社
会

的
・
政
治
的
過
程
に
参
加
す
る
（
政
党
や
利
益
団
体
の
メ
ン
バ
ー
に
な
る
、
投
票
す
る
、
手
紙
を
送
る
、
デ
モ
に
参
加
す
る
、
そ
の
他
）」
な
ど
の

参
加
の
ス
キ
ル
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（V

eldhuis 1997: 15

）。

こ
う
し
た
分
析
の
結
果
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、「
最
小
限
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
と
は
、
民
主
主
義
社
会
の
中
で
市
民
が
市
民
と
し
て
機
能

す
る
た
め
に
必
要
な
知
識
、
態
度
、
知
的
ス
キ
ル
、
参
加
の
ス
キ
ル
を
整
理
し
た
、
包
括
的
な
リ
ス
ト
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

二
五
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③　
「
最
小
限
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
と
「
最
大
限
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
の
比
較

以
上
の
よ
う
な
「
最
小
限
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
の
内
容
を
、
前
項
で
検
討
し
た
「
最
大
限
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
の
内
容
と
比
較
し
て
み
た
い
。

二
つ
の
リ
ス
ト
の
内
容
を
比
較
し
て
み
る
と
、
両
者
に
多
く
の
共
通
点
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
例
え
ば
、「
最
大
限
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」

の
「
政
治
的
／
法
的
次
元
」
に
お
け
る
①
「
民
主
主
義
の
概
念
」
と
②
「
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
概
念
」
は
、「
最
小
限
の

パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
の
「
知
識
・
洞
察
」
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
お
け
る
①
②
と
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
る
。「
最
大
限
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
の
「
政
治
的

／
法
的
次
元
」
に
お
け
る
③
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
レ
ベ
ル
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
レ
ベ
ル
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
レ
ベ
ル
に
お
け
る
政
治
構

造
と
意
思
決
定
過
程
、
選
挙
制
度
、
政
党
、
圧
力
団
体
」
は
、「
最
小
限
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
の
「
知
識
・
洞
察
」
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
お
け
る

⑤
「
政
治
的
意
思
決
定
と
立
法
」
や
⑦
「
政
党
と
利
益
団
体
の
役
割
」
と
重
な
る
部
分
が
多
い
。「
最
大
限
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
の
「
政
治

的
／
法
的
次
元
」
に
お
け
る
④
「
政
治
参
加
と
参
加
形
態
（
デ
モ
に
参
加
す
る
、
報
道
機
関
に
手
紙
を
送
る
な
ど
）」
は
、「
最
小
限
の
パ
ッ

ケ
ー
ジ
」
の
「
参
加
の
ス
キ
ル
」
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
お
け
る
④
「
社
会
的
・
政
治
的
過
程
に
参
加
す
る
（
政
党
や
利
益
団
体
の
メ
ン
バ
ー
に
な

る
、
投
票
す
る
、
手
紙
を
送
る
、
デ
モ
に
参
加
す
る
、
そ
の
他
）」
に
相
当
す
る
。「
最
大
限
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
の
「
政
治
的
／
法
的
次
元
」
に

お
け
る
⑤
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
市
民
社
会
、
民
主
主
義
の
価
値
、
人
権
な
ど
の
歴
史
と
基
礎
」
と
、「
社
会
的
次
元
」
に
お
け
る
②

「（
一
般
的
な
）
人
権
の
擁
護
」
は
、「
最
小
限
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
の
「
知
識
・
洞
察
」
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
お
い
て
⑥
「
市
民
の
権
利
と
義
務
」

に
集
約
さ
れ
て
い
る
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
フ
ェ
ル
ド
ハ
ウ
ス
が
提
案
し
た
「
最
小
限
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
は
、
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
コ
ア
・
コ

ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
「
知
識
・
洞
察
」「
態
度
／
意
見
」「
知
的
ス
キ
ル
」「
参
加
の
ス
キ
ル
」
と
い
う
四
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
類
し
て
整

理
し
た
リ
ス
ト
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、「
最
大
限
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
は
、
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
コ
ア
・
コ
ン
ピ
テ

二
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ン
シ
ー
の
認
知
的
側
面
の
み
、
す
な
わ
ち
知
識
と
い
う
要
素
の
み
に
着
目
し
、
そ
れ
を
さ
ら
に
「
政
治
的
／
法
的
次
元
」「
文
化
的
次
元
」

「
社
会
的
次
元
」「
経
済
的
次
元
」
と
い
う
四
つ
の
下
位
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
類
し
て
整
理
し
た
リ
ス
ト
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、「
最
小
限

の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
の
「
知
識
・
洞
察
」
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
内
容
の
多
く
が
、「
最
大
限
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
で
は
四
つ
の
カ

テ
ゴ
リ
ー
に
細
分
化
さ
れ
、
よ
り
詳
細
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。
二
つ
の
リ
ス
ト
の
内
容
に
多
く
の
共
通
点
が
見
ら
れ
る
の
は
こ
の
た
め
で

あ
る
。

④　

フ
ェ
ル
ド
ハ
ウ
ス
の
「
最
小
限
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
と
ビ
ル
ゼ
ア
の
リ
ス
ト
の
比
較

次
に
、
フ
ェ
ル
ド
ハ
ウ
ス
の
「
最
小
限
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
を
、
ビ
ル
ゼ
ア
が
一
九
九
六
年
の
報
告
書
で
提
案
し
た
リ
ス
ト
と
比
較
し
て

み
た
い
。

フ
ェ
ル
ド
ハ
ウ
ス
は
、「
最
小
限
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
に
お
い
て
、
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
コ
ア
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を

「
知
識
・
洞
察
」「
態
度
／
意
見
」「
知
的
ス
キ
ル
」「
参
加
の
ス
キ
ル
」
と
い
う
四
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
類
し
た
。
一
方
、
前
述
し
た
よ

う
に
ビ
ル
ゼ
ア
は
、
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
コ
ア
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
「
知
識
」「
価
値
」「
ス
キ
ル
」
と
い
う
三
つ
の
カ

テ
ゴ
リ
ー
に
分
類
し
た
。
二
つ
の
リ
ス
ト
の
分
類
枠
組
み
は
、
表
現
は
多
少
異
な
る
も
の
の
、
お
お
む
ね
共
通
し
た
も
の
だ
と
い
え
る
。

例
え
ば
、
フ
ェ
ル
ド
ハ
ウ
ス
の
「
最
小
限
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
に
お
け
る
「
知
識
・
洞
察
」
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、
ビ
ル
ゼ
ア
の
リ
ス
ト
に
お
け

る
「
知
識
」
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
相
当
す
る
。
フ
ェ
ル
ド
ハ
ウ
ス
の
「
最
小
限
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
に
お
け
る
「
態
度
／
意
見
」
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、

ビ
ル
ゼ
ア
の
リ
ス
ト
に
お
け
る
「
価
値
」
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
対
応
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
フ
ェ
ル
ド
ハ
ウ
ス
の
「
最
小
限
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」

に
お
け
る
「
知
的
ス
キ
ル
」
と
「
参
加
の
ス
キ
ル
」
と
い
う
二
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、
ビ
ル
ゼ
ア
の
リ
ス
ト
に
お
け
る
「
ス
キ
ル
」
カ
テ

二
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ゴ
リ
ー
を
細
分
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
ビ
ル
ゼ
ア
と
フ
ェ
ル
ド
ハ
ウ
ス
の
リ
ス
ト
を
比
較
し
て
み
る
と
、
ビ
ル
ゼ
ア
が
考

案
し
た
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
コ
ア
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
分
類
枠
組
み
を
、
フ
ェ
ル
ド
ハ
ウ
ス
が
基
本
的
に
継
承
し
て
い

る
こ
と
が
分
か
る
。

ま
た
、
各
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
中
身
に
つ
い
て
も
共
通
点
が
多
い
。
例
え
ば
、
フ
ェ
ル
ド
ハ
ウ
ス
の
「
最
小
限
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
に
お
け
る

「
知
識
・
洞
察
」
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
⑥
「
市
民
の
権
利
と
義
務
」
は
、
ビ
ル
ゼ
ア
の
リ
ス
ト
に
お
け
る
「
知
識
」
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
③
「
市
民

の
権
利
・
自
由
・
責
任
」
に
相
当
す
る
。
フ
ェ
ル
ド
ハ
ウ
ス
の
「
最
小
限
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
に
お
け
る
「
態
度
／
意
見
」
カ
テ
ゴ
リ
ー
の

⑨
「
寛
容
、
自
分
自
身
が
も
つ
偏
見
の
認
識
」
は
、
ビ
ル
ゼ
ア
の
リ
ス
ト
に
お
け
る
「
価
値
」
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
⑤
「
寛
容
」
と
ほ
ぼ
一
致

す
る
。
フ
ェ
ル
ド
ハ
ウ
ス
の
「
最
小
限
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
に
お
け
る
「
態
度
／
意
見
」
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
⑩
「
他
者
の
尊
重
」
も
、
ビ
ル
ゼ

ア
の
リ
ス
ト
に
お
け
る
「
価
値
」
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
②
「
自
己
お
よ
び
他
者
の
尊
重
」
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
フ
ェ
ル
ド
ハ
ウ
ス
の
「
最
小
限

の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
に
お
け
る
「
知
的
ス
キ
ル
」
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
③
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
（
自
分
の
意
見
を
論
証
し
、
主
張
し
、

表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
）」
は
、
ビ
ル
ゼ
ア
の
リ
ス
ト
に
お
け
る
「
ス
キ
ル
」
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
②
「
自
分
自
身
の
見
解
を
主
張
し
、
か
つ

擁
護
す
る
方
法
を
知
る
」、
③
「
他
者
の
主
張
を
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
」、
⑦
「
他
者
と
建
設
的
か
つ
非
抑
圧
的
な
関
係
を
築
く
方

法
」
な
ど
を
集
約
し
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
フ
ェ
ル
ド
ハ
ウ
ス
の
「
最
小
限
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
に
お
け
る
「
知
的
ス
キ
ル
」

カ
テ
ゴ
リ
ー
の
⑤
「
非
暴
力
的
な
紛
争
解
決
を
求
め
る
」
も
、
ビ
ル
ゼ
ア
の
リ
ス
ト
に
お
け
る
「
ス
キ
ル
」
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
①
「
非
暴
力

的
な
手
段
に
よ
っ
て
紛
争
を
解
決
す
る
」
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。

以
上
の
よ
う
な
比
較
検
討
か
ら
、
フ
ェ
ル
ド
ハ
ウ
ス
が
提
案
し
た
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
コ
ア
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の

「
最
小
限
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
は
、
ビ
ル
ゼ
ア
が
一
九
九
六
年
の
報
告
書
で
考
案
し
た
リ
ス
ト
を
原
型
に
し
て
、
さ
ら
に
そ
れ
を
発
展
さ
せ

二
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た
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
し
て
、
本
節
で
は
、
フ
ェ
ル
ド
ハ
ウ
ス
が
一
九
九
七
年
の
報
告
書
で
提
案
し
た
「
最
小
限
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
と
「
最
大

限
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
と
い
う
二
つ
の
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
コ
ア
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
リ
ス
ト
の
内
容
を
分
析
し
た
。

「
最
小
限
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
は
、
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
コ
ア
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
「
知
識
・
洞
察
」「
態
度
／
意
見
」

「
知
的
ス
キ
ル
」「
参
加
の
ス
キ
ル
」
と
い
う
四
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
類
し
た
う
え
で
、
各
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
お
い
て
習
得
す
べ
き
最
小
限

・

・

・

の・

内
容
を
示
し
た
リ
ス
ト
で
あ
っ
た
。
一
方
、「
最
大
限
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
は
、〈
知
識
〉
と
い
う
要
素
に
限
定
し
た
う
え
で
、
そ
れ
を
さ

ら
に
「
政
治
的
／
法
的
次
元
」「
文
化
的
次
元
」「
社
会
的
次
元
」「
経
済
的
次
元
」
と
い
う
四
つ
の
下
位
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
類
し
、
各
カ

テ
ゴ
リ
ー
に
お
い
て
習
得
す
べ
き
最
大
限
の

・

・

・

・

内
容
を
示
し
た
リ
ス
ト
で
あ
っ
た
。

（
3
）　

オ
デ
ィ
ジ
ェ
の
報
告
書
に
お
け
る
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
コ
ア
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

最
後
に
、
オ
デ
ィ
ジ
ェ
が
一
九
九
八
年
の
報
告
書
で
提
案
し
た
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
コ
ア
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
リ
ス

ト
の
内
容
を
分
析
し
て
み
た
い
。
オ
デ
ィ
ジ
ェ
は
、
二
〇
〇
〇
年
に
発
表
さ
れ
た
Ｅ
Ｄ
Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
グ
ル
ー
プ
Ａ
の
報
告
書
の
中

で
、「
市
民
（citizen

）
と
は
、
民
主
的
な
社
会
に
お
い
て
権
利
と
義
務
を
も
つ
者
の
こ
と
で
あ
る
。
…
…
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ

プ
は
、
基
本
的
な
価
値
と
し
て
個
人
の
自
律
を
含
ん
で
い
る
」
と
し
た
う
え
で
、
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
コ
ア
・
コ
ン
ピ
テ

ン
シ
ー
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

二
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民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
と
関
連
す
る
コ
ア
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
は

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

、
自
由
か
つ
自
律
的
で
社
会
に
お
け
る
自
ら
の
権
利

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

と
義
務
に
自
覚
的
な
人
間
を
つ
く
り
あ
げ
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

。
こ
の
社
会
で
は

・

・

・

・

・

・

、
各
人
の
自
由
が
行
使
さ
れ
る
枠
組
み
を
定

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

め
る
共
同
生
活
の
ル
ー
ル

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

、
す
な
わ
ち
法
を
制
定
す
る
権
力
と

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

、
こ
の
権
力
を
行
使
す
る
人
々
の
任
命
と
統
制
が

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

、
す
べ
て
の
市
民

・

・

・

・

・

・

の
監
督
下
に
あ
る

・

・

・

・

・

・

・

。（A
udigier 2000: 17

）

引
用
文
中
の
「
自
由
か
つ
自
律
的
で
社
会
に
お
け
る
自
ら
の
権
利
と
義
務
に
自
覚
的
な
人
間
」
と
い
う
の
は
、
オ
デ
ィ
ジ
ェ
が
育
成
す

る
こ
と
を
め
ざ
し
た
理
想
の
市
民
像
の
こ
と
だ
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
た
市
民
に
と
っ
て
必
要
な
資
質
や
能
力
の
こ
と
を
、

オ
デ
ィ
ジ
ェ
は
、「
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
と
関
連
す
る
コ
ア
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
」
と
呼
ん
で
い
る
。
オ
デ
ィ
ジ
ェ
が
民
主

主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
に
関
す
る
議
論
の
中
で
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
概
念
を
き
わ
め
て
重
視
し
て
い
る
こ
と
は
、
彼
の
報
告
書

の
タ
イ
ト
ル
が
『
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
の
基
礎
概
念
と
コ
ア
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
（B

asic C
on

cepts an
d

 C
ore 

C
om

peten
cies for E

d
u

cation
 for D

em
ocratic C

itizen
sh

ip

）』
と
題
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
オ
デ
ィ
ジ
ェ
が
提
案
し
た
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
コ
ア
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
リ
ス
ト
の
内
容
を
分
析
し
て

み
よ
う
。
オ
デ
ィ
ジ
ェ
は
、
こ
の
報
告
書
の
中
で
、
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
コ
ア
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
、
①
「
認
知
的
コ

ン
ピ
テ
ン
シ
ー
（cognitive com

petences

）」、
②
「
情
動
的
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
、
お
よ
び
価
値
選
択
と
関
連
す
る
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

（aff ective com
petences and those connected w

ith the choice of values
）」、
③
「
活
動
と
関
連
す
る
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
（those connected 

w
ith action

）」
と
い
う
三
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
類
し
て
い
る
。
そ
の
内
容
を
整
理
し
た
の
が
表
5
で
あ
る
。
以
下
で
は
、
右
の
三
つ
の
カ

テ
ゴ
リ
ー
ご
と
に
、
オ
デ
ィ
ジ
ェ
が
提
案
し
た
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
コ
ア
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
内
容
を
分
析
し
て
い
く
。

三
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表 5　オディジェが提案した民主主義的シティズンシップのコア・コンピテンシーのリスト

内　容 付随する能力

認
知
的
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

①　法と政治の性質についてのコ
ンピテンシー

・集団生活のルールについての知識
・ ルールを確立するための民主的

条件についての知識
・ 民主的社会における権力につい

ての知識
・ 自由と活動を管理している民主

的公共機関とルールについての
知識

②　現在の世界についての知識 ・ 議論されている問題についての
多少の知識

・社会を批判的に分析する能力
・ 予測の能力（＝問題と解決策を

長期的な視点でとらえ、浅薄な
短期的分析を避ける能力）

③　手続き的性質についてのコン
ピテンシー

・ 主張する能力
・ 反省する能力（＝人権の原理と価

値に照らして活動と論争を再検討
し、価値や利害などが対立する場
において可能な活動の方向性と
限界について反省する能力）

④　人権と民主主義的シティズン
シップの原理および価値につ
いての知識

情
動
的
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

①　自由
②　平等
③　連帯

・自己と他者の承認、および尊重
・傾聴する能力
・ 社会における暴力の位置づけへ

の反省
・暴力を抑制した紛争の解決
・差異と多様性の肯定的な受容
・他者への信頼
・寛容

社
会
的
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

①　他者と共生し、協力し、共同
のプロジェクトを計画・実行
し、責任を引き受ける能力

②　民主的な法の原理にのっとっ
て紛争を解決する能力

③　公的な討論に参加し、実際の
生活場面で論争し選択する能
力

（出典） 　Audigier（2000: 21-3）をもとに筆者が作成。各項目に付されている数

字は筆者がつけたもの。
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①　

認
知
的
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

ま
ず
は
、
オ
デ
ィ
ジ
ェ
の
リ
ス
ト
の
第
一
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
あ
る
「
認
知
的
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
」
の
内
容
を
分
析
し
て
み
た
い
。
オ

デ
ィ
ジ
ェ
は
、
こ
の
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
さ
ら
に
、
①
「
法
と
政
治
の
性
質
に
つ
い
て
の
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
（com

petences of a legal 

and political nature

）」、
②
「
現
在
の
世
界
に
つ
い
て
の
知
識
（know

ledge of the present w
orld

）」、
③
「
手
続
き
的
性
質
に
つ
い
て
の

コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
（com

petences of a procedural nature

）」、
④
「
人
権
と
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
原
理
お
よ
び
価
値
に
つ

い
て
の
知
識
（know

ledge of the principles and values of hum
an rights and dem

ocratic citizenship

）」
と
い
う
四
つ
の
下
位
カ
テ
ゴ

リ
ー
に
分
類
し
て
い
る
。

認
知
的
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
第
一
の
下
位
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、「
法
と
政
治
の
性
質
に
つ
い
て
の
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
」
で
あ
る
。
オ
デ
ィ

ジ
ェ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
お
い
て
必
要
な
の
は
、「
集
団
生
活
の
ル
ー
ル
に
つ
い
て
の
知
識
」、「
ル
ー
ル
を
確
立
す
る
た
め

の
民
主
的
条
件
に
つ
い
て
の
知
識
」、「
民
主
的
社
会
に
お
け
る
権
力
に
つ
い
て
の
知
識
」、「
自
由
と
活
動
を
管
理
し
て
い
る
民
主
的
公
共

機
関
と
ル
ー
ル
に
つ
い
て
の
知
識
」
で
あ
る
。
こ
う
し
た
知
識
が
活
用
さ
れ
る
た
め
に
は
、〈
公
共
機
関
を
監
視
し
自
由
を
守
る
こ
と
は

自
分
た
ち
の
責
任
で
あ
る
〉
と
い
う
意
識
を
す
べ
て
の
市
民
が
も
つ
必
要
が
あ
る
。
こ
う
し
た
意
味
に
お
い
て
法
的
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
は
、

「
市
民
が
自
分
た
ち
の
自
由
を
守
り
、
個
人
を
保
護
し
、
権
力
者
に
よ
る
権
力
の
濫
用
に
異
議
を
申
し
立
て
る
た
め
の
〝
武
器
〞

（w
eapons

）
で
あ
る
」
と
、
オ
デ
ィ
ジ
ェ
は
主
張
し
て
い
る
（A

udigier 2000: 21

）。

認
知
的
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
第
二
の
下
位
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、「
現
在
の
世
界
に
つ
い
て
の
知
識
」
で
あ
る
。
オ
デ
ィ
ジ
ェ
は
、
公
的
な

討
論
（public debate

）
に
参
加
し
、
そ
こ
で
示
さ
れ
る
い
く
つ
か
の
選
択
肢
に
つ
い
て
有
効
な
決
定
を
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
た
め
に

は
、
何
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
の
か
を
知
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
「
議
論
さ
れ
て
い
る
問
題
に
つ
い
て
の
多
少
の
知
識
」
を
も
つ
こ
と

三
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が
必
要
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
し
か
し
、
現
代
社
会
に
お
い
て
は
必
要
な
知
識
の
量
が
増
加
し
て
お
り
、
し
か
も
そ
う
し
た
大
量
の
知
識

は
暫
定
的
・
流
動
的
な
性
質
を
も
つ
た
め
、
い
か
な
る
個
人
も
完
全
な
知
識
を
も
つ
こ
と
は
難
し
い
。
そ
こ
で
重
要
に
な
る
の
は
、「
社

会
を
批
判
的
に
分
析
す
る
能
力
（capacity for critical analysis of the society

）」
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
そ
れ
に
加
え
て
、「
予
測
の
能
力

（anticipatory capacities

）」、
す
な
わ
ち
「
問
題
と
解
決
策
を
長
期
的
な
視
点
で
と
ら
え
、
浅
薄
な
短
期
的
分
析
を
避
け
る
能
力
」
も
重

要
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
現
代
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
料
資
源
・
原
子
力
・
遺
伝
子
操
作
な
ど
の
問
題
に
つ
い
て
の
決
定
の
多
く
は
、

わ
れ
わ
れ
の
将
来
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
（A

udigier 2000: 21-2

）。

認
知
的
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
第
三
の
下
位
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、「
手
続
き
的
性
質
に
つ
い
て
の
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
」
で
あ
る
。
オ
デ
ィ

ジ
ェ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
は
、「
分
析
と
総
合
」
の
能
力
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
「
さ
ま
ざ
ま
な
全
般
的
知
的
能
力
」
を

指
す
も
の
で
あ
る
。
オ
デ
ィ
ジ
ェ
は
、
そ
う
し
た
知
的
能
力
の
中
で
も
特
に
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
と
関
連
す
る
能
力
と
し
て
、

「
主
張
す
る
能
力
（the ability to argue

）」
と
「
反
省
す
る
能
力
（the ability to refl ect

）」
の
重
要
性
を
強
調
し
て
い
る
。
前
者
は
、「
議

論
す
る
こ
と
（to debate

）」
と
関
係
す
る
。
後
者
は
、
言
い
方
を
変
え
れ
ば
、「
人
権
の
原
理
と
価
値
に
照
ら
し
て
活
動
と
論
争
を
再
検

討
し
、
価
値
や
利
害
な
ど
が
対
立
す
る
場
に
お
い
て
可
能
な
活
動
の
方
向
性
と
限
界
に
つ
い
て
反
省
す
る
能
力
」
で
あ
る
（A

udigier 

2000: 22

）。

認
知
的
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
第
四
の
下
位
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、「
人
権
と
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
原
理
お
よ
び
価
値
に
つ
い

て
の
知
識
」
で
あ
る
。
こ
う
し
た
原
理
と
価
値
は
、
各
人
の
自
由
と
平
等
な
尊
厳
に
基
づ
く
人
間
観
を
要
求
と
す
る
と
、
オ
デ
ィ
ジ
ェ
は

述
べ
て
い
る
（A

udigier 2000: 22

）。

オ
デ
ィ
ジ
ェ
は
、「
認
知
的
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
」
は
以
上
の
よ
う
な
四
つ
の
下
位
カ
テ
ゴ
リ
ー
か
ら
構
成
さ
れ
る
と
主
張
し
た
。
そ
れ

三
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ぞ
れ
の
下
位
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
中
で
オ
デ
ィ
ジ
ェ
が
挙
げ
て
い
る
諸
要
素
は
、
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
を
つ
う
じ
て
習
得
さ

れ
る
べ
き
知
識
と
、
そ
の
知
識
を
活
用
す
る
た
め
の
能
力
を
整
理
し
た
も
の
だ
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

②　

情
動
的
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
（
倫
理
的
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
）

次
に
、
オ
デ
ィ
ジ
ェ
の
リ
ス
ト
の
第
二
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
あ
る
「
情
動
的
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
、
お
よ
び
価
値
選
択
と
関
連
す
る
コ
ン
ピ

テ
ン
シ
ー
」
の
内
容
を
分
析
し
て
み
た
い
。
オ
デ
ィ
ジ
ェ
は
、
報
告
書
の
別
の
箇
所
で
は
、
こ
の
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
「
倫
理
的
コ
ン
ピ

テ
ン
シ
ー
（ethical com

petences
）」
と
表
現
し
て
い
る
（A

udigier 2000: 22

）。

オ
デ
ィ
ジ
ェ
に
よ
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
人
間
は
特
定
の
価
値
に
し
た
が
っ
て
自
分
自
身
を
つ
く
り
あ
げ
る
と
と
も
に
、
他
者
と
の
関
係
を

築
い
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
価
値
の
受
容
は
、
必
ず
し
も
合
理
的
に
行
な
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
常
に
「
情
動
的
・
感
情

的
側
面
（aff ective and em

otional aspects
）」
を
含
ん
で
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
人
権
や
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
原
理
の
受

容
に
つ
い
て
も
当
て
は
ま
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た
情
動
的
・
感
情
的
側
面
か

ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
こ
う
し
た
意
味
に
お
い
て
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
は
、
単
な
る
「
権
利
と
義
務
の
カ
タ
ロ
グ
」

に
還
元
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
個
人
と
集
団
の
感
情
的
次
元
に
お
け
る
価
値
の
転
換
を
必
然
的
に
と
も
な
う
（A

udigier 2000: 22

）。

そ
れ
で
は
、
民
主
的
な
市
民
を
つ
く
り
あ
げ
る
た
め
に
必
要
な
価
値
と
は
い
っ
た
い
何
な
の
か
。
オ
デ
ィ
ジ
ェ
に
よ
れ
ば
、
そ
う
し
た

価
値
の
中
心
に
あ
る
の
は
、
①
「
自
由
・

・

」、
②
「
平
等

・

・

」、
③
「
連
帯

・

・

」
の
三
つ
で
あ
る
。
こ
う
し
た
三
つ
の
価
値
は
、「
自
己
と
他
者
の

承
認
、
お
よ
び
尊
重
」、「
傾
聴
す
る
能
力
」、「
社
会
に
お
け
る
暴
力
の
位
置
づ
け
へ
の
反
省
」、「
暴
力
を
抑
制
し
た
紛
争
の
解
決
」
と

い
っ
た
態
度
や
能
力
を
必
然
的
に
と
も
な
う
。
さ
ら
に
、
こ
う
し
た
価
値
や
態
度
は
、「
差
異
と
多
様
性
の
肯
定
的
な
受
容
」、「
他
者
へ

三
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の
信
頼
」、
そ
し
て
、
よ
り
広
い
「
寛
容
」
の
概
念
を
要
求
す
る
。
価
値
へ
の
こ
う
し
た
言
及
は
、
法
律
を
手
段
と
し
て
利
用
す
る
こ
と

を
防
ぐ
た
め
に
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
と
、
オ
デ
ィ
ジ
ェ
は
指
摘
し
て
い
る
（A

udigier 2000: 22-3

）。

オ
デ
ィ
ジ
ェ
は
、「
情
動
的
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
（
倫
理
的
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
）」
は
以
上
の
よ
う
な
価
値
と
態
度
か
ら
構
成
さ
れ
る
と
主
張

し
た
。
こ
う
し
た
倫
理
的
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
構
成
す
る
諸
要
素
は
、
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
を
つ
う
じ
て
習
得
さ
れ
る

べ
き
価
値
と
、
そ
う
し
た
価
値
に
基
づ
く
態
度
を
整
理
し
た
も
の
だ
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

③　

活
動
と
関
連
す
る
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
（
社
会
的
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
）

最
後
に
、
オ
デ
ィ
ジ
ェ
の
リ
ス
ト
の
第
三
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
あ
る
「
活
動
と
関
連
す
る
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
」
の
内
容
を
分
析
し
て
み
た

い
。
オ
デ
ィ
ジ
ェ
は
、
報
告
書
の
別
の
箇
所
で
は
、
こ
の
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
「
活
動
の
能
力
（capacities for action

）」、
あ
る
い
は

「
社
会
的
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
（social com

petences
）」
と
表
現
し
て
い
る
（A

udigier 2000: 23

）。

オ
デ
ィ
ジ
ェ
に
よ
れ
ば
、
日
常
生
活
に
お
い
て
意
味
を
も
つ
知
識
や
態
度
や
価
値
は
、
社
会
的
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
つ
う
じ
て
具
体
化

さ
れ
る
。
社
会
的
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
は
、
社
会
に
お
い
て
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
取
る
能
力
や
、
責
任
を
負
う
能
力
を
向
上
さ
せ
る
。
こ
う

し
た
社
会
的
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
は
、
次
の
三
つ
の
能
力
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
第
一
の
能
力
は
、
①
「
他
者
と
共
生
し
協
力
す
る
能
力

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

、

共
同
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
計
画
・
実
行
す
る
能
力
、
責
任
を
引
き
受
け
る
能
力
」
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
能
力
は
、
異
文
化
間
の
交
流
に
貢

献
す
る
。
第
二
の
能
力
は
、
②
「
民
主
的
な
法
の
原
理
に
の
っ
と
っ
て
紛
争
を
解
決
す
る
能
力
」
で
あ
る
。
こ
の
能
力
の
基
本
原
理
は
、

「
紛
争
に
関
与
し
て
い
な
い
第
三
者
へ
の
依
頼
」
と
、「
論
争
の
当
事
者
か
ら
意
見
を
聞
い
て
真
実
に
到
達
し
よ
う
と
す
る
開
か
れ
た
議

論
」
の
二
つ
で
あ
る
。
第
三
の
能
力
は
、
③
「
公
的
な
議
論
に
参
加
す
る
能
力

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

、
実
際
の
生
活
場
面
で
主
張
し
選
択
す
る
能
力
」
で
あ
る

三
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（A
udigier 2000: 23

）。

オ
デ
ィ
ジ
ェ
は
、「
活
動
と
関
連
す
る
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
（
社
会
的
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
）」
は
以
上
の
よ
う
な
能
力
か
ら
構
成
さ
れ
る
と
主

張
し
た
。
こ
う
し
た
社
会
的
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
構
成
す
る
諸
要
素
は
、
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
を
つ
う
じ
て
習
得
し
た

知
識
や
価
値
や
態
度
を
活
か
す
た
め
の
実
践
的
な
活
動
の
能
力
を
整
理
し
た
も
の
だ
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
し
て
オ
デ
ィ
ジ
ェ
は
、
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
コ
ア
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
、
①
「
認
知
的
コ
ン
ピ
テ
ン

シ
ー
（
知
識
）」、
②
「
倫
理
的
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
（
価
値
と
態
度
）」、
③
「
社
会
的
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
（
活
動
）」
と
い
う
三
つ
の
カ
テ
ゴ

リ
ー
に
分
類
し
た
。
オ
デ
ィ
ジ
ェ
は
、
こ
う
し
た
三
つ
の
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
関
係
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

わ
れ
わ
れ
は
、「
認
知
」「
情
動
と
価
値
」「
社
会
」
と
い
う
三
つ
の
角
か
ら
な
る
三
角
形
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
コ
ン
ピ
テ
ン

シ
ー
の
関
係
を
視
覚
的
に
あ
ら
わ
す
こ
と
が
で
き
る
。
ど
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
も
、
他
を
排
除
す
る
こ
と
は
な
い
。
こ
れ
ら
の
三
つ
の
カ

テ
ゴ
リ
ー
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に
お
い
て
相
互
に
依
存
し
て
い
る
。（A

udigier 2000: 23

）

引
用
文
中
に
あ
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
三
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
は
、
相
互
に
排
他
的
な
関
係
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
む

し
ろ
相
互
補
完
的
な
関
係
に
あ
る
。
例
え
ば
、
紛
争
を
平
和
的
に
解
決
す
る
た
め
に
は
、
平
和
的
な
解
決
を
準
備
す
る
民
主
主
義
の
原
理

に
つ
い
て
の
〈
知
識
〉
が
必
要
で
あ
る
し
、
暴
力
の
抑
制
や
私
刑
の
否
認
と
い
う
価
値
に
基
づ
く
〈
個
人
の
態
度
〉
が
必
要
で
あ
る
し
、

討
論
と
関
連
す
る
〈
活
動
の
能
力
〉
も
必
要
で
あ
る
。
こ
う
し
た
三
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
相
互
補
完
的
に
用
い
る
こ

三
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と
に
よ
っ
て
、
市
民
は
市
民
と
し
て
効
果
的
に
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
に
お
い

て
は
、
こ
う
し
た
三
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
習
得
を
目
標
と
す
べ
き
で
あ
り
、
習
得
の
遅
れ
た
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
コ
ン
ピ

テ
ン
シ
ー
に
つ
い
て
は
取
り
組
み
を
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
う
し
た
三
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
習
得
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、「
自
由
か
つ
自
律
的
で
社
会
に
お
け
る
自
ら
の
権
利
と
義
務
に
自
覚
的
な
人
間
」、
す
な
わ
ち
理
想
の
市
民
が
育
成
さ
れ
る
と
、

オ
デ
ィ
ジ
ェ
は
主
張
し
た
の
で
あ
る
（A

udigier 2000: 23

）。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
欧
州
評
議
会
が
Ｅ
Ｄ
Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
提
案
し
た
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
コ
ア
・
コ
ン
ピ
テ
ン

シ
ー
の
具
体
的
な
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
過
程
で
提
出
さ
れ
た
三
つ
の
報
告
書
の
内
容
を
分
析
し
た
。
三

つ
の
報
告
書
の
中
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
コ
ア
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
リ
ス
ト
が
示
さ
れ
て
い
た
。

そ
れ
ら
の
リ
ス
ト
は
、
非
常
に
多
様
な
内
容
を
も
っ
て
い
た
が
、
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
コ
ア
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
お
お

む
ね
三
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
類
す
る
点
で
は
共
通
し
て
い
た
。
第
一
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、
民
主
主
義
に
つ
い
て
の
〈
知
識
〉
で
あ
る
。

第
二
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、
民
主
主
義
を
構
成
す
る
〈
価
値
〉、
お
よ
び
そ
う
し
た
価
値
に
基
づ
く
〈
態
度
〉
で
あ
る
。
第
三
の
カ
テ
ゴ

リ
ー
は
、
民
主
主
義
を
支
え
る
実
践
的
な
〈
活
動
〉、
お
よ
び
そ
う
し
た
活
動
の
た
め
の
〈
ス
キ
ル
〉
で
あ
る
。
欧
州
評
議
会
の
Ｅ
Ｄ
Ｃ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
コ
ア
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
こ
う
し
た
三
つ
の
要
素
か
ら
構
成
さ
れ
る
も
の
と

規
定
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、「
市
民
と
し
て
必
要
な
資
質
・
能
力
」
と
は
い
っ
た
い
何
か
と
い
う
問
い
を
め
ぐ
る
議
論
に
対
し
て
、
一
定

の
示
唆
を
与
え
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

三
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月
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（
一
二
〇
）

こ
う
し
た
Ｅ
Ｄ
Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
議
論
の
第
一
の
特
徴
は
、〈
知
識
〉
の
教
育
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
中
山
（2007

）
は
、

欧
州
評
議
会
の
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
の
特
徴
に
つ
い
て
、「
知
識
だ
け
で
は
な
く
、
議
論
し
た
り
協
力
し
た
り
意
思
決

定
に
参
加
す
る
能
力
に
重
点
を
お
き
、
イ
ン
プ
ッ
ト
よ
り
も
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
を
重
視
し
た
新
し
い
ア
プ
ロ
ー
チ
を
模
索
し
て
い
る
」
と
指

摘
し
て
い
る
（
中
山2007: 214-5

）。
こ
の
指
摘
は
確
か
に
正
し
い
が
、
各
報
告
書
の
内
容
を
分
析
し
て
み
る
と
、
中
山
が
い
う
と
こ
ろ
の

「
議
論
し
た
り
協
力
し
た
り
意
思
決
定
に
参
加
す
る
能
力
」
と
同
等
に
、「
知
識
」
の
教
育
に
も
重
点
を
置
い
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
統

合
報
告
書
の
執
筆
者
で
あ
る
ビ
ル
ゼ
ア
も
、
三
つ
の
リ
ス
ト
の
共
通
点
と
し
て
、「
ス
キ
ル
や
価
値
や
態
度
だ
け
で
な
く
、
知
識
を
考
慮

に
入
れ
て
い
る
」
点
を
挙
げ
て
い
る
（B

îrzéa 2000: 34

）。

Ｅ
Ｄ
Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
議
論
の
第
二
の
特
徴
は
、
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
市
民
と
し
て
必
要
な
資
質
・
能
力
を
「
コ
ン
ピ
テ
ン

シ
ー
」
と
い
う
概
念
に
基
づ
い
て
規
定
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
Ｅ
Ｄ
Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
き
わ
め
て
大
き
な
特
徴
で
あ

る
。
日
本
に
お
け
る
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
を
め
ぐ
る
議
論
で
は
、
多
く
の
場
合
、『
ク
リ
ッ
ク
・
レ
ポ
ー
ト
』
が
参
照
枠
組
み
と
さ

れ
る
。
し
か
し
、『
ク
リ
ッ
ク
・
レ
ポ
ー
ト
』
の
中
で
は
、「
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
」
と
い
う
語
は
一
度
も
使
用
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と

か
ら
分
か
る
よ
う
に
、「
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
」
と
一
言
で
い
っ
て
も
、
そ
の
理
論
枠
組
み
や
内
容
は
、
国
（
地
域
）
に
よ
っ
て
大

き
く
異
な
る
。
た
だ
し
、
本
稿
で
は
、
欧
州
評
議
会
の
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
と
各
国
（
各
地
域
）
の
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
と
の

比
較
検
討
と
い
う
作
業
に
ま
で
踏
み
込
む
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

注（
1
）　

ク
リ
ッ
ク
・
レ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、C

rick

（1998

＝2012

）、C
rick

（2000
＝2011

）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

三
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欧
州
評
議
会
の
Ｅ
Ｄ
Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
コ
ア
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
（
石
井
）

（
一
二
一
）

（
2
）　

科
目
と
し
て
の
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
具
体
的
な
内
容
や
実
践
例
に
つ
い
て
は
、
水
山
（2008: 169-92

）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
3
）　

以
上
の
よ
う
な
世
界
各
国
に
お
け
る
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
二
宮
編
（2007

）、
嶺
井
編
（2007

）、
日
本
社

会
科
教
育
学
会
国
際
交
流
委
員
会
編
（2008

）、
武
藤
・
新
井
（2008

）
な
ど
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
4
）　
『
学
校
教
育
辞
典
』
は
、「
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
」
を
、「
社
会
の
構
成
員
と
し
て
の
「
市
民
」（citizen

）
が
備
え
る
べ
き
「
市
民
性
」

（citizenship
）
を
育
成
す
る
た
め
に
行
わ
れ
る
教
育
で
あ
り
、
集
団
へ
の
所
属
意
識
、
権
利
の
享
受
や
責
任
・
義
務
の
履
行
、
公
的
な
事
柄
へ
の

関
心
や
関
与
な
ど
を
開
発
し
、
社
会
参
画
に
必
要
な
知
識
、
技
能
、
価
値
観
や
傾
向
を
習
得
さ
せ
る
教
育
」
と
定
義
し
て
い
る
（
今
野
・
新
井
・
児

島
編 2003: 367-8
）。

（
5
）　

水
山
（2008

）
も
、
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
を
め
ぐ
る
議
論
に
は
、
地
球
市
民
性
を
育
成
し
よ
う
と
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ

プ
教
育
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
と
、「
国
民
と
し
て
の
自
覚
や
国
を
愛
す
る
心
の
教
育
を
重
視
す
べ
き
」
と
す
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ

教
育
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
が
あ
る
と
指
摘
し
、「
両
者
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
間
に
は
な
か
な
か
接
点
が
見
ら
れ
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
（
水
山 2008: 

218-9

）。

（
6
）　

欧
州
評
議
会
は
、
人
権
、
民
主
主
義
、
法
の
支
配
な
ど
の
分
野
に
お
け
る
国
際
的
な
基
準
策
定
を
主
導
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
一
九
四
九

年
に
設
立
さ
れ
た
汎
欧
州
の
国
際
機
関
で
あ
る
。
加
盟
国
は
、
Ｅ
Ｕ
全
加
盟
国
に
、
旧
ユ
ー
ゴ
諸
国
、
ロ
シ
ア
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
ト
ル
コ
を
加
え
た

四
七
か
国
で
あ
る
。
冷
戦
終
了
後
は
旧
東
側
諸
国
の
民
主
化
お
よ
び
市
場
経
済
へ
の
移
行
を
積
極
的
に
支
援
し
て
お
り
、
近
年
は
薬
物
乱
用
・
サ
イ

バ
ー
犯
罪
・
人
身
取
引
・
テ
ロ
・
偽
造
医
薬
品
対
策
・
女
性
に
対
す
る
暴
力
な
ど
の
問
題
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。
外
務
省
「
欧
州
評
議
会

（C
ouncil of E

urope

）
の
概
要
」 <http://w

w
w
.m

ofa.go.jp/m
ofaj/area/ce/gaiyo.htm

l>

（
7
）　
「
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
（com

petency

）」
と
「
コ
ン
ピ
テ
ン
ス
（com

petence

）」
と
い
う
概
念
の
違
い
に
つ
い
て
は
、
加
藤
（2011: 2

）
や
松

下
（2010: 36

）
な
ど
を
参
照
さ
れ
た
い
。
本
稿
で
は
、
こ
の
二
つ
の
概
念
は
基
本
的
に
同
義
で
あ
る
と
考
え
、
訳
語
を
可
能
な
限
り
「
コ
ン
ピ
テ

ン
シ
ー
」
に
統
一
し
た
。

（
8
）　

た
だ
し
、
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
教
育
の
両
分
野
に
お
い
て
共
通
し
て
使
用
さ
れ
る
よ
う
な
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
定
義
は
、
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

の
本
家
と
い
わ
れ
る
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
も
、
い
ま
だ
に
得
ら
れ
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。
日
本
に
お
い
て
も
、
概
念
が
輸
入
さ
れ
て
か
ら
一
〇
年

三
九
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〇
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（
一
二
二
）

以
上
が
経
つ
も
の
の
、
共
通
の
定
義
は
見
ら
れ
な
い
。
加
藤
（2011

）
は
、
そ
の
原
因
と
し
て
、
①
「
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
と
い
う
概
念
が
ビ
ジ
ネ
ス

の
領
域
だ
け
で
な
く
教
育
・
司
法
・
臨
床
心
理
学
な
ど
の
広
い
領
域
で
使
用
さ
れ
、
そ
の
中
で
異
な
っ
た
定
義
が
さ
れ
て
い
る
点
」、
②
「
実
務
が

先
行
し
て
し
ま
い
、
研
究
が
後
追
い
に
な
っ
て
い
る
点
」
を
挙
げ
て
い
る
（
加
藤 2011: 1; cf. 

岩
脇 2007: 1-9

）。

（
9
）　

た
だ
し
、
こ
の
報
告
書
の
現
物
を
入
手
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
以
降
の
分
析
は
、
ビ
ル
ゼ
ア
が
執
筆
し
た
統
合
報
告
書
の
付
録
の
表
5

の
記
述
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
（B

îrzéa 2000: 83-5

）。

（
10
）　

た
だ
し
、
こ
の
報
告
書
の
現
物
を
入
手
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
以
降
の
分
析
は
、
オ
デ
ィ
ジ
ェ
が
執
筆
し
た
Ｅ
Ｄ
Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

グ
ル
ー
プ
Ａ
の
報
告
書
の
記
述
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
（A
udigier 2000: 21-3

）。

（
11
）　

ア
メ
リ
カ
で
は
、
一
九
九
四
年
に
制
定
さ
れ
た
「
二
〇
〇
〇
年
の
目
標

│
ア
メ
リ
カ
教
育
法
」
に
よ
っ
て
、
主
要
教
科
の
教
育
内
容
や
学
力

に
関
す
る
基
準
と
な
る
「
教
育
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
の
策
定
が
各
州
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
要
請
は
、
各
州
を
法
的
に
拘
束
す
る
も
の

で
は
な
か
っ
た
が
、
現
実
に
は
多
く
の
州
が
教
育
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を
策
定
し
、
こ
れ
に
基
づ
い
た
教
員
の
養
成
・
研
修
、
教
科
書
の
採
択
、
学
力
評

価
な
ど
を
行
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
連
邦
政
府
も
、
各
州
に
よ
る
教
育
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
策
定
を
支
援
す
る
た
め
に
、
各
教
科
の
全
国
的
な
専
門
団

体
に
補
助
金
を
交
付
す
る
な
ど
し
て
、
モ
デ
ル
と
な
る
教
育
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
開
発
を
う
な
が
し
て
い
る
（
本
間
・
高
橋
編 2000: 36-41, 50-3

）。

文
献
リ
ス
ト

岩
脇
千
裕
（2007

）「
日
本
企
業
の
大
学
新
卒
者
採
用
に
お
け
る
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
概
念
の
文
脈

│
自
己
理
解
支
援
ツ
ー
ル
開
発
に
向
け
て
の
探
索

的
ア
プ
ロ
ー
チ
」
独
立
行
政
法
人
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
『
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
ペ
ー
パ
ー
』
〇
七
‐
〇
四　

<http://w
w
w
.jil.go.jp/

institute/discussion/2007/07-04.htm
l>

奥
村
牧
人
（2009

）「
英
米
の
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
と
そ
の
課
題

│
政
治
教
育
の
取
り
組
み
を
中
心
に
」
国
立
国
会
図
書
館
調
査
及
び
立
法
考

査
局
『
青
少
年
を
め
ぐ
る
諸
問
題
（
総
合
調
査
報
告
書
）』　<http://w

w
w
.ndl.go.jp/jp/diet/publication/docum

ent/2009/200884/11.pdf>

加
藤
恭
子
（2011

）「
日
米
に
お
け
る
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
概
念
の
生
成
と
混
乱
」『
産
業
経
営
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
書
』
第
三
四
巻
第
二
号
。

四
〇



欧
州
評
議
会
の
Ｅ
Ｄ
Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
コ
ア
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
（
石
井
）

（
一
二
三
）

金
井
寿
宏
・
高
橋
潔
（2004

）『
組
織
行
動
の
考
え
方

│
ひ
と
を
活
か
し
組
織
力
を
高
め
る
9
つ
の
キ
ー
コ
ン
セ
プ
ト
』
東
洋
経
済
新
報
社
。

唐
木
清
志
（2007

）「
日
本

│
実
践
・
参
加
型
の
授
業
づ
く
り
を
目
指
し
て
」
嶺
井
明
子
編
『
世
界
の
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育

│
グ
ロ
ー
バ
ル

時
代
の
国
民
／
市
民
形
成
』
東
信
堂
。

経
済
産
業
省
（2006a

）「
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
と
経
済
社
会
で
の
人
々
の
活
躍
に
つ
い
て
の
研
究
会
報
告
書
」<http://w

arp.da.ndl.go.jp/

info:ndljp/pid/1368617/w
w
w
.m

eti.go.jp/press/20060330003/citizenship-houkokusho,honpen-set.pdf>

経
済
産
業
省
（2006b

）「
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
宣
言
」<http://w

arp.da.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1368617/w
w
w
.m

eti.go.jp/

press/20060330003/citizenship-sengen-set.pdf>

今
野
喜
清
・
新
井
郁
男
・
児
島
邦
宏
編
（2003

）『
学
校
教
育
辞
典
（
新
版
）』
教
育
出
版
。

鈴
木
規
子
（2013

）「
フ
ラ
ン
ス
共
和
制
と
市
民
の
教
育
」
近
藤
孝
弘
編
『
統
合
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
市
民
性
教
育
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
。

棚
橋
健
治
（2007

）「
ア
メ
リ
カ
の
市
民
性
形
成
論
（
2
）

│
初
等
・
中
等
教
育
に
お
け
る
市
民
性
形
成
」
二
宮
皓
編
『
市
民
性
形
成
論
』
放
送
大

学
教
育
振
興
会
。

寺
倉
憲
一
（1994

）「2000

年
の
目
標
：
ア
メ
リ
カ
教
育
法
の
成
立

│
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
近
年
の
教
育
改
革
の
動
向
と
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
の
教
育

政
策
」
国
立
国
会
図
書
館
調
査
及
び
立
法
考
査
局
『
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
』
第
四
四
巻
第
九
号
。

中
山
あ
お
い
（2007

）「
欧
州
評
議
会
の
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
」
嶺
井
明
子
編
『
世
界
の
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育

│
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
の
国

民
／
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外
国
語
文
献
で
邦
訳
の
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
引
用
の
際
に
邦
訳
の
頁
数
を
併
記
し
て
い
る
が
、
訳
文
は
筆
者
の
責
任
に
お
い
て
適
宜
変
更
し
て
あ
る
。

＊　

原
文
に
お
い
て
太
字
で
強
調
さ
れ
て
い
る
部
分
に
は
、
訳
文
に
傍
点
を
付
し
た
。
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五
百
木
良
三
の
「
世
界
綜
合
論
」（
石
川
）

（
一
二
七
）

五
百
木
良
三
の
「
世
界
綜
合
論
」

│
戦
前
期
日
本
に
お
け
る
自
文
化
中
心
主
義
に
関
す
る
一
考
察

│

石　
　

川　
　

徳　
　

幸

一
、
問
題
の
所
在

五
百
木
良
三
（
一
八
七
〇
〜
一
九
三
七
）
は
、
明
治
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
活
躍
し
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
あ
り
政
治
活
動
家
で
あ

る
（
1
）

。
五
百
木
良
三
が
新
聞
記
者
と
し
て
活
躍
し
た
の
は
、
日
清
戦
争
期
か
ら
日
露
戦
争
開
戦
直
前
ま
で
の
十
年
程
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の

間
、
陸
羯
南
が
主
筆
兼
社
長
で
あ
っ
た
新
聞
『
日
本
』
に
お
い
て
編
集
長
ま
で
務
め
た
。
し
か
し
、
明
治
三
十
六
年
に
衆
議
院
議
員
の
小

川
平
吉
ら
と
と
も
に
、
当
時
貴
族
院
議
長
で
あ
っ
た
近
衛
篤
麿
を
頂
い
た
対
露
強
硬
内
閣
の
樹
立
を
画
策
し
、
日
本
新
聞
社
を
辞
め
て
政

治
の
世
界
に
身
を
投
じ
た
（
2
）

。
こ
の
計
画
は
近
衛
の
薨
去
に
よ
っ
て
頓
挫
し
、
こ
れ
以
後
、
五
百
木
良
三
は
「
浪
人
」
の
立
場
か
ら
政
治
活

論　

説

四
五
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動
を
続
け
る
よ
う
に
な
る
。
櫻
田
倶
楽
部
や
城
南
荘
と
い
っ
た
政
治
団
体
を
率
い
て
日
韓
併
合
推
進
運
動
や
満
蒙
独
立
運
動
に
関
与
し
た

後
、
昭
和
四
年
に
は
新
聞
『
日
本
』
の
流
れ
を
汲
ん
だ
雑
誌
『
日
本
及
日
本
人
』（
第
二
次
）
を
発
行
す
る
政
教
社
の
社
長
に
就
任
し
て
、

ふ
た
た
び
操
觚
業
に
従
事
し
た
。
晩
年
は
『
日
本
及
日
本
人
』
に
お
け
る
言
論
活
動
と
実
践
的
な
政
治
活
動
と
に
よ
っ
て
、
ロ
ン
ド
ン
海

軍
軍
縮
条
約
反
対
運
動
（
3
）

や
国
體
明
徴
運
動
を
展
開
し
た
。
本
稿
は
、
こ
の
よ
う
に
明
治
末
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
、
所
謂
「
右
翼
」

と
呼
ば
れ
る
立
場
で
活
躍
し
た
五
百
木
良
三
の
政
治
活
動
と
、
そ
の
思
想
に
つ
い
て
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
昭
和
初
期

に
お
い
て
五
百
木
良
三
が
唱
え
た
「
世
界
綜
合
論
」
の
論
理
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
同
時
代
に
お
け
る
位
置
づ
け
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
が
本
稿
の
主
た
る
目
的
で
あ
る
。

五
百
木
良
三
を
研
究
対
象
と
す
る
意
義
に
つ
い
て
も
述
べ
て
お
き
た
い
。
五
百
木
良
三
は
戦
前
に
お
い
て
は
頭
山
満
や
内
田
良
平
と

い
っ
た
右
翼
の
頭
目
と
伍
す
る
存
在
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
た
人
物
で
あ
り
な
が
ら
（
4
）

、
戦
後
は
そ
の
業
績
に
比
し
て
充
分
に
顧
み
ら
れ
る

こ
と
の
な
か
っ
た
人
物
で
あ
る
。
加
え
て
言
え
ば
、
五
百
木
良
三
が
同
時
代
人
に
は
名
の
知
ら
れ
た
政
治
活
動
家
で
あ
っ
た
上
に
、
主
宰

し
て
い
た
雑
誌
『
日
本
及
日
本
人
』
も
発
行
部
数
三
〇
〇
〇
〜
四
〇
〇
〇
部
程
度
と
一
定
の
読
者
を
得
て
い
た
こ
と
も
分
析
対
象
と
し
て

重
要
な
点
で
あ
る
（
5
）

。
筆
者
は
先
に
ま
と
め
た
別
稿
の
結
論
部
分
に
お
い
て
、
当
該
時
期
の
「
右
翼
」
を
扱
っ
た
研
究
の
多
く
が
「
い
わ
ゆ

る
「
右
翼
」
に
よ
る
圧
力
に
抵
抗
し
た
人
物
の
側
に
ば
か
り
関
心
が
集
ま
り
、
戦
前
日
本
の
社
会
に
超
国
家
主
義
的
な
思
潮
を
瀰
漫
さ
せ

た
「
右
翼
」
側
の
研
究
が
閑
却
さ
れ
る
と
い
う
背
理
的
状
況
に
陥
っ
て
き
た
（
6
）

」
こ
と
を
指
摘
し
、
戦
前
の
「
右
翼
」
的
言
説
を
分
析
し
直

す
研
究
の
必
要
性
を
示
し
た
。
本
稿
の
立
場
は
こ
れ
を
引
き
継
ぐ
も
の
で
あ
る
。
言
論
活
動
と
実
践
的
な
政
治
活
動
の
両
方
を
担
っ
た
五

百
木
良
三
を
通
し
て
、
当
時
の
時
代
思
潮
を
捉
え
る
一
助
と
し
た
い
。

五
百
木
良
三
に
関
す
る
先
行
研
究
に
は
、
松
本
健
一
に
よ
る
業
績
が
あ
げ
ら
れ
る
（
7
）

。
松
本
書
は
、
俳
界
で
「
飄
亭
」
の
名
で
知
ら
れ
た

四
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）

ほ
か
は
一
般
的
な
知
名
度
に
乏
し
か
っ
た
五
百
木
良
三
に
つ
い
て
、
正
面
か
ら
取
り
上
げ
た
唯
一
の
評
伝
で
あ
る
。
松
本
書
は
『
昭
和
史

を
陰
で
動
か
し
た
男
』
と
い
う
書
名
が
示
す
と
お
り
、
日
比
谷
焼
打
ち
事
件
や
原
敬
首
相
暗
殺
事
件
、
そ
し
て
二
・
二
六
事
件
と
い
っ
た

近
代
史
上
の
重
要
な
出
来
事
の
陰
に
隠
れ
た
「
忘
れ
ら
れ
た
ア
ジ
テ
ー
タ
ー
」
と
し
て
の
五
百
木
良
三
を
描
き
出
し
て
い
る
。
し
か
し
、

五
百
木
良
三
が
新
聞
社
を
辞
め
て
政
治
活
動
を
本
格
化
さ
せ
た
の
は
三
十
五
歳
以
降
の
こ
と
な
の
で
あ
る
が
、
松
本
書
は
七
章
立
て
の
う

ち
五
章
分
が
少
年
期
か
ら
日
本
新
聞
社
時
代
を
扱
っ
た
も
の
で
あ
り
、
政
治
活
動
を
中
心
と
し
た
三
十
代
半
ば
か
ら
六
十
代
後
半
ま
で
の

活
動
は
充
分
に
描
き
き
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
史
料
の
制
約
に
起
因
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
五
百
木
良
三
の
「
浪
人
」
時
代
の
活
動

は
、
本
人
の
手
に
よ
っ
て
足
跡
が
消
さ
れ
て
い
る
面
が
あ
る
。
例
え
ば
、
五
百
木
は
生
前
に
政
教
社
社
員
で
あ
っ
た
阿
部
里
雪
に
対
し
て
、

「
俺
は
日
比
谷
の
焼
き
打
ち
事
件
の
あ
っ
た
時
、
日
記
を
つ
け
て
い
た
の
を
警
視
庁
の
家
宅
捜
索
で
見
つ
け
ら
れ
友
人
た
ち
に
迷
惑
を
か

け
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
爾
来
日
記
は
句
日
記
に
し
た
（
8
）

」
と
述
べ
た
旨
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
う
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
五

百
木
良
三
に
関
す
る
研
究
は
実
証
的
な
検
討
を
重
ね
て
明
ら
か
に
す
べ
き
余
地
を
多
く
残
し
て
い
る
と
も
言
え
る
。
筆
者
は
今
回
、
五
百

木
良
三
の
晩
年
の
活
動
を
考
察
の
範
囲
と
し
て
、
周
辺
人
物
に
関
わ
る
史
料
を
参
照
す
る
と
と
も
に
、『
日
本
及
日
本
人
』
以
外
の
零
細

な
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
言
説
を
掘
り
起
し
て
い
く
こ
と
で
、
先
行
研
究
を
補
う
新
た
な
知
見
を
模
索
し
た
。
先
行
研
究
を
踏
ま
え
た
上
で
、

改
め
て
本
稿
の
課
題
と
意
義
を
問
え
ば
、
こ
う
し
た
作
業
を
通
じ
て
、
五
百
木
良
三
の
晩
年
に
お
け
る
言
説
と
実
践
的
な
政
治
活
動
と
に

見
出
さ
れ
る
政
治
的
思
想
の
論
理
を
詳
ら
か
に
し
、
そ
の
同
時
代
的
特
徴
を
明
示
す
る
こ
と
に
あ
る
。

な
お
、
本
文
中
に
お
い
て
、
現
代
で
は
差
別
的
表
現
と
さ
れ
る
呼
称
を
用
い
る
場
合
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
史
料
上
の
記
載
を
そ
の
ま
ま

紹
介
す
る
こ
と
を
重
視
し
た
た
め
で
あ
り
、
筆
者
の
個
人
の
思
想
や
政
治
的
意
見
を
表
す
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
付
言
し
て
お
き
た
い
。

四
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月
）

（
一
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〇
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二
、
五
百
木
良
三
の
政
治
思
想
の
淵
源

本
題
に
入
る
前
に
、
ま
ず
は
五
百
木
良
三
の
思
想
形
成
の
道
程
を
明
ら
か
に
し
て
お
き
た
い
。
五
百
木
良
三
は
学
生
時
代
に
、
松
山
医

学
校
に
通
う
か
た
わ
ら
、
河
東
静
渓
が
主
宰
し
て
い
た
千
舟
学
舎
に
寄
宿
し
て
漢
学
を
修
め
て
い
る
。
河
東
静
渓
は
江
戸
時
代
に
藩
学
明

教
館
の
教
授
を
勤
め
た
人
物
で
、
俳
人
河
東
碧
梧
桐
の
父
に
あ
た
る
人
物
で
あ
る
。
五
百
木
良
三
の
従
兄
に
あ
た
る
藤
田
禎
一
郎
は
、
千

舟
学
舎
に
通
っ
て
い
た
当
時
の
五
百
木
良
三
に
関
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

十
五
六
年
頃
か
ら
松
山
市
千
舟
町
に
在
り
し
儒
者
河
東
坤
先
生
の
塾
に
我
等
両
人
茲
で
も
揃
つ
て
入
塾
し
同
師
の
厚
き
指
導
を
受

け
た
。
要
は
彼
の
風
格
と
精
神
と
漢
学
的
素
養
は
茲
に
て
此
師
よ
り
培
養
せ
ら
れ
た
り
と
信
ず
る
。〔
中
略
〕
要
す
る
に
彼
は
少
年

時
代
に
於
て
、
豊
か
な
る
自
然
美
の
境
地
に
健
全
に
発
育
し
、
青
年
時
代
に
醇
厚
崇
高
な
る
恩
師
か
ら
道
義
観
念
を
植
付
け
ら
れ
た

の
で
あ
る
。
二
つ
な
が
ら
彼
は
深
く
恵
ま
れ
、
後
日
の
彼
の
精
神
の
種
は
此
時
に
播
か
れ
た
と
信
ず
る
（
9
）

。

こ
う
し
て
十
代
に
お
い
て
医
学
と
漢
学
を
修
め
た
五
百
木
良
三
は
、
医
術
開
業
の
免
状
を
取
得
後
、
ド
イ
ツ
語
の
勉
強
の
た
め
に
上
京

し
て
、
旧
松
山
藩
主
久
松
家
が
奨
学
機
関
と
し
て
運
営
し
て
い
た
寄
宿
舎
常
磐
会
に
入
っ
た
。
こ
こ
で
同
郷
の
正
岡
子
規
と
出
会
い
、
一

時
は
文
学
に
傾
注
す
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
五
百
木
良
三
の
文
芸
活
動
に
関
し
て
は
別
稿
を
期
し
た
い
。
本
稿
の
主
題
で
あ
る
五

百
木
良
三
の
政
治
思
想
に
最
も
重
要
な
影
響
を
も
た
ら
し
た
の
は
、
正
岡
子
規
の
周
旋
に
よ
っ
て
就
職
し
た
新
聞
記
者
時
代
の
こ
と
で
あ

る
。
新
聞
『
日
本
』
の
社
長
兼
主
筆
で
あ
り
、
正
岡
子
規
の
庇
護
者
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
陸
羯
南
は
、
五
百
木
良
三
を
記
者
と
し
て

採
用
し
て
貴
族
院
の
担
当
を
任
せ
た
。
新
聞
『
日
本
』
は
、
そ
も
そ
も
、
明
治
二
十
二
年
に
陸
羯
南
が
「
日
本
旨
義
」
を
謳
っ
て
創
刊
し

た
も
の
で
、
前
年
に
三
宅
雪
嶺
ら
の
政
教
社
が
「
国
粋
主
義
」
を
掲
げ
て
発
刊
し
た
雑
誌
『
日
本
人
』
と
と
も
に
、
政
府
が
主
導
し
た
欧

四
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化
主
義
を
批
判
し
た
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
。
そ
の
後
、
明
治
二
十
年
代
か
ら
三
十
年
代
を
通
し
て
、
陸
羯
南
ら
日
本
新
聞
社
の
メ
ン
バ
ー
は

対
外
硬
運
動
の
中
心
と
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
が
（
10
）

、
こ
れ
ら
の
運
動
の
領
袖
と
な
っ
た
人
物
が
、
当
時
、
貴
族
院
議
長
を
務
め
て
い
た
近

衛
篤
麿
で
あ
っ
た
。
対
外
硬
運
動
の
中
心
で
あ
っ
た
日
本
新
聞
社
に
所
属
し
、
な
お
か
つ
貴
族
院
の
担
当
記
者
で
あ
っ
た
五
百
木
良
三
は
、

次
第
に
近
衛
篤
麿
の
知
遇
を
受
け
る
よ
う
に
な
り
、
五
百
木
自
身
も
政
治
に
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
頃
の
五
百

木
良
三
に
関
し
て
、
本
人
が
次
の
よ
う
な
回
想
を
残
し
て
い
る
。

私
が
公
爵
〔
近
衛
篤
麿
の
こ
と

│
以
下
、
引
用
文
中
の
甲
括
弧
内
は
引
用
者
註
〕
に
は
じ
め
て
御
目
に
か
ゝ
つ
た
の
は
、
ま
だ

若
い
時
分
、
日
本
新
聞
の
記
者
を
し
て
居
つ
た
当
時
の
こ
と
で
、
紹
介
し
て
く
れ
た
の
は
大
内
〔
暢
三
〕
君
や
菊
池
謙
譲
君
（
当
時

国
民
新
聞
記
者
）
な
ど
で
あ
つ
た
と
思
ふ
。
御
縁
が
あ
つ
た
も
の
と
見
え
て
、
年
は
七
つ
も
八
つ
も
違
ふ
の
で
す
が
、
弟
分
で
気
安

い
と
こ
ろ
が
あ
つ
た
も
の
か
、
比
較
的
愛
さ
れ
て
居
り
ま
し
た
。〔
中
略
〕

実
は
私
は
正
岡
子
規
と
一
緒
に
俳
句
を
や
つ
た
り
し
て
、
そ
の
関
係
で
日
本
新
聞
へ
入
つ
た
の
で
、
最
初
は
文
芸
を
以
て
立
た
う

な
ど
と
考
へ
て
ゐ
た
の
で
す
が
、
一
度
公
爵
に
御
縁
が
あ
つ
て
以
来
、
す
つ
か
り
方
針
が
変
つ
て
し
ま
つ
て
、
対
外
問
題
に
没
頭
す

る
や
う
に
な
つ
た
（
11
）

。

こ
う
し
て
「
対
外
問
題
に
没
頭
す
る
」
よ
う
に
な
っ
た
五
百
木
良
三
が
、
近
衛
篤
麿
の
翼
下
で
い
か
に
し
て
働
い
て
い
た
の
か
、
一
つ

の
例
を
示
し
て
お
く
。
明
治
三
十
三
年
九
月
、
近
衛
篤
麿
を
会
長
と
し
た
国
民
同
盟
会
が
発
足
し
、
ア
ジ
ア
主
義
を
基
盤
と
し
た
政
治
運

動
が
展
開
さ
れ
た
。
こ
の
国
民
同
盟
会
の
意
見
を
世
の
中
に
広
め
る
目
的
で
、
近
衛
篤
麿
は
個
人
の
出
資
に
よ
っ
て
雑
誌
『
東
洋
』
を
翌

三
十
四
年
に
創
刊
し
て
い
る
。
そ
の
際
、
近
衛
篤
麿
は
日
本
新
聞
社
か
ら
五
百
木
良
三
を
割
愛
さ
せ
、
雑
誌
『
東
洋
』
の
編
集
長
に
就
か

せ
た
の
で
あ
る
（
12
）

。
こ
の
『
東
洋
』
の
創
刊
号
に
掲
載
さ
れ
た
近
衛
篤
麿
の
論
文
「
所
謂
満
洲
問
題
」
は
、
五
百
木
良
三
の
手
に
よ
る
も
の

四
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で
あ
っ
た
。
当
該
論
文
に
は
「
三
月
二
十
七
日
社
員
筆
記
」
と
の
付
記
が
あ
り
、
近
衛
篤
麿
の
日
記
に
は
、
三
月
二
十
六
日
付
け
で
「
五

百
木
良
三
来
る
に
付
、
満
州
問
題
に
就
て
の
意
見
を
告
げ
筆
記
せ
し
む
（
13
）

」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
五
百
木
良
三
も
回
想
に
お
い
て
、「
そ

の
第
一
号
に
、
故
公
の
大
抱
負
即
ち
満
州
問
題
に
対
す
る
意
見
を
書
か
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
に
な
つ
た
〔
中
略
〕。
公
爵
が
世
界
に
向

つ
て
宣
言
さ
れ
る
文
章
を
書
く
の
で
す
か
ら
、
私
も
い
さ
ゝ
か
ビ
ク

く
し
て
、
大
体
の
骨
子
だ
け
承
つ
た
の
を
書
上
げ
て
、
恐
る

く

持
つ
て
行
つ
た
。〔
中
略
〕
見
て
戴
い
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
で
い
ゝ
よ
、
と
い
ふ
わ
け
で
、
極
め
て
手
軽
に
及
第
し
ま
し
た
（
14
）

」
と
述
懐
し
て

い
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
近
衛
篤
麿
の
ア
ジ
ア
主
義
に
傾
倒
し
て
い
っ
た
五
百
木
良
三
は
、
明
治
三
十
七
年
に
近
衛
篤
麿
が
薨
去
し
た
後
は
、

「
吾
々
は
こ
れ
か
ら
葬
合
戦
に
取
掛
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
（
15
）

」
と
し
て
、
在
野
の
立
場

│
す
な
わ
ち
「
浪
人
」
な
い
し
「
右
翼
」
活
動
家

と
し
て
の
立
場

│
か
ら
実
践
的
な
政
治
活
動
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
以
後
、
昭
和
四
年
に
政
教
社
の
社
長
と
し
て
招
か
れ
、

雑
誌
『
日
本
及
日
本
人
』（
第
二
次
）
を
主
宰
す
る
よ
う
に
な
る
ま
で
の
凡
そ
二
十
五
年
間
は
、
政
治
活
動
に
関
連
し
て
数
点
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
発
行
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
が
、
運
動
の
足
跡
自
体
は
史
料
の
制
約
に
よ
っ
て
現
時
点
で
は
詳
ら
か
に
し
得
な
い
点
が
多
い
。

そ
こ
で
、
本
章
の
目
的
で
あ
る
思
想
形
成
の
道
程
と
し
て
は
壮
年
期
の
活
動
が
抜
け
落
ち
る
形
と
な
り
慚
愧
に
堪
え
な
い
が
、
そ
れ
ら
は

今
後
の
研
究
の
課
題
と
し
、
次
章
か
ら
は
五
百
木
良
三
が
晩
年
に
主
宰
し
た
『
日
本
及
日
本
人
』
を
中
心
と
し
て
、
本
論
の
主
題
で
あ
る

五
百
木
良
三
が
披
瀝
し
た
政
治
思
想
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

五
〇



五
百
木
良
三
の
「
世
界
綜
合
論
」（
石
川
）

（
一
三
三
）

三
、
五
百
木
良
三
の
「
世
界
綜
合
論
」

（
一
）「
世
界
綜
合
論
」
の
論
理

昭
和
四
年
九
月
、
五
百
木
良
三
は
井
上
亀
六
の
あ
と
を
受
け
て
政
教
社
の
社
長
に
就
任
し
た
（
16
）

。
そ
の
後
、
十
一
月
一
日
に
発
行
さ
れ
た

『
日
本
及
日
本
人
』
一
八
八
号
は
、
同
誌
の
編
集
が
五
百
木
体
制
に
刷
新
さ
れ
た
「
革
新
号
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
五
百
木
良
三
は
社
長
就
任
当
初
は
あ
ま
り
編
集
に
口
を
出
さ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
り
（
17
）

、
五
百
木
が
同
誌
に
積
極
的
に
か
か
わ

る
よ
う
に
な
る
の
は
、
昭
和
十
年
以
降
、
国
體
明
徴
運
動
の
時
期
か
ら
で
あ
る
。

革
新
号
に
関
し
て
五
百
木
良
三
は
、「
内
は
天
皇
親
政
中
心
に
、
国
體
観
念
を
徹
底
せ
し
め
、
外
は
世
界
進
出
を
絶
叫
し
て
皇
国
の
使

命
を
示
教
（
18
）

」
す
る
路
線
を
取
っ
て
お
り
、
自
ら
「
日
本
民
族
の
個
性
と
其
使
命
（
皇
道
日
本
の
分
担
的
天
業
（
19
）

）」
と
題
し
た
論
文
を
掲
載
し

て
持
論
を
展
開
し
た
。
な
お
、
同
論
文
は
雑
誌
掲
載
時
に
お
い
て
は
執
筆
者
名
を
明
記
し
て
い
な
い
が
、
の
ち
に
同
じ
内
容
の
文
章
が

「
日
本
民
族
綜
合
天
職
論
」
と
改
称
さ
れ
五
百
木
良
三
の
名
で
発
表
さ
れ
て
い
る
（
20
）

。
ま
た
、
同
論
文
で
展
開
さ
れ
る
世
界
綜
合
論
に
関
し

て
は
、「
五
百
木
君
に
は
機
会
あ
る
毎
に
会
っ
て
世
界
綜
合
論
も
聞
か
さ
れ
、
時
局
問
題
に
対
す
る
所
見
も
聞
い
た
（
21
）

」、「
晩
年
の
五
百
木

翁
が
運
命
論
者
で
あ
っ
た
こ
と
は
天
下
に
有
名
な
話
で
、〔
中
略
〕
事
あ
る
毎
に
此
一
定
せ
る
運
命
観
か
ら
説
明
を
下
だ
し
て
居
ら
れ
た
（
22
）

」

と
い
っ
た
複
数
の
証
言
が
確
認
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
同
論
文
が
直
接
本
人
に
よ
っ
て
筆
記
さ
れ
た
も
の
な
の
か
口
述
筆
記
で

記
録
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
の
か
は
判
じ
得
な
い
が
、
五
百
木
良
三
の
主
張
で
あ
る
と
同
定
し
て
間
違
い
な
い
。

五
百
木
の
論
文
「
日
本
民
族
の
個
性
と
其
使
命
（
皇
道
日
本
の
分
担
的
天
業
）」（
以
下
、
五
百
木
論
文
と
記
す
）
が
掲
載
さ
れ
た
『
日
本
及

日
本
人
』
一
八
八
号
は
「
世
界
進
出
号
」
と
い
う
特
集
が
組
ま
れ
た
も
の
で
あ
り
、
五
百
木
論
文
は
巻
頭
言
に
次
ぐ
「
主
張
」
欄
に
収
め

五
一
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ら
れ
て
い
る
。
同
論
文
は
九
つ
の
節
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
ま
ず
は
そ
の
要
旨
を
簡
単
に
見
て
い
き
た
い
。

第
一
節
は
、「
実
に
森
羅
万
象
の
一
切
は
悉
皆
千
差
万
別
」
で
あ
り
、
こ
の
世
に
一
つ
と
し
て
同
じ
も
の
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
存
在

が
各
個
に
重
大
な
使
命
を
持
つ
と
い
う
運
命
論
的
な
立
論
か
ら
始
ま
る
。
五
百
木
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
存
在
は
渾
然
一
如
と
な
っ
て

綜
合
し
、「
天
地
の
一
大
芸
術
」
を
表
現
し
よ
う
と
す
る
「
分
業
的
創
作
者
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

第
二
節
で
は
、
こ
の
こ
と
を
人
体
の
細
胞
に
例
え
て
、「
一
切
の
差
別
相
は
直
に
之
れ
一
切
の
個
性
的
表
徴
に
し
て
、
其
の
個
性
の
分

賦
は
や
が
て
分
業
的
使
命
を
意
義
し
、
其
の
分
業
の
目
的
は
実
に
唯
一
の
綜
合
に
存
す
」
る
と
い
う
主
張
を
展
開
す
る
。
先
述
の
と
お
り
、

五
百
木
良
三
は
十
代
で
医
師
の
免
状
を
取
得
し
、
日
清
戦
争
に
は
看
護
長
と
し
て
出
征
し
た
経
歴
を
持
つ
人
物
で
あ
る
。
細
胞
を
例
え
と

す
る
転
義
法
は
、
こ
の
よ
う
な
経
歴
を
持
つ
五
百
木
な
ら
で
は
の
表
現
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

第
三
節
で
は
、
こ
こ
ま
で
に
示
し
た
持
論
を
、
人
類
社
会
の
現
象
に
つ
い
て
一
般
化
さ
せ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
世
界
中
の
民
族
な
い

し
国
民
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
天
賦
の
個
性
に
基
づ
い
て
特
有
の
文
化
を
創
造
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
「
異
彩
あ
る
個
性
的
文
化
は
、
亦
た

均
し
く
綜
合
を
目
的
に
作
為
さ
れ
つ
ゝ
あ
る
」
と
自
説
を
展
開
し
て
い
る
。
そ
の
う
え
で
、「
既
に
一
切
の
差
別
相
が
綜
合
を
目
的
と
せ

る
分
業
的
個
性
の
発
露
な
り
と
せ
ば
、
其
の
一
切
の
差
別
を
包
容
す
る
と
こ
ろ
の
担
当
者
、
即
ち
分
業
者
中
の
分
業
者
た
る
綜
合
的
分
業

者
の
存
在
は
必
至
の
理
路
で
あ
る
」
と
、
世
界
中
で
創
ら
れ
て
き
た
多
く
の
文
化
を
綜
合
す
る
作
業
を
担
う
存
在
の
必
要
性
を
指
摘
し
て

い
る
。
そ
し
て
五
百
木
は
、「
吾
人
人
類
文
化
の
綜
合
完
成
は
唯
一
に
我
日
本
民
族
の
分
業
的
使
命
に
属
す
」
る
と
し
て
、「
綜
合
的
分
担

者
」
が
日
本
民
族
で
あ
る
と
位
置
づ
け
る
の
で
あ
る
。

第
四
節
で
は
、
日
本
民
族
の
綜
合
性
に
つ
い
て
民
族
思
潮
の
淵
源
を
神
話
か
ら
探
る
作
業
を
行
っ
て
い
る
。
少
々
長
い
引
用
と
な
る
が
、

「
世
界
綜
合
論
」
の
論
理
の
基
底
を
示
す
部
分
で
あ
り
、
後
述
す
る
比
較
の
た
め
に
も
原
文
の
要
所
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

五
二
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抑
々
我
民
族
発
生
の
始
原
は
果
し
て
何
で
あ
る
か
の
疑
問
に
対
し
、
我
神
話
は
明
白
に
天
之
御
中
主
命
を
指
示
し
て
居
る
。
吾
人

は
是
れ
を
民
族
の
思
想
的
方
面
よ
り
観
て
、
先
づ
そ
こ
に
多
大
の
感
興
を
惹
起
す
る
。
試
み
に
天
之
御
中
主
命
な
る
尊
称
を
分
析
し

て
み
よ
。
其
の
内
実
質
と
し
て
残
す
所
の
も
の
は
、
唯
だ
「
中
」
の
一
字
に
出
で
ず
、
爾
他
は
単
な
る
尊
重
の
敬
語
に
過
ぎ
ぬ
で
は

な
い
か
。
嗚
呼
「
中
」
よ
。
唯
だ
此
の
一
字
、
之
れ
実
に
我
祖
先
の
胸
中
に
湧
出
せ
る
唯
一
の
理
想
で
あ
り
、
同
時
に
我
民
族
思
潮

の
淵
源
で
あ
る
。
而
か
も
こ
れ
は
又
た
何
た
る
高
遠
偉
大
の
理
想
で
あ
ら
う
。
円
満
美
妙
の
思
想
で
あ
ら
う
。
蓋
し
、「
中
」
と
は
、

孔
子
の
所
謂
中
庸
の
道
で
あ
る
。
老
子
の
所
謂
混
沌
の
境
で
あ
る
。
釈
氏
の
真
如
も
こ
れ
で
あ
る
。
基
督
の
愛
の
神
格
も
こ
れ
で
あ

る
。
易
の
大
極
無
限
も
亦
た
こ
れ
で
あ
る
。
無
数
の
数
の
母
体
た
る
零
。
無
限
の
線
の
基
根
た
る
点
。
一
切
の
真
理
は
揮
べ
て
唯
だ

「
中
」
の
一
字
に
帰
す
る
の
で
あ
る
。
既
に
克
く
「
中
」
な
る
が
故
に
不
偏
不
倚
で
あ
る
。
故
に
正
直
で
あ
り
清
明
で
あ
る
。
我
民

族
固
有
の
神
道
が
、
常
に
清
き
を
好
ん
で
穢
れ
を
悪
み
、
明
き
を
求
め
て
暗
き
を
避
け
、
直
き
を
守
り
て
曲
れ
る
を
斥
く
る
と
共
に
、

惟
神
の
道
と
し
て
専
ら
自
然
を
尊
重
し
、
無
私
無
我
の
大
法
に
融
和
せ
ん
と
す
る
は
、
実
に
此
の
「
中
」
な
る
思
潮
の
流
れ
を
明
示

す
る
所
以
で
あ
る
（
23
）

。

こ
の
よ
う
に
第
四
節
で
は
、
神
話
を
介
し
て
日
本
民
族
の
思
想
を
説
き
起
こ
し
た
上
で
「
綜
合
と
は
直
に
之
れ
唯
此
の
『
中
』
の
一
字

の
作
用
を
云
ふ
に
外
な
ら
ぬ
」
と
し
て
、
日
本
民
族
の
総
合
性
を
裏
付
け
よ
う
と
試
み
て
い
る
。

第
五
節
で
は
、
日
本
の
文
化
史
が
綜
合
作
用
の
積
層
で
あ
る
こ
と
を
例
証
す
る
作
業
を
行
っ
て
い
る
。
五
百
木
は
日
本
の
文
化
に
つ
い

て
、「
政
治
に
宗
教
に
哲
学
に
科
学
に
、
文
学
で
あ
れ
芸
術
で
あ
れ
、
爾
他
文
化
と
も
い
ふ
一
切
の
文
化
の
総
て
は
、
殆
ん
ど
他
民
族
よ

り
輸
入
さ
れ
た
る
外
来
文
化
」
で
あ
る
と
し
、
こ
れ
は
「
凡
そ
人
類
間
に
産
出
す
る
文
化
は
、
其
の
孰
れ
の
民
族
の
創
作
た
る
を
問
は
ず
、

一
度
び
是
れ
に
触
る
れ
ば
、
悉
く
一
様
に
吸
収
し
摂
取
し
得
る
」
と
い
う
日
本
民
族
の
特
徴
で
あ
る
と
論
じ
て
い
る
。
こ
う
し
た
日
本
人

五
三
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の
特
徴
を
「
模
倣
的
民
族
」
と
し
て
軽
侮
す
る
見
方
に
対
し
て
は
、「
模
倣
と
綜
合
は
固
と
似
て
非
な
る
も
の
で
あ
る
」
と
し
て
、
そ
う

し
た
指
摘
を
斥
け
て
い
る
。
五
百
木
に
よ
れ
ば
、
模
倣
が
単
な
る
鍍
金
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
綜
合
と
は
円
融
調
和
に

よ
っ
て
よ
り
偉
大
な
る
真
生
命
を
付
与
す
る
働
き
を
示
す
も
の
と
し
て
説
明
さ
れ
る
。
ま
た
一
方
で
、
五
百
木
の
批
判
は
所
謂
「
右
翼
」

の
側
の
立
場
に
も
向
け
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
日
本
の
西
洋
化
に
憤
慨
し
て
頻
り
に
日
本
独
自
の
文
化
創
造
を
絶
叫
す
る
よ
う
な
反

動
的
覚
醒
家
に
対
し
て
も
、
そ
の
目
的
が
多
民
族
の
よ
う
な
対
立
的
な
い
し
特
殊
的
な
固
有
性
の
文
化
に
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
も
一

つ
の
錯
誤
で
あ
る
と
論
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
何
よ
り
も
こ
こ
で
強
調
さ
れ
て
い
る
の
は
、
日
本
が
そ
の
よ
う
な
綜
合
文
化
を
創
作
す
る

唯
一
の
担
当
者
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
五
百
木
は
「
日
本
民
族
の
個
性
と
其
の
使
命
」
と
は
何
で
あ
る
か
を
論
じ
た
う
え
で
、
第
六
節
以
降
は
当
時
の
時
事
問
題

に
関
す
る
自
説
を
展
開
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
第
六
節
に
お
い
て
は
日
本
の
国
體
に
つ
い
て
論
じ
、
第
七
節
以
降
で
は
大
陸
政
策
等

の
外
交
問
題
を
論
じ
て
い
る
。
そ
し
て
、
最
後
の
第
九
節
で
は
、「
第
二
の
世
界
的
大
乱
を
招
致
せ
ん
と
す
る
の
兆
候
さ
へ
窺
わ
れ
る
」

世
界
情
勢
を
鑑
み
て
、「
先
き
に
日
露
戦
役
を
機
と
し
て
順
次
覚
醒
し
来
れ
る
東
洋
の
被
征
服
民
族
は
、
各
自
他
の
桎
梏
を
脱
せ
ん
と
し

て
、
我
が
皇
道
日
本
の
蹶
起
を
期
待
し
、
今
や
一
斉
に
目
を
東
方
日
出
づ
る
の
邊
に
集
注
し
つ
ゝ
あ
る
」
と
し
て
、「
日
本
の
天
業
」
を

推
進
す
る
機
運
が
熟
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
を
主
張
し
て
論
を
結
ん
で
い
る
。

こ
こ
ま
で
に
見
て
き
た
五
百
木
論
文
に
お
い
て
示
さ
れ
た
「
世
界
綜
合
」
の
論
理
は
、
五
百
木
良
三
が
執
筆
し
た
他
の
論
説
記
事
で
も

散
見
さ
れ
る
。
と
り
わ
け
て
五
百
木
の
比
較
文
化
観
の
中
で
も
、
西
洋
を
利
己
的
な
覇
道
的
文
化
、
東
洋
を
道
徳
的
な
王
道
的
文
化
と
見

做
し
、
当
時
の
国
際
情
勢
を
覇
道
文
化
が
王
道
文
化
を
蹂
躙
し
つ
つ
あ
る
も
の
と
し
て
捉
え
る
視
座
は
幾
度
と
な
く
用
い
ら
れ
て
い
る
（
24
）

。

こ
う
し
た
視
座
か
ら
、
五
百
木
の
政
治
的
言
説
に
お
い
て
は
「
現
代
の
暗
澹
た
る
覇
道
的
闘
争
世
界
を
し
て
、
光
明
あ
る
王
道
的
一
如
世

五
四
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界
に
更
生
せ
し
め
ん
（
25
）

」
と
い
っ
た
主
張
が
な
さ
れ
、
そ
の
天
業
を
担
う
も
の
が
皇
道
日
本
で
あ
る
と
説
か
れ
て
い
た
。
そ
の
一
方
で
、
東

洋
の
国
同
士
で
あ
る
日
本
と
中
国
と
の
衝
突
に
つ
い
て
は
、「
皇
国
本
来
の
生
命
た
る
世
界
皇
化
の
一
大
使
命
達
成
に
伴
ふ
べ
き
世
界
的

進
出
が
、
其
の
道
程
に
於
て
早
晩
遭
遇
す
べ
き
自
然
の
運
命
（
26
）

」
で
あ
る
と
し
て
、
人
為
的
問
題
で
は
な
く
宿
命
的
因
縁
と
見
做
し
て
い

る
。
む
し
ろ
五
百
木
は
、「
日
支
問
題
」
の
背
景
に
は
英
米
ソ
ら
反
日
国
際
勢
力
が
あ
る
と
し
て
、
日
本
を
包
囲
す
る
「
赤
蘇
勢
力
」
の

一
掃
こ
そ
が
問
題
解
決
の
先
決
要
件
で
あ
る
と
捉
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

な
お
、
こ
こ
ま
で
に
見
て
き
た
五
百
木
論
文
は
昭
和
四
年
に
公
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
中
で
確
認
で
き
た
「
日
本
の
天
業
」

に
関
す
る
論
理
は
、
大
正
五
年
に
五
百
木
が
公
表
し
た
論
文
「
世
界
の
維
新
と
日
本
の
天
職
（
27
）

」
に
お
い
て
、
す
で
に
現
出
し
て
い
た
も
の

で
あ
る
。
雑
誌
『
一
大
帝
国
』
に
寄
せ
た
こ
の
論
文
の
中
で
、
五
百
木
は
「
東
洋
人
の
勃
興
復
活
と
云
へ
ば
、
そ
は
必
ず
日
本
を
中
心
と

し
て
起
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
事
は
云
ふ
迄
も
な
い
が
故
に
、
此
意
味
に
於
て
今
日
の
日
本
は
実
に
容
易
な
ら
ざ
る
時
運
に
際
会
し
て
居
る
、

即
ち
東
西
文
明
の
調
和
を
計
り

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

、
東
洋
を
指
導
し
て
世
界
の
不
平
均
を
矯
む
る
の
責
任
は
皆

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

一・

に
日
本
に
係
つ
て
居
る

・

・

・

・

・

・

・

・

・

の
で
あ
る
（
28
）〔

圏
点

は
引
用
者
〕」
と
述
べ
て
お
り
、
こ
こ
に
「
世
界
綜
合
論
」
の
原
型
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

（
二
）「
世
界
綜
合
論
」
の
時
代
的
特
徴

│
「
国
民
道
徳
論
」・「
世
界
皇
化
論
」
と
の
比
較

五
百
木
論
文
に
見
ら
れ
た
比
較
文
化
観
は
、
今
日
で
は
極
め
て
恣
意
的
な
も
の
に
見
え
る
だ
ろ
う
。
時
代
思
潮
の
一
端
を
窺
う
史
料
と

し
て
は
興
味
深
い
が
、
現
代
の
視
座
か
ら
す
れ
ば
荒
唐
無
稽
に
さ
え
思
わ
れ
る
「
世
界
綜
合
論
」
の
論
旨
そ
の
も
の
に
、
こ
こ
で
云
々
し

て
も
あ
ま
り
実
り
の
多
い
議
論
に
は
な
ら
な
い
。
む
し
ろ
、『
日
本
及
日
本
人
』
を
主
宰
し
た
五
百
木
良
三
の
思
想
的
発
露
と
し
て
同
論

文
が
い
か
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
か
、
あ
る
い
は
、
こ
の
よ
う
な
主
張
が
同
時
代
に
お
い
て
い
か
な
る
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
の
か

五
五
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が
重
要
な
関
心
事
と
な
る
。
当
時
に
あ
っ
て
、
五
百
木
論
文
の
よ
う
に
日
本
の
独
自
性
と
優
位
性
を
主
唱
す
る
言
説
は
、
決
し
て
珍
し
い

も
の
で
は
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、
後
藤
新
平
が
大
正
年
間
に
著
し
た
『
日
本
膨
張
論
』
の
中
に
は
、
そ
の
立
論
部
分
に
お
い
て
「
世
界
に

民
族
の
数
多
し
と
雖
も
我
が
大
和
民
族
程
、
特
殊
の
地
理
と
特
殊
の
歴
史
と
特
殊
の
文
明
と
特
殊
の
性
情
と
を
有
つ
て
居
る
特
殊
の
民
族

は
無
い
。
乃
ち
日
本
民
族
程
世
界
に
無
比
な
民
族
は
無
い
の
で
あ
る
〔
中
略
〕
兎
に
角
日
本
民
族
が
全
体
と
し
て
一
大
家
族
と
も
見
る
べ

き
血
族
関
係
の
上
に
純
一
無
雑
の
結
合
を
な
し
つ
ゝ
あ
る
事
、
皇
室
と
国
民
と
の
関
係
が
義
は
君
臣
に
し
て
情
は
即
ち
父
子
の
如
き
状
態

に
あ
る
事
、
所
謂
神
な
が
ら
の
道
と
称
す
る
一
種
特
絶
の
民
族
的
精
神
を
有
つ
て
居
る
。
所
謂
大
和
魂
な
る
も
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
而
し

て
日
本
膨
張
の
中
核
も
亦
そ
れ
で
あ
る
（
29
）

」
と
い
う
記
述
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
た
日
本
人
の
優
位
性
を
強
調
し
た
言
説
は
、
明

治
後
期
か
ら
散
見
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
南
博
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
日
本
人
論
の
特
徴
の
変
化
は
次
の
よ
う
な
枠
組
み
で
捉
え
ら
れ
て

い
る
（
30
）

。

　

明
治
期
前
半
・
・
・
・
・
日
本
人
劣
等
説

　

明
治
期
後
半
・
・
・
・
・
日
本
人
優
秀
説

　

大
正
期
・
・
・
・
・
・
・
よ
り
客
観
的
に
日
本
人
を
捉
え
る
国
際
主
義
の
傾
向

　

昭
和
（
戦
前
）
期
・
・
・
い
っ
そ
う
精
密
に
日
本
の
風
土
や
文
化
が
論
じ
ら
れ
る
傾
向

　

昭
和
（
戦
中
）
期
・
・
・
日
本
精
神
論
を
中
心
と
す
る
フ
ァ
シ
ズ
ム
日
本
人
論

こ
の
よ
う
な
先
行
研
究
の
視
座
を
も
と
に
五
百
木
の
「
世
界
綜
合
論
」
を
考
え
る
場
合
、
五
百
木
論
文
よ
り
少
し
遅
れ
て
同
時
代
に
発

表
さ
れ
た
和
辻
哲
郎
の
「
国
民
道
徳
論
（
31
）

」
や
、
今
泉
定
助
の
「
世
界
皇
化
論
（
32
）

」
は
比
較
対
象
と
し
て
有
意
な
も
の
と
な
る
。
な
ぜ
な
ら

ば
、
同
じ
時
期
に
主
張
さ
れ
た
同
種
の
言
説
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
五
百
木
論
文
の
同
時
代
的
な
特
徴
を
掴
む
こ
と
が
で
き
る
か

五
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ら
で
あ
る
。
こ
の
二
者
を
比
較
対
象
と
し
た
理
由
は
、
和
辻
が
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
と
い
う
五
百
木
と
は
全
く
異
な
る
立
場
に
身
を
置
い
て
い

た
人
物
で
あ
り
、
五
百
木
が
関
与
し
た
国
體
明
徴
運
動
の
時
期
に
は
追
及
を
受
け
る
側
の
立
場
に
あ
っ
た
、
ま
さ
に
対
極
の
人
物
だ
か
ら

で
あ
る
。
他
方
、
今
泉
は
宗
教
家
と
い
う
異
な
る
立
場
な
が
ら
、
国
體
明
徴
運
動
に
お
い
て
五
百
木
と
行
動
を
共
に
し
た
人
物
で
あ
る
。

こ
う
し
た
異
な
る
立
場
に
あ
っ
た
二
者
と
の
比
較
に
よ
っ
て
、
五
百
木
の
「
世
界
綜
合
論
」
の
特
質
を
探
っ
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

ま
ず
、
和
辻
哲
郎
は
周
知
の
と
お
り
、
日
本
精
神
か
ら
西
洋
哲
学
ま
で
多
岐
に
わ
た
る
研
究
で
知
ら
れ
、
こ
の
当
時
は
京
都
帝
国
大
学

に
勤
め
て
い
た
人
物
で
あ
る
。
そ
の
和
辻
哲
郎
が
昭
和
五
年
に
行
っ
た
公
開
講
義
で
は
、
次
の
よ
う
な
内
容
が
語
ら
れ
て
い
る
。

い
か
に
西
洋
文
化
を
取
り
入
れ
て
も
、
日
本
は
決
し
て
西
洋
化
し
て
し
ま
う
こ
と
は
な
く
、
日
本
精
神
は
い
よ
い
よ
自
覚
さ
れ
発

揚
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
他
の
も
の
を
介
し
て
自
己
を
自
覚
し
、
他
の
も
の
に
沈
潜
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
真
に
自
己
を
自
覚

す
る
運
動
が
人
間
精
神
の
特
徴
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
が
西
洋
文
化
と
東
洋
文
化
と
の
間
に
も
起
こ
っ
て
来
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し

て
か
か
る
こ
と
を
な
し
得
る
も
の
は
、
お
そ
ら
く
世
界
中
で
日
本
人
の
み
で
あ
ろ
う
。〔
中
略
〕
か
よ
う
に
西
洋
人
は
で
き
な
い
が

日
本
人
の
み
が
な
し
う
る
と
こ
ろ
の
任
務
が
あ
り
、
こ
こ
に
日
本
の
文
化
史
的
意
義
が
あ
る
の
で
あ
る
。

か
く
て
日
本
人
の
展
望
が
開
け
、
日
本
人
の
任
務
が
自
覚
さ
れ
て
く
る
。
日
本
が
日
露
戦
争
に
よ
っ
て
西
洋
に
対
し
て
東
洋
人
解

放
の
先
鋒
と
な
っ
た
こ
と
は
前
述
の
ご
と
く
で
あ
る
が
、
こ
の
東
洋
人
を
解
放
す
る
こ
と
は
、
同
時
に
東
洋
と
西
洋
の
文
化
を
統
一

す
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
東
洋
文
化
も
世
界
に
有
力
な
る
文
化
で
あ
る
ゆ
え
ん
を
宣
揚
す
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

西
洋
文
化
を
排
し
な
が
ら
東
洋
文
化
を
主
張
す
る
こ
と
は
、
東
西
文
化
の
統
一
と
は
な
ら
な
い
。
や
は
り
他
に
沈
潜
し
他
を
介
し
て

自
己
に
復
帰
す
る
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
33
）

。

こ
の
よ
う
に
、
和
辻
哲
郎
は
日
本
の
歴
史
的
使
命
と
「
東
西
洋
文
化
の
統
一
」
を
論
じ
て
お
り
、
日
本
の
独
自
性
を
強
調
し
て
い
る
の

五
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で
あ
る
。

こ
う
し
た
和
辻
哲
郎
の
主
張
は
「
文
化
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
（
34
）

」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
日
本
の
み
が
文
化
の
統
一
を
果
た

せ
る
も
の
と
捉
え
て
い
る
点
に
お
い
て
、
五
百
木
良
三
の
「
世
界
綜
合
論
」
も
同
種
の
論
理
を
有
し
て
い
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
も
ち
ろ

ん
、
五
百
木
良
三
と
和
辻
哲
郎
と
で
は
政
治
的
主
張
が
ま
っ
た
く
異
な
る
立
場
に
あ
る
。
和
辻
は
い
わ
ゆ
る
「
政
治
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
」
に
短
絡
し
た
「
日
本
主
義
」
と
は
異
な
る
立
場
に
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
和
辻
は
、
五
百
木
良
三
が
天
皇
機
関
説
問
題
に
関
連
し
て
国

體
明
徴
運
動
で
示
し
た
よ
う
な
「
政
治
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
に
批
判
的
で
あ
っ
た
が
た
め
に
、
同
じ
く
国
體
明
徴
運
動
を
主
導
し
て
い

た
蓑
田
胸
喜
か
ら
追
及
の
対
象
に
も
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
立
場
の
異
な
る
両
者
が
、
日
本
民
族
と
文
化
に
関
す
る
考
察
に

お
い
て
類
似
す
る
結
論
を
導
き
出
し
て
い
た
と
い
う
事
実
は
、
同
時
代
の
思
潮
を
捉
え
る
上
で
重
要
な
示
唆
を
あ
た
え
る
も
の
で
あ
る
。

も
と
よ
り
、
和
辻
哲
郎
の
こ
う
し
た
思
想
に
つ
い
て
は
、
戸
坂
潤
が
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
大
和
魂
的
国
粋
哲
学
の
カ
テ
ゴ

リ
ー
と
の
絡
み
合
っ
た
〔
中
略
〕
日
本
主
義
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
最
も
ハ
イ
カ
ラ
な
型
態
（
35
）

」
で
あ
る
と
評
し
て
い
る
よ
う
に
、
日
本
民
族
に

関
す
る
思
考
の
上
で
、
五
百
木
と
和
辻
が
共
通
の
志
向
性
を
有
し
て
い
た
と
捉
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
五
百
木
良
三
と
和
辻
哲
郎
の
両
者
に
交
流
の
跡
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
和
辻
が
私
淑
し
て
い
た
夏
目
漱
石
と
五
百
木
の
間

に
は
、
正
岡
子
規
と
の
関
係
か
ら
接
点
が
見
ら
れ
た
も
の
の
（
36
）

、
五
百
木
良
三
と
和
辻
哲
郎
は
管
見
の
限
り
に
お
い
て
無
関
係
で
あ
る
。

さ
て
、
一
方
の
今
泉
定
助
は
、
皇
典
講
究
所
の
理
事
や
神
宮
奉
斎
会
の
会
長
を
務
め
た
神
道
思
想
家
で
あ
り
、
昭
和
十
二
年
に
は
国
體

学
の
講
究
を
目
的
に
日
本
大
学
に
皇
道
研
究
所
を
開
設
し
た
人
物
で
あ
る
。
五
百
木
良
三
と
今
泉
定
助
と
の
間
に
は
交
流
の
跡
が
見
ら
れ

る
。
例
え
ば
、
五
百
木
の
『
飄
亭
句
日
記
』
の
昭
和
八
年
一
月
十
九
日
の
記
述
に
は
、「
正
午
、
飯
田
町
の
神
宮
奉
斎
会
に
維
新
案
討
議

参
加
、
頭
山
、
馬
場
、
今
泉
、
田
中
、
吉
田
、
杉
山
氏
外
十
数
名
参
集
（
37
）

」
と
あ
り
、
今
泉
の
名
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
今
泉
定
助
の
日

五
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記
帳
を
ま
と
め
た
「
日
録
抄
（
38
）

」
に
も
、
同
日
に
「
十
二
時　
維
新
祭
（
39
）

」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
五
百
木
の
日
記
に
記
さ
れ
て
い
た
「
今
泉
」

が
今
泉
定
助
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
そ
の
後
も
、
同
年
十
一
月
十
七
日
に
は
「
正
午
、
九
段
靖
国
神
社
社
務
所
に
靖
国
会
発
起
人

小
集
（
40
）

」
／
「
十
一
時　
靖
国
会
（
41
）

」、
十
一
月
二
十
八
日
に
は
「
正
午
、
靖
国
神
社
に
靖
国
会
発
起
会
（
42
）

」
／
「
十
二
時　
靖
国
会
（
43
）

」
と
い
っ
た

記
述
を
そ
れ
ぞ
れ
の
日
記
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
ほ
か
、
昭
和
七
年
十
二
月
一
日
に
上
野
精
養
軒
で
催
さ
れ
た
「
今
泉
定
助
古
稀

祝
賀
会
（
44
）

」
に
五
百
木
良
三
が
出
席
し
て
い
る
こ
と
や
、
昭
和
十
二
年
十
二
月
十
日
に
催
さ
れ
た
「
五
百
木
良
三
・
内
田
良
平
両
氏
追
悼
会
（
45
）

」

に
今
泉
定
助
が
出
席
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
両
者
が
少
な
か
ら
ぬ
交
流
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

こ
の
よ
う
に
五
百
木
良
三
と
も
接
点
が
あ
っ
た
今
泉
定
助
が
持
論
と
し
て
い
た
主
張
が
「
世
界
皇
化
論
」
で
あ
る
。
そ
の
論
旨
を
、
昭

和
十
二
年
に
発
表
さ
れ
た
論
文
「
皇
道
文
化
を
以
て
世
界
人
類
を
救
済
す
べ
し
（
46
）

」〔
以
下
、
今
泉
論
文
と
呼
ぶ
〕
か
ら
見
て
い
く
こ
と
に

す
る
。
こ
の
論
文
は
、
今
泉
定
助
が
そ
れ
ま
で
に
執
筆
し
た
代
表
的
な
論
文
を
自
ら
編
集
し
て
ま
と
め
た
『
皇
道
論
叢
』
の
最
終
章
と
し

て
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
今
泉
論
文
は
三
つ
の
節
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
第
一
節
で
は
日
本
書
紀
や
古
事
記
の
記
事
を
引
い
た
上
で
、「
皇
祖
よ
り
下
さ
れ

た
る
天
壌
無
窮
の
神
勅
は
、
唯
天
地
と
共
に
限
り
な
く
栄
え
る
と
い
ふ
や
う
な
簡
単
な
意
味
で
は
な
い
。
全
地
球
の
修
理
固
成
、
全
世
界

の
皇
化
の
為
め
に
幾
千
年
の
努
力
を
要
し
、
必
ず
そ
れ
が
実
現
し
て
、
全
世
界
即
ち
神
州
の
境
に
達
し
、
宇
宙
と
一
体
な
る
生
成
発
展
完

成
を
遂
げ
る
こ
と
を
暗
示
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
吾
々
臣
民
の
皇
運
扶
翼
の
窮
極
目
標
も
、
亦
茲
に
あ
る
こ
と
を
、
深
く
悟
ら
ね
ば
な
ら

ぬ
（
47
）

」
と
、「
天
皇
の
御
本
質
」
を
説
く
と
と
も
に
日
本
臣
民
の
任
務
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
本
節
で
は
、「
天
津
神
以
来
万
世

一
系
の
天
皇
」
は
「
世
界
の
主
宰
者
」
で
あ
る
と
位
置
づ
け
て
、「
世
界
の
人
類
は
一
体
に
統
一
せ
ら
れ
る
時
に
、
真
の
平
和
幸
福
が
実

現
」
す
る
と
い
う
「
全
世
界
の
皇
化
」
の
目
的
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

五
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第
二
節
で
は
、「
皇
道
世
界
」
の
実
現
が
、
所
謂
「
世
界
侵
略
」
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
点
が
強
調
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、

日
本
の
天
皇
政
治
は
「
し
ら
す
」
政
治
で
あ
り
、
覇
道
主
義
の
国
家
が
世
界
を
領
有
す
る
た
め
に
行
う
「
う
し
は
く
」
政
治
と
は
全
く
異

な
る
も
の
と
し
て
説
明
さ
れ
て
い
る
。「
し
ら
す
」
政
治
と
「
う
し
は
く
」
政
治
と
の
違
い
に
つ
い
て
は
、
昭
和
十
七
年
に
今
泉
が
講
述

し
た
「
世
界
皇
化
の
聖
業
（
48
）

」
か
ら
引
く
の
が
理
解
し
や
す
い
。

古
事
記
に
よ
り
ま
す
れ
ば
、
我
が
国
で
は
神
代
の
昔
か
ら
政
治
に
ふ
た
い
ろ
の
種
類
を
認
め
て
ゐ
る
の
で
あ
り
ま
し
て
、
一
つ
は

「
ウ
シ
ハ
ク
」
政
治
で
あ
り
、
他
の
一
つ
は
「
シ
ラ
ス
」
又
は
「
シ
ロ
シ
メ
ス
」
政
治
で
あ
り
ま
す
。〔
中
略
〕

そ
れ
で
は
「
ウ
シ
ハ
ク
」
と
い
ふ
こ
と
は
、
ど
う
い
ふ
こ
と
で
あ
る
か
と
申
し
ま
す
と
、
学
者
の
間
に
多
少
の
議
論
は
あ
り
ま
す

け
れ
ど
も
、
先
ず
も
つ
て
本
居
先
生
の
考
へ
が
一
番
至
当
で
あ
り
ま
す
。「
ウ
シ
ハ
ク
」
の
「
ウ
シ
」
は
「
主
」
の
意
味
で
あ
り
ま

す
か
ら
、
国
土
の
主
、
主
人
と
い
ふ
こ
と
に
な
り
、「
ハ
ク
」
は
太
刀
を
佩
く
、
靴
を
は
く
と
、
今
日
で
も
使
わ
れ
て
ゐ
る
様
に
、

身
に
着
け
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
そ
の
土
地
の
主
人
と
な
り
、
土
地
人
民
を
自
分
の
も
の
と
し
て
支
配
す
る
と
い
ふ
の
が
「
ウ

シ
ハ
ク
」
と
い
ふ
言
葉
の
意
味
で
あ
る
と
思
ふ
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
て
「
シ
ラ
ス
」
又
は
「
シ
ロ
シ
メ
ス
」
と
は
、
ど
う
い
ふ
意
味
で
あ
る
か
と
申
し
ま
す
と
、「
知
ル
」
と
い
ふ
言
葉

の
元
か
ら
考
へ
る
と
よ
く
わ
か
る
の
で
あ
り
ま
す
。〔
中
略
〕

天
皇
の
御
統
治
を
「
シ
ラ
ス
」「
シ
ラ
シ
メ
ス
」「
ミ
ソ
ナ
ハ
ス
」「
キ
コ
シ
メ
ス
」
と
申
し
上
げ
る
の
は
、
知
る
、
見
る
、
聞
く

と
い
ふ
言
葉
の
示
す
様
に
、
国
土
国
民
を
親
が
子
に
対
す
る
が
如
く
、
慈
愛
の
極
を
も
つ
て
包
容
同
化
し
各
処
を
得
し
め
給
ふ
を
申

し
上
げ
る
の
で
あ
っ
て
、
所
謂
「
ウ
シ
ハ
ク
」
政
治
と
は
全
然
違
つ
た
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
を
皆
様
に
今
日
は
御
承
知
願
ひ
た

い
の
で
あ
り
ま
す
（
49
）

。

六
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木
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（
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三
）

今
泉
は
、
こ
の
よ
う
な
二
つ
の
統
治
形
態
の
概
念
を
も
と
に
、
西
洋
を
覇
道
の
対
立
文
化
と
見
做
し
、
日
本
の
皇
道
政
治
を
一
体
文
化

と
位
置
づ
け
て
、
両
者
が
「
本
質
を
異
に
す
る
」
こ
と
を
説
い
た
の
で
あ
る
。
今
泉
の
こ
う
し
た
視
座
に
つ
い
て
、
葦
津
珍
彦
は
「
今
泉

先
生
の
論
に
お
い
て
は
、
主
と
し
て
こ
の
西
欧
近
代
国
家
の
「
神
と
訣
別
」
せ
る
世
俗
的
文
化
の
対
立
闘
争
の
諸
現
象
が
、
直
接
的
な
批

判
の
対
象
と
さ
れ
て
い
る
。
人
間
の
野
性
的
本
能
の
欲
求
を
「
人
権
」
と
み
と
め
て
、
そ
の
上
に
築
き
上
げ
ら
れ
た
個
人
主
義
的
民
主
々

義
。
一
国
民
一
民
族
の
野
性
的
な
欲
求
を
、
物
理
力
に
よ
っ
て
強
行
し
よ
う
と
す
る
功
利
的
な
強
権
国
家
主
義
。
階
級
の
経
済
的
欲
求
を

基
礎
と
し
て
、
階
級
闘
争
に
よ
っ
て
、
そ
の
目
的
を
貫
徹
し
よ
う
と
す
る
共
産
主
義
。
そ
れ
ら
の
西
欧
現
代
の
文
化
は
、
そ
の
相
互
の
間

に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
全
く
異
る
も
の
で
は
あ
っ
て
も
、
神
道
人
た
る
今
泉
先
生
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
い
づ
れ
も
「
万
有
同
根
一

体
観
」
の
文
化
を
知
ら
な
い
と
こ
ろ
の
「
対
立
的
闘
争
の
功
利
的
文
化
」
と
し
て
、
同
質
同
型
の
も
の
と
し
て
批
判
さ
れ
る
の
で
あ
る
（
50
）

」

と
解
い
て
い
る
。

第
三
節
で
は
、「
世
界
史
上
に
於
け
る
、
皇
道
発
揚
の
意
義
」
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
は
「
唯
一
絶
対
の
真
の
人
類
文
化
」
で

あ
る
日
本
の
皇
道
文
化
に
よ
っ
て
「
全
人
類
の
救
済
」
を
行
う
こ
と
が
「
皇
国
の
神
聖
な
る
使
命
」
で
あ
る
こ
と
が
結
論
づ
け
ら
れ
て
い

る
。こ

こ
ま
で
要
点
を
見
て
き
た
今
泉
定
助
の
「
世
界
皇
化
論
」
と
、
五
百
木
良
三
の
「
世
界
綜
合
論
」
に
は
幾
つ
か
の
類
似
点
が
指
摘
で

き
る
。
第
一
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
持
説
を
、
神
道
の
古
典
に
基
い
て
宇
宙
の
根
源
神
で
あ
る
天
之
御
中
主
命
か
ら
説
き
起
こ
し
て
い
る
点

で
あ
る
。
五
百
木
論
文
の
第
四
節
で
述
べ
ら
れ
て
い
た
主
張
は
、
今
泉
の
言
説
に
お
い
て
も
「
万
有
は
総
て
、
同
種
異
種
、
近
き
遠
き
、

そ
れ
ぞ
れ
秩
序
と
段
階
を
ば
有
し
な
が
ら
も
、
相
互
に
引
き
合
ひ
引
か
れ
合
ひ
な
が
ら
、
次
第
に
よ
り
高
き
統
一
体
に
綜
合
統
一
せ
ら
れ
、

終
局
は
天
之
御
中
主
神
に
帰
一
し
て
宇
宙
は
渾
然
た
る
統
一
体
を
形
造
る
。
万
有
は
一
の
例
外
も
な
く
、
天
之
御
中
主
神
の
分
派
分
出
に

六
一



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
一
四
四
）

外
な
ら
ぬ
か
ら
で
あ
る
（
51
）

」
と
い
っ
た
形
で
表
れ
て
い
る
。
第
二
に
は
、
西
欧
文
化
の
捉
え
方
で
あ
る
。
五
百
木
良
三
が
利
己
的
な
覇
道
的

文
化
と
し
て
捉
え
て
い
た
西
欧
の
文
化
を
、
今
泉
定
助
も
覇
道
の
対
立
文
化
と
見
做
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
そ
し
て
、
両
者
共

に
日
本
の
皇
道
に
よ
っ
て
西
欧
の
覇
道
を
更
生
な
い
し
救
済
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
結
論
を
導
い
て
い
る
。

両
者
の
考
え
が
近
し
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
同
時
代
人
に
お
い
て
も
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
両
者
の
共

通
の
知
人
で
あ
っ
た
山
岡
萬
之
助
が
記
し
た
次
の
文
章
か
ら
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

曾
て
私
が
内
務
省
に
居
つ
た
当
時
、
議
会
中
心
主
義
は
国
體
に
合
す
る
も
の
で
は
な
く
、
日
本
は　

天
皇
中
心
で
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
と
い
ふ
強
い
主
張
を
し
た
事
が
あ
つ
た
が
、
其
の
時
五
百
木
君
が
民
間
に
あ
つ
て
心
か
ら
之
に
共
鳴
し
、
大
き
な
動
き
を
見
せ
て

激
励
し
て
く
れ
た
り
し
た
事
を
思
ひ
出
す
。
所
謂
国
體
明
徴
問
題
で
は
同
君
は
い
ち
早
く
天
下
に
呼
び
か
け
て
猛
運
動
を
開
始
さ
れ

た
。
勿
論
我
々
は
臣
民
と
し
て
未
来
永
劫
国
體
観
念
を
明
徴
に
し
て
常
に
大
御
心
に
添
ひ
奉
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
つ
て
、
各
々

そ
の
立
場
々
々
に
よ
つ
て
真
心
を
竭
し
て
行
く
べ
き
で
あ
る
が
、
民
間
に
於
け
る
同
君
等
の
熾
烈
な
る
運
動
が
今
日
の
国
體
観
念
の

明
徴
を
招
来
し
た
と
云
つ
て
も
過
言
で
は
あ
る
ま
い
。
特
に
五
百
木
君
は
真
の
国
士
と
し
て
一
貫
し
た
大
理
想
に
燃
え
て
ゐ
た
。
五

百
木
君
を
知
る
者
の
熟
知
し
て
ゐ
る
所
の
、
日
本
及
日
本
人
の
真
使
命
を
説
い
た
世
界
綜
合
論

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

が
そ
れ
で
あ
つ
て
、
ま
づ
赤
露
を
手

始
め
に
天
意
を
体
し
て
世
界
皇
化
の
聖
業

・

・

・

・

・

・

・

に
つ
け
と
い
ふ
に
あ
る
（
52
）

。〔
圏
点
は
引
用
者
に
よ
る
〕

こ
の
文
章
は
五
百
木
良
三
が
逝
去
し
た
昭
和
十
二
年
に
、
当
時
、
日
本
大
学
の
三
代
目
総
長
を
務
め
て
い
た
山
岡
が
「
心
友
五
百
木

君
」
と
題
し
て
『
日
本
及
日
本
人
』
に
寄
せ
た
追
悼
文
の
一
部
分
で
あ
る
。
こ
の
中
で
山
岡
は
、
五
百
木
良
三
の
「
世
界
綜
合
論
」
を
紹

介
す
る
文
脈
に
お
い
て
、
今
泉
定
助
の
掲
げ
て
い
た
「
世
界
皇
化
の
聖
業
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
い
る
。
二
人
の
論
旨
を
山
岡
が
同
一

視
し
て
い
た
証
左
と
言
え
よ
う
。

六
二



五
百
木
良
三
の
「
世
界
綜
合
論
」（
石
川
）

（
一
四
五
）

四
、
五
百
木
良
三
の
晩
年
の
言
論
活
動

こ
こ
か
ら
は
、「
世
界
綜
合
論
」
を
持
論
と
し
た
五
百
木
良
三
が
、
晩
年
に
い
か
な
る
政
治
的
活
動
に
関
与
し
、
い
か
な
る
執
筆
活
動

を
行
っ
て
い
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
。

昭
和
四
年
の
秋
か
ら
『
日
本
及
日
本
人
』
を
主
宰
し
た
五
百
木
良
三
で
あ
っ
た
が
、
当
初
は
表
立
っ
て
論
説
を
載
せ
る
こ
と
は
し
な

か
っ
た
。
五
百
木
良
三
な
い
し
は
俳
号
で
あ
る
飄
亭
の
名
を
冠
し
た
記
事
は
、
昭
和
五
年
か
ら
昭
和
九
年
に
か
け
て
は
、
毎
年
平
均
し
て

一
〜
二
篇
程
度
し
か
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
昭
和
十
年
に
は
七
篇
に
増
え
て
お
り
、
自
ら
積
極
的
に
雑
誌
に
関
与
す
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。
さ
ら
に
、
昭
和
十
年
九
月
に
は
再
び
誌
面
の
革
新
を
行
っ
て
お
り
、
こ
れ
以
後
、
毎
号
「
主
張
」
欄
に
五
百
木
良
三
の
名
で
論
説

を
載
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
53
）

。

五
百
木
良
三
は
『
日
本
及
日
本
人
』
三
一
八
号
（
昭
和
十
年
四
月
一
日
発
行
）
に
お
い
て
「
所
謂
機
関
説
問
題
は
昭
和
維
新
第
二
期
戦
展

開
の
神
機
」
を
掲
載
し
た
。
こ
の
論
文
は
、
国
體
擁
護
連
合
会
か
ら
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
し
て
も
発
行
さ
れ
て
い
る
（
54
）

。
こ
の
頃
の
五
百
木
良

三
の
動
き
を
日
記
に
見
て
み
る
と
、
昭
和
十
年
三
月
一
日
に
は
「
夜
、
日
比
谷
陶
々
亭
小
集
、
天
皇
機
関
説
打
破
協
議
、
余
主
催
、
会
者

大
竹
貫
一
、
菊
池
武
夫
、
井
上
清
純
、
井
田
磐
楠
、
山
岡
萬
之
助
、
赤
池
濃
、
木
下
成
太
郎
、
若
宮
卯
之
助
、
葛
生
能
久
、
入
江
種
矩
、

増
田
一
悦
、
其
他
（
55
）

」
と
あ
り
、
機
関
説
問
題
に
関
す
る
会
合
を
主
催
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
こ
れ
に
は
、
貴
族
院
で
美
濃
部
達

吉
を
直
接
追
及
し
た
菊
池
武
夫
も
出
席
し
て
お
り
、
当
該
事
件
の
中
枢
に
五
百
木
が
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
五
百
木
良
三
は
こ
の
他
に
も
、

三
月
七
日
「
飯
田
町
、
神
宮
奉
斎
会
に
天
皇
機
関
説
排
撃
協
議
会
開
催
、
頭
山
、
今
泉
、
佐
藤
清
勝
三
氏
主
催
」、
三
月
八
日
「
夜
、
日

比
谷
、
三
信
ビ
ル
楼
上
に
天
皇
機
関
説
撲
滅
同
盟
結
成
、
頭
山
満
翁
主
催
」、
三
月
九
日
「
午
後
、
青
山
会
館
に
天
皇
機
関
説
排
撃
に
就

六
三
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き
、
国
體
擁
護
連
合
会
総
会
開
催
、
会
者
五
百
名
に
垂
ん
と
す
、
非
常
に
盛
会
」、
三
月
十
九
日
「
午
後
、
上
野
精
養
軒
に
機
関
説
撲
滅

有
志
大
会
」
と
い
っ
た
よ
う
に
、
機
関
説
問
題
に
関
す
る
諸
種
の
会
合
に
列
し
て
い
る
。

五
百
木
良
三
は
天
皇
機
関
説
に
関
し
て
、「
自
由
民
権
思
想
に
立
脚
せ
る
欧
米
の
近
代
国
家
が
、
主
権
在
民
を
共
通
観
念
と
す
る
は
当

然
の
帰
結
で
あ
る
。
彼
等
に
取
っ
て
は
寧
ろ
人
民
あ
っ
て
の
国
家
で
あ
り
、
国
家
あ
っ
て
の
統
治
者
で
あ
る
。
彼
等
の
統
治
者
が
自
か
ら

国
民
の
公
僕
と
称
す
る
の
も
亦
た
此
の
観
念
の
発
露
で
あ
る
と
共
に
、
彼
等
の
元
首
な
る
も
の
は
国
家
統
治
上
の
一
機
関
た
る
に
過
ぎ

ぬ
」
と
、
西
欧
諸
国
に
お
け
る
国
家
法
人
観
に
つ
い
て
は
当
然
視
す
る
一
方
で
、「
然
る
に
万
邦
に
冠
絶
せ
る
我
が
皇
国
日
本
の
国
體
は
、

其
の
天
賦
の
個
性
に
於
て
、
截
然
と
し
て
他
と
撰
を
異
に
し
て
居
る
。
即
ち
我
が
日
本
に
関
す
る
限
り
、
人
民
あ
っ
て
の
国
家
乃
至
元
首

で
は
な
く
、
天
皇
あ
っ
て
の
国
家
で
あ
り
臣
民
で
あ
る
」
と
し
て
、
日
本
で
は
そ
の
主
客
が
反
す
る
と
論
じ
て
い
る
（
56
）

。
こ
の
よ
う
な
五
百

木
良
三
の
民
族
主
義
的
な
主
張
は
、
他
の
論
稿
に
も
一
貫
し
て
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

五
百
木
の
こ
の
論
説
が
掲
載
さ
れ
た
『
日
本
及
日
本
人
』
三
一
八
号
に
は
、「
天
皇
機
関
説
を
排
撃
し
大
義
を
明
徴
す
」
と
題
し
た
特

集
が
組
ま
れ
て
お
り
、
天
皇
機
関
説
問
題
に
関
す
る
二
十
五
名
の
寄
稿
を
載
せ
て
い
る
。
五
百
木
良
三
は
政
教
社
を
率
い
て
実
際
の
政
治

活
動
を
展
開
し
た
一
方
で
、『
日
本
及
日
本
人
』
を
彼
ら
の
主
張
を
公
表
す
る
言
論
機
関
と
し
て
活
用
し
た
の
で
あ
っ
た
。

天
皇
機
関
説
排
撃
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
契
機
と
し
て
、『
日
本
及
日
本
人
』
誌
上
に
は
自
由
主
義
的
な
い
し
資
本
主
義
的
機
構
を
改
革

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、
い
わ
ゆ
る
「
昭
和
維
新
」
の
遂
行
を
促
す
論
調
が
現
出
す
る
。
五
百
木
は
「
昭
和
維
新
は
独
り
国
内
の
こ
と

で
は
な
い
。
意
義
は
世
界
皇
化
一
新
に
在
る
（
57
）

」
と
し
て
、
そ
の
維
新
の
過
程
を
三
段
階
に
分
け
て
捉
え
て
い
た
。

私
は
日
本
の
近
状
に
つ
き
、
自
分
だ
け
に
き
め
て
居
ま
す
。
そ
れ
は
先
づ
満
州
事
件
か
ら
起
つ
て
昨
年
の
昭
和
九
年
の
華
府
条
約

破
棄
迄
を
昭
和
維
新
第
一
期
と
し
、
本
年
の
国
體
明
徴
問
題
を
第
二
期
と
し
て
ゐ
る
の
で
あ
り
ま
す
〔
中
略
〕。 六
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そ
れ
か
ら
昭
和
維
新
第
三
期
に
移
る
の
で
、
そ
れ
は
日
蘇
問
題
の
展
開
し
た
時
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
日
本
人
の
使
命
は
、

第
一
に
一
億
幾
千
万
人
の
生
霊
を
、
赤
鬼
共
産
党
の
手
よ
り
救
ひ
出
し
て
や
る
事
で
な
け
れ
ば
な
ら
ん
。
其
と
同
時
に
支
那
の
四
億

の
蒼
生
を
、
今
日
の
地
獄
よ
り
助
け
出
す
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
支
那
は
日
本
の
力
以
外
に
は
救
は
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日

支
親
善
な
ど
と
空
念
仏
で
は
、
い
つ
ま
で
た
つ
て
も
無
駄
な
事
で
あ
り
ま
す
。
其
の
日
本
の
力
を
知
る
支
那
の
出
現
す
る
の
は
、
日

本
が
赤
蘇
を
退
治
し
た
時
で
あ
り
ま
す
。
即
ち
支
那
救
済
の
先
決
問
題
と
し
て
赤
蘇
救
済
が
あ
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ぬ
（
58
）

。

こ
の
よ
う
に
、
晩
年
に
お
け
る
五
百
木
の
活
動
に
は
、
国
體
明
徴
運
動
へ
の
積
極
的
な
関
与
と
、「
世
界
綜
合
論
」
の
実
践
段
階
と
し

て
の
対
ソ
戦
の
主
唱
と
い
っ
た
言
論
活
動
と
が
見
ら
れ
た
。
五
百
木
良
三
は
逝
去
す
る
前
月
ま
で
、『
日
本
及
日
本
人
』
に
こ
う
し
た
主

張
を
書
き
続
け
た
。
五
百
木
の
激
し
い
主
張
に
対
し
て
は
、
当
局
か
ら
『
日
本
及
日
本
人
』
の
発
売
頒
布
を
禁
止
す
る
処
分
が
下
さ
れ
る

こ
と
も
あ
っ
た
が
、
五
百
木
は
こ
う
し
た
処
分
に
対
し
て
、
翌
月
の
「
主
張
」
欄
を
白
紙
掲
載
し
て
「
無
言
」
で
抗
議
す
る
と
い
っ
た
こ

と
も
行
っ
て
い
る
（
59
）

。
す
な
わ
ち
、「
主
張
」
欄
に
「
無
言
の
主
張
」
と
論
題
だ
け
を
掲
載
し
て
、
多
言
を
弄
す
る
こ
と
な
く
抵
抗
を
示
し

て
み
せ
た
の
で
あ
る
（
60
）

。

五
、
結
語

こ
こ
ま
で
、
五
百
木
良
三
の
政
治
的
思
想
に
つ
い
て
、
彼
が
主
唱
し
た
「
世
界
綜
合
論
」
を
中
心
に
検
討
を
行
っ
て
き
た
。
本
稿
の
課

題
で
あ
っ
た
「
世
界
綜
合
論
」
の
論
理
と
、
同
時
代
に
お
け
る
位
置
づ
け
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
を
総
括
し
、
今
後
の
研
究
課

題
を
提
示
す
る
こ
と
で
結
び
に
代
え
た
い
。

「
世
界
綜
合
論
」
と
は
、
世
界
の
人
々
の
役
割
に
関
し
て
、「
分
業
的
創
作
者
」
と
し
て
文
化
を
創
造
す
る
者
と
、
そ
れ
ら
を
包
容
し
て

六
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人
類
文
化
へ
と
綜
合
し
て
い
く
「
綜
合
的
分
業
者
」
と
に
分
け
て
論
じ
た
も
の
で
あ
り
、
後
者
の
役
割
を
担
う
の
が
唯
一
、
日
本
民
族
で

あ
る
と
す
る
主
張
で
あ
っ
た
。「
世
界
進
出
」
を
高
唱
し
た
五
百
木
良
三
の
こ
の
よ
う
な
主
張
は
、
か
つ
て
近
衛
篤
麿
の
下
で
涵
養
し
た

ア
ジ
ア
主
義
の
政
治
思
想
と
親
和
性
を
持
つ
も
の
で
あ
り
、
思
想
的
に
当
時
の
積
極
的
な
大
陸
政
策
を
正
当
化
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と

は
間
違
い
な
い
。

ま
た
、「
世
界
綜
合
論
」
の
中
で
唱
え
ら
れ
て
い
た
文
化
観
を
同
時
代
的
に
捉
え
る
と
、「
西
洋
文
化
を
理
解
し
つ
つ
、
し
か
も
東
洋
の

伝
統
を
内
に
活
か
せ
得
る
も
の
は
日
本
の
み
な
り
（
61
）

」
と
い
う
日
本
の
文
化
史
的
意
義
を
主
張
し
た
和
辻
哲
郎
の
「
国
民
道
徳
論
」
に
類
似

性
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

し
か
し
、
両
者
の
比
較
文
化
観
は
、
そ
の
論
拠
と
す
る
点
が
異
な
っ
て
い
た
。
和
辻
哲
郎
の
こ
う
し
た
議
論
は
「
他
に
沈
潜
し
他
を
介

し
て
自
己
に
復
帰
す
る
」
と
い
う
日
本
の
精
神
文
化
の
観
察
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
「
西
洋
人
は
自
分
た
ち
の

も
の
の
み
を
完
全
無
欠
と
考
え
、
か
か
る
自
主
的
な
立
場
に
立
っ
て
単
に
東
洋
文
化
の
外
観
の
み
を
見
る
の
で
あ
る
か
ら
、
他
を
介
し
て

再
び
自
己
に
帰
る
と
こ
ろ
の
自
覚
運
動
は
、
彼
ら
に
は
決
し
て
で
き
な
い
の
で
あ
る
（
62
）

」
と
い
う
記
述
か
ら
も
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
一

方
、
五
百
木
良
三
が
日
本
を
「
綜
合
的
分
業
者
」
と
し
て
位
置
づ
け
た
論
拠
に
は
、「
天
之
御
中
主
命
」
を
民
族
思
潮
の
淵
源
と
す
る
こ

と
が
掲
げ
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
主
張
は
、
む
し
ろ
今
泉
定
助
の
「
世
界
皇
化
論
」
に
近
い
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
も
そ
も
が
神
道
家
で
あ
る
今
泉
定
助
が
こ
う
し
た
神
話
を
引
い
た
主
張
を
行
っ
た
こ
と
は
当
然
の
事
と
し
て
、
そ
れ
で
は
、
五
百
木

良
三
は
い
か
に
し
て
「
世
界
綜
合
論
」
を
着
想
し
得
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
先
に
挙
げ
た
よ
う
に
、
五
百
木
と
今
泉
に
は
交
流
の
跡
が
見
ら

れ
た
た
め
、
双
方
が
何
ら
か
の
か
た
ち
で
思
想
形
成
に
影
響
を
与
え
て
い
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
五
百
木
論
文

が
公
表
さ
れ
た
昭
和
四
年
の
時
点
で
は
、
現
在
確
認
で
き
る
資
料
の
範
囲
に
お
い
て
今
泉
と
五
百
木
の
交
際
は
確
認
で
き
て
い
な
い
。
そ
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の
う
え
、「
世
界
綜
合
論
」
の
原
型
と
も
言
う
べ
き
主
張
が
見
ら
れ
た
「
世
界
の
維
新
と
日
本
の
天
職
」
が
発
表
さ
れ
た
の
は
、
大
正
五

年
の
こ
と
で
あ
る
こ
と
も
確
認
で
き
た
。
五
百
木
良
三
の
思
想
形
成
の
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
本
稿
第
二
章
で
も
触
れ
た
よ

う
に
壮
年
期
の
活
動
を
詳
ら
か
に
し
て
い
く
他
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

本
稿
の
は
じ
め
に
掲
げ
た
「
言
論
活
動
と
実
践
的
な
政
治
活
動
の
両
方
を
担
っ
た
五
百
木
良
三
を
通
し
て
、
当
時
の
時
代
思
潮
を
捉
え

る
一
助
と
し
た
い
」
と
い
う
点
に
関
し
て
は
、
五
百
木
良
三
の
「
世
界
綜
合
論
」
の
論
理
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
同
時
代
的
特
徴
を
提
示

で
き
た
こ
と
で
、
そ
の
目
的
を
達
せ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
詳
ら
か
に
し
得
な
か
っ
た
五
百
木
良
三
の
思
想
形
成
過
程
の
一
部
に
関
し
て

は
、
史
料
の
掘
り
出
し
の
成
果
を
期
し
て
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

＜

注＞

（
1
） 

こ
の
ほ
か
五
百
木
良
三
に
は
、
医
師
と
し
て
の
顔
や
子
規
派
の
俳
人
と
し
て
の
顔
も
あ
る
。
松
山
医
学
校
と
大
阪
の
開
業
医
の
も
と
で
医
学
を

学
び
、
十
九
歳
で
医
者
の
免
許
を
獲
得
し
た
。
日
清
戦
争
時
に
は
看
護
長
と
し
て
第
五
師
団
に
従
軍
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
郷
の
正
岡
子
規
と
寄
宿

舎
が
同
じ
で
あ
っ
た
縁
か
ら
句
作
に
興
じ
る
よ
う
に
な
り
、
飄
亭
の
号
で
「
日
本
俳
句
」
黎
明
期
の
一
翼
を
担
っ
た
。
初
期
の
作
品
は
子
規
関
連
の

文
書
に
よ
っ
て
、
後
期
の
作
品
は
『
飄
亭
句
日
記
』（
政
教
社
刊
）
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
2
） 

詳
し
く
は
、
拙
稿
「
対
外
硬
派
と
櫻
田
倶
楽
部
│
小
川
平
吉
と
五
百
木
良
三
の
活
動
を
中
心
と
し
て
」『
法
政
論
叢
』
四
九
巻
二
号
、
日
本
法

政
学
会
、
二
〇
一
三
年
。

（
3
） 

詳
し
く
は
、
拙
稿
「
政
教
社
の
ロ
ン
ド
ン
海
軍
条
約
反
対
運
動
に
関
す
る
一
考
察
」『
政
経
研
究
』
五
一
巻
二
号
、
日
本
大
学
法
学
会
、

二
〇
一
四
年
。

（
4
） 

例
え
ば
、
西
園
寺
公
望
の
私
設
秘
書
で
あ
っ
た
原
田
熊
雄
の
日
記
（『
西
園
寺
公
と
政
局
』
第
一
巻
、
二
十
三
頁
）
に
は
「
内
田
良
平
な
ぞ
と

轡
を
並
べ
る
浪
人
の
五
百
木
」
と
い
う
記
述
が
あ
り
、
同
じ
年
に
死
去
し
た
五
百
木
良
三
と
内
田
良
平
は
合
同
の
追
悼
式
が
催
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
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（
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〇
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病
床
に
あ
っ
た
五
百
木
良
三
を
近
衛
文
麿
首
相
が
見
舞
っ
た
ニ
ュ
ー
ス
は
中
央
紙
が
写
真
付
き
で
報
じ
て
い
る
（「
忙
中
に
一
場
〝
涙
の
青
年
首
相
〞

病
篤
き
亡
父
の
知
友
を
慰
問
」『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
九
三
七
年
六
月
十
二
日
夕
刊
、「
病
床
の
五
百
木
氏
を
近
衛
首
相
が
お
見
舞
」『
東
京
日
日
新

聞
』
一
九
三
七
年
六
月
十
二
日
夕
刊
）。

（
5
） 
小
林
昌
樹
編
『
雑
誌
新
聞
発
行
部
数
事
典
』（
金
沢
文
圃
閣
、
二
〇
一
一
年
）
を
参
照
。
例
え
ば
、
同
じ
時
期
に
発
行
さ
れ
て
い
た
『
大
日
』
や

『
時
事
評
論
』
は
と
も
に
二
〇
〇
〇
部
程
度
。
無
論
、
当
該
時
期
に
派
生
し
た
政
治
団
体
の
機
関
誌
と
は
体
裁
・
部
数
と
も
に
比
べ
る
べ
く
も
な
い
。

（
6
） 

前
掲
拙
稿
（
二
〇
一
四
年
）、
一
六
五
頁
。

（
7
） 

松
本
健
一
『
昭
和
史
を
陰
で
動
か
し
た
男
│
忘
れ
ら
れ
た
ア
ジ
テ
ー
タ
ー
・
五
百
木
飄
亭
』
新
潮
選
書
、
二
〇
一
二
年
。
五
百
木
良
三
に
関
し

て
は
、
正
岡
子
規
や
近
衛
篤
麿
と
い
っ
た
周
辺
人
物
の
研
究
の
中
で
部
分
的
に
言
及
さ
れ
て
き
た
も
の
の
、
長
ら
く
主
題
と
し
て
論
じ
ら
れ
る
こ
と

が
な
か
っ
た
。

（
8
） 

阿
部
里
雪
『
新
編　
子
規
門
下
の
人
々
』
愛
媛
新
聞
社
、
二
〇
〇
四
年
、
二
七
二
頁
。

（
9
） 

藤
田
禎
一
郎
「
幼
か
り
し
日
の
思
ひ
出
」『
日
本
及
日
本
人
』
三
五
一
号
、
一
九
三
七
年
、
七
頁
。
な
お
、
千
舟
学
舎
へ
の
入
塾
の
時
期
に
関

し
て
、
藤
田
は
「
十
五
六
年
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
五
百
木
良
三
が
千
舟
学
舎
に
通
い
始
め
た
時
期
は
明
治
十
八
年
と
思
わ
れ
る
。

（
10
） 

対
外
硬
運
動
の
詳
細
に
関
し
て
は
、
酒
田
正
敏
『
近
代
日
本
に
お
け
る
対
外
硬
運
動
の
研
究
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
八
年
）
を
参
照
。

（
11
） 

「
近
衛
霞
山
公
追
憶
座
談
会
記
」『
日
本
及
日
本
人
』
二
九
〇
号
、
一
九
三
四
年
、
八
十
三
〜
八
十
五
頁
。

（
12
） 

雑
誌
『
東
洋
』
創
刊
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
雑
誌
『
東
洋
』
と
『
日
本
週
報
』」（『
出
版
研
究
』
四
十
三
号
、
二
〇
一
二
年
）
に
詳
し

い
。

（
13
） 

『
近
衛
篤
麿
日
記
』
第
四
巻
、
鹿
島
出
版
会
、
一
二
一
頁
。

（
14
） 

前
掲
「
近
衛
霞
山
公
追
憶
座
談
会
記
」、
八
三
頁
。

（
15
） 

横
矢
重
道
「
近
衛
公
と
五
百
木
」『
日
本
及
日
本
人
』
三
五
一
号
、
一
九
三
七
年
、
三
十
八
頁
。

（
16
） 

五
百
木
良
三
の
政
教
社
社
長
就
任
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
前
掲
拙
稿
（
二
〇
一
四
年
）
で
詳
し
く
扱
っ
た
。

（
17
） 

阿
部
里
雪
前
掲
書
、
二
〇
〇
四
年
、
一
五
〇
頁
。
阿
部
里
雪
は
五
百
木
良
三
が
社
長
に
就
任
し
た
昭
和
四
年
に
政
教
社
に
入
社
し
た
人
物
で
あ
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り
、「
飄
亭
先
生
は
い
つ
も
超
然
と
し
て
編
集
の
方
に
は
あ
ま
り
口
出
し
を
し
な
か
っ
た
。
編
集
の
方
に
注
意
し
だ
し
た
の
は
神
田
の
猿
楽
町
に

移
っ
て
か
ら
以
後
の
事
で
あ
り
、
終
わ
り
に
は
自
ら
筆
を
執
っ
て
主
張
を
毎
月
書
く
よ
う
に
な
っ
た
が
、
こ
れ
は
い
よ
い
よ
後
の
事
だ
っ
た
」
と
述

懐
し
て
い
る
。

（
18
） 
川
田
瑞
穂
「
志
士
と
策
士
と
の
両
面
」『
日
本
及
日
本
人
』
三
五
一
号
、
一
九
三
七
年
、
一
七
三
頁
。
五
百
木
良
三
は
政
教
社
の
社
長
に
就
任

し
た
後
、
牧
野
謙
次
郎
に
宛
て
た
書
簡
の
中
で
、
紙
面
の
方
針
を
こ
の
よ
う
に
一
変
す
る
と
書
き
送
っ
て
い
る
。

（
19
） 

「
日
本
民
族
の
個
性
と
其
の
使
命
（
皇
道
日
本
の
分
担
的
天
業
）」『
日
本
及
日
本
人
』
一
八
八
号
、
四
〜
十
八
頁
。

（
20
） 

五
百
木
良
三
「
日
本
民
族
綜
合
天
職
論
：
日
本
民
族
の
個
性
と
其
使
命
、
皇
道
日
本
の
分
担
的
天
業
」
田
中
末
広
編
『
先
覚
諸
家
南
方
建
設
論

選
集
』
帝
国
書
院
、
一
九
四
二
年
、
四
十
五
〜
六
十
二
頁
。

（
21
） 

岩
崎
一
高
「
追
憶
五
百
木
良
三
君
」『
日
本
及
日
本
人
』
三
五
一
号
、
一
九
三
七
年
、
三
十
一
頁
。

（
22
） 

佐
藤
天
風
「
田
中
と
五
百
木
翁
」『
日
本
及
日
本
人
』
三
五
一
号
、
一
九
三
七
年
、
八
十
六
頁
。

（
23
） 

「
日
本
民
族
の
個
性
と
其
の
使
命
」『
日
本
及
日
本
人
』
一
八
八
号
、
一
九
二
九
年
、
八
頁
。

（
24
） 

例
え
ば
、
五
百
木
良
三
「
東
は
王
道
の
和
光
、
西
は
覇
道
の
暗
影
」『
日
本
及
日
本
人
』
三
一
九
号
、
五
百
木
良
三
「
白
人
文
化
の
自
壊
作
用
」

『
日
本
及
日
本
人
』
三
二
九
号
。

（
25
） 

五
百
木
良
三
「
日
満
両
国
民
の
使
命
」『
日
本
及
日
本
人
』
二
六
一
号
、
一
九
三
二
年
、
九
頁
。

（
26
） 

五
百
木
良
三
「
皇
化
使
命
必
然
の
一
道
程
」『
日
本
及
日
本
人
』
三
四
一
号
、
一
九
三
六
年
、
四
頁
。

（
27
） 

五
百
木
良
三
「
世
界
の
維
新
と
日
本
の
天
職
」『
一
大
帝
国
』
一
巻
一
号
、
一
九
一
六
年
。

（
28
） 

五
百
木
良
三
前
掲
論
文
、
一
九
一
六
年
、
六
頁
。

（
29
） 

後
藤
新
平
『
日
本
膨
張
論
』
大
日
本
雄
弁
会
、
一
九
二
四
年
、
十
一
〜
十
二
頁
。
上
記
は
再
版
本
に
よ
る
（
初
版
は
一
九
一
六
年
）。

（
30
） 

南
博
『
日
本
人
論
』
岩
波
現
代
文
庫
、
二
〇
〇
六
年
、
四
五
一
頁
。

（
31
） 

和
辻
哲
郎
の
「
国
民
道
徳
論
」
に
関
し
て
は
、
湯
浅
泰
雄
『
和
辻
哲
郎
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
九
五
年
）
お
よ
び
苅
部
正
『
光
の
領
国　
和
辻
哲

郎
』（
創
文
社
、
一
九
九
五
年
）
を
参
照
。
な
お
、
和
辻
は
「
国
民
道
徳
論
」
と
題
す
る
著
作
物
は
出
し
て
い
な
い
が
、
昭
和
五
年
に
京
都
帝
国
大

六
九



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
一
五
二
）

学
で
開
か
れ
た
陸
軍
省
主
催
の
講
演
内
容
を
筆
記
し
た
も
の
が
「
国
民
道
徳
論
」
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
自
筆
の
史
料
と
し
て
、
こ
の
と

き
の
講
演
に
関
す
る
草
稿
と
「
構
想
メ
モ
」
が
残
さ
れ
て
い
る
（『
和
辻
哲
郎
全
集
』
別
巻
一
所
収
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
二
年
）。

（
32
） 
今
泉
定
助
の
「
世
界
皇
化
論
」
に
関
す
る
先
行
研
究
と
し
て
は
、
葦
津
珍
彦
「
今
泉
定
助
先
生
の
世
界
皇
化
論
」（『
今
泉
定
助
先
生
研
究
全

集
』
第
一
巻
所
収
、
日
本
大
学
今
泉
研
究
所
、
一
九
六
九
年
）
や
、
川
島
啓
介
「
今
泉
定
助
と
西
田
幾
多
郎
の
世
界
新
秩
序
論
」（『
神
道
研
究
集

録
』
二
十
八
号
所
収
、
國
學
院
大
學
大
学
院
文
学
研
究
科
神
道
学
専
攻
、
二
〇
一
四
年
）
が
あ
る
。

（
33
） 

和
辻
哲
郎
「
国
民
道
徳
論
」『
和
辻
哲
郎
全
集
』
別
巻
二
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
二
年
、
七
十
九
〜
八
十
頁
。

（
34
） 

湯
浅
泰
雄
『
和
辻
哲
郎
』
筑
摩
書
房
、
一
九
九
五
年
、
一
七
六
頁
。

（
35
） 

戸
坂
潤
「
世
界
の
一
環
と
し
て
の
日
本
」『
戸
坂
潤
全
集
』
第
五
巻
、
勁
草
書
房
、
一
九
六
七
年
、
九
十
五
頁
。
初
出
は
一
九
三
七
年
。

（
36
） 

例
え
ば
、
荒
正
人
『
漱
石
研
究
年
表
』（『
漱
石
文
学
全
集
』
別
巻
）
集
英
社
、
一
九
七
四
年
、
一
二
二
頁
。

（
37
） 

五
百
木
飄
亭
『
飄
亭
句
日
記
』
政
教
社
、
一
九
五
八
年
、
一
八
〇
頁
。

（
38
） 

日
本
大
学
今
泉
研
究
所
編
『
今
泉
定
助
先
生
研
究
全
集
』
第
一
巻
に
、
日
記
帳
と
『
皇
道
発
揚
』
誌
の
記
事
を
も
と
に
、
昭
和
六
年
七
月
一
日

か
ら
昭
和
十
九
年
九
月
十
一
日
ま
で
の
今
泉
の
動
静
記
録
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

（
39
） 

日
本
大
学
今
泉
研
究
所
編
『
今
泉
定
助
先
生
研
究
全
集
』
第
一
巻
、
一
九
六
九
年
、
三
九
一
頁
。

（
40
） 

五
百
木
飄
亭
前
掲
書
、
一
九
五
八
年
、
二
一
五
頁
。

（
41
） 

日
本
大
学
今
泉
研
究
所
編
『
今
泉
定
助
先
生
研
究
全
集
』
第
一
巻
、
一
九
六
九
年
、
三
九
六
頁
。

（
42
） 

五
百
木
飄
亭
前
掲
書
、
一
九
五
八
年
、
二
一
七
頁
。

（
43
） 

日
本
大
学
今
泉
研
究
所
編
『
今
泉
定
助
先
生
研
究
全
集
』
第
一
巻
、
一
九
六
九
年
、
三
九
六
頁
。

（
44
） 

五
百
木
飄
亭
前
掲
書
、
一
九
五
八
年
、
一
七
四
頁
。

（
45
） 

日
本
大
学
今
泉
研
究
所
編
『
今
泉
定
助
先
生
研
究
全
集
』
第
一
巻
、
一
九
六
九
年
、
四
二
一
頁
。

（
46
） 

今
泉
定
助
『
皇
道
論
叢
』
櫻
門
出
版
部
、
一
九
四
二
年
、
七
四
六
〜
七
五
六
頁
。
初
出
は
『
皇
道
発
揚
』
昭
和
十
二
年
十
月
号
巻
頭
論
文
。

（
47
） 

今
泉
定
助
「
皇
道
文
化
を
以
て
世
界
人
類
を
救
済
す
べ
し
」
今
泉
前
掲
書
、
七
四
九
頁
。

七
〇



五
百
木
良
三
の
「
世
界
綜
合
論
」（
石
川
）

（
一
五
三
）

（
48
） 

日
本
大
学
今
泉
研
究
所
編
『
今
泉
定
助
先
生
研
究
全
集
』
第
三
巻
所
収
、
七
〇
四
〜
七
三
六
頁
。

（
49
） 

今
泉
定
助
「
世
界
皇
化
の
聖
業
」
日
本
大
学
今
泉
研
究
所
編
『
今
泉
定
助
先
生
研
究
全
集
』
第
三
巻
、
七
〇
九
〜
七
一
二
頁
。

（
50
） 
葦
津
珍
彦
「
今
泉
定
助
先
生
の
世
界
皇
化
論
」『
今
泉
定
助
先
生
研
究
全
集
』
第
一
巻
所
収
、
日
本
大
学
今
泉
研
究
所
、
一
九
六
九
年
、

六
一
五
頁
。

（
51
） 

今
泉
定
助
「
万
有
の
親
和
力
」
今
泉
前
掲
書
、
一
九
四
二
年
、
一
二
一
頁
。
初
出
は
『
皇
道
発
揚
』
七
五
号
、
一
九
四
一
年
十
一
月
。

（
52
） 

山
岡
萬
之
助
「
心
友
五
百
木
君
」『
日
本
及
日
本
人
』
三
五
一
号
、
一
九
三
七
年
、
一
三
五
頁
。

（
53
） 

五
百
木
良
三
が
政
教
社
社
長
だ
け
で
な
く
、
主
筆
も
兼
ね
る
よ
う
に
な
っ
た
背
景
に
関
し
て
は
、
前
掲
の
拙
稿
（
二
〇
一
四
年
）
で
考
察
を
加

え
た
。

（
54
） 

五
百
木
良
三
『
所
謂
『
機
関
説
問
題
』
は
昭
和
維
新
第
二
期
戦
展
開
の
神
機
』
国
體
擁
護
連
合
会
、
一
九
三
五
年
（N

D
L
 000000631961

）。

（
55
） 

五
百
木
飄
亭
前
掲
書
、
一
九
五
八
年
、
二
七
二
〜
二
七
三
頁
。

（
56
） 

五
百
木
良
三
「
所
謂
「
機
関
説
問
題
」
は
昭
和
維
新
第
二
期
戦
展
開
の
神
機
」『
日
本
及
日
本
人
』
三
一
八
号
、
一
九
三
五
年
、
二
〜
十
頁
。

（
57
） 

五
百
木
良
三
「
昭
和
維
新
第
三
期
」『
日
本
及
日
本
人
』
三
三
二
号
、
一
九
三
六
年
、
八
頁
。

（
58
） 

五
百
木
良
三
「
日
本
の
使
命
」『
皇
国
の
真
相
を
凝
視
せ
よ
』
大
日
本
愛
国
義
団
本
部
、
一
九
三
六
年
、
四
四
頁
。

（
59
） 

五
百
木
良
三
「
無
言
の
主
張
」『
日
本
及
日
本
人
』
三
三
七
号
、
一
九
三
六
年
、
二
〜
三
頁
。

（
60
） 

こ
の
「
無
言
の
主
張
」
に
は
囲
み
記
事
が
付
さ
れ
て
お
り
、「
言
を
発
す
れ
ば
舌
禍
を
招
く
の
恐
れ
あ
り
、
文
を
作
せ
ば
筆
禍
を
買
ふ
の
憂
が

あ
る
。
此
の
際
我
等
の
取
る
べ
き
も
の
は
、
唯
夫
れ
無
言
の
主
張
か
。
零
は
一
切
の
数
で
あ
る
。
無
は
一
切
の
有
で
あ
る
。
無
言
の
主
張
は
即
ち
千

万
無
量
の
主
張
を
含
む
。
形
な
き
に
見
、
声
な
き
に
聞
く
者
は
克
く
之
れ
を
解
す
。
想
ふ
に
今
の
時
、
之
を
知
り
之
を
解
す
る
も
の
は
、
恐
ら
く
当

面
得
意
の
上
層
群
に
あ
ら
ず
し
て
、
寧
ろ
更
生
日
本
の
新
生
命
に
燃
え
立
ち
来
れ
る
一
般
の
下
層
群
に
あ
ら
う
。
然
り
、
此
の
更
生
日
本
の
新
生
命

こ
そ
、
我
等
が
無
言
の
主
張
を
し
て
、
奔
雷
を
圧
す
る
默
雷
た
ら
し
む
る
者
で
あ
る
」
と
、
そ
の
意
味
が
綴
ら
れ
て
い
る
。

（
61
） 

和
辻
哲
郎
「
国
民
道
徳
論
」『
和
辻
哲
郎
全
集
』
別
巻
二
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
二
年
、
七
九
頁
。

（
62
） 

和
辻
哲
郎
「
国
民
道
徳
論
」『
和
辻
哲
郎
全
集
』
別
巻
二
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
二
年
、
七
九
頁
。

七
一





政
権
交
代
と
税
制
（
伊
藤
）

（
一
五
五
）

政
権
交
代
と
税
制

伊　
　

藤　
　
　
　
　

悟

は
じ
め
に

一　

日
本
の
政
権
交
代
と
消
費
税
論
議

二　

フ
ラ
ン
ス
の
エ
コ
タ
ッ
ク
ス
税
制
論
議

三　

政
策
税
制
の
本
質

四　

理
論
税
制
の
探
究

お
わ
り
に

は
じ
め
に

税
は
、
基
本
的
に
は
、
私
経
済
主
体
で
あ
る
企
業
と
家
計
か
ら
公
経
済
主
体
で
あ
る
政
府
（
中
央
政
府
、
地
方
政
府
）
へ
の
財
（
貨
幣
）

の
移
転
と
い
う
経
済
現
象
で
あ
る
。
し
か
し
、
税
の
根
底
に
は
、
国
家
主
権
に
基
づ
く
課
税
権
力
の
行
使
に
よ
る
税
徴
収
で
あ
る
と
い
う

論　

説

七
三



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
一
五
六
）

政
治
現
象
が
あ
る
。
そ
し
て
、
民
主
国
家
で
の
税
課
徴
は
、
基
本
的
に
は
議
会
に
お
い
て
税
成
文
法
と
し
て
の
税
法
律
や
税
条
例
の
税
制

定
法
立
法
、
そ
し
て
、
そ
の
税
制
定
法
に
基
づ
く
税
法
執
行
（
税
法
行
政
お
よ
び
税
法
裁
判
）
が
要
請
さ
れ
て
い
る
。
税
は
、
最
終
的
に
は
、

「
法
律
な
け
れ
ば
課
税
な
し
」
と
い
う
税
法
定
原
理
（
1
）

に
基
づ
く
法
現
象
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
現
実
の
税
制
は
、
あ
ら
ゆ
る
科
学
的
知
見
を

踏
襲
し
、
立
法
過
程
で
の
論
議
に
よ
り
精
査
さ
れ
体
系
化
さ
れ
て
い
る
。
税
の
研
究
が
総
合
社
会
科
学
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
所
以
も
、
こ

こ
に
あ
る
（
2
）

。

現
実
の
税
制
は
、
立
法
過
程
に
お
い
て
、
経
済
的
研
究
、
法
的
研
究
、
会
計
的
研
究
、
等
々
の
成
果
を
民
主
主
義
的
政
治
過
程
に
お
い

て
政
治
的
フ
ィ
ル
タ
ー
で
精
査
さ
れ
税
法
と
し
て
成
り
立
っ
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
税
制
は
、
究
極
的
に
は
、
税
法
に
よ
る
も

の
で
あ
る
。
近
時
、
税
法
研
究
に
お
い
て
も
、
従
来
の
実
定
法
の
解
釈
学
的
税
法
研
究
の
ほ
か
、
税
法
立
法
過
程
の
検
証
が
重
要
で
あ
る

と
の
認
識
も
提
示
さ
れ
て
い
る
（
3
）

。

民
主
国
家
は
、
議
会
制
定
法
に
よ
る
統
治
下
に
あ
る
。
こ
れ
が
「
法
の
支
配
」
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
実
的
に
は
、「
人
の
支
配
」
と

も
見
ら
れ
る
政
党
支
配
が
重
き
を
な
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
政
権
支
配
者
で
あ
る
与
党
の
意
思
が
税
制
に
も
反
映
さ
れ
る
。
そ
の
税
制

が
市
民
の
意
思
で
あ
る
か
は
、
現
代
政
治
、
特
に
選
挙
に
お
け
る
投
票
率
の
低
さ
な
ど
か
ら
み
て
、
疑
問
も
提
起
で
き
る
（
4
）

。
し
か
し
な
が

ら
、
現
実
社
会
に
お
い
て
、
現
行
税
法
に
基
づ
く
税
課
徴
が
強
制
的
に
実
行
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
経
済
は
、
漢
語
で
は
「
経
世
済
民
」（
世
を
お
さ
め
、
民
を
す
く
う
）
の
略
語
で
あ
る
と
さ
れ
、
財
の
移
転
・
管
理
な
ど
を

意
味
す
る
英
語
の
経
済econom

y

と
は
異
な
る
意
味
を
も
つ
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
て
き
た
。
民
主
国
家
の
法
と
政
治
も
、
市
民
の
た

め
の
社
会
シ
ス
テ
ム
と
し
て
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。
日
本
国
憲
法
前
文
に
お
い
て
「
国
政
は
、
国
民
の
厳
粛
な
信
託
に
よ
る
も
の
で
あ
つ

て
、
そ
の
権
威
は
国
民
に
由
来
し
、
そ
の
権
力
は
国
民
の
代
表
者
が
こ
れ
を
行
使
し
、
そ
の
福
利
は
国
民
が
こ
れ
を
享
受
す
る
」
と
規
定

七
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し
て
い
る
の
は
、
こ
の
趣
旨
で
あ
る
。
現
代
国
家
と
し
て
の
資
本
主
義
お
よ
び
民
主
主
義
国
家
の
税
制
は
、
市
民
の
福
利
の
た
め
に
あ
る

べ
き
で
あ
る
。
税
を
取
り
巻
く
経
済
、
政
治
、
法
は
、
市
民
の
幸
福
の
た
め
に
あ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
意
味
お
い
て
税
法
は
、
市
民
の

た
め
の
も
の
で
あ
り
、
税
行
政
組
織
に
と
っ
て
の
税
課
徴
の
道
具
で
は
な
く
、
市
民
の
権
利
保
障
の
道
具
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
（
5
）

。

「
税
は
市
民
の
幸
福
の
た
め
の
も
の
」、
こ
れ
を
税
分
野
に
お
け
る
「
正
義
」
と
言
え
ば
「
正
義
」
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、

「
正
義
」
基
準
も
、
現
実
的
に
は
、
政
党
支
配
に
よ
り
変
質
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
結
果
、
税
分
野
に
「
正
義
」（
あ
る
い
は
「
租
税
正
義
」）

と
い
う
倫
理
（
ま
た
は
哲
学
）
基
準
は
不
整
合
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
単
に
税
法
立
法
過
程
に
お
い
て
示
唆
を
与
え
う
る
が
、
基
本
的
に
税

法
定
原
理
に
基
づ
く
税
法
（
科
）
学
に
倫
理
基
準
は
存
在
し
得
な
い
。
そ
し
て
、
結
果
と
し
て
の
税
制
、
税
法
令
が
市
民
の
幸
福
を
保
障

す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
こ
の
こ
と
が
社
会
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
税
に
期
待
さ
れ
て
い
る
（
6
）

。
ま
た
、
税
を
研
究
す
る
税
法
学
の
使
命
も
市

民
の
幸
福
保
障
追
及
に
あ
る
。

本
稿
で
考
察
す
る
の
は
、「
政
権
交
代
と
税
制
」
と
の
関
係
で
あ
る
。
税
制
は
、
政
党
に
よ
り
異
な
る
べ
き
か
。
こ
の
問
題
提
起
は
、

各
政
党
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
政
策
を
も
ち
、
そ
の
実
現
の
た
め
の
税
制
論
を
そ
れ
ぞ
れ
有
し
て
い
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、

税
制
は
、
政
権
政
党
の
政
策
実
現
の
た
め
に
、
政
権
色
の
あ
る
税
制
論
議
が
展
開
さ
れ
、
こ
れ
を
前
提
に
成
立
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
し
か
し
、
現
実
に
、
そ
の
税
制
論
が
税
制
改
正
法
案
と
し
て
議
会
審
議
を
経
て
実
定
税
法
立
法
さ
れ
る
か
は
、
選
挙
に
基
づ
く
議

会
構
成
や
政
争
に
よ
る
与
野
党
構
成
に
も
よ
る
。
議
会
に
お
い
て
安
定
的
絶
対
多
数
を
占
め
る
与
党
政
権
に
よ
る
税
制
改
正
法
案
で
あ
れ

ば
、
野
党
や
世
論
か
ら
の
反
対
意
見
が
あ
る
と
し
て
も
、
結
果
と
し
て
法
令
と
し
て
決
議
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
（
消
費
税
法
の
成
立
は
、
大
型

消
費
税
導
入
を
し
な
い
と
い
う
公
約
に
基
づ
き
多
数
を
占
め
た
自
民
党
に
よ
る
強
行
採
決
で
あ
っ
た
）。
ま
た
、
与
野
党
が
税
制
改
正
に
関
し
て
常

に
対
立
す
る
と
は
断
言
で
き
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
。
本
稿
は
、
政
権
交
代
を
通
じ
て
な
さ
れ
る
税
制
改
正
の
具
体
的
事
例
を
基
に
帰
納
論
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か
ら
導
か
れ
る
政
権
交
代
と
税
制
と
の
基
本
関
係
を
考
証
し
、
そ
の
帰
結
と
し
て
、
政
権
交
代
と
税
制
改
正
に
関
す
る
諸
関
係
の
中
か
ら

演
繹
論
か
ら
理
論
上
ま
た
は
基
本
的
な
税
制
（「
理
論
税
制
」
ま
た
は
「
基
本
税
制
」）
を
導
く
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
換
言

す
れ
ば
、
本
稿
は
、
い
わ
ゆ
る
「
政
策
税
制
」
で
は
な
い
税
制
に
つ
い
て
考
証
す
る
た
め
の
一
論
稿
で
あ
る
。
な
お
、
基
本
的
に
は
、
税

制
は
、
財
政
支
出
を
と
も
な
う
政
策
実
現
の
た
め
の
財
政
収
入
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
意
味
で
は
、
す
べ
て
の
税
制
は
政
策
税
制

と
な
る
。
し
か
し
、
従
来
の
政
策
税
制
の
理
解
と
し
て
は
、「
特
定
の
政
策
目
的
」
を
も
つ
こ
と
、
そ
し
て
恒
久
的
で
は
な
い
暫
定
的
な

税
制
が
政
策
税
制
と
さ
れ
て
き
た
。
本
稿
も
、
こ
の
理
解
を
前
提
と
し
て
い
る
。
税
研
究
者
は
、
こ
の
政
策
税
制
と
は
異
な
る
基
本
的
で

か
つ
理
論
的
な
税
制
（
以
下
、
本
稿
で
は
「
理
論
税
制
」
と
す
る
）
と
い
う
も
の
が
あ
る
と
考
え
、
そ
の
探
究
を
な
し
て
き
た
。
筆
者
も
そ
の

一
人
で
あ
る
。

検
討
対
象
と
な
る
事
例
は
多
く
あ
る
。
本
稿
で
は
、
二
つ
の
事
例
を
検
証
す
る
。
一
つ
が
日
本
に
お
け
る
消
費
税
、
今
一
つ
が
フ
ラ
ン

ス
の
エ
コ
タ
ッ
ク
ス
論
議
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
二
つ
以
上
の
異
な
る
政
権
に
お
い
て
論
議
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
二
例
か
ら
十
分
な

帰
納
論
的
結
論
が
導
か
れ
る
か
疑
問
も
あ
る
。
こ
こ
で
の
論
述
は
、
一
つ
の
仮
説
で
し
か
な
い
と
も
言
え
る
。

な
お
、
本
稿
は
、
政
権
交
代
の
政
治
学
的
分
析
を
す
る
も
の
で
は
な
い
。
本
稿
は
、
一
税
法
学
研
究
者
の
論
考
で
あ
り
、
税
と
い
う
総

合
社
会
科
学
的
存
在
に
関
す
る
拙
論
を
展
開
す
る
も
の
で
あ
る
。

一　

日
本
の
政
権
交
代
と
消
費
税
論
議

1　

消
費
税
法
の
成
立
・
展
開

消
費
税
が
日
本
に
出
現
し
た
の
は
、
一
九
八
八
年
（
昭
和
六
三
年
）
税
制
改
正
に
よ
る
消
費
税
法
（
昭
和
六
三
年
一
二
月
三
〇
日
号
外
法
律
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第
一
〇
八
号
公
布
）
の
成
立
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
自
民
党
単
独
政
権
下
に
お
け
る
竹
下
登
首
相
政
権
に
よ
る
強
行
採
決
の
結

果
で
あ
っ
た
（
7
）

。
こ
れ
以
前
、
日
本
の
大
型
間
接
税
で
あ
る
「
一
般
消
費
税
」
の
検
討
は
、
福
田
赳
夫
内
閣
の
下
、
当
時
の
政
府
税
制
調
査

会
の
「
一
般
消
費
税
特
別
部
会
」（
昭
和
五
三
年
八
月
設
置
）
を
中
心
に
な
さ
れ
、
そ
の
後
、
大
平
正
芳
内
閣
に
て
「
昭
和
五
四
年
度
の
税

制
改
正
に
関
す
る
答
申
」（
昭
和
五
三
年
一
二
月
二
七
日
）
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
が
、
大
平
の
急
逝
に
よ
り
、
法
案
提
出
ま
で
に
至
ら
な

か
っ
た
（
8
）

。
最
初
の
法
案
提
出
は
、
中
曽
根
政
権
下
で
の
「
売
上
税
法
」
案
（
一
九
八
七
年
（
昭
和
六
二
年
）
二
月
「
売
上
税
法
案
」
等
の
税
制
改

革
関
連
法
案
を
第
一
〇
八
回
通
常
国
会
に
提
出
）
で
あ
っ
た
（
9
）

。
し
か
し
、
こ
れ
は
、
野
党
と
世
論
の
反
対
の
ほ
か
与
党
内
で
も
反
対
意
見
が
出

さ
れ
、
廃
案
と
な
っ
た
。
自
民
党
の
消
費
税
導
入
の
政
治
的
主
張
は
、
竹
下
政
権
に
て
、
消
費
税
法
の
強
行
採
決
に
よ
っ
て
結
実
す
る
。

消
費
税
法
の
施
行
は
、
そ
の
翌
年
、
一
九
八
九
年
（
平
成
元
年
）
四
月
一
日
か
ら
で
あ
っ
た
。
正
に
、
消
費
税
創
設
は
、
平
成
税
制
の
始

ま
り
で
あ
っ
た
。
そ
の
税
率
は
、
三
％
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
野
党
の
反
発
、
世
論
の
反
対
は
、
根
強
い
も
の
が
あ
っ
た
。

消
費
税
法
制
定
当
時
の
消
費
税
に
関
す
る
賛
否
は
、
自
民
党
が
賛
成
、
非
自
民
が
反
対
と
い
う
基
本
構
成
と
し
て
認
識
さ
れ
た
。
こ
れ

は
、
い
わ
ゆ
る
五
五
年
体
制
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
こ
の
体
制
で
の
消
費
税
論
議
は
、
非
常
に
理
解
し
や
す
い
与
野
党
間
対
立
を
示
し

て
い
た
。
そ
の
例
と
し
て
、
消
費
税
法
施
行
後
の
一
九
八
九
年
（
平
成
元
年
）
七
月
の
参
院
選
挙
の
結
果
、
消
費
税
廃
止
を
公
約
し
た
社

会
党
の
参
院
で
の
躍
進
（
社
会
党
の
土
井
ブ
ー
ム
）
が
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
衆
参
ね
じ
れ
国
会
現
象
が
起
き
、
社
会
党
は
、
参
議
院
に
お
い
て

「
消
費
税
法
を
廃
止
す
る
法
律
案
」（
第
一
一
六
回
国
会
参
法
第
一
号
（
10
）

）
を
提
出
し
、
同
年
一
二
月
一
一
日
に
可
決
ま
で
し
た
こ
と
が
あ
げ
ら

れ
る
（
衆
議
院
で
廃
案
と
な
る
）。

そ
の
後
の
日
本
政
治
動
向
は
、
政
治
汚
職
、
腐
敗
と
い
え
る
事
件
が
次
々
と
発
生
し
、
国
民
の
政
治
不
信
を
も
た
ら
し
自
民
党
単
独
与

党
と
野
党
第
一
党
社
会
党
と
い
う
五
五
年
体
制
の
崩
壊
へ
と
向
か
っ
た
。
結
果
と
し
て
、
一
九
九
三
年
（
平
成
五
年
）
の
総
選
挙
に
よ
り
、
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日
本
新
党
代
表
の
細
川
護
煕
が
非
自
民
の
賛
同
を
得
て
首
相
指
名
さ
れ
、
五
五
年
体
制
は
終
焉
し
た
。
細
川
政
権
は
、
消
費
税
三
％
を
廃

止
し
、
税
率
七
％
の
国
民
福
祉
税
を
一
九
九
四
年
（
平
成
六
年
）
二
月
三
日
に
提
案
す
る
が
、
即
日
、
撤
回
し
た
（
11
）

。
そ
の
後
、
新
政
党
の

羽
田
孜
政
権
へ
と
続
き
、
五
五
年
体
制
に
基
づ
く
、
消
費
税
の
賛
否
論
対
立
は
あ
い
ま
い
な
も
の
と
な
っ
た
。
特
に
、
自
民
、
社
会
、
さ

き
が
け
の
連
立
に
よ
る
社
会
党
党
首
で
あ
っ
た
村
山
富
市
を
首
相
と
す
る
連
立
政
権
に
お
い
て
、
一
九
九
四
年
（
平
成
六
年
）
一
一
月
に

成
立
さ
せ
た
税
制
改
革
関
連
法
案
（
12
）

に
基
づ
き
、
地
方
消
費
税
の
導
入
と
消
費
税
等
の
増
税
（
三
％
か
ら
五
％
に
増
税
、
う
ち
地
方
消
費
税

一
％
）
を
決
定
し
、
こ
れ
を
自
民
党
の
橋
本
龍
太
郎
内
閣
が
実
施
す
る
と
い
う
事
態
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
見
方
に
よ
っ
て
は
、
日

本
に
お
け
る
消
費
税
賛
否
論
は
、
か
つ
て
の
自
民
党
が
賛
成
、
社
会
党
が
反
対
と
い
う
対
立
構
造
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
一
因
と
し

て
、
消
費
税
の
福
祉
目
的
税
論
が
あ
る
。

消
費
税
反
対
、
廃
止
論
は
、
全
く
な
く
な
っ
た
と
は
言
え
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
影
響
は
小
さ
い
。
自
民
党
一
党
政
権
体
制
は
、
二
一

世
紀
初
頭
に
は
な
く
な
り
、
自
民
党
と
公
明
党
と
を
中
心
と
す
る
連
立
内
閣
が
続
き
、
自
民
党
の
小
泉
純
一
郎
、
安
部
晋
三
、
福
田
康
夫
、

そ
し
て
麻
生
太
郎
に
よ
る
各
政
権
が
展
開
さ
れ
た
。
消
費
税
に
対
す
る
論
議
も
、
税
率
の
引
き
上
げ
、
免
税
点
の
引
き
下
げ
な
ど
の
各
論

的
議
論
が
あ
る
も
、
消
費
税
廃
止
論
の
展
開
は
な
か
っ
た
。
民
主
党
政
権
が
登
場
し
、
非
自
民
の
単
独
政
党
に
よ
る
政
権
交
代
が
実
現
し

た
が
、
そ
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
も
明
確
な
消
費
税
反
対
は
明
記
さ
れ
な
か
っ
た
（
13
）

。

現
在
の
消
費
税
率
八
％
（
消
費
税
六
・
三
％
、
地
方
消
費
税
一
・
七
％
）
は
、
民
主
党
の
野
田
佳
彦
政
権
に
お
い
て
、
二
〇
一
一
年
一
二
月

二
九
日
の
税
制
調
査
会
と
一
体
改
革
調
査
会
（
正
式
に
は
「
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
に
関
す
る
特
別
委
員
会
」）
と
の
合
同
総
会
に
お
い
て

提
案
さ
れ
、
こ
の
消
費
税
増
税
を
柱
と
す
る
社
会
保
障
・
税
一
体
改
革
関
連
法
案
（
14
）

が
成
立
し
た
こ
と
に
よ
り
立
法
上
認
め
ら
れ
、
そ
の
税

率
施
行
日
が
二
〇
一
四
年
四
月
一
日
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
。
な
お
、
施
行
日
は
、
自
民
党
の
安
倍
政
権
下
で
あ
っ
た
。

七
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政
権
交
代
と
税
制
（
伊
藤
）

（
一
六
一
）

消
費
税
の
今
後
措
置
と
し
て
は
、
民
主
党
の
野
田
政
権
に
て
確
認
さ
れ
た
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
が
自
民
党
の
安
部
政
権
に
て
、
ま
ず

二
〇
一
四
年
四
月
一
日
か
ら
五
％
か
ら
八
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
、
ま
た
当
初
、
二
〇
一
五
年
一
〇
月
一
日
か
ら
一
〇
％
へ
と
な
る
こ
と
が

決
定
し
て
い
た
が
、
平
成
二
七
年
度
税
制
改
正
に
よ
り
、
こ
れ
を
二
〇
一
七
年
（
平
成
二
九
年
）
四
月
一
日
か
ら
と
す
る
と
延
期
決
定
さ

れ
て
い
る
（
15
）

。

自
民
党
の
大
平
政
権
が
自
ら
蒔
い
た
赤
字
国
債
発
行
を
是
正
す
る
た
め
の
財
政
再
建
措
置
と
し
て
の
一
般
消
費
税
増
税
策
は
、
そ
の
後

の
自
民
党
政
権
に
て
消
費
税
法
と
し
て
実
現
さ
れ
た
。
ま
た
、
消
費
税
に
対
す
る
賛
否
論
が
与
野
党
対
立
と
い
う
構
造
を
形
成
し
た
か
に

見
え
た
が
、
五
五
年
体
制
の
崩
壊
と
と
も
に
、
消
費
税
に
関
す
る
明
確
な
政
党
間
格
差
は
福
祉
目
的
税
論
に
よ
り
な
く
な
っ
て
い
る
。

2　

消
費
税
の
福
祉
目
的
税
論

日
本
に
お
け
る
消
費
税
賛
否
論
の
政
党
間
対
立
を
な
く
し
た
の
は
、
先
に
も
指
摘
し
た
消
費
税
の
福
祉
目
的
税
論
で
あ
る
。
野
党
と
し

て
の
社
会
党
は
、
一
般
消
費
税
か
ら
売
上
税
、
そ
し
て
消
費
税
法
成
立
に
至
っ
て
も
、
消
費
税
反
対
、
廃
止
を
主
張
し
て
き
た
。
し
か
し
、

細
川
政
権
に
与
党
と
し
て
組
入
り
、
ま
た
村
山
党
首
が
自
民
党
と
の
連
立
を
な
し
政
権
を
担
っ
た
と
き
に
、
与
党
と
し
て
の
社
会
党
は
、

消
費
税
の
増
税
を
決
定
し
た
。
こ
の
社
会
党
の
消
費
税
支
持
と
い
う
政
治
的
転
換
ま
た
は
妥
協
は
、
消
費
税
の
福
祉
目
的
税
化
に
よ
る
も

の
で
あ
る
。

し
か
し
、
消
費
税
の
福
祉
目
的
税
論
の
発
端
は
、
晴
天
の
霹
靂
と
も
い
え
る
細
川
総
理
の
三
％
消
費
税
廃
止
、
七
％
「
国
民
福
祉
税
」

の
創
設
発
表
と
撤
回
と
い
う
朝
令
暮
改
と
も
言
え
る
構
想
（
一
九
九
四
年
（
平
成
六
年
）
二
月
三
日
）
に
あ
っ
た
と
見
る
。
こ
れ
以
降
の
消

費
税
＝
福
祉
目
的
税
と
い
う
構
想
が
一
般
化
し
、
財
政
再
建
の
た
め
の
消
費
税
創
設
・
増
税
と
い
う
印
象
が
国
民
的
に
薄
れ
、
結
果
と
し

て
、
細
川
政
権
後
の
政
権
で
あ
る
村
山
政
権
は
、
消
費
税
改
正
法
（
一
九
九
四
年
（
平
成
六
年
）
一
〇
九
号
）
お
よ
び
地
方
消
費
税
創
設
法

七
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政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
一
六
二
）

（
同
年
一
一
一
号
法
律
）
に
よ
り
、
消
費
税
率
を
引
上
げ
、
ま
た
、
そ
の
附
則
に
明
記
さ
れ
た
「
検
討
」
条
項
に
、
消
費
税
率
に
関
し
て

「
社
会
保
障
等
に
要
す
る
費
用
の
財
源
を
確
保
す
る
観
点
」、「
社
会
福
祉
等
に
要
す
る
費
用
の
財
源
を
確
保
す
る
観
点
」
を
採
用
す
る
こ

と
を
明
記
し
、
消
費
税
を
福
祉
目
的
税
と
し
て
性
格
付
け
し
た
。
こ
れ
は
、
現
行
の
消
費
税
法
一
条
二
項
に
「
消
費
税
の
収
入
に
つ
い
て

は
、
地
方
交
付
税
法 

（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
一
号
）
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
ほ
か
、
毎
年
度
、
制
度
と
し
て
確
立
さ
れ
た
年
金
、

医
療
及
び
介
護
の
社
会
保
障
給
付
並
び
に
少
子
化
に
対
処
す
る
た
め
の
施
策
に
要
す
る
経
費
に
充
て
る
も
の
と
す
る
。」（
平
成
二
四
年
改

正
法
律
六
八
号
に
よ
り
改
正
）
と
規
定
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
帰
着
す
る
。

こ
の
消
費
税
の
福
祉
目
的
税
論
は
、
一
般
消
費
税
論
議
に
お
け
る
賛
否
論
を
止
揚
（
ア
ウ
フ
ヘ
ー
ベ
ンA

ufheben

）
す
る
も
の
も
の
と
し

て
理
解
す
べ
き
で
あ
る
の
か
。
現
代
国
家
は
、
近
代
の
消
極
的
国
家
か
ら
積
極
的
国
家
と
し
て
国
民
生
活
に
介
入
し
、「
す
べ
て
の
生
活

部
面
に
つ
い
て
、
社
会
福
祉
、
社
会
保
障
及
び
公
衆
衛
生
の
向
上
及
び
増
進
」（
日
本
国
憲
法
二
五
条
二
項
）
に
努
め
、
義
務
教
育
の
無
償

化
（
同
二
六
条
二
項
）
を
実
現
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
現
代
国
家
の
税
財
政
は
、
福
祉
国
家
と
し
て
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の

税
制
は
福
祉
目
的
を
持
つ
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
16
）

。
総
体
と
し
て
の
税
制
が
福
祉
目
的
を
有
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
考
え
は
、
現
実

の
社
会
保
険
や
年
金
が
税
に
よ
り
担
保
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
直
結
す
る
も
の
で
は
な
い
。
毎
年
度
の
財
政
の
収
入
を

担
保
す
る
税
は
、
予
算
に
よ
り
支
出
が
確
定
さ
れ
て
お
り
、
保
険
事
由
の
発
生
に
基
づ
き
支
出
さ
れ
る
保
険
制
度
と
は
区
別
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
社
会
保
険
（
医
療
保
険
）
は
加
入
者
の
保
険
料
で
、
ま
た
年
金
も
掛
金
に
て
、
基
本
的
に
は
、
制
度
設
計
さ
れ
る
（
こ
れ
ら

を
税
に
て
実
施
し
て
い
る
国
（
17
）

も
あ
る
が
）。
具
体
的
支
出
目
的
を
有
す
る
目
的
税
は
、
税
制
と
し
て
例
外
で
あ
る
。

近
時
の
「
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
」
論
は
、
社
会
保
障
制
度
の
財
源
不
足
に
起
因
す
る
も
の
と
考
え
る
。
税
に
よ
る
社
会
保
障
財

源
の
補
填
は
、
公
的
医
療
保
険
制
度
を
支
え
る
た
め
に
は
必
要
な
措
置
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
れ
が
経
常
化
さ
れ
る
こ
と
に
は
、
疑
問

八
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政
権
交
代
と
税
制
（
伊
藤
）

（
一
六
三
）

が
あ
る
。
税
と
公
的
保
険
料
は
、
国
民
負
担
と
し
て
総
合
的
検
討
の
対
象
と
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
基
本
的
に
両
者
は
性
質
の
異
な
る

も
の
で
あ
る
（
予
算
に
基
づ
く
税
財
政
は
、
年
度
主
義
を
採
用
し
、
基
本
的
に
は
、
毎
年
の
収
支
均
衡
が
前
提
と
さ
れ
、
保
険
制
度
の
よ
う
な
年
度
を

越
え
る
積
立
金
な
ど
を
原
則
と
し
て
認
め
な
い
）。
総
体
と
し
て
の
税
制
の
福
祉
目
的
税
論
は
、
社
会
保
障
制
度
を
税
に
て
制
度
化
す
る
こ
と

を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
る
。
ま
た
、
特
定
の
税
目
に
社
会
保
障
を
担
保
さ
せ
る
こ
と
も
、
税
制
の
本
質
か
ら
み
て
例
外
で
あ

る
べ
き
で
あ
る
。

二　

フ
ラ
ン
ス
の
エ
コ
タ
ッ
ク
ス
税
制
論
議

フ
ラ
ン
ス
の
政
権
交
代
に
つ
い
て
は
、
大
統
領
の
交
代
を
も
っ
て
考
慮
す
る
。
フ
ラ
ン
ス
初
代
大
統
領
は
、
第
二
共
和
制
（
一
八
四
八

年
〜
一
八
五
二
年
）
に
お
け
る
ル
イ=
ナ
ポ
レ
オ
ン
・
ボ
ナ
パ
ル
ト
（L

ouis-N
apoleon B

onaparte

、
一
八
〇
八
年
〜
一
八
七
三
年
）
で
あ
る
。

歴
代
の
大
統
領
に
つ
き
、
そ
の
政
権
交
代
と
税
制
の
変
遷
を
検
討
す
る
こ
と
は
、
本
稿
の
テ
ー
マ
か
ら
必
要
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
紙
幅

の
関
係
等
か
ら
、
こ
こ
で
は
直
近
の
政
権
交
代
で
あ
る
第
二
三
代
大
統
領
ニ
コ
ラ
・
サ
ル
コ
ジ
（N

icolas S
arkozy

、
一
九
五
五
年
生
れ
、

Ｕ
Ｍ
Ｐ
（U

nion pour un M
ouvem

ent P
opulaire

、
国
民
運
動
連
合
）
所
属
、
二
〇
〇
七
年
五
月
一
六
日
か
ら
二
〇
一
二
年
五
月
一
五
日
ま
で
在
任
）

か
ら
現
職
の
第
二
四
代
大
統
領
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
オ
ラ
ン
ド
（F

rancois H
ollande

、
一
九
五
四
年
生
れ
、
Ｐ
Ｓ
（P

artie S
ocialiste

）
所
属
、

二
〇
一
二
年
五
月
一
五
日
か
ら
在
任
中
）
へ
の
政
権
交
代
と
税
制
を
検
討
す
る
。
様
々
な
税
制
改
正
が
両
政
権
下
で
な
さ
れ
て
い
る
が
、

二
一
世
紀
環
境
時
代
に
お
け
る
税
制
と
し
て
注
目
さ
れ
る
「
環
境
税
（fi scalité de l ’environnem

ent

）」
の
一
つ
と
し
て
立
案
さ
れ
た
「
エ

コ
タ
ッ
ク
ス
（ecotaxe

）」（
一
般
的
別
名
で
は
「
大
型
ト
ラ
ッ
ク
・
エ
コ
タ
ッ
ク
ス
」（ecotaxe poids lourds

）
正
式
に
は
貨
物
運
送
車
両
に
関
す

る
国
税
（taxe nationale sur les vehicules de transport de m

archandise

）
と
さ
れ
る
（
18
）

）
を
検
討
の
素
材
と
す
る
。

八
一



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
一
六
四
）

1　

サ
ル
コ
ジ
政
権
下
の
エ
コ
タ
ッ
ク
ス
立
法

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
環
境
政
策
は
、
諸
外
国
と
同
様
、
一
九
七
〇
年
の
国
連
人
間
環
境
会
議
（
別
名
「
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
会
議
」）
こ
ろ
か

ら
検
討
さ
れ
て
き
た
（
19
）

。
現
在
の
フ
ラ
ン
ス
環
境
政
策
は
、
第
二
一
代
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ミ
ッ
テ
ラ
ン
（F

rancois M
itterrand

）
大
統
領

（
Ｐ
Ｓ
所
属
）、
次
の
第
二
二
代
ジ
ャ
ッ
ク
・
シ
ラ
ク
（Jacques C
hirac

）
大
統
領
（
Ｕ
Ｍ
Ｐ
所
属
）
の
こ
ろ
、
盛
ん
に
展
開
さ
れ
た
も
の
を

継
承
し
て
い
る
（
20
）

。
第
二
三
代
サ
ル
コ
ジ
大
統
領
は
、
Ｕ
Ｍ
Ｐ
所
属
で
、
シ
ラ
ク
政
権
を
引
き
継
ぐ
も
の
で
あ
る
。

サ
ル
コ
ジ
政
権
の
環
境
政
策
と
税
制
は
、
二
〇
〇
七
年
に
開
催
さ
れ
た
「
環
境
グ
ル
ネ
ル
会
議
」
の
成
果
と
し
て
の
「
グ
ル
ネ
ル
法
」

（
第
一
法
と
第
二
法
が
あ
る
）
に
規
定
さ
れ
、
展
開
さ
れ
た
。
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
環
境
税
は
多
様
で
あ
る
。
グ
ル
ネ
ル
第
一
法
に
基
づ
き

提
案
さ
れ
た
の
が
「
エ
コ
タ
ッ
ク
ス
」
で
あ
る
（
21
）

。

エ
コ
タ
ッ
ク
ス
は
、
関
税
法
典
（C

ode des douanes

）
の
改
正
と
し
て
、
二
〇
〇
九
年
度
財
政
に
関
す
る
二
〇
〇
八
年
一
二
月
二
七
日

法
律
第
一
四
二
五
号
（
22
）

第
一
五
三
条
に
規
定
さ
れ
た
。
エ
コ
タ
ッ
ク
ス
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
道
路
を
走
行
す
る
大
型
ト
ラ
ッ
ク
（
三
・
五
ト
ン
以

上
）
に
課
す
る
税
で
あ
り
、
一
種
の
ロ
ー
ド
・
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
（
走
行
距
離
課
徴
金
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
道
路
整
備
お
よ
び
道
路
周
辺
環

境
整
備
の
諸
費
用
の
た
め
に
、
ま
た
価
格
シ
グ
ナ
ル
と
し
て
の
効
果
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
エ
コ
タ
ッ
ク
ス
は
、
法
案
が
成
立
し
立
法
さ
れ
、
当
初
、
二
〇
一
一
年
末
ま
で
に
実
施
す
る
予
定
で
い
た
が
、
課
徴
シ
ス
テ
ム
整

備
の
都
合
な
ど
か
ら
、
そ
の
実
施
日
が
延
長
さ
れ
、
二
〇
一
二
年
の
大
統
領
選
挙
で
敗
退
し
た
サ
ル
コ
ジ
政
権
下
で
の
実
施
は
実
現
さ
れ

な
か
っ
た
。

2　

オ
ラ
ン
ド
政
権
に
よ
る
エ
コ
タ
ッ
ク
ス
実
施

二
〇
一
二
年
の
大
統
領
選
挙
で
勝
利
し
た
オ
ラ
ン
ド
政
権
に
お
い
て
、
エ
コ
タ
ッ
ク
ス
の
実
施
は
、
再
三
の
延
長
が
な
さ
れ
、
最
終
的

八
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政
権
交
代
と
税
制
（
伊
藤
）

（
一
六
五
）

に
は
、
二
〇
一
四
年
一
月
一
日
か
ら
と
決
定
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
二
〇
一
三
年
一
〇
月
下
旬
こ
ろ
か
ら
、
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
を
中
心
と

す
る
反
対
運
動
が
激
烈
化
し
（
23
）

、
オ
ラ
ン
ド
政
権
は
、
そ
の
実
施
の
延
期
を
決
定
す
る
と
い
う
政
治
的
決
断
を
し
た
。
し
か
し
、
エ
コ

タ
ッ
ク
ス
は
、
廃
止
で
は
な
く
、
実
施
延
期
で
あ
り
（
24
）

、
そ
の
後
も
そ
の
実
施
へ
と
進
ん
だ
。
現
在
、
エ
コ
タ
ッ
ク
ス
は
、
若
干
の
改
訂
が

な
さ
れ
、
二
〇
一
五
年
一
月
一
日
以
降
実
施
さ
れ
て
い
る
（
25
）

。

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
エ
コ
タ
ッ
ク
ス
の
導
入
は
、
Ｅ
Ｕ
環
境
政
策
や
近
隣
諸
国
と
の
対
応
連
携
を
考
慮
す
れ
ば
、
当
然
と
も
言
え
る
も

の
で
あ
る
。
政
権
交
代
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
実
施
は
必
須
で
あ
っ
た
と
も
評
す
る
。

三　

政
策
税
制
の
本
質

1　

政
策
税
制
の
意
義
内
容

政
策
税
制
と
は
何
か
。
先
に
の
べ
た
よ
う
に
、
税
は
、
財
政
収
入
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
政
府
の
政
策
実
現
の
た
め
に
支
出
さ
れ
る
財
政

支
出
を
補
充
す
る
も
の
で
、
税
制
は
、
一
般
論
と
し
て
、
政
策
実
現
の
た
め
の
も
の
と
理
解
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
税
制
は
、

す
べ
て
政
策
税
制
で
あ
る
と
も
言
い
う
る
。
し
か
し
、
税
制
、
そ
の
す
べ
て
が
政
策
税
制
で
あ
る
と
す
る
こ
と
は
、
一
般
に
は
受
け
入
れ

ら
れ
て
い
な
い
。
税
制
に
は
、
政
策
税
制
と
は
異
な
る
税
制
と
し
て
の
理
論
税
制
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
（
26
）

。

本
稿
は
、
理
論
税
制
と
区
別
さ
れ
る
政
策
税
制
を
、
先
に
提
示
し
た
政
策
税
制
の
理
解
で
あ
る
「
特
定
の
政
策
目
的
」
と
の
関
連
性
お

よ
び
基
礎
税
法
令
の
施
行
期
間
を
時
限
立
法
と
す
る
な
ど
恒
久
的
立
法
で
は
な
く
暫
定
的
立
法
と
す
る
な
ど
の
暫
定
性
を
有
す
る
税
制
が

政
策
税
制
で
あ
る
と
す
る
。
こ
れ
が
政
策
税
制
の
必
要
十
分
条
件
と
理
解
す
る
。
税
制
が
政
策
実
現
の
財
源
で
あ
る
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、

フ
ラ
ン
ス
人
権
宣
言
一
三
条
も
「P

our l'entretien de la force publique, et pour les dépenses d'adm
inistration, une 
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contribution com
m
une est indispensable 

公
の
武
力
の
維
持
お
よ
び
行
政
の
支
出
の
た
め
に
、
共
同
の
租
税
が
不
可
欠
で
あ
る
（
27
）

。」

と
規
定
す
る
。
こ
の
税
の
本
質
は
政
策
税
制
と
し
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
人
権
宣
言
一
三
条
は
、「elle doit être égalem
ent répartie entre tous les citoyens, en raison de leurs 

facultés.　

共
同
の
租
税
は
、
す
べ
て
の
市
民
の
間
で
、
そ
の
能
力
に
応
じ
て
、
平
等
に
分
担
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
続
け
て

規
定
す
る
。
そ
し
て
、
民
主
主
義
を
端
的
に
表
現
し
た
日
本
国
憲
法
前
文
第
一
段
落
中
の
「
そ
も
そ
も
国
政
は
、
国
民
の
厳
粛
な
信
託
に

よ
る
も
の
で
あ
つ
て
、
そ
の
権
威
は
国
民
に
由
来
し
、
そ
の
権
力
は
国
民
の
代
表
者
が
こ
れ
を
行
使
し
、
そ
の
福
利
は
国
民
が
こ
れ
を
享

受
す
る
。」
と
い
う
記
述
は
、
財
政
民
主
主
義
と
し
て
の
議
会
中
心
主
義
を
表
現
し
た
も
の
で
あ
り
、
税
課
徴
の
根
拠
が
国
民
福
利
に
あ

る
も
の
と
税
財
政
法
的
に
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
近
代
的
民
主
主
義
、
人
権
思
想
を
基
礎
と
す
る
現
代
国
家
に
お
け
る

税
制
は
、
市
民
の
税
負
担
能
力
に
応
じ
た
財
政
収
入
を
確
保
す
る
こ
と
を
基
本
と
す
る
も
、
そ
の
税
支
出
が
市
民
の
福
利
の
た
め
に
な
さ

れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
（
28
）

。
こ
こ
に
理
論
税
制
の
基
礎
が
あ
る
と
考
え
る
。
こ
れ
に
反
す
る
税
制
、
す
な
わ
ち
市
民
的
応
能
負
担
を

犠
牲
に
し
た
不
公
平
税
制
、
市
民
の
福
利
に
反
す
る
財
政
支
出
と
な
る
税
制
な
ど
が
、
政
策
税
制
と
な
る
。

2　

各
税
法
律
本
法
と
租
税
特
別
措
置
法

日
本
の
実
定
税
法
は
、
一
税
目
一
税
実
定
法
令
を
基
本
と
し
て
い
る
個
別
税
法
律
ま
た
は
税
条
例
と
し
て
編
纂
さ
れ
る
（
国
税
通
則
法
、

相
続
税
法
、
地
方
税
法
な
ど
の
例
外
も
あ
る
が
）、
い
わ
ゆ
る
「
個
別
法
律
主
義
」
を
採
用
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
租
税
一
般
法

典
（code général des im

pôts

）
や
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
内
国
歳
入
法
典
（IN

T
E
R
N
A
L
 R
E
V
E
N
U
E
 C
O
D
E

）
の
よ
う
な
全
税
目
を
一
つ

の
法
典
に
集
約
規
定
す
る
実
定
税
法
の
「
法
典
主
義
」
と
は
異
な
る
。
法
典
主
義
の
実
定
税
法
編
纂
は
、
理
論
税
制
も
政
策
税
制
も
、
一

つ
の
税
法
典
に
原
則
と
し
て
規
定
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
日
本
の
個
別
税
法
律
主
義
の
実
定
税
法
は
、
各
税
目
の
基
本
に
関
す
る
条
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項
は
い
わ
ゆ
る
「
本
法
」
に
定
め
、
政
策
税
制
的
な
時
限
立
法
条
項
な
ど
は
個
別
税
法
律
の
特
例
を
定
め
る
租
税
特
別
措
置
法
に
集
約
的

に
規
定
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
税
実
務
で
は
、
個
別
税
法
の
理
解
は
、
個
別
税
法
律
、
同
施
行
令
お
よ
び
同
施
行
規
則
、
並
び
に
租
税

特
別
措
置
法
、
同
施
行
令
お
よ
び
同
施
行
規
則
、
そ
の
他
に
判
例
や
実
務
解
釈
と
し
て
の
基
本
通
達
な
ど
を
基
に
な
さ
れ
て
い
る
。

日
本
で
の
「
政
策
税
制
」
論
議
は
、
主
と
し
て
租
税
特
別
措
置
法
に
よ
る
税
制
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
所
得
税
法
、
法
人
税

法
な
ど
の
「
本
法
」
に
規
定
さ
れ
る
税
制
が
理
論
税
制
で
あ
る
と
も
言
い
切
れ
な
い
面
が
あ
る
（
29
）

。
し
か
し
な
が
ら
、
日
本
の
歴
代
政
権
与

党
も
野
党
も
、
租
税
特
別
措
置
法
の
見
直
し
、
こ
れ
を
政
策
税
制
の
見
直
し
と
位
置
づ
け
て
き
た
と
評
す
る
。
政
府
税
制
調
査
会
で
の
議

論
、
各
政
党
の
マ
ニ
ュ
フ
ェ
ス
ト
な
ど
に
も
、
租
税
特
別
措
置
法
の
見
直
し
が
論
じ
ら
れ
て
き
た
。

民
主
党
政
権
の
と
き
、「
租
税
特
別
措
置
の
適
用
状
況
の
透
明
化
等
に
関
す
る
法
律
」（
以
下
、「
租
特
透
明
化
法
」
と
略
す
）（
平
成
二
二
年

三
月
三
一
日
法
律
八
号
）
が
制
定
さ
れ
た
。
こ
の
法
律
の
目
的
は
、「
租
税
特
別
措
置
に
関
し
、
適
用
の
実
態
を
把
握
す
る
た
め
の
調
査
及

び
そ
の
結
果
の
国
会
へ
の
報
告
等
の
措
置
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
適
用
の
状
況
の
透
明
化
を
図
る
と
と
も
に
、
適
宜
、
適
切
な
見
直
し

を
推
進
し
、
も
っ
て
国
民
が
納
得
で
き
る
公
平
で
透
明
性
の
高
い
税
制
の
確
立
に
寄
与
す
る
こ
と
」
と
し
て
い
る
（
同
法
一
条
）。
こ
の
特

措
透
明
化
法
に
つ
い
て
は
、「
租
税
特
別
措
置
法
に
規
定
さ
れ
た
措
置
や
特
例
等
の
う
ち
、
産
業
政
策
等
の
特
定
の
政
策
目
的
に
よ
り
税

負
担
の
軽
減
等
を
行
う
措
置
（
以
下
「
政
策
税
制
措
置
」
と
い
い
ま
す
。）
に
該
当
す
る
も
の
を
対
象
」
と
し
、
政
策
税
制
措
置
に
該
当
す
る

も
の
の
全
て
に
つ
い
て
四
年
間
で
抜
本
的
に
見
直
す
も
の
と
し
た
（
30
）

。
し
か
し
、
政
策
税
制
は
な
く
な
っ
て
い
な
い
。

奇
し
く
も
年
号
が
昭
和
か
ら
平
成
に
移
る
時
期
と
重
な
り
、
大
型
消
費
税
を
創
設
す
る
こ
と
と
な
っ
た
平
成
税
制
の
基
礎
「
税
制
改
革

法
」（
昭
和
六
三
年
一
二
月
三
〇
日
法
律
一
〇
七
号
）
は
、「
税
制
改
革
は
、
租
税
は
国
民
が
社
会
共
通
の
費
用
を
広
く
公
平
に
分
か
ち
合
う
た

め
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
基
本
的
認
識
の
下
に
、
税
負
担
の
公
平
を
確
保
し
、
税
制
の
経
済
に
対
す
る
中
立
性
を
保
持
し
、
及
び
税
制
の
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簡
素
化
を
図
る
こ
と
を
基
本
原
則
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の
と
す
る
」（
同
法
三
条
）
と
規
定
し
、「
公
平
、
中
立
、
簡
素
」
な
税
制
を
望
ま

し
い
税
制
と
し
た
。
し
か
し
、
税
制
の
基
礎
と
な
る
実
定
税
法
は
、
そ
の
実
務
法
令
集
を
み
て
も
、
い
わ
ゆ
る
小
六
法
程
度
の
も
の
か
ら

分
冊
六
法
程
度
の
も
の
へ
と
分
厚
く
な
り
、
税
制
理
念
の
「
簡
素
」
に
逆
行
し
て
い
る
。
特
に
、
租
税
特
別
措
置
法
は
、
先
の
租
特
透
明

化
法
に
も
か
か
わ
ら
ず
益
々
特
別
措
置
規
定
が
多
く
な
っ
て
い
る
感
が
あ
る
。

本
法
と
は
別
に
租
税
特
別
措
置
法
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
立
法
者
意
思
と
し
て
の
政
策
税
制
の
位
置
づ
け
は
明
白
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
（
31
）

。

四　

理
論
税
制
の
探
究

1　

政
権
交
代
と
理
論
税
制

税
制
改
革
法
の
望
ま
し
い
税
制
と
し
て
「
公
平
、
中
立
、
簡
素
」
な
税
制
が
提
示
さ
れ
た
（
同
法
三
条
）。
筆
者
は
、
私
見
と
し
て
、

「
応
能
負
担
、
簡
素
、
簡
易
計
算
」
で
き
る
税
制
が
市
民
の
た
め
の
税
制
と
す
る
。
税
制
の
基
礎
と
な
る
実
定
税
法
令
は
、
基
礎
法
で
あ

る
民
法
と
比
べ
て
も
、
市
民
の
生
活
に
密
着
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
民
法
を
意
識
し
て
生
活
す
る
市
民
は
少
な
い
が
、
税
を
意
識
し

て
生
活
す
る
市
民
は
多
い
と
推
量
さ
れ
る
。
税
が
市
民
の
権
利
利
益
に
重
要
な
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
税
実
定
法
の
規
定
形
式
内
容
は
、

義
務
教
育
を
終
え
た
市
民
が
理
解
で
き
る
簡
素
で
税
額
等
の
計
算
も
簡
易
で
あ
る
べ
き
と
考
え
る
。
し
か
し
、
現
実
の
税
実
定
法
は
、
難

解
な
法
令
の
一
つ
と
さ
れ
る
。
民
主
国
家
の
社
会
シ
ス
テ
ム
が
「
民
」
の
た
め
に
あ
る
べ
き
と
考
え
る
な
ら
、
税
制
の
基
礎
と
な
る
税
法

も
、
税
務
職
員
や
税
理
士
な
ど
の
税
法
専
門
家
の
た
め
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
市
民
の
た
め
に
あ
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
税
法
は
、

市
民
の
権
利
擁
護
の
た
め
の
道
具
で
あ
り
、
課
税
の
た
め
の
道
具
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

先
に
例
示
し
た
日
本
の
消
費
税
、
そ
し
て
フ
ラ
ン
ス
の
エ
コ
タ
ッ
ク
ス
は
、
政
権
交
代
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
成
立
、
存
続
し
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て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
政
策
税
制
か
否
か
。「
特
定
の
政
策
目
的
」
と
の
関
連
性
は
、
両
税
と
も
あ
る
。
消
費
税
は
福
祉
目
的
を
も
ち
、

エ
コ
タ
ッ
ク
ス
は
道
路
資
本
環
境
整
備
費
用
等
の
補
填
に
使
わ
れ
る
。
こ
の
点
で
は
、
両
税
は
、
政
策
税
制
で
あ
る
と
言
え
る
。
し
か
し
、

両
税
は
、
暫
定
的
な
時
限
立
法
税
制
で
は
な
く
、
恒
久
的
な
税
制
と
し
て
成
立
、
実
施
さ
れ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
両
税
は
、

政
権
交
代
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
廃
止
さ
れ
て
い
な
い
。

政
策
税
制
で
あ
る
必
要
十
分
条
件
は
、
そ
の
税
制
の
特
定
政
策
目
的
と
の
関
連
性
お
よ
び
施
行
期
間
の
暫
定
性
で
あ
る
。
特
定
の
政
策

目
的
と
の
関
連
性
が
あ
る
限
り
、
そ
の
税
制
は
政
策
税
制
に
類
似
す
る
税
制
と
し
て
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
特
定
の
政
策
目
的
と
の

関
連
性
が
あ
り
、
か
つ
暫
定
的
税
制
で
あ
る
と
き
、
基
本
的
に
は
、
そ
の
税
制
は
政
策
税
制
で
あ
る
と
指
摘
で
き
る
。
こ
の
二
つ
の
条
件

の
う
ち
一
つ
を
欠
く
と
き
、
そ
の
税
制
は
、
政
策
税
制
と
ま
で
は
言
え
ず
、
政
策
税
制
に
類
似
す
る
税
制
と
な
る
。

特
定
の
政
策
目
的
関
連
性
は
、
一
般
的
に
は
、
目
的
税
と
い
う
税
制
と
し
て
認
識
さ
れ
る
。
目
的
税
は
、
市
町
村
税
に
多
く
あ
る
（
32
）

。
そ

の
中
に
は
、
長
き
に
わ
た
り
課
徴
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
こ
れ
を
政
策
税
制
と
し
て
認
識
す
べ
き
か
に
つ
い
て
は
難
し
い
判
断

と
な
る
。

ま
た
逆
に
、
普
通
税
と
し
て
創
設
さ
れ
た
税
制
で
あ
っ
て
も
、
創
設
後
の
実
施
期
間
が
短
い
短
命
な
税
制
も
あ
る
（
た
と
え
ば
、
地
価
税

法
は
平
成
三
年
に
制
定
さ
れ
平
成
一
〇
年
に
租
税
特
別
措
置
法
七
一
条
に
よ
り
「
当
分
の
間
」
課
税
停
止
さ
れ
た
）。

日
本
の
租
税
特
別
措
置
法
は
、
立
法
と
し
て
、
政
策
税
制
と
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
政
策
税
制
議
論
の
中
で
、
租
税

特
別
措
置
法
に
規
定
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
い
ず
れ
は
本
法
に
吸
収
さ
れ
て
然
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
制
度
も
あ
る
と
指
摘
さ
れ

る
（
33
）

。
こ
の
税
制
は
、
非
「
政
策
税
制
」
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
こ
れ
を
基
本
税
制
ま
た
は
理
論
税
制
と
す
る

こ
と
が
で
き
る
か
は
判
断
が
難
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
法
人
税
の
交
際
費
課
税
（
現
行
六
一
条
の
四
）
な
ど
租
税
特
別
措
置
法
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の
規
定
の
中
に
は
、
長
年
継
続
さ
れ
て
い
る
特
別
措
置
が
あ
る
。
こ
れ
ら
を
本
法
に
規
定
す
べ
き
税
制
と
す
べ
き
か
の
判
断
は
、
租
特
透

明
化
法
に
よ
る
適
用
実
態
調
査
（
同
法
四
条
）
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
立
法
者
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。

政
権
交
代
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
前
政
権
下
の
税
制
を
踏
襲
し
継
続
す
る
こ
と
は
、
政
権
交
代
年
に
お
い
て
は
、
税
財
政
制
度

の
時
間
的
ズ
レ
が
あ
る
（
政
権
交
代
が
財
政
年
度
中
で
あ
れ
ば
、
補
正
予
算
の
可
能
性
も
あ
る
が
、
す
で
に
確
定
し
た
予
算
等
に
基
づ
き
税
財
政
運
営

が
な
さ
れ
る
）
こ
と
か
ら
、
あ
る
程
度
回
避
で
き
な
い
こ
と
と
理
解
さ
れ
る
。
し
か
し
、
政
権
交
代
か
ら
二
年
度
目
以
降
、
税
制
改
正
が

さ
れ
な
い
政
策
税
制
を
含
む
前
政
権
下
の
税
制
は
、
非
政
策
税
制
と
し
て
認
識
し
、
恒
久
的
な
理
論
税
制
に
近
い
も
の
と
の
認
識
が
許
さ

れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
政
策
税
制
か
理
論
税
制
か
の
判
断
は
、
立
法
者
意
思
に
基
づ
く
も
の
と
理
解
す
べ
き
で
あ
る
の
か
。

税
制
は
、
課
税
権
者
（
基
底
的
に
は
主
権
者
）
の
意
思
に
基
づ
き
、
税
法
定
原
理
に
よ
り
、
税
成
文
法
に
よ
り
具
体
的
要
件
が
規
定
さ
れ
、

主
権
者
が
所
管
す
る
立
法
権
の
発
動
と
し
て
成
立
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
政
策
税
制
と
理
論
税
制
と
の
峻
別
に
つ
い
て
は
、
立
法

者
意
思
に
よ
る
と
す
る
一
つ
の
判
断
基
準
が
示
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
一
定
の
理
解
を
得
ら
れ
る
が
、
理
論
税
制
の
本
質
で
は
な
い
と
考

え
る
。

2　

本
法
と
理
論
税
制

従
来
、
租
税
特
別
措
置
法
が
政
策
税
制
を
具
現
し
て
い
る
と
判
断
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
各
税
法
本
法
が
政
策
税
制
を
含
ま
な
い
と

い
う
命
題
は
、
直
ち
に
肯
定
さ
れ
る
も
の
で
も
な
い
。
日
本
の
所
得
課
税
法
は
、
戦
後
、
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
を
受
け
入
れ
、
帳
簿
記
入
記
録

保
存
に
基
づ
く
実
額
課
税
主
義
を
採
用
し
、
そ
の
進
展
の
た
め
に
「
青
色
申
告
制
度
」（
所
得
税
法
一
四
三
条
〜
一
五
一
条
、
法
人
税
法

一
二
一
条
〜
一
二
八
条
）
を
採
用
し
、
そ
の
青
色
申
告
納
税
義
務
者
に
対
す
る
特
典
（
帳
簿
に
基
づ
く
更
正
（
所
得
税
法
一
五
五
条
、
法
人
税
法

一
三
〇
条
）、
等
）
を
付
与
し
て
き
た
。
こ
れ
ら
本
法
に
規
定
す
る
青
色
申
告
の
特
典
は
、
政
策
税
制
と
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ

八
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ち
、
本
法
税
制
が
理
論
税
制
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
本
法
税
制
は
、
フ
ラ
ン
ス
人
権
宣
言
一
三
条
が
明
記
し
て
い
た
「
公
の
武
力
の
維
持
お
よ
び
行
政
の
支
出
の
た
め
に
、
共
同

の
租
税
が
不
可
欠
で
あ
る
」
と
い
う
税
制
の
根
本
を
支
え
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
否
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
税
が
財
政
収
入
で
あ

る
こ
と
は
、
経
済
・
政
治
・
法
的
な
事
実
と
し
て
市
民
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
財
政
収
入
を
確
保
す
る
税
制
は
、
税
制
の
基
本
で
あ

り
、
理
論
税
制
と
言
え
る
。

理
論
税
制
の
税
源
を
所
得
、
消
費
お
よ
び
資
産
等
に
求
め
る
こ
と
は
、
経
済
理
論
的
に
も
妥
当
で
あ
り
、
政
治
的
妥
協
点
で
も
あ
り
、

立
法
と
し
て
も
配
慮
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
結
果
、
理
論
税
制
と
し
て
は
、
所
得
税
制
度
、
消
費
税
制
度
お
よ
び
資
産
税
制
度
に
分

類
さ
れ
る
（
34
）

。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
に
関
す
る
税
成
文
法
と
し
て
、
い
か
な
る
租
税
要
件
等
を
定
め
立
法
し
、
各
課
税
税
制
に
係
る
本
法
本
則

の
税
実
体
規
定
を
構
成
す
べ
き
か
、
ま
た
税
手
続
規
定
を
定
め
る
か
が
、
理
論
税
制
の
構
築
と
し
て
問
わ
れ
る
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
る
と
、
本
法
本
則
規
定
は
、
政
策
税
制
を
排
除
し
、
理
論
税
制
を
探
究
し
た
も
の
に
て
構
成
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ

る
。
現
行
の
税
実
定
法
は
、
政
策
税
制
と
理
論
税
制
と
が
混
在
し
構
成
さ
れ
て
い
る
。
本
法
は
、
義
務
教
育
を
修
了
し
た
市
民
に
理
解
で

き
う
る
簡
素
で
簡
潔
な
も
の
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
税
実
定
法
が
市
民
の
権
利
擁
護
の
た
め
の
道
具
と
し
て
機
能
す
る
基

礎
と
な
る
。

お
わ
り
に

政
策
税
制
に
つ
い
て
は
、
あ
る
程
度
の
概
念
設
定
が
さ
れ
、
特
定
の
政
策
目
的
と
の
関
連
性
お
よ
び
施
行
期
間
の
暫
定
性
を
有
す
る
税

制
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
理
論
税
制
は
、
そ
の
概
念
お
よ
び
内
容
に
つ
い
て
、
今
の
と
こ
ろ
確
定
的
な
も
の
が
な

八
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い
と
言
え
る
。
国
家
運
営
の
た
め
に
税
制
は
必
要
で
あ
る
。
そ
の
必
要
性
を
満
た
す
科
学
的
分
析
に
基
づ
く
理
論
税
制
は
あ
る
も
の
と
考

え
る
。
当
然
、
国
家
に
税
収
以
外
の
国
家
収
入
が
あ
り
、
そ
れ
に
て
国
家
運
営
が
で
き
る
場
合
、
税
制
は
不
要
で
あ
ろ
う
。
そ
の
国
家
は

無
税
国
家
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
国
家
は
、
小
国
に
は
稀
に
あ
る
が
、
通
常
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
租
税
国
家
が
要
請
さ
れ
る
。

税
制
は
、
税
法
定
原
理
に
基
づ
き
、
税
成
文
法
、
税
実
定
法
に
よ
り
具
現
化
さ
れ
る
。
国
家
の
財
政
規
模
に
よ
っ
て
は
、
所
得
税
、
消

費
税
、
資
産
税
を
網
羅
し
た
複
税
制
度
を
採
用
せ
ず
と
も
、
所
得
税
な
ど
単
一
税
制
を
採
用
す
る
国
も
存
在
し
う
る
。
税
負
担
の
公
平
を

考
慮
す
る
と
、
複
税
制
度
が
採
用
さ
れ
る
。
世
界
各
国
の
税
制
を
見
る
と
、
そ
の
税
制
は
、
所
得
税
、
消
費
税
、
資
産
税
と
い
う
分
類
に

基
づ
き
構
成
さ
れ
る
。
こ
こ
に
、
理
論
税
制
の
基
礎
が
あ
る
。
し
か
し
、
具
体
的
に
所
得
税
法
な
ど
の
比
較
法
的
検
証
を
行
う
と
、
各
国

の
所
得
税
制
は
、
同
一
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
課
税
所
得
の
分
類
に
し
て
も
、
全
く
同
一
な
所
得
分
類
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
各
国
の

税
制
は
、
類
似
す
る
が
同
一
で
は
な
い
。
国
際
取
引
に
お
け
る
税
障
害
を
縮
減
し
廃
止
す
べ
き
と
叫
ば
れ
る
が
、
そ
の
中
心
で
あ
る
関
税

制
度
を
廃
止
し
た
国
は
、
ガ
ッ
ト
体
制
か
ら
Ｗ
Ｔ
Ｏ
体
制
に
な
っ
て
も
、
未
だ
に
な
い
（
関
税
の
ゼ
ロ
税
率
適
用
品
目
は
多
く
は
な
っ
て
い
る
）。

フ
ラ
ン
ス
人
権
宣
言
に
規
定
さ
れ
た
税
の
応
能
負
担
原
則
は
、
税
制
の
基
本
で
あ
る
。
税
以
外
の
公
的
課
徴
金
と
税
と
の
区
分
基
準
と

し
て
、
こ
の
原
則
は
重
要
で
あ
る
。
こ
の
原
則
は
、
所
得
税
制
で
は
総
合
累
進
課
税
、
消
費
税
制
で
は
基
本
生
計
費
（
衣
食
住
費
用
の
う
ち

最
低
限
度
の
消
費
支
出
）
非
課
税
や
奢
侈
品
重
課
税
、
資
産
税
制
で
は
生
活
資
産
減
免
税
な
ど
と
し
て
具
体
化
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ

ら
は
理
論
税
制
と
し
て
構
成
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
る
。

本
稿
は
、「
政
権
交
代
と
税
制
」
と
題
し
て
、
政
権
交
代
に
も
か
か
わ
ら
ず
改
正
が
な
か
っ
た
税
制
に
つ
い
て
例
示
し
、
こ
れ
が
政
策

税
制
か
理
論
税
制
か
と
い
う
議
論
を
提
起
し
た
。
日
本
政
治
史
に
お
い
て
、
日
本
政
治
が
多
党
制
で
あ
り
二
大
政
党
に
よ
る
支
配
で
は
な

い
こ
と
か
ら
、
政
権
交
代
が
頻
繁
に
な
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
細
川
内
閣
以
来
、
日
本
で
の
政
権
交
代
は
続
い
て
い
る
と

九
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も
言
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
政
権
交
代
に
よ
り
税
制
が
大
き
く
変
革
さ
れ
た
こ
と
も
な
い
と
言
え
る
。
政
権
交
代
に
も
か
か
わ
ら
ず
改

正
さ
れ
ず
に
存
続
し
た
政
策
税
制
で
は
な
い
非
政
策
税
制
が
理
論
税
制
で
あ
る
と
い
う
論
理
は
、
部
分
的
に
は
成
立
し
う
る
と
も
解
す
る

が
、
全
面
的
に
は
成
立
し
な
い
も
の
で
あ
る
。

理
論
税
制
は
あ
る
と
い
う
仮
説
に
関
し
て
は
、
税
制
が
政
治
過
程
を
通
じ
て
成
立
す
る
社
会
現
象
と
し
て
の
税
実
定
法
を
基
礎
と
す
る

こ
と
か
ら
、
そ
こ
に
客
観
的
真
実
性
と
し
て
の
「
科
学
性
」
を
認
め
る
こ
と
は
難
し
い
こ
と
と
諦
観
す
る
こ
と
は
易
し
い
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
理
論
税
制
は
立
法
者
意
思
に
よ
る
と
す
る
こ
と
も
安
易
な
結
論
で
あ
る
。

今
後
と
も
、
一
税
法
研
究
者
と
し
て
理
論
税
制
を
探
究
す
る
所
存
で
あ
る
。
な
お
、
政
策
税
制
は
、
理
論
税
制
を
歪
め
る
税
制
と
し
て

否
定
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
が
、
特
定
の
政
策
実
現
の
た
め
に
、
臨
機
に
そ
の
必
要
性
に
応
じ
て
採
用
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
全
面

的
に
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。

脚
注

（
1
） 

本
稿
で
の
「
税
法
定
原
理
」
は
、「
租
税
法
律
主
義
の
原
則
」（
北
野
弘
久
『
税
法
学
原
論
（
第
六
版
）』（
以
下
、「
北
野
原
論
」
と
略
す
）（
青

林
書
院
、
二
〇
〇
七
年
）
八
九
頁
以
下
）
ま
た
は
「
租
税
法
律
主
義
」（
金
子
宏
『
租
税
法
（
第
十
九
版
）』（
弘
文
堂
、
二
〇
一
四
年
）
七
一
頁
以

下
）
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
き
た
「
租
税
法
律
主
義
」
論
と
は
若
干
異
な
る
。
従
来
、
租
税
法
律
主
義
は
、
近
代
憲
法
に
お
い
て
「
法
律
な
け
れ
ば
課

税
な
し
」
を
表
現
し
規
定
さ
れ
て
き
た
も
の
で
、
租
税
要
件
等
法
定
主
義
、
租
税
要
件
等
明
確
主
義
、
税
務
行
政
の
合
法
律
性
の
原
則
な
ど
を
内
容

と
す
る
も
の
と
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
一
方
で
、
こ
れ
は
税
法
学
の
原
理
・
原
則
と
し
て
も
あ
る
。
税
法
定
原
理
は
、
経
済
的
に
資
本
主
義
、
政

治
的
に
民
主
主
義
を
基
礎
と
す
る
現
代
国
家
で
は
①
主
権
国
家
の
実
在
、
②
そ
の
国
家
内
に
私
有
財
産
制
を
基
礎
と
す
る
自
由
経
済
の
実
在
、
そ
し

て
③
社
会
的
公
正
の
実
在
と
い
う
税
法
公
準
を
根
底
と
す
る
税
が
法
定
さ
れ
存
立
す
る
と
い
う
基
本
原
理
を
明
示
す
る
も
の
で
あ
り
、
税
法
学
の
存

九
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立
基
盤
原
理
と
し
て
位
置
づ
け
る
も
の
で
あ
る
。
税
法
学
の
基
本
原
理
・
原
則
は
、
税
法
定
原
理
の
展
開
と
し
て
、
税
立
法
基
本
原
則
（
こ
の
内
容

と
し
て
、
租
税
負
担
公
平
原
則
と
租
税
要
件
等
法
定
原
則
、
税
成
文
法
主
義
、
国
税
法
律
主
義
、
地
方
税
条
例
主
義
が
展
開
さ
れ
る
）
と
税
法
執
行

基
本
原
則
（
税
法
執
行
（
行
政
、
裁
判
）
の
合
法
性
原
則
）
と
い
う
税
法
一
般
原
則
、
そ
し
て
課
税
基
礎
論
（
ま
た
は
税
源
論
）
に
基
づ
く
所
得
税

法
原
則
、
消
費
税
法
原
則
お
よ
び
資
産
税
原
則
と
い
う
個
別
税
法
原
則
が
展
開
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
。
従
来
の
税
法
学
方
法
論
と
し
て
、

原
理
・
原
則
の
関
係
性
な
ど
の
体
系
化
が
十
分
で
な
い
と
考
え
、
一
つ
の
提
言
を
「
税
法
定
原
理
」
等
と
し
て
な
す
も
の
で
あ
る
。

（
2
） 

北
野
原
論
一
九
頁
。
北
野
先
生
は
、
税
法
学
を
総
合
社
会
科
学
の
典
型
と
し
、
こ
れ
を
現
代
法
学
に
共
通
の
特
性
と
し
た
（
同
上
）。
金
子

宏
・
前
掲
書
三
四
頁
は
、
税
法
学
を
「
一
種
の
総
合
科
目
の
性
質
」
と
す
る
。

（
3
） 

北
野
税
法
学
は
、
す
で
に
立
法
面
で
の
税
現
象
に
つ
き
論
究
し
、
法
社
会
学
的
手
法
を
採
用
し
、
税
現
象
を
税
法
立
法
面
と
税
法
執
行
面
と
で

分
析
し
て
い
た
と
評
す
る
（
た
と
え
ば
北
野
税
法
学
に
お
け
る
租
税
法
律
主
義
の
現
代
的
展
開
論
、
北
野
原
論
一
一
〇
頁
以
下
参
照
）。
ま
た
具
体

的
事
例
と
し
て
、
石
村
耕
治
『
透
明
な
租
税
立
法
の
あ
り
方
』（
東
京
税
理
士
政
治
連
盟
、
二
〇
〇
七
年
）
を
指
摘
し
て
お
く
。

（
4
） 

投
票
率
五
〇
％
で
過
半
数
を
占
め
た
政
党
に
よ
る
過
半
数
決
議
は
、
単
純
な
認
識
と
し
て
は
、
二
五
％
以
上
で
は
あ
る
が
、
市
民
の
意
思
の
過

半
数
に
は
な
ら
な
い
と
い
え
る
。
た
だ
し
、
こ
の
こ
と
か
ら
、
逆
に
、
市
民
が
議
会
に
て
決
議
さ
れ
た
改
正
税
法
令
に
反
対
し
て
い
る
と
も
言
え
な

い
。
な
お
、
単
純
な
増
税
案
に
反
対
す
る
市
民
は
多
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
事
象
を
分
析
し
た
と
し
て
も
、
本
稿
の
対
象
と
す
る
「
理
論
税

制
」
と
「
政
策
税
制
」
と
の
峻
別
は
顕
現
化
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
本
稿
で
の
「
市
民
」
は
、
国
民
、
住
民
、
納
税
者
（
国
税
通
則
法
二
条

五
）
を
包
含
す
る
も
の
と
し
て
、
場
合
に
よ
り
、
こ
れ
ら
と
同
義
の
概
念
と
し
て
使
用
し
て
い
る
。

（
5
） 

北
野
先
生
の
税
法
学
、
い
わ
ゆ
る
「
北
野
税
法
学
」
と
言
わ
れ
た
も
の
は
、
こ
の
視
点
で
の
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。
特
に
先
生
の
租
税
法

律
主
義
論
は
、「
租
税
法
律
主
義
自
体
が
現
代
税
法
に
お
け
る
法
認
識
論
的
研
究
成
果
を
踏
ま
え
て
構
成
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
、
法
実
践
論
の
基
本
的

道
具
概
念
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
」（
北
野
原
論
一
一
三
頁
）
と
し
、
こ
の
点
を
明
白
に
主
張
す
る
。

（
6
） 

民
主
国
家
に
お
け
る
課
税
権
と
納
税
義
務
と
の
関
係
、
す
な
わ
ち
税
法
関
係
は
、
主
権
者
で
あ
る
国
民
（
市
民
）
の
課
税
権
と
国
民
（
市
民
）

の
納
税
義
務
と
の
関
係
と
し
て
あ
る
。
こ
の
税
法
関
係
に
お
い
て
課
税
権
力
は
、
主
権
者
か
ら
の
信
託
に
基
づ
き
、
三
権
分
立
論
に
よ
り
税
法
立
法
、

税
法
行
政
お
よ
び
税
法
裁
判
（
こ
れ
ら
を
「
税
法
権
力
」
と
す
る
）
と
し
て
行
使
さ
れ
る
。
ま
た
、
こ
こ
に
お
け
る
税
法
関
係
は
主
権
者
国
民
の
意

九
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政
権
交
代
と
税
制
（
伊
藤
）

（
一
七
五
）

思
が
議
会
を
通
じ
て
立
法
化
（
税
法
の
イ
ン
プ
ッ
ト
）
さ
れ
、
税
法
行
政
お
よ
び
税
法
裁
判
に
お
い
て
税
法
執
行
（
税
法
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
）
さ
れ
、

市
民
の
納
税
（
税
法
の
ア
ウ
ト
カ
ム
）
に
よ
り
終
結
す
る
と
い
う
循
環
的
関
係
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。
民
主
国
家
に
お
い
て
税
法
令
の
立
法
過
程
で

あ
る
税
法
立
法
、
そ
の
執
行
過
程
で
あ
る
税
法
行
政
お
よ
び
税
法
裁
判
の
税
法
権
力
の
行
使
に
対
し
て
市
民
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
保
障
さ
れ
る
こ
と

は
、
税
制
に
お
い
て
重
要
で
あ
る
。

（
7
） 

昭
和
六
三
年
一
二
月
二
一
日
、
自
民
党
が
参
議
院
税
制
特
別
委
員
会
で
消
費
税
を
柱
と
す
る
税
制
改
革
関
連
六
法
案
を
強
行
採
決
、
二
三
日
参

議
院
本
会
議
で
の
野
党
の
「
牛
歩
戦
術
」
も
あ
り
徹
夜
国
会
と
な
っ
た
が
、
二
四
日
に
税
制
改
革
関
連
法
案
が
成
立
し
た
。

（
8
） 

一
般
消
費
税
の
創
設
論
議
は
、
福
田
内
閣
で
の
大
蔵
大
臣
で
あ
っ
た
大
平
正
芳
が
「
赤
字
国
債
」
発
行
を
し
た
こ
と
へ
の
財
政
措
置
で
あ
っ
た
。

大
平
は
、
赤
字
国
債
を
発
行
し
た
責
任
を
、
財
政
再
建
と
し
て
の
一
般
消
費
税
に
よ
る
増
税
策
に
よ
る
政
治
的
決
着
を
講
じ
た
。
し
か
し
、
彼
の
急

逝
に
よ
り
、
そ
の
政
治
意
思
が
、
そ
の
後
の
政
権
で
あ
る
鈴
木
善
幸
政
権
、
中
曽
根
康
弘
政
権
、
そ
し
て
竹
下
登
政
権
に
継
が
れ
、
結
実
し
た
。
消

費
税
の
種
は
、
自
民
党
政
権
に
よ
る
「
赤
字
国
債
」
の
発
行
に
よ
る
「
赤
字
財
政
」
の
是
正
「
財
政
再
建
」
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
赤
字

国
債
の
発
行
は
増
額
さ
れ
て
い
っ
た
。
な
お
、
税
制
調
査
会
で
の
一
般
消
費
税
関
係
資
料
と
し
て
、
大
蔵
省
主
税
局
税
制
第
二
課
監
修
、
税
務
経
理

協
会
編
『
一
般
消
費
税
関
係
税
制
調
査
会
答
申
（
報
告
）
集
』（
税
務
経
理
協
会
、
昭
和
五
四
年
）、
ま
た
政
府
税
制
調
査
会
の
答
申
デ
ー
タ
と
し
て

は
、
日
本
租
税
研
究
協
会
が
答
申
集
を
そ
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
（
以
下
、「
Ｗ
Ｐ
」
と
す
る
）（http://w

w
w
.soken.or.jp/

）
に
掲
載
し
て
い
る

（
二
〇
一
五
年
七
月
確
認
）。

（
9
） 

売
上
税
法
案
に
つ
い
て
は
、
不
公
平
な
税
制
を
た
だ
す
会
編
『
売
上
税
法
を
斬
る　

自
民
党
「
Ｑ
＆
Ａ
」
総
反
論
』（
労
働
教
育
セ
ン
タ
ー
、

一
九
八
七
年
）
一
四
〇
〜
一
九
六
頁
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
を
参
照
。

（
10
） 

こ
の
法
律
案
の
全
文
は
、
参
議
院
法
制
局
Ｗ
Ｐ
（http://houseikyoku.sangiin.go.jp/

）
内
「
参
議
院
議
員
提
出
法
律
案
情
報
」
に
て
第

一
一
六
回
国
会
平
成
元
年
九
月
二
八
日
〜
平
成
元
年
一
二
月
一
六
日
の
一
覧
の
法
律
番
号
一
に
て
照
会
で
き
る
（
二
〇
一
五
年
七
月
確
認
）。

（
11
） 

細
川
の
国
民
福
祉
税
論
は
、
消
費
税
の
廃
止
と
い
う
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ン
と
、
そ
の
一
方
で
の
大
蔵
省
の
増
税
に
よ
る
財
政
再
建
要
求
と
国
民
の

福
祉
充
実
要
請
と
を
混
在
さ
せ
て
し
ま
っ
た
政
治
的
妥
協
策
で
あ
っ
た
。
当
時
の
新
聞
報
道
は
、
増
税
に
対
す
る
批
判
が
多
い
。

（
12
） 

「
所
得
税
法
及
び
消
費
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」（
平
成
六
年
一
二
月
二
日
号
外
法
律
一
〇
九
号
）
三
条
は
消
費
税
率
三
％
か
ら
四
％
へ

九
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政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
一
七
六
）

の
上
昇
を
定
め
、
ま
た
「
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」（
平
成
六
年
一
二
月
二
日
法
律
一
一
一
号
）
は
地
方
消
費
税
を
創
設
し
、
消
費

税
譲
与
税
法
（
昭
和
六
三
年
法
律
一
一
一
号
）
を
廃
止
し
た
。
こ
れ
ら
法
律
の
附
則
に
は
「
検
討
」
と
題
す
る
条
項
、
い
わ
ゆ
る
「
見
直
し
」
条
項

が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
前
者
法
附
則
二
五
条
が
「
消
費
税
の
税
率
に
つ
い
て
は
、
社
会
保
障
等
に
要
す
る
費
用
の
財
源
を
確
保
す
る
観
点
、
行
政

及
び
財
政
の
改
革
の
推
進
状
況
、
租
税
特
別
措
置
等
及
び
消
費
税
に
係
る
課
税
の
適
正
化
の
状
況
、
財
政
状
況
等
を
総
合
的
に
勘
案
し
て
検
討
を
加

え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
平
成
8
年
9
月
30
日
ま
で
に
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。」
と
定
め
、
ま
た
後
者
法
附
則
一
二
条

が
「
地
方
消
費
税
の
税
率
に
つ
い
て
は
、
社
会
福
祉
等
に
要
す
る
費
用
の
財
源
を
確
保
す
る
観
点
」（
以
下
略
）
と
定
め
、
こ
れ
ら
改
正
法
附
則
は
、

消
費
税
の
福
祉
目
的
税
と
し
て
の
性
格
を
持
た
せ
た
。
こ
れ
ら
「
見
直
し
」
条
項
は
、
消
費
税
の
廃
止
を
も
含
め
た
解
釈
も
な
し
え
た
（
北
野
弘
久

『
5
％
消
費
税
の
こ
こ
が
問
題
だ
』（
岩
波
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
六
年
）
七
頁
）。

（
13
） 

民
主
党
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
（
二
〇
〇
九
年
七
月
二
七
日
発
行
）（
民
主
党
Ｗ
Ｐ
（http://w

w
w
.dpj.or.jp/

）＞

政
策＞

民
主
党
の
政
権
政
策

M
anifesto2009

。
二
〇
一
五
年
七
月
確
認
）
に
は
、「
消
費
税
」
に
つ
き
二
箇
所
の
記
述
が
あ
る
（
二
〇
一
五
年
七
月
確
認
）。
一
つ
は
、
一
八
頁

の
「
消
費
税
を
財
源
と
す
る
「
最
低
保
障
年
金
」
を
創
設
」
す
る
と
い
う
も
の
、
も
う
一
つ
は
、
二
〇
頁
の
「
自
動
車
取
得
税
は
消
費
税
と
の
二
重

課
税
回
避
の
観
点
か
ら
廃
止
」
す
る
と
の
記
述
で
あ
る
。

（
14
） 

野
田
政
権
が
国
会
提
出
し
た
社
会
保
障
・
税
一
体
改
革
に
関
連
す
る
国
会
提
出
法
案
等
は
、
多
岐
に
わ
た
る
。
税
制
改
正
と
し
て
は
、「
社
会

保
障
の
安
定
財
源
の
確
保
等
を
図
る
税
制
の
抜
本
的
な
改
革
を
行
う
た
め
の
消
費
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
案
」（
平
成
二
四
年
三
月

三
〇
日
提
出
、
平
成
二
四
年
八
月
一
〇
日
成
立
、
平
成
二
四
年
八
月
二
二
日
法
律
第
六
八
号
）、「
社
会
保
障
の
安
定
財
源
の
確
保
等
を
図
る
税
制
の

抜
本
的
な
改
革
を
行
う
た
め
の
地
方
税
法
及
び
地
方
交
付
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
」（
平
成
二
四
年
三
月
三
〇
日
提
出
、
平
成
二
四
年
八

月
一
〇
日
成
立
、
平
成
二
四
年
八
月
二
二
日
法
律
第
六
九
号
）
が
あ
る
。
内
閣
官
房
Ｗ
Ｐ
（http://w

w
w
.cas.go.jp/

）＞

政
策
課
題＞

社
会
保
障

改
革＞

社
会
保
障
・
税
一
体
改
革
に
関
連
す
る
国
会
提
出
法
案
等
を
参
照
（
二
〇
一
五
年
七
月
確
認
）。

（
15
） 

「
平
成
27
年
度
税
制
改
正
の
大
綱
」（
平
成
二
七
年
一
月
一
四
日
閣
議
決
定
）
お
よ
び
「
所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
」（
平
成

二
七
年
二
月
一
七
日
閣
議
決
定
、
平
成
二
七
年
二
月
二
〇
日
国
会
提
出
）
参
照
。
こ
れ
ら
の
内
容
を
ま
と
め
た
財
務
省
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
『
税
制
改
正

（
案
）
の
ポ
イ
ン
ト
』（
平
成
二
七
年
二
月
発
行
）（
財
務
省
Ｗ
Ｐ
（http://w

w
w
.m
of.go.jp

）
内＞

税
制＞

出
版
物
等＞

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
）
九
頁
参

九
四



政
権
交
代
と
税
制
（
伊
藤
）

（
一
七
七
）

照
（
二
〇
一
五
年
七
月
確
認
）。

（
16
） 

北
野
原
論
二
八
頁
は
、
日
本
国
憲
法
の
も
と
で
の
す
べ
て
の
租
税
は
福
祉
目
的
税
で
あ
る
と
さ
れ
、「
新
福
祉
目
的
税
」
論
を
展
開
し
て
い
た
。

（
17
） 
社
会
保
険
制
度
は
、
保
険
制
度
と
し
て
あ
る
。
し
か
し
、
国
に
よ
っ
て
は
、
社
会
保
険
制
度
を
採
用
せ
ず
、
税
財
政
制
度
と
し
て
社
会
保
障
を

運
営
す
る
国
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
。
ま
た
、
日
本
の
地
方
税
と
し
て
「
国
民
健
康
保
険
税
」
が
あ
り
、

市
町
村
医
療
保
険
制
度
が
税
に
て
運
用
さ
れ
て
い
る
。

（
18
） 

フ
ラ
ン
ス
の
エ
コ
タ
ッ
ク
ス
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
フ
ラ
ン
ス
の
エ
コ
タ
ッ
ク
ス
に
対
す
る
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
の
反
乱
」
札
幌
法
学
二
五
巻
二
号

九
│
四
六
頁
を
参
照
。

（
19
） 

環
境
行
政
が
一
九
七
〇
年
代
に
世
界
的
に
展
開
さ
れ
た
が
、
こ
の
背
景
に
は
、
一
九
六
九
年
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
が
Ｎ
Ｅ
Ｐ
Ａ
（N

ational 

E
nvironm

ental P
olicy A

ct
、
国
家
環
境
政
策
法
）
を
制
定
し
、
環
境
行
政
組
織
と
し
て
の
Ｅ
Ｐ
Ａ
（E

nvironm
ental P

rotection A
gency

、

環
境
保
護
庁
）
を
整
備
し
た
こ
と
が
あ
る
と
言
え
る
。
先
進
国
は
、
環
境
行
政
組
織
の
整
備
に
追
随
し
た
。
一
九
七
〇
年
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
首
都

で
あ
る
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
市
で
の
国
連
世
界
人
間
環
境
会
議
の
開
催
は
、
世
界
的
に
環
境
問
題
の
重
要
性
を
認
知
さ
せ
、
そ
の
後
の
環
境
対
策
が
展

開
さ
れ
る
原
点
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
る
。

（
20
） 

特
記
す
べ
き
は
、
シ
ラ
ク
政
権
下
で
の
二
〇
〇
四
年
の
憲
法
改
正
と
し
て
の
環
境
憲
章
（la C

harte de l’E
nvironnem

ent

）
の
制
定
で
あ
る
。

（
21
） 

グ
ル
ネ
ル
第
一
法
の
エ
コ
タ
ッ
ク
ス
規
定
に
つ
い
て
は
、
前
掲
拙
稿
・
一
二
頁
お
よ
び
一
三
頁
参
照
。

（
22
） L

oi n

°2008-1425 du 27 décem
bre 2008 de fi nances pour 2009

に
よ
る
エ
コ
タ
ッ
ク
ス
に
関
す
る
関
税
法
典
の
改
正
条
項
は
、
議
会
成

立
し
、
内
容
明
記
さ
れ
た
が
、
五
年
以
上
実
施
さ
れ
ず
に
い
た
。
現
在
、
エ
コ
タ
ッ
ク
ス
に
関
す
る
関
税
法
典
規
定
は
、
実
施
さ
れ
、
同
法
典

二
六
九
条
以
下
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。

（
23
） 

ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
で
の
反
乱
は
、
フ
ラ
ン
ス
で
毎
週
の
よ
う
に
発
生
す
る
組
織
的
デ
モ
と
は
異
な
り
、
暴
動
で
あ
り
、
一
つ
の
革
命
と
で
も
言
え

る
も
の
で
あ
っ
た
。
前
掲
拙
稿
・
一
九
頁
│
二
四
頁
参
照
。

（
24
） 

当
時
の
首
相
エ
ロ
ー
（Jean-M

arc A
yrault

、
Ｐ
Ｓ
所
属
）
は
、「
実
施
停
止
で
あ
っ
て
、
廃
止
で
は
な
いS

uspension n’est pas 

suppression

」
と
発
言
し
た
。

九
五



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
一
七
八
）

（
25
） 

実
施
延
期
が
繰
り
返
さ
れ
た
エ
コ
タ
ッ
ク
ス
で
あ
る
が
、
最
終
的
に
は
二
〇
一
四
年
九
月
に
政
府
決
定
（A

rrêté du 30 septem
bre 2014 

relatif à la com
m
unication du m

ontant de la taxe sur les véhicules de transport de m
archandises

等
）
と
し
て
、
エ
コ
タ
ッ
ク
ス
の

実
行
が
な
さ
れ
て
い
る
。

（
26
） 
税
制
に
は
、
政
策
税
制
と
こ
れ
と
区
別
さ
れ
る
税
制
が
あ
る
と
指
摘
す
る
も
の
と
し
て
、
税
制
調
査
会
の
昭
和
五
一
年
度
の
税
制
に
関
す
る
答

申
（
昭
和
五
〇
年
一
二
月
）
三
頁
に
記
述
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
同
答
申
は
、
政
策
税
制
に
つ
い
て
は
、「
特
定
の
政
策
目
的
に
資
す
る
と
い
う
租

税
政
策
上
の
配
慮
が
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
税
負
担
の
公
平
そ
の
他
の
税
制
の
基
本
的
原
則
か
ら
は
認
め
難
い
と
考
え
ら
れ
る
実
質
的
な
意
味
で
の

特
別
措
置
」
と
し
、「
そ
れ
以
外
の
制
度
」
と
し
て
「
政
策
税
制
と
は
異
な
り
税
制
の
基
本
的
原
則
か
ら
み
て
所
得
税
法
、
法
人
税
法
等
の
本
法
に

規
定
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
制
度
及
び
現
在
の
と
こ
ろ
租
税
特
別
措
置
法
に
規
定
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
い
ず
れ
は
本
法
に
吸
収
さ
れ
て
然
る
べ
き
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
制
度
」
と
し
て
い
る
（
前
掲
昭
和
五
一
年
度
税
調
答
申
・
日
本
租
税
研
究
協
会
Ｗ
Ｐ
内
税
制
調
査
会
答
申
集
よ
り
参
照
引
用
）

（
二
〇
一
五
年
七
月
確
認
）。
こ
れ
が
政
策
税
制
に
つ
い
て
の
歴
史
的
記
述
と
さ
れ
る
（
首
藤
重
幸
「『
政
策
税
制
の
法
的
限
界
の
検
討
』
の
研
究
に

つ
い
て
（
総
論
）」、
日
本
税
務
研
究
セ
ン
タ
ー
『
政
策
税
制
の
法
的
限
界
の
検
討
』（
日
税
研
論
集
五
八
号
、
二
〇
〇
八
年
）
四
頁
）。

（
27
） 

フ
ラ
ン
ス
人
権
宣
言
（D
eclaration-des-D

roits-de-l-H
om
m
e-et-du-C

itoyen-de-1789

）
の
原
文
引
用
は
、
フ
ラ
ン
ス
政
府

L
egifrance

（http://w
w
w
.legifrance.gouv.fr
）
よ
り
、
ま
た
訳
に
つ
い
て
は
、
初
宿
正
典
・
辻
村
み
よ
子
編
『
新
解
説
世
界
憲
法
集
』

（
二
〇
一
四
年
、
三
省
堂
）
を
参
照
し
た
。

（
28
） 

私
論
の
税
の
定
義
は
、
フ
ラ
ン
ス
人
権
宣
言
一
三
条
お
よ
び
一
四
条
、
並
び
に
日
本
国
憲
法
前
文
の
民
主
主
義
を
表
現
し
た
記
述
な
ど
を
参
考

に
し
、「
民
主
国
家
に
お
け
る
税
は
、
市
民
が
そ
の
共
同
生
活
・
福
利
に
必
要
な
共
同
組
織
・
国
家
の
運
営
経
費
を
そ
の
能
力
に
応
じ
て
分
担
す
る

も
の
で
あ
る
こ
と
を
直
接
ま
た
は
間
接
的
に
民
主
主
義
シ
ス
テ
ム
に
基
づ
き
法
的
に
承
諾
・
同
意
し
た
金
銭
給
付
で
あ
り
、
そ
の
課
徴
要
件
は
成
文

法
で
明
確
に
制
定
さ
れ
、
市
民
は
そ
の
使
途
を
追
及
す
る
権
利
を
有
す
る
。」
と
市
民
の
た
め
の
税
定
義
を
提
示
し
て
い
る
（
拙
稿
「
民
主
主
義
的

租
税
観
〜
フ
ラ
ン
ス
人
権
宣
言
に
再
び
学
ぶ
」
税
制
研
究
五
六
号
（
二
〇
〇
九
年
九
月
）
一
五
九
頁
）。

（
29
） 

法
人
税
法
六
九
条
に
規
定
す
る
外
国
税
額
控
除
に
つ
き
、
最
高
裁
は
「
同
一
の
所
得
に
対
す
る
国
際
的
二
重
課
税
を
排
斥
し
、
か
つ
、
事
業
活

動
に
対
す
る
税
制
の
中
立
性
を
確
保
し
よ
う
と
す
る
政
策
目
的
に
基
づ
く
制
度
で
あ
る
」
と
解
し
て
い
る
（
最
二
小
判
平
一
七
・
一
二
・
一
六
、
判

九
六



政
権
交
代
と
税
制
（
伊
藤
）

（
一
七
九
）

時
一
九
一
八
号
三
頁
、
判
タ
一
一
九
九
号
一
七
四
頁
、D

1-law
.com

（
第
一
法
規
）
判
例
体
系
、
判
例
Ｉ
Ｄ
：28110085

、
判
例
評
釈
と
し
て
岡

村
忠
生
「
租
税
回
避
行
為
の
否
認
│
り
そ
な
外
税
控
除
否
認
事
件
」『
租
税
判
例
百
選
』（
第
五
版
）（
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
2
0
7
）
四
〇
〜
四
一

頁
、
他
）。

（
30
） 
財
務
省
「
平
成
二
二
年
度
税
制
改
正
」
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
内
「
租
税
特
別
措
置
法
の
見
直
し
、
特
措
透
明
法
」
を
参
照
（
財
務
省
Ｗ
Ｐ＞

税
制＞

出
版
物
等＞
パ
ン
フ
レ
ッ
ト＞

過
去
の
税
制
関
係
パ
ン
フ＞

平
成
二
二
年
度
税
制
改
正
）、
お
よ
び
平
成
二
二
年
度
税
制
改
正
だ
い
大
綱
八
九
頁
掲

載
【
別
紙
1
】「
租
税
特
別
措
置
の
見
直
し
に
関
す
る
基
本
方
針
」（
内
閣
府
Ｗ
Ｐ
（http://w

w
w
.cao.go.jp

）
内＞

審
議
会
・
懇
談
会
等＞

税
制

調
査
会＞

過
去
の
税
制
調
査
会＞

税
制
調
査
会
（
二
〇
一
三
年
一
月
二
九
日
ま
で
）｠＞

諮
問
、
大
綱
、
報
告＞

二
〇
〇
九
年
）（
二
〇
一
五
年
七
月

確
認
）
参
照
。
ま
た
、「
租
税
特
別
措
置
法
の
適
用
実
態
調
査
の
結
果
に
関
す
る
報
告
書
」
が
「
平
成
二
三
年
度
適
用
実
態
調
査
」（
平
成
二
五
年
三

月
国
会
提
出
）、「
平
成
二
四
年
度
適
用
実
態
調
査
」（
平
成
二
六
年
二
月
国
会
提
出
）
お
よ
び
「
平
成
二
五
年
度
適
用
実
態
調
査
」（
平
成
二
七
年
二

月
国
会
提
出
）
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
（
前
掲
・
財
務
省
Ｗ
Ｐ＞

税
制＞

関
連
資
料
・
デ
ー
タ＞

租
税
特
別
措
置
法
の
適
用
実
態
調
査
の
結
果

に
関
す
る
報
告
書
を
参
照
）（
二
〇
一
五
年
七
月
確
認
）。

（
31
） 

平
成
二
二
年
度
税
制
改
正
大
綱
は
、
租
税
特
別
措
置
の
見
直
し
に
関
す
る
基
本
方
針
を
明
示
し
た
（
同
大
綱
八
九
│
九
〇
頁
）。

（
32
） 

地
方
税
法
五
条
は
、
市
町
村
法
定
目
的
税
と
し
て
、
入
湯
税
、
事
業
所
税
、
都
市
計
画
税
、
水
利
地
益
税
、
共
同
施
設
税
、
宅
地
開
発
税
お
よ

び
国
民
健
康
保
険
税
を
規
定
し
て
い
る
。

（
33
） 

前
掲
税
調
・
昭
和
五
一
年
度
答
申
（
注
25
引
用
）。

（
34
） 

財
務
省
が
そ
の
Ｗ
Ｐ
に
掲
載
し
て
い
る
「
国
税
・
地
方
税
の
税
目
・
内
訳
」
に
示
さ
れ
て
い
る
税
分
類
は
、
所
得
課
税
、
消
費
課
税
お
よ
び
資

産
課
税
等
の
三
種
で
あ
る
（
前
掲
・
財
務
省
Ｗ
Ｐ＞

税
制＞

わ
が
国
の
税
制
の
概
要＞

わ
が
国
税
制
・
財
政
の
現
状
全
般＞

国
税
・
地
方
税
の
税

目
・
内
訳
）（
二
〇
一
五
年
七
月
確
認
）。
こ
の
三
分
類
は
適
当
な
も
の
と
解
す
る
が
、
そ
こ
に
分
類
掲
載
さ
れ
て
い
る
税
目
が
理
論
税
制
に
基
づ
く

も
の
で
あ
る
と
は
断
言
で
き
な
い
。

九
七



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
一
八
〇
）

【
追
記
】
藤
原
孝
先
生
を
知
っ
た
の
は
、
二
〇
一
三
年
四
月
か
ら
フ
ラ
ン
ス
の
リ
ヨ
ン
第
三
大
学
に
客
員
教
授
と
し
て
海
外
研
修
中
に

知
り
合
い
と
な
っ
た
同
大
学
の
日
本
語
コ
ー
ス
担
当
の
フ
ラ
ン
ソ
ワ
ズ
・
ゲ
ル
（M

m
e F
rançoise G

uelle

）
准
教
授
か
ら
で
あ
っ
た
。
帰

国
後
、
二
〇
一
四
年
四
月
か
ら
日
本
大
学
法
学
部
教
授
と
し
て
迎
え
て
い
た
だ
い
て
か
ら
、
少
数
派
で
あ
る
フ
レ
ン
チ
・
ス
ク
ー
ル
の
一

員
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
先
生
と
親
交
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

留
学
に
よ
り
得
る
こ
と
は
多
く
、
机
上
研
究
の
誤
謬
も
発
見
で
き
る
。
筆
者
は
フ
ラ
ン
ス
税
法
を
研
究
し
て
き
た
が
、
フ
ラ
ン
ス
税
法

学
の
第
一
人
者
で
あ
っ
たL

ouis T
R
O
T
A
B
A
S

を
「
ト
ロ
タ
バ
」
と
呼
ん
で
い
た
が
、
リ
ヨ
ン
大
学
の
税
法
教
授
で
あ
るJean-L

uc 

P
IE
R
R
E

と
ラ
ン
チ
を
し
て
い
た
と
き
に
「
ト
ロ
タ
バ
ス
」
と
訂
正
さ
れ
、
机
上
研
究
の
失
敗
を
痛
感
し
た
。
一
九
八
三
年
と

二
〇
一
三
年
の
二
度
、
フ
ラ
ン
ス
に
留
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
経
験
を
母
校
で
の
フ
ラ
ン
ス
研
究
者
へ
と
伝
え
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

九
八



ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
の
反
対
党
観
「
愛
国
主
義
」
を
中
心
に
（
入
江
）

（
一
八
一
）

ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
の
反
対
党
観

「
愛
国
主
義
」
を
中
心
に

入　
　

江　
　

正　
　

俊

一
、
は
じ
め
に

周
知
の
よ
う
に
、
一
七
四
二
年
二
月
に
ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
（S

ir R
obert W

alpole　

1676-1745

）
は
「
首
相
（the prim

e m
inister

）」
の
座

を
降
り
る
の
で
あ
る
が
、
す
で
に
事
実
上
、
一
七
三
〇
年
代
末
期
に
は
政
権
の
弱
体
化
は
顕
著
と
な
っ
て
い
た
と
言
え
る
。
政
権
弱
体
化

の
直
接
の
原
因
は
、
ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
の
外
交
政
策
の
失
敗
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
（
1
）

、
内
政
で
は
「
内
国
消
費
税
の
危
機
」
以
来
の
政
策
の

深
刻
な
行
き
詰
ま
り
に
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
状
況
を
、
在
野
勢
力
は
、
一
七
三
三
│
三
四
年
の
政
争
以
来
の
ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
政
権
打
倒
の
好
機
と
捉
え
、
一
七
三
六
年
以

降
、
攻
勢
を
さ
ら
に
強
め
て
い
た
。
だ
が
、
政
局
の
打
開
は
、
依
然
と
し
て
困
難
で
あ
っ
た
。
ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
退
陣
を
可
能
と
す
る
議
会

論　

説

九
九



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
一
八
二
）

で
の
在
野
勢
力
の
結
集
、
そ
れ
を
支
え
る
国
民
的
な
支
援
の
形
成
は
、
い
ま
だ
実
現
し
て
は
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
先
の
一
七
三
三

以
来
の
「
内
国
消
費
税
の
危
機
」
の
政
争
に
敗
北
（
2
）

し
た
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
（H
enry S

t. John V
iscount B

olingbroke,　

1678-1751

）
は
、

そ
の
反
省
か
ら
ま
さ
に
在
野
勢
力
を
結
集
し
、「
恒
常
的
な
反
対
党
（
3
）

」
形
成
の
た
め
の
新
た
な
理
論
活
動
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
一
七
三
六
年
に
『
愛
国
主
義
の
精
神
に
つ
い
て
の
手
紙
』、
一
七
三
八
年
に
は
『
愛
国
者
国
王
の
理
念
』
が

著
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
表
題
が
示
す
よ
う
に
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
が
訴
え
た
の
は
、
愛
国
主
義
の
原
理
の
提
案
で
あ
り
、
愛
国
者

と
し
て
の
国
王
の
登
場
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
理
念
や
理
想
が
、
名
誉
革
命
以
来
の
議
会
政
治
の
現
実
の
中
で
、
い
か
に
実
現

さ
れ
う
る
か
が
、
彼
の
テ
ー
マ
と
な
っ
た
。

ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
を
可
能
と
す
る
の
が
、
国
民
的
党
派
で
あ
る
「
反
対
党
の
構
築
」
で
あ
り
、
愛
国
者
国
王
の
即

位
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
マ
キ
ャ
ヴ
ェ
リ
（N

iccolo di B
ernardo M

achiavelli,　

1469-1527

）
の
『
君
主
論
』（
一
五
三
二
年
刊
）
を
念

頭
に
書
か
れ
た
と
さ
れ
る
『
愛
国
者
国
王
の
理
念
』
の
国
王
と
、
名
誉
革
命
以
降
の
議
会
に
お
け
る
政
党
、
特
に
反
対
党
の
関
係
を
理
論

的
に
整
理
し
、
訴
え
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

本
稿
で
は
、
以
上
の
点
を
踏
ま
え
、
一
七
三
五
年
か
ら
一
七
三
九
年
ま
で
の
政
治
状
況
の
も
と
で
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
が
愛
国
主
義

に
立
っ
た
い
か
な
る
反
対
党
観
を
考
え
て
い
た
の
か
を
検
討
す
る
。

（
1
） C

f.B
.W
.H
ill,S
ir R
obert W

alpole,H
am
ish H

am
ilton L

td,1989,pp.174-94.

（
2
） C

f.H
.T
.D
ickinson,B

olingbroke,C
onstable,1970,p.184,I.K

ram
nic,B

olingbroke and  H
is C
ircle,H

arvard,1968.
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ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
の
反
対
党
観
「
愛
国
主
義
」
を
中
心
に
（
入
江
）

（
一
八
三
）

（
3
） H

.T
.D
ickinson,op.cit.,p.257.

二
、
反
対
党
観
の
特
徴

い
わ
ゆ
る
内
国
消
費
税
危
機
時
の
ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
政
権
に
対
す
る
在
野
陣
営
の
敗
北
は
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
の
反
対
党
観
に
一
つ
の

転
換
を
も
た
ら
し
た
。
一
七
三
三
か
ら
三
四
年
に
か
け
て
の
政
争
は
、
在
野
勢
力
に
と
っ
て
政
権
獲
得
の
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
っ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
さ
ら
に
そ
の
後
一
〇
年
以
上
に
わ
た
り
政
権
を
維
持
し
た
ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
政
権
を
退
陣
に
追
い
込
む
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
。
在
野
勢
力
の
利
害
の
不
一
致
に
よ
る
足
並
み
の
乱
れ
は
、
ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
の
老
獪
な
政
治
手
法
を
伴
っ
た
強
固
な
政
権
基
盤
を

揺
る
が
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
（
1
）

。
し
た
が
っ
て
、
総
選
挙
と
そ
の
後
の
議
会
を
通
し
て
の
政
権
奪
取
の
失
敗
を
経
験
し
た
ボ

リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
に
と
っ
て
の
緊
急
な
課
題
は
、
在
野
の
ウ
ィ
ッ
グ
党
の
人
々
と
ト
ー
リ
党
の
連
合
か
ら
な
る
反
対
党
の
路
線
の
敗
北
を

総
括
し
、
新
た
な
恒
常
的
な
反
対
党
を
構
築
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
は
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
は
以
下
の
よ
う
な
政
治
的
判

断
を
下
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

第
一
に
、
こ
れ
ま
で
の
地
主
利
害
を
国
民
的
利
害
と
同
一
視
す
る
考
え
を
多
少
と
も
改
め
て
、
よ
り
広
い
ス
タ
ン
ス
で
反
対
党
を
捉
え

る
こ
と
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
に
よ
れ
ば
「
土
地
所
有
者
が
政
治
体
と
い
う
船
の
真
の
所
有
者
で
あ
っ
て
、
貨
幣

所
有
者
は
そ
の
船
客
に
過
ぎ
な
い
（
2
）

」
と
述
べ
る
よ
う
に
、
彼
が
地
主
利
害
の
側
に
あ
る
こ
と
は
、
揺
る
が
な
い
。
だ
が
、
ボ
リ
ン
グ
ブ

ル
ッ
ク
に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た
地
主
利
害
が
国
の
大
き
な
部
分
を
占
め
て
い
る
に
し
て
も
、
や
は
り
、
地
主
利
害
は
国
民
の
部
分
的
利

害
な
の
で
あ
っ
て
、
国
民
す
べ
て
の
利
害
を
意
味
す
る
と
は
言
え
な
い
の
で
あ
る
。

一
〇
一
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（
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四
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第
二
に
、
こ
れ
ま
で
の
反
対
党
は
、
あ
ま
り
に
内
部
の
論
争
や
争
点
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
費
や
し
て
い
る
と
断
じ
る
。
在
野
陣
営
の

ウ
ィ
ッ
グ
や
ト
ー
リ
の
利
害
対
立
は
、
経
済
の
み
な
ら
ず
宗
教
等
の
面
で
当
然
に
見
ら
れ
た
。
本
来
の
反
対
党
は
、
統
一
し
て
政
府
与
党

に
対
し
て
向
き
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
「
正
直
な
人
は
、
い
か
な
る
フ
ァ
ク
シ
ョ
ン
に
な
る
こ
と
を
も
戒
め
、
名

誉
革
命
に
基
礎
を
置
く
原
理
に
従
っ
て
、
憲
政
を
擁
護
す
る
よ
う
決
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
の
で
あ
る
（
3
）

。
こ
う
し
た
点
を
前
提
と
し

て
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
の
反
対
党
観
は
さ
ら
に
徹
底
的
な
政
府
与
党
の
党
派
的
姿
勢
へ
の
批
判
の
理
論
と
し
て
打
ち
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
退
陣
を
目
前
に
し
て
書
か
れ
た
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
の
『
愛
国
者
国
王
の
理
念
』
に
お
い
て
、
彼
は
政
党

に
つ
い
て
い
か
な
る
見
解
を
示
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
時
点
で
も
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
は
、
依
然
と
し
て
い
わ
ゆ
る
「non 

party governm
ent

」
の
立
場
を
と
っ
て
い
る
（
4
）

。
も
ち
ろ
ん
、
当
時
の
政
党
に
対
す
る
一
般
的
な
見
方
と
同
様
に
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク

に
は
近
代
議
会
の
必
然
と
し
て
の
近
代
的
な
政
党
の
観
念
は
ま
だ
見
ら
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
政
党
や
フ
ァ
ク
シ
ョ
ン
は
、
君
主
制
、
貴

族
制
お
よ
び
民
主
制
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
る
と
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
は
考
え
る
の
で
あ
る
（
5
）

。
彼
に
と
っ
て
、

ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
内
閣
に
よ
る
腐
敗
政
治
、
議
会
支
配
の
状
況
は
、
ま
さ
に
こ
の
ケ
ー
ス
な
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
は
政
党
と
フ
ァ
ク
シ
ョ
ン
を
区
別
し
つ
つ
、
両
者
を
共
に
批
判
す
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、「
政
党
は
、
政

治
的
悪
で
あ
る
。
フ
ァ
ク
シ
ョ
ン
は
、
す
べ
て
の
政
党
の
中
で
最
悪
の
も
の
で
あ
る
（
6
）

。」
政
党
も
フ
ァ
ク
シ
ョ
ン
も
、
イ
ギ
リ
ス
憲
政
の

本
質
で
あ
る
混
合
生
体
の
君
主
制
、
貴
族
制
お
よ
び
民
主
制
の
バ
ラ
ン
ス
の
崩
壊
の
結
果
生
じ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
両
者
と
も
国
民
的

利
害
に
反
す
る
存
在
な
の
で
あ
る
。
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
の
『
愛
国
者
国
王
の
理
念
』
に
お
い
て
、
そ
の
こ
と
は
一
層
明
確
で
あ
る
。
そ

こ
で
は
、
私
的
で
部
分
的
利
害
は
、
全
て
フ
ァ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
国
民
的
自
由
を
破
壊
す
る
も
の
に
外
な
ら
な
い
と
明
確
に

主
張
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
政
党
に
つ
い
て
も
、
い
ま
や
呪
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
憲
政
に
と
っ
て
有
害
な
存
在
で
あ
る
と
ま
で
、
彼

一
〇
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五
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は
言
い
き
る
の
で
あ
る
（
7
）

。

前
述
し
た
よ
う
に
、
こ
の
主
張
は
ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
政
権
批
判
を
背
景
に
し
て
い
る
。
腐
敗
的
手
段
を
用
い
て
、
長
期
に
わ
た
り
議
会
の

多
数
派
を
維
持
す
る
ウ
ィ
ッ
グ
主
流
派
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
る
ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
政
権
は
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
に
と
っ
て
イ
ギ
リ
ス
憲
政

を
破
壊
す
る
一
党
派
の
内
閣
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
内
閣
は
国
民
の
全
体
の
利
害
に
反
し
、
決
し
て
容
認
さ
れ
え

な
い
。
こ
う
し
た
彼
の
政
党
観
は
、
後
世
に
政
党
政
治
を
否
定
す
る
見
解
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
、
批
判
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
の
党
派
政
治
を
攻
撃
す
る
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
の
政
党
観
の
中
に
は
、
政
府
与
党
と
野
党
の
機
能
的
関
係
を
確
立
す
る

こ
と
こ
そ
が
、
近
代
的
憲
政
の
姿
で
あ
る
と
の
考
え
は
、
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
見
ら
れ
な
い
。
つ
ま
り
、
憲
政
の
バ
ラ
ン
ス
に
と
っ
て
、

政
府
と
国
民
の
間
の
、
あ
る
い
は
そ
の
反
映
で
あ
る
政
府
与
党
と
野
党
間
の
恒
常
的
な
緊
張
関
係
の
存
在
が
不
可
欠
で
あ
る
と
の
考
え
は
、

ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
の
中
に
は
見
ら
れ
な
い
と
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
（
8
）

。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
近
代
的
な
政
党
シ
ス
テ
ム
が
前
提
と
す
る
与

野
党
間
の
政
権
交
代
は
、
当
然
に
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。
一
方
、
与
党
の
ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
陣
営
は
、
ウ
ィ
ッ
グ
党
と
ト
ー
リ

党
の
区
別
が
依
然
と
し
て
存
在
す
る
と
し
、
ウ
ィ
ッ
グ
主
流
派
の
ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
内
閣
の
正
当
性
を
主
張
し
て
い
る
（
9
）

。
だ
が
、
こ
の
主
張

も
、
後
に
表
明
さ
れ
た
Ｅ
．
バ
ー
ク
の
政
党
観
と
同
様
に
、
決
し
て
近
代
の
政
党
政
治
へ
の
発
展
を
論
じ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
点
を
注

意
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
が
近
代
的
な
政
党
観
を
と
り
え
な
い
の
は
、
当
然
に
彼
の
時
代
の
歴
史
的
制
約
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
「
ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
一
党
政
治
」
へ
の
嫌
悪
、
当
時
の
政
治
の
現
実
へ
の
失
望
や
絶
望
感
な
ど
も
も
ち
ろ
ん
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、

こ
の
よ
う
な
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
の
政
党
観
の
問
題
は
、
彼
の
社
会
と
人
間
に
対
す
る
見
方
の
帰
結
で
あ
る
と
の
指
摘
に
も
留
意
し
て
お

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
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ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
に
よ
れ
ば
、
強
調
す
べ
き
も
の
は
、
宇
宙
に
お
け
る
合
理
的
道
徳
的
秩
序
で
あ
り
、
社
会
に
お
い
て
は
調
和
と
安

定
を
生
み
だ
す
自
然
法
で
あ
る
。
人
は
本
来
慈
愛
心
を
持
ち
、
社
交
性
が
あ
り
、
そ
し
て
偉
大
な
善
を
目
指
す
市
民
政
府
を
望
む
も
の
な

の
で
あ
る
（
10
）

。
し
た
が
っ
て
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
に
よ
れ
ば
、
こ
う
し
た
人
間
観
に
立
て
ば
、
本
来
人
々
の
間
に
は
政
治
的
対
立
は
最
終

的
に
消
滅
す
る
こ
と
に
な
り
、
政
党
は
存
続
す
る
根
拠
を
失
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

だ
が
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
の
時
代
に
お
い
て
は
「
正
直
な
人
々
」
で
は
な
く
、
私
的
利
益
を
追
求
す
る
「
党
派
（faction

）
的
人
間
」

が
政
権
の
中
枢
に
存
在
す
る
と
、
彼
は
考
え
る
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
の
政
党
観
は
こ
れ
を
取
り
除
く
た
め
に
生
ま

れ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
だ
か
ら
、
政
党
に
対
す
る
批
判
は
一
層
厳
し
く
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
に
と
っ
て
、

ウ
ィ
ッ
グ
党
と
ト
ー
リ
党
は
部
分
的
利
益
を
代
表
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
両
陣
営
の
対
立
は
フ
ァ
ク
シ
ョ
ン
の
争
い
を
助
長
す
る
に
過
ぎ

な
い
の
で
あ
る
。

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
は
、
当
時
ト
ー
リ
陣
営
の
論
者
等
に
お
い
て
盛
ん
に
主
張
さ
れ
て
い
た
「
政
党
と
フ
ァ

ク
シ
ョ
ン
と
の
区
別
（
11
）

」
を
主
張
し
つ
つ
、『
愛
国
者
国
王
の
理
念 

』
に
お
い
て
、
政
党
の
存
在
を
イ
ギ
リ
ス
憲
政
に
と
っ
て
有
害
な
も
の

と
し
て
改
め
て
厳
し
く
批
判
し
て
い
る
。「
…
政
党
は
、
絶
対
主
義
の
フ
ァ
ク
シ
ョ
ン
に
堕
落
す
る
以
前
で
さ
え
、
共
同
体
の
も
の
で
は

な
い
の
で
あ
っ
て
、
党
外
の
者
に
は
容
認
さ
れ
え
な
い
特
定
の
目
的
と
利
害
の
た
め
に
、
結
合
し
た
無
数
の
人
々
で
あ
る
。
私
的
な
あ
る

い
は
個
人
的
な
利
害
が
き
わ
め
て
素
早
く
か
つ
頻
繁
に
持
ち
込
ま
れ
、
党
派
内
で
支
配
的
に
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
（
12
）

。」
し
か
し
な
が
ら
、

こ
う
し
た
政
党
観
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
は
現
実
の
議
会
政
治
の
中
で
、
ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
退
陣
の
た
め
の
「
有
効
な
反

対
党
」
の
形
成
の
必
要
に
迫
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
は
、
最
終
的
に
は
社
会
に
お
い
て
は
ひ
と
つ
の
利
益
、
公
的
利
益
し
か
な
い
と
考
え
る
。
こ
の
利
益
を
実
現
す
る

一
〇
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た
め
に
は
、
反
対
党
す
な
わ
ち
愛
国
主
義
的
カ
ン
ト
リ
パ
ー
テ
ィ
ー
の
形
成
が
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
（
13
）

。
し
た
が
っ
て
、
ボ
リ
ン
グ
ブ

ル
ッ
ク
に
お
い
て
は
、
時
の
統
治
が
腐
敗
的
、
専
制
的
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
れ
ば
、
反
対
党
の
存
在
は
正
当
化
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
け
れ

ど
も
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
に
よ
れ
ば
、
一
七
三
三
年
か
ら
三
四
年
の
政
争
で
勝
利
で
き
な
か
っ
た
ケ
ー
ス
の
よ
う
に
、
あ
ま
り
に
腐
敗

が
進
行
し
て
い
く
と
、
反
対
党
の
有
効
性
も
一
般
に
充
分
に
期
待
で
き
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
彼
に
よ
れ
ば
腐
敗
が
余
り

に
深
刻
化
す
れ
ば
、
地
主
勢
力
の
力
あ
る
い
は
小
数
の
優
れ
た
精
神
だ
け
で
は
、
こ
う
し
た
憲
政
の
腐
敗
の
進
行
を
食
い
止
め
克
服
す
る

こ
と
は
で
き
な
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
こ
の
点
を
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
は
い
か
に
考
え
て
い
る
の
か
。
そ
れ
が
、
次
の
問
題

で
あ
る
。

（
1
） H

.T
.D
ickinson,op.cit.,p.254.

（
2
） B

olingbroke,S
om
e R
efl ections on the P

resent S
tate of N

ation,principally w
ith regard to her T

axes and her D
ebts,and on 

the C
auses and C

onsequences of them
,1749,W

orks,vol.II,p.458.

（
3
） H

.T
.D
ickinson,op.cit.,p.254.

（
4
） C

f.H
.N
.F
ieldhouse,B

olingbroke and the Idea of N
one P

arty G
overnm

ent,H
istory,xx

ⅲ
,1938-1939,pp.41-42. 

J.M
.R
obertson,B

olingbroke and W
alpole,L

ondon,1919,C
hapter v, G

.W
.C
ooke,H

istory of P
arty,L

ondon,1836,p.36. 

（
5
） C

f.S
.W
.Jackm

an,M
an of M

ercury,p.130.

（
6
） B
olingbroke,T

he Idea of a P
atriot K

ing,W
orks,vol.II,p.401.

（
7
） Ibid.,p.401.

（
8
） H

.T
.D
ickinson,op.cit.,p.262.

（
9
） L

ondon Journal,N
o.592

（5 D
ecem

ber 1730

）
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（
10
） C

f.B
olingbroke,F

ragm
ents or M

inutes of E
ssays,W

orks,vol.IV
,p.196. C

f.H
.T
.D
ickinson,op.cit.,p.262. 

C
f.B
olingbroke,F

ragm
ents or M

inutes of E
ssays,W

orks,vol.IV
,p.196.
（
11
） 
当
時
「party

」
と
「faction

」
に
関
し
て
、
与
野
党
間
で
論
争
が
展
開
さ
れ
た
。C

f.T
he C

ountry Journal

：or T
he C

raftsm
an　

N
o.674

（9 June,1739

）

（
12
） B

olingbroke,T
he Idea of a P

atriot K
ing,V

ol.II,p.401-2.

こ
れ
に
反
し
て
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
の
言
う
愛
国
者
国
王
に
よ
っ
て
統
治
さ
れ
る
自
由
人
の
真
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
首
長
と
す
べ
て
の
成
員
が
共

通
の
利
害
に
よ
っ
て
統
一
さ
れ
、
共
通
の
精
神
に
よ
っ
て
鼓
舞
さ
れ
る
家
父
長
制
社
会
で
あ
っ
た
と
の
指
摘
が
あ
る
。（H

.T
.D
ickinson,op.

cit.,p.262.

）

（
13
） 

ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
最
良
の
憲
政
は
、
滅
亡
の
種
を
宿
し
て
い
る
。
…
従
っ
て
、
良
き
統
治
が
続
い
て
い
く

た
め
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
そ
れ
が
打
ち
立
て
ら
れ
た
最
初
の
良
き
原
理
に
、
常
に
そ
れ
を
引
き
戻
す
こ
と
で
あ
る
。」

B
olingbroke,T

he Idea of a P
atriot K

ing,V
ol.II,p.397. C

f.H
.T
.D
ickinson,op.cit.,p.260.

三
、
愛
国
者
国
王
と
反
対
党

ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
は
、
マ
キ
ャ
ヴ
ェ
リ
の
よ
う
に
、
政
治
的
衰
退
を
不
可
避
的
な
も
の
と
考
え
て
い
る
と
さ
れ
る
（
1
）

。
だ
が
、
ボ
リ
ン

グ
ブ
ル
ッ
ク
は
、
決
し
て
悲
観
論
者
で
は
な
い
。
彼
は
、
ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
体
制
の
も
と
で
侵
害
さ
れ
て
い
る
憲
政
を
、
名
誉
革
命
の
原
理

に
基
づ
く
体
制
に
回
復
さ
せ
う
る
と
し
、
決
し
て
憲
政
の
回
復
を
あ
き
ら
め
な
い
の
で
あ
る
。

ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
は
、
イ
ギ
リ
ス
憲
政
の
腐
敗
の
原
因
に
、
名
誉
革
命
以
来
政
治
的
、
経
済
的
、
社
会
的
に
影
響
力
を
増
し
た
貨
幣

利
害
の
台
頭
に
あ
る
と
考
え
る
。
だ
が
、
彼
が
問
題
視
す
る
の
は
、
国
民
の
多
く
の
人
々
が
あ
ま
り
に
も
腐
敗
さ
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
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彼
ら
が
理
性
に
立
っ
た
カ
ン
ト
リ
・
パ
ー
テ
ィ
を
認
識
し
支
持
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
そ
こ
で
代
わ
り
に
、
ボ
リ
ン

グ
ブ
ル
ッ
ク
が
、
解
決
策
と
し
て
挙
げ
る
の
が
、
愛
国
主
義
原
理
に
立
つ
君
主
の
登
場
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
彼
は
、
愛
国
者
国
王
の
統

治
に
立
ち
返
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
来
の
憲
政
の
回
復
を
、
国
民
に
対
し
て
訴
え
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
は
、
愛
国
者
国
王
の
登
場
に
よ
っ
て
反
対
党
が
不
必
要
と
な
る
場
合
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。
そ
の
点
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
愛
国
主
義
に
立
つ
君
主
が
「
悪
し
き
大
臣
」
を
廃
除
し
、
代

わ
り
に
正
直
な
愛
国
者
を
登
用
し
た
と
き
で
あ
る
。
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
に
よ
れ
ば
、
そ
の
時
す
べ
て
の
悪
業
が
改
め
ら
れ
、
異
な
っ
た

原
理
が
改
め
ら
れ
そ
し
て
国
民
が
有
徳
と
愛
国
的
調
和
の
も
と
に
統
一
さ
れ
う
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
（
2
）

。
一
般
的
利
益
は
、
正
直
な
人

に
よ
っ
て
合
理
的
に
感
知
さ
れ
、
私
的
利
益
を
凌
駕
す
る
。
良
き
一
般
的
利
益
を
促
進
す
る
の
は
、
部
分
的
利
害
に
た
つ
党
派
で
は
な
く

て
、
愛
国
主
義
に
た
つ
国
王
の
義
務
な
の
で
あ
る
（
3
）

。
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
に
よ
れ
ば
、
愛
国
者
国
王
の
即
位
に
よ
っ
て
、
国
民
は
有
徳
の

下
に
統
一
さ
れ
、
一
般
的
利
益
が
実
現
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
反
対
党
は
不
要
に
な
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
社

会
の
互
い
に
対
立
す
る
部
分
的
利
害
を
反
映
す
る
諸
党
派
間
の
、
す
な
わ
ち
与
野
党
間
の
政
治
的
競
争
関
係
が
公
益
を
実
現
す
る
と
い
う

近
代
的
な
政
党
政
治
の
考
え
方
を
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
に
期
待
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
き
な
い
。
近
代
的
政
党
制
を
想
定
し
え
な
い

ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
は
、「
調
和
の
と
れ
た
利
害

に
基
づ
く
理
想
国
家
と
伝
統
的
社
会
と
い
う
中
世
的
観
念
に
憧
れ
た
」
の
で
あ
っ
て
、「
愛
国
者
国
王
の
理
念
は
神
秘
的
過
去
に
時
間
を

戻
す
こ
と
以
外
に
同
時
代
の
問
題
を
彼
自
身
の
満
足
で
き
る
よ
う
に
解
決
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
、
ひ
と
つ
の
告
白
で
あ
っ
た
」

と
の
指
摘
で
あ
る
（
4
）

。
だ
が
、
重
要
な
点
は
、
実
際
に
憲
政
の
回
復
の
た
め
に
は
、
彼
は
、
名
誉
革
命
以
来
の
議
会
政
治
の
現
実
に
向
き
合

わ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
が
名
誉
革
命
以
来
の
統
治
の
現
実
を
観
察
し
考
察
し
、
そ
れ
を
動
か
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そ
う
と
す
る
と
き
、
彼
は
、
あ
く
ま
で
も
現
実
的
立
場
か
ら
遠
ざ
か
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
が
主
張
す
る
「
愛
国
者
国
王
の
理
念
」
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
彼
の
時
代
の
現
実
に
対
応
し
う

る
理
論
が
必
要
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、『
愛
国
者
国
王
の
理
念
』
も
決
し
て
現
実
政
治
か
ら
か
け
離
れ
た
、
空
想
的
な
も
の
で
は
な

か
っ
た
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
に
お
い
て
、
愛
国
的
な
国
王
は
い
か
に
し
て
出
現
し
即

位
す
る
の
か
。

愛
国
者
国
王
が
出
現
し
即
位
す
る
た
め
に
は
、
名
誉
革
命
で
も
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
諸
政
党
の
連
合
（
幅
広
い
国
民
）
の
支
え
が
や
は

り
必
要
で
あ
っ
た
。
し
か
も
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
は
、「
愛
国
者
国
王
の
権
利
が
ト
ラ
ス
ト
で
あ
り
、
人
民
の
権
利
が
固
有
の
も
の
（
5
）

」
で

あ
っ
て
、
愛
国
者
国
王
の
権
力
は
「
人
民
の
信
託
」
の
も
と
に
あ
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
か
ら
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
は
、

彼
の
い
わ
ゆ
る
「
無
党
派
」
観
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
実
の
問
題
と
し
て
、
ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
退
陣
を
実
現
し
、
愛
国
者
国
王
の
「
理
念
」

を
実
現
し
う
る
有
効
な
組
織
で
あ
る
反
対
党
の
形
成
が
不
可
欠
だ
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
愛
国
者
国
王
の
理
念
と
「
反
対

党
」
の
理
念
と
を
結
合
さ
せ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

さ
て
愛
国
主
義
に
立
っ
て
国
民
の
自
由
を
再
建
す
る
国
王
は
、
反
対
党
に
対
し
て
い
か
な
る
政
治
的
態
度
を
と
る
の
か
。
ボ
リ
ン
グ
ブ

ル
ッ
ク
に
よ
れ
ば
、
愛
国
者
国
王
は
真
に
有
徳
で
あ
っ
て
、
即
位
の
瞬
間
か
ら
腐
敗
の
防
止
に
努
め
る
。
腐
敗
的
な
大
臣
は
追
放
さ
れ
、

ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
政
権
下
で
野
党
に
あ
っ
た
ウ
イ
リ
ア
ム
・
パ
ル
ト
ニ
ー
（W

illiam
 P
ulteney,E

arl of B
ath,1684-1764

）
を
含
む
賢
明
な
大

臣
が
就
任
し
、
国
王
の
愛
国
主
義
の
原
理
を
実
施
す
る
（
6
）

。
こ
う
し
た
大
臣
の
指
導
に
よ
っ
て
、
愛
国
者
国
王
が
、
党
派
を
支
持
せ
ず
、

「
人
民
の
共
通
の
父
の
よ
う
に
統
治
す
る
こ
と
は
、
愛
国
者
国
王
の
性
格
に
と
っ
て
き
わ
め
て
本
質
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
う
で
な
け

れ
ば
国
王
は
タ
イ
ト
ル
を
失
う
（
7
）

」
の
で
あ
る
。
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ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
に
よ
れ
ば
、
愛
国
者
国
王
の
目
的
は
与
党
に
代
わ
る
在
野
陣
営
の
単
な
る
人
事
的
交
替
と
い
う
よ
う
な
内
閣
改
造

で
は
な
い
。
単
な
る
政
権
交
代
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。「
古
来
の
憲
政
」
す
な
わ
ち
名
誉
革
命
の
原
則
を
再
建
し
、
こ
の
原

則
に
基
づ
い
て
国
民
的
統
一
を
実
現
す
る
こ
と
が
内
閣
の
目
的
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
際
、
ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
体
制
を
支
え
る

党
派
的
統
治
を
防
ぐ
摂
理
あ
る
政
策
を
支
持
し
、
そ
れ
を
実
現
す
る
国
民
派
（C

ountry party

）
で
あ
る
反
対
党
が
や
は
り
必
要
な
の
で

あ
る
。

そ
れ
で
は
、
現
実
の
政
党
状
況
か
ら
反
対
党
は
い
か
に
結
成
さ
れ
る
の
か
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
の
ウ
ォ
ル
ポ
ー

ル
時
代
の
政
党
分
析
は
、
ウ
ィ
ッ
グ
の
政
党
観
と
真
っ
向
か
ら
対
立
し
て
い
た
。
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
に
よ
れ
ば
、
彼
の
時
代
の
ウ
ィ
ッ

グ
党
と
ト
ー
リ
党
の
対
立
は
実
体
の
な
い
無
意
味
な
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。「
対
立
を
生
み
出
す
原
理
上
の
相
違
が
も
は
や
存
在
し

な
い
と
き
、
名
誉
革
命
以
前
に
存
在
し
て
い
た
ウ
ィ
ッ
グ
党
と
ト
ー
リ
党
と
の
名
称
上
の
区
別
を
維
持
す
る
ほ
ど
不
条
理
な
事
は
な
い
（
8
）

」

と
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
は
主
張
す
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
十
七
世
紀
末
に
王
位
継
承
を
巡
っ
て
激
し
く
対
立
し
た
両
党
は
、
名
誉
革
命
に

よ
っ
て
継
承
問
題
に
決
着
を
つ
け
「
か
つ
て
ウ
ィ
ッ
グ
党
と
ト
ー
リ
党
の
間
に
存
在
し
て
い
た
本
質
的
相
違
は
破
壊
さ
れ
た
（
9
）

」
の
で
あ

る
。
も
は
や
、
ウ
ィ
ッ
グ
・
ト
ー
リ
両
党
は
本
来
の
対
立
し
た
形
で
存
続
し
て
い
な
い
の
で
あ
っ
て
、
両
党
間
の
相
違
は
実
体
を
失
っ
て

い
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
が
原
理
的
対
立
と
し
て
考
え
る
の
は
い
か
な
る
陣
営
か
。
そ
れ
は
、
ジ
ャ
コ
バ
イ
ト
と
共
和
主
義
者
で

あ
り
、
そ
れ
に
名
誉
革
命
に
よ
っ
て
樹
立
さ
れ
た
憲
政
を
侵
害
し
て
い
る
ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
政
権
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
共
和
主

義
者
が
ほ
と
ん
ど
存
在
し
て
い
な
い
以
上
、
憲
政
に
お
い
て
危
険
視
さ
れ
て
い
る
の
は
ジ
ャ
コ
バ
イ
ト
で
あ
り
、
ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
政
権
と

宮
廷
派
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
中
で
も
、
現
実
的
に
憲
政
に
対
し
て
重
大
な
脅
威
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
か
つ
て
の
ジ
ャ
コ
バ

一
〇
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イ
ト
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
い
ま
や
王
に
寵
愛
さ
れ
て
き
た
ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
内
閣
と
腐
敗
し
た
宮
廷
派
で
あ
る
と
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク

は
考
え
る
の
で
あ
る
（
10
）

。

こ
う
し
た
政
党
状
況
に
お
い
て
、
名
称
だ
け
の
実
体
の
な
い
ウ
ィ
ッ
グ
党
と
ト
ー
リ
党
の
対
立
は
、
国
民
的
統
一
を
妨
げ
、
国
民
の
間

に
憎
し
み
と
分
裂
を
も
た
ら
す
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
対
立
は
、
フ
ァ
ク
シ
ョ
ン
の
台
頭
を
許
す
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
ボ
リ
ン
グ
ブ

ル
ッ
ク
に
よ
れ
ば
、
実
際
に
原
理
の
対
立
を
反
映
し
て
い
な
い
政
党
対
立
は
、
現
実
の
憲
政
上
の
真
の
争
点
を
、
人
々
の
目
か
ら
そ
ら
す

役
割
を
果
た
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
う
し
た
争
点
を
明
確
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
在
野
ウ
ィ
ッ
グ
を
含
む
反

ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
陣
営
を
結
集
す
る
反
対
党
の
形
成
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
は
、
ウ
ィ
ッ
グ
党
と

ト
ー
リ
党
の
本
質
を
真
に
理
解
す
る
こ
と
こ
そ
が
重
要
だ
と
呼
び
か
け
る
。「
政
党
の
内
実
を
見
る
こ
と
が
で
き
ず
、
秘
密
の
動
機
を
検

討
す
る
機
会
を
も
た
な
い
人
は
、
こ
う
し
た
政
党
の
行
動
を
決
定
す
る
あ
る
種
の
原
理
の
共
有
が
見
ら
れ
る
と
信
じ
て
い
る
。
彼
が
、
常

に
双
方
の
ど
ち
ら
か
の
原
理
を
主
張
す
る
に
し
て
も
（
11
）

。」

こ
の
よ
う
に
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
は
、
か
つ
て
の
よ
う
に
ウ
ィ
ッ
グ
と
ト
ー
リ
の
両
党
が
、
そ
れ
ぞ
れ
原
理
的
統
一
性
を
持
っ
た
ま

と
ま
り
の
あ
る
集
団
と
は
見
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
彼
は
、
ウ
ィ
ッ
グ
主
流
派
の
ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
政
権
が
本
来
の
ウ
ィ
ッ
グ
原
理
に
反
す

る
統
治
を
依
然
と
し
て
行
っ
て
い
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
が
、
す
で
に
一
七
三
三
│
三
四
年
の
『
政
党
論
』
で
指

摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
の
ウ
ィ
ッ
グ
主
流
派
は
、
一
貫
し
て 

ウ
ィ
ッ
グ
党
の
原
理
で
あ
る
自
由
や
抵
抗
等
の
原
理
を
完

全
に
放
棄
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
12
）

。
そ
れ
ゆ
え
、
次
の
よ
う
な
呼
び
か
け
が
、
再
び
必
要
と
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。「
人
々
の
利
益
と
権

利
の
た
め
に
は
じ
ま
っ
た
ウ
ィ
ッ
グ
の
原
理
は
、
わ
れ
わ
れ
を
簡
単
に
裏
切
っ
て
き
た
。
こ
れ
は
、
両
方
の
誤
り
と
い
か
な
る
内
閣
に
も

反
対
す
る
国
民
派
が
、
統
一
す
る
必
要
を
明
確
に
示
し
て
い
る
（
13
）

。」
ま
さ
に
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
に
よ
れ
ば
「
危
機
の
時
代
の
コ
モ
ン

一
一
〇
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ウ
ェ
ル
ス
の
安
全
は
、
政
党
の
連
合
に
か
か
っ
て
い
た
（
14
）

」
と
の
歴
史
的
教
訓
が
、
引
き
続
き
一
七
三
四
年
以
降
の
政
治
状
況
に
お
い
て
も

活
か
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

（
1
） H

.T
.D
ickinson,op.cit.,p.263.

（
2
） Ibid.,p.263.　

ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
は
、
か
つ
て
の
エ
リ
ザ
ベ
ス
治
世
の
理
想
的
な
調
和
の
と
れ
た
統
治
に
憧
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。

（
3
） B

olingbroke,T
he Idea of a P

atriot K
ing,W

orks,V
ol.II,p.401.

（
4
） H

.T
.D
ickinson,op.cit.,p.263.

（
5
） B

olingbroke,T
he Idea of a P

atriot K
ing,W

orks,V
ol.II,pp.391-2.

（
6
） H

.T
.D
ickinson,op.cit.,p.264.

（
7
） B

olingbroke,T
he Idea of a P

atriot K
ing,W

orks,V
ol.II,p.401.

（
8
） B

olingbroke,A
 D
issertation upon P

arties 1733-34,W
orks,V

ol.II,p.168.

（
9
） Ibid.,p.75.

（
10
） Ibid.,p.168.

（
11
） B

olingbroke,T
he Idea of a P

atriot K
ing,W

orks,V
ol.II,p.410.

（
12
） B

olingbroke,A
 D
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orks,V

ol.II,pp.24-5.

（
13
） T

he C
ountry Journal:or the C

raftsm
an,no.621

（19 M
ay,1735

）.

（
14
） B
olingbroke,A
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orks,V
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四
、
愛
国
主
義
的
反
対
党
の
政
策

愛
国
主
義
的
反
対
党
は
い
か
な
る
政
策
を
掲
げ
て
戦
う
の
か
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
は
い
か
に
考
え
て
い
た
の

か
。
換
言
す
れ
ば
、
彼
に
と
っ
て
、
愛
国
主
義
的
国
王
の
具
体
的
政
策
は
、
い
か
な
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。
ボ
リ
ン
グ
ブ

ル
ッ
ク
の
言
う
反
対
党
の
政
策
の
基
本
的
な
目
標
に
つ
い
て
簡
単
に
言
え
ば
、
次
の
二
点
に
な
る
。

第
一
は
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
に
よ
れ
ば
、
そ
の
政
策
目
標
は
国
民
の
精
神
的
幸
福
の
実
現
と
商
業
、
貿
易
そ
し
て
農
業
の
発
展
に
あ

る
（
1
）

。
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
に
と
っ
て
、
農
業
の
み
な
ら
ず
商
業
と
貿
易
の
奨
励
は
、
当
然
に
在
野
ウ
ィ
ッ
グ
と
の
連
合
が
念
頭
に
あ
る
の

で
あ
っ
て
、
反
対
党
の
重
要
な
任
務
と
な
る
の
で
あ
る
。
一
方
で
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
は
、
ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
政
権
下
で
の
「
経
済
的
繁

栄
」
に
関
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
の
現
に
社
会
に
蔓
延
し
て
い
る
奢
侈
は
「
道
徳
的
義
務
の
な
い
奢
侈
（
2
）

」
で
あ
る
と
す
る
。
こ
の
よ
う
な

奢
侈
が
、
国
民
の
道
徳
に
と
っ
て
危
険
で
あ
る
（
3
）

こ
と
を
、
彼
は
協
調
す
る
の
で
あ
る
。
反
対
党
は
、
国
民
の
間
に
広
が
る
奢
侈
の
蔓
延
を

戒
め
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
に
よ
れ
ば
、
奢
侈
の
蔓
延
は
増
税
と
同
様
に
、
伝
統
的
な
農
業
や
社
会
を
圧
迫
す
る
。

そ
の
た
め
に
、
愛
国
者
国
王
の
も
と
で
の
政
府
の
政
策
は
、「
減
税
と
公
債
の
返
済
」
が
義
務
付
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
当
然
に
、
ウ
ォ

ル
ポ
ー
ル
政
権
下
の
公
債
政
策
は
否
定
さ
れ
る
。
愛
国
者
国
王
は
「
す
べ
て
の
政
治
的
そ
の
他
の
浪
費
に
よ
る
国
債
を
継
続
す
る
つ
も
り

は
な
い
。
さ
ら
に
、
人
民
を
圧
迫
し
貧
困
化
す
る
目
的
の
国
債
を
継
続
す
る
こ
と
は
し
な
い
の
で
あ
る
（
4
）

。「
国
債
は
、
一
部
の
人
を
き
わ

め
て
容
易
に
腐
敗
さ
せ
、
彼
の
感
情
と
専
制
的
意
思
の
命
令
で
全
体
を
支
配
し
う
る
（
5
）

」
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク

は
ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
の
財
政
政
策
を
厳
し
く
批
判
し
、
反
対
党
も
こ
う
し
た
路
線
に
沿
っ
て
活
動
す
る
の
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
に
は
ロ
ッ
ク
の
労
働
価
値
説
や
政
権
の
保
護
主
義
的
な
重
商
主
義
政
策
等
に
対
す
る
言
及
や
批
判
な

一
一
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ど
は
な
い
。
伝
統
的
な
地
主
利
害
に
立
つ
彼
の
関
心
は
、
も
っ
ぱ
ら
貨
幣
利
害
の
統
治
へ
の
影
響
力
の
増
大
に
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
産
業

革
命
の
前
史
と
も
言
え
る
こ
の
時
期
の
経
済
的
社
会
的
性
格
へ
眼
を
向
け
、
言
及
す
る
こ
と
は
な
く
、
ま
た
そ
れ
を
彼
に
期
待
す
る
こ
と

も
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

第
二
に
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
は
、
国
民
と
り
わ
け
増
税
負
担
が
直
撃
す
る
地
主
利
害
の
側
に
立
っ
て
、
増
税
の
大
き
な
要
因
と
な
る

大
陸
戦
争
の
回
避
を
原
則
と
し
て
主
張
す
る
（
6
）

。
そ
の
上
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
は
、
平
和
時
の
大
規
模
な
常
備
軍
が
、
海
軍
に
比
べ
て
国

民
的
自
由
に
と
っ
て
大
き
な
脅
威
と
な
り
う
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
点
か
ら
、
反
対
党
が
支
え
る
愛
国
者
国
王
の
外
交
政
策
の
基

本
は
、「
勢
力
均
衡
」
の
原
則
に
立
つ
べ
き
で
あ
っ
て
、
特
定
の
国
家
の
た
め
の
大
陸
へ
の
干
渉
戦
争
は
控
え
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
（
7
）

。

そ
こ
で
、
上
記
の
よ
う
な
反
対
党
の
「
愛
国
主
義
的
政
策
」
の
実
行
の
た
め
に
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
が
求
め
る
の
は
何
か
。
そ
れ
は
、

国
王
に
よ
る
徹
底
し
た
内
閣
改
造
で
あ
っ
た
。
ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
長
期
政
権
の
状
況
の
も
と
で
、
反
対
党
に
と
っ
て
政
局
の
打
開
は
け
っ
し

て
容
易
で
は
な
い
。
議
会
の
み
な
ら
ず
国
民
が
「
あ
ま
り
に
も
腐
敗
さ
せ
ら
れ
て
い
る
」
の
で
、
こ
れ
を
な
し
う
る
に
は
根
本
的
な
改
革

が
必
要
で
あ
る
と
ボ
リ
ン
ブ
ル
ッ
ク
は
考
え
る
。
単
な
る
ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
批
判
あ
る
い
は
政
権
交
代
で
は
改
革
は
不
可
能
な
の
で
あ
る
。

だ
が
、
国
民
と
り
わ
け
ト
ー
リ
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
に
と
っ
て
、
愛
国
者
国
王
は
「
自
然
界
な
い
し
精
神
界
に
お
け
る
滅
多
に
起
こ
ら
な
い

現
象
（
8
）

」
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
一
七
四
二
年
の
ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
退
陣
の
際
に
、
愛
国
主
義
原
理
に
立
っ
た
君
主
を
擁
立
す
る
「
愛
国
主

義
的
反
対
党
」
が
組
織
さ
れ
る
こ
と
は
つ
い
に
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
と
は
言
え
、
前
述
し
た
政
策
の
基
本
原
則
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、

現
実
の
政
治
か
ら
全
く
離
れ
て
『
愛
国
者
国
王
の
理
念
』
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
確
か
に
「『
愛
国
者
国
王
の
理
念
』
は
、

同
時
代
の
政
治
問
題
を
的
確
に
把
握
し
、
そ
れ
へ
の
解
答
を
与
え
よ
う
と
す
る
試
み
で
書
か
れ
た
点
で
、『
政
党
論
』
や
『
ウ
ィ
ン
ダ
ム

へ
の
手
紙
（
9
）

』
ほ
ど
高
い
レ
ベ
ル
に
な
い
」
と
言
え
る
。
け
れ
ど
も
、『
愛
国
者
国
王
の
理
念
』
は
当
然
に
現
実
の
政
治
に
対
し
て
十
分
に

一
一
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意
識
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ゆ
え
に
「
政
治
に
つ
い
て
の
最
も
哲
学
的
著
作
で
あ
り
、
そ
し
て
最
も
そ
の
ス
タ
イ
ル
に
お
い
て
、

野
心
的
で
あ
る
」
と
言
え
る
の
で
あ
る
（
10
）

。

そ
れ
で
は
、
こ
の
時
期
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
の
愛
国
主
義
的
諸
説
が
、
実
際
に
政
治
的
影
響
を
与
え
て
い
た
の
は
い
か
な
る
陣
営
で

あ
っ
た
の
か
。
周
知
の
よ
う
に
、
そ
れ
は
、
具
体
的
に
は
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
王
子
（F

rederick L
ouis,1707-1751

）
に
結
集
し
て
い
る
反
対

派
の
リ
ー
ダ
ー
達
に
対
し
て
で
あ
っ
た
。
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
反
対
派
は
、
ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
内
閣
に
対
す
る
有
効
な
政
治
的
理
論
や
政
策
を
持

ち
え
な
か
っ
た
と
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
非
現
実
的
な
側
面
を
持
ち
つ
つ
も
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
の
愛
国
主
義
的
諸
説
は
と
り
あ
え

ず
反
対
党
の
結
集
に
必
要
な
理
論
的
基
盤
を
提
供
し
て
い
た
と
言
っ
て
よ
い
。
中
で
も
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク

の
政
党
観
が
こ
こ
で
も
注
目
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
と
い
う
の
は
、
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
反
対
派
の
リ
ー
ダ
ー
が
、
政
権
に
到
達
す
る
た
め
に

は
多
数
派
の
形
成
は
依
然
と
し
て
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
ウ
ィ
ッ
グ
党
と
ト
ー
リ
党
の
垣
根
を
超
え
る
超
党
派
的
で
「
広
範
な
基
盤
」
に
立

つ
内
閣
を
目
指
す
こ
と
こ
そ
が
、
至
上
命
題
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
（
11
）

。

（
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五
、
ジ
ャ
コ
バ
イ
ト
（Jacobite

）・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
批
判

以
上
見
て
き
た
よ
う
な
在
野
陣
営
側
の
戦
略
に
対
し
て
、
ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
陣
営
が
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
と
在
野
勢
力
の
分
断
を
図
る

戦
略
を
引
き
続
き
採
用
し
た
の
も
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
一
七
一
四
年
の
ジ
ャ
コ
バ
イ
ト
反
乱
を
利
用
し
て
、
ト
ー
リ
党
と
ジ
ャ
コ
バ

イ
ト
を
結
び
つ
け
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
攻
撃
が
蒸
し
返
さ
れ
、
一
層
強
め
ら
れ
た
。
一
七
一
四
年
の
ジ
ャ
コ
バ
イ
ト
反
乱
は
、
四
半
世
紀
を

経
て
も
な
お
イ
ギ
リ
ス
の
人
々
の
心
情
に
深
く
浸
透
し
て
い
た
の
で
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
を
在
野
陣
営
か
ら
切
り
離
す
の
に
き
わ
め
て

有
効
で
あ
っ
た
。
そ
れ
だ
け
、
こ
の
ジ
ャ
コ
バ
イ
ト
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
を
悩
ま
せ
た
の
で
あ
る
。
実
際
に
彼
自

身
や
ト
ー
リ
党
に
打
撃
を
与
え
る
う
え
で
、
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
か
な
り
の
政
治
的
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
た
と
言
え
る
。
し
た
が
っ

て
、
こ
う
し
た
ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
政
権
の
ジ
ャ
コ
バ
イ
ト
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
対
す
る
反
論
が
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
に
と
っ
て
改
め
て
必

要
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

一
七
三
九
年
に
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
『
ジ
ョ
ー
ジ
一
世
即
位
時
の
政
党
状
態
』
と
い
う
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
ま
さ

に
こ
う
し
た
目
的
す
な
わ
ち
ジ
ャ
コ
バ
イ
ト
の
偏
見
を
ト
ー
リ
党
か
ら
取
り
除
く
た
め
に
発
表
さ
れ
た
も
の
の
一
つ
で
あ
っ
た
（
1
）

。
そ
し

て
、
こ
れ
は
ま
た
在
野
勢
力
に
存
在
す
る
障
害
を
取
り
除
き
、
ト
ー
リ
党
と
ト
ー
リ
党
へ
の
偏
見
の
比
較
的
少
な
い
ウ
ィ
ッ
グ
党
の
若
手

一
一
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世
代
と
の
連
合
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
が
繰
り
返
し
強
調
し
た
の
は
、
ト
ー
リ
党
は

け
っ
し
て
ジ
ャ
コ
バ
イ
ト
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
（
2
）

。
一
七
一
四
年
か
ら
一
五
年
に
か
け
て
の
ト
ー
リ
党
の
行
動
は
、
む
し
ろ

ウ
ィ
ッ
グ
側
の
行
動
に
責
任
が
あ
る
と
言
う
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
彼
に
よ
れ
ば
、
一
七
一
四
年
か
ら
の
政
変
は
、
ト
ー
リ
党
を
ジ
ャ

コ
バ
イ
ト
の
同
調
者
と
決
め
つ
け
る
ウ
ィ
ッ
グ
党
に
よ
る
不
当
な
告
発
に
主
た
る
原
因
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
は
言

う
。「
ア
ン
女
王
の
最
後
の
四
年
間
の
治
世
に
お
い
て
、
ハ
ノ
ー
ヴ
ァ
ー
朝
の
即
位
を
排
除
し
、
プ
リ
テ
ン
ダ
ー
の
頭
上
に
王
冠
を
置
こ

う
と
す
る
企
て
は
、
全
く
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
女
王
の
逝
去
の
際
に
も
、
こ
う
し
た
目
的
で
形
成
さ
れ
た
政
党
は
な
か
っ
た
（
3
）

」
の
で

あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
も
、
一
七
一
四
年
の
ジ
ャ
コ
バ
イ
ト
反
乱
に
彼
自
身
加
担
し
た
事
実
を
認
め
る
。
そ
し
て
、
そ
の
点

に
つ
い
て
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
は
、
次
の
よ
う
に
釈
明
す
る
。「
確
か
に
プ
リ
テ
ン
ダ
ー
や
彼
に
奉
仕
す
る
者
に
、
直
接
に
あ
る
い
は
間

接
に
通
じ
て
い
る
特
別
な
人
々
が
存
在
し
た
。
こ
う
し
た
人
々
が
、
自
ら
を
熱
狂
的
だ
と
公
言
し
、
大
き
な
約
束
を
結
び
、
若
干
の
淡
い

希
望
を
も
っ
た
こ
と
は
、
疑
う
余
地
は
な
い
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
あ
の
時
点
で
、
私
が
知
る
可
能
性
は
な
く
、
ま
た
実
際
に
知
り
え

な
か
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
以
来
ず
っ
と
そ
の
こ
と
を
詳
細
に
知
る
こ
と
も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
だ
が
、
女
王
に
仕
え
る
者
に
よ
っ
て
、

こ
う
し
た
こ
と
が
な
さ
れ
た
と
し
て
も
、
部
外
の
若
干
の
者
た
ち
に
よ
っ
て
、
ほ
と
ん
ど
忠
節
の
心
も
な
く
、
そ
れ
は
な
さ
れ
た
と
、
私

は
考
え
る
（
4
）

。」

ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
に
よ
れ
ば
、
ア
ン
の
統
治
に
お
い
て
ト
ー
リ
党
は
、
断
じ
て
ハ
ノ
ー
ヴ
ァ
ー
朝
の
王
位
継
承
を
覆
す
陰
謀
を
考
え

て
は
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
伯
（R

obert H
arley,1st E

arl of O
xford,1661-1724

）
の
政
治
的
日
和
見
主

義
的
弱
点
と
ウ
ィ
ッ
グ
党
の
個
人
的
利
益
に
よ
っ
て
、
ト
ー
リ
党
は
分
裂
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
（
5
）

。
そ
れ
で
も
、
ウ
ィ
ッ
グ
党

一
一
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の
大
臣
が
在
野
ト
ー
リ
を
告
発
し
、
追
放
す
る
よ
う
に
国
王
に
迫
る
ま
で
は
、
ト
ー
リ
党
は
一
七
一
四
年
の
ジ
ョ
ー
ジ
一
世
（G

eorge 

I,1660-1727

）
の
即
位
を
忠
節
を
持
っ
て
受
け
入
れ
た
と
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
は
断
言
す
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
む
し
ろ
ウ
ィ
ッ
グ
党
こ
そ

が
、「
確
固
た
る
王
室
の
確
立
」
よ
り
も
「
彼
等
自
身
の
内
閣
の
確
立
」
の
た
め
に
動
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
に
よ
れ
ば
、
こ
う
し
た
ウ
ィ
ッ
グ
党
の
政
治
的
手
法
こ
そ
が
、
ジ
ャ
コ
バ
イ
ト
派
の
形
成
を
促
し

た
の
で
あ
る
。
同
時
に
、
彼
に
よ
れ
ば
「
国
民
的
政
党
の
よ
う
に
行
動
し
た
」
ウ
ィ
ッ
グ
党
は
、「
国
民
的
利
益
を
二
次
的
な
も
の
」
に

し
、
国
益
の
上
位
に
狭
い
党
派
的
利
益
を
置
く
と
い
う
フ
ァ
ク
シ
ョ
ン
に
堕
落
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
（
6
）

。
そ
し
て
、「
ウ
ィ
ッ
グ
の
統

治
術
は
、
で
き
る
だ
け
フ
ァ
ク
シ
ョ
ン
の
利
益
と
王
位
継
承
の
利
益
と
を
混
同
さ
せ
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
…
彼
（
ハ
ー
レ
イ
）
の
影
響
力

は
大
で
あ
っ
て
、
彼
が
主
要
な
内
閣
の
信
任
と
権
力
を
ウ
イ
ッ
グ
党
に
譲
り
渡
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
た
。
…
彼
は
、
直
接
党
派
の
怒
り
を

解
き
放
し
、
彼
へ
の
反
対
を
主
張
し
な
い
こ
と
で
、
有
罪
と
な
る
女
王
の
家
臣
を
苦
し
ま
せ
た
の
で
あ
る
。
…
結
局
、
ウ
ィ
ッ
グ
の
名
称

を
持
た
な
い
国
中
の
あ
ら
ゆ
る
人
々
を
追
放
し
た
」
の
で
あ
る
（
7
）

。

こ
の
よ
う
に
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
に
よ
れ
ば
、
一
七
一
四
年
の
政
変
で
さ
え
も
、
ウ
イ
ッ
グ
党
の
党
派
的
行
動
に
そ
の
主
た
る
原
因

が
あ
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
ウ
ィ
ッ
グ
党
に
よ
る
分
断
作
戦
に
よ
っ
て
、
民
は
二
分
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
ボ
リ
ン
グ

ブ
ル
ッ
ク
の
弁
解
や
主
張
は
、
客
観
性
に
欠
け
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
か
な
り
の
無
理
が
あ
る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

ジ
ャ
コ
バ
イ
ト
反
乱
へ
の
自
ら
の
加
担
を
悔
や
み
、
反
省
し
総
括
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ウ
ィ
ッ
グ
主
流
派
に
よ
る
ジ
ャ
コ
バ
イ

ト
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
に
対
し
か
な
り
の
打
撃
と
な
っ
て
い
た
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
ボ
リ
ン
グ
ブ

ル
ッ
ク
の
反
撃
も
、
よ
り
党
派
的
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
と
言
え
よ
う
。

か
く
て
、
当
時
の
政
治
的
力
関
係
を
踏
ま
え
、
ジ
ャ
コ
バ
イ
ト
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
反
論
す
る
こ
と
は
、
ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
退
陣
を
求
め

一
一
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る
在
野
勢
力
の
結
集
に
と
っ
て
、
不
可
欠
な
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
現
実
の
問
題
と
し
て
は
、
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
王
子
に
結
集
す
る
い

わ
ゆ
る
「
愛
国
者
」
グ
ル
ー
プ
と
の
統
一
に
よ
る
反
対
党
の
形
成
が
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
の
戦
略
に
と
っ
て
重
要
な
政
治
課
題
と
な
っ

た
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
諸
党
派
の
統
一
を
実
現
し
う
る
原
理
は
、
ま
さ
に
愛
国
主
義
の
原
理
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
同
時
に
、
そ
の
原

理
に
立
つ
国
王
が
即
位
し
て
フ
ァ
ク
シ
ョ
ン
的
大
臣
を
排
除
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
在
野
陣
営
に
と
っ
て
、
フ
ァ
ク
シ
ョ
ン
と
は
何
か
と
い
う
問
題
を
明
確
に
す
る
事
は
重
要
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、

ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
政
権
へ
の
反
撃
の
道
具
と
し
て
、
在
野
勢
力
側
の
論
者
に
よ
っ
て
フ
ァ
ク
シ
ョ
ン
と
い
う
用
語
が
繰
り
返
し
用
い
ら
れ
た
。

彼
ら
に
と
っ
て
、
従
来
の
「
ウ
ィ
ッ
グ
対
ト
ー
リ
」
と
い
う
政
党
対
立
を
主
張
す
る
ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
陣
営
へ
の
反
撃
と
し
て
、
こ
の
論
戦

は
避
け
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
フ
ァ
ク
シ
ョ
ン
は
、
次
の
よ
う
な
性
質
を
有
す
る
。「
腐
敗
的
な
影
響
力
に
基

づ
き
団
結
す
る
人
々
は
、
フ
ァ
ク
シ
ョ
ン
と
な
る
。
私
は
、
フ
ァ
ク
シ
ョ
ン
は
権
力
に
よ
っ
て
武
装
し
た
集
団
で
あ
る
と
確
信
す
る
。
…

彼
ら
自
身
の
間
で
利
権
を
維
持
し
分
配
す
る
以
外
に
、
い
か
な
る
党
派
や
公
益
の
原
理
に
よ
っ
て
も
行
動
す
る
こ
と
は
な
い
。
国
民
の
利

益
に
反
す
る
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
、
行
う
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
、
こ
れ
が
、
フ
ァ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
す
で
に
述
べ
ら
れ
て
き
た
こ
と
は
、

こ
の
よ
う
なparty

とfaction

と
の
区
別
を
明
確
に
指
摘
す
る
こ
と
で
あ
る
。
特
に
、
国
民
派
（national party

）
と
内
閣
派
と
称
さ
れ

る
主
体
性
に
欠
け
る
勢
力
と
の
区
別
が
指
摘
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
（
8
）

。」

こ
の
よ
う
な
在
野
陣
営
の
主
張
を
踏
ま
え
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
が
目
指
し
た
の
は
、
フ
ァ
ク
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
対
立

を
終
わ
ら
せ
、
在
野
勢
力
を
反
ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
の
旗
の
も
と
に
結
集
さ
せ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
同
時
に
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
に
お
い
て

は
、
こ
の
統
一
は
、
愛
国
主
義
に
立
つ
国
王
の
即
位
に
よ
っ
て
完
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
彼
は
言
う
。「
対
立
の
み
が
、
わ
れ
わ
れ
が
嘆

く
あ
ら
ゆ
る
災
い
を
生
み
出
す
。
統
一
の
み
が
、
そ
れ
を
回
復
し
う
る
。
こ
う
し
た
統
一
へ
の
大
い
な
る
前
進
は
、
政
党
の
連
合
に
あ
っ

一
一
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た
。
…
こ
う
し
た
統
一
は
、
愛
国
主
義
が
王
位
を
占
め
る
ま
で
期
待
し
え
な
い
の
で
あ
っ
て
、
フ
ァ
ク
シ
ョ
ン
は
内
閣
か
ら
追
放
さ
れ
え

な
い
の
で
あ
る
（
9
）

。

フ
ァ
ク
シ
ョ
ン
に
よ
る
統
治
は
、
ウ
ィ
ッ
グ
党
と
ト
ー
リ
党
と
い
う
対
立
以
上
に
国
民
を
分
裂
さ
せ
、
腐
敗
を
進
行
さ
せ
て
き
た
。
し

た
が
っ
て
、
与
党
陣
営
の
ジ
ャ
コ
バ
イ
ト
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
打
ち
破
り
、
有
害
な
対
立
を
終
わ
ら
せ
、
ウ
ィ
ッ
グ
と
ト
ー
リ
両
党
の
連
合

を
実
現
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
し
て
愛
国
者
国
王
の
登
場
に
よ
り
ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
の
腐
敗
政
治
に
終
止
符
を
打
つ
こ
と
が
出
き
る
（
10
）

こ

と
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
の
反
対
派
で
あ
る
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
派
の
リ
ー
ダ
ー
は
、
こ
う
し
た
連
合
へ
の
努
力

を
再
開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。「
こ
う
し
た
統
一
は
、
そ
れ
が
リ
ー
ダ
ー
と
メ
ン
バ
ー
と
の
連
合
に
、
並
び
に
メ
ン
バ
ー
相

互
間
の
連
合
に
な
る
ま
で
、
完
成
し
え
な
い
（
11
）

」
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
こ
で
形
成
さ
れ
る
反
対
党
は
、
従
来
の
組
織
的
に
ほ
と
ん
ど
活

動
し
て
こ
な
か
っ
た
野
党
で
も
な
く
、
既
存
の
単
な
る
官
職
の
た
め
の
反
対
派
と
も
異
な
る
の
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
が
目
指
す
反
対
党
は
、
反
対
の
た
め
の
反
対
派
で
は
な
い
。
ま
た
、
野
党
内
に
現
に
存
在
す
る
一
部

の
官
職
の
み
を
目
的
と
す
る
反
対
派
で
も
な
い
。
こ
こ
で
主
張
さ
れ
る
反
対
党
は
、
あ
く
ま
で
も
組
織
的
で
か
つ
建
設
的
な
も
の
で
あ
っ

て
、
政
策
を
も
た
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
は
、
反
対
党
の
性
格
と
義
務
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
反
党
の
指
導
に
影
響
力
を
持
つ
人
々
、
あ
る
い
は
反
対
党
の
中
で
相
当
な
大
物
と
さ
れ
る
人
は
、
彼
ら
と
対
立
す
る
人
々
に
対
し
少
な

く
と
も
対
等
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
…
す
べ
て
の
政
府
は
、
指
導
の
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
同
様
に
、
反
対
党
も
指
導
の

シ
ス
テ
ム
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
対
立
的
な
組
織
で
あ
っ
て
従
属
的
な
組
織
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
…
反
対
党
の
義
務
に

つ
い
て
、
私
が
主
張
し
て
き
た
こ
と
を
証
明
す
る
こ
と
は
容
易
で
あ
る
。
そ
し
て
、
私
は
次
の
よ
う
な
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
。
政
府
の
愚
か
な
企
て
に
は
、
賢
明
な
構
想
を
、
よ
こ
し
ま
な
企
て
に
は
正
直
な
構
想
を
体
系
的
に
対
立
さ
せ
る
反
対
党
は
、

一
一
九



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
二
〇
二
）

い
わ
ば
い
か
な
る
共
通
の
組
織
も
持
た
ず
、
ど
ん
な
総
合
的
な
協
力
関
係
も
な
く
、
統
一
性
に
欠
け
、
備
え
も
な
く
、
忍
耐
力
も
乏
し
く

そ
し
て
知
識
や
政
治
的
能
力
も
ほ
と
ん
ど
持
た
な
い
、
ま
れ
に
し
か
活
動
す
る
こ
と
の
な
い
反
対
党
よ
り
も
、
大
き
な
評
判
と
力
を
獲
得

し
、
反
対
党
の
目
的
に
確
実
に
到
達
し
う
る
の
で
あ
る
（
12
）

。」

（
1
） B
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tate of P
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ing G
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（
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f.C
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ing  G

eorge the F
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ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
の
反
対
党
観
「
愛
国
主
義
」
を
中
心
に
（
入
江
）

（
二
〇
三
）

六
、
お
わ
り
に

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
一
七
三
三
│
三
四
年
の
政
治
的
危
機
に
お
い
て
、
政
権
獲
得
の
好
機
を
逃
し
た
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
は
、
フ

ラ
ン
ス
に
再
び
滞
在
す
る
こ
と
に
な
っ
た
け
れ
ど
も
、
決
し
て
ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
政
権
打
倒
を
あ
き
ら
め
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
そ

の
た
め
に
、
反
ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
の
在
野
ウ
ィ
ッ
グ
派
と
ト
ー
リ
党
の
同
盟
、
そ
れ
に
広
汎
な
国
民
の
支
持
獲
得
を
目
指
し
、
理
論
活
動
を

展
開
し
た
。
そ
れ
は
、
ジ
ャ
コ
バ
イ
ト
反
乱
の
教
訓
か
ら
、
政
権
交
代
は
議
会
を
通
し
て
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
愛
国
的
国

王
の
登
場
に
も
期
待
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
の
活
動
の
中
心
は
、
在
野
陣
営
を
結
集
す
る
た
め
の
、

当
時
在
野
勢
力
の
中
で
用
い
ら
れ
た
「
愛
国
主
義
」
の
主
張
を
改
め
て
理
論
的
に
構
築
し
、
そ
れ
を
浸
透
さ
せ
る
事
で
あ
っ
た
。

『
愛
国
主
義
の
精
神
に
つ
い
て
の
手
紙
』
と
『
愛
国
者
国
王
の
理
念
』
は
、
ま
さ
に
そ
の
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
。
と
も
す
れ
ば
復
古

的
な
印
象
を
与
え
、
悲
観
的
色
彩
の
濃
い
も
の
で
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
こ
れ
ら
の
著
作
は
、
民
衆
を
受
動
的
存
在
と
見
る
マ
キ
ャ
ヴ
ェ
リ

と
は
明
確
に
異
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
は
、
ロ
ッ
ク
的
な
人
民
主
権
の
原
理
を
内
包
し
て
い
た
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
こ
の
時
期
、
政
権

交
代
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
ハ
ノ
ー
ヴ
ァ
ー
朝
内
の
愛
国
的
国
王
の
即
位
と
と
も
に
、
議
会
の
反
対
党
の
多
数
派
形
成
は
不
可
欠
で

あ
っ
た
。
名
誉
革
命
を
社
会
契
約
の
帰
結
と
す
れ
ば
、
人
民
主
権
や
抵
抗
権
は
反
政
府
陣
営
の
有
効
な
武
器
と
な
り
え
た
。
し
た
が
っ
て
、

ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
の
こ
う
し
た
考
え
は
、
名
誉
革
命
以
来
の
イ
ギ
リ
ス
の
議
会
政
治
の
現
実
を
反
映
し
、
ま
た
当
時
の
近
代
的
政
党
政

治
へ
の
過
渡
期
と
い
う
性
格
を
示
し
て
い
た
と
言
え
る
。

ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
の
愛
国
主
義
観
と
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
の
現
実
の
政
治
と
を
結
び
つ
け
よ
う
と
す
る
狙
い
は
、
成
功
し
得
な
か
っ
た
。

中
で
も
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
を
悩
ま
せ
た
も
の
は
、
政
党
の
位
置
づ
け
の
問
題
で
あ
り
、
さ
ら
に
ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル

一
二
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陣
営
の
「
ジ
ャ
コ
バ
イ
ト
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
分
断
作
戦
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
根
本
的
に
は
、
彼
の
寄
っ
て
立
つ
基
盤
が
中
小
の
地

主
利
害
に
あ
る
限
り
に
お
い
て
、
政
権
打
倒
の
困
難
さ
を
免
れ
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
彼
の
急
進
的
な
側
面
を
備
え
た
理
念

は
、
一
八
世
紀
後
半
ま
で
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。

一
二
二



政
党
衰
退
論
以
降
の
政
党
研
究
（
岩
崎
）

（
二
〇
五
）

政
党
衰
退
論
以
降
の
政
党
研
究

岩　
　

崎　
　

正　
　

洋

一　

ポ
ス
ト
政
党
衰
退
論
の
展
開

政
党
は
、
二
〇
世
紀
の
半
ば
の
時
点
に
お
い
て
、「
現
代
政
治
の
生
命
線
」
と
評
さ
れ
た
よ
う
に
（N

eum
ann 1956

）、
興
隆
期
を
迎
え

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
二
〇
世
紀
後
半
に
差
し
掛
か
る
と
、
政
党
衰
退
論
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
衰
退
な
い
し
終
焉
と
い
う
よ
う
に
、
ネ

ガ
テ
ィ
ブ
に
表
現
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
政
党
に
対
す
る
否
定
的
な
見
方
が
示
さ
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
す
ぐ
に
政
党
政
治
が
終
焉
を

迎
え
た
わ
け
で
は
な
い
。
二
一
世
紀
の
現
在
に
お
い
て
も
、
政
党
は
存
在
し
て
お
り
、
現
代
政
治
の
中
心
に
位
置
し
て
い
る

（S
chattschneider 1962

）
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。

一
九
七
〇
年
代
以
降
の
政
党
衰
退
論
で
展
開
さ
れ
た
内
容
は
、
大
別
す
る
と
、
次
の
よ
う
な
三
つ
の
論
点
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
第
一
に
、

有
権
者
と
政
党
と
の
関
係
、
第
二
に
、
政
党
組
織
、
第
三
に
、
政
党
の
機
能
に
関
す
る
変
容
を
取
り
扱
っ
た
点
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

論　

説

一
二
三
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ま
ず
、
有
権
者
と
政
党
と
の
関
係
が
変
化
し
、
政
党
の
衰
退
現
象
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
議
論
は
、
た
と
え
ば
、
選
挙

ヴ
ォ
ラ
テ
ィ
リ
テ
ィ
の
増
減
、
脱
編
成
、
投
票
率
の
低
下
な
ど
を
根
拠
と
し
て
い
る
（D

alton and W
attenberg 2002

）。
選
挙
ヴ
ォ
ラ

テ
ィ
リ
テ
ィ
の
増
減
は
、
選
挙
ご
と
に
有
権
者
が
支
持
政
党
を
変
え
る
こ
と
を
示
し
、
脱
編
成
は
、
有
権
者
と
政
党
と
の
こ
れ
ま
で
の
結

び
つ
き
が
浸
食
さ
れ
、
両
者
の
関
係
が
崩
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
投
票
率
の
低
下
は
、
有
権
者
が
選
挙
を
重
視
し
て
お
ら
ず
、
政
党

が
有
権
者
の
代
表
で
は
な
く
な
り
、
有
権
者
が
政
党
を
通
じ
て
イ
ン
プ
ッ
ト
を
行
う
と
い
う
図
式
の
妥
当
性
に
疑
問
を
投
げ
掛
け
る
こ
と

に
な
っ
た
。

第
二
に
、
政
党
組
織
の
変
容
と
、
政
党
の
衰
退
と
の
か
か
わ
り
に
関
す
る
論
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
政
党
の
衰
退
は
、
政
党
メ
ン
バ
ー

シ
ッ
プ
の
変
化
が
原
因
で
あ
る
と
す
る
見
方
で
あ
る
（S

carrow
 1996

）。
党
員
数
の
減
少
は
、
政
党
組
織
を
脆
弱
化
し
、
一
つ
の
政
治
組

織
と
し
て
政
党
は
、
従
来
の
よ
う
に
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
。
た
と
え
ば
、
党
員
数
の
減
少
は
、
党
員
か
ら
徴
収
す
る
党
費

収
入
の
減
少
に
つ
な
が
る
し
、
恒
常
的
な
支
持
者
の
減
少
を
意
味
す
る
。

こ
の
点
は
、
選
挙
で
の
支
持
基
盤
の
浸
食
に
つ
な
が
り
、
選
挙
で
の
勝
敗
に
も
影
響
す
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
政
党
組
織
は
衰
退
し
、

組
織
運
営
を
従
来
の
よ
う
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
。
ま
た
、
既
存
の
政
党
が
組
織
的
に
機
能
し
な
く
な
り
、
単
一
争
点
を
主
張
す

る
政
党
や
、
新
し
い
争
点
を
前
面
に
打
ち
出
す
よ
う
な
、
新
し
い
政
党
が
既
存
政
党
に
取
っ
て
代
わ
ろ
う
と
し
て
登
場
す
る
。
新
し
い
政

党
は
、
既
存
の
政
党
と
は
異
な
る
組
織
形
態
を
と
り
、
ゆ
る
や
か
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
の
組
織
を
採
用
す
る
。

第
三
の
論
点
は
、
政
党
機
能
の
変
容
で
あ
る
。
政
党
は
、
政
治
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
多
様
な
機
能
を
果
た
す
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た

（L
aw

son and M
erkl 1988

）。
た
と
え
ば
、
政
治
的
社
会
化
は
、
政
党
が
果
た
す
機
能
の
一
つ
と
さ
れ
た
。
し
か
し
、
今
日
で
は
、
政
党

が
独
占
的
に
政
治
的
社
会
化
を
行
っ
て
い
る
と
考
え
る
の
は
適
切
で
は
な
い
。
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
発
達
以
降
は
、
政
党
よ
り
も
マ
ス
メ

一
二
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デ
ィ
ア
が
政
治
的
社
会
化
の
機
能
を
果
た
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。

他
に
も
、
有
権
者
を
投
票
へ
動
員
し
た
り
、
有
権
者
と
政
党
と
の
関
係
を
構
造
化
し
た
り
す
る
の
は
、
政
党
機
能
の
一
つ
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
て
き
た
が
、
有
権
者
と
政
党
と
の
関
係
が
変
化
し
た
こ
と
で
、
政
党
が
独
占
的
に
果
た
す
機
能
と
は
い
え
な
く
な
っ
た
。
政
党
は
、

今
も
な
お
選
挙
の
際
に
候
補
者
を
擁
立
し
、
自
党
の
獲
得
議
席
数
の
増
加
を
企
て
て
お
り
、
選
挙
で
果
た
す
機
能
は
存
続
し
て
い
る
。
換

言
す
れ
ば
、
政
党
に
よ
る
選
挙
で
の
機
能
を
除
く
他
の
機
能
は
、
も
は
や
政
党
だ
け
が
果
た
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
他
の
政
治
的
ア
ク

タ
ー
が
果
た
す
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
う
考
え
る
と
、
政
党
が
今
も
果
た
し
て
い
る
の
は
選
挙
で
の
機
能
で
あ
り
、
政
党
が
従
来
か
ら
果
た
し
て
き
た
機
能
の
う
ち
で
最
も

基
本
的
か
つ
中
心
的
な
機
能
を
今
で
も
担
い
続
け
て
い
る
と
い
え
な
く
も
な
い
。
政
党
は
、
選
挙
を
通
じ
て
権
力
を
追
及
す
る
政
治
集
団

と
し
て
考
え
ら
れ
て
き
た
。
こ
の
点
は
、
政
党
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
に
提
起
さ
れ
て
き
た
数
多
く
の
定
義
を
み
れ
ば
一
目
瞭
然
で
あ
る

（
1
）

。

現
在
の
と
こ
ろ
、
頻
繁
に
引
用
さ
れ
る
の
は
、
サ
ル
ト
ー
リ
（G

iovanni S
artori

）
に
よ
る
「
政
党
と
は
、
選
挙
に
際
し
て
提
出
さ
れ
る

公
式
の
ラ
ベ
ル
に
よ
っ
て
身
元
が
確
認
さ
れ
、
選
挙
（
自
由
選
挙
で
あ
れ
、
制
限
選
挙
で
あ
れ
）
を
通
じ
て
候
補
者
を
公
職
に
就
け
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
る
す
べ
て
の
政
治
集
団
で
あ
る
（S

artori 1976 

邦
訳
一
一
一
）」
と
い
う
定
義
で
あ
る
。
政
党
の
定
義
か
ら
す
る
と
、
表
面

上
、
今
で
も
政
党
は
衰
退
し
て
い
な
い
よ
う
に
み
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

果
た
し
て
政
党
政
治
の
現
在
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
政
党
は
今
も
健
在
な
の
か
、
そ
れ
と
も
単
に
生

き
長
ら
え
て
い
る
だ
け
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

本
稿
は
、
と
り
わ
け
、
政
党
衰
退
論
が
提
起
さ
れ
た
後
の
政
党
研
究
に
お
い
て
、
一
定
の
評
価
を
受
け
る
と
と
も
に
、
そ
の
後
の
研
究

に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
も
の
と
し
て
、
カ
ル
テ
ル
政
党
論
と
大
統
領
制
化
論
の
二
つ
の
議
論
に
注
目
し
、
ポ
ス
ト
政
党
衰
退
論
に
お
け

一
二
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る
主
た
る
論
点
整
理
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
ポ
ス
ト
政
党
衰
退
論
に
お
い
て
は
、
政
党
の
衰
退
な
い
し
終
焉

に
与
す
る
見
方
よ
り
も
、
政
党
が
今
な
お
議
会
制
民
主
主
義
に
お
け
る
中
心
的
な
ア
ク
タ
ー
の
一
つ
と
し
て
存
続
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
る
。
同
時
に
、
二
一
世
紀
に
お
い
て
も
な
お
政
党
の
存
続
を
目
撃
で
き
る
こ
と
は
、
政
党
の
生
命
力
の
強
さ
や
、
政
党
の
粘
り
強

さ
を
証
明
す
る
こ
と
に
も
な
る
と
い
え
る
。

二　

カ
ル
テ
ル
政
党
論
の
登
場

（
2
）

一
九
五
一
年
に
、
デ
ュ
ベ
ル
ジ
ェ
（M

aurice D
uverger

）
が
政
党
組
織
の
歴
史
的
な
発
展
形
態
を
ふ
ま
え
て
、
政
党
組
織
の
類
型
化
を

行
っ
た
後
（D

uverger 1951

）、
議
会
制
民
主
主
義
に
お
け
る
政
党
の
タ
イ
プ
は
、
幹
部
政
党
と
大
衆
政
党
と
の
二
種
類
に
大
別
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
幹
部
政
党
は
、
登
場
の
背
景
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
社
会
の
中
か
ら
発
生
し
た
の
で
あ
り
、
社
会
の
側
に
位
置
し
て

い
た
。
幹
部
政
党
の
登
場
段
階
か
ら
大
衆
政
党
の
登
場
段
階
へ
と
時
代
が
移
っ
て
い
く
と
き
に
は
、
社
会
と
国
家
と
の
間
に
重
複
部
分
が

み
ら
れ
た
（
図
1
を
参
照
）。
政
党
は
、
社
会
側
に
位
置
し
な
が
ら
も
、
重
複
部
分
と
接
し
て
お
り
、
社
会
と
国
家
と
の
両
側
に
接
点
を
も

つ
存
在
で
あ
っ
た
。
そ
も
そ
も
政
党
の
起
源
は
私
的
な
結
社
で
あ
り
、
政
党
の
性
質
が
私
的
な
も
の
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
る
の
は
、
そ
の

た
め
で
あ
る
。

大
衆
政
党
の
台
頭
期
に
は
、
社
会
と
国
家
と
は
接
点
を
も
た
ず
、
政
党
が
両
側
を
橋
渡
し
す
る
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
一
方

に
社
会
が
存
在
し
、
も
う
一
方
に
国
家
が
存
在
し
、
両
者
を
結
び
つ
け
る
役
割
を
政
党
が
果
た
し
た
（
図
2
）。
当
時
、
政
党
は
「
現
代

政
治
の
生
命
線
」
と
さ
れ
、
主
要
な
連
結
構
造
で
あ
る
と
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

一
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大
衆
政
党
が
競
合
を
繰
り
広
げ
て
い
る
時

期
に
、
新
た
に
選
挙
市
場
に
参
入
し
た
の
は
、

包
括
政
党
で
あ
っ
た
。
従
来
、
政
党
は
左
右

の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
軸
上
に
位
置
し
て
競
合
し

て
い
た
が
、
伝
統
的
な
立
場
に
留
ま
り
続
け

る
の
で
は
な
く
、
得
票
最
大
化
の
た
め
に
大

衆
政
党
は
包
括
政
党
へ
と
変
貌
を
遂
げ
て

い
っ
た
。
包
括
政
党
に
も
独
自
の
メ
ン
バ
ー

が
所
属
し
て
い
た
と
は
い
え
、
も
は
や
厳
格

に
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
が
定
め
ら
れ
て
い
る
の

で
は
な
く
、
そ
の
と
き
そ
の
と
き
に
、
政
党

の
提
示
す
る
政
策
を
支
持
す
る
有
権
者
が
政

党
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
と
い
う
よ
う
に
、
政

党
と
有
権
者
と
の
関
係
性
は
緩
や
か
な
結
び

つ
き
と
な
っ
た
。
党
派
心
は
衰
退
し
、
一
貫

し
て
特
定
の
政
党
を
支
持
す
る
の
で
は
な
く
、

あ
る
政
党
の
特
定
の
政
策
に
同
意
す
る
か
ら

図 1　幹部政党ないしコーカス政党

市民社会（Civil society）

国家（State）

政党
（Parties）

出所 　Katz and Mair, ‘Changing Models of Party Organization and Party 

Democracy,’ p. 10.

図 2　国家と市民社会とを結びつける役割を果たす大衆政党

国家
（State）

市民社会
（Civil society） 政党（Parties）

出所 　Katz and Mair, ‘Changing Models of Party Organization and Party 

Democracy,’ p. 11.
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そ
の
と
き
は
支
持
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
政
党
も
ま
た
、
自
ら
を
包
括
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
広
範
な
利
益
を
政
策
に
反
映
し
、
選

挙
で
戦
う
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
政
党
の
選
挙
戦
略
は
政
党
活
動
に
お
い
て
重
要
に
な
っ
た
。

包
括
政
党
の
台
頭
期
に
は
、
マ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
手
段
に
大
き
な
変
化
が
生
じ
た
。
特
に
、
ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
の
発
達
は
、

政
治
的
な
情
報
を
提
供
す
る
ソ
ー
ス
と
し
て
広
く
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
政
党
の
選
挙
活
動
を
大
き
く
変
え
た
。
政
党
は
、
従
来
型

の
草
の
根
的
な
選
挙
運
動
に
頼
る
だ
け
で
は
な
く
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
直
接
的
に
有
権
者
に
支
持
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
。
政
党
が
相
手
に
し
た
の
は
、
不
特
定
多
数
の
有
権
者
で
あ
り
、
そ
れ
ま
で
の
よ
う
に
、
特
定
の
立
場
を
代
表
し
て
い
た
の
で

は
、
さ
ら
に
多
く
の
支
持
を
獲
得
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
政
党
そ
の
も
の
が
生
き
残
れ
な
く
な
っ
た
。

そ
の
結
果
と
し
て
、
政
党
は
、
そ
れ
ま
で
果
た
し
て
い
た
役
割
を
変
え
、
仲
介
役
（
ブ
ロ
ー
カ
ー
）
の
役
割
を
果
た
す
よ
う
に
な
っ
た

（K
atz and M

air 1995

）。
政
党
は
、
国
家
に
働
き
か
け
た
り
、
国
家
に
浸
透
し
た
り
す
る
社
会
側
の
機
関
で
は
な
く
、
社
会
と
国
家
と
の

間
に
位
置
す
る
仲
介
役
に
な
っ
た
。
一
方
で
、
政
党
は
、
社
会
側
か
ら
国
家
側
へ
の
要
求
を
集
約
し
た
り
代
表
し
た
り
す
る
が
、
他
方
で

は
、
国
家
の
一
機
関
と
し
て
、
政
策
を
形
成
し
実
施
す
る
一
翼
を
担
う
よ
う
に
な
っ
た
（
図
3
）。

政
党
が
国
家
の
側
へ
と
自
ら
の
位
置
を
移
し
て
い
く
過
程
に
お
い
て
、
政
党
は
大
き
な
危
機
に
直
面
し
た
。
そ
れ
は
、
政
党
に
対
す
る

有
権
者
の
党
派
心
の
低
下
と
、
政
党
の
機
能
の
低
下
と
い
う
二
つ
の
点
で
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
政
党
の
衰
退
や
終
焉
を
め
ぐ

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
が
提
出
さ
れ
た
。
一
九
七
〇
〜
一
九
八
〇
年
代
以
降
、
し
ば
し
ば
、
も
は
や
政
党
が
政
治
的
ア
ク
タ
ー
と
し
て
は

無
能
で
あ
る
か
の
よ
う
な
議
論
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

カ
ッ
ツ
（R

ichard S
. K

atz

）
と
メ
ア
（P

eter M
air

）
は
、
現
実
的
に
考
え
る
と
、
政
党
の
衰
退
や
終
焉
と
い
う
可
能
性
を
指
摘
す
る

の
は
誤
り
で
あ
り
、
政
党
は
、
リ
ソ
ー
ス
の
点
で
も
、
ス
タ
ッ
フ
の
点
で
も
、
政
党
財
政
の
収
支
の
点
で
も
、
以
前
に
も
ま
し
て
充
実
し

一
二
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て
き
た
と
指
摘
し
て
い
る
（K

atz and M
air 1995: 4-7

）。
政
党
を
取
り
巻
く
状
況
は
、
衰
退

や
終
焉
で
は
な
く
、
政
党
の
変
化
（change

）
と
適
応
（adaptation

）
と
し
て
理
解
で
き
る

と
い
う
の
で
あ
る
。
一
九
九
五
年
に
新
し
く
創
刊
さ
れ
た
政
党
研
究
の
専
門
誌
『
政
党
政

治
』（P

arty P
olitics

）
に
お
い
て
、
カ
ッ
ツ
と
メ
ア
は
、
新
し
い
政
党
組
織
の
モ
デ
ル
と
し

て
、
カ
ル
テ
ル
政
党
（cartel party

）
モ
デ
ル
を
提
起
し
た
。
カ
ル
テ
ル
政
党
モ
デ
ル
で
は
、

包
括
政
党
の
登
場
後
に
み
ら
れ
た
よ
う
に
、
社
会
と
国
家
と
の
間
に
お
い
て
、
政
党
の
位
置

が
こ
れ
ま
で
よ
り
も
国
家
側
に
移
行
し
、
政
党
は
国
家
の
一
部
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い

る
（K

atz and M
air 1995: 8

）。

カ
ル
テ
ル
政
党
は
、
国
家
へ
の
政
党
の
浸
透
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
と
と
も
に
、
政

党
間
の
共
謀
に
よ
っ
て
も
特
徴
づ
け
ら
れ
る
（K

atz and M
air 1995: 17

）。
表
面
上
、
政
党

同
士
は
競
争
相
手
で
あ
る
が
、
共
謀
と
協
力
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
新
し
い
タ
イ
プ
の
政
党

モ
デ
ル
が
発
達
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
変
化
は
、
全
体
と
し
て
の
政
党
シ
ス
テ

ム
に
も
関
係
す
る
と
は
い
え
、
カ
ル
テ
ル
を
形
成
し
て
い
る
政
党
の
個
々
の
組
織
形
態
に
も

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
。

カ
ル
テ
ル
政
党
の
出
現
を
促
進
す
る
条
件
が
み
ら
れ
る
の
は
、
国
家
が
政
党
に
対
す
る
助

成
を
行
っ
た
り
、
政
党
を
支
持
し
た
り
す
る
よ
う
な
場
合
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
国
で
は
、

国
家
と
政
党
と
の
関
係
が
恩
顧
関
係
と
な
り
、
政
党
へ
の
利
益
供
与
の
機
会
が
設
け
ら
れ
、

図 3　国家と市民社会との仲介役としての役割を果たす政党

国家
（State）

市民社会
（Civil society） 政党（Parties）

出所 　Katz and Mair, ‘Changing Models of Party Organization and Party 

Democracy,’ p. 13.
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政
党
に
対
す
る
統
制
の
程
度
も
高
ま
っ
て
く
る
。
政
党
間
の
協
力
と
協
調
の
伝
統
を
も
つ
政
治
文
化
が
存
在
す
る
場
合
に
は
、
容
易
に
カ

ル
テ
ル
政
党
が
出
現
す
る
。
た
と
え
ば
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
ド
イ
ツ
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

な
ど
で
は
、
政
党
間
協
力
の
伝
統
が
あ
り
、
国
家
に
よ
る
政
党
助
成
と
い
う
現
在
の
状
況
と
が
結
び
つ
い
て
い
る
（K

atz and M
air 1995: 

17

）。
そ
れ
に
対
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
よ
う
な
国
で
は
、
対
決
の
政
治
と
い
う
伝
統
が
政
党
に
対
す
る
国
家
の
支
持
を
制
限
し
、
恩
顧
関

係
の
助
長
を
阻
ん
で
い
る
。

カ
ッ
ツ
と
メ
ア
は
、
カ
ル
テ
ル
政
党
の
特
徴
を
い
く
つ
か
の
点
か
ら
説
明
し
て
い
る
。
幹
部
政
党
、
大
衆
政
党
、
包
括
政
党
、
カ
ル
テ

ル
政
党
な
ど
を
分
け
る
大
き
な
基
準
は
、
議
会
制
民
主
主
義
の
発
展
に
お
け
る
時
期
区
分
と
と
も
に
、
国
家
と
社
会
と
の
関
係
に
お
い
て
、

政
党
が
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
か
と
い
う
点
に
か
か
わ
る
（K

atz and M
air 1995: 17-18

）。
社
会
と
国
家
と
の
間
に
お
け
る
政

党
の
位
置
づ
け
は
、
次
の
よ
う
に
変
遷
し
て
き
た
。
幹
部
政
党
は
、
社
会
側
と
国
家
側
と
の
境
界
が
不
明
確
な
時
期
に
登
場
し
た
が
、
政

党
は
両
側
の
重
複
部
分
に
存
在
し
た
。
大
衆
政
党
が
登
場
し
た
時
期
は
、
社
会
側
に
政
党
が
存
在
し
、
市
民
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
ブ
ロ
ッ

ク
を
代
表
し
た
。
包
括
政
党
が
登
場
し
た
時
期
は
、
政
党
が
国
家
側
と
社
会
側
と
の
中
間
に
位
置
し
、
両
者
の
仲
介
者
と
し
て
の
役
割
を

果
た
し
た
。
カ
ル
テ
ル
政
党
は
、
国
家
の
一
部
と
な
り
、
国
家
の
機
関
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
代
表
の
様
式
と
い
う

点
か
ら
も
変
遷
が
み
ら
れ
、
幹
部
政
党
は
受
託
者
（T

rustee
）
と
、
大
衆
政
党
は
代
理
人
（D

elegate

）
と
、
包
括
政
党
は
企
業
家

（E
ntrepreneur

）
と
表
現
さ
れ
、
カ
ル
テ
ル
政
党
は
国
家
機
関
（A

gent of S
tate

）
と
表
現
さ
れ
た
。

カ
ッ
ツ
と
メ
ア
は
、
政
党
が
国
家
の
一
部
と
な
り
、
国
家
機
関
で
あ
る
と
主
張
す
る
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
政
党
に
対
す
る
公
的
助
成

の
存
在
を
挙
げ
て
い
る
（K

atz and M
air 1995: 8-9

）。
カ
ル
テ
ル
政
党
に
至
る
ま
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
政
党
組
織
は
、
い
ず
れ
も
社
会
側
と

の
接
点
を
も
っ
て
お
り
、
リ
ソ
ー
ス
の
調
達
を
社
会
側
か
ら
行
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
カ
ル
テ
ル
政
党
は
、
国
家
側
に
位
置
し
て
お
り
、

一
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国
家
か
ら
リ
ソ
ー
ス
を
調
達
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
大
き
な
違
い
が
あ
る
。
幹
部
政
党
は
、
名
望
家
個
人
に
よ
る
政
党
と
も
い
え
る
性
格
を

も
ち
、
限
ら
れ
た
メ
ン
バ
ー
の
私
財
や
縁
故
関
係
か
ら
リ
ソ
ー
ス
を
調
達
し
た
。
大
衆
政
党
は
、
党
員
か
ら
徴
収
す
る
党
費
や
、
政
党
活

動
に
対
す
る
党
員
の
協
力
に
依
存
し
て
い
た
。
包
括
政
党
も
大
衆
政
党
に
続
い
て
支
持
を
拡
大
し
、
社
会
の
広
い
範
囲
か
ら
リ
ソ
ー
ス
を

獲
得
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
カ
ル
テ
ル
政
党
は
、
社
会
側
で
は
な
く
国
家
側
に
位
置
し
、
国
家
か
ら
の
公
的
助
成
に
頼
っ
て
い
る
。
カ

ル
テ
ル
政
党
モ
デ
ル
は
、
こ
の
点
に
注
目
し
、
政
党
が
も
は
や
私
的
な
存
在
で
は
な
く
、
公
的
な
存
在
で
あ
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
カ
ッ
ツ
と
メ
ア
は
、
政
党
が
使
用
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
と
い
う
点
か
ら
も
、
政
党
が
国
家
機
関
で
あ
る
と
説
明

し
て
い
る
。
今
日
の
政
党
活
動
は
、
日
常
の
政
治
活
動
に
し
て
も
選
挙
運
動
に
し
て
も
非
常
に
多
く
の
有
権
者
に
対
し
て
膨
大
な
情
報
を

提
供
す
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
情
報
発
信
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
。
幹
部
政
党
が
個
人
同
士
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
済
ん
で
い
た
の
に
対
し
、
大
衆
政
党
は
、
政
党
メ
ン
バ
ー
か
ら
党
費
を
集
め
て
政
党
の
機
関
誌
や
ビ
ラ
な
ど
の
印
刷
物

を
配
布
し
、
集
会
を
通
じ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
き
た
。
包
括
政
党
が
台
頭
し
た
時
期
に
は
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど
の
メ

デ
ィ
ア
が
発
達
し
、
政
党
独
自
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
を
利
用
し
な
く
て
も
、
放
送
を
通
じ
て
不
特
定
多
数
の
人
々
に
対
し
て
訴

え
か
け
が
可
能
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
メ
デ
ィ
ア
を
使
っ
た
活
動
に
は
、
政
党
の
財
政
力
が
影
響
し
、
政
党
間
の
財
政
力
の
格
差
が
大
き
な
壁
と
な
る
。
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
を
利
用
す
る
機
会
は
、
す
べ
て
の
政
党
に
対
し
て
用
意
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
利
用
に
と
も
な
う
コ
ス
ト
の
負
担
は
、

財
政
力
の
あ
る
政
党
に
と
っ
て
は
容
易
な
こ
と
で
あ
る
と
し
て
も
、
あ
ら
ゆ
る
政
党
に
と
っ
て
容
易
だ
と
い
う
の
で
は
な
い
。
放
送
の
よ

う
な
メ
デ
ィ
ア
は
、
国
家
の
規
制
や
ル
ー
ル
に
よ
る
拘
束
を
受
け
た
手
段
で
あ
り
、
公
的
な
性
格
を
帯
び
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
手

段
で
あ
る
以
上
、
社
会
側
に
位
置
し
、
私
的
な
結
社
で
あ
る
政
党
が
完
全
に
自
由
に
利
用
で
き
る
と
は
限
ら
な
い
。
カ
ル
テ
ル
政
党
は
、

一
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国
家
の
一
機
関
と
い
う
立
場
に
な
っ
た
こ
と
で
、
国
家
の
規
制
を
受
け
つ
つ
も
、
容
易
に
メ
デ
ィ
ア
を
利
用
で
き
る
地
位
に
就
い
た
の
で

あ
る
。

少
な
く
と
も
、
カ
ル
テ
ル
政
党
モ
デ
ル
は
、
政
党
組
織
を
め
ぐ
る
現
在
の
状
況
を
論
じ
つ
つ
、
二
〇
世
紀
後
半
か
ら
の
政
党
衰
退
論
と

は
一
線
を
画
す
議
論
を
提
供
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
カ
ル
テ
ル
政
党
モ
デ
ル
に
対
す
る
批
判
は
、
カ
ッ
ツ
と
メ
ア
の
議
論
が

発
表
さ
れ
た
直
後
か
ら
現
在
ま
で
数
多
く
出
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
カ
ル
テ
ル
政
党
と
い
う
概
念
に
対
し
て
曖
昧
で
あ
る
と
か
、
理

論
的
な
精
緻
化
が
な
さ
れ
て
い
な
い
と
か
、
他
の
概
念
と
の
違
い
が
不
明
確
で
あ
る
と
か
、
批
判
の
中
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
論
点
が
み
ら

れ
る
。
そ
れ
以
外
に
も
、
現
実
の
事
例
に
適
用
し
て
、
カ
ル
テ
ル
政
党
モ
デ
ル
の
妥
当
性
を
検
証
し
よ
う
と
し
た
り
、
い
く
つ
か
の
国
の

経
済
政
策
と
の
関
連
で
カ
ル
テ
ル
政
党
モ
デ
ル
を
検
証
し
よ
う
と
試
み
た
り
す
る
研
究
も
な
さ
れ
て
い
る
。

今
も
な
お
カ
ル
テ
ル
政
党
モ
デ
ル
は
、
論
争
中
の
テ
ー
マ
で
あ
る
が
、
興
味
深
い
こ
と
に
、
政
党
組
織
論
に
お
い
て
、
カ
ル
テ
ル
政
党

論
と
い
う
一
つ
の
分
野
を
形
成
し
て
き
て
い
る
の
も
事
実
で
あ
る
。
か
つ
て
、
デ
ュ
ベ
ル
ジ
ェ
に
よ
る
幹
部
政
党
と
大
衆
政
党
と
い
う
二

つ
の
類
型
が
そ
の
後
の
政
党
組
織
論
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
き
の
よ
う
に
、
現
在
は
、
カ
ッ
ツ
と
メ
ア
に
よ
る
カ
ル
テ
ル
政
党
論
が
ポ
ス

ト
政
党
衰
退
論
の
政
党
研
究
に
お
け
る
一
つ
の
中
心
的
な
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
。

三　

政
党
政
治
の
変
容
と
大
統
領
制
化
論

政
党
衰
退
論
を
受
け
、
新
た
な
視
角
か
ら
政
党
政
治
を
捉
え
よ
う
と
試
み
た
別
の
議
論
と
し
て
、「
政
治
の
大
統
領
制
化

（presidentialization

）」
論
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る

（
3
）

。
ポ
グ
ン
ト
ケ
（T

hom
as P

oguntke

）
と
ウ
ェ
ブ
（P

aul W
ebb

）
は
、
民
主
的
な
政

一
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治
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
へ
の
権
力
集
中
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
先
進
工
業
民
主
主
義
諸
国
に
お
け
る
政
治
の
大
統
領
制

化
と
い
う
点
か
ら
検
討
を
行
っ
て
い
る
（P

oguntke and W
ebb 2005

）。
彼
ら
に
よ
れ
ば
、
大
統
領
制
化
と
は
、「
ほ
と
ん
ど
の
場
合
に
形

式
的
構
造
で
あ
る
体
制
タ
イ
プ
を
変
え
る
こ
と
な
く
、
体
制
の
実
際
的
運
用
が
よ
り
大
統
領
制
的
な
も
の
に
な
っ
て
ゆ
く
過
程
で
あ
る

（P
oguntke and W

ebb 2005 :1 

邦
訳
二
）」
と
さ
れ
る
。

彼
ら
の
議
論
を
理
解
す
る
際
に
は
、
ポ
グ
ン
ト
ケ
と
ウ
ェ
ブ
が
政
党
研
究
の
専
門
家
で
あ
り
、
彼
ら
が
こ
れ
ま
で
に
展
開
し
て
き
た
多

く
の
議
論
に
お
い
て
、
政
党
衰
退
論
を
い
か
に
考
え
る
の
か
と
い
う
問
題
意
識
が
内
包
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る

（P
oguntke and W

ebb 2005
）。
彼
ら
は
、
大
統
領
制
化
が
執
政
府
、
政
党
、
選
挙
と
い
う
三
つ
の
側
面
で
み
ら
れ
る
と
指
摘
し
、
各
側
面

に
お
け
る
大
統
領
制
化
の
特
徴
に
注
目
し
た
。
大
統
領
制
化
と
表
現
さ
れ
る
現
象
が
執
政
府
で
み
ら
れ
る
と
し
て
も
、
そ
こ
だ
け
に
限
定

し
て
捉
え
る
の
は
不
十
分
で
あ
り
、
政
党
や
選
挙
の
側
面
に
目
を
向
け
る
と
、
そ
こ
で
も
ま
た
大
統
領
制
化
と
表
現
で
き
る
よ
う
な
現
象

が
目
撃
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
三
つ
の
側
面
を
総
合
的
に
把
握
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
代
民
主
主
義
に
お
け
る
大
統
領
制
化
と
い
う
現
象
を

正
確
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

彼
ら
の
問
題
意
識
か
ら
す
る
と
、
大
統
領
制
化
論
は
、
政
党
衰
退
論
に
対
す
る
現
在
の
彼
ら
の
見
方
を
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
政
党
衰

退
論
を
め
ぐ
る
議
論
へ
の
彼
ら
の
立
場
表
明
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
大
統
領
制
化
の
三
つ
の
側
面
は
、
い
ず
れ
も
政
党
政
治
と

か
か
わ
っ
て
い
る
。
政
府
の
形
成
や
交
代
は
、
政
党
の
存
在
を
抜
き
に
語
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
政
党
の
側
面
に
お
け
る
大
統
領
制
化
は
、

政
党
政
治
の
変
容
を
示
し
て
お
り
、
政
党
衰
退
論
と
ど
の
よ
う
な
関
連
性
を
も
つ
の
か
に
つ
い
て
も
疑
問
が
残
る
点
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
選
挙
も
政
党
政
治
が
展
開
さ
れ
る
一
つ
の
ア
リ
ー
ナ
で
あ
り
、
政
党
が
選
挙
で
存
在
感
を
示
す
の
は
紛
れ
も
な
い
事
実
で
あ

る
。
執
政
府
、
政
党
、
選
挙
と
い
う
大
統
領
制
化
の
三
つ
の
側
面
は
、
い
ず
れ
も
政
党
の
衰
退
と
さ
れ
る
現
象
が
み
ら
れ
る
ア
リ
ー
ナ
で

一
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あ
る
し
、
大
統
領
制
化
と
政
党
衰
退
と
が
何
ら
か
の
点
で
結
び
つ
き
を
も
っ
て
い
る
こ
と
を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

ポ
グ
ン
ト
ケ
と
ウ
ェ
ブ
に
よ
れ
ば
、
現
実
政
治
に
お
け
る
大
統
領
制
化
は
、
⒜
党
内
お
よ
び
政
治
的
執
政
府
内
に
お
け
る
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
の
権
力
資
源
と
自
律
性
の
増
大
、
⒝
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
重
視
す
る
よ
う
に
な
っ
た
選
挙
過
程
と
い
う
二
つ
の
点
が
発
展
し
た
も

の
で
あ
る
（P

oguntke and W
ebb 2005: 5 

邦
訳
七
│
八
）。
大
統
領
制
化
は
、
執
政
府
、
政
党
、
選
挙
と
い
う
三
つ
の
側
面
で
み
ら
れ
る
が
、

こ
れ
ら
は
議
会
制
民
主
主
義
の
中
心
的
な
領
域
に
あ
る
。
大
統
領
制
化
の
過
程
は
、
憲
法
改
正
な
ど
の
よ
う
に
、
憲
法
構
造
が
直
接
的
に

変
わ
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
以
外
の
偶
発
的
お
よ
び
構
造
的
な
要
因
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

大
統
領
制
、
議
院
内
閣
制
、
半
大
統
領
制
の
い
ず
れ
も
原
則
的
に
、
政
党
主
導
型
の
体
制
と
大
統
領
制
的
な
体
制
と
の
間
を
往
来
す
る

も
の
で
あ
り
、
一
つ
の
連
続
線
上
の
ど
の
極
に
近
づ
く
か
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
基
底
構
造
的
要
因
（
社
会
構
造
や
メ
デ
ィ
ア
シ
ス
テ
ム
の
変
化
な

ど
）
と
、
偶
発
的
要
因
（
リ
ー
ダ
ー
の
人
格
な
ど
）
に
よ
っ
て
決
ま
る
。
図
4
は
、
一
つ
の
連
続
線
上
に
体
制
の
三
つ
の
タ
イ
プ
を
位
置
づ

け
て
お
り
、
大
統
領
制
化
さ
れ
て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
政
党
主
導
型
で
あ
る
の
か
と
い
う
点
か
ら
両
極
が
区
別
さ
れ
て
い
る
。

図
4
の
水
平
次
元
は
、
公
式
の
法
律
│
憲
法
的
な
基
準
に
し
た
が
っ
て
三
つ
の
タ
イ
プ
を
分
け
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
境
界
線
は
明
確
で

あ
り
、
半
大
統
領
制
が
議
院
内
閣
制
と
大
統
領
制
と
の
間
に
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
単
純
に
両
者
の
中
間
型
と
し
て
半
大
統
領
制
を
理
解

す
る
こ
と
は
適
切
で
は
な
い
。
図
4
の
垂
直
的
次
元
は
水
平
的
次
元
と
異
な
り
、
明
確
な
区
分
け
が
あ
る
の
で
は
な
く
、
一
続
き
の
連
続

体
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
垂
直
的
次
元
は
、
両
端
に
向
か
う
矢
印
に
よ
っ
て
示
さ
れ
、
上
端
が
「
大
統
領
制
的
な
統
治
」
で
、
下
端

が
「
政
党
主
導
型
の
統
治
」
を
意
味
し
て
い
る
。「
大
統
領
制
的
な
統
治
」
と
は
大
統
領
制
化
を
意
味
し
て
お
り
、
政
党
衰
退
論
が
提
起

さ
れ
た
後
の
政
党
政
治
を
示
し
て
い
る
。
大
統
領
制
化
に
お
い
て
は
、
従
来
型
の
政
党
に
よ
る
統
治
で
は
な
く
、
大
統
領
や
首
相
と
い
っ

た
政
治
的
エ
リ
ー
ト
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
重
視
さ
れ
る
。

一
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図
4
に
お
け
る
各
タ
イ
プ
の
位
置
づ
け
は
、
公
式
的
な
法
律

│
憲
法
的
な
規
定
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
構
造
的
お
よ
び
偶
発

的
な
政
治
的
特
徴
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
い
え
ば
、

あ
る
国
に
お
け
る
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
の
個
人
的
認
知
度
や
自
律

性
、
権
力
資
源
の
程
度
を
決
定
す
る
も
の
で
あ
り
、
構
造
的
変

化
は
、
政
党
規
則
や
社
会
構
成
の
変
化
な
ど
の
よ
う
に
、
法
律

│
憲
法
と
は
異
な
る
レ
ベ
ル
で
の
持
続
的
な
変
化
を
意
味
し
、

偶
発
的
変
化
は
、
特
定
の
政
治
的
ア
ク
タ
ー
や
政
治
的
状
況
に

固
有
の
要
因
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
も
の
を
意
味
し
て
い
る
。

垂
直
的
次
元
の
ど
こ
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
か
は
、
大
統
領

制
化
の
三
つ
の
側
面
に
よ
っ
て
決
定
づ
け
ら
れ
、
政
党
と
リ
ー

ダ
ー
個
人
と
の
関
係
に
よ
っ
て
決
ま
る
。
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
個

人
に
と
っ
て
有
利
に
な
る
よ
う
な
権
力
資
源
と
自
律
性
の
変
化

と
、
そ
れ
に
と
も
な
う
よ
う
な
内
閣
や
政
党
な
ど
の
集
団
的
ア

ク
タ
ー
の
権
力
と
自
律
性
の
低
下
と
の
か
か
わ
り
に
よ
り
、
連

続
線
上
の
ど
こ
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
か
が
決
ま
る
。

リ
ー
ダ
ー
の
自
律
性
が
高
く
な
る
ほ
ど
、
集
団
的
ア
ク
タ
ー

図 4　大統領制化と体制タイプ
大統領制大統領制的な統治

政党主導型の統治

半大統領制

議院内閣制

出所 　ポグントケ＆ウェブ『民主政治はなぜ「大統領制化」するのか』 9 頁。
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に
よ
る
抵
抗
の
可
能
性
は
小
さ
く
な
る
。
そ
の
た
め
、
高
い
自
律
性
を
も
つ
リ
ー
ダ
ー
ほ
ど
外
か
ら
の
干
渉
を
受
け
る
こ
と
な
く
、
他
の

ア
ク
タ
ー
を
無
視
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
権
力
の
増
大
を
も
た
ら
す
の
は
、
次
の
よ
う
な
二
つ
の
過
程
と
さ
れ
る

（P
oguntke and W

ebb 2005: 7 

邦
訳
一
〇
）。

1 

．
自
律
的
な
統
制
領
域
の
増
大
。
こ
れ
は
、
求
め
る
結
果
が
専
ら
そ
の
よ
う
な
自
律
的
領
域
内
で
得
ら
れ
る
限
り
、
実
質
的
に
権

力
を
行
使
す
る
必
要
は
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。

2 

．
他
者
の
抵
抗
に
対
す
る
打
開
能
力
の
拡
大
。
こ
の
た
め
に
は
、
起
こ
り
う
る
抵
抗
を
打
開
す
る
た
め
の
資
源
、
つ
ま
り
他
者
へ

権
力
を
行
使
す
る
た
め
の
資
源
の
拡
大
が
必
要
で
あ
る
。

大
統
領
制
化
の
三
つ
の
側
面
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
の
二
つ
の
点
を
そ
れ
ぞ
れ
検
討
す
る
と
（P

oguntke and W
ebb 2005: 8-11 

邦
訳
一
〇

│
一
五
）、
ま
ず
、
執
政
府
に
関
し
て
は
、
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
（
大
統
領
な
い
し
首
相
、
政
党
の
リ
ー
ダ
ー
な
ど
）
に
任
命
権
や
政
策
決
定
権
な

ど
の
公
式
的
な
権
力
が
付
与
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
自
律
的
な
統
制
領
域
が
拡
大
す
る
。
リ
ー
ダ
ー
は
、
自
律
的
な
支
配
域
の
外
部
に
対

し
て
、
公
権
力
や
ス
タ
ッ
フ
、
資
金
、
ア
ジ
ェ
ン
ダ
設
定
や
選
択
肢
を
規
定
す
る
能
力
な
ど
を
資
源
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
潜
在
的
な
抵

抗
を
排
除
で
き
る
。

執
政
府
や
政
党
の
側
面
に
お
い
て
は
、
自
党
に
対
す
る
リ
ー
ダ
ー
の
権
力
増
大
が
大
統
領
制
化
の
中
心
的
な
論
点
と
な
る
。
政
党
の
側

面
で
は
、
リ
ー
ダ
ー
が
有
利
に
な
る
よ
う
な
党
内
権
力
の
変
動
が
大
統
領
制
化
に
お
い
て
み
ら
れ
る
が
、
個
人
化
さ
れ
た
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
と
い
う
傾
向
は
、
党
機
構
の
統
制
よ
り
も
リ
ー
ダ
ー
の
個
人
的
名
声
を
高
め
る
た
め
に
権
力
資
源
が
用
い
ら
れ
る
。
選
挙
は
、
政
党
主

一
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導
か
ら
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る
支
配
へ
と
変
化
す
る
。
選
挙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
ア
ピ
ー
ル
さ
れ
、
メ
デ
ィ
ア
の
政
治
報
道

は
以
前
に
も
ま
し
て
リ
ー
ダ
ー
に
焦
点
を
向
け
る
よ
う
に
な
り
、
結
果
的
に
、
有
権
者
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
、
投
票
行
動
に
お
け
る
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
の
効
果
が
重
要
性
を
も
つ
よ
う
に
な
る
。

こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
ポ
グ
ン
ト
ケ
と
ウ
ェ
ブ
が
政
党
衰
退
論
を
ふ
ま
え
て
大
統
領
制
化
論
を
展
開
し
た
点
で
あ

る
。
か
つ
て
の
政
党
主
導
型
の
統
治
で
は
な
く
、
組
織
面
で
も
政
党
間
競
合
の
面
で
も
政
党
は
機
能
不
全
の
状
態
に
陥
り
、
政
党
は
統
治

に
お
け
る
唯
一
の
中
心
的
な
ア
ク
タ
ー
と
い
う
立
場
を
手
放
し
、
い
く
つ
か
あ
る
中
心
的
な
ア
ク
タ
ー
の
う
ち
の
一
つ
の
ア
ク
タ
ー
と
い

う
立
場
に
移
動
し
た
。
そ
の
代
わ
り
に
、
統
治
に
お
い
て
は
、
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
が
中
心
的
な
ア
ク
タ
ー
と
な
り
、
リ
ー
ダ
ー
主
導
に
よ

る
統
治
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

た
だ
し
、
大
統
領
制
化
に
お
い
て
は
、
執
政
た
る
首
相
が
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
で
あ
り
、
基
本
的
に
、
彼
も
し
く
は
彼
女
は
政
党
の
リ
ー

ダ
ー
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
彼
も
し
く
は
彼
女
は
、
政
党
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
か
ら
首
相
と
な
っ
た
の
で
あ
り
、
選
挙
で
政
党
が
勝
利

し
政
権
を
獲
得
し
た
か
ら
こ
そ
、
首
相
の
座
を
射
止
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
大
統
領
制
化
の
三
つ
の
側
面
は
、
い
ず
れ
も
相
互

に
関
連
し
て
お
り
、
相
補
関
係
に
あ
る
。
と
り
わ
け
、
政
党
は
、
大
統
領
制
化
の
三
つ
の
側
面
を
連
結
し
て
い
る
存
在
で
あ
る
と
理
解
で

き
る
。

ポ
グ
ン
ト
ケ
と
ウ
ェ
ブ
に
よ
れ
ば
、
大
統
領
制
化
の
要
因
に
は
、
政
治
的
状
況
や
リ
ー
ダ
ー
の
人
格
な
ど
の
偶
発
的
な
要
因
に
加
え
、

以
下
に
挙
げ
る
よ
う
な
構
造
的
な
要
因
が
含
ま
れ
る
。
構
造
的
要
因
と
し
て
は
、
政
治
の
国
際
化
、
国
家
の
肥
大
化
、
マ
ス
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
構
造
の
変
化
、
伝
統
的
な
社
会
的
亀
裂
に
よ
る
政
治
の
衰
退
と
い
う
四
つ
が
挙
げ
ら
れ
る
（P

oguntke and W
ebb 2005: 13-

17 

邦
訳
一
八
│
二
四
）。
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ま
ず
、
政
治
の
国
際
化
は
、
今
や
当
た
り
前
の
こ
と
で
あ
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
い
う
表
現
も
何
ら
目
新
し
い
も
の
で
は
な
い
。
た
と

え
ば
、
民
族
紛
争
、
テ
ロ
、
環
境
問
題
、
移
民
や
難
民
の
問
題
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
金
融
市
場
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
政
策
的
な
対
応
が
国
家

間
の
交
渉
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
欧
州
統
合
に
よ
り
、
国
内
政
治
の
か
な
り
の
部
分
は
、
国
際
政
治
の
問
題
に
対
す
る
決
定

の
よ
う
に
、
各
国
の
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
や
執
政
府
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。

次
に
、
国
家
の
肥
大
化
は
、
長
期
に
わ
た
り
、
官
僚
制
の
複
雑
化
と
組
織
的
専
門
化
を
も
た
ら
し
た
。
い
い
か
え
る
と
、
制
度
的
分
化

と
制
度
的
多
元
化
と
な
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
政
治
の
大
統
領
制
化
は
、
統
治
能
力
の
欠
如
を
埋
め
合
わ
せ
る
た
め
に
採
用
し
て
き
た

戦
略
と
相
俟
っ
て
、
直
接
的
な
統
治
責
任
の
範
囲
を
狭
め
よ
う
と
す
る
一
方
で
、
他
方
に
お
い
て
は
、
戦
略
的
に
重
要
な
領
域
で
は
政
府

の
調
整
能
力
を
強
化
し
よ
う
と
し
て
き
た
。

第
三
に
、
マ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
構
造
の
変
化
は
、
一
九
六
〇
年
代
初
頭
以
来
の
メ
デ
ィ
ア
の
役
割
拡
大
を
意
味
し
て
い
る
。
メ

デ
ィ
ア
は
、
政
策
よ
り
も
政
治
家
個
人
の
人
格
に
焦
点
を
合
わ
せ
て
争
点
を
単
純
化
し
、
政
治
家
は
、
政
策
の
中
身
を
説
明
す
る
よ
り
も

象
徴
化
す
る
こ
と
で
メ
デ
ィ
ア
の
要
求
に
迎
合
し
て
き
た
。
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
も
ま
た
、
政
治
的
な
議
題
設
定
を
行
う
た
め
に
メ
デ
ィ
ア

を
利
用
し
て
き
た
。

第
四
に
、
伝
統
的
な
社
会
的
亀
裂
に
よ
る
政
治
の
衰
退
は
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
に
数
多
く
指
摘
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
、
西
欧
諸
国
に

お
け
る
政
党
と
社
会
集
団
と
の
伝
統
的
な
結
び
つ
き
が
浸
食
さ
れ
た
と
い
う
議
論
に
み
ら
れ
る
。
政
党
に
加
入
し
て
い
る
党
員
の
数
が
低

下
し
、
社
会
に
お
け
る
政
党
の
足
場
と
も
い
え
る
支
持
基
盤
が
傷
つ
い
た
こ
と
で
、
政
党
は
以
前
の
地
位
に
留
ま
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
っ
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
集
団
が
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
し
た
が
っ
て
対
立
し
、
政
党
が
そ
の
受
け
皿
と
な
っ
て
い
る
状
況
は
過
去
の
も
の

と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
選
挙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
や
政
策
の
対
立
が
争
点
に
な
る
の
で
は
な
く
、
政
治
的
リ
ー
ダ
ー

一
三
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の
人
格
的
資
質
が
重
要
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

大
統
領
制
化
は
、
三
つ
の
側
面
で
同
時
に
進
行
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
構
造
的
要
因
は
、
大
統
領
制
化
の
あ
る
側
面
に
対
し
て
他
の
側

面
よ
り
も
直
接
的
な
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
り
、
三
つ
の
側
面
で
の
大
統
領
制
化
の
過
程
は
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
速
度
や
異
な
る
時
間

で
進
行
す
る
。
あ
る
一
つ
の
過
程
が
進
行
し
、
そ
れ
が
他
の
過
程
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
も
あ
る
。

執
政
府
内
で
の
大
統
領
制
化
に
は
、
政
治
の
国
際
化
と
、
国
家
の
肥
大
化
と
が
直
接
的
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
、
選
挙
で
の
大
統
領

制
化
に
は
、
亀
裂
の
衰
退
が
影
響
を
及
ぼ
し
、
三
つ
の
側
面
す
べ
て
に
対
し
て
、
マ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
構
造
の
変
化
が
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

ポ
グ
ン
ト
ケ
と
ウ
ェ
ブ
は
、
マ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
構
造
の
変
化
が
「
有
権
者
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
選
挙
で
の
選
択
に
お
い
て

リ
ー
ダ
ー
の
人
格
的
資
質
を
重
視
さ
せ
て
い
る
」
こ
と
、「
政
党
リ
ー
ダ
ー
が
、
政
治
的
な
議
題
設
定
の
場
面
か
ら
他
の
ア
ク
タ
ー
を
外

す
た
め
に
利
用
し
て
い
る
」
こ
と
、「
執
政
府
長
官
に
対
し
て
、
政
権
を
支
配
し
、
自
党
の
頭
越
し
に
統
治
を
行
う
た
め
の
決
定
的
な
権

力
資
源
を
提
供
す
る
」
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
点
は
、
大
統
領
制
化
の
三
つ
の
側
面
が
相
互
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
を
説

明
す
る
。

大
統
領
制
化
論
は
、
日
本
で
も
し
ば
し
ば
言
及
さ
れ
て
お
り
、
認
知
度
は
高
ま
っ
て
い
る
。
多
く
の
場
合
は
、
執
政
制
度
論
と
の
関
連

で
言
及
さ
れ
て
お
り
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
政
党
研
究
と
い
う
視
点
か
ら
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
い
。
既
に
言
及
し
た
よ
う
に
、

ポ
グ
ン
ト
ケ
も
ウ
ェ
ブ
も
元
々
は
政
党
研
究
者
で
あ
り
、
彼
ら
自
身
の
問
題
意
識
も
政
党
政
治
の
問
題
に
か
か
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
ふ
ま

え
る
と
、
本
稿
の
よ
う
に
、
政
党
衰
退
論
の
後
の
政
党
政
治
を
説
明
す
る
も
の
と
し
て
、
大
統
領
制
化
論
を
捉
え
る
こ
と
は
有
用
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
。
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四　

政
党
研
究
の
今
後

政
党
の
歴
史
を
ふ
り
か
え
る
と
、
政
党
が
平
た
ん
な
道
の
り
を
歩
ん
で
き
た
の
で
は
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
一
九
世
紀
の
制
限

選
挙
に
お
い
て
、
初
め
て
政
党
が
選
挙
に
登
場
し
た
頃
は
、
政
党
に
対
す
る
否
定
的
な
見
解
が
示
さ
れ
、
民
主
主
義
と
政
党
と
は
相
容
れ

な
い
と
さ
れ
て
い
た
。
と
も
す
れ
ば
、
政
党
は
悪
者
扱
い
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
し
、
棘
の
道
を
歩
み
な
が
ら
政
党
の
歴
史
は
進
ん
で
き

た
と
い
え
る
。
そ
の
後
、
政
党
が
政
治
の
中
心
に
位
置
し
、
主
要
な
ア
ク
タ
ー
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
常
に
批
判
の
的
で
あ
っ
た
こ
と
に

変
わ
り
は
な
い
し
、
過
去
数
十
年
の
選
挙
結
果
で
あ
れ
、
新
聞
記
事
な
ど
メ
デ
ィ
ア
の
情
報
で
あ
れ
、
政
党
が
褒
め
ら
れ
る
こ
と
な
ど
、

ほ
と
ん
ど
皆
無
に
等
し
い
状
態
が
続
い
て
き
た
。

政
党
が
常
に
批
判
さ
れ
な
が
ら
も
、
現
在
ま
で
生
き
延
び
ら
れ
た
の
は
、
単
に
生
命
力
が
強
か
っ
た
だ
け
で
は
な
く
、
漸
進
的
に
変
化

し
て
き
た
か
ら
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
現
時
点
で
、
政
党
の
機
能
が
何
か
を
考
え
よ
う
と
す
る
と
、
政
党
が
以
前
に
果
た
し
て
い
た
機
能

が
何
で
あ
っ
た
の
か
、
現
在
は
ど
の
よ
う
な
機
能
を
果
た
し
て
い
る
の
か
と
い
う
点
か
ら
判
断
し
、
政
党
の
機
能
低
下
を
指
摘
し
、
政
党

衰
退
論
を
展
開
す
る
の
が
最
も
手
早
い
方
法
で
あ
る
。
政
党
組
織
に
つ
い
て
も
同
様
に
、
大
衆
政
党
や
包
括
政
党
の
頃
を
モ
デ
ル
化
し
、

そ
こ
か
ら
逸
脱
し
て
し
ま
っ
た
政
党
を
問
題
視
す
る
の
は
容
易
な
見
方
で
あ
る
。

し
か
し
、
た
え
ず
現
実
政
治
が
変
化
し
続
け
て
い
る
以
上
、
政
党
も
ま
た
変
化
し
続
け
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
過
去
の
あ
る
時
点
に

提
起
さ
れ
た
分
析
の
枠
組
み
の
ま
ま
現
在
の
政
党
や
政
党
を
取
り
巻
く
環
境
を
観
察
し
て
、
政
党
政
治
に
対
す
る
悲
観
的
な
見
方
を
繰
り

返
し
て
い
る
だ
け
で
は
、
政
党
研
究
に
発
展
は
望
め
な
い
。
政
党
が
今
も
な
お
存
在
し
、
政
治
の
中
心
で
み
ら
れ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

た
だ
、
か
つ
て
の
よ
う
に
、
選
挙
で
の
政
党
間
競
合
の
み
が
民
主
主
義
の
行
方
を
左
右
し
た
時
代
と
は
異
な
っ
て
い
る
の
は
確
か
で
あ
る
。
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政
党
は
ど
こ
へ
行
く
の
で
あ
ろ
う
か
。
政
党
は
、
明
示
的
に
も
黙
示
的
に
も
、
漸
進
的
な
変
化
を
遂
げ
つ
つ
あ
り
、
こ
の
先
数
十
年
後
に

は
ま
た
、
新
た
な
モ
デ
ル
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

こ
れ
ま
で
政
党
研
究
は
、
現
実
に
合
わ
せ
て
政
党
が
変
化
す
る
様
子
を
捉
え
な
が
ら
蓄
積
さ
れ
て
き
た
。
政
党
衰
退
論
が
提
示
さ
れ
た

後
も
、
政
党
が
存
続
し
て
き
た
あ
り
さ
ま
は
、
カ
ル
テ
ル
政
党
や
大
統
領
制
化
な
ど
の
点
か
ら
説
明
が
な
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
か
ら
先
も

政
党
研
究
は
、
た
え
ず
現
実
の
変
化
を
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
理
論
の
検
討
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
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註（
1
） 

た
と
え
ば
、
以
下
を
参
照
（S

artori 1976 
邦
訳
一
五; S

chattschneider 1962 

邦
訳
四
一; E

pstein 1967: 9; S
artori 1976 

邦
訳

一
一
一
）。

（
2
） 

本
節
で
の
議
論
は
、
既
に
公
刊
し
た
以
下
の
論
考
に
お
い
て
詳
細
に
論
じ
て
い
る
（
岩
崎
二
〇
〇
二
、
二
〇
一
五
）。
本
稿
の
執
筆
に
あ
た
り
、

適
宜
参
照
し
、
本
稿
の
文
脈
に
応
じ
て
議
論
を
ま
と
め
た
。

（
3
） 

本
節
で
の
議
論
に
関
連
し
た
も
の
と
し
て
、
以
下
を
参
照
さ
れ
た
い
（
岩
崎
二
〇
一
四
）。
ま
た
、
併
せ
て
以
下
も
参
照
（P

oguntke and 

W
ebb 2005

）。
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条
例
の
制
定
又
は
改
廃
の
直
接
請
求
制
度
（
賀
来
）

（
二
二
九
）

条
例
の
制
定
又
は
改
廃
の
直
接
請
求
制
度

│
来
し
方
行
く
末
の
残
さ
れ
た
課
題

│

賀　
　

来　
　

健　
　

輔

1
．
は
じ
め
に

地
方
自
治
法
に
規
定
さ
れ
て
い
る
直
接
請
求
制
度
の
中
で
も
住
民
に
よ
る
政
策
立
案
と
い
う
観
点
か
ら
特
に
興
味
深
い
の
は
、
第
七
四

条
の
「
条
例
の
制
定
又
は
改
廃
の
直
接
請
求
」（
以
下
条
例
制
定
・
改
廃
請
求
）
で
あ
る
。
近
年
全
国
の
自
治
体
で
見
ら
れ
る
住
民
投
票
条

例
の
制
定
な
ど
で
、
住
民
が
積
極
的
に
こ
の
制
度
を
活
用
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
あ
る
の
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。

地
方
自
治
法
に
は
他
に
も
政
策
立
案
を
指
向
す
る
も
の
と
し
て
請
願
の
制
度
も
あ
る
が
、
そ
の
住
民
参
政
制
度
と
し
て
の
首
長
や
議
会

に
与
え
る
影
響
力
（
＝
民
意
の
「
重
み
」：
一
定
数
以
上
の
署
名
要
件
を
ク
リ
ア
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
）
と
い
う
点
か
ら
言
え
ば
、
条
例
制
定
・

論　

説

一
四
七



政
経
研
究　

第
五
十
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第
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（
二
〇
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五
年
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月
）

（
二
三
〇
）

改
廃
請
求
に
は
遥
か
に
及
ば
な
い
（
1
）

。

筆
者
は
近
年
こ
の
住
民
に
よ
る
政
策
立
案
（
換
言
す
れ
ば
、
住
民
参
加
の
政
策
形
成
）
の
手
法
と
し
て
条
例
制
定
・
改
廃
請
求
制
度
に
強

い
関
心
を
有
し
、
そ
の
現
状
分
析
、
課
題
と
可
能
性
に
つ
い
て
直
近
三
篇
ほ
ど
立
て
続
け
に
論
稿
を
発
表
し
て
き
た
（
2
）

。
本
稿
は
関
連
す
る

課
題
を
今
後
の
検
討
の
た
め
に
書
き
留
め
る
も
の
で
あ
っ
て
、
既
稿
の
補
遺
的
側
面
を
担
っ
て
い
る
。

2
．
条
例
制
定
・
改
廃
請
求
制
度
の
変
遷
│
「
来
し
方
」
に
残
さ
れ
た
課
題

2
．1　

第
一
次
地
方
制
度
改
革
に
お
け
る
制
度
導
入

こ
こ
で
は
主
に
総
務
省
の
資
料
に
拠
り
な
が
ら
、
条
例
制
定
・
改
廃
請
求
制
度
の
変
遷
を
概
略
的
に
振
り
返
っ
て
お
く
こ
と
に
し
よ

う
（
3
）

。
こ
れ
ま
で
の
主
要
な
制
度
の
変
更
点
は
表
1
に
示
す
通
り
で
あ
る
。

幾
つ
か
の
点
に
つ
い
て
説
明
を
補
っ
て
お
く
と
、
制
度
の
原
型
は
、
戦
後
直
後
の
一
九
四
六
（
昭
和
二
一
）
年
、
第
一
次
地
方
制
度
改

革
（
東
京
都
制
、
府
県
制
、
市
制
、
町
村
制
の
改
正
）
の
政
府
原
案
で
示
さ
れ
た
。
政
府
は
導
入
の
理
由
と
し
て
、
①
住
民
の
自
治
に
対
す
る

関
心
を
強
め
、
自
治
の
進
展
を
も
た
ら
す
、
②
直
接
参
政
は
暴
力
に
よ
る
行
動
を
抑
止
し
、
自
治
の
健
全
な
発
達
を
促
す
、
③
住
民
の
意

思
の
反
映
に
よ
り
、
議
員
や
長
に
責
任
を
自
覚
さ
せ
、
一
部
の
利
益
で
な
く
一
般
公
共
の
福
祉
増
進
の
た
め
に
行
政
運
営
が
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
る
、
と
い
う
三
点
を
挙
げ
て
い
る
（
4
）

。
こ
の
う
ち
①
と
③
の
理
由
づ
け
は
至
極
妥
当
な
も
の
と
言
え
現
在
で
も
十
分
に
通
用
す
る
。

筆
者
が
こ
の
制
度
に
最
も
関
心
を
寄
せ
る
点
で
あ
る
住
民
に
よ
る
政
策
立
案
と
い
う
点
も
こ
の
二
つ
の
理
由
か
ら
導
き
出
せ
る
。
一
方
②

の
理
由
は
時
代
的
背
景
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
現
在
で
は
全
く
不
必
要
な
理
由
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
示
さ
れ
た
政
府
原
案
は
、
そ
の
後
都
の
必
要
署
名
数
二
万
人
以
上
が
有
権
者
の
一
／
五
〇
以
上
に
、
道
府
県
の
上
限
規
定
（
道
府

一
四
八
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表 1　条例制定・改廃請求の主な制度的変遷

年号 主な制度内容の変更事項

1946（昭和21）年

第一次地方制度改革（東京都制、府県制、市制、町村制の
改正）の政府原案の提出（必要署名数：都 2万人以上、道
府県及び各市町村 1 /50以上［道府県 1万人、市 1千人、町
村100人が上限］、長に修正権。）。のちに衆議院において上
限の規定を撤廃。

1947（昭和22）年

地方自治法制定。直接請求制度の 1つとして条例制定・改
廃請求の規定（「総数の50分の 1以上の者の連署」、署名収
集期間「都道府県 2箇月以内、市町村 1箇月以内（政令事
項）」、長の修正権は採用せず。意見提出権のみ。）

1948（昭和23）年
地方自治法の一部改正（「地方税、分担金、使用料及び手数
料の賦課徴収に関するもの」を請求の対象外に）。

1950（昭和25）年
地方自治法の一部改正（署名の審査、効力の決定、署名簿の
縦覧、争訟手続き、無効の署名、関係人の出頭証言、署名に
関する罰則等を規定する法第74条の 2から 4までを加える。）。

1963（昭和38）年
地方自治法の一部改正（「地方税、分担金、使用料及び手数
料の賦課徴収」の文言を「地方税の賦課徴収並びに分担金、
使用料及び手数料の徴収」に変更。

1969（昭和44）年
地方自治法の一部改正（国政選挙、地方選挙を問わず選挙が行
われるときの署名活動を禁止する規定の付加（第74条第6項）。

1994（平成 6）年
地方自治法の一部改正（身体の故障又は文盲により署名す
ることができない者に係る代筆署名の規定が設ける［第74
条第 7項及び第 8項］）。

2002（平成14）年
地方自治法の一部改正（議会において直接請求による条例
案の審議を行うにあたり、請求代表者に意見陳述の機会を
与える規定を設ける［第74条第 4項］）。

2011（平成23）年
地方自治法の一部改正（請求代表者の資格制限規定［現行
法第74条第 6項］及び地位を利用して署名運動をした公務
員等に対する罰則規定の創設［第74条の 4第 5項］）。

2013（平成25）年
地方自治法施行令等の一部を改正（請求者の署名収集委任
届出書提出の廃止、指定都市における署名収集期間等の延
長［政令事項］）。

（出典）　 総務省地方行財政検討会議第一分科会第 7回資料 2（http://www.soumu.
go.jp/main_content/000087295.pdf）の記述を基に、加筆修正の上筆者が作成。
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県
一
万
人
、
市
一
千
人
、
町
村
一
〇
〇
人
）
が
削
除
さ
れ
た
こ
と
を
除
き
、
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
法
制
化
さ
れ
、
現
行
制
度
に
連
な
っ
て
い
く
こ

と
に
な
っ
た
。
な
お
請
求
の
最
終
的
な
決
定
権
は
議
会
に
委
ね
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
点
は
最
初
か
ら
不
完
全
な
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
の
制
度

と
し
て
出
発
を
み
た
。

2
．2　

制
度
導
入
の
経
緯

先
に
見
た
三
つ
の
制
度
導
入
の
理
由
は
、
今
日
ま
で
の
い
わ
ば
政
府
の
公
式
見
解
に
な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
、
当
時
の
政
府
の
本

音
に
踏
み
込
ん
だ
そ
の
真
実
は
、
未
だ
十
分
に
解
明
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
従
っ
て
、
直
接
請
求
の
中
で
も
性
格
を
異
に
す
る
条

例
制
定
・
改
廃
請
求
が
ど
う
い
う
経
緯
で
（
誰
が
？
ど
の
よ
う
に
？
）
制
度
化
さ
れ
た
の
か
と
い
う
点
は
、
今
な
お
興
味
が
尽
き
な
い
課
題

で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
先
行
研
究
で
共
通
し
て
い
る
の
は
、
そ
れ
が
内
務
省
独
自
の
発
案
で
あ
り
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
主
導
に
よ
る
も
の
で
は
な
い

と
い
う
点
で
あ
る
（
5
）

。
そ
の
根
拠
と
し
て
度
々
引
用
さ
れ
て
き
た
の
は
、
当
時
内
務
官
僚
と
し
て
自
ら
作
成
に
関
わ
っ
た
鈴
木
俊
一
の
証
言

で
あ
る
（
6
）

。

鈴
木
の
回
顧
録
を
見
る
限
り
、
確
か
に
内
務
省
が
独
自
に
発
案
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
な
お
腑
に

落
ち
な
い
の
は
、
や
は
り
戦
前
の
内
務
官
僚
が
そ
こ
ま
で
開
明
的
（
＝
民
主
主
義
的
）
な
制
度
を
積
極
的
に
導
入
す
る
確
た
る
理
由
が
い

ま
一
つ
見
い
だ
せ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
内
務
省
の
独
自
案
に
せ
よ
（
積
極
的
に
で
は
な
く
）
導
入
せ
ざ
る
を
得
な
い
理
由
は
別
に
あ
っ
た
の

で
は
な
い
か
（
＝
本
当
の
理
由
）
と
い
う
の
が
、
筆
者
の
素
朴
な
疑
問
で
あ
る
。
例
え
ば
松
野
光
伸
に
よ
る
次
の
よ
う
な
記
述
を
目
に
す

る
と
き
、
そ
れ
は
必
ず
し
も
的
外
れ
で
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

「
…
（
中
略
）
…
知
事
の
直
接
公
選
制
が
新
憲
法
草
案
に
明
記
さ
れ
、
そ
の
実
施
が
不
可
避
と
な
っ
た
段
階
で
、
内
務
省
は
従
来
か
ら

一
五
〇
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（
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三
）

の
主
張
で
あ
る
知
事
の
間
接
選
挙
制
の
採
用
を
断
念
し
、
知
事
直
接
公
選
制
の
枠
組
の
中
で
従
来
の
知
事
権
限
を
維
持
す
る
方
向
へ
と
対

応
の
転
換
を
迫
ら
れ
た
。
そ
の
方
向
を
保
障
す
る
も
の
と
内
務
省
が
考
え
た
の
が
、
公
選
知
事
の
身
分
を
官
吏
と
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ

の
た
め
に
は
、
明
治
憲
法
が
適
用
さ
れ
る
間
に
地
方
制
度
を
改
正
し
て
公
選
知
事
＝
官
吏
と
い
う
既
定
事
実
を
作
り
上
げ
て
お
く
必
要
が

あ
る
。
そ
う
し
て
お
け
ば
、
状
況
に
よ
っ
て
は
新
憲
法
制
定
後
も
公
選
知
事
＝
官
吏
と
い
う
規
定
が
継
続
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
の
判
断

か
ら
、
内
務
省
は
、
新
憲
法
の
趣
旨
を
具
体
化
す
る
内
容
で
の
改
正
と
い
う
触
れ
込
み
で
、
第
一
次
地
方
制
度
改
正
を
新
憲
法
制
定
前
に

急
い
で
実
施
し
よ
う
と
し
た
の
だ
と
さ
れ
て
い
る
（
7
）

。」（
波
線
は
筆
者
に
よ
る
）

第
一
次
地
方
制
度
改
正
が
行
わ
れ
る
過
程
で
、
内
務
省
が
Ｇ
Ｈ
Ｑ
と
度
重
な
る
折
衝
を
行
っ
て
い
た
の
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
そ
の

過
程
で
内
務
省
が
温
存
し
た
い
旧
来
制
度
（
特
に
知
事
の
身
分
を
「
官
吏
」
と
す
る
こ
と
は
大
き
な
課
題
の
一
つ
で
あ
っ
た
）
と
民
主
的
制
度
の

採
用
を
相
手
の
顔
色
を
窺
い
な
が
ら
塩
梅
し
て
い
た
と
す
る
の
は
、
こ
の
松
野
の
記
述
か
ら
も
推
測
で
き
る
だ
ろ
う
（
8
）

。
つ
ま
り
地
方
制
度

改
革
に
お
い
て
内
務
省
は
「
知
事
＝
官
吏
」
を
温
存
す
る
た
め
に
も
、
新
憲
法
の
趣
旨
に
沿
っ
た
民
主
主
義
的
制
度
を
採
用
す
る
必
要
が

あ
っ
た
。
言
わ
ば
「
出
し
・

・

（
＝
取
引
の
た
め
に
生
み
出
さ
れ
た
民
主
的
材
料
の
一
つ
）」
と
し
て
他
の
直
接
請
求
制
度
と
併
せ
条
例
制
定
・
改
廃

は
採
用
さ
れ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
結
果
的
に
は
知
事
の
直
接
公
選
制
に
加
え
、
そ
の
「
官
吏
」
と
し
て
の

身
分
を
も
外
さ
ざ
る
を
得
ず
内
務
省
の
目
論
見
は
悉
く
潰
え
、
直
接
請
求
制
度
の
方
は
そ
の
ま
ま
採
用
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
が
。
推
測
の

域
に
止
ま
る
も
の
だ
が
、
今
後
な
お
真
相
の
解
明
が
待
た
れ
る
課
題
と
言
え
よ
う
。

2
．3　

地
方
自
治
法
の
制
定

一
九
四
七
（
昭
和
二
二
）
年
地
方
自
治
法
が
制
定
さ
れ
、
直
接
請
求
制
度
の
一
つ
と
し
て
条
例
制
定
・
改
廃
請
求
は
規
定
さ
れ
た
。
こ

一
五
一
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九
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（
二
三
四
）

こ
で
は
既
に
有
権
者
の
「
総
数
の
五
〇
分
の
一
以
上
の
者
の
連
署
」、
署
名
収
集
の
期
間
と
し
て
「
都
道
府
県
二
箇
月
以
内
、
市
町
村
一

箇
月
以
内
（
政
令
事
項
）」
と
現
行
制
度
と
同
様
と
な
っ
て
い
る
。

一
九
四
八
（
昭
和
二
三
）
年
に
は
、
現
行
制
度
の
主
要
な
欠
陥
の
一
つ
と
さ
れ
る
地
方
自
治
法
の
改
正
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、

「
地
方
税
、
分
担
金
、
使
用
料
及
び
手
数
料
の
賦
課
徴
収
に
関
す
る
も
の
」
を
請
求
対
象
か
ら
除
外
し
た
点
で
あ
る
。
以
来
こ
の
点
は
、

住
民
の
請
求
対
象
の
範
囲
を
狭
め
る
も
の
と
し
て
度
々
批
判
に
晒
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（
9
）

。

こ
れ
以
後
も
数
次
に
亘
る
地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ
り
、
幾
つ
か
の
点
で
制
度
内
容
に
変
更
が
加
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ほ
ど
目

立
っ
た
点
は
少
な
い
。
強
い
て
言
う
な
ら
ば
、
二
〇
一
三
（
平
成
二
五
）
年
に
指
定
都
市
が
漸
く
都
道
府
県
並
み
に
署
名
収
集
期
間
を
延

長
さ
れ
た
こ
と
く
ら
い
で
あ
る
。

全
般
的
に
見
渡
す
な
ら
ば
、
一
九
四
八
（
昭
和
二
三
）
年
の
「
地
方
税
等
の
賦
課
徴
収
に
関
す
る
事
項
」
を
請
求
対
象
か
ら
外
し
た
こ

と
を
除
け
ば
、
十
分
と
は
言
え
な
い
も
の
の
（
10
）

概
ね
直
接
請
求
を
行
う
住
民
の
側
に
立
っ
た
制
度
変
更
が
行
わ
れ
て
き
た
と
い
っ
て
も
差
し

支
え
な
い
だ
ろ
う
（
11
）

。

3
．
制
度
改
革
の
必
要
性
│
「
行
く
末
」
に
残
さ
れ
た
課
題

3
．1　

住
民
投
票
の
必
要
性

現
行
制
度
の
最
も
大
き
な
欠
陥
と
し
て
こ
れ
ま
で
つ
と
に
指
摘
さ
れ
て
き
た
点
は
、
請
求
し
た
住
民
の
側
に
最
終
的
な
決
定
権
が
付
与

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
今
日
ま
で
こ
の
直
接
請
求
権
は
あ
く
ま
で
も
「『
審
議
請
願
権
』
に
毛
の
は
え
た
よ
う

な
も
の
」（
沢
井
勝
（
12
）

）
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
制
度
発
足
当
初
に
は
、「
民
主
主
義
の
発
展
段
階
に
対
す
る
考
慮
」（
田
中
二
郎
（
13
）

）
と
い
っ
た
説

一
五
二



条
例
の
制
定
又
は
改
廃
の
直
接
請
求
制
度
（
賀
来
）

（
二
三
五
）

明
も
そ
れ
な
り
の
説
得
力
を
持
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
戦
後
七
〇
年
の
現
在
と
な
っ
て
は
少
な
く
と
も
そ
の
点
を
憂
う
る
状
況
に
は
な

い
。
言
う
ま
で
も
な
く
憲
法
改
正
の
よ
う
な
極
め
て
高
度
な
政
治
問
題
で
す
ら
最
終
的
に
は
国
民
投
票
で
決
す
る
の
で
あ
っ
て
、
依
然
と

し
て
条
例
制
定
・
改
廃
請
求
が
最
終
的
な
決
定
を
議
会
に
委
ね
て
い
る
こ
と
に
明
確
な
根
拠
は
見
い
だ
せ
な
い
。
従
っ
て
、「
地
方
税
等

の
賦
課
徴
収
に
関
す
る
事
項
」
を
改
め
て
請
求
対
象
に
含
め
る
こ
と
と
共
に
、
こ
の
住
民
が
最
終
的
な
決
定
を
行
え
る
形
に
現
行
制
度
を

改
め
て
い
く
こ
と
は
、
今
日
地
方
自
治
の
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と
筆
者
は
捉
え
て
い
る
。

住
民
に
法
的
拘
束
力
を
伴
っ
た
最
終
的
な
決
定
権
を
委
ね
る
「
場
」
と
は
、
具
体
的
に
は
住
民
投
票
に
他
な
ら
な
い
が
、
そ
の
よ
う
な

形
に
制
度
を
改
革
し
て
い
く
に
あ
た
っ
て
は
、
対
象
内
容
、
署
名
要
件
、
加
え
て
住
民
投
票
に
付
し
た
際
の
可
否
の
判
断
（
＝
投
票
率
や

可
決
率
の
取
り
扱
い
な
ど
）
な
ど
検
討
す
べ
き
点
は
少
な
く
な
い
（
14
）

。
そ
の
い
ず
れ
も
が
論
争
的
な
課
題
を
含
ん
で
お
り
、
そ
も
そ
も
制
度
設

計
を
行
う
に
あ
た
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
場
合
に
住
民
投
票
を
課
す
の
か
（
＝
議
会
の
関
わ
り
方
を
ど
う
す
る
か
）、
ま
た
ど
の
段
階
で
課
す
の

か
な
ど
制
度
の
根
幹
に
関
わ
る
仕
組
み
に
つ
い
て
は
、
ク
リ
ア
す
べ
き
課
題
も
多
い
。
本
稿
で
は
、
多
方
面
に
多
く
の
課
題
が
存
在
す
る

こ
と
を
了
解
し
た
上
で
、
ひ
と
ま
ず
議
論
の
叩
き
台
と
し
て
、
実
現
可
能
性
と
い
う
観
点
か
ら
住
民
投
票
を
採
用
し
た
条
例
制
定
・
改
廃

請
求
の
制
度
設
計
を
試
み
て
お
き
た
い
（
15
）

。

実
際
に
首
長
や
議
会
に
比
較
的
抵
抗
感
が
少
な
く
受
け
入
れ
可
能
な
選
択
肢
と
な
る
と
、
恐
ら
く
現
行
制
度
の
延
長
上
に
住
民
投
票
を

課
す
と
い
っ
た
漸
進
的
な
制
度
設
計
が
最
も
現
実
的
か
つ
ベ
タ
ー
な
方
法
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
（
そ
れ
で
も
な
お
現
状
そ
の
実
現
の

ハ
ー
ド
ル
は
極
め
て
高
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
だ
が
）。
因
み
に
現
行
法
で
最
終
的
な
意
思
決
定
に
法
的
拘
束
力
を
有
し
た
住
民
投
票
を
課

し
て
い
る
諸
制
度
に
は
以
下
が
あ
る
（
表
2
）。

一
五
三
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表
2
　
法
律
等
を
根
拠
に
持
つ
住
民
投
票

実
施
事
項

根
拠
条
文

概
要

投
票
権
者

議
会
の
解
散

地
方
自
治
法
第
76
～

79条

有
権
者
の
総
数
の
3
分
の
1
以
上
（
基
本
形
）
の
連
署
に
よ

る
議
員
・
長
の
解
職
の
請
求
が
あ
っ
た
際
に
、
住
民
投
票
を

実
施
（
投
票
で
過
半
数
の
同
意
が
あ
っ
た
と
き
は
、
解
散
）。

満
20歳
以
上
の
者
で
引
き
続
き
3
か
月
以
上
区
域
内
に

住
所
を
有
す
る
者

議
員
・
長
の
解
職
請
求

地
方
自
治
法
第
80
～

85条
他

有
権
者
の
総
数
の
3
分
の
1
以
上
（
基
本
形
）
の
連
署
に
よ

る
議
会
の
解
散
の
請
求
が
あ
っ
た
際
に
、
住
民
投
票
を
実
施

（
投
票
で
過
半
数
の
同
意
が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ
解

職
）。

満
20歳
以
上
の
者
で
引
き
続
き
3
か
月
以
上
区
域
内
に

住
所
を
有
す
る
者

一
つ
の
地
方
公
共
団
体
の

み
に
適
用
さ
れ
る
特
別
法

に
関
す
る
住
民
投
票

日
本
国
憲
法
第
95条
、

地
方
自
治
法
第
261条

、
第
262条

憲
法
第
95条
に
基
づ
き
「
一
の
地
方
公
共
団
体
の
み
に
適
用

さ
れ
る
特
別
法
」
の
制
定
に
当
た
っ
て
、
住
民
投
票
を
実
施

（
法
律
の
制
定
に
は
過
半
数
の
同
意
が
必
要
）。

満
20歳
以
上
の
者
で
引
き
続
き
3
か
月
以
上
区
域
内
に

住
所
を
有
す
る
者

市
町
村
合
併
に
係
る
法
定

合
併
協
議
会
設
置
の
請
求

に
関
す
る
住
民
投
票

市
町
村
合
併
特
例
法
第

4
条
、
第
5
条

直
接
請
求
で
付
さ
れ
た
合
併
協
議
会
の
設
置
に
係
る
議
案
が

議
会
で
否
決
さ
れ
た
場
合
に
、
長
に
よ
る
住
民
投
票
に
付
す

る
旨
の
請
求
又
は
有
権
者
の
6
分
の
1
以
上
の
直
接
請
求
に

よ
り
、
住
民
投
票
を
実
施
（
投
票
で
有
効
投
票
総
数
の
過
半

数
の
同
意
が
あ
っ
た
と
き
は
、
議
会
が
可
決
し
た
も
の
と
み

な
さ
れ
る
。）。

満
20歳
以
上
の
者
で
引
き
続
き
3
か
月
以
上
区
域
内
に

住
所
を
有
す
る
者

憲
法
改
正
に
係
る
国
民
投
票

憲
法
第
96条
、
憲
法
改

正
国
民
投
票
法

憲
法
第
96条
に
基
づ
き
「
各
議
員
の
総
議
員
の
3
分
の
2
以

上
の
賛
成
で
国
会
が
発
議
」
し
、
こ
れ
に
基
づ
き
国
民
投
票

を
実
施
（
投
票
で
過
半
数
の
同
意
が
必
要
）。

満
18歳
以
上
の
日
本
国
民
（
平
成
30年

6
月
21日

以
後
。

そ
れ
ま
で
は
、
投
票
権
者
の
年
齢
は
20歳
以
上
。）

特
別
区
の
設
置
に
係
る
住

民
投
票

大
都
市
地
域
特
別
区
設

置
法
第
7
条
、
第
8
条

指
定
都
市
と
隣
接
自
治
体
の
人
口
の
合
計
が
200万

人
以
上

の
地
域
に
お
い
て
市
町
村
を
廃
止
し
、
特
別
区
を
設
置
す
る

場
合
に
住
民
投
票
を
実
施
。
投
票
率
に
関
わ
ら
ず
過
半
数
の

賛
成
で
市
町
村
は
廃
止
さ
れ
、
特
別
区
が
設
置
で
き
る
。

満
20歳
以
上
の
者
で
引
き
続
き
3
か
月
以
上
区
域
内
に

住
所
を
有
す
る
者

（
出
典
）　
 総
務
省
地
方
行
財
政
検
討
会
議
第
一
分
科
会
第
7
回
資
料
3
－
1
、
3
－
2
（
http://w

w
w
.soum

u.go.jp/m
ain_content/000087296.pdf及

び
http://w

w
w
.

soum
u.go.jp/m

ain_content/000087297.pdf）
を
基
に
、
大
幅
に
加
筆
修
正
の
上
筆
者
が
作
成
。
な
お
、
2015（

平
成
27）

年
の
公
職
選
挙
法
改
正
に
よ
っ
て
今
後
投

票
権
者
の
年
齢
が
18歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
る
こ
と
が
決
定
し
て
い
る
。

一
五
四



条
例
の
制
定
又
は
改
廃
の
直
接
請
求
制
度
（
賀
来
）

（
二
三
七
）

3
．2　
「
市
町
村
合
併
に
係
る
法
定
合
併
協
議
会
設
置
の
請
求
に
関
す
る
住
民
投
票
」
の
仕
組
み
と
課
題

こ
れ
ら
の
う
ち
「
市
町
村
合
併
に
係
る
法
定
合
併
協
議
会
設
置
の
請
求
に
関
す
る
住
民
投
票
」
は
条
例
制
定
・
改
廃
請
求
と
制
度
的
に

似
た
点
も
あ
り
、
今
回
の
制
度
設
計
に
あ
た
っ
て
検
討
し
て
お
く
こ
と
は
無
意
味
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
こ
の
制
度
は
国
が
平
成
の
大
合
併

を
推
進
す
る
過
程
で
導
入
し
た
も
の
で
、
一・

応・

住
民
自
治
の
制
度
と
は
い
え
国
の
企
図
す
る
合
併
促
進
の
た
め
だ
け
に
設
計
さ
れ
た
も
の

で
あ
っ
た
（
16
）

。
故
に
筆
者
を
含
め
予
て
よ
り
安
易
な
市
町
村
合
併
を
憂
慮
す
る
者
か
ら
は
、
極
め
て
不
評
を
買
っ
た
制
度
で
は
あ
る
。
し
か

し
、
導
入
の
背
景
は
ど
う
あ
れ
制
度
の
仕
組
み
を
考
え
る
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
条
例
制
定
・
改
廃
請
求
の
制
度
改
革
に
示
唆
を
与
え
る

点
も
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
以
下
で
は
、
市
町
村
合
併
特
例
法
第
四
条
に
規
定
す
る
「
合
併
協
議
会
の
設
置
に
係
る
住
民
投
票
」
の
仕

組
み
を
概
略
的
に
紹
介
し
、
そ
の
課
題
は
ど
こ
に
あ
り
、
ま
た
条
例
制
定
・
改
廃
請
求
は
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
克
服
し
て
い
く
べ
き
か
若

干
の
検
討
を
行
う
（
17
）

。（
図
1
）。

3
．2
．1　

制
度
の
仕
組
み

制
度
の
仕
組
み
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
ま
ず
住
民
は
、
有
権
者
総
数
の
一
／
五
〇
以
上
の
連
署
を
も
っ
て
合
併
請
求
市
町
村
の
長
に
対

し
、
合
併
協
議
会
の
設
置
を
請
求
す
る
。
次
に
合
併
請
求
市
町
村
の
長
か
ら
合
併
対
象
市
町
村
の
長
に
、
合
併
協
議
会
設
置
協
議
に
つ
い

て
議
会
に
付
議
す
る
か
否
か
の
意
見
を
求
め
る
。
合
併
対
象
市
町
村
全
て
の
長
か
ら
議
会
に
付
議
す
る
旨
の
回
答
を
得
た
場
合
に
は
、
合

併
請
求
市
町
村
、
合
併
対
象
市
町
村
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
合
併
協
議
会
設
置
協
議
に
つ
い
て
議
会
に
付
議
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
際
合
併

請
求
市
町
村
の
議
会
で
否
決
し
、
か
つ
合
併
対
象
市
町
村
の
議
会
全
て
で
可
決
し
、
合
併
請
求
市
町
村
の
長
か
ら
の
住
民
投
票
の
請
求
が

な
か
っ
た
と
き
は
、
有
権
者
総
数
の
一
／
六
以
上
の
連
署
を
も
っ
て
そ
の
請
求
が
で
き
、
合
併
請
求
市
町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会
は
合
併

一
五
五
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協
議
会
設
置
協
議
に
つ
い
て
住
民
投
票

を
実
施
す
る
。

最
終
的
に
合
併
請
求
市
町
村
に
お
け

る
住
民
投
票
で
有
効
投
票
総
数
の
過
半

数
の
賛
成
が
あ
っ
た
時
に
は
、
当
該
市

町
村
の
議
会
が
可
決
し
た
も
の
と
み
な

さ
れ
、
合
併
協
議
会
を
設
置
す
る
。

以
上
が
第
四
条
に
よ
る
制
度
の
概
略

で
あ
る
が
、
最
初
の
請
求
の
署
名
要
件

を
有
権
者
総
数
の
一
／
五
〇
以
上
と
し

て
い
る
点
は
条
例
制
定
・
改
廃
請
求
に
、

ま
た
最
終
的
に
住
民
投
票
で
有
効
投
票

総
数
の
過
半
数
以
上
を
合
併
協
議
会
設

置
の
可
決
要
件
に
し
て
い
る
点
は
解

職
・
解
散
の
請
求
に
そ
れ
ぞ
れ
倣
っ
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
制
度
は
あ
く

ま
で
も
住
民
に
合
併
協
議
会
の
設
置
を

図 1　合併協議会の設置に係る住民投票

（出典）　 総務省地方行財政検討会議第一分科会第 7回資料 3－ 2（http://www.

soumu.go.jp/main_content/000087297.pdf）。

Ａ市
合併請求市町村

Ｂ町
合併対象市町村

Ｃ村
合併対象市町村

有権者の1/50以
上の署名で直接
請求

有権者の1/6
以上の署名
で直接請求

付議するかどう
か意見照会

長による投票に
付する旨の請求

議会で否決 議会で可決

住民投票実施

あり なし

手続終了

↓

【市町村合併特例法第４条の場合】

議会で可決

付議する旨回答
付議する旨回答

※ＢＣが付議しない旨の回答をした場合
※ＢＣで議会が否決した場合

一
五
六



条
例
の
制
定
又
は
改
廃
の
直
接
請
求
制
度
（
賀
来
）

（
二
三
九
）

認
め
る
も
の
で
あ
っ
て
、
合
併
そ
の
も
の
の
可
否
に
関
わ
る
手
段
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
合
併
反
対
の
住
民
に
は
議
会
の
合
併
決

定
に
対
し
て
対
抗
す
る
手
段
は
全
く
与
え
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
も
こ
れ
は
、
一
方
的
に
合
併
促
進
の
手
段
と
し
て
住
民
参

加
の
道
を
拓
く
も
の
で
し
か
な
い
と
い
う
公
平
性
を
欠
い
た
制
度
と
な
っ
て
い
る
。

3
．2
．2　

住
民
投
票
の
際
の
署
名
要
件
設
定
の
経
緯

こ
の
制
度
は
、
議
会
の
否
決
後
に
住
民
投
票
の
道
を
拓
く
プ
ロ
セ
ス
を
採
用
し
て
い
る
。
そ
の
実
施
に
あ
た
っ
て
改
め
て
一
／
六
以
上

の
厳
し
い
署
名
要
件
を
定
め
て
い
る
が
、
こ
れ
は
（
実
施
の
）
成
立
を
抑
制
す
る
こ
と
で
議
会
や
長
の
抵
抗
感
を
和
ら
げ
る
意
図
が
期
待

さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
合
併
協
議
会
設
置
の
住
民
投
票
は
、
制
度
化
の
過
程
で
ど
の
よ
う
な
理
由
に
基
づ
い
て
こ
の
署
名
要
件
を
設
定
し
た
の
だ

ろ
う
か
。
こ
の
点
が
明
ら
か
に
な
れ
ば
、
そ
の
根
拠
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
条
例
制
定
・
改
廃
請
求
の
署
名
要
件
の
設
定
に
関
し
て
も

参
考
に
な
る
だ
ろ
う
。
以
上
の
よ
う
な
考
え
か
ら
筆
者
は
そ
の
導
入
の
経
緯
を
広
く
あ
た
っ
て
み
た
が
、
現
在
ま
で
そ
の
明
確
な
理
由
を

探
し
出
す
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

し
か
し
、
以
下
の
資
料
に
若
干
の
手
掛
か
り
（
め
い
た
も
の
）
を
見
つ
け
る
こ
と
は
で
き
た
の
で
、
こ
こ
に
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
一

つ
は
二
〇
〇
一
（
平
成
一
三
）
年
の
第
一
五
一
国
会
衆
議
院
予
算
委
員
会
審
議
で
、
島
聡
民
主
党
議
員
（
当
時
）
と
遠
藤
和
良
総
務
副
大
臣

（
当
時
）
と
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
次
の
や
り
と
り
で
あ
る
（
18
）

。

島
分
科
員　

…
こ
れ
か
ら
先
は
新
聞
報
道
で
す
の
で
確
か
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
ん
で
す
が
、　

今
住
民
発
議
の
話
を
さ
れ
ま
し
た

の
で
、
新
聞
報
道
で
私
が
知
っ
た
限
り
で
は
、
住
民
発
議
が
あ
る
、
合
併
協
議
会
が
設
置
さ
れ
な
か
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
議
会
の
一
種
の

一
五
七
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拒
否
権
が
発
動
さ
れ
た
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
住
民
投
票
を
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
よ
う
な
直
接
請
求
の
制
度
も
つ
く
ろ
う

じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
話
が
あ
る
。
そ
の
署
名
数
が
新
聞
報
道
で
は
六
分
の
一
と
出
て
い
ま
す
。
こ
の
六
分
の
一
の
根
拠
、
直
接
請
求
で

す
か
ら
、
五
十
分
の
一
と
い
う
条
例
の
制
定
請
求
、
解
散
、
解
職
請
求
の
三
分
の
一
と
、
そ
の
真
ん
中
辺
に
落
と
す
と
い
う
わ
け
は
何

と
な
く
わ
か
り
ま
す
。

た
だ
、
こ
の
六
分
の
一
、
一
六
・
七
％
と
い
う
の
は
結
構
大
変
な
数
か
な
と
思
う
ん
で
す
。
今
ま
で
住
民
発
議
は
八
十
八
件
あ
っ
た

わ
け
で
す
。
そ
の
う
ち
、
こ
の
一
六
・
七
％
を
超
え
て
い
る
の
は
約
二
十
件
、
三
分
の
一
ぐ
ら
い
で
あ
り
ま
す
。
か
な
り
こ
れ
は
高
い

ハ
ー
ド
ル
か
な
と
い
う
ふ
う
に
私
は
思
い
ま
す
。

現
在
の
い
わ
ゆ
る
住
民
の
直
接
請
求
の
制
度
、
昭
和
二
十
一
年
に
地
方
制
度
改
正
が
あ
っ
て
、
第
一
次
改
正
で
も
う
直
接
請
求
と
い

う
の
が
出
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
が
、
六
分
の
一
と
い
う
の
は
今
ま
で
一
度
も
出
た
数
字
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
。
衆
議
院
の
審
議
で
、
条

例
、
規
則
制
定
の
直
接
請
求
自
体
は
、
そ
の
前
は
一
定
数
以
上
の
連
署
で
あ
っ
た
の
で
す
が
、
五
十
分
の
一
に
な
っ
た
そ
う
で
あ
り
ま

す
が
、
そ
の
と
き
に
、
さ
す
が
に
五
十
分
の
一
で
は
煩
瑣
に
た
え
な
い
か
ら
十
分
の
一
ぐ
ら
い
で
差
し
支
え
な
い
と
思
う
と
い
う
衆
議

院
の
審
議
が
あ
る
の
で
す
。

今
ま
で
六
分
の
一
と
い
う
数
字
は
余
り
な
か
っ
た
で
す
か
ら
、
も
し
議
論
を
さ
れ
る
な
ら
十
分
の
一
ぐ
ら
い
の
方
が
私
は
い
い
と
思

う
ん
で
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
…

遠
藤
副
大
臣　

…
確
か
に
十
分
の
一
と
い
う
こ
と
を
考
え
た
こ
と
が
あ
る
の
で
す
ね
。
た
だ
、
法
律
に
い
た
し
ま
す
と
き
に
は
、
全

国
の
地
方
団
体
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
よ
く
聞
い
て
法
律
を
つ
く
る
よ
う
に
と
い
う
定
め
が
ご
ざ
い
ま
し
た
も
の
で
す
か
ら
、
全
国
の
町

一
五
八
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村
会
の
皆
さ
ん
、
町
村
議
会
の
議
長
会
の
皆
さ
ん
の
御
意
見
を
賜
り
ま
し
て
、
十
分
の
一
か
ら
六
分
の
一
に
変
更
い
た
し
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

こ
れ
は
一
回
、
住
民
発
議
で
行
い
ま
し
た
こ
の
合
併
協
議
会
の
設
置
を
議
会
が
否
決
し
た
場
合
に
、
も
う
一
回
、
六
分
の
一
以
上
の

皆
さ
ん
が
賛
成
す
る
と
い
う
こ
と
に
よ
り
ま
し
て
議
会
が
否
決
し
た
も
の
を
設
置
さ
せ
る
、
こ
う
い
う
意
味
で
ご
ざ
い
ま
す
。
し
た
が

い
ま
し
て
、
そ
う
い
う
新
し
い
道
を
開
く
と
い
う
意
味
で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
、
今
は
そ
う
い
う
制
度
は
な
い
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、

な
い
も
の
を
つ
く
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
、
六
分
の
一
で
制
度
を
つ
く
り
た
い
、
こ
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
一
つ
の
資
料
は
、
二
〇
〇
一
（
平
成
一
三
）
年
二
月
に
全
国
町
村
会
が
市
町
村
合
併
特
例
法
の
改
正
に
あ
た
り
総
務
省
に
行
っ
た
住

民
投
票
制
度
導
入
に
対
す
る
申
し
入
れ
で
あ
る
（
19
）

。
そ
こ
で
は
総
務
省
の
説
明
に
あ
っ
た
一
／
一
〇
以
上
の
署
名
に
よ
る
住
民
投
票
の
実
施

案
を
引
き
上
げ
、
一
／
六
〜
一
／
五
に
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。

さ
て
こ
の
二
つ
の
資
料
か
ら
考
え
る
と
、
島
議
員
の
発
言
に
従
え
ば
、
一
／
六
と
い
う
署
名
要
件
は
一
／
五
〇
の
条
例
制
定
・
改
廃
請

求
と
一
／
三
の
解
職
・
解
散
請
求
の
真
ん
中
辺
り
を
と
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
遠
藤
副
大
臣
は
こ
の
発
言
の
内
容
を

特
段
否
定
す
る
こ
と
な
く
、
続
く
島
議
員
の
署
名
要
件
を
一
／
一
〇
ぐ
ら
い
に
す
べ
き
で
は
と
い
う
質
問
の
答
弁
と
し
て
、
町
村
会
の
意

見
を
受
け
て
一
／
六
に
変
更
し
た
い
と
発
言
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
点
を
踏
ま
え
る
と
、
総
務
省
側
は
当
初
署
名
要
件
を
一
／
一
〇
と
し
て
制
度
化
を
進
め
て
い
た
が
、
ハ
ー
ド
ル
を
上
げ
る
こ

と
を
要
求
す
る
町
村
会
の
要
求
を
の
み
、
結
局
申
し
入
れ
通
り
一
／
六
に
署
名
要
件
は
収
ま
っ
た
こ
と
に
な
る
。
大
方
設
定
の
理
由
は
、

こ
の
あ
た
り
が
事
の
真
相
な
の
だ
ろ
う
。

一
五
九
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制
度
の
あ
ら
ゆ
る
設
定
要
件
に
関
し
て
、
住
民
の
直
接
請
求
に
否
定
的
な
団
体
と
の
せ
め
ぎ
合
い
は
、
条
例
制
定
・
改
廃
請
求
の
場
合

に
お
い
て
も
同
様
に
展
開
さ
れ
る
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

3
．2
．3　

厳
格
な
署
名
要
件
の
問
題
性

い
ず
れ
に
し
て
も
現
行
の
厳
格
な
署
名
要
件
は
、
か
な
り
問
題
が
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
住
民
は
制
度
の
出
発
点
で
ま
ず
一
／

五
〇
以
上
の
署
名
を
必
要
と
し
、
さ
ら
に
住
民
投
票
の
実
施
で
も
改
め
て
そ
れ
も
一
／
六
以
上
と
い
う
厳
し
い
署
名
を
求
め
ら
れ
る
と
い

う
の
は
、
あ
ま
り
に
も
高
い
ハ
ー
ド
ル
で
あ
る
。
そ
れ
は
署
名
要
件
そ
の
も
の
に
も
言
え
る
し
、
ま
た
署
名
す
る
側
そ
し
て
収
集
す
る
側

の
コ
ス
ト
と
い
う
意
味
に
お
い
て
も
そ
う
で
あ
る
。
条
例
制
定
・
改
廃
請
求
の
制
度
設
計
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
他
の
方
法

を
検
討
し
た
方
が
よ
い
だ
ろ
う
。
例
え
ば
、
出
発
点
の
署
名
要
件
を
あ
る
程
度
高
め
に
設
定
し
、
議
会
が
否
決
し
た
ら
そ
の
ま
ま
住
民
投

票
を
実
施
す
る
と
か
、
あ
る
い
は
二
度
目
の
署
名
要
件
を
一
／
一
〇
な
ど
低
め
に
抑
え
る
な
ど
、
多
様
な
方
法
が
考
え
ら
れ
う
る
。
合
併

協
議
会
の
設
置
と
い
う
限
定
さ
れ
た
単
一
の
課
題
と
は
性
格
が
異
な
り
一
概
に
は
比
較
し
に
く
い
が
、
少
な
く
と
も
検
討
に
値
す
る
点
で

は
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

4
．
終
わ
り
に

条
例
制
定
・
改
廃
請
求
に
ま
つ
わ
る
残
さ
れ
た
課
題
に
つ
い
て
若
干
の
検
討
を
試
み
て
き
た
。
結
局
い
ず
れ
も
解
明
に
ま
で
は
至
ら
ず

課
題
は
課
題
と
し
て
依
然
残
っ
た
ま
ま
で
あ
る
が
、
そ
の
検
討
さ
れ
る
べ
き
重
要
性
に
つ
い
て
は
少
な
く
と
も
問
題
を
提
起
で
き
た
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

条
例
制
定
・
改
廃
請
求
は
、
住
民
の
政
策
立
案
を
可
能
に
す
る
と
い
う
点
で
実
に
魅
力
的
な
制
度
で
あ
る
。
し
か
し
、
制
度
発
足
以
来
、

一
六
〇
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三
）

不
完
全
な
制
度
を
強
い
ら
れ
た
ま
ま
今
日
ま
で
至
っ
て
き
た
。
よ
り
よ
い
制
度
に
改
善
し
て
い
く
た
め
に
は
、
ま
ず
以
て
不
完
全
な
制
度

た
ら
し
め
て
き
た
個
々
の
要
因
の
検
討
が
欠
か
せ
な
い
。
今
後
一
人
で
も
多
く
の
研
究
者
が
、
積
極
的
に
未
解
決
の
諸
課
題
に
対
し
て
取

り
組
む
こ
と
を
望
む
ば
か
り
で
あ
る
。
筆
者
も
ま
た
そ
の
一
人
に
名
を
連
ね
て
い
く
こ
と
で
、
わ
が
国
の
住
民
参
加
の
道
を
切
り
拓
く
契

機
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

註（
1
） 

一
般
に
請
願
は
、
住
民
の
要
望
を
議
会
が
聞
き
お
く

・

・

・

・

形
式
的
側
面
が
強
い
と
思
わ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
必
ず
し
も
そ
う
と
は
限
ら
な
い
。
例
え

ば
、
静
岡
市
の
一
中
学
生
が
請
願
に
よ
り
路
上
で
の
喫
煙
を
な
く
す
た
め
の
条
例
制
定
を
求
め
た
事
例
で
は
、
請
願
は
議
会
に
お
い
て
全
会
一
致
で

採
択
さ
れ
、
い
わ
ゆ
る
「
歩
き
た
ば
こ
禁
止
条
例
（
＝
「
静
岡
市
路
上
喫
煙
に
よ
る
被
害
等
の
防
止
に
関
す
る
条
例
」
二
〇
〇
六
年
）」
の
制
定
に

結
実
し
た
。
こ
の
事
例
な
ど
は
、
条
例
案
の
作
成
に
ま
で
至
ら
ず
と
も
住
民
に
よ
る
政
策
立
案
と
見
な
せ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
他
法
的
根
拠

を
持
た
な
い
同
様
の
制
度
と
し
て
の
陳
情
に
も
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
双
方
に
関
し
て
は
、
以
下
を
参
照
。
金
井
利
之
「
第
一
章
直
接
請
求
制

度
」『
市
区
町
村
に
お
け
る
住
民
参
加
方
策
に
関
す
る
調
査
研
究
』、
財
団
法
人
地
方
自
治
研
究
機
構
、
二
〇
一
三
年
、
八
〇
│
八
三
頁
。

（
2
） 

そ
の
三
篇
の
論
稿
と
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
賀
来
健
輔
「
近
時
の
条
例
の
制
定
・
改
廃
の
直
接
請
求
に
関
す
る
通
時
的
考
察
│
一
九
九
九

〜
二
〇
〇
九
│
」『
地
方
自
治
研
究
』
第
二
八
巻
第
二
号
、
二
〇
一
三
年
、
同
「
近
時
の
住
民
投
票
条
例
制
定
の
直
接
請
求
に
関
す
る
一
考
察
」『
地

方
自
治
研
究
』
第
二
九
巻
第
一
号
、
二
〇
一
四
年
、
同
「
条
例
の
制
定
又
は
改
廃
の
直
接
請
求
に
関
す
る
課
題
と
一
考
察
│
制
度
の
積
極
的
活
用
の

観
点
か
ら
│
」『
地
方
自
治
研
究
』
第
二
九
巻
第
二
号
、
二
〇
一
四
年
。

（
3
） 

制
度
変
遷
に
関
す
る
事
項
は
、
総
務
省
地
方
行
財
政
検
討
会
議
第
一
分
科
会
第
七
回
『
資
料
二 

条
例
制
定
・
改
廃
に
関
す
る
直
接
請
求
制
度

に
つ
い
て
』（http://w

w
w
.soum

u.go.jp/m
ain_content/000087295.pdf

）
を
元
に
ま
と
め
た
。
併
せ
て
、
自
治
大
学
校
『
戦
後
自
治
史
Ⅱ
（
昭

和
二
十
一
年
の
地
方
制
度
の
改
正
）』
自
治
大
学
校
、
一
九
六
一
年
、
小
西
敦
『
地
方
自
治
法
改
正
史
』
信
山
社
、
二
〇
一
四
年
、
松
本
英
昭
『
逐

一
六
一



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
二
四
四
）

条
地
方
自
治
法
第
六
次
改
訂
版
』
学
陽
書
房
、
二
〇
一
一
年
、
松
藤
保
孝
「
第
五
期
戦
後
地
方
自
治
制
度
の
創
設
期
（
一
九
四
六
│
一
九
五
一
年
）」

『
我
が
国
の
地
方
自
治
の
成
立
・
発
展
』
自
治
体
国
際
化
協
会
・
政
策
研
究
大
学
院
大
学
比
較
地
方
自
治
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
〇
年
（http://

w
w
w
3.grips.ac.jp/̃coslog/activity/01/05/fi le/S

eiritsu-5_jp.pdf

）
な
ど
も
参
照
し
た
。

（
4
） 
三
つ
の
理
由
の
記
述
は
前
出
の
総
務
省
の
資
料
に
従
う
も
の
だ
が
、
同
じ
記
述
は
内
務
省
『
改
正
地
方
制
度
資
料
第
一
部
』、
昭
和
二
二
年

一
〇
月
、
所
収
の
「
地
方
制
度
改
正
関
係
答
弁
資
料
」（
一
二
〇
〇
│
一
二
〇
一
頁
）
で
も
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
加
え
て
内
務
省
当
局
者
に
よ

る
解
説
と
し
て
、
自
治
研
究
会
『
新
地
方
制
度
の
解
説
』
ニ
ュ
ー
ス
社
、
一
九
四
六
年
、
九
〇
頁
。

（
5
） 

例
え
ば
、
水
飼
幸
之
助
「
終
戦
直
後
の
第
一
次
地
方
制
度
改
革
│
改
正
法
律
の
立
法
過
程
を
め
ぐ
っ
て
│
」『
法
学
論
集
』
第
九
号
、

一
九
七
二
年
二
月
、
一
八
五
頁
、
松
野
光
伸
「
現
行
直
接
請
求
制
度
の
制
定
過
程
」『
島
大
法
学
』
第
二
四
巻
第
二
・
三
号
、
一
九
八
一
年
、
九
二

│
九
三
頁
、
沢
井
勝
「
直
接
請
求
制
度
導
入
の
経
過
と
問
題
」『
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
直
接
請
求
』
地
方
自
治
総
合
研
究
所
、
一
九
七
八
年
、
八
〇
│

八
三
頁
、
平
松
弘
光
「
分
権
時
代
の
自
治
体
法
務　

分
権
時
代
の
市
民
立
法
│
条
例
制
定
・
改
廃
の
直
接
請
求
│
」『
リ
ポ
ー
ト
二
一
』
二
〇
〇
一

年
度
、
二
〇
〇
一
年
、
一
七
│
一
八
頁
な
ど
。 

（
6
） 

鈴
木
俊
一
に
よ
る
第
一
次
地
方
制
度
改
革
、
直
接
請
求
制
度
の
導
入
に
関
す
る
回
顧
は
幾
つ
か
あ
る
。
内
政
史
研
究
会
『
鈴
木
俊
一
氏
談
話
速

記
録
』（
第
五
回
、
一
九
七
五
年
）
二
八
│
二
九
頁
。
鈴
木
俊
一
『
回
想
・
地
方
自
治
五
十
年
』
ぎ
ょ
う
せ
い
、
一
九
九
七
年
、
二
四
│
二
五
頁
な

ど
。

（
7
） 

こ
れ
は
松
野
光
伸
が
高
木
鉦
作
、
赤
木
須
留
喜
ら
の
知
見
を
踏
ま
え
て
記
述
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
本
文
で
は
彼
ら
を
出
典
と
し
て
挙
げ
て
い

る
箇
所
の
註
は
省
い
て
引
用
し
て
あ
る
。
松
野
光
伸
「
前
掲
論
文
」、
九
五
頁
。
な
お
高
木
、
赤
木
を
参
照
し
て
い
る
部
分
は
そ
れ
ぞ
れ
次
の
通
り
。

高
木
鉦
作
「
知
事
公
選
制
と
中
央
統
制
」
渓
内
謙
他
編
『
現
代
行
政
と
官
僚
制
（
下
）』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
四
年
、
二
六
五
│
二
七
〇
頁
、

赤
木
須
留
喜
『
行
政
責
任
の
研
究
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
八
年
、
五
四
│
五
七
頁
。

（
8
） 

松
野
以
前
に
も
水
飼
幸
之
助
が
、
次
の
よ
う
に
同
様
の
指
摘
を
行
っ
て
い
る
。「
…
か
よ
う
な
過
程
か
ら
判
断
さ
れ
る
こ
と
は
、
第
一
次
地
方

制
度
改
革
案
は
、
も
と
も
と
、
明
治
憲
法
下
で
の
改
革
と
し
て
、
終
戦
後
の
事
態
に
つ
い
て
の
焦
眉
の
急
に
応
ず
る
と
い
う
態
度
を
打
ち
出
し
て
立

案
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
実
は
、
官
僚
制
的
中
央
集
権
体
制
を
新
憲
法
施
行
後
の
地
方
制
度
に
お
い
て
も
温
存
し
よ
う
と
す
る
意
図
を
も
っ
て
つ
く

一
六
二



条
例
の
制
定
又
は
改
廃
の
直
接
請
求
制
度
（
賀
来
）

（
二
四
五
）

ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。」
と
。
水
飼
幸
之
助
「
前
掲
論
文
」、
一
九
八
頁
。

（
9
） 

賀
来
健
輔
「
前
掲
論
文
」
第
二
九
巻
第
二
号
、
二
〇
一
四
年
、
三
│
五
頁
。

（
10
） 
賀
来
健
輔
「
前
掲
論
文
」
第
二
九
巻
第
二
号
。
こ
の
論
文
は
、
そ
の
不
十
分
な
諸
点
を
取
り
上
げ
扱
っ
た
も
の
で
あ
る
。

（
11
） 
筆
者
は
公
務
員
に
関
す
る
罰
則
規
定
な
ど
は
住
民
の
側
の
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
制
約
と
し
て
捉
え
て
い
な
い
の
だ
が
、
こ
の
点
を
重
視
し
て
全
く

逆
の
評
価
を
下
す
向
き
も
あ
る
。
金
井
利
之
「
前
掲
論
文
」、
九
〇
頁
。

（
12
） 

沢
井
勝
「
前
掲
論
文
」、
八
八
頁
。

（
13
） 

田
中
二
郎
「
地
方
自
治
法
に
現
わ
れ
た
代
表
的
民
主
主
義
と
直
接
的
民
主
主
義
」『
自
治
研
究
』
第
二
五
巻
第
二
号
、
一
九
四
九
年
、
二
〇
│

二
一
頁
。

（
14
） 

関
連
し
て
、
例
え
ば
自
治
体
の
条
例
に
基
づ
く
住
民
投
票
の
実
施
に
お
い
て
、
常
に
問
題
と
さ
れ
て
き
た
の
は
こ
れ
ら
の
点
で
あ
る
。
な
お
次

の
資
料
は
そ
れ
ぞ
れ
の
論
点
を
簡
潔
に
ま
と
め
有
益
で
あ
る
。
総
務
省
の
地
方
行
財
政
検
討
会
議
第
一
分
科
会
（
第
七
回
）
平
成
二
二
年
一
〇
月

二
九
日
（http://w

w
w
.soum

u.go.jp/m
ain_sosiki/kenkyu/chihou_zaisei/36622.htm

l

）。

（
15
） 

先
行
す
る
同
様
の
試
み
に
は
、
野
口
暢
子
「
補
論 

住
民
投
票
法
（
仮
称
）
参
考
案
の
検
討
と
残
さ
れ
た
課
題
」
財
団
法
人
社
会
経
済
生
産
性

本
部
総
合
企
画
部
編
『
住
民
参
加
有
識
者
会
議
報
告
書 

住
民
投
票
制
度
化
へ
の
論
点
と
課
題
』、
二
〇
〇
二
年
、
四
一
│
四
六
頁
が
あ
る
。

（
16
） 

そ
の
問
題
点
に
関
す
る
検
討
と
し
て
、
さ
し
あ
た
り
本
多
滝
夫
「
住
民
参
加
と
市
町
村
合
併
」『
季
刊
自
治
と
分
権
』
第
五
号
、
二
〇
〇
一
年
、

五
二
│
六
一
頁
、
及
び
上
田
道
明
『
自
治
を
問
う
住
民
投
票
│
抵
抗
型
か
ら
自
治
型
の
運
動
へ
│
』
自
治
体
研
究
社
、
二
〇
〇
三
年
、
五
八
│
九
三

頁
を
参
照
。

（
17
） 

市
町
村
合
併
特
例
法
で
は
、
二
つ
の
場
合
を
想
定
し
て
住
民
の
直
接
請
求
に
よ
る
合
併
協
議
会
の
設
置
を
可
能
に
し
て
い
る
。
本
稿
で
取
り
上

げ
て
い
る
の
は
、
そ
の
一
つ
「
一
の
合
併
関
係
市
町
村
（
合
併
請
求
市
町
村
）
へ
の
合
併
協
議
会
設
置
請
求
」（
第
四
条
）
で
あ
る
。
な
お
こ
の
第

四
条
の
要
約
は
、
総
務
省
地
方
行
財
政
検
討
会
議
第
一
分
科
会
資
料
三
│
二
（http://w

w
w
.soum

u.go.jp/m
ain_content/000087297.pdf

）
を

も
と
に
大
幅
に
加
筆
修
正
の
上
で
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

（
18
） 

第
一
五
一
国
会 

衆
議
院
予
算
委
員
会
第
二
分
科
会
第
一
号
（
平
成
一
三
年
三
月
一
日
（
木
曜
日
））
の
議
事
録
に
よ
る
（http://w

w
w
.

一
六
三



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
二
四
六
）

shugiin.go.jp/internet/itdb_kaigiroku.nsf/htm
l/kaigiroku/003215120010301001.htm

）。

（
19
） 

全
国
町
村
会
「
市
町
村
合
併
特
例
法
の
改
正
に
つ
い
て
申
し
入
れ
」
二
〇
〇
一
（
平
成
一
三
）
年
二
月
二
〇
日
（http://w

w
w
.zck.or.jp/

activities/h130220/index.htm
l

）。

一
六
四



Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
『
代
議
政
治
論
』
自
筆
草
稿
（
日
本
大
学
法
学
部
図
書
館
所
蔵
）
に
つ
い
て
（
川
又
）

（
二
四
七
）

Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
『
代
議
政
治
論
』
自
筆
草
稿

（
日
本
大
学
法
学
部
図
書
館
所
蔵
）
に
つ
い
て

川　
　

又　
　
　
　
　

祐

1　

は
じ
め
に

2　

ミ
ル
『
代
議
政
治
論
』
自
筆
草
稿
購
入
の
経
緯

3　

ミ
ル
『
代
議
政
治
論
』
自
筆
草
稿

　

⑴　

各
種
ミ
ル
自
筆
草
稿
と
そ
の
所
蔵
先

　

⑵　
『
代
議
政
治
論
』
自
筆
草
稿
書
誌

　

⑶　
『
代
議
政
治
論
』
自
筆
草
稿
Ａ
か
ら
Ｋ
ま
で
の
十
一
帖

　

⑷　
『
代
議
政
治
論
』
自
筆
草
稿
の
ウ
ォ
ー
タ
ー
マ
ー
ク
（
透
か
し
模
様
）

　

⑸　
『
代
議
政
治
論
』
自
筆
草
稿
と
『
代
議
政
治
論
』（
初
版
）
の
章
題
お
よ
び
冒
頭
文
対
照

4　

お
わ
り
に

論　

説

一
六
五



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
二
四
八
）

1　

は
じ
め
に

日
本
大
学
法
学
部
は
、
一
八
八
九
年
に
日
本
法
律
学
校
と
し
て
産
声
を
あ
げ
た
。
爾
来
、
発
展
を
遂
げ
て
、
二
〇
一
四
年
に
創
設
百

二
十
五
周
年
を
迎
え
た
。
学
部
で
は
、
記
念
事
業
と
し
て
、
法
学
部
新
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
制
定
、
特
別
展
示
会
（
学
祖
展
・
貴
重
書
展
示
会
）、

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
、
学
内
学
会
・
研
究
所
合
同
研
究
会
、
公
開
講
座
の
諸
行
事
が
催
さ
れ
た
。
筆
者
は
、
幸
運
に
も
記
念
事
業
の
い

く
つ
か
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
中
で
も
特
別
展
示
会
（
学
祖
展
・
貴
重
書
展
示
会
）
は
刺
激
あ
ふ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

特
別
展
示
会
（
学
祖
展
・
貴
重
書
展
示
会
）
は
、
二
〇
一
四
年
十
月
一
日
か
ら
十
一
月
三
日
ま
で
の
期
間
、
法
学
部
図
書
館
一
階
ブ
ラ
ウ

ジ
ン
グ
コ
ー
ナ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。
そ
も
そ
も
こ
の
展
示
会
の
準
備
は
、
二
〇
一
三
年
か
ら
開
始
さ
れ
た
。
図
書
館
長
藤
原
孝
教
授
か
ら
、

こ
の
展
示
会
で
展
示
す
る
資
料
の
選
定
と
、
そ
れ
を
紹
介
す
る
『
日
本
大
学
法
学
部
創
設
百
二
十
五
周
年
記
念
特
別
展
示
会
図
録
』（
日

本
大
学
法
学
部
図
書
館
、
二
〇
一
四
年

（
1
）

）
の
編
集
が
、
筆
者
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
図
書
館
が
公
開
し
て
こ

な
か
っ
た
貴
重
書
や
、
学
生
に
な
じ
み
の
あ
る
学
者
の
著
書
を
中
心
に
選
書
す
る
こ
と
を
法
学
部
図
書
委
員
会
に
諮
り
、
そ
れ
が
了
承
さ

れ
た
。
そ
し
て
後
者
に
関
し
て
は
と
り
わ
け
、「
政
治
・
経
済
」
や
「
世
界
史
」
の
教
科
書
に
登
場
す
る
学
者
の
著
作
が
選
書
の
対
象
と

さ
れ
た
。

図
書
館
は
、
学
生
へ
の
学
習
環
境
の
提
供
と
研
究
者
へ
の
研
究
環
境
の
提
供
と
い
う
二
つ
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
、
と
筆
者
は
個
人
的

に
考
え
て
い
る
。
図
書
館
は
、
ウ
ェ
ブ
環
境
が
整
っ
て
い
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
学
生
が
必
要
な
本
を
手
に
取
り
、
い
つ
で
も
学
習
が
で

き
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
図
書
館
は
、
研
究
者
が
個
人
と
し
て
は
入
手
し
え
な
い
よ
う
な
資
料
も
収
集
・
所
蔵
し
て
、

研
究
材
料
を
提
供
し
、
そ
の
研
究
環
境
を
整
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
の
が
私
見
で
あ
る
。
図
書
館
は
、
そ
れ
自
体
の
方
針
に

一
六
六



Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
『
代
議
政
治
論
』
自
筆
草
稿
（
日
本
大
学
法
学
部
図
書
館
所
蔵
）
に
つ
い
て
（
川
又
）

（
二
四
九
）

従
っ
て
、
資
料
収
集
に
あ
た
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
わ
が
法
学
部
図
書
館
は
、
法
律
、
政
治
、
経
済
の
分
野
を
中
心
に
貴
重
な
資

料
を
収
集
し
て
き
た
点
で
、
き
わ
め
て
個
性
的
で
あ
る
。

法
学
部
図
書
館
が
こ
れ
ま
で
収
集
し
て
き
た
貴
重
書
に
は
、
イ
ン
ク
ナ
ブ
ラ
、
十
六
〜
十
八
世
紀
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
法
制
史
関
連
文
献
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
、
同
デ
ィ
セ
ル
タ
チ
オ
（D

issertatio

）
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
ジ
ョ
ン･

ロ
ー
（John L

aw

）
の
自
筆
草
稿
を
含
む
ジ
ョ
ン
・

ロ
ー
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
旧
蔵
書
、
Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
『
代
議
政
治
論
』
自
筆
草
稿
、
Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
や
Ｄ
・
ヒ
ュ
ー
ム

を
は
じ
め
と
す
る
著
名
学
者
の
自
筆
書
簡
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

（
2
）

、
ホ
ッ
ブ
ズ
『
リ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
』
初
版
三
種
（
川
又
、
二
〇
一
四
年
）、
サ
ン-

シ
モ
ン
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
な
ど
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
世
界
的
に
見
て
も
、
重
要
か
つ
歴
史
的
な
所
蔵
資
料
と
な
っ
て
い
る
。
学
部
図

書
館
の
所
蔵
資
料
と
し
て
は
、
い
ず
れ
も
破
格
の
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
そ
う
し
た
所
蔵
資
料
の
一
端
を
、
日
本
大
学
学
祖
山
田
顕
義
関

連
資
料
と
一
緒
に
紹
介
す
る
と
い
う
の
が
、
今
回
の
展
示
会
の
目
的
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
ミ
ル
の
『
代
議
政
治
論
』
自
筆
草
稿
は
、

当
然
に
選
書
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

2　

ミ
ル
『
代
議
政
治
論
』
自
筆
草
稿
購
入
の
経
緯

ミ
ル
の
『
代
議
政
治
論
』
自
筆
草
稿
は
、
一
九
八
〇
（
昭
和
五
十
五
）
年
、
ジ
ェ
レ
ミ
ー･

ノ
ー
マ
ン
社
（Jerem

y N
orm

an &
 C

o., Inc. 

S
an F

rancisco

）
か
ら
売
り
に
出
さ
れ
た
。
ノ
ー
マ
ン
社
は
、
販
売
に
当
た
っ
て
カ
タ
ロ
グT

w
elve M

an
u

scripts

（N
orm

an, 1980

）

を
作
成
し
て
、
ミ
ル
の
自
筆
草
稿
を
そ
の
カ
タ
ロ
グ
の
十
一
番
目
に
記
載
し
た
。

こ
の
自
筆
草
稿
に
は
、『
ミ
ル
全
集
』（C

ollected
 W

orks of J. S
. M

ill

）
の
総
合
編
集
者
と
し
て
知
ら
れ
る
ジ
ョ
ン
・
Ｍ
・
ロ
ブ
ソ
ン

（John M
. R

obson （
3
）

）
に
よ
る
二
組
の
文
書
が
添
付
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
次
の
よ
う
な
文
面
で
あ
っ
た
。

一
六
七



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
二
五
〇
）

「
一
九
七
九
年
十
二
月
四
日

ジ
ョ
ン･

ス
テ
ュ
ア
ー
ト･

ミ
ル
（John S

tuart M
ill. 1806-73

）
は
、
そ
の
著
作
の
雄
大
さ
お
よ
び
深
遠
さ
か
ら
、
十
九
世
紀
イ

ギ
リ
ス
の
抜
き
ん
出
た
哲
学
者
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
。
政
治
理
論
に
関
す
る
彼
の
著
作
に
は
、
固
有
の
重
要
性
が
あ
る
。
そ
の

う
ち
最
も
意
義
深
い
も
の
は
、
彼
の
『
代
議
政
治
論
』
で
あ
り
、
そ
れ
は
一
八
六
〇
年
に
執
筆
さ
れ
、
一
八
六
一
年
に
公
刊
さ
れ
、

そ
し
て
続
く
四
年
間
に
三
つ
の
図
書
館
版
（L

ibrary edition

）
が
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
本
作
は
、
公
然
の
民
主
主
義
者
に
よ
る
作

品
で
あ
る
。
彼
は
、
北
米
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
そ
し
て
イ
ギ
リ
ス
帝
国
に
お
け
る
民
衆
運
動
を
入
念
に
考
察
し
た
。
ま
た
彼
は
、
若
い
時

か
ら
、
一
八
六
五
年
に
急
進
的
な
自
由
党
員
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
議
会
に
選
出
さ
れ
る
ま
で
、
絶
え
間
な
く
イ
ギ
リ
ス
改
革
運
動
に
従

事
し
た
。
ま
た
一
方
、『
代
議
政
治
論
』
は
、（
彼
の
『
論
理
学
体
系
』S

ystem
 of L

ogic

や
『
経
済
学
原
理
』P

rin
ciples of P

olitical 

E
con

om
y

の
よ
う
な
）
ミ
ル
の
完
成
度
を
湛
え
た
他
の
全
著
作
と
同
様
、
中
心
的
な
論
点
を
入
念
に
考
察
し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て

特
徴
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
本
書
の
場
合
で
は
、
そ
の
考
察
に
よ
っ
て
、
政
治
民
主
主
義
の
潜
在
的
危
険
性
が
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
。

〔
と
い
う
の
も
〕
ミ
ル
は
、
民
主
主
義
制
度
の
増
大
を
実
際
に
必
然
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
無
条
件
に
素
晴
ら
し
い
も
の
と
は
見
て

い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
彼
が
焦
点
を
合
わ
せ
取
り
組
ん
だ
の
が
、
賢
明
で
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
、
幅
広
い
参
加

の
必
要
性
と
を
結
合
さ
せ
る
問
題
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
最
近
大
き
な
関
心
を
引
き
つ
け
て
き
た
論
点
で
あ
る
。

本
書
は
、
目
覚
ま
し
い
成
功
を
収
め
、
実
践
的
な
政
治
家
や
他
の
理
論
家
た
ち
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
今
日
ま
で
、
民
主

主
義
理
論
の
主
要
な
論
点
が
大
い
に
読
み
や
す
い
概
説
本
と
し
て
、
出
版
が
続
い
て
き
た
。

一
六
八



Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
『
代
議
政
治
論
』
自
筆
草
稿
（
日
本
大
学
法
学
部
図
書
館
所
蔵
）
に
つ
い
て
（
川
又
）

（
二
五
一
）

ミ
ル
の
重
要
性
や
、
多
く
の
彼
の
著
作
、
そ
し
て
人
気
を
考
え
る
と
、
草
稿
が
と
て
も
わ
ず
か
し
か
生
き
残
っ
て
こ
な
か
っ
た
と

い
う
の
は
驚
き
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
現
在
ま
で
、『
代
議
政
治
論
』
草
稿
は
世
間
に
知
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
私
の
判

断
で
は
、
ジ
ェ
レ
ミ
ー･

ノ
ー
マ
ン
に
所
有
さ
れ
て
い
る
草
稿
を
、
簡
単
な
目
視
と
は
い
え
注
意
深
く
検
討
し
た
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
、

本
草
稿
は
、
本
書
の
第
一
稿
（fi rst draft

）
で
あ
る
（
ミ
ル
は
、
自
分
の
『
自
伝
』
で
説
明
し
て
い
る
よ
う
に
、
ま
た
他
の
草
稿
か
ら
も
確
認

で
き
る
よ
う
に
、
重
要
著
作
の
場
合
、
二
つ
の
完
全
原
稿
（com
plete draft

）
を
書
い
た
の
で
あ
る
。
二
つ
の
こ
れ
ら
完
全
原
稿
の
う
ち
の
第
一

稿
に
は
、『
論
理
学
』
と
『
自
伝
』
の
そ
れ
が
知
ら
れ
て
い
る
）。
こ
の
草
稿
は
、
ず
っ
と
ミ
ル
が
手
元
に
持
っ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
そ

し
て
当
時
の
彼
の
筆
跡
や
彼
の
慣
例
か
ら
な
る
両
方
の
特
徴
が
示
さ
れ
て
い
る
。
後
者
に
関
し
て
は
次
の
一
例
を
挙
げ
る
こ
と
が
で

き
る
。
本
文
は
、
表
ペ
ー
ジ
（recto

）
に
見
え
て
い
る
。
裏
ペ
ー
ジ
（verso

）
は
大
き
な
追
加
や
脚
注
の
た
め
に
空
け
て
あ
る
。
そ

れ
ら
〔
追
加
・
脚
注
〕
の
い
く
つ
か
は
、
裏
ペ
ー
ジ
に
見
つ
か
る
（
言
及
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
、
本
書
の
脚
注
は
と
て
も

数
が
少
な
い
。
だ
か
ら
裏
ペ
ー
ジ
は
ほ
と
ん
ど
空
白
に
な
っ
て
い
る
）。
用
紙
は
、「
丁
合
」（gatherings

）
を
取
っ
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る

（
お
そ
ら
く
は
後
日
、
綴
じ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
）。
用
紙
そ
れ
ぞ
れ
は
、
右
上
角
に
〔
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
〕
大
文
字
の
記
号
が
付
け
ら
れ

て
い
る
。
そ
れ
は
、
ミ
ル
の
筆
跡
に
よ
る
活
字
体
で
あ
る
（
こ
こ
で
は
Ａ
か
ら
Ｋ
ま
で
）。
本
文
は
、
大
幅
に
あ
ま
ね
く
修
正
さ
れ
て

い
て
、
後
の
簡
単
な
改
訂
が
い
く
つ
か
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
行
間
へ
の
書
込
み
、
書
き
足
し
、
そ
し
て
注
記
の
表
示
は
、
ミ
ル
の
い

つ
も
の
や
り
方
で
行
わ
れ
て
い
る
。
特
に
興
味
が
あ
る
の
は
、
ミ
ル
鉛
筆
書
き
の
言
及
（
そ
の
多
く
は
裏
ペ
ー
ジ
）
で
あ
る
が
、
そ
れ

は
お
そ
ら
く
は
彼
が
原
稿
を
再
読
し
た
と
き
に
行
わ
れ
た
も
の
で
、
ま
た
そ
れ
は
、
実
際
の
改
訂
で
は
な
く
、
将
来
の
改
訂
の
た
め

の
忘
備
録

0

0

0

（aides m
em

oires

）
と
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
い
く
つ
か
は
、
初
版
本
文
に
引
き
継
が
れ
て
い
る

よ
う
で
あ
り
、
そ
し
て
、
少
な
く
と
も
本
草
稿
の
終
わ
り
の
方
の
ペ
ー
ジ
に
お
け
る
鉛
筆
書
き
は
、
そ
う
で
あ
る
。

一
六
九



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
二
五
二
）

私
の
調
査
に
よ
っ
て
指
し
示
さ
れ
て
い
る
の
は
、
ミ
ル
が
、
本
書
を
書
き
直
す
際
、
大
量
の
改
訂
を
行
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

そ
れ
は
ま
た
、
本
文
を
発
展
さ
せ
な
が
ら
、
興
味
深
い
や
り
方
で
変
更
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。（
章
番
号
は
つ
い
て
い
な
い

も
の
の
）
章
題
が
草
稿
に
つ
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
大
半
は
、
印
刷
本
文
の
表
現
に
相
当
忠
実
か
あ
る
い
は
一
致
し
て
い
る
。
け
れ

ど
も
数
章
は
、
本
書
の
中
盤
か
ら
配
列
が
直
さ
れ
て
い
る
。
ミ
ル
が
創
作
す
る
習
慣
で
は
、「
序
言
」（P

reface

）
を
置
く
こ
と
も
重

要
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
は
最
終
章
本
文
の
後
の
草
稿
に
登
場
し
て
い
る
。

私
の
印
象
で
は
、
本
文
を
初
版
お
よ
び
後
の
版
の
そ
れ
と
丹
念
に
校
合
（collation

）
す
れ
ば
、
結
論
を
裏
付
け
て
い
る
項
目
や

論
拠
に
関
し
て
、
ミ
ル
の
民
主
主
義
理
論
形
成
を
よ
り
深
く
理
解
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
ミ
ル
の
著
述
家
お
よ
び
理
論
家
と

し
て
の
精
神
活
動
を
完
全
に
評
価
し
よ
う
と
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
比
較
（com

parison

）
の
重
要
性
が
よ
り
明
白
に
な
っ
て
く
る
の

で
あ
る
。
私
が
『
ミ
ル
全
集
』
第
十
九
巻
に
本
文
（
そ
の
最
初
の
学
術
的
照
合
版
）
を
編
集
し
た
際
、
こ
の
草
稿
が
利
用
で
き
て
い
れ

ば
、
本
文
お
よ
び
注
釈
は
、
著
し
く
異
な
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
将
来
、
編
者
に
草
稿
が
利
用
可
能
と
な
れ
ば
、
両
者
の
改
訂
は
必

定
で
あ
ろ
う
。

ジ
ョ
ン
・
Ｍ
・
ロ
ブ
ソ
ン
」

「
こ
の
覚
書
（note

）
は
、
一
九
七
九
年
十
二
月
四
日
、
ジ
ェ
レ
ミ
ー･

ノ
ー
マ
ン
（Jerem

y N
orm

an

）
に
見
せ
ら
れ
た
Ｊ
・
Ｓ
・

ミ
ル
の
『
代
議
政
治
論
』
草
稿
の
〔
内
容
の
〕
一
部
あ
る
い
は
全
部
を
、
ジ
ェ
レ
ミ
ー･

ノ
ー
マ
ン
か
ら
草
稿
を
獲
得
す
る
で
あ
ろ

う
個
人
あ
る
い
は
機
関
の
明
白
な
同
意
な
し
に
は
、
公
表
し
な
い
と
い
う
私
の
誓
約
を
表
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
誓
約
は
、『
ミ
ル

一
七
〇



Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
『
代
議
政
治
論
』
自
筆
草
稿
（
日
本
大
学
法
学
部
図
書
館
所
蔵
）
に
つ
い
て
（
川
又
）

（
二
五
三
）

全
集
』
を
編
纂
し
て
い
る
私
の
仲
間
た
ち
を
含
む
も
の
と
し
て
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ジ
ョ
ン
・
Ｍ
・
ロ
ブ
ソ
ン
」

こ
れ
ら
の
文
書
は
、
ノ
ー
マ
ン
が
、
一
九
七
九
年
十
二
月
、
販
売
に
先
駆
け
て
ロ
ブ
ソ
ン
に
ミ
ル
の
草
稿
を
見
せ
て
、
そ
れ
が
ミ
ル
直

筆
で
あ
る
と
の
調
査
結
果
を
得
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
く
れ
る
。
そ
し
て
ノ
ー
マ
ン
は
、
ロ
ブ
ソ
ン
の
こ
の
謂
わ
ば
「
鑑
定
書
」

と
、「
覚
書
」
と
を
添
付
し
て
購
入
者
を
募
っ
た
の
で
あ
る
。
日
本
で
は
、
紀
伊
國
屋
が
そ
の
販
売
を
仲
介
し
た
。
一
年
後
、
そ
の
仲
介

に
応
じ
た
の
が
本
学
図
書
館
で
あ
る
。
図
書
館
に
残
さ
れ
て
い
る
資
料
を
見
る
と
、
当
時
の
購
入
推
薦
者
は
、
鵜
澤
義
行
、
中
山
政
夫
、

北
岡
勲
、
杉
山
逸
男
の
四
教
授
で
、
図
書
館
長
は
大
淵
利
男
教
授
で
あ
っ
た
。
四
氏
は
、
昭
和
五
六
（
一
九
八
一
）
年
一
月
十
二
日
に
推

薦
書
を
図
書
委
員
会
に
提
出
し
た
。
そ
し
て
一
月
十
九
日
に
図
書
館
は
購
入
を
決
定
し
て
い
る
。
こ
れ
は
英
断
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

ミ
ル
の
自
筆
草
稿
は
こ
う
し
て
、
日
本
大
学
法
学
部
図
書
館
の
所
蔵
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
ミ
ル
自
筆
草
稿
の
存
在
は
、
法
学
部
図
書

館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
、
各
種
の
広
報
誌
・
紙
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ロ
ブ
ソ
ン
が
期
待
し
た
よ
う
な
、
本
格
的
な
校

合
・
調
査
は
、
残
念
な
が
ら
今
日
ま
で
行
わ
れ
て
い
な
い
。

3　

ミ
ル
『
代
議
政
治
論
』
自
筆
草
稿

⑴　

各
種
ミ
ル
自
筆
草
稿
と
そ
の
所
蔵
先

ミ
ル
の
『
代
議
政
治
論
』
自
筆
草
稿
を
検
討
す
る
前
に
、〔
完
全
〕
原
稿
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
ミ
ル
の
自
筆
草
稿
に
つ
い
て
、『
ミ
ル

全
集
』
を
基
に
、
ど
れ
ほ
ど
の
点
数
が
存
在
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
こ
う
。

一
七
一



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
二
五
四
）

ノ
ー
マ
ン
が
カ
タ
ロ
グ
で
記
述
し
て
い
る
後
半
二
つ
の
行
方

不
明
を
含
め
て
も
、
現
存
す
る
点
数
が
圧
倒
的
に
少
な
い
こ
と

が
わ
か
る
（
七
点
と
不
明
二
点
）。
今
回
こ
こ
に
本
草
稿
が
加
わ

る
こ
と
に
な
る
。
本
草
稿
の
重
要
性
・
稀
少
性
は
、
こ
の
表
か

ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

⑵　
『
代
議
政
治
論
』
自
筆
草
稿
書
誌

さ
て
、
売
り
出
さ
れ
た
時
の
ノ
ー
マ
ン
の
カ
タ
ロ
グ
に
は
、

11 C
om

plete A
utograph M

anuscript for one of 

“T
he G

reat B
ooks of the W

estern W
orld ”

M
ill, John S

tuart 

（1806-73

）. U
ntitled autograph 

m
anuscript draft of C

o
n

sid
era

ttio
n

 o
n

 

represen
tative govern

m
en

t. 224 leaves, m
ostly 

w
ritten on rectos w

ith occasional notes on versos, 

w
ith extensive current revision &

 later light 

revision. 23.5 x 18.5 cm
. G

athered in 11 quires, 

表 1　各種ミル自筆草稿とその所蔵先

書名 所蔵先

『論理学体系』
A System of Logic （1843）

The Morgan Library & Museum （CW. 
VIII. Appendix A）. 'Early draft.'（4）

British Museum （CW. VIII. Appendix J）. 
'Press-copy.'

『経済学原理』
Principles of Political Economy 

（1848）

Pierpont Morgan Library （CW .  III. 
Appendix F）. 'Press-copy.'（5）

『自伝』
Autobiography （1873）

University of Illinois （CW. I. xix.）. 'Early 
draft.'

Columbia University （CW .  I .  xix.）. 
'Columbia MS.'

John Rylands Library （CW .  I . xx.）. 
'Rylands transcript.'

Yale University （CW .  I. xx.）. 'Yale 
fragment.'

『宗教をめぐる三つのエッセイ』
Three Essays on Religion （1874）

1922年以降、所在不明 （Norman, 48.）。
'Autograph and scribal copies.'

『社会主義論集』
Chapters on Socialism （1879）

1922年以降、所在不明 （Norman, 48.）。
'Manuscript.'
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Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
『
代
議
政
治
論
』
自
筆
草
稿
（
日
本
大
学
法
学
部
図
書
館
所
蔵
）
に
つ
い
て
（
川
又
）

（
二
五
五
）

m
arked A

 ‒ K
 by M

ill, each separately sew
n, probably at a later date, uncut. In fi ne condition, in a full m

orocco 

box, gilt label. C
om

posed in part if not entirely at A
vignon, in 1860 

（N
orm

an, pp.48-50

）.

す
な
わ
ち

「
十
一　
『
西
洋
世
界
の
重
要
文
献
』
の
一
つ
〔
に
選
ば
れ
た
〕
自
筆
完
全
草
稿

ジ
ョ
ン
・
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
・
ミ
ル
（
一
八
〇
六
│
七
三
）。
表
題
な
し
の
『
代
議
政
治
論
』
自
筆
草
稿
。
二
二
四
葉
（sic

）、〔
本
文

は
〕
ほ
と
ん
ど
表
ペ
ー
ジ
（recto
）
に
書
か
れ
て
お
り
、
時
に
裏
ペ
ー
ジ
（verso

）
に
注
記
が
あ
る
。
広
範
な
走
り
書
き
の
改
訂
と

後
か
ら
の
〔
文
字
が
〕
は
っ
き
り
し
な
い
改
訂
つ
き
。23.5

×18.5 cm

。
十
一
帖
に
ま
と
め
ら
れ
、
ミ
ル
に
よ
っ
て
Ａ
か
ら
Ｋ
の
記

号
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
は
比
較
的
後
の
年
代
に
個
別
に
綴
じ
ら
れ
た
も
の
。
未
裁
断
（uncut

）。
状
態
よ
し
、
モ
ロ
ッ

コ
革
製
の
箱
入
り
、
金
箔
の
貼
り
札
。
全
部
で
は
な
い
に
し
て
も
、
あ
る
程
度
は
、
一
八
六
〇
年
、
ア
ヴ
ィ
ニ
オ
ン
に
て
作
成
。」

と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
法
学
部
図
書
館
の
書
誌
情
報
は
、
ノ
ー
マ
ン
の
記
述
を
正
し
て
、
現
在
で
は
表
2
の
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
自
筆

草
稿
が
入
れ
ら
れ
て
い
る
モ
ロ
ッ
コ
革
製
の
箱
は
、
ミ
ル
自
身
が
所
有
し
て
い
た
際
に
作
成
さ
れ
た
も
の
な
の
か
、
彼
以
後
の
所
有
者
が

作
成
し
た
も
の
な
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
ミ
ル
の
自
筆
草
稿
を
所
蔵
し
て
い
る
表
1
の
各
機
関
に
同
様
の
箱
が
存
在
す
る
の
か
、
照
会
す

れ
ば
何
か
わ
か
る
か
も
し
れ
な
い
。

一
七
三



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
二
五
六
）

⑶　
『
代
議
政
治
論
』自
筆
草
稿
Ａ
か
ら
Ｋ
ま
で
の
十
一
帖

ミ
ル
の
Ａ
帖
と
Ｂ
帖
は
、
十
二
枚
が
二
つ
折
り
（
谷
折
り
）
に
さ

れ
、
三
か
所
で
糸
綴
じ
さ
れ
て
い
る
。
Ｃ
帖
か
ら
Ｋ
帖
ま
で
は
、
十

枚
が
二
つ
折
り
（
谷
折
り
）
に
さ
れ
、
五
か
所
で
糸
綴
じ
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
結
果
、
Ａ
帖
と
Ｂ
帖
は
各
二
四
葉
、
Ｃ
帖
か
ら
Ｋ
帖
ま
で

は
各
二
十
葉
と
な
り
、
全
部
で
二
二
八
葉
と
な
る

（
6
）

。
こ
れ
ら
十
一
帖

に
つ
い
て
各
葉
の
表
ペ
ー
ジ
（
右
ペ
ー
ジ
）、
裏
ペ
ー
ジ
（
左
ペ
ー
ジ
）

の
状
態
を
調
べ
て
み
よ
う
。
次
の
表
3
は
、
紙
葉
ご
と
に
本
文
や
書

込
み
の
状
況
を
表
し
て
い
る
。
表
中
の
「
本
文
」
は
、
表
ペ
ー
ジ
に

本
文
が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、「
白
紙
」
は
文
字
の
記
載
が
な

い
状
態
を
、「
○
」
は
、
注
記
な
ど
の
書
込
み
が
あ
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
Ａ
か
ら
Ｋ
の
大
文
字
は
、
ミ
ル
が
記
載
し
た
活
字
で
あ
る
。

こ
の
表
か
ら
、
ロ
ブ
ソ
ン
が
語
っ
て
い
る
よ
う
に
、
ミ
ル
に
よ
る
こ

の
自
筆
草
稿
へ
の
書
込
み
は
少
な
い
こ
と
が
分
か
る
。

表 2　日本大学法学部図書館OPAC書誌情報

＜図書＞
［Considerations on representative government］［manuscript］ / ［John Stuart Mill］
（John Stuart Mill collection ;4）

データ種別 図書

出版者 ［s.l.］ : ［s.n.］

出版年 ［1860］

本文言語 英語

大きさ 228 leaves in 11 quires （A to K） ; 24 cm

別書名 異なりアクセスタイトル : Manuscript : Considerations on representative 
government

一般注記 Untitled autograph manuscript
A-B quire: 24 each leaves, C-J quire: 20 each leaves, K quire: 20 
leaves （7 leaves blank）

著者標目 Mill, John Stuart, 1806-1873

書誌 ID 1000228088

資料種別 文字資料（書写資料）

一
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Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
『
代
議
政
治
論
』
自
筆
草
稿
（
日
本
大
学
法
学
部
図
書
館
所
蔵
）
に
つ
い
て
（
川
又
）

（
二
五
七
）

表 3　ミル自筆草稿十一帖の本文・書込み状況

A 24葉 表 裏 B 24葉 表 裏 C 20葉 表 裏

1 ○ A 白紙 1 本文 B 白紙 1 本文 C 白紙

2 本文 白紙 2 本文 白紙 2 本文 白紙

3 本文 白紙 3 本文 白紙 3 本文 白紙

4 本文 ○ 4 本文 白紙 4 本文 白紙

5 本文 白紙 5 本文 白紙 5 本文 白紙

6 本文 白紙 6 本文 白紙 6 本文 白紙

7 本文 白紙 7 本文 ○ 白紙 7 本文 白紙

8 本文 白紙 8 本文 白紙 8 本文 白紙

9 本文 白紙 9 本文 白紙 9 本文 白紙

10 本文 白紙 10 本文 白紙 10 本文 ○

11 本文 白紙 11 本文 ○ 11 本文 白紙

12 本文 白紙 12 本文 ○ 12 本文 ○

13 本文 ○ 白紙 13 本文 白紙 13 本文 ○

14 本文 白紙 14 本文 白紙 14 本文 白紙

15 本文 白紙 15 本文 白紙 15 本文 白紙

16 本文 白紙 16 本文 白紙 16 本文 白紙

17 本文 白紙 17 本文 白紙 17 本文 白紙

18 本文 白紙 18 本文 ○ 18 本文 白紙

19 本文 ○ 19 本文 白紙 19 本文 白紙

20 本文 白紙 20 本文 白紙 20 本文 白紙

21 本文 白紙 21 本文 白紙

22 本文 白紙 22 本文 白紙

23 本文 白紙 23 本文 ○

24 本文 白紙 24 本文 白紙

一
七
五



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
二
五
八
）

D 20葉 表 裏 E 20葉 表 裏 F 20葉 表 裏

1 本文 D 白紙 1 本文 E 白紙 1 本文 F 白紙

2 本文 白紙 2 本文 白紙 2 本文 白紙

3 本文 ○ 3 本文 白紙 3 本文 白紙

4 本文 白紙 4 本文 白紙 4 本文 白紙

5 本文 白紙 5 本文 白紙 5 本文 ○

6 本文 白紙 6 本文 白紙 6 本文 白紙

7 本文 白紙 7 本文 白紙 7 本文 白紙

8 本文 白紙 8 本文 白紙 8 本文 白紙

9 本文 白紙 9 本文 白紙 9 本文 白紙

10 本文 白紙 10 本文 白紙 10 本文 白紙

11 本文 白紙 11 本文 白紙 11 本文 ○

12 本文 ○○ 12 本文 白紙 12 本文 白紙

13 本文 白紙 13 本文 白紙 13 本文 白紙

14 本文 白紙 14 本文 白紙 14 本文 白紙

15 本文 ○ 15 本文 白紙 15 本文 白紙

16 本文 白紙 16 本文 白紙 16 本文 白紙

17 本文 白紙 17 本文 ○ 17 本文 白紙

18 本文 白紙 18 本文 白紙 18 本文 白紙

19 本文 白紙 19 本文 白紙 19 本文 白紙

20 本文 白紙 20 本文 白紙 20 本文 白紙

G 20葉 表 裏 H 20葉 表 裏 I 20葉 表 裏

1 本文 G 白紙 1 本文 H 白紙 1 本文 I 白紙

2以下 本文 白紙 2以下 本文 白紙 2以下 本文 白紙

J 20葉 表 裏 K 20葉 表 裏

1 本文 J 白紙 1 本文 K 白紙

2以下 本文 白紙 2 ～ 12 本文 白紙

13 白紙 白紙

14 本文 白紙

15～20 白紙 白紙

一
七
六



Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
『
代
議
政
治
論
』
自
筆
草
稿
（
日
本
大
学
法
学
部
図
書
館
所
蔵
）
に
つ
い
て
（
川
又
）

（
二
五
九
）

⑷　
『
代
議
政
治
論
』
自
筆
草
稿
の
ウ
ォ
ー
タ
ー
マ
ー
ク
（
透
か
し
模
様
）

日
本
大
学
法
学
部
図
書
館
が
所
蔵
し
て
い
る
ミ
ル
の
自
筆
書
簡
類
は
三
十
点
ほ
ど
で
あ
る

（
7
）

。
使
用
さ
れ
て
い
る
そ
の
便
箋
に
は
、
も
ち

ろ
ん
す
べ
て
で
は
な
い
が
、W

 W
E
A
T
H
E
R
L
E
Y / 1822

、J W
H
A
T
M

A
N / 1840

、J
O
Y
N
S
O
N / 1863

、J
O
Y
N
S
O
N / 1865

、J
O
Y
N
S
O
N / 

1866

、J
O
Y
N
S
O
N / 1868

、J
O
Y
N
S
O
N / 1870

、
の
ウ
ォ
ー
タ
ー
マ
ー
ク
が
入
っ
て
い
る
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
（「/

」
は
、
改
行
を
表
し

て
い
る
）。『
ミ
ル
全
集
』
第
一
巻
「
序
論
（Introduction

）」
に
よ
れ
ば
、
イ
リ
ノ
イ
大
学
や
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
が
所
蔵
す
る
『
自
伝
』
草

稿
に
は
、'B

ritania'
、'S

T
A
C
E
Y W

IS
E 1849'

、'C
 A

N
S
E
L
L 1851'

、'C
 A

N
S
E
L
L 1852'

、'fl eur-de-lis'

、'W
E
A
T
H
E
R
L
E
Y 1856'

が

入
っ
て
い
る
と
い
う
（C

W
. I. Introduction. xix.

山
下
、
二
〇
│
二
一
頁
）。
こ
れ
に
対
し
て
、『
代
議
政
治
論
』
自
筆
草
稿
の
紙
葉
に
は
、

こ
れ
ら
に
該
当
す
る
ウ
ォ
ー
タ
ー
マ
ー
ク
は
存
在
し
な
い
。
ま
た
、
便
箋
と
『
代
議
政
治
論
』
自
筆
草
稿
に
用
い
ら
れ
て
い
る
紙
葉
は
、

そ
の
触
感
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
明
ら
か
に
別
の
紙
で
あ
る
。
将
来
的
に
は
、『
自
伝
』
草
稿
の
紙
葉
と
『
代
議
政
治
論
』
自
筆

草
稿
の
そ
れ
と
の
比
較
も
必
要
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

⑸　
『
代
議
政
治
論
』
自
筆
草
稿
と
『
代
議
政
治
論
』（
初
版
）
の
章
題
お
よ
び
冒
頭
文
対
照

自
筆
草
稿
に
は
、
章
番
号
が
つ
け
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
章
題
に
は
下
線
が
つ
け
ら
れ
て
い
て
、
本
文
と
区
別
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ

で
は
便
宜
的

0

0

0

に
、
自
筆
草
稿
の
章
題
に
①
か
ら
⑰
ま
で
の
番
号
を
つ
け
て
、『
代
議
政
治
論
』
初
版
（
一
八
七
一
年
）
の
章
構
成
（
序
と
全

十
八
章
）
と
対
照
さ
せ
て
み
る
。
ま
た
、
章
題
（
初
版
で
は
す
べ
て
大
文
字
）、
そ
し
て
各
章
冒
頭
の
文
章
の
異
同
に
つ
い
て
も
両
者
を
比
較

す
る
。
そ
の
結
果
一
致
し
て
い
る
場
合
は
、「
＝
」
を
、
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
場
合
に
は
「≒

」
の
記
号
を
記
入
し
て
あ
る
。
翻
刻
で
き

な
か
っ
た
箇
所
や
翻
刻
が
不
確
定
な
箇
所
は
、﹇???

﹈
や
﹇... ?

﹈
で
示
し
て
い
る
。

一
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政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
二
六
〇
）

表
4
　
ミ
ル
自
筆
草
稿
と
『
代
議
政
治
論
』
の
章
題
お
よ
び
冒
頭
文
対
照
表

帖
・

紙
葉

自
筆

草
稿

章
題

・
冒

頭
文

原
典

章
題

・
冒

頭
文

A
 2-13

〔
①

〕
T
o w

hat extent form
s of governm

ent are a m
atter 

of choice
＝

1
章

　
T

O
 
W

H
A

T
 
E

X
T

E
N

T
 
F

O
R

M
S

 
O

F
 

G
O
V
E
R
N
M

E
N
T
 A

R
E
 A

 M
A
T
T
E
R
 O

F
 C

H
O
IC

E
.

　
　

T
he discussion of form

s of governm
ent m

ay be 

undertaken in tw
o different m

odes, et under tw
o 

diff erent conceptions of w
hat they are.

A
L
L
 speculations concerning form

s of governm
ent bear 

the im
press, m

ore or less exclusive, of tw
o confl icting 

theories respecting political institutions; ...

A
 14-24

～

B
 1-8

〔
②

〕
T
he C

riterion of good F
orm

 of G
overnm

ent
＝

2章
　

T
H
E
 C

R
IT

E
R
IO

N
 O

F
 A

 G
O
O
D
 F

O
R
M

 O
F
 

G
O
V
E
R
N
M

E
N
T
.

　
　

T
he form

 of governm
ent for any given country 

being then subject to certain definite conditions, or 

m
atter of choice, it is now

 to be considered by w
hat the 

choice should be directed; ...

T
H
E
 form

 of governm
ent for any given country being 

（
w
ithin certain defi nite conditions） am

enable to choice, 

it is now
 to be considered by w

hat test the choice 

should be directed; ...

B
 9-22

〔
③

〕
T
hat the ideally best form

 of governm
ent is 

representative governm
ent

＝

3章
　

T
H

A
T

 T
H

E
 ID

E
A

L
L

Y
 B

E
S
T

 F
O

R
M

 O
F
 

G
O

V
E

R
N

M
E

N
T

 IS
 R

E
P

R
E

S
E

N
T

A
T

IV
E
  

G
O
V
E
R
N
M

E
N
T
.

　
　

It has been long, perhaps throughout the entire 

duration of B
ritish freedom

, a com
m
on form

 of speech, 

that if it w
ere possible to ensure a good despot, 

despotic m
onarchy w

ould be the best form
 of 

governm
ent.

IT
　

 has　
long （

perhaps throughout the entire duration 

of B
ritish freedom

） been a com
m
on saying, that if a 

good despot could be ensured, despotic m
onarchy w

ould 

be the best form
 of governm

ent.

一
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Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
『
代
議
政
治
論
』
自
筆
草
稿
（
日
本
大
学
法
学
部
図
書
館
所
蔵
）
に
つ
い
て
（
川
又
）

（
二
六
一
）

B
 23-24

～

C
 1-9

〔
④

〕
T
o w

hat society representative governm
ent is 

inapplicable
≒

4章
　

U
N

D
E

R
 W

H
A

T
 S

O
C

IA
L

 C
O

N
D

IT
IO

N
S
 

R
E

P
R

E
S

E
N

T
A

T
IV

E
 G

O
V

E
R

N
M

E
N

T
 IS

 

IN
A
P
P
L
IC

A
B
L
E
.

　
　

R
epresentative governm

ent is, w
e have concluded, 

the ideal type of the best governm
ent, for w

hich, in 

consequence, any portion of m
ankind becam

e m
ore fi t in 

proportion to their degree of general im
provem

ent.

W
E
 have recognised in representative governm

ent the 

ideal type of the m
ost perfect polity, for w

hich, in 

consequence, any portion of m
ankind are better adapted 

in proportion to their degree of general im
provem

ent.

C
 10-20

～

D
 1-2

〔
⑤

〕
W

hat are the proper functions of representative 

bodies
≒

5
章

　
O

F
 T

H
E

 P
R

O
P

E
R

 F
U

N
C

T
IO

N
S

 O
F
 

R
E
P
R
E
S
E
N
T
A
T
IV

E
 B

O
D
IE

S
.

　
　

In treating of representative governm
ent it is 

necessary alw
ays to keep in view

 the distinction 

betw
een its idea or essence, et the particular form

s in 

w
hich accidental historical developm

ents, or the ideas 

［
???］ at som

e particular period, have clothed that idea.

IN
 treating of representative governm

ent, it is above 

all necessary to keep in view
 the distinction betw

een its 

idea or essence, and the particular form
s in w

hich the 

idea has been clothed by accidental historical 

developm
ents, or by the notions current at som

e 

particular period.

D
 3-18

〔
⑥

〕
O

f the infirm
ities et dangers to w

hich 

representative governm
ent is liable.

≒

6章
　

O
F
 T

H
E
 IN

F
IR

M
IT

IE
S
 A

N
D
 D

A
N
G
E
R
S
 T

O
 

W
H
IC

H
 R

E
P
R
E
S
E
N
T
A
T
IV

E
 G

O
V
E
R
N
M

E
N
T
 IS

 

L
IA

B
L
E
.

　
　

T
he defects of any form

 of governm
ent are either 

negative or positive.

T
H
E
 defects of any form

 of governm
ent m

ay be either 

negative or positive.

一
七
九



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
二
六
二
）

D
 19-20

～

E
 1-13

〔
⑦

〕
O
f T

rue et F
alse D

em
ocracy; the representative 

of all, et the representative of the m
ajority only.

≒
7章

　
O

F
 T

R
U

E
 A

N
D

 F
A

L
S
E

 D
E

M
O

C
R

A
C

Y
; 

R
E

P
R

E
S

E
N

T
A

T
I
O

N
 
O

F
 
A

L
L

, 
A

N
D
 

R
E
P
R
E
S
E
N
T
A
T
IO

N
 O

F
 T

H
E
 M

A
JO

R
IT

Y
 O

N
L
Y
.

　
　

It has been seen, that the dangers incident to a 
representative dem

ocracy are of tw
o kinds; danger of a 

low
 standard of intelligence in the representative body, 

et in the popular opinion w
hich controls it; et danger of 

class legislation on the part of the num
erical m

ajority, 
these being all com

posed of the sam
e class.

≒

IT
 has been seen, that the dangers incident to a 

representative dem
ocracy are of tw

o kinds: danger of a 
low

 grade of intelligence in the representative body, 
and in the popular opinion w

hich controls it; and danger 
of class legislation on the part of the num

erical 
m
ajority, these being all com

posed of the sam
e class.

E
 14-20
～

F
 1-11

〔
⑧

〕
O
f the extension of the suff rage.

＝
8章

　
O
F
 T

H
E
 E

X
T
E
N
S
IO

N
 O

F
 T

H
E
 S

U
F
F
R
A
G
E
.

　
　

A
 representative dem

ocracy such as has been now
 

sketched, or dem
ocracy representative of all, et not 

solely of the m
ajority, or dem

ocracy in w
hich the 

interests, the opinions, the grades of intellect w
hich are 

outnum
bered, w

ould nevertheless be heard, ...

S
U
C
H
 a representative dem

ocracy as has now
 been 

sketched, representative of all, and not solely of the 
m
ajority̶

in w
hich the interests, the opinions, the 

grades of intellect w
hich are outnum

bered w
ould 

nevertheless be heard, ...

F
 12-20
～G
 1

〔
⑨

〕
O
f the m

ode of voting
＝

10章
　

O
F
 T

H
E
 M

O
D
E
 O

F
 V

O
T
IN

G
.

　
　

T
he question of greatest m

om
ent w

hich arises 
respecting the m

odes of voting, is that of secresy or 
publicity; et to this w

e w
ill in the fi rst instance address 

ourselves.

T
H
E
 question of greatest m

om
ent in regard to m

odes of 
voting, is that of secresy or publicity; and to this w

e 
w
ill at once address ourselves.

G
 2-11

〔
⑩

〕
O
f the duration of P

arliam
ents

＝
11章

　
O
F
 T

H
E
 D

U
R
A
T
IO

N
 O

F
 P

A
R
L
IA

M
E
N
T
S
.

　
　

A
fter how

 long a period should m
em

bers of 
P
arliam

ent be subject to reelection ?
≒

A
F
T
E
R
 how

 long a term
 should m

em
bers of parliam

ent 
be subject to reelection ?

一
八
〇



Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
『
代
議
政
治
論
』
自
筆
草
稿
（
日
本
大
学
法
学
部
図
書
館
所
蔵
）
に
つ
い
て
（
川
又
）

（
二
六
三
）

G
 12-20
～

H
 1-3

〔
⑪

〕
O
f local representative bodies.

＝
15章

　
O
F
 L

O
C
A
L
 R

E
P
R
E
S
E
N
T
A
T
IV

E
 B

O
D
IE

S
.

　
　

It is but a sm
all part of the public business of a 

country w
hich can be w

ell done, or safely attem
pted, by 

the central governm
ent; et even in our ow

n governm
ent, 

the least centralized in E
urope, the legislative portion 

at least of the governing body concerns itself far too 
m
uch w

ith the details of local affairs, et em
ploys the 

suprem
e pow

er of the state in cutting sm
all knots w

hich 
there ought to be regularly appreciated m

eans of 
untying.

IT
 is but a sm

all portion of the public business of a 
country, w

hich can be w
ell done, or safely attem

pted, by 
the central authorities; and even in our ow

n 
governm

ent, the least centralized in E
urope, the 

legislative portion at least of the governing body busies 
itself far too m

uch w
ith local affairs, em

ploying the 
suprem

e pow
er of the S

tate in cutting sm
all knots 

w
hich there ought to be other and better m

eans of 
untying.

13章
　

O
F
 A

 S
E
C
O
N
D
 C

H
A
M

B
E
R
.

O
F
 all topics relating to the theory of representative 

governm
ent, none have been the subject of m

ore 
discussion, especially on the C

ontinent, than w
hat is 

know
n as the question of the T

w
o C

ham
bers.

H
 4-17

〔
⑫

〕
O
f the E

xecutive in a representative governm
ent

＝
1

4
章

　
O

F
 
T

H
E

 
E

X
E

C
U

T
I
V

E
 
I
N

 
A
 

R
E
P
R
E
S
E
N
T
A
T
IV

E
 G

O
V
E
R
N
M

E
N
T
.

　
　

It w
ould be quite needless, in a treatise like this, 

to ［
???］ into any discussion of the diff erent departm

ents 
or branches into w

hich the executive part of the 
governm

ent should be divided.

IT
 w

ould be out of place, in this treatise, to discuss the 
question into w

hat departm
ents or branches the 

executive business of governm
ent m

ay m
ost conveniently 

be divided.

一
八
一



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
二
六
四
）

H
 18-20
～I 1-6

〔
⑬

〕
O
f N

ationality, as connected w
ith R

epresentative 
G
overnm

ent
＝

16章
　

O
F
 N

A
T
IO

N
A
L
IT

Y
, A

S
 C

O
N
N
E
C
T
E
D
 W

IT
H
 

R
E
P
R
E
S
E
N
T
A
T
IV

E
 G

O
V
E
R
N
M

E
N
T
.

　
　

A
ny body of persons m

ay be said to constitute a 
N
ationality, if they are united am

ong them
selves by 

com
m
on sym

pathies, such as do not exist betw
een them

 
et any others, ...

A
 P

O
R
T
IO

N
 of m

ankind m
ay be said to constitute a 

N
ationality, if they are united am

ong them
selves by 

com
m
on sym

pathies, w
hich do not exist betw

een them
 

and any others ̶
 ...

I 7-17

〔
⑭

〕
O
f F

ederal R
epresentative G

overnm
ents

＝
1
7
章

　
O

F
 F

E
D

E
R

A
L

 R
E

P
R

E
S

E
N

T
A

T
IV

E
 

G
O
V
E
R
N
M

E
N
T
S
.

　
　

P
ortions of m

ankind w
ho are not fitted, or not 

inclined, to live under the sam
e internal governm

ent, 
m
ay often w

ith advantage be federally united, as to 
their relations w

ith foreigners: both to prevent w
ars 

am
ong them

selves, and for the sake of m
ore eff ectually 

defending them
selves from

 the aggression of m
ore 

pow
erful S

tates.

P
O
R
T
IO

N
S
 of m

ankind w
ho are not fitted, or not 

disposed, to live under the sam
e internal governm

ent, 
m
ay often w

ith advantage be federally united, as to 
their relations w

ith foreigners: both to prevent w
ars 

am
ong them

selves, and for the sake of m
ore effectual 

protection against the aggression of pow
erful S

tates.

I 18-20
～

J 1-12

〔
⑮

〕
O
f the governm

ent of dependencies by a free state
＝

1
8

章
　

O
F

 
T

H
E

 
G

O
V

E
R

N
M

E
N

T
 
O

F
 

D
E
P
E
N
D
E
N
C
IE

S
 B

Y
 A

 F
R
E
E
 S

T
A
T
E
.

　
　

F
ree states like any others m

ay have dependencies, 
obtained either by conquest or by colonization, et our 
ow

n is the m
ost ［

striking ?］ of all cases in ［
past ?］

.

F
R

E
E

 S
tates, like all others, m

ay possess 
dependencies, acquired either by conquest or by 
colonization; and our ow

n is the greatest instance of the 
kind in m

odern history.

一
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Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
『
代
議
政
治
論
』
自
筆
草
稿
（
日
本
大
学
法
学
部
図
書
館
所
蔵
）
に
つ
い
て
（
川
又
）

（
二
六
五
）

こ
の
対
照
表
か
ら
次
の
こ
と
が
言
え
る
。

①
前
半
の
一
章
か
ら
八
章
ま
で
は
、
章
配
列
（
順
番
）
が
同
じ
で
あ
る
。

②
一
章
か
ら
八
章
ま
で
の
章
題
は
同
じ
か
、
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

③
初
版
の
九
章
以
降
は
、
章
配
列
が
自
筆
草
稿
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
十
三
章　

第
二
院
に
つ
い
て
」（O

F
 A

 S
E
C
O
N
D
 

C
H
A
M

B
E
R

）
が
、
新
た
に
追
加
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
筆
草
稿
の
章
構
成
が
変
更
さ
れ
て
い
る
。

J 13-19

〔
⑯

〕
S
hould there be tw

o stages of election ?
＝

9章
　

S
H
O

U
L
D

 T
H
E
R
E
 B

E
 T

W
O

 S
T
A

G
E
S
 O

F
 

E
L
E
C
T
IO

N
 ?

　
　

In som
e representative constitutions the ［

course ?］ 
has been adopted of choosing the m

em
bers of the 

representative body by a double process, the prim
ary 

electors only electing other electors, et these again 
electing m

em
ber of parliam

ent.

≒

IN
 som

e representative constitutions, the plan has been 
adopted of choosing the m

em
bers of the representative 

body by a double process, the prim
ary electors only 

choosing other electors, and these electing the m
em

ber 
of parliam

ent.

J 20
～

K
 1-12

〔
⑰

〕
O
ught pledges to be required from

 m
em

bers of 
parliam

ent ?
＝

12章
　

O
U

G
H
T
 P

L
E
D

G
E
S
 T

O
 B

E
 R

E
Q

U
IR

E
D
 

F
R
O
M

 M
E
M

B
E
R
S
 O

F
 P

A
R
L
IA

M
E
N
T
 ?

　
　

S
hould a m

em
ber of the legislature be bound by 

the instructions of his constituents?
＝

S
H
O
U
L
D
 a m

em
ber of the legislature be bound by the 

instructions of his constituents?

K
 14

P
reface

P
R
E
F
A
C
E

　
　

T
hose w

ho have done m
e the honour of reading m

y 
form

er w
ritings, w

ill perhaps receive no very strong 
im

pression of novelty from
 the present: ...

T
H
O
S
E
 w

ho have done m
e the honour of reading m

y 
previous w

ritings, w
ill probably receive no strong 

im
pression of novelty from

 the present volum
e; ...
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政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
二
六
六
）

④
各
章
の
冒
頭
本
文
は
、
同
じ
も
の
も
あ
る
が
、
多
少
と
も
部
分
的
に
異
な
っ
て
い
る
。

⑤
自
筆
草
稿
で
は
末
尾
に
あ
っ
た
序
が
、
先
頭
へ
移
さ
れ
て
い
る
。

4　

お
わ
り
に

ミ
ル
が
存
命
中
、『
代
議
政
治
論
』
は
次
の
版
五
つ
が
公
刊
さ
れ
て
い
る
。

（
一
）
初
版

M
ill, John S

tuart. 1861. C
on

sid
eration

s on
 R

epresen
tative G

overn
m

en
t. L

ondon: P
arker, S

on, and B
ourn, 

W
est S

trand.

（
二
）
第
二
版

M
ill, John S

tuart. 1861. C
on

sid
eration

s on
 R

epresen
tative G

overn
m

en
t. L

ondon: P
arker, S

on, and B
ourn, 

W
est S

trand. S
econd E

dition.

（
三
）
第
三
版

M
ill, John S

tuart. 1865. C
on

sid
eration

s on
 R

epresen
tative G

overn
m

en
t. L

ondon: L
ongm

an, G
reen, L

ongm
an, 

R
oberts &

 G
reen. T

hird E
dition.

（
四
）
民
衆
版 

（P
eople's E

dition

）

M
ill, John S

tuart. 1865. C
on

sid
eration

s on
 R

epresen
tative G

overn
m

en
t. L

ondon: L
ongm

an, G
reen, L

ongm
an, 

R
oberts and G

reen. P
eople's E

dition.

一
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Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
『
代
議
政
治
論
』
自
筆
草
稿
（
日
本
大
学
法
学
部
図
書
館
所
蔵
）
に
つ
い
て
（
川
又
）

（
二
六
七
）

（
五
）
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
版

M
ill, John S

tuart. 1862. C
on

sid
eration

s on
 R

epresen
tative G

overn
m

en
t. N

ew
 Y

ork: H
arper &

 B
rothers, 

P
ublishers, F

ranklin S
quare.

『
ミ
ル
全
集
』
第
十
九
巻
に
収
録
さ
れ
て
い
る
『
代
議
政
治
論
』
は
、（
五
）
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
版

（
8
）

が
言
及
さ
れ
ず
に
、
編
纂
さ
れ
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。
ロ
ブ
ソ
ン
に
よ
る
と
、
ま
ず
一
八
六
一
年
に
初
版
が
刊
行
さ
れ
る
。
こ
れ
は
売
れ
行
き
が
良
く
て
、
同
年
に
す
ぐ
に
第

二
版
が
刊
行
さ
れ
る
。
第
二
版
で
は
改
訂
が
行
わ
れ
て
、
第
十
四
章
に
は
「
注
記
」（note

）
を
、
そ
し
て
第
七
章
〔
の
終
わ
り
部
分
〕
に

は
ト
マ
ス
・
ヘ
ア
ー
（T

hom
as H

are

）
の
選
挙
改
革
論
を
擁
護
す
る
ペ
ー
ジ
を
付
け
加
え
て
い
る
。
そ
の
後
三
年
を
か
け
て
一
八
六
四
年

ま
で
に
第
三
版
の
準
備
が
行
わ
れ
て
、
一
八
六
五
年
に
第
三
版
が
刊
行
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
第
三
版
（L

ibrary edition

）
を
基
に
し

て
廉
価
版
と
も
い
う
べ
き
民
衆
版
（P

eople's E
dition

）
が
刊
行
さ
れ
た
、
と
い
う
（C

f., R
obson, C

W
. X

V
III. T

extual introduction. 

lxxxvii-lxxxix. C
W

. X
IX

. A
ppendix E

. p.658. （
9
）

）。

自
筆
草
稿
と
初
版
と
の
間
に
大
き
な
相
違
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
今
、『
代
議
政
治
論
』
の
成
立
過
程
お
よ
び
そ

の
後
の
発
展
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
自
筆
草
稿
と
各
版
と
の
校
合
が
、
あ
ら
た
め
て
最
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

注（
1
） 

こ
の
図
録
は
、http://w

w
w
.law

.nihon-u.ac.jp/library/125th.htm
l

で
公
開
さ
れ
て
い
る
。

（
2
） 

著
名
学
者
書
簡
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（T

he fam
ous scholar's letter collection

）
は
、http://w

w
w
.law

.nihon-u.ac.jp/library/collection.

htm
l

で
公
開
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
川
又
祐
他
全
五
人
が
、
平
成
二
六
年
度
日
本
大
学
法
学
部
学
術
研
究
費
（
共
同
研
究
費
）
の
助
成
を
受
け

一
八
五



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
二
六
八
）

て
行
わ
れ
た
共
同
研
究
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
治
経
済
思
想
の
系
譜

―
日
本
大
学
法
学
部
図
書
館
所
蔵H

. G
rotius

、D
. H

um
e

お
よ
びJ.S

.M
ill

の

書
簡
を
中
心
と
し
て
」
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
3
） John M

. R
obson 

（G
eneral E

ditor

）: C
ollected

 W
orks of Joh

n
 S

tu
art M

ill. U
niversity of T

oronto P
ress. T

oronto and 

B
uff alo: R

outledge &
 K

egan P
aul.　

本
稿
で
は
『
ミ
ル
全
集
』
を
、C

W

と
略
す
。

（
4
） C

all N
o.: M

ill 1. R
ecord ID

: 132741. http://corsair.them
organ.org/cgi-bin/P

w
ebrecon.cgi?B

B
ID

=132741

（
5
） C

all N
o.: M

ill 2-4 R
ecord ID

: 132676 

http://corsair.them
organ.org/cgi-bin/P

w
ebrecon.cgi?B

B
ID

=132676

（
6
） 

ロ
ブ
ソ
ン
は
一
九
七
九
年
十
二
月
四
日
の
文
書
で
、
自
筆
草
稿
は
「
お
そ
ら
く
は
後
日
、
綴
じ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
Ｈ
帖
第
四
葉
、
本
文
上
か
ら
二
行
目
末
に
あ
る'w

hich'

の
最
後
の'h'

が
、
次
の
第
五
葉
に
も
は
み
出
し
て
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

ミ
ル
は
、
用
紙
を
糸
綴
じ
に
し
て
冊
子
体
に
し
て
か
ら
本
文
を
書
い
て
い
っ
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。

（
7
） 

注
（
2
）
を
参
照
せ
よ
。
本
学
図
書
館
は
、
ミ
ル
の
書
簡
類
を
ウ
ェ
ブ
で
公
開
し
て
い
る
。

（
8
） 

『
代
議
政
治
論
』
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
版
に
つ
い
て
、
そ
の
出
版
の
経
緯
は
不
明
で
あ
る
。
ミ
ル
『
自
伝
』
に
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
版
に
つ
い
て
の

言
及
が
な
い
（C

W
. I. 265, 272. 

朱
牟
田
訳
、
二
三
九
、
二
四
〇
│
二
四
一
頁
）。

（
9
） 

ロ
ブ
ソ
ン
は
こ
こ
で
、『
代
議
政
治
論
』
初
版
、
第
二
版
、
第
三
版
を
、L

ibrary edition

と
呼
ん
で
、
民
衆
版
（P

eople's E
dition

）
と
区

別
し
て
い
る
（
ロ
ブ
ソ
ン
の
一
九
七
九
年
十
二
月
四
日
の
文
書
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
）。
ロ
ブ
ソ
ン
は
、『
ミ
ル
全
集
』
に
収
録
す
る
際
、
本
来

で
あ
れ
ば
、
ミ
ル
存
命
中
の
最
後
の
版
す
な
わ
ち
、
第
三
版
（L

ibrary edition

）
で
は
な
く
、
民
衆
版
（P

eople's E
dition

）
を
底
本
に
す
べ

き
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
民
衆
版
（P

eople's E
dition

）
に
は
「
原
文
の
信
頼
性
」（textual authority

）
に
つ
い
て
異
論
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
ロ
ブ
ソ
ン
は
、
あ
え
て
第
三
版
（L

ibrary edition

）
を
底
本
に
採
用
し
て
い
る
。

参
考
文
献

川
又
祐
「
ホ
ッ
ブ
ズ
『
リ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
』
初
版H

ead

版
（
一
六
五
一
年
）
の
異
刷
に
つ
い
て
」『
政
経
研
究
』
五
一
（
一
）、
二
〇
一
四
年
、
三
一

一
八
六



Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
『
代
議
政
治
論
』
自
筆
草
稿
（
日
本
大
学
法
学
部
図
書
館
所
蔵
）
に
つ
い
て
（
川
又
）

（
二
六
九
）

│
四
八
貢
、
参
照
。

川
又
祐
、
江
島
泰
子
、
藤
原
孝
、
山
口
正
春
、T

h. L
ockley

『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
治
経
済
思
想
の
系
譜

―
日
本
大
学
法
学
部
図
書
館
所
蔵H

. 

G
rotius

、D
. H

um
e

お
よ
びJ.S

.M
ill

の
書
簡
を
中
心
と
し
て
』、
二
〇
一
五
年
（
非
売
品
）。

日
本
大
学
法
学
部
図
書
委
員
会
『
日
本
大
学
法
学
部
創
設
百
二
十
五
周
年
記
念
特
別
展
示
会
図
録
』、
二
〇
一
四
年
（
非
売
品
）。
こ
の
図
録
は
、
ウ
ェ

ブ
で
閲
覧
が
可
能
で
あ
る
（
二
〇
一
五
年
五
月
現
在
）。http://w
w
w
.law

.nihon-u.ac.jp/library/125th.htm
l

N
orm

an, Jerem
y M

. 1980: T
w

elve M
an

u
scripts. C

atalogue E
ight. Jerem

y N
orm

an &
 C

o., Inc. S
an F

rancisco. 

こ
の
カ
タ
ロ
グ
は
、

ウ
ェ
ブ
で
も
閲
覧
で
き
る
（
二
〇
一
五
年
五
月
現
在
）。http://w

w
w
.historyofi nform

ation.com
/expanded.php?id=4398

﹇John S
tuart M

ill

﹈ ﹇1860
﹈: 
﹇C

onsiderations on representative governm
ent

﹈﹇m
anuscript

﹈ 

日
本
大
学
法
学
部
図
書
館
所
蔵

M
ill, John S

tuart. 1861: C
on

sid
eration

s on
 R

epresen
tative G

overn
m

en
t. L

ondon: P
arker, S

on, and B
ourn, W

est S
trand.

M
ill, John S

tuart. 1861. C
on

sid
eration

s on
 R

epresen
tative G

overn
m

en
t. John M

. R
obson 

（G
eneral E

ditor

）: C
ollected

 W
orks of 

Joh
n

 S
tu

art M
ill. E

ssays on
 P

olitics an
d

 S
ociety. V

ol. X
IX

. 1977. U
niversity of T

oronto P
ress. T

oronto and B
uff alo: 

R
outledge &

 K
egan P

aul.　

本
稿
で
は
『
ミ
ル
全
集
』
を
、C

W

と
略
す
。

M
ill, John S

tuart. 1873: A
u

tobiograph
y. L

ondon: L
ongm

ans, G
reen, R

eader, and D
yer. C

W
. I. A

u
tobiograph

y an
d

 L
iterary 

E
ssays. 1981. 

朱
牟
田
夏
雄
『
ミ
ル
自
伝
』
岩
波
文
庫
、
一
九
六
〇
年
。
山
下
重
一
『
ミ
ル
自
伝
初
期
草
稿
』
お
茶
の
水
書
房
、
一
九
八
二
年
。

R
obson, John M

. 1977: T
extual Introduction. C

W
. X

V
III. E

ssays on
 P

olitics an
d

 S
ociety.

John S
tuart M

ill's A
utographed D

raft M
anuscript C

onsiderations on R
epresentative G

overnm
ent in the N

ihon U
niversity 

C
ollege of Law

 Library

P
rofessor H

iroshi K
aw

am
ata, N

ihon U
niversity C

ollege of L
aw

一
八
七



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
二
七
〇
）

N
ihon U

niversity C
ollege of L

aw
 library houses a J. S

. M
ill's autographed draft m

anuscript of ‘C
onsiderations on R

epresentative 

G
overnm

ent’. It has 11 quires 

（A
 to K

） probably w
ritten in 1860. T

his m
anuscript is a signifi cant and im

portant cultural and 

political property, w
hich has had m

ajor ram
ifi cations for governm

ent and social system
s around the w

orld to this day.

S
o far, I have com

pared only the titles and ordering of the chapters of this draft m
anuscript w

ith that of the fi rst published 

edition of 1861. T
his initial research has fascinatingly revealed that there are m

any diff erences betw
een them

, w
hich leads m

e to 

conclude that w
e need to m

ake a fuller com
parison betw

een this draft m
anuscript and later editions of ‘C

onsiderations on 

R
epresentative G

overnm
ent’ as soon as possible.

一
八
八



ハ
リ
ン
ト
ン
の
オ
シ
ア
ナ
共
和
国
モ
デ
ル
の
一
研
究
（
倉
島
）

（
二
七
一
）

ハ
リ
ン
ト
ン
の
オ
シ
ア
ナ
共
和
国
モ
デ
ル
の
一
研
究

│『
統
治
章
典
』
と
の
関
係
を
中
心
に

│

倉　
　

島　
　
　
　
　

隆

☆
目
次

第
一
節　

序
論

第
二
節　

ハ
リ
ン
ト
ン
の
オ
シ
ア
ナ
共
和
国
憲
法
モ
デ
ル

　
﹇
1
﹈　

ハ
リ
ン
ト
ン
の
オ
シ
ア
ナ
共
和
国
憲
法
モ
デ
ル
の
論
点

　
﹇
2
﹈　

オ
シ
ア
ナ
共
和
国
憲
法
モ
デ
ル
の
基
本
原
理

　
﹇
3
﹈　

オ
シ
ア
ナ
共
和
国
憲
法
モ
デ
ル
の
条
文
（
全
三
〇
条
）

第
三
節　

ハ
リ
ン
ト
ン
の
オ
シ
ア
ナ
共
和
国
憲
法
モ
デ
ル
の
背
景
（『
統
治
章
典
』
を
中
心
に
）

　
﹇
1
﹈　

ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
の
護
国
卿
制
体
制
の
成
立
に
お
け
る
問
題
状
況

　
﹇
2
﹈　
『
基
本
提
案
項
目
（T

h
e H

ead
s of P

roposals, 1647
）』

論　

説

一
八
九



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
二
七
二
）

　
﹇
3
﹈　
『
人
民
協
約
（A

n
 agreem

en
t of th

e free people of E
n

glan
d, 1649

）』

　
﹇
4
﹈　
『
統
治
章
典
（T

h
e In

stru
m

en
t of G

overn
m

en
t, 1653

）』

第
四
節　

結
論

第
一
節　

序
論

わ
れ
わ
れ
は
、
本
稿
に
お
い
て
イ
ギ
リ
ス
の
オ
リ
バ
ー
・
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
の
護
国
卿
制
期
中
（
一
六
五
三
年
か
ら
一
六
五
六
年
）
に
共
和

国
憲
法
モ
デ
ル
構
想
を
書
い
た
ハ
リ
ン
ト
ン
の
政
治
思
想
を
重
視
す
る
。
ハ
リ
ン
ト
ン
は
『
オ
シ
ア
ナ
共
和
国
（
1
）

』（
以
下
、『
オ
シ
ア
ナ
』
と

略
記
）
に
お
い
て
そ
の
著
作
の
三
分
の
二
以
上
に
わ
た
っ
て
（
2
）

自
ら
の
イ
ギ
リ
ス
﹇
オ
シ
ア
ナ
﹈
憲
法
モ
デ
ル
を
書
き
、
か
つ
自
ら
の
革
新

的
構
想
を
当
時
の
護
国
卿
に
実
施
す
る
よ
う
に
提
案
す
る
も
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
そ
の
共
和
国
憲
法
モ
デ
ル
に
つ
い
て
「
急
進

﹇
急
進
主
義
な
い
し
急
進
﹈
的
」
共
和
主
義
概
念
を
使
っ
て
論
じ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
「
急
進
﹇
主
義
﹈」
概
念
は
、
二
〇
〇
七
年
に

「
伝
統
的
社
会
に
お
け
る
ラ
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
の
再
評
価
」
論
文
に
お
い
て
Ｊ
・
Ｃ
・
デ
ー
ヴ
ィ
ス
が
明
確
に
し
た
も
の
で
あ
る
（
3
）

。
こ
の
概

念
は
、
従
来
か
ら
ハ
リ
ン
ト
ン
の
政
治
思
想
に
お
い
て
彼
の
思
想
が
「
ラ
デ
ィ
カ
ル
」
と
い
う
形
容
詞
的
に
使
用
さ
れ
も
し
た
け
れ
ど
も
、

明
確
な
概
念
構
成
に
よ
っ
て
捉
え
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
デ
ー
ヴ
ィ
ス
に
よ
れ
ば
、
ハ
リ
ン
ト
ン
ら
の
共
和
主
義
は
、「
現
存
の
体
制

に
挑
む
」
と
い
う
意
味
で
「
ラ
デ
ィ
カ
ル
」
と
形
容
で
き
る
と
い
う
。
わ
れ
わ
れ
は
、
ハ
リ
ン
ト
ン
が
そ
の
主
著
に
お
い
て
、
ク
ロ
ム

ウ
ェ
ル
の
護
国
卿
制
体
制
に
対
し
、
徹
底
し
て
自
ら
の
革
新
を
訴
え
る
も
の
と
解
釈
す
る
。
例
え
ば
、
ハ
リ
ン
ト
ン
は
先
ず
、
持
続
可
能

に
し
て
平
和
な
共
和
国
の
確
立
を
説
い
た
。
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
の
憲
法
は
、
護
国
卿
が
当
時
の
『
統
治
章
典
（T

h
e In

stru
m

en
t of 

一
九
〇



ハ
リ
ン
ト
ン
の
オ
シ
ア
ナ
共
和
国
モ
デ
ル
の
一
研
究
（
倉
島
）

（
二
七
三
）

G
overn

m
en

t, 1653

）』
に
基
づ
い
て
、
彼
の
議
会
と
そ
の
評
議
会
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
る
形
式
を
と
る
（
4
）

。
し
か
し
ハ
リ
ン
ト
ン
は
、
ク
ロ

ム
ウ
ェ
ル
自
身
に
よ
る
終
身
制
の
「
一
人
支
配
」
や
制
限
的
議
会
形
式
な
ど
を
廃
止
し
、
新
憲
法
の
樹
立
に
よ
っ
て
市
民
的
自
由
を
確
保

す
る
た
め
に
、
徹
底
し
た
「
抑
制
と
均
衡
の
共
和
国
」
憲
法
の
制
定
を
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
に
促
す
も
の
で
あ
る
。

ハ
リ
ン
ト
ン
の
共
和
国
憲
法
モ
デ
ル
は
、
イ
ギ
リ
ス
国
家
の
中
心
的
な
意
思
決
定
機
構
を
含
む
と
い
う
意
味
で
憲
法
統
治
機
構
の
主
な

要
件
を
満
た
す
も
の
で
あ
る
。
ハ
リ
ン
ト
ン
モ
デ
ル
の
争
点
に
し
て
革
新
を
勧
告
す
る
も
の
と
し
て
の
彼
の
憲
法
モ
デ
ル
は
、
現
代
の
政

治
制
度
論
に
よ
れ
ば
、
た
と
え
そ
れ
が
現
代
民
主
制
の
十
分
条
件
を
欠
く
と
し
て
も
、
制
限
民
主
制
下
に
お
い
て
ハ
リ
ン
ト
ン
ら
の
も
の

が
単
一
人
物
に
よ
る
執
政
部
（「
大
統
領
制
」）
対
集
団
的
執
政
部
（「
議
院
内
閣
制
（
5
）

」）
の
争
点
を
め
ぐ
っ
て
論
じ
得
る
も
の
で
も
あ
る
。
例

え
ば
、
前
記
の
ご
と
く
一
人
の
執
政
部
と
し
て
の
護
国
卿
制
は
、
そ
の
『
統
治
章
典
』
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
た
（
6
）

。
し
か
し
こ
の
護
国
卿
制

は
、「
一
人
の
人
物
に
よ
る
支
配
」
と
し
て
批
判
の
対
象
と
も
さ
れ
る
。
極
論
す
る
者
に
よ
れ
ば
、
護
国
卿
制
は
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
の
独
裁

で
あ
る
と
も
批
判
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
護
国
卿
制
に
つ
い
て
こ
の
時
代
に
関
す
る
有
力
な
歴
史
家
で
あ
る
ブ
レ
ア
・
ウ
ォ
ー
デ
ン

は
、「
一
人
支
配
（S

ingle rule （7
）

）」
の
可
能
性
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。
と
は
い
え
、『
統
治
章
典
』
が
穏
健
な
一
人
の
執
政
部
形
式
を

中
心
と
し
て
護
国
卿
制
の
評
議
会
﹇
執
政
部
の
補
佐
任
務
を
も
つ
﹈
や
議
会
の
承
認
を
規
定
す
る
も
の
で
あ
り
、
専
制
的
な
も
の
で
は
な

い
と
も
論
じ
ら
れ
も
す
る
。

ハ
リ
ン
ト
ン
の
憲
法
構
想
に
つ
い
て
わ
れ
わ
れ
は
、
当
時
の
護
国
卿
制
機
構
が
そ
の
中
央
権
力
の
集
中
に
問
題
が
あ
る
と
み
な
し
、
ハ

リ
ン
ト
ン
の
憲
法
モ
デ
ル
が
市
民
の
自
由
の
た
め
に
執
政
部
権
力
を
抑
制
す
る
こ
と
に
、
重
点
が
置
か
れ
る
も
の
と
み
な
す
も
の
で
あ
る
。

こ
の
憲
法
モ
デ
ル
は
、
従
来
に
お
い
て
そ
う
し
た
「
一
人
支
配
に
よ
る
専
制
」
の
抑
制
が
課
題
と
さ
れ
た
、
問
題
設
定
と
み
な
さ
れ
る
。

こ
の
当
時
に
つ
い
て
わ
れ
わ
れ
は
、
現
代
の
「
一
人
の
執
政
部
」
論
に
よ
る
大
統
領
制
モ
デ
ル
が
想
定
さ
れ
ぬ
段
階
に
あ
る
が
ゆ
え
に
、

一
九
一
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当
時
の
議
会
派
の
議
論
が
、
一
人
の
執
政
部
の
専
断
的
支
配
に
対
す
る
議
会
に
よ
る
制
限
と
し
て
の
集
団
執
政
部
を
主
張
す
る
も
の
で
も

あ
る
と
仮
定
す
る
。
従
っ
て
こ
の
仮
定
は
、
幅
広
い
議
会
代
表
を
背
景
と
し
て
、
集
団
指
導
型
の
議
院
内
閣
制
的
な
も
の
を
ハ
リ
ン
ト
ン

が
主
張
す
る
と
換
言
す
る
も
の
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
ハ
リ
ン
ト
ン
は
こ
う
し
た
視
点
か
ら
、「
市
民
的
自
由
の
た
め
に
徹
底
し
た
権
力
の
抑
制
と
均
衡
」
論
を
含
む
も
の

と
し
て
自
ら
の
憲
法
モ
デ
ル
を
護
国
卿
に
対
し
て
勧
告
す
る
も
の
で
あ
る
。
ゆ
え
に
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
う
し
た
急
進
的
共
和
主
義
概
念
に

よ
っ
て
ハ
リ
ン
ト
ン
の
憲
法
モ
デ
ル
を
捉
え
る
こ
と
と
な
る
。
従
っ
て
本
稿
は
、
ハ
リ
ン
ト
ン
の
憲
法
モ
デ
ル
構
想
の
意
図
が
当
時
の
共

和
国
に
お
け
る
最
高
指
導
者
に
対
し
て
自
ら
の
新
憲
法
構
想
を
制
定
さ
せ
、
か
つ
実
行
す
る
こ
と
を
促
す
も
の
で
あ
る
と
仮
定
す
る
も
の

で
あ
る
。

本
稿
の
目
的
は
、
ハ
リ
ン
ト
ン
の
憲
法
モ
デ
ル
が
『
統
治
章
典
』
を
背
景
と
す
る
と
み
な
す
こ
と
か
ら
発
す
る
。
こ
の
『
統
治
章
典
』

は
、
ジ
ョ
ン
・
ラ
ン
バ
ー
ト
（John L
am
bert

）
が
『
基
本
提
案
項
目
（T

h
e H

ead
s of P

roposals, 1647

）』
及
び
『
人
民
協
約
（A

n
 

agreem
en

t of th
e free people of E

n
glan

d, 1649
）』
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
ラ
ン
バ
ー
ト
と
彼
の
関
係
者
に
よ
っ
て
『
統
治
章
典
』
が
主

に
書
か
れ
た
も
の
と
想
定
す
る
（
8
）

。
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
う
し
た
過
程
な
ど
を
経
て
当
時
の
憲
法
が
形
成
さ
れ
、
ハ
リ
ン
ト
ン
が
そ
れ
を
批
判

的
に
検
討
し
て
自
ら
の
憲
法
モ
デ
ル
を
構
想
し
た
と
主
張
す
る
も
の
で
あ
る
。
ゆ
え
に
本
稿
は
か
く
し
て
そ
れ
ら
を
検
討
し
つ
つ
、
ハ
リ

ン
ト
ン
の
共
和
国
憲
法
モ
デ
ル
を
確
認
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
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﹈
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第
二
節　

ハ
リ
ン
ト
ン
の
オ
シ
ア
ナ
共
和
国
憲
法
モ
デ
ル

ハ
リ
ン
ト
ン
の
共
和
国
憲
法
モ
デ
ル
に
つ
い
て
は
、
わ
れ
わ
れ
が
そ
の
背
景
と
し
て
の
三
つ
の
憲
法
関
連
文
書
（『
統
治
章
典
』
形
成
と

の
関
連
か
ら
他
の
二
つ
に
つ
い
て
）
な
ど
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
と
仮
定
す
る
。
そ
れ
は
、
形
式
的
に
は
憲
法
の
成
文
の
条
文
形
態
を
と
り
、

オ
シ
ア
ナ
の
国
家
の
統
治
機
構
規
定
を
備
え
る
も
の
と
み
な
す
。
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
う
し
た
も
の
を
踏
ま
え
た
も
の
が
ハ
リ
ン
ト
ン
の
共

和
国
憲
法
モ
デ
ル
と
想
定
す
る
。

わ
れ
わ
れ
は
本
節
に
お
い
て
先
ず
、
ハ
リ
ン
ト
ン
の
『
オ
シ
ア
ナ
』
共
和
国
憲
法
モ
デ
ル
の
基
本
構
想
を
論
点
と
し
て
ま
と
め
、
そ
れ

に
沿
っ
た
成
立
過
程
と
し
て
特
に
、
護
国
卿
制
の
『
統
治
章
典
』
に
革
新
を
迫
る
も
の
と
し
て
辿
る
こ
と
と
な
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
ハ
リ

ン
ト
ン
の
憲
法
構
想
の
主
要
な
内
容
や
論
点
に
つ
い
て
以
下
で
示
し
て
み
よ
う
。

一
九
三
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﹇
1
﹈　

ハ
リ
ン
ト
ン
の
オ
シ
ア
ナ
共
和
国
憲
法
モ
デ
ル
の
論
点

ハ
リ
ン
ト
ン
の
憲
法
モ
デ
ル
の
基
本
思
想
は
、
急
進
的
共
和
主
義
概
念
の
下
に
、
構
想
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
⑴
農
地
法
に
よ
る
財
産
の

階
級
的
均
衡
（
支
配
は
財
産
の
多
寡
に
従
う
原
理
を
含
む
）、
⑵
市
民
参
加
に
よ
る
権
力
抑
制
主
義
的
公
職
輪
番
制
（
選
挙
と
任
期
交
代
制
を
含

む
）、
⑶
両
院
制
議
会
主
権
下
に
お
け
る
集
団
指
導
的
議
院
内
閣
制
に
よ
る
（
政
庁
と
四
評
議
会
を
含
む
）
執
政
部
、
⑷
（
職
業
兵
士
よ
り
も
む

し
ろ
主
と
し
て
）
市
民
兵
主
義
に
よ
る
国
防
制
度
、
⑸
世
俗
的
国
教
制
度
な
ど
の
構
成
要
素
か
ら
な
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
ハ
リ
ン
ト

ン
の
『
オ
シ
ア
ナ
』
の
よ
り
基
本
的
な
統
治
制
度
は
、「
提
案
す
る
元
老
院
、
決
定
す
る
代
議
院
、
及
び
執
行
す
る
統
治
執
政
官
部
か
ら

構
成
さ
れ
る
（
1
）

」
も
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
う
し
た
基
本
的
構
成
要
素
を
も
つ
オ
シ
ア
ナ
共
和
国
憲
法
モ
デ
ル
が
、
以
下
の
よ
う
に

当
時
の
護
国
卿
制
体
制
に
挑
む
も
の
で
あ
る
と
想
定
す
る
。

即
ち
、
ハ
リ
ン
ト
ン
は
、
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
の
護
国
卿
制
体
制
に
対
し
て
、
革
新
的
改
革
を
勧
告
す
る
形
式
の
下
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
わ
た
っ

て
迫
る
こ
と
と
な
る
。
従
っ
て
わ
れ
わ
れ
は
、
彼
の
『
オ
シ
ア
ナ
』
憲
法
モ
デ
ル
形
式
に
沿
っ
て
彼
の
論
点
を
ま
と
め
る
も
の
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
、
こ
れ
ら
の
構
成
要
素
と
と
も
に
ハ
リ
ン
ト
ン
の
オ
シ
ア
ナ
共
和
国
憲
法
モ
デ
ル
を
使
っ
て
、
急
進
的
共
和
主
義
概
念
に

沿
っ
て
以
下
の
ご
と
く
彼
の
論
理
を
仮
定
し
て
み
よ
う
。

ハ
リ
ン
ト
ン
の
憲
法
モ
デ
ル
は
先
ず
当
時
の
『
統
治
章
典
』
を
主
な
叩
き
台
と
し
て
、
自
ら
の
急
進
的
憲
法
モ
デ
ル
を
構
成
す
る
。
彼

は
、
こ
の
一
人
の
執
政
部
に
挑
み
、
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
に
対
し
て
徹
底
し
た
新
憲
法
の
設
立
の
覚
悟
を
悟
ら
せ
よ
う
と
す
る
。
次
に
自
ら
の

急
進
的
憲
法
モ
デ
ル
の
樹
立
を
、
以
下
の
ご
と
く
勧
告
す
る
。
即
ち
、
当
時
の
混
乱
し
た
イ
ギ
リ
ス
国
家
に
平
和
と
安
定
を
も
た
ら
し
、

持
続
可
能
な
政
体
の
確
立
を
求
め
る
。
そ
れ
は
、
農
地
法
と
い
う
一
定
の
所
得
制
限
を
設
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
貴
族
の
権
力
の
掌
握
を

阻
止
し
、
か
つ
ジ
ェ
ン
ト
リ
ー
階
級
と
そ
の
他
の
も
の
と
の
均
衡
を
図
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
階
級
対
立
を
防
止
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、

一
九
四
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上
部
構
造
を
樹
立
す
る
。
そ
れ
は
、
代
議
院
と
元
老
院
か
ら
な
る
、
両
院
制
か
ら
な
る
議
会
主
権
体
制
を
確
立
さ
せ
、
か
く
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
上
部
構
造
の
階
級
的
抑
制
と
均
衡
体
制
を
構
成
す
る
。
こ
れ
は
基
本
的
に
は
、
多
数
の
市
民
の
自
由
や
政
治
参
加
を
目
的
と
す

る
も
の
で
も
あ
る
。
従
っ
て
オ
シ
ア
ナ
の
政
治
機
構
の
多
数
﹇
市
民
﹈
性
を
表
現
す
る
も
の
が
、
代
議
院
制
度
で
あ
り
、
こ
れ
が
最
終
決

定
権
を
も
つ
。
オ
シ
ア
ナ
議
会
の
立
法
過
程
に
お
い
て
政
策
能
力
を
も
つ
元
老
院
議
員
﹇
富
裕
階
級
構
成
﹈
に
よ
っ
て
、
容
易
に
決
議
を

な
し
得
る
よ
う
に
、
こ
の
上
院
に
提
案
権
と
討
議
権
を
与
え
、
お
膳
立
て
す
る
機
関
が
元
老
院
で
あ
る
。
そ
の
議
員
の
中
か
ら
各
種
の
評

議
会
が
構
成
さ
れ
、
議
院
内
閣
的
な
執
政
権
を
も
つ
が
ゆ
え
に
、
こ
れ
が
議
院
内
閣
制
的
執
政
権
を
主
に
担
う
こ
と
と
な
ろ
う
。
さ
ら
に

ハ
リ
ン
ト
ン
の
憲
法
モ
デ
ル
に
は
、
一
人
の
執
政
部
で
あ
る
護
国
卿
制
度
﹇
評
議
会
が
彼
を
補
佐
す
る
﹈
を
や
め
さ
せ
、
か
つ
公
職
輪
番

制
に
よ
っ
て
議
院
内
閣
制
的
に
選
挙
な
ど
に
よ
る
公
職
任
期
交
代
制
を
徹
底
さ
せ
、
執
政
部
権
力
の
抑
制
を
図
る
も
の
で
あ
る
﹇
市
民
統

治
部
門
﹈。
そ
れ
は
更
に
、
護
国
卿
制
体
制
に
お
け
る
強
力
に
し
て
多
数
の
新
型
軍
の
常
備
軍
体
制
に
抗
し
て
ア
マ
チ
ュ
ア
的
市
民
兵
主

義
﹇
国
防
部
門
﹈
に
よ
っ
て
、
そ
の
縮
小
を
勧
告
す
る
も
の
で
あ
る
。
最
後
に
ハ
リ
ン
ト
ン
モ
デ
ル
に
は
、
宗
教
部
門
が
重
要
な
要
素
と

な
る
。
こ
れ
は
、
良
心
の
自
由
、
お
よ
び
人
間
の
精
神
の
基
本
を
構
成
す
る
の
に
不
可
欠
で
あ
る
た
め
、
そ
の
オ
シ
ア
ナ
憲
法
モ
デ
ル
の

う
ち
の
一
部
門
を
占
め
る
。

ハ
リ
ン
ト
ン
の
共
和
国
憲
法
モ
デ
ル
は
、
全
三
〇
条
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
そ
れ
を
憲
法
形
式
を
構
成
す
る
と
み
な
す
。

こ
の
憲
法
モ
デ
ル
は
、
イ
ギ
リ
ス
革
命
期
に
お
い
て
最
も
思
想
的
に
は
ま
と
ま
っ
た
基
本
的
ル
ー
ル
の
枠
組
み
を
形
成
す
る
も
の
で
あ
る

た
め
、
制
度
思
想
と
し
て
評
価
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
オ
シ
ア
ナ
憲
法
モ
デ
ル
に
は
条
文
の
表
題
項
目
の
説
明
を

付
し
て
い
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
現
代
の
『
ハ
リ
ン
ト
ン
政
治
著
作
集
』
に
は
掲
載
し
て
い
な
い
。
そ
れ
は
、
前
の
『
ハ
リ
ン
ト
ン
著
作

集
』
の
編
者
で
あ
る
、
ジ
ョ
ン
・
ト
ー
ラ
ン
ド
が
大
ま
か
に
書
き
添
え
て
あ
る
も
の
（
2
）

に
よ
っ
て
、
比
較
的
に
明
ら
か
と
な
る
。
わ
れ
わ
れ

一
九
五
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は
、
そ
の
ト
ー
ラ
ン
ド
編
集
版
を
参
考
に
し
て
、
各
条
文
に
表
題
項
目
を
付
す
形
態
を
採
用
す
る
。

わ
れ
わ
れ
は
先
ず
、
こ
の
憲
法
モ
デ
ル
の
総
説
に
し
て
前
文
に
あ
た
る
、
二
つ
の
基
本
法
か
ら
示
し
、
そ
の
下
の
条
文
に
論
及
す
る
こ

と
と
な
ろ
う
。

﹇
2
﹈　

オ
シ
ア
ナ
共
和
国
憲
法
モ
デ
ル
の
基
本
原
理

わ
れ
わ
れ
は
、
ハ
リ
ン
ト
ン
の
主
著
が
イ
ギ
リ
ス
革
命
期
の
憲
法
関
連
文
書
を
背
景
と
し
て
い
る
と
仮
定
し
て
き
た
。
従
っ
て
本
節
は
、

当
時
の
憲
法
文
書
の
枠
組
み
の
中
で
ハ
リ
ン
ト
ン
の
『
オ
シ
ア
ナ
』
憲
法
モ
デ
ル
を
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
た
め
に
、
そ
の
系
統
に
関
わ

る
論
点
を
提
示
す
る
段
階
に
あ
る
。
ゆ
え
に
わ
れ
わ
れ
は
、
ハ
リ
ン
ト
ン
の
モ
デ
ル
の
総
論
に
し
て
基
本
概
念
か
ら
措
定
す
る
。
オ
シ
ア

ナ
憲
法
構
想
の
基
本
原
理
は
、
基
本
法
と
称
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
二
つ
か
ら
な
り
、
一
方
が
農
地
法
で
あ
り
、
も
う
一
つ
が

公
職
輪
番
制
で
あ
る
。

（
一
）
第
一
基
本
法
と
し
て
の
農
地
法

『
オ
シ
ア
ナ
』
に
お
い
て
第
一
の
基
本
法
は
、
財
産
所
有
に
お
け
る
均
衡
が
平
和
に
し
て
持
続
的
な
安
定
を
目
指
す
平
等
な
共
和
国
に

お
い
て
欠
か
せ
ぬ
も
の
と
す
る
。
そ
れ
は
、「
中
核
法
な
い
し
基
本
法
は
、
農
地
法
で
あ
る
」
と
い
う
。
こ
れ
は
、「
年
間
土
地
収
入
が
二

千
ポ
ン
ド
に
割
り
当
て
ら
れ
る
（
3
）

」
と
い
う
。
こ
の
農
地
法
は
、
そ
の
個
人
の
財
産
所
有
の
上
限
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
い
か
な

る
者
も
超
え
て
は
な
ら
ぬ
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
基
本
法
は
、
古
代
か
ら
の
国
内
対
立
に
お
け
る
火
種
を
摘
み
取
ろ
う
と
し
て
設
計

さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
オ
シ
ア
ナ
憲
法
は
、
農
地
法
を
首
位
的
原
理
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
経
済
的
所
有
原
理
を
基
盤
と
し
て
上
部
構

一
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造
を
据
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
二
）
第
二
基
本
法
と
し
て
の
公
職
輪
番
制

も
う
一
つ
の
基
本
法
は
、「
投
票
が
平
等
な
選
挙
な
い
し
公
職
輪
番
制
に
よ
っ
て
根
本
か
ら
統
治
﹇
執
政
﹈
官
職
な
い
し
主
権
権
力
の

諸
部
門
へ
と
こ
の
市
民
に
平
等
な
活
力
を
も
た
ら
す
（
4
）

」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
ハ
リ
ン
ト
ン
の
選
挙
制
度
原
理
に
し
て
執
政
官

の
一
定
期
間
の
任
期
交
代
制
に
よ
る
権
力
の
抑
制
原
理
で
も
あ
る
。
こ
の
基
本
法
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
市
民
参
加
を
促
し
、
か
つ
執
政
部

に
活
力
と
権
力
の
抑
制
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

﹇
3
﹈　

オ
シ
ア
ナ
共
和
国
憲
法
モ
デ
ル
の
条
文
（
全
三
〇
条
）

オ
シ
ア
ナ
共
和
国
憲
法
モ
デ
ル
が
後
の
ハ
リ
ン
ト
ン
に
よ
る
、『
ロ
ー
タ
』
や
『
立
法
の
技
術
』
に
お
い
て
「
市
民
」・「
軍
事
」・「
宗

教
」・「
属
州
」
の
各
部
門
に
分
け
、
提
案
さ
れ
て
い
る
（
5
）

。
主
著
の
『
オ
シ
ア
ナ
』
は
、
形
態
的
に
は
、
宗
教
部
門
を
設
け
て
い
な
い
。
し

か
し
『
オ
シ
ア
ナ
』
の
「
要
約
」
で
ハ
リ
ン
ト
ン
は
、
四
部
門
か
ら
構
成
さ
れ
る
と
書
い
て
い
る
。
と
は
い
え
わ
れ
わ
れ
は
、『
オ
シ
ア

ナ
』
に
お
い
て
そ
れ
ら
の
諸
部
門
が
混
然
と
一
体
化
し
て
い
る
と
も
み
な
す
。
こ
こ
で
も
本
稿
は
、
一
方
に
お
い
て
そ
れ
ら
の
諸
部
門
が

全
く
一
体
化
し
て
い
る
局
面
も
あ
る
が
、
他
方
で
四
つ
の
部
門
分
類
を
可
能
と
み
な
す
こ
と
と
な
る
。
こ
の
こ
と
は
、
ハ
リ
ン
ト
ン
の

「
軍
」
と
「
文
民
」
と
混
然
と
し
て
一
体
化
し
て
い
る
局
面
が
そ
の
象
徴
的
な
ま
ま
に
あ
る
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、

わ
れ
わ
れ
は
、
彼
の
憲
法
モ
デ
ル
が
「
文
民
」
部
門
を
中
心
に
規
定
す
る
が
、
他
の
諸
部
門
も
そ
の
構
成
要
素
的
性
格
を
も
た
せ
る
も
の

と
理
解
す
る
。

一
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従
っ
て
純
粋
に
そ
の
他
の
部
門
的
性
格
を
も
つ
も
の
は
、
数
少
な
い
が
、
そ
の
憲
法
部
門
と
し
て
分
類
﹇「
宗
教
」
と
「
軍
事
」
部
門

を
示
す
こ
と
と
な
る
﹈
す
る
こ
と
と
す
る
。

更
に
付
け
加
え
れ
ば
こ
の
憲
法
モ
デ
ル
は
、
現
代
に
お
け
る
常
識
的
な
「
軍
人
」
と
「
文
民
」
の
区
別
も
当
然
存
在
す
る
が
、
整
然
と

さ
れ
た
区
別
と
は
異
な
る
側
面
も
あ
る
と
解
釈
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
ろ
う
。

〈
第
一
章
〉　

市
民
統
治
部
門

最
初
の
五
つ
の
条
文
は
、
オ
シ
ア
ナ
共
和
国
の
基
盤
的
な
内
容
を
規
定
す
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
れ
ら
を
ま
さ
に
市
民
的
自
由
の
第
一

義
要
素
的
な
措
定
と
し
て
示
す
も
の
と
解
釈
す
る
。

﹇
第
一
条
﹈
市
民
と
使
用
人
の
区
分

こ
の
条
文
は
、「
民
衆
を
自
由
人
な
い
し
市
民
、
お
よ
び
使
用
人
」
に
区
分
す
る
と
ま
ず
規
定
す
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
「
使
用
人
が

自
由
に
達
す
れ
ば
、
即
ち
、
自
ら
が
自
由
と
な
り
、
使
用
人
で
な
く
な
り
自
由
人
な
い
し
市
民
と
な
っ
て
生
活
し
得
る
が
故
で
あ
る
（
6
）

」
と

い
う
。
こ
れ
は
、
当
時
の
独
立
的
で
な
い
人
々
に
参
政
権
を
認
め
ぬ
と
い
う
一
般
的
な
状
況
と
関
わ
る
。
こ
れ
も
革
命
期
の
重
要
な
争
点

の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
と
は
い
え
、
ハ
リ
ン
ト
ン
に
お
い
て
は
基
本
的
な
能
力
面
の
エ
リ
ー
ト
主
義
﹇
元
老
院
と
執
政
部
﹈
が
強
い
が
、
多

数
者
主
義
﹇
代
議
院
に
よ
る
決
定
権
﹈
も
説
く
性
格
を
も
ち
あ
わ
せ
て
い
る
側
面
で
も
あ
る
。

﹇
第
二
条
﹈
青
年
と
高
年
者
と
の
区
分

オ
シ
ア
ナ
の
住
民
全
体
（
女
性
・
子
供
・
使
用
人
を
除
く
）
に
対
し
、
そ
の
年
齢
に
よ
っ
て
高
年
者
と
青
年
に
区
分
け
さ
れ
る
。
青
年
は
、

十
八
歳
か
ら
三
十
歳
以
下
の
者
で
あ
る
。
高
年
者
は
、
三
十
歳
以
上
の
者
と
規
定
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
青
年
は
、
こ
の
共
和
国
の
行
軍
と

一
九
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な
る
も
の
と
し
、
高
年
者
は
守
備
隊
と
な
る
（
7
）

と
い
う
。

わ
れ
わ
れ
が
、
こ
こ
に
お
い
て
注
目
せ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
文
民
統
治
に
は
高
年
者
に
限
ら
れ
、
か
つ
青
年
に
は
軍
な
い
し
国
防

に
そ
の
任
務
を
限
定
し
て
い
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
ハ
リ
ン
ト
ン
の
市
民
兵
主
義
の
特
徴
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
彼
が
そ
の
使
命

感
に
期
待
し
て
市
民
兵
主
義
を
強
く
主
張
す
る
側
面
で
も
あ
る
。
従
っ
て
ハ
リ
ン
ト
ン
の
そ
れ
は
、
軍
事
国
家
主
義
と
し
て
の
批
判
を
招

き
か
ね
な
い
（
8
）

局
面
で
も
あ
る
。

﹇
第
三
条
﹈
騎
兵
（
一
級
市
民
）
と
歩
兵
（
二
級
市
民
）
の
区
別

こ
の
条
文
は
、
オ
シ
ア
ナ
市
民
（
女
性
・
子
供
・
使
用
人
を
除
く
）
を
彼
ら
の
財
産
状
態
（
年
間
所
得
）
に
よ
っ
て
騎
兵
と
歩
兵
に
区
分
す

る
。
騎
兵
に
属
す
る
も
の
は
、
年
間
収
入
が
百
ポ
ン
ド
以
上
の
市
民
で
あ
り
、
歩
兵
の
所
得
は
そ
れ
以
下
の
者
と
定
め
ら
れ
る
（
9
）

。

こ
れ
は
収
入
に
よ
る
市
民
の
区
別
と
さ
れ
る
。
こ
の
区
別
も
ハ
リ
ン
ト
ン
の
経
済
的
条
件
が
政
治
の
上
部
構
造
と
関
わ
ら
せ
る
重
要
な

規
定
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
ハ
リ
ン
ト
ン
に
よ
る
階
級
的
均
衡
論
の
基
盤
と
な
る
も
の
に
か
か
わ
る
。
さ
ら
に
わ
れ
わ
れ
は
、
そ
れ
が
主
に

市
民
兵
主
義
を
と
る
が
ゆ
え
に
、
こ
の
兵
士
的
地
位
の
区
別
も
重
要
な
意
味
を
も
た
せ
て
い
る
側
面
を
見
逃
し
て
は
な
る
ま
い
。

﹇
第
四
条
﹈
教
区
・
郡
・
お
よ
び
部
族
﹇
州
﹈

こ
の
条
項
は
、「
民
衆
を
彼
ら
の
生
活
の
場
所
に
従
っ
て
、
教
区
・
郡
・
お
よ
び
部
族
に
区
分
す
る
」
と
規
定
す
る
。
最
大
の
地
域
区

分
は
、
以
下
の
も
の
で
あ
る
。
オ
シ
ア
ナ
の
母
国
な
い
し
領
土
﹇
課
税
台
帳
・
民
衆
の
数
・
お
よ
び
地
域
の
範
囲
を
顧
慮
し
た
﹈
が
便
宜

と
な
り
得
る
ほ
ど
の
正
確
さ
に
よ
っ
て
、
可
能
な
限
り
平
等
に
五
十
の
行
政
管
区
、
州
、
な
い
し
部
族
に
区
分
す
る
と
い
う
。
オ
シ
ア
ナ

の
最
大
の
地
方
単
位
﹇
州
﹈
の
下
に
、
二
十
ず
つ
の
郡
が
あ
り
、
国
全
部
で
千
の
郡
が
あ
る
。
そ
の
第
二
層
で
あ
る
郡
の
下
に
十
ず
つ
の

教
区
が
あ
り
、
合
計
一
万
の
教
区
と
な
る
と
規
定
す
る
（
10
）

。

一
九
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こ
れ
は
、
主
に
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
と
同
様
に
オ
シ
ア
ナ
の
三
層
制
の
地
方
行
政
区
分
全
体
を
構
成
す
る
も
の
で
あ
る
。

﹇
第
五
条
﹈
教
区
、
投
票
、
及
び
そ
の
教
区
の
（
民
衆
）
代
表
の
設
定

よ
う
や
く
わ
れ
わ
れ
は
、
国
政
の
選
挙
制
度
に
関
わ
る
事
項
に
到
達
し
て
い
る
。
本
条
は
、
オ
シ
ア
ナ
の
民
会
な
い
し
代
議
院
の
議
員

選
出
の
出
発
点
と
し
て
、
間
接
選
挙
に
お
け
る
教
区
で
の
選
挙
人
の
選
出
に
関
わ
る
。『
オ
シ
ア
ナ
』
に
よ
れ
ば
、「
一
二
月
末
日
に
続
く

次
の
第
一
月
曜
日
に
、
各
教
区
の
高
年
者
は
、
五
人
の
う
ち
の
一
人
を
代
表
﹇
選
挙
人
﹈
に
選
出
す
る
（
11
）

」。
こ
う
し
て
開
始
す
る
こ
の
条

文
に
つ
い
て
は
、
代
議
院
代
表
を
最
も
基
盤
的
な
教
区
か
ら
選
出
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
従
っ
て
そ
の
イ
ギ
リ
ス
国
家

の
正
確
な
人
口
が
計
算
の
基
礎
と
な
る
こ
と
と
な
ろ
う
。
ラ
ッ
セ
ル
│

ス
ミ
ス
ら
に
よ
れ
ば
、
こ
の
条
文
は
、
間
接
選
挙
に
よ
り
、「
州

全
体
の
選
挙
人
団
と
し
て
活
動
す
る
各
教
区
の
投
票
数
の
五
分
の
一
の
選
挙
」
で
あ
る
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
そ
の
第
二
段
階
は
、
こ
の

代
理
人
達
が
集
ま
る
各
州
の
中
心
市
に
お
い
て
設
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、「
実
際
上
の
国
会
の
代
表
選
挙
（
12
）

」
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
る
。

こ
こ
で
の
重
要
な
論
点
は
、
国
民
代
表
が
青
年
を
除
く
が
、
当
時
の
人
口
の
二
十
分
の
一
足
ら
ず
に
達
す
る
（
13
）

こ
と
に
あ
る
。
こ
れ
は
、

当
時
よ
り
も
か
な
り
高
い
参
政
権
を
要
求
す
る
も
の
に
し
て
市
民
の
政
治
参
加
の
提
案
で
あ
る
。

続
く
第
六
条
を
除
き
（
或
い
は
含
め
）、
第
七
条
か
ら
第
十
二
条
ま
で
は
、
地
方
当
局
の
役
職
﹇
公
職
﹈
者
事
項
と
主
に
関
わ
る
。
そ
し

て
こ
れ
ら
は
、
防
衛
な
い
し
治
安
事
項
（
14
）

も
含
む
。
し
か
し
そ
れ
ら
は
、
古
き
地
方
制
度
的
概
念
に
よ
っ
て
主
に
規
定
さ
れ
る
た
め
、
例
え

ば
、
ブ
リ
ッ
ツ
ァ
ー
に
よ
れ
ば
、
新
鮮
味
が
な
い
と
も
言
わ
れ
る
（
15
）

。

と
は
い
え
本
稿
は
、
国
家
統
治
制
度
の
比
較
を
主
に
意
図
す
る
た
め
、
一
括
し
て
地
方
当
局
事
項
（
も
ち
ろ
ん
、
公
職
輪
番
制
原
理
な
ど

の
基
本
法
事
項
も
適
用
さ
れ
る
）
と
し
て
示
し
、
こ
こ
で
は
そ
の
詳
細
を
省
か
ざ
る
を
得
な
い
。

わ
れ
わ
れ
は
次
の
二
つ
の
条
文
に
よ
っ
て
、『
オ
シ
ア
ナ
』
の
共
和
国
憲
法
構
想
に
お
け
る
二
つ
の
基
本
法
事
項
に
つ
い
て
論
及
す
る

二
〇
〇
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こ
と
と
す
る
。

﹇
第
十
三
条
﹈
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
・
お
よ
び
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
農
地
法

「
本
条
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
ス
コ
ッ
ラ
ン
ド
・
お
よ
び
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
農
地
法
を
構
成
す
る
。
農
地
法
に
よ
っ
て
本
条
文
は
、
第

一
に
次
の
よ
う
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
固
有
の
領
土
内
に
あ
り
、
か
つ
存
在
す
る
よ
う
な
こ
う
し
た
土
地
全
て
に
つ
い
て
規
定
す
る
。
即
ち
、

一
年
に
五
千
ポ
ン
ド
の
所
得
に
達
す
る
な
ら
ば
、
彼
ら
の
間
に
土
地
を
平
等
に
分
割
さ
せ
る
か
、
或
い
は
長
男
に
残
る
土
地
の
最
大
部
分

が
二
千
ポ
ン
ド
を
超
え
ぬ
ほ
ど
ま
で
、
極
め
て
平
等
に
か
の
い
ず
れ
か
に
、
分
割
さ
せ
る
も
の
と
す
る
（
16
）

」
と
い
う
。

わ
れ
わ
れ
は
、
こ
こ
に
お
い
て
具
体
的
な
条
文
に
よ
っ
て
、
ハ
リ
ン
ト
ン
に
よ
る
農
地
法
の
基
本
原
理
で
あ
る
、
一
人
当
た
り
の
土
地

な
ど
か
ら
の
所
得
を
、
二
千
ポ
ン
ド
に
上
限
を
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て
、
三
地
域
（
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
・
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
）

全
て
に
お
い
て
確
認
す
る
こ
と
と
な
る
。

﹇
第
十
四
条
﹈
選
挙
（
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
方
式
）
の
一
般
規
定

わ
れ
わ
れ
は
、
条
文
の
表
題
項
目
に
よ
っ
て
こ
こ
で
も
共
和
国
憲
法
の
基
本
法
で
あ
る
公
職
輪
番
制
の
要
点
を
具
体
的
に
確
認
す
る
こ

と
と
な
る
。
そ
れ
は
、「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
投
票
が
い
く
つ
か
の
変
更
に
よ
っ
て
適
合
さ
れ
、
か
つ
各
会
議
へ
と
任
命
さ
れ
る
よ
う
に
、

本
共
和
国
に
お
い
て
選
挙
を
与
え
る
恒
常
的
に
し
て
第
一
の
方
法
で
あ
る
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
投
票
制
度
を
構
成
す
る
」
と
提
案
さ
れ
る
。

そ
れ
は
主
に
抽
選
を
含
む
間
接
選
挙
な
ど
を
含
意
す
る
。
更
に
共
和
国
の
最
高
執
政
部
を
構
成
す
る
も
の
の
選
出
手
続
が
こ
の
任
期
交
代

制
と
と
も
に
そ
こ
に
規
定
さ
れ
る
（
17
）

。

第
十
五
条
は
、
議
院
内
閣
制
の
名
目
的
内
閣
閣
僚
を
構
成
す
る
も
の
に
関
わ
る
。
そ
れ
は
、
元
老
院
に
お
け
る
共
和
国
の
最
高
統
治

﹇
執
政
﹈
官
の
選
出
を
規
定
す
る
。
第
十
六
条
は
、
そ
の
内
閣
に
相
当
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
実
質
的
な
担
当
省
庁
に
あ
た
る
執
政
の
責
任
を

二
〇
一
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負
う
、
四
つ
の
主
要
評
議
会
を
規
定
す
る
。
第
十
七
条
は
、
常
駐
大
使
の
選
任
や
任
期
な
ど
を
規
定
す
る
。
第
十
八
条
は
、
特
別
選
挙
な

い
し
精
査
監
視
に
よ
る
選
挙
事
項
に
つ
い
て
規
定
し
、
例
え
ば
有
事
に
お
け
る
も
の
を
は
じ
め
と
し
て
、
多
様
な
事
態
に
備
え
た
選
挙
や

精
査
監
視
が
規
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
第
十
九
条
は
、
実
質
的
な
省
庁
活
動
に
関
す
る
執
行
を
扱
う
、
主
要
評
議
会
の
命
令
な
い
し
指

令
事
項
な
ど
が
規
定
さ
れ
る
。
第
二
十
条
も
引
き
続
き
主
要
評
議
会
の
議
事
手
続
方
法
に
関
す
る
命
令
な
い
し
指
令
事
項
が
規
定
さ
れ
る
。

前
記
の
よ
う
に
元
老
院
が
討
議
権
と
提
案
権
を
も
ち
、
代
議
院
が
決
定
権
を
も
つ
こ
と
は
重
要
な
機
能
に
お
け
る
両
院
制
の
分
離
の
重
要

事
項
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
関
連
し
て
第
二
十
条
を
含
め
、
代
議
院
に
関
わ
る
も
の
も
規
定
さ
れ
る
（
18
）

。

そ
れ
ら
を
含
ん
だ
第
二
十
条
か
ら
第
二
十
三
条
ま
で
は
、
代
議
院
に
お
け
る
統
治
﹇
高
﹈
官
の
選
挙
や
権
限
・
機
能
・
お
よ
び
議
事
手

続
な
ど
が
規
定
さ
れ
る
（
19
）

も
の
で
あ
る
。
第
二
十
四
条
以
下
は
そ
の
他
の
事
項
に
含
め
る
場
合
も
あ
る
（
20
）

。
し
か
し
本
稿
は
、
あ
え
て
残
り
の

「
宗
教
」
部
門
・「
軍
事
」
部
門
・「
属
州
」
部
門
・「
結
び
の
章
」
と
し
て
章
を
そ
れ
ぞ
れ
設
定
し
、
分
類
を
試
み
て
い
る
。

わ
れ
わ
れ
は
、「﹇
第
二
十
四
条
﹈
元
老
院
と
代
議
院
の
属
州
構
成
」
及
び
「﹇
第
二
十
五
条
﹈
公
収
入
の
使
用
と
決
定
」
の
二
つ
の
条

文
を
（
21
）

文
民
を
強
調
す
る
「
市
民
統
治
」
部
門
に
含
め
て
み
た
。

〈
第
二
章
〉
宗
教
部
門

共
和
国
の
宗
教
部
門
に
つ
い
て
は
『
オ
シ
ア
ナ
』
の
憲
法
モ
デ
ル
に
お
い
て
一
部
門
と
し
て
明
確
に
設
定
し
て
は
い
な
い
。
し
か
し
前

述
の
ご
と
く
、
こ
れ
は
、
ハ
リ
ン
ト
ン
に
と
っ
て
重
要
な
事
項
で
あ
る
。
例
え
ば
、
第
六
条
に
お
け
る
教
区
な
ど
の
事
項
に
お
い
て
国
教

会
に
お
け
る
牧
師
の
選
任
事
項
に
つ
い
て
も
示
さ
れ
る
。
更
に
省
庁
事
項
を
主
導
す
る
、
主
要
な
四
つ
の
評
議
会
の
中
に
宗
教
評
議
会
が

含
ま
れ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
う
し
た
視
点
か
ら
判
断
し
て
、
そ
の
章
を
設
定
し
た
。

二
〇
二
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わ
れ
わ
れ
は
、「﹇
第
六
条
﹈
国
教
の
聖
職
叙
任
及
び
良
心
の
自
由
」
を
ま
さ
に
宗
教
事
項
と
し
て
主
に
解
釈
し
、
こ
の
部
門
を
設
定
し

て
い
る
。
と
い
う
の
は
こ
の
市
民
の
良
心
の
自
由
事
項
は
、
こ
の
時
期
が
清
教
徒
革
命
的
側
面
を
重
視
し
、
同
時
代
の
他
の
憲
法
や
憲
法

改
革
文
書
の
論
点
に
お
い
て
も
共
通
し
て
規
定
す
る
（
22
）

か
ら
で
あ
る
。

〈
第
三
章
〉
軍
事
な
い
し
国
防
部
門

こ
の
章
も
前
記
の
ご
と
く
ハ
リ
ン
ト
ン
の
憲
法
モ
デ
ル
が
全
体
に
関
わ
る
重
要
な
も
の
で
あ
り
、
市
民
兵
主
義
思
想
と
し
て
わ
れ
わ
れ

が
そ
れ
を
特
徴
づ
け
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
部
門
は
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
の
四
万
五
千
人
な
い
し
五
万
人
か
ら
な
る
職
業
的
な
常
備
軍
の
削
減

な
ど
を
勧
告
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
﹇
第
二
十
六
条
﹈
の
「
教
育
と
軍
事
機
構
」
及
び
﹇
第
二
十
七
条
﹈
の
「
緊
急
時
規
定
（
23
）

」
を

そ
れ
に
含
め
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
後
者
の
条
文
に
は
、「
第
二
区
分
な
い
し
編
隊
﹇
ハ
リ
ン
ト
ン
の
言
う
市
民
兵
〈
ア
マ
チ
ュ
ア
〉
的
常
備
軍
﹈
を
構
成
す
る
二
万

の
歩
兵
と
一
万
の
騎
兵
（
24
）

」
と
い
う
表
現
が
『
統
治
章
典
』
の
も
の
と
の
対
比
に
よ
っ
て
重
要
な
論
点
と
な
る
も
の
と
な
る
。

〈
第
四
章
〉
属
州
部
門

ハ
リ
ン
ト
ン
の
共
和
国
論
に
つ
い
て
は
、
彼
が
マ
キ
ャ
ヴ
ェ
ッ
リ
の
拡
大
の
た
め
の
共
和
国
を
選
好
す
る
が
ゆ
え
に
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
や
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
が
属
州
的
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
従
っ
て
わ
れ
わ
れ
は
、
そ
れ
を
帝
国
主
義
論
的
な
も
の
と
み
な
す
が
、
支
配
従
属

よ
り
も
、
対
等
的
に
そ
れ
を
位
置
づ
け
る
が
ゆ
え
に
連
邦
制
的
に
理
解
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
属
州
部
門
に
は
「﹇
第
二
十
八
条
﹈

属
州
領
域
の
市
民
的
構
成
」、「﹇
第
二
十
九
条
﹈
属
州
領
域
の
軍
事
部
的
構
成
」
が
該
当
し
、
そ
れ
ぞ
れ
国
家
レ
ベ
ル
と
同
じ
同
等
な
公

二
〇
三
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職
輪
番
制
、
農
地
法
、
市
民
兵
主
義
な
ど
が
適
用
さ
れ
る
（
25
）

。

〈
結
び
の
章
〉
結
語
部
分

こ
の
章
は
、
結
語
部
分
を
構
成
し
、
こ
の
憲
法
モ
デ
ル
の
残
さ
れ
た
事
項
を
扱
う
。

そ
れ
は
「﹇
第
三
十
条
﹈
オ
シ
ア
ナ
憲
法
の
条
文
全
体
の
規
定
の
補
足
（
行
軍
な
ど
に
つ
い
て
）」
と
い
う
条
項
で
あ
る
。
そ
の
条
文
の
説

き
起
こ
し
は
、
聖
書
か
ら
の
戦
利
品
の
分
配
に
関
す
る
も
の
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
行
軍
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。
更
に
こ
の

条
文
は
、
農
地
法
、
不
滅
な
共
和
国
、
ゴ
ー
ト
的
事
例
な
ど
と
幅
広
い
事
項
に
つ
い
て
の
説
明
や
確
認
事
項
が
示
さ
れ
る
（
26
）

。

わ
れ
わ
れ
は
か
く
し
て
、
ハ
リ
ン
ト
ン
の
憲
法
構
想
の
基
本
概
念
や
論
点
を
二
つ
の
基
本
法
、
四
つ
の
部
門
、
お
よ
び
三
十
の
条
文
に

わ
た
っ
て
、『
統
治
章
典
』
に
お
け
る
同
じ
特
定
の
論
点
と
関
わ
る
も
の
を
措
定
し
た
。
従
っ
て
わ
れ
わ
れ
は
ハ
リ
ン
ト
ン
の
憲
法
モ
デ

ル
に
先
立
つ
イ
ギ
リ
ス
革
命
期
に
お
け
る
憲
法
関
連
文
書
と
の
か
か
わ
り
を
辿
り
、
そ
れ
ら
と
オ
シ
ア
ナ
憲
法
構
想
の
関
係
を
解
き
明
か

そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
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第
三
節　

ハ
リ
ン
ト
ン
の
オ
シ
ア
ナ
共
和
国
憲
法
モ
デ
ル
の
背
景
（『
統
治
章
典
』
を
中
心
に
）

わ
れ
わ
れ
は
、
ハ
リ
ン
ト
ン
の
共
和
国
憲
法
モ
デ
ル
が
主
に
当
時
の
護
国
卿
制
体
制
に
挑
む
も
の
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
。
更
に
ハ

リ
ン
ト
ン
が
護
国
卿
体
制
に
そ
れ
を
共
和
国
憲
法
モ
デ
ル
に
よ
っ
て
明
確
に
提
案
し
、
勧
告
す
る
こ
と
を
示
し
て
き
た
。
次
に
わ
れ
わ
れ

は
、『
オ
シ
ア
ナ
』
以
前
に
お
け
る
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
の
護
国
卿
体
制
の
基
本
的
枠
組
み
を
な
す
『
統
治
章
典
』
の
形
成
過
程
を
確
認
す
る

段
階
に
き
て
い
る
。
従
っ
て
本
稿
は
、
そ
の
関
連
す
る
具
体
的
検
討
文
献
で
あ
り
、
こ
の
『
統
治
章
典
』
の
形
成
と
い
う
最
初
の
成
文
憲

法
の
論
点
を
背
景
と
す
る
、
一
六
四
七
年
の
『
基
本
提
案
項
目
』
及
び
一
六
四
九
年
の
第
三
次
『
人
民
協
約
』
と
の
関
連
に
つ
い
て
、
わ

れ
わ
れ
の
問
題
設
定
と
と
も
に
、
示
す
こ
と
と
な
る
。

本
稿
は
、
こ
の
護
国
卿
体
制
の
成
立
時
の
問
題
状
況
か
ら
論
及
す
る
も
の
で
あ
る
。

﹇
1
﹈　

ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
の
護
国
卿
制
体
制
の
成
立
に
お
け
る
問
題
状
況

わ
れ
わ
れ
に
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
の
『
統
治
章
典
』
の
文
脈
を
与
え
る
の
は
、
例
え
ば
、
以
下
の
バ
リ
ー
・
カ
ワ
ー
ド
著
『
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル

の
護
国
卿
制
』（
二
〇
〇
二
）
に
お
け
る
第
一
部
「
護
国
卿
制
と
改
革
の
追
求
」
の
第
二
章
「
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
の
護
国
卿
制
の
初
年

（
一
六
五
三
年
一
二
月
か
ら
一
六
五
四
年
一
月
）」
で
あ
る
。
そ
れ
は
先
ず
「
序
論
」
に
お
い
て
、「
護
国
卿
制
は
、
ど
ん
な
種
類
の
体
制
で
そ

の
存
続
す
る
最
初
の
数
年
期
中
に
あ
っ
た
の
か
」
と
説
き
起
こ
す
。
こ
れ
は
、
イ
ギ
リ
ス
史
に
お
い
て
「
最
初
の
成
文
憲
法
を
も
つ
」
統

治
で
あ
っ
た
た
め
に
、
そ
の
回
答
は
「
容
易
」
で
あ
ろ
う
と
説
く
。
こ
の
『
統
治
章
典
』
の
分
析
は
、
こ
の
「
回
答
の
重
要
な
も
の
の
一

部
（
1
）

」
を
与
え
る
と
い
う
。
と
は
い
え
こ
う
し
た
革
命
の
政
治
変
動
期
の
も
の
は
、
実
際
の
活
動
状
況
の
裏
付
け
も
必
要
と
な
ろ
う
。

二
〇
六
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こ
の
カ
ワ
ー
ド
の
章
の
第
一
節
は
、「『
統
治
章
典
』
及
び
護
国
卿
と
彼
の
評
議
会
に
よ
る
支
配
（
一
六
五
三
年
一
二
月
か
ら
一
六
五
四
年

五
月
）」
と
し
、
こ
の
説
き
起
こ
し
に
お
い
て
「『
統
治
章
典
』
の
草
案
過
程
は
、
秘
密
裡
に
さ
れ
た
」
と
い
う
。
こ
の
草
案
過
程
に
つ
い

て
知
ら
れ
る
も
の
は
、「
極
め
て
少
な
い
」
と
し
て
未
知
の
問
題
を
残
す
と
い
う
。
し
か
し
な
が
ら
、『
統
治
章
典
』
の
草
案
が
人
々
に
読

ま
れ
る
、「
一
六
五
三
年
一
二
月
一
三
日
に
士
官
評
議
会
へ
の
ジ
ョ
ン
・
ラ
ン
バ
ー
ト
の
ス
ピ
ー
チ
」
に
つ
い
て
、
Ｅ
・
ラ
ド
ロ
ー
の

「
闇
の
著
作
」
説
を
問
う
理
由
な
ど
ほ
と
ん
ど
な
い
よ
う
に
思
え
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
ラ
ン
バ
ー
ト
に
よ
れ
ば
、「
過
去
二
か
月
間
に

検
討
中
（
2
）

」
で
あ
っ
た
が
故
で
あ
る
と
い
う
。

こ
の
ラ
ン
バ
ー
ト
（
多
分
、
同
僚
の
軍
士
官
の
小
集
団
の
助
言
に
よ
っ
て
）
が
「
こ
の
草
案
過
程
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
」
こ

と
は
、
ほ
ぼ
確
か
で
あ
ろ
う
が
故
で
あ
る
。
し
か
し
護
国
卿
と
同
様
に
、
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
の
就
任
後
、
公
に
さ
れ
た
新
憲
法
の
最
終
版
へ

と
導
か
れ
る
、「
交
渉
後
の
詳
細
を
再
構
成
す
る
」
こ
と
は
可
能
で
は
な
い
と
言
う
。
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
が
「
国
王
の
称
号
を
与
え
ら
れ
る

べ
き
で
あ
る
と
い
う
規
定
」
を
、
初
期
の
憲
法
草
案
が
含
ん
だ
と
い
う
想
定
で
さ
え
、
近
年
に
問
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
七
人
の
士
官
達

が
「
国
王
の
名
に
よ
る
」
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
に
『
統
治
章
典
』
を
も
た
ら
し
た
ち
ょ
う
ど
三
年
以
上
の
後
に
も
、「
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
の
記
憶

が
挑
ま
れ
な
か
っ
た
（
3
）

」
と
い
う
事
実
は
、
こ
の
提
示
が
な
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
そ
れ
は
、
こ
の
草
案
が
「
一
二
月
一
三
日
に
士
官
評
議
会
」
に
読
ま
れ
た
と
き
ま
で
に
取
り
下
げ
ら
れ
て
い
た
。
確
か
に
ク

ロ
ム
ウ
ェ
ル
が
「
国
王
オ
リ
バ
ー
」
と
な
る
こ
と
に
対
す
る
異
論
は
、
一
六
五
七
年
に
な
る
も
の
と
す
る
如
く
、
強
力
に
し
て
決
定
的
で

あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
次
の
数
日
中
に
更
な
る
活
動
は
「
二
、
三
人
の
人
々
に
よ
っ
て
、
頑
な
な
方
法
に
よ
っ
て
実
行
さ
れ
、
か
つ
密
談

さ
れ
て
い
た
」
と
し
て
、
憲
法
草
案
に
修
正
が
な
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、『
統
治
章
典
』
の
修
正
方
法
は
、
思
惑
事
項
で

し
か
な
い
。
憲
法
の
草
案
過
程
が
完
成
さ
れ
る
時
期
は
確
か
で
さ
え
な
い
。
こ
れ
は
、
一
二
月
一
六
日
に
護
国
卿
に
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
が
就

二
〇
七
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任
し
た
後
に
、
継
続
さ
れ
て
い
た
か
も
知
れ
ぬ
。
と
い
う
の
は
一
六
五
四
年
一
月
二
日
ま
で
印
刷
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
（
4
）

。

よ
う
や
く
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
『
統
治
章
典
』
形
成
の
関
連
文
書
事
項
に
至
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
こ
の
カ
ワ
ー
ド
の
節
に
お
い
て
以
下

に
示
さ
れ
る
。

「『
統
治
章
典
』
の
草
案
方
法
に
つ
い
て
大
い
な
る
不
確
実
性
が
存
在
す
る
が
、
こ
の
文
書
の
内
容
に
関
し
て
ほ
と
ん
ど
そ
う
し
た
不
確

実
性
な
ど
な
い
。
こ
の
草
案
者
達
は
、
一
六
五
二
年
か
ら
一
六
五
三
年
の
残
部
議
会
の
流
産
的
『
新
代
表
法
案
』
か
ら
と
同
様
に
、

一
六
四
〇
年
代
後
半
の
軍
か
ら
生
じ
る
主
要
憲
法
提
案
（
一
六
四
七
年
の
『
基
本
提
案
項
目
』、
お
よ
び
一
六
四
九
年
の
『
人
民
協
約
』）
か
ら
新

憲
法
の
詳
細
の
う
ち
の
い
く
つ
か
を
直
接
的
に
明
ら
か
に
引
い
た
（
5
）

」
か
ら
で
あ
る
と
。

か
く
し
て
わ
れ
わ
れ
は
、
カ
ワ
ー
ド
ら
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
た
、
こ
の
『
統
治
章
典
』
が
こ
れ
ら
の
二
つ
の
憲
法
の
形
成
関
連
文
書

﹇『
基
本
提
案
項
目
』
と
『
人
民
協
約
』﹈
を
、
成
文
憲
法
の
重
要
な
成
立
過
程
に
関
わ
る
要
素
と
し
て
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。

﹇
注
﹈

（
1
） B

. C
ow
ard, T

h
e C

rom
w

ellian
 P

rotectorate, M
anchester, 2002, p.24.

（
2
） B

. C
ow
ard, op. cit., p.25.

（
3
） 

Ibid.

（
4
） 

Ibid.

（
5
） 

Ibid., p.26.
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﹇
2
﹈　
『
基
本
提
案
項
目
（T

h
e
 H

e
a
d
s
 o

f P
ro

p
o
s
a
ls, 1647

）』

先
ず
わ
れ
わ
れ
は
、『
統
治
章
典
』
の
中
心
的
草
案
者
と
言
わ
れ
る
ジ
ョ
ン
・
ラ
ン
バ
ー
ト
ら
に
沿
っ
て
護
国
卿
制
憲
法
の
成
立
過
程

を
系
統
立
て
よ
う
と
す
る
。
彼
は
前
記
の
よ
う
に
護
国
卿
制
憲
法
が
特
に
、『
基
本
提
案
項
目
』
に
お
け
る
参
政
権

・

・

・

、
君
主
権
力

・

・

・

・

（
単
独

・

・

人
物
の
執
政
部
制

・

・

・

・

・

・

・

）
の
抑
制

・

・

・

、
評
議
会
の
重
要
な
任
務

・

・

・

・

・

・

・

・

・

、
宗
教
的
寛
容

・

・

・

・

・

な
ど
を
参
考
に
し
た
と
言
わ
れ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
う
し
た
視

点
か
ら
、『
基
本
提
案
項
目
』
を
概
観
し
、
そ
れ
に
関
わ
る
『
統
治
章
典
』
の
論
点
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
。

周
知
の
ご
と
く
、
こ
の
『
基
本
提
案
項
目
』
と
い
う
憲
法
提
案
は
、
議
会
側
が
自
ら
の
優
勢
を
背
景
と
し
、
か
つ
極
め
て
急
進
的
な
レ

ヴ
ェ
ラ
ー
ズ
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
一
世
と
和
解
し
よ
う
と
し
て
構
想
さ
れ
た
と
言
わ
れ
る
。
従
っ
て
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
ら
の

独
立
派
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
憲
法
を
示
し
、
健
全
に
し
て
安
定
し
た
穏
健
な
体
制
を
再
構
築
し
よ
う
と
す
る
意
図
を
も
っ
た
と
想
定
さ
れ

る
。わ

れ
わ
れ
は
、『
基
本
提
案
項
目
』（
一
六
四
七
年
八
月
一
日
付
け
）
が
構
成
す
る
、
そ
の
前
文
か
ら
確
認
す
る
。

「
ト
マ
ス
・
フ
ェ
ア
フ
ァ
ッ
ク
ス
卿
閣
下
お
よ
び
軍
評
議
会
に
よ
っ
て
合
意
さ
れ
た
『
基
本
提
案
項
目
』
は
、
軍
と
と
も
に
あ
る
議
会

委
員
達
﹇C

om
m
issioners of P

arliam
ent

﹈
に
提
出
さ
れ
、
か
つ
彼
ら
と
と
も
に
、
軍
の
委
員
達
﹇C

om
m
issioners of the A

rm
y

﹈

に
よ
っ
て
扱
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
王
国
の
権
利
お
よ
び
自
由
を
明
確
化
し
、
か
つ
保
証
し
、
か
つ
正
し
く
し
て
恒
久
的
平
和
を
定
着
す
る

た
め
に
、
前
の
宣
言
お
よ
び
文
書
に
従
う
、
要
望
の
詳
細
を
含
む
。
こ
れ
に
（
多
様
に
差
し
迫
っ
た
苦
情
の
除
去
お
よ
び
苦
情
の
改
善
の
た
め
）

更
な
る
特
定
の
要
望
が
付
け
加
え
ら
れ
、
か
つ
扱
わ
れ
る
よ
う
に
指
定
さ
れ
た
文
書
に
含
ま
れ
、
或
い
は
そ
れ
ら
の
必
要
な
遂
行
が
含
ま

れ
る
（
1
）

」。
こ
れ
は
き
わ
め
て
簡
潔
な
文
章
と
な
っ
て
い
る
。
先
ず
こ
の
文
の
責
任
者
で
あ
る
、
フ
ェ
ア
フ
ァ
ッ
ク
ス
卿
や
軍
評
議
会
な
ど
に
よ
っ

二
〇
九
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て
合
意
さ
れ
た
旨
を
記
す
。
次
に
軍
の
議
会
委
員
達
に
そ
れ
が
提
出
さ
れ
た
と
い
う
過
程
を
示
す
。
さ
ら
に
こ
れ
は
、
そ
う
し
た
議
会
委

員
達
と
と
も
に
、
軍
の
委
員
達
に
よ
っ
て
取
り
扱
わ
れ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
そ
し
て
こ
れ
は
、
イ
ギ
リ
ス
君
主
制
国
家
の
権
利
お
よ
び

自
由
を
明
確
化
し
、
保
障
し
、
か
つ
正
統
的
に
し
て
永
続
的
な
平
和
を
持
続
さ
せ
る
た
め
、
前
の
「
宣
言
」（
一
六
四
七
年
六
月
一
四
日
に

セ
ン
ト
・
オ
ー
ル
バ
ン
ズ
に
あ
る
、
議
会
に
慎
ま
し
く
提
出
さ
れ
た
、
フ
ェ
ア
フ
ァ
ッ
ク
ス
卿
閣
下
か
ら
の
、
そ
し
て
彼
の
命
令
下
の
軍
の
「
宣
言
な
い

し
申
し
立
て
」）
お
よ
び
文
書
に
従
う
、
詳
細
か
ら
な
る
要
望
（
2
）

を
含
む
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
「
宣
言
」
は
、
軍
評
議
会
宣
言
に
よ
る

拡
大
憲
法
の
要
求
と
言
わ
れ
、
か
つ
こ
の
『
基
本
提
案
項
目
』
が
そ
の
再
述
と
も
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
わ
れ
わ
れ
が
こ
の
前
文
を
更
に
続
け
れ
ば
、
こ
の
中
に
は
緊
々
の
苦
情
や
不
満
の
解
消
、
そ
し
て
そ
れ
の
治
療
策
を
施

す
よ
う
な
一
層
の
要
望
を
加
え
、
か
つ
処
理
す
る
よ
う
に
示
さ
れ
た
文
書
を
含
み
、
か
つ
そ
れ
ら
を
遂
行
す
る
必
要
な
も
の
が
含
ま
れ
る

と
い
う
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
三
つ
の
主
要
提
案
項
目
及
び
数
多
く
の
詳
細
項
目
か
ら
な
る
。

そ
の
主
要
提
案
項
目
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

〈
一
〉「（
こ
れ
以
後
に
提
案
さ
れ
た
も
の
は
、
本
議
会
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
）
特
定
期
間
は
、（
議
会
法
に
よ
っ
て
）
本
議
会
の
終
了
を
設
定
で

き
る
（
こ
の
特
定
期
間
は
、
主
に
一
年
に
設
定
さ
れ
る
）
し
、
同
じ
議
会
法
規
定
に
お
い
て
以
下
の
ご
と
く
、
将
来
の
議
会
の
継
続
お
よ
び
憲

法
が
、
議
会
に
よ
っ
て
必
要
と
み
な
さ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
可
決
時
に
前
述
の
三
年
議
会
は
、
廃
止
さ
れ
る
（
3
）

」。

〈
二
〉「
将
来
の
議
会
の
安
全
及
び
民
兵
一
般
に
関
し
て
（
そ
れ
の
た
め
に
）、
議
会
法
に
よ
っ
て
次
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
る
（
4
）

」、
と
い
う

も
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
短
す
ぎ
る
が
ゆ
え
に
、
補
足
が
必
要
と
な
る
。
従
っ
て
こ
の
『
基
本
提
案
項
目
』
の
二
つ
の
詳
細
項
目
を
以
下
で
確
認
し
て

二
一
〇
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み
よ
う
。
そ
の
第
一
項
は
、「
次
の
十
年
間
期
中
に
海
陸
の
民
兵
権
は
、
集
め
ら
れ
た
両
院
に
よ
っ
て
命
じ
ら
れ
、
か
つ
扱
わ
れ
る
も
の

と
し
、
か
つ
任
命
す
る
人
々
に
よ
っ
て
イ
ギ
リ
ス
議
会
及
び
イ
ギ
リ
ス
の
諸
議
会
に
お
い
て
集
め
ら
れ
る
も
の
と
す
る
（
5
）

」
と
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
は
、
民
兵
権
に
つ
い
て
議
会
に
よ
る
承
認
を
重
視
す
る
も
の
で
あ
る
。

第
二
項
は
こ
れ
を
受
け
、「
前
記
の
権
限
は
、
現
存
の
国
王
権
限
に
よ
っ
て
、
前
記
の
期
間
中
に
、
前
記
の
王
権
に
よ
っ
て
以
後
い
か

な
る
と
き
で
も
、
前
記
の
両
院
の
助
言
と
同
意
な
く
し
て
、
或
い
は
任
命
す
る
よ
う
な
議
会
の
閉
会
中
の
こ
う
し
た
委
員
会
な
い
し
評
議

会
の
助
言
と
同
意
な
く
し
て
、
国
王
か
ら
引
き
出
さ
れ
る
、
い
か
な
る
権
威
に
よ
っ
て
も
、
い
か
な
る
単
独
人
物
に
よ
っ
て
も
、
或
い
は

複
数
の
人
に
よ
っ
て
で
あ
れ
、
命
じ
ら
れ
な
い
も
の
と
し
、
処
理
さ
れ
ぬ
も
の
と
し
、
或
い
は
行
使
さ
れ
ぬ
も
の
と
す
る
（
6
）

」
と
な
っ
て
い

る
。わ

れ
わ
れ
は
、
こ
れ
が
国
王
に
対
す
る
権
力
の
抑
制
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
国
王
と
同
様
な
護
国
卿
を
「
単
独
人
物
」
に
よ
る
一
人
の
執

政
部
的
な
も
の
と
み
な
し
、
そ
れ
を
議
会
に
よ
っ
て
抑
制
す
る
も
の
と
解
釈
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
当
時
の
内
戦
の
大
義
﹇
議
会

の
役
割
の
強
化
と
国
王
大
権
の
縮
小
、
な
い
し
王
権
の
抑
制
﹈
の
う
ち
の
一
つ
と
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
。

〈
三
〉「
本
王
国
の
平
和
と
安
全
、
な
ら
び
に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
軍
務
の
た
め
に
民
兵
を
扱
う
現
存
形
態
に
つ
い
て
（
7
）

」、
と
い
う
も
の
で

あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
、
Ｊ
・
Ｐ
・
ケ
ニ
ヨ
ン
は
、
手
短
に
「
海
軍
は
、
海
軍
委
員
の
下
に
置
か
れ
る
も
の
と
し
、
陸
軍
は
、
大
将
下
に
置
か

れ
る
も
の
と
し
、
民
兵
は
、
州
委
員
の
下
に
置
か
れ
る
も
の
と
し
た
。
国
策
評
議
会
は
、
最
初
の
事
例
に
お
い
て
七
年
間
、
民
兵
を
統
制

し
、
外
交
政
策
を
指
導
し
、
戦
争
と
平
和
に
対
し
て
、
議
会
の
究
極
的
統
治
に
服
す
る
も
の
と
し
た
（
8
）

」
と
要
約
し
た
。
こ
れ
は
、
適
切
な

要
約
で
あ
る
。

二
一
一
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わ
れ
わ
れ
は
、
こ
れ
ら
の
下
に
重
要
な
『
統
治
章
典
』
の
形
成
と
関
連
す
る
も
の
を
付
け
加
え
よ
う
。
先
ず
こ
れ
は
、『
統
治
章
典
』

の
参
政
権

・

・

・

の
規
定
が
こ
の
年
の
解
決
す
べ
き
基
本
方
針
に
含
ま
れ
る
。
さ
ら
に
、
国
王
の
「
一・

人
統
治

・

・

・

」
に
様
々
な
制
約

・

・

・

・

・

・

を
課
し
、
か
つ

議
会
・

・

や
評
議
会
に
よ
っ
て
そ
れ
を
抑
制

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

し
て
い
る
こ
と
も
、
そ
の
憲
法
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
最
後
に
宗
教
的
寛
容

・

・

・

・

・

が
規
定
し
て
あ
り
、

こ
れ
も
そ
の
『
統
治
章
典
』
と
共
通
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
本
項
に
お
い
て
こ
う
し
た
も
の
を
念
頭
に
、
最
初
の
三
つ
の
条
項
を
確
認

し
て
み
た
い
。
ま
ず
わ
れ
わ
れ
は
、
第
一
の
主
要
項
目
の
下
に
お
け
る
幾
つ
か
の
条
項
を
取
り
上
げ
る
。

第
一
条
項
は
、「
議
会
が
最
近
の
議
会
法
に
お
い
て
三
年
毎
の
議
会
で
形
成
さ
れ
た
如
く
、
特
定
の
日
に
そ
の
確
実
性
を
も
つ
規
定
に

よ
っ
て
二
年
毎
に
召
集
で
き
、
か
つ
会
議
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
更
な
る
規
定
や
他
の
規
定
は
、
よ
り
確
か
に
そ
れ
﹇
三
年
毎
の
も

の
﹈
を
減
じ
さ
せ
る
た
め
、
議
会
に
よ
っ
て
必
要
と
み
な
さ
れ
る
。
こ
の
可
決
時
に
は
前
記
の
三
年
議
会
法
は
、
廃
止
さ
れ
る
（
9
）

」
と
示
さ

れ
る
。

こ
れ
は
、
三
年
議
会
か
ら
二
年
議
会
へ
と
い
っ
た
頻
繁
な
議
会
開
催
を
画
す
る
大
き
な
転
換
を
提
案
す
る
も
の
で
あ
る
。

第
二
条
項
は
、「
各
二
年
議
会
は
、
一
二
〇
日
（
そ
れ
自
体
の
同
意
に
よ
っ
て
間
も
な
く
延
会
﹇adjourn

﹈
な
い
し
解
散
さ
れ
る
以
外
に
）
確
か

に
開
催
し
、
そ
の
後
に
国
王
に
よ
っ
て
延
会
で
き
、
或
い
は
解
散
で
き
、
い
か
な
る
議
会
も
最
初
の
会
議
か
ら
二
四
〇
日
以
上
に
は
開
催

さ
れ
ず
、
或
い
は
他
の
限
定
数
の
日
は
、
合
意
さ
れ
る
。
そ
し
て
他
の
期
限
切
れ
時
に
は
、
た
と
え
直
ぐ
に
解
散
さ
れ
ぬ
と
し
て
も
、
も

ち
ろ
ん
解
散
す
る
も
の
と
す
る
（
10
）

」
と
提
案
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
二
年
議
会
﹇
開
催
﹈
案
の
詳
細
規
定
に
入
り
、
従
来
の
国
王
の
都
合
に

よ
っ
て
解
散
さ
れ
る
も
の
を
制
約
す
る
た
め
に
、
よ
り
頻
度
の
高
い
開
催
期
間
や
解
散
要
件
を
設
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

最
後
に
、
第
三
の
条
項
に
移
ろ
う
。
こ
れ
は
、「
国
王
は
、
二
年
毎
の
諸
議
会
間
に
お
け
る
閉
会
期
間
期
に
お
い
て
、
国
策
評
議
会
の

勧
告
に
よ
っ
て
特
別
議
会
を
召
集
す
る
。
こ
れ
は
二
年
毎
の
選
挙
の
法
手
続
が
決
し
て
妨
げ
ら
れ
ぬ
場
合
に
、
議
会
が
次
の
二
日
毎
の
少

二
一
二
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な
く
と
も
六
〇
日
以
上
に
わ
た
っ
て
、
開
催
す
る
こ
と
を
条
件
と
す
る
（
11
）

」
と
提
案
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
前
を
受
け
、
従
来
よ
り
も
議
会
開

催
の
頻
度
を
高
め
る
た
め
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
は
、
執
政
上
の
役
割
を
、
国
策
評
議
会
と
い
っ
た
、
主
導
的
な
評
議
会
に
委
任
し
よ
う

と
し
て
、
軍
士
官
団
が
望
む
護
国
卿
制
の
評
議
会
を
想
起
さ
せ
る
こ
と
と
な
る
。

か
く
し
て
わ
れ
わ
れ
は
、『
基
本
提
案
項
目
』
が
、
当
時
の
議
会
派
の
勝
利
を
反
映
し
、
議
会
に
よ
っ
て
国
王
の
専
断
的
支
配
を
抑
制

す
る
性
格
が
随
所
に
垣
間
見
ら
れ
る
。
更
に
こ
れ
は
、
基
本
法
的
立
憲
主
義
を
採
用
す
る
限
り
に
お
い
て
、『
統
治
章
典
』
が
従
っ
て
い

る
も
の
で
あ
る
。
確
か
に
こ
の
『
基
本
提
案
項
目
』
は
、『
人
民
協
約
』
も
議
会
派
の
も
の
で
あ
る
が
、
後
者
が
君
主
統
治
を
想
定
せ
ず
、

か
つ
男
子
普
通
選
挙
制
を
構
想
す
る
ほ
ど
急
進
的
な
方
針
を
と
る
け
れ
ど
も
、
前
者
が
と
ら
ぬ
側
面
な
ど
に
お
い
て
、
急
進
的
で
は
な
い
。

こ
の
『
基
本
提
案
項
目
』
は
、
一
人
の
専
断
的
支
配
を
議
会
や
評
議
会
に
よ
っ
て
抑
制
し
よ
う
と
す
る
、
保
守
的
な
立
憲
主
義
路
線
を

と
っ
て
い
る
側
面
に
お
い
て
『
統
治
章
典
』
の
参
考
と
な
っ
て
い
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
君
主
制
的
要
素
で
あ
る
『
統
治
章
典
』
の
護

国
卿
と
評
議
会
の
終
身
制
は
、
国
王
の
任
期
な
し
と
重
な
っ
て
お
り
、『
オ
シ
ア
ナ
』
と
の
決
定
的
な
相
異
も
残
す
。

﹇
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﹈
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﹇
3
﹈　
『
人
民
協
約
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n
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g
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e
m

e
n
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f th
e
 fre

e
 p

e
o
p
le

 o
f E

n
g
la

n
d, 1649

）』

本
項
に
お
い
て
『
人
民
協
約
』﹇
本
項
に
限
り
、
以
下
『
協
約
』
と
略
記
﹈
が
『
統
治
章
典
』
の
形
成
の
背
景
と
し
て
重
視
す
る
の
は
、

こ
の
イ
ギ
リ
ス
革
命
と
い
う
政
治
変
動
期
に
お
い
て
穏
健
派
で
あ
る
独
立
派
お
よ
び
急
進
派
で
あ
る
レ
ヴ
ェ
ラ
ー
ズ
と
い
う
、
議
会
派
内

部
の
権
力
闘
争
の
局
面
か
ら
発
す
る
。
ハ
リ
ン
ト
ン
は
あ
る
意
味
で
は
、
革
命
を
成
し
遂
げ
よ
う
と
す
る
陣
営
に
お
け
る
者
と
は
距
離
を

置
く
け
れ
ど
も
、
か
つ
そ
う
し
た
議
会
派
の
思
想
を
も
つ
が
、
思
想
傾
向
や
現
実
の
政
治
状
況
と
の
背
景
に
関
わ
り
を
持
つ
人
物
で
あ
る

が
ゆ
え
に
、
こ
の
権
力
闘
争
局
面
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
わ
れ
わ
れ
は
、
ハ
リ
ン
ト
ン
の
憲
法
モ
デ
ル
が
、
現
実
の
体
制
に
挑
み
、

か
つ
論
理
的
に
憲
法
論
議
を
捉
え
よ
う
と
し
て
も
い
る
が
故
に
『
統
治
章
典
』
の
形
成
と
関
わ
る
『
協
約
』
の
内
容
の
検
証
が
必
要
で
あ

る
。ハ

リ
ン
ト
ン
と
そ
の
共
和
国
憲
法
モ
デ
ル
の
背
景
な
い
し
彼
の
そ
の
主
著
の
成
立
過
程
を
論
じ
る
前
に
、
ハ
リ
ン
ト
ン
が
後
に
『
協

約
』
を
ア
ナ
ー
キ
ー
と
し
て
批
判
す
る
も
の
を
書
い
た
た
め
、
直
接
的
に
は
こ
の
要
点
に
言
及
し
て
み
よ
う
。
ハ
リ
ン
ト
ン
の
『
協
約
』

観
は
、
レ
ヴ
ェ
ラ
ー
ズ
の
ア
ナ
ー
キ
ー
性
と
題
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ハ
リ
ン
ト
ン
は
先
ず
、
自
ら
の
両
院
制
に
よ
る
階
級
均
衡
型
モ

デ
ル
を
支
柱
と
す
る
立
場
に
よ
っ
て
『
協
約
』
を
批
判
す
る
。『
協
約
』
が
、
四
百
人
構
成
の
一
院
制
論
、
議
員
任
期
の
二
年
と
い
う
短

二
一
四
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さ
、
民
衆
の
抵
抗
権
の
容
認
、
主
権
の
分
割
説
、
移
動
の
自
由
の
た
め
、
民
兵
の
居
住
地
制
度
に
関
す
る
混
乱
的
性
格
な
ど
を
攻
撃
す
る

も
の
で
あ
っ
た
（
1
）

。
と
は
い
え
ハ
リ
ン
ト
ン
と
レ
ヴ
ェ
ラ
ー
ズ
と
の
共
通
点
も
多
い
。『
協
約
』
は
、
議
会
主
権
の
主
張

・

・

・

・

・

・

・

、
市
民
参
加
権
の

・

・

・

・

・

・

拡
大

・

・

、
宗
教
的
寛
容

・

・

・

・

・

、
公
職
輪
番
制

・

・

・

・

・

、
執
政
部
の
抑
制

・

・

・

・

・

・

、
基
本
法
的
成
文
憲
法
主
義

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

な
ど
を
含
む
も
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
両
者
が

現
体
制
に
挑
む
と
言
う
意
味
に
お
い
て
急
進
的
共
和
主
義
思
想
範
疇
に
入
れ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

さ
て
わ
れ
わ
れ
は
、
本
題
に
戻
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
こ
で
は
護
国
卿
制
体
制
憲
法
の
主
要
な
草
案
者
で
あ
る
前
記
の
ジ
ョ
ン
・
ラ
ン

バ
ー
ト
の
意
図
に
関
わ
る
。
彼
は
、
前
記
の
ご
と
く
『
統
治
章
典
』
の
起
草
時
に
は
、
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
を
国
王
に
就
け
よ
う
と
す
る
指
導

層
内
部
に
反
対
し
て
、
共
和
主
義
の
立
場
か
ら
『
統
治
章
典
』
を
構
想
し
た
と
言
わ
れ
る
（
2
）

。
こ
う
し
た
背
景
か
ら
わ
れ
わ
れ
は
、『
協

約
』
を
明
確
な
共
和
制
で
あ
る
と
し
、
か
つ
『
基
本
提
案
項
目
』
を
議
会
派
の
穏
健
な
一
人
支
配
の
抑
制
型
論
と
し
て
位
置
づ
け
た
（
3
）

こ
と

に
関
わ
る
。
こ
れ
は
、
前
記
の
ご
と
く
形
式
論
と
し
て
も
両
方
と
も
成
文
憲
法
式
の
条
文
形
態
を
な
し
、
そ
れ
な
り
の
説
得
力
を
有
す
る

と
み
な
さ
れ
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、『
協
約
』
は
、
レ
ヴ
ェ
ラ
ー
ズ
が
、
も
と
も
と
そ
の
『
基
本
提
案
項
目
』
に
お
け
る
立
憲
君
主
制
に

対
し
て
、
共
和
制
的
憲
法
改
革
案
を
提
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
わ
れ
わ
れ
は
、『
協
約
』
が
ハ
リ
ン
ト
ン
の
憲
法
モ
デ
ル
と
か
な

り
一
致
す
る
側
面
も
も
つ
（
4
）

と
理
解
す
る
も
の
で
あ
る
。

早
速
、
わ
れ
わ
れ
は
、
憲
法
形
式
を
な
す
『
協
約
』
の
特
徴
に
論
及
し
て
み
よ
う
。

こ
の
『
協
約
』
は
周
知
の
ご
と
く
、
一
六
四
七
年
、
一
六
四
八
年
、
一
六
四
九
年
と
三
回
に
わ
た
っ
て
発
表
さ
れ
た
（
5
）

。
こ
こ
で
は
三
つ

の
『
協
約
』
が
基
本
的
に
は
急
進
的
共
和
主
義
思
想
と
し
て
共
通
し
て
い
る
と
み
な
す
。
更
に
前
の
二
つ
の
『
協
約
』
よ
り
も
男
子
普
通

選
挙
制
に
つ
い
て
明
確
な
規
定
を
示
す
、
第
三
次
の
そ
れ
を
俎
上
に
載
せ
て
論
及
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
こ
れ
は
、
全
三
十
条
か
ら
な
る
（
6
）

。

ま
ず
そ
の
表
題
を
手
短
に
説
明
す
る
も
の
は
、「
一
六
四
九
年
五
月
一
日
に
お
い
て
、
ロ
ン
ド
ン
塔
の
囚
人
達
で
あ
る
、
ジ
ョ
ン
・
リ

二
一
五
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ル
バ
ー
ン
中
佐
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ウ
ォ
ル
ウ
ィ
ン
氏
、
ト
マ
ス
・
プ
リ
ン
ス
氏
、
お
よ
び
リ
チ
ャ
ー
ド
・
オ
ー
バ
ー
ト
ン
氏
に
よ
っ
て
、

こ
の
圧
迫
さ
れ
た
国
民
（nation

）
に
平
和
を
与
え
る
も
の
と
し
て
提
出
さ
れ
た
、
イ
ギ
リ
ス
の
自
由
な
『
協
約
（
7
）

』」
と
示
さ
れ
る
。
こ
れ

は
、
既
に
独
立
派
が
権
力
闘
争
に
お
い
て
レ
ヴ
ェ
ラ
ー
ズ
に
対
し
て
主
導
権
を
得
た
が
、
そ
の
敗
者
と
な
っ
た
、
レ
ヴ
ェ
ラ
ー
ズ
の
指
導

者
達
に
よ
る
憲
法
提
案
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
彼
ら
は
、
独
立
派
よ
り
広
範
な
民
衆
に
そ
れ
を
訴
え
よ
う
と
す
る
点
に
お
い
て
、
急
進
的
性

格
を
示
し
、
か
つ
新
し
く
主
導
権
を
握
っ
た
も
の
に
対
し
て
さ
え
、
頑
な
に
挑
む
も
の
で
あ
ろ
う
。
わ
れ
わ
れ
は
先
ず
、
そ
の
全
三
十
条

か
ら
な
る
、『
協
約
』
の
主
張
の
基
本
を
表
現
す
る
最
初
の
四
つ
の
条
項
に
よ
っ
て
論
及
を
開
始
す
る
。
そ
の
第
一
条
は
、
以
下
の
ご
と

く
長
文
と
な
っ
て
い
る
。

「
イ
ギ
リ
ス
、
及
び
そ
こ
に
組
み
込
ま
れ
た
領
土
の
最
高
権
（suprem

e authority

）
は
、
四
〇
〇
﹇
そ
れ
以
上
で
は
な
い
﹈
の
み
か
ら

な
る
民
衆
代
表
に
あ
り
、
か
つ
今
後
民
衆
代
表
（a R

epresentative of the P
eople

）
に
あ
る
も
の
と
す
る
。
彼
ら
の
選
択
に
お
い
て
（
自

然
権
﹇natural right

﹈
に
よ
っ
て
）
二
一
歳
以
上
の
年
齢
の
男
子
全
て
（
使
用
人
で
も
な
く
、
施
し
物
を
受
け
ず
、
か
つ
武
装
し
て
先
の
国
王
に
加

担
せ
ず
、
自
発
的
に
加
担
し
な
か
っ
た
者
）
は
、
自
ら
参
政
権
を
も
ち
、
か
つ
そ
の
最
高
の
信
託
に
あ
る
地
位
に
選
出
さ
れ
る
こ
と
が
で
き

る
も
の
と
す
る
（
国
王
に
加
担
し
た
者
は
、
十
年
間
に
限
っ
て
﹇
参
政
権
を
﹈
も
つ
こ
と
が
で
き
な
い
）。
国
家
の
各
々
の
諸
地
域
、
い
く
つ
か
の

選
挙
場
所
、
参
政
権
を
得
か
つ
そ
れ
を
な
す
方
式
に
、
比
例
し
得
る
前
記
の
四
〇
〇
人
の
議
員
配
分
に
関
す
る
も
の
は
全
て
、
彼
ら
の
報

酬
と
同
様
に
、
選
挙
時
の
平
等
な
手
続
に
よ
っ
て
完
遂
す
る
性
向
を
も
つ
状
況
全
て
と
と
も
に
、
次
期
の
民
衆
﹇
代
表
﹈
議
会
が
こ
こ
で

明
ら
か
に
さ
れ
る
と
き
、
安
全
を
満
た
す
要
件
と
し
て
で
き
る
よ
う
な
、
類
に
よ
り
、
こ
う
し
た
本
議
会
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
る
（
8
）

」。

こ
れ
が
そ
の
第
一
条
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
急
進
的
提
案
と
し
て
後
に
最
も
高
い
評
価
に
値
す
る
条
文
を
含
む
。
そ
れ
が
男
子
普
通
選
挙

制
の
提
案
で
あ
る
。
そ
れ
を
構
成
す
る
も
の
が
一
院
制
代
表
議
会
で
あ
り
、
そ
れ
が
最
高
で
あ
る
と
い
う
議
会
主
権
説
と
な
る
も
の
で
あ

二
一
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る
。引

き
続
き
わ
れ
わ
れ
は
そ
の
第
二
条
を
確
認
す
る
。「
四
〇
〇
人
の
議
員
の
う
ち
の
二
〇
〇
人
（
に
し
て
そ
れ
以
下
で
は
な
い
）
は
、
要

件
を
も
つ
代
表
と
認
め
ら
れ
、
か
つ
そ
の
代
表
と
み
な
す
も
の
と
す
る
。
議
員
が
有
す
る
主
要
な
権
利
は
、
こ
の
国
家
（nation

）
に
決

議
を
な
す
も
の
と
す
る
。
議
会
会
議
場
お
よ
び
議
長
の
選
択
は
、
代
表
の
性
質
を
も
つ
他
の
状
況
に
よ
っ
て
本
議
会
代
表
及
び
次
期
代
表

の
配
慮
に
委
ね
ら
れ
る
（
9
）

」。

こ
こ
で
は
さ
ら
に
、
全
四
百
の
議
員
の
う
ち
の
半
数
を
重
要
な
も
の
と
し
て
要
件
を
与
え
、
よ
り
重
要
な
決
議
権
を
与
え
る
こ
と
を
提

案
す
る
こ
と
と
な
る
。
し
か
し
次
期
の
議
事
の
詳
細
事
項
は
、
次
の
代
表
議
会
に
委
ね
る
も
の
と
さ
れ
る
。

更
に
こ
の
『
協
約
』
提
案
は
、
こ
れ
を
受
け
、
官
吏
事
項
へ
と
移
る
。

「
こ
の
議
会
の
配
慮
の
趣
旨
に
よ
っ
て
全
て
の
公
官
吏
は
確
か
に
、
責
任
を
負
う
も
の
と
す
る
。
腐
敗
し
た
利
益
を
維
持
す
る
よ
う
に

な
さ
れ
れ
ば
、
い
か
な
る
党
派
も
、
軍
や
守
備
隊
に
お
け
る
有
給
将
校
も
、
公
金
の
財
務
官
吏
も
公
金
の
受
領
者
も
、
代
表
議
員
（
そ
の

現
職
に
あ
る
者
で
あ
ろ
う
と
も
）
に
選
出
さ
れ
ぬ
も
の
と
す
る
。
た
と
え
い
か
な
る
と
き
で
あ
れ
、
法
律
家
が
選
出
さ
れ
る
と
し
て
も
、
そ

う
し
た
議
員
は
、
任
期
中
に
法
律
家
と
し
て
の
実
務
を
実
行
し
得
ぬ
も
の
と
す
る
（
10
）

」。

こ
れ
は
第
二
条
を
受
け
、
こ
う
し
た
最
高
議
会
の
主
な
決
議
に
従
っ
て
、
こ
の
国
家
官
吏
（
議
員
）
が
行
政
任
務
の
執
行
を
行
い
、
も

し
腐
敗
を
な
せ
ば
、
議
員
に
は
選
出
さ
れ
ぬ
も
の
と
さ
れ
る
。
さ
ら
に
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
ハ
リ
ン
ト
ン
と
同
じ
く
法
律
家
に
独
立

的
性
質
を
認
め
ぬ
ご
と
く
、
法
律
家
の
実
務
に
就
く
者
が
公
務
と
兼
務
し
得
ぬ
と
み
な
し
、
そ
れ
を
規
定
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、

『
オ
シ
ア
ナ
』
の
公
職
輪
番
制
と
共
通
し
、
そ
の
権
力
の
抑
制
の
典
型
的
要
素
も
提
案
す
る
も
の
で
あ
る
。

更
に
こ
の
『
協
約
』
は
、
第
三
条
を
受
け
、
第
四
条
を
次
の
よ
う
に
規
定
す
る
。

二
一
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「
現
職
の
議
会
議
員
は
、
次
期
代
表
議
会
に
選
出
で
き
ぬ
。
次
期
代
表
議
会
議
員
は
、
す
ぐ
に
継
続
し
て
代
表
に
選
出
で
き
ぬ
も
の
と

す
る
。
し
か
し
こ
う
し
た
議
員
は
、
自
由
に
選
出
さ
れ
、
次
期
代
表
議
会
が
中
に
入
る
も
の
と
す
る
。
如
何
な
る
代
表
議
会
議
員
も
、
有

給
者
、
財
務
官
、
或
い
は
そ
の
雇
用
期
間
期
中
に
他
の
官
吏
と
な
さ
れ
ぬ
も
の
と
す
る
（
11
）

」。

こ
こ
に
お
い
て
『
協
約
』
は
、
公
職
輪
番
制
的
要
素
を
更
に
継
続
し
、
か
つ
議
員
の
官
吏
職
と
の
兼
任
禁
止
も
提
案
す
る
。
い
ず
れ
に

せ
よ
わ
れ
わ
れ
は
、
第
三
次
『
協
約
』
に
関
す
る
限
り
、
統
治
機
構
と
し
て
の
明
確
な
執
政
部
の
役
割
規
定
が
抽
象
的
に
し
か
示
さ
れ
ず
、

部
分
的
に
「
公
官
吏
」（
第
三
条
（
12
）

）、「
当
局
」（
第
五
条
（
13
）

）、「
国
策
評
議
会
・
議
員
か
ら
な
る
委
員
会
」（
第
八
条
（
14
）

）、「
執
政
官
」（
第
十
四
条
（
15
）

）

な
ど
と
い
う
概
念
が
登
場
す
る
け
れ
ど
も
、
限
定
さ
れ
る
の
み
で
具
体
的
人
数
を
含
む
何
ら
の
重
要
性
を
果
た
す
構
造
も
規
定
さ
れ
ぬ
。

従
っ
て
こ
れ
は
、
ハ
リ
ン
ト
ン
が
批
判
す
る
よ
う
に
、
基
本
的
な
統
治
機
構
規
定
を
欠
き
、「
ア
ナ
ー
キ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
傾
向
も
帯
び

る
。し

か
し
『
協
約
』
の
そ
の
他
に
お
い
て
、
裁
判
・

・

、
宗
教
的
自
由

・

・

・

・

・

、
税
制

・

・

な
ど
に
つ
い
て
、
む
し
ろ
『
オ
シ
ア
ナ
』
よ
り
も
、
詳
細
規
定

が
提
案
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。

最
後
に
わ
れ
わ
れ
は
、
当
局
に
対
す
る
『
オ
シ
ア
ナ
』
の
主
要
な
勧
告
の
一
つ
で
あ
る
、
軍
部
門

・

・

・

に
関
わ
る
『
協
約
』
規
定
に
論
及
し

て
み
よ
う
。
そ
れ
は
、
第
二
十
九
条
に
お
け
る
も
の
で
あ
る
。

「
わ
れ
わ
れ
は
、
い
か
な
る
軍
隊
も
差
し
当
た
り
、
代
表
議
会
が
こ
の
議
会
に
よ
る
以
外
に
徴
兵
す
る
と
き
、
以
下
の
ル
ー
ル
を
正
確

に
遵
守
す
る
こ
と
を
宣
言
し
、
か
つ
合
意
す
る
。
即
ち
、
徴
兵
さ
れ
る
人
々
の
全
体
数
に
従
っ
て
、
適
切
な
比
率
の
徴
兵
・
調
達
・
合

意
・
及
び
支
払
い
を
、
各
特
定
の
州
・
市
・
町
・
及
び
自
治
市
に
割
り
当
て
る
と
。
議
会
は
、
各
々
の
場
所
に
お
け
る
代
表
議
会
議
員
選

挙
人
に
対
し
、
編
隊
﹇regim

ents

﹈・
部
隊
﹇troops

﹈・
歩
兵
中
隊
﹇com

panies
﹈
に
所
属
す
る
全
て
の
士
官
﹇offi  cials

﹈
を
指
名
し
、

二
一
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か
つ
任
命
し
、
か
つ
将
軍
な
ら
び
に
将
官
の
み
の
指
名
、
お
よ
び
共
和
国
の
安
全
・
平
和
・
自
由
の
た
め
に
必
要
と
思
え
る
ど
ん
な
軍
務

に
も
彼
ら
の
命
令
・
規
制
・
な
ら
び
に
指
揮
を
、
代
表
議
会
に
保
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
ら
が
知
る
ご
と
く
、
彼
ら
﹇
上
記
の
軍
幹
部
﹈

を
除
く
自
由
を
与
え
る
も
の
と
す
る
（
16
）

。

│
」。

こ
の
条
文
は
、『
オ
シ
ア
ナ
』
が
あ
る
意
味
で
政
軍
関
係
に
関
し
て
、
一
体
的
で
あ
る
が
、『
協
約
』
に
お
い
て
文
民
統
制
的
に
理
解
が

可
能
で
あ
り
、
後
者
が
よ
り
急
進
的
局
面
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
に
お
い
て
留
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
革
命
な
い
し

内
戦
と
い
う
武
力
を
伴
う
状
況
を
勘
案
す
る
必
要
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
こ
こ
で
は
そ
れ
が
軍
な
い
し
国
防
上
の
事

項
で
あ
る
た
め
、『
オ
シ
ア
ナ
』
と
の
比
較
上
、
用
語
が
ほ
ぼ
共
通
す
る
も
の
と
な
る
。
さ
ら
に
両
者
と
も
力
が
正
義
を
生
ま
ぬ
と
い
う

原
則
に
沿
っ
て
提
案
さ
れ
る
も
の
と
理
解
で
き
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
う
し
た
視
点
か
ら
『
オ
シ
ア
ナ
』
が
『
協
約
』
の
そ
れ
を
念
頭
に

お
い
て
も
い
る
と
す
る
想
定
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
特
に
わ
れ
わ
れ
は
、
ハ
リ
ン
ト
ン
が
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
の
『
統
治
章
典
』
の
強
力
な
護
国

卿
制
体
制
に
挑
む
市
民
兵
主
義
思
想
を
も
つ
が
ゆ
え
に
、
当
時
の
国
防
論
を
確
認
す
る
か
ら
で
あ
る
。
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﹇
4
﹈　
『
統
治
章
典
（T
h
e
 In

s
tru

m
e
n
t o

f G
o
ve

rn
m

e
n
t, 1653

）』

わ
れ
わ
れ
は
、
ハ
リ
ン
ト
ン
の
『
オ
シ
ア
ナ
』
の
憲
法
モ
デ
ル
が
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
の
護
国
卿
制
を
枠
づ
け
る
『
統
治
章
典
』（
本
項
に
限

り
、
以
下
『
章
典
』
と
略
記
）
を
前
提
と
し
て
構
成
さ
れ
た
と
仮
定
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
Ｊ
・
ス
コ
ッ
ト
は
、
自
ら
の
『
共
和
国
原
理
』

に
お
い
て
「
統
治
モ
デ
ル
と
し
て
の
『
オ
シ
ア
ナ
』
は
、
軍
と
連
繋
さ
れ
る
、
当
時
の
憲
法
形
成
史
に
寄
与
し
た
。『
章
典
』
以
前
に
最

も
重
要
な
青
写
真
は
、『
基
本
提
案
項
目
（
一
六
四
七
）』
で
あ
っ
た
。『
基
本
提
案
項
目
』
は
、
勝
利
し
た
議
会
派
の
『
ニ
ュ
ー
キ
ャ
ッ
ス

ル
提
案
』
に
対
す
る
ラ
イ
バ
ル
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
こ
の
結
果
、
レ
ヴ
ェ
ラ
ー
ズ
の
三
つ
の
『
人
民
協
約
』
に
よ
っ
て
続
け
ら
れ
た
。

二
二
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わ
れ
わ
れ
は
、

│
ハ
リ
ン
ト
ン
に
よ
る
第
二
次
『
人
民
協
約
』
の
見
解
に
出
く
わ
し
た
（
1
）

」
と
し
て
両
方
の
関
連
を
確
認
し
て
い
る
。

更
に
わ
れ
わ
れ
は
、『
章
典
』
形
成
と
『
基
本
提
案
項
目
』
と
の
関
連
を
強
調
す
る
論
者
の
も
の
に
よ
っ
て
、
そ
れ
を
確
認
し
て
み
よ

う
。
そ
れ
は
、
前
述
の
Ｊ
・
Ｐ
・
ケ
ニ
ヨ
ン
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。「『
章
典
』
は
、
一
六
四
七
年
の
『
基
本
提
案
項
目
』
を
極
め
て
異

な
っ
た
状
況
下
で
、
関
連
づ
け
よ
う
と
転
換
を
試
み
る
、
実
際
的
に
し
て
手
際
の
よ
い
文
書
で
あ
っ
た
（
2
）

」
と
い
う
。

わ
れ
わ
れ
は
か
く
し
て
こ
う
し
た
背
景
の
下
で
、『
章
典
』
形
成
ま
で
の
『
基
本
提
案
項
目
』
と
『
人
民
協
約
』
の
関
連
を
系
統
立
て

よ
う
と
試
み
て
き
た
。
本
項
は
こ
の
護
国
卿
制
憲
法
に
つ
い
て
、
全
体
的
に
検
討
す
る
段
階
に
達
し
て
い
る
。
こ
の
憲
法
は
、
全
四
二
条

か
ら
な
る
（
3
）

。

『
章
典
』
は
、「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、
な
ら
び
に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
お
よ
び
こ
れ
ら
に
属
す
る
領
土
か
ら
な
る
、
共
和

国
統
治
﹇
章
典
﹈（T

he G
overnm

ent of the C
om
m
onw
ealth

）﹇
一
六
五
三
年
一
二
月
一
六
日
（
4
）

﹈」
と
称
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
先
ず
、
最
初
の
条
文
に
お
い
て
一
人
支
配
型
の
護
国
卿
制
か
ら
確
認
す
る
。
Ｂ
・
ウ
ォ
ー
デ
ン
に
よ
れ
ば
、
一
六
四
九
年

の
君
主
制
廃
止
法
が
「
い
か
な
る
単
一
人
物
」
の
支
配
も
禁
じ
た
し
、
逆
に
『
章
典
』
の
そ
れ
は
同
じ
も
の
を
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
に
も
た
ら

し
た
（
5
）

と
皮
肉
る
。
即
ち
、﹇
第
一
条
﹈
は
、「
こ
う
し
た
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

│
共
和
国
統
治
の
最
高
立
法
権
（suprem

e legislative 

authority

）
は
、
一
人
の
人
物
（one person

）
お
よ
び
議
会
に
集
め
ら
れ
る
人
々
に
あ
り
、
こ
う
し
た
人
々
か
ら
な
る
。
そ
う
し
た
人
物

の
ス
タ
イ
ル
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、
な
ら
び
に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
か
ら
構
成
す
る
共
和
国
の
護
国
卿
（L

ord 

P
rotector

）
と
な
る
（
6
）

」
と
規
定
さ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
文
脈
は
異
な
る
が
、
集
団
型
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
、
一
人
型
の
執
政
部
を
強

調
す
る
点
は
、
君
主
制
と
同
一
で
あ
る
。
確
か
に
そ
れ
は
、
議
会
と
と
も
に
立
法
主
権
を
担
う
こ
と
を
謳
う
け
れ
ど
も
、
先
ず
こ
こ
に
護

国
卿
制
に
つ
い
て
強
権
的
な
も
の
と
し
て
の
懐
疑
が
持
た
れ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
れ
は
、
ハ
リ
ン
ト
ン
に
よ
る
徹
底
し
た
公
職
輪
番
制
を

二
二
一
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月
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（
三
〇
四
）

含
む
集
団
的
執
政
部
類
型
で
あ
る
、
議
院
内
閣
制
の
主
張
と
対
立
す
る
も
の
で
あ
る
。

次
の
﹇
第
二
条
﹈
も
そ
れ
を
受
け
る
。
こ
れ
は
、「
前
記
の
諸
国
（countries

）
な
ら
び
に
領
土
、
お
よ
び
こ
う
し
た
民
衆
（the 

people

）
に
対
す
る
執
政
部
長
官
（chief executive

）、
そ
し
て
統
治
行
政
の
行
使
は
、
評
議
会
（council

）
に
よ
っ
て
補
佐
さ
れ
る
、
護

国
卿
に
あ
る
も
の
と
す
る
。
評
議
会
の
人
数
は
、
二
一
人
を
超
え
ず
、
一
三
人
を
下
回
ら
ぬ
（
7
）

」
も
の
と
す
る
。

こ
の
条
文
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
共
和
国
の
執
政
部
の
権
力
行
使
が
一
人
の
執
政
部
を
前
提
と
し
、
か
つ
君
主
制
の
単
一
人
物
の
執
政
部
類

型
に
間
違
い
な
く
入
る
特
質
を
明
ら
か
に
す
る
。
さ
ら
に
ハ
リ
ン
ト
ン
の
事
実
上
の
執
政
部
を
構
成
す
る
『
オ
シ
ア
ナ
』
の
四
つ
の
主
要

評
議
会
に
相
当
す
る
も
の
﹇
評
議
会
﹈
は
、
そ
れ
ぞ
れ
十
三
人
か
ら
二
十
一
人
に
限
定
し
て
い
る
こ
と
も
、
一
人
の
執
政
部
と
と
も
に
、

『
章
典
』
に
お
い
て
権
力
の
集
中
性
に
重
点
が
置
か
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

わ
れ
わ
れ
は
、
次
に
『
章
典
』
の
草
案
者
﹇
軍
士
官
﹈
達
が
『
基
本
提
案
項
目
』
よ
り
も
広
範
に
評
議
会
権
限
を
扱
っ
た
側
面
も
一
人

の
護
国
卿
執
政
部
型
と
併
せ
て
確
認
す
る
。

﹇
第
三
条
﹈
は
、「
議
会
の
権
威
（A

uthority of P
arliam

ent

）
に
よ
っ
て
」
と
し
て
国
王
・
貴
族
・
及
び
コ
モ
ン
ズ
と
言
っ
た
古
来
の

立
憲
制
的
な
三
位
一
体
型
立
法
主
権
を
想
起
さ
せ
る
概
念
を
引
き
つ
つ
、「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
自
由
の
保
有
者
の
名
と
方
式
の
も
と
で
運

営
﹇
指
揮
﹈
す
る
、
召
喚
・
過
程
・
任
命
（C

om
m
issions

）・
特
許
・
授
与
金
お
よ
び
他
の
も
の
は
、
護
国
卿
の
名
と
方
式
の
も
と
で
運

営
す
る
。
こ
の
護
国
卿
か
ら
将
来
、
前
記
の
三
国
に
お
け
る
統
治
官
職
お
よ
び
名
誉
全
て
が
引
き
出
さ
れ
る
も
の
と
す
る
（
8
）

」
と
規
定
す

る
。
そ
れ
は
、
共
和
制
と
い
う
も
の
を
除
け
ば
、
中
世
型
混
合
政
体
論
に
お
け
る
君
主
の
執
政
部
を
想
起
さ
せ
る
。「
護
国
卿
は
恩
赦
権

（
殺
人
罪
と
大
逆
罪
を
除
く
）
な
ら
び
に
公
共
の
使
用
（public use

）
の
た
め
に
全
て
の
没
収
便
益
権
を
も
つ
。
護
国
卿
は
、
こ
の
評
議
会
の

助
言
に
よ
っ
て
、
か
つ
こ
れ
ら
の
本
文
（presents

）
な
ら
び
に
法
に
従
っ
て
、
万
事
に
お
け
る
前
記
の
諸
国
（countries

）
や
領
土
を
統

二
二
二
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治
す
る
（
9
）

」
と
し
、
一
人
﹇
大
統
領
﹈
を
補
佐
す
る
評
議
会
に
近
い
内
閣
制
や
支
配
な
ど
も
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

更
に
加
え
て
、
護
国
卿
と
と
も
に
執
政
部
を
補
佐
す
る
評
議
会
に
つ
い
て
、﹇
第
四
条
﹈
は
「
護
国
卿
及
び
開
催
す
る
議
会
は
、
三
国

の
平
和
と
利
益
の
た
め
に
、
海
・
陸
軍
の
同
意
に
よ
っ
て
、
民
兵
（m
ilitia

）
と
軍
を
扱
い
、
か
つ
命
令
す
る
。
護
国
卿
は
、
評
議
会
の

主
要
部
の
者
の
助
言
と
同
意
に
よ
っ
て
議
会
閉
会
期
中
に
前
記
の
目
的
の
た
め
に
、
民
兵
を
治
め
、
か
つ
命
令
す
る
（
10
）

」
と
し
て
、
平
和
を

目
指
す
た
め
に
、
軍
な
い
し
国
防
部
門
の
統
率
者
と
し
て
護
国
卿
が
そ
の
指
揮
を
と
り
、
か
つ
議
会
の
イ
ン
タ
ー
バ
ル
期
に
お
い
て
も
評

議
会
と
連
繋
し
て
行
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
『
章
典
』
は
、
評
議
会
が
﹇
第
二
六
条
﹈
に
お
い
て
そ
の
評
議
会
評
議
員
の
任
命
に
つ
い
て
も
主
要
権
限
を
も
つ
と
命
じ
た
（
11
）

と
定

め
て
も
い
る
。

と
は
い
え
わ
れ
わ
れ
は
、
一
人
の
執
政
部
と
し
て
の
護
国
卿
の
規
定
を
更
に
確
認
す
る
こ
と
と
な
る
。
そ
れ
は
、﹇
第
五
条
﹈
で
あ
る
。

即
ち
、「
護
国
卿
は
、
前
記
の
助
言
に
よ
っ
て
外
国
の
国
王
・
君
主
・
な
ら
び
に
共
和
国
と
の
適
切
な
書
簡
の
管
理
お
よ
び
保
有
に
関
わ

る
、
あ
ら
ゆ
る
こ
と
に
つ
い
て
指
導
す
る
も
の
と
す
る
。
護
国
卿
は
、
評
議
会
主
要
部
の
者
の
同
意
に
よ
っ
て
戦
争
を
宣
言
し
、
か
つ
和

平
を
締
結
す
る
権
限
を
も
つ
（
12
）

」
と
規
定
す
る
。

﹇
第
六
条
﹈
は
、「
法
は
、
第
三
十
条
に
お
い
て
も
明
ら
か
に
さ
れ
る
も
の
を
除
き
、
議
会
の
共
通
の
同
意
に
よ
る
こ
と
以
外
に
、
変
更

も
中
断
も
、
か
つ
無
効
と
さ
れ
ぬ
も
の
と
し
、
か
つ
い
か
な
る
新
法
も
形
成
さ
れ
ず
、
い
か
な
る
課
税
も
費
用
も
、
か
つ
賦
課
金
も
、
民

衆
に
な
さ
れ
な
い
（
13
）

」
と
定
め
る
。

こ
の
条
項
は
、
議
会
の
同
意
を
除
き
、
法
の
変
更
、
新
法
の
形
成
、
お
よ
び
課
税
な
ど
も
で
き
ぬ
と
し
、
そ
の
憲
法
条
項
の
遵
守
の
重

要
性
を
強
調
し
よ
う
と
す
る
。

二
二
三
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『
章
典
』
の
草
案
者
達
は
、
議
会
不
信
も
抱
く
が
、
以
下
の
二
つ
の
条
文
な
ど
に
お
い
て
、
定
期
的
な
議
会
の
開
催
を
規
定
す
る
。

﹇
第
七
条
﹈
は
、「
議
会
は
、
一
六
五
四
年
九
月
三
日
に
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
に
開
催
の
た
め
招
集
さ
れ
る
。
議
会
は
継
続
的
に
、
三

年
毎
に
招
集
す
る
も
の
と
し
、
本
議
会
の
解
散
か
ら
数
え
ら
れ
る
（
14
）

」
と
定
め
る
。

こ
の
条
文
は
、
三
年
議
会
法
に
沿
っ
て
、
議
会
を
規
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
議
会
は
、
二
院
制
を
導
入
し
て
い
な
い
点
に

お
い
て
、
ハ
リ
ン
ト
ン
が
徹
底
し
て
主
張
す
る
、
両
院
制
と
異
な
る
。

更
に
﹇
第
八
条
﹈
は
、「
次
に
議
会
は
、
第
一
回
の
開
催
日
か
ら
数
え
て
五
カ
月
の
期
間
超
え
て
は
招
集
さ
れ
ず
、
い
か
な
る
継
続
議

会
も
、
議
会
自
体
の
同
意
な
く
し
て
、
延
会
も
閉
会
も
解
散
も
さ
れ
な
い
（
15
）

」
と
規
定
す
る
。
こ
の
条
文
は
、
前
条
を
受
け
、
そ
れ
ぞ
れ
少

な
く
と
も
五
カ
月
以
上
の
開
催
を
認
め
な
い
も
の
と
す
る
。
更
に
こ
れ
は
、
そ
の
同
意
な
く
し
て
議
会
の
解
散
を
違
法
と
さ
せ
る
。
こ
れ

は
、
第
十
一
条
に
お
い
て
も
関
連
さ
せ
て
規
定
す
る
。
即
ち
、
そ
の
条
項
は
、「
護
国
卿
が
議
会
招
集
令
状
を
発
し
得
な
い
場
合
に
は
、

国
璽
委
員
達
が
発
す
る
（
16
）

」
と
い
う
主
旨
を
定
め
る
。

こ
れ
が
二
年
毎
の
議
会
開
催
を
規
定
す
る
『
基
本
提
案
項
目
』
よ
り
も
保
守
的
で
あ
る
の
は
、
三
年
毎
の
開
催
な
ど
と
す
る
か
ら
で
あ

る
。﹇

第
九
条
﹈
は
、「
他
の
全
て
の
継
続
議
会
と
同
様
に
、
次
期
議
会
は
今
後
、
明
ら
か
に
さ
れ
る
方
法
で
、
招
集
さ
れ
、
か
つ
選
出
さ
れ

る
。
即
ち
、
議
会
に
出
席
し
、
か
つ
仕
え
る
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
、
ジ
ャ
ー
ジ
ー
島
、
グ
ル
ン
ジ
ー
島
の
州
、
な
ら
び
に
ベ

リ
ッ
ク
・
ア
ポ
ン
・
ト
ウ
ィ
ー
ド
の
町
に
お
い
て
選
出
さ
れ
る
人
々
は
、
四
百
人
と
し
、
こ
の
四
百
人
を
超
え
ぬ
も
の
と
す
る
。
議
会
に

出
席
し
、
か
つ
仕
え
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
内
で
選
出
さ
れ
る
人
々
は
、
三
十
人
を
超
え
ぬ
も
の
と
す
る
。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
選
挙
区
の
議

会
議
員
と
し
て
選
出
さ
れ
る
人
々
は
、
三
十
人
と
し
、
三
十
人
を
超
え
ぬ
も
の
と
す
る
（
17
）

」
と
定
め
る
。

二
二
四
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こ
の
条
項
は
、
ま
さ
に
レ
ヴ
ェ
ラ
ー
ズ
が
最
も
評
価
さ
れ
る
選
挙
制
度
に
関
わ
り
、
特
に
代
議
院
の
定
数
に
つ
い
て
基
本
的
に
四
百
人

を
限
度
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
『
章
典
』
は
、
六
十
人
の
み
が
、『
人
民
協
約
』
よ
り
多
く
な
る
。
し
か
し
こ
れ
は
、
ハ
リ
ン
ト

ン
が
、
代
議
院
を
自
ら
の
千
五
十
人
と
し
、
こ
れ
と
比
較
し
て
『
人
民
協
約
』
を
過
小
代
表
と
し
て
批
判
す
る
も
の
に
関
わ
る
。
と
は
い

え
『
章
典
』
は
、
レ
ヴ
ェ
ラ
ー
ズ
の
一
院
制
の
議
員
数
提
案
と
類
似
す
る
。

﹇
第
一
〇
条
﹈
は
、「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
、
ジ
ャ
ー
ジ
ー
島
、
グ
ル
ン
ジ
ー
島
の
州
、
な
ら
び
に
ベ
リ
ッ
ク
・
ア
ポ
ン
・
ト

ウ
ィ
ー
ド
の
町
、
お
よ
び
こ
う
し
た
同
じ
も
の
の
内
部
の
場
所
全
て
の
た
め
に
議
会
に
選
出
さ
れ
る
人
々
は
、
そ
の
比
率
、
お
よ
び
今
後

明
ら
か
に
さ
れ
る
数
に
従
っ
て
な
る
も
の
と
す
る
。
即
ち
、
四
百
人
が
以
下
の
一
覧
表
﹇
省
略
﹈
に
従
っ
て
な
る
。

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
と
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
な
ら
び
に
い
く
つ
か
の
州
、
都
市
、
お
よ
び
そ
こ
の
場
所
の
選
挙
区
か
ら
選
出
さ
れ
る
人
々
の

配
分
は
、
次
期
議
会
の
た
め
の
召
集
令
状
を
送
付
す
る
前
に
、
護
国
卿
と
評
議
会
の
主
要
部
に
よ
っ
て
合
意
さ
れ
、
か
つ
宣
せ
ら
れ
る
よ

う
な
比
率
や
数
に
従
う
」
と
規
定
す
る
。

こ
の
条
文
は
長
い
一
覧
表
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
が
、
特
に
そ
の
文
書
に
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
も
の
が
あ
る
。
ケ
ニ
ヨ
ン
に
よ
れ

ば
、「
廃
れ
た
選
挙
区
﹇
自
治
市
﹈
が
廃
止
さ
れ
、
よ
り
多
く
の
も
の
は
、
一
議
員
に
一
人
ず
つ
そ
れ
ぞ
れ
と
し
て
変
え
ら
れ
、
か
つ
か

く
し
て
つ
く
ら
れ
た
余
剰
な
議
席
の
う
ち
の
い
く
つ
か
が
諸
州
間
で
再
配
分
さ
れ
る
（
18
）

」
と
付
け
加
え
て
い
る
。
こ
れ
は
、
人
口
が
減
少
し

た
地
域
の
も
の
を
廃
止
し
、
か
つ
そ
れ
に
代
わ
っ
て
人
口
が
増
加
し
た
州
に
定
数
を
増
員
す
る
と
い
う
主
旨
の
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
社
会
の
変
化
に
伴
う
、
人
口
の
変
化
に
従
い
、
議
員
定
数
を
地
域
選
挙
区
毎
に
見
直
し
、
か
つ
是
正
す
る
こ
と
を
含
意
す
る
。

次
に
わ
れ
わ
れ
は
、『
章
典
』
に
お
い
て
議
会
権
限
が
限
定
さ
れ
た
条
文
を
確
認
す
る
。
と
い
う
の
は
議
会
は
、
執
政
権
を
奪
わ
れ
た

ば
か
り
で
な
く
、
新
憲
法
の
﹇
第
二
四
条
﹈
に
よ
っ
て
議
会
に
与
え
ら
れ
た
立
法
権
よ
り
も
多
く
制
限
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
先
ず
﹇
第

二
二
五
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二
四
条
﹈
か
ら
論
及
し
て
み
よ
う
。
そ
れ
は
「
議
会
に
よ
っ
て
合
意
さ
れ
た
法
案
す
べ
て
は
、
護
国
卿
に
対
し
て
、
護
国
卿
の
同
意
に

よ
っ
て
示
さ
れ
る
。
護
国
卿
は
、
法
案
が
護
国
卿
が
自
ら
提
示
さ
れ
、
或
い
は
限
定
時
間
内
で
、
議
会
に
満
足
を
与
え
る
二
〇
日
以
内
で
、

議
会
に
護
国
卿
の
同
意
を
与
え
ず
、
か
つ
満
足
を
与
え
ぬ
議
会
開
催
時
に
は
、
こ
う
し
た
法
案
は
、
護
国
卿
が
議
会
に
自
ら
の
同
意
を
与

え
ぬ
も
の
と
す
る
が
、
法
と
し
て
成
立
し
、
法
と
な
る
。
こ
れ
は
そ
う
し
た
法
案
が
そ
の
条
文
に
含
ま
れ
る
事
項
と
は
逆
に
、
こ
の
条
文

を
そ
れ
に
含
ま
れ
ぬ
こ
と
を
条
件
（
19
）

」
と
す
る
。

こ
の
含
意
は
、
次
の
よ
う
に
極
め
て
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
即
ち
、
も
し
法
案
が
こ
の
『
章
典
』
に
反
し
て
問
題
事
項
を
含
め
る
な
ら
ば
、

護
国
卿
は
最
終
的
な
立
法
拒
否
権
を
も
っ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
次
の
三
つ
の
条
文
は
、
議
会
の
独
立
権
限
を
制
限
す
る

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

。

先
ず
﹇
第
三
〇
条
﹈
は
、
護
国
卿
と
評
議
会
に
、
最
初
の
議
会
が
開
催
さ
れ
る
前
に
立
法
権
を
与
え
た
。
こ
の
立
法
権
は
、
護
国
卿
と

評
議
会
に
よ
っ
て
、
精
力
的
に
行
使
さ
れ
た
権
限
で
あ
る
（
20
）

。
こ
れ
も
ラ
ン
バ
ー
ト
ら
の
将
校
が
議
会
に
不
信
感
を
抱
き
、
議
会
権
限
を
縮

小
し
よ
う
と
す
る
こ
と
に
関
わ
る
。

次
に
﹇
第
一
二
条
﹈
は
、「
選
挙
の
日
と
場
所
に
お
い
て
、
各
州
の
長
官
（S

heriff 

）、
並
び
に
彼
ら
の
都
市
、
町
、
自
治
市
、
お
よ
び

そ
の
選
挙
場
所
の
上
記
の
市
長
、
州
の
長
官
、
州
の
長
官
代
理
（B

ailiff 

）、
そ
し
て
他
の
長
達
（head offi  cers

）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
前
記
の

選
挙
の
投
開
票
を
管
理
す
る
。
一
方
で
彼
ら
は
、
選
出
者
と
、
他
方
で
選
挙
人
と
の
間
に
お
い
て
、
彼
ら
の
印
章
（seals

）
下
で
、
よ
り

多
数
の
選
挙
人
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
た
人
々
の
投
開
票
の
結
果
報
告
を
、
上
記
の
選
挙
の
二
〇
日
後
以
内
に
大
法
官
府
に
す
る
。
こ
こ
に

お
い
て
選
出
さ
れ
た
人
々
が
か
く
し
て
一
人
の
人
物
、
お
よ
び
議
会
に
お
い
て
決
着
さ
れ
る
よ
う
に
は
、
統
治
（governm

ent

）
を
変
更

す
る
権
限
を
も
た
ぬ
こ
と
が
含
ま
れ
る
（
21
）

」
と
規
定
す
る
。

二
二
六
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こ
こ
で
の
首
長
の
名
称
は
、
ハ
リ
ン
ト
ン
の
憲
法
モ
デ
ル
と
か
な
り
共
通
し
て
い
る
。
と
は
い
え
こ
の
選
挙
管
理
に
つ
い
て
、『
オ
シ

ア
ナ
』
が
公
職
輪
番
制
に
よ
っ
て
理
想
主
義
的
に
し
て
自
動
機
械
的
な
性
質
を
も
つ
。
こ
れ
と
比
較
し
て
、『
章
典
』
の
も
の
は
、
よ
り

特
定
的
に
し
て
、
責
任
の
所
在
が
明
確
な
性
質
も
持
つ
と
い
え
る
。
し
か
し
、
予
想
さ
れ
る
困
難
が
存
在
す
る
。
選
挙
管
理
官
達
は
、
選

挙
人
達
の
た
め
に
次
の
こ
と
が
証
明
さ
れ
る
必
要
が
あ
っ
た
。
即
ち
、
そ
れ
が
単
独
の
人
物
、
な
ら
び
に
議
会
で
か
く
し
て
決
定
さ
れ
る

如
く
、
統
治
﹇
章
典
﹈
の
変
更
権
も
有
せ
ぬ
こ
と
を
規
定
す
る
こ
と
を
。
こ
こ
で
の
わ
れ
わ
れ
の
関
心
は
、
議
会
の
独
立
権
限
で
あ
る
が

ゆ
え
に
、
最
後
の
新
憲
法
を
修
正
す
る
議
会
権
限
を
未
然
に
防
止
し
よ
う
と
す
る
こ
と
に
あ
る
。

最
後
の
議
会
の
そ
れ
を
制
限
す
る
条
文
は
前
記
の
よ
う
に
、
第
七
条
の
「
三
年
毎
の
議
会
開
催
」
と
第
八
条
「
議
会
が
五
か
月
間
の
出

席
﹇
に
よ
る
開
催
﹈」
の
み
の
後
に
、
護
国
卿
と
評
議
会
に
解
散
権
が
与
え
ら
れ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
議
会
の
最
大
の
開
催
期

間
限
度
に
つ
い
て
は
、『
基
本
提
案
項
目
』
が
二
百
四
十
日
間
で
、『
人
民
協
約
』
が
六
ヶ
月
間
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
『
章
典
』
は
、
こ
の

二
つ
の
文
書
よ
り
も
議
会
開
催
期
間
を
短
く
制
限
し
、
議
会
の
権
限
が
抑
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。

か
く
し
て
こ
の
護
国
卿
制
の
設
計
者
達
は
、
議
会
に
対
す
る
不
信
感
を
も
つ
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
議
会
の
独
立
的
権
限
を
縮
小
し
た
の

で
あ
る
（
22
）

。『
章
典
』
は
、
ハ
リ
ン
ト
ン
が
議
会
の
主
権
を
、
全
体
的
に
執
政
部
よ
り
も
上
に
据
え
る
も
の
と
異
な
る
。

﹇
第
一
三
条
﹈
は
、「
州
の
長
官
（S

heriff s

）」
が
自
ら
の
義
務
を
無
視
す
れ
ば
、
罰
せ
ら
れ
る
と
し
て
、
ケ
ニ
ヨ
ン
に
よ
っ
て
そ
の
長

官
の
権
限
の
縮
減
が
示
さ
れ
る
（
23
）

。

こ
れ
ら
も
、
ハ
リ
ン
ト
ン
に
お
い
て
罰
則
規
定
が
少
な
め
で
あ
る
こ
と
と
比
較
す
れ
ば
、
よ
り
多
い
し
、
当
時
の
変
動
期
に
お
い
て
軍

将
校
達
の
意
向
が
反
映
さ
れ
て
い
る
一
面
で
あ
ろ
う
。

﹇
第
一
四
条
﹈
は
、
選
挙
規
定
に
関
わ
る
。
そ
れ
は
「
一
六
四
一
年
一
月
一
日
以
来
、
議
会
に
抗
し
て
如
何
な
る
戦
争
に
お
い
て
も
支

二
二
七
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援
し
た
り
、
助
言
し
た
り
、
助
け
た
り
、
或
い
は
教
唆
し
た
り
し
た
人
や
人
々
は
全
て
（
ゆ
え
に
議
会
の
議
事
任
務
に
あ
っ
た
り
、
か
つ
議
会

に
そ
の
よ
き
情
感
の
標
と
な
る
証
拠
が
与
え
ら
れ
る
場
合
を
除
き
）、
次
期
の
議
会
に
、
或
い
は
三
期
連
続
し
て
仕
え
る
、
い
か
な
る
議
会
議
員

選
挙
に
お
い
て
も
選
出
で
き
ず
、
か
つ
い
か
な
る
投
票
も
与
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
（
24
）

」
と
規
定
さ
れ
る
。

こ
れ
は
先
ず
、
内
戦
と
い
う
武
力
衝
突
的
局
面
か
ら
説
き
起
こ
さ
れ
る
。
そ
れ
に
基
づ
き
、
投
票
参
加
権
が
除
か
れ
る
者
の
条
件
を
示

す
も
の
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
こ
れ
ら
の
『
章
典
』
に
お
け
る
執
政
部
の
中
心
主
義
は
、
ハ
リ
ン
ト
ン
の
両
院
制
の
議
会
主
権
に
よ
る
執
政
部
の
権
力

抑
制
主
義
と
は
き
わ
め
て
異
な
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
憲
法
と
の
入
れ
替
え
が
ハ
リ
ン
ト
ン
と
い
う
共
和
主
義
者
に
迫
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。

﹇
第
一
五
条
﹈
は
、
前
の
条
文
と
関
わ
り
、
特
に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
反
乱
に
関
連
し
て
規
定
す
る
。
こ
れ
は
、「
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
反
乱

に
助
言
し
、
そ
れ
を
助
け
、
或
い
は
教
唆
し
た
よ
う
な
者
も
同
様
に
、
議
会
に
選
出
さ
れ
た
り
、
或
い
は
仕
え
る
如
何
な
る
議
会
議
員
選

挙
に
も
投
票
を
与
え
る
こ
と
が
恒
久
的
に
で
き
な
い
（
25
）

」
と
示
す
。

こ
の
条
項
は
、
当
時
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
反
乱
な
い
し
そ
の
鎮
圧
な
ど
に
よ
っ
て
相
互
に
悪
化
し
た
関
係
が
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
悲
惨
を

も
た
ら
し
た
た
め
、
そ
の
敵
対
関
係
者
を
処
罰
す
る
目
的
で
か
く
し
て
規
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

続
く
﹇
第
一
六
条
﹈
は
、「
投
票
権
を
も
た
ぬ
者
が
投
票
す
る
場
合
に
は
重
罰
が
科
せ
ら
れ
る
（
26
）

」
と
い
う
罰
則
条
項
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

政
治
参
加
資
格
の
な
い
者
に
対
す
る
厳
罰
主
義
を
示
す
。

し
か
し
こ
の
条
項
は
、
別
な
視
野
か
ら
判
断
す
れ
ば
、
選
挙
の
実
施
を
重
要
視
す
る
も
の
で
も
あ
る
。

﹇
第
一
七
条
﹈
は
、「
例
え
ば
、
議
会
議
員
と
し
て
選
出
さ
れ
る
人
々
は
、
神
を
畏
れ
る
品
格
で
知
ら
れ
、
か
つ
適
切
な
会
話
力
を
も
ち
、

か
つ
二
一
歳
に
な
っ
た
人
々
（
こ
う
し
た
人
々
の
み
）
で
あ
る
（
27
）

」
と
定
め
る
。

二
二
八
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こ
う
し
た
条
項
は
、
品
格
の
高
さ
を
議
員
と
し
て
強
調
す
る
も
の
で
あ
り
、
エ
リ
ー
ト
主
義
的
要
件
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら

は
、
ハ
リ
ン
ト
ン
の
憲
法
モ
デ
ル
に
お
け
る
元
老
院
議
員
と
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
れ
は
、
議
員
の
資
質
を
重
ん
じ
る
、
よ

り
威
信
的
視
点
で
あ
る
。

﹇
第
一
八
条
﹈
は
、「
参
政
権
の
財
産
所
有
要
件
」
規
定
で
あ
る
。
そ
れ
は
、「
二
百
ポ
ン
ド
の
価
値
が
あ
る
、
如
何
な
る
財
産

﹇estates

﹈（
不
動
産
で
あ
れ
動
産
で
あ
れ
）
も
自
ら
の
使
用
の
た
め
に
占
有
し
、
或
い
は
所
有
す
る
（
そ
し
て
前
記
の
例
外
に
入
ら
ぬ
も
の
）
全

て
の
者
に
し
て
各
人
は
、
諸
州
選
挙
区
の
議
会
﹇P

arliam
ent

﹈
議
員
に
選
出
で
き
る
（
28
）

」
と
定
め
ら
れ
る
。

こ
れ
は
、
ハ
リ
ン
ト
ン
に
お
け
る
農
地
法
お
よ
び
参
政
権
に
関
わ
る
。
先
ず
ハ
リ
ン
ト
ン
は
、
百
ポ
ン
ド
の
年
間
所
得
者
を
境
界
と
す

る
が
、
そ
れ
以
下
の
市
民
に
も
参
政
権
を
与
え
、
か
つ
両
方
の
階
級
的
均
衡
を
は
か
り
、
長
期
的
に
持
続
可
能
な
共
和
国
を
構
想
す
る
も

の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
『
章
典
』
は
、
二
百
ポ
ン
ド
の
年
間
所
得
者
を
財
産
所
有
者
と
し
て
お
り
、
よ
り
高
い
ハ
ー
ド
ル
を
設
定

し
、
参
政
権
が
、
か
な
り
制
限
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
峙
す
る
ハ
リ
ン
ト
ン
の
も
の
は
、
よ
り
多
く
の
参
政
権
を
自
ら
の
憲
法

モ
デ
ル
に
よ
っ
て
要
求
す
る
も
の
と
な
る
。

﹇
第
一
九
条
﹈
は
、「
前
記
の
第
一
一
条
下
で
護
国
卿
が
召
喚
状
を
発
し
得
な
か
っ
た
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
、
国
璽
委
員
が
大
逆
罪
に
責
任

を
も
つ
（
29
）

」
と
示
さ
れ
、
国
璽
委
員
の
任
務
が
規
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
『
章
典
』
に
お
い
て
は
、
ハ
リ
ン
ト
ン
の
オ
シ
ア
ナ
共
和
国
憲
法
モ
デ
ル
の
執
政
部
の
役
割
と
比
較
し
て
み
る
と
、
こ
の
同
じ

国
璽
委
員
の
任
務
に
象
徴
さ
れ
る
如
く
、
類
似
す
る
。

﹇
第
二
〇
条
﹈
は
、
主
要
規
定
の
補
完
的
な
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
召
集
令
状
が
発
せ
ら
れ
な
い
場
合
に
、
選
挙
は
そ
れ
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
選
挙
管
理
委
員
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
（
30
）

」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
選
挙
に
お
い
て
招
集
令
状
が
出
さ
れ
な
い
と
し
て
も
、

二
二
九
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選
挙
管
理
委
員
に
よ
っ
て
選
挙
が
執
り
行
わ
れ
旨
を
規
定
す
る
。

ハ
リ
ン
ト
ン
の
憲
法
モ
デ
ル
は
、
公
職
輪
番
制
に
よ
っ
て
自
動
的
に
選
挙
手
続
が
規
定
さ
れ
る
た
め
、
こ
の
特
定
の
条
項
の
ご
と
く
、

選
挙
管
理
者
に
関
し
て
設
け
る
の
と
は
異
な
る
。

﹇
第
二
一
条
﹈
は
、「
差
し
当
た
り
、
大
法
官
府
の
共
和
国
書
記
と
呼
ば
れ
る
書
記
（
書
記
お
よ
び
こ
の
任
務
を
後
に
執
行
す
る
他
の
も
の
全

て
の
選
挙
結
果
を
）
が
集
計
し
、
次
期
議
会
お
よ
び
二
期
連
続
し
て
三
年
議
会
に
は
、
こ
う
し
た
選
挙
の
翌
日
後
に
、
か
く
し
て
選
出
さ

れ
た
幾
人
か
の
人
々
、
お
よ
び
一
被
選
出
者
と
複
数
の
被
選
出
者
が
そ
れ
ぞ
れ
評
議
会
に
選
出
さ
れ
る
場
所
名
を
認
証
す
る
。

こ
う
し
て
選
出
さ
れ
た
者
は
、
前
記
の
選
挙
結
果
を
熟
読
し
、
か
く
し
て
選
出
さ
れ
た
人
々
が
資
格
要
件
と
一
致
で
き
、
か
つ
選
出
し

得
る
か
ど
う
か
を
検
討
す
る
。
か
く
し
て
選
出
さ
れ
、
か
つ
可
能
で
あ
る
と
は
限
ら
ぬ
が
、
前
記
の
よ
う
に
要
件
が
満
た
さ
れ
る
よ
う
に

評
議
会
の
主
要
部
の
者
に
よ
っ
て
是
認
さ
れ
る
各
人
や
人
々
が
議
員
と
み
な
さ
れ
、
か
つ
議
会
に
出
席
す
る
こ
と
（
そ
れ
以
外
で
は
な
い
）

が
認
め
ら
れ
る
（
31
）

」
と
規
定
さ
れ
る
。

こ
こ
で
は
選
挙
管
理
上
の
事
務
手
続
事
項
に
関
わ
る
。
こ
の
国
政
議
会
の
選
挙
を
管
理
す
る
部
署
が
大
法
官
府
で
あ
り
、
書
記
が
そ
の

実
際
の
集
計
な
ど
を
扱
う
と
規
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
確
認
し
、
精
査
す
る
も
の
が
評
議
会
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
正
式
に
選

出
者
が
公
認
さ
れ
る
経
路
を
定
め
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
も
、
ハ
リ
ン
ト
ン
の
も
の
と
比
較
す
れ
ば
、
評
議
会
の
任
務
と
し
て
お
り
、
権
限
が
多
く
評
議
会
に
集
中
し
て
い
る
側
面
を
示
そ

う
。
権
限
の
評
議
会
へ
の
集
中
は
、
ラ
ン
バ
ー
ト
ら
の
士
官
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
『
章
典
』
形
成
に
対
す
る
影
響
力
の
強
さ
を
示
す
も
の
で

あ
る
。

﹇
第
二
二
条
﹈
は
、「
前
記
の
方
法
に
よ
っ
て
か
く
し
て
、
選
出
さ
れ
、
か
つ
集
め
ら
れ
る
人
々
な
い
し
彼
ら
の
う
ち
の
六
〇
人
は
、
イ

二
三
〇
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ン
グ
ラ
ン
ド
・
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
・
な
ら
び
に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
か
ら
な
る
議
会
と
し
、
か
つ
そ
う
し
た
議
会
と
み
な
さ
れ
る
。
最
高
立
法

権
は
、
こ
こ
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
方
法
に
よ
っ
て
護
国
卿
と
こ
の
議
会
に
あ
る
も
の
と
し
、
か
つ
そ
の
よ
う
に
な
る
も
の
と
す
る
（
32
）

」
と
規

定
す
る
。

こ
の
条
文
に
お
い
て
も
、
立
法
主
権
事
項
も
護
国
卿
と
い
う
一
人
の
執
政
部
を
中
心
と
し
た
も
の
か
ら
と
と
も
に
規
定
さ
れ
、
ハ
リ
ン

ト
ン
の
執
政
部
で
は
こ
の
よ
う
な
特
定
の
元
首
名
を
規
定
し
な
い
論
述
提
案
と
な
っ
て
い
る
。

﹇
第
二
三
条
﹈
は
、「
護
国
卿
は
、
評
議
会
の
主
要
部
の
助
言
に
よ
っ
て
、
以
前
に
明
ら
か
に
さ
れ
る
の
と
は
別
な
と
き
（
国
家
に
欠
か

せ
ぬ
こ
と
が
必
要
な
と
き
）、
明
ら
か
に
さ
れ
る
前
の
方
法
で
議
会
を
招
集
す
る
。
議
会
は
、
そ
の
三
つ
の
国
か
ら
な
る
議
会
の
開
催
の
最

初
の
三
カ
月
期
中
に
、
議
員
の
同
意
な
く
し
て
延
会
と
さ
れ
ず
、
開
会
と
さ
れ
ず
、
或
い
は
解
散
と
さ
れ
ぬ
。
議
会
は
外
国
と
の
将
来
の

戦
争
が
あ
る
場
合
に
、
直
ち
に
同
じ
も
の
﹇
護
国
卿
に
関
わ
る
国
家
の
不
可
避
的
事
項
﹈
に
つ
い
て
評
議
会
の
主
要
部
の
助
言
に
よ
り
招

集
す
る
（
33
）

」
と
定
め
ら
れ
る
。

こ
の
条
文
は
、
有
事
に
お
け
る
議
会
の
開
催
事
項
に
関
わ
る
。
こ
れ
ら
も
一
人
執
政
部
と
そ
の
内
閣
と
い
っ
た
大
統
領
制
的
内
容
を
示

し
、
か
つ
強
力
な
執
政
部
の
そ
れ
を
想
起
さ
せ
る
議
会
手
続
を
規
定
す
る
。
当
然
な
が
ら
、
ハ
リ
ン
ト
ン
の
オ
シ
ア
ナ
モ
デ
ル
も
有
事
法

を
設
定
し
て
い
る
が
、
ハ
リ
ン
ト
ン
に
よ
る
徹
底
し
た
執
政
部
に
対
す
る
抑
制
型
と
異
な
る
。

﹇
第
二
五
条
﹈
は
、
以
下
の
ご
と
く
で
あ
る
。
即
ち
、「
Ｈ
・
ロ
レ
ン
ス
﹇
郷
士
﹈（﹇
Ｊ
・
ラ
ン
バ
ー
ト
、
Ｃ
・
フ
リ
ー
ト
ウ
ッ
ド
、
Ｐ
・
ス

キ
ッ
ポ
ン
、
Ｊ
・
デ
ズ
バ
ラ
、
Ｅ
・
モ
ン
タ
ー
ギ
ュ
、
Ｗ
・
シ
デ
ナ
ム
、
Ｐ
・
シ
ド
ニ
ー
〈
ラ
イ
ル
子
爵
〉、
Ａ
・
Ａ
・
ク
ー
パ
ー
卿
、
Ｃ
・
ウ
ル
ズ
リ
ー

卿
、
Ｇ
・
ピ
ッ
カ
リ
ン
グ
卿
、
Ｆ
・
ラ
ウ
ス
、
Ｒ
・
メ
イ
ジ
ャ
ー
、
お
よ
び
Ｗ
・
ス
ト
リ
ッ
ク
ラ
ン
ド
﹈
ら
一
五
人
の
名
が
掲
載
さ
れ
る
）、
な
い
し

一
五
人
の
う
ち
の
七
人
は
、
本
文
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
目
的
の
た
め
に
、
評
議
会
﹇council

﹈
評
議
員
と
な
る
。
議
会
﹇P

arliam
ent

﹈

二
三
一
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は
、
議
員
の
う
ち
の
誰
か
が
死
去
な
い
し
除
外
さ
れ
る
も
の
が
い
る
こ
と
に
関
し
て
、
能
力
が
あ
り
、
品
格
を
も
ち
、
か
つ
神
を
畏
れ
る

六
人
を
指
名
す
る
。
そ
の
う
ち
か
ら
評
議
会
の
主
要
部
の
者
は
、
二
人
を
選
出
し
、
か
つ
護
国
卿
に
彼
ら
を
提
示
し
、
彼
ら
の
う
ち
の
一

人
を
護
国
卿
は
、
選
出
す
る
。
も
し
議
会
が
こ
の
選
出
に
つ
い
て
彼
ら
に
与
え
ら
れ
る
通
知
の
二
〇
日
後
以
内
に
指
名
さ
れ
な
け
れ
ば
、

評
議
会
の
残
り
の
者
は
、
あ
た
か
も
彼
ら
の
数
が
十
全
で
あ
っ
た
か
の
ご
と
く
、
前
記
の
よ
う
に
三
人
を
護
国
卿
に
指
名
す
る
。
護
国
卿

は
、
彼
ら
の
中
か
ら
そ
の
空
席
を
補
充
す
る
（
34
）

」。

こ
こ
に
お
い
て
前
記
の
よ
う
に
、
ラ
ン
バ
ー
ト
ら
が
強
調
す
る
一
人
の
執
政
部
を
補
完
す
る
内
閣
に
相
当
す
る
一
五
人
評
議
会
事
項
が

あ
る
。
こ
こ
で
の
も
の
は
、
国
策
評
議
会
を
指
し
、
そ
の
執
政
権
を
抑
制
す
る
も
の
と
し
て
設
計
さ
れ
た
。
し
か
し
そ
の
一
五
人
は
、
こ

こ
で
は
ほ
ぼ
名
が
特
定
さ
れ
、
か
つ
そ
の
空
席
時
に
は
評
議
会
の
指
導
に
明
ら
か
に
委
ね
ら
れ
る
、
厄
介
な
方
式
に
よ
っ
て
満
た
さ
れ
る

も
の
で
あ
っ
た
。

こ
こ
で
も
オ
シ
ア
ナ
の
執
政
部
と
比
較
す
れ
ば
、
議
会
を
抑
制
す
る
、『
章
典
』
に
お
け
る
強
い
執
政
部
全
体
へ
の
権
力
の
集
中
度
が

示
さ
れ
る
。

﹇
第
二
六
条
﹈
は
、「
護
国
卿
と
前
記
の
評
議
会
﹇C

ouncil

﹈
の
主
要
部
の
者
は
、
次
の
議
会
会
議
以
前
の
い
か
な
る
時
で
あ
れ
、
評

議
会
評
議
員
数
の
う
ち
の
者
が
か
く
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
二
一
人
を
超
え
ず
、
か
つ
ゆ
え
に
そ
の
客
足
数
が
護
国
卿
と
評
議
会
主
要
部

に
よ
っ
て
比
例
さ
れ
る
と
き
に
、
彼
ら
が
適
切
と
み
な
す
人
々
を
評
議
会
に
加
え
る
（
35
）

」
と
規
定
さ
れ
る
。

こ
の
条
文
は
、
評
議
会
補
充
事
項
に
関
わ
る
。
そ
の
数
的
上
限
を
二
一
人
と
定
め
、
か
つ
そ
の
決
議
に
必
要
な
最
低
限
度
の
客
足
数
が

そ
の
評
議
会
を
含
め
た
拡
大
執
政
部
数
に
比
例
し
た
も
の
と
し
た
場
合
に
、
そ
れ
が
承
認
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
ハ
リ
ン

ト
ン
の
モ
デ
ル
の
執
政
部
﹇
四
つ
の
主
要
評
議
会
〈
評
議
員
は
元
老
院
議
員
〉﹈
と
比
較
す
れ
ば
、
数
的
に
限
定
さ
れ
る
た
め
『
章
典
』

二
三
二
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に
お
け
る
権
力
の
集
中
性
を
含
意
す
る
。

﹇
第
二
七
条
﹈「
政
府
の
恒
常
的
年
間
収
入
は
、
国
防
﹇defense

﹈
と
そ
の
安
全
保
障
﹇security

﹈
の
た
め
、
か
つ
海
上
護
衛
の
た
め

に
好
都
合
な
艦
隊
数
の
た
め
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
・
お
よ
び
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
お
い
て
一
万
の
騎
兵
、
な
ら
び
に
重
騎

兵
連
隊
所
属
騎
兵
、
そ
し
て
二
万
の
歩
兵
維
持
の
た
め
に
徴
兵
さ
れ
、
定
着
さ
れ
、
か
つ
確
立
さ
れ
る
。

そ
の
他
に
、
裁
判
行
政
の
他
の
必
要
な
歳
出
、
な
ら
び
に
他
の
政
府
歳
出
を
支
出
す
る
た
め
、
年
間
二
十
万
ポ
ン
ド
と
い
う
、
政
府
の

歳
入
は
課
税
に
よ
っ
て
徴
収
さ
れ
、
か
つ
護
国
卿
及
び
評
議
会
に
よ
っ
て
合
意
さ
れ
る
よ
う
な
方
法
、
お
よ
び
手
段
に
よ
っ
て
徴
収
さ
れ

る
も
の
と
す
る
。
そ
し
て
政
府
の
歳
入
は
、
取
り
去
ら
れ
も
せ
ず
減
じ
ら
れ
も
せ
ず
、
か
つ
そ
の
方
法
が
変
更
さ
れ
る
同
じ
も
の
を
徴
収

す
る
た
め
に
、
合
意
さ
れ
、
護
国
卿
お
よ
び
評
議
会
の
同
意
に
よ
っ
て
徴
収
さ
れ
る
も
の
と
す
る
（
36
）

」。

こ
の
条
項
は
い
わ
ゆ
る
軍
事
財
政
国
家
的
制
度
化
に
関
わ
り
、
特
に
海
軍
﹇
を
含
む
﹈
の
こ
う
し
た
制
度
化
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
更

に
こ
れ
は
、
ハ
リ
ン
ト
ン
が
特
に
、
護
国
卿
制
の
五
万
﹇
実
際
に
は
四
万
五
千
人
程
度
﹈
と
も
い
わ
れ
る
職
業
的
な
常
備
軍
に
（
37
）

対
し
て
、

三
万
の
市
民
兵
に
よ
る
質
素
な
軍
を
勧
告
す
る
も
の
に
関
わ
る
。
さ
ら
に
こ
こ
に
お
け
る
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
護
国
卿
制
の
強
力
な
軍
事
力
の

懸
念
は
、
こ
の
三
万
の
ま
さ
に
職
業
的
な
常
備
軍
が
年
間
二
十
万
ポ
ン
ド
ま
で
支
え
る
こ
と
を
認
め
た
こ
と
に
あ
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
力

を
背
景
と
し
て
護
国
卿
が
議
会
を
、（
残
部
議
会
を
解
散
さ
せ
た
ご
と
く
）
支
配
し
、
か
つ
反
対
を
鎮
圧
す
る
た
め
に
傭
兵
軍
を
つ
く
る
の
で

は
な
い
と
い
う
懸
念
が
起
こ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
そ
れ
が
数
字
上
、
三
万
に
特
定
さ
れ
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
が
こ
こ
で

注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
護
国
卿
制
体
制
の
も
の
が
、
堅
固
な
常
備
軍
と
し
て
の
も
の
で
あ
り
、
ア
マ
チ
ュ
ア
的
な
『
オ
シ
ア
ナ
』

の
そ
れ
と
区
別
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
更
に
こ
れ
は
、
議
会
の
修
正
に
服
さ
な
い
﹇
ハ
リ
ン
ト
ン
の
そ
れ
は
、
議
会
の
主
権
に
服
す
る
﹈

と
示
す
点
に
も
、
そ
の
強
権
的
側
面
が
う
か
が
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

二
三
三
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こ
の
条
文
は
、
確
か
に
後
半
部
分
に
お
い
て
そ
の
税
の
手
続
き
的
手
段
や
徴
収
な
ど
に
つ
い
て
合
意
的
に
行
う
と
し
て
い
る
が
、
そ
れ

だ
け
に
足
る
信
頼
事
項
と
関
わ
る
も
の
で
も
あ
ろ
う
。
と
に
か
く
わ
れ
わ
れ
は
、
ハ
リ
ン
ト
ン
が
護
国
卿
に
対
し
て
、
自
ら
傭
兵
軍
な
し

の
民
兵
主
義
を
基
本
線
に
よ
っ
て
挑
み
、
強
力
な
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
の
常
備
軍
に
対
し
て
、
そ
の
軍
事
力
の
縮
小
を
迫
る
も
の
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
も
の
で
あ
る
。

最
後
に
、
こ
の
条
文
に
つ
い
て
は
、
ケ
ニ
ヨ
ン
に
よ
れ
ば
、「
こ
れ
ら
が
議
会
修
正
に
服
さ
な
い
（
38
）

」
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
と
い
う
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
評
議
会
を
含
む
護
国
卿
制
執
政
部
の
執
行
権
限
は
、
ヘ
ン
リ
ー
八
世
の
そ
れ
を
遥
か
に
凌
ぐ
も
の
で
あ
る
と
言
わ
れ

る
。﹇

第
二
八
条
﹈
は
、「
前
記
の
政
府
の
年
間
歳
入
は
、
公
的
財
務
部
に
支
払
わ
れ
、
か
つ
前
記
の
使
用
の
た
め
に
支
出
さ
れ
る
（
39
）

」
と
い

う
。
こ
れ
は
、
国
家
財
政
の
管
理
お
よ
び
歳
出
の
担
当
部
署
事
項
で
あ
る
。
こ
れ
も
比
較
的
に
簡
略
で
あ
る
。

﹇
第
二
九
条
﹈
は
、
引
き
続
き
国
家
財
政
関
連
規
定
で
あ
る
。
そ
れ
は
、「
海
陸
の
両
方
に
お
い
て
極
め
て
大
規
模
な
国
防
を
維
持
さ
せ

る
も
の
で
は
な
く
、
そ
こ
か
ら
な
さ
れ
た
軽
減
が
あ
る
な
ら
ば
、
か
く
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
節
約
さ
れ
た
お
金
は
、
公
共
サ
ー
ヴ
ィ
ス
の

た
め
に
銀
行
に
残
す
も
の
と
す
る
。
そ
の
お
金
は
、
議
会
の
同
意
に
よ
っ
て
、
或
い
は
議
会
の
閉
会
期
に
、
護
国
卿
と
評
議
会
の
主
要
部

の
同
意
に
よ
る
以
外
に
、
他
の
使
用
に
は
用
い
ら
れ
な
い
（
40
）

」
と
示
さ
れ
る
。

こ
こ
で
は
護
国
卿
制
体
制
の
強
力
な
軍
事
国
家
的
側
面
へ
の
関
心
の
強
度
と
そ
の
財
源
の
重
要
さ
を
示
し
、
そ
の
負
担
が
大
き
な
課
題

で
あ
る
側
面
が
垣
間
見
ら
れ
る
。
し
か
し
こ
の
場
合
に
は
、
議
会
の
同
意
を
主
と
し
て
構
成
す
る
規
定
と
な
っ
て
い
る
。

﹇
第
三
〇
条
﹈
に
は
、
こ
の
内
戦
や
混
乱
的
状
況
に
お
け
る
軍
事
面
の
緊
々
の
課
題
で
あ
る
も
の
が
続
く
。
そ
れ
は
「
現
在
の
戦
争
の

海
陸
両
面
に
お
い
て
、
現
在
の
異
常
な
軍
事
費
を
負
担
す
る
た
め
の
お
金
の
徴
収
は
、
議
会
の
同
意
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
他
の
も
の

二
三
四
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に
は
よ
ら
ぬ
。
護
国
卿
が
海
陸
両
面
で
対
立
と
な
り
得
る
、
混
乱
と
危
険
を
防
止
す
る
た
め
、
評
議
会
主
要
部
の
同
意
に
よ
っ
て
、
前
記

の
諸
目
的
の
た
め
に
お
金
の
徴
収
権
を
、
最
初
の
議
会
会
合
ま
で
有
す
る
。
護
国
卿
は
、
税
の
手
続
き
的
手
段
が
同
じ
も
の
に
つ
い
て
議

会
に
な
さ
れ
る
ま
で
、
権
限
が
必
要
な
と
こ
ろ
に
お
い
て
、
法
的
拘
束
力
を
も
ち
、
こ
う
し
た
諸
国
の
和
平
と
福
祉
の
た
め
に
、
法
な
い

し
命
令
﹇law

s or ordinances

﹈
を
形
成
す
る
権
限
を
も
つ
（
41
）

」
と
規
定
す
る
。

こ
の
条
項
で
は
、
徹
底
し
て
軍
事
な
い
し
国
防
事
項
に
よ
っ
て
説
き
起
こ
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
武
力
を
背
景
と
し
た
イ
ギ
リ
ス
革
命
や

対
外
戦
争
を
念
頭
に
お
い
て
規
定
し
始
め
る
。
当
時
の
事
件
に
関
連
し
て
言
え
ば
、
第
一
次
対
オ
ラ
ン
ダ
戦
争
（
一
六
五
二
│
一
六
五
四
）

な
ど
を
念
頭
に
置
い
た
も
の
で
あ
り
、
広
範
な
実
戦
を
想
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
条
項
は
、
そ
の
た
め
に
財
政
負
担
が
避
け
ら
れ
ぬ

と
み
な
し
、
そ
の
資
金
の
徴
収
に
は
、
先
の
君
主
専
制
を
他
山
の
石
と
し
て
反
省
し
、
議
会
の
合
意
に
も
と
づ
く
方
針
を
規
定
す
る
。
し

か
し
緊
急
時
に
は
議
会
を
経
ず
し
て
、
護
国
卿
が
資
金
の
調
達
権
を
有
す
る
こ
と
を
必
要
と
み
な
し
、
関
係
諸
国
の
平
和
と
幸
福
の
た
め

に
は
、
緊
急
に
拘
束
力
を
も
つ
法
や
命
令
を
形
成
す
る
権
限
を
こ
の
護
国
卿
に
も
た
せ
る
と
定
め
ら
れ
る
。
と
は
い
え
そ
れ
は
、
強
力
な

評
議
会
と
の
合
意
に
よ
る
も
の
と
規
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
わ
れ
わ
れ
が
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
、
こ
の
護
国
卿
期
に
海
軍
力
が
大
い
に
増
強
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
当
時
の
軍
事
的
局
面
が
重
み
を
増
し
つ
つ
あ
る
背
景
を
再
度
併
せ
て
確
認
す
る
こ
と
と
な
る
。

﹇
第
三
一
条
﹈
は
、
次
の
よ
う
に
規
定
す
る
。「
共
和
国
に
属
す
る
議
会
法
な
い
し
議
会
命
令
に
よ
っ
て
な
お
売
ら
れ
ず
、
あ
る
い
は
処

理
さ
れ
ぬ
ま
ま
に
あ
る
、
土
地
・
保
有
財
産
・
地
代
・
印
税
・
管
轄
権
・
な
ら
び
に
遺
産
（
森
林
や
狩
猟
、
な
ら
び
に
同
じ
も
の
﹇
共
和
国
﹈

に
属
す
る
名
誉
や
荘
園
、
ダ
ブ
リ
ン
・
コ
ー
ク
・
キ
ル
ダ
ー
・
カ
ー
ロ
ー
の
四
州
に
あ
る
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
反
乱
者
達
の
土
地
、
先
の
内
戦
に
お
け
る

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
民
衆
に
よ
っ
て
没
収
さ
れ
た
土
地
、
お
よ
び
任
務
不
履
行
者
の
土
地
を
除
く
）
は
、
そ
の
保
有
が
護
国
卿
に
授
け
ら
れ
、
護
国

二
三
五
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卿
に
か
つ
彼
の
継
承
者
達
（
こ
う
し
た
諸
国
の
護
国
卿
達
）
に
属
さ
れ
、
か
つ
議
会
の
同
意
以
外
に
譲
渡
さ
れ
な
い
。

議
会
の
権
威
に
よ
っ
て
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
自
由
の
管
理
者
﹇K

eeper

﹈
に
よ
る
負
債
・
罰
金
・
支
給
・
特
別
な
制
裁
金
・
お
よ
び
処

罰
と
便
益
、
確
か
な
も
の
と
偶
然
な
も
の
は
、
護
国
卿
の
公
的
受
領
へ
と
支
払
い
得
、
か
つ
護
国
卿
の
名
に
よ
っ
て
訴
追
す
る
も
の
と
す

る
（
42
）

」。こ
こ
に
お
い
て
護
国
卿
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
に
よ
っ
て
、
国
王
の
土
地
の
残
り
、
お
よ
び
王
権
の
他
の
特
権
が
授
け
ら
れ
も
し
た
。
こ
れ
も

国
王
と
同
じ
一
人
支
配
お
よ
び
同
じ
性
格
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
オ
シ
ア
ナ
に
お
け
る
将
軍
卿
は
、
護
国
卿
と
同
じ
く
元
首
で
あ
る
が
、
特

に
元
首
名
に
よ
っ
て
そ
れ
ほ
ど
多
く
特
定
し
た
り
し
な
い
。

﹇
第
三
二
条
﹈
は
、
護
国
卿
が
死
去
し
た
場
合
に
は
そ
の
後
継
者
は
、「
一
三
人
を
定
足
数
と
す
る
、
評
議
会
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
る
（
43
）

」

と
規
定
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
オ
リ
バ
ー
・
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
の
死
亡
時
に
評
議
会
が
そ
の
後
任
の
選
出
権
限
を
与
え
ら
れ
る
。
こ
れ
も
『
章

典
』
に
お
け
る
軍
士
官
達
の
重
要
な
役
割
を
規
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

﹇
第
三
三
条
﹈
は
、
護
国
卿
に
、
重
要
な
国
家
元
首
の
地
位
を
与
え
、
か
つ
実
権
を
も
た
せ
る
も
の
と
宣
せ
ら
れ
る
条
文
と
関
わ
る
。

そ
れ
は
、「
総
司
令
官
（C
aptain G

eneral

）
で
あ
る
、
オ
リ
バ
ー
・
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
・
な
ら
び

に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
か
ら
な
る
共
和
国
、
お
よ
び
そ
こ
に
属
す
る
領
土
の
護
国
卿
（L

ord P
rotector

）
と
し
、
そ
れ
を
終
身
と
し
、
か
つ
か

く
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
護
国
卿
と
宣
せ
ら
れ
る
（
44
）

」。

わ
れ
わ
れ
は
、
前
記
の
ケ
ニ
ヨ
ン
が
省
略
し
た
、「
終
身
制
の
護
国
卿
」
規
定
に
注
目
す
る
。
こ
れ
は
、
当
時
の
「
一
人
支
配
」（
君
主

制
）
と
「
集
団
支
配
」（
共
和
制
）
論
議
の
文
脈
で
示
せ
ば
、
君
主
に
極
め
て
近
く
な
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

こ
れ
こ
そ
、
ハ
リ
ン
ト
ン
の
議
院
内
閣
制
的
執
政
部
が
公
職
輪
番
制
﹇
一
年
任
期
を
含
む
﹈
な
ど
の
も
の
で
あ
る
の
と
は
決
定
的
に
異

二
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な
り
、
ハ
リ
ン
ト
ン
に
よ
っ
て
最
も
変
革
を
望
む
条
文
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。

﹇
第
三
四
条
﹈
は
、「
大
法
官
・
国
璽
尚
書
な
い
し
国
璽
委
員
・
大
蔵
卿
﹇T
reasurer

﹈・
海
軍
総
司
令
官
﹇A

dm
iral

﹈・
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
総
督
﹇C

hief G
overnors

﹈・
な
ら
び
に
両
方
の
首
席
裁
判
官
﹇C

hief Justices

﹈
は
、
議
会
の
承
認
に

よ
っ
て
選
出
さ
れ
る
。
議
会
の
閉
会
期
に
評
議
会
主
要
部
の
承
認
に
よ
っ
て
、
後
に
議
会
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
る
（
45
）

」
と
定
め
る
。

こ
こ
で
の
そ
れ
ぞ
れ
の
国
務
の
担
当
高
官
長
達
は
、
極
め
て
曖
昧
な
用
語
で
あ
る
、「
議
会
の
是
認
」
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
る
も
の
と

し
た
。
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
れ
ら
高
官
職
名
は
、
ハ
リ
ン
ト
ン
の
モ
デ
ル
と
比
較
す
れ
ば
、
実
際
的
で
あ
る
が
、『
オ
シ
ア
ナ
』
と
類
似
的

で
も
あ
る
。
し
か
し
こ
の
条
文
は
、
オ
シ
ア
ナ
モ
デ
ル
と
同
様
な
議
会
承
認
も
付
さ
れ
て
い
る
が
、『
章
典
』
に
お
い
て
裁
判
長
な
ど
に

関
し
て
役
職
名
な
ど
が
具
体
的
と
な
っ
て
い
る
。

ケ
ニ
ヨ
ン
に
よ
れ
ば
、
こ
の
条
項
に
お
い
て
条
文
に
示
さ
れ
ぬ
事
項
の
場
合
に
は
、
他
の
全
て
の
任
命
が
護
国
卿
に
よ
る
こ
と
が
当
然

視
さ
れ
る
（
46
）

に
違
い
な
い
と
い
う
。

﹇
第
三
五
条
﹈
は
、
宗
教
的
寛
容

・

・

・

・

・

な
い
し
良
心
の
自
由

・

・

・

・

・

事
項
に
関
わ
る
。
そ
れ
は
、「
聖
書
に
含
ま
れ
る
ご
と
く
、
キ
リ
ス
ト
教
は
、
こ

れ
ら
の
諸
国
民
の
公
式
宣
言
と
し
て
提
示
さ
れ
、
か
つ
推
奨
さ
れ
る
。
規
定
さ
れ
る
と
す
ぐ
に
、
当
該
の
も
の
ほ
ど
懐
疑
や
論
争
も
う
け

ぬ
が
、
よ
り
確
か
と
な
り
、
有
能
に
し
て
苦
労
す
る
教
師
の
激
励
や
主
張
の
た
め
、
民
衆
を
教
示
す
る
た
め
、
か
つ
健
全
な
教
義
と
は
逆

に
ど
ん
な
も
の
で
あ
れ
、
か
く
し
て
誤
謬
の
発
見
と
論
駁
の
た
め
に
な
さ
れ
、
か
つ
こ
う
し
た
規
定
が
な
さ
れ
る
ま
で
、
現
状
維
持
﹇
十

分
の
一
税
﹈
は
、
取
り
去
ら
れ
ず
、
か
つ
弾
劾
さ
れ
ぬ
（
47
）

」
と
規
定
さ
れ
る
。

こ
の
条
項
は
ま
ず
、
国
家
の
宗
教
的
事
項
に
言
及
し
、
キ
リ
ス
ト
教
が
国
教
と
し
て
の
位
置
づ
け
が
当
然
で
あ
る
と
し
、
か
つ
そ
の
十

分
な
論
議
を
踏
ま
え
、
議
論
を
尽
く
す
こ
と
を
前
提
と
す
る
旨
を
規
定
す
る
。

二
三
七



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
三
二
〇
）

更
に
こ
の
革
命
期
の
重
要
な
論
点
で
あ
る
、
十
分
の
一
税
は
、
そ
の
代
替
が
決
定
さ
れ
る
ま
で
支
払
い
を
継
続
す
る
も
の
と
し
、
か
つ

国
家
の
聖
職
の
規
則
を
要
請
さ
れ
る
と
宣
言
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
軍
事
財
政
国
家
に
よ
る
財
源
の
確
保
を
確
立
す
る
制
度
化
の
一

端
を
規
定
す
る
。

﹇
第
三
六
条
﹈
は
、
前
条
に
引
き
続
い
て
宗
教
に
関
連
し
、
以
下
の
条
文
と
と
も
に
宗
教
的
自
由
を
示
す
も
の
で
あ
る
。「
提
示
さ
れ
た

公
の
信
仰
告
白
は
誰
も
処
罰
に
よ
っ
て
、
或
い
は
他
の
方
法
に
よ
っ
て
強
い
ら
れ
ぬ
。
し
か
し
宗
教
活
動
の
努
力
（endeavors

）
は
、
健

全
な
教
義
な
ら
び
に
適
切
な
対
話
事
例
に
よ
っ
て
そ
れ
ら
を
承
知
さ
せ
る
の
に
使
わ
れ
る
（
48
）

」
と
規
定
す
る
。

前
の
条
文
が
十
分
の
一
税
と
い
う
、
当
時
の
大
き
な
論
争
と
な
る
も
の
を
含
む
の
と
は
異
な
り
、
純
粋
な
宗
教
上
の
寛
容
、
良
心
の
自

由
、
更
に
は
宗
教
活
動
の
自
由
を
定
め
る
も
の
で
あ
る
。

﹇
第
三
七
条
﹈
は
、
宗
教
上
の
自
由

・

・

・

・

・

・

に
関
す
る
三
つ
の
う
ち
の
最
後
の
条
文
で
あ
る
。
即
ち
、「
例
え
ば
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
に
よ
る

信
仰
告
白
を
な
す
よ
う
な
も
の
（
し
か
し
公
に
提
示
さ
れ
た
教
義
・
崇
拝
・
或
い
は
規
律
か
ら
の
判
断
に
お
い
て
異
な
る
）
は
、
制
約
さ
れ
ぬ
。

そ
れ
は
、
人
々
が
こ
の
自
由
を
、
他
方
の
民
事
上
の
権
利
侵
害
、
お
よ
び
自
分
達
の
側
で
公
的
平
和
が
実
際
上
の
混
乱
へ
と
裏
切
ら
れ
ぬ

場
合
な
の
で
あ
る
。
こ
の
自
由
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
告
白
の
下
で
、
放
縦
を
提
示
し
た
り
、
或
い
は
実
践
し
た
り
す
る
よ
う
な
も
の
に
ま

で
拡
張
し
な
い
こ
と
を
条
件
と
す
る
（
49
）

」
と
謳
わ
れ
る
。

こ
の
条
項
は
、
良
心
の
自
由
を
承
認
す
る
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
に
よ
る
神
の
信
仰
を
告
白
す
る
如
き
も
の
に

抗
し
て
強
制
力
を
行
使
す
る
こ
と
は
、
違
法
と
さ
れ
る
こ
と
を
規
定
し
、
信
仰
告
白
に
お
い
て
擁
護
さ
れ
、
か
つ
そ
の
宗
教
的
実
践
に
お

い
て
擁
護
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
ハ
リ
ン
ト
ン
モ
デ
ル
の
も
の
は
、
宗
教
評
議
会
な
ど
に
よ
っ
て
、
制
度
的
に
は
少
し
異
な
る
形
態
で
簡

明
に
良
心
の
自
由
を
、
憲
法
に
規
定
す
る
。
最
後
に
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
に
対
す
る
敵
対
的
規
定
は
、
良
心
の
自
由
の
限
界
も
示
す
。

二
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と
は
い
え
﹇
第
三
八
条
﹈
は
、
更
に
前
の
三
つ
の
条
項
を
補
足
す
る
規
定
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
前
記
の
自
由
に
反
す
る
法
、
制
定
法
、

な
ら
び
に
命
令
﹇O

rdinances

﹈、
お
よ
び
全
て
の
い
か
な
る
法
、
制
定
法
、
或
い
は
命
令
に
お
け
る
条
項
も
、
無
効
と
み
な
さ
れ
る
（
50
）

」

と
定
め
ら
れ
る
。

こ
れ
は
ま
さ
に
、
清
教
徒
革
命
と
称
せ
ら
れ
る
特
徴
を
最
大
限
に
規
定
す
る
側
面
と
言
え
る
。
即
ち
、
宗
教
的
、
良
心
的
自
由
は
、
最

大
限
に
制
度
的
に
確
保
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

続
く
﹇
第
三
九
条
﹈
は
、
ケ
ニ
ヨ
ン
に
よ
っ
て
「
長
期
議
会
に
よ
っ
て
入
れ
ら
れ
た
財
政
取
り
決
め
が
確
認
さ
れ
る
」
と
し
て
要
約
さ

れ
る
。﹇
第
四
〇
条
﹈
は
、「
長
期
議
会
に
よ
っ
て
引
き
受
け
ら
れ
た
条
約
と
協
定
が
確
認
さ
れ
る
（
51
）

」
と
言
及
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ

ら
は
動
乱
期
と
も
い
え
る
当
時
の
状
況
に
お
い
て
、
そ
れ
な
り
の
秩
序
を
保
と
う
と
す
る
、
象
徴
的
規
定
で
あ
る
と
も
い
え
る
。

残
り
の
﹇
第
四
一
条
﹈
お
よ
び
﹇
第
四
二
条
﹈
は
、
こ
の
『
章
典
』
を
高
揚
さ
せ
る
高
邁
な
概
念
に
よ
っ
て
飾
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、

条
文
の
本
質
的
内
容
の
具
体
性
を
欠
く
も
の
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
こ
こ
で
は
ケ
ニ
ヨ
ン
に
従
っ
て
省
略
す
る
も
の
（
52
）

と
す
る
。

か
く
し
て
わ
れ
わ
れ
は
、
ハ
リ
ン
ト
ン
が
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
の
一
人
の
執
政
部
型
護
国
卿
制
の
基
本
文
書
に
抗
し
て
、
前
者
が
自
ら
の
集

団
指
導
型
で
あ
る
新
憲
法
構
想
を
勧
告
す
る
も
の
と
し
て
『
章
典
』
を
確
認
し
て
き
た
。
こ
の
公
式
文
書
は
、
当
時
の
護
国
卿
制
体
制
が

武
力
革
命
的
状
況
を
反
映
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
こ
れ
は
、
オ
リ
バ
ー
・
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
が
権
力
を
も
つ
絶
頂
期
に
あ
る
時
に
創
案
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
更
に
こ
の
『
章
典
』
は
、
そ
の
創
案
者
の
中
心
的
人
物
が
革
命
の
核
心
を
担
う
士
官
評
議
員
団
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
。

し
か
し
そ
れ
は
、
た
と
え
議
会
派
の
大
義
﹇
議
会
の
役
割
の
強
化
と
国
王
大
権
の
縮
小
、
な
い
し
王
権
の
抑
制
﹈
を
掲
げ
て
い
る
け
れ
ど

も
、
勝
利
し
た
原
動
力
と
も
い
え
る
、
軍
の
力
を
背
景
と
し
て
、
成
立
し
た
局
面
が
垣
間
見
ら
れ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
条
文
と
し
て
全
て

権
威
主
義
の
み
と
は
い
え
ぬ
側
面
が
あ
る
こ
と
も
認
め
る
。
と
は
い
え
わ
れ
わ
れ
は
、
そ
れ
が
実
態
と
し
て
の
軍
の
優
位
的
側
面
か
ら
も

二
三
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勘
案
し
て
判
断
す
る
視
点
も
必
要
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
わ
れ
わ
れ
は
、『
章
典
』
が
ハ
リ
ン
ト
ン
の
新
憲
法
提
案
の
内
容
か
ら
判
断
す
れ
ば
、
彼
に
よ
っ
て
は
る
か
に
挑
ま

れ
る
要
素
が
多
く
あ
る
と
み
な
す
も
の
で
あ
る
。
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第
四
節　

結
論

わ
れ
わ
れ
は
、
ハ
リ
ン
ト
ン
の
基
本
思
想
が
当
時
の
護
国
卿
制
体
制
に
挑
む
と
い
う
意
味
か
ら
急
進
的
共
和
主
義
で
あ
る
と
考
え
る
。

本
稿
は
、
こ
れ
を
基
本
線
と
し
て
ハ
リ
ン
ト
ン
の
政
治
制
度
思
想
研
究
の
視
角
か
ら
、
彼
の
憲
法
モ
デ
ル
と
そ
の
批
判
対
象
文
書
と
し
て

の
『
統
治
章
典
』
の
対
比
を
論
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
本
節
は
、
そ
れ
ら
の
要
点
を
手
短
に
示
し
つ
つ
、
立
論
の
分
析
結

果
の
筋
道
を
示
し
、
か
つ
補
足
を
加
え
る
こ
と
と
な
る
。

わ
れ
わ
れ
は
ま
ず
、
序
論
に
お
い
て
本
稿
の
問
題
設
定
・
基
本
的
な
仮
説
な
ど
を
示
し
た
。
従
っ
て
本
稿
は
、
ハ
リ
ン
ト
ン
が
当
時
の

強
権
的
に
し
て
不
安
定
な
護
国
卿
制
体
制
に
対
し
て
、
急
進
的
共
和
主
義
思
想
に
基
づ
き
、
か
つ
自
ら
の
思
想
に
沿
っ
た
イ
ギ
リ
ス
﹇
オ

シ
ア
ナ
﹈
共
和
国
憲
法
モ
デ
ル
を
制
定
す
る
よ
う
に
迫
る
と
い
う
。
わ
れ
わ
れ
は
、
ハ
リ
ン
ト
ン
が
自
ら
の
農
地
法
と
公
職
輪
番
制
を
は

じ
め
と
し
た
、
市
民
兵
主
義
や
諸
階
級
の
均
衡
お
よ
び
統
治
の
均
衡
と
抑
制
な
ど
に
重
点
を
置
く
、
上
部
構
造
を
表
す
憲
法
を
実
行
す
る

よ
う
に
護
国
卿
に
勧
告
す
る
と
い
う
課
題
を
設
定
し
た
。

よ
り
具
体
的
に
言
え
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
ま
ず
、
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
の
護
国
卿
制
体
制
の
基
本
的
な
制
度
的
枠
組
み
が
『
統
治
章
典
』
な
ど

に
基
づ
く
も
の
と
措
定
す
る
。
さ
ら
に
『
統
治
章
典
』
の
形
成
の
背
景
が
当
時
の
比
較
的
穏
健
な
立
憲
君
主
制
を
構
想
す
る
、『
基
本
提

案
項
目
』、
お
よ
び
急
進
的
憲
法
改
革
を
志
向
す
る
、『
人
民
協
約
』
な
ど
に
あ
っ
た
と
仮
定
す
る
。
従
っ
て
わ
れ
わ
れ
は
、
第
一
に
こ
の

護
国
卿
制
制
度
を
枠
付
け
る
、『
統
治
章
典
』
の
形
成
と
か
か
わ
る
二
つ
の
憲
法
提
案
文
書
の
論
点
を
示
し
、
か
つ
そ
れ
と
の
関
連
で
そ

の
護
国
卿
制
憲
法
を
検
討
す
る
。
本
稿
は
、『
統
治
章
典
』
に
対
す
る
ハ
リ
ン
ト
ン
の
共
和
国
憲
法
構
想
の
枠
組
み
を
確
認
し
つ
つ
、
か

つ
両
方
の
関
連
を
論
理
化
し
よ
う
と
す
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
日
本
に
お
い
て
今
ま
で
こ
の
関
連
に
つ
い
て
そ
れ
ほ
ど
詳
細
に
は
論
理
化
さ

二
四
三
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れ
て
い
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
る
と
認
識
す
る
も
の
で
あ
る
。

第
二
節
の
「
ハ
リ
ン
ト
ン
の
オ
シ
ア
ナ
共
和
国
憲
法
モ
デ
ル
」
に
お
い
て
、
本
稿
は
、
そ
の
モ
デ
ル
の
論
点
・
基
本
法
を
含
む
基
本
原

理
・
及
び
三
十
条
か
ら
な
る
条
文
の
概
略
を
示
し
た
。
わ
れ
わ
れ
は
、
オ
シ
ア
ナ
共
和
国
モ
デ
ル
を
、
二
つ
の
基
本
法
、
五
つ
の
章
か
ら

な
る
条
文
項
目
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
一
体
的
に
憲
法
の
五
つ
の
基
本
思
想
や
論
点
な
ど
を
含
む
も
の
と
し
て
解
釈
す
る
。
そ
れ
に
つ
い

て
は
、
ハ
リ
ン
ト
ン
の
統
治
機
構
に
は
、
集
団
執
政
部
制
や
議
院
内
閣
制
モ
デ
ル
を
当
て
は
め
、
護
国
卿
制
に
は
一
人
の
執
政
部
モ
デ
ル

や
強
権
型
な
い
し
状
況
即
応
型
の
﹇
士
官
を
含
む
﹈
軍
指
導
型
モ
デ
ル
を
当
て
は
め
よ
う
と
す
る
こ
と
に
関
わ
る
。

イ
ギ
リ
ス
革
命
前
後
期
に
は
、
わ
れ
わ
れ
は
、
王
権
神
授
説
に
基
づ
く
絶
対
君
主
制
論
・
古
来
の
立
憲
制
と
し
て
の
三
位
一
体
﹇
国

王
・
貴
族
院
・
庶
民
院
か
ら
構
成
さ
れ
る
も
の
﹈
的
混
合
立
憲
制
論
・
古
典
的
共
和
制
が
制
度
論
的
に
論
じ
ら
れ
て
い
た
と
想
定
す
る
。

わ
れ
わ
れ
は
、
ハ
リ
ン
ト
ン
の
共
和
主
義
思
想
が
、
当
時
に
お
い
て
絶
対
的
権
力
か
ら
の
自
由
を
中
心
と
し
た
潮
流
の
中
に
あ
っ
た
と
想

定
し
た
。
当
時
の
共
和
主
義
思
想
は
、
君
主
な
き
共
和
制
論
や
民
主
制
論
と
し
て
論
じ
ら
れ
も
し
た
。
か
く
し
て
ハ
リ
ン
ト
ン
に
よ
る
自

ら
の
共
和
主
義
的
制
度
理
論
構
成
は
、
自
ら
の
広
範
な
集
団
指
導
型
の
も
の
と
護
国
卿
制
体
制
を
そ
の
対
比
に
よ
っ
て
示
す
こ
と
が
出
来

る
。第

三
節
は
、「
ハ
リ
ン
ト
ン
の
オ
シ
ア
ナ
共
和
国
憲
法
モ
デ
ル
の
背
景
」
と
題
し
、
ハ
リ
ン
ト
ン
が
自
ら
の
憲
法
モ
デ
ル
の
標
的
と
し

て
の
『
統
治
章
典
』
を
中
心
に
そ
の
論
点
な
ど
を
確
認
し
て
き
た
。
こ
れ
は
、
当
時
の
内
戦
の
混
乱
状
況
の
中
で
、
あ
る
べ
き
統
治
の
制

度
的
枠
組
み
お
よ
び
実
現
可
能
な
も
の
が
探
ら
れ
て
き
た
。
発
効
し
た
憲
法
の
草
案
者
達
﹇
ラ
ン
バ
ー
ト
ら
の
軍
士
官
団
﹈
が
参
考
と
し

た
も
の
に
お
い
て
、
代
表
的
な
も
の
の
う
ち
の
一
つ
が
一
六
四
七
年
の
立
憲
君
主
制
的
に
し
て
実
際
的
な
『
基
本
提
案
項
目
』
で
あ
っ
た
。

『
統
治
章
典
』
が
参
考
と
し
た
も
の
の
う
ち
の
も
う
一
方
は
、
当
時
の
急
進
的
レ
ヴ
ェ
ラ
ー
ズ
に
よ
っ
て
主
張
さ
れ
た
憲
法
改
革
で
あ

二
四
四
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る
と
想
定
し
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
そ
の
両
方
は
本
稿
に
お
い
て
、
実
施
さ
れ
た
『
統
治
章
典
』
の
参
考
と
な
っ
た
こ
と
が
そ
れ
な
り
に

裏
付
け
ら
れ
た
と
み
な
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
前
者
が
一
人
支
配
型
執
政
部
型
﹇
を
含
む
権
力
集
中
﹈
立
憲
制
論
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

そ
し
て
『
統
治
章
典
』
は
、『
人
民
協
約
』
の
急
進
的
な
規
定
、
実
務
的
規
定
、
更
に
は
数
量
的
な
規
定
的
側
面
な
ど
に
つ
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
部
分
的
で
あ
る
が
、
採
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
わ
れ
わ
れ
は
、『
統
治
章
典
』
が
当
時
の
内
戦
状
況
を
反
映
し
た
内
戦
の
処
理
事
項
﹇
軍
事
財
政
国
家
事
項
を
含
む
﹈

が
実
態
的
に
多
い
こ
と
を
示
す
結
果
を
得
た
。
更
に
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
う
し
た
憲
法
形
成
関
連
文
書
を
通
じ
て
、
ハ
リ
ン
ト
ン
が
ど
の
部

分
に
挑
ん
だ
か
に
つ
い
て
、
そ
の
先
行
研
究
の
援
用
も
含
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
わ
れ
わ
れ
の
憲
法
関
連
文
書
の
検
討
に
よ
っ
て
従
来
よ
り
も
、

制
度
的
に
明
ら
か
に
な
っ
た
部
分
を
付
け
加
え
る
も
の
で
あ
る
。

最
後
に
本
稿
は
、
次
の
よ
う
に
結
論
づ
け
る
。
即
ち
、
ま
ず
わ
れ
わ
れ
は
、『
統
治
章
典
』
の
統
治
シ
ス
テ
ム
が
一
人
の
執
政
部
の
名

の
下
で
、
十
数
人
前
後
か
ら
な
る
評
議
会
に
よ
っ
て
補
佐
さ
れ
る
、
執
政
部
を
構
成
す
る
権
力
集
中
型
政
体
（
議
会
を
抑
制
す
る
も
の
）
と

措
定
す
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
そ
れ
を
「
保
守
的
に
し
て
現
実
主
義
な
共
和
制
」
と
名
づ
け
る
。
こ
れ
に
対
す
る
オ
シ
ア
ナ
共
和
国
モ
デ
ル

は
、
市
民
の
自
由
の
た
め
に
、
選
出
議
会
議
員
か
ら
な
る
広
範
な
議
会
主
義
型
統
治
シ
ス
テ
ム
を
前
提
と
し
た
、
執
政
部
権
力
の
抑
制
構

想
で
あ
る
と
み
な
す
。
従
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
の
護
国
卿
制
に
対
し
て
、
ハ
リ
ン
ト
ン
が
オ
シ
ア
ナ
共
和
国
モ
デ
ル
に

よ
っ
て
オ
シ
ア
ナ
の
統
治
原
理
に
従
わ
せ
、
か
つ
ハ
リ
ン
ト
ン
が
新
し
い
オ
シ
ア
ナ
共
和
国
憲
法
を
提
案
す
る
も
の
と
し
て
結
ぶ
こ
と
と

な
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
前
者
に
対
し
て
こ
れ
を
「
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
共
和
主
義
」
と
呼
ぶ
も
の
で
あ
る
。

二
四
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harp, ed., T

h
e E

n
glish
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evellers, C

am
brige, 1999.

・G
. B
urgess et al., eds., E

n
glish

 R
ad

icalism
,1550-1850, C

am
bridge, 2007.

・R
. H
am
m
ersley, T

h
e E

n
glish

 repu
blican

 trad
ition

 an
d

 eigh
teen

th
-cen

tu
ry F

ran
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een
 th

e an
cien

ts an
d

 th
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od
ern

s, 

M
anchester, 2010.

・A
. W
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om
m

on
w

ealth
 to P
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・P
. L
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d
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arliam

en
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rin

g th
e C

rom
w
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 P

rotectorate, C
am
bridge, 2007.

・J.S
. W
heeler, T

h
e M

akin
g of a W

orld
pow

er: W
ar an

d
 M

ilitary R
evolu

tion
 in

 S
even

teen
th

 C
en

tu
ry E

n
glan

d, S
troud, 1999.

・
川
出
良
枝
編
『
主
権
と
自
由
』（
岩
波
講
座
「
政
治
哲
学
﹇
一
﹈」、
岩
波
書
店
、
二
〇
一
四
年
）。

・
浜
林
正
夫
『
増
補
版　

イ
ギ
リ
ス
市
民
革
命
史
』（
未
来
社
、
一
九
七
一
年
）。

・
大
澤
麦
「
オ
リ
ヴ
ァ
・
ク
ロ
ム
ウ
エ
ル
の
護
国
卿
と
成
文
憲
法
」（『
法
学
会
雑
誌
』
第
五
十
六
巻
・
第
一
号
、
二
〇
一
五
年
七
月
）。

・
拙
著
『
ハ
リ
ン
ト
ン
の
急
進
主
義
的
共
和
主
義
研
究
│
抑
制
と
均
衡
の
市
民
的
国
家
制
度
思
想
│
』（
八
千
代
出
版
、
二
〇
一
五
年
）、
ほ
か
。
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ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
初
期
思
想
と
貧
困
の
概
念
（
佐
藤
）

（
三
三
一
）

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
初
期
思
想
と
貧
困
の
概
念

佐　
　

藤　
　

高　
　

尚

一　

は
じ
め
に

二　

近
代
の
政
治
思
想
と
貧
困
問
題

三　

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
貧
困
問
題
と
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
初
期
思
想

四　

む
す
び
に
か
え
て

富
裕
層
と
貧
困
層
の
間
の
不
均
衡
は
、
あ
ら
ゆ
る
共
和
政
体
の
最
も
古
く
て
最
も
致
命
的
な
病
で
あ
る
。

│
│
プ
ル
タ
ル
コ
ス
『
対
比
列
伝

（
1
）

』

貧
困
は
、
人
類
に
対
し
て
、
最
大
の
富
の
必
要
性
す
な
わ
ち
他
の

0

0

人
間
そ
の
も
の
の
必
要
性
を
実
感
と
し
て
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る

受
動
的
な
絆
で
あ
る
。

│
│
カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
『
経
済
学
・
哲
学
草
稿

（
2
）

』

論　

説

二
四
九



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
三
三
二
）

一　

は
じ
め
に

貧
困
は
古
く
て
新
し
い
問
題
で
あ
る
。
時
代
を
問
わ
ず
、
地
域
や
政
治
体
制
を
問
わ
ず
、
絶
え
ず
議
論
の
俎
上
に
上
っ
て
き
た
テ
ー
マ

で
あ
る
。
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
ポ
リ
ス
に
お
け
る
債
務
奴
隷
の
問
題
か
ら
、
近
年
で
は
ピ
ケ
テ
ィ
（P

iketty, T
hom

as: 1971-

）
の
『
二
一
世

紀
の
資
本
』（L

e C
apital au

 X
X

Ie siècle, 2013

）
に
よ
り
喚
起
さ
れ
た
論
争
ま
で
、
幅
広
い
思
索
と
そ
の
知
的
蓄
積
と
が
、
我
々
の
眼
前

に
は
存
在
し
て
い
る
。
現
代
の
日
本
に
お
い
て
も
、
ワ
ー
キ
ン
グ
・
プ
ア
の
問
題
化
、
生
活
保
護
受
給
世
帯
の
増
大
、
そ
し
て
子
供
の
貧

困
を
め
ぐ
る
問
題
等
々
が
顕
在
化
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、
貧
困
を
め
ぐ
る
問
題
は
、
普
遍
性
を
備
え
て
い
る
と
い
っ
て
も
よ
い
で
あ

ろ
う
。
本
稿
で
は
、
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
（S

m
ith, A

dam
: 1723-90

）
の
初
期
思
想
の
中
か
ら
、
貧
困
の
問
題
を
考
え
る
上
で
の
種
々
の
手

が
か
り
を
探
し
た
い
と
思
う
。
彼
が
貧
困
の
問
題
を
ど
う
考
え
、
ど
う
対
峙
し
た
の
か
を
、
初
期
の
思
想
に
焦
点
を
当
て
て
明
ら
か
に
し

た
い
と
思
う
。

そ
の
前
に
、
貧
困
に
か
か
わ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
一
般
に
つ
い
て
、
目
を
向
け
た
い
。
な
に
が
貧
困
の
問
題
の
ポ
イ
ン
ト
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

ま
た
、
そ
も
そ
も
ど
の
よ
う
な
基
準
を
も
っ
て
、「
貧
困
」
と
判
断
し
た
り
認
識
し
た
り
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

貧
困
問
題
を
一
つ
の
観
点
か
ら
の
み
ア
プ
ロ
ー
チ
し
た
り
、
ま
た
一
義
的
に
定
義
づ
け
よ
う
と
し
た
り
す
る
試
み
は
困
難
を
極
め
る
。

た
と
え
ば
、
所
得
を
中
心
と
す
る
格
差
問
題
は
、
一
見
す
る
と
貧
困
問
題
そ
の
も
の
と
は
認
識
し
難
い
か
も
し
れ
な
い
。
も
っ
と
も
、
そ

の
格
差
が
社
会
に
お
い
て
人
々
が
許
容
し
え
な
く
な
る
ほ
ど
の
も
の
と
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
解
決
が
求
め
ら
れ
る
場
合
は
、
政
治

的
課
題
と
し
て
貧
困
問
題
が
現
出
し
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
他
方
、
一
つ
の
社
会
の
中
で
、
格
差
が
な
い
ケ
ー
ス
を
想
定
し
て
み
よ
う
。

二
五
〇



ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
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初
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貧
困
の
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念
（
佐
藤
）

（
三
三
三
）

ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
に
お
い
て
は
、
日
本
よ
り
ジ
ニ
係
数
が
低
く
、
よ
っ
て
日
本
よ
り
所
得
格
差
が
小
さ
い
国
家
が
複
数
存
在
し
て
い
る
。

も
っ
と
も
、
こ
う
し
た
事
例
は
、
た
と
え
社
会
の
中
で
の
格
差
が
少
な
く
と
も
、
そ
の
原
因
が
構
成
員
に
お
け
る
貧
困
層
が
多
い
が
故
の

ケ
ー
ス
と
い
え
よ
う
。
さ
ら
に
、
先
進
国
と
途
上
国
と
の
格
差
に
目
を
む
け
る
と
き
、
途
上
国
に
お
け
る
貧
困
の
問
題
は
看
過
し
え
な
い

課
題
と
し
て
、
広
く
認
識
さ
れ
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
、
南
北
問
題
で
あ
り
、
南
南
問
題
で
あ
り
、
第
四
世
界
の
問
題
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

倫
理
的
な
観
点
か
ら
解
決
す
べ
き
問
題
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
貧
困
が
紛
争
を
誘
発
す
る
と
い
う
「
貧
困
の
罠
」（poverty trap

）
の
観

点
か
ら
は
、
グ
ロ
ー
バ
化
し
た
世
界
に
多
大
な
負
荷
を
課
す
イ
シ
ュ
ー
で
も
あ
る

（
3
）

。
す
な
わ
ち
、
貧
困
は
地
球
規
模
で
考
え
る
べ
き
問
題

（G
lobal Issues （

4
）

）
の
一
つ
な
の
で
あ
る
。
貧
困
を
め
ぐ
る
問
題
は
、
構
造
的
あ
り
、
か
つ
複
合
的
で
重
層
的
な
問
題
群
に
よ
り
構
成
さ
れ

て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
故
に
、
こ
こ
で
は
、
単
一
の
論
点
や
単
一
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
退
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
、
ス
ミ
ス
を
取
り
上
げ
る
意
味
が
見
い
だ
せ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
第
一
に
、
ス
ミ
ス
は
富
の
議
論
だ
け
で
は
な
く
、
貧
困
を
め

ぐ
る
問
題
を
も
時
代
の
課
題
と
認
識
し
、
そ
し
て
両
者
を
踏
ま
え
て
主
張
を
展
開
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
ス
ミ
ス
と
い
え
ば
、「
経
済

学
の
父
」、「
神
の
見
え
ざ
る
手
（invisible hand
）」、『
国
富
論

（
5
）

』（A
n

 In
qu

iry in
to th

e N
atu

re an
d

 C
au

ses of th
e W

ealth
 of N

ation
s,  

1776

）
な
ど
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
思
想
家
で
あ
る
。
上
記
の
キ
ー
ワ
ー
ド
か
ら
考
え
て
、
彼
の
思
想
は
、
自
由
放
任

（laissez-faire

）
に
基
づ
く
楽
観
的
な
予
定
調
和
説
と
、
そ
れ
を
前
提
と
す
る
富
の
増
進
の
議
論
で
あ
る
と
推
察
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
「
富
を
求
め
る
こ
と
」
や
「
豊
か
に
な
る
こ
と
」
と
、
貧
困
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
と
は
同
義
で
は
な
い
。

社
会
全
体
の
富
が
増
大
し
よ
う
と
も
、
そ
の
増
加
分
が
一
部
の
富
裕
層
に
の
み
も
た
ら
さ
れ
る
よ
う
な
場
合
、
す
な
わ
ち
水
滴
効
果
や
再

分
配
が
不
十
分
な
場
合
は
、
貧
困
が
解
決
さ
れ
た
と
言
い
得
る
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
そ
も
そ
も
「
見
え
ざ
る
手
」

に
よ
り
、
予
定
調
和
で
問
題
が
解
決
す
る
の
な
ら
ば
、「
貧
困
」
だ
け
で
は
な
く
、「
富
」
の
問
題
を
も
論
じ
る
必
要
性
が
な
い
こ
と
に
な

二
五
一
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る
。
し
か
も
、
ス
ミ
ス
に
よ
る
「
目
え
ざ
る
手
」
の
言
及
自
体
、『
国
富
論
』
で
は
一
度
の
み
な
の
で
あ
る
（W

N
, IV

.ii.9

）。

第
二
に
、
ス
ミ
ス
の
倫
理
的
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。
ス
ミ
ス
は
「
道
徳
哲
学
」
の
講
義
を
担
当
し
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
は
現
在
の
倫

理
学
に
相
当
す
る
。
こ
の
講
義
に
基
づ
き
書
か
れ
た
の
が
、『
道
徳
感
情
論
』（T

h
e T

h
eory of M

oral S
en

tim
en

ts, 1759

）
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
、『
国
富
論
』
の
前
提
に
は
倫
理
学
と
し
て
の
『
道
徳
感
情
論
』
が
あ
り
、
こ
の
前
提
を
踏
ま
え
る
こ
と
で
、
富
と
貧
困
に
関
わ

る
問
題
を
総
体
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
現
代
に
お
い
て
様
々
に
分
岐
す
る
貧

困
問
題
の
諸
論
点
を
考
え
る
上
で
有
用
な
も
の
と
な
り
え
よ
う
。

第
三
に
、
倫
理
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
と
る
が
ゆ
え
の
、
規
範
性
・
普
遍
性
・
現
代
性
で
あ
る
。
倫
理
的
ア
プ
ロ
ー
チ
が
と
ら
れ
る
こ
と
で
、

ス
ミ
ス
に
お
い
て
貧
困
は
解
決
さ
れ
る
べ
き
課
題
と
し
て
認
識
さ
れ
う
る
。
し
か
も
、
そ
の
論
究
が
英
国
に
限
定
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、

人
間
本
来
の
在
り
方
を
探
求
す
る
と
い
う
形
で
展
開
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
ス
ミ
ス
の
議
論
は
偏
狭
性
や
パ
ロ
キ
ア
リ
ズ
ム
を
超

え
た
普
遍
性
を
獲
得
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
ス
ミ
ス
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
空
間
的
に
拘
束
さ
れ
え
な
い
だ
け
で
は
な
く
、
時
間

的
時
代
的
に
も
一
八
世
紀
を
超
え
る
可
能
性
を
示
し
て
い
る
と
も
い
え
る
。
ス
ミ
ス
の
議
論
は
、
現
代
に
お
い
て
も
議
論
す
る
に
十
分
値

す
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

他
方
、
本
稿
で
検
討
す
る
ス
ミ
ス
の
議
論
は
、『
道
徳
感
情
論
』
を
中
心
と
し
て
初
期
思
想
に
限
定
さ
れ
る
。
初
期
の
思
想
に
焦
点
を

当
て
る
こ
と
に
は
、
次
の
意
義
が
見
い
だ
せ
よ
う
。

第
一
に
彼
の
思
想
の
、
そ
し
て
の
ち
の
『
国
富
論
』
に
つ
な
が
る
議
論
の
出
発
点
を
探
る
企
図
で
あ
る
。
こ
れ
は
単
に
、
出
発
点
を
確

認
す
る
作
業
で
は
な
い
。
特
に
『
道
徳
感
情
論
』
は
、
そ
の
後
の
思
想
展
開
の
構
想
を
前
提
と
し
て
お
り
、
当
初
か
ら
『
法
学
講
義
』
や

『
国
富
論
』
と
の
連
関
を
意
識
し
た
著
作
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
初
期
思
想
の
探
求
は
、
貧
困
に
か
か
わ
る
問
題
を
、
ど
の
よ
う
に
包
括
的

二
五
二
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に
ま
た
学
際
的
に
も
考
察
し
う
る
の
か
に
つ
い
て
の
枠
組
み
を
検
討
す
る
作
業
で
あ
り
、
ス
ミ
ス
が
ど
う
全
体
的
な
構
想
を
描
い
た
か
を

確
認
す
る
作
業
で
も
あ
る
。

ま
た
、『
道
徳
感
情
論
』
は
、
議
論
の
出
発
点
で
も
あ
り
基
礎
で
も
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
ス
ミ
ス
は
『
道
徳
感
情
論
』
を
刊
行
後
も
、

生
前
何
度
も
加
筆
を
し
た
り
削
除
を
し
た
り
、
修
正
を
行
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
ス
ミ
ス
は
『
国
富
論
』
に
つ
い
て

も
、
同
様
の
作
業
を
行
っ
て
い
る
。
両
著
作
は
、
片
や
倫
理
学
の
著
作
で
あ
り
、
片
や
経
済
学
の
著
作
で
あ
る
。
確
か
に
一
見
す
る
と
、

両
者
は
別
々
の
著
作
に
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
上
記
の
改
訂
作
業
を
考
慮
に
入
れ
る
な
ら
ば
、
両
著
作
は
相
互
に
関
連
し
た

も
の
と
し
て
み
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
ス
ミ
ス
は
『
道
徳
感
情
論
』
執
筆
時
、
そ
し
て
『
国
富
論
』
執
筆
時
に
、
そ
れ
ぞ
れ
別
人
格
に

な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
両
著
の
改
定
作
業
の
中
で
の
両
者
の
「
相
互
通
行
」、
す
な
わ
ち
そ
れ
ぞ
れ
に
影
響
を
与
え
な
が
ら
、
全
体
と

し
て
ス
ミ
ス
の
思
想
は
練
成
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
彼
の
倫
理
学
は
、
い
わ
ば
鉄
が
叩
か
れ
る
こ
と
で
鍛
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
経
済
学

に
よ
り
そ
の
地
金
が
鍛
え
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

加
え
て
、
ス
ミ
ス
の
思
考
枠
組
み
の
起
源
を
辿
る
作
業
は
、「
富
と
徳
」（W

ealth and V
irtue

）
と
い
う
分
析
枠
組
み
の
再
検
討
の
意

義
を
も
含
有
す
る
。
ホ
ン
ト
（H

ont, Istvan: 1947-2013
）
と
イ
グ
ナ
テ
ィ
エ
フ
（Ignatieff , M

ichael: 1947-

）
に
よ
る
『
富
と
徳
』（W

ealth
 

an
d

 V
irtu

e, 1983 （
6
）

）
の
刊
行
以
来
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
啓
蒙
（the S

cottish enlightenm
ent

）
を
論
じ
る
問
題
設
定
は
、「
富
と
徳
」
の
枠

組
み
を
少
な
か
ら
ず
前
提
と
し
て
い
る
。「
富
」
と
「
徳
」
を
対
立
す
る
も
の
と
み
な
す
か
否
か
│
│
こ
れ
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
諸
思

想
を
分
類
す
る
一
つ
の
指
標
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ
が
一
面
で
は
有
用
性
を
持
ち
う
る
こ
と
は
肯
首
し
う
る
が
、
こ
の

問
題
設
定
自
体
が
、
議
論
を
単
純
化
し
て
い
る
面
も
否
定
で
き
な
い
。
貧
困
に
関
わ
る
問
題
を
検
討
す
る
と
き
、
上
記
の
視
点
で
は
包
括

し
え
な
い
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
知
識
人
の
思
想
課
題
が
明
ら
か
と
な
ろ
う
。

二
五
三
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以
下
で
は
、
ま
ず
初
期
近
代
以
降
の
貧
困
問
題
が
、
ど
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
て
い
た
の
か
を
辿
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
ス
ミ
ス
以
前
の
議

論
を
踏
ま
え
た
上
で
、
次
に
『
道
徳
感
情
論
』
を
中
心
と
し
た
ス
ミ
ス
の
議
論
を
検
討
す
る
。
最
後
に
、
そ
の
後
の
ス
ミ
ス
の
思
想
展
開
、

お
よ
び
貧
困
を
め
ぐ
る
問
題
の
思
想
史
的
展
開
を
概
観
し
た
上
で
、
ス
ミ
ス
の
現
代
的
意
義
を
探
る
こ
と
と
し
た
い
。

二　

近
代
の
政
治
思
想
と
貧
困
問
題

ス
ミ
ス
の
思
想
を
検
討
す
る
前
に
、
準
備
段
階
と
し
て
、
ス
ミ
ス
以
前
に
貧
困
を
め
ぐ
る
問
題
が
ど
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
て
き
た
の
か

を
、
ま
ず
は
確
認
し
て
生
き
た
い
。
以
下
で
は
、
初
期
近
代
以
降
の
貧
困
に
関
わ
る
議
論
を
、
英
国
を
中
心
に
見
て
い
く
。

貧
困
の
問
題
を
喫
緊
の
政
治
課
題
と
し
て
受
け
止
め
、
そ
し
て
格
闘
し
た
代
表
的
思
想
家
と
し
て
、
ト
モ
ス
・
モ
ア
（M

ore, T
hom

as: 

1478-1535

）
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
彼
の
主
著
『
ユ
ー
ト
ピ
ア
』（U

topia, 1516

）
の
前
半
で
語
ら
れ
る
諸
問
題
の
中
で
も
、
貧
困
の
問
題
は
、

犯
罪
か
ら
戦
争
ま
で
、
様
々
な
問
題
と
関
連
を
有
す
る
課
題
と
し
て
描
か
れ
て
い
る

（
7
）

。
貧
困
問
題
は
、
い
わ
ば
、
社
会
の
構
造
的
問
題
と

し
て
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
社
会
情
勢
を
生
み
だ
す
原
因
の
一
つ
が
、「
羊
が
人
間
を
食
う

（
8
）

」
と
い
う
表
現
で
形
容
さ
れ

る
「
囲
い
込
み
」（enclosure

）
で
あ
る
。
も
は
や
貧
困
問
題
は
、
社
会
に
お
い
て
看
過
し
え
な
い
問
題
で
あ
り
、
こ
れ
を
放
置
し
た
り
、

ま
た
は
貧
民
を
罰
し
た
り
す
る
の
み
で
は
解
決
し
え
な
い
問
題
と
認
識
さ
れ
て
い
る

（
9
）

。
こ
う
し
た
段
階
で
は
、
各
自
の
自
己
努
力
に
期
待

す
る
の
み
で
は
、
ま
た
、
貧
民
の
自
己
責
任
と
し
て
処
理
す
る
の
み
で
は
問
題
を
解
決
し
え
な
い
。「
不
正
と
貧
困
の
根
本
原
因
」
を
明

ら
か
に
し

（
10
）

、
そ
れ
を
総
体
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
、
モ
ア
の
企
図
と
し
て
見
い
出
せ
る
。
そ
れ
が
故
に
、
問
題
の
解
決
策
と
し
て
は
、
抜

本
的
な
国
制
の
改
革
が
要
請
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
れ
は
『
ユ
ー
ト
ピ
ア
』
の
後
半
部
分
で
描
か
れ
て
い
る
内
容
で
あ
る
。
そ
こ
で
述

べ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
た
と
え
ば
、
私
有
財
産
を
廃
止
し

（
11
）

、
農
耕
を
中
心
と
し
た
原
始
共
産
制
と
も
い
え
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

二
五
四
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社
会
が
構
想
さ
れ
る
の
は
、
前
述
の
囲
い
込
み
に
加
え
、
ペ
ス
ト
の
流
行

（
12
）

に
よ
り
労
働
力
人
口
が
大
幅
に
減
少
し
て
い
る
と
い
う
要
因
も

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
あ
る
種
の
共
産
制
に
よ
る
貧
困
問
題
の
解
決
は
、
社
会
の
維
持
を
困
難
に
さ
せ
る
ほ
ど
の
貧
困
に

つ
い
て
、
そ
の
改
善
を
意
図
す
る
も
の
で
あ
り
、
た
と
え
ば
経
済
成
長
に
よ
り
、
社
会
を
不
断
に
富
裕
化
し
て
い
く
と
い
う
構
想
と
は
別

物
で
あ
る
。『
ユ
ー
ト
ピ
ア
』
お
い
て
は
、
貧
困
問
題
の
解
決
そ
れ
自
体
が
主
要
な
課
題
な
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
貧
困
を
解
決
す
る
ア

プ
ロ
ー
チ
と
、
豊
か
さ
を
目
指
す
ア
プ
ロ
ー
チ
と
は
、
そ
も
そ
も
異
な
る
分
析
手
法
で
あ
る
し
、
ま
た
そ
の
解
決
策
も
異
な
る
手
法
が
必

要
と
な
る
。
理
想
郷
と
し
て
の
「
ユ
ー
ト
ピ
ア
」
で
は
、
人
々
は
そ
れ
ほ
ど
金
銭
欲
が
な
い
も
の
と
し
て
描
写
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も

（
13
）

、

モ
ア
の
志
向
性
や
方
向
性
が
読
み
取
れ
る
で
あ
ろ
う
。
貧
困
問
題
は
、
豊
か
さ
に
よ
っ
て
埋
め
合
わ
さ
れ
る
類
の
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ

は
、
一
種
の
共
産
制
に
よ
り
、
も
し
く
は
別
の
表
現
を
す
れ
ば
、「
政
治
的
徳
」（civic virtue

）
を
と
も
な
う
共
和
主
義
（republicanism

）

の
観
点

（
14
）

か
ら
解
決
さ
れ
る
べ
き
問
題
と
な
る
。

貧
困
を
解
決
す
べ
き
政
治
的
課
題
と
し
て
認
識
す
る
方
向
性
は
、
モ
ア
以
後
も
持
続
す
る
。
し
か
し
、
貧
困
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、

異
な
る
位
相
を
示
し
始
め
る
。
例
え
ば
、
ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
（L

ocke, John: 1632-1704

）
は
『
統
治
二
論
』（T

w
o T

reatises of 

G
overn

m
en

t, 1690

）
の
中
で
、
労
働
に
よ
る
「
固
有
権
」（property

）
を
土
地
の
共
有
に
優
越
す
る
も
の
と
し
て
い
る

（
15
）

。
そ
こ
で
は
、
豊

か
な
土
地
を
持
ち
な
が
ら
貧
し
い
状
態
あ
る
ア
メ
リ
カ
諸
部
族
が
、
土
地
共
有
の
反
証
例
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る

（
16
）

。
ロ
ッ
ク
に
お
い
て
、

皆
が
貧
し
い
状
況
で
も
共
存
し
う
る
社
会
は
、
人
々
は
単
純
な
生
活
様
式
を
維
持
し
て
お
り
、
よ
っ
て
統
治
の
役
割
も
限
定
さ
れ
て
い
る

状
態
で
あ
る
。
ロ
ッ
ク
は
、
こ
の
状
況
の
例
と
し
て
、
前
述
の
ア
メ
リ
カ
原
住
民
に
加
え
、
ア
ジ
ア
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
初
期
の
時
代
を
も

示
し
、
そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
は
、
し
ば
し
ば
君
主
制
を
採
用
す
る
こ
と
も
当
然
で
あ
っ
た
と
す
る

（
17
）

。
換
言
す
れ
ば
、
ロ
ッ
ク
に
お
い

て
、
モ
ア
の
主
張
す
る
共
産
制
は
原
始
的
な
社
会
に
お
い
て
の
み
存
在
す
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
未
発
達
が
故
に
貧
困
に
留
ま
っ
て
い
る

二
五
五
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社
会
な
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
共
産
制
で
は
貧
困
は
解
決
し
え
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
。
で
は
、
ロ
ッ
ク
は
、
政
治
社
会
樹
立
後
に
成
立

し
う
る
貧
困
解
決
の
方
策
を
提
供
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
│
│
答
え
は
否
で
あ
る
。
ロ
ッ
ク
は
、
立
法
部
が
貧
富
の
差
に
よ
ら
ず
等
し
く
扱

う
べ
き
こ
と
、
ま
た
貧
し
い
者
だ
け
に
厳
し
い
処
遇
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
こ
と
を
、
せ
い
ぜ
い
述
べ
る
の
み
で
あ
る

（
18
）

。
そ
こ
に
は
、

社
会
を
根
本
的
に
変
革
し
て
、
貧
困
問
題
を
解
消
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
は
み
ら
れ
な
い
。
リ
ヴ
ェ
ラ
ー
ズ
（L

evellers

）
や
デ
ィ
ッ
ガ
ー

ズ
（D

iggers

）
ら
の
動
き
に
比
す
な
ら
ば
、
ロ
ッ
ク
の
貧
困
問
題
に
対
す
る
対
応
は
消
極
的
に
も
見
え
る
。
労
働
投
下
に
よ
る
固
有
権
の

議
論
を
前
提
と
し
、
こ
れ
を
援
用
す
る
な
ら
ば
、
貧
困
の
原
因
は
個
人
に
還
元
さ
れ
、
そ
の
問
題
の
解
決
は
「
自
己
責
任
」
の
も
と
に
な

さ
れ
る
べ
き
も
の
と
な
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
も
っ
と
も
、
確
か
に
ロ
ッ
ク
に
お
い
て
積
極
的
な
貧
困
解
決
の
取
り
組
み
は
示
さ
れ
な
い

が
、
他
方
で
、
豊
か
さ
の
増
進
が
貧
困
を
補
い
、
こ
れ
を
解
決
す
る
と
い
う
立
場
も
取
ら
れ
て
は
い
な
い
。
こ
の
後
者
の
立
ち
位
置
は
、

モ
ア
に
お
い
て
も
、
ロ
ッ
ク
に
お
い
て
も
、
共
有
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

『
ロ
ビ
ン
ソ
ン
・
ク
ル
ー
ソ
ー
』（R

obin
son

 C
ru

soe, 1719

）
の
著
者
で
あ
る
デ
フ
ォ
ー
（D

efoe, D
aniel: 1660-1731

）
に
至
っ
て
は
、

そ
の
名
も
『
施
し
物
は
慈
善
に
は
な
ら
ず
、
貧
民
の
雇
用
は
国
民
の
不
満
の
種
に
な
る
こ
と
』（G

ivin
g A

lm
s n

o C
h

arity an
d

 

E
m

ployin
g th

e P
oor A

 G
rievan

ce to th
e N

ation, 1704 （
19
）

）
を
表
し
て
い
る
。
彼
は
、
貧
民
が
救
貧
院
な
ど
に
保
護
さ
れ
、
怠
惰
に
そ
し

て
贅
沢
に
も
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
こ
う
し
た
貧
民
を
保
護
す
る
政
策
を
や
め
る
こ
と
が
、
交
易
や
人
々
を
破
滅
さ
せ
る
恐
怖
を
回
避
し

う
る
と
す
る
。
貧
困
問
題
は
、
積
極
的
に
社
会
が
関
与
す
る
こ
と
に
よ
り
解
決
す
る
問
題
な
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
放
置
す
べ
き
問
題
と

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
マ
ン
デ
ヴ
ィ
ル
（M

andeville, B
ernard: 1670-1733

）
も
、『
蜂
の
寓
話
』（T

h
e F

able of th
e B

ees, 1714

）
で
同
様

の
見
解
を
述
べ
る
。
貧
民
は
「
困
窮
し
な
け
れ
ば
け
っ
し
て
仕
事
を
し
な
い
で
あ
ろ
う
」
し

（
20
）

、
彼
ら
の
仕
事
に
教
育
は
役
立
た
な
い
の
で

不
要
で
あ
り
、
よ
っ
て
貧
乏
人
に
特
に
配
慮
は
不
要
で
あ
り
有
害
で
も
あ
る
。
苦
難
を
伴
う
汚
い
労
働
と
粗
末
な
暮
ら
し
に
耐
え
る
こ
と

二
五
六
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が
で
き
る
の
が
貧
乏
人
で
あ
り
、
彼
ら
は
近
代
社
会
に
お
け
る
い
わ
ば
奴
隷
と
し
て
社
会
の
幸
福
と
安
寧
に
必
要
な
も
の
と
さ
れ
る
の
で

あ
る

（
21
）

。
デ
フ
ォ
ー
に
し
ろ
、
マ
ン
デ
ヴ
ィ
ル
に
し
ろ
、
こ
こ
に
は
も
は
や
貧
困
に
苦
し
む
人
々
を
社
会
的
に
包
摂
す
る
寛
容
な
姿
勢
は
見

い
だ
せ
な
い
。
そ
れ
と
は
逆
に
、
貧
し
い
人
々
に
む
し
ろ
過
酷
な
状
況
を
強
い
る
こ
と
こ
そ
が
、「
公
益
0

0

」（P
u

blick B
en

efi ts

）
に
資
す

る
も
の
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
み
て
く
る
と
、
近
代
英
国
に
お
い
て
、
貧
困
が
重
要
な
問
題
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
そ
れ
へ
の

対
応
は
、
多
様
な
見
方
が
存
在
し
て
い
た
。
モ
ア
は
社
会
の
根
本
的
な
変
革
を
唱
え
、
ロ
ッ
ク
は
貧
富
の
別
な
き
対
応
を
主
唱
し
、
デ

フ
ォ
ー
と
マ
ン
デ
ヴ
ィ
ル
は
貧
困
層
へ
の
苛
烈
な
対
応
を
求
め
た
。
他
方
で
、
彼
ら
は
い
ず
れ
も
、
社
会
が
豊
か
に
な
る
こ
と
で
、
そ
の

豊
か
さ
が
貧
し
さ
を
補
填
し
、
問
題
を
解
決
す
る
と
も
考
え
な
か
っ
た
。
ス
ミ
ス
は
、
こ
う
し
た
種
々
の
貧
困
に
関
わ
る
問
題
把
握
の
諸

相
を
、
い
か
に
受
け
止
め
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
節
で
み
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

三　

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
貧
困
問
題
と
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
初
期
思
想

近
代
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
い
て
も
、
貧
困
問
題
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
っ
た
。
す
で
に
十
六
世
紀
後
半
に
お
い
て
は
、
貧
困
問
題
の
解

決
が
長
老
会
か
ら
議
会
に
度
々
は
た
ら
き
か
け
ら
れ

（
22
）

、
次
世
紀
に
な
る
と
、
救
貧
院
に
よ
り
貧
し
い
人
々
を
管
理
下
に
置
こ
う
と
さ
ま
ざ

ま
な
手
段
が
と
ら
れ
て
い
た

（
23
）

。
な
ぜ
な
ら
、
彼
ら
は
、
大
逆
罪
、
殺
人
な
ど
の
最
も
深
刻
な
犯
罪
で
告
発
さ
れ
、
拷
問
に
か
け
ら
れ
う
る

存
在
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る

（
24
）

。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
抱
え
る
困
窮
が
、
後
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
の
議
会
連
合

（
一
七
〇
七
年
）
の
一
つ
の
論
点
と
な
る
。
こ
う
し
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
苦
境
を
語
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。
た
と

え
ば
、
ペ
テ
ィ
（P

etty, W
illiam

: 1623-87

）
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
を
役
に
立
た
な
い
存
在
と
し
、
ハ
イ
ラ
ン
ド
を
切
り
捨
て
る
べ
き

二
五
七



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
三
四
〇
）

だ
と
唱
え

（
25
）

、
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
（Johnson, S

am
uel: 1709-84

）
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
は
馬
の
餌
と
な
る
カ
ラ
ス
麦
を
、
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
は
人
間
が
食
べ
て
い
る
と
揶
揄
し
た

（
26
）

。
ス
ミ
ス
は
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
食
堂
で
、
こ
ん
な
に
立
派
な
肉
は
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
は
な
い
の
で
早
く
食
べ
た
方
が
よ
い
と
給
仕
に
嘲
弄
さ
れ
た
と
さ
れ
る

（
27
）

。

こ
こ
で
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
知
識
人
が
貧
困
問
題
を
語
る
と
き
、
と
も
に
用
い
ら
れ
る
表
現
が
「
奢
侈
」（luxury

）
な
の
で
あ
る
。
そ
れ

は
過
度
な
富
の
獲
得
と
集
中
を
意
味
す
る
だ
け
で
な
く
、
多
く
の
人
が
貧
困
に
喘
い
で
い
る
状
況
と
背
中
合
わ
せ
で
あ
る
こ
と
を
も
意
味

し
て
い
た
。
奢
侈
と
貧
困
は
、
表
裏
一
体
の
課
題
で
あ
っ
た
。
貧
富
の
格
差
の
拡
大
が
社
会
に
お
い
て
許
容
し
え
な
く
な
る
状
況
を
眼
前

に
し
、
解
決
す
べ
き
は
「
貧
」
と
「
富
」
と
の
そ
れ
ぞ
れ
へ
の
対
応
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
ら
は
同
時
に
一
体
性
を
も
っ
て
扱
わ
れ
る
べ
き

も
の
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
フ
レ
ッ
チ
ャ
ー
（F

letcher, A
ndrew

: 1653-1716

）
は
前
者
に
対
し
て
は
「
ダ
リ
エ
ン
計
画
」（D

arien 

V
enture

）
に
よ
る
貿
易
を
示
し
、
後
者
に
関
し
て
は
、
い
わ
ゆ
る
「
家
内
奴
隷
制
」（dom

estic slavery （
28
）

）
を
主
張
す
る
。
後
者
は
、
土
地

所
有
者
が
浮
浪
者
の
受
け
入
れ
義
務
を
負
う
も
の
で
あ
り
、
そ
の
位
置
づ
け
は
法
の
保
護
の
も
と
自
由
を
獲
得
し
て
い
る
が
ゆ
え
に
奴
隷

と
は
区
別
さ
れ
、
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
全
体
の
た
め
に
資
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
が
ゆ
え
に
「
雇
用
使
用
人
」（hired servant

）
と
も
区

別
さ
れ
て
い
る
。
貧
困
を
め
ぐ
る
問
題
は
、
社
会
全
体
で
対
応
す
べ
き
問
題
で
あ
り
、
公
的
に
メ
リ
ッ
ト
を
も
た
ら
す
形
で
解
決
策
が
構

想
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、「
富
と
徳
」
と
い
う
枠
組
み
は
適
用
し
が
た
い
。
む
し
ろ
、
上
述
の
問
題
設
定
は
、
行
き
過
ぎ
た
奢

侈
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
文
明
批
判
を
展
開
し
た
ル
ソ
ー
（R

ousseau, Jean-Jacques, 1712-78 （
29
）

）
に
こ
そ
、
そ
の
共
通
性
を
求
め
る
こ
と
が

で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
こ
と
は
、
ス
ミ
ス
の
最
初
の
著
作
物
で
あ
る
、『
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
評
論
』（E

d
in

bu
rgh

 R
eview

）
へ
の
寄
稿
文
に
よ
り
証
明
さ
れ

え
よ
う
。
彼
は
、「『
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
評
論
』
同
人
へ
の
手
紙
」（‘A

 L
etter to the A

uthors of the E
d

in
bu

rgh
 R

eview
, ’ 1756

）
の
中
で
、

二
五
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ル
ソ
ー
の
『
人
間
不
平
等
起
源
論
』（D

iscou
rs su

r l'origin
e et les fon

d
em

en
ts d

e l'in
égalité parm

i les h
om

m
es, 1755

）
を
長
文
で
数

か
所
に
わ
た
り
、
引
用
し
て
い
る
（cf. E

S
P, pp. 255-6

）。
そ
こ
で
ス
ミ
ス
が
注
目
す
る
の
は
、
文
明
の
進
展
に
よ
り
、
不
平
等
が
も
た

ら
さ
れ
、
人
々
が
隷
属
状
態
に
置
か
れ
る
様
子
で
あ
る
（E

S
P
, pp. 251-254

）。
文
明
が
進
展
す
る
の
に
反
比
例
す
る
か
の
よ
う
に
、

人
々
の
自
由
は
奪
わ
れ
奴
隷
の
よ
う
な
状
態
に
陥
る
。
し
か
し
、
こ
れ
を
も
っ
て
、
ス
ミ
ス
は
、
ル
ソ
ー
か
ら
文
明
化
の
過
程
が
人
間
に

も
た
ら
す
歪
み
や
、
私
有
財
産
制
の
矛
盾
を
学
ん
だ
と
す
る
の
み
で
は
、
不
十
分
で
あ
ろ
う

（
30
）

。
彼
は
、
長
文
の
引
用
を
す
る
前
に
、
ル

ソ
ー
と
マ
ン
デ
ヴ
ィ
ル
と
を
な
ら
べ
て
、
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

「
両
者
に
よ
れ
ば
、
人
類
の
間
で
現
在
の
不
平
等
を
維
持
し
て
い
る
正
義
の
諸
法
は
、
も
と
も
と
、
狡
猾
な
人
々
と
強
力
な
人
々
が
、

彼
ら
以
外
の
同
胞
被
造
物
に
対
し
て
不
自
然
で
不
正
な
（unnatural and unjust

）
優
越
性
を
維
持
あ
る
い
は
獲
得
す
る
た
め
の
発
明
物
で

あ
っ
た
。」（E

S
P
, p. 251.

）

ス
ミ
ス
が
、
ル
ソ
ー
と
マ
ン
デ
ヴ
ィ
ル
に
見
る
の
は
、
不
平
等
が
現
存
の
制
度
に
よ
っ
て
、
再
生
産
さ
れ
て
い
く
過
程
で
あ
る
。
既
存

の
制
度
は
、
一
部
の
人
間
に
の
み
有
利
に
は
た
ら
き
、
既
得
権
益
を
維
持
・
拡
大
さ
せ
る
機
能
を
果
た
し
て
い
る
。
眼
前
の
社
会
で
は
、

不
平
等
を
拡
大
再
生
産
す
る
諸
制
度
が
す
で
に
社
会
に
埋
め
込
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。「
私
悪
は
公
益
」（P

rivate V
ices, P

ublick 

B
enefi ts

）
と
す
る
マ
ン
デ
ヴ
ィ
ル
の
立
場
な
ら
ば
、
こ
の
よ
う
な
状
況
は
、
む
し
ろ
是
認
す
べ
き
と
こ
ろ
と
な
る
。
し
か
し
、
ル
ソ
ー

と
ス
ミ
ス
は
異
な
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を
と
る
。
前
者
は
『
社
会
契
約
論
』（D

u
 C

on
trat S

ocial, ou
, P

rin
cipes d

u
 d

roit politiqu
e, 1762

）

に
よ
り
教
育
を
含
め
た
抜
本
的
な
改
革
を
構
想
し
た
。
後
者
は
、
上
述
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
三
年
後
に
、
倫
理
学
の
観
点
か
ら
課
題
解
決

二
五
九
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の
道
を
探
っ
て
い
く
。
そ
れ
が
『
道
徳
感
情
論

（
31
）

』
な
の
で
あ
る
。

ス
ミ
ス
が
、
ま
ず
貧
困
の
問
題
を
取
り
上
げ
る
の
は
、
深
い
困
苦
に
よ
る
強
い
「
共
感
」（sym

pathy

）
の
一
例
で
あ
る
（T

M
S
, I.ii.5.4

）。

人
が
災
厄
に
苦
し
ん
で
い
る
場
合
、
そ
し
て
ひ
ど
い
不
運
の
結
果
と
し
て
貧
困
・
病
気
・
不
名
誉
な
ど
を
被
る
よ
う
な
場
合
、
友
人
の
真

剣
な
共
感
を
期
待
し
て
よ
い
し
、
彼
ら
の
親
切
心
に
頼
っ
て
も
よ
い
と
さ
れ
る
。
ス
ミ
ス
に
お
い
て
、
貧
困
は
人
々
を
分
断
す
る
も
の
で

は
な
い
。
む
し
ろ
、
人
々
を
つ
な
ぐ
契
機
と
な
り
う
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
貧
困
の
放
置
で
も
、
社
会
の
劇
的
な
改
革
も
志

向
さ
れ
て
い
な
い
。
困
苦
に
よ
り
結
び
つ
い
た
関
係
性
が
、
問
題
を
解
決
す
る
導
き
手
と
し
て
想
定
さ
れ
て
い
る
。

も
っ
と
も
、
多
く
の
人
は
、
自
ら
の
貧
困
状
況
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
は
し
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
そ
の
こ
と
自
体
が
耐
え
が
た
い
か

ら
で
あ
り
、
ま
た
た
と
え
公
に
し
て
も
自
分
の
気
持
ち
の
半
分
も
理
解
し
て
く
れ
な
い
と
想
像
す
る
か
ら
で
あ
る
。
貧
困
状
態
は
、
現
在

で
い
う
と
こ
ろ
の
「
社
会
的
な
孤
立
」（social isolation

）
を
生
じ
さ
せ
る
。
貧
困
自
体
を
恥
じ
入
り
、
ま
た
そ
れ
に
関
す
る
同
胞
感
情

が
得
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
く
る
無
念
さ
が
、
貧
し
い
人
々
か
ら
希
望
を
奪
い
、
ま
た
意
欲
を
失
わ
せ
気
持
ち
を
萎
え
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

も
し
、
前
述
の
よ
う
な
人
間
関
係
が
存
在
す
る
な
ら
ば
、
貧
困
の
リ
ス
ク
も
回
避
可
能
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
貧
し
い
人
々
は
、
こ
ん
に

ち
い
わ
れ
る
「
社
会
的
排
除
」（social exclusion

）
を
、
あ
た
か
も
自
ら
が
選
択
し
た
よ
う
に
強
い
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
人
々
と
の
つ
な

が
り
を
欠
き
、
貧
困
状
況
を
脱
す
る
ス
キ
ル
や
除
法
が
欠
落
し
た
状
況
下
で
は
、
な
か
な
か
そ
こ
か
ら
脱
す
る
こ
と
が
難
し
い
。
結
果
、

彼
ら
は
、
あ
た
か
も
存
在
し
て
い
な
い
か
の
よ
う
に
社
会
の
隅
に
追
い
や
れ
る
こ
と
と
な
る
。

「
貧
乏
な
人
は
、
か
え
り
み
ら
れ
る
こ
と
な
く
出
て
い
き
、
は
い
っ
て
く
る
。
そ
し
て
、
群
衆
の
ま
っ
た
だ
な
か
に
あ
る
と
き
も
、
彼

自
身
の
あ
ば
ら
家
に
閉
じ
こ
め
ら
れ
て
い
る
か
の
よ
う
に
、
目
立
た
な
い
。」（T

M
S
, I.iii.2.1

）。

二
六
〇
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こ
の
よ
う
な
人
々
が
周
囲
か
ら
共
感
を
獲
得
す
る
こ
と
は
難
し
い
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
共
感
が
成
り
立
つ
か
ら
こ
そ
、
社
会
が
成
立
し

う
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
成
り
立
た
せ
る
た
め
の
一
般
的
諸
規
則
お
よ
び
そ
れ
に
基
づ
く
法
が
導
出
可
能
と
も
な
る
の
で
あ
る
。
も
し
、

人
々
が
心
の
中
で
「
想
像
上
の
立
場
の
交
換
」（im

aginary change of situation

）
を
す
る
こ
と
が
不
可
能
と
な
れ
ば
、
社
会
を
存
続
さ
せ

て
い
く
こ
と
自
体
が
難
し
い
こ
と
に
な
る
。
と
す
る
な
ら
ば
、
た
と
え
一
定
程
度
の
貧
富
の
格
差
は
許
容
し
え
る
と
し
て
も
、
そ
の
差
の

拡
大
は
、
社
会
秩
序
の
根
本
を
支
え
る
道
徳
的
規
範
を
脆
弱
な
も
の
と
し

（
32
）

、
人
々
の
安
寧
を
脅
か
す
も
の
だ
と
い
え
る
。

他
方
、
こ
の
こ
と
は
、
共
感
が
成
立
し
、
身
近
な
人
間
関
係
に
よ
り
貧
困
問
題
が
解
決
し
う
る
状
況
に
社
会
が
あ
る
場
合
に
は

（
33
）

、
一
定

程
度
の
格
差
も
許
容
し
う
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
、
ス
ミ
ス
が
想
定
し
て
い
る
の
は
、「
文
明
社
会
」（civilized society

）
で
あ
り
、

「
文
明
化
し
た
国
民
／
民
族
」（civilized nation

）
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、「
人
間
愛
に
基
づ
く
諸
徳
」
が
よ
く
育
成
さ
れ
、「
丁
重
と
礼
儀

の
諸
時
代
を
支
配
す
る
一
般
的
な
安
全
と
幸
福
」
に
よ
り
、
貧
困
は
容
易
に
除
去
さ
れ
う
る
の
で
あ
る
（T

M
S

, V
.2.8

）。
そ
こ
で
は
、
人

間
の
本
来
の
在
り
方
、
人
間
の
本
来
の
自
由
を
享
受
し
う
る
と
い
う
。
も
は
や
こ
こ
で
は
、
か
つ
て
引
用
し
た
ル
ソ
ー
の
文
明
批
判
、
す

な
わ
ち
彼
に
よ
り
展
開
さ
れ
た
文
明
の
負
の
側
面
は
後
景
に
退
い
て
い
る
。
そ
れ
と
は
逆
に
、
文
明
が
容
易
に
貧
困
を
解
決
し
う
る
と
い

う
、
文
明
の
持
つ
積
極
的
な
意
味
合
い
が
強
調
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ポ
ー
コ
ッ
ク
（P

ocock, J. G
. A

.: 1924-

）
は
、
こ
れ
を
「
洗
練
さ
れ

た
文
明
社
会
」（a polite and civilized society

）
の
議
論
と
評
し
、
そ
の
穏
健
な
側
面
を
強
調
し
た
が

（
34
）

、
果
た
し
て
そ
う
で
あ
ろ
う
か
。

前
述
の
『
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
評
論
』
の
文
章
で
は
、
ス
ミ
ス
は
、
マ
ン
デ
ヴ
ィ
ル
と
ル
ソ
ー
が
既
存
の
制
度
に
よ
る
不
平
等
や
格
差
の
拡
大

の
考
察
し
た
こ
と
に
、
焦
点
を
あ
て
て
い
た
。
加
え
て
、
こ
の
文
章
の
前
半
に
は
、
議
会
連
合
後
も
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
と
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
が
一
体
化
せ
ず
、
ま
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
が
正
当
に
評
価
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、
言
及
が
な
さ
れ
て
い
る
。
と
す
る
な
ら
ば
、

ス
ミ
ス
が
論
じ
る
貧
困
や
不
平
等
の
議
論
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
と
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
の
関
係
に
も
援
用
し
え
よ
う
。
す
な
わ
ち
ス
ミ
ス

二
六
一
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に
お
い
て
は
、「
文
明
」
は
一
方
で
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
奢
侈
に
よ
る
「
腐
敗
」（corruption

）
を
批
判
し
、
他
方
で
は
貧
困
か
ら

脱
す
こ
と
が
困
難
な
状
況
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
向
け
ら
れ
た
厳
し
い
ま
な
ざ
し
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。『
道
徳
感
情

論
』
に
お
い
て
貧
困
問
題
が
繰
り
返
し
語
ら
れ
る
の
は
、
そ
れ
が
容
易
に
は
解
決
し
え
て
い
な
い
現
状
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
貧
困
が
自

由
放
任
に
よ
り
解
決
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
議
論
と
し
て
取
り
上
げ
る
こ
と
自
体
が
不
要
で
あ
ろ
う
。
貧
困
は
依
然
と
し
て
喫
緊
の
課
題
な

の
で
あ
る
。
し
か
も
、
ス
ミ
ス
は
貧
困
問
題
を
単
独
で
扱
お
う
と
は
し
な
い
。
彼
は
、「
文
明
」
の
論
点
を
呈
す
る
こ
と
で
貧
困
問
題
を

豊
か
さ
と
結
び
つ
け
て
、
議
論
を
展
開
し
て
い
る
。
ス
ミ
ス
は
、
両
者
を
一
体
の
も
の
と
し
て
扱
う
新
た
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
問
題
解
決
の

視
座
と
し
て
提
供
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

彼
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
先
行
者
の
者
と
は
全
く
異
な
る
。
確
か
に
、
前
述
の
と
お
り
、
フ
レ
ッ
チ
ャ
ー
は
、
貧
困
と
富
の
問
題
を
同
時

に
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
認
識
し
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
問
題
に
対
す
る
解
決
策
は
、
有
機
的
に
関
連
付
け
ら
れ

て
は
い
な
か
っ
た
。
貧
困
と
富
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
別
個
の
問
題
と
認
識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
他
方
、「
文
明
」
の
議
論
を

鑑
み
る
な
ら
ば
、
ス
ミ
ス
の
畏
友
で
も
あ
る
ヒ
ュ
ー
ム
（H

um
e, D

avid: 1711-76

）
を
こ
の
議
論
の
先
達
と
し
て
取
り
上
げ
る
こ
と
も
で

き
よ
う
。
し
か
し
、
彼
は
「
奢
侈
」
の
正
負
の
側
面
を
検
討
し
た
り
は
す
る
が
、
貧
困
問
題
を
正
面
か
ら
取
り
上
げ
よ
う
と
は
し
な
い
。

彼
の
議
論
の
中
か
ら
貧
困
に
関
わ
る
記
述
を
見
つ
け
る
こ
と
自
体
が
、
困
難
を
極
め
る
作
業
で
あ
る
。
ス
ミ
ス
と
比
べ
る
な
ら
ば
、
こ
れ

は
驚
く
こ
と
と
い
え
よ
う
。
ヒ
ュ
ー
ム
は
、「
奢
侈
に
つ
い
て
」（‘O

f luxury ’

）
の
論
文
を
後
に
改
め
て
「
技
芸
の
洗
練
に
つ
い
て
」（‘O

f 

refi nem
ent in the arts ’

）
と
す
る
が

（
35
）

、
そ
こ
で
も
繰
り
返
さ
れ
る
の
は
、
あ
く
ま
で
も
奢
侈
の
正
の
側
面
な
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
考

え
る
な
ら
ば
、
ス
ミ
ス
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
画
期
性
も
理
解
さ
れ
よ
う
。
富
と
貧
困
の
問
題
を
一
体
の
も
の
と
し
て
扱
い
、
そ
れ
を
総
体
と

し
て
解
決
策
を
探
っ
て
い
く
│
│
そ
こ
に
ス
ミ
ス
の
思
想
の
独
自
性
が
見
い
だ
せ
る
の
で
あ
る
。

二
六
二
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ス
ミ
ス
は
、
こ
の
後
に
、『
法
学
講
義
』
そ
し
て
『
国
富
論
』
へ
と
議
論
を
発
展
さ
せ
て
い
く
。
以
下
、
そ
の
後
の
展
開
を
概
観
し
て

み
よ
う
。『
法
学
講
義
』
で
は
、
貧
し
さ
が
政
治
家
の
既
得
権
益
の
た
め
に
意
図
的
に
作
り
だ
さ
れ
る
事
例
が
示
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
る
極

度
の
貧
困
は
一
般
的
諸
規
則
を
破
る
場
合
も
あ
る
と
さ
れ
る
（L

J

（A

）, iii.140-145

）。
ス
ミ
ス
は
こ
う
し
た
貧
し
い
民
衆
の
法
律
改
正

の
要
求
を
是
認
す
る
の
で
あ
る
。
他
方
、
こ
の
よ
う
な
貧
富
の
格
差
が
生
ま
れ
る
の
は
、
統
治
が
最
初
に
始
ま
る
牧
畜
時
代
で
あ
り
、
ル

ソ
ー
の
『
人
間
不
平
等
起
源
論
』
の
議
論
同
様
に
、
人
々
が
他
人
に
依
存
す
る
よ
う
な
時
代
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
し
か
も
こ
う
し
た
格
差

が
、
政
治
的
影
響
力
の
格
差
を
も
招
来
す
る
と
こ
ろ
と
な
る
（L

J

（A

）, iv.6-12, L
J

（B

）, 12

）。
と
す
る
な
ら
な
ら
ば
、
ス
ミ
ス
に
お
い

て
貧
困
問
題
は
、
特
別
な
人
を
対
象
と
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
一
般
の
人
々
を
も
視
野
に
入
れ
る
べ
き
議
論
と
な
ろ
う
。
そ
こ
か
ら
は
、

貧
困
を
道
徳
的
な
観
点
か
ら
捉
え
、
そ
し
て
個
人
の
責
任
を
追
及
す
る
の
み
で
は
解
決
し
え
な
い
課
題
と
認
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。
ま
た
、
こ
の
問
題
が
政
治
の
枠
組
み
を
規
定
す
る
が
ゆ
え
に
、
貧
困
の
解
決
は
社
会
全
体
の
構
想
と
密
接
不
可
分
な
も
の
と
さ
れ
る

に
い
た
る
の
で
あ
る
。『
法
学
講
義
』
に
お
い
て
貧
困
問
題
は
、『
道
徳
感
情
論
』
の
共
感
の
議
論
を
基
礎
に
し
つ
つ
、
社
会
の
秩
序
を
維

持
す
る
法
制
度
や
政
治
社
会
形
成
と
強
い
連
関
を
有
し
た
形
で
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、『
国
富
論
』
の
冒
頭
で
彼
は
、
富
を
「
そ
の
国
民
が
年
々
消
費
す
る
す
べ
て
の
生
活
必
需
品
や
便
益
品
（all the 

necessaries and conveniencies

）」
と
し
て
い
る
（W

N
, 19

）。
と
す
る
な
ら
ば
、
貧
困
は
こ
れ
と
は
逆
に
、
生
活
必
需
品
や
便
益
品
が
不

十
分
な
状
況
と
い
え
る
。
ま
た
便
益
品
が
対
象
に
含
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
生
命
を
維
持
す
る
の
に
最
低
限
の
財
や
物
資
の
充
足
の
み
で
は
、

貧
困
が
解
決
し
た
と
は
言
え
な
い
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
、
こ
こ
で
「
国
民
」（nation

）
と
い
う
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
そ

の
基
準
は
「
国
民
」
に
よ
り
異
な
り
、
よ
っ
て
「
富
」
も
「
貧
困
」
も
絶
対
的
な
財
の
量
い
か
ん
で
は
な
く
、
時
代
や
地
域
に
よ
っ
て
異

な
る
も
の
で
あ
り
、
あ
く
ま
で
も
相
対
的
な
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ス
ミ
ス
に
お
い
て
、
貧
困
と
は
、
生
活
状
態
や
生
活
環

二
六
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境
の
問
題
を
意
味
し
、
加
え
て
、
そ
れ
ら
が
個
人
の
努
力
に
よ
り
劇
的
な
変
化
を
し
え
な
い
以
上
個
人
の
自
己
責
任
に
還
元
し
え
な
い
問

題
と
な
る
の
で
あ
る
。
ス
ミ
ス
は
こ
れ
を
「
未
開
（
野
蛮
）」
の
人
々
と
「
文
明
」
人
を
対
比
さ
せ
て
、
説
明
を
行
っ
て
い
る
。
そ
こ
か

ら
導
出
さ
れ
る
の
は
、
未
開
の
人
々
が
文
明
国
の
人
々
よ
り
貧
し
い
の
は
、
決
し
て
未
開
の
人
々
が
怠
惰
で
あ
っ
た
り
浪
費
癖
が
あ
っ
た

り
す
る
か
ら
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
単
に
労
働
の
有
無
が
貧
困
に
直
結
し
な
い
こ
と
は
、
文
明
社
会
に
お
い
て
も
指
摘
さ
れ
る
。

『
国
富
論
草
稿
』
で
は
、
労
働
と
所
得
と
は
必
ず
し
も
比
例
せ
ず
、
文
明
社
会
で
は
労
働
し
な
い
大
地
主
や
大
地
主
が
富
裕
で
あ
る
こ
と

が
指
摘
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

「
し
か
し
一
つ
の
大
き
な
社
会
の
労
働
の
生
産
物
に
関
し
て
は
、
公
正
平
等
な
配
分
と
い
え
る
よ
う
な
も
の
は
、
決
し
て
何
も
存
在
し

な
い
。
一
〇
万
の
家
族
か
ら
な
る
社
会
で
は
、
お
そ
ら
く
一
〇
〇
の
家
族
が
ま
っ
た
く
労
働
し
な
い
で
い
る
だ
ろ
う
し
、
そ
の
上
彼
ら
は
、

暴
力
に
よ
っ
て
あ
る
い
は
も
っ
と
秩
序
だ
っ
た
法
的
抑
圧
に
よ
っ
て
、
そ
の
社
会
の
労
働
の
内
の
他
の
ど
の
一
万
家
族
が
使
用
す
る
よ
り

大
き
な
部
分
を
、
使
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
莫
大
な
使
い
込
み
の
後
に
残
る
分
配
の
部
分
も
、
け
っ
し
て
各
個
人
の
労
働
に
比
例

し
て
は
な
さ
れ
な
い
。
反
対
に
、
も
っ
と
も
多
く
労
働
す
る
人
々
が
手
に
入
れ
る
の
は
、
最
も
少
な
い
の
で
あ
る
。
贅
沢
と
娯
楽
に
少
な

か
ら
ぬ
時
間
を
費
や
し
て
い
る
富
裕
な
商
人
は
、
彼
の
取
引
の
う
ち
か
ら
、
そ
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
す
る
す
べ
て
の
事
務
員
や
会
計
係
よ
り
も

は
る
か
に
大
き
な
部
分
を
享
受
す
る
。〔
中
略
〕
貧
し
い
労
働
者
と
い
う
の
は
、
大
地
と
四
季
と
を
相
手
に
戦
う
人
で
あ
っ
て
、
そ
の
政

治
共
同
体
（com

m
onw

ealth

）
の
中
の
他
の
す
べ
て
の
人
々
が
贅
沢
を
す
る
た
め
に
材
料
を
提
供
し
な
が
ら
、
い
わ
ば
人
間
社
会
の
全
組

織
を
そ
の
肩
に
背
負
い
、
彼
自
身
は
そ
の
重
さ
に
よ
っ
て
地
下
に
埋
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
人
で
あ
る
。」（E

D
, 5-6

）

二
六
四
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す
な
わ
ち
、
文
明
社
会
で
は
労
働
し
な
い
人
々
こ
そ
富
裕
で
、
他
方
労
働
者
は
過
去
な
ま
で
の
労
働
を
強
い
ら
れ
て
い
な
が
ら
、
貧
し

い
ま
ま
な
の
で
あ
る
。
働
け
ど
働
け
ど
、
そ
の
労
働
は
、
貧
困
の
解
消
に
は
至
ら
な
い
の
が
眼
前
の
社
会
の
仕
組
み
な
の
で
あ
る
。
よ
っ

て
、
貧
困
の
原
因
は
、
労
働
者
に
求
め
ら
れ
る
の
で
な
く
、
社
会
に
「
公
正
で
あ
る
（fair

）」
こ
と
が
欠
落
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。
貧

富
の
格
差
や
階
級
間
の
格
差
は
、
勤
勉
と
怠
惰
の
違
い
の
結
果
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
労
働
者
の
自
己
責
任
に
は
還
元
さ
れ
え
な
い
の

で
あ
る
。
と
す
る
な
ら
ば
、
も
と
め
ら
れ
る
の
は
、
こ
の
貧
困
を
解
決
す
る
政
策
で
あ
り
、
政
治
の
役
割
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
前
述
の

『
国
富
論
』
冒
頭
の
引
用
を
想
起
す
れ
ば
、
そ
れ
は
貧
し
い
人
の
み
を
対
象
と
し
た
も
の
で
は
な
く
、
社
会
全
体
に
資
す
る
も
の
と
し
て

勘
案
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
な
る
の
で
あ
る
。

ス
ミ
ス
の
貧
困
の
議
論
を
、
も
う
一
度
『
道
徳
感
情
論
』
に
戻
っ
て
検
討
し
て
み
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、『
道
徳
感
情
論
』

は
、
以
上
の
『
法
学
講
義
』『
国
富
論
』
の
基
礎
を
な
す
も
の
で
あ
る
か
ら
、
ス
ミ
ス
の
倫
理
学
は
、
様
々
な
法
制
度
や
経
済
活
動
の
前

提
を
な
す
も
の
で
あ
り

（
36
）

、
枠
組
み
を
形
成
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
経
済
の
枠
組
み
を
法
制
度
が
つ
く
り
、
そ
の
法
制
度
の
基
盤
と

な
る
の
が
共
感
に
よ
り
導
出
さ
れ
る
倫
理
な
の
で
あ
る
。
と
す
る
な
ら
ば
、
ス
ミ
ス
の
試
み
は
、
衡
平
法
や
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
根
源
を
倫

理
学
の
観
点
か
ら
探
る
試
み
で
も
あ
る
し
、
議
会
連
合
後
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
と
を
架
橋
し
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
る

と
も
い
え
る
。
彼
が
挑
ん
だ
の
は
、
様
々
な
人
々
が
と
も
に
了
解
し
納
得
し
う
る
諸
制
度
と
そ
れ
を
支
え
る
倫
理
の
探
求
で
あ
り
、
人
々

が
互
い
に
つ
な
が
り
う
る
社
会
の
樹
立
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
上
か
ら
押
さ
え
つ
け
ら
れ
る
倫
理
で
は
な
く
、
相
互
の
共
感
の
積
み
重
ね

が
生
み
出
す
規
範
で
あ
り
、
自
発
的
／
自
生
的
に
生
み
出
さ
れ
る
倫
理
な
の
で
あ
る
。

二
六
五
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四　

む
す
び
に
か
え
て

ス
ミ
ス
の
思
想
は
、
貧
困
を
め
ぐ
る
問
題
を
そ
れ
自
体
独
立
し
た
も
の
と
し
て
扱
う
の
で
は
な
く
、
富
の
問
題
と
結
び
つ
け
て
議
論
を

展
開
し
た
。
も
は
や
、
貧
困
に
対
し
て
局
所
的
と
も
い
え
る
個
別
具
体
的
な
対
応
で
は
、
限
界
が
迫
っ
て
い
た
と
も
い
え
る
。
そ
こ
で
彼

が
想
定
し
て
い
た
の
が
、
互
い
に
支
援
し
援
助
し
る
よ
う
な
共
感
が
成
立
す
る
社
会
で
あ
る
。
人
々
は
関
係
性
を
維
持
し
得
る
が
ゆ
え
に
、

リ
ス
ク
へ
の
対
応
も
可
能
と
な
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
ス
ミ
ス
は
結
局
貧
困
の
問
題
を
、「
政
治
」
の
問
題
で
は
な
く
あ
く
ま
で
社
会

の
問
題
と
し
て
据
え
置
き
、
市
井
の
人
々
に
解
決
を
ゆ
だ
ね
て
い
る
か
の
よ
う
│
│
よ
っ
て
新
自
由
主
義
の
擁
護
者
│
│
に
も
見
え
る
か

も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
ポ
ラ
ニ
ー
（P

olanyi, K
arl: 1886-1964

）
が
『
大
転
換
』（T

h
e G

reat T
ran

sform
ation, 1957

）
で
描
い
た
よ
う
に

（
37
）

、

ス
ミ
ス
の
時
代
に
お
い
て
も
様
々
な
救
貧
対
策
が
存
在
し
て
い
た
。
救
貧
法
や
救
貧
院
を
想
起
す
れ
ば
、
近
代
初
頭
に
お
い
て
も
人
々
は
、

弱
肉
強
食
の
市
場
経
済
に
放
置
さ
れ
た
ま
ま
で
は
な
か
っ
た
。「
夜
警
国
家
」（N

achtw
ächterstaat

）
や
「
小
さ
な
政
府
」（sm

all 

governm
ent

）
は
、
イ
メ
ー
ジ
で
は
あ
っ
て
も
実
態
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。
救
貧
法
や
工
場
法
を
典
型
と
し
て
、「
自
由
放
任
」
は
決
し

て
文
字
通
り
の
態
様
を
呈
し
て
は
い
な
か
っ
た
。
貧
困
を
め
ぐ
る
問
題
は
差
し
迫
っ
た
課
題
で
あ
り
、
そ
う
し
た
背
景
の
も
と
に
ス
ミ
ス

の
議
論
は
位
置
づ
け
ら
れ
る
必
要
性
が
あ
る
。
そ
れ
は
ス
ミ
ス
の
思
想
の
援
用
可
能
性
を
も
探
る
作
業
と
な
ろ
う
。

こ
の
の
ち
ブ
リ
テ
ン
に
お
い
て
は
、
マ
ル
サ
ス
（M

althus, T
hom

as R
obert: 1766-1834

）
と
リ
カ
ー
ド
（R

icard, D
avid: 1772-1823

）

に
よ
り
、
穀
物
法
論
争
が
行
わ
れ
る
。
こ
の
議
論
自
体
は
自
由
貿
易
か
保
護
貿
易
か
を
議
論
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
両
者
と
も
、

ス
ミ
ス
が
提
示
し
た
枠
組
み
│
│
富
と
貧
困
の
問
題
の
一
体
的
解
決
│
│
は
い
ず
れ
も
踏
襲
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
マ
ル
サ
ス
は
『
人
口

論
』（A

n
 E

ssay on
 th

e P
rin

ciple of P
opu

lation, 1798

）
に
お
い
て
、
人
口
の
増
大
が
貧
困
を
招
来
す
る
可
能
性
を
述
べ
て
い
る
が
、
そ

二
六
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の
中
で
も
度
々
ス
ミ
ス
に
言
及
し
て
い
る
。
彼
は
、
ス
ミ
ス
に
対
す
る
一
定
の
評
価
の
下
に
、
諸
国
民
の
富
の
問
題
と
下
層
の
人
々
の
幸

福
と
が
不
即
不
離
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
る

（
38
）

。
他
方
、
リ
カ
ー
ド
は
、『
経
済
学
お
よ
び
課
税
の
原
理
』（O

n
 th

e 

P
rin

ciples of P
olitical E

con
om

y, an
d

 T
axation, 1871

）
に
お
い
て
、
貧
困
問
題
が
社
会
全
体
に
波
及
し
「
普
遍
的
貧
困
」（universal 

poverty

）
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
を
主
張
し
て
い
る

（
39
）

。
彼
に
お
い
て
は
、
富
と
貧
困
と
は
ト
レ
ー
ド
・
オ
フ
の
関
係
に
あ
り
、
貧
困

の
問
題
は
下
層
の
人
々
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
す
る
の
み
で
は
解
決
し
え
な
い
問
題
と
さ
れ
、
か
つ
社
会
全
体
の
課
題
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い

る
。
マ
ル
サ
ス
に
し
ろ
リ
カ
ー
ド
に
し
ろ
、
一
体
的
に
解
決
す
べ
き
政
治
的
イ
シ
ュ
ー
と
し
て
、
富
と
貧
困
の
問
題
は
考
察
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
政
治
諸
課
題
の
一
体
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
、
ス
ミ
ス
の
遺
産
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
依
然
と
し
て
貧
困
問

題
は
、
社
会
の
避
け
が
た
い
問
題
と
し
て
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
問
題
意
識
は
、
同
時
代
の
大
陸
の
思
想
家
に
も
共
有
さ
れ
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
サ
ン
＝
シ
モ
ン
（C

laude H
enri de 

R
ouvroy, C

om
te de S

aint-S
im

on: 1760-1825
）
は
、
社
会
を
有
機
体
と
し
て
捉
え
、
産
業
主
義
と
も
い
え
る
ア
プ
ロ
ー
チ
で
富
を
増
大
さ

せ
る
こ
と
に
よ
り
、
社
会
の
病
理
を
解
決
し
よ
う
と
し
た

（
40
）

。
こ
う
し
た
包
括
的
な
問
題
把
握
の
枠
組
み
は
、
ス
ミ
ス
と
の
親
和
性
を
想
起

さ
せ
る
。
実
際
、
サ
ン
＝
シ
モ
ン
は
、
度
々
ス
ミ
ス
に
言
及
し
て
い
る

（
41
）

。
彼
は
ス
ミ
ス
を
「
政
治
経
済
」
の
先
駆
者
と
し
て
評
価
し
て
い

る
。
そ
の
上
で
、
こ
の
よ
う
な
「
政
治
経
済
と
し
て
の
産
業
」
こ
そ
が
、
今
求
め
ら
れ
る
科
学
で
あ
る
と
し
て
い
る

（
42
）

。
サ
ン
＝
シ
モ
ン
に

お
い
て
は
頻
繁
に
英
仏
の
比
較
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
貧
困
へ
の
問
題
意
識
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
解
決
の
枠
組
み
自
体
も
ス
ミ
ス
と
一

定
程
度
共
有
し
て
い
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
彼
の
主
張
の
一
つ
で
あ
る
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
に
対
す
る
教
育
論
も

（
43
）

、
伝
統
的
な
英
国
の

貧
民
対
策
を
踏
襲
し
て
い
る
も
の
と
い
え
る
。
そ
う
し
た
政
策
的
な
類
似
以
上
に
注
目
さ
れ
る
べ
き
は
、
ス
ミ
ス
の
方
法
論
的
意
味
で
の

全
体
論
（w

holism

）
的
ア
プ
ロ
ー
チ

（
44
）

の
継
承
で
あ
ろ
う
。
前
述
の
と
お
り
、
サ
ン
＝
シ
モ
ン
は
、
ス
ミ
ス
の
「
政
治
経
済
」
の
ア
プ
ロ
ー

二
六
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チ
を
一
定
程
度
評
価
し
、
か
つ
こ
れ
を
自
覚
的
に
受
容
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
マ
ル
サ
ス
や
リ
カ
ー
ド
は
、
貧
困
に
関
わ
る
諸
イ

シ
ュ
ー
の
一
体
化
と
い
う
面
で
ス
ミ
ス
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
継
承
し
た
が
、
そ
れ
と
は
異
な
る
別
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
継
承
が
、
こ
こ
に
お
い

て
は
み
て
と
れ
る

（
45
）

。
貧
困
問
題
は
、
社
会
全
体
の
変
革
な
し
に
は
解
決
し
え
な
い
問
題
と
し
て
、
方
法
論
的
に
よ
り
意
識
化
さ
れ
て
い
く

の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
問
題
関
心
や
分
析
枠
組
み
は
、
ス
ミ
ス
は
も
ち
ろ
ん
サ
ン
＝
シ
モ
ン
ら
初
期
社
会
主
義
を
も
批
判
し
た
マ
ル
ク
ス
（M

arx, 

K
arl: 1818-83

）
に
さ
え
、
あ
て
は
ま
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
議
論
が
、
一
部
の
思
想
家
に
よ
る
構
想
に
と
ど
ま
ら
ず
、
政
府
が
積
極

的
に
そ
し
て
全
面
的
に
関
与
す
る
こ
と
で
対
応
を
は
か
る
試
み
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
終
了
ま
で
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

（
46
）

。

ひ
る
が
え
っ
て
、
福
祉
国
家
成
立
後
の
現
代
世
界
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
ス
ミ
ス
の
時
代
か
ら
は
二
〇
〇
年
が
過
ぎ
、
福
祉
国
家
の
成
立

か
ら
は
七
〇
年
が
経
と
う
と
し
て
い
る
。
貧
困
問
題
は
、
い
ま
だ
払
拭
さ
れ
て
は
い
な
い
。
い
や
、
む
し
ろ
既
存
の
枠
組
み
で
は
包
摂
し

え
な
い
人
々
が
大
量
に
登
場
し
て
き
て
い
る

（
47
）

。
い
わ
ゆ
る
社
会
的
排
除
の
問
題
で
あ
る
。
確
か
に
、
貧
困
と
社
会
的
排
除
と
は
別
の
概
念

だ
が
、
両
者
は
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
貧
困
が
ラ
イ
フ
・
チ
ャ
ン
ス
や
ク
オ
リ
テ
ィ
・
オ
ブ
・
ラ
イ
フ
に
大
き
く
関

わ
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る

（
48
）

。
ス
ミ
ス
に
度
々
言
及
し
て
い
る
ア
マ
ル
テ
ィ
ア
・
セ
ン
（S

en, A
m
artya: 1933-

）
は
、
貧
困
を
「
基
本
的
な

潜
在
能
力
が
奪
わ
れ
た
状
態
」
と
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
政
治
や
社
会
制
度
の
枠
組
み
内
外
で
「
自
ら
生
き
る
価
値
が
あ
る
と
思
う
よ
う

な
生
活
」
が
奪
わ
れ
た
状
態
と
い
え
よ
う

（
49
）

。
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
う
し
た
人
々
を
包
摂
す
る
考
え
方
や
枠
組
み
こ
そ
が
、
ま
ず
は
求
め
ら

れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
様
々
な
人
々
を
包
摂
す
る
社
会
の
形
成
は
、
社
会
の
共
通
基
盤
の
再
創
出
と
い
う
意
味
を
持
つ
。
そ
れ
こ
そ
が
、

ス
ミ
ス
が
『
道
徳
感
情
論
』
で
展
開
し
た
「
共
感
」
の
概
念
に
基
づ
く
社
会
で
あ
り
、
彼
の
貧
困
問
題
把
握
を
基
礎
づ
け
る
枠
組
み
で
あ

り
、
そ
し
て
様
々
な
人
々
が
相
互
に
つ
な
が
り
尊
重
し
う
る
社
会
の
構
想
な
の
で
あ
っ
た
。

二
六
八



ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
初
期
思
想
と
貧
困
の
概
念
（
佐
藤
）

（
三
五
一
）

（
1
） 

上
記
の
格
言
は
プ
ル
タ
ル
コ
ス
（P

loútarkhos: c. A
D
 46 ‒ A

D
 120

）
の
も
の
と
し
て
有
名
だ
が
、
正
確
に
は
、
リ
ュ
ク
ル
ゴ
ス

（L
ykoûrgos: ?-?

）
の
土
地
政
策
を
説
明
す
る
際
に
次
の
よ
う
に
表
現
が
な
さ
れ
て
い
る
。「
不
均
等
が
恐
る
べ
き
も
の
と
な
り
、
無
産
・
貧
困
な

多
数
の
人
が
重
荷
と
し
て
国
家
に
負
わ
さ
れ
、
富
が
完
全
に
少
数
者
の
手
中
に
流
れ
込
ん
だ
の
で
、
彼
〔
＝
リ
ュ
ク
ル
ゴ
ス
〕
は
傲
慢
と
羨
望
と
悪

意
と
贅
沢
と
、
そ
れ
ら
よ
り
も
い
っ
そ
う
古
く
い
っ
そ
う
重
大
な
国
制
の
病
気
で
あ
る
富
と
貧
困
を
追
い
出
そ
う
と
し
た
。」P

lutarch, 

P
lu

tarch
's lives of T

h
em

istocles, P
ericles, A

ristid
es, A

lcibiad
es an

d
 C

oriolan
u

s, D
em

osth
en

es an
d

 C
icero, C

æ
sar an

d
 

A
n

ton
y, in the translation called D

ryden's corrected and revised by A
rthur H

ugh C
lough, N

ew
 Y

ork: P
.F

. C
ollier, 1937, p. 128

（
村
川
堅
太
郎
編
『
プ
ル
タ
ル
コ
ス
英
雄
伝　

上
』
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
一
九
九
六
年
、
六
二
│
三
頁
）. 

格
差
が
社
会
に
危
機
状
況
を
も
た
ら
す
と

す
る
記
述
は
、
ソ
ロ
ン
（S

olon: A
D
 639-A

D
 559

）
の
箇
所
に
お
い
て
も
確
認
で
き
る
。Ibid., p. 221

（
邦
訳
、
一
一
八
頁
）. 

な
お
、
以
後
の

引
用
も
含
め
て
、
邦
訳
は
筆
者
の
責
任
で
一
部
変
更
し
て
い
る
。

（
2
） M

arx, K
arl, ‘Ö

konom
isch-philosopische M

anuskripte 

（Z
w
eite W

iedergabe

）,’ herausgegeben vom
 Institut für M

arxism
us-

L
eninism

us beim
 Z

entralkom
itee der K

om
m
unistischen P

artei der S
ow

jetunion und vom
 Institut für M

arxism
us-L

eninism
us 

beim
 Z

entralkom
itee der S

ozialistischen E
inheitspartei D

eutschlands, K
arl M

arx, F
ried

rich
 E

n
gels G

esam
tau

sgabe, A
bt. 1, 

B
d. 2, B

erlin: D
ietz, 1982, p. 397

（
城
塚
登
・
田
中
吉
六
訳
『
経
済
学
・
哲
学
草
稿
』
岩
波
文
庫
、
一
九
六
四
年
、
一
四
四
頁
）.

（
3
） C

f. C
ollier, P

aul, T
h

e B
ottom

 B
illion

: w
h

y th
e poorest cou

n
tries are failin

g an
d

 w
h

at can
 be d

on
e abou

t it, O
xford 

U
niversity P

ress, 2007

（
中
谷
和
男
訳
『
最
底
辺
の
10
億
人
：
最
も
貧
し
い
国
々
の
た
め
に
本
当
に
な
す
べ
き
こ
と
は
何
か
』
日
経
Ｂ
Ｐ
社
、

二
〇
〇
八
年
）.

（
4
） 

国
際
連
合
（U

nited N
ations

）
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
イ
シ
ュ
ー
ズ
を
「
国
境
を
超
え
、
ど
の
よ
う
な
国
で
も
一
国
の
み
で
は
解
決
し
え
な

い
問
題
群
」
と
し
て
い
る
。G

lobal Issu
es, http://w

w
w
.un.org/en/globalissues/

（
5
） 

正
確
な
書
名
は
『
諸
国
民
の
富
の
性
質
と
原
因
と
に
つ
い
て
の
一
研
究
』
と
訳
す
こ
と
が
で
き
る
。
以
下
、
ス
ミ
ス
の
著
作
か
ら
の
引
用
は
、

グ
ラ
ス
ゴ
ウ
版
を
用
い
る
。T

h
e G

lasgow
 E

d
ition

 of th
e W

orks an
d

 C
orrespon

d
en

ce of A
d

am
 S

m
ith, O

xford; N
ew

 Y
ork: 

C
larendon P

ress, 1975-2001. 

ま
た
、
そ
の
略
記
は
グ
ラ
ス
ゴ
ウ
版
に
従
い
、
下
記
の
と
お
り
で
あ
る
。
邦
訳
に
関
し
て
は
複
数
参
照
し
た
が
、

二
六
九
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以
下
を
主
に
参
照
し
た
。
引
用
に
関
し
て
は
一
部
変
更
し
て
い
る
。

E
D
=‘E

arly D
raft’ of P

art of th
e W

ealth
 of N

ation
s, R

egister H
ou

se, E
d

in
bu

rgh
, in

 L
ectu

res on
 Ju

rispru
d

en
ce, edited by 

R
.L

. M
eek, D

.D
. R

aphael, P
.G

. S
tein, O

xford: C
larendon P

ress, N
ew

 Y
ork: O

xford U
niversity P

ress, 1978

（
水
田
洋
訳
「
国
富

論
草
稿
」『
法
学
講
義
』
岩
波
文
庫
、
二
〇
〇
五
年
）.

E
S
P
=E

ssays on
 ph

ilosoph
ical su

bjects, edited by W
.P

.D
. W

ightm
an and J.C

. B
ryce; w

ith D
ugald S

tew
art's A

ccou
n

t of 

A
d

am
 S

m
ith, edited by I.S

. R
oss; general editors, D

.D
. R

aphael and A
.S

. S
kinner, O

xford: C
larendon P

ress, N
ew

 Y
ork: 

O
xford U

niversity P
ress, 1980

（
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
会
監
修
、
水
田
洋
ほ
か
訳
『
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
哲
学
論
文
集
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
、

一
九
九
三
年
）.

L
J=L

ectu
res on

 J
u

rispru
d

en
ce, edited by R

.L
. M

eek, D
.D

. R
aphael, P

.G
. S

tein, O
xford: C

larendon P
ress, N

ew
 Y

ork: 

O
xford U

niversity P
ress, 1978

（
水
田
洋
訳
『
法
学
講
義
』
岩
波
文
庫
、
二
〇
〇
五
年
）.

L
J

（A

）=L
ectu

res on
 Ju

rispru
d

en
ce, R

eport of 1762-3

L
J

（B

）=L
ectu

res on
 Ju

rispru
d

en
ce, R

eport dated 1766

T
M

S

＝T
h

e T
h

eory of M
oral S

en
tim

en
ts, edited by D

.D
. R

aphael and A
.L

. M
acfi e, O

xford: C
larendon P

ress, N
ew

 Y
ork: 

O
xford U

niversity P
ress, 1976

（
水
田
洋
訳
『
道
徳
感
情
論
』
岩
波
文
庫
、（
上
）（
下
）、
二
〇
〇
五
年
）.

W
N
=A

n
 In

qu
iry in

to th
e N

atu
re an

d
 C

au
ses of th

e W
ealth

 of N
ation

s, general editors, R
.H

. C
am

pbell and A
.S

. S
kinner; 

textual editor, W
.B

. T
odd, O

xford: C
larendon P

ress, N
ew

 Y
ork: O

xford U
niversity P

ress, 1976

（
水
田
洋
監
訳
、
杉
山
忠
平
訳
『
国

富
論
』
岩
波
文
庫
、
一
〜
四
、二
〇
〇
〇
│
一
年
）.

引
用
は
、
原
著
の
略
記
の
あ
と
に
、
部
・
編
・
章
・
節
の
記
号
を
表
示
す
る
。

例
）T

M
S
 I.i.5.5

＝T
h

e T
h

eory of M
oral S

en
tim

en
ts, P

art I, S
ect.i, C

hap.5,§
5

W
N
 V

.i.f.26

＝T
h

e W
ealth

 of N
ation

s, B
ook V

, C
hap.i, sixth division,§

26

（
6
） H

ont, Istvan and Ignatieff, M
ichael, eds., W

ea
lth

 a
n

d
 V

irtu
e: th

e sh
a

p
in

g of p
olitica

l econ
om

y in
 th

e S
cottish

 

二
七
〇



ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
初
期
思
想
と
貧
困
の
概
念
（
佐
藤
）

（
三
五
三
）

en
ligh

ten
m

en
t, C

am
bridge U

niversity P
ress, 1983 

（
水
田
洋
、
杉
山
忠
平
監
訳
『
富
と
徳
：
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
啓
蒙
に
お
け
る
経
済
学
の

形
成
』
未
來
社
、
一
九
九
〇
年
）.

（
7
） M

ore, T
hom

as, edited by G
eorge M

. L
ogan, and R

obert M
. A

dam
s, U

topia, R
ev. ed., C

am
bridge U

niversity P
ress, 2002, 

pp. 16-20
（
平
井
正
穂
訳
『
ユ
ー
ト
ピ
ア
』
岩
波
文
庫
、
一
九
五
七
年
、
二
二
│
三
一
頁
）. C

f. ibid., Introduction, pp. xix-xx.

（
8
） 

Ibid., p. 18

（
邦
訳
、
二
〇
頁
）.

（
9
） 

Ibid., p. 33
（
邦
訳
、
五
三
│
五
四
頁
）.

（
10
） G

uy, John, T
h

om
as M

ore, L
ondon; N

ew
 Y

ork: A
rnold, co-published in the U

nited S
tates of A

m
erica by O

xford 

U
niversity P

ress, 2000, p. 14.

（
11
） M

ore, ibid
., p. 38

（
邦
訳
、
六
二
│
六
三
頁
）.

（
12
） 

近
代
に
お
け
る
ペ
ス
ト
が
も
た
ら
す
危
機
状
況
に
つ
い
て
は
、
以
下
を
参
照
の
こ
と
。C

f. D
efoe, D

aniel, A
 Jou

rn
al of th

e P
lagu

e 

Year, N
ew

 Y
ork: D

utton, 1908

（
平
井
正
穂
訳
『
ペ
ス
ト
』
中
公
文
庫
、
二
〇
〇
九
年
）.

（
13
） M

ore, ibid., pp. 60-1 

（
邦
訳
、
一
〇
一
│
一
〇
二
頁
）.

（
14
） C

f. Ibid., pp. 104-6 

（
邦
訳
、
一
七
八
│
一
八
〇
頁
）. 

も
っ
と
も
、
そ
の
実
現
可
能
性
に
つ
い
て
は
、
モ
ア
も
十
分
認
識
し
て
い
た
で
あ
ろ

う
。S

kinner, Q
uentin, T

h
e F

ou
n

d
ation

s of M
od

ern
 P

olitical T
h

ou
gh

t, C
am

bridge U
niversity P

ress, 1978, vol. 1, pp. 255-262

（
門
間
都
喜
郎
訳
『
近
代
政
治
思
想
の
基
礎
：
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
、
宗
教
改
革
の
時
代
』
春
風
社
、
二
〇
〇
九
年
、
二
七
〇
│
二
七
七
頁
）.

（
15
） L

ocke, John, T
w

o T
reatises of G

overn
m

en
t, a critical edition w

ith an introduction and apparatus criticus by P
eter 

L
aslett, C

am
bridge U

niversity P
ress , 1988, pp. 296-297

（
加
藤
節
訳
『
完
訳
統
治
二
論
』
岩
波
文
庫
、
二
〇
一
〇
年
、
三
四
一
頁
）.

（
16
） 

Ibid.

（
17
） 

Ibid., pp. 338-340

（
邦
訳
、
四
一
八
│
四
二
〇
頁
）.

（
18
） 

Ibid., pp. 362-3

（
邦
訳
、
四
六
五
頁
）, 400-401

（
邦
訳
、
五
四
〇
頁
）.　

こ
う
し
た
点
を
ピ
ュ
ー
リ
タ
ニ
ズ
ム
と
関
連
付
け
る
説
明
と
し
て
、

以
下
を
参
照
の
こ
と
。D

unn, John, T
h

e P
olitical T

h
ou

gh
t of Joh

n
 L

ocke: an
 h

istorical accou
n

t of th
e argu

m
en

t of th
e "T

w
o 

二
七
一



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
三
五
四
）

T
reatises of G

overn
m

en
t," L

ondon: C
am

bridge U
niversity P

ress, 1969, pp. 227-228.
（
19
） 

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
正
確
な
タ
イ
ト
ル
は
、
次
の
通
り
。G

ivin
g A

lm
s n

o C
h

arity an
d

 E
m

ployin
g th

e P
oor A

 G
rievan

ce to th
e 

N
ation

, B
ein

g an
 E

ssay U
pon

 th
is G

reat Q
u

estion
, W

h
eth

er W
ork-h

ou
ses, C

orporation
s, an

d
 H

ou
ses of C

orrection
 for 

E
m

ployin
g th

e P
oor, as n

ow
 practis'd

 in
 E

n
glan

d
; or P

arish
-S

tocks, as propos'd
 in

 a late P
am

ph
let, E

n
titu

led
, A

 B
ill for 

th
e better R

elief, Im
ploym

en
t an

d
 S

ettlem
en

t of th
e P

oor, etc. A
re n

ot m
isch

ievou
s to th

e N
ation

, ten
d

in
g to th

e D
estru

ction
 

of ou
r T

rad
e, an

d
 to E

n
crease th

e N
u

m
ber an

d
 M

isery of th
e P

oor. C
f. D

efoe, D
aniel, G

ivin
g A

lm
s n

o C
h

arity, M
cM

aster 

U
n

iversity A
rch

ive for th
e H

istory of E
con

om
ic T

hought, http://socserv.socsci.m
cm

aster.ca/̃econ/ugcm
/3ll3/defoe/alm

s

（2015/05/21

）.

（
20
） M

andeville, B
ernard, T

h
e F

able of th
e B

ees, or, P
rivate V

ices, P
u

blick B
en

efits, D
üsseldorf: V

erlag W
irtschaft und 

F
inanzen, 1990, pp. 173-174

（
泉
谷
治
訳
『
蜂
の
寓
話
：
私
悪
す
な
わ
ち
公
益
』
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
八
五
年
、
一
七
六
│
一
七
七
頁
）. 

な
お
、
邦
訳
は
一
七
三
二
年
版
に
依
拠
し
て
い
る
。

（
21
） 

Ibid., p. 175

（
邦
訳
、
一
七
八
頁
）. C

f. Ibid., p. 178

（
邦
訳
、
一
八
〇
頁
）.

（
22
） M

cA
lister, K

irsty and T
anner, R

oland J., ‘T
he F

irst E
state: P

arliam
ent and the C

hurch,’ edited by K
eith M

. B
row

n and 

A
lan R

. M
acD

onald, P
arliam

en
t in

 C
on

text, 1235-1707, E
dinburgh U

niversity P
ress, 2010

（general editor, K
eith M

. B
row

n, 

T
he H

istory of the S
cottish P

arliam
ent, vol. 3

） , p. 61.

（
23
） M

ann, A
lastair J., ‘T

he L
aw

 of the P
erson: P

arliam
ent and S

ocial C
ontrol,’ ibid., p. 202.

（
24
） 

Ibid. 

な
お
、
初
期
近
代
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
貧
民
対
策
と
し
て
は
、
以
下
を
参
照
の
こ
と
。C

f. ibid., p. 210.

（
25
） P
etty, W

illiam
, P

olitical A
rith

m
etick, or, a d

iscou
rse: con

cern
in

g, th
e exten

t an
d

 valu
e of lan

d
s, people, bu

ild
in

gs; 

h
u

sban
d

ry, m
an

u
factu

re, com
m

erce, fi sh
ery, artizan

s, seam
en

, sold
iers; pu

blick reven
u

es, in
terest, taxes, su

perlu
cration

, 

registries, ban
ks; valu

ation
 of m

en
, in

creasin
g of seam

en
, of m

ilitia's, h
arbou

rs, situ
ation

, sh
ippin

g, pow
er at sea, &

 c. A
s 

th
e sam

e relates to every cou
n

try in
 gen

eral, bu
t m

ore particu
larly to th

e territories of H
is M

ajesty of G
reat B

ritain
, an

d
 

二
七
二



ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
初
期
思
想
と
貧
困
の
概
念
（
佐
藤
）

（
三
五
五
）

h
is n

eigh
bou

rs of H
ollan

d
, Z

ealan
d

, an
d

 F
ran

ce, D
üsseldorf: V

erlag W
irtschaft und F

inanzen, 1992, pp. 65-69

（
大
内
兵
衛
・

松
川
七
郎
訳
『
政
治
算
術
』
岩
波
文
庫
、
一
九
五
五
年
、
九
七
│
一
〇
〇
頁
）.

（
26
） C

f.  Johnson, S
am

uel, A
 D

iction
a

ry of th
e E

n
glish

 L
a

n
gu

a
ge, vol. 2, https://ia801409.us.archive.org/9/item

s/

dictionaryofengl02johnuoft/dictionaryofengl02johnuoft.pdf

（2015/05/20

）.

（
27
） R

ae, John, L
ife of A

d
am

 S
m

ith: w
ith an introduction: "G

uide to John R
ae's L

ife of A
dam

 S
m
ith" by Jacob V

iner, N
ew

 

Y
ork: A

.M
. K

elley, 1965, p. 18 

（
大
内
兵
衛
・
大
内
節
子
訳
『
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
伝
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
二
年
、
二
二
頁
）.

（
28
） 

上
記
の
表
現
は
一
般
化
さ
れ
た
呼
称
で
あ
る
が
、
フ
レ
ッ
チ
ャ
ー
は
、
実
際
は
、
単
に
「
使
用
人
」（servant

）
と
表
現
し
て
い
る
の
み
で
あ

る
。F

letcher, A
ndrew

, P
olitical W

orks, edited by John R
obertson, C

am
bridge U

niversity P
ress, 1997, pp. 60-68.

（
29
） C

f. R
ousseau, Jean-Jacques, D

iscou
rs su

r l'origin
e et les fon

d
em

en
ts d

e l'in
égalité parm

i les h
om

m
es, G

allim
ard, 2007, 

pp.49-50

（
小
林
善
彦
訳
「
人
間
不
平
等
起
源
論
」
平
岡
昇
責
任
編
集
『
ル
ソ
ー
』
中
公
バ
ッ
ク
ス
、
一
九
七
八
年
、
一
〇
九
│
一
一
〇
頁
）.

（
30
） 

代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
以
下
を
参
照
の
こ
と
。
内
田
義
彦
『
社
会
認
識
の
歩
み
』
岩
波
新
書
、
一
九
七
一
年
、
一
二
一
│
一
八
四
頁
。
同

『
増
補　

経
済
学
の
生
誕
』
未
來
社
、
一
九
六
二
年
、
七
七
│
九
五
頁
。
ま
た
次
の
文
献
も
同
様
の
系
譜
で
あ
る
。C

f. F
orm

an-B
arzilai, 

F
onna, A

d
am

 S
m

ith
 an

d
 th

e C
ircles of S

ym
path

y: C
osm

opolitan
ism

 an
d

 M
oral T

h
eory, C

am
bridge U

niversity P
ress, 2010, 

pp. 47-48.

（
31
） 

初
版
に
つ
い
て
は
、
以
下
も
参
照
し
た
。T

h
e T

h
eory of M

oral S
en

tim
en

ts, N
ew

 Y
ork: A

. M
. K

elley, 1966. 

な
お
略
記
は
、
グ
ラ

ス
ゴ
ウ
版
に
基
づ
く
。

（
32
） 

第
六
版
で
は
、
特
に
こ
の
点
が
強
調
さ
れ
た
記
述
が
追
加
さ
れ
る
。「
富
裕
な
人
々
、
有
力
な
人
々
に
感
嘆
し
、
ほ
と
ん
ど
崇
拝
し
、
そ
し
て
、

貧
乏
で
い
や
し
い
状
態
に
あ
る
人
々
を
、
軽
蔑
し
、
す
く
な
く
と
も
無
視
す
る
と
い
う
、
こ
の
性
向
は
、
諸
身
分
の
区
別
と
社
会
の
秩
序
を
確
立
す

る
の
に
も
維
持
す
る
の
に
も
、
と
も
に
必
要
で
あ
る
と
は
い
え
、
同
時
に
わ
れ
わ
れ
の
道
徳
諸
感
情
の
腐
敗
の
、
大
き
な
、
そ
し
て
も
っ
と
も
普
遍

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

的
な
、
原
因
で
あ
る

0

0

0

0

0

0

0

0

。
富
と
地
位
と
は
、
し
ば
し
ば
英
知
と
徳
だ
け
に
ふ
さ
わ
し
い
尊
厳
と
感
嘆
と
を
も
っ
て
見
つ
め
ら
れ
、
悪
徳
と
愚
行
だ
け
が

固
有
の
対
象
で
あ
る
あ
の
軽
蔑
が
、
し
ば
し
ば
き
わ
め
て
不
当
に
貧
困
と
弱
さ
に
あ
た
え
ら
れ
る
、
と
い
う
こ
と
は
、
あ
ら
ゆ
る
時
代
の
道
徳
哲
学

二
七
三



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
三
五
六
）

者
た
ち
の
、
不
満
で
あ
っ
た
」（
傍
点
引
用
者
）（T

M
S
, I.iii.3.1

）。
な
お
、
第
六
版
の
改
訂
問
題
に
関
し
て
は
、
以
下
を
参
照
の
こ
と
。
拙
稿

「
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
に
お
け
る
「
慎
慮
」
の
概
念
」『
成
蹊
大
学
法
学
政
治
学
研
究
』
第
一
七
号
、
一
九
九
八
年
、
一
一
七
│
一
三
八
頁
。

（
33
） 
第
六
版
で
は
、
次
の
記
述
が
追
加
さ
れ
る
。
以
下
の
ス
ミ
ス
の
主
張
は
、
一
見
す
る
と
貧
困
を
許
容
し
て
い
る
。
し
か
し
、
次
の
内
容
は
周
囲

に
よ
る
支
援
や
援
助
が
前
提
と
さ
れ
て
い
る
議
論
な
の
で
あ
る
。「
た
ん
な
る
財
産
の
欠
如
、
た
ん
な
る
貧
困
は
、
ほ
と
ん
ど
同
情
を
か
き
た
て
な

い
。
そ
れ
に
つ
い
て
の
嘆
き
は
、
同
胞
感
情
の
対
象
と
な
る
よ
り
、
む
し
ろ
軽
蔑
の
対
象
と
な
る
傾
向
が
、
あ
ま
り
に
大
き
い
。
わ
れ
わ
れ
は
乞
食

を
軽
蔑
す
る
。
そ
し
て
、
彼
の
強
い
せ
が
み
は
、
わ
れ
わ
れ
か
ら
施
し
物
を
し
ぼ
り
と
る
で
あ
ろ
う
が
、
か
れ
が
か
り
に
も
な
に
か
真
剣
な
哀
れ
み

の
対
象
で
あ
る
こ
と
は
、
め
っ
た
に
な
い
。
富
裕
か
ら
貧
困
へ
の
転
落
は
、
そ
れ
が
受
難
者
に
対
し
て
、
も
っ
と
も
真
実
の
困
苦
を
ひ
き
お
こ
す
の

が
ふ
つ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
そ
れ
が
観
察
者
の
中
に
も
っ
と
も
真
剣
な
哀
れ
み
を
ひ
き
お
こ
し
そ
こ
な
う
こ
と
は
、
め
っ
た
に
な
い
。
社
会
の
現
状

に
お
い
て
は
、
こ
の
悲
運
は
、
受
難
者
に
お
け
る
な
に
か
の
ま
ち
が
っ
た
行
動
、
し
か
も
な
に
か
非
常
に
重
大
な
ま
ち
が
っ
た
行
動
が
な
け
れ
ば
、

め
っ
た
に
お
こ
り
え
な
い
と
は
い
え
、
し
か
も
彼
は
ほ
と
ん
ど
つ
ね
に
、
た
い
へ
ん
哀
れ
ま
れ
る
の
で
、
貧
困
の
最
低
の
状
態
に
陥
る
の
を
、
か
り

に
も
放
置
さ
れ
る
こ
と
は
め
っ
た
に
な
く
、
彼
の
友
人
た
ち
の
資
力
に
よ
っ
て
、
し
ば
し
ば
、
彼
の
浅
慮
に
つ
い
て
不
平
を
言
う
理
由
が
十
分
に
あ

る
債
権
者
た
ち
自
身
の
寛
大
さ
に
よ
っ
て
、
ほ
と
ん
ど
つ
ね
に
、
さ
さ
や
か
で
は
あ
る
が
品
位
あ
る
、
あ
る
程
度
の
中
庸
の
状
態
に
維
持
さ
れ
る
。

そ
の
よ
う
な
悲
運
の
も
と
に
あ
る
人
々
に
対
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
お
そ
ら
く
、
あ
る
程
度
の
弱
さ
を
容
易
に
許
す
こ
と
が
で
き
よ
う
」（T

M
S
, 

III.3.18

）。

（
34
） P

ocock, J. G
. A

., ‘P
olitical thought in the E

nglish-speaking A
tlantic, 1760-1790, P

art 1: T
he im

perial crisis,’ edited by 

J.G
.A

. P
ocock; w

ith the assistance of G
ordon J. S

chochet and L
ois G

. S
chw

oerer, T
h

e V
arieties of B

ritish
 political th

ou
gh

t, 

1500-1800, C
am

bridge U
niversity P

ress in association w
ith the F

olger Institute, W
ashington, D

C
, 1996, p. 249.

（
35
） H
um

e, D
avid, P

olitical E
ssays, edited by K

nud H
aakonssen, C

am
bridge U

niversity P
ress, 1994, p. 297. cf. H

um
e, ‘O

f 

refi nem
ent in the arts,’ ibid., pp. 105-114.

（
36
） 

こ
の
こ
と
か
ら
、
ス
ミ
ス
を
は
じ
め
と
し
た
一
八
世
紀
の
思
想
は
、「
丁
寧
さ
」（civility

）
や
「
礼
儀
正
し
さ
」（politeness

）
を
論
じ
る
こ

と
に
つ
い
て
、
ル
ネ
サ
ン
ス
の
人
文
主
義
へ
回
帰
と
い
う
よ
り
、
近
代
商
業
社
会
の
エ
ー
ト
ス
を
描
い
た
も
の
と
し
て
み
な
す
こ
と
も
で
き
よ
う
。

二
七
四



ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
初
期
思
想
と
貧
困
の
概
念
（
佐
藤
）

（
三
五
七
）

C
f. S

chochet, G
ordon J. ocock, J. G

. A
., ‘W

hy should history m
atter? P

olitical theory and the history of discourse,’ T
h

e 

V
arieties of B

ritish
 political th

ou
gh

t, 1500-1800, p. 330. 

し
か
し
、
ス
ミ
ス
が
『
道
徳
感
情
論
』
の
最
後
で
論
じ
る
の
は
、
プ
ラ
ト
ン
以

来
の
伝
統
的
哲
学
で
あ
る
。
ス
ミ
ス
自
ら
認
め
て
い
る
よ
う
に
、
彼
ら
に
依
拠
し
て
ス
ミ
ス
の
倫
理
学
は
形
成
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
す
る
な

ら
ば
、
ス
ミ
ス
の
思
想
を
語
る
と
き
、
近
代
的
側
面
の
み
を
強
調
す
る
べ
き
で
は
な
い
。
ル
ネ
サ
ン
ス
的
人
文
主
義
か
、
近
代
商
業
社
会
の
エ
ー
ト

ス
か
、
の
二
者
択
一
で
は
な
く
、
両
方
の
側
面
を
有
す
る
の
が
ス
ミ
ス
の
思
想
で
あ
り
、
ま
た
一
八
世
紀
の
思
想
で
あ
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
37
） C

f. P
olanyi, K

arl, T
h

e G
reat T

ran
sform

ation
: th

e political an
d

 econ
om

ic origin
s of ou

r tim
e, forew

ord by Joseph E
. 

S
tiglitz, introduction by F

red B
lock, B

eacon P
ress, 2001, 2nd B

eacon pbk. ed 

（
野
口
建
彦
、
栖
原
学
訳
『「
新
訳
」
大
転
換
：
市
場
社

会
の
形
成
と
崩
壊
』
東
洋
経
済
新
報
社
、
二
〇
〇
九
年
）.

（
38
） M

althus, T
hom

as R
obert; w

ith notes by Jam
es B

onar, F
irst essay on

 popu
lation

, 1798

（R
eprints of econom

ic classics

）, 

N
ew

 Y
ork: A

. M
. K

elley, 1965, pp. 303-304

（
高
野
岩
三
郎
・
大
内
兵
衛
訳
『
初
版　

人
口
の
原
理
』（
改
訳
版
）
岩
波
文
庫
、
一
九
六
二
年
、

一
七
九
頁
）.

（
39
） R

icard, D
avid, O

n
 th

e P
rin

ciples of P
olitical E

con
om

y, an
d

 T
axation, edited by P

iero S
raff a; w

ith the collaboration of 

M
.H

. D
obb, T

h
e W

orks an
d

 C
orrespon

d
en

ce of D
avid

 R
icard

o, vol. 1, C
am

bridge U
niversity P

ress, 1951, pp. 107-109

（
羽
鳥

卓
也
、
吉
沢
芳
樹
訳
『
経
済
学
お
よ
び
課
税
の
原
理
』
岩
波
文
庫
、
一
九
八
七
年
、
一
五
二
│
一
五
三
頁
）.

（
40
） 

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
以
下
を
参
照
の
こ
と
。
藤
原
孝
「
解
題　

サ
ン
＝
シ
モ
ン
、
Ｅ
・
Ｍ
・
バ
イ
イ 

『
社
会
生
理
学
│
社
会
制
度
改
善
へ
の
応

用
』」『
政
経
研
究
』 

二
〇
（
三
）、
一
九
八
四
年
、
五
六
五
│
五
六
八
頁
。
同
「
解
題　
『
サ
ン
＝
シ
モ
ン
・
社
会
組
織
論
』」『
政
経
研
究
』 

二
三

（
二
）、
一
九
八
六
年
、
三
六
五
│
三
六
七
頁
。

（
41
） Ionescu, G

hiţa, T
h

e P
olitical T

h
ou

gh
t of S

ain
t-S

im
on, selected passages translated from

 the F
rench by V

alence Ionescu, 

O
xford U

niversity P
ress, 1976, pp. 107, 122-4.

（
42
） S

aint-S
im

on, ‘Industry

（2

）,’ ibid., p. 124.

（
43
） S

aint-S
im

on, ‘O
n the S

ocial O
rganization,’ ibid., p. 226.

二
七
五
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五
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（
44
） C

f. A
ulinger, B

arbara, ‘K
unst und Z

ivilization ‒ Z
u den S

m
ithschen S

kizzen zur Ä
stehtik,’ H

einz D
. K

urz 

（H
rsg.

）, A
d

am
 

S
m

ith
 （1723-1790

）: ein
 W

erk u
n

d
 sein

e W
irku

n
gsgesch

ich
te, M

arburg: M
etropolis-V

erlag, 1990, pp. 119-122.
（
45
） 
サ
ン
＝
シ
モ
ン
の
方
法
論
に
つ
い
て
は
、
以
下
を
参
照
の
こ
と
。G

hiţa, ibid., p. 30. T
aylor, K

eith

（trans. and ed.

）, H
en

ri S
ain

t-

S
im

on
 （1760-1825

） : S
elected

 W
ritin

gs on
 S

cien
ce, In

d
u

stry, an
d

 S
ocial O

rgan
isation, C

room
 H

elm
, 1975, p. 30.

（
46
） 

こ
の
論
点
に
関
し
て
は
、
た
と
え
ば
以
下
を
参
照
の
こ
と
。
拙
稿
「
第
3
章　

シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
」
藤
原
孝
・
山
田
竜

作
編
『
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
論
の
射
程
』
日
本
経
済
評
論
社
、
二
〇
一
〇
年
、
一
一
七
│
一
二
〇
頁
。

（
47
） 

こ
う
し
た
状
況
を
む
し
ろ
助
長
す
る
主
張
と
し
て
ス
ミ
ス
を
批
判
す
る
の
が
、
ピ
ケ
テ
ィ
で
あ
る
。「
も
ち
ろ
ん
リ
ベ
ラ
ル
派
で
も
っ
と
楽
観

的
な
人
々
も
い
る
。
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
は
そ
こ
に
属
す
る
ら
し
く
、
実
際
問
題
と
し
て
彼
は
富
の
配
分
が
長
期
的
に
も
っ
と
格
差
を
増
す
と
い
う
可

能
性
を
一
度
も
本
気
で
考
え
て
は
な
い
。」P

iketty, T
hom

as, L
e C

apital au
 X

X
Ie siècle, S

euil, 2013, p. 21, n. 1

（
山
形
浩
生
、
守
岡
桜
、

森
本
正
史
訳
『
二
一
世
紀
の
資
本
』
み
す
ず
書
房
、
二
〇
一
四
年
、「
原
注
」
一
七
頁
）.

（
48
） N

olan, B
rian and M

arx, Iive, ‘E
conom

ic inequality, poverty, and social exclusion,’ T
h

e O
xford

 H
an

d
book of E

con
om

ic 

In
equ

ality, edited by W
iem

er S
alverda, B

rian N
olan and T

im
othy M

. S
m
eeding, O

xford U
niversity P

ress, 2009, pp. 35-36.

（
49
） S

en, A
m
artya, D

evelopm
en

t as F
reed

om
, O

xford U
niversity P

ress, 1999, p. 87

（
石
塚
雅
彦
訳
『
自
由
と
経
済
開
発
』、
日
本
経

済
新
聞
社
、
二
〇
〇
〇
年
、
九
九
頁
）.

二
七
六



日
米
安
保
条
約
に
も
と
づ
く
事
前
協
議
制
度
の
原
型
（
信
夫
）

（
三
五
九
）

日
米
安
保
条
約
に
も
と
づ
く
事
前
協
議
制
度
の
原
型

信　
　

夫　
　

隆　
　

司

は
じ
め
に

一
九
五
一
年
九
月
に
署
名
さ
れ
た
「
日
本
国
と
の
平
和
条
約
」（
平
和
条
約
）
お
よ
び
「
日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
安
全
保

障
条
約
」（
日
米
安
保
条
約
）
は
、
一
九
五
二
年
四
月
二
八
日
に
発
効
し
た
。
足
掛
け
七
年
に
わ
た
る
連
合
国
軍
の
占
領
に
終
止
符
が
打
た

れ
、
日
本
は
再
独
立
を
果
た
す
。
こ
の
独
立
か
ら
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
約
三
ヶ
月
前
か
ら
交
渉
が
始
ま
っ
た
の
が
「
日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合

衆
国
と
の
間
の
安
全
保
障
条
約
第
三
条
に
基
く
行
政
協
定
」（
行
政
協
定
）
で
あ
っ
た
。
日
米
安
保
条
約
お
よ
び
行
政
協
定
は
、
一
九
六
〇

年
に
改
定
さ
れ
、「
日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
相
互
協
力
及
び
安
全
保
障
条
約
」（
新
日
米
安
保
条
約
）
お
よ
び
「
日
本
国
と

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
相
互
協
力
及
び
安
全
保
障
条
約
第
六
条
に
基
づ
く
施
設
及
び
区
域
並
び
に
日
本
国
に
お
け
る
合
衆
国
軍
隊
の

地
位
に
関
す
る
協
定
」（
日
米
地
位
協
定
）
へ
と
改
定
さ
れ
た
。
改
定
の
目
玉
の
ひ
と
つ
が
、
駐
留
米
軍
の
行
動
に
日
本
側
の
発
言
権
を
確

論　

説

二
七
七



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
三
六
〇
）

保
す
る
た
め
導
入
さ
れ
た
事
前
協
議
制
度
で
あ
る
。

日
本
政
府
は
、
安
保
改
定
以
前
、
こ
の
事
前
協
議
制
度
の
導
入
を
考
え
た
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
二
〇
一
三
年
一
〇
月
の

外
交
記
録
公
開
に
よ
っ
て
、「
日
本
国
に
お
け
る
国
際
連
合
の
軍
隊
の
地
位
に
関
す
る
協
定
」（
国
連
軍
協
定
）
の
交
渉
の
様
子
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
、
国
連
軍
協
定
が
研
究
対
象
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
そ
の
交
渉
過
程
に
い
た
っ
て
は

ま
っ
た
く
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い

（
1
）

。
と
く
に
注
目
す
べ
き
は
、
国
連
軍
が
中
国
東
北
部
（
満
州
）
を
爆
撃
す
る
よ
う
な
場
合
、
事
前
に

日
本
政
府
に
通
告
し
、
協
議
す
る
よ
う
、
日
本
政
府
は
国
連
軍
側
に
求
め
て
い
た
。
一
九
六
〇
年
の
日
米
安
保
条
約
改
定
時
に
導
入
さ
れ

た
事
前
協
議
制
度
の
原
型
で
あ
る
。

本
稿
は
、
事
前
協
議
制
度
の
う
ち
、
国
連
軍
協
定
の
交
渉
過
程
で
明
ら
か
に
な
っ
た
、
国
連
軍
兵
士
の
出
入
国
、
そ
れ
に
、
戦
闘
作
戦

行
動
の
た
め
の
基
地
使
用
の
ふ
た
つ
に
焦
点
を
し
ぼ
り
、
事
前
協
議
制
度
の
原
型
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

本
稿
の
構
成
は
以
下
で
あ
る
。

第
一
節
で
は
、
一
九
五
二
年
一
月
か
ら
二
月
に
か
け
て
、
日
米
間
で
交
渉
さ
れ
た
行
政
協
定
に
つ
い
て
論
じ
る
。
日
米
安
保
条
約
が
わ

ず
か
五
条
か
ら
な
る
簡
潔
な
も
の
で
あ
り
、
日
米
関
係
を
規
定
す
る
具
体
的
な
部
分
は
、
行
政
協
定
に
委
ね
ら
れ
た
。
行
政
協
定
交
渉
時

に
お
い
て
、
い
か
な
る
事
項
に
関
心
が
も
た
れ
て
い
た
の
か
、
行
政
協
定
の
問
題
点
は
何
か
、
国
連
軍
協
定
交
渉
が
何
ゆ
え
重
要
に
な
る

の
か
を
明
ら
か
に
す
る
。

第
二
節
で
は
、
一
九
五
二
年
当
時
、
米
軍
の
日
本
駐
留
に
関
連
し
て
、
何
が
懸
念
さ
れ
て
い
た
の
か
を
概
観
し
て
お
こ
う
。
そ
の
な
か

で
、
国
連
軍
将
兵
の
日
本
へ
の
出
入
り
が
問
題
と
な
っ
て
い
た
点
を
分
析
す
る
。
日
本
側
は
、
出
入
り
に
限
ら
ず
、
国
連
軍
の
作
戦
行
動

に
つ
い
て
の
情
報
提
供
も
要
請
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
背
景
と
な
っ
た
の
が
、
一
九
五
二
年
六
月
、
国
連
軍
に
よ
る
中
朝
国
境
付
近
の

二
七
八



日
米
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保
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も
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協
議
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（
信
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一
）

水
豊
ダ
ム
爆
撃
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
説
明
し
て
お
き
た
い
。

第
三
節
で
は
、
国
連
軍
協
定
交
渉
に
お
い
て
、
日
本
側
が
提
示
し
た
事
前
協
議
案
を
紹
介
し
、
分
析
す
る
。
同
時
に
、
こ
う
し
た
日
本

案
提
示
の
背
景
を
探
る
こ
と
に
す
る
。
そ
の
後
、
こ
の
日
本
案
が
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
た
の
か
、
交
渉
の
経
緯
を
追
っ
て
み
る
。

最
後
に
、
日
本
案
が
な
ぜ
事
前
協
議
の
原
型
と
い
え
る
の
か
、
こ
れ
が
ど
の
よ
う
な
意
味
を
有
し
て
い
た
の
か
を
解
き
明
か
す
。

一
．
日
米
行
政
協
定
と
事
前
協
議

行
政
協
定
交
渉
時
の
関
心

日
米
安
保
条
約
第
三
条
に
、「
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
軍
隊
の
日
本
国
内
及
び
そ
の
附
近
に
お
け
る
配
備
を
規
律
す
る
条
件
は
、
両
政
府

間
の
行
政
協
定
で
決
定
す
る
。」
と
あ
る
。
米
軍
が
駐
留
す
る
条
件
は
、
日
米
間
の
行
政
協
定
に
委
ね
ら
れ
た
。
デ
ィ
ー
ン
・
ラ
ス
ク
国

務
次
官
が
、
ア
メ
リ
カ
大
統
領
特
別
代
表
と
し
て
、
一
九
五
二
年
一
月
二
六
日
に
来
日
し
、
行
政
協
定
の
交
渉
が
開
始
さ
れ
る
。
約
一
ヶ

月
後
の
二
月
二
八
日
、
岡
崎
勝
男
国
務
大
臣
と
ラ
ス
ク
代
表
と
の
間
で
、
行
政
協
定
に
署
名
が
な
さ
れ
、
こ
の
交
渉
は
終
了
し
た
。

交
渉
中
、
行
政
協
定
に
対
す
る
国
民
の
懸
念
を
代
弁
し
た
と
も
い
え
る
の
が
、
二
月
一
二
日
の
『
朝
日
新
聞
』
の
社
説
で
あ
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
懸
念
の
第
一
は
、
駐
留
軍
の
出
動
、
そ
れ
も
、
国
外
へ
の
出
動
に
、
日
本
側
の
同
意
を
要
す
る
か
否
か
で
あ
っ
た
。

も
し
「
そ
の
判
断
が
ア
メ
リ
カ
の
み
に
よ
っ
て
決
せ
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
軍
事
基
地
と
し
て
の
日
本
は
、
そ
の
意
思
い
か
ん
に
か
ゝ
わ
ら

ず
、
あ
る
い
は
自
動
的
に
戦
場
と
な
る
可
能
性
も
で
て
く
る
で
あ
ろ
う
。」
と
い
う
の
で
あ
る
。

第
二
は
原
爆
基
地
の
問
題
で
あ
る
。
原
爆
基
地
と
は
、
今
日
で
は
、
あ
ま
り
な
じ
み
の
な
い
用
語
で
あ
る
が
、「
原
爆
を
つ
ん
だ
大
型

機
を
発
進
で
き
る
飛
行
場
」
を
意
味
す
る
。
発
進
に
つ
い
て
、
日
本
政
府
の
同
意
を
必
要
と
す
る
か
が
問
題
で
あ
っ
た
。

二
七
九
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第
三
は
、
日
本
の
防
衛
力
増
強
の
問
題
で
あ
る
。
日
米
安
保
条
約
の
前
文
に
、
ア
メ
リ
カ
は
、
日
本
が
「
直
接
及
び
間
接
の
侵
略
に
対

す
る
自
国
の
防
衛
の
た
め
漸
増
的
に
自
ら
責
任
を
負
う
こ
と
を
期
待
す
る
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
日
本
の
防
衛
力
増
強
は
、
日
本
の
自

由
意
思
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
だ
。

こ
の
三
つ
の
う
ち
、
最
初
の
ふ
た
つ
が
、
一
九
六
〇
年
の
安
保
改
定
に
よ
っ
て
、
事
前
協
議
の
対
象
と
な
る
。
事
前
協
議
制
度
で
用
い

ら
れ
た
言
葉
に
置
き
換
え
る
と
、
第
一
の
駐
留
軍
の
出
動
と
は
、
在
日
米
軍
基
地
か
ら
、
日
本
防
衛
を
目
的
と
せ
ず
、
米
軍
が
対
外
的
な

戦
闘
作
戦
行
動
を
と
る
場
合
で
あ
る
。
第
二
の
原
爆
基
地
と
は
、
米
軍
の
装
備
に
お
け
る
重
要
な
変
更
、
つ
ま
り
、
米
軍
に
よ
る
日
本
へ

の
核
持
ち
込
み
に
事
前
協
議
を
必
要
と
す
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
こ
の
ふ
た
つ
の
問
題
は
、
行
政
協
定
の
交
渉
が
始
ま
る
前
か
ら
、
国

会
で
も
議
論
さ
れ
て
い
た
。

一
例
と
し
て
、
行
政
協
定
交
渉
開
始
直
前
の
一
月
二
六
日
に
行
わ
れ
た
参
議
院
本
会
議
で
の
質
問
が
あ
る
。
緑
風
会
の
岡
本
愛
祐
議
員

は
、「
日
本
に
駐
留
す
る
米
国
軍
が
中
共
基
地
を
爆
撃
す
る
た
め
に
日
本
の
基
地
を
使
用
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
場
合
に
は
、
必
ず
日

本
に
協
議
せ
し
め
る
こ
と
を
交
渉
す
る
用
意
が
あ
り
ま
す
か
ど
う
か
。」「
そ
の
場
合
に
日
本
の
米
軍
基
地
を
原
子
爆
弾
使
用
の
基
地
と
す

る
こ
と
を
拒
絶
す
る
御
用
意
が
あ
り
ま
す
か
。」
と
尋
ね
て
い
る

（
2
）

。

こ
う
し
た
問
題
以
外
に
も
、
日
本
側
は
、
国
連
軍
兵
士
の
日
本
へ
の
出
入
国
に
つ
い
て
、
日
本
へ
事
前
通
報
す
る
よ
う
求
め
て
い
た
。

国
連
軍
兵
士
の
出
入
国
、
戦
闘
作
戦
行
動
の
た
め
の
基
地
使
用
、
核
の
持
ち
込
み
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
一
九
五
二
年
当
時
す
で
に
話
題

と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
う
ち
、
国
連
軍
兵
士
の
出
入
国
は
、
日
本
側
に
通
報
す
る
こ
と
と
な
り
、
国
連
軍
協
定
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
戦
闘
作
戦
行
動
の
た
め
の
基
地
使
用
、
と
り
わ
け
、
満
州
へ
の
爆
撃
と
い
っ
た
場
合
、
日
本
側
に
通
報
し
、
協
議
す
る
内
容
を
盛

り
込
ん
だ
案
を
、
日
本
側
は
米
側
に
提
示
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
一
九
六
〇
年
の
安
保
改
定
に
よ
っ
て
設
け
ら
れ
た
事
前
協
議
制
度

二
八
〇



日
米
安
保
条
約
に
も
と
づ
く
事
前
協
議
制
度
の
原
型
（
信
夫
）

（
三
六
三
）

の
原
型
を
め
ぐ
る
議
論
が
す
で
に
な
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

行
政
協
定
の
問
題
点

国
連
軍
協
定
の
交
渉
過
程
を
分
析
す
る
前
に
、
行
政
協
定
を
俯
瞰
し
て
お
き
た
い
。
当
初
、
国
連
軍
協
定
の
取
り
ま
と
め
役
の
ア
メ
リ

カ
側
に
は
、
行
政
協
定
の
規
定
を
、
国
連
軍
協
定
に
も
そ
の
ま
ま
準
用
し
、
国
連
軍
の
待
遇
を
米
軍
と
同
等
に
す
る
と
の
考
え
も
あ
っ
た

か
ら
だ
。
こ
れ
に
対
し
、
日
本
側
は
、
米
軍
は
日
本
の
依
頼
に
よ
り
駐
留
し
て
い
る
が
、
国
連
軍
に
対
し
て
は
、
国
連
協
力
の
趣
旨
か
ら
、

で
き
る
だ
け
便
宜
を
は
か
る
に
し
か
過
ぎ
な
い
と
認
識
し
て
い
た

（
3
）

。
行
政
協
定
で
は
、
米
軍
関
係
者
の
属
人
的
裁
判
権
が
米
側
に
認
め
ら

れ
、
ま
た
、
全
土
基
地
方
式
が
と
ら
れ
、
同
協
定
の
悪
評
が
高
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

行
政
協
定
に
お
い
て
、
米
軍
の
行
動
へ
の
「
歯
止
め
」
に
関
連
す
る
の
は
第
二
四
条
で
あ
る
。「
日
本
区
域
に
お
い
て
敵
対
行
為
又
は

敵
対
行
為
の
急
迫
し
た
脅
威
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
日
本
国
政
府
及
び
合
衆
国
政
府
は
、
日
本
区
域
の
防
衛
の
た
め
必
要
な
共
同
措
置
を

執
り
、
且
つ
、
安
全
保
障
条
約
第
一
条
の
目
的
を
遂
行
す
る
た
め
、
直
ち
に
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
日

本
が
攻
撃
さ
れ
る
、
あ
る
い
は
、
そ
の
脅
威
が
及
ん
だ
場
合
、
日
本
防
衛
の
た
め
、
日
米
は
共
同
措
置
を
と
る
。
安
保
条
約
第
一
条
の
目

的
遂
行
の
た
め
、
直
ち
に
協
議
す
る
。

日
米
安
保
条
約
第
一
条
の
後
段
は
、
米
軍
の
使
用
に
つ
い
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。
米
軍
が
行
動
す
る
の
は
、
つ
ぎ
の
三
つ
の
場
合
で
あ

る
。
第
一
に
、
極
東
に
お
け
る
国
際
の
平
和
と
安
全
の
維
持
の
た
め
、
第
二
に
、
外
国
に
よ
る
教
唆
又
は
干
渉
に
よ
り
引
き
起
さ
れ
た
日

本
国
に
お
け
る
大
規
模
の
内
乱
及
び
騒
じ
よ
う
の
鎮
圧
の
た
め
、
第
三
に
、
外
部
か
ら
の
武
力
攻
撃
に
対
す
る
日
本
国
の
安
全
確
保
の
た

め
で
あ
る
。

二
八
一
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第
二
の
大
規
模
な
内
乱
等
の
鎮
圧
の
た
め
に
米
軍
が
出
動
す
る
に
は
、「
日
本
国
政
府
の
明
示
の
要
請
」
が
必
要
と
あ
る
。
ま
た
、
第

三
の
日
本
国
の
安
全
確
保
の
場
合
、
行
政
協
定
第
二
四
条
に
、
日
米
は
共
同
措
置
を
と
る
と
明
記
さ
れ
、
そ
の
た
め
の
協
議
と
解
さ
れ
る
。

問
題
は
、
第
一
の
極
東
に
お
け
る
国
際
の
平
和
と
安
全
の
維
持
の
た
め
の
米
軍
の
行
動
が
、
日
本
の
安
全
に
直
接
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
が

戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
る
場
合
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
な
場
合
に
協
議
が
行
わ
れ
る
の
か
、
協
議
と
は
何
か
、

協
議
が
整
わ
な
い
場
合
ど
う
な
る
の
か
、
と
い
っ
た
点
は
あ
い
ま
い
な
ま
ま
だ
っ
た

（
4
）

。

こ
の
点
、
日
本
側
に
と
っ
て
、
巻
き
返
し
の
機
会
が
や
っ
て
く
る
。
平
和
条
約
第
六
条
⒜
項
に
、「
連
合
国
の
す
べ
て
の
占
領
軍
は
、

こ
の
条
約
の
効
力
発
生
の
後
な
る
べ
く
す
み
や
か
に
、
且
つ
、
い
か
な
る
場
合
に
も
そ
の
後
九
十
日
以
内
に
、
日
本
国
か
ら
撤
退
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
あ
る
。
但
し
書
き
に
は
、
日
本
を
一
方
当
事
国
と
す
る
条
約
の
締
結
に
よ
っ
て
、
外
国
軍
隊
の
日
本
駐
留
が
可
能

だ
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
締
結
さ
れ
た
の
が
、
日
米
安
保
条
約
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
駐
留
米
軍
の
地
位
を
定
め
た

行
政
協
定
署
名
後
、
ア
メ
リ
カ
上
院
は
平
和
条
約
と
日
米
安
保
条
約
を
批
准
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
国
連
軍
（
米
軍
を
の
ぞ
く
）
の
地
位
を
定
め
る
地
位
協
定
は
、
平
和
条
約
発
効
後
も
す
ぐ
に
は
締
結
さ
れ
な
か
っ
た
。

も
と
も
と
、
国
連
軍
が
平
和
条
約
発
効
後
も
日
本
に
駐
留
で
き
る
根
拠
規
定
は
、
平
和
条
約
、
日
米
安
保
条
約
と
同
時
に
署
名
さ
れ
た

「
日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
安
全
保
障
条
約
の
署
名
に
際
し
吉
田
内
閣
総
理
大
臣
と
ア
チ
ソ
ン
国
務
長
官
と
の
間
に
交
換
さ

れ
た
公
文
」（
吉
田
・
ア
チ
ソ
ン
交
換
公
文
）
だ
け
で
あ
る
。
国
連
軍
の
場
合
に
は
、
米
軍
の
駐
留
が
ゆ
る
さ
れ
る
こ
と
を
示
す
日
米
安
保

条
約
の
よ
う
な
、
確
固
た
る
基
盤
を
有
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
日
本
側
は
、
国
連
軍
協
定
交
渉
に
お
い
て
、
米
軍
の
行
動
（
日

本
外
で
は
、
朝
鮮
戦
争
に
出
動
す
る
米
軍
も
国
連
軍
と
な
る
）
に
、
歯
止
め
を
か
け
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
分
析
す
る
よ
う
に
、

実
際
に
は
成
功
し
な
か
っ
た
も
の
の
、
後
の
事
前
協
議
制
度
の
原
型
が
提
示
さ
れ
て
い
た
。

二
八
二



日
米
安
保
条
約
に
も
と
づ
く
事
前
協
議
制
度
の
原
型
（
信
夫
）

（
三
六
五
）

交
渉
当
事
者
の
苦
悩

平
和
条
約
お
よ
び
日
米
安
保
条
約
の
交
渉
で
、
事
務
上
の
交
渉
責
任
者
で
あ
っ
た
西
村
熊
雄
外
務
省
条
約
局
長
は
、
そ
の
著
書
『
サ
ン

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
』
で
、
日
本
側
の
交
渉
が
不
十
分
で
あ
っ
た
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
側
の
要
請
に
よ
り
、
日
米
安

保
条
約
に
、「
極
東
条
項
」（
極
東
に
お
け
る
国
際
の
平
和
お
よ
び
安
全
の
維
持
に
寄
与
す
る
た
め
、
米
軍
は
日
本
国
内
の
施
設
お
よ
び
区
域
を
使
用
で

き
る
。）
が
追
加
さ
れ
た
た
め
、
在
日
米
軍
に
よ
る
日
本
防
衛
義
務
が
あ
い
ま
い
に
な
っ
た
。
そ
の
点
を
日
本
側
は
是
正
し
よ
う
と
し
た

も
の
の
、
か
な
わ
な
か
っ
た
と
同
書
の
本
文
に
記
し
て
い
る
。
そ
の
注
と
し
て
以
下
の
よ
う
に
付
記
し
た
。

こ
の
ほ
か
極
東
条
項
に
関
連
す
る
問
題

│
例
え
ば
極
東
の
範
囲
如
何
と
か
日
本
の
提
供
す
る
施
設
・
区
域
が
極
東
の
平
和
と
安
全

の
維
持
に
寄
与
す
る
た
め
行
動
す
る
在
日
ア
メ
リ
カ
軍
に
よ
っ
て
使
用
さ
れ
る
場
合
、
日
本
政
府
は
ど
の
程
度
こ
の
使
用
に
関
与
し
う

る
か
な
ど
な
ど

│
に
つ
い
て
、
充
分
考
慮
を
は
ら
わ
な
い
で
、「
同
意
あ
っ
て
然
る
べ
し
」
と
の
結
論
を
総
理
に
上
申
し
た
こ
と
は
、

今
日
に
至
っ
て
な
お
事
務
当
局
と
し
て
汗
顔
の
至
り
で
あ
る
。

こ
れ
ら
す
べ
て
は
一
九
六
〇
年
一
月
十
九
日
の
日
米
相
互
協
力
及
び
安
全
保
障
条
約
で
是
正
さ
れ
た
。
せ
め
て
も
の
慰
め
で
あ
る

（
5
）

。

西
村
は
、
米
軍
に
よ
る
戦
闘
作
戦
行
動
の
た
め
の
基
地
使
用
に
、
日
本
政
府
が
ま
っ
た
く
関
与
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
恥
じ
て
い
る
。

後
の
事
前
協
議
制
度
の
導
入
は
、
こ
の
時
点
で
は
、
充
分
に
考
慮
す
る
余
裕
が
な
か
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
交
渉
当
事
者
は
苦
悩
し
、

西
村
は
そ
れ
を
直
裁
に
表
現
し
て
い
た
。

ま
た
、
一
九
五
一
年
九
月
の
平
和
条
約
の
締
結
に
随
員
と
し
て
参
加
し
た
宮
澤
喜
一
（
池
田
勇
人
大
蔵
大
臣
秘
書
官
で
、
後
の
首
相
）
は
、

二
八
三
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行
政
協
定
の
交
渉
に
あ
た
っ
た
人
々
を
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
批
判
し
て
い
る
。

し
か
し
当
時
か
ら
部
外
者
で
は
あ
っ
た
が
私
が
感
じ
て
い
た
こ
と
を
率
直
に
述
べ
る
と
、
講
和
の
発
効
を
境
に
し
て
、
今
迄
の
米
軍

は
日
本
の
主
権
者
と
し
て
い
た
も
の
だ
が
、
そ
の
日
か
ら
は
こ
ち
ら
が
主
人
で
向
う
は
お
客
様
、
も
っ
と
は
っ
き
り
云
え
ば
、
そ
の
日

か
ら
米
軍
は
こ
ち
ら
の
意
思
に
反
し
て
色
々
や
っ
て
も
ら
っ
て
は
な
ら
な
い
立
場
に
変
る
の
だ
、
と
い
う
原
則
が
行
政
協
定
を
折
衝
し

た
人
々
の
間
に
、
時
と
し
て
見
失
わ
れ
た
か
に
見
え
る
点
で
あ
る

（
6
）

。

こ
の
「
見
失
わ
れ
た
か
に
見
え
る
点
」
の
重
要
な
も
の
の
ひ
と
つ
が
、
在
日
米
軍
基
地
の
使
用
の
あ
り
方
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
先
述
の

西
村
の
言
の
と
お
り
で
あ
る
。

た
だ
し
、
行
政
協
定
交
渉
の
当
事
者
で
あ
っ
た
岡
崎
国
務
大
臣
は
、「
行
政
協
定
な
ど
は
本
来
な
ら
相
當
不
愉
快
な
や
り
取
り
も
あ
る

筈
の
交
渉
で
は
あ
つ
た
が
、
事
實
は
ま
つ
た
く
談
笑
の
う
ち
に
事
が
極
ま
つ
た
と
い
つ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。」
と
述
べ
、
交
渉
の
困
難
な

ど
な
か
っ
た
か
の
よ
う
で
あ
る

（
7
）

。

一
九
六
〇
年
の
安
保
改
定

一
九
六
〇
年
の
安
保
改
定
に
よ
り
、
事
前
協
議
制
度
が
導
入
さ
れ
、
一
九
五
二
年
当
時
の
懸
念
は
是
正
さ
れ
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
制
度

は
、
改
定
安
保
条
約
の
附
属
文
書
で
あ
る
「
条
約
第
六
条
の
実
施
に
関
す
る
交
換
公
文
」（
岸
・
ハ
ー
タ
ー
交
換
公
文
）
に
、
い
さ
さ
か
抽

象
的
な
表
現
な
が
ら
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
た
。

二
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日
米
安
保
条
約
に
も
と
づ
く
事
前
協
議
制
度
の
原
型
（
信
夫
）

（
三
六
七
）

合
衆
国
軍
隊
の
日
本
国
へ
の
配
置
に
お
け
る
重
要
な
変
更
、
同
軍
隊
の
装
備
に
お
け
る
重
要
な
変
更
並
び
に
日
本
国
か
ら
行
な
わ
れ

る
戦
闘
作
戦
行
動
（
前
記
の
条
約
第
五
条
の
規
定
に
基
づ
い
て
行
な
わ
れ
る
も
の
を
除
く
。）
の
た
め
の
基
地
と
し
て
の
日
本
国
内
の
施
設
及

び
区
域
の
使
用
は
、
日
本
国
政
府
と
の
事
前
の
協
議
の
主
題
と
す
る
。

こ
の
交
換
公
文
に
は
、
事
前
協
議
の
対
象
と
し
て
、
三
つ
の
事
例
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。

第
一
に
、
米
軍
の
配
置
に
お
け
る
重
要
な
変
更
で
あ
る
。
こ
れ
は
軍
隊
の
規
模
が
急
激
に
増
え
る
場
合
を
想
定
し
て
い
る
。
安
保
条
約

改
定
当
時
、
こ
の
意
味
は
か
な
ら
ず
し
も
明
確
に
さ
れ
な
か
っ
た
。
日
本
政
府
が
、「
陸
上
部
隊
の
場
合
は
一
個
師
団
程
度
，
空
軍
の
場

合
は
こ
れ
に
相
当
す
る
も
の
、
海
軍
の
場
合
は
一
機
動
部
隊
程
度
の
配
置
」
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
の
は
、
一
九
六
八
年
に
な
っ

て
か
ら
だ

（
8
）

。

第
二
に
、
米
軍
の
装
備
に
お
け
る
重
要
な
変
更
で
あ
る
。
こ
の
文
言
だ
け
で
は
何
を
意
味
す
る
の
か
わ
か
り
に
く
い
が
、
交
渉
経
緯
に

よ
れ
ば
、
核
の
持
ち
込
み
を
さ
す
。「
持
ち
込
み
」
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
、
核
搭
載
艦
船
・
航
空
機
の
寄
港
・
立
ち
寄
り
を
、
事
前
協
議

の
対
象
と
は
し
な
い
密
約
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
言
わ
れ
て
き
た
。
政
府
が
、
寄
港
・
立
ち
寄
り
も
含
め
、
す
べ
て
の
核
持
ち
込

み
は
事
前
協
議
の
対
象
で
あ
る
と
し
、
い
っ
さ
い
の
密
約
は
存
在
し
な
い
と
言
明
し
て
き
た
か
ら
だ
。
二
〇
一
〇
年
三
月
、
外
務
省
に
よ

り
密
約
対
象
文
書
・
関
連
文
書
が
公
開
さ
れ
、
さ
ら
に
、
最
近
の
研
究
に
よ
っ
て
、
核
搭
載
艦
船
等
の
寄
港
・
立
ち
寄
り
は
事
前
協
議
の

対
象
と
は
し
な
い
こ
と
に
日
本
側
が
同
意
し
て
い
た
事
実
が
判
明
し
た
。
密
約
の
存
在
は
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る

（
9
）

。

第
三
は
、
米
軍
に
よ
る
戦
闘
作
戦
行
動
の
た
め
の
基
地
使
用
で
あ
る
。
米
軍
に
よ
っ
て
、
在
日
米
軍
基
地
か
ら
日
本
外
へ
攻
撃
が
お
こ

な
わ
れ
る
場
合
を
さ
す
。
と
く
に
、
朝
鮮
有
事
の
際
に
は
、
事
前
協
議
な
し
に
、
戦
闘
作
戦
行
動
の
た
め
の
基
地
使
用
を
可
能
と
す
る

二
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（
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六
八
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「
朝
鮮
議
事
録
」
と
い
う
密
約
が
、
安
保
改
定
交
渉
時
に
交
わ
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

事
前
協
議
は
、
一
九
六
〇
年
の
安
保
改
定
で
、
制
度
と
し
て
は
じ
め
て
確
立
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
先
に
挙
げ
た
三
つ
の
事
例
は
、

一
九
五
二
年
二
月
の
行
政
協
定
交
渉
時
、
国
会
に
お
い
て
、
問
題
と
し
て
す
で
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
く
、
行

政
協
定
に
続
く
、
国
連
軍
協
定
の
交
渉
に
お
い
て
、
具
体
的
に
議
論
の
対
象
と
な
る
。
西
村
条
約
局
長
の
反
省
の
弁
を
紹
介
し
た
が
、
国

連
軍
協
定
交
渉
に
お
い
て
は
、
巻
き
返
し
を
は
か
る
試
み
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
の
だ
。
そ
れ
は
か
な
ら
ず
し
も
成
功
し
て
い
な
い
。
た

だ
、
こ
う
し
た
動
き
は
、
一
九
六
〇
年
の
安
保
改
定
に
よ
る
事
前
協
議
制
度
導
入
へ
の
伏
線
と
な
っ
て
い
く
。
事
前
協
議
制
度
の
原
型
を

国
連
軍
協
定
交
渉
の
な
か
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

二
．
国
連
軍
兵
士
の
出
入
国
問
題

国
連
軍
協
定
交
渉
の
開
始
に
至
る
経
緯

一
九
五
二
年
四
月
二
八
日
、
平
和
条
約
が
発
効
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
日
米
安
保
条
約
に
基
づ
く
米
軍
以
外
の
連
合
国
軍
は
九
〇
日
以

内
に
日
本
か
ら
撤
退
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
当
時
、
日
本
に
は
、
英
濠
軍
を
中
心
と
す
る
英
連
邦
朝
鮮
派
遣
軍
（
国
連
軍
）
も

駐
留
し
て
い
た

（
10
）

。
一
九
五
二
年
七
月
上
旬
に
お
け
る
国
連
軍
関
係
者
の
駐
留
人
数
は
、
別
表
の
と
お
り
で
あ
る
。
広
島
県
呉
市
を
中
心
に

八
千
人
弱
の
兵
士
が
駐
留
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
米
軍
に
対
す
る
行
政
協
定
に
対
応
す
る
形
で
、
国
連
軍
の
地
位
を
定
め
る
必
要
が

あ
っ
た
。
た
だ
、
こ
の
交
渉
の
開
始
は
遅
れ
る
。
以
下
、
国
連
軍
協
定
締
結
に
向
け
た
交
渉
開
始
ま
で
の
状
況
を
明
ら
か
に
し
て
お
き
た

い
。

二
八
六



日
米
安
保
条
約
に
も
と
づ
く
事
前
協
議
制
度
の
原
型
（
信
夫
）

（
三
六
九
）

行
政
協
定
は
、
先
に
述
べ
た

よ
う
に
、
一
九
五
二
年
二
月

二
八
日
、
岡
崎
国
務
大
臣
と
ラ

ス
ク
米
特
別
代
表
と
の
間
で
署

名
さ
れ
た
。
日
本
側
は
、
米
軍

を
除
く
国
連
軍
の
地
位
を
明
ら

か
に
し
て
お
く
た
め
、
平
和
条

約
お
よ
び
日
米
安
保
条
約
の
発

効
前
に
、
関
係
連
合
国
と
協
定

を
結
び
た
い
と
考
え
て
い
た
。

三
月
一
二
日
、
西
村
条
約
局
長

は
米
側
に
試
案
を
提
示
す
る

（
11
）

。

こ
れ
を
も
と
に
交
渉
す
る
よ
う

米
側
に
呼
び
か
け
た
が
、
関
係

連
合
国
の
意
見
が
一
致
し
な

か
っ
た
。
日
本
側
は
数
次
に
わ

た
り
督
促
し
た
も
の
の
、
交
渉

国連軍兵士・家族・軍属の日本駐留人数（1952年7月1日～ 15日）

国 駐留兵士 慰労・休養等兵士 家族 軍属 合計
英連邦朝鮮派遣軍
　イギリス 3494 295 － 24 3813
　オーストラリア 2287 148 51 44 2530
　カナダ 1584 59 － 8 1651
　ニュージーランド 366 30 － － 396
　インド 9 － － － 9

ベルギー・ルクセンブルグ 6 17 － － 23
コロンビア 3 35 － － 38
エチオピア 3 32 － － 35
フランス 11 27 － － 38
ギリシャ 10 24 － － 34
オランダ 11 20 － 1 32
フィリピン 5 39 － 1 45
タイ 32 27 － － 59
トルコ 9 40 － － 49
南アフリカ 5 － － － 5
スウェーデン － 2 － － 2
イタリア － － － －
入院患者 － 226 － － 226

合計 7835 1021 51 78 8985

（出所 ）“Joint Meeting of Deputies for Negotiation of Agreement Regarding the 
Status of United Nations Forces in Japan, Eighth Meeting, August 1, 1952”

（Confi dential, Security Information）, RG84 Japan; U.S. Embassy, Tokyo; 
Classified General Records, 1952-1963,　Box3⑴（320. 1 UN Forces in 
Japan）, National Archives at College Park, College Park, MD.
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ま
で
に
い
た
ら
ず
、
平
和
条
約
の
発
効
を
む
か
え
た
。

平
和
条
約
発
効
前
日
の
四
月
二
七
日
午
後
、
米
側
は
マ
シ
ュ
ー
・
リ
ッ
ジ
ウ
ェ
イ
連
合
国
軍
最
高
司
令
官
署
名
の
外
務
大
臣
あ
て
書
簡

を
日
本
側
に
提
示
し
た
。
内
容
は
、「（
イ
）
所
要
の
協
定
は
、
平
和
条
約
発
効
後
九
十
日
内
に
必
ず
締
結
す
る
。（
ロ
）
施
設
、
役
務
、
裁

判
権
及
び
経
費
に
つ
い
て
、
平
和
条
約
発
効
か
ら
協
定
が
締
結
さ
れ
る
ま
で
の
間
は
、
暫
定
的
に
現
状
で
ゆ
き
、
協
定
が
で
き
れ
ば
、
協

定
に
従
つ
て
さ
つ
及
し
て
調
整
で
き
る
。（
ハ
）
リ
司
令
官
の
書
簡
と
外
務
大
臣
の
返
簡
は
日
本
政
府
と
関
係
連
合
国
政
府
と
の
間
の
協

定
を
構
成
す
る
。」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た

（
12
）

。

こ
れ
に
対
し
、
翌
二
八
日
、
日
本
側
は
、「（
イ
）
交
換
公
文
が
日
本
政
府
と
関
係
連
合
国
政
府
と
の
間
の
協
定
を
構
成
す
る
と
の
条
項

は
、
対
国
会
関
係
か
ら
削
除
す
べ
き
で
あ
る
。（
ロ
）
呉
地
区
に
お
け
る
英
濠
軍
使
用
中
の
施
設
は
、
必
要
最
小
限
度
に
限
定
し
、
他
は

即
座
に
返
還
す
べ
き
で
あ
る
。（
ハ
）
既
に
と
ら
れ
て
い
る
英
濠
軍
の
た
め
の
調
達
終
止
の
措
置
は
そ
の
ま
ま
有
効
で
あ
る
こ
と
を
明
示

す
べ
き
で
あ
る
。（
ニ
）
最
終
協
定
が
成
立
す
る
と
き
は
、
と
く
に
、
経
費
に
つ
い
て
、
平
和
条
約
発
効
時
に
さ
つ

0

0

及
し
て
運
用
す
る
こ

と
を
明
定
す
べ
き
で
あ
る
。（
ホ
）
裁
判
権
に
つ
い
て
は
、
現
状
ど
お
り
と
す
る
は
不
可
で
あ
る
（
わ
が
方
の
希
望
す
る
原
則
を
掲
げ
て
お
い

た
。）（
ヘ
）
裁
判
権
以
外
の
特
典
等
に
つ
い
て
は
、
要
件
ご
と
に
協
議
し
て
取
扱
を
き
め
る
と
す
べ
き
で
あ
る
。
最
後
に
、（
ト
）
行
政
協

定
の
い
か
な
る
条
項
も
米
軍
以
外
の
軍
隊
の
た
め
特
権
免
除
を
要
求
す
る
根
拠
と
し
て
援
用
す
べ
き
で
は
な
い
こ
と
を
明
定
す
べ
き
で
あ

る
。」
と
の
意
見
書
を
添
え
、
対
案
を
米
側
に
交
付
し
た

（
13
）

。

こ
の
日
本
側
意
見
書
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、
国
連
軍
を
米
駐
留
軍
と
同
列
に
置
く
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
日
本
側
が
強
く
主
張

し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
、
行
政
協
定
が
国
会
の
承
認
を
経
た
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
点
に
お
お
く
の
批
判
が
あ
っ
た
た
め
、
国

連
軍
協
定
は
、
国
会
の
批
准
を
必
要
と
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
同
じ
く
、
批
判
が
強
か
っ
た
の
は
、
行
政
協
定
の
刑
事
裁
判
権
で
あ

二
八
八



日
米
安
保
条
約
に
も
と
づ
く
事
前
協
議
制
度
の
原
型
（
信
夫
）

（
三
七
一
）

り
、
日
本
政
府
と
し
て
も
、
現
状
ど
お
り
は
、
と
て
も
の
め
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

二
八
日
午
後
八
時
、
岡
崎
国
務
大
臣
は
、
ド
イ
ル
・
ヒ
ッ
キ
ー
参
謀
長
と
会
談
し
た
。
参
謀
長
は
、
最
終
協
定
は
、
こ
こ
三
、
四
週
間

内
に
は
で
き
る
と
思
う
か
ら
、
交
渉
を
継
続
し
つ
つ
、
そ
れ
ま
で
の
暫
定
措
置
と
し
て
、「
施
設
、
役
務
、
裁
判
権
、
経
費
な
ど
一
応
従

前
ど
お
り
で
ゆ
き
、
経
費
は
最
終
協
定
が
で
き
れ
ば
、
そ
れ
を
さ
つ
0

0

及
適
用
す
る
。」
と
の
趣
旨
の
書
簡
案
を
持
参
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、

岡
崎
大
臣
は
、
前
記
の
日
本
側
意
見
書
に
盛
ら
れ
た
立
場
を
重
ね
て
説
明
し
た
。
結
局
、
両
者
の
意
見
は
一
致
し
な
か
っ
た
。
た
だ
、
交

渉
が
継
続
中
で
あ
る
と
の
前
提
で
、
早
急
な
締
結
を
期
待
し
、
従
前
の
例
に
よ
る
と
し
た
。
事
務
レ
ベ
ル
で
、
書
簡
案
を
作
成
し
、
そ
れ

ま
で
の
間
、
現
状
で
ゆ
く
こ
と
と
な
っ
た
。

日
本
側
書
簡
（
往
復
と
も
）
案
は
、
四
月
三
〇
日
、
米
側
に
手
交
さ
れ
た
。
こ
の
書
簡
交
換
の
詳
細
に
は
立
ち
入
ら
な
い
が
、
五
月

一
三
日
、
書
簡
（
交
換
公
文
案
）
が
閣
議
決
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
件
落
着
し
た
か
に
見
え
た
。
と
こ
ろ
が
、
国
連
軍
兵
士
に
よ

る
犯
罪
の
取
り
扱
い
を
め
ぐ
っ
て
、
日
本
側
と
国
連
軍
側
と
の
間
で
意
見
が
真
っ
向
か
ら
対
立
す
る
。
国
連
軍
側
は
、「
原
則
的
に
管
轄

権
が
従
来
の
如
く
軍
側
に
あ
り
、
関
係
国
の
一
つ
が
特
別
扱
い
等
を
要
求
し
た
時
は
じ
め
て
二
国
間
の
交
渉
案
件
に
な
る
と
解
」
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
日
本
側
は
、「
明
ら
か
に
犯
人
が
所
属
区
域
を
離
れ
公
務
以
外
の
目
的
で
な
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
裁
判
権
を
日
本
側
に

あ
り
」
と
主
張
し
た

（
14
）

。

裁
判
権
を
め
ぐ
り
、
書
簡
交
換
の
交
渉
が
難
航
す
る
。
そ
の
結
果
、
五
月
二
二
日
の
岡
崎
大
臣
・
ヒ
ッ
キ
ー
参
謀
長
会
談
で
、
暫
定
協

定
の
た
め
の
書
簡
交
換
は
と
り
や
め
と
し
、
た
だ
ち
に
本
協
定
の
交
渉
に
は
い
る
こ
と
に
な
っ
た

（
15
）

。

二
八
九
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軍
隊
の
通
過

行
政
協
定
へ
の
署
名
も
完
了
し
た
三
月
一
二
日
、
西
村
条
約
局
長
か
ら
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
シ
ー
ボ
ル
ト
大
使
に
、
国
連
軍
協
定
の
試
案
が

手
交
さ
れ
た
。
同
案
第
一
条
に
は
、
軍
隊
の
通
過
に
関
す
る
規
定
が
置
か
れ
て
い
た
。
内
容
は
、（
一
）
国
連
軍
の
入
国
お
よ
び
出
国
の

日
付
、（
二
）
そ
の
数
、（
三
）
滞
在
の
場
合
、
滞
在
予
定
期
間
と
目
的
を
、
日
本
国
政
府
に
事
前
に
通
知
す
る
、
と
あ
る

（
16
）

。

行
政
協
定
の
場
合
、
米
軍
関
係
者
の
入
国
は
、
第
九
条
第
一
項
で
、「
合
衆
国
は
、
こ
の
協
定
の
目
的
の
た
め
合
衆
国
軍
隊
の
構
成
員

及
び
軍
属
並
び
に
そ
れ
ら
の
家
族
で
あ
る
者
を
日
本
国
に
入
れ
る
権
利
を
有
す
る
。」
と
規
定
さ
れ
て
い
た
。
日
本
へ
の
入
国
は
権
利
と

あ
る
。
こ
の
第
九
条
の
そ
の
他
の
項
で
は
、
査
証
が
免
除
さ
れ
、
身
分
証
明
に
関
し
て
規
定
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
入
国
の
目
的
で

あ
る
と
か
、
滞
在
期
間
等
は
い
っ
さ
い
な
い
。

六
月
二
五
日
、
国
連
軍
協
定
に
関
す
る
米
案
が
提
示
さ
れ
た
。
こ
れ
に
、
日
本
側
は
西
村
試
案
と
ほ
ぼ
同
様
の
所
見
を
述
べ
た

（
17
）

。
と
こ

ろ
が
、
七
月
に
入
る
と
、
日
本
側
の
主
張
が
微
妙
に
異
な
っ
て
く
る
。
資
料
と
し
て
確
認
で
き
る
の
は
、
七
月
一
〇
日
、
外
務
省
の
奥
村

勝
三
参
与
室
で
お
こ
な
わ
れ
た
、
国
連
軍
協
定
締
結
の
た
め
の
第
三
回
予
備
会
議
準
備
打
合
わ
せ
の
文
書
で
あ
る

（
18
）

。
奥
村
は
、「
国
連
軍

の
行
動
、
出
入
国
滞
在
等
に
よ
り
、
日
本
は
場
合
に
よ
っ
て
は
大
き
な
影
響
を
受
け
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
か
ら
、
そ
の
作
戦
方
針
、
出

入
国
等
に
つ
い
て
通
告
を
受
け
る
よ
う
要
求
し
た
い
」
と
述
べ
た
。
ま
た
、
西
村
の
後
任
の
下
田
武
三
条
約
局
長
は
、「
兵
力
の
急
激
な

入
国
増
加
を
控
え
て
貰
う
よ
う
言
出
し
て
み
よ
う
」
と
の
考
え
を
示
し
た
。
結
局
、
こ
う
し
た
趣
旨
の
交
換
公
文
を
作
成
し
て
み
る
こ
と

に
な
っ
た
。

交
換
公
文
案
は
、
二
日
後
の
一
二
日
に
作
成
さ
れ
た

（
19
）

。
こ
の
案
に
は
、
ま
ず
、
吉
田
・
ア
チ
ソ
ン
交
換
公
文
の
趣
旨
で
あ
る
、
日
本
が

国
内
お
よ
び
そ
の
附
近
で
、
国
連
軍
を
支
持
す
る
こ
と
を
許
し
、
容
易
に
す
る
旨
が
述
べ
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
軍
隊
は
、「
朝
鮮
、
日
本
国

二
九
〇



日
米
安
保
条
約
に
も
と
づ
く
事
前
協
議
制
度
の
原
型
（
信
夫
）

（
三
七
三
）

内
及
び
そ
の
附
近
に
お
い
て
既
に
活
溌
な
戦
斗
行
為
を
行
っ
て
い
」
る
と
の
認
識
が
示
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
軍
隊
の
行
動
が
、
日
本
国
内

の
政
治
・
経
済
そ
の
他
の
国
民
生
活
に
広
汎
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
連
軍
の
軍
隊
に
つ
ぎ
の
措
置
を
と
る
よ
う
求
め
て

い
る
。

（
一
）
朝
鮮
、
日
本
国
内
及
び
そ
の
附
近
に
あ
る
前
記
の
軍
隊
の
主
要
な
作
戦
行
動

0

0

0

0

0

0

0

及
び
こ
れ
に
関
連
す
る
日
本
の
経
済
活
動
に
影
響

を
及
ぼ
す
べ
き
物
資
の
調
達
並
び
に
動
力
及
び
生
産
施
設
の
利
用
等
に
関
す
る
事
前
の
情
報
の
提
供

0

0

0

0

0

0

0

0

（
二
）
日
本
国
内
に
滞
在
し
、
又
は
日
本
国
内
を
通
過
す
る
前
記
の
軍
隊
の
兵
力
数
の
主
要
な
変
動
を
含
む
前
記
の
軍
隊
の
活
動
の

0

0

0

0

0

0

一0

般
的
す
う
勢

0

0

0

0

0

に
つ
い
て
の
事
前
の

0

0

0

並
び
に
現
状
に
関
す
る
定
期
の
及
び
要
請
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
情
報
提
供

0

0

0

0

（
三
）
前
記
の
軍
隊
で
日
本
国
へ
入
国
し
、
日
本
国
内
を
通
過
し
、
日
本
国
内
に
滞
在
し
又
は
日
本
国
か
ら
出
国
す
る
も
の
の
兵
力
数

の
急
激
な
変
動
の
防
止
（
傍
点
は
筆
者
に
よ
る
。）

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
西
村
試
案
お
よ
び
日
本
側
所
見
に
あ
っ
た
、
た
ん
な
る
国
連
軍
の
出
入
国
だ
け
で
は
な
く
、「
主
要
な
作
戦

行
動
」
で
あ
る
と
か
、「
軍
隊
の
活
動
の
一
般
的
す
う
勢
」
に
つ
い
て
も
、
事
前
の
情
報
提
供
を
求
め
て
い
る
点
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
国
連
軍
の
通
過
に
関
す
る
日
本
側
の
対
応
を
見
て
み
よ
う
。
七
月
一
八
日
、「
国
連
軍
の
地
位
に
関
す
る
協
定
案
中
、
施
設
、

公
益
事
業
、
艦
船
航
空
機
の
入
国
等
に
関
す
る
条
約
案
及
び
公
式
会
議
録
了
解
案
」
と
題
す
る
高
裁
案
が
、
奥
村
参
与
な
ら
び
に
国
際
協

力
局
宛
提
出
さ
れ
た

（
20
）

。
こ
の
案
に
は
奥
村
の
メ
モ
が
添
付
さ
れ
、「
国
連
軍
に
依
る
米
軍
施
設
の
使
用
が
無
制
限
に
な
る
こ
と
は
な
い

か
？
何
等
か
の
形
で
我
方
に
相
談
さ
せ
る
必
要
は
な
い
か
？
此
の
点
、
国
際
協
力
局
長
の
再
検
討
を
お
願
ひ
し
度
い
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

二
九
一
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七
月
二
一
日
、
奥
村
参
与
は
、
国
連
軍
協
定
の
取
り
ま
と
め
役
の
ナ
イ
ル
ス
・
ボ
ン
ド
在
京
米
大
使
館
参
事
官
と
非
公
式
会
談
を
お
こ

な
っ
た

（
21
）

。
そ
の
際
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
会
話
が
交
わ
さ
れ
て
い
る
。

奥
村
「
之
は
協
定
案
に
は
現
は
れ
て
な
い
が
、
理
屈
か
ら
言
へ
ば
、
日
本
に
は
い
れ
る
国
連
軍
の
数
に
は
制
限
が
な
い
。
又
假
に
朝
鮮

の
事
態
が
非
常
に
悪
化
し
た
場
合
、
日
本
に
は
、
大
部
隊
が
出
入
す
る
し
、
又
大
き
な
作
戦
が
日
本
を
基
地
に
し
て
行
は
れ
る
こ
と
に
な

る
。
之
は
日
本
の
政
治
経
済
に
大
影
響
の
あ
る
こ
と
で
、
日
本
と
し
て
は
、
こ
う
言
ふ
場
合
に
、
豫
め
相
談
を
受
け
る
べ
き
だ
と
思
ふ
が
、

何
と
か
取
極
め
度
い
。」

ボ
ン
ド
「
そ
れ
は
尤
も
な
こ
と
だ
。
協
定
案
に
は
、
何
時
で
も
協
定
の
如
何
な
る
條
項
で
も
改
訂
を
申
出
せ
る
規
定
が
あ
る
か
ら
、
こ

れ
で
も
カ
ヴ
ア
で
き
る
し
、
又
前

プ
リ
ア
ン
ブ
ル

文
に
何
と
か
書
く
方
法
も
あ
り
は
し
な
い
か
。」

奥
村
「
も
う
す
こ
し
研
究
し
て
、
更
に
御
相
談
し
度
し
」

国
連
軍
要
員
の
出
入
国
問
題
は
、
七
月
二
一
日
に
開
か
れ
た
第
六
回
「
要
員
の
地
位
に
関
す
る
協
定
交
渉
技
術
委
員
会
会
合
」
で
決
着

を
み
た

（
22
）

。
こ
れ
は
現
行
の
国
連
軍
協
定
第
三
条
第
一
項
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
現
行
の
同
項
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。

本
条
の
規
定
に
従
う
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
日
本
国
政
府
は
、
こ
の
協
定
の
適
用
上
、
国
際
連
合
の
軍
隊
の
構
成
員
、
軍
属
及
び
家

族
に
対
し
、
日
本
国
へ
の
入
国
及
び
日
本
国
か
ら
の
出
国
を
許
可
す
る
。
国
際
連
合
軍
司
令
部
は
、
日
本
国
政
府
に
対
し
、
入
国
者
及

び
出
国
者
の
数
、
入
国
及
び
出
国
の
日
付
、
入
国
の
目
的
並
び
に
滞
在
予
定
期
間
を
適
切
に
通
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二
九
二
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日
本
側
は
、
軍
隊
の
作
戦
行
動
に
つ
い
て
の
情
報
提
供
を
盛
り
込
む
よ
う
要
請
し
て
い
た
。
し
か
し
、
同
協
定
で
は
ま
っ
た
く
触
れ
ら

れ
て
い
な
い
。

水
豊
ダ
ム
爆
撃

朝
鮮
戦
争
勃
発
か
ら
丸
二
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
た
一
九
五
二
年
六
月
二
三
日
、
国
連
軍
は
、
北
朝
鮮
と
中
国
の
国
境
で
あ
る
鴨
緑

江
の
水
豊
発
電
所
な
ど
五
つ
の
発
電
所
を
爆
撃
し
た

（
23
）

。
朝
鮮
戦
争
中
、
最
大
の
空
爆
と
い
わ
れ
る
。
同
地
域
へ
の
空
爆
は
、
中
国
側
か
ら

中
国
東
北
部
（
満
州
）
に
対
す
る
間
接
的
な
攻
撃
と
み
な
さ
れ
、
戦
争
拡
大
の
動
機
と
な
る
危
険
が
あ
っ
た
。

国
際
政
治
学
者
の
神
川
彦
松
は
、
朝
鮮
戦
争
を
「
制リ

ミ
テ
ツ
ド
・
ウ
オ
ア

限
さ
れ
た
戦
争
」
と
位
置
づ
け
た
。「
朝
鮮
と
い
う
一
定
の
限
ら
れ
た
地
域
に
お

い
て
、
敵
の
策
戰
基
地
に
對
し
て
攻
撃
を
加
え
な
い
と
い
う
制
限
の
下
で
、
因
習
的
兵
器
を
も
つ
て
闘
う
」
戦
争
と
い
う
意
味
で
あ
る

（
24
）

。

「
因
習
的
兵
器
」
と
は
、
今
日
で
い
え
ば
、
通
常
兵
器
の
こ
と
だ
。
そ
の
た
め
、
同
地
域
は
、
爆
撃
対
象
か
ら
は
ず
さ
れ
て
い
た
。
中
国

本
土
爆
撃
を
主
張
し
、
解
任
さ
れ
た
ダ
グ
ラ
ス
・
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
元
帥
在
任
当
時
で
さ
え
、
水
豊
発
電
所
へ
の
爆
撃
は
ひ
か
え
ら
れ
て
い

た
（
25
）

。水
豊
発
電
所
で
つ
く
ら
れ
た
電
力
は
、
北
朝
鮮
お
よ
び
満
州
で
ほ
ぼ
半
分
ず
つ
使
用
さ
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
期
、
休

戦
協
定
交
渉
は
、
捕
虜
交
換
問
題
を
め
ぐ
っ
て
行
き
詰
ま
り
、
こ
の
空
爆
が
交
渉
に
暗
雲
を
も
た
ら
し
か
ね
な
い
状
況
に
あ
っ
た
。
こ
の

よ
う
な
事
情
か
ら
、
ロ
バ
ー
ト
・
ラ
ヴ
ェ
ッ
ト
米
国
防
長
官
は
、
爆
撃
当
日
の
記
者
会
見
で
、
空
爆
は
他
の
国
連
軍
諸
国
と
事
前
に
相
談

し
た
も
の
で
は
な
く
、
政
策
の
転
換
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
、
と
述
べ
て
い
る

（
26
）

。
朝
鮮
戦
争
を
中
国
本
土
に
拡
大
し
な
い
と
の
趣
旨

を
に
じ
ま
せ
て
い
た
。

二
九
三
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こ
の
爆
撃
は
、
さ
っ
そ
く
、
国
会
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
六
月
二
五
日
の
衆
議
院
外
務
委
員
会
で
は
、
右
派
社
会
党
の
戸
叶
里
子
議

員
が
、
国
連
軍
が
二
三
日
・
二
四
日
に
わ
た
り
水
豊
ダ
ム
等
を
爆
撃
し
、「
何
と
な
く
不
気
味
な
シ
ョ
ッ
ク
を
世
界
に
投
げ
か
け
て
」
い

る
と
し
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
質
問
を
し
て
い
る
。

実
は
も
し
も
日
本
の
基
地
か
ら
で
も
出
て
行
つ
た
飛
行
機
が
あ
る
と
い
た
し
ま
す
な
ら
ば
、
非
常
に
日
本
が
報
復
爆
撃
を
受
け
や
す

い
と
思
う
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
な
ぜ
そ
う
い
う
こ
と
を
私
が
心
配
す
る
か
と
申
し
ま
す
な
ら
ば
、
実
は
立
川
方
面
で
は
、
も
う
す
で
に

燈
火
管
制
の
協
力
が
要
請
さ
れ
て
お
る
そ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
て
、
あ
そ
こ
ら
に
住
ん
で
い
る
人
た
ち
が
非
常
に
不
安
に

お
の
の
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
の
燈
火
管
制
の
協
力
が
要
請
さ
れ
て
い
る
措
置
は
、
ど
う
い
う
機
関
で
一
体
な
さ
れ
て
い
る
の
か
を

伺
い
た
い
と
思
い
ま
す

（
27
）

。

こ
れ
に
対
し
、
石
原
幹
市
郎
外
務
政
務
次
官
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
答
え
た
。

燈
火
管
制
の
問
題
に
つ
き
ま
し
て
は
、
い
わ
ゆ
る
向
こ
う
の
施
設
並
び
に
区
域
内
に
お
き
ま
し
て
は
、
ア
メ
リ
カ
の
方
で
や
つ
て
お

ら
れ
る
よ
う
で
あ
り
ま
す
。
そ
りマ

マ

れ
か
ら
そ
の
他
に
つ
き
ま
し
て
は
、
つ
ま
り
そ
こ
だ
け
や
り
ま
し
て
も
効
果
は
な
い
の
で
あ
り
ま
し

て
、
付
近
の
協
力
を
得
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
点
は
先
方
の
協
力
方
の
要
請
も
あ
り
、
外
務
省
を
通
じ
ま
し
て
付
近
の
市
町

村
に
協
力
方
を
連
絡
し
て
や
つ
て
お
る
。
こ
う
い
う
状
態
で
あ
り
ま
す

（
28
）

。

二
九
四
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戸
叶
議
員
は
、「
も
し
も
日
本
の
基
地
か
ら
で
も
出
て
行
つ
た
飛
行
機
が
あ
る
と
い
た
し
ま
す
な
ら
ば
」
と
、
仮
定
の
話
と
し
て
質
問

し
て
い
る
。
当
時
、
横
田
基
地
は
朝
鮮
戦
争
を
機
に
拡
張
が
は
か
ら
れ
、
同
基
地
か
ら
Ｂ
29
が
出
撃
し
て
い
た
こ
と
は
周
知
の
事
実
で

あ
っ
た

（
29
）

。
だ
か
ら
こ
そ
、
同
基
地
が
報
復
爆
撃
の
対
象
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
、
立
川
等
の
基
地
周
辺
市
町
村
に
燈
火
管
制
の
協
力
要
請

が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
一
方
、
北
朝
鮮
の
空
軍
力
も
、
こ
の
一
年
間
で
ほ
ぼ
二
倍
に
増
強
さ
れ
、
二
千
機
近
く
の
戦
闘
機
を
保
有
し
、

そ
の
半
数
は
ジ
ェ
ッ
ト
機
と
い
わ
れ
て
い
た

（
30
）

。
し
た
が
っ
て
、
北
朝
鮮
が
報
復
爆
撃
を
お
こ
な
う
能
力
は
す
で
に
有
し
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
。

七
月
一
一
日
の
『
朝
日
新
聞
』
声
の
欄
に
は
、「
戦
争
の
に
お
い
」
と
題
す
る
東
京
在
住
の
主
婦
の
声
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

昨
夜
そ
う
遠
く
な
い
と
こ
ろ
に
落
雷
が
あ
り
、
し
ば
ら
く
た
っ
て
か
ら
、
ま
た
爆
雷
の
よ
う
な
音
と
一
緒
に
白
い
光
が
窓
を
一
瞬
明

る
く
し
ま
し
た
。
夫
は
雷
の
音
と
は
違
う
、
爆
弾
の
よ
う
な
音
だ
よ
と
つ
ぶ
や
き
ま
す
。
わ
た
く
し
は
ハ
ッ
と
し
て
、
そ
れ
じ
ゃ
空
襲

よ
、
水
豊
ダ
ム
を
爆
撃
し
た
ん
で
す
も
の
。
日
本
の
基
地
に
仕
返
し
に
く
る
の
当
り
前
だ
わ
、
と
一
時
に
不
安
に
な
り
二
階
へ
か
け

上
っ
て
西
の
空
を
に
ら
み
ま
し
た
。
幸
い
に
も
そ
れ
は
美
し
い
花
火
の
光
と
音
だ
っ
た
の
で
す
。
し
か
し
こ
の
花
火
を
わ
た
く
し
と
夫

は
心
か
ら
美
し
い
と
た
の
し
ん
で
見
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
一
般
庶
民
の
間
に
も
、
水
豊
ダ
ム
爆
撃
の
仕
返
し
と
し
て
、
空
襲
を
受
け
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
不
安
感
が
た
だ

よ
っ
て
い
た
。
ま
た
、
日
本
政
府
も
、
水
豊
発
電
所
空
爆
に
よ
っ
て
、
在
日
米
軍
基
地
が
報
復
爆
撃
を
受
け
る
可
能
性
が
あ
り
、
そ
の
た

め
の
対
策
を
と
る
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

二
九
五
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三
．
事
前
協
議
導
入
へ
の
模
索

奥
村
参
与
の
メ
モ

七
月
三
〇
日
付
け
で
奥
村
参
与
が
作
成
し
た
「
国
連
軍
協
定
一
件
」
と
題
す
る
手
書
き
の
外
務
大
臣
宛
メ
モ
が
残
さ
れ
て
い
る

（
31
）

。
そ
れ

に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
た
。

現
在
の
協
定
案
に
依
れ
ば
、
理
論
上
は
、
日
本
に
は
い
り
得
る
国
連
軍
の
兵
力
は
無
制
限
で
あ
り
、
且
国
連
軍
が
日
本
を
基
地
と
し

て
何
を
し
や
う
と
（
例
へ
ば
満
洲
を
爆
撃
し
て
も
）
日
本
と
し
て
は
イ
イ
と
し
て
「
一
切
の
援
助
を
供
與
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
訳
で

あ
る
が
、
此
の
点
を
カ
ヴ
ア
ー
す
る
為
、
御
指
示
に
従
ひ
、
先
般
ボ
ン
ド
参
事
官
と
非
公
式
に
話
合
ひ
、
当
方
よ
り
一
案
を
出
す
約
束

を
し
て
置
い
た
こ
と
は
、
報
告
申
上
げ
て
置
い
た
通
り
で
あ
り
ま
す
。

其
の
後
考
究
の
結
果
、
別
箋
の
通
り
の
案
文
を
作
っ
て
み
ま
し
た
の
で
、
御
査
閲
願
度
、
更
に
御
指
示
を
得
て
ボ
ン
ド
に
提
示
し
た

い
と
存
じ
ま
す
。

こ
の
メ
モ
は
、
二
〇
一
三
年
一
〇
月
の
外
交
記
録
公
開
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
こ
れ
に
は
非
公
開
文
書
1
が
存
在
す
る
。
非
公

開
の
理
由
は
、
利
用
等
規
則
第
一
一
条
第
一
項
一
号
ハ
で
あ
る
。「
公
に
す
る
こ
と
に
よ
り
，
国
の
安
全
が
害
さ
れ
る
お
そ
れ
、
他
国
若

し
く
は
国
際
機
関
と
の
信
頼
関
係
が
損
な
わ
れ
る
お
そ
れ
又
は
他
国
若
し
く
は
国
際
機
関
と
の
交
渉
上
不
利
益
を
被
る
お
そ
れ
が
あ
る
と

当
該
特
定
歴
史
公
文
書
等
を
移
管
し
た
行
政
機
関
の
長
と
し
て
の
外
務
大
臣
が
認
め
る
こ
と
に
つ
き
相
当
の
理
由
が
あ
る
情
報
」
と
あ
る
。

二
九
六



日
米
安
保
条
約
に
も
と
づ
く
事
前
協
議
制
度
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原
型
（
信
夫
）

（
三
七
九
）

同
メ
モ
の
欄
外
に
、「
大
臣
用
及
び
次
官
用
コ
ピ
ー
添
付
し
て
あ
り
ま
す
。」
と
手
書
き
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
非
公
開
文
書
は
こ
の
コ

ピ
ー
、
つ
ま
り
、「
別
添
の
通
り
の
案
文
」
を
さ
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
外
務
大
臣
と
は
岡
崎
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

岡
崎
外
務
大
臣
の
「
指
示
」
に
よ
り
、
奥
村
参
与
と
ボ
ン
ド
参
事
官
の
会
談
が
行
わ
れ
、
そ
の
結
果
を
受
け
て
、
非
公
開
と
な
っ
て
い
る

文
書
が
作
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
岡
崎
に
つ
い
て
は
、
後
に
述
べ
る
が
、
一
般
に
は
、
吉
田
政
権
下
、
対
米
追
随
派
と
み
ら
れ
て
い

た
。ま

た
、
ボ
ン
ド
参
事
官
と
非
公
式
に
話
し
合
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
前
述
の
よ
う
に
、
七
月
二
一
日
、
非
公
式
会
談
が
開
か
れ
て
い

た
。
こ
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
、
事
前
協
議
に
関
す
る
日
本
案
が
作
成
さ
れ
た
。
非
公
開
文
書
の
内
容
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。

事
前
協
議
の
日
本
案

八
月
五
日
、
奥
村
参
与
と
ボ
ン
ド
参
事
官
が
会
談
し
た
。
奥
村
参
与
の
会
談
録
に
、「
六
．
最
後
に
奥
村
よ
り
、
別
添
附
属
交
換
公
文

案
を
差
出
し
過
日
御
話
し
た
も
の
が
で
き
た
か
ら
、
充
分
考
慮
あ
り
度
、
之
が
で
き
れ
ば
、
今
次
協
定
も
議
会
を
通
す
の
に
非
常
に
助
け

に
な
る
で
あ
ら
う
と
述
べ
た
と
こ
ろ
、
ボ
ン
ド
は
日
本
側
の
考
は
尤
も
で
あ
る
と
述
べ
た
。
又
奥
村
よ
り
此
の
案
の
提
出
に
つ
い
て
は
、

外
務
大
臣
の
了
解
を
得
て
ゐ
る
こ
と
を
特
に
附
言
す
る
と
述
べ
、
ボ
ン
ド
こ
れ
を
了
承
し
た
。」
と
あ
る

（
32
）

。

こ
の
会
談
録
に
、
八
月
四
日
付
け
と
七
月
三
〇
日
付
け
の
ド
ラ
フ
ト
の
英
文
が
添
付
さ
れ
て
い
る
。
前
者
の
英
文
の
右
端
に
は
、
縦
書

き
で
、「
二
七
．
八
．
五
．
奥
村
よ
り
ボ
ン
ド
参
事
官
に
提
出
」
と
あ
り
、
そ
の
下
に
奥
村
の
サ
イ
ン
が
あ
る
。
後
者
に
は
、「
大
臣
用
」、

さ
ら
に
、「
二
七
．
八
．
五
．
ボ
ン
ド
参
事
官
に
提
出
、」
と
手
書
き
さ
れ
て
い
る
。
七
月
三
〇
日
付
け
の
大
臣
用
ド
ラ
フ
ト
が
、
八
月
五

日
に
ボ
ン
ド
に
手
交
さ
れ
た
と
の
意
味
で
あ
る
。

二
九
七
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日
付
の
異
な
る
二
つ
の
ド
ラ
フ
ト
の
違
い
は
、
七
月
三
〇
日
の
ド
ラ
フ
ト
に
は
、“be kept fully inform

ed in advance of ”

の

inform
ed

とin

の
間
に
、
手
書
き
で
、and consulted?

の
字
句
が
挿
入
さ
れ
、
そ
の
右
側
余
白
に
、「
之
デ
ハ
強
ス
ギ
ル
カ
」
と
の
文

言
が
あ
る
。
こ
の
七
月
三
〇
日
の
ド
ラ
フ
ト
は
、
大
臣
用
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
岡
崎
外
務
大
臣
が
手
を
入
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
。

ド
ラ
フ
ト
は
、
国
連
軍
協
定
が
署
名
さ
れ
る
際
、
同
時
に
取
り
交
わ
さ
れ
る
公
文
の
形
式
を
と
っ
て
い
た

（
33
）

。
一
九
五
一
年
九
月
八
日
付

け
の
吉
田
・
ア
チ
ソ
ン
交
換
公
文
の
内
容
を
敷
衍
し
、
現
協
定
に
お
い
て
も
、
日
本
が
、
日
本
国
内
お
よ
び
そ
の
周
辺
に
お
い
て
、
国
連

軍
へ
の
支
持
を
許
し
、
容
易
に
す
る
旨
が
う
た
わ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
今
後
、
支
持
の
あ
り
方
に
実
質
的
な
変
更
が
あ
る
場
合
、
あ
る
い

は
、
国
連
軍
の
行
動
に
重
要
な
展
開
が
あ
る
場
合
、
日
本
国
民
の
経
済
、
社
会
、
政
治
生
活
に
お
お
き
な
影
響
が
、
当
然
、
及
ぶ
と
考
え

ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
影
響
を
最
小
限
に
お
さ
え
る
た
め
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

日
本
国
内
及
び
そ
の
附
近
に
お
け
る
国
連
軍
兵
力
の
配
備
に
お
け
る
重
要
な
変
更
と
な
る
場
合
、
並
び
に
、
朝
鮮
に
お
け
る
緊
急
事

態
の
際
に
と
ら
れ
る
国
連
軍
の
行
動
で
、
と
り
わ
け
、
そ
の
行
動
が
日
本
に
影
響
を
及
ぼ
す
場
合
、
日
本
国
政
府
に
、
事
前
に
、
十
分

な
情
報
が
提
供
さ
れ
、
か
つ
協
議
さ
れ
る
こ
と
を
提
案
す
る

（
34
）

。

岸
・
ハ
ー
タ
ー
交
換
公
文
に
登
場
す
る
配
置
に
お
け
る
重
要
な
変
更
、
そ
れ
に
、
朝
鮮
半
島
有
事
の
際
の
国
連
軍
の
行
動
、
そ
れ
ら
を

事
前
協
議
の
対
象
に
す
る
と
の
提
案
で
あ
る
。
ボ
ン
ド
参
事
官
に
手
交
さ
れ
た
八
月
四
日
付
け
文
書
の
コ
ピ
ー
の
一
ペ
ー
ジ
上
段
余
白
に
、

奥
村
参
与
は
、「
先
方
に
提
案
。
先
方
は
本
件
は
国
連
軍
協
定
と
は
直
接
関
係
な
し
と
の
理
由
で
、
反
対
の
意
向
を
漏
ら
し
た
。」
と
記
し

二
九
八



日
米
安
保
条
約
に
も
と
づ
く
事
前
協
議
制
度
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夫
）

（
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八
一
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て
い
る
。

八
月
五
日
の
会
談
で
、
奥
村
は
、
朝
鮮
で
緊
急
事
態
が
お
こ
っ
た
場
合
、
大
部
隊
の
出
入
国
、
そ
れ
に
、
日
本
の
基
地
を
利
用
し
た
作

戦
行
動
に
、
あ
ら
か
じ
め
相
談
を
受
け
る
べ
き
だ
と
提
案
し
、
ボ
ン
ド
参
事
官
は
、「
尤
も
な
こ
と
だ
」
と
好
意
的
に
答
え
て
い
た
。
こ

の
口
頭
で
の
や
り
と
り
と
、
ボ
ン
ド
が
実
際
に
日
本
案
を
見
た
と
き
と
の
反
応
に
は
、
い
さ
さ
か
ズ
レ
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
。

こ
の
八
月
五
日
の
奥
村
・
ボ
ン
ド
会
談
に
つ
い
て
は
、
米
側
に
も
資
料
が
残
さ
れ
て
い
る

（
35
）

。
奥
村
が
交
換
公
文
案
を
手
交
す
る
に
い

た
っ
た
経
緯
を
説
明
す
る
と
、
ボ
ン
ド
は
、「
一
見
し
た
と
こ
ろ
、
統
一
司
令
部
が
、
あ
る
特
定
の
文
言
を
受
け
い
れ
な
い
こ
と
は
間
違

い
な
い
が
、
ド
ラ
フ
ト
を
十
分
に
検
討
し
、
後
日
、
返
事
を
し
た
い
」
と
述
べ
た
。
奥
村
は
、「
こ
の
ド
ラ
フ
ト
は
、
岡
崎
外
務
大
臣
が

ご
覧
に
な
ら
れ
、
そ
の
承
認
を
得
た
も
の
で
あ
る
」
と
付
言
し
た
。

日
本
案
の
そ
の
後

こ
の
問
題
に
は
、
そ
の
後
、
ほ
と
ん
ど
進
展
が
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
経
過
を
追
っ
て
み
よ
う
。

八
月
二
一
日
付
け
の
「
国
連
軍
協
定
交
渉
進
捗
状
況
」
と
題
す
る
外
務
省
の
文
書
に
、
そ
の
他
の
問
題
の
あ
る
事
項
と
し
て
、「
イ　

日
本
政
府
に
対
す
る
情
報
提
供
、
ロ　

兵
力
の
急
変
化
の
回
避
、
ハ　

朝
鮮
事
態
の
急
変
に
伴
う
協
議
」
が
、「
交
換
公
文
又
は
他
の
約

束
を
と
り
つ
け
る
件
」
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る

（
36
）

。

九
月
一
三
日
付
け
の
奥
村
参
与
か
ら
岡
崎
大
臣
宛
メ
モ
に
は
、「
六
、
協
議
交
換
公
文
（
兵
力
の
大
移
動
及
朝
鮮
作
戦
の
重
要
な
る
変
更
に

つ
い
て
は
、
日
本
と
予
め
協
議
す
る
）
こ
れ
は
一
度
マ
ー
フ
ィ
ー
大
使
と
御
話
願
は
ね
ば
な
ら
ぬ
で
し
や
う
。
そ
れ
で
、
此
の
際
、
馬
力
を

二
九
九
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か
け
て
、
協
定
を
仕
上
げ
、
総
選
挙
前
適
当
の
機
に
イ
ニ
シ
ア
ル
し
て
発
表
す
る
や
否
や
は
、
全
く
政
治
的
に
御
判
断
を
俟
た
ね
ば
な
り

ま
せ
ん

（
37
）

。」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
に
い
う
総
選
挙
と
は
、
八
月
二
八
日
に
衆
議
院
が
解
散
さ
れ
、
一
〇
月
一
日
に
投
票
が
お
こ
な
わ
れ
た
第
二
五
回
衆
議
院
選
挙
の

こ
と
で
あ
る
。
自
由
党
内
の
混
乱
を
打
開
す
る
た
め
、
不
意
を
つ
き
、
ま
た
、
憲
法
第
七
条
第
三
号
の
衆
議
院
を
解
散
す
る
と
い
う
天
皇

の
国
事
行
為
を
利
用
し
た
も
の
で
、「
抜
き
打
ち
解
散
」
と
称
さ
れ
た
。
こ
の
時
期
、
吉
田
政
権
と
し
て
も
、
こ
の
問
題
を
積
極
的
に
進

め
る
時
間
的
余
裕
は
な
か
っ
た
。
一
〇
月
一
日
の
投
票
の
結
果
は
、
四
六
六
議
席
中
、
自
由
党
は
、
吉
田
派
が
一
九
九
議
席
、
鳩
山
派
は

三
五
議
席
と
な
る
。
自
由
党
は
か
ろ
う
じ
て
過
半
数
を
上
回
っ
た
も
の
の
、
与
野
党
が
伯
仲
す
る
結
果
と
な
っ
た
。

総
選
挙
後
の
一
〇
月
四
日
、
ボ
ン
ド
参
事
官
が
一
時
帰
国
す
る
に
あ
た
り
、
奥
村
参
与
と
ボ
ン
ド
参
事
官
と
の
会
談
が
予
定
さ
れ
て
い

た
。
し
か
し
、
奥
村
参
与
病
気
の
た
め
、
急
遽
、
三
宅
喜
二
郎
参
事
官
と
ボ
ン
ド
と
の
会
談
と
な
っ
た

（
38
）

。
こ
の
会
談
で
、「
国
連
軍
の
兵

力
及
び
軍
事
行
動
の
大
変
化
に
関
す
る
事
前
通
報
」
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
会
話
が
交
わ
さ
れ
て
い
る
。

三
宅
「
本
件
に
関
す
る
交
換
公
文
案
は
先
般
我
方
か
ら
提
出
し
て
あ
る
が
、
貴
方
か
ら
回
答
が
無
い
の
で
、
猶
ペ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
な
っ

て
い
る
。」

ボ
ン
ド
「
本
件
に
つ
い
て
は
い
ま
だ
本
国
政
府
か
ら
回
答
が
無
い
。
日
本
に
お
け
る
国
連
軍
の
兵
力
に
大
変
化
が
あ
る
場
合
日
本
に
事

前
通
報
を
與
え
る
こ
と
は
、
理
由
が
あ
る
と
思
う
が
、
朝
鮮
に
お
け
る
軍
事
行
動
に
つ
い
て
は
、
日
本
は
国
連
軍
に
対
し
て
兵
力
の
寄
與

を
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
大
変
化
に
関
す
る
事
前
通
報
を
日
本
に
與
え
る
こ
と
は
無
理
で
は
な
い
か
と
思
う
。」

三
宅
「
し
か
し
、
日
本
は
後
方
基
地
と
な
っ
て
居
り
、
朝
鮮
に
お
け
る
軍
事
行
動
の
結
果
は
、
日
本
の
安
全
及
び
国
民
生
活
に
大
な
る

三
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影
響
が
あ
る
。
例
え
ば
、
万
一
満
洲
爆
撃
が
行
わ
れ
れ
ば
、
中
共
側
か
ら
報
復
爆
撃
を
受
け
る
危
険
が
あ
る
。
現
に
前
々
回
の
国
会
に
お

い
て
こ
の
点
に
つ
き
縷
々
質
問
が
な
さ
れ
、
政
府
は
答
弁
に
困
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
是
非
と
も
事
前
通
報
が
ほ
し

い
。」ボ

ン
ド
「
日
本
の
立
場
は
勿
論
よ
く
わ
か
る
か
ら
、
帰
国
の
上
は
よ
く
政
府
に
傳
え
て
お
こ
う
。」

奥
村
参
与
は
、
一
〇
月
一
七
日
、
外
務
事
務
次
官
に
就
任
し
た
。
第
四
次
吉
田
内
閣
が
誕
生
し
た
の
は
、
一
〇
月
三
〇
日
で
あ
る
。
そ

の
直
前
の
一
〇
月
二
三
日
、
在
京
米
大
使
館
か
ら
本
省
に
送
ら
れ
た
電
報
に
は
興
味
深
い
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る

（
39
）

。
八
月
五
日
に
奥
村
参

与
か
ら
ボ
ン
ド
参
事
官
に
手
交
さ
れ
た
文
書
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
例
の
非
公
開
文
書
だ
。
こ
の
八
月
五
日
の
時
点
で
、
日
本
側
の

提
案
目
的
は
、
多
数
の
国
連
軍
が
日
本
に
送
り
込
ま
れ
る
と
、
日
本
側
が
そ
れ
を
収
容
す
る
の
に
、
必
要
か
つ
適
切
な
対
応
が
で
き
る
よ

う
に
す
る
た
め
と
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
最
近
に
な
っ
て
、
事
前
協
議
な
し
で
朝
鮮
で
国
連
軍
が
行
動
し
、
そ
れ
に
よ
り
、
敵
対
行

動
が
日
本
に
拡
大
す
る
の
で
は
と
国
会
が
懸
念
し
始
め
た
の
で
、
そ
う
し
た
心
配
は
な
い
と
保
証
す
る
た
め
で
あ
っ
た
と
奥
村
次
官
は
明

ら
か
に
し
た
と
い
う
。
こ
の
時
期
に
な
っ
て
日
本
側
の
真
意
が
あ
き
ら
か
に
な
っ
た
か
の
よ
う
だ
。
し
か
し
、
日
本
側
は
、
も
と
も
と
戦

闘
作
戦
行
動
の
た
め
の
基
地
使
用
に
事
前
協
議
を
求
め
て
い
た
の
で
あ
る
。

一
二
月
一
日
付
け
で
国
務
省
か
ら
在
京
米
大
使
館
に
発
出
さ
れ
た
電
報
に
よ
れ
ば
、
八
月
四
日
の
日
本
案
を
、
米
側
が
検
討
し
て
い
る

様
子
が
う
か
が
え
る

（
40
）

。
国
務
省
は
、
日
本
に
お
け
る
国
連
軍
の
配
置
お
よ
び
関
連
す
る
兵
站
に
関
し
、
事
前
協
議
に
同
意
す
る
意
向
で

あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
国
防
省
と
の
非
公
式
協
議
で
は
、
戦
術
・
戦
略
計
画
に
つ
い
て
、
日
本
政
府
と
協
議
す
る
と
の
約
束
は
受
け

い
れ
ら
れ
な
い
、
と
国
防
省
は
主
張
し
た
と
い
う
。
ま
た
、
行
政
協
定
第
二
四
条
は
、
国
連
軍
で
は
な
く
米
軍
に
適
用
さ
れ
る
の
で
、
国

三
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務
省
と
し
て
は
、
日
本
に
敵
対
行
動
の
脅
威
が
お
よ
ぶ
場
合
、
こ
の
条
項
を
使
っ
て
対
処
で
き
る
と
考
え
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

同
条
に
は
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
日
本
の
安
全
確
保
の
場
合
、
日
米
は
共
同
措
置
を
と
り
、
そ
の
た
め
の
協
議
を
す
る
旨
が
規
定
さ
れ

て
い
る
。

米
側
で
は
、
少
な
く
と
も
一
二
月
初
め
ま
で
、
八
月
四
日
の
日
本
案
が
検
討
さ
れ
て
い
た
。
た
だ
、
国
防
省
は
こ
う
し
た
事
前
協
議
制

度
の
導
入
に
強
く
反
発
し
、
日
米
間
で
具
体
的
な
協
議
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

ア
メ
リ
カ
側
に
提
示
さ
れ
た
の
か
否
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
一
九
五
三
年
一
一
月
七
日
付
け
の
日
本
側
交
換
公
文
草
案
が
残
さ
れ
て
い

る
（
41
）

。
事
前
協
議
の
部
分
は
、
一
九
五
二
年
八
月
四
日
付
け
案
と
変
わ
っ
て
い
な
い
。
国
連
軍
協
定
は
、
一
九
五
四
年
二
月
一
九
日
に
署
名

が
な
さ
れ
た
。
日
本
政
府
は
、
最
後
ま
で
、
事
前
協
議
に
関
す
る
書
簡
を
取
り
交
わ
す
可
能
性
を
探
っ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

事
前
協
議
制
度
を
め
ぐ
る
交
渉

一
九
五
二
年
八
月
四
日
付
け
日
本
案
が
、
な
に
ゆ
え
、
事
前
協
議
制
度
の
原
型
と
い
え
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
九
五
八
年
一
〇
月
に
開

始
さ
れ
た
日
米
安
保
条
約
改
定
交
渉
を
振
り
返
っ
て
み
よ
う
。
米
側
が
最
初
に
提
示
し
た
事
前
協
議
案
は
以
下
で
あ
っ
た

（
42
）

。

合
衆
国
は
、
共
同
防
衛
の
た
め
に
な
さ
れ
た
取
り
決
め
の
下
で
、
日
本
国
に
あ
る
一
定
の
基
地
を
使
用
す
る
。
合
衆
国
軍
隊
及
び
そ

の
装
備
の
日
本
国
に
あ
る
基
地
へ
の
配
置
（deploym

ent

）、
並
び
に
、
緊
急
時
に
お
け
る
こ
れ
ら
基
地
の
作
戦
使
用
は
、
そ
の
時
の
状

三
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況
に
照
ら
し
、
日
本
国
政
府
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
政
府
と
の
共
同
協
議
（joint consultation

）
事
項
と
す
る
。

米
軍
の
基
地
へ
の
配
置
お
よ
び
緊
急
時
の
基
地
使
用
が
「
共
同
協
議
」
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
米
英
間
の
協
議
に
な
ら
っ

た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
米
案
を
受
け
て
、
外
務
省
条
約
局
が
、
翌
一
一
月
に
作
成
し
た
事
前
協
議
案
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た

（
43
）

。

合
衆
国
軍
隊
及
び
そ
の
装
備
の
日
本
国
へ
の
配
備
、
並
び
に
、
日
本
国
防
衛
以
外
を
目
的
と
す
る
軍
事
行
動
の
基
地
と
し
て
日
本
国

内
に
あ
る
施
設
・
区
域
の
使
用
は
、
日
本
国
政
府
と
協
議
の
上
実
施
す
る
。

こ
の
案
は
、
一
九
五
二
年
に
日
本
側
が
米
側
に
打
診
し
た
事
前
協
議
案
と
、
趣
旨
は
同
じ
と
い
っ
て
よ
い
。
米
案
を
受
け
、「
合
衆
国

軍
隊
及
び
そ
の
装
備
」
と
な
っ
て
い
る
点
、
そ
れ
に
、「
配
備
」
と
し
て
い
る
点
に
違
い
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
案
は
、
さ
ら
に
検
討
さ
れ
、

「
配
置
に
お
け
る
重
要
な
変
更
」
と
な
り
、
ま
す
ま
す
一
九
五
二
年
の
日
本
案
と
似
通
っ
た
も
の
に
な
る

（
44
）

。

一
九
五
二
年
当
時
、
事
前
協
議
は
お
お
き
な
関
心
を
集
め
て
い
た
。
関
心
の
対
象
は
、
お
も
に
二
つ
に
わ
け
ら
れ
る
。
ひ
と
つ
は
、
在

日
基
地
が
原
爆
基
地
と
し
て
使
用
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
、
つ
ま
り
、
日
本
が
原
爆
攻
撃
の
発
進
基
地
と
し
て
使
用
さ
れ
る
の
で
は
な
い

か
と
の
懸
念
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
場
合
、
日
本
側
に
事
前
に
相
談
が
あ
る
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
、
協
議
す
べ
き
で
あ
る
と
の
声
が

上
が
っ
た
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
国
連
軍
兵
士
の
数
が
急
激
に
増
加
す
る
こ
と
の
不
安
に
端
を
発
し
、
国
連
軍
に
よ
る
満
州
爆
撃
に
よ
っ
て
、

日
本
が
報
復
爆
撃
を
受
け
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
懸
念
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

い
ず
れ
も
在
日
基
地
の
使
用
の
あ
り
方
の
問
題
で
あ
る
。
前
者
は
、
攻
撃
対
象
は
朝
鮮
半
島
内
で
も
、
核
兵
器
が
使
用
さ
れ
る
場
合
で

三
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あ
る
。
後
者
は
、
核
兵
器
・
通
常
兵
器
を
問
わ
ず
、
朝
鮮
半
島
を
越
え
て
、
中
国
本
土
を
攻
撃
す
る
場
合
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
点
を
も
う

一
度
振
り
返
っ
て
み
た
い
。

原
爆
基
地

朝
鮮
戦
争
で
は
、
米
政
府
内
で
、
原
爆
の
使
用
が
何
度
か
検
討
さ
れ
て
い
る
。
と
く
に
、
緊
張
が
高
ま
っ
た
の
は
、
一
九
五
〇
年
一
一

月
三
〇
日
、
ハ
リ
ー
・
ト
ル
ー
マ
ン
米
大
統
領
が
定
例
記
者
会
見
で
、「
私
は
原
子
爆
弾
は
最
後
ま
で
使
用
さ
れ
な
い
よ
う
心
か
ら
希
望

し
て
い
る
。
だ
が
現
在
で
は
使
用
し
得
る
あ
ら
ゆ
る
武
器
を
使
用
す
る
こ
と
が
考
慮
さ
れ
て
お
り
、
原
爆
を
使
用
す
る
か
ど
う
か
も
現
地

司
令
官
の
決
定
一
つ
に
か
か
っ
て
い
る
。」
と
述
べ
た
と
き
で
あ
る

（
45
）

。

朝
鮮
戦
争
の
経
緯
を
振
り
返
る
と
、
国
連
軍
は
、
九
月
一
五
日
か
ら
の
仁
川
上
陸
作
戦
を
成
功
さ
せ
、
一
〇
月
下
旬
に
は
、
中
朝
国
境

の
鴨
緑
江
付
近
ま
で
進
軍
し
た
。
国
連
軍
の
侵
攻
を
懸
念
し
た
中
国
は
、
人
民
志
願
軍
の
大
部
隊
を
参
戦
さ
せ
る
。
一
一
月
下
旬
、
国
連

軍
は
、
中
朝
軍
に
対
し
て
総
攻
撃
を
開
始
す
る
も
、
反
撃
を
受
け
、
退
却
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

（
46
）

。

こ
う
し
た
情
勢
の
下
、
ト
ル
ー
マ
ン
は
、
原
爆
使
用
の
可
能
性
に
言
及
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
発
言
で
は
、
現
地
司
令
官
の
裁
量
に
よ

り
原
爆
使
用
が
可
能
な
よ
う
に
も
読
め
る
が
、
そ
う
い
う
意
味
で
は
な
い
。
こ
の
点
、
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
は
、「
原

子
爆
弾
の
使
用
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
ト
ル
ー
マ
ン
大
統
領
だ
け
で
あ
っ
て
、
大
統
領
が
記
者
会
見
で
述
べ
た
こ
と
は
マ
ッ
ク

ア
サ
ー
元
帥
の
自
由
意
思
で
原
子
爆
弾
の
使
用
を
決
定
で
き
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
現
行
法
に
よ
れ
ば
原
爆
は
米
国
原
子

力
委
員
会
の
手
で
管
理
さ
れ
、
そ
の
利
用
を
命
令
で
き
る
の
は
大
統
領
だ
け
だ
。」
と
補
足
し
て
い
る

（
47
）

。

こ
の
ト
ル
ー
マ
ン
の
発
言
は
大
反
響
を
ま
き
お
こ
し
た
。
と
り
わ
け
、
イ
ギ
リ
ス
の
ク
レ
メ
ン
ト
・
ア
ト
リ
ー
首
相
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン

三
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に
急
行
し
、
ト
ル
ー
マ
ン
大
統
領
と
協
議
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
協
議
は
一
二
月
四
日
か
ら
始
ま
り
、
都
合
六
回
に
の
ぼ
っ
た
。
八
日
に

出
さ
れ
た
共
同
声
明
に
は
、「
大
統
領
は
、
原
始
爆
弾
を
必
要
と
す
る
よ
う
な
世
界
情
勢
に
は
な
ら
な
い
こ
と
を
希
望
す
る
と
述
べ
た
。

大
統
領
は
首
相
に
対
し
、
状
況
に
変
化
が
あ
れ
ば
、
た
だ
ち
に
通
知
し
た
い
と
語
っ
た
。」
と
あ
る

（
48
）

。
抽
象
的
な
表
現
で
あ
り
、
こ
れ
だ

け
で
は
二
人
の
首
脳
の
間
に
ど
の
よ
う
な
会
話
が
交
わ
さ
れ
た
の
か
不
明
で
あ
る
。

こ
の
点
、
一
二
月
七
日
の
会
談
の
公
式
議
事
録
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
記
録
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
ト
ル
ー
マ
ン
は
ア
ト
リ
ー
に
、

両
国
は
原
子
爆
弾
お
よ
び
そ
の
使
用
問
題
に
関
し
、
つ
ね
に
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
り
、
英
国
と
の
協
議
な
し
に
原
子
爆
弾
の
使
用
を
考
え
る

こ
と
は
な
い
と
念
を
押
し
た
と
い
う
。
ア
ト
リ
ー
が
こ
の
合
意
を
文
書
に
す
べ
き
か
ど
う
か
を
た
ず
ね
る
と
、
ト
ル
ー
マ
ン
は
、
文
書
に

す
る
必
要
は
な
い
と
返
答
し
、「
し
ょ
せ
ん
、
誰
の
言
葉
で
あ
れ
役
に
立
た
な
い
な
ら
、
書
き
留
め
た
と
て
、
役
立
つ
も
の
で
は
な
い
」

と
返
答
し
た

（
49
）

。

こ
う
し
た
背
景
が
あ
っ
て
、
行
政
協
定
交
渉
時
、
原
爆
基
地
が
関
心
を
集
め
た
。
た
だ
、
国
連
軍
協
定
の
交
渉
で
は
、
原
爆
基
地
が
取

り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、
一
九
六
〇
年
の
安
保
改
定
に
こ
の
問
題
は
持
ち
越
さ
れ
た
。

満
州
爆
撃

国
連
軍
協
定
の
交
渉
時
、
日
本
側
は
、
多
数
の
国
連
軍
兵
士
が
日
本
に
送
り
込
ま
れ
る
と
、
日
本
の
社
会
・
経
済
に
お
お
き
な
影
響
が

お
よ
ぶ
の
で
、
入
国
す
る
国
連
軍
兵
士
の
数
、
目
的
、
滞
在
期
間
等
を
日
本
側
に
通
知
す
る
よ
う
求
め
た
。
こ
の
点
は
、
国
連
軍
協
定
第

三
条
に
、
日
本
側
の
主
張
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
た
だ
、
一
九
五
二
年
六
月
、
国
連
軍
が
中
朝
国
境
の
水
豊
ダ
ム
を
爆
撃
し
た
こ
と
を
契
機

に
、
日
本
が
報
復
爆
撃
を
受
け
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
懸
念
が
日
本
国
内
に
沸
き
起
こ
る
。

三
〇
五



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
三
八
八
）

中
国
爆
撃
の
可
能
性
は
、
そ
れ
以
前
に
も
す
で
に
お
お
き
な
話
題
と
な
っ
て
い
た
。
一
九
五
一
年
四
月
一
一
日
、
ト
ル
ー
マ
ン
大
統
領

に
よ
っ
て
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
元
帥
は
、
連
合
国
軍
最
高
司
令
官
を
は
じ
め
す
べ
て
の
地
位
を
解
任
さ
れ
た
。
解
任
の
理
由
は
、
ト
ル
ー
マ

ン
が
朝
鮮
戦
争
の
停
戦
準
備
を
進
め
て
い
た
矢
先
の
三
月
二
三
日
夕
刻
（
ワ
シ
ン
ト
ン
時
間
）、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
、
朝
鮮
視
察
の
直
前
、

つ
ぎ
の
よ
う
な
声
明
を
報
道
機
関
に
発
表
し
た
か
ら
だ
。

敵
が
い
ま
や
十
分
に
承
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
国
際
連
合
が
こ
の
戦
争
を
朝
鮮
区
域
に
無
理
や
り
限
定
し
よ
う
と
し
て
き

た
こ
と
を
や
め
、
敵
の
沿
岸
地
域
お
よ
び
内
陸
の
基
地
へ
と
わ
が
軍
の
作
戦
を
拡
大
す
る
と
決
断
す
れ
ば
、
共
産
中
国
は
た
だ
ち
に
軍

事
的
崩
壊
の
危
険
を
迎
え
る
運
命
に
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る

（
50
）

。

戦
線
を
朝
鮮
半
島
に
限
定
す
る
の
で
は
な
く
、
中
国
の
沿
岸
、
そ
し
て
、
内
陸
に
も
拡
大
し
よ
う
と
い
う
声
明
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
も
、

朝
鮮
政
策
を
め
ぐ
り
、
ト
ル
ー
マ
ン
と
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
確
執
は
深
ま
っ
て
い
た
が
、
こ
れ
を
聞
い
た
ト
ル
ー
マ
ン
の
怒
り
は
頂
点
に
達

し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
一
九
五
〇
年
一
二
月
六
日
付
け
の
大
統
領
令
で
、
外
交
政
策
に
関
す
る
声
明
等
は
、
国
務
省
の
許
可
を
受
け
た
う
え

で
発
表
す
べ
き
で
あ
る
と
定
め
ら
れ
て
い
た
か
ら
だ

（
51
）

。

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
す
べ
て
の
軍
の
職
を
解
か
れ
、
後
任
に
は
、
米
第
八
軍
司
令
官
リ
ッ
ジ
ウ
ェ
イ
が
つ
い
た
。
た
だ
、
国
連
軍
司
令
官

の
交
代
に
よ
っ
て
、
満
州
爆
撃
の
可
能
性
が
な
く
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
四
月
二
五
日
、
リ
ッ
ジ
ウ
ェ
イ
は
声
明
を
発
表
し
、
米
政
府

は
国
連
軍
参
加
一
三
カ
国
に
対
し
、「
も
し
中
共
軍
が
国
連
軍
に
爆
撃
を
加
え
て
く
る
な
ら
、
満
州
に
お
け
る
中
共
空
軍
基
地
に
対
し
爆

撃
を
行
う
」
旨
を
通
告
し
た

（
52
）

。
国
連
軍
に
よ
る
満
州
爆
撃
の
可
能
性
は
、
日
本
で
も
お
お
き
く
報
じ
ら
れ
て
い
た
。 三

〇
六



日
米
安
保
条
約
に
も
と
づ
く
事
前
協
議
制
度
の
原
型
（
信
夫
）

（
三
八
九
）

こ
の
満
州
爆
撃
に
関
連
し
、
一
九
六
〇
年
の
安
保
改
定
で
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
朝
鮮
議
事
録
と
い
う
密
約
が
交
わ
さ
れ
て
い
た

（
53
）

。
在

韓
国
連
軍
に
対
す
る
武
力
攻
撃
が
お
こ
な
わ
れ
る
緊
急
事
態
が
発
生
し
た
場
合
、
在
日
国
連
軍
（
米
軍
）
は
、
日
本
と
の
事
前
協
議
を
経

る
こ
と
な
く
、
た
だ
ち
に
在
日
基
地
を
使
用
で
き
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
は
、「
朝
鮮
半
島
に
あ
る
国
連
軍
が
、
停
戦
協
定
に

違
反
し
て
行
わ
れ
る
軍
事
攻
撃
に
反
撃
で
き
る
よ
う
に
」
す
る
た
め
、
と
い
う
限
定
が
付
い
て
い
る
。
満
州
爆
撃
の
例
か
ら
考
え
れ
ば
、

朝
鮮
半
島
を
越
え
、
満
州
に
爆
撃
が
行
わ
れ
る
よ
う
な
場
合
、
事
前
協
議
の
対
象
と
な
る
と
い
う
前
提
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

従
属
的
独
立

ジ
ョ
ン
・
ダ
ワ
ー
が
、
一
九
五
二
年
四
月
の
占
領
の
終
了
、
つ
ま
り
、
日
本
の
再
独
立
を
「
従
属
的
独
立
」
と
呼
ん
だ
こ
と
は
よ
く
知

ら
れ
て
い
る
。
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
・
日
米
安
保
条
約
・
行
政
協
定
の
枠
組
み
に
よ
っ
て
、
日
本
が
再
軍
備
お
よ
び
米
軍
の
無

期
限
駐
留
を
義
務
づ
け
ら
れ
た
と
い
う
意
味
で
あ
る

（
54
）

。
ダ
ワ
ー
の
従
属
的
独
立
は
、
ガ
バ
ン
・
マ
コ
ー
マ
ッ
ク
の
日
本
「
属
国
」
論
へ
と

発
展
し
た

（
55
）

。
ま
た
、
孫
崎
享
は
、
戦
後
の
首
相
を
、「
自
主
」
と
「
対
米
追
従
」
と
い
う
基
準
を
用
い
て
分
類
し
て
い
る

（
56
）

。
果
た
し
て
、

こ
の
よ
う
な
二
分
法
で
、
戦
後
の
日
本
外
交
を
と
ら
え
る
こ
と
は
妥
当
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
が
、
本
稿
の
隠
さ
れ
た
テ
ー
マ
で
あ
る
。

い
ま
一
度
、
日
本
再
独
立
後
、
外
務
大
臣
を
務
め
た
岡
崎
勝
男
を
思
い
起
こ
し
て
み
た
い
。
岡
崎
は
、
吉
田
首
相
の
片
腕
と
も
い
わ
れ

た
人
物
で
、
吉
田
が
対
米
追
従
に
分
類
さ
れ
る
な
ら
、
岡
崎
も
同
様
に
分
類
さ
れ
る

（
57
）

。
岡
崎
は
吉
田
内
閣
の
外
務
大
臣
を
つ
と
め
、
徹
底

し
た
対
米
追
従
論
者
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う

（
58
）

。
し
か
し
、
国
連
軍
協
定
の
交
渉
過
程
を
振
り
返
る
と
、
岡
崎
に
も
「
対
米
追
従
」

と
は
異
な
る
面
が
見
え
て
く
る
。

既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
岡
崎
外
務
大
臣
の
指
示
を
受
け
て
、
奥
村
参
与
は
、
国
連
軍
が
満
州
爆
撃
と
い
っ
た
戦
闘
作
戦
行
動
の
た
め
に

三
〇
七



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
三
九
〇
）

在
日
基
地
を
使
用
す
る
場
合
、
日
本
側
に
通
報
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
日
本
側
と
協
議
す
る
こ
と
を
盛
り
込
ん
だ
交
換
公
文
案
を
作
成
し

た
。
朝
鮮
戦
争
に
出
撃
す
る
国
連
軍
と
は
、
け
っ
き
ょ
く
は
在
日
米
軍
と
同
じ
に
な
る
。
つ
ま
り
、
行
政
協
定
で
は
、
米
軍
の
行
動
あ
る

い
は
在
日
基
地
使
用
に
な
ん
ら
の
制
約
も
課
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
に
国
連
軍
と
い
う
網
を
用
い
て
、
在
日
米
軍
の
行
動
を
も
規

制
し
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
日
本
案
に
対
し
、
少
な
く
と
も
国
務
省
は
、
好
意
的
な
反
応
を
示
し
て
い
た
。
水
豊
ダ
ム
爆
撃
の
際
、
横
田
基
地
で
は
灯
火
管
制

が
敷
か
れ
、
米
軍
が
報
復
爆
撃
を
受
け
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
て
い
た
。
日
本
に
何
も
知
ら
せ
る
こ
と
な
く
、
日
本
が
も
し
空
爆
を
受
け
る

よ
う
な
事
態
に
な
れ
ば
、
大
問
題
に
な
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。

（
1
） 

国
連
軍
に
関
す
る
主
た
る
論
考
に
は
以
下
が
あ
る
。
神
川
彦
松
「
国
連
軍
の
性
格
と
国
連
軍
協
定
」
神
川
彦
松
『
神
川
彦
松
全
集　

第
一
〇

巻
』
勁
草
書
房
、
一
九
七
二
年
、
一
〇
九
一
│
一
一
〇
八
頁
、
杉
山
茂
雄
「
国
連
軍
と
の
協
定
と
「
国
連
軍
」
の
性
格
」『
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
』
第

三
〇
号
、
一
九
五
三
年
八
月
、
一
│
二
〇
頁
、
三
谷
弘
「
国
連
軍
協
定
の
諸
問
題
」『
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
』
第
三
四
号
、
一
九
五
三
年
一
二
月
、
三
八

│
四
九
頁
、
山
岡
昇
一
「
国
連
軍
協
定
の
問
題
点
」『
ジ
ュ
リ
ス
ト
』
第
五
三
号
、
一
九
五
四
年
三
月
、
二
二
│
二
七
頁
、
竹
前
栄
治
・
笹
本
征
男

「
朝
鮮
戦
争
と
「
国
連
軍
」
地
位
協
定

│
日
本
の
位
置

│
」『
東
京
経
大
学
会
誌

│
経
済
学

│
』
第
二
一
七
号
、
二
〇
〇
〇
年
三
月
、

一
六
七
│
一
八
九
頁
。

（
2
） 

『
第
十
三
回
国
会
参
議
院
会
議
録
第
七
号
』（
号
外
）、
一
九
五
二
年
一
月
二
六
日
、
五
六
頁
。

（
3
） 

「
米
大
使
の
大
臣
訪
問
会
談
録
」（
極
秘
）、
一
九
五
二
年
五
月
二
四
日
、『
日
本
国
に
お
け
る
国
際
連
合
の
軍
隊
の
地
位
に
関
す
る
協
定
関
係
一

件　

第
一
巻
』（B

’.2.7.0.3

）、
外
交
史
料
館
。

（
4
） 

行
政
協
定
の
問
題
点
を
指
摘
し
た
文
献
と
し
て
、
横
田
喜
三
郎
「
行
政
協
定
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」『
世
界
』
一
九
五
二
年
五
月
号
、
八
一
│

九
四
頁
を
参
照
。

三
〇
八



日
米
安
保
条
約
に
も
と
づ
く
事
前
協
議
制
度
の
原
型
（
信
夫
）

（
三
九
一
）

（
5
） 

西
村
熊
雄
『
日
本
外
交
史　

第
27
巻　

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
』
鹿
島
研
究
所
出
版
会
、
一
九
七
一
年
、
一
七
四
頁
。

（
6
） 

宮
澤
喜
一
『
東
京

│
ワ
シ
ン
ト
ン
の
密
談
』
中
公
文
庫
、
一
九
九
九
年
、
一
二
七
│
一
二
八
頁
。
な
お
、
同
書
は
、
一
九
五
六
年
一
二
月
、

実
業
之
日
本
社
に
よ
り
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
7
） 
岡
崎
勝
男
「
行
政
協
定
の
樂
屋
裏

│
安
保
條
約
の
連
れ
子
を
辯
護
す
る

│
」『
文
藝
春
秋
』
一
九
五
六
年
九
月
、
七
〇
頁
。

（
8
） 

鹿
島
平
和
研
究
所
（
編
）『
日
本
外
交
主
要
文
書
・
年
表　

第
二
巻
』
原
書
房
、
一
九
八
四
年
、
七
八
四
│
七
八
五
頁
。

（
9
） 

信
夫
隆
司
『
日
米
安
保
条
約
と
事
前
協
議
制
度
』
弘
文
堂
、
二
〇
一
四
年
、
六
七
│
一
一
九
頁
。

（
10
） 

英
連
邦
朝
鮮
派
遣
軍
に
つ
い
て
は
、
呉
市
史
編
纂
委
員
会
（
編
）『
呉
市
史　

第
八
巻
』
呉
市
役
所
、
一
九
九
五
年
を
参
照
。

（
11
） 

“D
raft A

greem
ent concerning the A

ssistance to F
orces of M

em
bers of the U

nited N
ations P

articipating in the A
ctions of 

U
nited N

ations in K
orea betw

een the G
overnm

ent of Japan and the G
overnm

ents of M
em

bers of the U
nited N

ations”

（S
ecret

）,

『
日
本
国
に
お
け
る
国
際
連
合
の
軍
隊
の
地
位
に
関
す
る
協
定
関
係
一
件　

第
一
巻
』（B

’.2.7.0.3

）、
外
交
史
料
館
、「
Ⅶ
日
本
国
に
お
け
る
国
際
連

合
の
軍
隊
の
地
位
に
関
す
る
取
極
の
交
渉
」
外
務
省
（
編
纂
）『
日
本
外
交
文
書　

平
和
条
約
の
締
結
に
関
す
る
調
書　

第
五
冊
（
Ⅷ
）』
外
務
省
、

二
〇
〇
二
年
、
三
八
〇
│
四
〇
八
頁
。

（
12
） 

「
国
連
軍
に
対
す
る
協
力
に
つ
い
て
交
換
公
文
の
件
（
経
過
要
領
）」（
極
秘
）、
一
九
五
二
年
五
月
二
日
、『
日
本
国
に
お
け
る
国
際
連
合
の
軍

隊
の
地
位
に
関
す
る
協
定
関
係
一
件　

第
一
巻
』（B

’.2.7.0.3

）、
外
交
史
料
館
。

（
13
） 

「
国
連
軍
に
対
す
る
協
力
に
つ
い
て
交
換
公
文
の
件
（
経
過
要
領
）」（
極
秘
）、
一
九
五
二
年
五
月
二
日
、『
日
本
国
に
お
け
る
国
際
連
合
の
軍

隊
の
地
位
に
関
す
る
協
定
関
係
一
件　

第
一
巻
』（B

’.2.7.0.3
）、
外
交
史
料
館
。

（
14
） 

杉
浦
「
国
連
軍
と
の
間
の
書
簡
交
換
に
関
す
る
件
」（
秘
）
一
九
五
二
年
五
月
一
三
日
、『
日
本
国
に
お
け
る
国
際
連
合
の
軍
隊
の
地
位
に
関
す

る
協
定
関
係
一
件　

第
一
巻
』（B

’.2.7.0.3

）、
外
交
史
料
館
。

（
15
） 

杉
浦
「
国
連
軍
と
の
協
定
に
関
す
る
件
」（
極
秘
）
一
九
五
二
年
五
月
二
七
日
、『
日
本
国
に
お
け
る
国
際
連
合
の
軍
隊
の
地
位
に
関
す
る
協
定

関
係
一
件　

第
一
巻
』（B

’.2.7.0.3

）、
外
交
史
料
館
。

（
16
） 

“D
raft A

greem
ent concerning the A

ssistance to F
orces of M

em
bers of the U

nited N
ations P

articipating in the A
ction of 

三
〇
九



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
三
九
二
）

U
nited N

ations in K
orea B

etw
een the G

overnm
ent of Japan and the G

overnm
ents of M

em
bers of the U

nited N
ations”

（S
ecret

）, 
『
日
本
国
に
お
け
る
国
際
連
合
の
軍
隊
の
地
位
に
関
す
る
協
定
関
係
一
件　

第
一
巻
』（B

’.2.7.0.3

）、
外
交
史
料
館
。

（
17
） 

“T
elegram

 F
rom

 the E
m
bassy in Japan to the S

tate D
epartm

ent, July 1, 1952”

（C
onfi dential

）, R
G
84 Japan; U

.S
. E

m
bassy, 

T
okyo; C

lassified G
eneral R

ecords, 1952-1963, B
ox2

（2

）（320.1 Japan-U
.N

. A
greem

ent A
pril 29, 1952 M

ay-June-July

）, 

N
ational A

rchives at C
ollege P

ark, C
ollege P

ark, M
D
.

（
18
） 

「
国
連
軍
協
定
に
関
す
る
件
（
第
三
回
予
備
会
談
準
備
打
合
わ
せ
の
件
）」（
杉
浦
）（
極
秘
）、
一
九
五
二
年
七
月
一
〇
日
、『
日
本
国
に
お
け
る

国
際
連
合
の
地
位
に
関
す
る
協
定
関
係
一
件　

第
二
巻
』（B

’.2.7.0.3

）、
外
交
史
料
館
。

（
19
） 

条
一
「
交
換
書
簡
案
」（
極
秘
）、
一
九
五
二
年
七
月
一
二
日
、『
日
本
国
に
お
け
る
国
際
連
合
の
軍
隊
の
地
位
に
関
す
る
協
定
関
係
一
件　

各

種
草
案
関
係　

第
二
巻
』（B

’.2.7.0.3-12

）、
外
交
史
料
館
。

（
20
） 

「
国
連
軍
の
地
位
に
関
す
る
協
定
案
中
、
施
設
、
公
益
事
業
、
艦
船
航
空
機
の
入
国
等
に
関
す
る
条
約
案
及
び
公
式
会
議
録
了
解
案
」（
極
秘
）、

一
九
五
二
年
七
月
一
八
日
、『
日
本
国
に
お
け
る
国
際
連
合
の
地
位
に
関
す
る
協
定
関
係
一
件　

第
二
巻
』（B

’.2.7.0.3

）、
外
交
史
料
館
。

（
21
） 

奥
村
参
與
「
国
連
軍
協
定
（
ボ
ン
ド
と
の
非
公
式
會
談
）」（
極
秘
）、
一
九
五
二
年
七
月
二
一
日
、『
日
本
国
に
お
け
る
国
際
連
合
の
地
位
に
関

す
る
協
定
関
係
一
件　

第
二
巻
』（B

’.2.7.0.3
）、
外
交
史
料
館
。

（
22
） 

“S
um

m
ary of M

eeting of T
echnical C

om
m
ittee for N

egotiation of A
greem

ent R
egarding S

tatus of P
ersonnel, S

ixth 

M
eeting, July 21, 1952”

（C
onfi dential, S

ecurity Inform
ation

）, R
G
84 Japan; U

.S
. E

m
bassy, T

okyo; C
lassifi ed G

eneral R
ecords, 

1952-1963, B
ox3

（1

）（320.1 U
N
 F

orces in Japan

）, N
ational A

rchives at C
ollege P

ark, C
ollege P

ark, M
D
.

（
23
） 

『
朝
日
新
聞
』
一
九
五
二
年
六
月
二
四
日
（
朝
刊
・
夕
刊
）、
二
五
日
（
朝
刊
）。

（
24
） 

神
川
彦
松
「
朝
鮮
休
戰
の
世
界
政
治
的
意
義
」『
改
造
』
第
三
三
巻
第
三
号
、
一
九
五
二
年
二
月
、
三
七
頁
。

（
25
） 

ト
ル
ー
マ
ン
大
統
領
の
朝
鮮
政
策
に
つ
い
て
は
、
ハ
リ
ー
・
Ｓ
・
ト
ル
ー
マ
ン
（
加
瀬
俊
一
（
監
修
）・
堀
江
芳
孝
（
訳
））『
ト
ル
ー
マ
ン
回

顧
録　

試
練
と
希
望
の
年　

2
』
恒
文
社
、
一
九
六
六
年
参
照
。

（
26
） 

『
朝
日
新
聞
』
一
九
五
二
年
六
月
二
五
日
（
夕
刊
）。

三
一
〇



日
米
安
保
条
約
に
も
と
づ
く
事
前
協
議
制
度
の
原
型
（
信
夫
）

（
三
九
三
）

（
27
） 

『
第
十
三
回
国
会
衆
議
院
外
務
委
員
会
議
事
録
』
第
三
七
号
、
一
九
五
二
年
六
月
二
五
日
、
一
頁
。

（
28
） 

『
第
十
三
回
国
会
衆
議
院
外
務
委
員
会
議
事
録
』
第
三
七
号
、
一
九
五
二
年
六
月
二
五
日
、
一
頁
。

（
29
） 
浜
中
武
治
（
編
著
）『
横
田
米
軍
基
地
に
て
』
け
や
き
出
版
、
二
〇
〇
二
年
参
照
。

（
30
） 
『
朝
日
新
聞
』
一
九
五
二
年
六
月
二
五
日
（
朝
刊
）。

（
31
） 

奥
村
参
與
「
国
連
軍
協
定
一
件
」（
極
秘
・
至
急
）、
一
九
五
二
年
七
月
三
〇
日
、『
日
本
国
に
お
け
る
国
際
連
合
の
地
位
に
関
す
る
協
定
関
係

一
件　

第
二
巻
』（B

’.2.7.0.3

）、
外
交
史
料
館
。

（
32
） 

奥
村
参
與
「
国
連
軍
に
関
す
る
協
定
一
件
（
ボ
ン
ド
参
事
官
と
の
會
談
）」（
極
秘
）、
一
九
五
二
年
八
月
五
日
、『
日
本
国
に
お
け
る
国
際
連
合

の
地
位
に
関
す
る
協
定
関
係
一
件　

第
二
巻
』（B

’.2.7.0.3

）、
外
交
史
料
館
。

（
33
） 

“D
R
A
F
T
 N

O
T
E
 F

R
O
M

 T
H
E
 M

IN
IS

T
E
R
 F

O
R
 F

O
R
E
IG

N
 A

F
F
A
IR

S
 O

F
 JA

P
A
N
 T

O
 T

H
E
 U

N
IT

E
D
 S

T
A
T
E
S
 

A
M

B
A
S
S
A
D
O
R
, A

C
T
IN

G
 O

N
 B

E
H
A
L
F
 O

F
 T

H
E
 U

N
IT

E
D
 C

O
M

M
A
N
D
 4 A

ugust, 1952”

（S
ecret

）, 『
日
本
国
に
お
け
る
国
際
連

合
の
軍
隊
の
地
位
に
関
す
る
協
定
関
係
一
件　

各
種
草
案
関
係　

第
二
巻
』（B

’.2.7.0.3-12

）、
外
交
史
料
館
。

（
34
） 

原
文
は
、“I w

ish to propose that m
y G

overnm
ent be kept fully inform

ed and consulted in advance w
ith regard to any im

portant 

changes in the disposition of the U
nited N

ations forces in and about and in the actions that m
ay be taken by them

 to m
eet the 

exigencies of the situation in K
orea, particularly as they aff ect Japan.”

で
あ
る
。

（
35
） 

“M
em

orandum
 of C

onversation, P
articipants: K

atsuzo O
kum

ura, N
iles W

. B
ond, S

ubject: U
N
 F

orces A
greem

ent, A
ugust 5, 

1952”

（C
onfi dential, S

ecurity Inform
ation

）, R
G
84 Japan; U

.S
. E

m
bassy, T

okyo; C
lassifi ed G

eneral R
ecords, 1952-1963, B

ox2

（3

）（320.1 Japan-U
.N

. A
greem

ent A
ugust-S

eptem
ber

）, N
ational A

rchives at C
ollege P

ark, C
ollege P

ark, M
D
.

（
36
） 

「
国
連
軍
協
定
交
渉
進
捗
状
況
」
一
九
五
二
年
八
月
二
一
日
、『
日
本
国
に
お
け
る
国
際
連
合
の
地
位
に
関
す
る
協
定
関
係
一
件　

第
二
巻
』

（B
’.2.7.0.3

）、
外
交
史
料
館
。

（
37
） 

奥
村
「
国
連
軍
協
定
一
件
」
一
九
五
二
年
九
月
一
三
日
、『
日
本
国
に
お
け
る
国
際
連
合
の
地
位
に
関
す
る
協
定
関
係
一
件　

第
二
巻
』

（B
’.2.7.0.3

）、
外
交
史
料
館
。

三
一
一



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
三
九
四
）

（
38
） 

三
宅
参
事
官
「
国
連
軍
協
定
交
渉
に
関
す
る
ボ
ン
ド
参
事
官
と
の
會
談
要
領
」（
極
秘
）、
一
九
五
二
年
一
〇
月
四
日
、『
日
本
国
に
お
け
る
国

際
連
合
の
地
位
に
関
す
る
協
定
関
係
一
件　

第
二
巻
』（B

’.2.7.0.3

）、
外
交
史
料
館
。

（
39
） 

“T
elegram

 F
rom

 the E
m
bassy in T

okyo to the S
tate D

epartm
ent, N

o. 1336, O
ctober 23, 1952”

（S
ecret

）, R
G
84 Japan; U

.S
. 

E
m
bassy, T

okyo; C
lassifi ed G

eneral R
ecords, 1952-1963, B

ox3

（2

）（320.1 Japan-U
.N

. A
greem

ent O
ctober-N

ov.-D
ec. 1952

）, 

N
ational A

rchives at C
ollege P

ark, C
ollege P

ark, M
D
.

（
40
） 

“T
elegram

 F
rom

 the S
tate D

epartm
ent to the E

m
bassy in T

okyo, N
o. 1381, D

ecem
ber 1, 1952”

（S
ecret

）, R
G
84 Japan; 

U
.S

. E
m
bassy, T

okyo; C
lassifi ed G

eneral R
ecords, 1952-1963, B

ox3

（2

）（320.1 Japan-U
.N

. A
greem

ent O
ctober-N

ov.-D
ec. 

1952

）, N
ational A

rchives at C
ollege P

ark, C
ollege P

ark, M
D
.

（
41
） 

『
日
本
国
に
お
け
る
国
際
連
合
の
軍
隊
の
地
位
に
関
す
る
協
定
関
係
一
件　

各
種
草
案
関
係　

第
二
巻
』（B

’.2.7.0.3-12

）、
外
交
史
料
館
。

（
42
） 

信
夫
『
日
米
安
保
条
約
と
事
前
協
議
制
度
』
三
八
頁
。

（
43
） 

信
夫
『
日
米
安
保
条
約
と
事
前
協
議
制
度
』
五
四
頁
。

（
44
） 

信
夫
『
日
米
安
保
条
約
と
事
前
協
議
制
度
』
五
四
頁
。

（
45
） 

『
朝
日
新
聞
』
一
九
五
〇
年
一
二
月
一
日
（
朝
刊
）。

（
46
） 

朝
鮮
戦
争
の
概
略
に
つ
い
て
は
、
神
谷
不
二
『
朝
鮮
戦
争　

米
中
対
決
の
原
形
』
中
公
文
庫
、
一
九
九
〇
年
を
参
照
。

（
47
） 

『
朝
日
新
聞
』
一
九
五
〇
年
一
二
月
一
日
（
朝
刊
）。

（
48
） 

ト
ル
ー
マ
ン
／
ア
ト
リ
ー
会
談
の
資
料
は
、T

he N
ational S

ecurity A
rchive

の“C
onsultation is P

residential B
usiness”, S

ecret 

U
nderstandings on the U

se of N
uclear W

eapons, 1950-1974, N
ational S

ecurity A
rchive E

lectronic B
riefi ng B

ook N
o. 159

の

D
ocum

ent 1

に
よ
る
。〈http://nsarchive.gw

u.edu/N
S
A
E
B
B
/N

S
A
E
B
B
159/

〉 D
ocum

ent 1

に
あ
る”C

O
M

M
U
N
IQ

U
E

”, D
ecem

ber 8, 

1950.

ま
た
、
こ
の
会
談
に
つ
い
て
は
、
ト
ル
ー
マ
ン
『
ト
ル
ー
マ
ン
回
顧
録　

2
』
二
九
八
│
三
〇
六
頁
参
照
。

（
49
） D

ocum
ent 1

に
あ
る“M

E
M

O
R
A
N
D
U
M

 F
O
R
 T

H
E
 R

E
C
O
R
D
: E

xcerpt from
 m

eeting betw
een the P

resident and P
rim

e M
inister 

in the C
abinet R

oom
 of the W

hite H
ouse, T

hursday, D
ecem

ber 7, 1950
（T

his inform
ation not incorporated in offi  cial account 

三
一
二



日
米
安
保
条
約
に
も
と
づ
く
事
前
協
議
制
度
の
原
型
（
信
夫
）

（
三
九
五
）

of m
eetings, by P

hilip C
. Jessup, A

m
bassador at L

arge”

（T
op S

ecret

）.
（
50
） U

nited S
tates D

epartm
ent of S

tate, A
andahl, F

redrick, E
ditor, F

oreign
 R

elation
s of th

e U
n

ited
 S

tates, 1951. K
orea an

d
 

C
h

in
a

（in
 tw

o parts

）, V
olum

e V
II, P

art 1, U
.S

. G
overnm

ent P
rinting O

ffi  ce, 1951, p. 266.

（
51
） H

arry S
. T

rum
an to O

m
ar B

radley, w
ith attachm

ents, D
ecem

ber 6, 1950, M
arch 24, and A

pril 7, 1951; M
acA

rthur, 

D
ouglas-general; G

eneral F
ile; P

S
F
; T

rum
an P

apers.

〈http://w
w
w
.trum

anlibrary.org/exhibit_docum
ents/index.php?pagenum

b

er=5&
titleid=186&

tldate=1951-04-07&
collectionid=fi rem

&
P
ageID

=1&
groupid=3414

〉
ト
ル
ー
マ
ン
と
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
確
執
に
つ
い

て
は
、
ト
ル
ー
マ
ン
『
ト
ル
ー
マ
ン
回
顧
録　

2
』
を
参
照
。

（
52
） 

『
朝
日
新
聞
』
一
九
五
一
年
四
月
二
七
日
（
朝
刊
）。

（
53
） 

朝
鮮
議
事
録
の
日
本
語
訳
は
、
信
夫
『
日
米
安
保
条
約
と
事
前
協
議
制
度
』
一
六
〇
│
一
六
一
頁
参
照
。

（
54
） 

ジ
ョ
ン
・
ダ
ワ
ー
（
大
窪
愿
二
訳
）『
吉
田
茂
と
そ
の
時
代
』（
下
）、
中
公
文
庫
、
二
〇
一
四
年
、
一
二
六
│
一
二
七
頁
。

（
55
） 

マ
コ
ー
マ
ッ
ク
は
、
日
本
の
ア
メ
リ
カ
に
対
す
る
「
構
造
化
さ
れ
た
依
存
」
を
、
ア
メ
リ
カ
の
「
属
国
」
と
規
定
し
て
い
る
。
詳
し
く
は
、
ガ

バ
ン
・
マ
コ
ー
マ
ッ
ク
（
新
田
準
訳
）『
属
国

│
米
国
の
抱
擁
と
ア
ジ
ア
で
の
独
立
』
凱
風
社
、
二
〇
〇
八
年
参
照
。
ま
た
、
ジ
ョ
ン
・
Ｗ
・
ダ

ワ
ー
／
ガ
バ
ン
・
マ
コ
ー
マ
ッ
ク
（
明
田
川
融
・
吉
永
ふ
さ
子
訳
）『
転
換
期
の
日
本
へ

│
「
パ
ッ
ク
ス
・
ア
メ
リ
カ
ー
ナ
」
か
「
パ
ッ
ク
ス
・

ア
ジ
ア
」
か
』
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
新
書
、
二
〇
一
四
年
も
参
照
。

（
56
） 

孫
崎
享
『
戦
後
史
の
正
体 1945-2012

』
創
元
社
、
二
〇
一
二
年
。

（
57
） 

岡
崎
勝
男
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、
岡
崎
勝
男
『
戦
後
二
十
年
の
遍
歴
』
中
公
文
庫
、
一
九
九
九
年
所
収
の
柴
田
紳
一
「
解
説
」
一
六
七
│

一
七
五
頁
を
参
照
。

（
58
） 

孫
崎
『
戦
後
史
の
正
体
』
五
〇
頁
。

三
一
三





ト
ク
ヴ
ィ
ル
と
社
会
主
義
（
杉
本
）

（
三
九
七
）

ト
ク
ヴ
ィ
ル
と
社
会
主
義

杉　
　

本　
　

竜　
　

也

は
じ
め
に

第
一
節　

サ
ン
＝
シ
モ
ン
と
サ
ン
＝
シ
モ
ン
主
義

第
二
節　

ト
ク
ヴ
ィ
ル
の
社
会
主
義
観

第
三
節　

社
会
主
義
と
フ
ィ
ジ
オ
ク
ラ
シ
ー

お
わ
り
に

は
じ
め
に

本
稿
は
、
ア
レ
ク
シ
ス
・
ド
・
ト
ク
ヴ
ィ
ルA

lexis de T
ocqueville

（
一
八
〇
五
│
一
八
五
九
）
に
よ
る
社
会
主
義
評
価
に
つ
い
て
考

察
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

論　

説

三
一
五



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
三
九
八
）

ト
ク
ヴ
ィ
ル
が
生
き
た
十
九
世
紀
前
半
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
最
大
の
政
治
的
・
社
会
的
課
題
は
、
社
会
の
解
体
に
対
応
す
る
こ
と
に

あ
っ
た
。

社
会
が
危
機
に
瀕
し
て
い
る
と
い
う
認
識
が
成
立
し
た
背
景
に
は
、
二
つ
の
「
革
命
」
が
存
在
し
て
い
た
。

第
一
の
革
命
は
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
に
代
表
さ
れ
る
市
民
革
命
で
あ
る
。
市
民
革
命
は
、
個
人
と
い
う
存
在
を
析
出
す
る
こ
と
を
通
し
て
、

人
々
の
意
思
に
基
づ
く
政
治
的
共
同
体
を
実
現
す
る
こ
と
に
成
功
し
た

（
1
）

。
社
会
契
約
説
に
代
表
さ
れ
る
、
こ
の
よ
う
な
社
会
理
論
は
最
終

的
に
は
社
会
形
成
を
目
標
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
根
拠
を
個
人
に
求
め
て
い
た
た
め
、
い
わ
ば
個
人
と
い
う
存
在
の
絶
対
性
を
理
論
的
に

主
張
す
る
も
の
と
な
っ
た
。

第
二
の
革
命
は
産
業
革
命
で
あ
る
。
激
し
い
政
治
変
動
の
た
め
に
イ
ギ
リ
ス
と
比
べ
て
約
一
世
紀
の
遅
れ
を
と
っ
て
い
た
フ
ラ
ン
ス
の

産
業
化
だ
が
、
七
月
王
政
に
入
る
と
そ
の
遅
れ
を
取
り
戻
す
か
の
よ
う
に
フ
ラ
ン
ス
は
急
激
な
経
済
成
長
を
果
た
し
た
。
し
か
し
、
急
速

な
成
長
は
様
々
な
「
社
会
問
題
」（question sociale

）
を
も
た
ら
し
、
と
り
わ
け
貧
困
（paupérism

e

）
の
顕
在
化
は
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
社

会
を
大
き
く
動
揺
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
事
態
に
対
し
て
、
貧
困
と
そ
れ
が
惹
起
す
る
社
会
の
分
断
の
原
因
を
、
産
業
化
と
そ
れ

を
理
論
的
に
支
持
す
る
イ
ギ
リ
ス
流
の
古
典
派
経
済
学
に
求
め
る
考
え
方
が
登
場
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た

（
2
）

。

つ
ま
り
、
市
民
革
命
と
産
業
革
命
と
い
う
、
十
八
世
紀
後
半
か
ら
十
九
世
紀
の
前
半
に
か
け
て
フ
ラ
ン
ス
に
発
生
し
た
二
つ
の
革
命
に

は
い
ず
れ
も
社
会
の
分
断
と
い
う
副
作
用
が
付
随
し
て
お
り
、
そ
し
て
実
際
に
そ
れ
ら
に
由
来
す
る
負
の
作
用
が
顕
在
化
し
つ
つ
あ
る
と

い
う
危
機
意
識
が
、
当
時
の
一
定
の
知
識
人
や
指
導
者
た
ち
の
中
に
は
存
在
し
て
い
た

（
3
）

。

本
稿
の
研
究
対
象
で
あ
る
ト
ク
ヴ
ィ
ル
も
、
ま
た
サ
ン
＝
シ
モ
ン
を
は
じ
め
と
す
る
社
会
主
義
者
た
ち
（socialistes

）
も
、
政
治
と
経

済
の
二
つ
の
革
命
に
起
因
す
る
社
会
的
分
断
に
対
し
て
危
機
感
を
抱
い
て
い
た
点
は
共
通
し
て
い
た
。
サ
ン
＝
シ
モ
ン
の
表
現
を
借
り
れ

三
一
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ト
ク
ヴ
ィ
ル
と
社
会
主
義
（
杉
本
）

（
三
九
九
）

ば
、
そ
の
危
機
的
状
況
に
対
処
す
る
た
め
に
社
会
主
義
者
が
目
指
し
た
も
の
は
社
会
の
「
再
組
織
化
」（réorganisation

）
で
あ
り
、
彼
ら

に
よ
れ
ば
十
八
世
紀
の
哲
学
が
革
命
的
で
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
十
九
世
紀
の
哲
学
は
「
組
織
化
的
」（organisatrice

）
で
あ
る
必
要

が
あ
っ
た

（
4
）

。
こ
れ
に
対
し
て
、
ト
ク
ヴ
ィ
ル
は
社
会
主
義
者
た
ち
と
同
様
の
問
題
意
識
を
共
有
し
な
が
ら
も
、
彼
は
社
会
主
義
に
対
し
て

は
終
始
批
判
的
で
あ
っ
た
。
い
う
な
れ
ば
、
ト
ク
ヴ
ィ
ル
は
組
織
化
ま
た
は
再
組
織
化
と
い
う
社
会
主
義
が
採
用
し
た
手
段
と
は
異
な
る

方
法
で
、
社
会
の
崩
壊
に
対
応
し
よ
う
と
し
た
。

本
稿
に
お
い
て
は
、
ト
ク
ヴ
ィ
ル
の
考
え
と
社
会
主
義
者
の
思
想
と
の
相
違
を
考
え
る
こ
と
を
通
し
て
、
社
会
問
題
や
社
会
政
策
に
対

す
る
ト
ク
ヴ
ィ
ル
の
考
え
を
明
ら
か
に
す
る
と
共
に
、
彼
の
政
治
・
社
会
思
想
の
本
質
に
つ
い
て
解
き
明
か
し
て
い
き
た
い
。

具
体
的
に
は
、
ま
ず
サ
ン
＝
シ
モ
ン
お
よ
び
サ
ン
＝
シ
モ
ン
主
義
者
の
思
想
と
活
動
に
つ
い
て
見
て
い
く
。
サ
ン
＝
シ
モ
ン
や
サ
ン
＝

シ
モ
ン
主
義
者
に
対
す
る
ト
ク
ヴ
ィ
ル
の
評
価
に
つ
い
て
は
本
論
の
中
で
詳
述
す
る
が
、
少
な
く
と
も
十
九
世
紀
前
半
の
フ
ラ
ン
ス
に
お

い
て
彼
ら
の
思
想
は
単
な
る
社
会
主
義
理
論
の
ひ
と
つ
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
社
会
全
体
に
広
範
な
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
と
な
っ

て
い
た
。
そ
の
た
め
、
こ
の
時
代
の
社
会
主
義
思
想
を
論
じ
る
上
で
、
サ
ン
＝
シ
モ
ン
と
サ
ン
＝
シ
モ
ン
主
義
者
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と

は
必
須
で
あ
る
。

続
い
て
、
ト
ク
ヴ
ィ
ル
の
社
会
主
義
観
に
つ
い
て
、
彼
が
残
し
た
ノ
ー
ト
等
を
材
料
に
論
じ
て
い
く
。

最
後
に
、
社
会
主
義
と
フ
ィ
ジ
オ
ク
ラ
ッ
ト
（
重
農
主
義
者
）
の
思
想
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
。
社
会
主
義
と
フ
ィ

ジ
オ
ク
ラ
シ
ー
を
関
連
づ
け
る
発
想
は
ト
ク
ヴ
ィ
ル
に
お
い
て
も
比
較
的
後
期
に
あ
ら
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
見
解
で
あ
る
が
、
彼
の
デ

モ
ク
ラ
シ
ー
評
価
や
社
会
観
を
考
え
る
上
で
き
わ
め
て
示
唆
的
で
あ
る
た
め
、
詳
し
く
見
て
い
き
た
い
。

三
一
七



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
四
〇
〇
）

第
一
節　

サ
ン
＝
シ
モ
ン
と
サ
ン
＝
シ
モ
ン
主
義

十
九
世
紀
前
半
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
社
会
主
義
を
考
え
る
に
あ
た
り
、
サ
ン
＝
シ
モ
ンH

enri de S
aint-S

im
on

（
一
七
六
〇
│

一
八
二
五
）
の
思
想
と
サ
ン
＝
シ
モ
ン
主
義
者
た
ち
の
思
想
を
避
け
て
通
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

だ
が
、
サ
ン
＝
シ
モ
ン
と
そ
の
弟
子
で
あ
る
は
ず
の
サ
ン
＝
シ
モ
ン
主
義
者
と
の
間
に
は
、
思
想
的
な
違
い
が
う
か
が
え
る
。
サ
ン
＝

シ
モ
ン
主
義
に
関
す
る
代
表
的
著
作
で
あ
る
『
サ
ン
＝
シ
モ
ン
主
義
の
歴
史
』H

istoire d
u

 S
ain

t-S
im

on
ism

e, 1825-1864

（
一
九
三
一
年
）
を
著
し
た
セ
バ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
シ
ャ
ル
レ
テ
ィS

ébastian C
harléty

（
一
八
六
七
│
一
九
四
五
）
は
「
サ
ン
＝
シ
モ
ン
主

義
者
の
歴
史
は
サ
ン
＝
シ
モ
ン
の
死
と
と
も
に
始
ま
る

（
5
）

」
と
い
う
文
章
を
そ
こ
に
残
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
サ
ン
＝
シ
モ
ン
と
サ
ン
＝
シ

モ
ン
主
義
者
と
の
間
の
思
想
的
相
違
を
表
現
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
サ
ン
＝
シ
モ
ン
自
身
も
そ
の
生
涯
の
中
で
思

想
を
変
化
さ
せ
て
い
る
た
め
、
サ
ン
＝
シ
モ
ン
と
サ
ン
＝
シ
モ
ン
主
義
の
思
想
的
内
容
と
違
い
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な

い
。
こ
こ
で
は
細
か
な
点
に
と
ら
わ
れ
ず
、
彼
ら
の
思
想
の
要
点
を
把
握
し
て
お
き
た
い
。

ま
ず
、
サ
ン
＝
シ
モ
ン
の
主
張
の
中
核
を
占
め
て
い
る
の
は
、「
産
業
主
義
」（industrialism

e

）
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
サ
ン
＝

シ
モ
ン
に
お
い
て
「
産
業
者
」（industriel

）
と
は
、「
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
成
員
た
ち
の
物
質
的
欲
求
や
嗜
好
を
満
た
さ
せ
る
一
つ
な
い

し
い
く
つ
か
の
物
的
手
段
を
生
産
し
た
り
、
そ
れ
ら
を
彼
ら
の
手
に
入
れ
さ
せ
る
た
め
に
働
い
て
い
る
人
た
ち

（
6
）

」
の
こ
と
で
あ
り
、「
国

民
の
二
十
五
分
の
二
十
四
以
上
を
な
し
て
い
る

（
7
）

」。
要
す
る
に
、
サ
ン
＝
シ
モ
ン
の
社
会
構
想
は
、
国
民
の
大
部
分
を
占
め
る
で
あ
ろ
う

一
般
の
民
衆
を
主
体
と
し
た
平
等
社
会
実
現
を
目
指
す
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
彼
は
、
啓
蒙
主
義
的
な
国
家
論
が
内
在
さ
せ
て
い

る
「
人
間
に
よ
る
人
間
の
支
配
」
に
対
し
て
批
判
的
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
啓
蒙
主
義
的
な
国
家
観
で
は
、
被
治
者
と
し
て
の
産
業
者

三
一
八
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ク
ヴ
ィ
ル
と
社
会
主
義
（
杉
本
）

（
四
〇
一
）

が
統
治
者
と
し
て
の
非
産
業
者
に
自
己
の
社
会
権
や
共
同
利
害
の
管
理
・
指
導
を
「
委
ね
」（laisser

）
て
「
託
す
」（charger

）
状
態
、

換
言
す
れ
ば
被
治
者
の
「
政
治
的
疎
外
」
が
発
生
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
っ
た

（
8
）

。
よ
っ
て
、
サ
ン
＝
シ
モ
ン
は
、
自
ら
の
主
張
す
る

「
産
業
体
制
は
完
全
な
平
等
の
原
則
に
立
脚
し
て
い
る

（
9
）

」
必
要
が
あ
る
と
考
え
た
。
彼
は
、
産
業
主
義
も
し
く
産
業
体
制
と
い
う
名
の
平

等
社
会
構
想
の
実
現
を
目
指
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

だ
が
、
そ
の
一
方
で
サ
ン
＝
シ
モ
ン
に
は
従
来
の
「
階
級
」
社
会
と
は
異
な
る
、
エ
リ
ー
ト
を
中
心
と
し
た
「
階
層
」
社
会
の
構
想
が

あ
っ
た
。
サ
ン
＝
シ
モ
ン
は
、「
最
も
有
能
な
人
々
」（hom

m
es les plus capables

）
が
自
分
た
ち
の
「
特
殊
利
益
」（intérêts 

particuliers

）
の
最
大
化
に
努
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
提
案
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、「
最
も
有
能
な
人
々
の
特

殊
利
益
は
、
一
般
的
利
益
（intérêts géneraux

）
に
最
も
よ
く
役
立
ち
う
る
利
益
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
こ
の
方
法
は
公
益
に
有
利
な
結
果

を
も
た
ら
す
た
め
の
最
良
の
方
法
だ
と
わ
れ
わ
れ
に
は
思
わ
れ
る
」
た
め
で
あ
る

（
10
）

。
ル
ソ
ー
の
一
般
意
志
（volonté générale

）
に
代
表

さ
れ
る
よ
う
に
、「
一
般
」（général

）
と
「
特
殊
」
な
い
し
「
個
別
」（particulier

）
と
の
関
係
性
に
関
す
る
議
論
は
、
市
民
や
人
間
と

し
て
の
個
の
自
由
を
最
大
限
尊
重
し
な
が
ら
も
、
全
体
と
し
て
の
統
合
や
統
一
を
目
指
し
て
き
た
フ
ラ
ン
ス
の
政
治
的
伝
統
に
お
い
て
須

要
な
も
の
と
さ
れ
て
き
た
。
そ
こ
で
は
、「
一
般
」
と
い
う
概
念
が
公
共
性
や
徳
性
と
関
連
づ
け
ら
れ
て
い
た
の
に
対
し
て
、「
特
殊
」
や

「
個
別
」
は
私
益
と
結
び
付
け
ら
れ
、
社
会
な
い
し
国
家
に
と
っ
て
の
危
険
や
脅
威
と
し
て
考
え
ら
れ
た
。
ル
ソ
ー
に
代
表
さ
れ
る
共
和

主
義
的
思
想
で
は
「
一
般
」
と
「
特
殊
」、
具
体
的
に
は
個
人
の
自
由
と
共
同
体
の
維
持
の
両
立
が
課
題
と
な
っ
た
が
、
彼
の
一
般
意
志

と
い
う
概
念
は
そ
の
よ
う
な
政
治
思
想
的
難
題
を
解
決
す
る
た
め
に
要
請
さ
れ
た
概
念
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
サ
ン
＝
シ
モ
ン
は
、
有
能

な
人
物
の
特
殊
意
志
を
そ
の
ま
ま
全
体
を
統す

べ
る
意
志
へ
と
読
み
換
え
る
と
い
う
一
種
の
選
良
思
想
に
よ
っ
て
そ
の
解
決
を
試
み
た
。
既

述
の
通
り
、
サ
ン
＝
シ
モ
ン
は
全
社
会
の
大
半
を
占
め
る
産
業
者
と
い
う
名
の
民
衆
と
完
全
な
平
等
原
則
に
基
づ
く
社
会
の
成
立
と
い
う

三
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第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
四
〇
二
）

大
目
標
を
掲
げ
た
他
、
公
教
育
の
充
実
も
訴
え
て
い
た
こ
と
を
合
わ
せ
て
考
え
れ
ば
、
サ
ン
＝
シ
モ
ン
の
考
え
た
社
会
は
階
層
社
会
と

い
っ
て
も
万
民
に
開
か
れ
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
だ
が
、
能
力
の
有
無
と
い
う
優
劣
を
前
提
と
し
た
人
間
像
が
要
件
と
な
っ
て
い
る
以

上
、
サ
ン
＝
シ
モ
ン
の
中
に
知
的
選
良
思
想
の
傾
向
が
あ
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
た
だ
、
サ
ン
＝
シ
モ
ン
に
お
け
る
最
大

の
目
標
は
不
労
階
級
と
し
て
の
ア
リ
ス
ト
ク
ラ
シ
ー
を
国
家
や
社
会
の
意
思
決
定
過
程
か
ら
排
除
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
と
表
裏
を
な

す
形
で
有
能
な
人
物
に
指
導
を
託
す
る
と
い
う
発
想
は
生
じ
た
と
考
え
ら
れ
る

（
11
）

。
シ
ェ
ル
ド
ン
・
ウ
ォ
ー
リ
ン
は
、
サ
ン
＝
シ
モ
ン
の
中

に
は
、
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
や
従
属
、
権
威
を
特
質
と
す
る
組
織
（organization

）
の
論
理
と
、
十
八
世
紀
の
革
命
理
論
が
普
及
さ
せ
た
平
等

の
要
求
は
両
立
可
能
か
つ
必
要
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
存
在
し
て
い
た
と
考
え
て
い
る

（
12
）

。
そ
し
て
、
ト
ク
ヴ
ィ
ル
も
ま
た
、
サ
ン
＝
シ
モ

ン
主
義
の
特
徴
と
し
て
、
そ
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
志
向
を
挙
げ
て
い
る

（
13
）

。
サ
ン
＝
シ
モ
ン
に
よ
れ
ば
、
い
か
な
る
秩
序
も
大
衆
的
な
基
盤
が

な
け
れ
ば
維
持
で
き
な
い
た
め
、
組
織
の
原
理
も
平
等
原
理
に
よ
っ
て
裏
打
ち
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
を
成
り
立
た

せ
て
い
る
の
は
人
々
の
物
質
的
欲
求
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
人
々
が
欲
し
て
い
る
の
は
物
質
的
欲
求
の
充
足
と
物
質
的
境
遇
の
安
楽
化
で

あ
り
、
組
織
的
か
つ
科
学
的
な
生
産
に
よ
っ
て
そ
れ
ら
が
叶
う
な
ら
、
組
織
の
原
理
と
平
等
原
理
は
い
ず
れ
も
成
立
す
る
と
考
え
ら
れ
る

か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
サ
ン
＝
シ
モ
ン
が
企
図
し
て
い
る
の
は
、
科
学
の
名
に
基
づ
い
た
、
経
済
に
よ
る
政
治
領
域
の
支
配
で
あ
る
。

彼
自
身
に
そ
の
よ
う
な
意
図
は
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
物
質
的
充
足
が
統
治
の
目
的
に
な
っ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
考
え
は
政
治
に
対

す
る
経
済
の
優
位
性
の
主
張
に
帰
着
す
る
他
な
い
。
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
サ
ン
＝
シ
モ
ン
自
身
の
意
向
と
は
無
関
係
に
、
結
果
と
し
て
そ

の
理
論
は
、
彼
自
ら
が
危
惧
し
て
い
た
政
治
的
疎
外
を
ひ
き
起
こ
す
危
険
を
内
包
し
て
い
る
こ
と
に
な
る

（
14
）

。

だ
が
、
サ
ン
＝
シ
モ
ン
の
思
想
は
、
組
織
化
の
追
求
か
ら
精
神
性
の
追
求
へ
と
次
第
に
変
化
を
見
せ
始
め
る
。
彼
は
、
来
た
る
べ
き
産

業
社
会
の
目
標
は
生
産
効
率
の
向
上
と
社
会
全
体
で
の
分
配
の
増
大
に
あ
る
と
当
初
考
え
て
い
た
が
、
価
値
の
生
産
の
み
に
邁
進
す
る
そ

三
二
〇
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（
杉
本
）

（
四
〇
三
）

の
よ
う
な
産
業
社
会
で
は
そ
れ
を
健
全
に
維
持
す
る
基
本
理
念
が
欠
落
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
疑
問
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
た

（
15
）

。

そ
の
よ
う
な
意
識
の
変
化
は
、
サ
ン
＝
シ
モ
ン
晩
年
の
著
作
で
あ
る
『
新
キ
リ
ス
ト
教
』N

ou
veau

 C
h

ristian
ism

e

（
一
八
二
五
年
）

に
結
実
す
る
。
彼
は
従
来
の
組
織
化
の
理
論
の
不
備
を
、
そ
こ
に
道
徳
的
・
宗
教
的
性
格
を
付
与
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
克
服
し
よ
う
と
試

み
た
。
サ
ン
＝
シ
モ
ン
は
産
業
社
会
の
規
範
的
根
本
理
念
と
し
て
「
人
間
は
互
い
に
兄
弟
と
し
て
振
舞
う
べ
し

（
16
）

」
を
挙
げ
、
そ
れ
を
こ
の

著
作
の
中
で
再
三
に
わ
た
っ
て
繰
り
返
し
て
い
る
。
新
キ
リ
ス
ト
教
は
、
宗
教
改
革
等
に
よ
っ
て
分
裂
し
て
し
ま
っ
た
キ
リ
ス
ト
教
の
み

な
ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る
宗
教
を
こ
の
原
理
に
帰
一
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
立
す
る
。
そ
し
て
そ
の
最
大
の
目
的
は
「
最
も
貧
し
い
階
級
の

境
遇
を
で
き
る
だ
け
速
や
か
に
改
善
す
る

（
17
）

」
こ
と
に
あ
る
。
そ
れ
ま
で
物
質
的
利
益
の
実
現
と
組
織
化
に
向
け
ら
れ
て
い
た
彼
の
視
点

は
、
精
神
性
の
追
求
と
貧
困
の
解
決
に
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
サ
ン
＝
シ
モ
ン
は
一
八
二
五
年
に
『
新
キ
リ
ス
ト
教
』
を
絶
筆
と

し
た
ま
ま
死
去
す
る
が
、
彼
の
死
後
、
そ
の
弟
子
で
あ
る
サ
ン
＝
シ
モ
ン
主
義
者
た
ち
は
組
織
化
の
理
論
以
上
に
、
師
の
思
想
の
道
徳

的
・
宗
教
的
要
素
を
強
調
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。

サ
ン
＝
シ
モ
ン
が
死
ん
だ
頃
、
別
の
い
い
方
を
す
れ
ば
「
サ
ン
＝
シ
モ
ン
主
義
」（S

aint-S
im

onism
e

）
の
草
創
期
に
お
い
て
、
派
の
雑

誌
『
生
産
者
』（L

e P
rod

u
cteu

r

）
の
当
初
の
中
核
メ
ン
バ
ー
は
数
学
教
師
で
あ
り
、
銀
行
経
営
に
も
携
わ
っ
て
い
た
オ
ラ
ン
ド
・
ロ
ド

リ
ー
グO

linde R
odrigues

（
一
七
九
四
│
一
八
五
一
）
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
グ
ル
ー
プ
の
主
導
権
は
次
第
に
、
サ
ン
＝
シ
モ
ン
か
ら
直
接

に
指
導
を
受
け
た
こ
と
の
な
い
バ
ル
テ
ル
ミ
ー
＝
プ
ロ
ス
ペ
ル
・
ア
ン
フ
ァ
ン
タ
ンB

arthélem
y-P

rosper E
nfantin

（
一
七
九
六
│

一
八
六
四
）
と
サ
ン
＝
ア
マ
ン
・
バ
ザ
ー
ルS

aint-A
m
and B

azard
（
一
七
九
一
│
一
八
三
二
）
に
移
っ
て
い
っ
た
。
こ
れ
ら
の
次
世
代
の

指
導
者
に
よ
っ
て
、
サ
ン
＝
シ
モ
ン
主
義
者
は
、『
生
産
者
』
誌
の
普
及
と
パ
リ
の
「
サ
ン
＝
シ
モ
ン
教
会
」
で
の
説
教
を
通
し
て
、
経

済
学
説
や
社
会
理
論
以
上
に
宗
教
的
な
道
徳
思
想
と
し
て
人
々
の
間
に
浸
透
し
て
い
く
。
組
織
化
理
論
と
し
て
の
サ
ン
＝
シ
モ
ン
主
義
は
、

三
二
一
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『
生
産
者
』
誌
等
を
通
し
て
、
国
立
理
工
科
学
校
（É

cole polytechnique

）
の
学
生
の
間
を
中
心
に
広
ま
っ
て
い
っ
た
。
現
代
に
も
続
く

フ
ラ
ン
ス
の
エ
リ
ー
ト
教
育
機
関
と
し
て
知
ら
れ
る
い
わ
ゆ
る
「
グ
ラ
ン
ゼ
コ
ー
ル
」（grandes écoles

）
の
中
で
も
、
一
七
九
四
年
に

創
設
さ
れ
た
国
立
理
工
科
学
校
は
高
級
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
の
養
成
を
目
的
と
し
て
い
た
た
め
、
そ
の
学
生
た
ち
が
合
理
主
義
的
で
工
学
的

な
エ
リ
ー
ト
主
義
の
国
家
指
導
原
理
を
提
唱
し
た
サ
ン
＝
シ
モ
ン
の
産
業
主
義
に
共
鳴
し
た
の
は
自
然
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
社
会

一
般
に
対
す
る
影
響
や
印
象
と
い
う
点
で
は
、
組
織
化
理
論
と
い
う
よ
り
も
、
道
徳
・
宗
教
思
想
と
し
て
の
サ
ン
＝
シ
モ
ン
主
義
の
方
が

強
い
波
及
力
を
備
え
て
い
た
。
一
八
二
九
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
、
サ
ン
＝
シ
モ
ン
教
会
に
お
い
て
、
ア
ン
フ
ァ
ン
タ
ン
と
バ
ザ
ー
ル
は
最
高

指
導
者
で
あ
る
「
父
」（P

ère
）
に
選
出
さ
れ
た

（
18
）

。
シ
ャ
ル
レ
テ
ィ
は
こ
の
二
人
に
つ
い
て
、
バ
ザ
ー
ル
は
教
理
に
お
け
る
理
性
面
を
、

ア
ン
フ
ァ
ン
タ
ン
は
感
情
面
を
担
っ
た
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
の
違
い
が
サ
ン
＝
シ
モ
ン
主
義
者
た
ち
の
分
裂
を
招
く
こ
と
に
な
る

（
19
）

。

ロ
ー
レ
ン
ツ
・
シ
ュ
タ
イ
ン
は
、
バ
ザ
ー
ル
を
「
真
の
サ
ン
＝
シ
モ
ン
主
義
者
」
と
評
価
し
、
世
間
が
サ
ン
＝
シ
モ
ン
主
義
と
見
な
し
た

も
の
の
大
半
は
バ
ザ
ー
ル
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
記
し
て
い
る

（
20
）

。
一
方
、
ア
ン
フ
ァ
ン
タ
ン
は
、
元
々
は
『
新
キ
リ
ス
ト
教
』
の
よ
う

な
宗
教
的
思
想
に
違
和
感
を
覚
え
て
い
た
が
、
次
第
に
自
身
が
宗
教
的
に
傾
斜
し
て
い
く

（
21
）

。
こ
の
二
人
が
決
定
的
に
対
立
し
た
の
は
女
性

論
に
関
す
る
議
論
で
あ
っ
た
。
そ
も
そ
も
、
サ
ン
＝
シ
モ
ン
は
女
性
の
役
割
に
関
し
て
そ
れ
ほ
ど
興
味
を
示
し
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

総
合
的
な
社
会
理
論
の
構
築
を
目
指
し
た
ア
ン
フ
ァ
ン
タ
ン
た
ち
は
、
自
分
た
ち
の
理
論
の
中
に
女
性
を
位
置
づ
け
る
た
め
、
男
女
一
対

の
組
を
社
会
の
基
礎
単
位
と
す
る
愛
の
理
論
を
主
張
し
た
シ
ャ
ル
ル
・
フ
ー
リ
エF

rançois M
arie C

harles F
ourier

（
一
七
七
二
│

一
八
三
七
）
の
思
想
を
摂
取
す
る
こ
と
を
考
え
た

（
22
）

。
だ
が
、
当
時
す
で
に
常
軌
を
逸
し
た
も
の
と
し
て
白
眼
視
さ
れ
て
い
た
フ
ー
リ
エ
の

思
想
を
取
り
入
れ
た
こ
と
で
、
サ
ン
＝
シ
モ
ン
主
義
者
た
ち
も
批
判
を
受
け
て
し
ま
う
。
こ
の
よ
う
な
事
態
を
受
け
て
、
一
八
三
一
年
に

は
バ
ザ
ー
ル
ら
が
グ
ル
ー
プ
か
ら
離
脱
し
、
サ
ン
＝
シ
モ
ン
主
義
者
の
グ
ル
ー
プ
は
ア
ン
フ
ァ
ン
タ
ン
派
の
み
が
残
留
す
る
よ
う
に
な
る
。

三
二
二
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こ
の
後
、
彼
ら
は
エ
ジ
プ
ト
遠
征
を
行
っ
た
り
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
移
住
計
画
や
ス
エ
ズ
運
河
工
事
計
画
等
を
企
画
す
る
な
ど
し
て
い
る
が
、

広
い
支
持
を
集
め
る
こ
と
な
く
、
奇
矯
な
集
団
と
し
て
の
印
象
を
世
間
に
残
し
た
ま
ま
、
一
八
四
八
年
の
二
月
革
命
を
迎
え
る
こ
と
に

な
る

（
23
）

。
社
会
学
の
祖
と
さ
れ
る
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
コ
ン
トA

uguste C
om

te

（
一
七
九
八
│
一
八
五
七
）
は
、
多
く
の
サ
ン
＝
シ
モ
ン
支
持
者
が

存
在
し
た
国
立
理
工
科
学
校
で
学
ん
だ
経
験
が
あ
り
、
一
八
一
七
年
か
ら
七
年
間
、
サ
ン
＝
シ
モ
ン
の
秘
書
を
務
め
て
い
た
。
サ
ン
＝
シ

モ
ン
と
コ
ン
ト
は
後
に
決
裂
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
蜜
月
時
代
の
彼
ら
は
共
同
で
執
筆
活
動
も
行
っ
て
い
た

（
24
）

。
彼
ら
は
フ
ラ
ン
ス
革
命
以

降
、
混
乱
が
続
い
て
き
た
フ
ラ
ン
ス
、
さ
ら
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
会
の
再
組
織
化
を
目
標
と
し
て
お
り
、
そ
し
て
迷
信
で
は
な
く
、
社
会
秩

序
が
依
拠
す
べ
き
根
本
原
理
と
し
て
宗
教
な
い
し
宗
教
的
思
想
を
理
解
し
て
い
た

（
25
）

。
啓
蒙
思
想
の
時
代
に
育
っ
た
サ
ン
＝
シ
モ
ン
や
サ
ン

＝
シ
モ
ン
主
義
者
た
ち
は
、
合
理
主
義
や
可
塑
的
社
会
観
に
基
づ
く
設
計
可
能
性
に
疑
い
を
挟
ま
な
か
っ
た
。
ま
た
、
彼
ら
の
宗
教
的
思

想
も
本
来
は
社
会
の
根
本
原
理
を
追
究
し
た
結
果
と
し
て
導
き
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
い
っ
て
み
れ
ば
彼
ら
の
理
論
に
お
け
る
社
会
現

象
と
宗
教
の
関
係
は
自
然
現
象
と
科
学
法
則
の
関
係
に
類
似
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
サ
ン
＝
シ
モ
ン
の
思
想
は
、
一
貫
し
て
「
科
学
」

で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
宗
教
や
道
徳
と
い
っ
た
も
の
は
必
ず
何
ら
か
の
主
観
的
要
素
を
内
在
さ
せ
て
い
る

た
め
、
科
学
と
し
て
の
一
貫
性
を
完
全
に
徹
底
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
そ
こ
に
サ
ン
＝
シ
モ
ン
の
思
想
お
よ
び
サ
ン
＝
シ
モ
ン
主
義
の
思

想
的
変
化
の
原
因
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る

（
26
）

。
サ
ン
＝
シ
モ
ン
の
思
想
に
と
っ
て
の
不
幸
は
、
そ
の
本
来
の
意
図
か
ら
離
れ
、
当
時
の

人
々
か
ら
奇
妙
な
思
想
と
し
て
受
け
取
ら
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
あ
る
。
組
織
化
の
理
論
と
し
て
の
サ
ン
＝
シ
モ
ン
の
思
想
は
テ
ク
ノ
ク

ラ
ー
ト
の
中
で
浸
透
し
て
い
っ
た
と
し
て
も
、
大
衆
化
の
時
代
に
お
い
て
世
評
は
大
き
な
意
味
を
持
つ
。
サ
ン
＝
シ
モ
ン
主
義
の
場
合
、

一
時
は
一
定
の
支
持
を
受
け
て
い
た
分
、
負
の
評
価
も
拡
大
し
や
す
か
っ
た
。
結
果
と
し
て
、
サ
ン
＝
シ
モ
ン
た
ち
の
思
想
は
、
自
ら
の

三
二
三
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活
動
が
原
因
の
一
部
で
あ
る
と
は
い
え
、
不
当
に
低
く
、
歪
曲
さ
れ
た
印
象
を
持
た
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

サ
ン
＝
シ
モ
ン
や
サ
ン
＝
シ
モ
ン
主
義
者
に
対
す
る
ト
ク
ヴ
ィ
ル
の
見
解
や
評
価
に
関
し
て
、
ア
ン
ド
レ
・
ジ
ャ
ル
ダ
ン
は
、
ト
ク

ヴ
ィ
ル
は
サ
ン
＝
シ
モ
ン
や
フ
ー
リ
エ
、
ロ
バ
ー
ト
・
オ
ー
ウ
ェ
ンR
obert O

w
en

（
一
七
七
一
│
一
八
五
八
）
の
著
作
は
読
ん
で
い
た
が
、

そ
れ
ら
に
関
す
る
ノ
ー
ト
類
は
残
っ
て
い
な
い
と
し
て
い
る

（
27
）

。
他
方
、
ヒ
ュ
ー
・
ブ
ロ
ー
ガ
ン
は
、
ト
ク
ヴ
ィ
ル
が
サ
ン
＝
シ
モ
ン
や
サ

ン
＝
シ
モ
ン
主
義
者
の
考
え
を
認
識
し
、
一
定
の
知
識
を
有
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
ト
ク
ヴ
ィ
ル
は
『
ア
メ
リ
カ
の
デ
モ
ク

ラ
シ
ー
』（
第
二
巻
）
の
中
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
は
た
だ
男
女
平
等
と
言
う
だ
け
で
な
く
、
男
女
は
完
全
に
同
じ
存
在
だ
と
主
張
す
る
人
々

が
存
在
す
る
が
、
そ
の
よ
う
な
考
え
は
両
性
を
共
に
貶
め
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
批
判
し
て
い
る

（
28
）

。
ブ
ロ
ー
ガ
ン
に
よ
れ
ば
、
こ
こ
で
い

わ
れ
て
い
る
男
女
の
同
一
を
主
張
し
て
い
る
人
々
と
は
サ
ン
＝
シ
モ
ン
主
義
者
で
あ
る

（
29
）

。
ト
ク
ヴ
ィ
ル
の
青
年
期
か
ら
壮
年
期
に
該
当
す

る
一
八
三
〇
年
代
か
ら
一
八
四
〇
年
代
に
か
け
て
、
サ
ン
＝
シ
モ
ン
主
義
者
グ
ル
ー
プ
が
奇
異
の
目
で
見
ら
れ
て
い
た
主
た
る
理
由
は
、

既
述
の
通
り
、
彼
ら
の
女
性
観
に
あ
っ
た
。
ト
ク
ヴ
ィ
ル
の
見
解
は
自
ら
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
世
評

の
影
響
が
皆
無
で
あ
っ
た
と
言
い
切
る
こ
と
は
難
し
い
。

少
な
く
と
も
、
ト
ク
ヴ
ィ
ル
が
サ
ン
＝
シ
モ
ン
主
義
者
た
ち
の
行
動
や
言
動
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ブ
ロ
ー

ガ
ン
は
、
ト
ク
ヴ
ィ
ル
が
ア
ン
フ
ァ
ン
タ
ン
宛
の
私
信
を
認
め
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る

（
30
）

。
そ
れ
は
ア
ン
フ
ァ
ン
タ
ン
か
ら
送

ら
れ
た
著
作
の
写
し
に
対
す
る
返
信
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
は
ア
ン
フ
ァ
ン
タ
ン
の
著
作
の
中
に
貧
困
者
に
対
す
る

配
慮
が
満
ち
て
い
る
点
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
人
間
の
歴
史
は
あ
ら
ゆ
る
生
産
物
を
共
有
す
る
平
等
化
に
向
か
っ
て
い
る
と
述
べ
ら
れ
て

い
る
。

ト
ク
ヴ
ィ
ル
が
サ
ン
＝
シ
モ
ン
や
サ
ン
＝
シ
モ
ン
主
義
者
た
ち
の
思
想
を
詳
細
に
分
析
し
た
明
確
な
証
拠
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い

三
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し
、
も
ち
ろ
ん
そ
れ
に
関
す
る
著
作
も
存
在
し
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
彼
が
こ
れ
ら
の
思
想
に
対
し
て
い
か
な
る
評
価
を
下
し
て
い
た

の
か
を
明
言
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
、
ほ
ぼ
確
実
に
い
え
る
の
は
、
ト
ク
ヴ
ィ
ル
が
サ
ン
＝
シ
モ
ン
や
サ
ン
＝
シ
モ
ン
主
義
者
た

ち
の
著
作
を
読
み
、
文
字
に
起
こ
さ
な
い
ま
で
も
一
定
の
考
察
を
行
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
多
少
は
世
間
の
評
判
に
影
響
さ
れ

て
い
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
ま
で
も
、
こ
れ
ら
の
思
想
を
冷
静
に
理
解
し
よ
う
と
努
め
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

た
だ
、
そ
れ
で
も
ト
ク
ヴ
ィ
ル
は
、
サ
ン
＝
シ
モ
ン
主
義
を
は
じ
め
と
す
る
社
会
主
義
に
対
し
て
、
批
判
的
な
姿
勢
を
崩
す
こ
と
は
な

か
っ
た
。
そ
の
理
由
は
、
サ
ン
＝
シ
モ
ン
た
ち
の
考
え
方
に
限
ら
ず
、
広
く
社
会
主
義
と
い
う
範
疇
に
含
ま
れ
る
あ
ら
ゆ
る
思
想
が
共
通

し
て
抱
え
て
い
る
問
題
、
い
う
な
れ
ば
社
会
主
義
の
本
質
的
危
険
性
に
あ
っ
た
。

第
二
節　

ト
ク
ヴ
ィ
ル
の
社
会
主
義
観

ト
ク
ヴ
ィ
ル
は
、
社
会
主
義
に
関
す
る
ノ
ー
ト
を
残
し
て
い
る

（
31
）

。
そ
れ
が
書
か
れ
た
正
確
な
時
期
は
不
明
だ
が
、
二
月
革
命
後
に
書
か

れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
、
彼
の
社
会
主
義
観
を
理
解
す
る
大
き
な
助
け
に
な
る
。
よ
っ
て
、
本
節
で
は
こ
の
ノ
ー
ト
等
を
材
料
と
し
て
、

ト
ク
ヴ
ィ
ル
の
社
会
主
義
観
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
。

こ
の
ノ
ー
ト
の
冒
頭
で
、
ト
ク
ヴ
ィ
ル
は
社
会
主
義
を
「
一
種
の
奴
隷
制
（esclavage

）」
だ
と
定
義
す
る
。
社
会
主
義
は
人
々
の
境

遇
の
改
善
と
い
う
意
図
を
有
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を
制
御
し
よ
う
と
い
う
意
思
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
。
社
会
主
義
は
人
間
の

個
性
や
自
立
性
を
否
定
し
、
権
力
の
重
要
性
を
強
調
さ
せ
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
絶
対
王
政
や
教
権
主
義
の
政
治
理
論
を
彷
彿
と

さ
せ
る
。

ト
ク
ヴ
ィ
ル
が
見
る
と
こ
ろ
、
社
会
主
義
に
は
二
つ
の
種
類
が
あ
る
。
第
一
の
社
会
主
義
は
、
財
産
や
そ
の
境
遇
に
お
い
て
平
等
な
社

三
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会
を
理
想
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
第
二
の
社
会
主
義
は
、
国
家
が
各
人
の
能
力
に
応
じ
て
形
成
す
る
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
社
会
を
目
指
す
も
の

で
あ
り
、
ト
ク
ヴ
ィ
ル
は
そ
の
代
表
と
し
て
サ
ン
＝
シ
モ
ン
主
義
を
挙
げ
て
い
る
。

ま
た
、
ト
ク
ヴ
ィ
ル
は
、
社
会
主
義
理
論
と
い
う
も
の
が
、
労
を
厭
い
、
安
易
に
財
産
を
所
有
す
る
こ
と
を
望
む
人
々
の
た
め
の
手
段

に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
点
も
指
摘
し
て
い
る
。

ト
ク
ヴ
ィ
ル
は
こ
の
よ
う
に
社
会
主
義
全
体
を
評
価
し
た
上
で
、
個
々
の
社
会
主
義
思
想
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

無
政
府
主
義
者
の
ピ
エ
ー
ル
・
ジ
ョ
セ
フ
・
プ
ル
ー
ド
ンP

ierre Joseph P
roudhon

（
一
八
〇
九
│
一
八
六
五
）
は
、
物
質
的
充
足

（bien-être

）
を
求
め
る
熱
烈
な
思
い
や
際
限
な
い
消
費
欲
が
社
会
的
な
課
題
に
な
っ
て
い
く
と
考
え
た
。
サ
ン
＝
シ
モ
ン
主
義
者
の
グ

ル
ー
プ
に
属
し
た
経
験
の
あ
る
ピ
エ
ー
ル
・
ル
ル
ーP

ierre L
eroux

（
一
七
九
七
│
一
八
七
一
）
は
、
国
家
は
知
的
な
守
護
者
・
番
人
の

役
割
を
果
た
す
べ
き
だ
と
し
た
。

ト
ク
ヴ
ィ
ル
は
、
古
い
時
代
の
社
会
主
義
者
と
し
て
、
サ
ン
＝
シ
モ
ン
と
プ
ラ
ト
ン
を
挙
げ
て
い
る
。
サ
ン
＝
シ
モ
ン
は
汎
神
論
を
支

持
し
、
相
続
制
度
を
廃
止
し
、
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
と
い
う
形
で
の
秩
序
形
成
を
主
張
し
た
。
プ
ラ
ト
ン
は
私
有
財
産
制
と
貧
困
の
根
絶
を
共

に
説
き
、
共
同
生
活
の
有
効
性
を
示
し
て
、
特
権
階
級
と
奴
隷
階
級
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
階
級
制
度
を
構
想
し
た
。

そ
れ
以
外
に
も
ト
ク
ヴ
ィ
ル
は
、
サ
ン
＝
シ
モ
ン
主
義
者
を
、
中
央
権
力
が
各
人
の
能
力
に
従
っ
て
人
々
を
格
付
け
し
、
財
産
の
分
配

を
行
う
こ
と
を
望
む
人
々
だ
と
定
義
し
て
い
る
他
、
共
産
主
義
者
（com

m
unistes

）
に
つ
い
て
は
人
工
的
で
政
治
的
な
手
法
を
用
い
て
相

続
財
産
の
平
等
化
を
目
指
し
て
い
る
人
々
だ
と
記
し
て
い
る
。
ト
ク
ヴ
ィ
ル
の
同
時
代
人
で
あ
り
、
二
月
革
命
後
の
臨
時
政
府
の
メ
ン

バ
ー
に
も
な
っ
た
詩
人
ル
イ
・
ブ
ラ
ンL

ouis B
lanc

（
一
八
一
一
│
一
八
八
二
）
に
つ
い
て
は
、
社
会
的
権
力
（pouvoir social

）
に
よ
っ

て
生
産
が
統
制
さ
れ
、
国
家
を
巨
大
な
企
業
家
に
す
る
こ
と
を
望
む
人
物
と
し
て
描
い
て
い
る
。「
フ
ァ
ラ
ン
ス
テ
ー
ル
主
義
者
」

三
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（P
halanstériens

）
す
な
わ
ち
シ
ャ
ル
ル
・
フ
ー
リ
エC

harles F
ourier

（
一
七
七
二
│
一
八
三
七
）
の
思
想
の
信
奉
者
に
関
し
て
は
、
す

べ
て
の
人
々
に
共
同
生
活
を
強
い
て
、
不
動
産
を
産
業
用
財
産
へ
と
転
換
す
る
こ
と
を
求
め
る
人
々
だ
と
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
様
々
な
社
会
主
義
者
に
関
し
て
、
ト
ク
ヴ
ィ
ル
は
「
あ
る
者
は
私
有
財
産
の
破
壊
を
、
あ
る
者
は
そ
の
変
質
を
、
ま
た
あ
る

者
は
そ
れ
を
制
限
し
、
そ
し
て
別
の
あ
る
者
は
そ
れ
を
管
理
し
よ
う
と
し
て
い
る
」
と
記
し
て
い
る
。
社
会
主
義
者
や
社
会
主
義
思
想
は

い
ず
れ
も
家
族
制
度
を
攻
撃
対
象
と
し
て
お
り
、
個
人
と
い
う
存
在
を
抑
圧
・
統
制
す
る
も
の
で
あ
り
、
人
々
の
能
力
や
権
利
に
制
限
を

課
す
も
の
で
あ
る
。
ト
ク
ヴ
ィ
ル
が
、
社
会
主
義
を
奴
隷
制
の
理
論
と
批
判
し
た
理
由
は
こ
の
よ
う
な
点
に
あ
っ
た
。

さ
て
、
こ
の
ノ
ー
ト
と
は
別
に
、
二
月
革
命
の
『
回
想
録
』S

ou
ven

irs

（
一
八
九
三
年
）
に
お
い
て
も
、
社
会
主
義
は
主
要
な
テ
ー
マ

と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
理
論
〔
社
会
主
義
理
論
〕
は
相
互
に
著
し
く
異
な
っ
て
お
り
、
し
ば
し
ば
反
対
の
意
味
を
示
し
、
ま
た
時
に
敵
対
も
し
て

い
た
。
け
れ
ど
も
、
そ
れ
ら
は
す
べ
て
政
府
よ
り
も
深
い
と
こ
ろ
を
狙
い
、
そ
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
社
会
自
体
を
手
に
入
れ
よ
う
と

努
め
て
お
り
、
そ
し
て
社
会
主
義
と
い
う
共
通
の
名
前
を
名
乗
っ
て
い
た

（
32
）

。

こ
の
個
所
で
ト
ク
ヴ
ィ
ル
は
、
特
定
の
社
会
主
義
思
想
に
つ
い
て
論
じ
る
の
で
は
な
く
、
社
会
主
義
と
称
し
て
い
る
、
も
し
く
は
社
会

主
義
に
類
す
る
と
考
え
ら
れ
る
思
想
を
一
括
し
て
分
類
し
、
そ
れ
ら
が
い
ず
れ
も
「
社
会
」（société

）
全
体
の
直
接
的
・
構
造
的
改
変

を
試
み
る
思
想
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
市
民
革
命
前
の
思
想
に
重
要
な
こ
と
は
、
政
治
制
度
・
政
治
機
構
上
の
個
人
の
自
由
と

権
利
を
擁
護
し
、
特
に
市
民
階
級
の
政
治
参
加
を
可
能
に
す
る
点
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
市
民
革
命
に
よ
っ
て
名
目
上
は
政
治
的
自
由
が

三
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実
現
さ
れ
る
と
、
産
業
化
・
市
場
経
済
化
の
進
展
に
よ
る
貧
困
や
格
差
の
顕
在
化
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ら
の
社
会
問
題
の
解
決
こ
そ
が
最
大

の
課
題
と
し
て
浮
上
す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
解
決
も
社
会
的
に
行
わ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ト
ク
ヴ
ィ
ル

が
、
二
月
革
命
前
に
行
っ
た
議
会
演
説
に
お
い
て
、
人
々
の
関
心
が
彼
ら
の
情
熱
が
「
政
治
的
」（politiques

）
な
も
の
か
ら
「
社
会
的
」

（sociales

）
な
も
の
へ
と
変
化
し
た
こ
と
を
指
摘
し
た
の
は
、
そ
の
よ
う
な
意
識
の
拡
大
を
認
識
し
て
い
た
た
め
で
あ
っ
た

（
33
）

。
社
会
主
義

は
そ
の
よ
う
な
時
代
的
要
請
に
応
え
る
も
の
と
し
て
登
場
し
た
の
で
あ
り
、
ト
ク
ヴ
ィ
ル
は
そ
の
よ
う
な
社
会
主
義
の
性
格
を
看
破
し
て

い
た
。
彼
は
、「
社
会
主
義
の
理
論
」（théories socialistes

）
が
民
衆
の
「
嫉
妬
」（jalousies

）
を
か
き
立
て
た
こ
と
に
よ
っ
て
発
生
し

た
階
級
闘
争
革
命
だ
と
し
て
二
月
革
命
を
定
義
し
た

（
34
）

。
中
で
も
、
国
立
作
業
場
廃
止
を
巡
っ
て
発
生
し
た
労
働
者
の
暴
動
で
あ
る
六
月
暴

動
に
つ
い
て
、
ト
ク
ヴ
ィ
ル
は
、「
政
府
の
形
態
を
変
え
る
こ
と
で
は
な
く
、
社
会
の
秩
序
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
」
と
し
て
い
る

点
が
フ
ラ
ン
ス
革
命
か
ら
の
六
十
年
間
に
起
き
た
様
々
な
出
来
事
の
中
で
も
特
徴
的
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
そ
れ
が
「
政
治
闘
争
」（lutte 

politique

）
で
は
な
く
、「
階
級
の
戦
い
」（com

bat de classe

）
で
あ
り
、「
一
種
の
奴
隷
戦
争
」（une sorte de guerre servile

）
で
あ
っ

た
こ
と
を
記
し
て
い
る

（
35
）

。
社
会
主
義
は
文
字
通
り
、
社
会
に
注
目
し
、
現
状
の
問
題
解
決
を
社
会
の
改
造
に
よ
っ
て
実
現
し
よ
う
と
す
る

思
想
で
あ
っ
た
。
社
会
主
義
は
、
政
治
か
ら
社
会
へ
と
意
識
の
対
象
を
変
化
さ
せ
て
い
っ
た
人
々
に
と
っ
て
、
自
分
た
ち
の
感
情
や
行
動

を
正
当
化
す
る
た
め
の
理
論
と
な
っ
た
。

社
会
主
義
に
関
す
る
ノ
ー
ト
と
『
回
想
録
』
の
内
容
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

ま
ず
、
社
会
主
義
に
は
、
財
産
と
境
遇
に
お
い
て
平
等
を
志
向
す
る
考
え
方
と
、
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
に
基
づ
く
社
会
の
形
成
を
志
向
す
る

考
え
方
の
二
種
類
が
存
在
す
る
。
社
会
主
義
は
、
人
々
が
安
易
に
物
質
的
欲
求
を
満
た
し
、
自
身
の
境
遇
の
改
善
を
図
る
た
め
の
手
段
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、
同
時
に
人
間
の
個
性
を
否
定
す
る
危
険
を
内
包
し
た
も
の
で
も
あ
る
。
そ
の
た
め
、
ト
ク
ヴ
ィ
ル
は
、
社
会
主
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義
を
「
奴
隷
制
」
の
た
め
の
理
論
と
呼
ん
だ
。
加
え
て
、
社
会
主
義
は
、「
社
会
」
の
根
本
的
変
革
を
求
め
る
思
想
で
も
あ
る
。
そ
し
て

そ
こ
に
は
人
々
の
嫉
妬
が
作
用
し
て
い
る
が
、
こ
れ
も
彼
ら
の
物
質
的
欲
求
に
由
来
し
て
い
る
。
ト
ク
ヴ
ィ
ル
は
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
下
の

人
々
の
性
格
的
特
徴
と
し
て
、「
物
質
的
安
寧
の
追
求
」（goût du bien-être

）
や
「
物
質
的
安
寧
へ
の
情
熱
」（passion du bien-être

）
を

挙
げ
て
い
る
が
、
そ
の
意
味
で
社
会
主
義
と
い
う
思
想
は
き
わ
め
て
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
的
だ
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う

（
36
）

。
つ
ま
り
、
社

会
主
義
と
は
、
究
極
的
に
は
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
中
で
生
き
る
人
々
の
物
質
的
利
益
へ
の
執
着
心
に
由
来
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

た
と
え
ば
、
一
八
四
八
年
九
月
十
二
日
に
行
わ
れ
た
憲
法
制
定
議
会
（A

ssem
blée constituante

）
の
憲
法
起
草
委
員
会
に
お
け
る
労
働

権
（droit au travail

）
を
め
ぐ
る
議
論
の
中
で
、
ト
ク
ヴ
ィ
ル
は
、
社
会
主
義
が
「
人
々
の
物
質
主
義
的
な
情
熱
」（passions m

atérielles 

de l ’hom
m
e

）
を
刺
激
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
私
的
所
有
の
原
則
を
攻
撃
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
人
間
の
理
性
と
自
由
に
対

す
る
不
信
感
に
根
差
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
社
会
主
義
に
結
び
付
く
と
思
わ
れ
て
い
た
労
働
権
の
導
入
に
反
対
し
て
い
る

（
37
）

。

こ
れ
な
ど
は
、
ト
ク
ヴ
ィ
ル
が
物
質
的
安
寧
に
対
す
る
人
々
の
情
熱
と
社
会
主
義
を
関
連
づ
け
て
い
た
こ
と
の
証
左
で
あ
り
、
そ
の
よ
う

な
事
態
に
対
す
る
彼
の
懸
念
を
示
し
た
も
の
と
い
え
る
。

第
三
節　

社
会
主
義
と
フ
ィ
ジ
オ
ク
ラ
シ
ー

ト
ク
ヴ
ィ
ル
が
、
社
会
主
義
と
い
う
思
想
と
運
動
を
具
体
的
に
検
討
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
一
八
四
〇
年
代
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。

と
り
わ
け
、
二
月
革
命
は
ト
ク
ヴ
ィ
ル
の
社
会
主
義
観
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
こ
れ
以
降
彼
に
と
っ
て
社
会
主
義
は
単
な
る
理
論
で
は

な
く
、
現
実
的
か
つ
具
体
的
な
脅
威
と
し
て
認
識
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
二
月
革
命
後
、
臨
時
政
府
は
国
立
作
業
場
の
設
置
を
決
定
し
、

憲
法
制
定
議
会
で
は
労
働
権
に
関
す
る
議
論
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
動
き
の
中
で
、
ト
ク
ヴ
ィ
ル
は
社
会
主
義
に
対
し
て
も
、

三
二
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労
働
権
に
対
し
て
も
否
定
的
な
立
場
を
取
る
。
こ
れ
ま
で
思
索
上
の
も
の
で
あ
っ
た
新
種
の
専
制
が
社
会
主
義
と
い
う
形
で
現
実
化
し
始

め
た
こ
と
が
、
ト
ク
ヴ
ィ
ル
の
社
会
主
義
観
に
変
化
を
も
た
ら
し
た
最
大
の
契
機
と
な
っ
た
。
彼
の
社
会
主
義
論
の
原
型
は
早
期
の
著
作

の
中
に
も
う
か
が
え
る
が
、
本
格
的
な
思
索
は
一
八
五
六
年
の
『
ア
ン
シ
ャ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
と
大
革
命
』L’ A

n
cien

 R
égim

e et la 

R
évolu

tion
に
し
か
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
中
で
、
ト
ク
ヴ
ィ
ル
は
社
会
主
義
と
重
農
主
義
す
な
わ
ち
フ
ィ
ジ
オ
ク
ラ
シ
ー
（physiocratie

）

と
の
思
想
的
な
関
係
性
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

今
日
、「
社
会
主
義
」
と
い
う
名
前
で
呼
ば
れ
て
い
る
破
壊
的
な
理
論
は
最
近
生
ま
れ
た
も
の
だ
と
広
く
信
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ

れ
は
誤
り
で
あ
る
。
こ
の
理
論
は
、
初
期
の
フ
ィ
ジ
オ
ク
ラ
ッ
ト
（économ

istes

）
と
同
時
代
の
も
の
で
あ
る
。
フ
ィ
ジ
オ
ク
ラ
ッ
ト

た
ち
は
社
会
の
形
態
を
変
え
る
た
め
に
自
分
た
ち
が
夢
想
し
た
全
能
の
政
府
を
用
い
た
が
、
社
会
主
義
者
た
ち
は
社
会
の
基
礎
を
破
壊

す
る
た
め
に
想
像
の
中
で
同
じ
力
を
奪
取
し
た
。

モ
レ
リ
ー
の
『
自
然
の
法
典
』
を
読
ん
で
み
る
と
い
い
。
国
家
の
全
能
性
や
無
制
限
の
権
利
に
関
す
る
フ
ィ
ジ
オ
ク
ラ
ッ
ト
の
学
説

と
共
に
、
こ
の
と
こ
ろ
フ
ラ
ン
ス
を
最
も
恐
れ
さ
せ
て
い
る
政
治
理
論
の
い
く
つ
か
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
た
と

え
ば
、
財
産
の
共
有
や
労
働
の
権
利
、
絶
対
的
な
平
等
、
あ
ら
ゆ
る
事
柄
に
お
け
る
画
一
性
、
個
人
の
活
動
に
お
け
る
機
械
的
な
規
則

性
、
規
則
を
強
制
す
る
専
制
、
そ
し
て
市
民
の
個
性
を
社
会
の
中
に
完
全
に
埋
没
さ
せ
る
こ
と
等
で
あ
る

（
38
）

。

エ
テ
ィ
エ
ン
ヌ
・
モ
レ
リ
ーÉ

tienne M
orelly

（
一
七
一
七
│
一
七
七
八
）
は
十
八
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
思
想
家
で
あ
り
、

私
有
財
産
制
の
な
い
平
等
社
会
を
提
唱
し
た
。
モ
レ
リ
ー
自
身
は
フ
ィ
ジ
オ
ク
ラ
ッ
ト
で
は
な
か
っ
た
が
、
ト
ク
ヴ
ィ
ル
は
彼
の
著
作
の

三
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中
に
フ
ィ
ジ
オ
ク
ラ
ッ
ト
の
思
想
と
同
様
に
社
会
主
義
に
通
じ
る
特
徴
が
見
出
せ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
ト
ク
ヴ
ィ
ル
は
フ
ィ
ジ
オ

ク
ラ
シ
ー
か
ら
社
会
主
義
が
生
ま
れ
た
と
い
う
の
で
は
な
く
、
こ
れ
ら
が
共
通
の
思
想
的
背
景
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
モ
レ
リ
ー

を
引
い
て
示
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
フ
ィ
ジ
オ
ク
ラ
ッ
ト
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
は
、
ト
ク
ヴ
ィ
ル
の
社
会
主
義
観
を
理
解
す
る

上
で
大
き
な
意
味
が
あ
る
。

フ
ィ
ジ
オ
ク
ラ
ッ
ト
を
代
表
す
る
人
物
で
あ
る
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ケ
ネ
ーF

rançois Q
uesnay

（
一
六
九
四
│
一
七
七
四
）
が
提
唱
し
た
経

済
政
策
の
眼
目
は
、
ル
イ
十
四
世
治
下
の
財
務
総
監
ジ
ャ
ン
＝
バ
テ
ィ
ス
ト
・
コ
ル
ベ
ー
ルJean-B

aptiste C
olbert

（
一
六
一
九
│

一
六
八
三
）
の
重
商
主
義
政
策
の
是
正
に
あ
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
や
オ
ラ
ン
ダ
と
比
べ
て
経
済
的
に
劣
位
に
あ
っ
た
十
七
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス

は
、
貿
易
収
支
の
黒
字
化
の
た
め
に
高
級
織
物
や
ガ
ラ
ス
、
陶
器
等
の
奢
侈
品
生
産
を
偏
重
し
、
国
民
生
活
に
直
接
的
に
影
響
す
る
農
業

を
軽
視
し
た
。
ま
た
、
製
造
品
の
輸
出
を
拡
大
す
る
た
め
に
低
賃
金
政
策
と
そ
れ
を
可
能
に
す
る
穀
物
低
価
格
政
策
が
採
用
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
フ
ラ
ン
ス
農
業
は
致
命
的
な
打
撃
を
受
け
て
い
た

（
39
）

。
こ
の
よ
う
な
事
態
を
打
開
す
る
た
め
に
ケ
ネ
ー
が
主
張
し
た
の
が
、「
良

価
」（bon prix

）
の
保
証
と
「
純
生
産
物
」（produit net

）
の
確
保
で
あ
っ
た

（
40
）

。
良
価
と
は
生
産
費
に
一
定
の
利
潤
を
加
え
た
価
格
の
こ

と
で
あ
り
、
こ
れ
は
重
商
主
義
に
よ
る
人
為
的
な
穀
物
低
価
格
政
策
を
破
棄
し
、
穀
物
の
流
通
を
海
外
も
含
め
て
自
由
化
し
た
時
に
の
み

実
現
さ
れ
る
。
ま
た
、
純
生
産
物
と
は
生
産
物
の
売
上
価
値
か
ら
必
要
経
費
を
控
除
し
た
余
剰
部
分
の
こ
と
だ
が
、
ケ
ネ
ー
は
あ
ら
ゆ
る

産
業
の
中
で
純
生
産
物
を
生
み
出
し
得
る
の
は
農
業
だ
け
だ
と
考
え
た
。
ケ
ネ
ー
は
こ
の
経
済
関
係
を
「
経
済
表
」（tableau 

économ
ique

）
と
し
て
図
式
化
す
る
。
そ
し
て
経
済
表
に
基
づ
く
秩
序
を
「
自
然
法
」
と
呼
ん
だ
。
そ
し
て
為
政
者
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、

こ
の
自
然
法
が
適
切
に
機
能
す
る
環
境
、
い
わ
ば
自
由
主
義
的
経
済
体
制
を
維
持
整
備
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。

ケ
ネ
ー
は
、
自
身
の
政
治
・
経
済
構
想
に
関
し
て
、「
農
業
王
国
の
経
済
統
治
の
一
般
準
則
」（M

axim
es générals du gouvernem

ent 

三
三
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économ
ique d ’un royaum

e agricole

）
を
示
し
て
い
る

（
41
）

。
三
十
項
目
あ
る
準
則
の
中
で
、
ケ
ネ
ー
は
土
地
が
富
の
源
泉
で
あ
り
、
そ
の
富

を
殖
や
す
こ
と
が
で
き
る
の
は
農
業
だ
け
で
あ
る
こ
と
（
第
三
準
則
）、
経
済
秩
序
の
根
本
は
不
動
産
と
動
産
の
所
有
権
（propriété

）
の

安
全
に
あ
る
こ
と
（
第
四
準
則
）
を
明
記
し
て
い
る
。
そ
の
他
に
も
農
業
生
産
が
富
の
増
大
に
有
効
で
あ
る
理
由
や
適
正
な
価
格
の
維
持
、

道
路
や
航
路
の
整
備
の
必
要
性
や
自
由
交
易
の
重
要
性
な
ど
が
説
か
れ
て
い
る
が
、
ケ
ネ
ー
の
権
力
像
を
理
解
す
る
上
で
注
目
す
る
の
は

第
一
準
則
と
第
二
十
七
準
則
で
あ
る
。
ま
ず
第
一
準
則
に
お
い
て
、
彼
は
主
権
（autorité souveraine

）
が
唯
一
（unique

）
の
も
の
で
あ

り
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
も
の
に
対
し
て
優
越
し
て
い
る
（supérieure

）
こ
と
を
求
め
る
。
そ
し
て
第
二
十
七
準
則
で
は
、
多
大
な
支
出
も

富
の
増
加
の
た
め
で
あ
れ
ば
適
正
な
も
の
と
さ
れ
る
た
め
、
政
府
は
節
約
に
専
念
す
る
よ
り
も
、
王
国
の
繁
栄
に
必
要
な
事
業
に
専
念
す

べ
き
だ
と
述
べ
て
い
る
。
絶
対
的
か
つ
唯
一
的
な
主
権
が
個
別
的
利
害
を
調
整
し
て
、
自
ら
が
あ
た
か
も
事
業
者
の
よ
う
に
経
済
を
牽
引

し
て
い
く
。
ト
ク
ヴ
ィ
ル
は
、
十
九
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
国
家
の
姿
を
、「
工
業
製
品
の
最
大
の
消
費
者
（consom

m
ateur

）」「
こ
の
国
に
お

け
る
最
大
の
事
業
者
（entrepreneur

）」
と
表
現
し
て
い
る

（
42
）

。
ケ
ネ
ー
の
準
則
を
見
る
と
、
そ
の
よ
う
な
国
家
の
姿
は
す
で
に
フ
ィ
ジ
オ

ク
ラ
ッ
ト
に
よ
っ
て
準
備
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
フ
ィ
ジ
オ
ク
ラ
ッ
ト
は
、
本
来
政
治
的
主
体
で
あ
っ
た
国
家
と
い
う

存
在
を
経
済
的
主
体
と
し
て
再
定
義
す
る
思
想
の
大
枠
を
提
供
し
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
考
え
方
は
経
済
的
に
は
有
効
だ
と
し
て
も
、
政
治
思
想
的
に
考
え
た
場
合
、
深
刻
な
問
題
を
は
ら
ん
で
い
る
。
貴
族
も
同
業
組
合

も
顕
在
で
あ
っ
た
当
時
、
上
記
の
よ
う
な
経
済
表
に
則
っ
た
体
制
を
実
現
す
る
に
は
、
第
一
準
則
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
強
力
な
権
力
が
具

体
的
に
求
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
ケ
ネ
ー
は
、
か
つ
て
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ーC

harles L
ouis de M

ontesquieu

（
一
六
八
九
│
一
七
五
五
）
が
批
判
し
た
中
国
の
専
制
（despotism

e

）
を
理
想
と
し
て
、
こ
れ
を
評
価
す
る
に
至
る
。
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
は

「
不
協
和
の
調
和
」（harm

onie de dissonance

）
と
い
う
概
念
を
提
示
し
、
そ
れ
を
政
治
的
自
由
の
条
件
と
考
え
た

（
43
）

。
彼
は
複
数
の
権
力
主

三
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体
の
対
立
を
内
包
し
な
が
ら
も
全
体
と
し
て
は
調
和
が
実
現
さ
れ
て
い
る
政
治
秩
序
を
提
示
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
専
制
と
は
互
い
に
相

容
れ
な
い
政
治
体
制
で
あ
る
。
ま
た
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
が
そ
の
多
元
的
な
政
治
社
会
の
構
成
要
素
と
考
え
た
の
は
貴
族
を
筆
頭
と
す
る

封
建
的
諸
勢
力
で
あ
っ
た
た
め
、
彼
の
議
論
は
フ
ラ
ン
ス
自
由
主
義
政
治
理
論
の
嚆
矢
で
あ
る
と
同
時
に
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
保
守
思
想

の
源
流
と
見
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
い
わ
ば
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
は
既
存
の
勢
力
の
存
在
意
義
を
肯
定
的
に
読
み
替
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

こ
れ
ら
を
新
た
な
政
治
的
自
由
の
た
め
の
条
件
と
し
て
位
置
づ
け
た
。
だ
が
、
そ
の
一
方
で
こ
れ
ら
の
存
在
は
農
民
た
ち
に
対
し
て
貢
租

等
の
封
建
的
拘
束
を
様
々
な
形
で
課
し
て
お
り
、
農
産
品
の
自
由
な
生
産
と
そ
の
流
通
の
障
害
と
な
っ
て
い
た
。
自
由
な
農
産
品
流
通
に

よ
っ
て
国
富
の
増
大
を
目
論
む
ケ
ネ
ー
に
と
っ
て
、
様
々
な
特
権
（privilége

）
に
よ
っ
て
経
済
を
遅
滞
さ
せ
る
封
建
的
勢
力
を
権
力
的

に
抑
え
る
こ
と
は
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
れ
が
専
制
へ
の
期
待
に
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
。

ケ
ネ
ー
は
、
一
七
六
七
年
の
『
中
国
の
専
制
』D

espotism
e d

e la C
h

in
e

の
中
で
、
完
全
唯
一
の
至
高
権
に
よ
っ
て
統
治
さ
れ
て
い

る
中
国
の
政
治
体
制
を
専
制
と
把
握
し
、
こ
れ
を
評
価
す
る

（
44
）

。
た
だ
し
、
専
制
に
は
、
法
（lois

）
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
た
絶
対
的
権
力

を
行
使
す
る
君
主
に
よ
る
「
合
法
的
専
制
」（despotes légitim

es

）
と
、
専
横
的
な
権
力
を
簒
奪
し
て
国
民
に
対
し
て
そ
れ
を
行
使
し
、

根
本
法
（lois fondam

entales

）
に
よ
る
制
限
も
受
け
な
い
「
恣
意
的
専
制
」（despotes arbitraires

）
の
二
種
類
が
あ
る
。
ケ
ネ
ー
は
こ

の
う
ち
前
者
を
支
持
し
て
い
る
た
め
、
彼
も
専
制
を
無
分
別
に
受
容
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
自
然
法
が
最
大
限
有
効
に
適
用
さ
れ
る
健
全

な
君
主
政
を
志
向
し
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
ア
ル
バ
ー
ト
・
ハ
ー
シ
ュ
マ
ン
は
、
ケ
ネ
ー
を
は
じ
め
と
す
る

フ
ィ
ジ
オ
ク
ラ
ッ
ト
た
ち
が
政
治
の
失
敗
を
考
慮
し
て
い
た
た
め
、
彼
ら
は
経
済
の
拡
大
だ
け
に
問
題
解
決
の
糸
口
を
求
め
る
の
で
は
な

く
、
正
し
い
経
済
政
策
を
可
能
と
す
る
よ
う
な
新
し
い
政
治
秩
序
の
構
築
に
傾
い
て
い
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る

（
45
）

。
要
す
る
に
、
ケ

ネ
ー
た
ち
は
、
政
治
的
専
制
に
よ
っ
て
新
た
な
経
済
的
自
由
を
実
現
し
よ
う
と
試
み
た
の
で
あ
っ
た

（
46
）

。
ト
ク
ヴ
ィ
ル
は
、
フ
ィ
ジ
オ
ク

三
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ラ
ッ
ト
に
つ
い
て
、
彼
ら
は
自
由
放
任
（laisser faire, laisser passer

）
を
主
張
し
て
い
た
が
、
政
治
的
自
由
は
忘
れ
て
い
た
と
い
っ
て

い
る
が
、
正
鵠
を
射
た
評
価
と
い
え
る
だ
ろ
う

（
47
）

。

ケ
ネ
ー
の
考
え
る
専
制
に
は
も
う
ひ
と
つ
、
市
民
の
所
有
権
を
後
見
的
（tutélaire

）
に
守
護
す
る
と
い
う
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
た
。

ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
クJohn L

ocke

（
一
六
三
二
│
一
七
〇
四
）
か
ら
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
受
け
て
い
た
ケ
ネ
ー
は
、
自
然
法
に
則
っ
て
な
さ

れ
た
各
人
の
労
働
の
獲
得
物
に
対
す
る
権
利
と
し
て
自
然
権
を
理
解
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
権
力
に
期
待
さ
れ
て
い
る
の
は
そ
の
よ
う
な

各
人
の
自
然
権
を
擁
護
す
る
こ
と
で
あ
り
、
統
治
者
は
「
後
見
的
権
力
」（puissance tutélaire

）
あ
る
い
は
「
後
見
的
権
威
」（autorité 

tutélaire

）
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る

（
48
）

。
ケ
ネ
ー
の
理
論
に
お
い
て
、
権
力
は
抑
圧
す
る
存
在
か
ら
民
衆
を
保
護
す
る
存
在
へ
の
役
割

転
換
が
要
請
さ
れ
て
お
り
、
具
体
的
に
は
経
済
的
権
利
の
擁
護
と
増
進
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。
要
す
る
に
、
ケ
ネ
ー
が
目
指
し
て
い
た
権

力
像
は
、
国
民
の
経
済
的
利
益
を
守
り
、
そ
の
さ
ら
な
る
増
大
を
支
援
す
る
後
見
的
な
専
制
体
制
で
あ
っ
た
。
自
由
は
き
わ
め
て
政
治
的

な
概
念
だ
が
、
こ
こ
に
お
い
て
は
経
済
的
範
疇
に
も
適
用
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
そ
の
よ
う
な
自
由
観
は
ロ
ッ
ク
に
お
い
て
も
同
様
で

あ
っ
た
が
、
ケ
ネ
ー
の
場
合
は
経
済
に
お
け
る
自
由
の
た
め
に
政
治
に
お
け
る
自
由
が
犠
牲
に
供
さ
れ
て
い
る
点
に
最
大
の
特
徴
が
あ
り
、

ま
た
そ
れ
こ
そ
最
大
の
問
題
で
あ
っ
た
。

ト
ク
ヴ
ィ
ル
に
と
っ
て
、
ケ
ネ
ー
の
主
張
し
た
専
制
は
、
自
身
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
理
論
で
批
判
し
た
「
民
主
的
専
制
」（despotism

e 

dém
ocratique

）
に
通
じ
る
性
格
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
ト
ク
ヴ
ィ
ル
に
と
っ
て
、
フ
ィ
ジ
オ
ク
ラ
ッ
ト
の
問
題
は
同
時
代
的
な
意
味
を

持
っ
て
い
た
。

フ
ィ
ジ
オ
ク
ラ
ッ
ト
（économ

istes

）
た
ち
が
想
像
し
た
こ
の
巨
大
な
社
会
的
権
力
は
、
彼
ら
の
目
前
に
あ
る
他
の
い
か
な
る
権
力

三
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よ
り
も
強
大
だ
と
い
う
だ
け
で
は
な
い
。
そ
の
起
源
に
お
い
て
も
、
そ
の
特
性
に
お
い
て
も
、
こ
の
権
力
は
従
来
の
も
の
と
は
異
な
っ

て
い
る
。
こ
の
社
会
的
権
力
は
直
接
的
に
神
に
由
来
す
る
も
の
で
も
な
け
れ
ば
、
伝
統
と
も
無
関
係
で
あ
り
、
そ
し
て
非
人
格
的
で
あ

る
。
そ
れ
は
も
は
や
王
で
は
な
く
、
国
家
と
呼
ば
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
あ
る
家
族
の
遺
産
な
ど
で
は
な
く
、
全
体
か
ら
生

ま
れ
た
産
物
で
あ
り
、
全
体
の
代
表
で
あ
る
。
そ
し
て
個
人
の
権
利
は
、
こ
の
全
体
の
意
思
に
屈
服
さ
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

民
主
的
専
制
と
い
う
名
前
の
こ
の
特
殊
な
形
態
の
専
制
は
、
中
世
で
あ
れ
ば
思
い
も
つ
か
な
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
フ
ィ
ジ
オ
ク

ラ
ッ
ト
に
と
っ
て
は
す
で
に
馴
染
み
の
も
の
に
な
っ
て
い
た
。
社
会
内
の
階
層
化
は
進
み
、
階
級
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
り
、
身
分
は

固
定
化
さ
れ
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
民
衆
と
い
う
存
在
は
、
ほ
と
ん
ど
同
じ
よ
う
な
、
完
全
に
平
等
な
個
人
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
寄
せ
集
め
の
大
衆
は
唯
一
の
正
統
な
主
権
者
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
る
が
、
自
ら
の
政
府
を
自
分
自
身
で
指
揮
し
監
督
す
る

こ
と
を
可
能
に
す
る
あ
ら
ゆ
る
権
能
は
周
到
に
奪
わ
れ
て
い
る
。
大
衆
の
上
に
あ
る
の
は
、
大
衆
の
意
見
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
な
く
、

大
衆
に
か
わ
っ
て
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
行
う
唯
一
の
受
託
者
（m

andataire

）
だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
を
監
督
す
る
た
め
に
は
、
具
体
的
な

手
段
を
持
た
な
い
公
共
の
理
性
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
れ
を
阻
む
も
の
は
革
命
で
あ
っ
て
、
法
で
は
な
い
。
こ
の
受
託
者
は
法
的
に
は
従

属
的
な
代
理
人
に
過
ぎ
な
い
が
、
実
は
支
配
者
な
の
で
あ
る

（
49
）

。

ト
ク
ヴ
ィ
ル
に
よ
れ
ば
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
中
で
生
き
る
人
々
に
よ
っ
て
民
主
的
専
制
が
要
求
さ
れ
る
の
は
、
物
質
的
安
寧
に
対
す
る

彼
ら
の
執
着
が
理
由
で
あ
っ
た
。
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
下
の
人
々
が
物
質
的
利
益
を
熱
烈
に
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
は
前
節
で
も
触
れ
た
が
、

民
主
的
専
制
は
そ
の
よ
う
な
人
々
の
要
求
に
応
え
る
「
与
え
る
」
専
制
体
制
と
し
て
の
役
割
を
担
う
。

こ
れ
に
加
え
て
、
ト
ク
ヴ
ィ
ル
が
フ
ィ
ジ
オ
ク
ラ
ッ
ト
の
文
脈
で
民
主
的
専
制
を
語
る
際
に
重
視
し
て
い
る
の
は
、
統
治
権
力
の
性
格

三
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で
あ
る

（
50
）

。
ト
ク
ヴ
ィ
ル
は
、
著
書
の
中
で
、
ケ
ネ
ー
が
権
力
均
衡
を
致
命
的
欠
陥
を
は
ら
ん
だ
制
度
だ
と
述
べ
て
い
た
こ
と
も
引
用
し
て

い
る

（
51
）

。
か
つ
て
、
ト
ク
ヴ
ィ
ル
が
自
身
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
理
論
を
構
築
し
た
際
に
最
も
注
意
を
向
け
た
の
は
人
々
の
心
理
で
あ
っ
た
。
彼

が
そ
の
よ
う
な
接
近
法
を
採
用
し
た
の
は
、
市
民
革
命
後
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
が
も
は
や
理
想
で
は
な
く
与
件
と
な
っ
た
こ
と
が
影
響
し
て

い
る
と
思
わ
れ
る
。
他
方
、
フ
ィ
ジ
オ
ク
ラ
ッ
ト
を
論
じ
る
際
の
ト
ク
ヴ
ィ
ル
は
権
力
論
を
重
視
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
今
回
引
用
し
た

『
ア
ン
シ
ャ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
と
大
革
命
』
が
書
か
れ
た
時
期
が
要
因
と
し
て
推
測
で
き
る
。
ト
ク
ヴ
ィ
ル
が
こ
の
著
作
に
取
り
組
ん
だ
の

は
、
彼
が
ル
イ
＝
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
ク
ー
デ
タ
（
一
八
五
一
年
十
二
月
）
に
よ
っ
て
政
界
引
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
後
の
一
八
五
二
年
の
こ
と

で
あ
り
、
実
際
に
出
版
さ
れ
た
の
は
一
八
五
六
年
で
あ
っ
た
。
ト
ク
ヴ
ィ
ル
が
引
退
し
た
一
八
五
二
年
に
は
、
ル
イ
＝
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
国

民
投
票
を
経
て
帝
位
に
就
き
、
第
二
帝
政
が
始
ま
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ト
ク
ヴ
ィ
ル
が
『
ア
ン
シ
ャ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
と
大
革
命
』
を

書
い
た
の
は
、
第
二
帝
政
が
新
た
な
国
家
体
制
を
確
立
し
よ
う
と
し
て
い
た
只
中
で
あ
り
、
い
わ
ば
革
命
前
の
時
代
へ
の
逆
行
し
て
し

ま
っ
た
か
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
ト
ク
ヴ
ィ
ル
は
あ
ら
た
め
て
政
体
論
や
権
力
論
を
論
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
絶
対
王
政
か
ら
革
命
、
そ
し
て
ナ
ポ
レ
オ
ン
帝
政
を
経
て
、
何
と
か
政
治
的
自
由
と
経
済
的
発
展
を
遂
げ
て
き
た

は
ず
で
あ
っ
た
が
、
フ
ラ
ン
ス
は
こ
の
半
世
紀
の
蓄
積
を
無
に
す
る
か
の
よ
う
に
独
裁
・
専
制
へ
と
回
帰
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
よ
う
な

中
で
『
ア
ン
シ
ャ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
と
大
革
命
』
を
書
い
て
い
た
ト
ク
ヴ
ィ
ル
は
、
一
世
紀
以
上
前
の
フ
ィ
ジ
オ
ク
ラ
ッ
ト
の
文
章
の
中
に

こ
の
新
た
な
専
制
の
原
型
を
見
出
し
た
の
で
あ
る
。
フ
ィ
ジ
オ
ク
ラ
ッ
ト
と
社
会
主
義
が
同
じ
背
景
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
と
す
れ

ば
、
そ
の
帰
結
も
共
通
し
た
も
の
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
が
専
制
、
よ
り
正
確
に
い
え
ば
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
い
う
新
し
い
時
代
に
、

物
質
的
安
寧
を
求
め
る
人
々
の
求
め
に
応
え
る
民
主
的
専
制
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
フ
ィ
ジ
オ
ク
ラ
シ
ー
や
社
会
主
義
が
到
達
す
る
も
の

は
、
い
ず
れ
も
専
制
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
も
悪
性
化
し
た
場
合
は
専
制
を
招
く
恐
れ
は
あ
る
が
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
は
適

三
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切
な
対
策
を
講
じ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
専
制
を
予
防
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
り
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
従
来
以
上
に
市
民
の
自
由
を
増
進
す
る

こ
と
も
で
き
る
。
だ
が
、
人
々
に
対
し
て
抑
圧
的
で
統
制
の
強
い
フ
ィ
ジ
オ
ク
ラ
シ
ー
や
社
会
主
義
に
は
、
そ
の
よ
う
な
可
能
性
は
見
出

せ
な
い
。
そ
の
た
め
、
フ
ィ
ジ
オ
ク
ラ
ッ
ト
の
思
想
は
ト
ク
ヴ
ィ
ル
に
と
っ
て
批
判
の
対
象
以
外
の
何
も
の
で
も
な
か
っ
た
。

お
わ
り
に

こ
こ
ま
で
の
考
察
を
踏
ま
え
た
上
で
、
ト
ク
ヴ
ィ
ル
の
考
え
に
沿
っ
て
社
会
主
義
の
特
徴
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

第
一
に
、
社
会
主
義
は
も
は
や
「
政
治
」
で
は
な
く
、「
社
会
」
の
改
変
を
目
指
す
思
想
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
政
治
を
対
象
と
し
た
啓

蒙
時
代
や
市
民
革
命
期
の
思
想
と
比
べ
る
と
、
社
会
主
義
の
射
程
は
よ
り
広
範
で
、
よ
り
深
い
。
そ
し
て
社
会
主
義
の
根
底
に
あ
る
、
社

会
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
は
、
政
治
的
・
市
民
的
自
由
の
軽
視
と
表
裏
を
な
し
て
い
る
。
社
会
主
義
的
な
手
法
に
よ
る
社
会
的
課
題
の
解

決
は
社
会
の
画
一
化
や
個
人
の
没
個
性
化
を
伴
う
た
め
、
個
人
の
尊
厳
や
個
人
の
思
想
の
自
由
は
犠
牲
と
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、

サ
ン
＝
シ
モ
ン
主
義
の
よ
う
に
宗
教
的
な
色
彩
を
帯
び
た
場
合
、
そ
れ
は
人
の
心
に
直
接
的
に
作
用
を
及
ぼ
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
社

会
主
義
は
個
人
の
内
面
に
直
接
的
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
を
躊
躇
し
な
い
点
に
、
そ
し
て
人
間
の
精
神
の
自
由
を
抑
圧
す
る
点
に
危
険
を

内
包
し
て
い
る
。
ト
ク
ヴ
ィ
ル
が
、
社
会
主
義
を
奴
隷
制
の
思
想
だ
と
厳
し
く
断
罪
し
た
理
由
は
そ
こ
に
あ
る
。

第
二
に
、
多
く
の
社
会
主
義
に
お
い
て
目
標
と
さ
れ
た
の
は
、
社
会
の
「
組
織
化
」（O

rganisation

）
で
あ
る
。
社
会
主
義
者
の
多
く

も
社
会
問
題
に
懸
念
を
示
し
て
い
た
が
、
そ
れ
自
体
は
必
ず
し
も
第
一
目
標
で
は
な
く
、
彼
ら
は
社
会
の
組
織
化
が
実
現
さ
れ
れ
ば
、
自

ず
と
社
会
問
題
も
解
決
さ
れ
る
と
考
え
た
。
彼
ら
は
組
織
化
を
工
学
的
手
法
に
よ
っ
て
実
現
し
よ
う
と
考
え
て
お
り
、
サ
ン
＝
シ
モ
ン
や

サ
ン
＝
シ
モ
ン
主
義
者
が
主
張
し
た
産
業
体
制
は
そ
の
典
型
で
あ
る
。
こ
の
手
法
が
肯
定
さ
れ
る
の
は
、
効
率
的
な
産
業
活
動
に
よ
っ
て

三
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生
産
が
拡
大
さ
れ
、
そ
れ
を
通
し
て
物
質
的
充
足
が
実
現
さ
れ
る
た
め
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
社
会
主
義
者
の
い
う
組
織
化
と
は
産
業
す
な

わ
ち
経
済
に
よ
る
組
織
化
で
あ
り
、
ひ
い
て
は
物
質
主
義
の
肯
定
を
意
味
す
る
。
要
す
る
に
、
社
会
主
義
に
お
い
て
は
、
政
治
は
物
質
主

義
に
従
属
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

第
三
に
、
社
会
主
義
は
最
終
的
に
専
制
に
到
達
す
る
他
な
い
。
ト
ク
ヴ
ィ
ル
が
社
会
主
義
と
同
じ
素
地
か
ら
生
ま
れ
た
と
考
え
る
フ
ィ

ジ
オ
ク
ラ
シ
ー
は
、
政
治
的
自
由
を
二
の
次
に
し
て
露
骨
に
専
制
を
求
め
た
。
よ
っ
て
、
社
会
主
義
も
生
来
的
に
専
制
に
対
し
て
親
和
的

だ
と
考
え
ら
れ
る
。
次
い
で
、
サ
ン
＝
シ
モ
ン
や
サ
ン
＝
シ
モ
ン
主
義
者
の
理
論
で
は
、
最
終
的
に
は
高
級
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
の
指
導
に

服
さ
な
い
限
り
、
組
織
化
は
困
難
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
社
会
主
義
は
専
制
に
肯
定
的
で
あ
り
、
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
的
な
階
層
制
度
を
前

提
と
す
る
思
想
で
あ
る
。

こ
こ
ま
で
見
て
き
た
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
社
会
主
義
が
ト
ク
ヴ
ィ
ル
が
育
ん
で
き
た
思
想
の
対
極
に
位
置
す
る
も
の
で
あ
る
こ

と
は
明
白
で
あ
る
。
彼
に
と
っ
て
社
会
主
義
と
は
奴
隷
の
思
想
で
あ
り
、
思
想
を
統
制
し
、
物
質
主
義
を
喚
起
し
、
専
制
を
招
来
す
る
も

の
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。
社
会
主
義
の
こ
の
よ
う
な
帰
結
は
、
彼
が
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
悪
し
き
帰
結
と
し
て
警
戒
し
て
き
た
こ
と
そ
の
も

の
で
あ
っ
た
。

ト
ク
ヴ
ィ
ル
の
社
会
主
義
評
価
に
決
定
的
な
影
響
を
与
え
た
の
は
、
二
月
革
命
と
そ
の
後
の
六
月
事
件
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
思
索
の
対

象
に
過
ぎ
な
か
っ
た
社
会
主
義
が
、
具
体
的
な
脅
威
と
し
て
顕
在
化
し
た
の
が
こ
の
時
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
二
月
革
命
後
、
特
に
六

月
事
件
後
の
ト
ク
ヴ
ィ
ル
は
、「
社
会
に
秩
序
と
規
律
を
打
ち
立
て
、
革
命
派
と
社
会
主
義
者
た
ち
を
打
破
す
る
全
て
の
措
置
に
躊
躇
な

く
賛
成
票
を
投
じ
た
」
の
で
あ
っ
た

（
52
）

。
そ
し
て
、
そ
の
後
、
彼
は
『
ア
ン
シ
ャ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
と
大
革
命
』
を
執
筆
す
る
段
階
に
至
り
、

絶
対
王
政
末
期
の
状
況
や
思
潮
を
丹
念
に
考
察
し
た
結
果
、
社
会
主
義
と
フ
ィ
ジ
オ
ク
ラ
ッ
ト
と
の
思
想
的
な
類
似
性
と
関
連
性
を
見
出

三
三
八



ト
ク
ヴ
ィ
ル
と
社
会
主
義
（
杉
本
）

（
四
二
一
）

す
こ
と
に
な
っ
た
。

ト
ク
ヴ
ィ
ル
に
限
ら
ず
、
当
時
指
導
的
立
場
に
あ
っ
た
政
治
家
の
多
く
は
、
社
会
主
義
に
対
し
て
否
定
的
で
あ
っ
た
。
数
少
な
い
例
外

が
実
際
に
サ
ン
＝
シ
モ
ン
の
思
想
を
学
ん
だ
経
験
の
あ
る
ル
イ
＝
ナ
ポ
レ
オ
ン
だ
が
、
そ
し
て
そ
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
ク
ー
デ
タ
ー
に
よ
っ

て
帝
政
を
始
め
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
ト
ク
ヴ
ィ
ル
が
抱
い
て
い
た
危
惧
は
杞
憂
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う

（
53
）

。

ト
ク
ヴ
ィ
ル
が
ア
ン
フ
ァ
ン
タ
ン
宛
て
に
手
紙
を
書
い
て
い
た
こ
と
は
本
論
に
お
い
て
取
り
上
げ
た
が
、
そ
の
内
容
か
ら
も
う
か
が
え

る
よ
う
に
、
ト
ク
ヴ
ィ
ル
も
社
会
主
義
者
た
ち
も
共
に
、
貧
困
問
題
と
そ
れ
に
苦
し
む
民
衆
の
境
遇
に
対
す
る
関
心
と
同
情
を
抱
い
て
い

た
。
そ
し
て
ト
ク
ヴ
ィ
ル
は
一
八
四
〇
年
代
の
後
半
に
入
る
と
、
積
極
的
に
社
会
政
策
を
打
ち
出
す
よ
う
に
な
る

（
54
）

。
け
れ
ど
も
、
彼
は
決

し
て
社
会
主
義
に
同
意
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ト
ク
ヴ
ィ
ル
は
自
由
に
対
す
る
強
烈
な
ま
で
の
こ
だ
わ
り
を
決
し
て
放
棄
す
る
こ
と
は

な
か
っ
た
。
こ
の
自
由
に
対
す
る
執
心
が
、
彼
に
社
会
主
義
を
否
定
さ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
「
連
帯
」（solidarité

）

と
い
う
概
念
が
主
張
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
十
九
世
紀
後
半
、
イ
ギ
リ
ス
の
ホ
ブ
ハ
ウ
ス
ら
に
よ
っ
て
新
自
由
主
義
（N

ew
 

L
iberalism

）
が
主
張
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
ト
ク
ヴ
ィ
ル
の
死
か
ら
半
世
紀
以
上
経
っ
た
二
十
世
紀
前
半
の
こ
と
で
あ
る
。
ト
ク

ヴ
ィ
ル
の
時
代
に
は
、
人
間
の
自
由
の
尊
重
と
社
会
問
題
の
解
決
は
必
ず
し
も
一
致
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
ら
が
一
体
的
に
理
解
さ
れ

る
よ
う
に
な
る
に
は
、
い
ま
し
ば
ら
く
の
時
間
が
必
要
で
あ
っ
た
。

〔
本
稿
は
、
本
稿
執
筆
者
に
よ
る
学
位
論
文
「
ア
レ
ク
シ
ス
・
ド
・
ト
ク
ヴ
ィ
ル
の
政
治
・
経
済
論　

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
・
産
業
化
社
会

に
お
け
る
道
徳
性
に
関
す
る
考
察
」
の
一
部
に
対
し
て
、
大
幅
に
加
筆
修
正
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。〕

三
三
九



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
四
二
二
）

（
1
） 

樋
口
陽
一
『
近
代
国
民
国
家
の
憲
法
構
造
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
四
年
）
四
七
頁
。

（
2
） 

当
時
の
フ
ラ
ン
ス
の
経
済
学
者
ア
ル
バ
ン
・
ド
・
ヴ
ィ
ル
ヌ
ー
ヴ
＝
バ
ル
ジ
ュ
モ
ンA

lban de V
illeneuve B

argem
on

（
一
七
八
四
│

一
八
五
〇
）
は
、
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
や
ジ
ャ
ン
＝
バ
テ
ィ
ス
ト
・
セ
イ
ら
に
よ
る
古
典
派
経
済
学
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
的
・
個
人
主
義
的
・
自
由
主

義
的
で
貪
欲
な
経
済
理
論
で
あ
り
、
こ
れ
こ
そ
が
貧
困
の
原
因
だ
と
批
判
し
て
い
る
﹇S

eym
our D

rescher, D
ilem

m
as of D

em
ocracy, 

T
ocqu

eville an
d

 M
od

ern
ization 

（P
ittsburgh, U

niversity of P
ittsburgh P

ress, 1968

）, p. 104. 

〔
シ
ー
モ
ア
・
ド
レ
ッ
シ
ャ
ー
『
デ
モ

ク
ラ
シ
ー
の
デ
ィ
レ
ン
マ
』
桜
井
陽
二
訳
（
荒
地
出
版
社
、
一
九
七
〇
年
）
九
三
頁
〕﹈。

（
3
） 

こ
の
時
代
の
主
要
な
思
潮
で
あ
る
自
由
主
義
も
、
そ
の
よ
う
な
政
治
・
社
会
状
況
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
松
本
礼
二
は
、
フ
ラ

ン
ス
革
命
と
産
業
革
命
と
い
う
「
二
重
革
命
」
が
ひ
き
起
こ
し
た
「
ポ
ス
ト
革
命
期
」
の
中
で
誕
生
し
た
様
々
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
ひ
と
つ
と
し
て

自
由
主
義
を
定
義
し
、
そ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
成
果
を
守
る
と
同
時
に
急
進
化
と
反
動
化
と
い
う
革
命
の
悪
循
環
を
絶
ち
切
り
終
結
さ
せ
る
と
い

う
二
重
の
課
題
を
負
っ
て
い
た
と
い
う
評
価
を
下
し
て
い
る
﹇
松
本
礼
二
／
川
出
良
枝
『
近
代
国
家
と
近
代
革
命
の
政
治
思
想
』（
放
送
大
学
教
育

振
興
会
、
一
九
九
七
年
）
一
二
六
│
一
二
七
頁
﹈。

（
4
） H

enri de S
aint-S

im
on, “D

e la réorganization de la société européenne ou de la nécessité et des m
oyens,” in Œ

u
vres 

C
om

plètes II 

（P
aris, P

resses U
niversitaires de F

rance, 2012

）, p. 1247. 

〔
サ
ン
＝
シ
モ
ン
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
会
の
再
組
織
に
つ
い
て
」

『
サ
ン
＝
シ
モ
ン
著
作
集
』（
第
二
巻
）
森
博
編
・
訳
（
恒
星
社
厚
生
閣
、
一
九
八
七
年
）
二
〇
〇
頁
〕。

（
5
） S

ébastian C
am

ille G
ustave C

harléty, H
istoire d

u
 S

ain
t-S

im
on

ism
e, 1825-1864 

（P
aris, P

aul H
artm

ann, 1931

）, p.25. 

〔
セ
バ

ス
テ
ィ
ア
ン
・
シ
ャ
ル
レ
テ
ィ
『
サ
ン
＝
シ
モ
ン
主
義
の
歴
史
』
沢
崎
浩
平
／
小
杉
隆
芳
訳
（
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
八
六
年
）
三
二
頁
〕。

（
6
） H

enri de S
aint-S

im
on, “C

atéchism
e des industriels,” in Œ

u
vres C

om
plètes IV

 

（P
aris, P

resses U
niversitaires de F

rance, 

2012

）, p. 2876.

〔
ア
ン
リ
・
ド
・
サ
ン
＝
シ
モ
ン
『
サ
ン
＝
シ
モ
ン
著
作
集
（
産
業
者
の
教
理
問
答
）』（
第
五
巻
）
森
博
訳
（
恒
星
社
厚
生
閣
、

一
九
八
八
年
）
二
頁
〕。

（
7
） S

aint-S
im

on, C
atéchism

e, p. 2881. 

〔
邦
訳
八
頁
〕。

（
8
） 

藤
原
孝
「
サ
ン
＝
シ
モ
ン
の
後
期
国
家
論
序
説
」（『
政
経
研
究
』
第
三
十
七
巻
第
三
号
、
二
〇
〇
〇
年
）
六
六
│
六
七
頁
。

三
四
〇



ト
ク
ヴ
ィ
ル
と
社
会
主
義
（
杉
本
）

（
四
二
三
）

（
9
） S

aint-S
im

on, C
atéchism

e, p. 2905. 

〔
邦
訳
三
八
頁
〕。

（
10
） S

aint-S
im

on, C
atéchism

e, pp. 2977-2978. 

〔
邦
訳
一
三
六
頁
〕。

（
11
） 
サ
ン
＝
シ
モ
ン
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
創
始
か
ら
十
五
世
紀
ま
で
、
人
類
は
「
一
般
的
感
情
」（sentim

ents généraux

）
お
よ
び
「
唯
一
に
し

て
普
遍
的
な
原
理
」（principe universel et unique

）
の
確
立
と
、「
出
生
に
も
と
づ
く
ア
リ
ス
ト
ク
ラ
シ
ー
」（aristocratie de la 

naissance
）
か
ら
「
才
能
に
も
と
づ
く
ア
リ
ス
ト
ク
ラ
シ
ー
」（aristocratie des talents

）
へ
の
移
行
を
実
現
す
る
た
め
に
努
め
て
き
た
が
、
個

別
性
を
理
想
と
し
た
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ル
タ
ー
の
宗
教
改
革
に
よ
っ
て
そ
の
努
力
が
途
絶
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
考
え
て
お
り
、
人
類
は
そ
の
努
力
を
再

開
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
訴
え
て
い
る
﹇H

enri de S
aint-S

im
on, “N

ouveau christianism
e,” in Œ

u
vres C

om
plètes IV

 

（P
aris, 

P
resses U

niversitaires de F
rance, 2012

）, p. 3221.

〔
ア
ン
リ
・
ド
・
サ
ン
＝
シ
モ
ン
『
サ
ン
＝
シ
モ
ン
著
作
集
（
新
キ
リ
ス
ト
教
）』（
第
五

巻
）
森
博
訳
（
恒
星
社
厚
生
閣
、
一
九
八
八
年
）
二
八
九
│
二
九
一
頁
〕。

（
12
） S

heldon W
olin, P

olitics an
d

 V
ision

, C
on

tin
u

ity an
d

 In
n

ovation
 in

 W
estern

 P
olitical T

h
ou

gh
t, E

xpan
d

ed
 E

d
ition

 

（P
rinceton, P

rinceton U
niversity P

ress, 2004

）, p. 338. 

〔
シ
ェ
ル
ド
ン
・
ウ
ォ
ー
リ
ン
『
政
治
と
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
』
尾
形
典
男
／
福
田
歓
一
／

佐
々
木
武
／
有
賀
弘
／
佐
々
木
毅
／
半
澤
孝
麿
／
田
中
治
男
訳
（
福
村
書
店
、
二
〇
〇
七
年
）
四
三
五
│
四
三
六
頁
〕。

（
13
） 

O
C
, III-3[É

crits et discours politiques], p. 189.

（
14
） 

ウ
ォ
ー
リ
ン
は
公
共
性
を
最
大
限
配
慮
し
た
「
政
治
的
な
る
も
の
」（the political

）
に
対
し
て
、
そ
う
い
っ
た
規
範
性
を
喪
失
し
、
主
に
経

済
等
に
よ
っ
て
代
替
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
現
今
の
政
治
状
況
を
「
政
治
」（politics

）
と
呼
ん
で
批
判
し
、
そ
の
よ
う
な
潮
流
を
「
政
治
的
な
も

の
へ
の
攻
撃
」
と
考
え
た
﹇W

olin, p. 371-376.

〔
邦
訳
四
七
六
│
四
八
三
頁
〕
お
よ
び
川
崎
修
『「
政
治
的
な
る
も
の
」
の
行
方
』（
岩
波
書
店
、

二
〇
一
〇
年
）
八
七
│
九
〇
頁
﹈。
ウ
ォ
ー
リ
ン
は
現
代
政
治
が
経
済
に
よ
っ
て
歪
曲
さ
れ
て
い
る
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
る
が
、
彼
は
そ
の
よ
う

な
傾
向
を
形
作
っ
た
主
要
人
物
と
し
て
サ
ン
＝
シ
モ
ン
を
取
り
上
げ
、
厳
し
い
批
判
を
加
え
て
い
る
。

（
15
） 

藤
原
孝
「
サ
ン
＝
シ
モ
ン
思
想
に
お
け
る
『
新
キ
リ
ス
ト
教
』
の
位
置
」（『
政
経
研
究
』
第
三
十
三
巻
第
一
号
、
一
九
九
六
年
）
四
七
六
頁
。

（
16
） S

aint-S
im

on, N
ouveau C

hristianism
e, p. 3184. 

〔
邦
訳
二
四
六
頁
〕。

（
17
） S

aint-S
im

on, N
ouveau C

hristianism
e, p. 3189. 

〔
邦
訳
二
五
一
頁
〕。

三
四
一



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
四
二
四
）

（
18
） 

フ
ラ
ン
ス
語
で<<père>>

は
「
父
」「
神
父
」
と
い
っ
た
意
味
だ
が
、
頭
文
字
を
大
文
字
に
す
る
と
「
神
」
と
い
う
意
味
に
な
る
。
サ
ン
＝

シ
モ
ン
支
持
者
の
間
で
ア
ン
フ
ァ
ン
タ
ン
と
バ
ザ
ー
ル
の
神
格
化
が
進
ん
で
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

（
19
） C

harléty, p. 66. 

〔
邦
訳
七
四
│
七
五
頁
〕。

（
20
） 
ロ
ー
レ
ン
ツ
・
シ
ュ
タ
イ
ン
『
平
等
原
理
と
社
会
主
義　

今
日
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
社
会
主
義
と
共
産
主
義
』
石
川
三
義
／
石
塚
正
英
／
柴

田
隆
行
訳
（
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
九
〇
年
）
二
二
五
頁
。

（
21
） C

harléty, p. 63. 

〔
邦
訳
七
一
│
七
二
頁
〕。

（
22
） C

harléty, p. 125. 
〔
邦
訳
一
三
四
頁
〕。

（
23
） 

ス
エ
ズ
運
河
建
設
に
尽
力
し
た
外
交
官
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
・
ド
・
レ
セ
ッ
プ
スF

erdinand de L
esseps

（
一
八
〇
五
│
一
八
九
四
）
は
青
年

期
に
サ
ン
＝
シ
モ
ン
主
義
の
影
響
を
受
け
て
お
り
、
サ
ン
＝
シ
モ
ン
主
義
者
た
ち
の
宿
願
は
四
半
世
紀
の
後
に
こ
の
か
つ
て
の
信
奉
者
に
よ
っ
て
実

現
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

（
24
） 

サ
ン
＝
シ
モ
ン
は
「
産
業
」
と
「
組
織
化
」
を
結
び
付
け
た
「
社
会
科
学
」（social science

）
を
打
ち
立
て
た
が
、
コ
ン
ト
は
一
八
二
二
年

に
は
「
社
会
物
理
学
」（social physics

）
と
い
う
名
で
師
の
考
え
に
挑
戦
す
る
こ
と
を
試
み
、
そ
し
て
一
八
三
九
年
に
は
「
社
会
学
」（sociologie

）

と
い
う
名
前
の
新
し
い
科
学
を
打
ち
立
て
た
﹇R

ichard S
w
edberg, T

ocqu
eville’s P

olitical E
con

om
y 

（P
rinceton and O

xford, 

P
rinceton U

niversity P
ress, 2009

）, pp. 121-122
﹈。

（
25
） 

杉
本
隆
司
「
民
衆
・
宗
教
・
社
会
学　

サ
ン
＝
シ
モ
ン
と
コ
ン
ト
」
宇
野
重
規
／
伊
達
聖
伸
／
髙
山
裕
二
編
著
『
社
会
統
合
と
宗
教
的
な
も
の　

十
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
経
験
』（
白
水
社
、
二
〇
一
一
年
）
所
収
、
七
五
│
七
七
頁
。

（
26
） 

そ
れ
以
外
に
も
、
サ
ン
＝
シ
モ
ン
主
義
者
グ
ル
ー
プ
を
牽
引
し
た
ア
ン
フ
ァ
ン
タ
ン
と
い
う
指
導
者
の
個
性
も
サ
ン
＝
シ
モ
ン
主
義
の
変
質
の

原
因
と
し
て
挙
げ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
藤
原
孝
は
、
変
化
の
原
因
と
し
て
ロ
マ
ン
主
義
を
挙
げ
て
い
る
﹇
藤
原
孝
「
サ
ン
＝
シ
モ

ニ
ズ
ム
の
形
成
」（『
政
経
研
究
』
第
三
十
九
巻
第
三
号
、
二
〇
〇
二
年
）
八
八
頁
﹈。

（
27
） A

ndré Jardin, A
lexis d

e T
ocqu

eville, 1805-1859 

（P
aris, H

achette, 1984

）, p. 383. 

〔
ア
ン
ド
レ
・
ジ
ャ
ル
ダ
ン
『
ト
ク
ヴ
ィ
ル
伝
』

大
津
真
作
訳
（
晶
文
社
、
一
九
九
四
年
）
四
四
五
│
四
四
六
頁
〕。

三
四
二



ト
ク
ヴ
ィ
ル
と
社
会
主
義
（
杉
本
）

（
四
二
五
）

（
28
） 

D
A

II, 3:12, p. 725. 

〔
邦
訳
第
二
巻
（
下
）
五
〇
│
五
一
頁
〕。
ト
ク
ヴ
ィ
ル
は
男
女
が
同
じ
存
在
に
な
る
と
い
う
考
え
に
は
違
和
感
を
覚
え

て
い
た
が
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
よ
る
平
等
化
の
流
れ
の
中
で
男
女
は
平
等
に
な
る
と
考
え
て
い
た
。

（
29
） H

ugh B
rogan, A

lexis d
e T

ocqu
eville, A

 L
ife 

（N
ew

 H
aven, Y

ale U
niversity P

ress, 2006

）, p. 364.

（
30
） B

rogan, p. 413.

（
31
） 

O
C
, III-3, pp. 189-192.

（
32
） 

S
, 2:2, p. 787. 

〔
邦
訳
一
三
一
頁
〕。
引
用
中
の
括
弧
は
本
稿
執
筆
者
に
よ
る
注
。

（
33
） 

S
, 1:1 , p. 736. 

〔
邦
訳
三
一
頁
〕。

（
34
） 

S
, 2:2 , p. 787. 

〔
邦
訳
一
三
〇
頁
〕。

（
35
） 

S
, 2:9, p. 842. 

〔
邦
訳
二
三
六
│
二
三
七
頁
〕。

（
36
） 

D
A

II, 2:10, p. 643. 

〔
邦
訳
第
二
巻
（
上
）
二
二
四
頁
〕。

（
37
） 

O
C
, III-3, pp.170-171.

（
38
） 

A
R
, 3:3, p. 191. 

〔
邦
訳
三
四
三
│
三
四
四
頁
〕。

（
39
） 

根
井
雅
弘
『
経
済
学
の
歴
史
』（
講
談
社
学
術
文
庫
、
二
〇
〇
五
年
）
二
六
│
二
七
頁
。

（
40
） 

根
井
、
前
掲
書
、
二
八
│
三
〇
頁
。

（
41
） F

ram
çois Q

uesnay, “M
axim

es generals du économ
ique d’un royaum

e agricole,” in Œ
u

vres écon
om

iqu
es et ph

ilosoph
iqu

es 

d
e F. Q

u
esn

ay 

（P
aris, Jules P

eelm
an, 1888

）, pp. 329-337. 
〔
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ケ
ネ
ー
『
経
済
表
』
平
田
清
明
／
井
上
泰
夫
訳
（
岩
波
文
庫
、

二
〇
一
三
年
）
二
一
九
│
二
三
〇
頁
〕﹈。
以
下
に
、
そ
の
概
要
を
記
す
。
①
主
権
は
唯
一
で
あ
り
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
個
人
に
対
し
て
も
、
ま
た
特

殊
利
害
に
立
つ
す
べ
て
の
不
正
な
企
て
に
対
し
て
も
優
越
し
て
い
る
こ
と
。
②
国
民
が
、
最
も
完
全
な
統
治
を
構
成
す
る
自
然
秩
序
の
一
般
法
に
つ

い
て
教
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
③
主
権
者
と
国
民
は
、
土
地
が
富
の
唯
一
の
源
泉
で
あ
り
、
富
を
増
殖
さ
せ
る
の
は
農
業
で
あ
る
こ
と
を
決
し
て
忘

れ
な
い
こ
と
。
④
土
地
財
産
と
動
産
的
富
の
所
有
権
が
そ
れ
ら
の
合
法
的
な
所
有
者
に
保
証
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
⑤
租
税
が
破
壊
的
な
も
の
で
な
い

こ
と
。
⑥
耕
作
者
の
前
払
が
十
分
で
あ
っ
て
、
土
地
耕
作
の
支
出
に
よ
っ
て
、
年
々
最
大
の
生
産
物
を
再
生
さ
せ
得
る
こ
と
。
⑦
収
入
の
総
額
が
す

三
四
三



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
四
二
六
）

べ
て
年
々
の
流
通
に
復
帰
し
、
こ
の
流
通
の
全
範
囲
に
わ
た
っ
て
巡
歴
す
る
こ
と
。
⑧
経
済
統
治
が
関
心
を
寄
せ
る
べ
き
は
唯
一
、
生
産
的
支
出
と

粗
生
生
産
物
と
の
交
易
を
助
長
す
る
こ
と
で
あ
る
た
め
、
不
生
産
的
支
出
は
な
る
が
ま
ま
に
任
せ
る
こ
と
。
⑨
耕
作
す
べ
き
大
領
土
を
所
有
し
て
い

て
、
粗
生
生
産
物
貿
易
を
容
易
に
行
う
こ
と
の
で
き
る
国
民
は
、
農
業
の
労
働
と
支
出
を
犠
牲
に
し
て
ま
で
、
製
造
業
と
奢
侈
品
商
業
に
資
金
と
人

を
差
し
向
け
る
よ
う
な
こ
と
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
何
よ
り
も
ま
ず
、
王
国
は
豊
か
な
耕
作
者
で
満
ち
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
⑩
諸
収

入
の
一
部
で
も
、
貨
幣
あ
る
い
は
商
品
の
形
態
で
還
流
す
る
こ
と
も
な
く
外
国
に
流
出
さ
せ
な
い
こ
と
。
⑪
住
民
の
富
が
王
国
の
外
に
持
ち
出
さ
れ

て
し
ま
う
た
め
、
彼
ら
の
国
外
流
出
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
⑫
農
村
に
耕
作
者
（laboureurs

）
が
い
な
く
な
る
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
ら
な

い
よ
う
に
、
富
裕
な
農
民
（ferm

iers

）
の
子
弟
を
農
村
に
定
住
さ
せ
る
こ
と
。
⑬
各
人
が
、
自
分
の
利
害
や
財
力
、
土
地
の
資
質
に
見
合
っ
た
生

産
物
を
自
分
の
畑
で
自
由
に
耕
作
す
る
こ
と
。
そ
う
す
れ
ば
、
で
き
得
る
限
り
最
大
の
生
産
物
が
得
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
⑭
家
畜
の
増
殖
が
奨
励

さ
れ
る
こ
と
。
⑮
穀
物
の
耕
作
に
あ
て
ら
れ
る
土
地
は
、
富
裕
な
耕
作
者
の
経
営
す
る
大
農
地
に
で
き
る
だ
け
統
合
す
る
こ
と
。
⑯
売
り
上
げ
が

あ
っ
て
初
め
て
再
生
産
が
可
能
に
な
る
た
め
、
粗
生
生
産
物
の
対
外
商
業
を
決
し
て
妨
げ
な
い
こ
と
。
⑰
道
路
を
修
繕
し
、
運
河
や
河
川
、
海
を
利

用
し
た
水
上
交
通
に
よ
っ
て
、
生
産
物
お
よ
び
手
工
業
商
品
の
販
路
を
整
備
し
、
運
搬
を
容
易
に
す
る
こ
と
。
⑱
王
国
内
の
生
産
物
や
商
品
の
価
格

を
わ
ず
か
で
も
低
下
さ
せ
な
い
こ
と
。
豊
饒
と
高
価
維
持
の
両
立
こ
そ
繁
栄
な
の
で
あ
る
。
⑲
貧
困
者
に
と
っ
て
、
生
産
物
の
価
格
の
安
さ
が
有
利

な
こ
と
だ
と
は
思
わ
な
い
こ
と
。
⑳
最
下
層
の
市
民
階
級
の
生
活
の
安
楽
（aisance

）
を
損
な
わ
な
い
こ
と
。
㉑
地
主
や
投
機
的
な
職
業
を
営
む

人
た
ち
が
、
彼
ら
の
収
入
や
利
益
を
流
通
と
配
分
か
ら
切
り
離
す
、
生
産
的
で
は
な
い
貯
蓄
に
励
む
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。
㉒
奢

侈
的
な
装
飾
に
熱
中
し
な
い
こ
と
。
㉓
外
国
と
の
相
互
貿
易
で
国
民
が
損
害
を
被
ら
な
い
こ
と
。
㉔
外
国
と
の
相
互
貿
易
に
あ
た
っ
て
肝
心
な
の
は
、

販
売
し
た
商
品
と
購
入
し
た
商
品
そ
れ
自
体
か
ら
生
ず
る
利
益
の
多
寡
を
吟
味
す
る
こ
と
も
せ
ず
に
、
た
だ
貨
幣
で
の
差
額
か
ら
だ
け
利
益
を
判
断

し
て
、
安
易
な
利
益
に
欺
か
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
㉕
交
易
の
完
全
な
自
由
が
維
持
さ
れ
る
こ
と
。
㉖
人
口
の
増
加
よ
り
も
、
収
入
の

増
加
に
注
意
を
傾
け
る
こ
と
。
㉗
政
府
は
節
約
に
専
念
す
る
よ
り
も
、
王
国
の
繁
栄
に
必
要
な
事
業
に
専
念
す
る
こ
と
。
㉘
租
税
徴
収
や
政
府
支
出

の
財
政
活
動
が
、
貨
幣
財
産
集
積
の
要
因
に
な
ら
な
い
こ
と
。
㉙
一
国
家
の
非
常
の
必
要
に
応
ず
る
た
め
の
資
力
は
国
民
の
繁
栄
か
ら
の
み
期
待
し
、

金
融
資
本
家
（fi nancier

）
の
信
用
貸
か
ら
は
期
待
し
な
い
こ
と
。
㉚
国
家
は
借
入
金
を
避
け
る
こ
と
。

（
42
） 

A
R
, 3:4, p. 204. 

〔
邦
訳
三
六
五
頁
〕。

三
四
四



ト
ク
ヴ
ィ
ル
と
社
会
主
義
（
杉
本
）

（
四
二
七
）

（
43
） 

川
出
良
枝
『
貴
族
の
徳
、
商
業
の
精
神　

モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
と
専
制
批
判
の
系
譜
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
六
年
）
一
八
四
│
一
八
九

頁
。

（
44
） F

rançois Q
uesnay, “D

espotism
e de la C

hine, ” in Œ
u

vres écon
om

iqu
es et ph

ilosoph
iqu

es d
e F. Q

u
esn

ay 

（P
aris, Jules 

P
eelm

an, 1888

）, pp. 563-564.

（
45
） A

lbert O
. H

irschm
an, T

h
e P

assion
s an

d
 th

e In
terests, P

olitical A
rgu

m
en

ts for C
apitalism

 before Its T
riu

m
ph 

（P
rinceton, 

P
rinceton U

niversity P
ress, 2013

）, p. 96. 

〔
ア
ル
バ
ー
ト
・
Ｏ
．
ハ
ー
シ
ュ
マ
ン
『
情
念
の
政
治
経
済
学
』
佐
々
木
毅
／
旦
祐
介
訳
（
法
政

大
学
出
版
局
、
一
九
八
五
年
）
九
六
頁
〕。

（
46
） 

ハ
ー
シ
ュ
マ
ン
は
、
一
方
で
政
府
の
介
入
に
対
す
る
市
場
の
自
由
を
擁
護
し
つ
つ
、
他
方
で
「
正
し
い
」
経
済
シ
ス
テ
ム
を
支
持
す
る
全
能
の

支
配
者
に
よ
っ
て
市
場
の
自
由
が
強
制
さ
れ
る
こ
と
を
主
張
し
た
フ
ィ
ジ
オ
ク
ラ
ッ
ト
た
ち
を
「
奇
妙
」
と
評
し
て
い
る
﹇H

irschm
an, pp. 97-

98. 

〔
邦
訳
九
七
│
九
八
頁
〕﹈。

（
47
） 

A
R
, 3:3, p. 187. 

〔
邦
訳
三
三
七
│
三
三
八
頁
〕。

（
48
） 

安
藤
裕
介
『
商
業
・
専
制
・
世
論　

フ
ラ
ン
ス
啓
蒙
の
「
政
治
経
済
学
」
と
統
治
原
理
の
転
換
』（
創
文
社
、
二
〇
一
四
年
）
四
八
│
五
二
頁
。

安
藤
は
、
ケ
ネ
ー
の
理
論
は
封
建
的
秩
序
か
ら
の
解
放
と
い
っ
た
性
格
を
有
し
て
い
た
が
、
同
時
に
政
治
体
全
体
の
有
用
性
か
ら
導
出
さ
れ
た
個
人

の
物
質
的
利
益
の
追
求
を
推
奨
す
る
、
あ
る
種
の
功
利
主
義
的
政
治
哲
学
を
内
包
し
て
い
た
と
述
べ
て
い
る
﹇
安
藤
、
前
掲
書
、
五
六
│
五
七
頁
﹈。

（
49
） 

A
R
, 3:3, p. 190. 

〔
邦
訳
三
四
二
│
三
四
三
頁
〕。

（
50
） 

フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
フ
ュ
レ
も
、
ト
ク
ヴ
ィ
ル
は
フ
ィ
ジ
オ
ク
ラ
ッ
ト
の
経
済
分
析
に
つ
い
て
、
反
コ
ル
ベ
ー
ル
主
義
の
主
張
で
あ
る
自
由
放
任
に

つ
い
て
は
拘
泥
せ
ず
、
あ
く
ま
で
も
合
法
的
専
制
の
み
に
注
目
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
﹇F

rançois F
uret, P

en
ser la R

évolu
tion

 

fran
çaise 

（P
aris, G

allim
ard, 1985

）, pp. 239. 

〔
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
フ
ュ
レ
『
フ
ラ
ン
ス
革
命
を
考
え
る
』
大
津
真
作
訳
（
岩
波
書
店
、

二
〇
〇
〇
年
）
二
七
三
│
二
七
四
頁
〕﹈。

（
51
） 

A
R
, 3:3, p. 188. 

〔
邦
訳
三
三
八
頁
〕。

（
52
） 

S
, A

ppendice II, p. 961.

三
四
五



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
四
二
八
）

（
53
） 

野
村
啓
介
『
フ
ラ
ン
ス
第
二
帝
政
の
構
造
』（
九
州
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
二
年
）
三
三
│
三
五
頁
。

（
54
） 

O
C
, III-2[É

crits et discours politiques], pp. 742-744.
「
ト
ク
ヴ
ィ
ル
と
社
会
主
義
」
参
考
文
献
一
覧

〔
ト
ク
ヴ
ィ
ル
の
著
作
〕

A
lexis de T

ocqueville, Œ
u

vres B
iblioth

èqu
e d

e la P
léiad

e, t. 1-3 (P
aris, G

allim
ard, 1991-2003).

A
lexis de T

ocqueville, Œ
u

vres C
om

plètes (P
aris, G

allim
ard, 1951-). 

〔
論
文
内
で
はO

C

と
略
記
〕

・
ト
ク
ヴ
ィ
ル
の
著
作
を
参
考
・
引
用
す
る
場
合
は
、
基
本
的
に
上
記
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
ド
版
を
用
い
る
。
上
記
プ
レ
イ
ヤ
ー
ド
版
に
収
録
さ
れ
て
い
な

い
ト
ク
ヴ
ィ
ル
の
文
献
に
つ
い
て
は
、
ガ
リ
マ
ー
ル
社
版
全
集
を
用
い
る
。

・
ト
ク
ヴ
ィ
ル
の
著
作
の
う
ち
、『
ア
メ
リ
カ
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
』（
第
一
巻
・
第
二
巻
）D

e la d
ém

ocratie en
 A

m
ériqu

e, t. 1-2 

（
一
八
三
五
年

お
よ
び
一
八
四
〇
年
）、『
回
想
録
』S

ou
ven

irs
（
一
八
九
三
年
）、『
ア
ン
シ
ャ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
と
大
革
命
』L’ A

n
cien

 R
égim

e et la 

R
évolu

tion

（
一
八
五
六
年
）、『
一
七
八
九
年
以
前
と
以
後
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
の
社
会
・
政
治
状
況
』É

tat social et politiqu
e d

e la 

F
ran

ce avan
t et d

epu
is 1789

（
一
八
三
六
年
）、『
貧
困
に
関
す
る
覚
書
』（
第
一
論
文
）M

ém
oire su

r le pau
pérism

e

（
一
八
三
五
年
）
お

よ
び
第
二
論
文D
eu

xièm
e article su

r le pau
pérism

e
（
未
刊
）
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れD

A
 I /

 D
A

 II, S
, A

R
, E

S
, P

1 /
 P

2

と
い
う

略
記
号
を
用
い
て
出
典
元
を
表
記
す
る
。

　

そ
れ
ら
以
外
の
文
献
を
引
用
す
る
場
合
、
基
本
的
に
は
上
記
の
ガ
リ
マ
ー
ル
版
全
集
を
使
用
し
、O

C

と
い
う
略
記
号
を
用
い
て
示
す
。

〔
参
考
文
献
〕

安
藤
裕
介
『
商
業
・
専
制
・
世
論　

フ
ラ
ン
ス
啓
蒙
の
「
政
治
経
済
学
」
と
統
治
原
理
の
転
換
』（
創
文
社
、
二
〇
一
四
年
）。 三

四
六



ト
ク
ヴ
ィ
ル
と
社
会
主
義
（
杉
本
）

（
四
二
九
）

L
ouis B

lan, , O
rgan

isation
 d

u
 travail (P

aris, B
ureau de la société de l’industrie fraternelle, 1847), B

ibliothèque nationale de 

F
rance, 31 A

ugust 2014 <http://gallica.bnf.fr/ark:/12148/bpt6k24230t>.

H
ugh B

rogan, A
lexis d

e T
ocqu

eville, A
 L

ife (N
ew

 H
aven, Y

ale U
niversity P

ress, 2006).

R
obert C

astel, L
es m

etam
orph

oses d
e la qu

estion
 sociale, U

n
e C

h
ron

icle d
u

 salariat (P
aris, G

allim
ard, 1995). 

〔
ロ
ベ
ー
ル
・
カ

ス
テ
ル
、
ロ
ベ
ー
ル
『
社
会
問
題
の
変
容　

賃
金
労
働
の
年
代
記
』
前
川
真
行
訳
（
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
、
二
〇
一
二
年
）〕。

S
ébastian C

am
ille G

ustave C
harléty, H

istoire d
u

 S
ain

t-S
im

on
ism

e, 1825-1864 (P
aris, P

aul H
artm

ann, 1931). 

〔
セ
バ
ス
テ
ィ
ア
ン
・

シ
ャ
ル
レ
テ
ィ
『
サ
ン
＝
シ
モ
ン
主
義
の
歴
史
』
沢
崎
浩
平
／
小
杉
隆
芳
訳
（
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
八
六
年
）〕。

L
ouis C

hevalier, C
lasses laborieu

ses et classes d
an

gereu
ses (P

aris, P
errin, 1958). 

〔
シ
ュ
ヴ
ァ
リ
エ
、
ル
イ
『
労
働
階
級
と
危
険
な
階

級　

十
九
世
紀
前
半
の
パ
リ
』
喜
安
朗
／
木
下
賢
一
／
相
良
匡
俊
訳
（
み
す
ず
書
房
、
一
九
九
三
年
）〕。

堂
目
卓
生
『
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス　
『
道
徳
感
情
論
』
と
『
国
富
論
』
の
世
界
』（
中
公
新
書
、
二
〇
〇
八
年
）。

S
eym

our D
rescher, D

ilem
m

as of D
em

ocracy, T
ocqu

eville an
d

 M
od

ern
ization (P

ittsburgh, U
niversity of P

ittsburgh P
ress, 

1968).

〔
シ
ー
モ
ア
・
ド
レ
ッ
シ
ャ
ー
『
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
デ
ィ
レ
ン
マ
』
桜
井
陽
二
訳
（
荒
地
出
版
社
、
一
九
七
〇
年
）〕。

D
rolet, M

ichael, T
ocqu

eville, D
em

ocracy an
d

 S
ocial R

eform
 (B

asingstoke, P
algrave M

acm
illan, 2003).

F
rançois F

uret, P
en

ser la R
évolu

tion
 fran

çaise (P
aris, G

allim
ard, 1985). 

〔
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
フ
ュ
レ
『
フ
ラ
ン
ス
革
命
を
考
え
る
』
大
津

真
作
訳
（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
）〕。

A
lbert O

. H
irschm

an, T
h

e P
assion

s an
d

 th
e In

terests, P
olitical A

rgu
m

en
ts for C

apitalism
 before Its T

riu
m

ph (P
rinceton, 

P
rinceton U

niversity P
ress, 2013). 

〔
ア
ル
バ
ー
ト
・
Ｏ
．
ハ
ー
シ
ュ
マ
ン
『
情
念
の
政
治
経
済
学
』
佐
々
木
毅
／
旦
祐
介
訳
（
法
政
大
学
出

版
局
、
一
九
八
五
年
）〕。

樋
口
陽
一
『
近
代
国
民
国
家
の
憲
法
構
造
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
四
年
）。

今
村
仁
司
『
近
代
の
労
働
観
』（
岩
波
新
書
、
一
九
九
八
年
）。

川
出
良
枝
『
貴
族
の
徳
、
商
業
の
精
神　

モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
と
専
制
批
判
の
系
譜
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
六
年
）。三

四
七



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
四
三
〇
）

川
崎
修
『「
政
治
的
な
る
も
の
」
の
行
方
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
〇
年
）。

K
eslassy, E

ric, L
e liberalism

 d
e T

ocqu
eville à l’épreu

ve d
u

 pau
pérism

e (P
aris, L

’H
arm

attan, 2000).

̶
̶

̶
̶

, D
ém

ocratie et égalité (P
aris, B

réal, 2003).

̶
̶

̶
̶

, A
lexis d

e T
ocqu

eville, D
e la d

ém
ocratie an

 A
m

eriqu
e, P

ou
r u

n
e sociologie d

e la d
ém

ocratie (P
aris, E

llipses, 2012).

菊
谷
和
宏
『「
社
会
」
の
誕
生　

ト
ク
ヴ
ィ
ル
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
社
会
思
想
史
』（
講
談
社
選
書
メ
チ
エ
、
二
〇
一
一
年
）。

松
本
礼
二
／
川
出
良
枝
『
近
代
国
家
と
近
代
革
命
の
政
治
思
想
』（
放
送
大
学
教
育
振
興
会
、
一
九
九
七
年
）。

中
木
康
夫
『
フ
ラ
ン
ス
政
治
史
』（
上
・
中
・
下
）（
未
來
社
、
一
九
七
五
│
一
九
七
六
年
）。

根
井
雅
弘
『
経
済
学
の
歴
史
』（
講
談
社
学
術
文
庫
、
二
〇
〇
五
年
）。

野
村
啓
介
『
フ
ラ
ン
ス
第
二
帝
政
の
構
造
』（
九
州
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
二
年
）。

重
田
園
江
『
連
帯
の
哲
学
Ⅰ　

フ
ラ
ン
ス
社
会
連
帯
主
義
』（
勁
草
書
房
、
二
〇
一
〇
年
）。

大
沢
真
理
『
イ
ギ
リ
ス
社
会
政
策
史　

救
貧
法
と
福
祉
国
家
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
六
年
）。

F
rançois Q

uesnay, Œ
u

vres écon
om

iqu
es et ph

ilosoph
iqu

es d
e F. Q

u
esn

ay (P
aris, Jules P

eelm
an, 1888).

〔
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ケ
ネ
ー

『
経
済
表
』
平
田
清
明
／
井
上
泰
夫
訳
（
岩
波
文
庫
、
二
〇
一
三
年
）〕。

H
enri de S

aint-S
im

on, Œ
u

vres C
om

plètes, I- IV
 (P

aris, P
resses U

niversitaires de F
rance, c. 2012).

〔
ア
ン
リ
・
ド
・
サ
ン
＝
シ
モ
ン

『
サ
ン
＝
シ
モ
ン
著
作
集
』（
第
一
巻
│
第
五
巻
）
森
博
訳
（
恒
星
社
厚
生
閣
、
一
九
八
七
│
一
九
八
八
年
）〕。

P
aul A

. R
ahe, S

oft D
espotism

, D
em

ocracy’s D
rift, M

on
tesqu

ieu
, R

ou
sseau

, T
ocqu

eville an
d

 th
e M

od
ern

 P
rospect (N

ew
 H

aven, 

Y
ale U

niversity P
ress, 2009).

ロ
ー
レ
ン
ツ
・
シ
ュ
タ
イ
ン
『
平
等
原
理
と
社
会
主
義　

今
日
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
社
会
主
義
と
共
産
主
義
』
石
川
三
義
／
石
塚
正
英
／
柴
田
隆
行

訳
（
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
九
〇
年
）。

R
ichard S

w
edberg, T

ocqu
eville’s P

olitical E
con

om
y (P

rinceton and O
xford, P

rinceton U
niversity P

ress, 2009).

田
中
拓
道
『
貧
困
と
共
和
国　

社
会
的
連
帯
の
誕
生
』（
人
文
書
院
、
二
〇
〇
六
年
）。

三
四
八



ト
ク
ヴ
ィ
ル
と
社
会
主
義
（
杉
本
）

（
四
三
一
）

宇
野
重
規
『
ト
ク
ヴ
ィ
ル　

平
等
と
不
平
等
の
理
論
家
』（
講
談
社
選
書
メ
チ
エ
、
二
〇
〇
七
年
）。

宇
野
重
規
／
伊
達
聖
伸
／
髙
山
裕
二
編
著
『
社
会
統
合
と
宗
教
的
な
も
の　

十
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
経
験
』（
白
水
社
、
二
〇
一
一
年
）。

S
heldon W

olin, P
olitics an

d
 V

ision
, C

on
tin

u
ity an

d
 In

n
ovation

 in
 W

estern
 P

olitical T
h

ou
gh

t, E
xpan

d
ed

 E
d

ition (P
rinceton, 

P
rinceton U

niversity P
ress, 2004). 

〔
シ
ェ
ル
ド
ン
・
ウ
ォ
ー
リ
ン
『
政
治
と
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
』
尾
形
典
男
／
福
田
歓
一
／
佐
々
木
武
／
有
賀
弘

／
佐
々
木
毅
／
半
澤
孝
麿
／
田
中
治
男
訳
（
福
村
書
店
、
二
〇
〇
七
年
）〕。

̶
̶

̶
̶

, T
ocqu

eville, B
etw

een
 T

w
o W

orld
s, T

h
e M

akin
g of a P

olitical T
h

eoretical L
ife (P

rinceton, P
rinceton U

niversity P
ress, 

2004).

〔
参
考
論
文
〕

北
川
善
英
「
二
月
革
命
と
労
働
権
（L

e droit au travail

）　

フ
ラ
ン
ス
人
権
史
の
一
考
察
」（
一
・
二
）（『
名
古
屋
大
學　

法
政
論
集
』
第
八
十
一
号
、

一
九
七
九
年
）
一
│
五
五
頁
お
よ
び
（
第
八
十
二
号
、
一
九
七
九
年
）
一
三
三
│
一
八
五
頁
。

杉
本
隆
司
「
民
衆
・
宗
教
・
社
会
学　

サ
ン
＝
シ
モ
ン
と
コ
ン
ト
」
宇
野
重
規
／
伊
達
聖
伸
／
髙
山
裕
二
編
著
『
社
会
統
合
と
宗
教
的
な
も
の　

十
九

世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
経
験
』（
白
水
社
、
二
〇
一
一
年
）
所
収
、
六
三
│
九
四
頁
。

藤
原
孝
「
サ
ン
＝
シ
モ
ン
思
想
に
お
け
る
『
新
キ
リ
ス
ト
教
』
の
位
置
」（『
政
経
研
究
』
第
三
十
三
巻
第
一
号
、
一
九
九
六
年
）
四
六
七
│
四
八
二
頁
。

̶
̶

̶
̶

「
サ
ン
＝
シ
モ
ン
の
後
期
国
家
論
序
説
」（『
政
経
研
究
』
第
三
十
七
巻
第
三
号
、
二
〇
〇
〇
年
）
五
九
│
七
二
頁
。

̶
̶

̶
̶

「
サ
ン
＝
シ
モ
ニ
ズ
ム
の
形
成
」（『
政
経
研
究
』
第
三
十
九
巻
第
三
号
、
二
〇
〇
二
年
）
七
七
│
九
五
頁

S
w
edberg, R

ichard, “T
ocqueville as E

conom
ic S

ociologist ?,” T
h

e T
ocqu

eville R
eview

, V
ol. 27, N

o. 1(2006), 131-167.

高
草
木
光
一
「
ル
イ
・
ブ
ラ
ン
『
労
働
の
組
織
』
と
七
月
王
政
期
の
ア
ソ
シ
ア
シ
オ
ニ
ス
ム　

普
通
選
挙
と
「
社
会
的
作
業
場
」」（
上
）（『
三
田
学
会

雑
誌
』
第
八
十
七
巻
第
三
号
、
一
九
九
四
年
）
六
四
│
八
四
頁
。

̶
̶

̶
̶

「
ル
イ
・
ブ
ラ
ン
『
労
働
の
組
織
』
と
七
月
王
政
期
の
ア
ソ
シ
ア
シ
オ
ニ
ス
ム　

普
通
選
挙
と
「
社
会
的
作
業
場
」」（
下
）（『
三
田
学
会
雑

誌
』
第
八
十
七
巻
第
四
号
、
一
九
九
五
年
）
三
八
│
五
九
頁
。

三
四
九



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
四
三
二
）

田
中
拓
道
「
市
場
・
貧
困
・
統
治　

十
八
世
紀
末
か
ら
一
八
三
〇
年
代
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
政
治
経
済
学
」（『
経
済
学
史
研
究
』
第
五
十
二
巻
第
一

号
、
二
〇
一
〇
年
）
二
〇
│
三
四
頁
。

三
五
〇



国
策
の
あ
り
方
を
問
う
沖
縄
県
知
事
選
（
照
屋
）

（
四
三
三
）

国
策
の
あ
り
方
を
問
う
沖
縄
県
知
事
選

│
辺
野
古
新
基
地
建
設
の
選
挙
へ
の
影
響
を
中
心
に
し
て

│
照　
　

屋　
　

寛　
　

之

は
じ
め
に

沖
縄
に
お
け
る
米
軍
基
地
の
整
理
縮
小
を
求
め
る
二
度
の
国
会
決
議
に
も
か
か
わ
ら
ず
（
1
）

、
こ
れ
ま
で
進
め
ら
れ
て
き
た
基
地
の
整
理
縮

小
は
依
然
と
し
て
進
展
せ
ず
、
相
変
わ
ら
ず
在
日
米
軍
専
用
施
設
の
約
七
四
％
が
配
備
さ
れ
て
い
る
（
2
）

。
こ
の
よ
う
な
基
地
を
取
り
巻
く
政

治
経
済
環
境
の
中
で
沖
縄
で
は
、
選
挙
の
度
に
基
地
の
整
理
縮
小
・
撤
去
が
争
点
の
ひ
と
つ
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
（
3
）

。

こ
の
よ
う
に
基
地
の
過
重
負
担
が
続
く
中
で
行
わ
れ
た
県
知
事
選
で
も
、
必
然
的
に
基
地
問
題
が
争
点
と
な
っ
た
。
従
っ
て
、
沖
縄
の

選
挙
は
常
に
一
地
方
の
選
挙
に
と
ど
ま
ら
な
い
ス
ケ
ー
ル
を
も
つ
。
地
方
選
挙
は
本
来
、
そ
の
地
域
の
住
民
の
福
祉
な
ど
を
め
ぐ
る
身
近

論　

説

三
五
一



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
四
三
四
）

な
政
治
の
あ
り
方
を
住
民
自
身
が
決
定
す
る
機
会
で
あ
る
が
、
沖
縄
の
有
権
者
は
日
本
の
国
策
を
選
択
す
る
課
題
を
選
挙
の
た
び
に
突
き

つ
け
ら
れ
て
き
た
。
そ
う
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
は
、
政
府
が
選
挙
を
そ
の
国
策
を
沖
縄
に
強
引
に
押
し
つ
け
受
け
入
れ
さ
せ
る
機
会
で

あ
る
と
位
置
づ
け
て
い
る
こ
と
に
因
る
。
沖
縄
県
民
が
そ
の
民
意
を
無
視
す
る
政
策
に
対
し
て
繰
り
返
し
大
規
模
な
県
民
大
会
を
開
催
し
、

抗
議
し
て
も
、
政
府
は
県
民
の
声
を
無
視
し
押
し
つ
け
て
く
る
。
そ
の
た
め
県
民
は
選
挙
の
度
に
保
革
に
分
断
さ
れ
る
こ
と
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
き
た
（
4
）

。
選
挙
で
問
わ
れ
た
の
は
、
国
策
と
し
て
の
辺
野
古
新
基
地
建
設
の
是
非
で
あ
り
、
政
治
的
正
当
性
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、

そ
こ
で
は
国
策
を
強
引
に
押
し
つ
け
る
政
府
に
対
峙
し
、
国
策
の
あ
り
方
を
真
摯
に
問
う
沖
縄
県
民
と
い
う
冷
徹
な
対
立
軸
が
疑
う
余
地

も
な
く
明
瞭
な
形
で
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
。

こ
の
よ
う
な
政
治
状
況
の
中
で
、
政
府
は
口
癖
の
よ
う
に
「
外
交
、
安
保
政
策
は
政
府
の
専
管
事
項
」
と
述
べ
る
よ
う
に
、
基
地
問
題
、

安
全
保
障
問
題
は
国
政
の
重
要
課
題
で
あ
り
、
地
方
選
挙
で
問
う
べ
き
問
題
で
は
な
い
こ
と
を
強
調
し
、
そ
の
争
点
化
を
必
死
に
否
定
し
、

巧
み
に
争
点
化
を
回
避
し
て
き
た
。
読
売
、
産
経
、
日
経
新
聞
な
ど
の
一
部
メ
デ
ィ
ア
も
本
稿
「
沖
縄
知
事
選
と
メ
デ
ィ
ア
の
報
道
」
で

詳
細
に
み
る
よ
う
に
、
そ
の
こ
と
を
後
押
し
し
て
き
た
の
も
事
実
で
あ
る
（
5
）

。
地
方
自
治
の
あ
り
方
に
重
点
を
置
い
て
考
え
る
な
ら
ば
、
地

方
自
治
体
は
、
地
方
自
治
法
が
定
め
て
い
る
「
住
民
の
福
祉
の
増
進
」
を
基
本
と
す
る
そ
の
責
務
を
遂
行
す
る
た
め
に
は
、
国
の
専
管
事

項
だ
と
言
わ
れ
る
事
務
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
を
住
民
生
活
と
の
関
わ
り
で
「
地
域
に
お
け
る
行
政
」
と
捉
え
直
し
、
そ
の
責
務
を
遂
行
す

る
た
め
の
施
策
を
実
施
す
る
こ
と
は
現
行
法
上
も
十
分
可
能
で
あ
り
、
従
っ
て
、
こ
れ
を
地
方
選
挙
で
争
点
化
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
こ

と
は
理
の
当
然
で
あ
ろ
う
。
沖
縄
の
基
地
問
題
、
と
り
わ
け
米
軍
普
天
間
飛
行
場
の
辺
野
古
へ
の
移
設
問
題
を
国
も
専
管
事
項
で
あ
る
こ

と
を
殊
に
強
調
し
地
方
選
挙
で
そ
の
争
点
化
を
意
図
的
に
回
避
し
よ
う
と
す
る
こ
と
は
、
逆
に
憲
法
、
地
方
自
治
法
が
定
め
る
地
方
自
治

体
の
責
務
の
放
棄
に
繋
が
り
か
ね
な
い
（
6
）

。
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基
地
の
撤
去
を
訴
え
る
候
補
が
当
選
す
る
か
、
或
い
は
国
の
外
交
・
防
衛
政
策
に
理
解
を
示
す
候
補
者
が
当
選
す
る
か
は
、
そ
の
後
の

わ
が
国
の
外
交･

防
衛
の
あ
り
方
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
は
必
至
で
あ
り
、
沖
縄
は
日
米
安
保
の
根
幹
を
担
っ
て
い
る
部
分
も

あ
り
、
沖
縄
の
知
事
選
は
単
に
一
地
方
の
選
挙
で
は
な
く
、「
知
事
選
の
行
方
は
国
内
だ
け
で
な
く
、
日
本
外
交
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト

を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。
県
民
の
選
択
に
国
内
外
か
ら
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
（
7
）

」。
政
府
に
と
っ
て
も
沖
縄
の
知
事
選
は
関
心
を
示
さ
ざ

る
を
え
な
い
。
菅
義
偉
官
房
長
官
は
二
〇
一
三
年
九
月
に
普
天
間
問
題
に
つ
い
て
「
過
去
の
問
題
だ
と
思
っ
て
い
る
（
8
）

」
と
発
言
し
た
も
の

の
、
政
府
の
対
応
は
国
政
選
挙
並
み
で
あ
っ
た
。

因
み
に
、
立
候
補
し
た
四
候
補
の
基
地
問
題
に
対
す
る
ス
タ
ン
ス
の
違
い
は
こ
れ
ま
で
の
選
挙
と
は
違
っ
て
明
確
で
あ
っ
た
。
現
職
の

仲
井
真
弘
多
氏
（
自
民
党
、
次
世
代
の
党
推
薦
）
は
、
米
軍
普
天
間
飛
行
場
の
名
護
市
辺
野
古
へ
の
移
設
を
容
認
。
普
天
間
の
一
日
も
早
い

危
険
性
の
除
去
を
最
優
先
。
五
年
以
内
の
運
用
停
止
を
首
相
と
約
束
し
た
こ
と
を
強
調
し
た
。
翁
長
氏
（
社
民
、
共
産
、
社
大
党
（
9
）

、
生
活
の

党
支
援
）
は
、
辺
野
古
へ
の
移
設
絶
対
反
対
、
建
白
書
で
示
さ
れ
た
「
閉
鎖
・
撤
去
」「
県
内
移
設
断
念
」
を
訴
え
、
承
認
取
り
消
し
・

解
決
の
姿
勢
を
明
確
に
示
し
た
。
下
地
幹
郎
氏
（
維
新
の
会
、
政
党
そ
う
ぞ
う
（
10
）

支
援
）
は
現
状
を
打
破
す
る
た
め
、
辺
野
古
へ
の
移
設
の
賛

否
を
県
民
投
票
に
付
す
必
要
性
を
説
い
た
。
喜
納
昌
吉
氏
は
仲
井
真
知
事
の
埋
め
立
て
承
認
の
取
り
消
し
を
米
国
と
の
交
渉
に
よ
り
決
し

て
不
可
能
で
は
な
い
と
訴
え
た
。
今
選
挙
に
お
い
て
は
、
二
〇
一
三
年
一
二
月
に
仲
井
間
知
事
が
移
設
を
容
認
し
て
初
め
て
の
選
挙
と

な
っ
た
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
知
事
選
に
は
な
く
移
設
問
題
が
最
大
の
争
点
と
し
て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
、
埋
め
立
て
承
認
を
め
ぐ
る
県

民
投
票
的
性
格
を
帯
び
た
知
事
選
挙
と
な
っ
た
。
ま
さ
し
く
わ
が
国
の
防
衛
政
策
、
国
策
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
る
知
事
選
と
な
っ
た
。

本
知
事
選
に
は
四
人
が
立
候
補
し
た
が
、
実
質
的
に
は
仲
井
真
氏
と
翁
長
氏
の
一
騎
打
ち
で
あ
っ
た
の
で
、
本
稿
で
は
仲
井
真
氏
と
翁

長
氏
に
焦
点
を
当
て
、
こ
れ
ま
で
の
革
新
対
保
守
対
決
選
挙
か
ら
保
守
対
脱
革
新
共
闘
・
オ
ー
ル
沖
縄
勢
力
に
な
っ
た
背
景
、
基
地
問
題

三
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が
明
確
に
争
点
化
さ
れ
、
選
挙
結
果
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
与
え
た
か
、
有
権
者
の
投
票
基
準
は
こ
れ
ま
で
の
知
事
選
と
変
わ
っ
た
の
か
、

さ
ら
に
、
在
京
六
紙
の
基
地
問
題
を
め
ぐ
る
報
道
の
「
二
極
分
化
」
な
ど
を
中
心
に
論
究
し
て
み
た
い
。

Ⅱ　

革
新
共
闘
会
議
か
ら
オ
ー
ル
沖
縄
へ

米
軍
普
天
間
飛
行
場
の
移
設
問
題
は
、
こ
れ
ま
で
の
沖
縄
の
選
挙
で
の
保
守
・
革
新
の
構
図
を
大
き
く
変
容
さ
せ
た
。
米
軍
統
治
下
の

自
治
権
拡
大
闘
争
の
成
果
と
し
て
実
施
さ
れ
た
一
九
六
八
年
一
一
月
の
主
席
公
選
は
、
復
帰
後
の
沖
縄
県
内
の
政
治
構
図
を
決
定
づ
け
る

選
挙
で
あ
っ
た
。
こ
の
主
席
公
選
を
契
機
に
県
内
で
は
保
守
対
革
新
の
政
治
構
図
が
で
き
あ
が
っ
た
。
自
民
党
、
社
会
党
の
二
大
政
党
を

軸
と
し
た
中
央
の
政
治
構
図
の
ス
タ
ー
ト
が
「
五
五
年
体
制
」
な
ら
、
沖
縄
は
「
六
八
年
体
制
」
と
言
わ
れ
た
政
治
・
政
党
の
構
図
が
構

築
さ
れ
た
。
こ
の
選
挙
戦
で
注
目
さ
れ
た
の
は
、
革
新
共
闘
会
議
の
結
成
で
あ
っ
た
。
こ
の
会
議
は
、
六
八
年
の
主
席
公
選
、
立
法
院
議

員
選
挙
の
際
に
組
織
と
し
て
、
社
会
党
、
社
大
党
、
共
産
党
と
教
職
員
組
合
、
全
軍
労
な
ど
県
内
有
力
労
働
組
合
で
初
め
て
結
成
さ
れ
た

も
の
で
、
復
帰
後
の
県
知
事
選
挙
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
衆
参
両
院
の
国
政
選
挙
で
も
大
き
な
成
果
を
残
し
た
。
自
民
党
は
一
党
で
候
補

者
を
出
す
ほ
ど
の
勢
力
が
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
革
新
陣
営
は
各
党
バ
ラ
バ
ラ
で
選
挙
を
戦
っ
た
の
で
は
自
民
党
に
勝
つ
こ
と
は
容
易
で

は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
考
え
出
さ
れ
た
組
織
が
革
新
共
闘
会
議
で
あ
っ
た
。
米
軍
施
政
権
下
に
あ
っ
て
反
戦･

反
基
地
、
人
権
闘
争
、
そ

し
て
即
時
本
土
復
帰
と
い
う
大
き
な
目
標
で
各
党
が
一
致
し
、
共
闘
体
制
が
で
き
た
。
そ
の
後
の
選
挙
で
は
そ
の
体
制
の
結
束
い
か
ん
に

よ
っ
て
選
挙
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
（
11
）

。
本
来
、
選
挙
に
際
し
て
候
補
者
、
政
策
に
つ
い
て
政
党
が
主
体
的
な
役
割
を
担
う
べ
き
で
あ
る

が
、
主
席
公
選
当
時
の
政
党
は
選
挙
戦
を
闘
う
力
が
な
く
、
主
席
公
選
で
の
屋
良
候
補
、
革
新
共
闘
の
誕
生
は
歴
史
の
必
然
だ
っ
た
（
12
）

。

一
九
六
八
年
の
主
席
公
選
以
降
、「
安
保
・
基
地
」
を
対
立
軸
と
し
た
保
革
の
対
立
構
図
で
争
わ
れ
て
き
た
行
政
主
席
、
県
知
事
選
は
、
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今
回
初
め
て
保
守
分
裂
選
挙
、
更
に
自
民
党
か
ら
分
裂
し
た
保
守
の
一
部
と
社
民
党
、
共
産
党
、
社
大
党
、
生
活
の
党
が
こ
れ
ま
で
の
垣

根
を
取
っ
払
い
、
オ
ー
ル
沖
縄
で
結
集
・
結
束
し
た
画
期
的
な
知
事
選
で
あ
っ
た
。「
元
自
民
党
の
一
部
か
ら
共
産
党
ま
で
が
、
政
府
自

民
党
と
闘
う
と
い
う
、
お
そ
ら
く
日
本
の
戦
後
史
に
先
例
を
み
な
い
共
闘
体
制
で
闘
わ
れ
た
（
13
）

」
と
い
う
点
で
歴
史
に
残
る
選
挙
で
あ
っ

た
。
保
守
の
一
部
と
は
い
え
、
保
守
と
か
つ
て
の
革
新
共
闘
会
議
を
構
成
し
て
い
た
主
要
政
党
で
あ
る
社
会
党
、
共
産
党
、
社
大
党
が
共

闘
す
る
こ
と
は
全
く
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
共
闘
体
制
の
地
殻
変
動
で
あ
る
。
辺
野
古
移
設
反
対
で
一
致
し
、
大
同
団
結
し
て

辺
野
古
推
進
を
訴
え
る
自
民
党
と
闘
う
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
さ
し
く
か
つ
て
の
保
革
の
対
決
か
ら
保
守
対
オ
ー
ル
沖
縄
の
闘
い
の
構
図
に

な
っ
た
。

辺
野
古
移
設
問
題
は
、
自
公
の
選
挙
協
力
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
一
九
九
八
年
の
県
知
事
選
か
ら
自
公
体
制
を
構
築
し
、
自
民

党
を
支
え
て
き
た
公
明
県
本
部
は
、
県
内
移
設
に
反
対
の
公
明
党
は
、
辺
野
古
移
設
を
容
認
す
る
仲
井
真
知
事
を
支
持
す
る
こ
と
は
で
き

ず
、
今
県
知
事
選
で
は
自
主
投
票
に
転
じ
、
過
去
一
六
年
間
、
保
守
県
政
を
支
え
て
き
た
自
公
の
枠
組
み
が
崩
れ
た
。
…
日
米
両
政
府
が

普
天
間
飛
行
場
全
面
返
還
に
合
意
し
て
以
降
、
四
回
の
知
事
選
で
普
天
間
問
題
が
争
わ
れ
た
。
今
選
挙
で
四
氏
の
姿
勢
は
明
確
に
分
か
れ

て
い
る
（
14
）

。
今
回
の
知
事
選
は
「
従
来
の
保
革
対
立
が
崩
れ
、
保
守
・
中
道
勢
力
が
分
裂
し
て
い
る
こ
と
も
特
徴
だ
。
…
そ
の
結
果
は
政
党

間
の
今
後
の
選
挙
協
力
や
対
立
構
図
に
も
影
響
を
与
え
る
と
み
ら
れ
る
（
15
）

」。
移
設
問
題
へ
の
ス
タ
ン
ス
の
違
い
が
、
こ
の
新
し
い
構
図
を

生
ん
だ
と
考
え
る
と
、
基
地
問
題
が
沖
縄
の
選
挙
で
の
政
党
の
選
挙
協
力
に
決
定
的
な
影
響
を
与
え
た
と
言
え
る
。
今
や
、
沖
縄
に
と
っ

て
辺
野
古
の
新
基
地
建
設
問
題
は
、「
保
革
を
超
え
た
人
と
し
て
の
尊
厳
に
か
か
わ
る
問
題
に
な
り
つ
つ
あ
る
（
16
）

」
と
捉
え
る
考
え
方
が
浸

透
し
つ
つ
あ
る
。
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Ⅲ　

世
論
調
査
に
み
る
有
権
者
の
投
票
基
準

他
府
県
で
の
県
知
事
選
で
あ
る
な
ら
ば
、
経
済
問
題
、
社
会
保
障
、
教
育
な
ど
県
民
生
活
に
か
か
わ
る
身
近
な
課
題
を
じ
っ
く
り
考
え
、

県
民
が
結
論
を
出
す
選
挙
に
な
る
の
が
当
然
で
あ
ろ
う
。
憲
法
の
想
定
す
る
地
方
自
治
は
本
来
、
そ
う
い
っ
た
も
の
な
の
だ
が
、
沖
縄
の

場
合
は
明
ら
か
に
異
な
る
。
基
地
問
題
が
大
き
な
争
点
と
な
り
、
国
策
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
る
選
挙
を
繰
り
返
し
て
き
た
。
以
下
に
見
る

よ
う
に
、
基
地
問
題
は
有
権
者
の
投
票
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
が
世
論
調
査
の
結
果
か
ら
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。

有
権
者
は
候
補
者
の
ど
の
よ
う
な
政
策
に
賛
同
し
、
投
票
す
る
の
か
。
今
回
の
知
事
選
で
は
米
軍
基
地
問
題
が
鮮
明
に
争
点
化
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
ほ
ど
基
地
そ
の
も
の
が
争
点
と
な
っ
た
こ
と
は
少
な
い
が
、
今
回
は
争
点
ぼ
か
し
が
で
き
な
い
程
、
県
民
が
基
地
問
題
に
関

心
を
寄
せ
て
い
る
の
は
間
違
い
な
い
。
県
民
が
基
地
に
反
対
か
、
賛
成
か
を
選
択
す
る
機
会
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
以
下
の
調
査
結
果
か

ら
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。

沖
縄
タ
イ
ム
ス
が
投
票
一
週
間
前
の
一
一
月
七
、
八
日
の
両
日
に
朝
日
新
聞
社
、
琉
球
朝
日
放
送
と
合
同
で
実
施
し
た
知
事
選
に
関
す

る
情
勢
・
世
論
調
査
で
は
、
有
権
者
は
投
票
す
る
際
に
何
を
最
も
重
視
す
る
の
か
と
の
問
い
に
は
、「
基
地
問
題
」
が
四
五
％
と
半
数
近

く
を
占
め
た
。
次
い
で
「
経
済
の
活
性
化
」
が
三
八
％
で
あ
っ
た
（
17
）

。

沖
縄
タ
イ
ム
ス
と
琉
球
放
送
が
一
一
月
二
五
、
六
日
に
実
施
し
た
調
査
で
も
「
基
地
問
題
」
が
四
割
と
最
も
多
く
、「
経
済
の
活
性
化
」

の
三
割
を
上
回
っ
て
い
た
。
政
党
別
に
見
て
み
る
と
、
自
民
党
支
持
層
の
五
六
％
が
「
経
済
の
活
性
化
」、
二
六
％
が
「
基
地
問
題
」
を

選
択
し
た
。
民
主
党
支
持
層
で
は
四
七
％
が
「
経
済
の
活
性
化
」、
四
三
％
が
「
基
地
問
題
」
を
選
ん
だ
。
自
民
、
民
主
が
辺
野
古
移
設

を
推
進
し
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
両
党
の
支
持
者
が
基
地
問
題
よ
り
も
経
済
の
活
性
化
を
重
視
し
た
の
は
当
然
で
あ
る
（
18
）

。

三
五
六



国
策
の
あ
り
方
を
問
う
沖
縄
県
知
事
選
（
照
屋
）

（
四
三
九
）

琉
球
新
報
と
沖
縄
テ
レ
ビ
放
送
の
合
同
調
査
で
は
、「
普
天
間
飛
行
場
な
ど
の
基
地
問
題
」
が
四
六
・
三
％
、「
経
済
振
興
や
雇
用
対
策
」

二
一
・
六
％
、「
医
療
や
福
祉
の
問
題
」
一
〇
・
八
％
、「
子
育
て
や
教
育
」
九
・
三
％
で
あ
っ
た
（
19
）

。
因
み
に
、
二
〇
一
〇
年
知
事
選
で
は
、

共
同
通
信
社
実
施
の
世
論
調
査
に
よ
る
と
、
投
票
に
当
た
っ
て
重
視
す
る
政
策
は
「
雇
用
や
経
済
対
策
な
ど
の
地
域
振
興
策
」

四
九
・
八
％
、「
普
天
間
移
設
問
題
な
ど
の
基
地
問
題
」
二
五
・
三
％
で
、「
辺
野
古
移
設
を
容
認
で
き
な
い
」
と
答
え
た
人
の
中
で
も
地
域

振
興
策
重
視
が
四
三
・
四
％
と
最
多
で
あ
っ
た
（
20
）

。
さ
ら
に
、
二
〇
〇
六
年
知
事
選
で
は
、「
早
急
に
取
り
組
ん
で
欲
し
い
県
政
の
課
題
」

（
複
数
回
答
）
は
、「
経
済
振
興
策
」
が
最
も
多
く
四
七
・
六
％
、
次
に
「
医
療･

福
祉
政
策
」
が
四
六
・
六
％
で
あ
っ
た
。「
基
地
の
整
理
縮

小
」
は
二
八
・
四
％
に
と
ど
ま
っ
た
（
21
）

。
二
〇
〇
六
年
、
一
〇
年
の
知
事
選
と
比
較
し
て
も
今
回
の
知
事
選
で
の
有
権
者
の
基
地
問
題
へ
の

関
心
の
高
さ
が
明
ら
か
で
あ
っ
た
。

投
票
日
当
日
の
出
口
調
査
（
琉
球
新
報
と
共
同
通
信
実
施
）
で
、
実
際
に
投
票
し
た
有
権
者
の
判
断
基
準
を
見
て
み
る
と
、
投
票
す
る
上

で
最
も
重
視
し
た
政
策
は
「
普
天
間
飛
行
場
の
返
還
・
移
設
問
題
」
で
六
〇
・
五
％
で
、
こ
れ
ま
で
の
ど
の
調
査
よ
り
も
基
地
問
題
が
投

票
の
判
断
基
準
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。「
経
済
振
興
・
雇
用
」
は
一
五
・
四
％
で
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
よ
り
も
低
く

な
っ
て
い
る
。
前
回
調
査
で
は
基
地
問
題
が
三
九
・
九
％
、
地
域
振
興
が
三
四
・
四
％
と
拮
抗
し
て
い
た
。
こ
れ
は
選
挙
戦
が
進
む
中
で
翁

長
氏
の
基
地
問
題
に
対
す
る
考
え
方
が
有
権
者
に
浸
透
し
て
き
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
同
時
に
、
辺
野
古
新
基
地
建
設
を
あ
ま
り
に

も
強
権
的
に
推
進
す
る
政
府
へ
の
有
権
者
の
反
発
の
た
め
で
も
あ
ろ
う
。
翁
長
氏
へ
の
投
票
者
で
は
、
最
も
重
視
す
る
施
策
を
普
天
間
問

題
と
し
た
有
権
者
が
八
割
弱
に
上
が
り
、
仲
井
真
氏
へ
の
投
票
者
で
は
四
割
強
だ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
支
持
政
党
別
で
み
て
も
、
全
て
の

政
党
で
最
も
重
視
す
る
施
策
を
「
普
天
間
問
題
」
と
回
答
し
た
有
権
者
が
多
か
っ
た
。
社
民
党
支
持
層
で
は
九
割
弱
、
民
主
党
支
持
層
で

は
六
割
強
。
自
民
党
支
持
層
は
五
割
、
公
明
支
持
層
は
四
割
、
無
党
派
層
も
最
も
重
視
す
る
と
の
回
答
が
七
割
弱
で
あ
っ
た
（
22
）

。

三
五
七



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
四
四
〇
）

今
回
の
選
挙
で
は
ど
の
調
査
で
も
有
権
者
の
投
票
基
準
は
、
基
地
問
題
で
あ
り
、
辺
野
古
移
設
反
対
を
訴
え
る
翁
長
氏
に
有
利
に
な
っ

た
。
自
民
党
支
持
層
、
公
明
党
支
持
層
、
無
党
派
層
の
有
権
者
の
中
に
も
辺
野
古
移
設
反
対
は
多
く
、
結
局
、
自
民
党
支
持
層
で
も
仲
井

真
氏
の
辺
野
古
移
設
容
認
に
は
賛
同
し
な
い
こ
と
は
、
世
論
調
査
か
ら
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
因
み
に
、
仲
井
真
氏
は
自
民
党
支
持
層
の

五
割
強
を
固
め
た
が
、
公
明
党
支
持
層
は
三
割
、
無
党
派
層
で
も
二
割
強
し
か
浸
透
し
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
自
民
党
支
持
層
の
三
割
弱

が
翁
長
氏
に
流
れ
て
い
た
（
23
）

。

さ
ら
に
、
沖
縄
タ
イ
ム
ス
社
が
朝
日
新
聞
、
琉
球
朝
日
放
送
と
投
票
当
日
に
実
施
し
た
知
事
選
の
出
口
調
査
で
は
、
普
天
間
問
題
を
最

も
重
視
し
た
と
答
え
た
有
権
者
の
う
ち
、
翁
長
氏
に
投
票
し
た
の
は
六
五
・
九
九
％
で
、
仲
井
真
氏
は
二
八
・
七
二
％
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら

も
今
回
の
知
事
選
で
は
、
辺
野
古
受
け
入
れ
が
勝
敗
を
決
し
た
と
い
え
る
（
24
）

。

多
く
の
課
題
の
中
で
米
軍
普
天
間
飛
行
場
返
還
に
伴
う
代
替
施
設
の
辺
野
古
移
設
が
進
み
、
オ
ス
プ
レ
イ
が
普
天
間
配
備
さ
れ
る
等
、

県
民
多
数
の
民
意
に
沿
わ
な
い
形
で
基
地
問
題
を
め
ぐ
っ
て
大
き
な
動
き
が
あ
っ
た
こ
と
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
世
論
の
変
化
は
十
分
理

解
で
き
る
。
政
府
は
安
全
保
障
・
基
地
問
題
は
国
の
専
権
事
項
で
あ
り
、
沖
縄
県
は
ど
う
に
も
で
き
な
い
と
い
う
意
見
も
あ
る
。
し
か
し
、

こ
の
世
論
の
変
化
は
、
県
民
の
声
を
集
約
し
、
国
の
安
全
保
障
政
策
に
反
映
さ
せ
る
知
事
へ
の
期
待
と
見
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
（
25
）

。

騒
音
や
事
件
事
故
な
ど
生
活
の
質
に
影
響
を
与
え
る
マ
イ
ナ
ス
面
が
大
き
い
と
い
う
意
識
の
変
化
が
出
て
き
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ

う
。
翁
長
陣
営
は
「
基
地
は
経
済
発
展
の
阻
害
要
因
」
と
い
う
県
民
の
共
通
認
識
に
訴
え
、
基
地
と
決
別
す
る
覚
悟
を
示
し
た
こ
と
は
有

権
者
の
ニ
ー
ズ
を
捉
え
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

三
五
八



国
策
の
あ
り
方
を
問
う
沖
縄
県
知
事
選
（
照
屋
）

（
四
四
一
）

Ⅳ　

仲
井
真
氏
の
移
設
問
題
へ
の
ス
タ
ン
ス
の
変
遷

仲
井
真
氏
の
移
設
問
題
に
対
す
る
ス
タ
ン
ス
は
、
二
〇
〇
六
年
知
事
選
で
は
条
件
付
き
賛
成
で
あ
っ
た
。
二
〇
一
〇
年
の
知
事
選
で
も

直
前
ま
で
有
権
者
は
「
条
件
付
き
受
け
入
れ
賛
成
」
と
受
け
止
め
て
い
た
。
し
か
し
、「
普
天
間
飛
行
場
を
ど
う
す
べ
き
か
」
に
つ
い
て

の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、「
沖
縄
県
以
外
の
日
本
国
内
」
が
二
〇
・
二
％
、「
国
外
移
設
」
が
三
四
・
二
％
、「
無
条
件
で
基
地
を
撤
去
」
が

二
〇
・
二
％
で
、
県
内
移
設
反
対
は
七
四
・
六
％
に
も
な
っ
て
い
た
（
26
）

。
県
民
の
ほ
ぼ
七
五
％
が
県
外
移
設
、
国
外
移
設
を
望
ん
で
お
り
、
沖

縄
の
選
挙
で
は
今
や
県
内
移
設
容
認
で
選
挙
戦
を
戦
う
こ
と
は
不
可
能
に
近
い
。
そ
こ
で
仲
井
眞
陣
営
も
そ
の
対
応
に
苦
慮
し
た
こ
と
は

間
違
い
な
い
。
自
民
党
、
公
明
党
を
中
心
に
仲
井
真
知
事
に
「
県
内
移
設
反
対
」
を
明
言
す
る
よ
う
に
求
め
た
。
自
民
、
公
明
は
「
県
内

移
設
容
認
」
で
は
選
挙
戦
を
戦
え
な
い
。
仲
井
真
氏
が
「
県
外
・
国
外
移
設
」
を
明
言
し
な
け
れ
ば
、
候
補
者
と
し
て
の
擁
立
も
で
き
な

い
と
の
声
が
強
か
っ
た
。

そ
の
結
果
、
つ
い
に
仲
井
眞
氏
は
こ
れ
ま
で
の
立
場
を
変
え
、「
県
内
移
設
は
事
実
上
、
不
可
能
。
県
外
移
設
を
求
め
る
」
こ
と
に

な
っ
た
（
27
）

。
同
時
に
、
県
内
の
仲
井
真
ブ
レ
ー
ン
の
研
究
者
・
学
者
も
強
力
に
「
県
外
・
国
外
移
設
」
を
迫
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
更

に
、
今
回
の
対
立
候
補
と
な
っ
た
翁
長
氏
は
二
〇
一
〇
年
の
知
事
選
で
は
仲
井
真
氏
の
選
対
本
部
長
を
務
め
、
仲
井
真
氏
に
県
外
移
設
を

迫
り
、
変
更
さ
せ
た
と
い
う
経
緯
も
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
普
天
間
飛
行
場
の
代
替
施
設
の
県
内
移
設
を
条
件
付
き
で
容
認
し
て
い
た
仲
井

真
氏
は
、
二
〇
一
〇
年
一
月
の
名
護
市
長
選
、
九
月
の
同
市
議
選
で
県
内
移
設
反
対
派
が
勝
利
し
た
こ
と
へ
の
危
機
感
が
仲
井
真
氏
の

「
ス
タ
ン
ス
の
変
化
」
に
つ
な
が
り
、
九
月
に
は
正
式
に
方
針
を
変
更
し
た
（
28
）

。
基
地
問
題
解
決
の
最
善･

最
速
は
県
外
移
設
で
あ
る
。

〇
・
六
％
の
面
積
に
七
四
％
は
い
ら
な
い
と
の
確
固
た
る
信
念
で
県
外
移
設
を
強
く
要
求
し
て
行
く
こ
と
に
な
っ
た
（
29
）

。
三
五
九



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
四
四
二
）

と
こ
ろ
が
、
今
回
の
選
挙
で
は
、
基
地
問
題
を
め
ぐ
っ
て
こ
れ
ま
で
と
は
ス
タ
ン
ス
を
一
変
さ
せ
た
。
二
〇
一
三
年
三
月
二
二
日
に
政

府
が
辺
野
古
埋
め
立
て
の
承
認
申
請
を
出
し
、
県
庁
内
部
で
の
検
討
の
段
階
で
も
、
政
府
が
「
辺
野
古
移
設
が
で
き
な
け
れ
ば
、
普
天
間

の
固
定
化
に
繋
が
る
」
と
い
う
こ
と
に
対
し
て
、
政
府
の
対
応
に
怒
り
「
一
種

の
政
治
の
堕
落
」
だ
と
批
判
し
た
こ
と
も
あ
り
、
県
民
も
不
承
認
へ
の
一
縷
の

望
み
を
託
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
二
〇
一
三
年
一
二
月
二
五
日
「
普

天
間
飛
行
場
の
五
年
以
内
の
運
用
停
止
や
オ
ス
プ
レ
イ
一
二
機
の
県
外
拠
点
配

備
に
関
し
、
オ
ス
プ
レ
イ
訓
練
の
約
半
分
を
県
外
移
転
す
る
た
め
の
作
業
チ
ー

ム
を
防
衛
省
に
設
置
し
た
」
こ
と
に
対
し
知
事
は
「
驚
く
べ
き
立
派
な
内
容
だ
。

首
相
の
気
持
ち
を
胸
に
受
け
止
め
、
埋
め
立
て
の
承
認
、
不
承
認
を
二
七
日
頃

に
決
め
る
」
と
述
べ
、
承
認
を
示
唆
し
た
。
仲
井
真
氏
は
政
府
・
官
邸
に
説
得

さ
れ
、
埋
め
立
て
を
承
認
す
る
こ
と
に
な
り
、
多
く
の
県
民
を
落
胆
さ
せ
、
仲

井
真
氏
へ
の
怒
り
が
マ
グ
マ
の
如
く
煮
え
た
ぎ
る
も
の
が
あ
っ
た
。
最
も
県
民

を
失
望
さ
せ
た
の
は
、
政
府
の
提
示
し
た
内
容
に
「
い
い
正
月
に
な
る
」
と
の

発
言
で
あ
っ
た
。
そ
の
発
言
は
一
年
後
の
知
事
選
に
致
命
的
な
影
響
を
与
え
る

こ
と
は
全
く
想
定
で
き
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
怒
り
は
知
事
選
で
仲
井
真

氏
へ
の
怒
り
の
一
票
に
な
り
、
選
挙
へ
の
影
響
は
計
り
知
れ
な
い
程
で
あ
っ
た
。

表 1　仲井真知事の発言の変遷

2006年10月 「条件付きで県内移設はあり得る」（知事選を前にし
た対談で）

2010年 4月 「（県内移設は）差別に近い印象すら持つ」（国外・
県外移設をもとめる4．25県民大会で）

9月 「普天間飛行場を県外に移設することを求めていき
たい」（県議会代表質問で『県外』を初めて明言）

2011年11月 「県外移設を求めるという姿勢に変化はない」（再選
1年の記者会見で）

2013年 9月 「（可否判断は）申し上げてきた脈絡の中でのものに
なる」（9月議会代表質問で答弁）

11月 「固定化するとの発想、言葉がでてくること自体一
種の堕落だ」（定例記者会見で）

出典）「沖縄タイムス」2013年12月24日。

三
六
〇



国
策
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あ
り
方
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問
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沖
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県
知
事
選
（
照
屋
）

（
四
四
三
）

Ⅴ　

選
挙
結
果

選
挙
結
果
は
表
2
の
よ
う
に
、
翁
長
氏
が
三
六
万
八
二
〇
票
獲
得
し
、
二
六
万
一
〇
七
六
票
の
仲
井
真
氏
に
九
万
九
七
四
四
票
の
大
差

で
圧
勝
し
た
。
翁
長
氏
の
得
票
数
は
、
他
の
下
地
氏
、
喜
納
氏
と
い
う
前
国
会
議
員
で
そ
れ
な
り
の
知
名
度
・
政
治
実
績
の
あ
る
候
補
の

得
票
数
を
加
え
た
得
票
数
よ
り
も
二
万
二
四
七
六
票
も
多
く
、
得
票
率
で
五
一
・
六
一
％
で
過
半
数
を
超
え
た
。

市
町
村
別
で
の
両
氏
の
得
票
数
を
比
較
し
て
み
る
と
、
二
九
市
町
村
長
が
仲
井
真
氏
を
支
持
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
支
部
長
と
な
り
運
動
を

展
開
し
た
（
30
）

。
し
か
し
開
票
結
果
を
見
る
と
、
仲
井
真
氏
が
翁
長
氏
を
上
回
っ
た
市
町
村
は
、
市
で
は
一
一
市
の
う
ち
宮
古
島
市
と
石
垣
市

だ
け
（
仲
井
真
氏
が
相
手
候
補
を
上
回
っ
た
の
は
二
〇
一
〇
年
知
事
選
で
は
一
〇
市
）。
村
で
は
一
九
村
の
う
ち
国

頭
村
、
東
村
、
宜
野
座
村
、
渡
嘉
敷
村
、
座
間
味
村
、
渡
名
喜
村
、
南
北
両
大
東
、
伊
是
名
村
、
多
良
間
村

の
九
村
（
同
一
四
村
）、
町
で
は
一
一
町
の
う
ち
竹
富
町
、
与
那
国
町
の
二
町
（
同
八
町
）
で
あ
っ
た
。
特
に

市
部
で
の
惨
敗
が
大
き
く
響
い
た
。
宮
古
島
市
と
石
垣
市
で
翁
長
氏
が
仲
井
真
氏
に
リ
ー
ド
さ
れ
た
の
は
、

両
市
に
基
地
が
な
く
、
今
回
の
選
挙
の
大
き
な
争
点
に
な
っ
て
い
た
が
、
両
市
で
は
仲
井
真
氏
の
経
済
政
策

に
支
持
が
強
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
さ
ら
な
る
分
析
が
必
要
で
あ
る
。
多
く
の
保
守
系
の
市
町
村
長
は
、

仲
井
真
氏
を
支
持
し
た
が
、
保
守
系
市
町
村
の
有
権
者
は
、
基
地
受
け
入
れ
を
承
認
し
た
仲
井
真
氏
よ
り
も

移
設
反
対
の
翁
長
氏
を
支
持
し
た
。
こ
こ
で
も
有
権
者
が
い
か
に
投
票
の
判
断
基
準
に
基
地
問
題
が
影
響
し

て
い
た
か
が
理
解
で
き
る
。

さ
ら
に
、
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
普
天
間
基
地
が
あ
り
、
保
守
系
市
長
で
辺
野
古
移
設
を
容
認
す
る
市
長

表 2　各候補の得票数・率

得票数（票） 得票率（％）

翁長雄志 360,820 51.61
仲井真弘多 261,076 37.34

下地幹郎 69,447 9.93
喜納昌吉 7,821 1.12
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（
四
四
四
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の
宜
野
湾
市
で
も
翁
長
氏
二
一
、九
九
五
票
と
仲
井
真
氏
一
九
、〇
六
六
票
で
、
二
、九
二
九
票
差
で
あ
っ
た
。
基
地
の
受
け
入
れ
先
と

な
っ
て
い
る
名
護
市
で
は
、
翁
長
氏
一
七
、〇
六
〇
票
、
仲
井
真
氏
一
二
、二
七
四
票
で
、
四
、七
八
六
票
差
で
あ
っ
た
。
普
天
間
基
地
を

抱
え
る
宜
野
湾
市
は
、
辺
野
古
移
設
が
実
現
で
き
な
け
れ
ば
、
普
天
間
飛
行
場
の
固
定
化
を
政
府
が
考
え
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
辺

野
古
移
設
反
対
を
訴
え
る
翁
長
氏
の
支
持
が
多
か
っ
た
。
一
方
、
名
護
市
で
も
仲
井
真
氏
は
宜
野
湾
市
で
の
票
差
以
上
に
翁
長
氏
が
リ
ー

ド
し
て
お
り
、
名
護
市
民
は
一
月
の
市
長
選
挙
で
も
知
事
選
で
も
基
地
受
け
入
れ
を
拒
否
し
て
い
る
こ
と
を
明
示
し
た
。

今
知
事
選
は
仲
井
真
氏
が
出
馬
し
、
翁
長
氏
と
の
実
質
的
な
一
揆
打
ち
に
な
れ
ば
、
仲
井
真
氏
に
勝
ち
目
が
な
い
こ
と
は
、
仲
井
真
氏

を
県
連
が
擁
立
し
、
自
民
党
本
部
に
要
請
し
た
頃
か
ら
自
民
党
独
自
の
世
論
調
査
で
仲
井
真
氏
に
か
な
り
厳
し
い
結
果
が
出
て
い
た
。
し

か
し
沖
縄
県
連
は
頑
と
し
て
仲
井
真
氏
擁
立
に
拘
っ
た
。
最
終
的
に
は
自
民
党
本
部
も
仲
井
真
氏
の
擁
立
を
容
認
し
た
（
31
）

。
し
か
し
、
選
挙

戦
に
入
っ
て
も
仲
井
真
氏
へ
の
有
権
者
の
反
応
は
か
な
り
厳
し
く
、
ど
の
時
点
の
ど
の
世
論
調
査
で
も
翁
長
氏
に
大
き
く
差
を
付
け
ら
れ

て
い
た
。
選
挙
関
係
者
の
話
を
総
合
的
に
判
断
す
る
と
優
に
一
〇
万
票
の
差
が
付
く
こ
と
は
織
り
込
み
済
み
で
あ
っ
た
。
期
日
前
投
票
、

当
日
投
票
の
出
口
調
査
で
も
翁
長
氏
に
大
き
く
差
を
付
け
ら
れ
た
。
テ
レ
ビ
局
は
開
票
即
報
番
組
で
八
時
の
時
報
と
共
に
間
髪
を
入
れ
ず

に
翁
長
氏
の
当
確
を
打
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
知
事
選
で
こ
の
よ
う
な
い
わ
ゆ
る
「
ゼ
ロ
打
ち
」
は
初
め
て
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
現
職
が
か
く

も
惨
敗
し
た
の
か
、
基
地
移
設
問
題
が
ど
の
よ
う
に
影
響
し
た
か
を
中
心
に
考
え
て
み
た
い
。

（
一
）
翁
長
氏
の
勝
因

大
方
の
有
権
者
の
予
想
を
上
回
る
歴
史
的
な
選
挙
結
果
で
あ
っ
た
。
同
時
に
、
今
後
の
沖
縄
の
政
治
潮
流
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ

と
は
確
実
で
あ
る
。
知
事
選
は
仲
井
真
県
政
に
対
す
る
信
任
投
票
的
性
格
を
帯
び
て
お
り
、
有
権
者
は
国
策
に
追
従
し
て
辺
野
古
移
設
を

承
認
し
た
仲
井
真
県
政
に
明
確
に
不
信
任
を
突
き
つ
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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問
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沖
縄
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（
照
屋
）

（
四
四
五
）

知
事
選
は
新
た
な
枠
組
み
の
選
挙
で
あ
り
、
翁
長
陣
営
に
と
っ
て
革
新
票
に
ど
れ
だ
け
保
守
票
を
上
乗
せ
で
き
る
か
が
大
き
な
鍵
で

あ
っ
た
が
、
翁
長
氏
の
得
票
は
予
想
以
上
で
あ
っ
た
。
選
挙
戦
術
と
し
て
辺
野
古
移
設
問
題
で
仲
井
真
氏
と
の
対
決
姿
勢
を
鮮
明
に
し
た

こ
と
で
革
新
系
の
支
持
を
手
堅
く
固
め
、
保
守
の
重
鎮
と
し
て
の
政
治
経
歴
か
ら
保
守
層
の
票
も
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
具
体
的
に

考
え
て
み
る
と
、
以
下
の
点
が
圧
勝
に
繋
が
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

①　

建
白
書
勢
力
・
オ
ー
ル
沖
縄
の
結
集
：
米
軍
普
天
間
飛
行
場
の
県
内
移
設
反
対
、
オ
ス
プ
レ
イ
の
配
備
撤
回
な
ど
を
政
府
に
求
め

た
「
建
白
書
（
32
）

」
の
実
現
を
掲
げ
、「
オ
ー
ル
沖
縄
」
の
呼
び
か
け
に
県
政
野
党
や
自
民
党
を
除
名
さ
れ
た
那
覇
市
議
会
保
守
系
の
新
風
会
、

経
済
界
有
志
ら
保
革
を
乗
り
越
え
た
県
政
史
上
初
の
選
挙
態
勢
が
効
を
奏
し
た
。
本
来
な
ら
ば
、
保
守
と
革
新
が
選
挙
で
共
闘
す
る
こ
と

は
極
め
て
難
し
い
が
、
知
事
選
で
革
新
側
は
安
保
反
対
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
封
印
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
従
来
一
体
視
さ
れ
て
き
た
基
地

の
対
立
軸
と
安
保
の
対
立
軸
を
分
離
し
、
そ
の
中
間
に
安
保
に
は
反
対
し
な
い
が
基
地
に
は
反
対
と
い
う
、
新
た
な
中
間
層
の
顕
在
化
と

拡
大
を
も
た
ら
し
た
。
そ
れ
が
保
革
を
超
え
た
オ
ー
ル
沖
縄
の
結
集
を
可
能
に
す
る
と
と
も
に
、
無
党
派
・
無
関
心
層
の
受
け
皿
と
な
っ

て
、
翁
長
氏
の
当
選
に
繋
が
っ
た
（
33
）

。

革
新
政
党
や
自
民
党
を
除
名
さ
れ
た
那
覇
市
議
会
「
新
風
会
」
な
ど
の
一
部
保
守
層
、
経
済
界
有
志
な
ど
の
幅
広
い
支
持
層
が
擁
立
し

た
翁
長
氏
が
、
仲
井
真
氏
に
対
す
る
批
判
票
の
受
け
皿
と
な
っ
た
。
翁
長
氏
は
近
年
、
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
反
対
な
ど
を
訴
え
る
県
民
大
会

で
共
同
代
表
を
務
め
、
保
革
の
政
治
的
立
場
を
超
え
て
県
民
の
総
意
を
政
府
に
伝
え
る
「
オ
ー
ル
沖
縄
」
の
象
徴
的
な
存
在
と
な
り
、
県

民
の
期
待
を
集
め
て
い
た
（
34
）

。

②　

無
党
派
層
へ
の
浸
透
：
無
党
派
層
は
そ
の
と
き
の
選
挙
に
関
心
が
出
て
き
た
場
合
に
は
投
票
に
出
か
け
る
が
、
そ
う
で
な
い
場
合

に
は
投
票
し
な
い
。
従
っ
て
、
無
党
派
層
が
ど
う
動
く
か
に
よ
っ
て
選
挙
結
果
に
大
き
な
影
響
が
出
る
。
或
い
は
無
党
派
層
を
引
き
付
け
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る
こ
と
の
で
き
た
候
補
者
が
有
利
に
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
（
35
）

。
近
年
の
選
挙
は
、「
無
党
派
層
を
制
す
者
が
、
選
挙
を
制
す
」
と
言
わ

れ
る
よ
う
に
、
無
党
派
層
の
支
持
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
が
、
選
挙
結
果
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
、
こ
れ
ま
で
の
選

挙
か
ら
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
無
党
派
層
が
最
も
多
く
五
三
・
二
％
で
有
権
者
の
主
役
に
な
っ
て
い
る
。
支
持
率
で
見
る
と
最
も
高
い
の

が
自
民
党
の
二
一
・
六
％
、
民
主
八
・
六
％
、
共
産
三
・
一
％
、
社
民
三
％
、
公
明
二
・
三
％
、
維
新
の
党
二
・
二
％
、
社
大
一
・
二
％
、
生
活

の
党
〇
・
五
％
、
み
ん
な
の
党
〇
・
三
％
、
政
党
そ
う
ぞ
う
と
次
世
代
の
党
〇
・
一
％
で
あ
っ
た
（
36
）

。
翁
長
氏
は
無
党
派
層
の
五
割
超
に
浸
透

し
、
一
方
、
仲
井
真
氏
は
二
割
の
支
持
し
か
な
か
っ
た
（
37
）

。

さ
ら
に
、
投
票
当
日
に
沖
縄
タ
イ
ム
ス
社
と
朝
日
新
聞
、
琉
球
朝
日
放
送
が
実
施
し
た
知
事
選
の
出
口
調
査
で
、
翁
長
氏
が
無
党
派
層

の
六
二
・
九
六
％
、
仲
井
真
氏
は
二
四
・
七
五
％
で
、
仲
井
真
氏
に
大
き
く
リ
ー
ド
し
て
い
た
（
38
）

。
翁
長
氏
の
辺
野
古
移
設
反
対
の
訴
え
が
、

日
増
し
に
無
党
派
層
を
引
き
付
け
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
結
局
、
無
党
派
層
か
ら
の
支
持
が
多
か
っ
た
翁
長
氏
が
終
始
選
挙
戦
を

優
位
に
展
開
し
た
。

翁
長
氏
は
、
選
挙
戦
を
通
し
て
米
軍
普
天
間
飛
行
場
の
辺
野
古
移
設
問
題
に
関
し
、「
県
民
の
心
を
一
つ
に
オ
ー
ル
沖
縄
で
取
り
組
む
」

「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
よ
り
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
と
訴
え
、
移
設
阻
止
に
向
け
て
保
革
を
超
え
た
理
念
の
実
現
を
目
指
す
考
え
を
強
調
し
た
（
39
）

。

知
事
選
で
最
も
印
象
的
だ
っ
た
フ
レ
ー
ズ
は
翁
長
氏
の
訴
え
た
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
よ
り
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の

保
革
対
立
構
造
を
脱
却
し
、「
オ
ー
ル
沖
縄
」
で
結
集
す
る
こ
と
を
呼
び
か
け
た
。「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
追
求
は
、
近
代
か
ら
戦
後
ま

で
沖
縄
の
歴
史
を
貫
く
心
情
と
論
理
で
あ
っ
た
。
保
革
対
立
が
残
っ
て
い
た
沖
縄
の
政
治
に
と
っ
て
今
回
の
選
挙
は
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
に
基
づ
く
新
た
な
政
治
の
幕
開
け
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
（
40
）

」。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
よ
り
も
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
」
と
い
う
翁
長
氏
の
訴
え
は
無
党
派
層
に
広
く
浸
透
し
た
と
い
え
る
。
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③　

盛
り
上
が
っ
た
大
衆
運
動
と
の
連
動
：
辺
野
古
移
設
反
対
の
大
衆
運
動
は
、
従
来
の
運
動
と
は
違
っ
て
保
革
を
乗
り
越
え
、
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
よ
り
も
沖
縄
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
へ
の
思
い
入
れ
が
運
動
の
求
心
力
と
な
っ
て
粘
り
強
く
展
開
さ
れ
て
い
る
。
辺
野
古
移
設

反
対
で
結
束
で
き
た
こ
と
は
、
全
く
新
し
い
枠
組
み
で
の
対
応
で
あ
り
、
勝
利
に
繋
が
っ
た
。「
島
ぐ
る
み
」
で
の
結
束
が
効
を
奏
し
た

と
も
言
え
る
。
翁
長
氏
は
辺
野
古
移
設
に
反
対
し
て
い
る
多
く
の
有
権
者
の
支
持
を
得
た
。
二
〇
一
四
年
八
月
二
三
日
新
基
地
建
設
に
反

対
す
る
米
軍
キ
ャ
ン
プ･

シ
ュ
ワ
ブ
ゲ
ー
ト
で
の
県
民
集
会
「
止
め
よ
う
新
基
地
建
設
！
み
ん
な
で
行
こ
う
、
辺
野
古
へ
。」
に
は
、
約

三
六
〇
〇
人
（
主
催
者
発
表
）
が
参
加
し
た
。
九
月
二
〇
日
建
設
作
業
が
進
む
辺
野
古
の
浜
で
開
催
さ
れ
た
県
民
大
会
「
み
ん
な
で
行
こ

う
、
辺
野
古
へ
。
止
め
よ
う
新
基
地
建
設
！
九
・
二
〇
県
民
大
行
動
」
に
は
五
五
〇
〇
人
（
同
）
が
参
加
し
た
。「
島
ぐ
る
み
会
議
」
が

二
〇
一
四
年
八
月
か
ら
毎
週
月
曜
日
辺
野
古
へ
の
バ
ス
を
出
し
、
反
対
運
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
選
挙
へ
の
相
乗
効
果
も
出
た
の
で
は
な
い

か
。
こ
の
よ
う
な
運
動
は
こ
れ
ま
で
に
な
い
新
た
な
沖
縄
に
お
け
る
大
衆
運
動
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
県
民
大
会
、
バ
ス
で
辺
野
古
に

行
っ
て
基
地
建
設
反
対
を
訴
え
る
有
権
者
の
多
く
が
選
挙
で
は
、
翁
長
氏
に
投
票
し
た
こ
と
は
推
測
で
き
る
。

④　

基
地
依
存
経
済
へ
の
有
権
者
の
意
識
の
変
化
：
一
九
六
八
年
の
行
政
主
席
選
挙
で
の
政
策
論
争
の
中
で
有
権
者
の
関
心
を
引
い
た

の
は
「
イ
モ
・
ハ
ダ
シ
論
」
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
沖
縄
の
経
済
は
基
地
依
存
度
が
高
い
の
で
、
本
土
復
帰
し
て
基
地
が
な
く
な
れ
ば
、
沖

縄
は
経
済
的
に
困
窮
し
、
イ
モ
・
ハ
ダ
シ
の
生
活
に
な
る
と
い
う
考
え
方
で
あ
っ
た
（
41
）

。

し
か
し
、
基
地
依
存
の
状
況
は
大
き
く
様
変
わ
り
し
つ
つ
あ
る
。
基
地
関
連
収
入
の
県
経
済
に
占
め
る
割
合
は
一
九
七
二
年
の
復
帰
時

の
一
五
・
五
％
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
一
一
年
に
は
三
分
の
一
以
下
の
四
・
九
％
ま
で
低
下
し
て
い
る
（
42
）

。
今
や
沖
縄
経
済
は
米
軍
基
地
か
ら
派

生
す
る
収
入
へ
の
依
存
か
ら
脱
却
し
つ
つ
あ
る
。
か
つ
て
の
「
基
地
が
な
け
れ
ば
沖
縄
の
経
済
は
成
り
立
た
な
い
」
と
ま
で
言
わ
れ
て
い

た
が
基
地
の
返
還
に
伴
い
県
経
済
が
拡
大
し
て
き
た
実
績
に
よ
っ
て
、
選
挙
で
翁
長
氏
が
訴
え
た
よ
う
に
、
軍
事
基
地
の
存
在
は
む
し
ろ
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経
済
成
長
の
「
阻
害
要
因
」
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
県
内
で
は
説

得
力
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
第
一
の
要
因
は
、
あ
れ
だ
け

膨
大
な
面
積
を
占
有
し
て
い
な
が
ら
、
軍
関
係
受
け
取
り
が
県
民

所
得
の
わ
ず
か
四
・
九
％
ほ
ど
し
か
な
い
。
し
か
し
何
と
言
っ
て

も
決
定
的
な
こ
と
は
、
い
く
つ
か
の
返
還
跡
地
の
利
用
が
進
ん
だ

こ
と
で
あ
る
。
県
企
画
部
の
検
証
で
は
、
跡
地
利
用
の
先
行
事
例

で
あ
る
「
那
覇
新
都
心
地
区
」「
小
禄
金
城
地
区
」「
北
谷
桑
江
・

北
前
地
区
」
の
返
還
前
後
の
経
済
効
果
は
、
県
民
の
期
待
を
大
き

く
上
回
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
事
例
は
、
基
地
に
占
有
さ

れ
て
い
た
時
代
と
比
較
し
て
、
雇
用
、
税
収
な
ど
、
ど
の
経
済
指

標
を
と
っ
て
も
は
る
か
に
よ
い
成
果
が
上
が
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
（
43
）

。
さ
ら
に
、
今
後
返
還
が
予
定
さ
れ
て
い
る
嘉
手
納
以
南

の
キ
ャ
ン
プ
瑞
慶
覧
、
普
天
間
飛
行
場
、
牧
港
補
給
地
区
、
那
覇
軍
港
に
つ
い
て
、
返
還
さ
れ
た
場
合
の
「
直
接
経
済
効
果
」
が
五
施
設

の
合
計
で
現
在
の
年
間
五
〇
一
億
円
か
ら
八
九
〇
〇
億
円
へ
一
八
倍
に
跳
ね
上
が
る
と
い
う
試
算
も
「
基
地
は
経
済
発
展
の
阻
害
要
因
」

を
実
感
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

知
事
選
で
経
済
界
の
平
良
朝
敬
氏
は
、
基
地
が
経
済
の
阻
害
要
因
で
あ
る
こ
と
を
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。「
辺
野
古
の
岬
、
ア
ジ

ア
に
も
類
が
な
い
す
ば
ら
し
い
岬
で
あ
る
。
辺
野
古
の
キ
ャ
ン
プ
・
シ
ュ
ワ
ブ
の
従
業
員
は
二
〇
〇
人
し
か
い
な
い
。
こ
こ
に
リ
ゾ
ー
ト

を
造
れ
ば
、
住
環
境
も
含
め
て
数
百
倍
の
経
済
効
果
が
出
る
。
シ
ュ
ワ
ブ
だ
け
で
阻
害
要
因
な
の
に
、
今
そ
こ
に
最
悪
な
基
地
を
も
う
一

表 3　基地返還前後の経済効果

出典）『琉球新報』2015年 2 月 5 日
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つ
造
ろ
う
と
し
て
い
る
。
だ
か
ら
声
を
上
げ
て
反
対
に
回
っ
て
い
る
（
44
）

」。

（
二
）
仲
井
真
氏
の
敗
因

知
事
選
で
の
県
内
市
町
村
長
の
対
応
で
は
、
四
一
市
町
村
の
う
ち
那
覇
市
、
名
護
市
な
ど
一
二
市
町
村
長
を
除
く
二
九
市
町
村
が
仲
井

真
氏
を
支
持
し
、
首
長
二
九
人
が
そ
れ
ぞ
れ
支
部
長
と
な
り
、
選
挙
運
動
を
展
開
し
た
。
さ
ら
に
、
西
銘
恒
三
郎
自
民
党
県
連
会
長
が

「
知
事
が
創
設
し
た
自
由
度
の
高
い
一
括
交
付
金
で
市
町
村
が
今
ま
で
で
き
な
か
っ
た
細
か
い
事
業
が
可
能
に
な
っ
た
。
そ
れ
を
真
正
面

か
ら
掲
げ
る
選
挙
だ
（
45
）

」
と
語
る
よ
う
に
、
仲
井
真
氏
の
二
期
目
当
選
後
の
二
〇
一
二
年
に
導
入
さ
れ
た
一
括
交
付
金
で
県
政
と
市
町
村
の

つ
な
が
り
が
深
ま
っ
た
こ
と
を
考
え
る
な
ら
ば
、
仲
井
真
氏
に
も
勝
機
は
あ
る
か
に
思
え
た
。
と
こ
ろ
が
、
特
に
、
公
明
党
と
の
選
挙
協

力
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
、「
い
い
正
月
発
言
」
は
、
大
き
な
敗
因
と
み
て
い
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
他
に
も
次
に
み
る
よ
う
に
、
仲
井
真

氏
に
と
っ
て
は
マ
イ
ナ
ス
要
因
が
多
か
っ
た
。

①　
「
公
約
違
反
」
へ
の
有
権
者
の
反
発
：
仲
井
真
氏
は
、
前
回
知
事
選
で
県
外
移
設
を
公
約
に
掲
げ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
昨
年
末

に
辺
野
古
埋
め
立
て
を
承
認
し
た
こ
と
に
対
す
る
「
公
約
違
反
」
の
根
強
い
批
判
を
払
拭
で
き
な
か
っ
た
。
県
内
で
は
移
設
問
題
で
一
二

年
衆
院
選
で
自
民
党
か
ら
当
選
し
た
小
選
挙
区
三
人
、
比
例
区
一
人
の
衆
議
院
議
員
が
当
選
後
自
民
党
本
部
、
官
邸
の
強
い
圧
力
に
屈
し
、

「
県
外
移
設
を
訴
え
る
」
と
い
う
公
約
を
破
棄
し
、
県
内
移
設
を
容
認
し
た
こ
と
に
対
す
る
裏
切
ら
れ
た
思
い
は
、
根
強
い
怒
り
と
な
り

保
革
を
超
え
て
渦
巻
い
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
仲
井
真
氏
が
前
回
の
知
事
選
で
の
「
県
外
移
設
を
訴
え
る
」
と
い
う
公
約
を
破
り
、

埋
め
立
て
を
承
認
し
た
こ
と
へ
の
有
権
者
の
怒
り
が
選
挙
戦
で
マ
グ
マ
の
如
く
噴
火
し
た
。
公
約
を
破
る
と
い
う
こ
と
が
、
政
治
家
に

と
っ
て
い
か
に
致
命
的
で
あ
る
か
を
知
事
選
は
実
証
し
た
。

②　
「
い
い
正
月
発
言
」：
辺
野
古
埋
め
立
て
承
認
直
前
、
政
府
か
ら
沖
縄
振
興
策
を
示
さ
れ
て
「
い
い
正
月
に
な
る
」
と
発
言
し
、
振
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興
策
予
算
と
引
き
替
え
に
移
設
を
認
め
る
印
象
を
全
国
民
に
与
え
る
と
と
も
に
、
県
民
感
情
を
逆
な
で
し
、
県
民
の
仲
井
真
氏
へ
の
反
発

が
大
き
く
広
が
っ
た
こ
と
も
敗
因
の
大
き
な
要
因
と
な
っ
た
。「
結
局
、
昨
年
末
か
ら
続
く
仲
井
真
へ
の
反
発
感
情
の
壁
を
破
れ
な
か
っ

た
」「
い
い
正
月
発
言
」
で
噴
出
し
た
「
反
仲
井
真
」
の
県
民
感
情
を
最
後
ま
で
払
拭
で
き
な
か
っ
た
。
選
挙
戦
で
陣
営
は
「
い
い
正
月

発
言
」
の
打
ち
消
し
に
躍
起
と
な
っ
た
。
中
盤
か
ら
は
「
沖
縄
県
知
事　

仲
井
真
弘
多
」
の
名
で
お
詫
び
文
書
を
戸
別
配
布
せ
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
。
陣
営
関
係
者
は
「
正
直
言
っ
て
致
命
的
な
言
葉
で
反
発
も
ひ
し
ひ
し
感
じ
る
」
と
語
っ
て
い
た
。
一
方
、
翁
長
氏
の
総
決
起

大
会
で
は
ほ
ぼ
全
て
の
弁
士
が
、
県
民
の
顰
蹙
を
買
っ
た
仲
井
真
氏
の
「
い
い
正
月
発
言
」
に
触
れ
る
こ
と
を
忘
れ
な
か
っ
た
（
46
）

。
こ
の
よ

う
な
選
挙
関
係
者
の
発
言
か
ら
も
「
い
い
正
月
発
言
」
が
い
か
に
選
挙
に
影
響
を
与
え
た
か
が
理
解
で
き
る
。
大
げ
さ
に
言
え
ば
、
仲
井

真
氏
は
「
い
い
正
月
発
言
」
で
自
爆
し
た
と
も
い
え
る
。

③　

公
明
党
の
自
主
投
票
・
自
公
連
立
の
崩
壊
：
埋
め
立
て
を
承
認
し
た
仲
井
真
氏
の
擁
立
に
反
発
し
た
公
明
党
が
自
主
投
票
と
な
り
、

前
回
の
よ
う
な
自
公
体
制
を
組
め
な
か
っ
た
こ
と
も
大
き
く
響
い
た
。
辺
野
古
へ
の
移
設
に
反
対
の
公
明
党
県
本
部
が
今
回
の
知
事
選
で

は
、
仲
井
真
氏
を
推
薦
せ
ず
、
自
主
投
票
を
決
め
、
知
事
選
で
二
〇
〇
二
年
以
来
、
保
守
系
候
補
を
支
援
す
る
た
め
に
構
築
さ
れ
て
き
た

自
公
体
制
が
崩
壊
し
た
こ
と
は
仲
井
真
氏
に
決
定
的
に
不
利
に
働
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
因
み
に
、
共
同
通
信
世
論
調
査
（
一
一
月

七
、
八
日
実
施
）
に
よ
れ
ば
、
翁
長
氏
は
自
主
投
票
の
公
明
党
支
持
層
か
ら
も
四
割
の
支
持
を
得
て
い
た
。
仲
井
真
氏
は
公
明
支
持
層
は

三
割
の
支
持
し
か
な
か
っ
た
（
47
）

。
自
主
投
票
と
は
い
え
、
公
明
票
の
た
っ
た
三
割
し
か
仲
井
真
氏
に
投
票
し
て
い
な
い
。
こ
れ
ま
で
知
事
選

挙
を
は
じ
め
主
要
選
挙
を
自
公
体
制
で
戦
っ
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
面
影
さ
え
な
か
っ
た
と
い
っ
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
。
と
こ

ろ
が
、
知
事
選
で
自
主
投
票
と
し
て
い
た
公
明
票
は
、
事
前
の
世
論
調
査
で
は
大
多
数
が
辺
野
古
移
設
問
題
を
争
点
に
翁
長
を
支
持
し
て

い
た
。
だ
が
出
口
調
査
で
は
約
六
割
が
仲
井
真
を
支
持
し
て
い
た
。
お
そ
ら
く
衆
院
選
挙
が
近
づ
き
「
選
挙
区
は
自
民　

比
例
は
公
明
」
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の
協
力
が
解
消
さ
れ
る
こ
と
を
懸
念
し
て
仲
井
真
氏
に
流
れ
た
と
の
憶
測
も
あ
っ
た
（
48
）

。
衆
院
選
が
一
ヵ
月
後
に
行
わ
れ
る
こ
と
で
仲
井
真

氏
は
公
明
票
を
幾
分
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
た
。

④　

経
済
界
の
分
裂
：
さ
か
の
ぼ
れ
ば
革
新
現
職
の
大
田
昌
秀
氏
を
保
守
系
の
稲
嶺
惠
一
氏
が
破
っ
た
一
九
九
八
年
の
県
知
事
選
で
、

か
り
ゆ
し
、
金
秀
ほ
か
沖
縄
電
力
、
国
場
組
、
り
ゅ
う
せ
き
、
大
城
組
（
大
扇
会
）
の
県
内
の
主
要
企
業
グ
ル
ー
プ
の
「
六
社
会
」
が
結

成
さ
れ
、
稲
嶺
氏
や
後
継
の
仲
井
真
氏
の
勝
利
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
今
知
事
選
で
は
、「
稲
嶺
県
政
を
誕
生
さ
せ

た
時
の
、
あ
の
経
済
界
の
底
力
を
も
う
一
度
発
揮
し
て
も
ら
い
た
い
。
絶
対
に
歴
史
の
歯
車
を
逆
戻
り
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
」
と
の
仲
井

真
陣
営
の
訴
え
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
経
済
界
が
一
枚
岩
に
な
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
の
大
き
な
要
因
の
一
つ
は
、
保
守
系
候
補
が
三
人

立
候
補
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
前
回
知
事
選
で
自
主
投
票
だ
っ
た
県
建
設
業
協
会
の
政
治
連
盟
は
仲
井
真
氏
を
「
推
薦
」、
下
地
氏
を

「
支
持
」
す
る
異
例
の
対
応
を
決
定
し
た
。
辺
野
古
移
設
反
対
を
唱
え
る
翁
長
氏
に
は
推
薦
を
出
さ
な
か
っ
た
。
仲
井
真
氏
に
は
国
場
組
、

翁
長
氏
に
は
金
秀
建
設
、
下
地
氏
に
は
大
米
組
が
付
く
な
ど
、
県
内
大
手
が
三
者
三
様
に
支
援
す
る
こ
と
に
な
り
、
票
は
大
き
く
分
散
せ

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
選
挙
戦
中
盤
で
の
世
論
調
査
で
「
翁
長
氏
先
行
、
仲
井
真
氏
追
う
」
が
報
じ
ら
れ
る
と
、
建
設
業
者
な

ど
様
々
な
業
種
の
経
営
者
が
翁
長
選
対
事
務
所
を
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
、
終
盤
戦
で
は
揺
れ
て
い
た
企
業
票
の
一
部
が
翁
長
氏
に
雪
崩
を

打
っ
た
こ
と
は
、
仲
井
真
氏
に
と
っ
て
は
経
済
界
を
頼
り
に
し
て
い
た
だ
け
に
敗
北
の
大
き
な
要
因
に
な
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

「
ど
の
企
業
に
も
勝
ち
馬
に
乗
り
た
い
気
持
ち
が
あ
る
」
の
は
避
け
ら
れ
な
か
っ
た
（
49
）

。
い
わ
ゆ
る
「
バ
ン
ド
ワ
ゴ
ン
効
果
（
50
）

」
が
働
き
翁
長

氏
が
終
盤
に
向
け
て
有
利
に
展
開
し
た
。

経
済
界
分
裂
の
シ
ン
ボ
ル
的
存
在
と
な
っ
た
の
は
、
か
り
ゆ
し
グ
ル
ー
プ
の
平
良
朝
敬
Ｃ
Ｅ
Ｏ
（
最
高
経
営
責
任
者
）
と
金
秀
グ
ル
ー
プ

の
呉
屋
守
将
会
長
で
あ
っ
た
。
両
氏
は
こ
れ
ま
で
知
事
選
で
稲
嶺
、
仲
井
真
を
支
援
し
て
き
た
。
平
良
氏
は
「
今
、
県
民
は
基
地
が
な
く

三
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て
も
経
済
が
成
長
で
き
る
こ
と
を
肌
で
感
じ
て
い
る
」
と
断
言
し
た
。
呉
屋
氏
は
「
辺
野
古
の
新
基
地
建
設
は
一
切
や
ら
な
い
。
基
地
経

済
か
ら
脱
却
し
、
自
立
し
た
経
済
を
目
指
す
」
と
強
く
訴
え
た
。
翁
長
氏
も
「
基
地
は
今
や
沖
縄
経
済
の
発
展
の
阻
害
要
因
だ
」
と
、
選

挙
期
間
中
繰
り
返
し
訴
え
た
。
こ
こ
に
平
良
、
呉
屋
、
翁
長
の
三
氏
の
思
い
は
一
致
し
、
平
良
、
呉
屋
の
両
氏
は
翁
長
氏
を
強
力
に
支
援

し
た
。
逆
に
、
近
年
の
経
済
成
長
や
基
地
の
跡
地
開
発
が
目
に
見
え
て
伸
張
す
る
中
、
政
府
に
同
調
し
て
県
内
移
設
を
掲
げ
、
振
興
を
加

速
さ
せ
よ
う
と
し
た
仲
井
真
氏
の
政
策
は
経
済
界
に
も
広
く
浸
透
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
（
51
）

。

Ⅵ　

沖
縄
県
知
事
選
と
メ
デ
ィ
ア
の
報
道

沖
縄
に
は
他
府
県
と
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
多
く
の
基
地
が
あ
る
た
め
、
他
府
県
の
県
知
事
選
挙
と
は
大
き
く
違
っ
て
政
府
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
メ
デ
ィ
ア
の
関
心
も
高
く
全
国
紙
も
告
示
頃
か
ら
知
事
選
の
状
況
を
全
国
報
道
す
る
。
地
方
紙
も
選
挙
結
果
を
記
事
、
社
説

で
取
り
上
げ
て
い
る
。
一
地
方
の
選
挙
を
県
外
の
新
聞
が
こ
れ
ほ
ど
扱
う
こ
と
は
、
沖
縄
の
知
事
選
の
結
果
が
、
わ
が
国
の
安
全
保
障
、

外
交
、
防
衛
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
基
地
問
題
が
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
選
挙
ほ
ど
県
外
の
メ
デ
ィ
ア
の
取
り

上
げ
る
頻
度
は
多
く
な
る
。

（
一
）
メ
デ
ィ
ア
の
二
極
分
化

米
軍
普
天
間
飛
行
場
の
辺
野
古
移
設
に
つ
い
て
推
進
派
か
反
対
派
か
、
沖
縄
県
知
事
選
で
ど
の
候
補
者
が
当
選
す
る
か
に
よ
っ
て
、
政

府
が
強
引
に
進
め
て
い
る
移
設
工
事
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
新
聞
各
紙
の
ス
タ
ン
ス
に
も
明
確
に
表
れ
て
い
る
。

日
ご
ろ
は
全
国
紙
が
沖
縄
の
基
地
問
題
を
報
道
す
る
こ
と
は
少
な
い
が
、
選
挙
結
果
が
移
設
を
左
右
し
、
わ
が
国
の
外
交
・
防
衛
政
策
に

も
影
響
を
与
え
る
だ
け
に
、
選
挙
時
の
報
道
は
多
く
な
る
。
本
節
で
は
、
今
知
事
選
を
在
京
紙
が
ど
の
よ
う
に
報
道
し
た
か
、
各
紙
を
比
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較
・
検
討
し
な
が
ら
考
え
て
み
た
い
。

毎
日
新
聞
の
連
載
企
画
「
決
め
る
」（
一
〇
月
一
六
日
〜
二
〇
日
）
は
、
知
事
選
の
構
図
が
保
革
の
対
決
か
ら
保
守
対
保
革
共
闘
の
対
決

に
な
っ
た
背
景
、
保
守
の
重
鎮
で
あ
る
翁
長
雄
志
氏
を
革
新
が
擁
立
し
た
事
情
を
は
じ
め
、
基
地
返
還
跡
地
の
絶
大
な
経
済
効
果
な
ど
を

説
得
力
あ
る
記
事
を
提
示
し
、
基
地
問
題
が
い
か
に
知
事
選
に
影
響
す
る
か
を
伝
え
て
い
る
（
52
）

。
ま
た
、
告
示
日
の
社
説
「
辺
野
古
移
設
へ

の
審
判
だ
」
で
は
「
政
府
は
選
挙
結
果
に
か
か
わ
ら
ず
移
設
進
め
る
方
針
だ
が
、
地
元
の
民
意
を
無
視
し
た
安
全
保
障
政
策
は
長
続
き
し

な
い
。
政
府
は
選
挙
で
示
さ
れ
る
県
民
の
声
に
真
摯
に
耳
を
傾
け
て
も
ら
い
た
い
。
…
沖
縄
の
過
重
な
負
担
の
う
え
に
日
米
安
保
体
制
の

恩
恵
を
享
受
し
て
い
る
本
土
の
人
た
ち
も
ま
た
沖
縄
の
将
来
を
考
え
る
機
会
に
し
た
い
（
53
）

」
と
、
移
設
反
対
の
民
意
を
無
視
し
て
工
事
を
進

め
る
政
府
を
批
判
し
、
選
挙
結
果
を
真
摯
に
受
け
止
め
る
べ
き
だ
と
主
張
し
た
。

朝
日
新
聞
は
、
告
示
翌
日
の
「
社
説
」「
基
地
を
正
面
か
ら
語
れ
」
で
、「
名
護
市
辺
野
古
へ
の
移
設
問
題
に
つ
い
て
菅
官
房
長
官
は

『
過
去
の
問
題
』
と
強
調
す
る
が
、
こ
れ
こ
そ
沖
縄
の
現
実
の
問
題
で
あ
り
、
知
事
選
の
主
要
な
争
点
で
あ
る
。
…
知
事
の
公
約
変
更
に
、

有
権
者
が
ど
う
審
判
を
く
だ
す
の
か
が
注
目
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
政
権
が
相
次
い
で
打
ち
出
す
『
基
地
負
担
の
軽
減
策
』
を
ど
う
み
る
か

も
問
わ
れ
る
。」
と
論
じ
、
知
事
の
公
約
破
棄
、
基
地
の
五
年
後
の
運
用
停
止
な
ど
政
府
の
負
担
軽
減
策
の
欺
瞞
性
を
鋭
く
指
摘
し
た
。

東
京
新
聞
も
社
説
「
基
地
負
担
の
現
実
直
視
し
た
い
」
で
、「
菅
義
偉
官
房
長
官
は
、
…
県
内
移
設
の
是
非
は
『
も
う
過
去
の
問
題
だ
』

と
し
て
県
知
事
選
の
結
果
に
関
係
な
く
、
移
設
作
業
を
進
め
る
方
針
を
強
調
す
る
。
し
か
し
、
民
意
を
顧
み
な
い
強
硬
姿
勢
で
、
基
地
負

担
に
苦
し
む
県
民
の
理
解
が
得
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。
…
日
米
安
全
保
障
体
制
が
日
本
の
平
和
と
安
全
に
不
可
欠
な
ら
、
負
担
は
国
民
が
等

し
く
負
う
べ
き
で
は
な
い
の
か
。
…
本
土
に
住
む
私
た
ち
も
、
同
じ
日
本
国
民
と
し
て
沖
縄
県
民
の
苦
し
み
か
ら
目
を
背
け
て
は
な
ら
な

い
。
今
回
の
知
事
選
を
、
沖
縄
の
現
実
を
と
も
に
見
つ
め
、
考
え
る
機
会
と
し
た
い
（
54
）

。」
と
、
論
じ
、
辺
野
古
新
基
地
建
設
反
対
に
理
解

三
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を
示
し
、
政
府
の
対
応
を
批
判
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
毎
日
、
朝
日
、
東
京
新
聞
は
、
沖
縄
の
基
地
問
題
を
選
挙
を
通
し
て
論
じ
、
沖
縄
の
民
意
を
伝
え
る
報
道
で
あ
っ
た
が
、

読
売
新
聞
な
ど
は
か
な
り
違
っ
た
視
点
か
ら
沖
縄
の
基
地
問
題
を
取
り
上
げ
る
べ
き
だ
と
主
張
し
た
の
は
か
な
り
対
照
的
で
あ
っ
た
。
読

売
新
聞
は
社
説
「『
辺
野
古
』
で
責
任
あ
る
論
戦
を
」
で
、「
辺
野
古
移
設
は
、
基
地
負
担
の
軽
減
と
米
軍
の
抑
止
力
維
持
を
両
立
さ
せ
る

う
え
で
、
最
も
現
実
的
な
選
択
だ
。
実
現
に
は
大
き
な
意
義
が
あ
る
。
…
辺
野
古
移
設
に
反
対
す
る
候
補
は
、
普
天
間
飛
行
場
の
危
険
性

を
除
去
す
る
具
体
的
な
代
替
策
を
示
す
必
要
が
あ
る
。
沖
縄
全
体
の
基
地
負
担
の
軽
減
が
遅
れ
る
リ
ス
ク
に
つ
い
て
も
、
県
民
に
し
っ
か

り
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
55
）

」
と
論
じ
、
辺
野
古
移
設
を
容
認
す
る
仲
井
真
候
補
を
評
価
し
、「
最
も
現
実
的
な
選
択
肢
だ
」
と
主
張

し
た
。

産
経
新
聞
は
「
主
張
」
で
「
正
面
か
ら
移
設
の
意
義
説
け
」
の
見
出
し
で
、「
移
設
先
と
な
る
辺
野
古
埋
め
立
て
の
承
認
は
済
ん
で
い

る
が
、
こ
れ
を
認
め
な
い
候
補
も
お
り
、
そ
の
理
由
を
語
る
べ
き
で
あ
る
。
県
民
に
と
っ
て
、
基
地
負
担
の
軽
減
に
関
心
が
向
く
の
は
当

然
だ
ろ
う
が
、
尖
閣
諸
島
（
石
垣
市
）
を
抱
え
る
沖
縄
が
国
の
守
り
の
最
前
線
を
担
っ
て
い
る
と
い
う
現
実
も
あ
る
。
…
日
米
同
盟
の
抑

止
力
を
保
ち
つ
つ
、
住
宅
密
集
地
に
あ
る
普
天
間
飛
行
場
の
危
険
性
を
除
く
に
は
、
辺
野
古
移
設
の
実
現
こ
そ
が
現
実
的
な
解
答
だ
（
56
）

」
と

論
じ
、
移
設
に
反
対
す
る
候
補
者
の
訴
え
に
異
議
を
唱
え
、
沖
縄
が
国
防
の
最
前
線
で
あ
る
現
実
を
考
慮
し
、
移
設
を
推
進
す
べ
き
だ
と

訴
え
た
。
さ
ら
に
、
知
事
選
関
連
記
事
「
抑
止
力
と
危
険
性
除
去　

県
民
の
判
断
は
」
の
見
出
し
で
「
中
国
と
北
朝
鮮
の
脅
威
を
に
ら
み
、

…
抑
止
力
と
危
険
性
除
去
を
両
立
さ
せ
る
に
は
、『
苦
渋
の
選
択
（
仲
井
真
氏
）』
で
あ
る
辺
野
古
移
設
し
か
な
い
が
、
県
民
は
ど
の
よ
う

な
判
断
を
下
す
の
か
」
と
、
辺
野
古
移
設
の
必
要
性
を
説
い
た
（
57
）

。

日
経
新
聞
は
社
説
で
取
り
上
げ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
一
般
記
事
で
移
設
反
対
派
が
勝
っ
た
場
合
、
移
設
作
業
が
停
滞
す
る
こ
と
も
あ
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表 4　全国紙「社説」にみる沖縄県知事選挙

新聞名 社説見出し 社説要旨

朝日新聞 辺野古移設は白紙に
戻せ

「辺野古移設か、普天間の固定化か」。第
三の道となる代替案を無視して二者択一
を迫る政府の手法は、適切ではない。…
明白になった沖縄の民意をないがしろに
すれば、本土との亀裂は更に深まる。

毎日新聞 白紙に戻して再交渉
を

辺野古移設を最大の争点にした選挙でこ
れだけ明確に民意が示された以上、政府
が移設を推進することは、政治的にも道
義的にも不可能だろう。…沖縄の民意が
もたらす深刻な影響を日米両政府が共有
すれば、おのずと協議は新たな段階に
移っていく。

読売新聞 辺野古移設を停滞さ
せるな

移設予定地は市街地から遠く、騒音や事
故の危険性が現状に比べて格段に小さい。
沖縄全体の基地の負担を大幅に軽減しつ
つ、米軍の抑止力も維持する上で、最も
現実的な方法なので間違いない。…翁長
氏は、…「新辺野古基地は絶対に造らせ
ない」と訴えながら、具体的な代替案を
示さなかったのは責任ある態度ではない。

産経新聞 政府は粛々と移設前
進を

改めて認識すべきことは、日本の安全保
障に関わる基地移設の行方を決定する権
限は、知事にはないという点である。…
市街地に位置する普天間の危険性を除く
ためにも移設は待ったなしの課題である。
反対派の行動は、普天間の固定化に繋が
る最悪の選択となりかねない。

日本経済新聞 いまこそ政府と沖縄
は話し合うときだ

翁長氏も国際情勢を冷静に判断し、政府
との話合いのテーブルに着いてもらいた
い。名護市での基地建設に必要な埋め立
て工事は仲井真氏が承認済みであり、新
知事に覆す権限はない。…普天間は市街
地に囲まれた基地である。ひとたび事故
が起これば甚大な被害が生じる。政府と
沖縄県がいがみ合っている場合ではない。

出典）各紙の2014年11月16日の「社説」を基に作成。
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り
、
先
行
き
不
安
視
す
る
向
き
も
少
な
く
な
い
と
、
マ
イ
ナ
ス
面
を
強
調
し
た
。
更
に
、
日
米
関
係
へ
の
影
響
を
懸
念
し
た
（
58
）

。「
沖
縄
の

決
断　

知
事
選
二
〇
一
四
」
で
は
「
疲
弊
す
る
辺
野
古
」
の
見
出
し
で
「
一
九
五
〇
年
代
、
条
件
付
き
で
基
地
を
受
け
入
れ
た
同
区
。
ベ

ト
ナ
ム
戦
争
の
六
〇
〜
七
〇
年
代
は
活
況
に
沸
き
…
普
天
間
基
地
を
巡
っ
て
も
同
区
は
賛
否
両
論
の
末
に
再
び
条
件
付
き
の
移
設
容
認
に

傾
い
た
。
だ
が
移
設
が
果
た
さ
れ
ぬ
ま
ま
街
は
衰
退
」
し
た
様
子
を
述
べ
、
辺
野
古
商
工
社
交
業
組
合
会
長
の
「
米
軍
関
係
者
や
高
専
生

ら
数
千
人
を
受
け
入
れ
、
地
域
住
民
と
交
流
で
き
る
街
を
つ
く
れ
ば
潤
う
（
59
）

」
と
の
声
を
紹
介
し
て
い
る
。
表
4
は
選
挙
後
の
各
紙
の
社
説

要
旨
で
あ
る
が
、
基
地
問
題
を
め
ぐ
る
二
極
分
化
が
明
確
に
表
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
沖
縄
の
基
地
問
題
の
報
道
は
明
確
に
二
極
分
化
し
て
お
り
、
基
地
問
題
の
現
状
を
国
民
に
伝
わ
り
に
く
く
し
て
い
る
側

面
も
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
因
み
に
、
読
売
の
『
発
行
部
数
は
、
九
八
六
万
部
、
朝
日
は
七
六
〇
万
部
、
毎
日
は
三
四
一
万
部
、
日
経

は
二
八
八
万
部
、
産
経
は
一
六
七
万
部
、
東
京
は
五
二
万
部
で
あ
る
。
朝
日
、
毎
日
、
東
京
新
聞
の
合
計
は
一
一
五
四
万
部
、
読
売
、
産

経
、
日
経
新
聞
の
合
計
が
一
四
四
一
万
部
で
あ
り
（
60
）

、
読
売
、
産
経
、
日
経
新
聞
が
沖
縄
の
基
地
問
題
を
ど
う
報
道
す
る
か
は
、
全
国
的
な

世
論
形
成
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

お
わ
り
に
：
国
と
地
方
の
あ
り
方

本
論
に
お
い
て
詳
細
に
論
じ
た
よ
う
に
、
沖
縄
に
お
け
る
選
挙
は
基
地
問
題
に
よ
っ
て
大
き
く
影
響
を
受
け
ざ
る
を
得
な
い
。
特
に
、

米
軍
普
天
間
飛
行
場
を
名
護
市
辺
野
古
に
移
設
・
建
設
す
る
こ
と
に
県
民
の
反
発
は
強
く
、
県
内
に
お
け
る
ど
の
時
点
ど
の
世
論
調
査
で

も
七
〇
〜
八
〇
％
が
反
対
で
あ
る
。
知
事
選
に
お
い
て
基
地
反
対
の
民
意
が
明
確
に
示
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
知
事
選
後
、
菅
義
偉

官
房
長
官
は
「
粛
々
と
」
辺
野
古
移
設
を
推
進
す
る
こ
と
を
明
言
し
て
は
ば
か
ら
な
い
。
選
挙
結
果
は
民
主
国
家
と
し
て
最
大
限
尊
重
さ

三
七
四



国
策
の
あ
り
方
を
問
う
沖
縄
県
知
事
選
（
照
屋
）

（
四
五
七
）

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
る
に
、
政
府
は
民
意
を
無
視
す
る
か
の
よ
う
に
、
選
挙
期
間
中
は
中
断
し
て
い
た
工
事
を
直
ぐ
に
再
開
し

た
。地

方
分
権
の
視
点
で
考
え
る
な
ら
ば
、
国
と
地
方
の
関
係
は
「
対
等
な
政
府
間
の
協
調
的
な
相
互
依
存
関
係
」
で
あ
る
べ
き
で
あ
り
、

決
し
て
国
・
政
府
が
地
方
を
統
制
す
べ
き
で
は
な
く
、
国
策
と
し
て
の
基
地
問
題
で
も
一
方
的
に
沖
縄
に
押
し
つ
け
る
こ
と
は
許
さ
れ
な

い
の
は
理
の
当
然
で
あ
る
（
61
）

。
ま
し
て
や
、
二
〇
一
〇
年
、
一
四
年
名
護
市
長
選
挙
で
も
移
設
反
対
の
民
意
は
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
。
と

こ
ろ
が
、
現
実
は
国
の
意
思
が
一
方
的
に
押
し
つ
け
ら
れ
、
基
地
問
題
に
関
す
る
限
り
相
互
依
存
関
係
は
全
く
存
在
し
な
い
。
戦
後
七
〇

年
、
復
帰
後
四
三
年
が
経
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
沖
縄
の
基
地
過
重
負
担
の
現
状
は
変
わ
ら
ず
、
地
方
分
権
の
潮
流
と
は
正
反
対

の
政
治
行
政
が
行
わ
れ
て
い
る
現
実
を
政
治
学
の
研
究
を
す
る
う
え
で
も
直
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

い
み
じ
く
も
第
一
次
安
倍
内
閣
で
の
所
信
表
明
で
「
地
方
分
権
を
進
め
ま
す
」
と
明
言
し
た
。
そ
の
首
相
が
沖
縄
県
民
の
民
意
を
無
視

し
て
い
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
同
時
に
、
果
た
し
て
国
は
、
地
方
の
反
対
を
強
引
に
押
し
切
っ
て
国
策
を
推
進
し
て
い
い
も
の
か
、
疑
問
は

尽
き
な
い
。
地
方
分
権
を
唱
え
る
国
の
あ
り
方
か
ら
は
全
く
想
定
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
い
く
ら
安
保
体
制
の
維
持
と
言
え
、
そ
の
受

け
入
れ
先
の
自
治
体
が
反
対
し
て
い
る
国
策
を
推
進
で
き
る
の
か
。
確
か
に
国
防
は
国
の
専
権
事
項
で
あ
る
が
、
国
の
決
定
し
た
防
衛
政

策
の
負
担
を
具
体
的
に
担
う
の
は
基
地
所
在
自
治
体
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
国
と
自
治
体
の
あ
り
方
は
、
自
治
体
が
納
得
で
き

ず
断
固
反
対
し
て
い
る
防
衛
政
策
は
国
策
と
い
え
ど
も
推
進
す
る
こ
と
は
政
府
の
あ
り
方
と
し
て
許
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
当
該
自
治
体

の
民
意
を
十
分
に
尊
重
す
る
こ
と
が
、
分
権
時
代
の
政
府
と
し
て
の
当
然
の
責
務
で
あ
り
、
品
格
あ
る
国
家
・
政
府
の
姿
で
あ
る
。

（
1
） 

昭
和
四
六
年
一
一
月
二
四
日
、
衆
院
本
会
議
に
「
核
兵
器
並
び
に
沖
縄
米
軍
基
地
縮
小
に
関
す
る
決
議
」
が
行
わ
れ
「
政
府
は
、
沖
縄
の
米
軍

三
七
五
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五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
四
五
八
）

基
地
に
つ
い
て
速
や
か
に
将
来
の
整
理
縮
小
の
措
置
を
と
る
べ
き
で
あ
る
。
右
決
議
す
る
」
と
な
っ
て
い
る
（
沖
縄
県
基
地
対
策
室
『
沖
縄
の
米
軍

基
地
』（
平
成
一
五
年
度
版
）
一
〇
五
頁
）。
さ
ら
に
、
一
九
九
七
年
四
月
二
三
日
の
衆
院
本
会
議
に
お
い
て
沖
縄
の
基
地
負
担
軽
減
や
振
興
策
の
推

進
を
政
府
に
求
め
る
「
沖
縄
に
お
け
る
基
地
問
題
な
ら
び
に
地
域
振
興
に
関
す
る
決
議
（
1
）
」
を
可
決
し
て
い
る
（『
沖
縄
タ
イ
ム
ス
』
一
九
九
七
年
四

月
二
三
日
参
照
）。

（
2
） 

『
高
知
新
聞
』
は
沖
縄
の
祖
国
復
帰
四
三
年
目
の
二
〇
一
五
年
五
月
一
五
日
「
基
地
集
中
な
ぜ
沖
縄
な
の
か
」
の
大
見
出
し
で
本
土
と
沖
縄
の

基
地
負
担
の
割
合
を
大
き
く
報
じ
た
。
一
九
五
五
年
に
は
、
沖
縄
一
一
％
、
本
土
八
九
％
、
一
九
七
二
年
の
本
土
復
帰
時
に
は
、
沖
縄
五
八
・
七
％
、

本
土
四
一
・
三
％
、
二
〇
一
四
年
に
は
沖
縄
七
三
・
七
％
、
本
土
二
六
・
三
％
で
、
基
地
の
沖
縄
へ
の
過
重
負
担
の
現
状
を
指
摘
し
て
い
る
。

（
3
） 

「
安
全
保
障
や
基
地
問
題
が
知
事
選
の
争
点
に
な
る
県
が
あ
る
か
、
沖
縄
だ
け
だ
」
と
、
基
地
の
整
理
縮
小
が
進
ま
ぬ
現
状
に
憤
り
を
禁
じ
得

な
か
っ
た
（
牧
野
浩
隆
・
沖
縄
県
知
事
、
二
〇
〇
四
年
一
月
四
日
、
沖
縄
タ
イ
ム
ス
）。

（
4
） 

小
林　

武
「
立
憲
民
主
主
義
で
結
束
し
た
『
オ
ー
ル
沖
縄
』

│
知
事
選
圧
勝
の
意
義
を
考
え
る
」『
法
律
時
報
』
第
八
七
巻
一
号
、

二
〇
一
五
年
、
二
頁
参
照
。

（
5
） 

渡
名
喜
庸
安
「
地
方
選
挙
で
国
政
自
公
を
問
え
な
い
の
か
」『
法
律
時
報
』
八
六
巻
四
号
、
二
〇
一
四
年
、
一
頁
参
照
。

（
6
） 

同
上
、
二
頁
参
照
。

（
7
） 

『
琉
球
新
報
』
二
〇
一
一
年
一
一
月
一
二
日
。

（
8
） 

移
設
問
題
が
知
事
選
の
最
大
の
争
点
に
な
る
こ
と
を
警
戒
し
て
の
菅
義
偉
官
房
長
官
発
言
（「
沖
縄
タ
イ
ム
ス
」
二
〇
一
四
年
九
月
一
一
日
）。

選
挙
戦
で
は
菅
本
人
を
含
め
閣
僚
や
党
幹
部
が
連
日
沖
縄
入
り
し
、「
普
天
間
問
題
の
解
決
を
付
け
る
」
と
い
う
仲
井
真
氏
を
応
援
し
た
。
政
府
に

と
っ
て
辺
野
古
移
設
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
選
挙
で
あ
る
と
位
置
づ
け
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
か
っ
た
。
実
際
、
谷
垣
禎
一
幹
事
長
、
人
気
の

あ
る
小
泉
進
次
郎
議
員
も
沖
縄
入
り
し
、
沖
縄
の
要
請
に
最
大
限
応
じ
る
体
制
で
あ
っ
た
。

（
9
） 

正
式
な
党
名
は
沖
縄
社
会
大
衆
党
。
一
九
五
〇
年
の
結
党
以
来
、
沖
縄
の
地
域
政
党
、
土
着
政
党
と
し
て
沖
縄
の
基
地
問
題
を
は
じ
め
沖
縄
の

抱
え
て
い
る
諸
問
題
の
解
決
を
訴
え
て
き
た
。
復
帰
後
も
沖
縄
の
他
の
政
党
が
本
土
政
党
に
系
列
化
さ
れ
る
中
で
、
系
列
化
さ
れ
る
こ
と
な
く
独
自

の
路
線
を
堅
持
し
て
き
た
。
沖
縄
社
会
大
衆
党
史
編
纂
委
員
会
編
『
沖
縄
社
会
大
衆
党
史
』
一
九
八
一
年
、
一
頁
参
照
。 三

七
六
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選
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屋
）

（
四
五
九
）

（
10
） 

「
政
党
そ
う
ぞ
う
」
は
、
二
〇
〇
五
年
に
沖
縄
の
地
域
政
党
と
し
て
結
成
さ
れ
た
が
、
幾
多
の
離
合
集
散
を
経
て
、
二
〇
一
五
年
三
月
、
党
に

所
属
す
る
県
議
お
よ
び
市
町
村
議
員
全
員
が
離
党
し
て
維
新
の
党
に
入
党
す
る
こ
と
、
知
事
選
前
に
離
党
し
落
選
後
の
総
選
挙
で
国
政
復
帰
し
た
下

地
が
代
表
に
就
任
す
る
こ
と
を
発
表
し
た
（「
沖
縄
タ
イ
ム
ス
」
二
〇
一
五
年
三
月
二
〇
日
参
照
）。

（
11
） 
『
琉
球
新
報
』
一
九
六
八
年
六
月
五
日
。

（
12
） 

『
沖
縄
タ
イ
ム
ス
』〈
六
八
年
体
制
の
崩
壊
〉
一
九
九
五
年
一
月
二
日
。

（
13
） 

新
崎
盛
暉
「
二
〇
一
四
年
知
事
選
・
総
選
挙
の
沖
縄
戦
後
史
に
お
け
る
位
置
」『
日
本
の
科
学
者
』
日
本
科
学
会
議
編
、
本
の
泉
社
、

二
〇
一
五
年
、
六
頁
。

（
14
） 

『
琉
球
新
報
』
二
〇
一
四
年
一
一
月
一
五
日
（
社
説
）。

（
15
） 

『
琉
球
新
報
』
二
〇
一
四
年
一
一
月
一
五
日
。

（
16
） 

『
沖
縄
タ
イ
ム
ス
』
二
〇
一
五
年
四
月
三
〇
日
。

（
17
） 

『
沖
縄
タ
イ
ム
ス
』
二
〇
一
四
年
二
月
九
日
。

（
18
） 

『
沖
縄
タ
イ
ム
ス
』
二
〇
一
四
年
一
一
月
二
七
日
。

（
19
） 

『
琉
球
新
報
』
二
〇
一
四
年
一
一
月
四
日
。

（
20
） 

『
琉
球
新
報
』
二
〇
一
〇
年
一
一
月
二
二
日
。

（
21
） 

『
琉
球
新
報
』
二
〇
〇
六
年
一
一
月
一
二
日
。

（
22
） 

『
琉
球
新
報
』
二
〇
一
四
年
一
一
月
一
七
日
。

（
23
） 

『
沖
縄
タ
イ
ム
ス
』
二
〇
一
四
年
一
一
月
九
日
参
照
。

（
24
） 

『
沖
縄
タ
イ
ム
ス
』
二
〇
一
四
年
一
一
月
一
七
日
。

（
25
） 

『
沖
縄
タ
イ
ム
ス
』
二
〇
一
四
年
一
一
月
一
六
日
。

（
26
） 

『
沖
縄
タ
イ
ム
ス
』
二
〇
一
〇
年
一
一
月
一
五
日
。

（
27
） 

『
毎
日
新
聞
』
二
〇
一
〇
年
一
一
月
二
九
日
。

三
七
七
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五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
四
六
〇
）

（
28
） 

『
沖
縄
タ
イ
ム
ス
』
二
〇
一
〇
年
一
〇
月
二
九
日
。
し
か
し
、
仲
井
真
氏
は
最
後
ま
で
「
県
内
移
設
反
対
」
を
明
言
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
は

「
沖
縄
振
興
策
な
ど
を
念
頭
に
政
府
と
の
協
議
の
窓
口
を
閉
ざ
し
た
く
な
い
と
い
う
思
い
の
表
れ
だ
ろ
う
」（「
毎
日
新
聞
」
二
〇
一
〇
年
一
一
月

二
九
日
）。

（
29
） 
『
沖
縄
タ
イ
ム
ス
』
二
〇
一
〇
年
一
一
月
二
六
日
。

（
30
） 

『
沖
縄
タ
イ
ム
ス
』
二
〇
一
四
年
九
月
一
六
日
。

（
31
） 

『
沖
縄
タ
イ
ム
ス
』
二
〇
一
四
年
七
月
六
日
参
照
。

（
32
） 

二
〇
一
三
年
一
月
二
八
日
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
に
反
対
す
る
沖
縄
県
民
大
会
実
行
委
員
会
、
沖
縄
県
議
会
、
沖
縄
県
市
町
村
関
係
四
団
体
、
市
町

村
、
市
町
村
議
会
の
連
盟
で
内
閣
総
理
大
臣
宛
に
「
一
．
オ
ス
プ
レ
イ
の
配
備
を
直
ち
に
撤
回
す
る
こ
と
。
二
．
米
軍
普
天
間
基
地
を
閉
鎖
・
撤
去

し
、
県
内
移
設
を
断
念
す
る
こ
と
。」
を
求
め
た
建
白
書
を
提
出
し
た
。
二
〇
一
四
年
七
月
二
七
日
に
は
、「
沖
縄
『
建
白
書
』
を
実
現
し
、
未
来
を

拓
く
島
ぐ
る
み
会
議
」
が
結
成
さ
れ
た
。

（
33
） 

『
琉
球
新
報
』〈
知
事
選
結
果
を
見
る
〉
二
〇
一
四
年
一
一
月
一
八
日
参
照
。

（
34
） 

『
琉
球
新
報
』
二
〇
一
四
年
一
一
月
一
七
日
。

（
35
） 

河
崎
曽
一
郎
『
選
挙
協
力
と
無
党
派
』
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
、
一
三
七
頁
参
照
。

（
36
） 

『
琉
球
新
報
』
二
〇
一
四
年
一
一
月
一
一
日
。

（
37
） 

『
沖
縄
タ
イ
ム
ス
』
二
〇
一
四
年
一
一
月
九
日
。

（
38
） 

『
沖
縄
タ
イ
ム
ス
』
二
〇
一
四
年
一
一
月
一
七
日
。

（
39
） 

『
琉
球
新
報
』
二
〇
一
四
年
一
一
月
一
三
日
。

（
40
） 

『
沖
縄
タ
イ
ム
ス
』〈
達
眼　

知
事
選
⑤
〉
二
〇
一
四
年
一
一
発
二
三
日
。

（
41
） 

拙
稿
「
主
席
公
選
に
関
す
る
一
考
察
」
日
本
大
学
『
政
経
研
究
』
第
五
〇
巻
第
三
号
、
五
一
九
頁
、
二
〇
一
四
年
三
月
。

（
42
） 

沖
縄
県
Ｈ
Ｐ
「
沖
縄
振
興
開
発
及
び
沖
縄
振
興
の
成
果
」
参
照
。

（
43
） 

川
瀬
光
義
「
基
地
は
沖
縄
の
経
済
・
財
政
の
阻
害
要
因
で
あ
る

│
「
基
地
依
存
」
を
め
ぐ
っ
て
『
世
界
』
二
〇
一
五
年
四
月
臨
時
増
刊
、

三
七
八



国
策
の
あ
り
方
を
問
う
沖
縄
県
知
事
選
（
照
屋
）

（
四
六
一
）

一
六
六
頁
参
照
。

（
44
） 

沖
縄
国
際
大
学
沖
縄
法
政
研
究
所
編
『
問
わ
れ
る
沖
縄
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
は
何
か　
「
普
天
間
」
か
ら
の
発
信
』
沖
縄
タ
イ
ム
ス
社
、

二
〇
一
五
年
、
六
八
頁
。

（
45
） 
『
沖
縄
タ
イ
ム
ス
』
二
〇
一
四
年
九
月
一
六
日
。

（
46
） 

『
琉
球
新
報
』
二
〇
一
四
年
一
一
月
一
八
日
。

（
47
） 

『
沖
縄
タ
イ
ム
ス
』
二
〇
一
四
年
一
一
月
九
日
。

（
48
） 

『
琉
球
新
報
』〈
記
者
座
談
会
〉
二
〇
一
四
年
一
一
月
一
八
日
。

（
49
） 

『
琉
球
新
報
』〈
経
済
界
分
裂
〉
上　

二
〇
一
四
年
一
一
月
一
九
日
。

（
50
） 

「
勝
利
す
る
と
予
測
さ
れ
た
側
が
有
権
者
の
勝
ち
馬
に
乗
ろ
う
と
す
る
心
理
に
よ
っ
て
ま
す
ま
す
勢
い
づ
い
て
大
勝
利
こ
と
」「
ジ
ュ
リ
ス
ト
増

刊
総
合
特
集
三
八
〈
選
挙
〉」
有
斐
閣
、
一
四
三
頁
。

（
51
） 

『
琉
球
新
報
』〈
経
済
界
分
裂
〉
二
〇
一
四
年
一
一
月
二
一
日

（
52
） 

『
毎
日
新
聞
』「
決
め
る
」
二
〇
一
四
年
一
〇
月
一
六
〜
二
〇
日
。

（
53
） 

『
毎
日
新
聞
』
二
〇
一
四
年
一
〇
月
三
〇
日
。

（
54
） 

『
東
京
新
聞
』
二
〇
一
四
年
一
〇
月
三
一
日
。

（
55
） 

『
読
売
新
聞
』
二
〇
一
四
年
一
〇
月
三
一
日
。

（
56
） 

『
産
経
新
聞
』
二
〇
一
四
年
一
〇
月
三
〇
日
。

（
57
） 

『
産
経
新
聞
』
二
〇
一
四
年
一
〇
月
三
一
日
。

（
58
） 

『
日
経
新
聞
』
二
〇
一
四
年
一
〇
月
三
一
日
。

（
59
） 

『
日
経
新
聞
』
二
〇
一
四
年
一
〇
月
二
九
日
。

（
60
） 

徳
山
喜
雄
『
安
倍
官
邸
と
新
聞
「
二
極
化
す
る
報
道
」
の
危
機
』
集
英
社
新
書
、
二
〇
一
四
年
、
一
四
頁
参
照
。

（
61
） 

西
尾　

勝
『
行
政
学
の
基
礎
概
念
』
東
大
出
版
会
、
一
九
九
二
年
、
三
九
八
頁
参
照
。

三
七
九





排
日
移
民
法
成
立
の
背
景
（
中
村
）

（
四
六
三
）

排
日
移
民
法
成
立
の
背
景

│
写
真
結
婚
の
影
響
を
中
心
に

│

中　
　

村　
　
　
　
　

進

一　

は
じ
め
に

二　

排
日
移
民
法
の
成
立
と
そ
の
背
景

三　

写
真
結
婚
へ
の
批
判
と
そ
の
根
拠

四　

終
わ
り
に

一　

は
じ
め
に

二
〇
世
紀
初
頭
に
お
け
る
日
系
ア
メ
リ
カ
人
の
社
会
文
化
的
考
察
に
関
す
る
研
究
に
つ
い
て
総
合
的
な
研
究
を
行
う
共
同
研
究
へ
の
参

論　

説

三
八
一



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
四
六
四
）

加
の
誘
い
を
受
け
、
そ
の
中
で
い
わ
ゆ
る
「
排
日
移
民
法
」
に
つ
い
て
の
研
究
の
提
案
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
は
現
行
の
法
律
の
解
釈
や

理
論
を
扱
い
、
法
制
史
上
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
考
察
を
行
っ
た
経
験
が
な
か
っ
た
た
め
、
断
る
こ
と
も
考
え
た
が
、
国
境
を
越
え
た
人
、

物
、
資
本
等
の
交
流
に
基
づ
き
発
生
す
る
法
の
抵
触
に
関
す
る
諸
問
題
に
関
心
を
有
す
る
筆
者
に
と
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
へ
の
日
本
人
移
民

の
入
国
を
禁
止
す
る
こ
の
法
律
の
成
立
や
そ
の
背
景
に
つ
い
て
は
、
非
常
に
興
味
の
あ
る
問
題
で
あ
り
、
ま
た
、
自
身
の
今
後
の
研
究
に

お
い
て
も
役
立
つ
も
の
と
考
え
、
提
案
を
受
け
る
こ
と
に
し
た
。
共
同
研
究
の
打
合
せ
の
中
で
、
排
日
移
民
法
自
体
に
つ
い
て
は
、
既
に

多
数
の
優
れ
た
先
行
研
究
が
あ
る
（
1
）

た
め
、
特
に
い
わ
ゆ
る
「
写
真
結
婚
」
及
び
「
写
真
花
嫁
」
に
焦
点
を
当
て
、
そ
れ
が
排
日
移
民
法
の

成
立
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
か
に
つ
い
て
の
考
察
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
（
2
）

。

写
真
結
婚
と
は
、
見
合
い
結
婚
の
一
種
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
た
日
本
人
移
民
が
、
親
・
親
戚
・
知
人
等
の
世
話
に
よ
っ
て
日
本

在
住
の
日
本
人
女
性
と
見
合
写
真
を
交
換
し
、
更
に
文
通
し
た
上
で
、
本
人
ら
や
両
家
の
合
意
が
得
ら
れ
る
と
、
結
婚
が
成
立
す
る
。
合

意
後
は
、
ア
メ
リ
カ
在
住
の
夫
の
不
在
の
ま
ま
、
日
本
で
結
婚
式
が
行
わ
れ
、
女
性
は
妻
と
し
て
夫
の
戸
籍
に
入
り
、
夫
の
家
で
数
か
月

を
過
ご
し
た
後
に
、
妻
と
し
て
ア
メ
リ
カ
に
住
む
夫
の
元
に
移
住
す
る
も
の
で
、
そ
の
よ
う
に
し
て
渡
っ
た
花
嫁
は
写
真
花
嫁
と
呼
ば
れ

て
い
る
（
3
）

。
写
真
結
婚
に
つ
い
て
は
、
ア
メ
リ
カ
の
日
本
人
移
民
に
の
み
見
ら
れ
た
結
婚
だ
け
で
な
く
、
カ
ナ
ダ
や
南
米
諸
国
な
ど
に

渡
っ
た
日
本
人
移
民
の
中
に
も
あ
り
（
4
）

、
ま
た
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
二
〇
世
紀
前
半
に
お
い
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
か
ら
の
ア
メ
リ
カ
へ
の

移
民
の
間
に
お
い
て
も
見
ら
れ
た
。
し
か
し
、
二
〇
世
紀
初
頭
の
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
「
排
日
運
動
」
の
激
化
の
中
で
、
こ
の
日
本
人
移

民
の
写
真
結
婚
に
対
し
て
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
非
常
に
激
し
い
批
判
が
起
こ
っ
た
の
で
あ
る
。
本
稿
は
、
排
日
運
動
の
原
因
と
な
っ
た
日

本
人
移
民
問
題
の
最
終
的
な
帰
結
で
あ
っ
た
ア
メ
リ
カ
の
一
九
二
四
年
「
排
日
移
民
法
（
5
）

」
の
成
立
に
、
こ
の
写
真
結
婚
が
与
え
た
影
響
に

つ
い
て
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

三
八
二



排
日
移
民
法
成
立
の
背
景
（
中
村
）

（
四
六
五
）

写
真
結
婚
は
、
そ
れ
が
一
九
〇
八
年
の
日
米
紳
士
協
定
に
よ
る
新
規
移
民
の
禁
止
の
抜
け
道
と
し
て
利
用
さ
れ
、
多
く
の
日
本
人
花
嫁

が
特
に
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
を
中
心
と
し
た
ア
メ
リ
カ
西
部
諸
州
に
入
国
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
地
域
に
お
け
る
排
日
運
動
の
中
で
、

日
本
人
を
排
斥
す
べ
き
根
拠
の
一
つ
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
、
激
し
い
批
判
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
で
は
、
写
真
結
婚
の
形
に
よ

り
多
く
の
日
本
人
花
嫁
が
ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
た
こ
と
が
排
日
移
民
法
成
立
の
直
接
的
な
原
因
と
な
っ
た
か
と
い
う
と
、
少
な
く
と
も
「
直

接
的
な
」
原
因
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
日
本
政
府
は
、
日
米
関
係
の
悪
化
を
回
避
す
る
た
め
に
、
既
に
排
日
移
民

法
が
成
立
す
る
四
年
半
前
の
一
九
一
九
年
一
二
月
、
写
真
結
婚
の
禁
止
を
決
定
し
、
翌
二
〇
年
二
月
か
ら
実
施
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

な
ら
ば
、
写
真
結
婚
や
写
真
花
嫁
の
問
題
は
、
排
日
移
民
法
の
成
立
に
全
く
影
響
を
与
え
な
か
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
何
ら
か
の
形
で
影

響
を
与
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
影
響
を
与
え
て
い
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
形
で
あ
っ
た
の
か
。
こ
れ
ら
が
、
本

稿
が
論
じ
る
テ
ー
マ
で
あ
る
。

結
論
的
に
は
、
排
日
移
民
法
の
成
立
に
写
真
結
婚
は
、
間
接
的
な
が
ら
非
常
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
た
と
考
え
る
。
そ
の
こ
と
を

理
解
す
る
た
め
に
、
先
ず
一
九
二
四
年
の
移
民
法
が
成
立
す
る
ま
で
の
過
程
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
述
べ
、
そ
の
後
に
写
真
結
婚
が
移
民

法
の
成
立
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
日
本
の
外
交
文
書
や
ア
メ
リ
カ
の
新
聞
記
事
（
6
）

な
ど
を
参
照
し
な
が
ら
検
討
し
て
み
た
い
。

二　

排
日
移
民
法
の
成
立
と
そ
の
背
景

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
お
い
て
一
九
〇
〇
年
頃
に
始
ま
っ
た
日
本
人
移
民
の
排
斥
を
求
め
る
排
日
運
動
は
、
ア
メ
リ
カ
の
西
海
岸
諸
州

に
拡
大
し
、
一
九
二
四
年
の
排
日
移
民
法
の
成
立
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
た
（
7
）

。
こ
の
排
日
移
民
法
が
成
立
す
る
ま
で
の
過
程
と
そ
の
成
立
の

背
景
に
つ
い
て
、
写
真
結
婚
の
成
立
と
消
滅
に
つ
い
て
も
触
れ
な
が
ら
概
説
し
て
み
た
い
。

三
八
三



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
四
六
六
）

1　

排
日
移
民
法
の
成
立
過
程

ア
メ
リ
カ
に
日
本
人
の
移
民
が
渡
る
か
な
り
以
前
か
ら
、
特
に
一
八
四
八
年
の
ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ
で
多
く
の
中
国
人
移
民
が
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
渡
り
、
一
八
五
三
年
迄
に
、
既
に
約
二
万
五
千
人
も
の
中
国
人
移
民
が
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
居
住
し
て
い
た
が
、
そ

の
後
一
八
八
〇
年
ま
で
に
、
そ
の
数
は
一
三
万
二
千
人
に
増
加
し
た
（
8
）

。
移
民
の
増
加
に
伴
い
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
は
中
国
系
移
民
を

排
斥
す
る
動
き
が
あ
っ
た
が
、
連
邦
議
会
は
一
八
六
四
年
ま
で
は
、
移
民
の
入
国
を
促
進
す
る
立
法
を
制
定
し
て
い
た
。
し
か
し
、
つ
い

に
一
八
八
二
年
、
ア
メ
リ
カ
で
最
初
の
移
民
総
合
立
法
と
い
わ
れ
る
一
八
八
二
年
法
が
連
邦
議
会
で
成
立
し
、
中
国
人
移
民
の
入
国
が
停

止
さ
れ
た
（
9
）

。

一
方
、
日
本
人
の
移
民
に
つ
い
て
は
、
一
八
六
九
年
に
最
初
の
移
民
が
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
到
着
し
た
の
を
嚆
矢
と
し
て
（
10
）

、
中
国
人

移
民
の
入
国
禁
止
以
降
、
低
賃
金
労
働
者
の
需
要
が
急
増
し
た
た
め
に
、
そ
の
数
を
増
加
さ
せ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け

る
中
国
系
移
民
の
扱
い
を
観
察
し
て
い
た
日
本
政
府
は
、
ア
メ
リ
カ
と
の
衝
突
を
回
避
す
る
た
め
、
ア
メ
リ
カ
の
移
民
法
を
慎
重
に
遵
守

し
、
一
八
九
四
年
に
締
結
さ
れ
た
日
米
通
商
条
約
に
お
い
て
、
自
己
規
制
す
る
形
で
、
労
働
移
民
を
規
制
す
る
権
利
を
ア
メ
リ
カ
に
認
め

た
（
11
）

。
そ
の
後
、
ハ
ワ
イ
へ
の
移
民
が
急
増
し
、
一
九
〇
〇
年
に
日
本
政
府
が
ア
メ
リ
カ
を
目
指
す
日
本
人
労
働
者
に
旅
券
の
発
給
を
停
止

し
た
こ
と
か
ら
、
一
九
〇
一
年
に
一
時
的
に
移
民
数
が
激
減
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
日
本
人
労
働
者
は
ハ
ワ
イ
、
カ
ナ
ダ
、
メ
キ
シ
コ
を

「
玄
関
口
」
と
し
て
ア
メ
リ
カ
へ
の
入
国
を
継
続
す
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
一
九
〇
一
年
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
議
会
が
日
本
人
移
民
の

入
国
を
規
制
す
る
行
動
を
と
る
よ
う
政
府
に
要
求
し
た
が
、
セ
オ
ド
ア
・
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
（T

heodore R
oosevelt

）
大
統
領
政
権
は
、
西

太
平
洋
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
権
益
に
対
す
る
日
本
の
干
渉
を
恐
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
対
応
は
冷
淡
で
あ
っ
た
（
12
）

。
一
九
〇
二
年
六
月
、

ア
メ
リ
カ
本
土
へ
の
移
民
も
条
件
付
き
な
が
ら
も
解
禁
さ
れ
、
以
降
、
一
九
〇
六
年
ま
で
日
本
人
移
民
は
増
加
す
る
こ
と
に
な
る
（
13
）

。
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排
日
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民
法
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立
の
背
景
（
中
村
）

（
四
六
七
）

と
こ
ろ
が
、
一
九
〇
五
年
に
著
名
な
「
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
学
童
隔
離
事
件
」
が
発
生
す
る
。
こ
れ
は
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
学
務

局
が
長
年
中
国
人
に
対
し
て
行
っ
て
き
た
措
置
と
同
様
に
、
公
立
学
校
に
通
学
す
る
日
本
人
学
童
を
隔
離
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
も
の
で
、

日
米
両
政
府
を
巻
き
込
む
事
態
に
ま
で
発
展
し
た
（
14
）

。
こ
の
事
件
を
契
機
と
し
て
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
「
日
本
人
及
び
朝
鮮
人
排
斥
連

盟
」（Japanese and K

orean E
xclusion L

eague

）
が
誕
生
し
、
以
降
、
こ
の
団
体
が
各
地
で
大
規
模
な
集
会
を
次
々
に
開
催
す
る
な
ど
、

積
極
的
に
排
日
運
動
を
展
開
す
る
こ
と
に
な
る
（
15
）

。
日
露
戦
争
後
の
一
九
〇
六
年
は
、
そ
れ
ま
で
規
模
が
限
定
さ
れ
て
い
た
排
日
運
動
が
日

米
関
係
に
お
け
る
外
交
上
の
懸
案
事
項
に
浮
上
す
る
転
換
の
年
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
日
本
が
大
国
ロ
シ
ア
に
勝
利
し
た
こ
と
で
、
太
平

洋
上
に
お
け
る
強
力
な
ラ
イ
バ
ル
と
し
て
出
現
し
た
結
果
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
「
黄
過
」
の
勃
興
し
、
日
本
人
移
民
は
次
第
に
脅
威
と

見
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
（
16
）

。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
も
、
日
本
人
移
民
が
増
加
し
続
け
る
。
そ
れ
は
、
日
本
は
日
露
戦

争
の
遂
行
の
た
め
、
外
国
に
対
し
て
多
額
の
負
債
を
負
い
国
家
財
政
が
破
綻
状
態
と
な
り
、
ま
た
戦
後
恐
慌
に
よ
り
国
民
の
生
活
も
困
難

に
陥
っ
て
い
た
が
、
そ
の
よ
う
な
中
で
、
戦
争
終
結
に
よ
る
多
数
の
軍
人
・
軍
用
人
夫
達
の
引
き
上
げ
が
失
業
者
の
増
大
に
拍
車
を
か
け

た
と
こ
ろ
に
、
移
民
会
社
の
宣
伝
な
ど
も
あ
っ
て
、
引
揚
げ
た
軍
人
・
軍
用
人
夫
の
多
く
が
移
民
と
し
て
ハ
ワ
イ
・
北
米
各
地
へ
渡
航
す

る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
特
に
ア
メ
リ
カ
の
太
平
洋
沿
岸
諸
州
や
カ
ナ
ダ
に
お
い
て
排
日
運
動
が
激
化
し
た
（
17
）

。

学
童
隔
離
の
決
議
が
撤
回
さ
れ
る
と
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で
排
日
運
動
が
よ
り
一
層
高
ま
り
、
次
々
と
排
日
法
案
が
州
議
会
に
提
出
さ

れ
た
。
連
邦
政
府
の
働
き
か
け
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
は
採
決
ま
で
は
至
ら
な
か
っ
た
が
、
日
米
両
政
府
は
日
本
人
移
民
の
問
題
に
つ
い
て
協

議
を
行
い
、
一
九
〇
八
年
に
日
米
紳
士
協
定
が
成
立
し
た
。
こ
の
協
定
に
よ
っ
て
、
日
本
政
府
は
ア
メ
リ
カ
本
土
へ
の
日
本
人
移
民
数
を

毎
年
五
〇
〇
名
に
制
限
す
る
こ
と
を
約
束
し
た
た
め
、
一
九
〇
九
年
以
降
、
日
本
人
移
民
の
数
は
激
減
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
協
定
で
は
、

再
渡
航
者
・
在
米
移
民
の
家
族
に
つ
い
て
は
例
外
的
に
ア
メ
リ
カ
本
土
へ
の
渡
航
が
認
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、「
写
真
結
婚
」
に
よ
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り
「
妻
」
と
し
て
日
本
人
移
民
が
渡
る
こ
と
に
な
る
（
18
）

。

一
九
一
三
年
、
そ
れ
ま
で
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
議
会
に
何
度
か
提
案
さ
れ
な
が
ら
も
連
邦
政
府
の
圧
力
に
よ
り
成
立
し
な
か
っ
た
外
国

人
の
土
地
所
有
を
制
限
す
る
法
案
が
州
議
会
で
可
決
さ
れ
た
。
こ
の
外
国
人
土
地
法
（C

alifornia A
lien L

and L
aw

）
は
、
第
一
次
排
日

土
地
法
と
も
通
称
さ
れ
る
よ
う
に
、
日
本
人
移
民
が
白
人
労
働
者
と
の
対
立
を
避
け
、
地
方
に
移
住
し
、
農
地
を
購
入
し
て
小
規
模
農
家

と
し
て
生
計
を
立
て
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
、
ア
メ
リ
カ
憲
法
に
よ
り
移
民
法
を
制
定
す
る
権
限
を
有
し
な
か
っ
た
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

が
考
え
出
し
た
事
実
上
の
移
民
制
限
立
法
で
あ
っ
た
（
19
）

。
こ
の
法
に
よ
り
帰
化
権
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
日
本
人
は
土
地
所
有
及
び
三
年
以

上
の
借
地
が
許
さ
れ
な
く
な
っ
た
。
こ
の
法
が
成
立
す
る
少
し
前
に
日
本
政
府
は
、
そ
の
成
立
を
阻
止
す
る
た
め
の
最
終
的
な
妥
協
策
と

し
て
、
日
本
政
府
に
よ
る
写
真
花
嫁
へ
の
旅
券
の
発
行
停
止
に
つ
い
て
、
日
本
側
か
ら
提
議
し
な
い
が
、
ア
メ
リ
カ
側
か
ら
提
言
が
あ
れ

ば
そ
れ
を
受
け
入
れ
る
こ
と
を
考
え
て
い
た
。
そ
し
て
実
際
に
、
珍
田
州
米
大
使
を
通
じ
て
ブ
ラ
イ
ア
ン
（W

illiam
 Jennings B

ryan

）

国
務
長
官
に
対
し
、
排
日
運
動
を
収
束
す
る
た
め
の
一
方
法
と
し
て
日
本
が
自
ら
写
真
結
婚
に
制
限
を
加
え
る
こ
と
を
提
案
し
た
が
、
考

慮
に
値
す
る
旨
の
返
答
が
あ
る
の
み
で
、
こ
の
提
案
が
実
る
こ
と
は
な
か
っ
た
（
20
）

。

第
一
次
世
界
大
戦
期
間
中
は
一
時
的
に
緩
和
の
傾
向
に
あ
っ
た
排
日
移
民
運
動
が
、
そ
の
終
了
後
に
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
を
中
心
と

す
る
太
平
洋
沿
岸
諸
州
に
お
い
て
再
び
激
化
し
た
。
先
ず
一
九
一
七
年
、
連
邦
議
会
は
移
民
の
制
限
政
策
の
強
化
を
図
り
、
移
民
法
の
総

合
的
改
正
法
を
制
定
し
た
。
こ
の
立
法
の
特
徴
は
、
文
盲
テ
ス
ト
の
導
入
と
東
洋
人
を
締
め
出
す
こ
と
を
意
図
し
た
ア
ジ
ア
人
禁
止
地
帯

の
創
設
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
日
本
人
に
つ
い
て
は
、
日
米
紳
士
協
定
に
よ
り
措
置
さ
れ
て
い
た
た
め
、
例
外
扱
い
と
な
っ
た
（
21
）

。
そ
の
よ

う
な
中
で
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
お
い
て
は
、
翌
年
に
連
邦
議
会
議
員
選
出
の
た
め
の
州
選
挙
を
控
え
て
い
た
一
九
一
九
年
、
再
選
を
目

指
し
て
い
た
フ
ィ
ー
ラ
ン
（Jam

es D
. P
helan

）
民
主
党
連
邦
上
院
議
員
や
連
邦
下
院
議
員
の
共
和
党
候
補
と
し
て
出
馬
し
て
い
た
イ
ン

三
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排
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（
中
村
）

（
四
六
九
）

マ
ン
（J. M

. Inm
an

）
州
上
院
議
員
ら
が
、
日
本
人
移
民
の
排
斥
を
州
民
に
訴
え
る
こ
と
が
、
選
挙
に
勝
利
す
る
た
め
の
最
も
効
果
的
な

方
法
と
考
え
、
日
米
紳
士
協
定
の
廃
止
、
排
日
移
民
法
の
成
立
、
新
た
な
排
日
土
地
法
の
成
立
な
ど
を
州
民
に
訴
え
る
選
挙
運
動
を
展
開

し
た
（
22
）

。
そ
う
し
た
動
き
に
危
機
感
を
覚
え
た
日
本
政
府
は
、
ラ
ン
シ
ン
グ
（R

obert L
ansing

）
国
務
長
官
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
得
て
、
幣
原

駐
米
大
使
を
通
じ
て
、
一
九
一
九
年
一
二
月
、
写
真
花
嫁
に
対
す
る
旅
券
発
行
の
停
止
を
ア
メ
リ
カ
政
府
に
通
告
し
、
翌
年
二
月
か
ら
実

施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
（
23
）

。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
日
米
紳
士
協
定
の
油
断
な
ら
な
い
抜
け
道
で
あ
る
と
か
、
花
嫁
は
多
産
で
多
数
の
日
系
ア

メ
リ
カ
国
民
を
産
出
し
た
な
ど
と
批
判
さ
れ
て
き
た
日
本
人
移
民
の
写
真
結
婚
が
終
わ
り
を
向
か
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
だ
が
、
こ
う
し

た
日
本
側
の
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
九
二
〇
年
に
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
お
い
て
、
通
称
第
二
次
排
日
土
地
法
と
呼
ば
れ
る
新
た
な

外
国
人
土
地
法
（C

alifornia A
lien A

ct of 1920

）
が
成
立
し
た
の
で
あ
る
（
24
）

。

一
九
二
一
年
、
第
一
次
大
戦
後
に
お
け
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
の
大
量
の
難
民
の
流
入
を
阻
止
す
る
た
め
に
、
国
勢
調
査
に
基
づ
い
て
一

定
率
の
移
民
の
入
国
枠
を
各
国
に
割
当
て
る
ア
メ
リ
カ
で
最
初
の
移
民
割
当
法
で
あ
る
新
移
民
法
（Im

m
igration A

ct of 1921

）
が
連
邦

議
会
に
お
い
て
制
定
さ
れ
、
入
国
者
に
「
数
的
制
限
」
が
加
え
ら
れ
た
（
25
）

。
こ
の
法
律
は
、
一
九
二
四
年
六
月
に
失
効
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
た
た
め
、
一
九
二
三
年
か
ら
様
々
な
移
民
法
の
修
正
案
が
提
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
下
院
に
お
い
て
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
州
選
出
の

ジ
ョ
ン
ソ
ン
（A

lbert Johnson

）
民
主
党
議
員
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
選
出
の
レ
イ
カ
ー
（John E

. R
aker

）
民
主
党
議
員
ら
の
太
平
洋

岸
諸
州
選
出
の
議
員
ら
が
積
極
的
に
排
日
を
意
図
し
た
規
定
を
含
ん
だ
法
案
が
提
出
さ
れ
、
一
九
二
四
年
四
月
一
二
日
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
案

に
基
づ
い
た
移
民
法
が
下
院
に
お
い
て
圧
倒
的
多
数
で
可
決
さ
れ
た
。
同
法
案
に
は
、
帰
化
資
格
の
な
い
移
民
は
ア
メ
リ
カ
か
ら
排
斥
さ

れ
る
と
し
、
黄
色
人
種
は
こ
の
帰
化
資
格
の
な
い
移
民
と
さ
れ
て
い
た
。
当
時
の
ア
メ
リ
カ
の
移
民
法
に
お
い
て
ま
だ
排
斥
さ
れ
て
な
い

黄
色
人
種
は
、
日
本
人
だ
け
で
あ
っ
た
た
め
、
排
日
移
民
法
案
と
通
称
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
一
方
、
上
院
に
お
い
て
は
、
同
月
一
六
日
、
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共
和
党
議
員
リ
ー
ド
（D

avid A
. R
eed

）
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
法
案
と
同
様
な
排
日
条
項
を
含
む
修
正
案
が
可
決
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
双
方
の
法
案
の
内
容
を
統
一
す
る
た
め
の
両
院
議
会
が
開
催
さ
れ
、
五
月
一
五
日
の
両
院
に
お
け
る
投
票
で
排
日
条
項
を
含
む

移
民
法
案
が
決
定
し
た
。
同
法
案
は
、
同
月
二
六
日
の
ク
ー
リ
ッ
ジ
（C
alvin C

oolidge

）
大
統
領
の
署
名
を
経
て
、
七
月
一
日
よ
り
施
行

さ
れ
た
（
26
）

。

こ
の
よ
う
な
経
過
を
経
て
一
九
二
四
年
の
排
日
移
民
法
は
成
立
し
た
が
、
写
真
結
婚
が
ど
の
よ
う
な
形
で
同
法
の
成
立
に
影
響
を
与
え

た
か
に
つ
い
て
考
察
す
る
た
め
に
、
次
に
、
同
法
を
成
立
さ
せ
る
に
至
っ
た
直
接
的
な
原
因
と
成
立
の
背
景
に
あ
っ
た
排
日
運
動
に
つ
い

て
検
討
し
て
み
た
い
。

2　

排
日
移
民
法
成
立
の
原
因
と
そ
の
背
景
と
し
て
の
排
日
運
動

（
1
）
排
日
移
民
法
成
立
の
原
因

最
初
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
写
真
結
婚
が
一
九
二
四
年
の
排
日
移
民
法
の
成
立
に
直
接
的
な
影
響
を
与
え
て
い
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
る
。
既
に
排
日
移
民
法
成
立
が
成
立
す
る
四
年
半
前
に
、
日
本
政
府
は
ア
メ
リ
カ
に
写
真
花
嫁
に
対
し
旅
券
発
給
を
停
止
す
る
こ
と
を

正
式
に
伝
え
て
お
り
、
排
日
移
民
法
案
が
審
議
さ
れ
る
時
点
で
は
、
写
真
結
婚
で
入
国
す
る
日
本
人
移
民
の
花
嫁
は
い
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。
で
は
、
ど
の
よ
う
な
原
因
や
背
景
が
あ
り
排
日
移
民
法
が
成
立
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
通
説
的
な
見
解
に
よ
れ
ば
、
そ
の

成
立
の
直
接
的
な
原
因
と
し
て
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

排
日
移
民
法
の
成
立
の
原
因
に
つ
い
て
、
下
院
に
お
い
て
は
、
移
民
帰
化
委
員
会
（H

ouse Im
m
igration and N

ationalization 

C
om
m
ittee

）
の
委
員
に
強
硬
な
排
日
論
者
が
多
く
、
ま
た
議
会
内
に
も
排
日
を
訴
え
る
太
平
洋
沿
岸
諸
州
選
出
の
議
員
に
同
調
す
る
議

員
が
多
か
っ
た
た
め
、
圧
倒
的
多
数
で
排
日
移
民
法
は
可
決
さ
れ
た
。
し
か
し
、
国
際
関
係
に
機
敏
で
あ
る
議
員
の
多
か
っ
た
上
院
で
は
、

三
八
八



排
日
移
民
法
成
立
の
背
景
（
中
村
）

（
四
七
一
）

排
日
を
積
極
的
に
訴
え
る
議
員
が
比
較
的
少
数
で
あ
っ
た
こ
と
や
、
上
院
の
移
民
法
の
立
案
に
大
き
な
影
響
力
を
持
つ
移
民
委
員
会

（S
enate C

om
m
ittee on Im

m
igration

）
の
構
成
員
の
中
に
西
部
・
南
部
諸
州
か
ら
の
委
員
が
少
な
く
、
日
本
人
移
民
の
排
斥
を
強
硬
に
主

張
す
る
委
員
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
選
出
の
共
和
党
議
員
ジ
ョ
ン
ソ
ン
（H
iram
 W
. Jonson

）
の
み
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
当
初
は
、
排

日
移
民
法
は
可
決
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
下
院
に
ジ
ョ
ン
ソ
ン
（A

. Jonson

）
法
案
が
提
出
さ
れ
た
後
の
一
九
二
四

年
三
月
二
七
日
、
ヒ
ュ
ー
ズ
（C

harles E
vans H

ughes

）
国
務
長
官
か
ら
、
①
日
米
紳
士
協
定
の
内
容
が
不
明
で
あ
る
、
②
協
定
成
立
後

日
本
人
移
民
が
著
し
く
増
加
し
て
い
る
と
批
判
が
あ
る
と
の
意
見
を
聞
い
た
日
本
の
埴
原
駐
米
大
使
は
、
ヒ
ュ
ー
ズ
国
務
長
官
と
の
協
議

の
上
、
そ
の
誤
解
を
解
く
た
め
の
書
簡
（
埴
原
書
簡
）
を
ヒ
ュ
ー
ズ
国
務
長
官
宛
に
送
付
す
る
こ
と
に
な
っ
た
（
27
）

。
ヒ
ュ
ー
ズ
国
務
長
官
に

届
い
た
「
埴
原
書
簡
」
が
会
議
に
示
さ
れ
る
と
、
そ
の
書
簡
の
末
尾
に
書
か
れ
て
い
た
「
重
大
な
る
結
果
」（grave consequences

）
と
い

う
字
句
を
、
上
院
の
ロ
ッ
ジ
（H

enry C
abot L

odge

）
外
交
委
員
長
が
取
り
上
げ
、
ア
メ
リ
カ
に
対
す
る
戦
争
を
示
唆
す
る
「
覆
面
の
威

嚇
」（veiled threat

）
で
あ
る
と
訴
え
る
と
上
院
の
雰
囲
気
が
一
変
し
、
排
日
移
民
法
が
成
立
す
る
に
至
っ
た
と
い
う
の
が
、
通
説
的
な

見
解
で
あ
る
（
28
）

。
し
か
し
、
こ
の
埴
原
書
簡
は
、
排
日
移
民
法
の
採
択
へ
の
決
定
的
な
契
機
で
は
あ
っ
た
が
、
唯
一
の
成
立
の
原
因
で
は
な

か
っ
た
。
そ
の
他
の
原
因
と
し
て
、
そ
れ
ま
で
排
日
移
民
法
に
反
対
し
て
い
た
南
部
諸
州
選
出
議
員
ら
が
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
選
出
の
共

和
党
議
員
シ
ョ
ー
ト
リ
ッ
ジ
（S

am
uel M

. S
hortridge

）
と
の
政
治
的
な
取
引
を
行
い
、
賛
成
派
に
回
っ
た
こ
と
、
ロ
ッ
ジ
上
院
議
員
が

個
人
的
に
ヒ
ュ
ー
ズ
国
務
長
官
を
嫌
っ
て
い
た
こ
と
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
29
）

。

そ
こ
で
次
に
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
を
中
心
と
し
た
太
平
洋
沿
岸
諸
州
に
お
け
る
排
日
運
動
が
排
日
移
民
法
の
上
下
両
院
で
の
採
択
に

ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
か
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。

三
八
九



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
四
七
二
）

（
2
）
成
立
の
背
景
に
あ
っ
た
排
日
運
動

排
日
移
民
法
を
成
立
せ
し
め
た
排
日
運
動
が
生
ま
れ
た
原
因
は
様
々
あ
る
が
、
写
真
結
婚
に
つ
い
て
の
批
判
は
後
に
述
べ
る
と
し
て
、

そ
れ
以
外
の
も
の
と
し
て
主
に
以
下
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

先
ず
、
一
九
〇
八
年
の
日
米
紳
士
協
定
以
後
の
日
本
人
移
民
の
数
が
な
か
な
か
減
少
し
な
か
っ
た
こ
と
が
原
因
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
確
か
に
同
協
定
に
よ
り
日
本
人
移
民
は
毎
年
五
〇
〇
人
に
制
限
さ
れ
て
い
た
が
、
先
に
移
住
し
て
い
た
移
民
の
自
然
増
加
に
よ
り
数

が
増
え
た
こ
と
や
、
日
本
人
移
民
が
同
一
地
域
に
集
中
し
て
生
活
し
て
い
た
た
め
に
、
そ
の
数
が
実
際
よ
り
も
何
倍
も
多
く
感
じ
ら
れ
た

た
め
で
も
あ
っ
た
（
30
）

。
ア
メ
リ
カ
本
土
に
お
け
る
日
本
人
移
民
の
数
は
、
一
九
〇
〇
年
に
は
二
四
、三
三
六
人
で
あ
っ
た
が
、
一
九
一
〇
年

に
は
七
二
、一
七
五
人
に
、
一
九
二
〇
年
に
は
一
一
一
、〇
一
〇
人
に
、
一
九
一
〇
年
か
ら
一
九
二
〇
年
の
一
〇
年
間
に
約
五
四
％
も
増
加

し
て
い
た
の
で
あ
る
（
31
）

。
更
に
、
一
九
一
九
年
一
二
月
に
日
本
政
府
に
よ
る
写
真
花
嫁
に
対
す
る
旅
券
の
発
給
停
止
が
決
定
さ
れ
て
以
降

も
、
日
本
人
移
民
が
な
か
な
か
減
少
し
な
か
っ
た
こ
と
も
挙
げ
ら
れ
る
。
写
真
花
嫁
へ
の
旅
券
の
発
給
停
止
の
措
置
は
、
確
か
に
、
在
米

の
日
本
人
社
会
に
は
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
（
32
）

。
し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
本
土
に
お
け
る
日
本
人
移
民
数
の
推
移
は
、
一
九
一
九
年

六
、二
七
三
人
、
一
九
二
〇
年
五
、九
五
九
人
、
一
九
二
一
年
四
、三
二
一
人
、
一
九
二
二
年
三
、五
五
八
人
、
一
九
二
三
年
二
、六
一
七
人
、

一
九
二
四
年
四
、〇
六
四
人
で
あ
り
、
多
少
の
減
少
は
見
ら
れ
た
も
の
の
、
大
幅
な
も
の
と
は
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
（
33
）

。
日
本
人
移
民

が
減
少
し
な
い
原
因
と
し
て
ア
メ
リ
カ
側
か
ら
は
、
①
日
米
紳
士
協
定
上
、
ア
メ
リ
カ
在
住
者
は
、
兄
弟
姉
妹
を
呼
び
寄
せ
る
こ
と
は
で

き
な
い
が
、
親
ま
た
は
子
を
呼
び
寄
せ
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
先
ず
親
を
呼
び
寄
せ
、
次
に
そ
の
親
が
子
で
あ
る
兄
弟
姉
妹
を
呼
び
寄

せ
て
い
る
、
②
妻
の
渡
航
が
増
加
し
て
い
る
、
③
養
子
と
し
て
入
国
し
て
い
る
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
（
34
）

。
ま
た
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

に
お
け
る
排
日
派
の
頭
目
に
し
て
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
・
ビ
ー
（S

acram
en

t B
ee

）
の
主
幹
で
あ
る
ミ
ク
ラ
ッ
チ
ー
（V

alentine S
. 

三
九
〇



排
日
移
民
法
成
立
の
背
景
（
中
村
）

（
四
七
三
）

M
cC
latchy

）
は
、
下
院
の
移
民
委
員
会
で
写
真
結
婚
に
代
わ
っ
て
、
観
光
花
嫁
（excursion bride

）
が
盛
ん
に
入
国
し
つ
つ
あ
る
と
論
じ

て
い
た
（
35
）

。
と
こ
ろ
が
、
排
日
移
民
成
立
後
に
つ
い
て
み
る
と
、
確
か
に
、
一
九
二
五
年
二
八
九
人
、
一
九
二
六
年
三
四
四
人
と
激
減
し
、

そ
の
後
も
一
、〇
〇
〇
人
以
下
の
時
期
が
続
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
も
そ
も
排
日
論
者
ら
は
、
日
本
人
移
民
数
に
つ
い
て

述
べ
る
と
き
、
こ
れ
ら
の
ア
メ
リ
カ
政
府
の
統
計
を
用
い
ず
、
そ
の
数
の
中
に
日
本
人
旅
行
客
、
商
人
、
学
生
な
ど
を
加
え
、
ま
た
再
渡

航
者
を
新
渡
航
者
と
し
て
算
入
す
る
な
ど
し
て
、
著
し
い
数
の
日
本
人
移
民
が
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
流
入
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
説
い

て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
36
）

。
ま
た
、
こ
の
時
代
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
へ
の
移
民
を
国
別
に
み
て
も
、
日
本
人
移
民
は
確
か
に
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
集
中
し
て
い
た
が
、
ア
メ
リ
カ
全
体
で
み
る
と
、
一
八
七
一
年
か
ら
一
九
二
〇
年
の
間
の
移
民
数
は
、
イ
タ
リ
ア
人

四
、一
七
〇
、三
六
二
人
、
ロ
シ
ア
人
三
、二
七
六
、三
六
三
人
、
ド
イ
ツ
人
三
、一
六
一
、七
四
七
人
、
イ
ギ
リ
ス
人
二
、四
九
四
、二
九
六
人

な
ど
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
か
ら
の
移
民
が
圧
倒
的
に
多
く
、
日
本
人
は
二
四
一
、九
九
五
人
で
あ
り
、
中
国
人
の
二
四
一
、五
九
四
人
と
並
ん

で
極
端
に
多
い
と
い
う
訳
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
（
37
）

。

移
民
数
の
増
加
と
と
も
に
日
本
人
移
民
に
よ
る
農
地
所
有
の
増
加
に
つ
い
て
も
、
排
日
論
者
か
ら
批
判
の
対
象
と
さ
れ
て
い
る
。
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
お
け
る
日
本
人
の
農
地
保
有
面
積
の
変
動
に
つ
い
て
み
る
と
、
第
一
次
排
日
土
地
法
の
成
立
以
降
、
一
九
一
三
年
に
所

有
地
二
六
、七
〇
七
エ
ー
カ
ー
、
借
地
一
五
五
、四
八
八
エ
ー
カ
ー
で
あ
っ
た
も
の
が
、
一
九
一
八
年
に
は
所
有
地
三
〇
、三
〇
五
エ
ー

カ
ー
、
借
地
三
三
六
、七
二
一
エ
ー
カ
ー
に
、
ま
た
一
九
二
〇
年
に
は
、
所
有
地
七
四
、七
六
九
エ
ー
カ
ー
へ
と
増
加
し
て
い
た
。
そ
し
て
、

第
二
次
排
日
土
地
法
の
成
立
後
の
一
九
二
二
年
に
は
、
所
有
地
が
五
〇
、五
四
二
エ
ー
カ
ー
へ
と
減
少
し
て
い
る
（
38
）

。
こ
の
よ
う
に
第
一
次

土
地
法
成
立
後
に
日
本
人
の
土
地
所
有
が
減
少
し
て
い
な
い
根
拠
と
し
て
、
フ
ィ
ー
ラ
ン
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
は
外
国
人
の
土
地
所

有
を
禁
止
し
て
い
る
が
、
日
本
人
は
ア
メ
リ
カ
で
生
ま
れ
た
児
童
の
名
を
用
い
た
り
、
会
社
に
加
入
し
て
土
地
を
買
い
入
れ
た
り
、
或
い

三
九
一



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
四
七
四
）

は
こ
れ
を
租
借
し
て
自
ら
耕
作
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
第
二
次
土
地
法
の
成
立
の
必
要
性
を
訴
え
て
い
た
の
で
あ
る
（
39
）

。
し
か
し
、
日

本
人
の
所
有
地
借
地
を
併
せ
て
も
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
全
農
耕
地
の
六
〇
分
の
一
、
開
拓
地
の
二
五
分
の
一
に
過
ぎ
ず
、
ま
た
、
白
人

農
業
経
営
者
が
雇
用
す
る
東
洋
人
労
働
者
よ
り
も
、
遥
か
に
多
数
の
白
人
労
働
者
が
東
洋
人
経
営
者
に
雇
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
更
に

日
本
人
は
、
従
来
の
秣
、
穀
類
、
果
実
だ
け
で
は
な
く
、
野
菜
、
イ
チ
ゴ
、
ブ
ド
ウ
な
ど
の
新
た
な
労
働
集
約
的
な
農
産
品
を
生
産
す
る

こ
と
で
、
一
九
一
九
年
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
日
本
人
側
の
農
産
総
額
は
、
全
州
の
五
億
七
八
一
万
一
八
八
一
ド
ル
の
う
ち
の

六
七
一
四
万
五
七
三
〇
ド
ル
を
占
め
る
な
ど
、
州
農
産
業
に
多
大
な
貢
献
を
し
て
い
た
の
で
あ
る
（
40
）

。

排
日
論
者
ら
に
よ
る
そ
の
他
の
主
張
と
し
て
、
日
本
人
移
民
は
低
賃
金
に
甘
ん
じ
長
時
間
労
働
を
厭
わ
な
い
た
め
、
仕
事
の
標
準
お
よ

び
生
活
程
度
を
下
落
さ
せ
白
人
労
働
者
を
駆
逐
す
る
と
か
、
労
働
者
に
甘
ん
じ
る
こ
と
な
く
企
業
家
と
な
り
、
白
人
の
事
業
分
野
を
侵
す
、

或
い
は
利
益
を
母
国
に
送
り
ア
メ
リ
カ
社
会
に
還
元
し
な
い
と
か
、
日
本
人
を
雇
用
し
て
日
本
の
品
の
み
を
使
用
し
ア
メ
リ
カ
人
ら
に
労

働
商
売
の
機
会
を
提
供
し
な
い
な
ど
党
派
的
傾
向
が
強
い
と
い
っ
た
経
済
的
根
拠
か
ら
の
批
判
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
日
本
人
の
契
約
観
念
、

男
女
間
道
徳
観
念
、
金
銭
観
念
等
に
対
す
る
道
徳
的
理
由
に
基
づ
く
批
判
も
な
さ
れ
て
い
た
。
更
に
、
社
会
的
人
種
的
理
由
と
し
て
、
文

明
、
風
俗
、
習
慣
が
全
く
異
な
り
相
互
理
解
は
不
可
能
で
、
日
本
人
は
ア
メ
リ
カ
に
同
化
で
き
な
い
と
の
批
判
も
あ
っ
た
と
指
摘
さ
れ
て

い
る
（
41
）

。
こ
れ
ら
の
排
日
論
者
ら
の
主
張
に
対
し
て
は
、
日
本
人
移
民
の
側
も
深
い
関
心
を
持
ち
、
排
日
運
動
の
拡
が
り
に
対
抗
す
る
た
め

に
も
、
ア
メ
リ
カ
的
生
活
水
準
を
得
る
こ
と
に
よ
っ
て
白
人
と
対
等
で
あ
る
こ
と
を
認
め
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
（
42
）

。

し
か
し
、
排
日
移
民
論
者
ら
の
主
張
の
多
く
は
、
排
日
の
た
め
の
口
実
で
あ
っ
て
、
真
の
理
由
は
白
人
ら
の
胸
中
に
潜
む
人
種
的
反
感
か

ら
く
る
も
の
で
あ
り
、
む
し
ろ
日
本
人
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
最
も
積
極
的
に
ア
メ
リ
カ
化
を
進
め
る
外
国
人
で
あ
っ
た
と
の
指
摘
も

あ
る
（
43
）

。

三
九
二



排
日
移
民
法
成
立
の
背
景
（
中
村
）

（
四
七
五
）

そ
の
他
に
、
排
日
運
動
の
拡
大
の
背
景
に
あ
っ
た
も
の
と
し
て
、
日
露
戦
争
後
に
お
い
て
日
本
が
勝
利
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
次
第
に

日
本
が
ア
メ
リ
カ
の
権
益
を
脅
か
す
の
で
は
と
の
疑
念
が
生
じ
つ
つ
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
、
ド
イ
ツ
皇
帝
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
二
世
（K

aiser 

W
illhelm

 Ⅱ
）
か
ら
始
ま
る
と
さ
れ
る
黄
色
人
種
の
勃
興
の
脅
威
を
説
い
た
「
黄
禍
論
」（yellow

 peril

）
が
ア
メ
リ
カ
で
流
布
し
始
め
た

こ
と
な
ど
の
影
響
が
あ
っ
た
と
の
指
摘
が
あ
る
（
44
）

。
し
か
し
な
が
ら
、
排
日
運
動
の
最
大
の
推
進
力
と
な
っ
た
も
の
は
、
排
日
論
者
ら
が
選

挙
に
お
い
て
勝
利
す
る
た
め
に
意
図
的
に
「
排
日
」
を
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
し
て
取
り
上
げ
た
点
に
あ
っ
た
と
考
え
る
。

一
九
〇
〇
年
以
降
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
お
い
て
組
合
が
結
成
さ
れ
始
め
、
そ
の
代
表
者
ら
が
組
合
労
働
党
を
結
成
し
、
市
の
総
選

挙
に
お
い
て
勝
利
し
、
市
の
行
政
を
支
配
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
彼
ら
は
積
極
的
に
日
本
人
の
排
斥
を
呼
び
掛
け
、
日
本
人
学
童
の

隔
離
の
要
求
を
市
学
務
局
に
認
め
さ
せ
る
よ
う
な
こ
と
は
あ
っ
た
が
、
排
日
運
動
を
統
率
す
る
勢
力
が
未
だ
な
か
っ
た
た
め
、
そ
れ
が
長

続
き
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
（
45
）

。
一
九
〇
八
年
の
大
統
領
選
挙
の
際
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
お
い
て
民
主
党
は
、
初
め
て
日
本
人
移
民
を

政
治
的
に
利
用
し
た
が
、
共
和
党
が
圧
勝
し
、
組
合
労
働
党
も
政
権
か
ら
去
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
一
九
一
〇
年
の
州
選
挙
で
、

「
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
を
白
く
保
と
う
（K

eep C
alifornia W

hite!

）」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
用
い
て
選
挙
運
動
を
繰
り
広
げ
た
民
主
党
が
、

州
上
下
院
に
お
い
て
大
幅
に
躍
進
し
、
総
議
席
数
の
四
四
％
を
獲
得
し
た
。
一
方
の
共
和
党
は
、
過
半
数
を
維
持
し
た
も
の
の
、
連
邦
政

府
の
良
き
理
解
者
で
あ
っ
た
ジ
レ
ッ
ト
（Jam

es N
. G
illett

）
前
知
事
が
敗
れ
、
排
日
的
な
傾
向
の
強
い
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
共
和
党

革
新
派
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
っ
た
ジ
ョ
ン
ソ
ン
（H

iram
 W
. Johnson

）
が
知
事
と
な
っ
た
。
こ
の
一
九
一
〇
年
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
選
挙

の
結
果
は
、
そ
の
後
の
排
日
運
動
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。
日
本
人
移
民
の
排
斥
を
掲
げ
た
民
主
党
が
善
戦
し
、
逆
に
そ

れ
を
政
治
的
に
利
用
し
な
か
っ
た
共
和
党
が
苦
戦
を
強
い
ら
れ
た
こ
と
を
体
験
し
た
同
州
の
民
主
・
共
和
党
の
両
政
党
は
、
そ
れ
以
降
の

選
挙
に
お
い
て
「
排
日
」
を
、
票
を
獲
得
す
る
上
で
の
重
要
な
政
治
的
要
素
と
し
て
認
識
し
、
利
用
し
た
た
め
、
選
挙
の
度
に
プ
ロ
パ
ガ

三
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ン
ダ
と
し
て
「
排
日
」
が
大
き
く
採
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
（
46
）

。

一
九
一
二
年
の
大
統
領
選
挙
に
お
い
て
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
（W

oodrow
 W
ilson

）
が
共
和
党
の
タ
フ
ト
前
大
統
領
を
破
り
民
主
党
政
権
を

復
活
さ
せ
た
が
、
新
大
統
領
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
の
選
挙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
中
に
、
共
和
党
と
は
異
な
り
州
権
を
尊
重
す
る
こ
と
、

日
本
人
移
民
の
排
斥
に
賛
同
す
る
こ
と
を
州
民
に
訴
え
て
い
た
（
47
）

。
し
か
し
、
第
一
次
大
戦
が
勃
発
し
た
一
九
一
四
年
八
月
以
降
は
、
日
本

と
ア
メ
リ
カ
は
同
盟
国
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
全
米
で
反
日
感
情
が
一
時
的
に
薄
れ
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
も
目
立
っ
た
反
日
運
動

は
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
第
一
次
大
戦
後
に
新
体
制
を
形
成
す
る
中
で
、
そ
れ
ま
で
友
好
な
関
係
に
あ
っ
た
日
米
に
次
第
に
対
立
が
表

面
化
し
始
め
た
一
九
一
九
年
春
以
降
に
な
る
と
、
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
お
い
て
排
日
熱
が
再
び
高
ま
っ
た
。
そ
れ
を
政
治
的
に
利
用
す

る
こ
と
を
考
え
、
排
日
の
急
先
鋒
と
な
っ
て
い
た
の
が
、
翌
年
に
選
挙
を
控
え
て
い
た
次
期
大
統
領
の
候
補
者
で
あ
っ
た
共
和
党
の
Ｈ
．

ジ
ョ
ン
ソ
ン
、
再
選
を
望
ん
で
い
た
フ
ィ
ー
ラ
ン
連
邦
上
院
議
員
、
連
邦
下
院
議
員
の
席
を
狙
っ
て
い
た
イ
ン
マ
ン
及
び
現
知
事
の
後
任

を
目
論
ん
で
い
た
チ
ェ
ン
バ
ー
（John. S

. C
ham
bers

）
州
会
計
官
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
、
排
日
立
法
に
成
功
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
選

挙
に
お
け
る
政
治
的
資
本
を
作
る
こ
と
を
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
（
48
）

。
そ
の
政
治
的
野
心
の
実
現
の
た
め
、
既
に
経
験
か
ら
「
排
日
」
を
訴

え
る
こ
と
に
大
き
な
集
票
効
果
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
彼
ら
は
、
選
挙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
排
日
を
掲
げ
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
捉
え
て

日
本
や
日
本
人
に
つ
い
て
充
分
な
知
識
が
な
か
っ
た
州
民
に
訴
え
る
と
と
も
に
、
様
々
な
排
日
法
案
を
提
出
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
活
動

は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
内
に
と
ど
ま
ら
ず
、
西
部
諸
州
選
出
の
上
下
院
議
員
や
知
事
に
呼
び
か
け
て
排
日
連
盟
組
織
の
設
立
を
呼
び
掛

け
る
な
ど
州
外
に
も
及
ん
で
い
た
（
49
）

。
排
日
を
訴
え
る
政
治
家
た
ち
は
ま
た
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
排
日
運
動
勢
力
の
中
心
的
存
在
で

あ
っ
た
「
輝
か
し
き
西
部
の
息
子
た
ち
」
な
ど
の
排
日
を
標
榜
す
る
圧
力
団
体
に
も
属
し
、
そ
れ
ら
を
通
じ
て
政
治
的
な
影
響
力
を
加
え

て
い
た
。
そ
う
し
た
排
日
運
動
勢
力
の
活
動
は
、
一
九
一
九
年
一
二
月
に
日
本
政
府
か
ら
写
真
花
嫁
へ
の
旅
券
の
発
給
停
止
が
ア
メ
リ
カ

三
九
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政
府
に
伝
え
ら
れ
て
以
降
、
写
真
結
婚
に
対
す
る
批
判
に
つ
い
て
は
止
め
た
も
の
の
、
排
日
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
州
民
に
訴
え
続
け
、

第
二
次
排
日
土
地
法
な
ど
の
排
日
法
を
成
立
さ
せ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
政
治
家
た
ち
は
、
自
ら
の
政
治
的
野
心
の
た
め
に
、
州
民
か
ら
人
気
の
あ
っ
た
排
日
を
選
挙
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
に
選
び
、
様
々
な
圧
力
団
体
通
じ
て
政
治
力
や
ハ
ー
ス
ト
系
新
聞
を
利
用
し
た
誇
張
的
な
報
道
を
駆
使
し
て
排
日
論
を
展
開
し

た
（
50
）

。
一
九
二
〇
年
に
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
お
い
て
第
二
次
排
日
土
地
法
が
成
立
以
降
は
、
彼
ら
は
、
そ
の
舞
台
を
連
邦
議
会
に
移
し
、

一
九
二
四
年
の
排
日
移
民
法
の
成
立
ま
で
排
日
運
動
の
主
導
的
な
役
割
を
果
た
し
続
け
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
最
後
に
、
そ
も
そ
も
排
日

論
者
ら
が
声
高
に
批
判
を
浴
び
せ
続
け
た
写
真
結
婚
や
写
真
花
嫁
に
つ
い
て
も
、
批
判
に
足
る
に
十
分
な
根
拠
が
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て

検
討
し
て
み
た
い
。

三　

写
真
結
婚
へ
の
批
判
と
そ
の
根
拠

既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
写
真
結
婚
は
ア
メ
リ
カ
と
日
本
と
の
間
で
写
真
を
交
換
し
行
わ
れ
た
事
実
上
の
見
合
い
結
婚
で
あ
っ
た
。

一
九
〇
八
年
に
成
立
し
た
日
米
紳
士
協
定
に
よ
り
日
本
人
か
ら
の
移
民
が
年
間
五
〇
〇
人
に
制
限
さ
れ
た
も
の
の
、
再
渡
航
者
と
移
民
の

家
族
に
つ
い
て
は
入
国
が
容
認
さ
れ
た
た
め
に
、
一
九
二
〇
年
二
月
の
旅
券
発
給
が
停
止
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
そ
の
抜
け
道
と
し
て
盛
ん

に
利
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

日
本
人
移
民
が
、
例
え
ば
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
港
よ
り
入
国
す
る
と
き
は
、
沖
合
に
あ
る
エ
ン
ゼ
ル
島
で
「
目
の
検
査
」
と
「
移
民
官

の
審
問
」
を
受
け
た
後
に
上
陸
を
許
さ
れ
る
が
、
写
真
花
嫁
の
場
合
に
は
、
更
に
呼
び
寄
せ
た
夫
も
身
分
証
明
書
を
持
参
し
、
移
民
官
の

元
に
出
頭
す
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
た
。
上
陸
の
許
可
を
得
る
と
、
日
本
人
会
よ
り
派
遣
さ
れ
た
書
記
の
案
内
に
よ
り
夫
婦
は
サ
ン
フ
ラ

三
九
五
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ン
シ
ス
コ
郡
役
所
に
連
れ
て
行
か
れ
、
結
婚
の
ラ
イ
セ
ン
ス
の
発
給
を
受
け
た
後
、
日
本
人
キ
リ
ス
ト
教
会
に
赴
き
結
婚
式
を
挙
げ
て
初

め
て
自
由
の
身
と
な
っ
た
の
で
あ
る
（
51
）

。
ま
た
花
婿
に
は
、
最
終
的
に
妻
を
養
う
能
力
が
あ
る
と
す
る
日
本
領
事
館
が
発
行
し
た
証
明
書
を

呈
示
す
る
よ
う
に
義
務
付
け
ら
れ
て
い
た
（
52
）

。
こ
の
よ
う
に
既
に
日
本
で
結
婚
式
を
終
え
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
加
え
て
ア
メ
リ
カ
の

教
会
に
お
い
て
挙
式
し
た
こ
と
は
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
こ
の
よ
う
な
形
式
の
婚
姻
の
適
法
性
が
問
題
と
な
る
こ
と
を
回
避
す
る
た
め
に
は
効

果
的
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
（
53
）

。
そ
れ
で
も
写
真
結
婚
の
有
効
性
に
関
し
て
疑
念
が
も
た
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
一
九
一
七
年
の
ア
メ
リ
カ

移
民
法
が
改
正
さ
れ
、
ア
メ
リ
カ
に
入
国
す
る
移
民
に
対
し
文
盲
テ
ス
ト
が
課
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ
の
テ
ス
ト
を
日
本
人
の
写

真
花
嫁
に
つ
い
て
も
適
用
す
る
か
否
か
が
問
題
と
な
っ
た
。
そ
の
際
に
ア
メ
リ
カ
側
か
ら
、
写
真
結
婚
は
ア
メ
リ
カ
法
の
観
念
か
ら
正
当

な
婚
姻
と
は
認
め
ら
れ
な
い
旨
の
主
張
が
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
日
本
政
府
は
、
日
本
に
お
け
る
法
律
慣
習
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ

と
、
婚
姻
の
成
立
時
は
書
面
ま
た
は
口
頭
に
よ
る
戸
籍
吏
へ
の
届
出
時
で
あ
る
こ
と
、
宗
教
上
ま
た
は
社
会
上
の
儀
式
は
法
律
上
の
成
立

に
何
ら
の
意
味
を
持
た
な
い
こ
と
、
旅
券
や
戸
籍
に
明
ら
か
に
妻
と
し
て
記
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
元
来
婚
姻
の
成
立
要
件
等
に
関
し
て

は
一
般
に
各
国
国
内
法
の
規
定
に
従
う
べ
き
で
、
特
に
ア
メ
リ
カ
の
公
序
に
反
す
る
等
の
重
大
な
理
由
が
な
い
場
合
に
は
日
本
法
に
よ
っ

て
決
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
、
日
本
法
に
よ
れ
ば
適
法
に
成
立
す
る
婚
姻
を
容
認
し
な
い
場
合
に
は
、
重
大
な
問
題
が
生
じ
る
こ
と

を
説
明
し
て
、
漸
く
ア
メ
リ
カ
政
府
当
局
の
理
解
を
得
て
い
た
（
54
）

。
し
か
し
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
後
に
再
度
そ
の
疑
念
に
つ
い
て
ア
メ

リ
カ
側
が
暗
に
日
本
側
に
伝
え
る
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

日
本
政
府
が
写
真
花
嫁
へ
の
旅
券
の
発
給
停
止
処
置
を
決
定
す
る
直
前
の
一
九
一
九
年
一
一
月
二
〇
日
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
お
け

る
排
日
運
動
が
拡
大
す
る
中
で
、
ラ
ン
シ
ン
グ
（R

obert L
ansing

）
国
務
長
官
は
、
駐
米
日
本
大
使
に
対
し
、
ア
メ
リ
カ
が
写
真
結
婚
を

違
法
な
も
の
と
し
て
扱
う
方
法
や
立
法
措
置
に
よ
り
禁
止
す
る
方
法
は
日
米
間
に
軋
轢
を
生
じ
る
た
め
、
日
本
が
自
ら
禁
止
す
る
方
法
を

三
九
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採
る
よ
う
非
公
式
に
助
言
し
た
こ
と
を
、
モ
ー
リ
ス
（R

oland S
. M
orris

）
駐
日
ア
メ
リ
カ
大
使
へ
の
電
文
の
中
で
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

こ
の
助
言
が
顧
慮
さ
れ
て
、
一
二
月
一
三
日
ま
で
に
幣
原
駐
米
大
使
が
日
本
政
府
の
了
解
を
受
け
て
、
ラ
ン
シ
ン
グ
国
務
長
官
に
対
し

「
日
本
政
府
は
、
日
米
間
の
友
好
関
係
の
促
進
を
最
も
重
要
と
位
置
づ
け
、
そ
の
精
神
に
お
い
て
い
わ
ゆ
る
『
写
真
花
嫁
』
に
よ
っ
て
作

り
出
さ
れ
た
難
局
を
慎
重
に
検
討
し
、
そ
の
よ
う
な
花
嫁
が
合
衆
国
へ
の
入
国
の
手
続
を
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る

こ
と
を
決
定
し
た
」
と
伝
え
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
（
55
）

。
し
か
し
、
排
日
論
者
た
ち
が
写
真
結
婚
に
関
す
る
批
判
の
根
拠
と
し
て
示
し

た
も
の
は
様
々
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
法
的
な
有
効
性
に
関
し
て
疑
念
を
述
べ
る
主
張
が
な
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
排

日
論
者
た
ち
の
主
張
が
本
質
的
に
人
種
差
別
的
な
偏
見
に
基
づ
い
た
も
の
で
、
理
性
的
・
合
理
的
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
の
証
左
で

も
あ
る
。
で
は
次
に
、
そ
の
よ
う
な
排
日
論
者
た
ち
が
挙
げ
た
写
真
結
婚
や
写
真
花
嫁
に
対
す
る
批
判
の
根
拠
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た

い
。写

真
結
婚
に
対
す
る
批
判
で
最
も
強
か
っ
た
も
の
は
、
そ
れ
を
排
日
論
者
た
ち
が
「
キ
リ
ス
ト
の
制
度
と
は
異
な
る
、
教
養
の
低
い
異

教
徒
の
制
度
で
あ
る
」
と
見
な
し
て
い
た
点
で
あ
る
。
そ
の
多
く
が
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
人
は
、
結
婚
は
愛
を
基
礎
に
対
面

で
交
わ
さ
れ
た
誓
約
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
、
ア
メ
リ
カ
の
結
婚
の
理
想
に
反
す
る
と
批
判
し
た
（
56
）

。
排
日
論
者
た
ち

は
、
多
く
の
ア
メ
リ
カ
人
に
と
っ
て
最
も
奇
異
に
映
っ
た
日
本
人
移
民
の
写
真
結
婚
を
特
に
選
ん
で
取
り
上
げ
、
そ
れ
に
対
し
て
猛
烈
な

批
判
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。
更
に
、
そ
う
し
た
ア
メ
リ
カ
人
が
受
け
る
印
象
を
効
果
的
に
排
日
運
動
に
利
用
す
る
た
め
に
、
写
真
花
嫁
の

入
国
の
風
景
を
写
真
に
撮
り
、
そ
れ
を
全
国
に
頒
布
す
る
計
画
ま
で
立
て
て
い
た
（
57
）

。
し
か
し
な
が
ら
、
当
時
、
こ
の
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
人

に
と
っ
て
奇
異
に
映
る
写
真
花
嫁
は
、
日
本
か
ら
だ
け
で
は
な
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
か
ら
も
多
数
入
国
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

一
九
二
二
年
七
月
三
日
の
新
聞
記
事
は
、
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ
ー
プ
ル
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
到
着
し
た
船
の
女
性
の
乗
客
七
〇
〇
名
中
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の
二
三
一
人
が
ト
ル
コ
、
ル
ー
マ
ニ
ア
、
ア
ル
メ
ニ
ア
、
ギ
リ
シ
ャ
か
ら
の
写
真
花
嫁
で
あ
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
（
58
）

。
こ
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
諸
国
か
ら
の
写
真
花
嫁
に
つ
い
て
も
、
そ
の
結
婚
に
至
る
ま
で
の
方
法
に
お
い
て
、
日
本
人
移
民
の
写
真
花
嫁
の
場
合
と
大
き
く

異
な
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
（
59
）

。
写
真
花
嫁
が
バ
ル
カ
ン
半
島
諸
国
や
イ
タ
リ
ア
な
ど
の
東
欧
諸
国
や
イ
タ
リ
ア
の
出
身
者
た
ち
が

中
心
で
あ
っ
た
原
因
は
、
第
一
次
大
戦
直
後
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
お
け
る
社
会
的
・
経
済
的
混
乱
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
大
規
模
な

戦
争
に
よ
り
結
婚
適
齢
の
男
性
が
少
な
か
っ
た
こ
と
に
加
え
て
、
地
方
の
農
家
で
は
、
経
済
的
混
乱
か
ら
伝
統
的
に
求
め
ら
れ
て
い
た
嫁

入
り
の
際
の
持
参
金
を
用
意
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
（
60
）

。
ほ
ぼ
同
様
な
写
真
結
婚
で
あ
っ
て
も
、
日
本
人
移
民
の
場
合

は
、
強
烈
な
批
判
の
対
象
と
な
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
か
ら
の
写
真
花
嫁
に
対
し
て
は
、
一
目
ぼ
れ
を
懐
疑
的
に
考
え

る
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
人
は
、
写
真
で
選
ん
だ
相
手
と
結
婚
す
る
と
い
う
方
法
に
関
し
て
疑
念
を
抱
き
な
が
ら
も
、
概
ね
好
意
的
に
迎

え
入
れ
ら
れ
て
い
た
（
61
）

。
で
は
、
何
故
、
同
じ
写
真
花
嫁
で
あ
っ
て
も
、
日
本
人
に
つ
い
て
は
批
判
を
受
け
、
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
か
ら
の

花
嫁
は
歓
迎
さ
れ
た
の
か
。
両
者
の
違
い
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

両
者
の
違
い
の
一
つ
は
、
日
本
人
の
写
真
結
婚
は
、
夫
の
不
在
の
ま
ま
手
続
が
行
わ
れ
て
い
た
に
せ
よ
、
日
本
に
お
い
て
法
的
に
有
効

な
婚
姻
が
成
立
し
て
い
た
夫
婦
お
け
る
「
妻
」
の
呼
び
寄
せ
で
あ
っ
た
が
、
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
か
ら
の
写
真
花
嫁
は
、
ア
メ
リ
カ
に
到

着
し
た
後
に
相
手
方
と
結
婚
式
を
挙
げ
て
妻
と
な
っ
て
い
た
点
に
あ
る
（
62
）

。
し
か
し
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
日
本
人

の
写
真
花
嫁
も
ア
メ
リ
カ
入
国
後
に
結
婚
式
を
挙
げ
て
い
た
た
め
、
実
質
的
に
差
異
は
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
日
本
人
の
写
真
結

婚
の
み
が
激
し
い
批
判
の
対
象
と
な
っ
た
決
定
的
な
理
由
と
考
え
ら
れ
る
の
は
、
日
本
人
の
写
真
花
嫁
の
ほ
と
ん
ど
が
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

州
か
ら
入
国
し
て
い
た
の
に
対
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
出
身
者
た
ち
は
ア
メ
リ
カ
東
海
岸
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
到
着
し
て
い
た
点
で
あ
る
。
日

本
人
の
写
真
花
嫁
に
対
し
、
キ
リ
ス
ト
教
の
価
値
観
と
著
し
く
異
な
る
と
激
し
く
批
判
し
た
排
日
論
者
た
ち
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
到
着

三
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し
た
同
じ
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
出
身
の
写
真
花
嫁
に
は
、
ほ
と
ん
ど
そ
の
批
判
の
声
を
潜
め
て
い
た
の
で
あ
る
（
63
）

。
こ
の
こ
と
か

ら
も
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
排
日
論
者
た
ち
が
写
真
結
婚
自
体
に
疑
念
を
抱
い
て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
は
、
明
白
で
あ
る
。
彼

ら
は
、
自
ら
の
政
治
的
野
心
を
達
成
す
る
た
め
に
、
選
挙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
し
て
排
日
を
掲
げ
、
そ
の
中
で
州
民
に
訴
え
る
の
に
最
も
効

果
的
な
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
写
真
結
婚
を
取
り
上
げ
て
、
批
判
を
行
っ
て
い
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

次
に
、
日
本
が
写
真
結
婚
を
考
案
し
、
日
米
紳
士
協
定
の
「
抜
け
道
」
と
し
て
利
用
し
て
い
る
と
の
批
判
が
あ
っ
た
（
64
）

。
同
協
定
の
成
立

直
後
に
お
い
て
、
確
か
に
、
写
真
結
婚
は
、
事
実
上
の
抜
け
道
と
し
て
か
な
り
利
用
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
既
に
述
べ
た

よ
う
に
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
第
一
次
排
日
土
地
法
の
成
立
を
回
避
す
る
た
め
に
、
一
九
一
三
年
に
日
本
側
は
写
真
花
嫁
に
対
す
る
旅

券
の
発
行
停
止
に
つ
い
て
提
案
を
行
っ
て
い
た
が
、
ア
メ
リ
カ
側
に
よ
っ
て
聞
き
流
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
ま
た
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

州
内
に
お
け
る
写
真
花
嫁
の
数
は
一
九
一
六
年
以
降
、
五
〇
〇
人
前
後
の
比
較
的
少
数
で
推
移
し
て
お
り
、
一
九
二
〇
年
当
時
の
人
口
が

三
五
〇
万
人
弱
で
、
ま
た
直
近
の
一
〇
年
間
に
一
〇
〇
万
人
以
上
の
人
口
の
増
加
が
あ
っ
た
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
お
い
て
は
、
驚
く
に

値
し
な
い
数
字
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
（
65
）

。

ま
た
、
写
真
花
嫁
と
し
て
渡
っ
た
日
本
人
女
性
が
若
く
て
多
産
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
花
嫁
を
受
け
入
れ
続
け
る
と
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
が
日
本
人
の
州
と
な
る
と
批
判
さ
れ
た
（
66
）

。
確
か
に
、
写
真
結
婚
で
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
に
入
国
し
た
日
本
人
女
性
は
何
れ
も
若
く
、
同
州

の
全
出
産
率
に
比
較
す
る
と
、
日
本
人
の
出
産
率
は
高
か
っ
た
と
す
る
統
計
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
女
性
ら
が
出
産
時
期
を
終
え

る
と
出
産
率
は
低
下
す
る
た
め
、
一
九
一
七
年
を
ピ
ー
ク
に
低
下
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
た
し
、
日
本
人
の
出
産
率
が
目
立
っ
て
高

か
っ
た
の
は
、
第
一
次
大
戦
が
勃
発
し
、
白
人
が
軍
事
召
集
を
受
け
た
結
果
、
白
人
の
出
産
率
が
低
下
し
て
い
た
こ
と
も
大
き
な
要
因
で

あ
っ
た
。
排
日
論
者
た
ち
は
、
こ
う
し
た
事
実
を
伝
え
ず
、
逆
に
数
を
盛
る
な
ど
し
て
日
本
人
は
多
産
で
あ
り
危
険
で
あ
る
と
煽
っ
て
い

三
九
九
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た
の
で
あ
る
（
67
）

。
そ
の
他
に
、
日
本
人
は
同
化
し
な
い
と
い
っ
た
批
判
も
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
、
主
張
の
根
拠
と
は
な
り
得
な
い
よ
う
な
一

つ
の
事
実
を
挙
げ
て
、
日
本
人
全
体
が
非
同
化
で
あ
る
こ
と
を
非
難
す
る
も
の
で
あ
り
、
大
多
数
の
日
本
人
は
、
自
ら
進
ん
で
米
国
化
に

努
力
し
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
米
化
運
動
を
最
も
計
画
的
に
実
行
し
て
い
る
外
国
人
は
日
本
人
で
あ
っ
た
と
の
指
摘
が
あ
る
（
68
）

。
写
真
結

婚
に
対
す
る
批
判
の
根
拠
と
し
て
排
日
論
者
た
ち
が
掲
げ
た
も
の
は
、
そ
の
い
ず
れ
も
が
十
分
な
根
拠
に
基
づ
い
た
も
の
で
は
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
批
判
は
い
ず
れ
も
十
分
な
根
拠
に
基
づ
い
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
過
去
の
選
挙
に
お
け
る
経
験
か
ら
、
排
日
運
動
に

集
票
効
果
が
あ
る
こ
と
を
十
分
に
知
っ
て
い
た
候
補
者
た
ち
は
、
一
九
二
〇
年
の
選
挙
に
お
い
て
、
選
挙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
し
て
排
日
を

謳
い
、
そ
の
中
で
特
に
州
民
に
最
も
ア
ピ
ー
ル
し
易
か
っ
た
写
真
結
婚
を
取
り
上
げ
て
、
批
判
運
動
を
展
開
し
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
当

選
し
た
候
補
者
た
ち
が
、
連
邦
議
会
に
お
い
て
、「
排
日
移
民
法
」
の
成
立
の
た
め
に
積
極
的
に
活
動
を
行
い
、
一
九
二
四
年
の
排
日
移

民
法
の
成
立
を
強
力
に
後
押
し
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
を
中
心
と
し
た
太
平
洋
沿
岸
諸
州
の
連
邦
議
員
と
し

て
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
選
出
の
レ
イ
カ
ー
（John E

. R
aker

）
民
主
党
下
院
議
員
、
シ
ョ
ー
ト
リ
ッ
ジ
共
和
党
上
院
議
員
、
フ
リ
ー

（A
rthur M

. F
ree

）
共
和
党
下
院
議
員
、
ワ
シ
ン
ト
ン
州
選
出
の
ジ
ョ
ン
ソ
ン
民
主
党
下
院
議
員
が
挙
げ
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
写
真
結
婚

が
移
民
法
の
成
立
に
与
え
た
影
響
は
、
直
接
的
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
太
平
洋
沿
岸
諸
州
の
選
挙
候
補
者
ら
に
格
好
の
選
挙
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
の
テ
ー
マ
を
提
供
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
彼
ら
を
当
選
へ
と
導
き
、
連
邦
議
会
に
お
け
る
排
日
移
民
法
の
成
立
へ
の
原
動
力
と
な
る

機
会
を
与
え
た
と
い
う
意
味
で
、
間
接
的
な
が
ら
非
常
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

か
く
し
て
、
排
日
論
者
た
ち
に
と
っ
て
は
、
真
の
目
的
は
日
本
人
の
排
斥
に
あ
り
、
写
真
花
嫁
は
州
の
選
挙
民
に
訴
え
る
た
め
の
格
好

の
材
料
で
あ
り
、
政
治
的
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
最
適
な
「
手
段
」
と
し
て
選
ば
れ
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
結
局
、
写
真
花
嫁
批
判
は

四
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根
拠
の
な
い
詭
弁
で
あ
り
、「
写
真
花
嫁
」
が
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
排
日
論
者
ら
は
、
別
の
「
手
段
」
を
見
つ
け
出
し
、
そ
れ
を
根
拠

に
し
て
排
日
運
動
を
継
続
し
て
い
た
に
違
い
な
か
っ
た
。
そ
の
証
拠
に
、
フ
ィ
ー
ラ
ン
は
、
日
系
の
新
聞
社
の
通
信
員
と
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
の
中
で
、
日
本
政
府
に
よ
る
写
真
花
嫁
へ
の
旅
券
の
発
給
停
止
に
つ
い
て
は
満
足
し
て
い
る
が
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
土
地
を

白
人
に
戻
す
ま
で
排
日
運
動
を
継
続
す
る
と
明
言
し
て
い
た
（
69
）

。
そ
う
し
た
本
質
を
鋭
く
見
抜
い
て
い
た
モ
ー
リ
ス
駐
日
大
使
は
、
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
お
け
る
排
日
運
動
が
日
本
人
に
対
す
る
差
別
（discrim

ination

）
で
あ
り
、
日
本
人
の
プ
ラ
イ
ド
と
感
情
を
深
く
傷
つ

け
る
も
の
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
（
70
）

。
し
か
し
な
が
ら
、
日
本
は
、
日
本
人
労
働
者
の
排
斥
運
動
の
終
結
と
日
米
関
係
の
改
善
の
た
め

に
、
写
真
花
嫁
へ
の
旅
券
発
給
の
停
止
と
い
う
外
交
的
犠
牲
を
払
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
（
71
）

、
一
九
二
四
年
の
排
日
移
民
法
の
成
立
を
防
ぐ

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
で
あ
る
。

四　

終
わ
り
に

一
八
世
紀
半
ば
以
降
の
ア
メ
リ
カ
太
平
洋
沿
岸
地
域
に
お
け
る
中
国
人
移
民
問
題
の
経
験
か
ら
、
日
本
人
移
民
に
対
す
る
批
判
が
集
ま

る
こ
と
を
恐
れ
た
日
本
政
府
は
、
ア
メ
リ
カ
本
土
へ
の
移
民
の
送
り
出
し
に
つ
い
て
は
、
当
初
、
慎
重
な
態
度
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
日

露
戦
争
後
の
国
内
の
経
済
的
不
況
か
ら
多
数
の
移
民
を
ア
メ
リ
カ
に
送
り
続
け
た
こ
と
か
ら
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
を
中
心
に
排
日
運
動

が
激
化
し
た
。
そ
の
中
で
、
選
挙
を
控
え
て
い
た
候
補
者
ら
は
、
州
民
に
対
す
る
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
に
排
日
を
選
挙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と

し
て
選
ん
だ
の
で
あ
る
。
そ
の
中
で
も
写
真
花
嫁
は
、
選
挙
民
に
最
も
訴
え
易
い
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
一
九
二
四
年
の
排
日
移

民
法
の
成
立
の
際
、
そ
の
選
挙
で
選
出
さ
れ
た
連
邦
議
員
ら
が
排
日
規
定
を
含
む
移
民
法
案
を
提
出
し
、
そ
の
成
立
に
向
け
て
積
極
的
に

活
動
す
る
な
ど
、
同
法
の
成
立
の
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
た
。
そ
の
結
果
、
排
日
移
民
法
案
は
、
下
院
は
と
も
か
く
、
困
難
と
予
想
さ

四
〇
一



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
四
八
四
）

れ
て
い
た
上
院
お
い
て
も
通
過
す
る
に
至
っ
た
。
そ
う
し
た
意
味
で
写
真
結
婚
は
、
移
民
法
の
成
立
に
間
接
的
に
果
た
し
た
役
割
は
少
な

く
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
一
九
世
紀
初
頭
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
を
中
心
に
発
生
し
た
排
日
運
動
、
特
に
写
真
結
婚
に
対
す
る
批
判
は
、

こ
れ
ま
で
に
見
た
よ
う
に
人
種
差
別
的
意
識
を
背
景
に
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
を
当
時
の
日
本
政
府
が
正
し
く
認
識
し
て
い

れ
ば
、
排
日
移
民
法
の
成
立
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
写
真
結
婚
の
問
題
は
、
国
境
を
越
え
る

人
の
交
流
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
問
題
の
解
決
の
難
し
さ
を
示
す
出
来
事
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

一
九
二
四
年
排
日
移
民
法
や
写
真
結
婚
・
写
真
花
嫁
に
関
す
る
資
料
や
文
献
に
つ
い
て
は
、
日
本
国
内
の
み
な
ら
ず
ア
メ
リ
カ
に
お
い

て
も
多
数
あ
る
。
筆
者
に
は
、
ま
だ
未
取
得
の
も
の
が
多
く
あ
る
だ
け
で
な
く
、
取
得
し
た
も
の
の
ま
だ
検
討
を
行
っ
て
い
な
い
資
料
や

文
献
も
少
な
く
な
い
。
そ
の
意
味
で
本
稿
は
、
研
究
の
途
上
に
あ
る
も
の
を
取
り
敢
え
ず
ま
と
め
も
の
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
た
め
、

こ
こ
に
述
べ
た
よ
う
な
結
論
が
、
ど
の
程
度
ま
で
正
確
に
史
実
を
反
映
し
て
い
る
か
、
後
世
に
与
え
た
影
響
を
正
し
く
理
解
し
て
い
る
か

に
つ
い
て
、
少
し
不
安
は
あ
る
。
今
後
は
、
資
料
や
文
献
の
蒐
集
を
続
け
る
と
と
も
に
、
既
に
取
得
し
手
元
に
あ
る
資
料
や
文
献
を
更
に

深
く
読
み
込
む
こ
と
で
、
こ
う
し
た
不
安
を
解
消
し
、
改
め
て
論
文
と
し
て
ま
と
め
て
み
た
い
。

（
1
） 

非
常
に
多
く
の
文
献
が
あ
り
、
そ
の
す
べ
て
を
掲
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
代
表
的
な
邦
語
文
献
と
し
て
、
蓑
原
俊
洋
『
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

州
の
排
日
運
動
と
日
米
関
係
│
移
民
問
題
を
め
ぐ
る
日
米
摩
擦
、
一
九
〇
六
〜
一
九
二
一
年
│
』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
六
年
）（
以
下
、『
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
州
』
と
略
す
）、
同
『
排
日
移
民
法
と
日
米
関
係
│
「
埴
原
書
簡
」
の
真
相
と
そ
の
「
重
大
な
る
結
果
」
│
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
二
年
）

（
以
下
、『
排
日
移
民
法
』
と
略
す
）、
三
谷
太
一
郎
「
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
ワ
シ
ン
ト
ン
体
制
│
一
九
一
五
〜
一
九
三
〇
」
細
谷
千
博
編
『
日
米

関
係
通
史
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
五
年
）
所
収
七
七
頁
以
下
、
有
賀
貞
「
排
日
問
題
と
日
米
関
係
│
『
埴
原
書
簡
』
を
中
心
に
」
入
江

四
〇
二



排
日
移
民
法
成
立
の
背
景
（
中
村
）

（
四
八
五
）

昭
・
有
賀
貞
『
戦
間
期
の
日
本
外
交
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
四
年
）
所
収
六
五
頁
以
下
、
飯
野
正
子
「
米
国
に
お
け
る
排
日
運
動
と

一
九
二
四
年
移
民
法
制
定
過
程
」『
津
田
塾
大
学
紀
要
』
第
一
〇
号
（
一
九
七
八
年
）
一
頁
以
下
が
あ
る
。
ま
た
、
三
輪
公
忠
編
著
『
日
米
危
機
の

起
源
と
排
日
移
民
法
』（
論
創
社
、
一
九
九
七
年
）
に
は
、
様
々
な
視
点
か
ら
日
本
人
移
民
及
び
排
日
移
民
法
に
つ
い
て
考
察
さ
れ
た
諸
論
文
が
収

め
ら
れ
て
い
る
。

（
2
） 

こ
の
共
同
研
究
は
ま
だ
継
続
中
で
、
筆
者
の
研
究
も
ま
だ
途
上
に
あ
る
。
そ
の
た
め
、
執
筆
す
る
こ
と
に
つ
い
て
躊
躇
し
た
が
、
お
世
話
に

な
っ
た
先
生
の
記
念
の
た
め
の
論
集
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
の
結
果
を
ま
と
め
て
公
表
す
る
こ
と
と
し
た
。

（
3
） 

田
中
景
「
女
性
の
市
民
的
役
割
と
『
写
真
結
婚
』
問
題
」『
社
会
科
学
』（
同
志
社
大
学
）
第
七
二
号
（
特
集　

社
会
運
動
・
政
策
決
定
と
ジ
ェ

ン
ダ
ー
の
国
際
比
較
）（
二
〇
〇
四
年
）
一
四
九
頁
。

（
4
） 

ア
メ
リ
カ
以
外
に
渡
っ
た
日
本
人
移
民
に
つ
い
て
、
例
え
ば
、
ア
ケ
ミ
・
キ
ク
ム
ラ
＝
ヤ
ノ
編
・
小
原
雅
代
他
訳
『
ア
メ
リ
カ
大
陸
日
系
百
科

事
典
│
写
真
と
絵
で
見
る
日
系
人
の
歴
史
│
』（
明
石
書
店
、
二
〇
〇
二
年
）
二
三
頁
以
下
に
は
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
や
カ
ナ
ダ
な
ど
に
渡
っ
た
写
真

花
嫁
の
体
験
談
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
5
） 

排
日
移
民
法
は
、
そ
の
正
式
名
称
を
一
九
二
四
年
移
民
法
（Im

m
igration A

ct of 1924

）
と
い
い
、
日
本
人
の
み
を
対
象
と
し
た
法
律
で
は

な
い
。
し
か
し
、
後
に
も
見
る
よ
う
に
日
本
人
の
排
斥
が
主
な
狙
い
で
あ
っ
た
た
め
、
ア
メ
リ
カ
側
で
も
「
排
日
移
民
法
」（Japanese 

E
xclusion

）
と
い
う
言
葉
が
用
い
ら
れ
、
日
本
人
の
主
観
的
な
発
想
で
は
な
か
っ
た
と
さ
れ
る
。
三
輪
公
忠
「
ま
え
が
き
│
対
等
な
日
米
関
係
の

構
築
に
向
け
て
│
」
三
輪
公
忠
編
著
『
日
米
危
機
の
起
源
と
排
日
移
民
法
』（
論
創
社
、
一
九
九
七
年
）
所
収
ⅱ
頁
。

（
6
） 

本
稿
で
取
り
上
げ
た
当
時
の
ア
メ
リ
カ
の
新
聞
記
事
に
つ
い
て
は
、
す
べ
てP

roQ
uest H

istorical N
ew
spapers

に
よ
る
検
索
を
通
じ
て

得
た
も
の
で
あ
る
。

（
7
） 

蓑
原
・
前
掲
注（
1
）『
排
日
移
民
法
』
一
一
三
頁
。

（
8
） 

ト
ー
マ
ス
・
バ
ー
ク
マ
ン
（
渡
辺
知
訳
）「
一
九
二
四
年
移
民
法
│
ア
メ
リ
カ
進
歩
主
義
の
限
界
│
」
三
輪
公
忠
編
著
『
日
米
危
機
の
起
源
と

排
日
移
民
法
』（
論
創
社
、
一
九
九
七
年
）
所
収
一
五
九
頁
。

（
9
） 

川
原
謙
一
『
ア
メ
リ
カ
移
民
法
│U

nited S
tates Im

m
igration L

aw
s

│
』（
有
斐
閣
出
版
サ
ー
ビ
ス
、
一
九
九
〇
年
）
一
二
〜
一
三
頁
。

四
〇
三



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
四
八
六
）

（
10
） T

he Japantow
n T
ask F

orce, Inc., Im
ages of A

m
erican

 S
an

 F
ran

cisco’s Japan
tow

n

（A
rcadia P

ublishing: S
an F

rancisco, 

2005

） p. 7.
（
11
） 
一
八
九
八
年
の
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
ハ
ワ
イ
併
合
当
時
、
ハ
ワ
イ
に
お
け
る
日
本
人
居
留
者
数
は
六
一
、一
一
一
人
を
数
え
て
い
た
が
、
ア
メ
リ

カ
大
陸
に
お
け
る
日
本
人
移
民
は
、
一
九
〇
〇
年
当
時
は
二
四
、三
二
六
人
で
、
中
国
人
と
比
べ
る
と
圧
倒
的
に
少
な
か
っ
た
。
バ
ー
ク
マ
ン
・
前

掲
注（
8
）一
六
二
頁
。

（
12
） 

バ
ー
ク
マ
ン
・
前
掲
注（
8
）一
六
三
頁
。

（
13
） 

兒
玉
正
昭
「
ア
メ
リ
カ
一
九
二
四
年
移
民
法
の
成
立
に
対
す
る
移
民
県
の
動
向
│
福
岡
県
を
中
心
に
│
」
三
輪
公
忠
編
著
『
日
米
危
機
の
起
源

と
排
日
移
民
法
』（
論
創
社
、
一
九
九
七
年
）
所
収
一
二
四
〜
一
二
五
頁
。

（
14
） 

市
学
務
局
は
、
一
九
〇
六
年
一
〇
月
に
実
効
的
な
日
本
人
学
童
隔
離
決
議
を
正
式
に
採
択
し
た
が
、
連
邦
政
府
の
介
入
な
ど
も
あ
り
、

一
九
〇
七
年
三
月
、
新
た
な
決
議
の
採
択
に
よ
っ
て
隔
離
は
撤
回
さ
れ
た
。
こ
の
事
件
の
経
緯
や
影
響
に
つ
い
て
は
、
蓑
原
・
前
掲
注（
1
）『
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
州
』
一
一
頁
以
下
、
蓑
原
・
前
掲
注（
1
）『
排
日
移
民
法
』
一
六
頁
以
下
が
詳
し
い
。

（
15
） 

蓑
原
・
前
掲
注（
1
）『
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
』
一
五
〜
一
六
頁
。
な
お
、
こ
の
連
盟
は
、
そ
の
後
、「
ア
ジ
ア
人
排
斥
同
盟
（A

siatic 

E
xclusion L

eague

）」
に
改
称
す
る
。
こ
の
連
盟
の
会
員
数
は
、
一
九
〇
六
年
に
、
七
八
、五
〇
〇
人
に
も
及
ん
で
い
た
と
さ
れ
る
。
バ
ー
ク
マ

ン
・
前
掲
注（
8
）一
六
三
頁
。

（
16
） 

蓑
原
・
前
掲
注（
1
）『
排
日
移
民
法
』
一
頁
。

（
17
） 

兒
玉
・
前
掲
注（
14
）一
二
四
頁
。

（
18
） 

こ
の
協
定
は
一
九
二
四
年
ま
で
維
持
さ
れ
た
が
、
最
初
の
一
五
年
間
で
、
ア
メ
リ
カ
あ
る
い
は
ハ
ワ
イ
に
入
国
し
た
日
本
人
の
総
数
は

一
六
、〇
九
六
人
で
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
「
写
真
花
嫁
」
と
し
て
入
国
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
バ
ー
ク
マ
ン
・
前
掲
注（
8
）一
六
四
頁
。

（
19
） 

千
葉
功
『
旧
外
交
の
形
成　

日
本
外
交
一
九
〇
〇
〜
一
九
一
九
』（
勁
草
書
房
、
二
〇
〇
八
年
）
四
四
〇
頁
。
な
お
、
こ
の
法
律
の
成
立
過
程

と
そ
の
後
の
日
米
関
係
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
蓑
原
・
前
掲
注（
1
）『
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
』
三
五
頁
以
下
、
蓑
原
・
前
掲
注（
1
）『
排
日
移
民

法
』
三
八
頁
以
下
が
詳
し
い
。
ま
た
、
第
一
次
排
日
土
地
法
の
成
立
ま
で
の
日
本
政
府
と
ア
メ
リ
カ
政
府
と
の
外
交
交
渉
に
つ
い
て
は
、
鹿
島
守
之

四
〇
四



排
日
移
民
法
成
立
の
背
景
（
中
村
）

（
四
八
七
）

助
『
日
本
外
交
史　

第
一
三
巻
│
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
及
び
移
民
問
題
│
』（
鹿
島
研
究
所
出
版
会
、
一
九
七
四
年
）
二
五
八
頁
以
下
に
ま
と
め
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
法
律
に
は
、
法
的
な
抜
け
道
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
成
立
以
降
、
日
本
人
移
民
は
ア
メ
リ
カ
の
市
民
権
を
持
つ
自
身
の
子
供
の

名
義
で
土
地
を
購
入
す
る
な
ど
の
方
法
を
採
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
蓑
原
・
前
掲
注（
1
）『
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
』
六
八
〜
六
九
頁
。

（
20
） 
一
九
一
三
年
四
月
一
五
日
付
牧
野
外
務
大
臣
よ
り
珍
田
駐
米
大
使
宛
、『
日
本
外
交
文
書
・
大
正
二
年
第
三
冊
』
六
九
頁
、
一
九
一
三
年
四
月

一
八
日
付
牧
野
外
務
大
臣
よ
り
珍
田
駐
米
大
使
宛
、『
日
本
外
交
文
書
・
大
正
二
年
第
三
冊
』
八
一
頁
、
一
九
一
三
年
四
月
二
〇
日
付
珍
田
駐
米
大

使
よ
り
牧
野
外
務
大
臣
宛
、『
日
本
外
交
文
書
・
大
正
二
年
第
三
冊
』
九
一
頁
以
下
。

（
21
） 

川
原
・
前
掲
注（
9
）一
四
〜
一
五
頁
。

（
22
） 

蓑
原
・
前
掲
注（
1
）『
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
』
一
〇
五
〜
一
〇
六
頁
。
フ
ィ
ー
ラ
ン
は
、
元
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
長
で
あ
り
、
最
も
強
硬
な

排
日
運
動
を
展
開
し
た
人
物
の
一
人
で
あ
る
が
、
一
九
〇
〇
年
頃
、
最
初
に
排
日
を
訴
え
た
人
物
で
あ
る
と
し
て
知
ら
れ
る
。T

he Japantow
n 

T
ask F

orce, supra note 10, p. 7. 

ま
た
同
氏
は
、
最
初
に
写
真
花
嫁
に
対
す
る
戦
い
を
始
め
た
人
で
も
あ
っ
た
。T

h
e W

ash
in

gton
 P

ost, 

January 10, 1935. 

こ
の
よ
う
に
フ
ィ
ー
ラ
ン
が
早
く
か
ら
排
日
的
で
あ
っ
た
理
由
と
し
て
、
フ
ィ
ー
ラ
ン
の
親
が
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
で
あ
る
た
め
、
排
英
主
義
の
立

場
か
ら
、
イ
ギ
リ
ス
と
同
盟
関
係
に
あ
る
日
本
と
ア
メ
リ
カ
の
軋
轢
を
助
長
す
べ
き
と
考
え
て
い
た
と
の
指
摘
が
あ
る
。
米
田
實
「
排
日
問
題
再
燃

に
就
い
て
」『
外
交
時
報
』
第
三
〇
巻
二
号
（
一
九
一
九
年
）
一
二
三
〜
一
二
四
頁
。

（
23
） 

一
九
一
九
年
一
二
月
一
〇
日
付
幣
原
駐
米
大
使
よ
り
内
田
外
務
大
臣
宛
、『
日
本
外
交
文
書
・
大
正
八
年
第
一
冊
』
一
〇
五
頁
。
一
九
二
〇
年

ま
で
に
、
ア
メ
リ
カ
大
陸
に
お
け
る
日
本
人
は
一
一
一
、〇
一
〇
人
を
数
え
た
と
さ
れ
る
。
バ
ー
ク
マ
ン
・
前
掲
注（
8
）一
六
四
〜
一
六
五
頁
。

（
24
） 

第
二
次
排
日
土
地
法
の
成
立
の
経
緯
や
そ
の
背
景
に
つ
い
て
は
、
蓑
原
・
前
掲
注（
1
）『
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
』
九
一
頁
以
下
及
び
蓑
原
・
前

掲
注（
1
）『
排
日
移
民
法
』
四
九
頁
以
下
に
詳
し
い
。
ま
た
、
同
法
成
立
ま
で
の
日
本
政
府
と
ア
メ
リ
カ
政
府
と
の
外
交
交
渉
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、

鹿
島
・
前
掲
注（
19
）三
五
一
頁
以
下
が
あ
る
。

（
25
） 

川
原
・
前
掲
注（
9
）一
五
〜
一
六
頁
。

（
26
） 

排
日
移
民
法
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
は
、
蓑
原
・
前
掲
注（
1
）『
排
日
移
民
法
』
一
一
三
頁
以
下
が
詳
し
い
。
本
稿
も
排
日
移
民
法
の
成
立
過

四
〇
五



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
四
八
八
）

程
と
次
の
成
立
の
背
景
に
つ
い
て
の
記
述
は
、
主
と
し
て
同
書
を
参
照
し
た
。

（
27
） 

一
九
二
四
年
三
月
二
八
日
付
埴
原
駐
米
大
使
よ
り
松
井
外
務
大
臣
宛
、『
日
本
外
交
文
書
・
大
正
十
三
年
』
一
二
六
頁
、
三
月
二
八
日
付
埴
原

駐
米
大
使
よ
り
松
井
外
務
大
臣
宛
、『
日
本
外
交
文
書
・
大
正
十
三
年
』
一
二
七
頁
。

（
28
） 
例
え
ば
、
三
谷
・
前
掲
注（
1
）一
〇
二
頁
、
大
畑
篤
四
朗
『
日
本
外
交
史　

日
本
外
交
史
研
究
別
巻
Ⅰ
』（
成
文
堂
、
一
九
八
六
年
）
一
一
六

〜
一
一
七
頁
、
瀬
川
善
信
「
一
九
二
四
年
米
国
移
民
法
と
日
米
外
交
」
日
本
国
際
政
治
学
会
編
『
日
本
外
交
史
の
諸
問
題
Ⅰ
』（
有
斐
閣
、

一
九
六
三
年
）
所
収
六
三
〜
六
五
頁
。

（
29
） 

蓑
原
・
前
掲
注（
1
）『
排
日
移
民
法
』
一
四
四
〜
一
四
八
頁
、
一
五
一
〜
一
五
二
頁
。
蓑
原
は
ま
た
、「
埴
原
書
簡
」
中
の
「
重
大
な
る
結
果
」

と
い
う
字
句
が
排
日
移
民
法
の
成
立
の
理
由
だ
と
説
明
す
る
通
説
の
問
題
点
を
指
摘
し
、
む
し
ろ
本
当
の
理
由
は
、
共
和
党
を
中
心
と
す
る
当
時
の

国
内
政
治
事
情
が
深
く
関
与
し
た
も
の
で
、「
埴
原
書
簡
」
は
議
員
た
ち
の
態
度
の
豹
変
を
正
当
化
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
た
に
過
ぎ
な
い
と
主
張

す
る
。
蓑
原
・
前
掲
注（
1
）『
排
日
移
民
法
』
一
七
六
頁
以
下
、
蓑
原
・
前
掲
注（
1
）『
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
』
一
六
二
頁
。

（
30
） 

五
百
旗
頭
真
編
『
日
米
関
係
史
』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
八
年
）
五
九
頁
。

（
31
） John B

. T
revor, ”A

n A
nalysis of the A

m
erican Im

m
igration A

ct of 1924,” In
tern

ation
al C

on
ciliation N

o. 202

（1924

）, p. 

390.

（
32
） 

例
え
ば
、『
北
米
日
本
人
会
月
報
』
第
三
号
（
一
九
二
四
年
）
に
よ
れ
ば
、
ワ
シ
ン
ト
ン
州
シ
ア
ト
ル
市
で
は
、
二
〇
歳
以
上
六
〇
歳
ま
で
の

未
婚
男
子
の
数
六
六
四
名
に
対
し
、
同
年
輩
の
未
婚
女
子
の
数
は
九
九
名
で
、
七
人
強
の
男
子
に
対
し
女
子
一
人
の
割
合
で
あ
っ
た
た
め
、
在
米
の

日
本
人
男
子
に
大
き
な
不
安
を
与
え
た
と
い
う
。
広
島
県
『
広
島
県
移
住
史　

資
料
編
』（
第
一
法
規
、
一
九
九
一
年
）
二
一
〇
頁
。

（
33
） 

本
文
中
の
一
九
一
九
年
か
ら
一
九
二
四
年
及
び
後
述
の
一
九
二
五
年
と
二
六
年
の
各
年
の
ア
メ
リ
カ
本
土
に
お
け
る
日
本
人
移
民
数
に
つ
い
て

は
、
キ
ク
ム
ラ
＝
ヤ
ノ
・
前
掲
注（
12
）四
一
一
頁
に
よ
っ
た
。

（
34
） 

こ
れ
は
、
一
九
二
〇
年
九
月
末
に
行
わ
れ
た
幣
原
駐
米
大
使
と
モ
ー
リ
ス
（R

oland S
. M
orris

）
駐
日
大
使
の
協
議
の
中
で
行
わ
れ
た
モ
ー

リ
ス
大
使
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
一
九
二
〇
年
一
〇
月
二
日
付
幣
原
駐
米
大
使
よ
り
内
田
外
務
大
臣
宛
、『
日
本
外
交
文
書
・
大
正

九
年
第
一
冊
上
巻
』
二
四
七
頁
。

四
〇
六



排
日
移
民
法
成
立
の
背
景
（
中
村
）

（
四
八
九
）

（
35
） 

末
廣
重
雄
「
日
米
移
民
問
題
の
解
決
如
何
│
交
渉
再
開
説
を
耳
に
し
て
│
」『
外
交
時
報
』
第
三
五
巻
八
号
（
一
九
二
二
年
）
一
二
二
八
頁
。

こ
の
「
観
光
花
嫁
」
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
末
廣
論
文
に
お
い
て
は
、「
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
・
ブ
ラ
イ
ド
」（excursion 

bride
）
の
ル
ビ
が
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
観
光
用
の
旅
券
で
入
国
し
た
ア
メ
リ
カ
で
知
り
合
い
、
結
婚
を
す
る
形
を
採
っ
た
花
嫁
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
。

こ
の
ミ
ク
ラ
ッ
チ
ー
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
お
け
る
排
日
運
動
の
中
心
的
存
在
で
あ
っ
た
「
輝
か
し
き
西
部
の
息
子
た
ち
」（N

ative S
ons 

of the G
olden W

est

）
の
メ
ン
バ
ー
で
、
一
九
二
〇
年
、
下
院
の
移
民
帰
化
委
員
会
の
公
聴
会
に
お
い
て
、
紳
士
協
定
以
降
の
排
日
の
論
点
と
し

て
、
以
下
を
列
挙
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
①
日
本
人
は
同
化
で
き
ず
、
良
き
ア
メ
リ
カ
市
民
に
も
な
れ
な
い
、
②
日
本
人
は
、
平
和
的
勢
力

浸
透
に
よ
っ
て
ア
メ
リ
カ
に
永
久
的
基
礎
を
築
こ
う
と
し
て
い
る
、
③
ア
メ
リ
カ
人
は
、
経
済
的
競
争
で
も
、
出
生
率
競
争
で
も
日
本
人
に
対
処
で

き
な
い
、
④
直
ち
に
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
は
、
当
初
は
経
済
的
競
争
力
で
、
後
に
数
の
力
に
よ
っ
て
、
支
配
さ
れ
る
、
⑤
ア
メ
リ
カ
へ

の
移
民
の
決
定
権
を
外
国
（
日
本
）
に
委
ね
る
べ
き
で
な
い
、
⑥
自
己
防
衛
の
必
要
上
、
中
国
人
排
斥
法
と
同
様
の
排
斥
法
を
日
本
人
に
も
適
用
す

べ
き
、
⑦
手
遅
れ
に
な
ら
な
い
う
ち
に
対
策
を
講
じ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
。
広
島
県
『
広
島
県
移
住
史　

通
史
編
』（
第
一
法
規
、
一
九
九
三
年
）

二
八
六
〜
二
八
七
頁
。

な
お
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
排
日
運
動
を
盛
ん
で
あ
っ
た
理
由
と
し
て
、
新
聞
が
州
民
の
反
日
感
情
を
扇
動
し
た
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

特
に
、
新
聞
王
と
呼
ば
れ
た
ハ
ー
ス
ト
（W

illiam
 R
. H
eaest

）
が
率
い
る
『
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
エ
ギ
ザ
ミ
ナ
ー
（S

an
 F

ran
cisco 

E
xam

in
er

）』
や
デ
・
ヤ
ン
グ
（M

ichael H
. D
eY
oung

）
が
所
有
す
る
『
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ク
ロ
ニ
ク
ル
（S

an
 F

ran
cisco 

C
h

ron
icle

）』
が
盛
ん
に
排
日
を
訴
え
る
記
事
を
掲
載
し
、
白
人
労
働
者
の
排
日
感
情
を
一
般
化
さ
せ
た
と
さ
れ
る
。
蓑
原
・
前
掲
注（
1
）『
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
州
』
一
五
頁
。

（
36
） 

ペ
ー
ソ
ン
・
ト
リ
ー
ト
「
加
州
と
日
本
人
」『
外
交
時
報
』
第
三
四
巻
三
号
（
一
九
二
一
年
）
四
一
六
頁
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
政
府

の
統
計
で
は
、
一
九
〇
八
年
七
月
か
ら
一
九
一
九
年
七
月
に
お
け
る
在
留
日
本
人
数
の
増
加
数
は
一
〇
、九
六
八
人
に
過
ぎ
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

排
日
論
者
ら
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
内
の
日
本
人
移
民
者
数
が
一
〇
万
〜
一
五
万
人
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
た
。

（
37
） D

avid F
elsen “T

he G
reat W

ave of Im
m
igration from

 1880 to 1920,” in T
hom
as C

ieslik, D
avid F

elsen and A
ki K
alaizidis 

四
〇
七



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
四
九
〇
）

ed., Im
m

igration
 – A

 D
ocu

m
en

tary an
d

 R
eferen

ce G
u

id
e 

（G
reenw

ood P
ress: W

estport/C
onnecticut/L

ondon, 2009

） p. 36.
（
38
） 

米
田
・
前
掲
注（
22
）一
二
六
頁
、
広
島
県
・
前
掲
注（
35
）『
通
史
編
』
二
九
〇
頁
。

（
39
） 
長
瀬
鳳
助
・
神
川
彦
松
・
有
川
治
助
・
西
山
重
和
「
欧
米
時
報　

米
国
上
院
議
員
の
排
日
理
由
説
明
」『
外
交
時
報
』
第
三
〇
巻
三
号

（
一
九
一
九
年
）
二
九
九
頁
。
そ
の
他
に
も
、
フ
ィ
ー
ラ
ン
ら
は
、
戦
後
の
ア
メ
リ
カ
復
員
兵
の
就
職
・
帰
農
問
題
の
解
決
が
問
題
と
な
っ
て
い
る

こ
と
に
乗
じ
、
根
本
的
に
日
本
人
を
駆
逐
し
な
け
れ
ば
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
及
び
太
平
洋
沿
岸
諸
の
農
地
は
日
本
人
に
占
領
さ
れ
て
し
ま
う
な
ど
と

主
張
し
て
い
た
。
高
村
經
德
「
新
排
日
法
案
と
其
影
響
」『
外
交
時
報
』
三
二
巻
五
号
（
一
九
二
〇
年
）
四
九
四
頁
。

（
40
） 

ト
リ
ー
ト
・
前
掲
注（
36
）四
二
一
〜
四
二
二
頁
。

（
41
） 

長
谷
川
雄
一
「
排
日
移
民
法
と
満
州
・
ブ
ラ
ジ
ル
│
千
葉
豊
治
と
永
田
稠
の
移
民
論
を
中
心
に
│
」
三
輪
公
忠
編
著
『
日
米
危
機
の
起
源
と
排

日
移
民
法
』（
論
創
社
、
一
九
九
七
年
）
所
収
四
八
〜
四
九
頁
。
な
お
、
急
先
鋒
な
排
日
論
者
で
あ
っ
た
フ
ィ
ー
ラ
ン
の
排
日
理
由
を
説
明
し
た
も

の
と
し
て
、
長
瀬
鳳
輔
・
神
川
彦
松
・
有
川
治
助
・
西
山
重
和
「
欧
米
時
報　

米
國
上
院
議
員
の
排
日
理
由
説
明
」『
外
交
時
報
』
第
三
〇
巻
三
号

（
一
九
一
九
年
）
二
九
九
〜
三
〇
〇
頁
が
あ
る
。

（
42
） 

黒
川
勝
利
『
両
大
戦
間
の
ア
メ
リ
カ
西
北
部
日
系
社
会
│
シ
ア
ト
ル
と
そ
の
周
辺
地
域
に
お
け
る
労
働
、
生
活
、
市
民
運
動
│
』（
大
学
教
育

出
版
、
二
〇
一
一
年
）
五
〇
〜
五
一
頁
。

（
43
） 

ト
リ
ー
ト
・
前
掲
注（
36
）四
一
八
〜
四
二
〇
頁
。
な
お
、
日
本
人
労
働
者
の
賃
金
や
労
働
条
件
に
つ
い
て
も
、
一
九
二
〇
年
代
か
ら
徐
々
に
解

決
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
黒
川
・
前
掲
注（
41
）五
五
〜
六
六
頁
。

（
44
） 

蓑
原
・
前
掲
注（
1
）『
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
』
一
四
頁
。
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
日
本
人
移
民
の
問
題
と
黄
禍
論
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
飯
倉
章

『
黄
禍
論
と
日
本
人
│
欧
米
は
何
を
嘲
笑
し
、
恐
れ
た
の
か
│
』（
中
公
新
書
、
二
〇
一
三
年
）
一
四
五
頁
以
下
が
あ
る
。

（
45
） 

蓑
原
・
前
掲
注（
1
）『
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
』
一
二
〜
一
四
頁
。

（
46
） 

蓑
原
・
前
掲
注（
1
）『
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
』
四
二
〜
四
三
頁
。

（
47
） 

蓑
原
・
前
掲
注（
1
）『
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
』
五
三
〜
五
四
頁
。

（
48
） 

一
九
一
九
年
一
一
月
一
一
日
付
在
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
太
田
総
領
事
よ
り
内
田
外
務
大
臣
宛
付
属
書
（
幣
原
駐
米
大
使
宛
機
密
公
信
）、『
日
本

四
〇
八



排
日
移
民
法
成
立
の
背
景
（
中
村
）

（
四
九
一
）

外
交
文
書　

大
正
八
年
第
一
冊
』
四
九
頁
、
長
瀬
鳳
輔
・
稻
原
勝
治
・
有
川
治
助
・
石
川
實
「
欧
米
時
報　

米
国
排
日
熾
烈
」『
外
交
時
報
』
第

三
一
巻
二
号
（
一
九
二
〇
年
）
一
六
七
頁
。
フ
ィ
ー
ラ
ン
、
イ
ン
マ
ン
、
チ
ェ
ン
バ
ー
ズ
の
三
人
の
政
治
家
た
ち
に
よ
っ
て
排
日
運
動
の
再
燃
の
火

蓋
が
切
っ
て
落
と
さ
れ
た
と
指
摘
す
る
の
は
、
蓑
原
・
前
掲
注（
1
）『
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
』
一
〇
五
〜
一
〇
六
頁
。

（
49
） 
時
報
（
両
米
）「
排
日
連
盟
組
織
運
動
」『
外
交
時
報
』
第
三
二
巻
一
二
号
（
一
九
二
〇
年
）
一
三
四
七
頁
以
下
。
当
時
の
ほ
と
ん
ど
の
ア
メ
リ

カ
人
が
日
本
や
日
本
人
に
つ
い
て
無
知
で
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
神
田
正
雄
「
海
外
特
信　

米
人
の
観
た
る
日
本
」『
外
交
時
報
』
第
二
七
巻

九
号
（
一
九
一
八
年
）
一
一
三
六
頁
以
下
。

（
50
） 

一
九
一
九
年
一
一
月
一
〇
日
付
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
大
山
領
事
よ
り
内
田
学
務
大
臣
宛
、『
日
本
外
国
文
書　

大
正
八
年
第
一
冊
』
四
六
〜
四
七
頁
。

な
お
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
主
要
な
排
日
圧
力
団
体
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
蓑
原
・
前
掲
注（
1
）『
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
』
一
一
二
〜
一
二
九
頁

が
詳
し
い
。
ま
た
、
こ
の
当
時
、
排
日
を
謳
わ
な
い
選
挙
戦
で
勝
利
す
る
こ
と
の
難
し
さ
を
教
え
て
く
れ
る
も
の
と
し
て
、
ワ
シ
ン
ト
ン
州
の
例
で

は
あ
る
が
、
黒
川
・
前
掲
注（
42
）一
六
〜
一
八
頁
が
あ
る
。

（
51
） 

広
島
県
・
前
掲
注（
32
）『
資
料
編
』
二
〇
〇
頁
。

（
52
） 

T
h

e W
ash

in
gton

 P
ost, January 5, 1915.

（
53
） 

こ
の
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
入
国
後
に
結
婚
式
を
挙
げ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
一
九
〇
五
年
に
あ
る
女
性
が
移
民
局
か
ら
正
式
な
「
妻
」
と
し
て

認
め
ら
れ
ず
、
拘
束
さ
れ
た
た
め
、
日
本
領
事
ら
の
抗
議
の
結
果
、
現
地
で
結
婚
式
を
挙
げ
た
後
に
入
国
が
許
さ
れ
た
事
件
が
発
生
し
た
こ
と
に
よ

る
。
そ
れ
以
降
、
ア
メ
リ
カ
に
入
国
し
た
「
写
真
花
嫁
」
ら
は
現
地
に
お
け
る
結
婚
式
を
経
て
入
国
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
柳
澤
幾
美

「
ハ
ワ
イ
に
お
け
る
『
写
真
結
婚
』
問
題
│
日
本
政
府
の
対
応
を
中
心
に
」『
金
城
学
院
大
学
論
集　

社
会
科
学
編
』
第
一
巻
第
一
・
二
合
併
号

（
二
〇
〇
五
年
）
一
八
一
頁
。

（
54
） 

一
九
一
七
年
五
月
一
〇
日
付
佐
藤
駐
米
大
使
よ
り
本
野
外
務
大
臣
宛
、『
日
本
外
交
文
書　

大
正
六
年
第
一
冊
』
三
三
〜
三
四
頁
。
な
お
、
そ

も
そ
も
一
九
一
七
年
移
民
法
改
正
の
際
の
文
盲
テ
ス
ト
の
導
入
の
意
図
が
、
ア
ジ
ア
人
の
排
斥
に
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、N

ew
 York T

im
es, 

F
ebruary 23, 1916.

（
55
） 

T
h

e W
ash

in
gton

 P
ost, January 10, 1935. 

こ
の
ワ
シ
ン
ト
ン
・
ポ
ス
ト
紙
の
記
事
は
、
一
九
三
五
年
に
国
務
省
に
よ
り
公
開
さ
れ
た
ア

四
〇
九



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
四
九
二
）

メ
リ
カ
外
交
文
書
に
基
づ
い
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
56
） 

N
ew

 York T
im

es, July 22, 1922. 

な
お
、
写
真
花
嫁
へ
の
反
対
論
を
最
初
に
唱
え
た
の
も
、
や
は
り
フ
ィ
ー
ラ
ン
で
あ
っ
た
。
彼
は
、

一
九
〇
八
年
の
紳
士
協
定
以
前
か
ら
ア
メ
リ
カ
に
住
む
日
本
人
労
働
者
の
子
供
の
妻
と
し
て
ア
メ
リ
カ
に
入
国
し
よ
う
と
す
る
者
に
反
対
す
る
こ
と

を
宣
言
し
て
い
た
。T

h
e W

ash
in

gton
 P

ost, January 10, 1935.

（
57
） 

一
九
一
九
年
一
〇
月
五
日
付
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
太
田
総
領
事
よ
り
内
田
外
務
大
臣
宛
、『
外
交
文
書　

大
正
八
年
第
一
冊
』
六
八
頁
。

（
58
） 

N
ew

 York T
im

es, July 3, 1922. 

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
記
事
だ
け
で
は
な
く
、
他
に
も
同
様
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
の
多
数
の
写
真
花
嫁
の
到
着

を
伝
え
る
記
事
（T

h
e W

ash
in

gton
 P

ost, M
arch 6, 1921

）
や
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
写
真
花
嫁
に
結
婚
の
ラ
イ
セ
ン
ス
を
多
数
発
行
し
た
こ
と
を

伝
え
る
記
事
（N

ew
 York T

im
es, S

eptem
ber 6, 1922

）
な
ど
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
相
当
数
の
写
真
花
嫁
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
か
ら
ア
メ
リ
カ

に
入
国
し
て
い
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。

（
59
） 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
か
ら
の
写
真
花
嫁
の
場
合
は
、
先
に
ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
た
独
身
の
男
性
が
、
写
真
を
同
封
の
上
、
生
ま
れ
故
郷
の
家
族
や
親

族
な
ど
に
手
紙
を
送
り
、
縁
談
を
依
頼
す
る
。
依
頼
を
受
け
た
者
は
、
候
補
者
を
選
び
、
写
真
と
身
上
書
を
送
る
。
花
婿
候
補
が
そ
れ
を
気
に
入
っ

た
ら
、
彼
は
渡
航
費
を
花
嫁
候
補
の
元
に
送
る
。
そ
れ
を
受
け
取
っ
た
花
嫁
候
補
は
手
紙
と
写
真
を
送
っ
た
後
に
、
花
婿
候
補
に
会
う
た
め
に
ア
メ

リ
カ
に
渡
航
す
る
の
で
あ
る
。H
elen B

ullitt L
ow
ry; “H

ere C
om
es the P

icture B
ride,” in  N

ew
 York T

im
es, M

arch 13, 1921.

（
60
） Ibid.

（
61
） 

T
h

e W
ash

in
gton

 P
ost, M

arch 6, 1921

は
、
ト
ル
コ
、
ア
ル
メ
ニ
ア
、
ギ
リ
シ
ャ
、
イ
タ
リ
ア
か
ら
三
〇
〇
人
の
写
真
花
嫁
が
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
に
到
着
し
た
際
の
記
事
で
、
花
婿
ら
の
歓
迎
ぶ
り
を
好
意
的
に
伝
え
て
い
る
。

（
62
） 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
の
写
真
花
嫁
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
湾
に
あ
る
エ
リ
ス
島
（E

llis Island

）
に
到
着
し
た
後
、
社
会
福
祉
機
関
職
員
に
よ
り

市
庁
舎
と
教
会
に
案
内
さ
れ
、
結
婚
す
る
ま
で
エ
ス
コ
ー
ト
を
受
け
て
い
た
。L

ow
ry, supra note 59.

（
63
） 

N
ew

 York T
im

es, July 22, 1922

は
、
読
者
の
投
稿
で
、
日
本
人
に
よ
る
写
真
結
婚
に
対
し
て
は
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
よ
る
も
の
と
は
全
く

異
質
の
異
教
徒
の
制
度
で
あ
る
と
強
く
批
判
し
て
い
た
者
た
ち
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
出
身
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
写
真
結
婚
に
つ
い
て
沈
黙
し
て
い
る
こ

と
を
批
判
し
た
も
の
で
あ
る
。

四
一
〇



排
日
移
民
法
成
立
の
背
景
（
中
村
）

（
四
九
三
）

（
64
） 

一
九
一
九
年
一
一
月
一
一
日
付
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
太
田
総
領
事
よ
り
内
田
外
務
大
臣
宛
、『
外
交
文
書　

大
正
八
年
第
一
冊
』
五
〇
頁
。

（
65
） 

日
本
人
の
写
真
花
嫁
は
、
一
九
一
二
年
八
七
九
人
、
一
九
一
三
年
六
二
五
人
、
一
九
一
四
年
七
六
八
人
、
一
九
一
五
年
八
二
三
人
、
一
九
一
六

年
四
八
六
人
、
一
九
一
七
年
五
〇
四
人
、
一
九
一
八
年
五
〇
二
人
、
一
九
一
九
年
八
月
ま
で
三
七
九
人
を
数
え
て
い
た
。
一
九
一
九
年
一
一
月
一
七

日
付
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
太
田
総
領
事
よ
り
内
田
外
務
大
臣
宛
、『
外
交
文
書　

大
正
八
年
第
一
冊
』
七
五
頁
。
但
し
、
こ
の
数
字
が
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
州
全
体
の
も
の
か
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
港
か
ら
入
国
し
た
写
真
花
嫁
の
数
か
に
つ
い
て
は
、
資
料
か
ら
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
州
の
人
口
統
計
に
つ
い
て
は
、
ト
リ
ー
ト
・
前
掲
注（
36
）四
一
五
〜
四
一
六
頁
に
よ
っ
た
。

（
66
） 

例
え
ば
、
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
・
ビ
ー
紙
の
ミ
ク
ラ
ッ
チ
ー
は
、
ハ
ワ
イ
に
お
け
る
演
説
で
、
日
本
人
の
繁
殖
力
は
強
大
で
、
現
在
の
繁
殖
率
が
続

け
ば
一
〇
〇
年
以
内
に
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
は
日
本
人
の
数
が
白
人
の
数
を
凌
駕
す
る
と
述
べ
、
聴
衆
の
感
動
を
得
て
い
た
。
時
報
「
布
哇
に
排
日

鼓
吹
」『
外
交
時
報
』
第
三
四
巻
一
〇
号
（
一
九
二
一
年
）
一
三
九
五
頁
。

（
67
） 

ト
リ
ー
ト
・
前
掲
注（
36
）四
一
六
〜
四
一
八
頁
。

（
68
） 

ト
リ
ー
ト
・
前
掲
注（
36
）四
一
八
〜
四
二
〇
頁
。

（
69
） 

一
九
二
〇
年
三
月
八
日
付
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
太
田
総
領
事
よ
り
内
田
外
務
大
臣
宛
、『
日
本
外
交
文
書　

大
正
九
年
第
一
冊
上
巻
』
二
三
〜

二
四
頁
。

（
70
） 

T
h

e W
ash

in
gton

 P
ost, January 10, 1935.

（
71
） Ibid.

※　

本
稿
は
、
日
本
大
学
平
成
二
五
年
度
学
術
研
究
助
成
金
（
総
合
研
究
）
の
援
助
を
得
て
行
っ
た
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
関
係
の
皆
様
方
に
謝
意

を
表
し
た
い
。

四
一
一





ザ
メ
ン
ホ
フ
と
シ
オ
ニ
ズ
ム
（
長
沼
）

（
四
九
五
）

ザ
メ
ン
ホ
フ
と
シ
オ
ニ
ズ
ム

長　
　

沼　
　

宗　
　

昭

は
じ
め
に

ワ
ル
シ
ャ
ワ
の
ユ
ダ
ヤ
人
墓
地
の
一
画
、
入
口
か
ら
も
そ
れ
ほ
ど
離
れ
て
い
な
い
あ
た
り
に
、
計
画
言
語
（
1
）

エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
の
創
案
者

Ｌ
・
Ｌ
・
ザ
メ
ン
ホ
フ
の
墓
が
あ
る
。
き
わ
め
て
特
異
な
形
状
を
な
し
て
い
る
。
周
囲
に
立
ち
並
ぶ
、
厚
み
の
あ
る
板
を
直
立
さ
せ
た
よ

う
な
形
で
あ
っ
た
り
、
角
柱
の
よ
う
な
形
の
、
多
く
の
墓
と
は
異
な
っ
て
、
ひ
と
き
わ
異
彩
を
放
っ
て
い
る
。
手
前
の
斜
面
に
は
、
青
緑

色
の
五
芒
星
を
か
た
ど
り
、
そ
の
中
央
部
に
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
を
象
徴
す
る
Ｅ
の
文
字
を
記
し
た
モ
ザ
イ
ク
画
が
は
め
込
ま
れ
て
い
る
。
そ

の
脇
の
六
段
ほ
ど
の
階
段
を
上
が
っ
た
所
に
、
四
角
錐
の
天
地
を
逆
に
し
て
地
面
に
埋
め
込
み
、
そ
の
石
塊
の
上
に
地
球
を
表
し
て
い
る

の
で
あ
ろ
う
か
、
球
体
を
載
せ
た
デ
ザ
イ
ン
の
墓
石
が
あ
る
。
そ
し
て
、
斜
面
部
と
墓
石
の
基
壇
の
全
体
を
低
い
鉄
の
柵
が
囲
ん
で
い
る
。

こ
の
、
ま
ず
類
例
の
な
い
墓
を
筆
者
が
訪
れ
た
の
は
二
○
一
四
年
八
月
三
○
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
墓
地
内
に
は
、
ト
レ
ブ
リ
ン
カ
強

論　

説

四
一
三



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
四
九
六
）

制
収
容
所
で
殺
害
さ
れ
た
ヤ
ヌ
ー
シ
ュ
・
コ
ル
チ
ャ
ッ
ク
医
師
の
記
念
碑
が
あ
り
、
ま
た
他
に
も
調
べ
た
い
墓
が
あ
っ
た
の
で
、
結
局
、

少
な
く
と
も
二
〜
三
時
間
は
そ
こ
に
滞
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
間
、
墓
地
内
に
は
数
組
の
、
恐
ら
く
ユ
ダ
ヤ
系
の
訪
問
者
が
訪

ね
て
き
て
お
り
、
ヘ
ブ
ラ
イ
語
や
ア
メ
リ
カ
英
語
の
静
か
な
会
話
が
流
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
筆
者
以
外
に
、
ザ
メ
ン
ホ
フ
の
墓
を
訪
れ

た
者
が
い
た
様
子
は
な
か
っ
た
。
墓
石
の
前
の
狭
い
植
込
み
に
は
、
小
さ
な
赤
い
花
が
咲
き
こ
ぼ
れ
て
い
た
が
、
手
向
け
た
よ
う
な
花
束

な
ど
は
見
当
た
ら
な
い
。
だ
が
、
さ
ら
に
子
細
に
眺
め
て
み
る
と
、
墓
石
の
上
に
わ
ず
か
に
小
石
が
一
か
け
ら
載
せ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ

る
。こ

の
光
景
は
何
を
物
語
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
一
般
に
ユ
ダ
ヤ
人
の
あ
い
だ
に
は
、
墓
を
訪
れ
た
者
は
小
石
を
供
え
る
と
い
う
、
今

に
続
く
伝
統
的
な
慣
習
が
あ
る
。
ま
た
、
近
年
で
は
だ
い
ぶ
変
わ
っ
て
き
た
が
、
花
を
供
え
る
慣
習
は
元
来
は
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、

短
時
間
の
観
測
で
の
断
定
は
早
計
に
過
ぎ
る
が
、
ユ
ダ
ヤ
人
が
ザ
メ
ン
ホ
フ
の
墓
を
訪
れ
る
こ
と
も
、
非
ユ
ダ
ヤ
人
エ
ス
ペ
ラ
ン
テ
ィ
ス

ト
が
「
大
先
生
（
2
）

」
の
墓
を
詣
で
る
こ
と
も
少
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
推
測
で
き
る
の
で
あ
る
。
で
は
今
日
、
多
く
の
ユ
ダ

ヤ
人
に
と
っ
て
、
さ
ら
に
は
非
ユ
ダ
ヤ
人
で
あ
る
我
々
に
と
っ
て
、
ザ
メ
ン
ホ
フ
は
い
か
な
る
存
在
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
を
考

え
る
上
で
の
重
要
な
鍵
は
、
ザ
メ
ン
ホ
フ
と
シ
オ
ニ
ズ
ム
と
の
関
係
で
あ
り
、
ま
た
ザ
メ
ン
ホ
フ
の
「
ユ
ダ
ヤ
人
性
」
は
ど
の
よ
う
な
も

の
で
あ
っ
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
小
稿
で
は
、
主
に
、
ザ
メ
ン
ホ
フ
と
シ
オ
ニ
ズ
ム
の
関
係
に
つ
い
て
検

討
し
て
み
た
い
。

シ
オ
ニ
ス
ト
と
し
て
の
ザ
メ
ン
ホ
フ

ル
ド
ヴ
ィ
ー
コ
・
ラ
ザ
ー
ロ
・
ザ
メ
ン
ホ
フL

udoviko L
azaro Z

am
enhof

（
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
表
記
）
は
、
一
八
五
九
年
一
二
月
一
五

四
一
四
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長
沼
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（
四
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七
）

日
（
ロ
シ
ア
暦
一
二
月
三
日
、
ユ
ダ
ヤ
教
暦
五
六
二
○
年
キ
ス
レ
フ
月
一
九
日
）、
現
在
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
北
東
部
ビ
ャ
ウ
ィ
ス
ト
クB

iałystok

に

生
ま
れ
た
。

一
七
世
紀
後
半
に
ブ
ラ
ニ
ツ
キ
ー
伯
領
と
な
っ
た
ビ
ャ
ウ
ィ
ス
ト
ク
で
は
、
同
伯
の
庇
護
の
も
と
に
ユ
ダ
ヤ
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
形
成

さ
れ
、
一
八
世
紀
半
ば
に
は
自
治
権
さ
え
与
え
ら
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
西
欧
な
ど
と
は
異
な
っ
て
、
ユ
ダ
ヤ
人
が
市
の
行
政
や
手
工
業

ギ
ル
ド
に
参
加
す
る
こ
と
が
公
的
に
認
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
一
八
世
紀
末
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
分
割
に
よ
っ
て
、
ま
ず
は

一
七
九
五
年
に
プ
ロ
イ
セ
ン
領
に
な
り
、
さ
ら
に
一
八
○
七
年
の
テ
ィ
ル
ジ
ッ
ト
条
約
で
ロ
シ
ア
領
と
な
っ
て
、
こ
の
地
域
の
ユ
ダ
ヤ
人

の
境
遇
は
悪
化
し
て
い
っ
た
。
た
だ
し
、
同
市
の
ユ
ダ
ヤ
人
人
口
そ
の
も
の
は
、
む
し
ろ
一
九
世
紀
初
め
に
か
け
て
急
増
し
て
い
く
。
そ

れ
は
、
帝
政
ロ
シ
ア
が
、
新
た
に
獲
得
し
た
旧
ポ
ー
ラ
ン
ド
地
域
に
ユ
ダ
ヤ
人
強
制
居
住
地
域
を
設
定
し
て
、
そ
こ
に
ユ
ダ
ヤ
人
を
追
い

込
み
、
さ
ら
に
強
制
居
住
地
域
内
の
農
村
部
か
ら
も
追
い
立
て
る
政
策
を
と
っ
た
結
果
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
同
市
が
ロ
シ
ア
と
中
・
西

欧
を
結
ぶ
交
易
上
の
重
要
な
拠
点
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
も
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
流
入
を
促
す
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
。

と
も
あ
れ
、
ザ
メ
ン
ホ
フ
が
生
ま
れ
た
頃
の
ビ
ャ
ウ
ィ
ス
ト
ク
は
公
的
に
は
ロ
シ
ア
語
で
ビ
ェ
ラ
ス
ト
ー
クБ

елосток

と
呼
ば
れ
、

人
口
の
圧
倒
的
多
数
を
ユ
ダ
ヤ
人
が
占
め
る
と
い
う
町
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
一
八
五
六
年
の
ユ
ダ
ヤ
人
人
口
は
九
、五
四
七

人
で
同
市
総
人
口
中
の
六
九
・
〇
％
を
占
め
て
お
り
、
同
様
に
一
八
六
一
年
で
は
一
一
、八
七
三
人
（
六
九
・
八
％
）
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、

一
九
世
紀
末
の
工
業
化
進
行
期
に
繊
維
産
業
が
発
展
し
て
い
く
な
か
で
ユ
ダ
ヤ
人
人
口
も
急
増
し
て
お
り
、
一
八
九
五
年
で
は

四
七
、七
八
三
人
（
七
六
・
〇
％
）
を
数
え
る
に
い
た
っ
た
。
こ
う
し
た
状
況
は
第
一
次
大
戦
ま
で
は
あ
ま
り
変
わ
ら
ず
、
ユ
ダ
ヤ
人
は
市

人
口
の
ほ
ぼ
七
○
％
前
後
を
占
め
て
い
た
。
し
か
し
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
大
半
は
貧
し
い
行
商
人
や
失
業
者
、
ホ
ー
ム
レ
ス
で
あ
っ
た
と
い

う
（
3
）

。
ユ
ダ
ヤ
人
以
外
で
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
、
ロ
シ
ア
人
、
ド
イ
ツ
人
、
さ
ら
に
ベ
ラ
ル
ー
シ
人
な
ど
が
住
ん
で
い
た
が
、
も
ち
ろ
ん
圧

四
一
五
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倒
的
な
権
力
を
握
っ
て
い
た
の
は
ロ
シ
ア
人
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
人
も
と
く
に
経
済
的
な
面
で
重
要
な
地
歩
を
占
め
て
い
た
。
し
た
が
っ
て

ザ
メ
ン
ホ
フ
も
、
公
式
に
は
、
父
称
を
ミ
ド
ル
ネ
ー
ム
に
置
き
、
ロ
シ
ア
語
で
ラ
ー
ザ
リ
・
マ
ル
コ
ヴ
ィ
ッ
チ
・
ザ
ミ
ェ
ン
ゴ
フ

Л
азаръ М

аркович Зам
енгоф

と
表
記
さ
れ
た
。

ザ
メ
ン
ホ
フ
の
伝
記
類
（
4
）

は
、
一
様
に
、
語
学
教
師
で
あ
っ
た
父
マ
ル
ク
ス
（
伝
統
的
な
ユ
ダ
ヤ
人
名
と
し
て
は
モ
ル
デ
カ
イ
）
が
家
庭
内
で

の
使
用
言
語
を
ロ
シ
ア
語
と
す
る
融
和
的
な
同
化
主
義
者
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
お
り
（
5
）

、
こ
の
事
実
か
ら
、
マ
ル
ク
ス
が
マ
ス
キ

リ
ー
ム
（
ハ
ス
カ
ラ
ー
運
動
信
奉
者
）
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
一
八
世
紀
ベ
ル
リ
ン
で
の
モ
ー
ゼ
ス
・
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン

M
oses M

endelssohn

の
活
動
に
始
ま
る
ハ
ス
カ
ラ
ー
運
動
（
ユ
ダ
ヤ
人
社
会
内
の
啓
蒙
運
動
）
は
、
ま
ず
は
ド
イ
ツ
語
圏
に
広
ま
り
、
さ

ら
に
プ
ロ
イ
セ
ン
や
オ
ー
ス
ト
リ
ア
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
を
分
割
統
治
し
て
い
く
な
か
で
、
一
八
世
紀
末
か
ら
一
九
世
紀
初
頭
に
か
け
て
旧

ポ
ー
ラ
ン
ド
中
央
部
に
も
浸
透
し
て
い
っ
た
（
6
）

。
ビ
ャ
ウ
ィ
ス
ト
ク
の
場
合
も
、
一
時
的
で
あ
れ
プ
ロ
イ
セ
ン
支
配
下
に
組
み
込
ま
れ
、
ド

イ
ツ
・
ユ
ダ
ヤ
人
社
会
と
の
接
触
に
よ
っ
て
、
こ
の
波
に
洗
わ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
ハ
ス
カ
ラ
ー
運
動
は
、
世
俗
的
な
教
育
を
重
視
し
、

キ
リ
ス
ト
教
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
の
文
化
を
受
容
す
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
ビ
ャ
ウ
ィ
ス
ト
ク
の
な
か
で
も
ハ
ス
カ
ラ
ー
運
動
の
信
奉
者
は
、
概
し
て
一
部
の
、
そ
し
て
ユ
ダ
ヤ
人
社
会
内
部
で
は
相

対
的
に
裕
福
な
グ
ル
ー
プ
に
属
し
て
い
た
し
、
そ
も
そ
も
ユ
ダ
ヤ
人
自
体
が
一
様
で
は
な
か
っ
た
。
強
制
居
住
地
域
内
の
ユ
ダ
ヤ
人
に
は
、

カ
フ
カ
ス
系
や
、
ブ
ハ
ラ
系
、
ク
リ
ミ
ア
系
も
い
た
し
、
ザ
メ
ン
ホ
フ
家
の
場
合
は
、
今
日
の
リ
ト
ア
ニ
ア
よ
り
も
は
る
か
に
広
大
な
歴

史
的
リ
ト
ア
ニ
ア
を
出
身
と
考
え
る
、
リ
ト
ア
ニ
ア
系
ユ
ダ
ヤ
人
（
リ
ト
ヴ
ァ
ク
）
に
属
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
リ
ト
ア
ニ
ア
系
は
、

ユ
ダ
ヤ
人
全
体
の
な
か
で
も
独
自
な
位
置
を
占
め
て
お
り
、
た
と
え
ば
一
八
世
紀
半
ば
以
降
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
南
部
か
ら
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
か

け
て
席
巻
し
て
い
っ
た
ユ
ダ
ヤ
教
神
秘
主
義
運
動
（
ハ
シ
デ
ィ
ズ
ム
）
と
対
立
す
る
傾
向
が
強
か
っ
た
。
ビ
ャ
ウ
ィ
ス
ト
ク
は
、
ミ
ト
ナ

四
一
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グ
デ
ィ
ー
ム
と
呼
ば
れ
た
ハ
シ
デ
ィ
ズ
ム
反
対
派
の
拠
点
の
一
つ
で
も
あ
っ
た
（
7
）

。
ま
た
、
ア
シ
ュ
ケ
ナ
ジ
ー
ム
と
呼
ば
れ
る
中
・
東
欧
の

ユ
ダ
ヤ
人
は
生
活
言
語
と
し
て
イ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
語
を
用
い
た
と
一
般
に
説
明
さ
れ
る
が
、
そ
の
イ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
語
に
も
方
言
が
あ
り
、
地

方
ご
と
の
隔
た
り
は
決
し
て
小
さ
く
は
な
か
っ
た
（
8
）

。
こ
う
し
た
ユ
ダ
ヤ
人
社
会
内
に
あ
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ヴ
ェ
ル
で
の
複
雑
な
差
異
を

と
も
な
っ
た
多
様
性
は
、
我
々
に
と
っ
て
は
非
常
に
分
か
り
に
く
い
問
題
で
は
あ
る
が
、
決
し
て
見
過
ご
し
て
は
な
ら
な
い
問
題
で
あ
る
。

こ
の
ユ
ダ
ヤ
人
の
多
様
性
を
も
前
提
に
し
て
、
諸
民
族
間
の
対
立
と
差
別
を
克
服
し
た
い
と
す
る
ザ
メ
ン
ホ
フ
の
願
望
が
、
エ
ス
ペ
ラ
ン

ト
を
創
案
し
、
後
述
の
ホ
マ
ラ
ニ
ス
モ
を
構
想
さ
せ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

ザ
メ
ン
ホ
フ
は
、
一
八
七
九
年
の
秋
か
ら
モ
ス
ク
ワ
大
学
で
医
学
を
学
び
始
め
、
そ
の
後
、
家
庭
の
経
済
的
事
情
も
あ
っ
て
ワ
ル
シ
ャ

ワ
大
学
に
転
学
し
て
研
鑽
を
積
ん
で
い
た
。
す
で
に
七
三
年
暮
れ
に
、
父
マ
ル
ク
ス
が
ワ
ル
シ
ャ
ワ
で
の
教
職
を
得
、
一
家
が
ワ
ル
シ
ャ

ワ
に
引
っ
越
し
て
い
た
の
で
、
ザ
メ
ン
ホ
フ
も
自
宅
か
ら
通
学
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
学
生
時
代
に
、
ザ
メ
ン
ホ
フ
は

急
速
に
「
シ
オ
ニ
ズ
ム
」
に
接
近
し
て
い
く
。
後
の
一
九
○
七
年
、
第
三
回
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
世
界
大
会
が
イ
ギ
リ
ス
の
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
で

開
か
れ
た
折
に
、
ロ
ン
ド
ン
の
『
ジ
ュ
ー
イ
ッ
シ
ュ･
ク
ロ
ニ
ク
ル
』
紙
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
際
し
て
、
次
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る
。

「
私
は
、
常
に
同
胞
の
社
会
的
生
活
に
強
い
関
心
を
抱
い
て
お
り
ま
し
た
し
、
若
い
頃
は
、
熱
心
な
政
治
的
シ
オ
ニ
ス
ト
で
し
た
。
そ
れ

は
、
ヘ
ル
ツ
ル
が
こ
の
分
野
に
登
場
し
、
ユ
ダ
ヤ
人
国
家
と
い
う
思
想
が
ユ
ダ
ヤ
人
の
間
で
評
判
に
な
る
よ
り
も
大
分
以
前
の
こ
と
で
し

た
。
早
く
も
一
八
八
一
年
に
は
、
そ
の
頃
は
モ
ス
ク
ワ
大
学
の
学
生
だ
っ
た
の
で
す
が
、
一
五
人
の
仲
間
の
学
生
と
会
合
を
開
き
、
私
が

考
え
て
き
た
計
画
を
提
案
し
ま
し
た
。
そ
の
計
画
で
は
、
世
界
の
ど
こ
か
人
の
住
ん
で
い
な
い
地
域
に
ユ
ダ
ヤ
人
の
コ
ロ
ニ
ー
を
建
設
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
コ
ロ
ニ
ー
は
、
独
立
し
た
ユ
ダ
ヤ
人
国
家
の
始
ま
り
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
中
心
に
な
っ

て
い
く
も
の
で
し
た
。
仲
間
の
学
生
た
ち
を
説
得
し
て
、
我
々
は
、
ロ
シ
ア
で
最
初
の
、
ユ
ダ
ヤ
人
に
よ
る
何
ら
か
の
政
治
組
織
を
結
成

四
一
七



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
五
〇
〇
）

し
ま
し
た
し
、
私
自
身
は
そ
の
よ
う
に
思
っ
て
い
ま
す
（
9
）

。」

た
だ
し
、
ザ
メ
ン
ホ
フ
た
ち
が
一
八
八
○
年
代
の
初
め
に
、
実
際
に
シ
オ
ニ
ス
ト
と
い
う
用
語
を
用
い
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
。

一
九
世
紀
末
以
前
か
ら
、
パ
レ
ス
チ
ナ
を
「
エ
レ
ツ
・
イ
ス
ラ
エ
ル
（
イ
ス
ラ
エ
ル
の
地
）」
と
し
て
そ
こ
に
「
帰
還
」
す
る
考
え
方
は
、

思
想
以
前
の
空
想
的
な
も
の
か
ら
象
徴
的
な
も
の
ま
で
含
め
て
、
少
な
か
ら
ず
存
在
し
た
。
し
か
し
シ
オ
ニ
ズ
ム
や
シ
オ
ニ
ス
ト
と
い
う

こ
と
ば
は
、
ビ
ル
ン
バ
ウ
ムN

athan B
irnbaum

の
造
語
で
あ
っ
て
、
そ
の
初
出
も
一
八
八
五
年
を
遡
る
こ
と
は
な
い
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。
そ
し
て
何
よ
り
も
重
要
な
こ
と
は
、
ビ
ル
ン
バ
ウ
ム
が
、
ユ
ダ
ヤ
人
と
は
民
族
で
あ
る
と
い
う
見
解
を
明
確
に
保
持
し
た
上
で
シ

オ
ニ
ズ
ム
概
念
を
規
定
し
た
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
強
い
影
響
下
に
、
ヘ
ル
ツ
ルT

heodor H
erzl

が
『
ユ
ダ
ヤ
人
国
家
』（
一
八
九
六
年
）

を
著
し
て
政
治
的
シ
オ
ニ
ズ
ム
の
歴
史
が
始
ま
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
ザ
メ
ン
ホ
フ
の
学
生
時
代
が
政
治
的
シ
オ
ニ
ズ
ム
を
ま
さ
に
孵
化
さ
せ
る
時
期
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
ロ
シ
ア

皇
帝
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
二
世
が
一
八
八
一
年
三
月
に
暗
殺
さ
れ
る
と
、
そ
れ
を
契
機
に
、
出
稼
ぎ
農
民
や
労
働
者
が
ユ
ダ
ヤ
人
住
民
に
対

し
て
集
団
的
略
奪･

暴
行･

虐
殺
、
す
な
わ
ち
ポ
グ
ロ
ム
を
行
い
、
キ
エ
フ
を
中
心
に
約
一
か
月
間
続
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
も
、
翌

年
に
か
け
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
ロ
シ
ア
南
部
で
頻
発
し
た
。
こ
の
ポ
グ
ロ
ム
に
衝
撃
を
受
け
た
一
人
に
オ
デ
ッ
サ
在
住
の
医
師
ピ
ン
ス
ケ

ルL
eon P

insker

が
い
た
。
彼
は
、
ロ
シ
ア
最
初
の
ユ
ダ
ヤ
人
向
け
週
刊
紙
『
ラ
ー
ス
ヴ
ェ
ト
（
黎
明
）』
創
刊
メ
ン
バ
ー
の
一
人
、
か

つ
定
期
的
寄
稿
者
で
あ
り
、
ハ
ス
カ
ラ
ー
運
動
の
共
鳴
者
で
も
あ
っ
た
か
ら
、
当
初
は
ロ
シ
ア
社
会
へ
の
ユ
ダ
ヤ
人
の
同
化
を
推
進
し
よ

う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
彼
は
、
オ
デ
ッ
サ
大
学
に
入
学
し
た
最
初
の
ユ
ダ
ヤ
人
学
生
で
あ
り
、
そ
の
後
の
文
筆
活
動
な
ど
を
通

じ
て
、
ユ
ダ
ヤ
人
社
会
内
で
は
知
名
度
の
高
い
人
物
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
ピ
ン
ス
ケ
ル
が
、
一
八
八
二
年
一
月
、
従
来
の
立
場
を
改

め
、
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
の
心
理
的
・
社
会
的
原
因
に
つ
い
て
分
析
し
た
上
で
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
セ
ン
タ
ー
の
樹
立
と
そ
こ
へ
の

四
一
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ホ
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ズ
ム
（
長
沼
）

（
五
〇
一
）

移
住
を
訴
え
る
著
作
を
ド
イ
ツ
語
で
発
表
し
た
。
匿
名
で
は
あ
っ
た
が
、『
自
力
解
放A

utoem
anzipation

』
を
う
た
い
、
ロ
シ
ア
の
一

ユ
ダ
ヤ
人
が
西
欧
の
同
胞
に
対
し
て
警
告
を
発
す
る
、
と
い
う
ス
タ
イ
ル
を
と
っ
て
い
た
（
10
）

。
こ
の
書
名
を
受
け
継
ぎ
、
意
味
合
い
は
ほ
と

ん
ど
変
わ
ら
な
い
が
、
よ
り
主
体
的
に
関
わ
っ
て
い
く
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
に
じ
ま
せ
た
誌
名
を
採
用
し
て
、
ビ
ル
ン
バ
ウ
ム
が
一
八
八
五
年

に
ド
イ
ツ
語
誌
『
自
力
解
放S

elbstem
anzipation

』
を
創
刊
し
、
そ
こ
で
シ
オ
ニ
ズ
ム
と
い
う
こ
と
ば
も
用
い
ら
れ
だ
し
た
の
で
あ
る
。

ザ
メ
ン
ホ
フ
は
と
い
え
ば
、
彼
は
一
八
八
二
年
の
一
月
か
ら
二
月
に
か
け
て
、「
我
々
は
最
終
的
に
は
い
か
な
る
行
動
を
と
る
べ
き

か
？
」
と
い
う
長
文
の
論
文
を
『
ラ
ー
ス
ヴ
ェ
ト
』
紙
に
分
載
し
て
い
る
が
、
そ
こ
で
は
ガ
ム
ゼ
フ
ォ
ンГам

зеф
онъ

と
い
う
ペ
ン
ネ
ー

ム
を
使
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
ザ
メ
ン
ホ
フ
の
ロ
シ
ア
語
綴
り
の
順
番
を
並
べ
替
え
た
ア
ナ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
そ
し
て
彼
は
、
ポ
ー
ラ
ン

ド
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
さ
ら
に
ル
ー
マ
ニ
ア
で
生
じ
た
ポ
グ
ロ
ム
に
対
し
て
ユ
ダ
ヤ
人
が
な
す
べ
き
回
答
は
原
則
的
に
は
国
外
へ
の
移
住
で

あ
る
、
だ
が
い
ず
こ
へ
行
く
べ
き
か
と
問
い
、
主
に
ア
メ
リ
カ
案
と
パ
レ
ス
チ
ナ
案
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。
当
初
ア
メ
リ
カ
案
を
支

持
し
て
い
た
ザ
メ
ン
ホ
フ
も
、
次
第
に
パ
レ
ス
チ
ナ
案
に
傾
斜
し
て
い
く
の
だ
が
、
や
が
て
運
動
そ
の
も
の
か
ら
も
離
れ
て
い
く
（
11
）

。

ザ
メ
ン
ホ
フ
の
孫
で
あ
る
ザ
レ
ス
キ=

ザ
メ
ン
ホ
フ
は
、
祖
父
ル
ド
ヴ
ィ
コ
が
た
ど
っ
た
思
考
上
の
変
化
を
次
の
よ
う
に
巧
み
に
要

約
し
て
い
る
。「
パ
レ
ス
チ
ナ
は
、
世
界
各
地
に
散
ら
ば
っ
て
い
る
す
べ
て
の
ユ
ダ
ヤ
人
を
受
け
入
れ
る
に
は
、
あ
ま
り
に
領
土
が
小
さ

く
、
彼
ら
の
生
計
を
維
持
さ
せ
る
に
は
、
不
毛
の
地
の
よ
う
に
彼
に
は
見
え
ま
し
た
。
一
部
の
ユ
ダ
ヤ
人
だ
け
が
中
東
地
域
に
移
住
す
る

と
、
現
在
の
地
に
留
ま
っ
て
い
る
人
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
迫
害
を
受
け
、〝
お
ま
え
た
ち
も
、
お
ま
え
ら
の
パ
レ
ス
チ
ナ
に
行
っ
て
し

ま
え
〞
と
い
う
声
を
い
つ
も
聞
か
な
く
て
は
な
ら
な
く
な
る
、
と
ル
ド
ヴ
ィ
コ
は
考
え
た
の
で
す
。
当
時
イ
ス
ラ
ム
教
国
だ
っ
た
ト
ル
コ

の
地
に
、
ユ
ダ
ヤ
人
国
家
を
創
る
と
い
う
考
え
は
非
現
実
的
だ
と
考
え
ま
し
た
。
ま
た
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
と
っ
て
も
神
聖
な
土
地
を
ユ

ダ
ヤ
人
が
占
拠
す
る
こ
と
を
、
強
力
な
キ
リ
ス
ト
教
国
家
が
許
さ
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
に
加
え
、
ユ
ダ
ヤ
人
国
家
の

四
一
九
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住
民
が
、
い
つ
ま
で
も
先
住
民
の
憎
し
み
を
か
う
こ
と
を
恐
れ
た
の
で
す
。〝
パ
レ
ス
チ
ナ
の
ユ
ダ
ヤ
人
は
、
火
山
の
上
に
た
え
ま
な
く

い
る
よ
う
な
も
の
だ
〞
と
い
う
わ
け
で
す
。
彼
の
心
配
は
、
そ
の
後
の
歴
史
を
見
れ
ば
、
す
べ
て
が
誤
っ
て
い
た
と
は
言
え
ま
せ
ん
（
12
）

」。

さ
ら
に
ザ
メ
ン
ホ
フ
は
、
次
節
で
言
及
す
る
ヒ
レ
リ
ス
モ
（
ヒ
レ
ル
主
義
）
に
つ
い
て
の
文
書
を
一
九
○
一
年
に
作
成
す
る
が
、
そ
の

な
か
で
「
ユ
ダ
ヤ
人
問
題
の
原
因
は
ユ
ダ
ヤ
教
に
こ
そ
あ
る
」
と
再
三
強
調
し
、
最
終
的
に
は
、「
ユ
ダ
ヤ
人
問
題
と
ユ
ダ
ヤ
人
の
追
放

を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
ユ
ダ
ヤ
教
の
改
革
と
い
う
方
法
し
か
あ
り
え
な
い
」、
と
ま
で
主
張
し
た
（
13
）

。
こ
う
し
た
発
言
は
当
時
の
多
く
の

ユ
ダ
ヤ
人
に
と
っ
て
は
理
解
不
能
な
も
の
で
あ
り
、
日
常
的
な
医
師
と
し
て
の
活
動
は
と
も
か
く
、
思
想
的
な
面
で
は
ユ
ダ
ヤ
人
社
会
か

ら
疎
遠
に
な
っ
て
い
か
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ザ
メ
ン
ホ
フ
は
晩
年
、
普
遍
的
、
博
愛
主
義
的
色
彩
を
強
く
帯
び
た
、
一
種
の

宗
教
思
想
に
ま
で
到
達
す
る
が
、
そ
の
側
面
を
最
も
よ
く
受
け
継
い
だ
の
が
次
女
の
リ
デ
ィ
ア
（
第
三
子
、
一
九
○
四
│
四
二
）
で
、
彼
女

は
後
に
、
イ
ス
ラ
ー
ム
か
ら
派
生
し
た
が
、
よ
り
寛
容
で
普
遍
宗
教
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
バ
ハ
ー
イ
ー
教
に
入
信
す
る
。
し
か
し
彼
女

も
、
ザ
メ
ン
ホ
フ
の
子
孫
た
ち
の
多
く
が
た
ど
っ
た
よ
う
に
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
の
犠
牲
者
と
な
っ
て
、
ト
レ
ブ
リ
ン
カ
強
制
収
容
所
で
殺
害

さ
れ
た
（
14
）

。

ホ
マ
ラ
ニ
ス
モ

エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
は
一
八
八
七
年
、
つ
ま
り
ザ
メ
ン
ホ
フ
が
二
七
歳
の
時
に
公
表
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
彼
自
身
は
、
生
ま

れ
育
っ
た
環
境
の
な
か
か
ら
、
民
族
や
人
種
間
の
対
立
・
紛
争
を
解
決
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
の
世
界
共
通
語
と
い
う
構
想
を
、
一
○

代
の
半
ば
か
ら
素
朴
な
形
で
温
め
だ
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
す
で
に
一
八
歳
に
し
て
、「
世
界
語L

ingw
e U
niversala

」
を
考
案
し
て
い

た
。
さ
ら
に
そ
の
延
長
上
に
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
博
士
著
『
国
際
語

│
序
言
並
び
に
全
教
程　

ロ
シ
ア
人
用
』
と
表
紙
に
記
さ
れ
た
、
わ

四
二
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（
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沼
）

（
五
〇
三
）

ず
か
四
二
ペ
ー
ジ
の
記
念
碑
的
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
刊
行
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
ザ
メ
ン
ホ
フ
に
あ
っ
て
は
、
純
粋
に
こ
と
ば
へ
の
関

心
か
ら
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
を
創
案
し
た
の
で
は
な
く
、
い
か
に
素
朴
な
も
の
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、
国
際
平
和
に
寄
与
し
よ
う
と
い
う
理
想
が

ま
ず
根
底
に
あ
り
、
そ
の
た
め
の
手
段
と
し
て
、
異
な
る
言
語
・
文
化
を
有
す
る
諸
民
族
が
た
が
い
に
対
等
な
立
場
で
意
思
疎
通
で
き
る

共
通
言
語
を
着
想
し
た
の
で
あ
る
。

エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
運
動
自
体
は
、
紆
余
曲
折
を
経
て
次
第
に
広
が
り
を
見
せ
、
一
九
○
○
年
頃
に
は
そ
の
中
心
が
フ
ラ
ン
ス
に
移
っ
て

い
っ
た
。
つ
い
に
一
九
○
五
年
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
ブ
ー
ロ
ー
ニ
ュ
・
シ
ュ
ル
・
メ
ー
ルB

oulogne-sur-m
er

で
第
一
回
世
界
エ
ス
ペ

ラ
ン
ト
大
会
が
開
か
れ
る
に
い
た
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、
一
八
九
四
年
に
ド
レ
フ
ュ
ス
事
件
が
勃
発
し
、
フ
ラ
ン
ス
の
国
論
を
二
分
す
る

状
況
が
続
い
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
（
15
）

、
ザ
メ
ン
ホ
フ
が
ユ
ダ
ヤ
人
で
あ
る
こ
と
が
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
の
普
及
に
と
っ
て
不
利
に
作
用
す
る
と

危
惧
し
、
そ
の
事
実
を
曖
昧
に
し
た
り
、
隠
そ
う
と
す
る
傾
向
す
ら
生
じ
て
い
た
。
そ
う
し
た
状
況
に
対
し
て
、
ザ
メ
ン
ホ
フ
は
一
種
の

世
界
宗
教
と
も
い
う
べ
き
構
想
を
練
り
上
げ
、
第
一
回
大
会
で
発
表
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
周
囲
の
エ
ス
ペ
ラ
ン
テ
ィ
ス
ト

た
ち
は
、
時
期
尚
早
で
あ
る
と
し
て
、
や
が
て
ヒ
レ
リ
ス
モ
（
ヒ
レ
ル
主
義
）
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
こ
の
ア
イ
デ
ィ
ア
の
発
表
を
押

し
と
ど
め
て
し
ま
っ
た
。
ヒ
レ
ル
と
は
、
前
一
世
紀
末
に
実
在
し
た
ユ
ダ
ヤ
教
聖
職
者
で
、「
周
知
の
伝
説
に
よ
る
と
、
タ
ル
ム
ー
ド
の

賢
者
の
な
か
で
も
最
も
偉
大
な
ヒ
レ
ル
は
、「
ひ
と
に
さ
れ
た
く
な
い
こ
と
を
隣
人
に
対
し
て
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
規
則
が
ト
ー

ラ
ー
の
す
べ
て
で
あ
り
、
残
り
は
そ
の
注
釈
に
す
ぎ
な
い
、
と
宣
言
し
て
い
る
（
16
）

」、
と
ユ
ダ
ヤ
教
の
伝
統
の
な
か
で
理
解
さ
れ
て
き
た
人

物
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
ザ
メ
ン
ホ
フ
周
辺
の
エ
ス
ペ
ラ
ン
テ
ィ
ス
ト
た
ち
の
あ
る
部
分
は
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
の
発
展
を
願
う
一
方
で
、

反
ユ
ダ
ヤ
主
義
が
根
強
く
存
在
す
る
現
実
が
障
害
と
な
る
こ
と
を
恐
れ
、
極
力
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
か
ら
ユ
ダ
ヤ
人
や
ユ
ダ
ヤ
教
の
イ
メ
ー

ジ
を
払
拭
さ
せ
よ
う
と
画
策
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
ザ
メ
ン
ホ
フ
自
身
は
、
そ
う
し
た
動
き
に
も
一
部
配
慮
し
つ
つ
、
内
容
は
ほ
と

四
二
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ん
ど
変
え
る
こ
と
な
く
名
称
を
ヒ
レ
リ
ス
モ
か
ら
ホ
マ
ラ
ニ
ス
モ
に
変
え
て
い
く
。
人
類
人
主
義
と
一
般
に
訳
さ
れ
て
い
る
ホ
マ
ラ
ニ
ス

モ
と
い
う
用
語
を
用
い
る
こ
と
で
、
よ
り
普
遍
化
を
図
っ
た
の
で
あ
る
（
17
）

。

ヒ
レ
リ
ス
モ
や
ホ
マ
ラ
ニ
ス
モ
に
つ
い
て
語
っ
た
ザ
メ
ン
ホ
フ
の
テ
ク
ス
ト
は
複
数
存
在
す
る
。
ヒ
レ
リ
ス
モ
と
い
う
表
現
を
明
示
し

た
テ
ク
ス
ト
は
、
す
で
に
一
九
○
一
年
一
月
に
ワ
ル
シ
ャ
ワ
で
刊
行
さ
れ
た
ロ
シ
ア
語
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、『
ヒ
レ
リ
ス
モ　

ユ
ダ
ヤ
人

問
題
解
決
構
想
』
と
し
て
発
表
さ
れ
て
い
た
。
た
だ
し
著
者
名
は
、「
私
は
人
間
で
あ
る
」
と
い
う
意
味
の
ラ
テ
ン
語
表
記H

om
o S
um

で
あ
っ
た
（
18
）

。
ま
た
ザ
メ
ン
ホ
フ
は
一
九
一
七
年
四
月
一
四
日
に
亡
く
な
る
が
、
そ
の
最
晩
年
に
も
「
ホ
マ
ラ
ニ
ス
モ
に
関
す
る
宣
言
の
模

範
的
テ
ク
ス
ト
」
と
題
す
る
文
書
を
作
成
し
て
い
た
（
19
）

。
こ
の
最
後
の
文
書
と
、
一
九
一
三
年
五
月
に
ワ
ル
シ
ャ
ワ
で
作
成
さ
れ
た
「
ホ
マ

ラ
ニ
ス
モ
宣
言
」
と
は
、
大
筋
は
と
も
か
く
、
細
部
は
結
構
変
わ
っ
て
い
る
（
20
）

。
ザ
メ
ン
ホ
フ
の
思
想
的
な
変
化
発
展
を
精
緻
に
跡
付
け
検

討
す
る
こ
と
は
、
さ
し
あ
た
っ
て
の
小
稿
の
目
的
で
は
な
く
、
ま
た
紙
幅
の
関
係
も
あ
る
の
で
、
最
終
文
書
の
宣
言
部
分
の
み
を
全
訳
し

て
ホ
マ
ラ
ニ
ス
モ
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
そ
の
際
、
ま
ず
ヒ
レ
ル
と
い
う
名
前
を
消
し
去
り
、「
ユ
ダ
ヤ
人
問
題
解
決
構
想
」
と
い
う

副
題
も
外
し
て
、
ユ
ダ
ヤ
民
族
主
義
を
標
榜
す
る
シ
オ
ニ
ズ
ム
か
ら
の
決
別
と
、
よ
り
普
遍
的
な
平
和
志
向
が
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
注

目
し
て
お
き
た
い
。

ホ
マ
ラ
ニ
ス
モ
に
関
す
る
宣
言
の
模
範
的
テ
ク
ス
ト

私
は
人
類
人H

om
arano

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ホ
マ
ラ
ニ
ス
ム
宣
言
に
形
式
的
に
も
公
的
に
も
完
全
に
同
意
す
る
こ
と
と
し
、
以

下
の
条
項
を
私
の
信
条
と
し
て
承
認
す
る
。

四
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フ
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）

　
　
　
　
　

1

私
は
人
間
で
あ
り
、
全
人
類
を
一
家
族
と
見
な
す
。
人
類
が
互
い
に
敵
対
し
あ
う
さ
ま
ざ
ま
な
民
族
や
民
族
宗
教
に
根
差
す
集
団
に

分
裂
し
て
い
る
こ
と
を
最
大
の
不
幸
の
一
つ
と
見
な
し
、
こ
の
不
幸
は
遅
か
れ
早
か
れ
消
滅
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
っ
て
、

私
の
考
え
で
は
、
暴
力
を
用
い
ず
に
当
た
り
前
の
手
段
で
消
滅
さ
せ
る
べ
く
促
す
こ
と
は
義
務
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

2

私
は
、
い
か
な
る
人
間
で
あ
っ
て
も
人
間
に
他
な
ら
な
い
と
見
な
す
し
、
誰
で
あ
っ
て
も
そ
の
人
個
人
の
価
値
と
行
為
に
よ
っ
て
の

み
評
価
す
る
。
自
分
と
は
異
な
る
民
族
、
言
語
、
宗
教
、
社
会
階
級socia klaso

に
属
し
て
い
る
こ
と
を
も
っ
て
人
間
を
侮
辱
し
、

抑
圧
す
る
こ
と
は
、
野
蛮
な
行
為
で
あ
る
と
見
な
す
。

私
は
、
生
涯
の
う
ち
に
な
し
た
る
す
べ
て
の
善
行
に
つ
い
て
は
、
い
か
な
る
両
親
の
も
と
に
生
ま
れ
た
か
、
あ
る
い
は
ど
の
よ
う
な

力
を
有
し
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
と
は
関
係
な
く
、
生
き
て
い
る
人
す
べ
て
が
そ
の
貢
献
に
応
じ
て
同
等
の
権
利
を
有
し
て
い
る
、
と

認
識
し
て
い
る
。
し
か
し
私
は
、
人
間
間
の
精
神
的
・
物
質
的
不
平
等
は
、
不
正
な
、
あ
る
い
は
荒
々
し
い
物
理
的
な
力
に
よ
っ
て
で

は
な
く
、
社
会
的
な
法
や
機
構
を
改
善
す
る
た
め
の
平
和
的
な
努
力
に
よ
っ
て
の
み
克
服
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
、
と
認
識
し
て
い

る
（
21
）

。

　
　
　
　
　

3

私
は
、
い
ず
れ
の
国
も
、
あ
れ
こ
れ
特
定
の
民
族
に
帰
属
す
る
こ
と
な
く
、
ま
た
生
ま
れ
つ
き
の
住
民
で
あ
れ
帰
化
し
た
住
民
で
あ

れ
、
彼
ら
の
、
推
定
で
き
る
出
自
、
言
語
、
宗
教
、
あ
る
い
は
社
会
的
役
割
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
れ
、
そ
う
し
た
住
民
す
べ
て
に
対

し
て
完
全
に
平
等
に
帰
属
す
る
も
の
で
あ
る
、
と
認
識
し
て
い
る
。
一
国
の
利
害
と
あ
れ
こ
れ
特
定
の
民
族
や
宗
教
の
そ
れ
と
を
同
じ

四
二
三
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も
の
と
し
て
扱
っ
た
り
、
他
の
民
族
を
支
配
す
る
こ
と
を
一
民
族
に
許
し
、
さ
ら
に
も
っ
と
も
基
本
的
で
生
得
的
な
権
利
、
す
な
わ
ち

祖
国
に
対
す
る
権
利
を
他
の
民
族
に
対
し
て
は
拒
絶
す
る
何
ら
か
の
歴
史
的
権
利
が
あ
る
と
思
わ
せ
る
こ
と
は
、
自
力
で
救
済
す
る
権

利
や
武
力
を
行
使
す
る
権
利
が
存
在
し
て
い
た
野
蛮
な
時
代
の
残
滓
で
あ
る
、
と
見
な
す
。

　
　
　
　
　

4

私
は
、
ど
の
国
家
や
地
域
で
あ
ろ
う
と
も
、
い
ず
れ
か
の
民
族
や
言
語
、
あ
る
い
は
宗
教
の
名
前
で
は
な
く
、
中
立
的
地
名
を
つ
け

る
べ
き
だ
と
確
信
し
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
多
く
の
国
が
民
族
名
を
つ
け
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
特
定
の
出
自
を
有
す

る
住
民
が
他
の
出
自
を
有
す
る
住
民
に
対
し
て
支
配
者
で
あ
る
と
思
い
込
ん
だ
り
、
あ
る
国
に
生
ま
れ
つ
い
た
末
裔
が
、
自
分
た
ち
と

は
ま
っ
た
く
無
関
係
な
別
の
国
の
利
害
と
結
び
つ
く
こ
と
に
な
る
。
そ
う
し
た
国
々
が
公
的
に
中
立
的
名
称
を
も
つ
よ
う
に
な
る
ま
で

は
、
ホ
マ
ラ
ニ
ス
モ
の
原
則
に
し
た
が
っ
て
、
少
な
く
と
も
ホ
マ
ラ
ニ
ス
ト
が
作
成
す
る
特
定
の
記
録
の
な
か
で
は
、
た
と
え
ば
首
都

名
に
「
国
」、「
州
」、「
地
方
」
な
ど
の
語
を
つ
け
て
、
さ
も
な
く
ば
人
類
人
が
合
意
で
き
る
よ
う
な
別
の
方
法
で
呼
ぶ
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

5

私
は
、
誰
で
も
が
個
人
生
活
で
は
、
自
分
に
と
っ
て
も
っ
と
も
ふ
さ
わ
し
い
こ
と
ば
や
方
言
を
話
し
、
も
っ
と
も
好
ま
し
い
宗
教
を

信
じ
て
い
る
こ
と
を
公
言
す
る
、
完
全
か
つ
明
白
な
権
利
を
有
す
る
、
と
認
識
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
言
語
や
宗
教
が
異
な
る
人
々
と

話
し
合
う
と
き
に
は
、
中
立
的
な
言
語
、
道
徳
、
さ
ら
に
は
中
立
的
な
慣
習
、
中
立
的
な
暦
を
用
い
て
、
自
分
の
民
族
や
宗
教
に
見
ら

れ
る
特
異
な
こ
と
を
押
し
付
け
る
の
は
極
力
避
け
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
う
し
た
中
立
的
な
事
柄
に
関
す
る
問
題
が
全
世
界
で
解
消
さ
れ

な
い
限
り
は
、
少
な
く
と
も
人
類
人
同
士
の
あ
い
だ
の
特
別
な
関
係
で
は
、
人
類
人
が
一
致
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
な
形
式
を
用

い
る
べ
き
で
あ
る
。
私
は
、
民
族
間
の
闘
争
が
な
い
と
こ
ろ
で
は
、
そ
う
し
た
国
や
都
市
の
住
民
に
と
っ
て
は
、
中
立
的
な
言
語
が
、

四
二
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国
語
、
も
し
く
は
地
域
住
民
の
大
多
数
に
よ
っ
て
話
さ
れ
て
い
る
文
化
言
語
の
役
割
を
果
た
せ
る
こ
と
に
気
づ
い
て
い
る
。
た
だ
し
、

こ
の
こ
と
は
、
少
数
者
に
と
っ
て
は
、
多
数
者
と
の
関
係
で
は
得
策
で
あ
る
譲
歩
な
の
で
あ
っ
て
、
支
配
さ
れ
て
い
る
諸
民
族
が
支
配

し
て
い
る
民
族
に
対
し
て
支
払
う
べ
き
屈
辱
的
な
貢
物
と
し
て
見
な
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
、
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　

6

私
は
、
民
族
名
よ
り
も
「
人
間
」
と
い
う
名
前
を
上
位
に
置
く
こ
と
に
慣
れ
る
ま
で
は
、
人
間
同
士
の
不
和
が
な
く
な
る
こ
と
は
決

し
て
な
い
こ
と
に
気
づ
い
て
お
り
、「
人
民popolo

」
と
い
う
不
正
確
極
ま
り
な
い
こ
と
ば
が
し
ば
し
ば
国
内
成
員
の
あ
い
だ
に
、
そ

れ
ど
こ
ろ
か
同
一
民
族
内
で
す
ら
反
目
を
も
た
ら
し
て
い
る
の
で
、
ど
の
人
民
に
属
し
て
い
る
の
か
と
い
う
質
問
に
対
し
て
は
、
し
た

が
っ
て
「
私
は
人
類
人
で
あ
る
」
と
答
え
る
。
私
の
国
や
、
私
の
住
ん
で
い
る
州
、
言
語
、
あ
る
い
は
私
の
出
自
ら
し
き
こ
と
に
つ
い

て
と
く
に
尋
ね
ら
れ
た
場
合
に
限
っ
て
、
正
確
に
答
え
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
自
分
の
出
自
を
隠
し
た
り
、
市
民
と
し
て
の
義
務
を
拒

も
う
と
し
て
い
る
と
い
っ
た
疑
い
を
抱
か
れ
そ
う
な
場
合
に
は
常
に
、
私
の
人
種
学
的
な
実
体
を
細
部
ま
で
厳
密
に
説
明
し
、
私
の
出

自
か
ら
す
れ
ば
あ
れ
こ
れ
の
民
族
に
属
す
る
し
、
市
民
と
し
て
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
ど
こ
そ
こ
の
国
に
属
す
る
が
、
私
の
信
条
に
し
た

が
え
ば
私
は
人
類
人
で
あ
る
、
と
言
う
こ
と
に
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　

7

祖
国
と
は
、
生
ま
れ
た
国
の
み
を
名
づ
け
う
る
し
、
そ
こ
で
こ
そ
確
固
と
し
た
住
民
で
い
ら
れ
る
。
何
ら
か
の
理
由
で
、
生
ま
れ
た

国
と
定
住
地
が
一
致
し
な
か
っ
た
場
合
は
、「
現
象
上
の
祖
国
」
や
「
生
ま
れ
故
郷
」、
さ
ら
に
は
「
政
治
的
祖
国
」
な
い
し
「
故
国
」

と
い
う
表
現
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
。
自
分
の
祖
先
が
そ
こ
を
か
つ
て
支
配
し
た
り
、
自
分
が
属
す
る
民
族
が
そ
こ
の
大
半
で
暮
ら

し
て
い
た
り
す
る
と
い
う
理
由
で
、
私
の
故
郷
が
ど
こ
か
別
の
国
の
名
前
で
呼
ば
れ
る
場
合
は
、
そ
の
国
の
影
響
力
が
私
に
対
し
て
強

四
二
五
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力
に
働
き
続
け
よ
う
と
も
、
実
際
の
居
住
者
に
及
ぶ
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
所
属
原
則
に
対
立
す
る
罪
と
な
る
し
、
市
民
と
し
て
の
義
務
を

混
乱
さ
せ
る
こ
と
に
も
な
る
の
で
、
そ
う
し
た
命
名
を
す
る
べ
き
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
政
治
的
、
歴
史
的
、
民
族
誌
的
、
さ

ら
に
地
理
学
的
理
由
か
ら
、
あ
る
国
の
観
念
や
境
界
が
あ
ま
り
に
も
不
正
確
に
な
っ
て
動
揺
し
、
し
ば
し
ば
絶
え
間
の
な
い
論
争
や
不

和
の
理
由
に
な
る
と
、
祖
国
と
呼
ぶ
国
を
定
義
す
る
に
際
し
て
は
、
個
人
や
民
族
に
あ
っ
た
好
み
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
人
類
人
的
で

非
党
派
的
な
セ
ン
ス
で
も
っ
て
、
す
べ
て
の
人
類
人
の
意
見
が
一
致
し
て
作
成
さ
れ
た
同
一
の
原
則
で
、
す
べ
て
の
場
所
と
状
況
に
つ

い
て
成
し
遂
げ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
す
べ
て
の
人
類
人
に
よ
っ
て
こ
の
原
則
が
最
終
的
に
作
成
さ
れ
る
ま
で
は
、
疑
わ
し
い
場
合
に

は
「
祖
国
」
と
い
う
不
正
確
な
こ
と
ば
の
代
わ
り
に
、
よ
り
正
確
な
表
現
で
あ
る
「
祖
国
の
都
市
」、「
祖
国
の
地
域
」、「
父
祖
の
国
」

な
ど
を
用
い
れ
ば
よ
い
。

　
　
　
　
　

8

い
か
な
る
出
自
、
言
語
、
宗
教
、
あ
る
い
は
社
会
的
役
割
を
有
す
る
と
し
て
も
、
我
が
同
国
人
、
と
り
わ
け
わ
が
都
市
の
住
民
の
幸

福
に
奉
仕
す
る
こ
と
を
、
愛
国
心
と
名
づ
け
る
。
一
民
族
の
利
益
の
た
め
に
特
別
に
奉
仕
す
る
こ
と
、
あ
る
い
は
他
国
の
人
々
に
対
し

て
向
け
る
憎
悪
に
つ
い
て
は
、
愛
国
心
と
呼
ぶ
つ
も
り
は
決
し
て
な
い
。
自
分
が
生
ま
れ
た
場
所
や
故
郷
に
対
し
て
深
い
愛
情
を
注
ぐ

こ
と
は
、
人
間
誰
し
も
に
共
通
す
る
き
わ
め
て
自
然
な
事
柄
で
あ
り
、
異
常
な
外
部
の
状
況
こ
そ
が
こ
の
ご
く
自
然
な
感
情
を
麻
痺
さ

せ
う
る
、
と
認
識
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
我
が
故
郷
で
、
あ
ら
ゆ
る
労
働
が
特
定
の
一
民
族
に
と
っ
て
の
便
宜
や
栄
光
の
た
め
だ

け
に
利
用
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
社
会
的
活
動
の
た
め
に
努
力
す
る
気
持
ち
が
衰
え
て
し
ま
っ
た
と
し
て
も
、
故
郷
で
の
異
常
な
事
態
は

早
晩
解
消
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
し
、
私
の
せ
い
で
は
な
い
の
で
こ
う
し
た
運
命
は
拒
否
す
る
と
い
う
感
情
が
高
ま
っ
て
い
る
の
だ
が
、
こ

の
感
情
を
子
ど
も
た
ち
が
理
解
す
る
こ
と
を
信
じ
て
、
絶
望
す
る
こ
と
な
く
、
慰
め
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 四

二
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9

母
親
か
ら
話
し
か
け
ら
れ
、
ま
た
教
え
を
受
け
た
こ
と
ば
や
方
言
に
対
し
て
誰
も
が
覚
え
る
愛
情
は
、
き
わ
め
て
自
然
な
感
情
で
あ

る
と
思
う
し
、
こ
う
し
た
感
情
と
闘
お
う
と
か
、
他
人
が
抱
く
こ
う
し
た
感
情
を
傷
つ
け
る
つ
も
り
は
ま
っ
た
く
な
い
。
し
か
し
な
が

ら
、
言
語
は
人
間
に
と
っ
て
目
的
で
は
な
く
て
手
段
に
す
ぎ
ず
、
ま
た
分
裂
さ
せ
る
も
の
で
は
な
く
統
合
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
べ
き
で

あ
り
、
さ
ら
に
言
語
的
シ
ョ
ー
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
が
人
間
間
の
憎
悪
を
作
り
出
す
主
た
る
原
因
の
一
つ
だ
と
認
識
し
て
い
る
の
で
、
も
っ
ぱ

ら
民
族
に
都
合
の
よ
い
動
機
か
ら
、
特
定
の
言
語
を
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
す
る
つ
も
り
は
ま
っ
た
く
な
い
。
私
の
母
語
に
つ
い
て
と
く
に

尋
ね
ら
れ
た
場
合
に
は
、
何
ら
か
の
民
族
に
都
合
の
よ
い
、
政
治
的
で
、
あ
る
い
は
ご
都
合
主
義
的
な
傾
向
と
は
関
係
な
し
に
、
子
ど

も
の
頃
に
両
親
と
話
し
て
い
た
こ
と
ば
で
あ
っ
て
、
し
か
も
そ
の
こ
と
ば
が
自
民
族
に
帰
属
す
る
の
か
否
か
と
い
っ
た
こ
と
と
も
ま
っ

た
く
無
関
係
な
、
そ
ん
な
こ
と
ば
や
方
言
だ
け
を
母
語
と
呼
ぶ
。
も
っ
と
も
頻
繁
に
話
し
、
一
番
マ
ス
タ
ー
し
て
い
て
、
お
気
に
入
り

の
言
語
は
何
か
と
問
わ
れ
れ
ば
、
何
ら
か
の
シ
ョ
ー
ヴ
ィ
ニ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
傾
向
と
は
関
係
な
く
率
直
に
お
答
え
す
る
。
し
か
し
ま
た
、

私
の
信
条
や
理
想
（
22
）

に
基
づ
い
て
、
い
か
な
る
言
語
を
あ
な
た
の
言
語
と
す
る
か
と
問
わ
れ
れ
ば
、
す
べ
て
の
人
類
人
が
共
通
に
下
し
た

決
定
に
し
た
が
い
、
人
類
人
の
信
条
に
最
も
ふ
さ
わ
し
い
形
で
受
け
入
れ
ら
れ
た
原
則
に
依
拠
し
て
答
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
原
則

が
最
終
的
に
確
立
さ
れ
る
ま
で
は
、
私
に
と
っ
て
、
私
個
人
の
、
人
類
人
的
な
感
情
を
示
唆
し
た
答
え
し
か
で
き
な
い
。

　
　
　
　
　

10

宗
教
と
は
真
率
な
信
仰
の
問
題
で
あ
る
に
過
ぎ
ず
、
民
族
に
と
っ
て
都
合
の
よ
い
分
離
手
段
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
認
識
し
て
い

る
の
で
、
私
が
実
際
に
信
じ
て
い
る
も
の
の
み
を
私
の
宗
教
と
呼
ぶ
。
た
だ
し
私
の
宗
教
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
も
、
以
下
に

示
す
よ
う
な
、
中
立
的
・
人
間
的
な
人
類
人
主
義
の
原
則
に
し
た
が
っ
て
、
信
仰
し
て
い
る
こ
と
を
公
言
す
る
。四

二
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⒜　

物
質
的
世
界
お
よ
び
精
神
的
世
界
に
お
け
る
す
べ
て
の
原
因
の
な
か
の
原
因
で
あ
る
、
私
に
は
理
解
し
が
た
い
至
高
の
力
を
、

「
神
」
と
い
う
名
前
、
あ
る
い
は
そ
の
他
の
名
前
で
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
よ
う
。
た
だ
し
、
こ
の
力
の
本
質
を
、
自
ら
の
理
解
や
心
、

あ
る
い
は
自
ら
が
属
す
る
教
会
の
教
え
が
示
す
よ
う
な
形
で
表
現
す
る
権
利
に
つ
い
て
は
誰
も
が
有
し
て
い
る
、
と
私
は
認
識
し

て
い
る
。
神
や
、
存
在
に
関
わ
る
最
も
重
要
な
問
題
に
つ
い
て
の
信
仰
が
、
私
の
そ
れ
と
は
異
な
る
か
ら
と
い
っ
て
、
誰
か
を
憎

ん
だ
り
、
嘲
っ
た
り
、
迫
害
す
る
こ
と
は
決
し
て
し
な
い
。

⒝　

至
高
の
力
が
及
ぼ
す
本
質
的
な
命
令
は
各
人
の
心
の
な
か
で
良
心
と
い
う
形
を
と
っ
て
刻
み
こ
ま
れ
て
お
り
、
も
っ
と
も
中
心

的
で
、
す
べ
て
の
人
間
を
拘
束
す
る
こ
の
命
令
に
関
わ
る
原
則
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
こ
と
を
承
知
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

汝
が
遇
さ
れ
た
い
と
願
う
こ
と
を
他
者
に
も
行
え
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
宗
教
に
あ
る
そ
の
他
す
べ
て
の
こ
と
は
、
各
人
の
信

仰
に
応
じ
て
、
そ
の
掟
を
、
遵
守
す
べ
き
神
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
か
、
あ
る
い
は
さ
ま
ざ
ま
な
民
族
が
生
ん
だ
人
類
の
偉
大
な
教
師
が

伝
説
と
と
も
に
残
し
た
、
つ
ま
り
人
間
の
手
に
な
る
解
説
と
考
え
る
こ
と
の
で
き
る
補
足
と
し
て
見
な
せ
る
し
、
さ
ら
に
は
ま
た

人
間
に
よ
っ
て
作
り
出
さ
れ
た
の
だ
か
ら
、
そ
れ
を
履
行
す
る
か
否
か
と
い
う
こ
と
は
我
々
の
意
思
次
第
で
あ
る
慣
習
と
し
て
見

な
す
こ
と
も
で
き
る
。

⒞　

訓
練
す
れ
ば
良
心
の
声
を
十
分
に
聴
き
と
る
こ
と
は
で
き
る
と
認
識
し
て
い
る
の
で
、
何
ら
か
の
人
類
人
主
義
の
グ
ル
ー
プ
に

属
し

│
私
に
と
っ
て
は
可
能
な
こ
と
で
あ
る

│
、
神
学
的
な
探
究
を
し
た
り
、
人
類
人
主
義
の
精
神
に
ふ
さ
わ
し
い
形
で
倫

理
上
の
諸
問
題
を
実
践
的
に
応
用
す
る
際
に
は
、
こ
う
し
た
グ
ル
ー
プ
の
集
ま
り
に
参
加
す
べ
き
で
あ
る
。

⒟　

宗
教
上
の
枠
組
み
に
元
来
備
わ
っ
て
い
た
不
平
等
だ
と
か
、
そ
こ
に
起
因
す
る
風
習
、
教
育
、
慣
例
、
生
活
設
備
、
さ
ら
に
は

共
感
す
る
感
情
の
よ
う
に
は
、
人
間
は
分
断
さ
れ
て
い
な
い
、
と
認
識
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
現
存
す
る
あ
る
宗
教
の
特
定

四
二
八



ザ
メ
ン
ホ
フ
と
シ
オ
ニ
ズ
ム
（
長
沼
）

（
五
一
一
）

の
教
理
を
信
じ
る
と
し
た
ら
、
私
の
祖
先
が
信
徒
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
と
は
関
わ
り
な
く
、
信
じ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
逆
に
、

教
理
を
備
え
た
、
既
存
宗
教
を
何
ひ
と
つ
信
じ
な
い
と
し
た
ら
、
私
が
確
信
し
て
留
ま
る
こ
と
で
人
間
を
惑
わ
せ
、
何
世
代
に
も

わ
た
っ
て
代
々
際
限
な
く
引
き
継
が
れ
て
き
た
民
族
の
分
散
を
育
む
こ
と
に
な
る
の
で
、
単
に
民
族
に
と
っ
て
好
都
合
な
動
機
で

宗
教
に
留
ま
り
続
け
る
べ
き
で
は
な
い
。
そ
の
代
り
、
公
的
に
は
無
信
仰
者
と
名
乗
る
か
、
中
立
的
で
、
い
ず
れ
の
民
族
に
も
、

議
論
が
戦
わ
さ
れ
て
い
る
教
条
の
い
ず
れ
と
も
関
わ
り
な
く
、
す
べ
て
の
自
由
思
想
家
た
る
人
類
人
に
よ
っ
て
、
一
致
し
た
合
意

に
基
づ
い
て
練
り
上
げ
ら
れ
た
宗
教
の
信
者
で
あ
る
と
、
公
的
に
は
名
乗
る
つ
も
り
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
私
は
、
完
全
な
る
形

で
、
か
つ
代
々
引
き
継
い
で
い
く
も
の
と
し
て
、
そ
の
宗
教
の
名
前
、
倫
理
的
基
準
、
慣
習
、
祝
祭
、
さ
ら
に
は
共
同
体
と
し
て

の
企
画
を
受
け
入
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
仮
に
私
が
自
由
思
想
家
で
あ
る
と
し
て
も
、
現
在
の
私
の
居
住
地
で
は
、
よ
く
組
織

さ
れ
、
私
自
身
と
私
の
家
族
と
が
精
神
的
な
満
足
を
覚
え
て
賛
同
で
き
そ
う
な
、
中
立
宗
教
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
ま
だ
存
在
し

な
い
の
で
、
さ
し
あ
た
っ
て
は
生
れ
つ
い
た
宗
教
に
留
ま
る
し
か
な
い
。
た
だ
そ
の
場
合
も
、
私
個
人
の
信
条
が
い
か
な
る
も
の

で
あ
る
か
を
示
す
た
め
に
、
常
に
現
在
の
宗
教
の
名
前
に
、
す
べ
て
の
自
由
思
想
家
と
し
て
の
人
類
人
が
一
致
し
て
そ
の
目
的
の

た
め
に
受
け
入
れ
た
宗
教
名
を
付
加
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

終
わ
り
に

│
ザ
メ
ン
ホ
フ
評
価
の
一
端

国
際
的
に
は
き
わ
め
て
著
名
な
ザ
メ
ン
ホ
フ
で
あ
っ
た
が
、
第
一
次
世
界
大
戦
中
の
一
九
一
七
年
四
月
一
六
日
、
し
た
が
っ
て
ポ
ー
ラ

ン
ド
の
独
立
以
前
に
営
ま
れ
た
葬
儀
は
、
彼
の
名
声
に
比
べ
れ
ば
寂
し
い
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
様
子
は
、「
ザ
メ
ン
ホ
フ
の
葬

儀
に
は
、
ラ
ザ
ル
が
ユ
ダ
ヤ
人
だ
っ
た
と
い
う
理
由
で
、
政
府
代
表
は
お
ろ
か
、
市
長
の
弔
辞
さ
え
も
贈
ら
れ
ず
、
近
所
に
住
む
貧
し
い

四
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ユ
ダ
ヤ
人
が
数
十
人
と
ワ
ル
シ
ャ
ワ
の
エ
ス
ペ
ラ
ン
テ
ィ
ス
ト
約
二
○
人
と
が
参
列
し
た
だ
け
で
あ
っ
た
（
23
）

」、
と
描
写
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
「
近
所
に
住
む
貧
し
い
ユ
ダ
ヤ
人
」
の
な
か
に
は
、
ま
ず
間
違
い
な
く
シ
オ
ニ
ス
ト
は
い
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
や
が
て
訃
報
が
全

世
界
に
伝
わ
っ
て
い
く
な
か
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
追
悼
の
文
章
が
発
表
さ
れ
た
が
、
そ
れ
ら
の
な
か
で
注
目
し
た
い
の
は
マ
イ
ス
ルJosef 

M
eisl

に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
語
圏
の
ユ
ダ
ヤ
人
向
け
雑
誌“D

er Jude （24
）”

に
掲
載
さ
れ
た
文
章
の
タ
イ
ト
ル
は
「
ヒ
レ
リ
ス
ト

（
ヒ
レ
ル
主
義
者
）」
と
な
っ
て
お
り
、
見
事
な
ま
で
に
ザ
メ
ン
ホ
フ
の
ホ
マ
ラ
ニ
ス
モ
へ
の
さ
ら
な
る
発
展
を
無
視
し
、
ホ
マ
ラ
ニ
ス
モ

と
い
う
単
語
す
ら
用
い
て
な
い
の
で
あ
る
。
ザ
メ
ン
ホ
フ
が
最
終
的
に
た
ど
り
着
い
た
思
想
的
地
平
は
、
ユ
ダ
ヤ
民
族
主
義
か
ら
決
別
し
、

ユ
ダ
ヤ
教
色
を
も
ほ
と
ん
ど
消
し
去
っ
て
得
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
ザ
メ
ン
ホ
フ
に
と
っ
て
み
れ
ば
も
っ
と
も
重
要
な
成
果
で
あ
っ
た
は

ず
で
あ
る
。
マ
イ
ス
ル
の
追
悼
文
に
見
ら
れ
た
、
ホ
マ
ラ
ニ
ス
モ
無
視
と
い
う
特
徴
は
、
そ
の
後
の
ユ
ダ
ヤ
人
史
関
係
の
辞
事
典
類
に
共

通
し
て
引
き
継
が
れ
て
お
り
、
ま
っ
た
く
無
視
す
る
か
、
取
り
上
げ
て
も
内
容
説
明
に
は
ほ
ど
遠
い
冷
淡
な
扱
い
で
あ
る
（
25
）

。
こ
の
点
は
、

ス
ラ
ヴ
言
語
学
者
で
あ
っ
た
千
野
栄
一
が
行
っ
た
、
要
点
を
押
さ
え
な
が
ら
も
簡
潔
に
記
述
し
た
次
の
説
明
と
引
き
比
べ
て
み
る
と
、
鮮

や
か
な
対
照
を
な
し
て
い
る
。「
国
際
的
に
中
立
な
言
語
の
ほ
か
に
、
す
べ
て
の
宗
教
に
共
通
で
あ
る
道
徳
原
理
の
総
和
と
も
い
う
べ
き

中
立
的
な
宗
教
を
人
類
が
採
用
す
れ
ば
、
人
間
間
の
関
係
は
よ
く
な
る
に
違
い
な
い
と
す
る
〈
ホ
マ
ラ
ニ
ス
モ
〉
と
い
う
学
説
も
提
唱
し

た
（
26
）

」。こ
こ
ま
で
検
討
し
て
く
れ
ば
、
シ
オ
ニ
ズ
ム
を
尊
重
、
な
い
し
重
視
す
る
立
場
か
ら
見
て
、
ザ
メ
ン
ホ
フ
に
対
す
る
評
価
が
一
面
的
な

も
の
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
事
情
も
、
ま
た
判
明
す
る
の
で
あ
る
。
今
日
の
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
レ
ヴ
ェ
ル
で
の
ユ
ダ
ヤ
人
社
会
を
見
る
と
、

一
方
に
は
、
数
か
ら
す
れ
ば
少
数
の
、
し
か
し
強
力
な
シ
オ
ニ
ズ
ム
批
判
が
存
在
す
る
も
の
の
（
27
）

、
他
方
に
は
、
圧
倒
的
多
数
の
シ
オ
ニ
ズ

ム
支
持
、
な
い
し
容
認
の
潮
流
が
存
在
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
現
実
の
な
か
で
は
、
ザ
メ
ン
ホ
フ
の
影
も
薄
れ
て
い
か
ざ
る
を
得
な
い
。
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ま
た
、
英
語
が
事
実
上
の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
な
っ
て
い
る
実
態
も
厳
然
と
し
て
存
在
し
て
お
り
、
そ
の
結
果
、
国
際
的
な

意
思
疎
通
の
場
で
は
優
劣
の
関
係
が
生
じ
て
い
る
。
で
あ
る
か
ら
こ
そ
対
等
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
と
し
て
の
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
の

重
要
性
が
増
し
て
い
る
の
だ
と
す
る
主
張
に
は
そ
れ
な
り
の
説
得
力
を
認
め
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
残
念
な
が
ら
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
が
力
強
く

普
及
し
て
い
く
兆
し
は
ま
だ
見
え
な
い
。

筆
者
が
ワ
ル
シ
ャ
ワ
の
ユ
ダ
ヤ
人
墓
地
に
あ
る
ザ
メ
ン
ホ
フ
の
墓
を
前
に
し
て
感
じ
た
一
抹
の
「
寂
し
さ
」
は
、
か
な
ら
ず
し
も
邪
推

で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

註

（
1
） 

エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
や
同
種
の
言
語
は
、
こ
れ
ま
で
し
ば
し
ば
人
工
語
と
呼
ば
れ
て
き
た
。
た
と
え
ば
『
広
辞
苑
』（
第
六
版
）
で
は
、
エ
ス
ペ
ラ

ン
ト
を
「
ザ
メ
ン
ホ
フ
が
創
案
し
た
人
工
の
国
際
語
」
と
説
明
し
て
い
る
。
し
か
し
、
い
わ
ゆ
る
自
然
言
語
、
あ
る
い
は
民
族
語
で
あ
っ
て
も
人
為

の
所
産
で
あ
り
、
人
工
の
結
果
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
は
計
画
的
に
作
り
出
さ
れ
た
か
否
か
、
の
違
い
し
か
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

最
近
で
は
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
な
ど
を
計
画
言
語
と
表
現
す
る
こ
と
が
多
い
。
な
お
、
ザ
メ
ン
ホ
フ
自
身
は
国
際
語
と
名
付
け
て
い
た
。

（
2
） 

エ
ス
ペ
ラ
ン
テ
ィ
ス
ト
は
、
し
ば
し
ば
ザ
メ
ン
ホ
フ
を
「（
私
た
ち
の
）
大
先
生la nia M

ajstro

」
と
尊
称
で
表
現
す
る
。

（
3
） A

rt. “B
IA
L
Y
S
T
O
K

”, in ; E
n

cyclopaed
ia Ju

d
aica, 2nd. ed., vol.3, 2007.

（
4
） 

こ
れ
ま
で
、
内
外
の
熱
心
な
エ
ス
ペ
ラ
ン
テ
ィ
ス
ト
に
よ
っ
て
数
多
く
の
ザ
メ
ン
ホ
フ
伝
が
書
か
れ
て
お
り
、
日
本
語
で
読
め
る
も
の
だ
け
で

も
決
し
て
少
な
く
な
い
。
主
な
も
の
を
列
記
す
れ
ば
以
下
の
通
り
。

伊
東
三
郎
『
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
の
父　

ザ
メ
ン
ホ
フ
』、
岩
波
書
店
、
一
九
五
〇
年

エ
ド
モ
ン
・
プ
リ
ヴ
ァ
ー
「
ザ
メ
ン
ホ
フ
の
生
涯
」、
梅
棹
忠
夫
・
藤
本
達
生
訳
、『
世
界
の
人
間
像
』
第
一
六
巻
、
角
川
書
店
、
一
九
六
五
年
、

所
収
（
原
著
一
九
三
一
年
）

四
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岡
一
太
『
わ
が
名
は
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト

│
ザ
メ
ン
ホ
フ
伝

│
』、
ザ
メ
ン
ホ
フ
伝
刊
行
会
発
行
、
一
九
八
○
年

マ
ー
ジ
ョ
リ
ー
・
ボ
ウ
ル
ト
ン
『
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
の
創
始
者
ザ
メ
ン
ホ
フ
』、
水
野
義
明
訳
、
新
泉
社
、
一
九
九
三
年
（
原
著
一
九
六
〇
年
）

小
林
司
『
ザ
メ
ン
ホ
フ　

世
界
共
通
語
を
創
っ
た
ユ
ダ
ヤ
人
医
師
の
物
語
』、
原
書
房
、
二
○
○
五
年

た
だ
し
朝
日
賀
昇
は
、
一
九
七
二
年
の
論
文
で
、「
こ
れ
ま
で
の
ザ
メ
ン
ホ
フ
伝
に
は
、
彼
が
ユ
ダ
ヤ
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
無
視
に
さ

れ
て
い
た
し
、
当
時
の
ロ
シ
ア
の
革
命
的
情
況
に
つ
い
て
も
あ
ま
り
触
れ
て
い
な
い
の
が
常
で
あ
っ
た
」、
と
批
判
し
て
い
る
。
朝
日
賀
昇
「
ユ
ダ

ヤ
人
差
別
と
闘
っ
た
ザ
メ
ン
ホ
フ
」、『
エ
ス
ペ
ラ
ン
トL

a revu
o orien

ta

』（
日
本
エ
ス
ぺ
ラ
ン
ト
学
会
機
関
誌
）、53-a

、n-ro 12

、
一
九
七
二

年
一
二
月
、
二
○
ペ
ー
ジ
。

ま
た
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
版
の
ザ
メ
ン
ホ
フ
全
集pvz

を
編
集
し
た
、
い
と
う
か
ん
じ
に
よ
る
浩
瀚
な
『
ザ
メ
ン
ホ
フ
』、
全
八
巻
、
永
末
書
店
、

一
九
六
七
年
〜
一
九
七
八
年
、
が
あ
る
が
、
小
説
と
い
う
ス
タ
イ
ル
を
と
っ
て
お
り
、
記
述
の
細
部
が
判
別
し
が
た
い
。

な
お
、
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
を
奇
跡
的
に
生
き
延
び
た
ザ
メ
ン
ホ
フ
の
孫
に
対
し
て
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
長
時
間
に
わ
た
っ
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た

記
録
が
あ
り
、
こ
れ
も
ザ
メ
ン
ホ
フ
伝
の
性
格
を
有
す
る
。
Ｌ
・
Ｃ
・
ザ
レ
ス
キ
＝
ザ
メ
ン
ホ
フ
／
ロ
マ
ン
・
ド
ブ
ジ
ン
ス
キ
『
ザ
メ
ン
ホ
フ
通
り　

エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
と
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
』、
青
山
徹
・
小
林
司
・
中
村
正
美
監
訳
、
原
書
房
、
二
○
○
五
年

（
5
） 

コ
ル
ジ
ェ
ン
コ
フ
は
ザ
メ
ン
ホ
フ
の
母
語
は
ロ
シ
ア
語
だ
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。A

leksander K
orzhenkov, T

h
e L

ife of Z
am

en
h

of, 

translated by Ian M
. R
ichm

ond, edited by H
um
phrey T

onkin, N
ew
 Y
ork, M

ondial in cooperation w
ith U

niversal E
speranto 

A
ssociation

（R
otterdam

）, 2010, p. 8. 

他
方
、
田
中
克
彦
は
ザ
メ
ン
ホ
フ
の
母
語
は
イ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
語
で
あ
っ
た
と
強
く
示
唆
し
て
い
る
。
田

中
克
彦
『
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト

│
異
端
の
言
語
』、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
七
年
、
一
〇
〇
ペ
ー
ジ
。

（
6
） S

tephen D
. C
orrsin, A

spects of P
opulation C

hange and of A
cculturation in Jew

ish W
arsaw

 at the E
nd of the N

ineteenth 

C
entury : T

he C
ensuses of 1882 and 1897, in : P

olin, vol. 3, 1988.

（
7
） 

ニ
コ
ラ
ス
・
デ
・
ラ
ン
ジ
ュ
『
ジ
ュ
ー
イ
ッ
シ
ュ
・
ワ
ー
ル
ド
』、
長
沼
宗
昭
訳
、
朝
倉
書
店
、
一
九
九
六
年
、
一
○
一
ペ
ー
ジ
。

（
8
） 

同
、
一
二
○
ペ
ー
ジ
。

（
9
） 

h
ebreo el la geto, d

e cion
ism

o al h
ilelism

o, iam
 kom

pletigota plena verkaro de l.l. zam
enhof

（pvz

）, kajero 5, red. 

四
三
二



ザ
メ
ン
ホ
フ
と
シ
オ
ニ
ズ
ム
（
長
沼
）

（
五
一
五
）

L
udovikito

（Ito K
anzi

）, K
ioto, eldonejo ludovikito, 1976. p. 52 ; A

ndreas K
ünzli, L

.L
. Z

am
en

h
of

（1859-1917

）. E
speran

to, 

H
illelism

u
s

（H
om

aran
ism

u
s

）u
n

d
 d

ie „jü
d

isch
e F

rage“ in
 O

st- u
n

d
 W

esteu
ropa, W

iesbaden, H
arrassow

itz V
lg., 2010. S

. 

109.

（
10
） cf., A

rt.“P
IN
S
K
E
R
, L
E
O
N

”, in ; E
n

cyclopaed
ia Ju

d
aica, 2nd.ed., vol.16.

（
11
） A

. K
orzhenkov, op. cit., p.60.

（
12
） 

ザ
レ
ス
キ
＝
ザ
メ
ン
ホ
フ
／
ド
ブ
ジ
ン
ス
キ
、
前
掲
書
、
三
○
四
│
三
○
五
ペ
ー
ジ
。

（
13
） ĝis la h

om
aran

ism
o. 1896 - 1906, pvz, origin

alaro 2, 1990. p. 1138, 1155.

（
14
） cf. T

odd M
. E
ndelm

an, L
eavin

g th
e Jew

ish
 F

old
. C

on
version

 an
d

 R
ad

ical A
ssim

ilation
 in

 M
od

ern
 Jew

ish
 H

istory, 

P
rinceton &

 O
xford, P

rinceton U
.P
., 2015. p. 305-308. 

ま
た
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
運
動
は
、
ナ
チ
ス
支
配
下
で
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
創
案
と
い
う

こ
と
だ
け
で
は
な
く
「
民
族
精
神
」
を
破
壊
す
る
も
の
と
し
て
弾
圧
さ
れ
た
が
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
第
二
次
世
界
大
戦
前
の
日
本
や
ス
タ
ー
リ
ン
支
配

下
の
旧
ソ
連
な
ど
、
全
体
主
義
支
配
の
下
で
は
、
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ニ
ズ
ム
に
対
す
る
警
戒
か
ら
同
様
に
過
酷
な
迫
害
を
被
っ
た
。
参
照
、
ウ
ル
リ
ッ

ヒ
・
リ
ン
ス
『
危
険
な
言
語

│
迫
害
の
な
か
の
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト

│
』、
栗
栖
継
訳
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
五
年
。

（
15
） 

ユ
ダ
ヤ
系
の
フ
ラ
ン
ス
陸
軍
大
尉
ド
レ
フ
ュ
スA

lfred D
reyfus

は
、
一
八
九
四
年
に
、
ド
イ
ツ
に
情
報
を
売
り
渡
し
た
廉
で
終
身
流
刑
に

処
せ
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
真
犯
人
が
判
明
し
た
も
の
の
フ
ラ
ン
ス
軍
部
は
隠
蔽
し
、
九
八
年
以
来
ゾ
ラ
な
ど
の
知
識
人
・
共
和
派
が
当
局
を
弾
劾
し

て
、
第
三
共
和
政
を
揺
る
が
す
一
大
政
治
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
と
な
っ
た
。
ド
レ
フ
ュ
ス
自
身
は
、
九
九
年
に
減
刑
さ
れ
、
最
終
的
に
は
一
九
○
六
年
に

無
罪
と
な
っ
て
復
権
し
た
。

（
16
） 

ユ
リ
ウ
ス
・
グ
ッ
ト
マ
ン
『
ユ
ダ
ヤ
哲
学　

聖
書
時
代
か
ら
フ
ラ
ン
ツ
・
ロ
ー
ゼ
ン
ツ
ヴ
ァ
イ
ク
に
至
る
』、
合
田
正
人
訳
、
み
す
ず
書
房
、

二
○
○
○
年
、
三
五
ペ
ー
ジ
。

（
17
）　

ヒ
レ
リ
ス
モ
と
ホ
マ
ラ
ニ
ス
モ
に
つ
い
て
は
次
の
論
文
も
参
照
せ
よ
。
萩
原
洋
子
「
ヒ
レ
リ
ス
モ
と
ザ
メ
ン
ホ
フ
」（
一
）〜（
五
）、『
エ
ス
ペ

ラ
ン
ト
』54-a, n-ro 2~9, 

一
九
七
三
年
二
月
〜
九
月
。
津
金
美
南
子
「
ホ
マ
ラ
ニ
ス
ト　

ザ
メ
ン
ホ
フ
」（
一
）〜（
二
）、『
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
』54-

a, n-ro 1~2, 

一
九
七
三
年
一
月
〜
二
月
。
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政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
五
一
六
）

（
18
） 

pvz, origin
alaro 2, 

エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
訳
、p. 1123-1205. 

な
おpvz

で
は
、
ヒ
レ
リ
ス
モ
の
ロ
シ
ア
語
に
よ
る
草
案
が
、
ユ
ダ
ヤ
人
知
識
人

へ
の
呼
び
か
け
文
書
と
し
て
一
九
○
○
年
に
書
か
れ
た
、
と
推
定
し
て
い
る
。ibid. p. 1071-1115.

（
19
） 

d
estin

o d
e lu

d
ovika d

in
astio. 1907-1917, pvz, origin

alaro 3, p. 2720-2732. pvz

で
は
、
こ
の
文
書
を
一
九
一
七
年
二
月
一
五
日
と

同
月
一
九
日
に
そ
れ
ぞ
れ
書
か
れ
た
手
紙
の
あ
い
だ
に
配
置
し
て
お
り
、
こ
の
間
に
作
成
さ
れ
た
と
推
定
し
て
い
る
。

（
20
） 

pvz, origin
aralo 3, p. 2582-2588. 

一
九
一
三
年
の
宣
言
に
つ
い
て
は
和
訳
が
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
文
書
作
成
の
時
期
が
同
年
九
月
に
な
っ

て
お
り
、
恐
ら
く
単
純
な
錯
誤
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
Ｌ
・
Ｌ
・
ザ
メ
ン
ホ
フ
﹇
著
・
述
﹈『
国
際
共
通
語
の
思
想

│
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
の
創
始

者
ザ
メ
ン
ホ
フ
論
説
集
』
水
野
義
明
﹇
編
・
訳
﹈、
新
泉
社
、
一
九
九
七
年
、
九
五
│
一
○
五
ペ
ー
ジ
。
な
お
、
一
九
一
七
年
文
書
の
和
訳
に
際
し

て
は
キ
ュ
ン
ツ
リ
の
ド
イ
ツ
語
訳
も
参
照
し
た
。A
. K
ünzli, a.a.O

., S
. 527-534.

（
21
） 

後
半
の
段
落
は
一
九
一
七
年
の
文
書
で
追
加
さ
れ
た
。

（
22
） 

原
文
で
は
隔
字
体
で
表
記
さ
れ
て
い
る
。

（
23
） 

小
林
司
、
前
掲
書
、
二
四
六
ペ
ー
ジ
。
ボ
ウ
ル
ト
ン
が
、「
葬
儀
に
間
に
合
っ
た
一
族
の
人
び
と
と
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
の
エ
ス
ぺ
ラ
ン
チ
ス
ト
と

ザ
メ
ン
ホ
フ
の
貧
し
い
患
者
が
大
勢
加
わ
っ
た
。
…
ゆ
っ
く
り
と
し
た
葬
列
は
、
…
ユ
ダ
ヤ
人
墓
地
へ
と
進
ん
だ
。
の
ろ
の
ろ
と
進
む
黒
い
蛇
は
、

ま
す
ま
す
長
く
な
っ
て
い
っ
た
」
と
記
述
し
、
や
や
異
な
っ
た
印
象
を
与
え
て
い
る
。
ボ
ウ
ル
ト
ン
、
前
掲
書
、
二
七
五
ペ
ー
ジ
。
た
だ
し
こ
こ
で

は
、
小
林
が
、
自
著
に
つ
い
て
あ
と
が
き
で
、
最
新
の
研
究
成
果
を
手
広
く
採
り
入
れ
、
た
だ
一
カ
所
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
除
け
ば
全
部
確
か
な
論
拠

が
あ
る
、
と
自
負
し
て
い
る
の
で
、
小
林
に
し
た
が
う
。

（
24
） 

In
tern

etarch
iv jü

d
isch

er P
eriod

ika. http://w
w
w
.com
pactm

em
ory.de/1

（
25
） 

「
ザ
メ
ン
ホ
フ
」
の
項
目
を
参
照
し
た
ユ
ダ
ヤ
人
史
関
係
の
辞
事
典
類
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

J
ü

d
isch

es L
exikon

. E
in

 en
zyklopäd

isch
es H

an
d

bu
ch

 d
es jü

d
isch

en
 W

issen
s in

 vier B
än

d
en

, Jüdischer V
erlag bei 

A
thenäum

, 1987.

（N
achdruck d. 1. A

ufl ., 1930

）

G
rosse J

ü
d

isch
e N

ation
al-B

iograph
ie. E

in
 N

ach
sch

lagew
erk fü

r d
as jü

d
isch

e V
olk u

n
d

 d
essen

 F
reu

n
d

e, K
rausreprint, 

1979. 

初
版
の
該
当
巻
に
は
刊
年
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
一
九
三
○
年
代
前
半
と
推
定
で
き
る
。

四
三
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ザ
メ
ン
ホ
フ
と
シ
オ
ニ
ズ
ム
（
長
沼
）

（
五
一
七
）

P
h

ilo L
exikon

. H
an

d
bu

ch
 d

es jü
d

isch
en

 W
issen

s, Jüdischer V
erlag im

 A
thenäum

 V
erlag, 1982.

（U
nveränderter N

achdruck 

der 3. A
ufl . von 1936

）

E
n

cycloped
ic D

iction
ary of Ju

d
aica, K

eter P
ublishing H

ouse Jerusalem
, 1974.

T
h

e B
lackw

ell D
iction

ary of Ju
d

aica, B
lackw

ell, 1992.

R
ou

tled
ge W

h
o’s W

h
o in

 Jew
ish

 H
istory, R

outledge, 2nd. ed., 1995.

E
n

cyclopaed
ia Ju

d
aica, 2n

d. ed., 2007.

　

な
お
、
以
下
の
二
点
に
は
そ
も
そ
も
「
ザ
メ
ン
ホ
フ
」
の
立
項
が
な
か
っ
た
。

L
exikon

 d
es Ju

d
en

tu
m

s, B
ertelsm

ann L
exikon-V

erlag, 1971.　

E
n

cycloped
ia of Jew

ish
 H

istory. E
ven

ts an
d

 E
ras of th

e Jew
ish

 H
istory, F

acts on F
ile P

ublications, 1986.

（
26
） 

千
野
栄
一
「
ザ
メ
ン
ホ
フ
」、
伊
東
孝
之
他
編
『
東
欧
を
知
る
事
典
』、
平
凡
社
、
新
訂
増
補
版
、
二
○
○
一
年
。
一
六
○
ペ
ー
ジ
。

（
27
） 

一
例
と
し
て
、
参
照
、
ヤ
コ
ヴ
・
Ｍ
・
ラ
ブ
キ
ン
『
イ
ス
ラ
エ
ル
と
は
何
か
』、
菅
野
賢
治
訳
、
平
凡
社
、
二
〇
一
二
年
。

四
三
五





ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
に
関
す
る
一
考
察
（
福
島
）

（
五
一
九
）

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
に
関
す
る
一
考
察

│
行
政
苦
情
救
済
の
展
開
と
ガ
バ
ナ
ン
ス

│
福　
　

島　
　

康　
　

仁

1
．
は
じ
め
に

オ
セ
ア
ニ
ア
地
域
に
は
、
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
系
諸
国
で
あ
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
を
は
じ
め
と
す
る
諸
国
が

存
在
す
る
が
、
そ
れ
ら
の
国
は
旧
宗
主
国
で
あ
る
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
影
響
を
強
く
受
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
制
度
や
行
政
文
化
が
伝
播
・
移
入

さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
そ
れ
ら
の
国
で
は
、
移
入
し
た
文
化
の
本
質
を
継
承
し
な
が
ら
も
、
同
様
な
制
度
、
文
化
な
ど
の
移
入
経
験
を
有

す
る
北
米
と
は
異
質
な
形
で
発
展
さ
せ
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
た
だ
し
行
政
苦
情
処
理
・
救
済
に
つ
い
て
眺
め
て
み
る
と
、
旧
宗
主
国
で

あ
る
イ
ギ
リ
ス
の
制
度
に
倣
っ
た
の
で
は
な
く
、
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の
母
国
で
あ
る
北
欧
か
ら
移
入
さ
れ
て
い
る
点
は
興
味
深
い
と
こ
ろ
で

論　

説

四
三
七



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
五
二
〇
）

あ
る
。
と
り
わ
け
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
は
、
オ
セ
ア
ニ
ア
の
大
国
で
あ
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
よ
り
も
一
四
年
も
早
く
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
制

度
を
移
入
し
、
機
能
的
な
運
営
を
し
て
き
た
。

日
本
に
お
い
て
、
先
住
民
族
で
あ
る
マ
オ
リ
人
の
言
葉
で
「
ア
オ
テ
ア
ロ
ア
」（
白
く
長
い
雲
が
た
な
び
く
国
）
と
い
う
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
に
一
躍
関
心
が
寄
せ
ら
れ
た
の
は
、
一
九
八
〇
年
代
の
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
行
政
改
革
で
あ
る
。
当
時
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
は
、

行
政
機
能
の
機
能
的
拡
大
よ
り
財
政
支
出
の
増
加
傾
向
に
苦
悩
す
る
先
進
諸
諸
国
か
ら
、
ニ
ュ
ー
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

（
1
）

（N
ew

 P
ublic M

anagem
ent

）
に
よ
り
行
政
の
機
能
的
再
構
築
に
成
功
し
た
行
政
改
革
の
先
進
国
と
し
て
高
い
評
価
を
受
け
て
い
た
。
と
り

わ
け
、
八
四
年
ロ
ン
ギ
労
働
党
政
権
下
で
、
レ
ー
ガ
ノ
ミ
ク
ス
（R

eaganom
ics

）
や
サ
ッ
チ
ャ
リ
ズ
ム
（T

hatcherism

）
と
並
ん
で
、
ロ

ジ
ャ
ー
ノ
ミ
ク
ス
（R

ogernom
ics （

2
）

）、
と
称
さ
れ
る
、
自
由
主
義
・
競
争
主
義
・
市
場
主
義
を
徹
底
し
た
「
小
さ
な
政
府
」
の
政
策
指
向

が
同
国
に
活
気
を
も
た
ら
し
経
済
再
生
に
大
き
く
寄
与
し
た
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
行
政
改
革
先
進
国
で
あ
る
同
国
で
、
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
制
度
の
導
入
に
は
ど
の
よ
う
な
意
義
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
規

制
大
国
か
ら
規
制
緩
和
先
進
国
に
政
策
転
換
の
も
と
で
行
政
苦
情
救
済
に
変
化
が
起
こ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
事
前
規
制
か
ら
事
後
統
制

へ
と
変
化
す
る
な
か
で
行
政
苦
情
救
済
に
は
ど
の
よ
う
な
役
割
が
期
待
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
同
国
で
行
わ
れ
た
行
政
改
革
の
背
景
に

お
い
て
は
改
革
を
支
え
る
社
会
制
度
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

概
し
て
汚
職
や
不
正
な
ど
に
よ
る
政
府
の
非
効
率
や
無
理
・
無
駄
を
な
く
し
、
よ
り
よ
い
政
府
に
し
て
い
く
た
め
の
「
グ
ッ
ド
・
ガ
バ

ナ
ン
ス
（G
ood G

overnance

）」
を
確
立
さ
せ
る
た
め
に
、
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
制
度
は
一
端
を
担
う
制
度
と
し
て
注
目
で
き
る
。
ト
ラ
ン
ス

ペ
ア
レ
ン
シ
ー
（T

ransparency International （
3
）

）
に
よ
る
Ｃ
Ｐ
Ｉ
（
認
識
指
数
、corruption perception index

）
で
比
較
的
ク
リ
ー
ン
な
国

（
4
）

と
し
て
上
位
を
占
め
る
国
と
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
先
進
国
と
は
相
関
関
係
が
な
い
と
は
い
え
な
い
の
で
な
か
ろ
う
か
。
ち
な
み
に
ニ
ュ
ー
ジ
ー

四
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察
（
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島
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（
五
二
一
）

ラ
ン
ド
は
前
回
は
デ
ン
マ
ー
ク
と
並
び
一
位
で
あ
り
、
同
国
は
次
回
五
年
以
内
に
行
な
わ
れ
る
評
価
に
お
い
て
も
常
に
三
位
以
内
に
留
ま

る
こ
と
を
目
標
に
置
い
て
い
る
。

ピ
ー
タ
ー
・
ブ
ラ
ウ
は
、
官
僚
制
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
た
め
の
民
主
的
方
法
が
発
見
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る

（
5
）

。
こ
の
ひ
と

つ
の
手
段
が
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
に
よ
る
行
政
統
制
で
あ
っ
た
い
え
よ
う
。
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の
よ
う
な
市
民
か
ら
の
苦
情
を
扱
う
の
に
特
化
し

た
監
視
機
関
は
民
主
主
義
の
重
要
な
必
要
条
件
を
満
た
す
と
と
も
に
応
答
性
と
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
の
確
保
に
有
用
で
あ
る

（
6
）

。

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
各
国
は
福
祉
国
家
へ
の
移
行
に
伴
う
行
政
活
動
の
質
的
・
量
的
変
化
に
伴
い
、
新
た
な
行
政
救
済
制
度
や
行
政

統
制
制
度
と
し
て
導
入
の
必
要
性
を
認
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
一
八
〇
九
年
に
創
設
さ
れ
た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
オ
ン
ブ
ズ

マ
ン
制
度
に
注
目
が
集
ま
り
、
一
九
五
五
年
に
は
デ
ン
マ
ー
ク
で
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
制
度
が
導
入
さ
れ
る
と
、
官
僚
制
や
国
家
権
力
の
濫
用

に
よ
る
人
権
侵
害
な
ど
を
民
主
的
に
統
制
す
る
装
置
と
し
て
世
界
的
に
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
一
九
六
二
年
に
は
ノ
ル

ウ
ェ
ー
と
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
が
導
入
し
、
徐
々
に
世
界
に
広
ま
り
、
こ
こ
三
〇
年
間
で
急
速
に
普
及
し
て
い
っ
た

（
7
）

。

オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
制
度
が
各
国
で
導
入
さ
れ
た
契
機
は
、
三
権
の
中
で
肥
大
し
た
行
政
を
統
制
す
る
た
め
に
、
三
権
分
立
の
制
度
補
完
を

有
す
る
監
視
機
構
の
存
在
が
必
要
で
あ
る
と
自
覚
し
た
結
果
で
あ
る
と
も
言
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
司
法
に
よ
る
過
剰
な
監
視
を
防
ぎ
、

過
大
な
リ
ー
ガ
リ
ズ
ム
と
杓
子
定
規
が
発
生
す
る
の
を
防
止
す
る
機
能
を
有
し
、
未
来
を
紡
ぎ
だ
す
た
め
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
の
ガ

バ
ナ
ン
ス
の
一
端
を
担
う
こ
と
と
な
る
こ
と
か
ら
、
導
入
が
進
ん
だ
の
で
あ
る

（
8
）

。
ま
た
、
国
や
行
政
に
対
す
る
行
政
苦
情
救
済
や
不
利
益

へ
の
対
応
以
外
に
、
行
政
機
関
の
監
視
を
強
化
し
、
過
誤
を
改
善
し
て
い
こ
う
と
す
る
市
民
運
動
も
生
ま
れ
て
き
て
い
る
。
こ
の
種
の
も

の
は
市
民
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
と
よ
ば
れ
る
が
、
公
的
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
と
は
明
確
に
区
別
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
羈
束
裁
量
と
自
由
裁
量

の
区
別
が
相
対
化
し
つ
つ
あ
る
現
代
に
お
い
て
、
い
ま
だ
に
司
法
府
に
よ
る
事
後
統
制
は
十
分
に
機
能
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
そ
の

四
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た
め
、
近
年
の
苦
情
処
理
シ
ス
テ
ム
の
特
徴
と
し
て
、
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
制
度
の
専
門
化
・
細
分
化
傾
向
が
見
ら
れ
、
特
定
分
野
で
特
殊
オ

ン
ブ
ズ
マ
ン
が
増
加
や
、
ま
た
、
各
種
業
界
団
体
に
お
け
る
自
主
規
制
的
な
組
織
の
増
加
が
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
な
行
政
苦
情
救
済
事
情
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
本
報
告
で
は
、
オ
セ
ア
ニ
ア
の
行
政
改
革
先
進
国
と
い
わ
れ
た
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
に
お
い
て
、
建
国
当
初
の
早
い
段
階
か
ら
行
政
苦
情
救
済
を
移
入
し
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
文
化
の
な
か
で
ど
の
よ
う
に
変
容

展
開
さ
れ
、
同
国
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
お
い
て
果
た
し
て
き
た
役
割
と
官
僚
制
の
変
容
に
担
っ
て
き
た
役
割
に
つ
い
て
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

2
．
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
苦
情
処
理
制
度
の
背
景
と
ガ
バ
ナ
ン
ス

①
社
会
的
背
景

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
国
家
・
政
治
体
制
は
日
本
と
同
様
に
、
単
一
制
国
家
で
あ
り
議
院
内
閣
制
で
あ
る
。
国
土
は
日
本
の
四
分
の
三

程
度
で
あ
る
が
、
島
国
で
火
山
国
で
も
あ
り
地
震
も
あ
る
な
ど
自
然
環
境
、
景
観
も
日
本
と
の
類
似
点
が
多
い
。
し
か
し
、
人
口
は
約

四
〇
〇
万
人
と
日
本
の
三
〇
分
の
一
に
す
ぎ
ず
、
人
種
構
成
は
白
人
移
民
（P

akeha

と
呼
称
さ
れ
る
）
を
中
心
と
し
な
が
ら
も
、
多
民
族

国
家
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
と
く
に
、
先
住
民
族
で
あ
る
マ
オ
リ
人
の
人
口
比
率
が
一
三
％
と
高
く
、
そ
れ
に
加
え
て
近
年
で
は
中
国
人
、

韓
国
人
を
は
じ
め
と
す
る
ア
ジ
ア
系
移
民
が
増
加
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
人
口
の
人
種
構
成
の
方
向
性
と
し
て
は
よ
り
一
層
多
民
族
国
家

に
向
か
っ
て
い
る
。
苦
情
と
人
種
の
関
係
に
つ
い
て
眺
め
る
と
、
苦
情
を
持
ち
込
む
こ
と
の
多
い
マ
オ
リ
人
の
失
業
率
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系

人
種
に
比
較
し
て
高
く
、
い
わ
ゆ
る
景
気
の
ク
ッ
シ
ョ
ン
機
能
を
果
た
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
マ
オ
リ
人
の
失
業
率
は
、

二
〇
一
三
年
の
統
計
で
見
る
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
五
・
三
％
に
対
し
て
、
一
四
・
一
％
と
か
な
り
高
い

（
9
）

。
こ
の
傾
向
は
経
年
変
化
を
見
て
も

同
様
で
あ
る
。
就
業
し
て
い
る
職
種
を
見
て
も
、
清
掃
な
ど
の
単
純
労
働
者
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
人
種
や
ア
ジ
ア
系
人
種
よ
り
も
マ
オ
リ

四
四
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人
の
比
率
が
高
い
の
も
事
実
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
同
国
は
理
想
的
な
福
祉
国
家
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
が
高
く
貧
富
の
格
差
は
少
な
い
と
思

わ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
ロ
ジ
ャ
ー
ノ
ミ
ク
ス
な
ど
急
進
的
な
改
革
以
後
、
格
差
社
会
は
拡
大
し
つ
つ
あ
る
。
現
在
で
は
日
本
よ
り
も
格
差

が
あ
る
と
さ
れ
、
と
く
に
マ
オ
リ
人
な
ど
の
失
業
者
・
貧
困
者
が
増
加
傾
向
に
あ
る
と
い
う
の
が
実
態
で
あ
る
。
た
だ
し
、
マ
オ
リ
人
は

政
治
的
に
は
国
政
へ
の
参
加
が
保
証
さ
れ
る
選
挙
区
が
特
別
に
あ
り
、
カ
ウ
ン
シ
ル
（
地
方
自
治
体
の
議
会
）
に
も
進
出
を
果
た
し
、
マ
オ

リ
担
当
大
臣
が
設
置
さ
れ
る
な
ど
、
政
治
的
権
利
が
保
障
さ
れ
て
い
る
。

国
内
の
人
口
分
布
は
、
国
民
の
大
部
分
は
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
、
ウ
エ
リ
ン
ト
ン
、
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
な
ど
の
三
大
都
市
圏
に
集
住
し

て
い
る
が
、
二
〇
一
〇
年
に
大
型
合
併
を
行
っ
た
〝
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
（super city

）〞
で
あ
る
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
に
は
一
〇
〇
万
人
以
上

が
居
住
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
人
口
の
四
分
の
一
が
こ
の
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
に
、
ウ
エ
リ
ン
ト
ン
や
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
の
都
市
圏
を

含
め
る
と
約
四
〇
〇
万
人
口
の
圧
倒
的
多
数
が
三
大
都
市
圏
域
に
居
住
し
て
い
る
。
か
く
し
て
、
都
市
の
利
害
関
係
者
を
中
心
に
都
市
型

政
治
が
展
開
さ
れ
、
政
治
も
行
政
も
都
市
居
住
者
の
利
害
を
反
映
し
て
い
る
。
と
く
に
経
済
的
中
核
機
能
を
有
す
る
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
の

政
治
的
影
響
は
大
き
い
の
が
特
徴
と
い
え
よ
う
。

中
央
地
方
関
係
は
、
中
央
政
府
、
地
方
政
府
の
二
層
制
で
あ
る
。
地
方
政
府
は
、
広
域
自
治
体
（regional councils

）
と
普
通
地
方
自

治
体
（territorial authorities

）
に
分
け
ら
れ
る
。
典
型
的
な
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
系
中
央
地
方
関
係
で
事
務
の
所
管
は
明
確
に
分
離

さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
両
者
の
所
管
と
す
る
事
務
は
明
確
に
区
別
さ
れ
並
列
関
係
に
あ
る
。
ま
た
、
広
域
行
政
機
関
の
機
能
を
あ
わ

せ
も
つ
複
合
的
な
普
通
地
方
自
治
体
も
存
在
す
る
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
国
と
地
方
の
業
務
配
分
は
中
央
政
府
の
業
務
範
囲
が

広
く
、
日
本
で
は
地
方
自
治
体
が
行
う
よ
う
な
教
育
・
社
会
福
祉
・
警
察
・
消
防
の
業
務
を
中
央
政
府
が
行
っ
て
い
る
集
中
型
で
あ
り
、

一
般
政
府
支
出
に
占
め
る
中
央
政
府
の
割
合
は
九
割
に
も
達
す
る
。
一
方
で
基
礎
自
治
体
で
は
道
路
・
公
園
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
・
図
書
館

四
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等
の
整
備
・
管
理
、
水
道
や
ゴ
ミ
処
理
の
運
営
な
ど
、
ハ
ー
ド
に
関
連
し
た
業
務
が
多
い
。
広
域
自
治
体
の
業
務
は
環
境
保
全
等
に
限
定

さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
行
政
苦
情
に
つ
い
て
も
中
央
政
府
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
が
対
象
に
な
る
場
合
が
多
い
の
は
当
然
の
理
で
あ
る
。

②
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
制
度
の
発
展
と
ガ
バ
ナ
ン
ス

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
が
健
全
な
民
主
主
義
の
も
と
で
発
展
を
遂
げ
て
き
た
こ
と
は
、
そ
れ
相
当
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
機
能
し
て
い
た
こ
と

が
推
察
で
き
る
。
い
わ
ゆ
る
グ
ッ
ド
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
形
成
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

グ
ッ
ド
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て
は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
、
世
界
銀
行
が
中
心
と
な
っ
て
調
査
研
究
が
な
さ
れ
、
公
共
部
門
の
改
革

を
進
め
る
こ
と
で
、〝
良
き
政
府
〞
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
、
つ
ま
り
「
グ
ッ
ド
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
」
を
確
立
す
る
こ
と
が
社
会
で
生
じ
る

課
題
解
決
と
な
る
と
主
張
が
な
さ
れ
て
き
た

（
10
）

。
こ
の
発
想
は
、
多
く
の
研
究
者
に
よ
る
理
論
的
あ
る
い
は
実
態
的
な
調
査
研
究
に
基
づ
い

て
お
り
、
民
主
主
義
の
充
実
が
汚
職
を
減
少
さ
せ
、
世
界
銀
行
の
目
的
で
あ
る
世
界
の
貧
困
の
原
因
を
撲
滅
す
る
こ
と
に
な
る
と
研
究
分

析
が
な
さ
れ
て
い
る
。

世
界
銀
行
は
、
初
期
段
階
に
お
い
て
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て
、
政
府
の
統
治
能
力
や
そ
の
国
の
民
主
性
の
発
展
が
適
切
な
状
況
に
あ
る

な
ら
ば
、
経
済
的
も
健
全
か
つ
十
分
に
発
展
を
遂
げ
る
と
い
う
理
念
に
基
づ
い
て
使
用
し
て
い
た
。
そ
の
理
念
を
構
成
す
る
指
標
と
し
て
、

第
一
に
制
度
の
正
当
性
と
多
元
的
ア
ク
タ
ー
の
参
加
を
促
す
た
め
に
「
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
」、
第
二
に
「
公
開
性
と
透
明
性
」、
第
三

に
法
の
支
配
に
よ
り
結
論
が
予
想
し
う
る
状
況
で
あ
る
「
予
測
可
能
性
」
と
い
う
三
つ
を
挙
げ
た
。
ま
た
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
な
ど
に
よ
っ
て
民

主
化
志
向
を
有
す
る
か
否
か
の
「
国
家
の
あ
り
方
」
と
、
政
府
が
効
果
的
・
効
率
的
に
機
能
し
得
る
か
と
い
う
「
政
府
の
機
能
の
あ
り

方
」
の
二
つ
が
示
さ
れ
た

（
11
）

。
こ
れ
ら
の
機
関
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
視
点
が
少
な
か
ら
ず
行
政
運
営
や
行
政
の
在
り
方
に
影
響
を
与
え
、

八
〇
年
代
に
は
公
務
員
制
度
改
革
、
公
共
セ
ク
タ
ー
改
革
や
歳
出
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
改
革
と
し
て
応
用
さ
れ
、
九
〇
年
代
に
は
ア
カ
ウ
ン
タ

四
四
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ビ
リ
テ
ィ
、
よ
り
進
ん
で
情
報
の
公
開
、
行
政
運
営
の
透
明
性
な
ど
規
範
整
備
や
シ
ス
テ
ム
構
築
が
重
要
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
た
の
で

あ
る
。

こ
の
よ
う
な
グ
ッ
ド
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
担
保
す
る
制
度
と
し
て
、
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
制
度
を
早
く
か
ら
導
入
し
た
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
お

い
て
は
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
実
際
に
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
に
は
個
別
の
行
政
苦
情
救
済
を
超
え
て
官

僚
の
行
動
様
式
や
制
度
の
在
り
方
に
つ
い
て
影
響
を
与
え
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
ま
ず
、
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の
基
本
的
な
特
徴
を

眺
め
、
そ
の
機
能
的
特
性
を
明
確
に
す
る
。

ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ゲ
ル
ホ
ン

（
12
）

は
、
九
カ
国
の
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の
比
較
分
析
か
ら
次
の
よ
う
な
特
徴
を
見
出
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、「
非
司

法
的
な
救
済
手
段
」「
行
政
監
察
活
動
の
動
機
と
対
象
」「
日
常
の
一
般
的
監
察
活
動
」「
監
察
の
具
体
的
方
法
」「
監
察
の
事
後
処
理
」

「
裁
量
に
対
す
る
審
査
」
か
ら
、
共
通
の
機
能
を
抽
出
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
活
動
の
面
か
ら
分
析
す
る
視
点
か
ら
、
デ
ィ
ー

ン
・
Ｍ
・
ゴ
セ
ツ
ラ
ー
ら
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
モ
デ
ル
と
し
て
、
つ
ま
り
古
典
的
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
モ
デ
ル
で
は
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の
必
要
条

件
と
し
て
、「
独
立
性
」、「
公
平
と
公
正
」、「
審
査
手
続
き
の
信
頼
性
」「
秘
密
の
保
持
」
の
四
つ
を
挙
げ
て
い
る
。

四
つ
の
特
徴
の
中
で
と
り
わ
け
重
要
な
も
の
は
、「
独
立
性
」
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
事
務
局
が
慣
習
で
は
な
く
憲
法
ま

た
は
法
律
に
よ
り
制
度
と
し
て
設
立
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
は
立
法
機
関
の
代
理
人
と
し
て
活
動
し
、
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
自
身

が
苦
情
を
処
理
す
る
た
め
に
審
査
を
行
う
独
立
機
関
で
あ
る
こ
と
、
行
政
内
で
制
度
化
さ
れ
た
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の
審
査
よ
り
も
立
法
機
関

に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
た
方
が
望
ま
し
い
こ
と
、
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の
職
務
を
行
う
た
め
に
は
安
定
し
た
任
期
と
再
任
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、

オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の
解
任
は
解
任
に
該
当
す
る
事
由
が
明
確
で
あ
り
任
命
機
関
の
多
数
の
承
認
に
よ
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

「
公
平
と
公
正
」
と
し
て
の
次
の
五
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
第
一
に
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
は
不
偏
不
党
の
観
点
か
ら
選
出
さ
れ
る

四
四
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こ
と
、
第
二
に
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の
任
命
は
圧
倒
的
多
数
に
よ
る
こ
と
、
第
三
に
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の
活
動
は
政
治
的
な
紛
争
か
ら
乖
離
し
い

か
な
る
政
治
集
団
・
団
体
か
ら
の
苦
情
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
第
四
に
何
人
（
な
ん
び
と
）
も
料
金
を
払
う
こ
と
な

く
仲
介
人
を
経
る
こ
と
な
く
直
接
に
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
に
苦
情
を
申
し
立
て
ら
れ
る
こ
と
、
第
五
に
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
は
管
轄
権
の
範
囲
内
で

は
あ
ら
ゆ
る
機
関
や
公
務
員
も
批
判
す
る
こ
と
が
で
き
特
定
の
状
況
を
解
決
す
る
勧
告
を
な
し
そ
れ
ら
の
再
発
を
防
止
で
き
る
こ
と
で
あ

る
。「

審
査
手
続
き
の
信
頼
性
」
と
し
て
は
、
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の
一
般
的
管
轄
権
は
特
定
の
行
政
機
関
や
特
定
の
苦
情
形
態
に
限
定
さ
れ
る

こ
と
な
く
広
範
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
は
行
政
機
関
や
管
轄
権
の
範
囲
内
の
公
務
員
に
関
連
す
る
ど
の
よ
う
な
苦

情
も
調
査
で
き
る
こ
と
、
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
は
政
府
及
び
準
政
府
機
関
へ
の
苦
情
を
調
査
で
き
る
こ
と
、
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
は
苦
情
が
な
く
と

も
調
査
を
開
始
で
き
る
こ
と
、
政
府
機
関
の
職
員
は
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
に
協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
な
ど
が
あ
る
。

「
秘
密
性
」
と
し
て
は
、
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
は
秘
密
性
を
維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
は
記
録
を
検
証
さ
れ
た
り

作
成
を
強
要
さ
れ
た
り
し
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
ド
ナ
ル
ド
・
Ｃ
・
ロ
ー
ワ
ッ
ト
（D

onald C
. R

ow
at

）
教
授
は
、
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の
本
質
と
し
て
以
下
の
条
件
を
示
し
て
い
る
。

そ
れ
は
、
①
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
は
議
会
の
職
員
で
あ
り
、
議
会
に
よ
り
任
命
さ
れ
議
会
に
報
告
で
き
る
こ
と
、
②
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
は
公
平
な

立
場
に
あ
り
、
議
会
自
体
か
ら
も
政
治
的
に
独
立
し
て
い
る
こ
と
、
③
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
は
客
観
性
と
卓
越
し
た
知
識
と
威
信
を
基
礎
と
し

た
調
査
権
と
勧
告
権
の
み
を
持
ち
、
議
会
へ
の
報
告
・
公
表
を
行
う
こ
と
、
④
自
己
・
自
発
的
な
調
査
権
を
有
す
る
こ
と
、
⑤
直
接
的
、

非
公
式
、
低
廉
で
あ
る
こ
と
、
の
五
項
目
で
あ
る

（
13
）

。

こ
の
よ
う
な
最
低
限
度
の
特
性
を
有
す
る
も
の
が
古
典
的
モ
デ
ル
と
い
う
が
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
は
こ
れ
ら
を
備

四
四
四
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え
た
典
型
的
な
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
制
度
の
ひ
と
つ
と
い
え
る
。
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
は
こ
の
よ
う
な
特
性
を
有
し
個
別
の
苦
情
救
済
を
通
じ
て
諸

制
度
に
影
響
を
与
え
、
よ
り
良
い
政
府
の
構
築
に
寄
与
し
て
き
た
。
と
り
わ
け
、
い
か
に
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
が
グ
ッ
ド
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
形
成

に
大
き
く
寄
与
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
今
日
の
世
界
銀
行
と
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
制
度
の
連
携
関
係
を
模
索
す
る
姿
勢
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
二
〇
一
四
年
三
月
二
五
日
ワ
シ
ン
ト
ン
で
開
催
さ
れ
た
世
界
銀
行
の
円
卓
会
議
に
お
い
て
、
国
際
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
協
会
と
世

界
銀
行
は
「
グ
ッ
ド
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
効
率
的
な
サ
ー
ビ
ス
に
む
け
て
」
と
題
し
て
将
来
に
わ
た
る
強
い
連
携
を
打
ち
出
し
て
い
く
こ
と
を

確
認
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
二
〇
一
五
年
三
月
に
は
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
「
開
か
れ
た
政
府
の
促
進
の
た
め
に
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
制
度
の
改

革
」
に
つ
い
て
の
議
論
が
進
ん
で
い
る
。
そ
こ
で
は
政
府
の
説
明
責
任
の
強
化
と
と
も
に
、
公
共
利
益
の
促
進
の
た
め
に
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン

が
果
た
す
べ
き
役
割
は
将
来
に
わ
た
り
大
き
い
と
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
は
単
な
る
個
人
的
な
苦
情
処
理
に
留
ま
ら

ず
、
シ
ス
テ
ム
的
に
公
共
の
利
益
を
増
進
す
る
こ
と
、
シ
ス
テ
ム
の
改
良
す
る
こ
と
を
期
待
さ
れ
て
い
る
。

3
．
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
制
度
の
生
成
過
程

オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
制
度
は
政
治
体
制
、
社
会
経
済
環
境
な
ど
に
よ
っ
て
異
な
り
そ
の
形
態
も
多
様
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
の
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
制
度
に
お
い
て
そ
の
特
徴
や
導
入
さ
れ
た
他
国
と
類
似
性
が
あ
る
の
か
を
政
策
収
斂

（
14
）

の
面
か
ら
検
討
す
る
。

デ
ン
マ
ー
ク
経
由
で
導
入
さ
れ
た
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
は
、「
議
会
・
行
政
府
関
与
型
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
」
で
あ
り
、

英
連
邦
の
な
か
で
は
最
初
の
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
制
度
で
あ
る
。
デ
ン
マ
ー
ク
で
は
、
大
臣
責
任
制
を
と
る
議
院
内
閣
制
の
下
で
、
行
政
機
関

の
行
為
か
ら
国
民
の
権
利
・
自
由
を
保
護
す
る
目
的
を
も
っ
て
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
制
度
が
形
成
さ
れ
た
。
英
米
系
と
似
た
法
律
制
度
を
も
つ

四
四
五



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
五
二
八
）

国
で
あ
る
デ
ン
マ
ー
ク
が
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
制
度
を
採
用
し
た
こ
と
が
契
機
と
な
っ
て
、
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
制
度
は
英
米
法
系
諸
国
家
を
介
し

て
世
界
に
伝
播
し
展
開
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
北
欧
で
は
、
ノ
ル
ゥ
エ
ー
が
一
九
六
二
年
に
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
制
度
を
採
用
し
て
い
る
が
、
同
年
に
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

が
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
制
度
を
導
入
し
、
こ
こ
か
ら
、
一
九
六
七
年
に
イ
ギ
リ
ス
、
一
九
七
七
年
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
そ
し
て
、
州
レ
ベ
ル

で
は
あ
る
が
、
カ
ナ
ダ
や
ア
メ
リ
カ
な
ど
の
英
語
圏
の
国
へ
と
、
こ
の
制
度
が
伝
播
、
発
展
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
や
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
は
、
議
会
か
ら
の
推
薦
あ
る
い
は
議
会
と
の
協
議
に
も
と
づ
い
た
う
え
で
、

行
政
府
の
長
や
女
王
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
る
形
式
が
と
ら
れ
て
い
る

（
15
）

。
実
質
的
に
は
「
議
会
の
代
理
人
」
で
は
あ
る
が
、
形
式
的
に
は

「
行
政
府
の
長
の
代
理
人
」
的
な
色
彩
を
も
つ
こ
と
に
な
っ
た

（
16
）

。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
、
一
九
五
〇
年
代
か
ら
、
行
政
機
関
に
対
し

て
国
民
か
ら
の
行
政
苦
情
処
理
の
た
め
の
機
関
を
設
置
す
べ
き
も
の
と
す
る
議
論
が
活
発
と
な
り
、
一
九
五
九
年
に
な
っ
て
、「
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
の
経
済
的
自
由
及
び
正
義
の
保
護
の
た
め
の
憲
法
協
会
」
が
、
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
導
入
の
た
め
の
働
き
か
け
を
二
大
政
党
の
党

首
に
対
し
て
開
始
し
た
と
こ
ろ
、
労
働
党
政
権
は
、
市
民
保
護
の
た
め
の
現
行
制
度
に
包
摂
さ
れ
て
い
る
と
し
て
こ
れ
を
拒
否
し
た
が
、

国
民
党
首
の
Ｊ
・
Ｒ
・
マ
ー
シ
ャ
ル
（J. R

. M
arshall

）
が
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
制
度
に
関
心
を
示
し
、
次
期
総
選
挙
の
政
策
と
し
て
提
案
す

る
こ
と
を
決
め
た

（
17
）

。
一
九
六
〇
年
の
総
選
挙
で
国
民
党
の
勝
利
の
後
、
一
九
六
一
年
に
法
案
が
提
出
さ
れ
た
。
総
選
挙
に
勝
利
し
た
国
民

党
が
デ
ン
マ
ー
ク
・
モ
デ
ル
に
修
正
を
く
わ
え
、「
議
会
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
法
」（the P

arliam
entary C

om
m
issioner

（O
m
budsm

an

）A
ct 

1962

）
を
成
立
さ
せ
、
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
制
度
が
導
入
さ
れ
た

（
18
）

。

世
界
的
に
普
及
し
た
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
制
度
で
あ
る
が
、
国
に
よ
っ
て
社
会
政
治
経
済
環
境
に
よ
っ
て
相
違
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
オ
ン

ブ
ズ
マ
ン
制
度
に
お
い
て
特
徴
や
類
似
性
は
あ
り
政
策
収
斂
が
あ
っ
た
も
の
と
推
察
し
う
る
。
時
代
を
超
え
て
各
国
間
に
政
策
類
似
性
が

四
四
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増
大
す
る
こ
と
で
あ
る
と
一
般
的
に
い
わ
れ
る
が
、
他
で
起
き
た
経
験
を
利
用
す
る
と
い
う
合
理
的
効
用
化
を
図
る
学
習
過
程
が
進
ん
で

い
る
。

Ｅ
・
Ｍ
・
ロ
ジ
ャ
ー
ス
は
普
及
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
持
つ
ア
ク
タ
ー
を
変
革
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
（change agent

）
と
呼
び
、
実
際
の

変
革
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
専
門
家
集
団
と
顧
客
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
促
進
・
提
供
す
る
リ
ン
カ
ー
（linker

）
と
し

て
の
役
割
も
有
し
て
い
る
と
い
う
。
福
祉
国
家
に
お
け
る
行
政
苦
情
救
済
制
度
の
確
立
と
官
僚
シ
ス
テ
ム
が
そ
れ
を
受
容
す
る
こ
と
を
も

た
ら
し
た
ア
ク
タ
ー
と
し
て
の
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
は
一
つ
の
変
革
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
複
線
型
苦
情
救
済
の
シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ
て
い
る
。
建
国
の
初
期
段
階
で
は
単
線
型
苦
情
救
済
制
度
で

あ
っ
た
が
、
社
会
問
題
の
複
雑
化
や
社
会
の
変
動
に
と
も
に
な
い
構
築
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

行
政
苦
情
処
理
制
度
に
つ
い
て
は
日
本
と
異
な
る
点
は
、
国
レ
ベ
ル
で
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
事
務
所

は
首
都
で
あ
る
ウ
エ
リ
ン
ト
ン
に
置
か
れ
て
い
た
が
、
現
在
で
は
都
市
型
政
治
へ
の
配
慮
か
ら
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
一
の
大
都
市
で
あ
る

オ
ー
ク
ラ
ン
ド
、
南
島
の
大
都
市
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
に
も
設
置
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
議
会
型
オ
ン

ブ
ズ
マ
ン
の
ほ
か
に
、
民
間
部
門
で
も
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
を
名
乗
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
る
が
、
民
間
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
と
い
っ
て
も
日
本
と

は
そ
の
性
質
が
異
な
り
、
高
い
公
共
性
が
認
め
ら
れ
て
い
る
存
在
で
あ
る
。
公
的
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
で
組
織
さ
れ
る
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
と

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
会
議
（T

he A
ustralian and N

ew
 Z

ealand O
m
budsm

an A
ssociation

（A
N
Z
O
A

））
の
一
員
で
あ
る

こ
と
か
ら
そ
の
性
質
が
推
察
で
き
よ
う
。

半
世
紀
以
前
に
、
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
制
度
が
導
入
さ
れ
た
が
、
制
度
を
導
入
す
る
以
前
は
い
わ
ゆ
る
政
治
ル
ー
ト
の
原
始
的
解
決
方
法
が

取
ら
れ
、
国
内
で
生
じ
る
国
民
と
行
政
と
の
行
政
苦
情
に
つ
い
て
の
大
半
は
国
会
議
員
あ
る
い
は
所
管
の
大
臣
に
直
接
持
ち
込
ま
れ
、
そ

四
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の
内
容
を
大
臣
に
送
付
し
官
僚
機
構
の
な
か
で
行
政
機
構
の
ト
ッ
プ
に
よ
る
苦
情
処
理
な
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
大
臣
が
自
ら
の
省
庁

に
持
ち
込
ま
れ
る
苦
情
に
対
し
て
、
そ
れ
ら
の
処
理
に
は
あ
る
種
の
責
任
が
生
じ
る
こ
と
か
ら
、
な
る
べ
く
そ
の
処
理
の
関
与
を
回
避
し

よ
う
と
す
る
傾
向
が
あ
り
、
苦
情
処
理
の
件
数
や
処
理
時
間
に
お
い
て
機
能
不
全
が
見
ら
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
し
て
、
国
民
と
政
府
の
間
の
苦
情
処
理
を
す
る
た
め
、
世
界
に
普
及
し
て
い
る
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
制
度
の
原
型
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン

（
19
）

か
ら
、
そ
の
後
デ
ン
マ
ー
ク
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と
い
う
北
欧
諸
国
に
普
及
し
、
そ
の
後
、
世
界
で
四
番
目
、
大
洋
州
で
は
初

の
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
制
度
が
導
入
し
た
。
積
極
的
に
英
連
邦
以
外
の
諸
国
の
制
度
を
摂
取
し
、
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
制
度
と
い
う
北
欧
型
の
政
治

制
度
を
英
国
に
先
駆
け
て
導
入
し
た
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
が
「
議
会
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
法
（P

arliam
entary C

om
m
issioner 

（O
m
budsm

an

）A
ct 1962

、
以
下
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
法
）」
を
制
定
し
「
議
会
型
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
」
を
創
設
し
た
の
を
契
機
に
、
こ
れ
を
モ
デ
ル

と
し
て
イ
ギ
リ
ス
、
カ
ナ
ダ
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
諸
外
国
に
急
速
に
普
及
す
る
こ
と
と
な
る
。

現
在
は
初
期
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
法
（
一
九
六
二
年
法
）
か
ら
改
正
さ
れ
、
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
法
（O

m
budsm

en A
ct 1975

）
の
制
定
に
お
い
て

公
的
機
関
の
調
査
権
限
を
有
す
る
に
至
っ
て
い
る
。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
に
は
、
議
会
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の
ほ
か
に
、
法
令
に
基
づ
き
政
府
が
任
命
さ
れ
る
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン

が
あ
り
、
近
年
で
は
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の
専
門
化
（
特
殊
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
）
志
向
が
み
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン

（P
rivacy com

m
issioner

）、
警
察
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
（Independent P

olice conduct A
uthority

）
な
ど
が
み
ら
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
所
管
な

ど
が
明
確
に
区
別
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
重
な
り
合
っ
て
苦
情
を
処
理
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る

（
20
）

。
報
告
書
な
ど
で
も
複
数
の
行

政
苦
情
処
理
機
関
の
署
名
が
並
ぶ
こ
と
も
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
競
争
敵
対
関
係
に
は
な
い
。

四
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4
．
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の
地
位
と
管
轄

①
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の
地
位
：
任
命
プ
ロ
セ
ス

オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
制
度
は
、
一
九
世
紀
の
初
頭
に
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
お
い
て
、「
法
の
正
し
い
適
用
の
確
保
」
と
と
も
に
「
国
民
の
権

利
・
利
益
の
保
護
」
を
は
か
る
制
度
と
し
て
誕
生
し
発
達
し
、「
議
会
に
よ
る
行
政
権
・
司
法
権
の
統
制
（
監
視
）」
と
い
う
機
能
を
も
っ

て
い
た
。
こ
の
二
〇
世
紀
の
半
ば
に
は
、
各
国
が
行
政
国
家
・
福
祉
国
家
と
し
て
発
展
し
、
行
政
権
力
が
市
民
生
活
の
多
様
な
分
野
と
関

係
性
が
生
じ
る
こ
と
で
国
民
の
権
利
・
利
益
が
侵
害
さ
れ
る
事
態
も
生
じ
た
。

政
策
収
斂
と
の
見
地
か
ら
い
え
ば
、
議
院
内
閣
制
の
国
で
あ
る
デ
ン
マ
ー
ク
の
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
制
度
の
採
用
と
一
定
の
成
功
経
験
が
、

同
様
の
議
院
内
閣
制
を
採
る
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
伝
播
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
実
質
的
に
は
「
議
会
型
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
」
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
議
会
の
推
薦
に
よ
る
も
の
の
、
五
年
任
期
（
再
任
可
能
）
で
形
式
的
で
は
あ
る
が
行
政
府
の
長
で
あ
る
「
総
督
」（
七
年
任
期
）
に

よ
っ
て
任
命
さ
れ
る
と
い
う
形
が
と
ら
れ
た
。
隣
国
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
も
同
様
で
あ
る
。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
は
、
従
来
の
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
と
異
な
り
、
形
式
的
で
は
あ
る
が
、
行
政
府
と
立
法
府
の
厳
し
い

対
立
関
係
で
の
機
関
と
い
う
よ
り
は
行
政
府
と
の
妥
協
の
産
物
と
も
い
え
る
任
命
方
法
を
採
用
し
て
い
る
。
ま
た
、
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の
地

位
は
高
く
、
最
高
裁
判
所
判
事
と
同
格
と
さ
れ
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
国
王
が
上
級
の
裁
判
官
を
任
命
し
た
の
に
合
わ
せ
て
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
を

任
命
す
る
よ
う
に
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
国
王
の
代
理
人
で
あ
る
総
督
の
任
命
と
い
う
イ
ギ
リ
ス
的
な
伝
統
が
残
っ
て
い
る
。

そ
の
候
補
者
選
考
方
法
は
内
閣
総
理
大
臣
に
よ
る
候
補
者
を
ノ
ミ
ネ
ー
ト
し
た
も
の
を
形
式
的
に
議
会
の
承
諾
を
国
会
で
得
る
と
い
う

の
で
は
な
く
、
あ
ら
か
じ
め
す
べ
て
の
議
会
政
党
の
支
持
を
取
り
付
け
て
任
命
さ
れ
る
た
め

（
21
）

、
用
意
周
到
な
手
続
き
に
よ
っ
て
強
い
正
当
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性
と
権
威
と
い
う
資
源
を
付
与
し
て
い
る
。
議
会
な
ど
へ
の
候
補
者
の
推
薦
過
程
は
候
補
者
の
経
歴
や
行
政
監
視
役
と
し
て
の
適
任
性
に

つ
い
て
名
声
な
ど
を
参
考
に
考
慮
し
総
合
的
な
決
定
が
為
さ
れ
る
。

現
在
の
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
は
広
報
関
係
者
、
大
学
教
授
で
あ
る
が
、
過
去
に
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
に
就
任
し
た
人
物
は
、
官
僚
出
身
者
、
議
員
、

大
学
教
員
、
弁
護
士
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
官
僚
出
身
者
と
弁
護
士
が
多
い
。
あ
く
ま
で
も
行
政
に
対
し
て
高
い
識
見
を
も
つ
人
物
と
い

う
視
点
か
ら
任
命
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
複
雑
な
手
続
き
を
踏
む
こ
と
で
、
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の
地
位
が
制
度
的
に
保
障
さ
れ
、
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
が
辞
職
す
る
際
に
は
、

国
会
の
議
長
（
議
長
が
空
席
の
場
合
は
内
閣
総
理
大
臣
）
に
対
し
て
辞
任
届
を
送
付
が
義
務
付
け
ら
れ
る
ほ
か
、
心
身
の
故
障
、
破
産
、
義

務
の
不
履
行
、
非
行
以
外
は
解
任
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
定
年
七
二
歳
ま
で
は
在
任
期
間
が
更
新
さ
れ
る
限
り
身
分
が
保

証
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
そ
の
た
め
過
去
の
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の
平
均
在
任
期
間
を
眺
め
て
み
る
と
、
初
期
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の
一
五
年
を
除

い
て
も
通
常
一
〇
年
前
後
と
比
較
的
長
期
間
で
あ
る
。

オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
は
、
行
政
の
組
織
文
化
と
し
て
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
構
造
、
伝
統
的
サ
ー
ビ
ス
へ
不
信
を
除
去
す
る
制
度
と
し
て
設
立
さ

れ
た
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
は
首
相
や
裁
判
所
長
官
な
ど
他
の
機
関
の
長
か
ら
高
い
支
持
を
受
け
そ
れ
な
り
の
権
威
を

得
て
い
た
が
、
そ
の
行
動
範
囲
は
定
式
化
し
限
定
さ
れ
て
い
た
た
め
、
時
代
の
変
遷
と
同
時
に
問
題
視
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
き
た
。

高
い
正
当
性
と
支
持
、
ま
た
行
政
苦
情
の
増
加
に
伴
い
、
段
階
的
に
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の
所
管
は
拡
大
傾
向
を
示
し
た
。
初
代
オ
ン
ブ
ズ

マ
ン
は
著
名
な
官
僚
出
身
者
で
あ
るG

uy P
ow

les

で
あ
っ
た
が
、
前
述
し
た
よ
う
に
一
五
年
間
も
の
長
い
間
、
地
位
に
就
い
て
い
た
た

め
、
そ
の
権
威
資
源
は
強
大
で
あ
り
、
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の
存
在
感
を
示
し
そ
の
役
割
を
形
成
、
確
立
し
た
時
期
と
評
さ
れ
る
。
彼
は
行
政

に
対
す
る
高
い
専
門
性
を
有
し
、
か
つ
経
験
・
熟
練
度
が
高
く
、
時
間
の
か
か
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
処
理
し
、
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
が
進
め
る

四
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理
想
的
状
況
と
各
省
庁
は
そ
の
理
想
を
共
有
し
、
両
者
に
対
立
構
造
で
は
な
く
、
む
し
ろ
協
調
関
係
を
構
築
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
同

国
に
お
い
て
も
、
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の
苦
情
処
理
能
力
は
個
人
の
資
源
（
性
格
、
人
脈
な
ど
）
に
帰
依
す
る
の
が
制
度
の
本
質
的
特
徴
で
あ
る
。

オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
は
権
力
的
資
源
を
付
与
さ
れ
て
い
な
い
た
め
そ
う
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

②
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
活
動
と
根
拠
規
範

オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の
活
動
と
機
能
は
五
つ
の
法
律
を
根
拠
と
す
る
。
そ
れ
は
、
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
法
（O

m
budsm

en A
ct 1975

）、
情
報
公
開

法
（P

rotected D
isclosure A

ct 2000

）、
地
方
政
府
情
報
公
開
法
（L

ocal G
overnm

ent O
ffi  cial Inform

ation and M
eetings A

ct 1987

）、
拷

問
法
（C

rim
es of T

orture A
ct 1989

）、
情
報
保
護
法
（P

rotected D
isclosures A

ct 2000

）
で
あ
る
。
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の
管
轄
拡
大
は
オ

ン
ブ
ズ
マ
ン
法
の
大
き
な
改
正
で
は
な
く
、
他
の
法
律
に
依
拠
し
所
管
事
項
の
拡
大
で
生
じ
て
き
た
の
で
あ
る
。

オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の
所
管
す
べ
き
機
関
は
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
法
の
別
表
に
定
め
ら
れ
、
政
府
の
省
庁
、
地
方
自
治
体
、
そ
の
他
の
国
の
組
織

で
あ
り
、
刑
務
所
も
含
ま
れ
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
が
連
邦
省
庁
の
み
を
扱
う
の
に
比
し
て
そ
の
管
轄
す
る
対
象
機
関

が
広
い
。

と
り
わ
け
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
法
は
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の
機
能
と
権
能
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
で
、
ほ
と
ん
ど
の
行
政
に
関
す
る
事
柄
に
関
す

る
苦
情
を
調
査
す
る
た
め
の
広
範
な
権
限
を
付
与
し
て
い
る
。
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
法
の
下
で
の
苦
情
処
理
業
務
が
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の
仕
事
量

の
六
割
を
占
め
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
毎
年
度
、
そ
の
意
思
表
明
書
（S

tatem
ent of Intent

）
が
発
行
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
で
特

徴
的
な
の
は
、
た
と
え
ば
二
〇
一
四
年
度
版
を
眺
め
る
と
、
戦
略
的
方
向
性
や
行
動
方
針
、
変
化
す
る
環
境
の
へ
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
く

に
震
災
に
つ
い
て
苦
情
を
積
極
的
に
取
り
組
む
姿
勢
な
ど
で
明
確
に
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
単
に
国
民
か
ら
の
行
政
苦
情
を
待
つ
と

四
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い
う
姿
勢
で
は
な
く
、
よ
り
ど
の
よ
う
な
事
項
に
重
点
を
お
く
べ
き
か
な
ど
そ
の
姿
勢
や
留
意
す
べ
き
事
項
を
外
部
に
公
表
し
て
い
る
。

社
会
事
情
に
合
わ
せ
た
行
政
苦
情
・
ニ
ー
ズ
の
分
析
が
な
さ
れ
、
そ
れ
に
呼
応
す
る
よ
う
な
戦
略
が
公
表
さ
れ
て
い
る
。

現
在
の
傾
向
と
し
て
、
な
か
な
か
進
ま
な
い
先
の
大
地
震
に
関
す
る
震
災
復
興
の
苦
情
が
最
も
多
く
、
ま
た
、
機
関
別
の
苦
情
に
つ
い

て
は
刑
務
所
内
で
の
受
刑
者
等
か
ら
の
苦
情
が
多
い
。

③　

オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の
管
轄

オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
は
国
の
機
関
で
あ
り
、
外
在
的
行
政
統
制
の
一
手
段
と
捉
え
る
な
ら
ば
、
本
質
的
に
は
管
轄
は
中
央
政
府
の
省
庁
や
そ

れ
に
付
随
す
る
部
門
に
対
す
る
苦
情
を
対
象
と
す
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
制
度
導
入
か
ら
わ
ず
か
六
年
後
の
一
九
六
八
年
に
は
、
教

育
理
事
会
や
病
院
理
事
会
を
含
め
る
と
の
管
轄
の
拡
大
が
な
さ
れ
、
さ
ら
に
一
九
七
五
年
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
法
の
大
改
正
が
行
わ
れ
る
と
規

定
追
加
が
大
幅
に
な
さ
れ
た
。
そ
の
管
轄
権
は
、
国
の
機
関
に
留
ま
ら
ず
、
地
方
政
府
機
関
の
苦
情
も
含
む
も
の
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

一
九
七
四
年
に
は
地
方
政
府
法
の
改
正
に
合
わ
せ
て
苦
情
処
理
に
関
す
る
所
管
が
拡
大
さ
れ
た
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
中
央
地
方
関
係
は
、
母
国
イ
ギ
リ
ス
の
影
響
を
色
濃
く
受
け
て
い
る
が
、
日
本
と
同
様
に
中
央
政
府
、
地
方
政
府

の
二
層
制
構
造
で
あ
る
。
隣
国
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
よ
う
な
州
が
存
在
し
な
い
の
で
地
方
自
治
体
と
中
央
政
府
が
直
接
対
峙
し
て
い
る
。

典
型
的
な
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
系
中
央
地
方
関
係
で
あ
り
、
各
主
体
の
事
務
の
権
限
は
制
限
列
挙
さ
れ
、
中
央
政
府
は
地
方
自
治
体
に

対
し
て
限
定
的
な
権
能
し
か
認
め
な
い
中
央
地
方
間
関
係
で
あ
る

（
22
）

。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
は
小
規
模
な
国
家
の
た
め
中
央
集
権
シ
ス
テ
ム

的
で
、
も
と
も
と
は
地
方
分
権
が
存
在
せ
ず
、
中
央
地
方
関
係
は
地
方
自
治
体
の
中
央
政
府
へ
の
依
存
状
況
が
存
在
し
た
。
こ
う
し
た
事

情
か
ら
、
設
立
当
初
、
苦
情
処
理
体
制
が
十
分
で
な
い
同
国
に
お
い
て
国
に
よ
る
苦
情
処
理
機
関
と
し
て
の
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の
管
轄
権
が

拡
大
し
た
の
で
あ
る

（
23
）

。
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そ
の
後
も
管
轄
権
は
拡
大
し
、
一
九
八
三
年
七
月
に
、
情
報
公
開
法
が
施
行
さ
れ
た
の
に
対
し
て
、
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
は
一
般
的
な
苦
情

調
査
権
に
加
え
、
情
報
開
示
の
要
求
に
対
し
て
政
府
の
決
定
の
賛
否
に
関
す
る
苦
情
を
調
査
す
る
機
能
が
付
与
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、

一
九
八
八
年
三
月
、
地
方
自
治
体
情
報
公
開
法
が
施
行
に
伴
い
、
地
方
政
府
機
関
の
決
定
に
つ
い
て
の
苦
情
の
調
査
の
機
能
が
付
与
さ

れ
た
。

二
〇
〇
一
年
一
月
に
情
報
保
護
法
、
い
わ
ゆ
る
「
内
部
告
発
」
法
で
あ
る
が
、
こ
の
法
律
の
規
定
は
、
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
は
、
又
は
職
場

（
公
衆
ま
た
は
民
間
部
門
）
深
刻
な
不
正
行
為
に
つ
い
て
の
通
告
を
検
討
し
て
い
る
従
業
員
に
対
し
て
助
言
と
指
導
を
与
え
る
責
任
を
規
定

し
た
法
で
あ
る
。
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
は
ま
た
保
護
さ
れ
た
情
報
に
対
し
て
ア
ク
セ
ス
権
限
を
も
つ
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
。

さ
ら
に
、
二
〇
〇
五
年
一
月
に
は
ク
ラ
ウ
ン
・
エ
ン
テ
ィ
テ
ィ
法
が
施
行
さ
れ
た
。
こ
れ
は
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
法
と
情
報
公
開
法
の
下
で

オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の
管
轄
が
す
べ
て
の
ク
ラ
ウ
ン
・
エ
ン
テ
ィ
テ
ィ

（
24
）

（C
row

n E
ntity

）
ま
で
及
ぶ
こ
と
と
な
っ
た
。
ク
ラ
ウ
ン
・
エ
ン

テ
ィ
テ
ィ
と
は
行
政
組
織
で
は
な
い
が
、
国
の
行
政
の
実
施
組
織
と
し
て
国
が
設
置
す
る
国
の
認
可
法
人
で
あ
り
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

版
独
立
行
政
法
人
と
い
っ
た
類
の
法
人
で
あ
る
。

人
権
領
域
に
も
管
轄
権
は
拡
大
を
見
せ
る
。
二
〇
〇
七
年
六
月
二
一
日
に
国
家
予
防
メ
カ
ニ
ズ
ム
（
Ｎ
Ｐ
Ｍ
）、
犯
罪
の
拷
問
行
為
防
止

に
つ
い
て
、
拷
問
と
他
の
残
酷
、
非
人
道
的
な
処
置
ま
た
は
罰
の
防
止
に
関
す
る
条
約
・
議
定
書
に
よ
っ
て
国
内
法
が
制
定
さ
れ
施
行
さ

れ
た
。
国
内
法
の
制
定
は
拷
問
と
他
の
残
酷
な
非
人
間
的
な
扱
い
や
罰
を
防
止
す
る
た
め
に
定
期
的
に
施
設
を
実
地
調
査
す
る
シ
ス
テ
ム

を
確
立
す
る
も
の
で
あ
る
。
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
は
、
刑
務
所
、
移
民
収
容
施
設
、
拘
留
、
子
供
の
ケ
ア
と
保
護
の
た
め
の
施
設
、
青
少
年
更

生
施
設
な
ど
を
訪
問
、
監
視
行
動
を
実
施
し
、
抑
留
者
な
ど
の
処
遇
の
改
善
に
努
め
て
い
る
よ
う
要
求
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
二
〇
一
〇

年
一
〇
月
、
人
権
委
員
会
お
よ
び
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
条
約
加
盟
と
共
に
、
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
は
、
保
護
と
障
害
者
の
権
利
に
関
す
る
国

四
五
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連
条
約
の
実
施
を
監
視
す
る
責
任
が
あ
る
と
さ
れ
、
独
立
し
た
主
体
と
し
て
役
割
を
担
う

も
の
と
な
っ
た
。

オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
法
に
定
め
る
調
査
対
象
機
関
は
、
同
法
の
別
表
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。

一
口
で
い
え
ば
、
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の
調
査
対
象
は
公
的
組
織
の
ほ
と
ん
ど
が
対
象
と
な
っ

て
い
る
。

か
く
し
て
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
は
、
北
欧
型
の
原
型
を
移
入
し
た

古
典
的
な
モ
デ
ル

（
25
）

と
い
わ
れ
て
き
た
が
、
近
年
の
三
〇
年
間
で
急
速
に
進
化
・
発
展
を
遂

げ
、
そ
の
役
割
と
権
限
が
変
容
・
拡
大
し
て
い
る
。
現
行
モ
デ
ル
は
、
国
内
で
の
行
政
苦

情
を
処
理
す
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、
国
際
的
な
課
題
で
あ
る
障
害
者
問
題
や
国
際
連
合
が

進
め
る
拷
問
の
禁
止
な
ど
人
権
施
策
な
ど
へ
の
配
慮
な
ど
を
含
め
て
活
動
範
囲
を
拡
大
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

5
．
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の
役
割
と
事
務
局

①
役
割
と
機
能

オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の
機
能
に
つ
い
て
は
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
法
一
三
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
機
能
は
調
査
機
能
、
権
利
の
保
護
機
能
、
改
善
機
能
の
三
点
に
要
約
で
き
る
。

ま
ず
、
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
へ
の
苦
情
申
し
立
て
は
、
手
紙
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
な
ど
を
含
む
書

図表 1　対象機関

政府機関（government departments and ministries）

地方団体（local authorities）

政府関係機関（crown entities）

政府企業（state-owned enterprises）

健康機関（district health boards）

教育機関（tertiary education institutions）

学校理事会（school boards of trustees）

情報公開に対する決定（Ministers of the Crown　in relation to decisions on 

requests for offi  cial information）.

四
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面
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
、
直
接
口
頭
で
方
法
な
ど
形
式
は
問
わ
な
い
と
さ
れ
、
そ
の
提
起
さ
れ
た
苦
情
の

内
容
を
受
け
て
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
事
務
局
が
苦
情
処
理
を
開
始
す
る
。

調
査
機
能
は
、
管
轄
内
の
対
象
機
関
の
調
査
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
適
用
除
外
事
項
に
は
裁
判
所
に
よ
る
判
決
、
更
生
保
護
委
員
会
な

ど
の
決
定
が
あ
る
。
ま
た
、
警
察
な
ど
特
定
の
分
野
に
つ
い
て
は
、
法
令
に
よ
り
設
立
し
た
独
立
し
た
苦
情
機
関
が
設
置
さ
れ
て
い
る
た

め
、
よ
り
専
門
的
な
調
査
に
委
ね
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
す
で
に
十
分
な
救
済
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
場
合
や
上
訴
の
機
会
が
残
さ
れ
て
い

る
場
合
、
さ
ら
な
る
調
査
が
必
要
で
な
い
場
合
、
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
は
そ
れ
を
調
査
は
拒
否
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
。
オ
ン
ブ

ズ
マ
ン
は
「
最
後
の
救
済
機
関
と
し
て
の
役
割
」
と
の
認
識
の
た
め
で
あ
る
。

権
利
の
保
護
機
能
と
は
、
内
部
告
発
な
ど
に
よ
り
組
織
の
不
正
に
関
す
る
情
報
を
得
る
た
め
に
、
内
部
告
発
者
の
権
利
を
保
護
す
る
こ

と
で
あ
る
。
様
々
な
法
的
保
護
に
よ
り
内
部
告
発
者
の
雇
用
な
ど
保
護
す
る
こ
と
な
ど
も
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の
役
割
と
な
っ
て
い
る
。
オ
ン

ブ
ズ
マ
ン
は
内
部
告
発
者
か
ら
証
拠
を
直
接
的
に
収
集
す
る
た
め
に
厳
格
な
秘
密
の
保
持
義
務
を
要
求
さ
れ
て
い
る
。

改
善
機
能
は
、
助
言
や
実
施
調
査
活
動
を
通
じ
て
、
個
々
の
ケ
ー
ス
の
解
決
や
様
々
な
改
善
を
行
う
。
改
善
機
能
に
つ
い
て
の
オ
ン
ブ

ズ
マ
ン
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
指
標
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
個
人
（
個
別
）
の
苦
情
処
理
を
完
結
で
き
た
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
統
計
処
理

が
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
た
び
た
び
官
僚
制
組
織
・
シ
ス
テ
ム
上
の
改
善
機
能
を
発
揮
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

よ
り
広
範
な
公
益
問
題
を
処
理
す
る
た
め
に
個
別
苦
情
に
基
づ
き
調
査
あ
る
い
は
自
主
調
査
権
を
発
動
し
国
有
部
門
機
関
な
ど
執
行
管
理

や
そ
の
機
関
の
意
思
決
定
の
あ
り
方
な
ど
改
善
に
成
功
す
る
こ
と
が
み
ら
れ
る
。
調
査
に
は
、
公
式
情
報
を
調
査
・
評
価
し
、
政
府
の
意

思
決
定
過
程
の
透
明
性
、
そ
の
決
定
へ
の
責
任
体
制
お
よ
び
国
民
（
住
民
）
参
加
の
機
会
の
増
進
な
ど
改
善
が
な
さ
れ
る
。

と
く
に
昨
今
の
傾
向
と
し
て
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
は
、
社
会
に
お
け
る
人
権
意
識
の
高
揚
か
ら
矯
正
部
門
お
よ
び
身
体
障
碍
者
に
関
心
を
示

四
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し
て
い
る
。
矯
正
部
門
で
は
、
矯
正
局
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
た
保
護
調
査
す
べ
て
に
監
視
監
督
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
刑
務
所
で
は
選
択

さ
れ
た
大
事
件
の
調
査
が
実
施
さ
れ
、
ま
た
身
体
障
碍
者
に
関
す
る
大
き
な
問
題
が
調
査
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
拘
留
の
場
所
を
モ
ニ

タ
ー
、
検
査
し
た
後
、
拘
留
、
保
護
住
宅
お
よ
び
青
年
更
生
施
設
で
あ
る
刑
務
所
、
移
住
拘
留
設
備
、
な
ど
の
検
査
、
拘
留
の
条
件
お
よ

び
拘
留
者
の
扱
い
を
改
善
・
勧
告
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
る
。

ま
た
、
保
護
開
示
法
の
下
で
、
重
大
な
公
益
を
損
な
う
事
柄
に
つ
い
て
の
内
部
告
発
者
に
は
助
言
が
与
え
ら
れ
る
な
ど
便
宜
が
は
か
ら

れ
る
。
そ
の
た
め
、
内
部
告
発
者
は
多
様
な
チ
ャ
ネ
ル
の
う
ち
の
一
つ
と
し
て
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
を
利
用
す
る
こ
と
が
有
用
で
あ
り
、
オ
ン

ブ
ズ
マ
ン
が
社
会
改
良
に
一
躍
を
担
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
多
様
な
機
能
が
あ
る
が
、
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の
法
的
権
限
は
強
制
力
の
な
い
勧
告
の
み
で
あ
り
、
公
的
組
織
に
対
し
て
行
動
を

強
い
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
勧
告
を
行
う
た
め
に
、
関
係
者
を
召
喚
、
意
見
を
聴
取
、
立
ち
入
り
検
査
権
の
行

使
が
許
さ
れ
て
い
る
。
情
報
、
文
書
の
作
成
、
調
査
質
問
事
項
へ
の
回
答
な
ど
を
機
関
に
要
求
で
き
る
。
も
っ
と
と
も
こ
れ
ら
の
権
限
を

使
う
こ
と
は
稀
で
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
は
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
形
式
で
情
報
収
集
す
る
の
が
通
常
で
あ
る
。

オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
は
勧
告
書
を
機
関
に
送
付
し
そ
れ
を
機
関
に
よ
っ
て
受
け
入
れ
ら
れ
る
か
は
任
意
で
あ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
の
勧
告
は
受

け
入
れ
ら
れ
て
い
る

（
26
）

。
最
終
的
な
調
査
報
告
は
刊
行
さ
れ
公
表
さ
れ
る
。

そ
の
ほ
か
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
は
対
象
行
政
機
関
等
の
自
発
的
改
良
（w

ider adm
inistrative im

provem
ent

）
を
促
す
機
能
を
果
た
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
管
理
者
行
動
規
範
の
基
準
の
全
体
的
な
改
善
を
も
た
ら
す
た
め
に
重
要
か
つ
広
範
な
問
題
に
焦
点
を
合
わ
せ
る
こ
と
を
意
味
す

る
（
27
）

。
広
範
な
管
理
改
善
調
査
の
実
施
を
施
す
に
は
、
同
様
の
苦
情
が
集
中
し
て
い
る
場
合
、
多
く
の
人
々
が
上
げ
た
問
題
で
直
接
国
民
に

影
響
を
及
ぼ
す
問
題
な
ど
重
要
な
公
共
の
利
益
に
関
わ
る
場
合
、
公
共
部
門
全
体
ま
た
は
特
定
事
案
に
対
し
て
改
善
行
動
に
む
け
て
オ
ン

四
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九
）

ブ
ズ
マ
ン
の
調
査
が
行
わ
れ
る
。
調
査
で
得
ら
れ
た
結
果
は
機
関
や
公
共
の
た
め
に
利
用
さ
れ
る
。

改
善
行
動
を
起
こ
す
活
動
に
は
次
の
も
の
が
あ
る
。
第
一
に
、
逐
次
、
必
要
に
応
じ
て
調
査
に
つ
い
て
意
見
表
明

（O
m
budsm

en A
ct opinions

）
を
お
こ
な
う
。
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
が
公
に
意
見
表
明
す
る
こ
と
で
世
論
形
成
に
努
め
る
。

第
二
に
、
さ
ら
に
一
歩
進
ん
で
具
体
的
な
戦
略
と
し
て
、
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
は
各
機
関
に
あ
て
て
、
修
正
法
案
や
政
策
に

つ
い
て
提
案
す
る
こ
と
も
あ
る
。
第
三
に
、
最
近
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
の
公
開
に
よ
る
こ
と
も
世
論
形
成
の
ひ
と
つ
で

あ
る
。

②
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
事
務
局
の
構
成

オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
事
務
局
は
、
法
律
上
は
複
数
の
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
と
大
ま
か
に
定
め
て
い
る
が
、
現
実
に
は
主
任
オ
ン

ブ
ズ
マ
ン
と
そ
の
他
の
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の
二
人
、
二
人
の
副
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
、
法
律
顧
問
で
あ
る
。
主
任
オ
ン
ブ
ズ
マ

ン
の
退
任
に
合
わ
せ
、
そ
の
他
の
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
が
主
任
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
に
昇
格
す
る
こ
と
が
慣
例
に
な
っ
て
お
り
、

新
し
い
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
一
人
が
補
充
さ
れ
る
。
他
に
、
事
務
局
に
は
、
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
を
補
佐
ス
タ
ッ
フ
六
八
人
が
配

置
さ
れ
て
い
る
。
当
初
四
人
で
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
苦
情
の
増
え
た
こ
と
か
ら
徐
々
に
増
員
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
苦
情
数
が
二
〇
〇
四
年
か
ら
二
〇
一
四
年
の
一
〇
年
間
で
四
〇
〇
〇
件
か
ら
一
〇
〇
〇
〇
件
を
超

え
て
い
る
こ
と
か
ら
更
な
る
対
応
が
必
要
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

ス
タ
ッ
フ
は
三
つ
の
主
要
都
市
で
あ
る
、
北
島
の
、
経
済
中
心
都
市
で
あ
る
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
、
首
都
で
あ
る
ウ
エ
リ

ン
ト
ン
、
南
島
の
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
に
一
三
チ
ー
ム
に
分
割
さ
れ
配
属
さ
れ
て
い
る
。
ス
タ
ッ
フ
の
資
格
要
件
と

し
て
は
、
公
務
員
で
な
い
者
で
五
年
の
任
期
で
採
用
さ
れ
、
常
態
的
に
新
し
い
ダ
ィ
ナ
ミ
ッ
ク
な
力
を
補
充
し
オ
ン
ブ

図表 2
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ズ
マ
ン
の
支
援
体
制
を
構
築
し
て
い
る
。
欠
員
が
で
る
と
、
同
国
の
他
の
職
種
と
同
様
に
、
公
募
に
よ
り
業
務
能
力
が
あ
る
も
の
か
ら
補

充
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
外
部
か
ら
人
事
補
充
に
よ
る
新
陳
代
謝
に
よ
り
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
事
務
所
自
体
が
官
僚
制
化
す
る
こ
と
を
防
止

す
る
工
夫
の
ひ
と
つ
と
い
え
よ
う
。
チ
ー
ム
は
苦
情
処
理
を
段
階
的
に
対
応
で
き
る
体
制
が
と
ら
れ
て
い
る
が
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

Ａ　

苦
情
を
受
付
け
、
そ
の
取
扱
い
の
採
否
を
評
価
す
る
チ
ー
ム
（Intake and A

ssessm
ent

）：
管
轄
内
で
解
決
可
能
な
範
囲
の
事
項

で
あ
る
こ
と
、
他
の
苦
情
処
理
機
関
と
の
適
否
、
連
携
を
含
め
て
評
価
が
行
わ
れ
る
。

Ｂ　

初
動
（
初
期
補
助
業
務
）
お
よ
び
解
決
に
着
手
す
る
チ
ー
ム
（E

arly A
ssistance and E

arly R
esolution T

eam
s

）：
こ
の
チ
ー
ム
の

特
徴
と
し
て
は
公
式
な
処
置
を
な
さ
ず
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
解
決
に
着
手
す
る
こ
と
で
あ
る
。

Ｃ　

調
査
・
解
決
チ
ー
ム
（Investigation and R

esolution T
eam

s

）：
こ
の
チ
ー
ム
は
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
、
ウ
エ
リ
ン
ト
ン
、
ク
ラ
イ
ス

ト
チ
ャ
ー
チ
に
配
置
さ
れ
、
こ
の
チ
ー
ム
が
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
調
査
を
補
佐
し
、
解
決
に
繋
げ
る
こ
と
業
務
と
す
る
。

Ｄ　

拷
問
犯
罪
防
止
チ
ー
ム
（C

O
T
A
 T

eam
）：
拷
問
行
為
の
犯
罪
防
止
法

（
28
）

の
下
で
留
置
場
所
の
監
視
機
能
の
支
援
を
お
こ
な
う
。

Ｅ　

戦
略
的
な
サ
ー
ビ
ス
実
施
グ
ル
ー
プ
：
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の
調
査
お
よ
び
検
査
を
補
完
す
る
。
情
報
管
理
、
人
的
資
源
、
情
報
通
信

技
術
の
分
野
で
の
サ
ポ
ー
ト
を
提
供
し
、
政
策
と
専
門
的
な
実
践
の
取
り
組
み
な
ど
よ
り
広
範
な
管
理
改
善
調
査
を
実
施
す
る
。

Ｆ　

政
策
及
び
実
践
的
な
査
定
チ
ー
ム
：
外
部
に
助
言
、
指
導
及
び
訓
練
、
政
策
と
専
門
的
な
実
務
に
関
す
る
事
項
、
国
際
関
係
、
知

識
管
理
、
研
究
お
よ
び
通
信
手
段
、
出
版
物
な
ど
を
用
い
普
及
啓
発
活
動
を
お
こ
な
う
。

Ｇ　

主
要
な
助
言
チ
ー
ム
：
広
範
な
行
政
改
善
調
査
を
実
施
・
評
価
作
業
、
管
理
改
善
の
達
成
を
目
指
し
た
調
査
を
お
こ
な
う
。

Ｈ　

財
政
と
事
業
サ
ー
ビ
ス
チ
ー
ム
：
財
政
分
野
で
の
サ
ポ
ー
ト
を
提
供
す
る
。
調
達
、
不
動
産
、
建
物
お
よ
び
資
産
管
理
サ
ー
ビ
ス

な
ど
の
支
援
を
お
こ
な
う
。
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こ
の
よ
う
に
機
動
的
か
つ
段
階
的
な
行
政
苦
情
処
理
体
制
に
よ
り
パ
ブ
リ
ッ
ク
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
チ
ー

ム
に
よ
る
苦
情
の
平
均
的
な
処
理
期
間
は
、
年
次
報
告
書
に
よ
る
と
、
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
は
苦
情
を
受
け
付
け
て
か
ら
一
か
月
以
内
に
調
査

す
る
事
項
が
九
割
を
占
め
、
三
か
月
以
内
に
調
査
の
継
続
か
拒
否
を
決
定
し
て
い
る
。
平
均
調
査
期
間
は
公
共
利
益
に
関
す
る
事
項
で
七

割
が
六
か
月
か
ら
一
二
か
月
で
あ
る
。

た
だ
し
、
一
〇
年
前
か
ら
現
在
ま
で
苦
情
数
は
三
〇
〇
〇
件
か
ら
一
二
〇
〇
〇
件
近
い
三
倍
以
上
で
推
移
し
て
い
る
。
こ
の
状
況
を
鑑

み
る
と
現
在
の
処
理
期
間
が
維
持
で
き
る
か
懸
念
が
あ
る
。

6
．
お
わ
り
に

制
度
移
入
か
ら
半
世
紀
が
経
ち
、
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
は
国
民
か
ら
信
用
と
権
威
を
獲
得
し
、
機
関
と
し
て
の
独
立
性
を
保
ち
、
行
政
苦
情

処
理
・
救
済
の
中
心
た
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る

（
29
）

。
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
と
官
僚
と
の
交
渉
資
源
は
権
威
を
基
軸
と
し
て
お
り
、
政
府
諸
機
関

に
対
し
て
フ
ォ
ー
マ
ル
な
手
続
き
形
態
の
「
勧
告
」
を
行
う
こ
と
は
稀
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
苦
情
処
理
活
動
の
実

態
は
形
式
的
な
手
続
き
に
よ
っ
て
、
議
会
や
内
閣
総
理
大
臣
に
報
告
を
す
る
こ
と
も
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。
外
部
か
ら
の
行
政
統
制
に

よ
ら
ず
、
官
僚
組
織
の
内
部
変
容
を
促
す
こ
の
活
動
形
態
は
苦
情
処
理
の
解
決
方
法
と
し
て
制
度
の
機
能
不
全
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な

い
。
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の
活
動
は
司
法
に
よ
る
判
決
を
得
て
救
済
を
得
る
た
め
に
、
国
民
が
消
費
す
る
時
間
コ
ス
ト
や
経
済
的
コ
ス
ト
を
節

約
に
寄
与
し
、
実
質
的
な
苦
情
解
決
に
む
け
て
の
国
民
の
満
足
度
が
高
く
、
効
果
的
で
あ
る
と
高
い
評
価
が
あ
る
。
ま
た
、
オ
ン
ブ
ズ
マ

ン
は
単
に
個
別
の
苦
情
処
理
に
留
ま
ら
ず
、
官
僚
制
に
根
付
く
シ
ス
テ
ム
的
な
欠
陥
や
手
続
き
上
の
問
題
点
を
改
善
す
る
こ
と
に
貢
献
し

て
い
る
意
味
に
お
い
て
も
、
司
法
に
よ
る
個
別
事
案
の
解
決
、
そ
の
積
み
重
ね
に
よ
る
行
政
の
変
容
あ
る
い
は
そ
れ
を
基
と
し
た
よ
り
も

四
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有
用
的
な
制
度
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。
行
政
苦
情
申
し
立
て
者
の
行
政
苦
情
は
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
に
よ
っ
て
課
題
の
抽
出
が
な
さ
れ
官
僚

と
の
交
渉
過
程
で
官
僚
が
外
圧
と
し
て
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
を
利
用
し
指
摘
事
項
を
組
織
内
に
取
り
込
ん
で
い
く
。
こ
の
意
味
で
の
オ
ン
ブ
ズ

マ
ン
は
変
革
者
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。

こ
の
よ
う
な
事
情
を
鑑
み
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の
苦
情
解
決
へ
の
活
動
指
標
に
つ
い
て
統
計
で
数
値
公
表
し
て

い
る
も
の
の
、
解
決
件
数
で
評
価
す
る
方
法
を
回
避
す
る
方
向
に
認
識
も
変
化
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
調
査
権
の
公
式
的
な
権
力
発
動

は
例
外
的
な
行
為
で
あ
り
、
通
常
、
各
省
庁
は
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の
要
求
に
対
し
て
伝
統
的
に
協
力
的
な
姿
勢
が
採
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
法

令
に
よ
る
権
限
の
行
使
の
必
要
性
は
な
く
、
そ
の
発
動
以
前
に
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の
権
威
が
十
分
に
機
能
し
て
い
る
点
を
評
価
し
て
の
こ
と

で
あ
る
。

表
面
的
な
苦
情
へ
の
対
応
を
せ
ず
水
面
下
で
苦
情
を
処
理
す
る
こ
と
が
多
い
こ
と
か
ら
、
省
庁
は
裁
判
の
よ
う
な
敗
訴
し
た
よ
う
な
こ

と
は
な
く
行
政
の
自
ら
修
正
す
る
機
能
を
助
長
す
る
機
能
が
あ
る
と
も
い
え
る
。
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
が
そ
の
よ
う
な
行
動
を
可
能
と
す
る
よ

う
、
ま
た
よ
り
効
率
的
な
修
正
機
能
を
協
働
的
行
動
の
な
か
で
作
動
す
る
よ
う
に
政
治
的
行
動
を
模
索
す
る
。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
お
い
て
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の
存
在
と
役
割
は
大
き
い
も
の
の
問
題
点
が
い
く
つ
か
指
摘
で
き
る
。

オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
は
導
入
か
ら
五
〇
年
を
経
て
大
幅
に
変
化
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の
管
轄
や
機

能
も
周
辺
法
令
に
よ
り
権
限
の
拡
大
、
所
管
の
付
与
に
よ
り
拡
大
傾
向
に
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
法
令
に
お
い
て
は
不
備
も
散
見
さ

れ
、
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
法
の
抜
本
的
改
正
求
め
ら
れ
て
い
る
。
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
法
は
、
苦
情
が
複
雑
化
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
オ
ン
ブ
ズ

マ
ン
に
十
分
な
機
能
、
リ
ソ
ー
ス
を
付
与
し
て
い
な
い
点
が
指
摘
さ
れ
、
法
が
時
代
遅
れ
の
内
容
で
あ
る
と
の
問
題
と
し
て
俎
上
に
上
が

り
、
根
本
部
分
で
の
改
正
は
喫
緊
の
課
題
と
さ
れ
て
い
る
。
今
年
三
月
にS

ection 17

が
改
正
に
な
り
苦
情
拒
否
に
関
す
る
要
件
に
つ
い
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て
は
整
備
が
進
ん
だ
に
す
ぎ
な
い
。

同
国
で
進
む
プ
ラ
イ
バ
タ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
や
コ
マ
シ
ャ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
へ
の
対
応
も
問
題
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
制
度
自
体
の
周
知
度
で
あ
る
が

（
30
）

年
齢
が
高
い
ほ
ど
周
知
度
は
高
く
、
年
齢
が
低
い
ほ
ど
周
知
度
は
低
い

（
31
）

。
さ
ら

に
マ
オ
リ
民
族
で
な
い
ほ
う
が
周
知
度
は
高
い
傾
向
に
あ
る
。
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
は
不
平
を
解
決
す
る
も
の
と
の
認
識
が
高
く
、
行
政
の
監

視
役
で
あ
る
と
の
認
識
は
低
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
事
務
局
は
現
在
よ
り
多
く
の
層
へ
の
周
知
度
の
向
上
に
努
め
て
い
る
が
、

期
待
す
る
効
果
は
出
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
他
と
の
行
政
苦
情
救
済
機
関
と
の
連
携
は
運
用
的
に
と
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
関
係
が
明
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
コ
ミ
ッ

シ
ョ
ナ
ー
の
個
人
的
な
素
養
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
同
国
は
人
口
五
〇
〇
万
に
足
ら
な
い
小
国
家
で

あ
る
た
め
か
、
こ
の
こ
と
が
直
ち
に
問
題
を
生
じ
さ
せ
る
わ
け
で
は
な
い
が
今
後
一
考
す
べ
き
で
な
か
ろ
う
か
。

小
規
模
な
国
家
で
あ
る
同
国
に
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の
機
動
性
と
、
制
度
の
先
進
的
改
革
を
期
待
し
た
い
。

（
1
） 

大
住
荘
四
郎
『
Ｎ
Ｐ
Ｍ
に
よ
る
行
政
革
命
│
経
営
改
革
モ
デ
ル
の
構
築
と
実
践
』
日
本
評
論
社
、
二
〇
〇
三
年
、
を
は
じ
め
と
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｍ
に

つ
い
て
の
著
作
は
多
く
み
ら
れ
る
よ
う
な
っ
た
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
が
行
政
改
革
先
進
国
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
本
に
は
山
田
宏
、
長
浜
博
行
、
中

田
宏
『
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
行
革
物
語
│
国
家
を
民
営
し
た
国
』
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
、
一
九
九
六
年
、
国
民
に
と
っ
て
規
制
緩
和
を
身
近
な
問
題
と
し

た
意
義
は
大
き
い
。

（
2
） 

困
窮
し
た
経
済
状
況
と
ロ
ン
ギ
の
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
、
ロ
ジ
ャ
ー
・
ダ
グ
ラ
ス
財
務
大
臣
を
中
心
と
し
た
、
ミ
ル
ト
ン
・
フ
リ
ー

ド
マ
ン
を
中
心
と
す
る
シ
カ
ゴ
学
派
の
経
済
思
想
を
柱
に
、
市
場
開
放
主
義
・
自
由
主
義
を
哲
学
に
も
つ
急
進
的
な
市
場
原
理
主
義
政
策
を
い
う
。

（
3
） 

ト
ラ
ン
ス
ペ
ア
レ
ン
シ
ー
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
（T

ransparency International, 

略
称
：
Ｔ
Ｉ
）
は
、
腐
敗
、
汚
職
の
撲
滅
に
取
り
組

四
六
一
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む
国
際
的
な
非
政
府
組
織
で
あ
る
。「
腐
敗
認
識
指
数
」（C

orruption P
erceptions Index

）
を
毎
年
発
表
し
て
い
る
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
本
部

所
在
地
は
ド
イ
ツ
の
ベ
ル
リ
ン
に
置
か
れ
て
い
る
。

（
4
） http://w

w
w
.ti-j.org/m

ission.htm
l

参
照
。
ト
ラ
ン
ス
ペ
ア
レ
ン
シ
ー
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
は
、
政
府
及
び
公
的
機
関
の
説
明
責
任
を

強
調
し
、
国
内
外
の
汚
職
・
腐
敗
防
止
の
解
決
に
取
り
組
む
非
政
府
組
織
で
、
世
界
銀
行
の
ア
フ
リ
カ
担
当
局
長
で
あ
っ
た
ピ
ー
タ
ー
・
ア
イ
ゲ
ン

氏
に
よ
っ
て
一
九
九
三
年
に
独
ベ
ル
リ
ン
で
反
汚
職
・
腐
敗
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
と
し
て
創
設
さ
れ
た
。

（
5
） P

eter M
. B

lau, B
ureaucracy in M

odern S
ociety, 1956, pp117-118.　

阿
利
莫
二
訳
『
現
代
社
会
の
官
僚
制
』
岩
波
書
店
、
一
九
五
八

年
、P

40

。

（
6
） 

イ
ェ
ヘ
ッ
ケ
ル
・
ド
ロ
ア
、
足
立
幸
男
ほ
か
監
訳
『
統
治
能
力
│
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
再
設
計
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
、
二
〇
一
二
年
、P

278

│P
279.

（
7
） Judge A

nad  S
atyanand, T

he O
ffi  ce of O

m
budsm

an in N
ew

 Z
ealand, C

anterbury L
aw

 R
eview

, V
ol 6, 67.

（
8
） 

イ
ェ
ヘ
ッ
ケ
ル
・
ド
ロ
ア
上
掲
、P

278

参
照
。

（
9
） S

tatistics N
ew

 Z
ealand T

atauranga A
otearoa. http://w

w
w
.stats.govt.nz/brow

se_for_stats/incom
e-and-w

ork/em
ploym

ent_

and_unem
ploym

ent/ethnic-labour-force-stats-by-age.aspx#ethnicem
ploym

ent.

（
10
） 

定
義
な
ど
に
つ
い
て
は“G
overnance and developm

ent” W
orld B

ank, 1992.

（
11
） 

国
際
開
発
事
業
団
「
参
加
型
開
発
と
良
い
統
治
：
分
野
別
援
助
研
究
会
報
告
書
」、
一
九
九
五
年
。

（
12
） 

ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ゲ
ル
ホ
ン
「
オ
ム
ブ
ズ
マ
ン
・
そ
の
他
│
九
つ
の
国
々
に
お
け
る
護
民
官
達
│
」
一
九
六
六
年
。

（
13
） D

onald C
. R

ow
at, T

he O
m
budsm

an P
lan: T

he W
orldw

ide S
pread of an Idea, R

evised S
econd ed., L

anham
: U

niversity 

P
ress of A

m
erica, 1985, pp.4-5; 

Ｄ
・
Ｃ
・
ロ
ー
ワ
ッ
ト
（
川
野
秀
之
監
訳
）『
世
界
の
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
構
想
』
早
稲
田
大
学
出
版
部
、

一
九
八
九
年
、P

5-P
6.

（
14
） 

政
策
収
斂
（policy convergence

）
と
は
、
時
代
を
超
え
て
各
国
間
に
政
策
類
似
性
が
増
大
す
る
こ
と
で
あ
る
と
一
般
的
に
定
義
さ
れ
る
が
、

他
で
起
き
た
経
験
を
利
用
す
る
と
い
う
合
理
的
効
用
化
を
図
る
学
習
過
程
で
あ
る
。

（
15
） 

オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
が
議
会
型
と
し
て
発
祥
し
た
が
、
同
制
度
が
展
開
し
て
い
く
過
程
で
任
命
方
法
や
ス
タ
ッ
フ
等
の
点
で
議
会
と
行
政
府
が
関
与

四
六
二



ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
に
関
す
る
一
考
察
（
福
島
）

（
五
四
五
）

し
て
制
度
を
作
り
上
げ
て
い
る
例
が
多
い
。

（
16
） 

名
称
に
つ
い
て
も
議
会
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
（the P

arliam
entary C

om
m
issioner

）
と
職
名
を
使
用
し
て
い
る
。

（
17
） L

arry B
. H

ill, T
he M

odel O
m
budsm

an: Institutionalizing N
ew

 Z
ealand’s  D

em
ocratic E

xperim
ent, P

rinceton, N
ew

 Jersey: 

P
rinceton U

niversity P
ress, 1976, pp.67-70.

（
18
） 

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
へ
の
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
制
度
の
導
入
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
で
あ
っ
た
シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
・
フ
ル
ヴ
ィ
ッ
ツ

（S
tephan H

urw
itz

）
が
一
九
五
六
年
か
ら
一
九
六
一
年
ま
で
の
間
に
書
い
た
九
編
の
論
文
が
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

（
19
） 

議
会
が
行
政
を
監
視
の
た
め
に
議
会
の
代
理
人
と
し
て
「
国
会
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
」
を
任
命
し
た
。
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
に
は
強
力
な
行
政
調
査
権
と

公
務
員
訴
追
権
を
付
与
し
「
公
務
サ
ー
ビ
ス
の
執
行
状
況
」
を
監
視
さ
せ
、
憲
法
に
お
い
て
制
度
的
保
障
に
し
た
。
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の
任
務
は
行
政

監
視
を
中
心
と
し
な
が
ら
、
苦
情
処
理
を
行
っ
た
。

（
20
） 

さ
ら
に
民
間
企
業
の
組
織
す
る
産
業
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
民
間
企
業
が
参
加
し
た
業
界
苦
情
処
理
制
度
で
あ
る
が
、
業
界
に
よ

る
自
主
努
力
団
体
と
い
う
よ
り
は
高
い
独
立
性
と
公
共
性
を
も
っ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の
名
称
に
つ
い
て
、
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
法
に
定
め
る
保
護
規
定
と
関
係
が
あ
る
。
詳
細
に
つ
い
て
は
こ
こ
で
は
論
じ
な

い
が
、
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
と
い
う
名
称
を
使
用
す
る
に
は
一
定
の
基
準
が
あ
る
の
で
、
相
当
の
公
共
性
を
持
た
ざ
る
を
得
な
い
。
た
だ
し
隣
国
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
に
は
こ
の
よ
う
な
規
定
は
な
い
。

産
業
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
に
は
、
銀
行
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
と
保
険
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
が
あ
る
。
銀
行
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
は
銀
行
の
サ
ー
ビ
ス
そ
の
他
に
苦
情
が

あ
る
場
合
に
そ
の
異
議
申
し
立
て
を
受
け
付
け
る
第
三
機
関
で
、
顧
客
と
銀
行
の
サ
ー
ビ
ス
供
給
者
間
の
紛
争
を
解
決
す
る
。
そ
の
ス
キ
ー
ム
は
銀

行
業
界
、
顧
客
、
お
よ
び
政
府
か
ら
独
立
し
て
い
る
。
銀
行
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の
仲
裁
に
よ
り
直
接
的
な
被
害
あ
る
は
ス
ト
レ
ス
な
ど
の
間
接
な
被
害

に
対
し
て
銀
行
よ
り
補
償
金
が
支
払
わ
れ
る
場
合
も
あ
る
。
ま
た
、
保
険
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
は
保
険
会
社
の
取
り
扱
う
業
務
に
関
す
る
苦
情
の
処
理
機

関
で
あ
る
。
近
年
で
は
ク
ラ
ン
ベ
リ
ー
大
震
災
に
関
す
る
保
険
の
支
払
い
に
つ
い
て
の
苦
情
が
増
加
し
て
い
る
。

（
21
） 

た
と
え
ば
、P

arliam
entary D

ebates

（H
ansard

）for T
hursday, 7 D

ecem
ber 2006 A

ppointm
ents 

│O
m
budsm

an, V
olum

e, 636, 

p7019.

四
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（
22
） 

二
〇
一
四
年
に
地
方
政
府
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
効
率
性
、
競
争
性
、
高
品
質
性
を
求
め
る
地
方
政
府
法
二
〇
〇
二
（L

ocal G
overnm

ent A
ct 

2002 A
m
endm

ent A
ct 2014

）
が
改
正
さ
れ
る
な
ど
度
々
中
央
政
府
に
よ
る
改
正
手
続
き
が
な
さ
れ
る
。B

etter L
ocal G

overnm
ent

と
よ
ば

れ
る
改
革
で
八
つ
の
改
革
ポ
イ
ン
ト
が
示
さ
れ
た
。

（
23
） 
も
っ
と
も
、
最
近
で
は
地
方
自
治
体
も
苦
情
処
理
部
門
を
置
く
な
ど
し
て
機
能
を
高
め
て
い
る
。

（
24
） 

国
家
部
門
を
構
成
す
る
組
織
か
ら
、
省
庁
と
国
有
企
業
を
除
い
た
も
の
が
、
お
お
む
ね
ク
ラ
ウ
ン
・
エ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
相
当
す
る
。
国
に
対
し

て
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
を
提
供
し
て
い
る
も
の
と
、
そ
う
で
な
い
も
の
と
が
あ
る
。
カ
テ
ゴ
リ
ー
ご
と
に
分
類
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

1
．S

tatutory E
ntities

：
企
業
化
し
て
い
な
い
も
の

　
　

C
row

n agents:
政
府
と
密
接
に
業
務
を
遂
行
し
、
大
臣
は
政
府
の
政
策
実
施
を
指
示
で
き
る
。

　
　

Independent C
row

n entities

：
政
府
か
ら
独
立
し
た
業
務
を
担
い
、
大
臣
は
指
示
を
で
き
な
い
。

　
　

A
utonom

ous C
row

n entities
：
右
記
二
種
の
中
間
的
存
在
で
、
大
臣
は
政
策
実
施
を
指
示
で
き
る
。

2
．C

row
n E

ntities C
om

panies
：
企
業
化
し
た
も
の
、
法
人
組
織
化
さ
れ
た
会
社
で
あ
り
、
政
府
官
庁
が
所
有
す
る

　
　

C
row

n E
ntities S

ubsidiaries
：
子
会
社
形
態
の
エ
ン
テ
ィ
テ
ィ

3
．
上
記
以
外
の
ク
ラ
ウ
ン
・
エ
ン
テ
ィ
テ
ィ

　
　

S
chool B

oards of T
rustees

：
公
立
小
中
高
校
の
学
校
理
事
会

　
　

T
ertiary E

ducation Institutions

：
教
育
研
究
機
関

（
25
） D

avid C
lark P

rinciple of A
ustrian P

ublic L
aw

（2007
）, 11.1

参
照
。

（
26
） 

最
近
の
行
政
機
関
の
改
善
例
と
し
て
刑
務
所
の
健
康
サ
ー
ビ
ス
、
高
校
に
お
け
る
い
じ
め
、
矯
正
施
設
の
被
収
容
者
の
苦
情
手
続
き
、
矯
正
局

の
使
い
捨
て
可
能
な
安
全
か
み
そ
り
の
ポ
リ
シ
ー
な
ど
が
あ
る
。

（
27
） 

た
と
え
ば
、
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
は
、
刑
務
所
や
障
害
の
分
野
で
広
い
管
理
改
善
に
焦
点
を
当
て
る
。

（
28
） 

犯
罪
拷
問
法
は
国
連
拷
問
禁
止
条
約
選
択
議
定
書
（〝
Ｏ
Ｐ
Ｃ
Ａ
Ｔ
〞）
の
下
で
制
定
さ
れ
た
国
内
法
で
あ
り
、
拷
問
と
他
の
残
酷
な
非
人
間
的

な
ま
た
は
処
置
ま
た
は
罰
を
防
ぐ
た
め
に
定
期
的
に
、
留
置
場
所
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
も
の
で
あ
る
。

四
六
四
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ュ
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ジ
ー
ラ
ン
ド
・
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
に
関
す
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（
福
島
）

（
五
四
七
）

（
29
） M

ark P
rebble, W

hich R
eform

 is M
ost Im

portant? - S
om

e evidence from
 N

ew
 Z

ealand

（2002

）, Institute for G
overnance 

and P
ublic P

olicy S
tudies. p14

参
照
。

（
30
） O

ffi  ce of O
m
budsm

an, A
nnual R

eport 2012/2013 - full report, p61

。
最
近
でO

m
budsm

en A
ct 1975, ss 13, 22, E

ducation A
ct 

1989, ss 13, 14, 17 and 66, E
ducation

（S
tand D

ow
n, S

uspension, E
xclusion and E

xpulsion

）R
ules 1999

（see appendix 1 for 

full text
）
に
も
と
づ
く
若
年
層
へ
の
教
育
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

※
こ
の
論
文
は
、
第
三
二
回
櫻
田
会
政
治
研
究
助
成
の
成
果
の
一
部
で
あ
り
、
基
礎
研
究
部
分
に
つ
い
て
は
日
本
大
学
法
学
部
中
期
研
究
員
と
し
て
の

在
外
研
究
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
点
を
記
し
て
関
係
者
に
心
よ
り
感
謝
す
る
。

主
要
な
参
考
引
用
文
献
・
資
料

A
ustralian and N

ew
 Z

ealand O
m
budsm

an A
ssociation　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
。

O
m
budsm

an  A
nnual R

eport 2010/2011,2013/14, O
ffi  ce of O

m
budsm

an.

L
. B

. H
ill, T

he M
odel O

m
budsm

an: Institutionalizing N
ew

 Z
ealand’s D

em
ocratic E

xperim
ent,. P

rinceton U
niversity P

ress

M
 C

hen, ”N
ew

 Z
ealand’s O

m
budsm

an L
egislation”

（2010

）40

（4

）V
U
W

L
R
 723.

B
 G

illing, T
he O

m
budsm

an in N
ew

 Z
ealand

（D
unm

ore P
ress, P

alm
erstone N

orth, 1998

）.

G
 L

aking, T
he O

m
budsm

an in T
rasition.

（1987

）17 V
U
W

L
R
.

G
 G

unasekara, W
histle-blow

ers and the O
m
budsm

an, T
he N

ew
 Z

ealand L
aw

 Journal,

（2002

）.

A
 S

atyanand, F
uture D

irections for the O
m
budsm

an, T
he N

ew
 Z

ealand L
aw

 Journal,

（1999

）.

A
 S

atyanand, T
he R

ole of O
m
budsm

an and its connection w
ith the control of corruption,

（U
N
A
F
I, 2005

）, R
E
S
O
U
R
C
E
 

M
A
T
E
R
IA

L
 S

E
R
IE

S
 N

o. 65

M
 C

hen, P
ublic T

ool B
ox

（L
exis N

exis, W
ellington, 2012

）, C
hapter 15
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R
ichard S

haw
, P

ublic P
olicy in N

ew
 Z

ealand, P
earson E

ducation N
ew

 Z
ealand. 
国
立
国
会
図
書
館
調
査
及
び
立
法
考
査
局
「
諸
外
国
の
憲
法
事
情　

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
」
二
〇
〇
三
年
。

高
橋
文
利
『
二
一
世
紀
日
本
の
再
構
築
│
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
学
ぶ
』
晃
洋
書
房
、
二
〇
〇
二
年
。

田
中
嘉
彦
「
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
議
会
制
度
│
議
会
改
革
の
史
的
展
開
と
政
治
シ
ス
テ
ム
の
変
容
│
」
レ
フ
ァ
レ
ン
ス　

平
成
二
四
年
九
月
号
。

林
礼
二
『
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
制
度
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
二
年
。

平
松
毅
『
各
国
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の
制
度
と
運
用
』
成
文
堂
、
二
〇
一
二
年
。

フ
ラ
ン
ク
・
ス
テ
ィ
シ
イ
（
宇
都
宮
深
志
ほ
か
監
訳
）『
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の
制
度
と
機
能
│
世
界
一
〇
か
国
の
比
較
研
究
（
政
治
科
学
シ
リ
ー
ズ
）』
東

海
大
学
出
版
会
、
一
九
八
〇
年
。

渡
邊
栄
文
『
初
期
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
論
』
ふ
く
ろ
う
出
版
、
二
〇
〇
六
年
。

自
治
体
国
際
化
協
会
『
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
地
方
自
治
』
二
〇
〇
四
年
。

自
治
体
国
際
化
協
会
「
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
概
況
及
び
地
方
行
政
事
情
」
二
〇
〇
六
年
。

和
田
明
子
『
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
市
民
と
政
治
』
明
石
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
。

和
田
明
子
『
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
公
的
部
門
改
革
』
第
一
法
規
株
式
会
社
、
二
〇
〇
七
年
。

日
本
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
学
会
（
編
集
）、
東
北
公
益
文
科
大
学
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
研
究
所
（
編
集
）『「
小
さ
な
大
国
」
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
教

え
る
も
の
│
世
界
と
日
本
を
先
導
し
た
南
の
理
想
郷
』
論
創
社
、
二
〇
一
二
年
。

四
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権
力
が
守
る
犯
罪
（
船
山
）

（
五
四
九
）

権
力
が
守
る
犯
罪

船　
　

山　
　

泰　
　

範

一　

本
稿
の
目
的

さ
ま
ざ
ま
な
犯
罪
の
中
に
は
、
他
に
比
べ
て
顕
著
に
処
罰
さ
れ
に
く
い
一
群
が
あ
る
。
本
稿
の
目
的
は
、
刑
事
制
裁
が
働
か
な
い
犯
罪

領
域
が
あ
る
の
は
な
ぜ
か
、
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
領
域
に
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
一
定
の
特
色
が
見
受
け
ら

れ
る
。
そ
れ
が
、
問
題
解
明
の
手
が
か
り
に
な
る
の
か
、
そ
れ
と
も
デ
ッ
ド
・
ロ
ッ
ク
に
乗
り
上
げ
る
要
因
に
な
る
の
か
、
今
の
と
こ
ろ

は
わ
か
ら
な
い
。

筆
者
が
こ
の
点
に
つ
い
て
問
題
意
識
を
強
く
抱
く
に
至
っ
た
の
は
、『
福
島
原
発
、
裁
か
れ
な
い
で
い
い
の
か
（
1
）

』
を
執
筆
す
る
過
程
で

あ
っ
た
。
刑
事
制
裁
が
働
か
な
い
犯
罪
領
域
と
し
て
私
が
捉
え
て
い
る
の
は
、「
権
力
関
係
的
犯
罪
」
と
名
付
け
た
一
群
で
あ
る
。

「
権
力
関
係
的
犯
罪
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
の
は
、
旧
来
か
ら
言
わ
れ
て
い
る
「
権
力
犯
罪
」
と
は
区
別
す
る
趣
旨
で
あ
る
。
権
力
犯

論　

説

四
六
七



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
五
五
〇
）

罪
と
し
て
捉
え
て
き
た
も
の
の
う
ち
、
個
別
的
な
も
の
（
2
）

の
代
表
例
は
、
特
別
公
務
員
暴
行
陵
虐
罪
（
刑
一
九
五
条
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

捜
査
に
当
た
る
警
察
官
が
自
白
追
及
の
た
め
に
、
権
力
を
笠
に
着
て
国
民
（
被
疑
者
）
に
拷
問
を
加
え
る
よ
う
な
場
合
で
あ
る
。
こ
れ
に

対
し
、
権
力
関
係
的

・

・

・

と
形
容
し
た
の
は
、
加
害
者
と
被
害
者
の
人
的
関
係
を
見
た
と
き
、
そ
こ
に
な
ん
ら
か
の
意
味
で
他
人
を
強
制
し
服

従
さ
せ
る
力
関
係
の
存
在
が
見
受
け
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

権
力
関
係
的
犯
罪
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
抱
く
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
あ
る
研
究
会
の
席
上
で
あ
っ
た
。
福
島
原
発
に
関
し
て
刑
事

制
裁
を
ど
う
す
る
べ
き
か
を
検
討
す
る
研
究
会
で
、
一
人
の
参
加
者
か
ら
、「
原
発
」
は
国
策
の
一
環
と
し
て
な
さ
れ
て
き
た
の
だ
か
ら

刑
事
制
裁
の
対
象
と
す
る
の
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
、
と
の
発
言
が
あ
っ
た
。
私
は
、「
お
上
の
す
る
こ
と
に
文
句
が
あ
る
の
か
。」
と
い
う

声
が
聴
こ
え
て
く
る
錯
覚
に
襲
わ
れ
る
と
と
も
に
、
そ
れ
な
ら
取
り
組
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
、
と
覚
悟
を
新
た
に
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
ち
な

み
に
、「
国
策
」
で
あ
る
こ
と
に
な
ん
ら
正
当
性
の
根
拠
が
見
い
出
せ
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
日
本
国
憲
法
の
前
文
を
見
れ
ば
、

戦
争
が
「
政
府
の
行
為
」
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
こ
と
が
明
文
で
示
さ
れ
て
い
る
（
前
文
第
一
段
）。
日
本
国
憲
法
の
基
本
姿
勢
と
し
て
、

「
政
府
」
は
過
ち
や
す
い
存
在
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
前
文
が
、
国
政
の
「
権
威
は
国
民
に
由
来
」

す
る
（
前
文
第
一
段
）
と
い
う
の
は
、
政
府
が
過
っ
て
い
る
と
き
正
す
の
は
国
民
で
あ
る
と
い
う
厳
粛
な
宣
言
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、「
権
力
」
に
関
わ
る
と
す
れ
ば
、
何
と
し
て
も
藤
原
孝
先
生
の
御
教
授
を
仰
が
ね
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
（
3
）

。
本
論
文

を
慎
ん
で
藤
原
先
生
に
献
呈
し
、
合
わ
せ
て
御
指
導
を
賜
り
た
い
と
願
う
も
の
で
あ
る
。

さ
て
、
以
上
の
よ
う
な
こ
と
を
検
討
す
る
前
に
、
そ
も
そ
も
、
な
ぜ
わ
れ
わ
れ
は
刑
事
制
裁
（
4
）

を
求
め
る
の
か
、
ま
ず
は
、
そ
の
点
か
ら

確
認
す
る
こ
と
と
す
る
。
こ
の
前
提
が
確
た
る
も
の
で
な
い
と
、
議
論
の
意
味
が
な
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
論
点
に
つ
い
て

は
、
刑
罰
を
応
報
と
捉
え
る
か
教
育
と
捉
え
る
か
と
い
う
伝
統
的
な
刑
罰
の
本
質
論
の
視
点
か
ら
で
は
な
く
（
む
ろ
ん
、
大
事
で
は
あ
る

四
六
八



権
力
が
守
る
犯
罪
（
船
山
）

（
五
五
一
）

が
）、
刑
事
司
法
の
機
能
と
い
う
観
点
か
ら
考
察
を
加
え
た
い
。

二　

刑
事
制
裁
を
求
め
る
の
は
な
ぜ
か

㈠　

民
主
的
な
社
会
の
実
現
に
役
立
つ

刑
事
制
裁
に
期
待
さ
れ
る
機
能
の
第
一
は
、
民
主
的
な
社
会
の
実
現
に
寄
与
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
で
す
ぐ
思
い
つ
く
反
論
は
、

刑
事
裁
判
（
制
裁
）
は
い
つ
の
時
代
で
も
あ
っ
た
で
は
な
い
か
と
い
う
批
判
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
わ
れ
わ
れ
が
考
え
る
刑
事
制
裁
は
、
罪

刑
法
定
主
義
や
、
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
、「
疑
わ
し
き
は
罰
せ
ず
」
の
原
則
な
ど
を
備
え
た
現
代
法
に
裏
打
ち
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

民
主
的
な
社
会
は
、
個
人
が
お
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
合
う
こ
と
を
通
し
て
支
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
武
力
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て

い
る
の
で
な
い
と
こ
ろ
に
偉
大
な
価
値
が
あ
る
。
ま
た
、
お
互
い
に
尊
重
し
合
う
と
こ
ろ
に
平
等
原
則
の
基
礎
が
見
い
出
さ
れ
る
。
犯
罪

は
、
民
主
的
な
社
会
に
亀
裂
を
生
じ
さ
せ
、
社
会
の
結
び
つ
き
を
弱
め
る
も
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
犯
罪
に
対
し
て
適
正

に
刑
事
制
裁
を
加
え
る
こ
と
は
、
民
主
的
な
社
会
に
と
っ
て
不
可
欠
な
装
置
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
正
義
の
実
現
を
図
る
意
味
が
あ
る
こ

と
に
な
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
刑
法
（
刑
罰
）
の
社
会
統
合
機
能
と
呼
ば
れ
る
。

個
人
が
お
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
合
う
社
会
に
お
い
て
、
犯
罪
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
現
象
の
中
核
は
、
お
の
ず
か
ら
、
個
人
的
法
益
に

対
す
る
罪
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
で
、
刑
法
に
国
家
的
法
益
の
保
護
を
任
わ
せ
た
第
二
次
世
界
大
戦
前
の
刑
法
と
、
個
人
の
尊
重

を
第
一
義
と
す
る
戦
後
の
刑
法
で
は
、
大
き
な
価
値
転
換
が
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
民
主

主
義
の
意
識
が
十
分
に
浸
透
し
て
い
な
い
時
期
の
最
高
裁
判
例
に
は
再
検
討
を
必
要
と
す
る
も
の
（
5
）

が
少
な
か
ら
ず
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て

お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

四
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経
研
究　
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十
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巻
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号
（
二
〇
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五
年
九
月
）

（
五
五
二
）

㈡　

多
様
な
制
裁
（
保
護
を
含
む
）
を
活
用
す
る
契
機
と
な
る

犯
罪
や
非
行
に
対
し
て
、
現
行
法
制
は
多
様
な
方
策
を
用
意
し
て
い
る
。
再
犯
予
防
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
今
日
、
も
は
や
刑

罰
一
辺
倒
の
時
代
は
過
去
の
も
の
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
で
は
、
多
様
な
方
策
に
出
会
う
扉
を
開
く
の
は
何
か
。
そ
れ
が
、
刑
事
制
裁
を
求

め
る
働
き
か
け
で
あ
る
。
単
純
な
例
で
い
え
ば
、
親
告
罪
に
つ
い
て
は
、
被
害
者
に
よ
る
告
訴
（
刑
訴
二
三
〇
条
）
が
な
け
れ
ば
捜
査
当

局
は
捜
査
を
開
始
し
な
い
。

犯
罪
や
非
行
に
対
す
る
多
様
な
方
策
と
は
何
か
。
代
表
的
な
も
の
を
い
く
つ
か
採
り
上
げ
て
み
よ
う
。
刑
事
制
裁
を
求
め
る
こ
と
が
ど

ん
な
意
味
を
も
つ
か
に
関
わ
る
こ
と
で
あ
る
。

ア
、
一
年
間
に
有
期
懲
役
が
確
定
す
る
数
は
、
全
国
で
約
五
万
三
千
人
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
、
五
五
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
は
執
行
猶
予

を
受
け
る
（
6
）

。
執
行
猶
予
の
割
合
が
多
い
と
い
う
こ
と
は
、
有
罪
者
の
犯
罪
傾
向
が
進
ん
で
い
な
い
場
合
に
裁
判
所
が
恩
情
を
示
す
と
い
う

に
と
ど
ま
ら
ず
、
本
人
の
更
生
の
た
め
に
社
会
内
処
遇
が
有
効
で
あ
る
と
い
う
積
極
的
な
意
図
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
後
者
の

点
に
関
し
て
は
、
い
っ
た
ん
刑
務
所
に
入
る
と
、
仮
に
本
人
が
相
当
な
更
生
意
欲
を
も
っ
て
出
所
し
て
も
、「
刑
務
所
帰
り
」
と
い
う

レ
ッ
テ
ル
を
貼
っ
て
排
除
し
よ
う
と
す
る
「
世
間
（
7
）

」
に
対
す
る
刑
事
政
策
的
配
慮
も
働
い
て
い
る
に
ち
が
い
な
い
。

イ
、
右
に
述
べ
た
執
行
猶
予
判
決
の
約
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
社
会
内
処
遇
を
実
効
あ
ら
し
め
る
た
め
に
保
護
観
察
が
付
け

ら
れ
て
い
る
（
8
）

。
保
護
観
察
が
付
く
と
、
民
間
の
篤
志
家
で
あ
る
保
護
司
に
定
期
的
に
会
っ
て
生
活
面
で
の
指
導
監
督
を
受
け
ら
れ
る
し
、

就
職
に
関
し
て
も
有
益
な
援
助
を
受
け
る
機
会
が
増
え
る
。
住
居
の
確
保
や
就
職
の
援
助
な
ど
の
補
導
援
護
も
な
さ
れ
て
い
る
。

ウ
、
懲
役
の
実
刑
を
受
け
た
場
合
で
も
、
改
悛
の
状
が
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
仮
釈
放
と
い
う
形
で
、
早
め
の
社
会
復
帰
が
可
能
と
な

る
。
仮
釈
放
の
場
合
、
必
ず
保
護
観
察
の
処
遇
を
受
け
る
の
で
、
満
期
の
期
日
ま
で
の
間
に
就
職
を
見
つ
け
易
い
。
平
成
二
八
年
六
月
ま

四
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権
力
が
守
る
犯
罪
（
船
山
）

（
五
五
三
）

で
に
は
導
入
さ
れ
る
刑
の
一
部
の
執
行
猶
予
（
刑
二
七
条
の
二
）
は
、
い
わ
ば
仮
釈
放
を
刑
の
執
行
の
前
に
約
束
す
る
の
と
同
じ
こ
と
で

あ
り
、
就
職
の
あ
て
も
な
く
施
設
か
ら
放
り
出
す
処
分
で
あ
る
満
期
釈
放
が
、
受
刑
者
に
と
っ
て
い
か
に
酷
な
も
の
で
あ
る
か
を
物
語
っ

て
い
る
と
い
え
よ
う
。

エ
、
非
行
少
年
の
多
く
は
、
親
か
ら
虐
待
を
受
け
て
い
た
こ
と
な
ど
が
指
摘
さ
れ
（
9
）

、
矯
正
よ
り
保
護
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
少
年
に

対
し
て
用
意
さ
れ
て
い
る
少
年
院
・
児
童
自
立
施
設
へ
の
収
容
、
少
年
鑑
別
所
、
試
験
観
察
な
ど
の
諸
施
策
は
、
少
年
審
判
の
ル
ー
ト
に

乗
っ
て
こ
そ
、
保
護
に
結
び
つ
く
処
遇
を
受
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

オ
、
心
神
喪
失
等
の
状
態
で
重
大
な
他
害
行
為
を
行
っ
た
者
に
対
し
、
刑
罰
で
は
な
く
、
継
続
的
か
つ
適
切
な
医
療
を
受
け
さ
せ
る
た

め
に
心
神
喪
失
医
療
観
察
法
に
よ
る
処
遇
を
受
け
さ
せ
る
た
め
に
も
、
刑
事
制
裁
の
ル
ー
ト
に
乗
っ
た
方
が
よ
い
（
10
）

。
検
察
官
は
、
殺
人
等

を
行
っ
た
被
疑
者
を
不
起
訴
処
分
に
す
る
場
合
、
地
方
裁
判
所
に
申
し
立
て
を
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
（
同
法
三
三
条
一
項
）。

㈢　

行
為
者
に
反
省
の
契
機
を
与
え
る

人
間
が
自
分
の
行
為
を
心
か
ら
反
省
す
る
こ
と
は
、
更
生
の
た
め
の
第
一
の
要
締
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
心
か
ら
の
反
省

が
何
に
よ
っ
て
斎
さ
れ
る
か
は
人
さ
ま
ざ
ま
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
、
外
形
か
ら
判
断
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
交
通
犯
罪
を

犯
し
た
受
刑
者
が
「
贖
い
の
碑
（
11
）

」
の
前
で
頭
を
垂
れ
た
り
し
て
も
、
そ
れ
の
み
で
反
省
の
き
っ
か
け
に
な
る
も
の
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
刑
事
司
法
の
す
べ
て
の
過
程
が
行
為
者
の
反
省
の
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
を
企
図
し
て
い
る
し
、
そ
の
中
で
も
特
に
、

刑
事
裁
判
が
枢
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
こ
と
は
疑
い
が
な
い
。
被
告
人
質
問
や
最
終
陳
述
は
、
被
告
人
が
公
け
の
場
面
で
反
省
の
弁
を

述
べ
る
重
要
な
場
を
提
供
し
て
い
る
。

非
行
少
年
が
少
年
審
判
に
よ
っ
て
保
護
処
分
と
し
て
児
童
自
立
支
援
施
設
に
収
容
さ
れ
る
こ
と
は
、
少
年
に
反
省
の
環
境
を
用
意
す
る

四
七
一
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も
の
と
い
え
る
。
留
岡
幸
助
が
創
立
し
た
北
海
道
家
庭
学
校
の
校
長
を
長
く
勤
め
ら
れ
た
谷
昌
恒
先
生
に
よ
る
と
、
家
庭
学
校
に
来
た
ば

か
り
の
子
ど
も
達
は
荒
ん
だ
生
活
そ
の
も
の
の
風
貌
を
し
て
い
る
が
、
落
ち
つ
い
た
家
庭
学
校
の
日
々
の
中
で
、
よ
う
や
く
自
分
を
取
り

戻
す
と
い
う
。
そ
れ
を
待
た
ず
に
、
少
年
と
い
う
人
格
の
外
か
ら
声
を
か
け
て
も
、
少
年
の
心
に
響
く
こ
と
は
な
い
と
い
う
。
そ
の
理
由

を
、
谷
先
生
は
、「
心
の
扉
に
は
外
側
に
は
把
っ
手
が
付
い
て
い
な
い
か
ら
だ
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
（
12
）

。

㈣　

犯
罪
被
害
者
に
と
っ
て
は
、
幸
福
追
求
権
の
一
つ
の
主
張

刑
事
制
裁
を
求
め
る
の
は
、
犯
罪
被
害
者
に
と
っ
て
は
、
幸
福
追
求
権
と
い
う
、
憲
法
上
認
め
ら
れ
た
権
利
の
一
つ
と
い
え
よ
う
。
犯

罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
に
と
っ
て
は
、
犯
罪
者
が
刑
事
裁
判
に
よ
っ
て
裁
か
れ
、
刑
罰
を
受
け
る
こ
と
を
期
待
す
る
の
は
当
然
の
こ
と
と

思
わ
れ
て
き
た
だ
け
に
、
被
害
者
の
権
利
に
つ
い
て
憲
法
上
の
根
拠
は
必
ず
し
も
明
確
で
な
か
っ
た
。
そ
の
点
に
関
し
て
、
私
は
、
憲
法

一
三
条
の
幸
福
追
求
権
こ
そ
、
そ
の
根
拠
規
定
に
ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
る
。

幸
福
追
求
と
い
う
言
葉
と
は
裏
腹
に
、
こ
の
権
利
が
主
張
さ
れ
る
の
は
、
現
在
の
不
幸
な
状
態
を
脱
し
た
い
、
何
と
か
通
常
の
状
態
に

戻
り
た
い
、
と
い
う
心
情
か
ら
の
も
の
で
あ
る
。
犯
罪
被
害
を
受
け
る
こ
と
自
体
が
社
会
生
活
上
の
不
幸
で
あ
る
の
に
、
わ
が
国
で
は
、

マ
ス
コ
ミ
に
よ
る
執
拗
な
取
材
を
受
け
た
り
、
被
害
を
受
け
る
側
に
も
落
度
が
あ
る
と
世
間
か
ら
非
難
さ
れ
る
な
ど
、
二
次
・
三
次
の
被

害
を
受
け
る
実
情
が
あ
る
。
そ
れ
ら
か
ら
脱
却
し
た
い
と
願
う
の
は
人
間
の
当
然
の
権
利
で
あ
り
、
そ
れ
を
幸
福
追
求
権
と
呼
ん
で
い
る

の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
自
分
が
受
け
た
犯
罪
被
害
を
惹
起
し
た
者
を
知
り
、
惹
起
し
た
理
由
を
詳
ら
か
に
し
て
ほ
し
い
と
の

気
持
が
、
刑
事
裁
判
を
求
め
る
権
利
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
四
つ
の
機
能
を
有
す
る
刑
事
制
裁
が
実
現
さ
れ
れ
ば
、
全
体
と
し
て
、
人
間
の
尊
厳
が
実
現
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
日

四
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本
国
憲
法
の
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
犯
罪
が
な
さ
れ
な
が
ら
、
そ
れ
に
対
す
る
刑
事
制
裁
が
き
ち
ん
と
な
さ
れ

な
い
こ
と
は
、
民
主
的
な
社
会
に
と
っ
て
由
々
し
き
事
態
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

三　
「
権
力
関
係
的
犯
罪
」
に
刑
事
制
裁
は
消
極
的

㈠　

権
力
関
係
的
犯
罪
の
仮
説

刑
事
制
裁
が
科
さ
れ
に
く
い
犯
罪
現
象
を
考
察
す
る
と
き
、
私
の
仮
説
は
、
そ
れ
が
権
力
関
係
的
犯
罪
だ
か
ら
と
い
う
と
こ
ろ
に
帰
着

す
る
。

私
が
権
力
関
係
的
犯
罪
と
し
て
取
り
上
げ
る
べ
き
と
考
え
て
い
る
の
は
、
①
原
発
事
故
を
代
表
と
す
る
大
規
模
過
失
犯
罪
（
13
）

、
②
強
姦

罪
・
強
制
わ
い
せ
つ
罪
な
ど
の
性
犯
罪
（
14
）

、
③
冤
罪
で
あ
る
。

こ
こ
に
掲
げ
た
三
つ
の
領
域
は
、
通
常
、
相
互
に
関
係
性
が
見
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
犯
罪
現
象
と
し
て
見
る
と
き
、

い
ず
れ
も
加
害
者
と
被
害
者
の
間
に
権
力
関
係
が
成
り
立
つ
と
思
わ
れ
る
。

こ
こ
で
、
法
律
学
者
が
「
権
力
」
と
い
う
言
葉
を
使
う
と
き
、
ど
う
せ
い
い
か
げ
ん
な
概
念
設
定
に
基
づ
い
て
い
る
に
違
い
な
い
、
と

疑
わ
れ
る
と
危
惧
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
そ
う
で
は
な
い
と
す
る
回
避
措
置
を
講
じ
て
お
く
こ
と
と
す
る
。

Ｈ
・
Ｄ
・
ラ
ス
ウ
ェ
ル
は
、『
権
力
と
人
間
（
15
）

』
の
中
で
、
権
力
を
定
義
し
て
、「
も
し
重
大
な
価
値
剝
奪
（
周
囲
の
事
情
を
熟
知
し
て
い
る

共
同
社
会
の
相
当
多
数
の
ひ
と
び
と
に
よ
っ
て
重
大
と
解
さ
れ
て
い
る
価
値
剝
奪
）
の
期
待
を
伴
う
関
係
な
ら
、
そ
れ
が
何
で
あ
ろ
う
と
権
力
と

み
な
す
に
や
ぶ
さ
か
で
は
な
い
（
16
）

。」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
説
に
依
拠
し
て
論
を
す
す
め
る
。

こ
の
観
点
か
ら
三
つ
の
領
域
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
①
で
は
、
政
府
・
巨
大
企
業
が
加
害
者
で
あ
り
、
国
民
（
消
費
者
）
が
被
害
者
で
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あ
る
。
政
府
が
国
民
と
の
関
係
で
、
権
力
関
係
に
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
電
力
会
社
・
鉄
道
会
社
は
消
費
者
に
と
っ
て
相
手
を

選
べ
な
い
権
力
関
係
に
あ
る
。
ち
な
み
に
、
日
本
国
憲
法
前
文
に
よ
る
と
、「
国
政
」
に
お
け
る
「
そ
の
権
力
は
国
民
の
代
表
者
が
こ
れ

を
行
使
」（
前
文
第
一
段
）
す
る
と
、
代
表
民
主
主
義
の
方
式
を
採
る
こ
と
を
宣
明
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
今
日
の
現
実
政
治
を
見
る
と
、

集
団
的
自
衛
権
行
使
の
危
険
な
道
を
歩
も
う
と
し
て
お
り
、
国
政
の
権
威
が
「
国
民
に
由
来
」
す
る
こ
と
が
忘
れ
去
ら
れ
て
い
る
。
②
で

は
、
い
わ
ゆ
る
強
姦
神
話
（
17
）

が
蔓
延
っ
て
い
る
よ
う
に
、
男
性
優
位
社
会
で
あ
る
こ
と
が
、
男
性
と
女
性
が
権
力
関
係
に
あ
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
モ
デ
ル
業
界
・
テ
レ
ビ
業
界
な
ど
で
、
プ
ロ
に
な
り
た
い
な
ら
性
交
渉
に
応
ず
る
の
は
当
然
と
し
て
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
男
性

が
迫
る
弊
風
が
あ
る
の
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。
③
で
は
、
裁
判
所
・
検
察
庁
・
警
察
が
国
民
と
の
関
係
で
権
力
関
係
に
あ
る
。
捜
査
当
局

は
、
人
が
犯
罪
者
で
あ
る
こ
と
を
「
疑
う
に
足
り
る
相
当
な
理
由
が
あ
る
と
き
」
は
、
強
制
的
に
身
柄
を
拘
束
で
き
る
の
で
あ
る
（
刑
訴

一
九
九
条
）。
こ
れ
こ
そ
、
権
力
と
い
う
も
の
の
一
側
面
を
如
実
に
表
現
し
て
い
る
と
い
え
る
。
さ
ら
に
、
被
告
人
が
無
罪
で
あ
る
こ
と
が

再
審
裁
判
に
よ
っ
て
証
明
さ
れ
た
と
し
て
も
、
捜
査
や
裁
判
に
関
わ
っ
た
誰
も
が
制
裁
を
受
け
る
わ
け
で
は
な
い
と
こ
ろ
に
、
刑
事
司
法

の
権
力
者
の
鉄
面
皮
さ
が
現
わ
れ
て
い
る
（
18
）

。

さ
て
、
問
題
の
焦
点
は
、
本
稿
の
目
的
に
お
い
て
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
領
域
で
は
、「
な
ぜ
」（w

hy

）
刑
事
制
裁
が
働
か
な
い

か
の
解
明
に
あ
る
が
、
そ
の
前
に
、「
ど
の
よ
う
に
」（how
）
刑
事
制
裁
が
働
き
に
く
い
か
、
を
見
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。

㈡　

付
審
判
請
求
制
度
で
体
験
し
て
き
た
こ
と

こ
こ
で
は
、
す
で
に
刑
事
制
裁
の
働
き
に
く
い
こ
と
が
明
々
白
々
た
る
事
実
と
し
て
提
示
さ
れ
て
い
る
隣
接
領
域
を
垣
間
見
る
。
そ
れ

は
、
前
述
し
た
、
権
力
犯
罪
そ
の
も
の
で
あ
る
特
別
公
務
員
暴
行
陵
虐
罪
な
ど
と
、
そ
れ
に
対
す
る
控
制
手
段
と
し
て
用
意
さ
れ
て
い
る

付
審
判
請
求
制
度
の
運
用
に
示
さ
れ
て
い
る
。

四
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付
審
判
請
求
制
度
は
、
公
務
員
に
よ
る
職
権
濫
用
等
の
犯
罪
に
つ
い
て
告
訴
ま
た
は
告
発
を
し
た
者
が
、
不
起
訴
処
分
に
不
服
が
あ
る

と
き
は
、
事
件
を
裁
判
所
の
審
判
に
付
す
る
よ
う
管
轄
地
方
裁
判
所
に
請
求
す
る
こ
と
を
認
め
る
も
の
で
あ
る
（
刑
訴
二
六
二
条
〜
二
六
九

条
）。
準
起
訴
手
続
制
度
と
も
呼
ば
れ
る
。
検
事
の
不
起
訴
処
分
に
対
す
る
不
服
申
立
て
と
い
う
形
を
通
し
て
、
特
別
公
務
員
暴
行
陵
虐

罪
な
ど
を
白
日
の
下
に
哂
そ
う
と
す
る
趣
旨
と
解
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
狙
い
は
、
そ
の
こ
と
を
通
し
て
拷
問
が
少
な

く
な
る
こ
と
を
期
待
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
が
、
あ
わ
せ
て
権
力
犯
罪
に
よ
る
被
害
を
受
け
た
被
害
者
の
支
援
と
い
う
目
的
も
あ
る
。
か
く

し
て
、
法
制
度
と
し
て
は
、
拷
問
を
例
に
す
る
と
、
ⅰ
憲
法
が
絶
対
に
禁
じ
（
憲
三
六
条
）、
ⅱ
刑
法
が
犯
罪
と
し
て
取
り
上
げ
（
刑

一
九
五
条
）、
ⅲ
さ
ら
に
、
刑
事
手
続
上
も
確
実
に
起
訴
が
さ
れ
る
よ
う
担
保
規
定
が
置
か
れ
（
刑
訴
二
六
二
条
）、
十
分
に
整
備
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。

し
か
る
に
、
拷
問
は
跡
を
絶
た
な
い
。
そ
の
原
因
を
探
っ
て
み
る
と
、
自
白
偏
重
の
捜
査
手
続
の
改
善
に
時
間
が
か
か
っ
て
い
る
と
い

う
捜
査
上
の
課
題
が
根
本
に
あ
る
と
と
も
に
、
付
審
判
請
求
制
度
の
運
用
に
問
題
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
後
者
に
つ
い
て
、
統
計

上
の
数
値
を
み
る
と
、
現
行
刑
事
訴
訟
法
施
行
後
の
昭
和
二
四
年
か
ら
平
成
二
五
年
ま
で
の
間
に
付
審
判
決
定
が
あ
り
、
公
訴
の
提
起
が

あ
っ
た
と
み
な
さ
れ
た
事
件
の
裁
判
が
確
定
し
た
者
の
人
員
は
二
一
人
で
あ
り
、
九
人
が
有
罪
（
自
由
刑
八
人
、
罰
金
刑
一
人
）、
一
二
人

が
無
罪
（
免
訴
を
含
む
）
を
言
い
渡
さ
れ
て
い
る
（
19
）

。
こ
の
間
に
付
審
判
請
求
を
し
た
数
が
約
二
万
三
千
人
と
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え

る
と
、
請
求
認
容
数
は
あ
ま
り
に
も
少
な
す
ぎ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
裁
判
所
の
判
断
に
よ
る
と
、
九
九
・
九
一
パ
ー
セ
ン
ト
の
国

民
が
嘘
つ
き
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。

拷
問
の
例
を
用
い
て
、
刑
事
制
裁
が
働
か
な
い
理
由
を
分
析
し
て
み
よ
う
。
第
一
に
、
拷
問
を
す
る
の
は
警
察
官
や
検
察
官
で
あ
り
、

起
訴
を
す
る
立
場
に
あ
る
検
察
官
は
、
仲
間
意
識
か
ら
ど
う
し
て
も
起
訴
に
は
消
極
的
に
な
る
。
し
か
も
、
拷
問
を
す
る
捜
査
官
は
、
人

四
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権
意
識
は
別
と
し
て
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
職
務
熱
心
な
捜
査
官
で
あ
る
た
め
、
起
訴
猶
予
に
傾
斜
し
た
不
起
訴
処
分
に
な
る
。
第
二
に
、

付
審
判
請
求
を
さ
れ
た
裁
判
官
に
も
、
検
察
官
と
は
異
な
る
と
い
い
つ
つ
も
、
一
種
の
仲
間
意
識
が
働
き
や
す
い
。
そ
も
そ
も
裁
判
官
と

検
察
官
に
は
一
緒
に
仕
事
を
し
て
い
る
と
い
う
意
識
が
形
成
さ
れ
る
素
地
が
あ
る
。
一
例
を
あ
げ
れ
ば
、
地
方
裁
判
所
の
刑
事
第
何
部
に

対
応
す
る
地
方
検
察
庁
の
部
署
が
あ
る
。
同
じ
裁
判
官
と
検
察
官
が
同
一
の
法
廷
で
、
半
年
な
い
し
一
年
、
仕
事
を
す
る
と
い
う
関
係
が

あ
る
の
で
あ
る
。
第
三
に
、
付
審
判
請
求
さ
れ
た
裁
判
所
は
、
合
議
体
の
構
成
員
に
事
実
の
取
調
を
さ
せ
た
り
、
検
察
官
か
ら
送
付
さ
れ

た
捜
査
記
録
を
用
い
て
取
調
を
す
る
の
で
あ
る
が
、
検
察
官
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
資
料
は
、
全
体
と
し
て
検
察
官
が
不
起
訴
の
心
証
を
抱

い
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
中
か
ら
起
訴
を
導
き
出
す
証
拠
を
紡
ぎ
出
す
の
は
容
易
で
は
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
権
力
犯
罪
に
関
し
て
刑
事
制
裁
が
働
き
に
く
い
こ
と
は
明
ら
か
に
な
っ
た
と
思
う
。

そ
し
て
、
刑
事
司
法
に
対
す
る
民
意
の
反
映
が
中
途
半
端
な
こ
と
の
批
判
を
受
け
て
、
裁
判
員
制
度
の
導
入
と
同
時
に
、
不
当
な
不
起

訴
処
分
に
対
す
る
立
法
的
手
当
て
が
な
さ
れ
た
の
が
、
検
察
審
査
会
制
度
の
充
実
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
ま
で
は
、
検
察
審
査
会

に
よ
る
起
訴
相
当
の
議
決
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
に
対
し
て
地
方
検
察
庁
の
長
で
あ
る
検
事
正
が
応
じ
な
け
れ
ば
不
起
訴
の
ま
ま
に
と
ど

ま
っ
た
が
、
今
次
の
改
正
は
、
二
回
起
訴
相
当
の
議
決
が
な
さ
れ
る
と
（
二
回
目
は
起
訴
議
決
と
呼
ば
れ
る
）、
必
ず
起
訴
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
（
検
審
四
一
条
の
一
〇
）
と
い
う
強
制
起
訴
制
度
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
付
審
判
制
度
と
強
制
起
訴
は
二

者
択
一
の
関
係
に
あ
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
（
刑
訴
二
六
七
条
の
二
、
検
審
四
一
条
の
一
二
（
20
）

）、
付
審
判
請
求
が
裁
判
所
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ

な
か
っ
た
と
き
は
、
被
害
者
は
強
制
起
訴
を
目
指
せ
ば
よ
い
の
で
あ
る
。

検
察
審
査
会
が
二
回
起
訴
相
当
議
決
を
す
る
と
強
制
起
訴
に
な
る
と
い
う
立
法
は
、
検
察
官
の
不
起
訴
処
分
に
対
す
る
対
抗
手
段
と
し

て
は
決
定
的
手
段
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
が
い
か
に
決
定
打
で
あ
っ
た
か
は
、
起
訴
相
当
議
決
が
出
て
、
検
事
正
が
蹴
っ
た
た
め
、
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検
察
審
査
会
に
二
度
目
の
申
立
が
な
さ
れ
た
と
き
、
二
度
目
の
起
訴
相
当
議
決
が
出
る
前
に
、
検
察
庁
が
意
を
翻
し
て
起
訴
す
る
こ
と
に

な
っ
た
事
例
が
現
わ
れ
た
こ
と
（
21
）

で
も
わ
か
る
。
む
ろ
ん
、
こ
れ
か
ら
述
べ
る
よ
う
に
、
こ
れ
で
一
件
落
着
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
民

意
の
反
映
の
し
か
た
と
し
て
は
、
十
分
な
制
度
的
保
障
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
刑
事
制
裁
が
働
き
に
く
い
領
域
の
課
題
は
、
検
察
官
に
よ
る
起
訴
の
困
難
さ
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
。
起
訴
が
な
さ
れ
て
も
、

裁
判
に
お
い
て
有
罪
に
辿
り
つ
く
と
は
限
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
次
に
、
個
々
の
領
域
の
課
題
を
検
討
し
、
し
か
る
後
に
、
権
力
的
関
係
の
犯
罪
を
総
体
と
し
て
捉
え
直
し
て
み
る
こ
と
と
し

よ
う
。

㈢　

大
規
模
過
失
犯
罪
が
処
罰
さ
れ
な
い
わ
け

大
規
模
過
失
犯
罪
の
中
で
、
東
京
電
力
の
福
島
原
発
に
よ
る
被
害
に
関
し
て
刑
事
上
の
過
失
責
任
が
問
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
象
徴
さ

れ
る
よ
う
に
、
い
く
つ
も
の
過
失
犯
罪
が
不
問
に
付
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。

私
は
、『
福
島
原
発
、
裁
か
れ
な
い
で
い
い
の
か
』
の
中
で
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、
検
察
当
局
が
、
過
失
犯
に
関
し
て
具
体
的
予
見

可
能
性
説
を
採
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
東
京
電
力
の
責
任
者
に
未
知
の
危
険
に
つ
い
て
予
見
可
能
性
が
な
い
か
ら
、
結
果
回
避
措
置
を
と
ら

な
か
っ
た
と
し
て
も
過
失
責
任
を
問
わ
れ
な
い
で
済
む
法
理
を
用
意
し
た
た
め
だ
、
と
解
説
し
た
（
22
）

。
た
し
か
に
法
理
論
と
し
て
は
な
り
た

ち
う
る
法
理
の
一
つ
で
あ
り
、
法
解
釈
論
上
の
立
場
の
違
い
が
結
論
の
違
い
に
現
わ
れ
て
い
る
と
も
い
え
る
。

し
か
し
、
問
題
の
本
質
は
別
の
と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
な
ぜ
、
検
察
は
、
十
分
な
捜
査
も
し
な
い
で
結
論
を
導
き
出
し
て
い

る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

検
察
は
、
個
々
の
国
民
の
犯
し
た
犯
罪
に
関
し
て
は
、
徹
底
的
に
強
制
捜
査
を
し
て
、
あ
た
か
も
そ
の
人
の
犯
罪
的
傾
向
ま
で
踏
み
込

四
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も
う
と
さ
え
す
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
福
島
原
発
に
関
し
て
は
一
度
も
強
制
捜
査
を
し
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
東
電
の
社
長
な
ど
の

幹
部
が
、
震
災
の
ど
の
く
ら
い
前
に
、
ど
の
程
度
の
地
震
・
津
波
が
襲
っ
て
く
る
と
予
見
し
て
予
防
策
を
と
る
べ
き
だ
と
認
識
し
た
か
に

つ
い
て
、
詳
細
な
デ
ー
タ
を
把
握
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
予
想
さ
れ
る
津
波
の
高
さ
に
つ
い
て
は
、
推
本
予
測
の
デ
ー
タ
を
基
に
し
た

東
電
内
の
予
測
で
さ
え
、
い
っ
た
ん
は
一
五
・
七
メ
ー
ト
ル
と
い
う
波
高
が
算
出
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
（
23
）

。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ど
の
よ

う
な
理
由
で
、
あ
え
て
土
木
学
会
を
し
て
五
・
七
メ
ー
ト
ル
の
数
値
を
出
さ
せ
、「
安
心
」
し
た
素
振
り
を
し
て
い
た
の
か
。
私
な
ど
は
、

わ
ざ
わ
ざ
そ
の
よ
う
に
低
め
に
設
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
防
災
の
た
め
に
や
る
べ
き
措
置
を
や
ら
な
い
で
済
む
よ
う
に
し
た
の
で
は
な

い
か
、
と
憶
測
を
す
る
。
そ
れ
を
裏
付
け
る
内
部
資
料
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

福
島
原
発
事
故
の
構
造
は
、
東
電
の
幹
部
が
、
自
然
災
害
や
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
エ
ラ
ー
が
あ
り
う
る
こ
と
を
予
測
し
て
、
そ
の
よ
う
な
場

合
も
破
局
的
な
事
故
に
な
ら
な
い
よ
う
に
管
理
す
べ
き
注
意
義
務
を
怠
っ
た
不
作
為
に
よ
る
過
失
犯
罪
で
あ
る
。
社
長
を
は
じ
め
と
す
る

回
避
措
置
を
と
る
こ
と
の
で
き
た
幹
部
は
過
失
の
共
同
正
犯
で
（
24
）

あ
る
。
し
か
も
、
回
避
措
置
は
い
く
つ
も
用
意
で
き
た
は
ず
で
あ
る
。
大

型
防
波
堤
に
た
よ
ら
ず
、
冷
却
用
電
力
を
保
持
す
る
た
め
の
施
設
の
水
密
化
、
ダ
ム
や
屋
上
プ
ー
ル
な
ど
に
よ
る
水
の
確
保
な
ど
、
万
が

一
を
考
え
た
方
法
・
対
策
は
と
り
え
た
は
ず
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
そ
れ
を
さ
せ
な
か
っ
た
の
は
、
自
分
達
が
つ
く
っ
た
安
全
神
話
に
自
分

達
で
嵌
ま
っ
て
し
ま
っ
て
、
転
ば
ぬ
先
の
杖
を
捨
て
て
き
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
は
な
い
の
か
。
で
も
、
仮
に
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ

れ
ら
の
点
を
掘
り
起
こ
し
て
、
同
じ
過
ち
を
く
り
返
さ
な
い
よ
う
に
し
よ
う
で
は
な
い
か
。
福
島
原
発
に
つ
い
て
刑
事
責
任
を
明
ら
か
に

す
べ
き
と
す
る
立
場
は
、
誰
か
を
獄
に
繫
ぐ
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
原
因
が
解
明
さ
れ
、
不
作
為
の
実
態
が
明
ら
か
に

な
る
な
ら
、
責
任
者
に
つ
い
て
の
刑
責
は
執
行
猶
予
で
か
ま
わ
な
い
の
で
あ
る
。

以
上
の
検
討
の
口
吻
で
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
福
島
原
発
の
刑
事
責
任
を
問
う
こ
と
は
、
原
発
政
策
に
対
す
る
反
対
で
は
な
い
。
原
発
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政
策
を
勧
め
る
な
ら
、
国
民
の
生
命
の
安
全
を
考
え
る
べ
き
だ
と
い
う
視
点
か
ら
回
避
措
置
の
必
要
性
を
示
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
の
で

あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
わ
れ
わ
れ
の
危
惧
感
説
を
原
発
反
対
と
し
て
捉
え
て
、
あ
た
か
も
危
険
思
想
の
よ
う
に
扱
う
と
す
れ
ば
、
お
門
違

い
も
甚
だ
し
い
と
批
判
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
権
力
者
側
が
本
当
に
心
配
な
い
と
い
う
な
ら
ば
、
危
惧
感
説
の
立
場
に
立
っ
て
も
安
全

な
の
だ
と
言
う
だ
け
の
こ
と
を
す
れ
ば
よ
い
で
は
な
い
か
、
と
思
う
。
も
っ
と
も
安
全
な
原
発
な
ど
あ
り
え
な
い
と
居
直
る
な
ら
ば
、
私

は
原
発
反
対
で
あ
る
。

㈣　

性
犯
罪
が
刑
事
制
裁
を
受
け
に
く
い
理
由

性
犯
罪
が
刑
事
制
裁
を
受
け
に
く
い
理
由
と
し
て
は
、
以
下
の
い
く
つ
か
の
事
柄
が
相
乗
作
用
を
有
す
る
か
ら
だ
と
思
う
。

ア
、
裁
判
に
お
け
る
事
実
認
定
に
関
し
て
、
い
わ
ゆ
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
バ
イ
ア
ス
（
性
別
に
よ
る
社
会
的
・
文
化
的
役
割
に
関
す
る
偏
見
）

が
か
か
っ
て
い
る
た
め
、
被
害
者
の
女
性
に
対
す
る
不
利
な
判
断
が
示
さ
れ
て
い
る
（
25
）

。
そ
の
た
め
、
本
来
、
性
犯
罪
と
し
て
問
わ
れ
る
べ

き
事
跡
が
省
か
れ
る
（
26
）

。
と
く
に
最
高
裁
判
所
が
そ
の
よ
う
な
立
場
に
立
っ
て
い
る
た
め
、
刑
事
司
法
全
体
に
対
す
る
影
響
が
大
き
く
、
改

革
が
必
要
で
あ
る
。

性
犯
罪
の
事
実
認
定
が
適
正
に
な
さ
れ
て
い
る
か
疑
問
の
あ
る
裁
判
例
は
、
電
車
内
に
お
け
る
痴
漢
事
件
に
関
し
て
、
最
高
裁
が
、
一

審
・
控
訴
審
の
有
罪
判
決
を
覆
し
て
、
無
罪
を
言
い
渡
し
た
平
成
二
一
年
の
最
高
裁
判
決
で
あ
る
（
最
判
平
二
一
・
四
・
一
四
刑
集

六
三
・
四
・
三
三
一
）。

事
実
認
定
に
関
し
て
困
難
を
極
め
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
公
訴
事
実
を
基
礎
づ
け
る
証
拠
と
し
て
は
、
強
制
わ
い
せ
つ
の
被
害
を
受

け
た
一
七
歳
の
女
子
高
校
生
（
Ａ
）
の
供
述
が
あ
る
の
み
で
あ
っ
て
、
物
的
証
拠
等
の
客
観
的
証
拠
が
存
し
な
い
た
め
で
あ
っ
た
。
そ
う

で
あ
る
と
す
れ
ば
、
判
決
が
い
う
よ
う
に
、
Ａ
の
供
述
の
信
用
性
判
断
を
特
に
慎
重
に
行
う
必
要
が
あ
る
こ
と
に
は
異
論
が
な
い
。

四
七
九



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
五
六
二
）

と
こ
ろ
が
、
判
決
は
、
次
の
よ
う
な
三
つ
の
点
を
根
拠
と
し
て
Ａ
の
供
述
の
信
用
性
に
疑
い
が
あ
る
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
⑴
Ａ
が
述

べ
る
前
半
の
痴
漢
被
害
は
、
相
当
に
執
よ
う
か
つ
強
度
な
も
の
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
Ａ
は
、
車
内
で
積
極
的
な
回
避
行
動
を
執
っ

て
い
な
い
こ
と
、
⑵
そ
の
こ
と
と
、
Ａ
は
、
電
車
が
下
北
沢
駅
に
着
く
直
前
、
左
手
で
被
告
人
の
ネ
ク
タ
イ
を
つ
か
み
、「
電
車
お
り
ま

し
ょ
う
。」
と
声
を
掛
け
、
電
車
が
止
ま
っ
て
ド
ア
か
ら
ホ
ー
ム
に
押
し
出
さ
れ
る
と
、
そ
の
場
に
い
た
駅
長
に
、「
こ
の
人
痴
漢
で
す
。」

と
訴
え
る
と
い
う
積
極
的
な
糾
弾
行
為
と
は
必
ず
し
も
そ
ぐ
わ
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
こ
と
、
⑶
Ａ
が
、
成
城
学
園
前
駅
で
い
っ
た
ん
下

車
し
な
が
ら
、
車
両
を
替
え
る
こ
と
な
く
、
再
び
被
告
人
の
そ
ば
に
乗
車
し
て
い
る
の
は
不
自
然
で
あ
る
こ
と
、
で
あ
る
。

本
判
決
は
、
原
判
決
の
認
定
が
認
め
ら
れ
な
い
理
由
と
し
て
、
そ
れ
が
、「
論
理
則
、
経
験
則
等
に
照
ら
し
て
不
合
理
」
で
あ
る
と
す

る
。
第
三
小
法
廷
は
、
あ
ら
た
め
て
被
害
者
の
証
人
尋
問
を
す
る
な
ど
の
異
例
の
証
拠
調
べ
を
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
、
私
も
、

論
理
則
、
経
験
則
を
も
と
に
、
Ａ
の
行
為
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

⑴
痴
漢
の
被
害
者
が
被
害
を
受
け
て
も
直
ち
に
抵
抗
や
逮
捕
な
ど
に
踏
み
切
ら
な
い
の
に
は
、
い
く
つ
か
の
理
由
が
あ
る
。
突
然
の
被

害
に
遭
遇
し
て
凍
り
付
い
て
し
ま
い
、
身
体
が
動
か
な
く
な
る
こ
と
が
あ
る
（
27
）

。
ま
た
、
嫌
悪
感
や
報
復
感
情
が
生
じ
て
も
、
一
方
で
、
急

に
声
を
出
し
て
ナ
イ
フ
で
刺
さ
れ
る
な
ど
生
命
へ
の
危
険
を
感
じ
る
こ
と
も
あ
ろ
う
。
⑵
被
害
者
と
し
て
は
、
わ
い
せ
つ
行
為
が
エ
ス
カ

レ
ー
ト
す
る
こ
と
に
伴
い
、
怒
り
も
高
ま
り
、
ま
た
、
位
置
関
係
な
ど
か
ら
犯
人
で
あ
る
と
確
信
す
る
に
至
っ
て
、
積
極
的
行
為
に
転
ず

る
こ
と
は
、
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
い
。
⑶
成
城
学
園
前
駅
で
一
旦
下
車
し
た
Ａ
が
、
加
害
者
を
見
失
い
、
再
び
気
づ
い
た
も
の
の
、
後

ろ
か
ら
押
し
込
ま
れ
、
別
の
ド
ア
に
移
動
す
る
こ
と
な
く
そ
の
ま
ま
乗
車
し
た
と
い
う
原
判
決
の
認
定
を
考
慮
せ
ず
、
多
数
意
見
が
不
自

然
と
断
ず
る
の
は
、
裁
判
官
が
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ワ
ー
時
の
ホ
ー
ム
で
の
雑
踏
の
現
実
を
知
ら
な
い
と
い
う
、
一
般
国
民
と
の
経
験
則
の
乖
離

に
気
づ
か
な
い
こ
と
を
露
呈
す
る
と
と
も
に
、
女
子
高
校
生
が
、
通
学
に
遅
刻
気
味
の
た
め
、
次
の
電
車
に
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
と

四
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い
う
被
害
者
の
心
理
状
況
に
対
す
る
配
慮
の
な
さ
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
本
判
決
に
お
け
る
多
数
意
見
の
判
断
に
は
、
満
員
電
車
の
中
で
し
つ
こ
い
痴
漢
被
害
を
受
け
て
い
る
女
性
に
対
す
る
憐

憫
の
情
の
か
け
ら
も
な
く
、
か
え
っ
て
、
男
性
優
位
社
会
の
偏
見
を
論
理
則
、
経
験
則
と
名
づ
け
て
ね
じ
伏
せ
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
見
受

け
ら
れ
る
。
別
の
言
い
方
を
す
れ
ば
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
関
す
る
バ
イ
ア
ス
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
た
誤
っ
た
法
理
に
基
づ
く
理
屈
と
い
う
こ

と
に
な
る
。

イ
、
条
文
の
解
釈
に
関
し
て
、
判
例
が
暴
行
・
脅
迫
の
意
義
を
縮
小
し
て
解
釈
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
処
罰
範
囲
を
狭
め
て
い
る
た
め
、

刑
事
制
裁
が
働
き
に
く
い
。

確
立
さ
れ
た
従
来
の
最
高
裁
判
例
は
、
強
姦
罪
が
規
定
す
る
暴
行
・
脅
迫
の
程
度
に
つ
い
て
、「
相
手
方
の
抵
抗
を
著
し
く
困
難
な
ら

し
め
る
程
度
の
も
の
」
と
さ
れ
て
き
た
（
最
判
昭
二
四
・
五
・
一
〇
刑
集
三
・
六
・
七
一
一
）。
そ
れ
よ
り
低
い
程
度
の
暴
行
・
脅
迫
に
よ
る

と
き
は
、
犯
罪
を
構
成
し
な
い
こ
と
に
な
る
。

条
文
で
は
、
単
に
「
暴
行
・
脅
迫
」
と
し
か
書
か
れ
て
お
ら
ず
、
学
説
で
は
、「
大
小
・
強
弱
を
問
わ
な
い
」
と
す
る
見
解
が
あ
る
の

に
か
か
わ
ら
ず
、
従
来
の
判
例
が
高
い
程
度
の
暴
行
・
脅
迫
を
要
件
と
し
て
い
た
の
は
な
ぜ
か
。
そ
の
根
拠
と
し
て
、
姦
淫
は
強
姦
・
和

姦
を
問
わ
ず
多
少
の
有
形
力
の
行
使
を
伴
う
こ
と
か
ら
、
区
別
の
基
準
を
設
け
る
必
要
が
あ
る
こ
と
や
、
さ
さ
い
な
暴
行
・
脅
迫
に
屈
す

る
貞
操
は
本
罪
に
よ
る
保
護
に
値
し
な
い
こ
と
な
ど
の
理
由
づ
け
が
な
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
見
解
は
、
通
常
の
性
行
為
に

対
す
る
偏
見
に
充
ち
て
い
る
し
、
被
害
を
受
け
る
女
性
が
抱
く
恐
怖
心
な
ど
に
つ
い
て
思
い
や
る
こ
と
の
な
い
無
理
解
な
見
解
で
あ
る
。

特
に
後
者
の
見
解
は
、
旧
来
、
男
性
の
た
め
に
都
合
の
よ
い
使
わ
れ
方
を
さ
れ
て
き
た
「
貞
操
」
観
念
に
裏
打
ち
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

女
性
蔑
視
の
見
解
と
批
判
さ
れ
て
も
致
し
方
な
い
で
あ
ろ
う
。

四
八
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ウ
、
立
法
上
の
課
題
と
し
て
、
性
犯
罪
の
実
態
に
即
し
て
規
定
が
整
備
さ
れ
な
い
か
ぎ
り
、
被
害
者
の
処
罰
感
情
と
処
罰
の
現
状
と
は

離
れ
る
ば
か
り
で
あ
る
。
こ
の
問
題
の
前
提
と
し
て
、
性
犯
罪
に
関
す
る
わ
が
国
の
立
法
は
、
女
性
に
参
政
権
が
与
え
ら
れ
て
い
な
い
時

代
に
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
以
下
の
い
く
つ
か
の
点
を
押
さ
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

ａ
、
犯
罪
例
と
し
て
多
く
、
放
置
で
き
な
い
も
の
と
し
て
、
痴
漢
を
都
道
府
県
条
例
（
迷
惑
防
止
条
例
）
に
任
せ
て
お
く
の
で
な
く
、

刑
法
典
上
に
規
定
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

ｂ
、
強
姦
罪
・
強
制
わ
い
せ
つ
罪
の
要
件
と
し
て
、「
暴
行
・
脅
迫
」
を
規
定
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
か
。
立
法
的
に
は
、
不
同
意
に

よ
る
姦
淫
を
強
姦
罪
と
す
べ
き
で
あ
る
。

㈤　

冤
罪
は
、
刑
事
司
法
の
機
能
不
全
で
あ
る

冤
罪
を
ど
う
し
て
権
力
関
係
的
犯
罪
に
含
め
る
か
と
い
う
と
、
今
日
、
刑
事
司
法
と
い
う
権
力
作
用
に
は
、
冤
罪
を
防
止
す
る
た
め
、

い
く
つ
も
の
装
置
が
あ
る
の
に
、
な
か
な
か
撲
滅
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
、
冤
罪
の
被
害
者
で
あ
る
国
民
と
刑
事
司
法
の
た
め

の
機
関
の
関
係
は
、
典
型
的
な
権
力
関
係
と
い
え
る
。
そ
も
そ
も
三
審
制
は
、
別
の
裁
判
所
に
よ
っ
て
判
断
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
誤
判

を
避
け
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
再
審
請
求
と
そ
れ
に
基
づ
く
再
審
裁
判
は
、
も
っ
ぱ
ら
冤
罪
防
止
を
企
図
し
た
も
の
で
あ
る

（
刑
訴
四
三
五
条
）。

冤
罪
は
、
刑
事
司
法
の
す
べ
て
の
過
程
に
要
因
を
有
し
て
い
る
。
イ
捜
査
過
程
で
は
、
初
動
捜
査
の
ミ
ス
や
偏
見
が
要
因
と
な
る
。
ロ

検
察
官
が
誰
に
真
の
刑
事
責
任
が
あ
る
か
を
見
極
め
る
能
力
を
有
し
て
い
な
か
っ
た
り
、
争
点
に
関
す
る
学
説
に
つ
い
て
広
い
視
野
を
有

し
て
い
な
か
っ
た
り
す
る
。
ハ
裁
判
官
が
、
誤
っ
た
捜
査
を
見
抜
く
力
が
な
い
こ
と
も
あ
る
。
ニ
再
審
請
求
に
お
い
て
、
裁
判
官
が
先
輩

裁
判
官
の
判
断
に
遠
慮
す
る
こ
と
も
あ
る
。
ホ
弁
護
人
も
緊
張
感
を
も
っ
て
対
処
す
る
必
要
が
あ
る
。

四
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冤
罪
は
、
右
の
要
素
が
累
積
し
て
発
生
す
る
も
の
と
い
え
る
。
し
か
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
要
素
が
脈
絡
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
と

え
ば
、
偏
見
捜
査
が
あ
っ
て
も
、
裁
判
に
お
い
て
真
実
を
見
抜
く
こ
と
が
で
き
た
な
ら
ば
、
誤
判
を
招
く
こ
と
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

し
か
も
、
刑
事
司
法
が
機
能
し
て
い
な
い
た
め
に
冤
罪
問
題
が
生
じ
て
い
る
の
に
、
再
審
で
無
罪
に
な
っ
て
も
、
司
法
関
係
者
の
誰
も
責

任
を
問
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
無
責
任
ぶ
り
は
解
消
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
再
審
裁
判
が
無
罪
に
な
っ
た
場
合
、
冤
罪
被
害
者
が

国
家
賠
償
請
求
を
し
て
そ
れ
が
認
め
ら
れ
た
と
し
て
も
、
関
わ
っ
た
警
察
官
・
検
察
官
は
な
ん
ら
痛
痒
を
感
じ
る
こ
と
が
な
い
。

ち
な
み
に
、
右
の
ロ
の
検
察
官
の
誤
り
の
中
に
は
、
刑
法
理
論
上
の
誤
り
か
ら
冤
罪
と
な
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
の
で
あ
る
。
た
と
え

ば
、
自
動
車
を
運
転
し
て
い
た
Ｂ
が
、
過
失
に
よ
っ
て
通
行
人
Ｄ
と
衝
突
し
、
そ
の
身
体
を
自
動
車
の
屋
根
に
は
ね
上
げ
た
ま
ま
気
づ
か

ず
に
運
転
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
同
乗
者
Ｃ
が
Ｄ
を
引
き
ず
り
降
ろ
し
、
Ｄ
が
死
亡
し
た
。
死
因
と
な
っ
た
頭
部
負
傷
が
自
動
車
と
の
衝
突

の
際
に
生
じ
た
も
の
か
、
路
上
に
転
落
し
た
際
に
生
じ
た
も
の
か
、
確
定
し
が
た
い
と
す
る
。
こ
の
場
合
、
Ｂ
の
過
失
行
為
か
ら
Ｄ
の
死

の
結
果
が
発
生
す
る
こ
と
は
、
経
験
上
当
然
予
想
し
う
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
か
ら
、
そ
の
間
に
因
果
関
係
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
の

で
あ
る
（
28
）

。
Ｂ
は
、
業
務
上
過
失
致
傷
罪
に
は
な
る
と
し
て
も
、
致
死
罪
に
は
な
ら
な
い
（
最
決
昭
四
二
・
一
〇
・
二
四
刑
集

二
一
・
八
・
一
一
一
六
）。
検
察
官
が
致
死
と
し
て
起
訴
し
た
の
は
、
一
種
の
冤
罪
な
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
理
論
上
の
誤
り
に
よ
る
冤

罪
も
あ
る
こ
と
を
注
意
し
た
い
。
こ
こ
で
述
べ
た
因
果
関
係
の
ほ
か
、
期
待
可
能
性
な
ど
の
理
論
は
、
実
は
、
検
察
官
の
理
論
的
誤
り
か

ら
被
告
人
を
救
済
す
る
た
め
に
編
み
出
さ
れ
た
理
論
と
言
っ
て
よ
い
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
期
待
可
能
性
の
考
え
方
を
受
け
て
、
船
長

に
対
し
軽
い
罰
金
刑
を
選
択
し
た
第
五
柏
島
丸
事
件
（
大
判
昭
八
・
一
一
・
二
一
刑
集
一
二
・
二
〇
七
二
）
で
は
、
本
来
起
訴
さ
れ
る
べ
き
は
、

危
険
を
察
知
し
な
が
ら
多
数
の
乗
客
を
乗
せ
る
よ
う
命
令
し
て
い
た
雇
主
の
方
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

四
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四　
「
権
力
関
係
的
犯
罪
」
の
構
造
と
対
処
方
法

㈠　

権
力
は
二
重
に
作
用
す
る

三
章
で
は
、
権
力
関
係
的
犯
罪
の
三
つ
の
領
域
に
つ
い
て
、how

とw
hy

を
綯
い
交
ぜ
に
し
て
検
証
す
る
結
果
と
な
っ
た
（
こ
れ
は
、

こ
れ
ま
で
の
研
究
の
深
さ
の
違
い
の
反
映
で
あ
る
）。
こ
の
検
証
を
通
し
て
、
三
つ
の
領
域
に
共
通
す
る
特
色
が
浮
か
び
上
っ
て
き
た
と
思
う
。

そ
れ
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

加
害
者
と
被
害
者
の
間
に
権
力
関
係
が
あ
る
場
合
、
第
一
に
、
加
害
者
は
被
害
者
に
対
し
て
、
権
力
関
係
を
介
し
て
犯
罪
を
惹
き
起
こ

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

①
で
は
、
電
力
会
社
が
、
原
発
の
メ
ル
ト
・
ダ
ウ
ン
な
ど
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
、
適
切
な
回
避
措
置
を
と
る
べ
き
立
場
に
あ
る
の
に
、

回
避
措
置
を
と
ら
ず
、
か
つ
訓
練
な
ど
を
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
に
、
地
元
住
民
と
一
般
国
民
に
甚
大
な
被
害
を
与
え
た
も
の
で
あ
る
。

国
民
個
々
人
で
は
効
果
的
な
対
処
方
法
は
と
り
得
ず
、
一
方
、
電
力
会
社
が
や
ろ
う
と
す
れ
ば
回
避
措
置
が
で
き
た
と
こ
ろ
に
、
権
力
関

係
が
あ
る
と
い
え
る
。

そ
の
点
で
は
、
森
永
ド
ラ
イ
・
ミ
ル
ク
砒
素
中
毒
事
件
の
判
決
の
法
理
が
、
大
規
模
過
失
犯
罪
の
防
止
に
役
立
て
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と

が
悔
や
ま
れ
る
。
差
戻
後
の
徳
島
地
裁
判
決
で
は
、
中
毒
事
件
を
防
止
す
る
た
め
に
、
消
費
者
は
防
止
方
法
が
な
か
っ
た
が
、
食
品
製
造

会
社
は
、
出
荷
前
の
製
品
検
査
な
ど
に
よ
っ
て
容
易
に
結
果
発
生
を
防
止
で
き
た
は
ず
だ
、
と
述
べ
て
い
る
（
29
）

。
ち
な
み
に
、
権
力
関
係
的

犯
罪
は
、
こ
の
よ
う
に
立
場
を
替
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
、
被
害
者
側
の
弱
点
が
存
在
す
る
こ
と
に
注
意
を
向
け
た
い
。
こ
の
事

件
で
は
、
具
合
の
悪
く
な
っ
た
乳
児
に
、
母
親
が
、
ミ
ル
ク
が
足
り
な
い
か
ら
だ
と
思
っ
て
、
砒
素
入
り
ミ
ル
ク
を
与
え
続
け
た
と
い
う

四
八
四



権
力
が
守
る
犯
罪
（
船
山
）

（
五
六
七
）

悲
劇
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
（
30
）

。

②
で
は
、
男
女
の
間
に
、
力
の
強
弱
、
会
社
の
上
司
と
部
下
、
金
銭
の
負
担
な
ど
が
介
在
し
て
権
力
関
係
が
厳
然
と
し
て
存
在
す
る
。

こ
の
点
は
、
被
害
者
と
加
害
者
（
被
疑
者
）
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
犯
罪
統
計
に
お
い
て
、
強
姦
罪
で
は
「
面
識
あ
り
」
が
四
五
・
三
パ
ー

セ
ン
ト
を
占
め
て
い
る
（
31
）

と
こ
ろ
か
ら
、
立
場
の
強
弱
が
犯
罪
の
背
景
に
あ
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
の
で
あ
る
。

③
で
は
、
犯
罪
捜
査
に
あ
た
る
警
察
・
検
察
が
、
端
か
ら
容
疑
者
の
言
い
分
に
耳
を
貸
さ
な
い
体
質
を
有
し
て
い
る
し
、
犯
罪
傾
向
に

関
す
る
捜
査
側
の
偏
狭
さ
が
、
初
動
捜
査
を
誤
ら
し
め
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
袴
田
事
件
で
は
、
ボ
ク
サ
ー
く
ず
れ
は
兇
悪
な
こ
と
を
す

る
と
い
う
偏
見
が
、
事
件
の
性
質
を
ま
ち
が
っ
て
捉
え
る
こ
と
に
寄
与
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
松
本
サ
リ
ン
事
件
で
は
、
妻
が
被
害
を
受

け
て
い
る
第
一
発
見
者
に
疑
惑
を
抱
い
た
捜
査
幹
部
が
、
捜
査
本
部
の
中
の
別
の
視
点
を
持
つ
捜
査
員
に
対
し
、「
そ
ん
な
奴
は
去
れ
」

と
い
う
パ
ワ
ハ
ラ
発
言
で
脅
し
、
複
数
の
可
能
性
の
中
か
ら
的
を
絞
り
込
む
と
い
う
捜
査
の
基
本
を
封
殺
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
あ

げ
く
の
果
て
、
翌
年
三
月
の
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
を
招
来
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
捜
査
権
力
は
、
被
疑

者
に
対
す
る
関
係
ば
か
り
で
な
く
、
捜
査
当
局
の
中
で
も
圧
倒
的
な
力
を
有
し
、
冤
罪
惹
起
に
結
び
つ
い
て
い
る
。
ま
た
、
裁
判
官
は
、

わ
が
国
の
無
罪
率
の
低
さ
（
32
）

や
検
察
官
へ
の
誤
っ
た
信
頼
に
だ
ま
さ
れ
て
、
真
実
を
見
極
め
る
力
が
弱
い
。
在
任
中
は
有
能
と
評
判
の
高

か
っ
た
元
裁
判
官
が
、
私
に
、「
無
罪
判
決
を
言
い
渡
す
と
き
に
勇
気
が
必
要
で
あ
っ
た
」
と
語
っ
た
こ
と
が
あ
り
、
十
分
に
語
ら
せ
る

た
め
、
あ
え
て
異
論
を
挟
ま
な
か
っ
た
も
の
の
、
冤
罪
を
生
ま
な
い
よ
う
に
心
が
け
る
と
い
う
意
識
の
欠
如
に
愕
然
と
し
た
こ
と
が
あ
っ

た
。「
十
人
の
有
罪
者
を
逃
が
す
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
一
人
の
無
辜
を
罰
す
る
な
」
と
い
う
イ
ギ
リ
ス
の
格
言
が
裁
判
官
の
胸
中
に
去
来

し
な
か
っ
た
も
の
と
み
え
る
。

第
二
の
特
色
は
、
加
害
者
と
被
害
者
の
間
に
権
力
関
係
が
あ
る
場
合
、
刑
事
司
法
に
関
わ
る
機
関
や
人
々
が
、
司
法
的
運
用
に
関
し
て
、
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加
害
者
に
有
利
に
、
あ
る
い
は
被
害
者
に
不
利
に
働
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

①
で
は
、
た
と
え
ば
福
島
原
発
事
故
に
関
し
て
、
東
京
地
検
の
検
察
官
は
、
多
く
の
国
民
か
ら
告
訴
・
告
発
を
受
け
な
が
ら
、
自
分
の

出
世
を
考
え
た
の
か
、
検
察
上
層
部
の
意
向
を
受
け
た
の
か
わ
か
ら
な
い
が
、
東
京
電
力
側
に
対
す
る
積
極
的
証
拠
収
集
活
動
を
し
て
い

な
い
の
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
こ
れ
は
、
仮
に
起
訴
し
た
と
し
て
も
無
罪
が
出
る
と
思
っ
て
、
そ
の
と
き
の
責
任
を
回
避
す
る
意
図
に
よ

る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
、
私
は
、
ラ
ス
ウ
ェ
ル
が
、「
も
っ
と
根
本
的
な
『
官
僚
』
の
特
徴
（
繁
文
縟
礼
よ
り
も
）
は
責
任
の
回
避

で
あ
る
（
33
）

。」
と
述
べ
て
い
た
こ
と
に
気
が
つ
い
た
。
あ
る
元
検
察
官
は
、
か
つ
て
検
察
審
査
会
法
の
改
正
に
よ
っ
て
導
入
さ
れ
た
強
制
起

訴
制
度
に
つ
い
て
、
検
察
で
は
反
感
が
強
か
っ
た
が
、
現
在
で
は
、
通
常
の
場
合
は
、
こ
れ
ま
で
通
り
、
検
察
は
慎
重
な
起
訴
基
準
を

も
っ
て
対
処
す
る
が
、
強
制
起
訴
が
問
題
と
な
る
事
例
に
つ
い
て
は
、
一
般
国
民
の
基
準
に
よ
っ
て
起
訴
さ
れ
て
も
構
わ
な
い
、
と
述
べ

て
い
る
。
こ
れ
は
、
聞
き
よ
う
に
よ
っ
て
は
、
検
察
も
物
分
か
り
が
よ
く
な
っ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
実
態
は
、
正
義
を
希
求
す

る
は
ず
の
検
察
が
、
国
策
に
関
わ
る
こ
と
に
は
、
故
郷
を
奪
わ
れ
た
国
民
（
34
）

の
切
実
な
願
い
を
無
視
す
る
と
い
う
責
任
回
避
行
動
を
と
っ
て

い
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

②
で
は
、
性
犯
罪
の
捜
査
に
関
し
て
、
捜
査
官
の
捜
査
の
あ
り
方
が
、
加
害
者
に
と
っ
て
有
利
に
働
い
て
い
る
場
合
が
散
見
さ
れ
る
。

前
述
の
平
成
二
一
年
の
最
高
裁
判
決
に
関
し
て
は
、
客
観
的
証
拠
が
な
い
た
め
に
、
被
害
者
の
女
子
高
校
生
の
証
言
が
信
用
で
き
る
か
に

焦
点
が
絞
ら
れ
た
が
、
被
疑
者
の
手
指
の
鑑
定
に
つ
い
て
、
証
拠
の
保
全
が
十
分
に
図
ら
れ
て
い
た
の
か
、
疑
問
が
あ
る
。

③
で
は
、
捜
査
段
階
に
お
け
る
誤
っ
た
捜
査
と
と
も
に
、
そ
れ
を
見
抜
け
な
い
裁
判
に
問
題
が
あ
る
。
特
に
、
後
者
に
つ
い
て
は
、
白

鳥
事
件
の
再
審
請
求
に
関
し
て
、
最
高
裁
判
所
が
、
裁
判
が
確
定
し
た
場
合
で
も
、
再
審
請
求
に
お
い
て
は
、「
疑
わ
し
き
は
確
定
力
の

利
益
に
」
で
は
な
く
、「
疑
わ
し
き
は
被
告
人
の
利
益
に
」
の
原
則
に
よ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
刑
事
裁
判
の
鉄
則
を
宣
明
（
35
）

し
た
に
も
か
か
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わ
ら
ず
、
こ
の
原
則
は
十
分
に
浸
透
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。

さ
て
、
大
事
な
こ
と
は
、
権
力
関
係
が
認
め
ら
れ
る
場
合
、
1
加
害
者
は
被
害
者
に
対
し
て
、
権
力
関
係
を
介
し
て
犯
罪
を
惹
き
起
こ

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
と
、
2
刑
事
司
法
に
関
わ
る
機
関
や
人
々
が
、
司
法
的
運
用
に
関
し
て
、
加
害
者
に
有
利
に
働
く
と
い
う
こ
と
の

二
つ
の
特
色
が
、
二
つ
と
も
働
く
こ
と
か
ら
、
被
害
を
惹
起
し
な
が
ら
、
刑
事
制
裁
が
働
き
に
く
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

権
力
関
係
的
犯
罪
に
関
し
て
、「
権
力
は
二
重
に
作
用
す
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

権
力
関
係
が
、
刑
事
制
裁
の
働
か
な
い
方
向
で
二
重
に
作
用
す
る
と
い
う
こ
と
を
、
③
の
場
合
を
用
い
て
示
す
こ
と
と
す
る
。
強
盗
殺

人
事
件
で
あ
る
財
田
川
事
件
に
お
い
て
、
被
告
人
が
犯
人
と
さ
れ
た
決
め
手
は
、
被
告
人
が
、
犯
人
し
か
知
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
「
二
度

突
き
」
の
事
実
を
説
明
し
た
、
捜
査
段
階
の
自
白
調
書
の
存
在
で
あ
る
。
被
告
人
に
は
死
刑
判
決
が
確
定
し
て
い
た
が
、
再
審
請
求
審
で

次
の
よ
う
な
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
あ
る
（
36
）

。
実
は
、
事
件
の
取
調
べ
に
あ
た
っ
た
警
察
官
の
一
人
が
、
被
害
者
の
遺
体
の
解
剖
に

立
会
っ
て
い
て
、
二
度
突
き
の
事
実
を
知
っ
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
そ
の
警
察
官
は
、
被
疑
者
の
供
述
を
二
度
突
き
事
件

と
し
て
誘
導
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
取
調
べ
に
あ
た
っ
た
捜
査
官
が
、
一
般
に
は
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
証
拠

の
中
に
織
り
込
め
ば
、
被
告
人
を
犯
人
に
仕
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
二
度
突
き
の
供
述
は
、
秘
密
の
暴
露
で
は
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
財
田
川
事
件
で
は
、
1
捜
査
官
が
被
疑
者
の
供
述
を
通
し
て
違
法
に
証
拠
を
作
成
し
、
2
裁
判
所
が
三
審
制
と
い

う
慎
重
な
審
査
機
構
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
真
相
を
解
明
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
一
個
の
冤
罪
事
件
が
完
成
し
た
の
で
あ
る
。

以
上
に
お
い
て
、
本
稿
の
目
的
で
あ
る
、
刑
事
制
裁
が
働
か
な
い
領
域
の
犯
罪
に
関
し
て
、
働
か
な
い
理
由
、
そ
の
し
く
み
は
明
ら
か

に
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
本
稿
を
閉
じ
て
も
よ
い
の
で
あ
る
が
、
も
う
一
歩
進
め
て
、
刑
事
制
裁
が
働
く
た
め
に
は
ど
う
し
た
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ら
よ
い
か
に
つ
い
て
も
、
管
見
を
述
べ
て
み
よ
う
。

㈡　

権
力
関
係
的
犯
罪
に
刑
事
制
裁
を
働
か
す

こ
こ
ま
で
で
、
刑
事
制
裁
が
働
か
な
い
三
つ
の
領
域
を
観
察
し
て
、
権
力
関
係
的
犯
罪
と
し
て
捉
え
、
働
か
な
い
理
由
と
し
て
、
そ
れ

ら
に
は
権
力
が
二
重
に
作
用
す
る
か
ら
だ
と
分
析
し
て
き
た
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
刑
事
制
裁
を
働
か
せ
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か

に
つ
い
て
も
、
若
干
の
提
案
が
で
き
る
と
思
う
。

第
一
に
、
加
害
者
と
被
害
者
の
間
の
権
力
関
係
を
崩
す
こ
と
で
あ
る
。
①
・
②
・
③
の
領
域
の
中
で
、
そ
れ
が
可
能
な
も
の
が
あ
る
だ

ろ
う
か
。
極
め
て
困
難
で
は
あ
る
が
、
②
の
性
犯
罪
の
領
域
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
に
対
す
る
取
り
組
み
が
な
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
い
え
よ
う
。

自
然
的
な
性
の
区
別
以
外
の
社
会
的
・
文
化
的
な
差
別
は
許
さ
れ
な
い
と
す
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
い
う
取
り
組
み
が
、
ま
さ
に
そ
れ
で
あ
る
。

第
二
に
、
権
力
関
係
そ
の
も
の
は
崩
せ
な
い
と
し
て
も
、
刑
事
司
法
上
の
働
き
に
変
化
は
加
え
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
①
の
領

域
に
属
す
る
福
島
原
発
事
故
に
つ
い
て
、
私
共
が
拙
著
の
中
で
、
過
失
犯
の
理
解
の
し
か
た
を
変
え
れ
ば
十
分
刑
事
責
任
を
問
え
る
は
ず

だ
と
論
じ
た
の
は
、
そ
の
取
り
組
み
の
一
端
で
あ
る
。
し
か
も
、
過
失
犯
の
捉
え
方
に
つ
い
て
、
私
の
提
唱
し
た
よ
う
に
、
回
避
措
置
重

心
説
（
37
）

を
基
軸
と
す
る
の
は
、
わ
れ
わ
れ
の
日
常
生
活
上
の
規
範
そ
の
も
の
な
の
で
あ
る
。
②
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
一
年
最
高
裁
判
決
の

理
由
づ
け
（
被
害
者
が
う
そ
つ
き
）
が
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
バ
イ
ア
ス
に
毒
さ
れ
た
誤
っ
た
法
理
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。

最
高
裁
判
所
は
こ
れ
ま
で
い
く
つ
も
大
き
な
誤
り
を
く
り
返
し
て
き
た
が
、
そ
の
中
で
も
、
一
級
品
の
誤
り
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
最

高
裁
判
所
は
、
と
く
に
差
別
問
題
に
は
弱
い
よ
う
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
最
終
的
に
は
気
づ
い
て
改
め
る
こ
と
に
な
っ
た
（
38
）

が
、
尊
属
殺
重

罰
規
定
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
、
一
三
対
二
で
合
憲
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
（
39
）

。

③
に
関
し
て
は
、
私
は
希
望
を
持
っ
て
い
る
。
刑
事
裁
判
に
新
し
い
風
を
吹
き
込
ま
な
い
と
腐
っ
て
し
ま
う
か
ら
、
市
民
参
加
の
道
を
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つ
け
る
べ
き
だ
と
か
ね
が
ね
思
っ
て
い
た
の
で
、
裁
判
員
裁
判
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
賛
成
の
意
向
を
示
し
て
き
た
。
そ
れ
と

共
に
、
制
度
理
解
を
図
る
た
め
に
、
施
行
の
前
か
ら
、
裁
判
員
裁
判
の
方
式
に
よ
る
模
擬
裁
判
を
公
開
で
行
な
っ
て
き
た
。
施
行
後
七
年

目
を
迎
え
て
、
制
度
は
定
着
し
つ
つ
あ
る
と
評
価
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
中
で
、
一
番
心
配
で
あ
っ
た
の
は
、「
疑
わ
し
き
は
被
告

人
の
利
益
に
」
の
原
則
が
、
き
ち
ん
と
適
用
さ
れ
る
か
の
問
題
で
あ
る
。
私
の
観
察
で
は
、「
疑
わ
し
き
は
被
告
人
の
利
益
に
」
の
原
則

に
つ
い
て
は
、
国
民
の
法
知
識
に
は
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
心
の
中
で
は
納
得
し
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
推
量
し
て
い
た
か
ら
で

あ
る
。
な
ん
と
い
っ
て
も
、
わ
が
国
で
は
、「
人
を
見
た
ら
泥
棒
と
思
え
」
と
い
う
格
言
が
い
ま
だ
に
通
用
し
て
い
る
し
、
誰
か
が
警
察

に
逮
捕
さ
れ
て
マ
ス
コ
ミ
に
載
れ
ば
、
マ
ス
コ
ミ
法
廷
の
審
判
結
果
を
そ
の
ま
ま
受
け
容
れ
て
し
ま
う
風
潮
が
根
強
い
か
ら
で
あ
る
。
と

こ
ろ
が
、
裁
判
員
裁
判
の
後
の
裁
判
員
に
よ
る
記
者
会
見
の
中
で
、
事
実
認
定
が
争
わ
れ
る
と
き
、
自
分
は
「
疑
わ
し
き
は
被
告
人
の
利

益
に
」
の
原
則
に
従
っ
て
判
断
し
た
と
い
う
発
言
が
た
び
た
び
出
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
私
の
評
価
は
当
て
推
量
で
あ
っ
た
の
か
、

そ
れ
と
も
、
国
民
の
法
意
識
に
変
化
が
生
じ
つ
つ
あ
る
の
か
、
今
の
と
こ
ろ
定
か
で
な
い
が
、
後
者
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
裁
判
員
裁
判
の

導
入
が
変
化
の
契
機
と
な
っ
た
と
考
え
た
い
。
す
な
わ
ち
、
捜
査
の
一
部
可
視
化
（
40
）

な
ど
に
よ
っ
て
、
誤
っ
た
捜
査
は
減
少
す
る
方
向
に
向

か
う
と
し
て
も
、
依
然
と
し
て
冤
罪
た
る
起
訴
事
件
は
あ
る
だ
ろ
う
。
た
だ
、
そ
の
時
に
、
裁
判
員
裁
判
で
は
、「
疑
わ
し
き
は
被
告
人

の
利
益
に
」
の
法
理
に
基
づ
い
て
、
チ
ェ
ッ
ク
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
た
だ
し
、
そ
の
た
め
に
は
、
国
民
自
身
が
不
断
に
、
刑

事
裁
判
は
、
民
主
的
な
社
会
の
実
現
を
目
指
す
も
の
で
あ
り
、
人
間
の
尊
厳
を
守
る
た
め
に
、
人
間
自
身
が
作
っ
て
き
た
し
く
み
で
あ
る

こ
と
を
確
認
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

四
八
九



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
五
七
二
）

五　

残
さ
れ
た
課
題

権
力
関
係
的
犯
罪
と
し
て
三
つ
の
領
域
を
あ
げ
て
検
討
し
て
き
た
が
、
ま
だ
ほ
か
に
も
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
一
つ
は
、
学
校
に
お
け
る

暴
力
や
い
じ
め
で
あ
る
。
教
師
間
に
お
け
る
パ
ワ
ハ
ラ
や
常
態
化
し
つ
つ
あ
る
体
罰
（
41
）

の
問
題
は
顕
在
化
し
て
い
な
い
。
学
校
内
の
い
じ
め
（
42
）

が
原
因
と
な
っ
て
自
殺
す
る
例
に
つ
い
て
は
、
教
師
・
学
校
が
、
生
徒
・
家
庭
と
の
関
係
で
権
力
関
係
に
あ
る
こ
と
（
人
質
に
取
ら
れ
て
い

る
）
が
問
題
解
明
を
困
難
に
し
て
い
る
要
因
で
あ
る
。
今
後
の
課
題
と
し
て
お
き
た
い
。
二
つ
目
は
、
医
療
過
誤
の
分
野
で
あ
る
。
こ
の

分
野
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
医
療
の
壁
に
阻
ま
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

そ
れ
か
ら
、
も
う
一
つ
の
課
題
は
、
四
章
の
最
後
に
触
れ
た
点
で
あ
る
。
国
民
自
身
が
、
い
か
に
し
た
ら
刑
事
裁
判
の
意
義
に
つ
い
て

自
覚
す
る
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
私
の
取
り
組
み
を
述
べ
さ
せ
て
頂
く
と
、
模
擬
裁
判
を
中
心
に
捉
え
た
「
法

育
（
43
）

」
に
よ
っ
て
、
大
学
ば
か
り
で
な
く
社
会
に
向
け
て
発
信
す
る
作
業
を
続
け
て
い
き
た
い
。
民
主
的
な
社
会
の
実
現
の
た
め
に
。

（
1
） 

古
川
元
晴
・
船
山
泰
範
『
福
島
原
発
、
裁
か
れ
な
い
で
い
い
の
か
』（
朝
日
新
書
、
二
〇
一
五
年
）。

（
2
） 

権
力
の
不
法
に
つ
い
て
、
個
別
的
な
も
の
と
集
団
的
な
も
の
と
を
区
別
し
て
、
対
処
方
法
を
検
討
し
た
も
の
と
し
て
、
広
中
俊
雄
「
権
力
の
不

法
と
そ
の
抑
制
│
序
論
的
考
察
」『
広
中
俊
雄
著
作
集
7　

法
過
程
・
法
意
識
の
研
究
』（
創
文
社
、
二
〇
〇
四
年
）
三
四
四
頁
以
下
が
あ
る
（
な
お
、

本
論
文
の
初
出
は
一
九
七
〇
年
）。

（
3
） 

藤
原
孝
「
サ
ン
＝
シ
モ
ン
の
『
政
治
』
概
念
」
鵜
澤
義
行
博
士
古
稀
記
念
『
政
治
学
を
め
ぐ
る
諸
問
題
』（
日
本
大
学
法
学
部
、
一
九
九
〇
年
）

一
六
一
頁
。

（
4
） 

言
葉
と
し
て
は
、
刑
事
規
制
、
刑
事
裁
判
と
置
き
換
え
て
も
よ
い
。
要
は
、
犯
罪
と
し
て
刑
事
司
法
の
シ
ス
テ
ム
に
の
り
、
裁
か
れ
る
こ
と
で

四
九
〇



権
力
が
守
る
犯
罪
（
船
山
）

（
五
七
三
）

あ
る
。
実
刑
を
受
け
る
こ
と
を
意
味
し
な
い
。

（
5
） 

た
と
え
ば
、
死
刑
を
残
虐
な
刑
罰
で
は
な
い
と
し
て
、
合
憲
と
判
断
し
た
最
大
判
昭
二
三
・
三
・
一
二
刑
集
二
・
三
・
一
九
一
が
あ
る
。

（
6
） 
『
平
成
二
六
年
犯
罪
白
書
』
五
〇
頁
。

（
7
） 
船
山
泰
範
「
法
規
範
と
『
世
間
』
の
相
克
」
船
山
編
『
刑
事
法
入
門
』（
弘
文
堂
、
二
〇
一
四
年
）
で
は
、「
犯
罪
者
を
自
分
達
の
社
会
か
ら
排

除
す
れ
ば
済
む
と
考
え
て
い
る
」
の
が
「
世
間
」
の
姿
勢
で
あ
る
と
指
摘
し
た
（
四
頁
）。

（
8
） 

白
書
・
前
掲
注（
6
）七
七
頁
。
昭
和
三
五
年
か
ら
四
五
年
頃
ま
で
は
保
護
観
察
付
執
行
猶
予
が
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
近
か
っ
た
。

（
9
） 

法
務
省
調
査
で
は
、
全
国
の
少
年
院
に
収
容
さ
れ
て
い
る
少
年
の
五
〇
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
が
、
保
護
者
か
ら
児
童
虐
待
を
受
け
て
い
た
と
報
告

さ
れ
て
い
る
（
平
成
一
三
年
八
月
一
〇
日
、
読
売
新
聞
朝
刊
）。

（
10
） 

対
象
者
三
八
四
人
に
つ
い
て
は
三
四
六
人
が
不
起
訴
に
な
っ
て
い
る
（
白
書
・
前
掲
注（
6
）一
九
〇
頁
）。

（
11
） 

千
葉
県
市
原
市
の
交
通
刑
務
所
の
庭
に
あ
る
。

（
12
） 

谷
昌
恒
「
私
た
ち
は
子
ど
も
を
ど
ん
な
人
間
に
育
て
た
い
の
か
」
暮
し
の
手
帖
・
第
二
世
紀
七
二
号
（
一
九
八
一
年
）
一
八
七
頁
。

（
13
） 

平
成
一
七
年
四
月
二
五
日
に
起
き
た
福
知
山
線
脱
線
事
故
、
平
成
一
三
年
七
月
二
一
日
に
起
き
た
明
石
花
火
大
会
歩
道
橋
事
故
な
ど
も
こ
れ
に

あ
た
る
。

（
14
） 

犯
罪
統
計
に
よ
る
と
、
一
年
間
の
認
知
件
数
は
、
強
姦
罪
が
一
四
〇
九
件
、
強
制
わ
い
せ
つ
罪
が
七
六
五
四
件
で
あ
る
（
白
書
・
前
掲
注（
6
）

一
一
頁
）。

（
15
） 

Ｈ
・
Ｄ
・
ラ
ス
ウ
ェ
ル
著
、
永
井
陽
之
助
訳
『
権
力
と
人
間
』（
東
京
創
元
社
、
一
九
五
四
年
）。

（
16
） 

ラ
ス
ウ
ェ
ル
・
前
掲
注（
15
）一
六
頁
。

（
17
） 

後
藤
弘
子
「
性
犯
罪
」
船
山
編
著
『
ホ
ー
ン
ブ
ッ
ク
新
刑
法
各
論
〔
改
訂
三
版
〕』（
北
樹
出
版
、
二
〇
一
五
年
）
で
は
、
典
型
的
な
「
強
姦
神

話
」
と
し
て
、「
夜
遅
く
、
暗
い
夜
道
を
、
ミ
ニ
ス
カ
ー
ト
を
は
い
た
女
性
が
一
人
で
歩
い
て
い
た
ら
、
見
知
ら
ぬ
男
性
が
や
っ
て
き
て
、
無
理
や

り
彼
女
を
茂
み
に
連
れ
込
み
、
抵
抗
す
る
彼
女
を
姦
淫
す
る
」
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
（
八
一
頁
）。

（
18
） 

た
だ
し
、
氷
見
事
件
の
よ
う
に
、「
冤
罪
の
発
生
に
弁
護
人
が
重
要
な
一
役
を
買
っ
て
し
ま
っ
た
」（
木
谷
明
「
氷
見
国
家
賠
償
等
請
求
事
件
判

四
九
一



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
五
七
四
）

決
に
つ
い
て
」
判
時
二
二
六
一
・
一
八
）
も
の
が
あ
る
こ
と
も
厳
粛
に
受
け
と
め
る
必
要
が
あ
る
。

（
19
） 

白
書
・
前
掲
注（
6
）二
〇
一
頁
。

（
20
） 
こ
れ
ら
の
手
続
的
規
定
は
、
二
つ
の
方
法
（
制
度
）
が
並
行
し
て
な
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
う
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
も
の
と
い
え
る
。

（
21
） 
福
井
厚
「
犯
罪
被
害
者
と
検
察
審
査
会
制
度
（
下
）
│
デ
ュ
ポ
ー
ル
の
『
公
序
』
概
念
を
手
掛
か
り
と
し
て
│
」
京
女
法
学
七
号
五
五
頁
以
下

に
よ
る
と
、
二
〇
一
一
年
一
月
一
二
日
に
、
米
軍
の
軍
属
が
対
向
車
の
一
九
歳
の
運
転
す
る
軽
乗
用
車
に
正
面
衝
突
し
て
少
年
を
即
死
さ
せ
た
事
件

に
つ
き
、
那
覇
地
検
は
、
一
度
目
の
起
訴
相
当
議
決
の
後
、
二
度
目
の
起
訴
相
当
議
決
に
よ
る
こ
と
な
く
、
米
国
の
同
意
を
得
て
、
軍
属
を
自
動
車

運
転
過
失
致
死
罪
で
起
訴
し
た
そ
う
で
あ
る
。
強
制
起
訴
制
度
は
、「
検
察
の
訴
追
の
実
務
に
も
変
化
を
生
み
出
し
つ
つ
あ
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い

る
（
五
八
頁
）。

（
22
） 

古
川
・
前
掲
注（
1
）。
と
く
に
一
一
八
頁
以
下
。

（
23
） 

古
川
・
前
掲
注（
1
）八
四
頁
。

（
24
） 

判
例
は
、
過
失
の
共
同
正
犯
を
認
め
て
い
る
（
最
判
昭
二
八
・
一
・
二
三
刑
集
七
・
一
・
三
〇
、
東
京
地
判
平
四
・
一
・
二
三
判
時

一
四
一
九
・
一
三
三
）。

（
25
） 

こ
の
点
を
鋭
く
指
摘
し
た
も
の
と
し
て
、
後
藤
弘
子
「
最
高
裁
判
所
の
無
罪
判
例
の
分
析
と
問
題
提
起
│
な
ぜ
性
犯
罪
無
罪
判
決
を
歓
迎
で
き

な
い
か
」『
性
暴
力
と
刑
事
司
法
』（
信
山
社
、
二
〇
一
四
年
）
一
〇
一
頁
以
下
が
あ
る
。
後
藤
は
、「
刑
事
司
法
に
お
い
て
は
、
性
犯
罪
が
ジ
ェ
ン

ダ
ー
・
バ
イ
ア
ス
な
く
評
価
さ
れ
る
こ
と
が
性
犯
罪
被
害
者
を
支
援
し
、
最
終
的
に
は
性
犯
罪
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。」
と
述
べ
て
い

る
（
一
一
八
頁
）。

（
26
） 

後
藤
・
前
掲
注（
25
）一
一
七
頁
は
、
こ
の
点
を
次
の
よ
う
に
端
的
に
指
摘
し
て
い
る
。「
世
の
中
は
意
に
反
し
た
性
行
為
で
満
ち
て
い
る
こ
と

を
前
提
に
、
性
犯
罪
を
検
討
し
直
す
必
要
が
あ
る
。」

（
27
） 

人
が
ス
ト
レ
ス
に
遭
遇
し
た
と
き
、
警
告
反
応
期
、
抵
抗
期
、
疲
憊
期
の
過
程
を
た
ど
る
と
分
析
し
た
の
が
ハ
ン
ス
・
セ
リ
エ
で
あ
り
、
警
告

反
応
期
で
は
、「
全
身
抵
抗
は
正
常
以
下
に
減
少
す
る
。」
と
し
て
い
る
（
ハ
ン
ス
・
セ
リ
エ
著
、
杉
靖
三
郎
ほ
か
訳
『
現
代
社
会
と
ス
ト
レ
ス
〔
原

書
改
訂
版
〕』
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
八
八
年
、
一
一
五
頁
〜
一
一
六
頁
）。
こ
の
理
論
を
性
犯
罪
被
害
に
結
び
つ
け
て
、「
凍
り
付
き
症
候
群
」

四
九
二



権
力
が
守
る
犯
罪
（
船
山
）

（
五
七
五
）

に
陥
る
こ
と
を
指
摘
し
た
も
の
と
し
て
、
田
中
嘉
寿
子
「
性
犯
罪
の
被
害
者
の
供
述
の
信
用
性
に
関
す
る
あ
る
べ
き
経
験
則
に
つ
い
て
│
防
災
心
理

学
の
知
見
の
応
用
：
正
常
性
バ
イ
ア
ス
と
凍
り
付
き
症
候
群
」
甲
南
法
務
研
究
第
一
一
号
（
二
〇
一
五
年
）
五
七
頁
以
下
。

（
28
） 
相
当
性
の
判
断
基
準
と
し
て
一
般
人
が
採
ら
れ
て
い
る
の
で
、
折
衷
的
相
当
因
果
関
係
説
の
立
場
と
解
さ
れ
る
。

（
29
） 
徳
島
地
判
昭
四
八
・
一
一
・
二
八
判
時
七
二
一
・
七
。

（
30
） 

事
件
か
ら
六
〇
年
た
っ
て
、
被
害
者
も
六
〇
歳
以
上
と
な
り
、
障
害
の
重
度
化
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
平
成
二
七
年
六
月
二
二
日
朝
日
新
聞
朝

刊
）。

（
31
） 

白
書
・
前
掲
注（
6
）一
九
六
頁
。
こ
の
ほ
か
に
四
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
の
親
族
で
あ
る
加
害
者
を
加
え
る
と
四
九
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
る
。

（
32
） 

白
書
・
前
掲
注（
6
）五
〇
頁
。
平
成
二
五
年
の
裁
判
確
定
人
員
は
三
六
万
五
二
八
一
人
、
無
罪
確
定
者
は
一
二
二
人
で
あ
り
、
無
罪
率
は

〇
・
〇
三
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。

（
33
） 

ラ
ス
ウ
ェ
ル
・
前
掲
注（
15
）一
〇
六
頁
。

（
34
） 

大
飯
原
発
運
転
差
止
請
求
を
容
認
し
た
福
井
地
裁
判
決
は
、
福
島
原
発
事
故
を
意
識
し
て
、「
豊
か
な
国
土
と
そ
こ
に
国
民
が
根
を
下
ろ
し
て

生
活
し
て
い
る
こ
と
が
国
富
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
（
福
井
地
判
平
二
六
・
五
・
二
一
裁
判
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
裁
判
所
情
報
）。

（
35
） 

最
決
昭
五
〇
・
五
・
二
〇
刑
集
二
九
・
五
・
一
七
七
（
白
鳥
事
件
）。

（
36
） 

最
決
昭
五
一
・
一
〇
・
一
二
刑
集
三
〇
・
九
・
一
六
七
三
。

（
37
） 

船
山
「
過
失
犯
に
お
け
る
回
避
措
置
重
心
説
」『
川
端
博
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
〔
上
巻
〕』（
成
文
堂
、
二
〇
一
四
年
）
四
一
一
頁
以
下
。

（
38
） 

最
大
判
昭
四
八
・
四
・
四
刑
集
二
七
・
三
・
二
九
五
。
違
憲
を
認
め
た
判
決
で
あ
る
。

（
39
） 

最
大
判
昭
二
五
・
一
〇
・
二
五
刑
集
四
・
一
〇
・
二
一
二
六
。

（
40
） 

刑
訴
規
一
九
八
条
の
四
。

（
41
） 

学
校
教
育
法
一
一
条
但
書
は
、「
体
罰
は
加
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。」
と
規
定
し
て
い
る
。

（
42
） 

何
を
基
準
と
し
て
、「
い
じ
め
」
と
判
断
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
精
神
科
医
の
表
現
が
わ
か
り
や
す
い
。「
い
じ
め
で
な
い
か
ど
う

か
を
見
分
け
る
も
っ
と
も
簡
単
な
基
準
は
、
そ
こ
に
相
互
性
が
あ
る
か
ど
う
か
で
あ
る
。
…
…
相
互
性
が
あ
れ
ば
よ
く
、
な
け
れ
ば
い
じ
め
で
あ

四
九
三
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第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
五
七
六
）

る
。」（
中
井
久
夫
『
ア
リ
ア
ド
ネ
か
ら
の
糸
』
み
す
ず
書
房
、
一
九
九
七
年
、
四
頁
）。

（
43
） 

平
野
節
子
「
模
擬
裁
判
に
よ
る
法
育
」
船
山
編
・
前
掲
注（
7
）一
八
五
頁
以
下
。

〔
付
記
〕　

本
稿
脱
稿
後
、
平
成
二
七
年
七
月
三
一
日
、
東
京
第
五
検
察
審
査
会
が
福
島
原
発
事
故
に
つ
い
て
二
度
目
の
起
訴
相
当
を
発
表
し
た
こ
と
に

よ
り
、
強
制
起
訴
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
新
局
面
を
迎
え
、
私
は
別
稿
を
も
っ
て
今
後
の
取
組
み
を
展
開
し
よ
う
と
思
う
。
こ
こ
で
は
議
決
書
の

一
部
を
紹
介
し
て
、
敬
意
を
表
す
る
こ
と
と
し
よ
う
。

回
避
措
置
を
講
じ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
主
張
は
、「
津
波
に
よ
り
ひ
と
た
び
原
子
力
発
電
所
に
重
大
な
事
故
が
発
生
す
る
と
、
放
射

性
物
質
の
大
量
排
出
に
よ
る
周
辺
地
域
へ
の
放
射
能
汚
染
を
招
き
、
つ
い
に
は
人
類
の
種
の
保
存
に
も
悪
影
響
を
及
ぼ
し
か
ね
な
い
事
態
に
至
っ
て

し
ま
う
と
い
う
事
柄
の
重
大
さ
を
忘
れ
た
、
誤
っ
た
考
え
に
基
づ
く
も
の
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。」

四
九
四



社
会
規
範
を
設
計
す
る
法
シ
ス
テ
ム
（
松
島
）

（
五
七
七
）

社
会
規
範
を
設
計
す
る
法
シ
ス
テ
ム

松　
　

島　
　

雪　
　

江

は
じ
め
に

一
、
従
来
型
法
（H
ard L

aw
）
に
よ
る
規
範
遵
守

二
、
従
来
型
式
法
規
範
と
は
異
な
る
社
会
統
制
様
式
と
そ
の
効
果

　
（
1
）　

ソ
フ
ト
ロ
ーS

oft L
aw

　
（
2
）　

ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャA

rchitecture

　
（
3
）　

ナ
ッ
ジN

udge

三
、
法
的
設
計
の
実
効
性

お
わ
り
に

論　

説

四
九
五
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経
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第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
五
七
八
）

は
じ
め
に

「
生
物
の
身
体
は
遺
伝
子
の
乗
り
物
に
過
ぎ
な
い
」
と
い
う
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ド
ー
キ
ン
ス
の
言
説
は
、
私
た
ち
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え

た
（
1
）

。
利
己
的
な
遺
伝
子
と
い
う
彼
の
比
喩
は
、
主
体
の
自
己
決
定
と
い
う
近
代
以
降
の
大
前
提
に
疑
問
を
呈
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の

後
、
ス
ー
ザ
ン
・
ブ
ラ
ッ
ク
モ
ア
は
『
ミ
ー
ム
マ
シ
ー
ン
と
し
て
の
私
（T

he M
em
e M
achine （2

）
）』
を
も
の
し
、
社
会
や
文
化
の
形
成
情

報
を
伝
達
す
る
い
わ
ば
道
具
と
し
て
人
間
を
位
置
づ
け
た
。
彼
ら
の
主
張
は
生
物
と
し
て
の
種
の
存
続
や
文
化
の
継
承
と
い
う
掌
の
上
で
、

主
体
的
な
自
我
や
自
由
な
自
己
決
定
を
行
う
個
人
と
い
う
近
代
の
構
想
を
嘲
笑
い
、
弄
ん
で
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
他
方
自
然
界
に
目

を
転
じ
る
と
、
利
他
的
と
さ
れ
る
ミ
ツ
バ
チ
が
、
目
下
原
因
不
明
の
「
集
団
自
殺
（
蜂
軍
崩
壊
症
候
群　

C
olony C

ollapse D
isorder （3

）
）」
を

行
い
、
種
の
存
続
と
い
う
最
も
プ
リ
ミ
テ
ィ
ヴ
な
行
動
原
理
さ
え
放
棄
す
る
と
い
う
不
可
解
な
現
象
も
見
受
け
ら
れ
る
（
4
）

。
少
な
く
と
も
私

た
ち
人
間
は
、
自
己
の
価
値
観
に
基
づ
い
て
自
己
決
定
を
行
っ
て
い
る
と
勝
手
に
考
え
て
い
る
だ
け
で
、
実
の
と
こ
ろ
自
由
意
思
な
ど
存

在
し
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
九
五
〇
年
代
に
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ト
・
リ
ー
ス
マ
ン
が
産
業
社
会
に
お
け
る
人
間
の
特
徴
を
「
他
者
志
向
型
」

と
名
付
け
て
か
ら
半
世
紀
以
上
（
5
）

、
そ
の
間
に
人
間
意
志
に
基
づ
く
自
由
や
自
己
決
定
な
ど
と
い
う
も
の
は
―
他
者
を
志
向
す
る
、
と
い
う

そ
の
意
思
さ
え
も
、
自
己
の
意
思
に
基
づ
く
も
の
で
な
い
の
で
あ
れ
ば
―
、
ま
す
ま
す
怪
し
く
な
っ
て
い
る
。
ま
る
で
得
体
の
知
れ
な
い

何
者
か
が
、
私
た
ち
の
意
思
や
行
動
を
操
っ
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。

得
体
の
知
れ
な
い
何
者
か
が
意
思
や
行
動
を
牛
耳
る
と
い
う
の
は
、
な
に
も
今
に
限
っ
た
発
想
で
は
な
い
。
そ
れ
に
は
ト
マ
ス
・
ホ
ッ

ブ
ズ
のL
eviathan

（
一
六
五
一
年
刊
）
や
ジ
ョ
ー
ジ
・
オ
ー
ウ
ェ
ル
のB

ig B
rother

（『
一
九
八
四
年
』
一
九
四
九
年
刊
）
を
想
起
す
る
だ

け
で
も
十
分
で
あ
ろ
う
。
前
者
の
場
合
、
主
権
者
に
対
し
て
自
然
権
を
委
ね
る
と
こ
ろ
に
そ
れ
が
成
立
す
る
の
に
対
し
、
後
者
はB

ig 

四
九
六
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会
規
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す
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シ
ス
テ
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松
島
）

（
五
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九
）

B
rother

と
し
て
の
情
報
し
か
与
え
ら
れ
て
い
な
い
「
何
者
か
」
に
よ
り
監
視
さ
れ
、
行
動
が
統
制
さ
れ
て
い
る
様
が
描
か
れ
て
い
る
。

あ
た
か
も
人
が
、
自
己
決
定
と
は
遠
く
離
れ
た
社
会
秩
序
形
成
シ
ス
テ
ム
の
中
に
、
そ
れ
を
良
し
と
し
て
自
ら
飛
び
込
ん
で
い
く
か
の
よ

う
に
。
こ
れ
ら
の
中
に
見
ら
れ
る
自
由
意
思
や
自
己
決
定
は
、
全
く
喪
失
さ
れ
て
い
る
か
、
極
め
て
限
定
的
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
人
間
の
自
由
意
思
や
自
己
決
定
と
い
う
も
の
は
、
近
代
の
、
と
り
わ
け
法
シ
ス
テ
ム
を
形
成
す
る
際
に
、
当
然
の
前

提
と
さ
れ
て
き
た
必
要
不
可
欠
な
要
素
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
法
律
行
為
の
際
に
は
意
思
能
力
や
行
為
能
力
の
有
無
が
問
わ
れ
る
の
で
、
意

思
能
力
を
欠
く
人
の
法
律
行
為
は
無
効
で
あ
り
、
制
限
行
為
能
力
者
に
は
後
見
人
や
保
佐
人
が
付
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
ほ
か
で
も
な
い

自
分
自
身
の
決
定
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
そ
の
決
定
結
果
に
責
任
が
課
せ
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
の
自
分
自
身
の
決
定
を
行
え
る
土
壌
に
こ

そ
、
民
主
主
義
的
な
価
値
の
原
点
が
置
か
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
も
し
、
自
ら
進
ん
で
自
己
決
定
を
行
っ
て
い
る
よ
う
で
、
そ

れ
が
操
作
さ
れ
た
意
思
だ
と
し
た
ら
、
私
た
ち
は
こ
の
社
会
を
い
か
に
評
価
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
か
。

社
会
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
、
と
い
え
ば
聞
こ
え
は
良
い
が
、
ロ
ー
レ
ン
ス
・
レ
ッ
シ
グ
は
自
己
決
定
の
在
り
方
を
左
右
す
る
潜
在
的
な
行

動
規
準
と
し
て
、
環
境
管
理
型
権
力
た
る
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
を
挙
げ
て
い
る
（
6
）

。
例
え
ば
駅
前
の
コ
ー
ヒ
ー
シ
ョ
ッ
プ
で
、
椅
子
の
硬
さ
や

高
さ
の
調
整
に
よ
り
客
の
回
転
率
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
た
り
、
電
車
内
の
座
席
に
ち
ょ
っ
と
し
た
角
度
を
付
け
て
足
を
投
げ
出
し
に
く
く

し
、
車
内
マ
ナ
ー
遵
守
に
一
役
買
っ
た
り
と
い
う
こ
と
が
、
社
会
デ
ザ
イ
ン
と
し
て
の
環
境
管
理
例
に
挙
げ
ら
れ
る
。
レ
ッ
シ
グ
に
よ
れ

ば
こ
の
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
は
、
法
や
規
範
（
慣
習
）、
市
場
と
並
び
、
人
々
の
行
動
や
社
会
秩
序
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
手
段
と
な
り
う

る
。
そ
の
他
に
も
、
余
り
に
多
過
ぎ
る
選
択
肢
の
中
か
ら
「
お
す
す
め
」
をnudge

（
そ
っ
と
突
く
・
押
す
）
す
る
、
と
い
う
手
法
も
現
実

に
は
多
用
さ
れ
て
い
る
（
7
）

。
健
康
の
た
め
に
、
食
堂
で
サ
ラ
ダ
や
野
菜
の
小
鉢
な
ど
を
手
の
届
き
や
す
い
最
前
列
に
並
べ
、
脂
っ
こ
い
も
の

や
砂
糖
た
っ
ぷ
り
の
デ
ザ
ー
ト
な
ど
を
取
り
に
く
い
場
所
に
配
置
す
る
、
よ
り
売
り
た
い
商
品
を
目
の
つ
き
や
す
い
場
所
に
配
置
す
る

四
九
七
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月
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〇
）

ス
ー
パ
ー
の
陳
列
な
ど
と
い
っ
たnudge

は
、
も
は
や
至
る
と
こ
ろ
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
主
体
的
選
択
を
行
っ
て
い
る
と
自
負
す
る
者

に
と
っ
て
は
な
お
さ
ら
、
自
己
決
定
が
誘
導
さ
れ
た
も
の
と
は
考
え
た
く
な
い
で
あ
ろ
う
か
ら
、
誘
導
さ
れ
た
自
己
決
定
さ
え
本
来
の
自

己
決
定
で
あ
る
か
の
よ
う
に
振
舞
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
見
え
な
い
と
こ
ろ
で
私
た
ち
は
、
あ
た
か
も
自
分
の
も
の
で
あ
る

か
の
よ
う
な
顔
を
し
た
他
者
の
決
定
を
強
い
ら
れ
て
い
る
、
と
も
言
え
る
か
も
知
れ
な
い
。
法
の
よ
う
に
可
視
的
で
比
較
的
管
理
可
能
と

考
え
ら
れ
て
い
る
作
用
に
対
し
て
、
こ
の
よ
う
な
「
見
え
な
い
権
力
」「
見
え
な
い
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
の
侵
食
は
、
ま
す
ま
す
拡
大
し
つ

つ
あ
る
。

た
だ
、
一
見
可
視
的
で
管
理
可
能
な
は
ず
の
法
も
、
果
た
し
て
ど
こ
ま
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
て
い
る
も
の
か
と
い
う
疑
義
も
あ
る
。

立
法
・
司
法
・
行
政
作
用
は
理
念
的
に
主
権
者
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
下
に
置
か
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
は
異
な
る
実
感
を
持
つ

者
も
少
な
く
な
い
で
あ
ろ
う
。
国
民
・
市
民
の
代
表
を
決
め
る
選
挙
で
さ
え
投
票
率
は
年
々
下
が
り
、
そ
の
正
当
性
根
拠
も
揺
ら
い
で
く

る
。
ま
し
て
や
、
そ
の
選
挙
行
動
さ
え
、
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
や
ナ
ッ
ジ
の
働
く
余
地
が
あ
る
。
一
体
私
た
ち
は
、
何
を
正
当
な
行
為
規
範

と
す
る
こ
と
が
可
能
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

本
稿
で
は
、
従
来
型
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
は
異
な
る
位
相
を
示
す
に
至
っ
た
法
の
一
断
面
を
切
り
取
り
、
そ
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
従
来
型
の
法
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
、
法
外
、
も
し
く
は
法
の
周
縁
に
あ
る
社
会
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
影
響
を

受
け
つ
つ
、
そ
の
有
り
様
を
変
化
さ
せ
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
、
組
織
の
中
の
規
範
に
突
き
つ
け
ら
れ
た
問
題
と
可
能
性
と
を
考
察
し
て

い
く
（
8
）

。

四
九
八



社
会
規
範
を
設
計
す
る
法
シ
ス
テ
ム
（
松
島
）

（
五
八
一
）

一
、
従
来
型
法
（H

ard law

）
に
よ
る
規
範
遵
守

ハ
ー
ド
ロ
ー
と
は
、
憲
法
、
法
律
、
命
令
、
政
令
、
省
令
、
規
則
、
条
例
と
い
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
従
来
か
ら
「
法
規
範
」
と
し
て
認
識

さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
国
家
や
地
方
自
治
体
の
権
力
作
用
を
後
ろ
盾
と
し
た
強
制
力
を
も
つ
規
範
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
あ
る
実
体
的
ル
ー

ル
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
強
制
す
る
た
め
の
別
の
ル
ー
ル
が
成
立
、
そ
れ
ら
が
結
合
し
て
い
る
ル
ー
ル
（
9
）

と
も
い
え
る
。
国
家
、
地
方
自
治

体
、
企
業
、
個
人
を
対
象
と
し
、
最
終
的
に
裁
判
所
で
の
履
行
が
義
務
付
け
ら
れ
た
法
的
拘
束
力
の
あ
る
社
会
的
規
範
と
い
う
こ
と
に
な

ろ
う
。
従
来
型
の
法
規
範
に
お
い
て
は
、
刑
法
で
の
強
制
規
範
性
は
も
ち
ろ
ん
、
民
法
領
域
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
任
意
規
範
で
あ
っ
て
も
、

そ
の
実
体
法
に
実
効
性
を
持
た
せ
る
仕
組
み
が
、
手
続
法
に
よ
っ
て
保
証
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
種
の
法
規
範
は
、
他
の
社
会
規
範
と
の
比
較
の
中
で
、
強
制
的
実
行
力
の
有
無
に
関
し
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
た
だ

実
体
法
を
強
制
す
る
仕
組
み
が
あ
る
と
は
い
え
、
法
は
そ
の
強
制
的
実
効
力
の
み
に
依
拠
し
た
規
範
の
み
に
止
ま
る
訳
で
は
な
い
。
む
し

ろ
そ
の
法
規
範
の
存
在
を
意
識
す
る
こ
と
で
人
々
が
自
発
的
に
ル
ー
ル
を
遵
守
し
、
そ
の
自
由
な
活
動
領
域
を
保
護
し
て
き
た
こ
と
が
、

と
り
わ
け
近
代
の
私
的
な
市
場
に
お
い
て
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
要
件
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
法
機
能
を
従
来
的
な
紛
争
解
決
や
市
民
活
動
の
促

進
に
見
る
場
合
と
、
現
代
的
な
資
源
配
分
を
主
眼
と
す
る
の
で
は
、
そ
の
役
割
や
強
制
の
在
り
方
も
自
ず
と
異
な
っ
て
く
る
。
刑
罰
や
損

害
賠
償
に
現
れ
る
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
・
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
だ
け
で
は
な
く
、
補
助
金
給
付
や
減
税
措
置
と
い
っ
た
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
・
サ
ン
ク
シ
ョ
ン

を
伴
う
一
定
の
政
策
実
現
に
は
、
従
来
的
な
法
役
割
で
は
捉
え
き
れ
な
い
側
面
が
含
ま
れ
て
い
る
（
10
）

。

こ
の
資
源
配
分
的
機
能
に
注
目
す
る
と
、
従
来
型
ハ
ー
ロ
ド
ー
と
は
異
な
る
法
規
範
へ
の
架
橋
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
ポ
ジ

テ
ィ
ヴ
・
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
は
、
か
つ
て
主
流
で
あ
っ
た
制
裁
と
異
な
り
、
一
定
行
為
か
ら
逸
脱
し
た
場
合
に
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
を
課
す
と
い

四
九
九
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う
形
を
取
ら
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
、
一
定
行
動
へ
の
選
択
を
促
す
よ
う
優
遇
措
置
に
よ
っ
て
そ
の
行
為
を
誘
導
す
る
と
い
う
、
柔
ら
か

な
方
法
を
取
る
。
し
か
し
そ
の
効
力
と
し
て
は
、
脱
法
行
為
へ
の
誘
惑
を
残
し
た
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
・
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
よ
り
も
、
主
体
的
意
思

に
よ
る
選
択
の
結
果
と
し
て
一
定
の
行
為
へ
導
く
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
よ
り
強
力
な
行
為
へ
の
誘
導
性
を
持
ち
う
る
も
の
と
言
え
る
だ

ろ
う
。

そ
も
そ
も
法
遵
守
義
務
の
理
由
は
、
①
法
規
範
そ
れ
自
体
に
内
包
さ
れ
る
価
値
の
尊
重
、
②
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
に
よ
る
外
部
的
動
機
づ
け

と
に
大
別
さ
れ
よ
う
（
11
）

。
①
の
法
規
範
の
場
合
で
あ
れ
ば
、
法
と
道
徳
価
値
と
の
合
致
や
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
一
般
的
正
義
概
念
が
こ
れ
に

相
当
す
る
で
あ
ろ
う
（
12
）

。
②
に
関
し
て
は
、
ま
ず
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
・
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
の
回
避
と
い
う
点
か
ら
の
把
握
が
従
来
一
般
的
で
あ
っ

た
。
そ
れ
は
法
規
範
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
他
の
社
会
規
範
や
秩
序
か
ら
の
逸
脱
に
よ
る
「
村
八
分
」
に
よ
っ
て
も
、
規
範
遵
守
理
由
の
説

明
が
可
能
で
あ
る
。
刑
罰
や
損
害
賠
償
と
い
っ
た
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
・
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
を
回
避
す
る
行
動
は
も
ち
ろ
ん
、
業
界
内
の
自
主
的

ル
ー
ル
を
遵
守
し
な
い
と
そ
の
後
取
引
上
不
利
益
を
被
る
こ
と
が
あ
っ
た
り
、
責
任
あ
る
社
会
の
一
員
と
し
て
認
め
て
も
ら
い
に
く
か
っ

た
り
と
い
っ
た
ラ
べ
リ
ン
グ
効
果
を
利
用
し
た
行
動
規
準
も
期
待
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
次
に
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
・
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
に
よ
る
法

遵
守
だ
が
、
こ
れ
は
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
・
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
内
心
を
①
の
法
規
範
内
在
的
価
値
の
尊
重
へ
向
か
う
よ
う
動
機
付
け
る
効

果
と
、
補
助
金
な
ど
の
「
う
ま
み
」
を
得
る
た
め
の
戦
略
の
双
方
と
し
て
想
定
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
ろ
う
。

法
規
範
に
内
在
す
る
価
値
を
自
己
の
価
値
と
同
一
視
す
る
場
合
、
法
遵
守
を
自
己
の
意
志
に
基
づ
く
選
択
と
し
て
評
価
で
き
る
し
、
一

定
の
手
続
の
下
で
制
定
さ
れ
た
法
規
範
に
よ
る
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
な
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
の
回
避
と
い
う
行
動
も
、
カ
ン
ト
的
な
自
発
性
に
沿
う
も

の
で
は
な
い
に
せ
よ
、
そ
の
効
果
は
受
諾
可
能
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
着
目
す
べ
き
は
、
自
己
の
内
心
に
お
け
る
価
値
基
準
が
外
部
要
因
に

よ
り
動
機
づ
け
ら
れ
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、
そ
れ
を
自
己
内
部
か
ら
醸
造
さ
れ
た
価
値
と
し
て
認
識
し
て
い
る
場
合
、
つ
ま
り
認
識
の
原

五
〇
〇
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因
に
お
い
て
あ
る
種
の
錯
誤
が
あ
る
場
合
に
、
そ
の
行
為
へ
と
誘
導
し
た
要
因
を
規
範
的
に
ど
う
評
価
し
う
る
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

上
の
議
論
は
基
本
的
に
従
来
型
ハ
ー
ド
ロ
ー
を
念
頭
に
置
い
て
い
た
が
、
先
に
挙
げ
た
よ
う
に
、
一
定
の
社
会
共
同
体
内
に
お
け
る
ネ

ガ
テ
ィ
ヴ
・
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
の
回
避
と
い
う
点
で
は
、
法
規
範
以
外
の
社
会
規
範
の
方
に
、
よ
り
強
い
効
果
が
生
じ
る
こ
と
も
あ
る
。
そ

し
て
実
社
会
で
は
、
そ
う
し
た
社
会
規
範
性
に
期
待
を
寄
せ
た
社
会
統
制
が
行
わ
れ
て
い
る
。

二
、
従
来
型
法
規
範
と
は
異
な
る
社
会
統
制
様
式
と
そ
の
効
果

（
1
）　

ソ
フ
ト
ロ
ーS

oft law

ソ
フ
ト
ロ
ー
と
は
、「
国
の
法
令
（
ハ
ー
ド
ロ
ー
）
で
は
な
く
、
最
終
的
に
裁
判
所
に
よ
る
執
行
が
担
保
さ
れ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
現
実
の
経
済
社
会
で
国
や
企
業
等
が
何
か
し
ら
の
拘
束
感
を
持
ち
つ
つ
従
っ
て
い
る
規
範
（
13
）

」
を
指
す
。
ハ
ー
ド
ロ
ー
に
対
し
て
用
い

ら
れ
る
用
語
で
、
裁
判
規
範
と
な
り
う
る
法
源
と
は
異
な
り
、
裁
判
所
に
よ
る
執
行
が
担
保
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
国
家
権
力
を
後

ろ
盾
に
し
た
強
制
的
な
効
力
を
持
た
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
一
定
範
囲
で
相
当
の
効
力
を
持
つ
規
範
で
あ
る
。
事
実
上
の
合
意
や
行
動
指

針
な
ど
は
こ
れ
に
相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ソ
フ
ト
ロ
ー
に
は
権
力
に
基
づ
く
強
制
力
が
な
い
も
の
の
、
こ
れ
に
反
す
る
こ
と
で
経
済

的
・
道
義
的
な
不
利
益
を
受
け
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
国
連
総
会
の
決
議
や
国
際
裁
判
所
の
判
決
に
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
一
般
的

な
拘
束
力
を
持
つ
形
式
的
法
源
と
ま
で
は
言
え
な
く
と
も
、
国
家
間
合
意
な
ど
に
よ
り
相
当
程
度
の
影
響
力
を
有
し
て
い
る
も
の
も
、
ソ

フ
ト
ロ
ー
に
数
え
ら
れ
る
。

国
際
法
に
お
け
る
ソ
フ
ト
ロ
ー
に
は
、
①
二
〇
世
紀
以
前
に
遡
り
う
る
個
別
国
家
間
の
条
約
合
意
、
②
二
〇
世
紀
後
半
を
中
心
と
す
る

国
際
組
織
の
非
拘
束
的
決
議
・
宣
言
、
③
二
〇
世
紀
末
か
ら
急
速
な
発
展
を
遂
げ
て
い
る
国
際
規
制
の
手
段
と
し
て
の
基
準
や
ガ
イ
ド
ラ

五
〇
一
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イ
ン
等
、
と
い
う
系
譜
が
見
ら
れ
る
（
14
）

。
こ
れ
ら
は
い
わ
ゆ
る
「
紳
士
協
定
」
で
あ
る
が
、
ソ
フ
ト
ロ
ー
と
い
う
用
語
の
下
で
議
論
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
国
連
総
会
決
議
を
中
心
と
す
る
国
際
機
関
の
決
議
や
宣
言
文
書
で
あ
り
、
国
連
総
会
で
多

数
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
第
三
世
界
諸
国
に
よ
っ
て
、
伝
統
的
国
際
秩
序
や
伝
統
的
国
際
法
に
挑
戦
す
る
主
張
が
打
ち
出
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
六
〇
〜
七
〇
年
代
の
動
き
が
重
要
性
を
持
つ
と
い
う
。
ま
た
、
人
権
や
環
境
問
題
と
い
っ
た
、
従
来
の
国
家
間
秩
序
に
収
ま
ら

な
い
諸
問
題
に
つ
い
て
、
国
際
社
会
の
動
向
を
左
右
す
る
よ
う
な
理
念
を
宣
言
し
な
が
ら
も
、
形
式
的
な
意
味
で
法
的
拘
束
力
を
持
た
な

い
公
式
文
書
が
打
ち
出
さ
れ
た
こ
と
も
影
響
し
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
15
）

。
こ
こ
で
は
従
来
の
ハ
ー
ド
ロ
ー
体
系
で
は
説
明
し
つ
く
せ

な
い
対
象
を
ソ
フ
ト
ロ
ー
で
捉
え
る
と
い
う
対
概
念
と
し
て
双
方
を
捉
え
、
国
際
関
係
に
お
け
る
法
化
の
分
析
概
念
と
さ
れ
て
い
る
（
16
）

。

他
方
、
自
律
的
秩
序
の
理
論
モ
デ
ル
理
解
と
し
て
は
、
藤
田
友
敬
が
定
式
化
し
た
以
下
の
よ
う
な
規
範
の
四
分
類
に
基
づ
く
こ
と
が
有

益
で
あ
ろ
う
（
17
）

。

国
家
が
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
し
な
い

国
家
が
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
す
る

国
家
以
外
が
作
成

カ
テ
ゴ
リ
ー
1

　

社
会
規
範
、
企
業
倫
理
、C

S
R

等

カ
テ
ゴ
リ
ー
3

　

会
計
基
準
、
商
慣
習
法
等

国
家
が
作
成

カ
テ
ゴ
リ
ー
2

　

労
働
法
上
の
努
力
義
務
規
定
、

　

各
種
通
達
・
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等

カ
テ
ゴ
リ
ー
4

　

ハ
ー
ド
ロ
ー

五
〇
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カ
テ
ゴ
リ
ー
1
は
国
家
以
外
が
作
成
し
、
国
家
が
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
す
る
こ
と
も
予
定
さ
れ
て
い
な
い
、
純
然
た
る
私
的
な
規
範
で
あ

る
。
社
会
規
範
、
企
業
責
任
、
企
業
の
社
会
的
責
任
（C

S
R

）
等
が
こ
れ
に
該
当
す
る
。
カ
テ
ゴ
リ
ー
2
は
国
家
が
作
成
し
た
も
の
の
、

エ
ン
フ
ォ
ー
ス
は
し
て
い
な
い
も
の
を
指
す
（
18
）

。
ハ
ー
ド
ロ
ー
の
存
在
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
法
が
罰
則
な
ど
何
ら
法
的
効
果
と

は
結
び
付
け
ら
れ
て
い
な
い
法
規
範
を
定
め
て
い
る
も
の
で
、
例
え
ば
努
力
義
務
な
ど
が
こ
れ
に
相
当
す
る
。
カ
テ
ゴ
リ
ー
3
は
国
家

以
外
が
形
成
し
、
国
家
が
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
す
る
規
範
で
、
会
計
基
準
や
商
慣
習
法
が
そ
の
例
で
あ
る
。
カ
テ
ゴ
リ
ー
4
の
国
家
が
作
成

し
国
家
が
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
す
る
と
い
う
の
が
、
典
型
的
な
ハ
ー
ド
ロ
ー
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
特
に
カ
テ
ゴ
リ
ー
1
、
2
に
注
目
し
た
い
。

藤
田
友
敬
に
よ
る
と
、
ソ
フ
ト
ロ
ー
と
は
、
国
家
法
の
存
在
を
前
提
と
し
て
そ
れ
と
併
存
し
、
か
つ
そ
れ
に
代
替
し
う
る
よ
う
な
現
代

的
私
法
秩
序
の
形
成
現
象
を
指
す
（
19
）

。
ハ
ー
ド
ロ
ー
と
異
な
り
、
ソ
フ
ト
ロ
ー
に
は
冷
遇
措
置
の
よ
う
な
形
態
を
と
る
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
が
あ

る
も
の
の
、
そ
も
そ
も
な
ぜ
そ
の
ソ
フ
ト
ロ
ー
の
ル
ー
ル
が
守
ら
れ
て
い
る
の
か
、
ま
た
守
ら
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
か
、
守
ら
れ
て

い
る
ル
ー
ル
に
合
理
性
は
あ
る
か
、
国
家
は
そ
の
ル
ー
ル
に
対
し
て
ど
う
い
っ
た
ス
タ
ン
ス
を
取
る
べ
き
か
、
と
い
っ
た
こ
と
は
所
与
の

前
提
で
は
な
く
、
こ
れ
ら
を
検
討
す
る
こ
と
も
ソ
フ
ト
ロ
ー
の
課
題
と
さ
れ
る
（
20
）

。
ま
た
、
各
人
の
合
理
的
な
行
動
結
果
と
し
て
一
定
の
ソ

フ
ト
ロ
ー
が
遵
守
さ
れ
る
こ
と
と
、
そ
の
規
範
が
社
会
的
に
望
ま
し
い
か
と
い
う
こ
と
と
は
、
別
問
題
で
あ
る
（
21
）

。
国
家
が
エ
ン
フ
ォ
ー
ス

し
な
い
カ
テ
ゴ
リ
ー
1
、
2
に
お
い
て
、
こ
う
し
た
問
題
が
と
り
わ
け
重
要
視
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
ソ
フ
ト
ロ
ー
が

存
在
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
社
会
的
効
果
が
フ
ォ
ロ
ー
さ
れ
な
い
ま
ま
、
そ
の
規
範
性
が
独
り
歩
き
す
る
恐
れ
が
あ
る
か
ら
だ
。

例
え
ば
、
自
発
的
に
従
っ
て
い
る
ル
ー
ル
が
合
理
的
で
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
が
慣
行
と
し
て
通
用
し
て
い
る
一
例
と
し
て
差

別
的
な
雇
用
形
態
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
雇
用
形
態
は
非
効
率
的
な
ソ
フ
ト
ロ
ー
で
あ
る
。
経
済
学
者
の
ア
カ
ロ
フ
は
、
以
下
の

よ
う
な
非
効
率
的
ソ
フ
ト
ロ
ー
の
問
題
性
を
示
唆
す
る
（
22
）

。
人
種
Ａ
、
人
種
Ｂ
が
共
存
す
る
社
会
で
、
双
方
の
平
均
的
生
産
性
に
差
が
な

五
〇
三
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か
っ
た
と
し
て
も
、
雇
用
者
に
人
種
Ａ
の
方
が
人
種
Ｂ
よ
り
高
い
生
産
性
を
示
す
と
の
偏
見
が
あ
っ
た
場
合
、
一
種
の
自
己
実
現
的
予
言

状
況
が
生
じ
て
、
そ
れ
が
給
与
格
差
と
な
っ
て
現
れ
て
し
ま
う
。
そ
う
し
た
事
実
上
の
結
果
は
人
種
Ａ
、
Ｂ
の
職
業
選
択
に
影
響
を
与
え
、

実
際
の
生
産
性
に
も
差
を
作
り
出
し
て
し
ま
う
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
慣
行
は
、
社
会
全
体
の
利
益
を
考
慮
し
た
場
合
、
効

率
的
状
況
と
は
言
え
な
い
。
も
し
雇
用
主
が
両
人
種
を
平
等
に
扱
う
な
ら
ば
、
給
与
も
生
産
性
も
上
が
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ひ
と
た
び

こ
の
よ
う
な
偏
見
に
基
づ
く
雇
用
慣
行
が
生
ま
れ
て
し
ま
う
と
、
多
く
の
者
が
自
発
的
に
そ
の
慣
行
に
従
っ
た
行
動
を
と
り
、
そ
れ
で
安

定
し
た
状
態
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。
し
か
も
、
誰
一
人
こ
の
非
効
率
性
に
気
付
い
て
い
な
い
と
す
る
と
、
ハ
ー
ド
ロ
ー

に
よ
っ
て
強
力
な
国
家
規
制
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
状
況
が
改
善
す
る
見
込
み
さ
え
得
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。

こ
こ
に
見
ら
れ
る
無
意
識
的
な
行
動
統
制
は
、
認
識
枠
組
み
に
よ
る
選
択
肢
の
「
不
可
視
化
に
よ
る
統
制
」
で
あ
り
、
ソ
フ
ト
ロ
ー
の

特
性
と
考
え
ら
れ
る
（
23
）

。
木
村
草
太
に
よ
る
と
、
ハ
ー
ド
ロ
ー
的
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト
に
よ
ら
な
い
行
動
統
制
に
は
二
種
類
あ
り
、
一
つ

が
制
裁
・
褒
賞
の
予
期
に
よ
る
も
の
、
も
う
ひ
と
つ
が
認
識
枠
組
み
に
よ
る
選
択
肢
の
不
可
視
化
に
よ
る
も
の
で
あ
る
（
24
）

。
ハ
ー
ド
ロ
ー
の

規
律
に
関
し
て
は
、「
意
識
さ
れ
た
複
数
の
選
択
肢
の
う
ち
、
い
か
な
る
選
択
を
行
う
か
」
に
留
意
す
れ
ば
よ
い
が
、
そ
も
そ
も
い
か
な

る
行
動
を
選
択
肢
と
し
て
想
定
す
る
か
と
い
う
規
律
は
、
無
意
識
的
に
前
提
と
さ
れ
た
認
識
枠
組
み
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
「
不
可
視
化
に

よ
る
統
制
」
で
あ
る
。
ソ
フ
ト
ロ
ー
は
、
不
可
視
化
に
よ
る
統
制
と
い
う
、
見
え
な
い
、
し
か
し
強
力
な
作
用
に
牽
引
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
留
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

他
方
、
ソ
フ
ト
ロ
ー
の
不
十
分
さ
を
認
識
し
た
上
で
、
そ
れ
を
ハ
ー
ド
ロ
ー
で
補
完
す
る
と
い
う
方
策
も
考
え
ら
れ
る
。
託
児
所
に
子

ど
も
を
預
け
る
と
き
に
は
、「
予
定
時
刻
ま
で
に
子
供
を
迎
え
に
行
く
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
規
範
（
ソ
フ
ト
ロ
ー
）
が
あ
る
。
こ
れ
は
共

同
体
的
な
関
係
に
基
づ
く
非
金
銭
的
な
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
し
か
し
子
供
の
引
き
取
り
が
遅
い
親
に
対
し
て
金
銭
的
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー

五
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を
課
し
た
と
こ
ろ
、
結
果
と
し
て
そ
れ
が
一
種
の
「
延
長
料
金
」
と
受
け
止
め
ら
れ
、
本
来
の
予
定
時
刻
よ
り
も
遅
く
子
供
を
迎
え
に
行

く
親
が
増
え
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
元
来
は
「
時
刻
通
り
に
迎
え
に
行
く
べ
き
」
で
あ
り
、
そ
う
し
な
か
っ
た
場
合
に
非
難
さ
れ
る

と
い
う
非
金
銭
的
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
そ
れ
に
加
え
て
更
に
金
銭
的
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
を
課
し
て
規
範
の
効
力
を
高
め
よ
う
と
し
た
も

の
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
で
は
交
換
関
係
に
基
づ
く
金
銭
的
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
の
選
択
が
、
共
同
体
的
な
非
金
銭
的
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
に
代
替
し

て
し
ま
っ
て
い
る
。
し
か
も
託
児
所
が
金
銭
的
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
を
廃
止
し
た
後
も
、
以
前
の
遵
守
率
は
回
復
し
な
か
っ
た
と
い
う
。
ハ
ー

ド
ロ
ー
が
ソ
フ
ト
ロ
ー
を
補
完
で
き
な
い
ば
か
り
か
、
ソ
フ
ト
ロ
ー
が
ハ
ー
ド
ロ
ー
に
よ
り
い
っ
た
ん
弱
め
ら
れ
て
し
ま
う
と
、
容
易
に

回
復
さ
れ
な
い
こ
と
を
、
こ
の
例
は
示
唆
し
て
い
る
（
25
）

。

ソ
フ
ト
ロ
ー
が
一
種
の
「
法
の
政
策
化
」
役
割
を
担
う
こ
と
で
、
規
範
内
容
を
不
明
確
に
し
て
い
る
こ
と
も
、
問
題
視
さ
れ
る
。
和
田

肇
は
、
労
働
立
法
に
お
け
る
努
力
義
務
規
定
や
配
慮
義
務
規
定
と
い
っ
た
ソ
フ
ト
ロ
ー
が
抱
え
る
問
題
点
を
指
摘
し
て
い
る
（
26
）

。
労
働
立
法

に
見
ら
れ
る
努
力
義
務
規
定
に
は
二
タ
イ
プ
あ
り
、
ひ
と
つ
は
法
の
目
的
や
理
念
を
示
し
、
そ
の
方
向
で
努
力
を
促
す
訓
示
的
・
抽
象
的

努
力
義
務
規
定
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
強
行
的
な
規
制
も
可
能
で
あ
る
が
、
そ
の
立
法
化
の
合
意
が
得
ら
れ
な
い
た
め
に
努
力
義
務
に

留
め
ら
れ
て
い
る
規
定
で
、
そ
の
内
容
は
か
な
り
具
体
的
に
特
定
さ
れ
て
お
り
、
最
近
は
こ
ち
ら
が
多
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
（
27
）

。
こ
の
タ

イ
プ
の
努
力
義
務
で
は
、
私
法
上
の
効
果
は
否
定
的
に
解
さ
れ
る
も
の
の
、
行
政
指
導
の
根
拠
に
は
な
り
、
法
律
の
あ
り
方
と
し
て
適
正

か
、
ま
た
ソ
フ
ト
ロ
ー
・
ア
プ
ロ
ー
チ
が
立
法
過
程
論
と
し
て
妥
当
か
と
い
っ
た
問
題
を
投
げ
か
け
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
種
の
努
力
義
務
規
定
は
、
雇
用
の
平
等
の
分
野
で
多
用
さ
れ
て
い
る
。
具
体
例
を
挙
げ
よ
う
。
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
で
は
、

「
労
働
者
の
職
業
生
活
の
充
実
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
努
め
（
二
条
二
項
）」、「
国
は
…
事
業
主
に
対
し
…
援
助
を
行
う
こ
と
が
で
き
（
一
四

条
）」、
紛
争
に
際
し
て
事
業
主
は
「
自
主
的
な
解
決
を
図
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
一
五
条
）」
と
あ
る
。
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労

五
〇
五



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
五
八
八
）

働
法
で
は
、
短
時
間
労
働
者
に
対
す
る
事
業
者
等
の
責
務
を
「
当
該
短
時
間
労
働
者
が
そ
の
有
す
る
能
力
を
有
効
に
発
揮
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
努
め
る
も
の
と
す
る
（
三
条
）」
と
規
定
し
、
育
児
介
護
休
業
法
で
も
「
事
業
主
は
、
育
児
休
業
及
び
介
護
休
業
に
関
し
て

…
こ
れ
を
労
働
者
に
周
知
さ
せ
る
た
め
の
（
二
一
条
一
項
）」、
ま
た
「
休
業
後
に
お
け
る
就
業
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
（
二
二
条
）」「
措

置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
二
一
条
一
項
・
二
二
条
）」。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
労
働
者
の
配
置
に
関
し
て
は
、「
事
業
主
は

…
当
該
労
働
者
の
子
の
養
育
又
は
家
族
の
介
護
の
状
況
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
二
六
条
）」。

し
か
し
、
使
用
者
に
対
し
て
明
確
な
実
施
義
務
を
求
め
て
い
る
と
は
言
え
な
い
努
力
義
務
や
配
慮
義
務
は
、
そ
れ
が
事
実
上
の
実
施
義

務
に
近
い
も
の
か
ら
、
訓
示
的
・
倫
理
的
意
味
し
か
持
た
な
い
も
の
ま
で
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
努
力
義
務
と
は
言
う
も
の
の
、
何
を
行
え

ば
努
力
義
務
を
尽
く
し
た
こ
と
に
な
る
の
か
明
確
で
は
な
く
、
仮
に
努
力
義
務
違
反
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
労
働
者
に
は
ど
の
よ
う
な
請

求
が
可
能
な
の
か
、
義
務
違
反
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
を
行
う
の
で
あ
れ
ば
、
労
働
者
に
課
さ
れ
る
過
大
な
立
証
責
任
を
ど
う
考
慮
す

る
の
か
と
い
っ
た
視
点
が
欠
落
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
（
28
）

。

こ
の
よ
う
な
努
力
義
務
規
定
は
、
法
の
政
策
化
や
、
行
政
主
導
型
の
権
利
実
現
法
制
と
関
係
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
（
29
）

。
一
方
で
は
私

的
自
治
原
則
の
確
認
や
後
々
予
想
さ
れ
る
紛
争
予
防
の
た
め
に
、
当
事
者
の
納
得
性
や
書
面
性
を
求
め
た
結
果
と
し
て
の
努
力
義
務
規
定

が
あ
り
、
他
方
で
、
行
政
指
導
や
行
政
指
針
に
委
ね
る
た
め
の
根
拠
と
し
て
の
努
力
義
務
規
定
が
あ
る
。
多
く
の
努
力
義
務
規
定
は
後
者

に
該
当
し
て
い
る
が
、
強
制
を
伴
わ
な
い
行
政
指
導
と
い
う
手
法
に
は
限
界
が
あ
る
上
、
法
を
権
威
主
義
的
で
非
民
主
的
な
性
格
へ
と
変

質
さ
せ
る
こ
と
で
、
逆
に
法
の
希
薄
化
さ
え
も
懸
念
さ
れ
る
（
30
）

。
当
初
は
関
係
者
の
合
意
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
に
と
り
あ
え
ず
努
力
義
務

と
し
て
導
入
し
、
そ
の
後
に
禁
止
規
定
や
実
施
義
務
規
定
に
移
行
す
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
う
る
が
、
常
に
そ
う
な
る
訳
で
は
な
い
（
31
）

。

ソ
フ
ト
ロ
ー
か
ら
ハ
ー
ド
ロ
ー
へ
と
移
行
す
る
こ
と
で
法
的
正
義
に
適
う
と
い
う
訳
で
も
な
い
が
、
ソ
フ
ト
ロ
ー
に
よ
る
規
範
形
成
は
、
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市
場
の
規
制
力
に
依
存
す
る
側
面
が
多
く
、
不
合
理
な
差
別
の
禁
止
と
い
う
面
か
ら
は
、
実
効
性
に
疑
問
が
あ
る
。
ま
た
、
人
権
保
障
と

し
て
の
性
格
を
担
保
す
る
に
は
、
い
さ
さ
か
基
盤
が
脆
弱
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
（
32
）

。

規
範
に
は
何
ら
か
の
合
理
性
や
効
率
性
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
そ
れ
を
遵
守
す
る
と
い
う
見
方
が
一
般
的
に
は
あ
る
。
し
か
し
、
あ
る
一

定
の
規
範
に
こ
そ
合
理
性
や
効
率
性
が
あ
る
と
信
じ
、
そ
れ
と
は
違
っ
た
形
の
、
も
し
く
は
高
次
の
合
理
性
や
効
率
性
の
存
在
に
無
自
覚

で
あ
る
以
上
、
ル
ー
ル
変
更
の
前
提
さ
え
失
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
ハ
ー
ド
ロ
ー
と
比
べ
、
ソ
フ
ト
ロ
ー
に
は
そ
う
し
た
懸
念
が
強
く

表
れ
る
こ
と
と
な
ろ
う
。
ル
ー
ル
を
変
更
さ
せ
る
ル
ー
ル
を
持
た
な
い
ル
ー
ル
は
、
ハ
ー
ト
に
よ
る
と
法
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
が
、
ソ

フ
ト
ロ
ー
は
ま
さ
に
こ
う
し
た
規
範
性
を
持
つ
ル
ー
ル
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

（
2
）　

ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャA

rchitecture

建
築
学
で
「
構
造
」
を
指
す
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
と
い
う
用
語
は
、
情
報
技
術
の
世
界
で
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
基
本
設
計
を
指
す
。
こ
れ

に
対
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
設
計
（
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
）
に
よ
っ
て
規
制
の
可
能
性
が
高
ま
る
と
警
告
し
た
の
が
ロ
ー
レ
ン
ス
・

レ
ッ
シ
グ
で
あ
る
（
33
）

。
レ
ッ
シ
グ
に
よ
る
と
、
人
々
の
行
動
を
制
約
す
る
要
素
と
し
て
、
法
、
社
会
規
範
、
市
場
、
そ
し
て
ア
ー
キ
テ
ク

チ
ャ
が
あ
る
。
法
に
よ
る
規
制
は
、
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
に
よ
る
威
嚇
を
背
景
と
し
た
命
令
で
あ
る
。
法
規
制
が
国
家
法
を
中
心
に
想
定
さ
れ

る
の
に
対
し
て
、
社
会
規
範
は
、
あ
る
共
同
体
内
で
課
さ
れ
る
規
範
で
あ
る
。
時
に
は
法
以
上
の
力
を
発
揮
す
る
社
会
規
範
で
あ
る
が
、

法
の
よ
う
に
組
織
化
・
集
権
化
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
市
場
は
価
格
を
通
じ
た
統
制
の
場
で
あ
る
。
法
規
範
と
社
会
規
範
が
事
後

的
な
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
を
課
す
の
に
対
し
て
、
市
場
は
同
時
的
な
制
約
が
あ
る
。
最
後
が
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
に
よ
る
規
制
で
あ
り
、
こ
れ
に

よ
る
社
会
統
制
の
あ
り
方
が
目
下
の
課
題
と
な
る
（
34
）

。
法
は
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
直
接
人
々
を
規
制
す
る
効
果
を
持
つ
が
、
そ
の
法

五
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は
、
同
時
に
社
会
規
範
や
市
場
、
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
を
規
制
す
る
と
い
う
間
接
規
制
も
可
能
で
あ
る
。
た
だ
し
法
に
よ
る
規
制
が
ア
ー
キ

テ
ク
チ
ャ
そ
の
も
の
を
形
成
す
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
法
が
期
待
す
る
よ
う
な
直
接
の
効
果
が
得
ら
れ
る
か
は
不
明
で
あ
る
。

ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
そ
れ
自
体
に
よ
る
規
制
の
特
徴
を
見
て
お
こ
う
（
35
）

。
ま
ず
は
、
こ
れ
が
操
作
可
能
な
物
理
性
に
基
づ
い
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
前
述
の
例
の
よ
う
に
、
物
理
的
に
事
物
を
設
置
す
る
か
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
す
る
と
い
う
形
式
を
取
る
の
で
、
い
っ
た
ん

こ
の
機
能
が
設
置
さ
れ
れ
ば
、
壊
れ
な
い
限
り
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
に
よ
る
規
制
は
機
能
し
続
け
る
。
い
っ
た
ん
施
行
さ
れ
た
ア
ー
キ
テ
ク

チ
ャ
に
は
、
自
動
執
行
性
が
伴
う
か
ら
で
あ
る
。
法
は
そ
れ
自
体
が
規
制
と
し
て
認
識
さ
れ
な
い
と
遵
守
さ
れ
な
い
の
に
対
し
て
、
ア
ー

キ
テ
ク
チ
ャ
は
そ
れ
が
規
制
と
認
知
さ
れ
て
い
な
く
て
も
、
有
効
に
機
能
し
う
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
そ
の
規
制
の
妥
当
性
を
吟
味
す
る
こ

と
な
く
、
所
与
の
環
境
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
。
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
に
よ
る
規
制
が
、
脱
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

型
規
制
と
も
呼
ば
れ
る
所
以
で
あ
る
（
36
）

。

ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
に
よ
る
操
作
可
能
な
物
理
性
に
基
づ
い
て
、
以
下
の
よ
う
な
特
徴
が
表
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
に
よ

る
規
制
は
、
物
理
的
条
件
の
設
定
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
行
為
者
に
選
好
の
オ
プ
シ
ョ
ン
を
示
す
も
の
で
は
な
く
、
選
択
す
る
機
会
そ
れ

自
体
を
操
作
す
る
も
の
で
あ
る
（
機
会
操
作
性
）。
次
に
そ
の
規
制
の
あ
り
方
が
物
理
的
条
件
の
設
定
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
そ
れ
を
無
視
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
（
無
視
不
可
能
性
）。
法
規
範
や
社
会
規
範
が
、
人
々
の
自
覚
的
な
意
識
の
介
在
に
よ
っ
て
機
能
す
る
の
に
対
し
、

ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
に
よ
る
規
制
は
、
制
約
さ
れ
る
者
が
制
約
と
意
識
し
な
い
ま
ま
に
規
制
さ
れ
う
る
（
意
識
不
要
性
）。
規
制
を
無
視
す
る

こ
と
が
で
き
ず
、
無
意
識
の
う
ち
に
規
制
に
従
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
規
制
の
遵
守
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
遵
守
を
促
す
執
行
機
関
を
必

要
と
し
な
い
（
執
行
機
関
の
不
要
性
）。
こ
う
し
て
制
約
を
課
す
側
か
ら
は
、
非
常
に
「
効
率
的
な
」
行
動
規
制
を
行
え
る
シ
ス
テ
ム
が

ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

五
〇
八



社
会
規
範
を
設
計
す
る
法
シ
ス
テ
ム
（
松
島
）

（
五
九
一
）

レ
ッ
シ
グ
に
よ
る
と
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
お
け
る
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
は
コ
ー
ド
で
あ
り
、
そ
の
コ
ー
ド
が
法
の
よ
う
に
機
能
す
る
と

い
う
。
こ
の
コ
ー
ド
は
変
更
可
能
な
の
だ
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
現
在
設
定
さ
れ
て
い
る
設
定
を
「
変
更
不
可
能
な
自
然
」
と
捉
え

て
し
ま
う
過
ち
を
指
摘
し
て
い
る
（
37
）

。
規
制
の
一
種
と
し
て
の
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
は
、
法
や
社
会
規
範
、
市
場
と
同
様
に
、
人
々
の
行
動
を

統
制
す
る
力
が
あ
る
の
で
、
そ
の
効
力
は
情
報
技
術
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
公
園
ベ
ン
チ
の
中
ほ
ど
に
ひ
じ
掛
け
を
付
け
て
寝

そ
べ
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
に
し
た
り
、
道
路
を
意
図
的
に
カ
ー
ブ
さ
せ
て
車
が
自
動
的
に
減
速
す
る
仕
組
み
を
作
っ
た
り
、
会
議
室

か
ら
椅
子
を
無
く
し
て
会
議
時
間
を
短
縮
さ
せ
た
り
と
、
社
会
の
様
々
な
領
域
で
多
用
さ
れ
て
い
る
。
い
わ
ば
一
つ
の
「
社
会
デ
ザ
イ

ン
」
で
あ
り
、
効
果
的
に
働
く
と
、
ス
マ
ー
ト
な
統
制
が
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
否
応
な
く
規
制
に
晒
さ
れ
る
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
に
対

し
て
は
、
む
ろ
ん
懐
疑
的
な
見
方
が
強
い
。
そ
れ
は
自
分
た
ち
の
意
識
の
及
ば
な
い
と
こ
ろ
で
行
動
統
制
さ
れ
て
い
る
気
持
ち
悪
さ
へ
の

反
感
に
加
え
、
法
が
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
を
ど
の
よ
う
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
う
る
か
と
い
う
正
当
性
の
問
題
と
に
、
大
き
く
関
係
し
て
い
る
。

（
3
）　

ナ
ッ
ジN

udge

た
だ
し
、
こ
う
し
た
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
の
特
徴
を
逆
手
に
と
っ
て
、
む
し
ろ
そ
れ
を
積
極
的
に
利
用
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
（
38
）

。

人
々
が
本
来
望
ん
で
い
な
が
ら
、
何
ら
か
の
要
因
で
そ
の
願
望
が
叶
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
ケ
ー
ス
に
お
い
て
、
望
む
べ
き
行
動
へ
と
踏
み

出
す
一
歩
の
後
押
し
を
す
るN

udge

が
そ
れ
で
あ
る
。
ナ
ッ
ジ
と
は
「
望
ま
し
い
方
向
へ
向
け
た
軽
い
一
突
き
」
で
あ
り
、
一
定
行
為

へ
の
誘
導
で
あ
る
。
個
人
の
選
択
を
禁
じ
る
こ
と
も
、
経
済
的
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ヴ
を
大
き
く
変
え
る
こ
と
も
な
く
、
人
々
の
行
動
を
予

測
可
能
な
形
で
変
え
る
、
選
択
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
の
要
素
で
あ
る
（
39
）

。
リ
チ
ャ
ー
ド
・
セ
イ
ラ
ー
と
キ
ャ
ス
・
サ
ン
ス
テ
ィ
ー
ン
は
、
リ
バ

タ
リ
ア
ン
・
パ
タ
ー
ナ
リ
ズ
ム
＝
穏
や
か
な
介
入
主
義
と
い
う
撞
着
語
法
と
も
考
え
ら
れ
る
構
想
の
中
で
、
選
択
者
の
自
由
意
思
に
影
響

五
〇
九
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を
与
え
る
こ
と
な
く
、
し
か
し
合
理
的
な
判
断
へ
と
導
く
た
め
の
制
御
や
提
案
枠
組
み
で
あ
る
ナ
ッ
ジ
を
推
奨
し
て
い
る
（
40
）

。

例
え
ば
、
道
路
で
速
度
制
限
を
行
う
際
、
ス
ピ
ー
ド
カ
メ
ラ
に
よ
る
時
速
表
示
だ
と
、
制
限
速
度
を
超
過
し
た
場
合
に
は
抑
制
効
果
が

あ
る
が
、
そ
れ
を
下
回
っ
た
場
合
に
は
、
ま
だ
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
て
も
良
い
と
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ヴ
を
与
え
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。
そ

こ
で
、
制
限
速
度
を
超
過
し
た
場
合
に
は
困
り
顔
マ
ー
ク
を
、
制
限
速
度
内
で
あ
れ
ば
ス
マ
イ
ル
マ
ー
ク
を
点
灯
さ
せ
る
仕
組
み
を
作
っ

た
と
こ
ろ
、
ま
だ
ス
ピ
ー
ド
を
出
せ
る
と
い
う
負
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ヴ
を
与
え
る
こ
と
な
く
、
制
限
速
度
内
走
行
と
い
う
目
的
が
達
し
や

す
く
な
る
と
い
う
。
ま
た
、
カ
フ
ェ
や
レ
ス
ト
ラ
ン
で
サ
ラ
ダ
バ
ー
を
中
央
で
手
の
届
き
や
す
い
場
所
に
配
置
し
た
り
、
レ
ジ
の
横
に
は

ス
ナ
ッ
ク
の
代
わ
り
に
フ
ル
ー
ツ
を
置
い
た
り
す
る
こ
と
で
、
野
菜
や
果
物
の
摂
取
量
が
増
加
す
る
の
で
、
食
生
活
の
改
善
効
果
が
期
待

で
き
る
と
い
う
（
41
）

。

本
来
リ
バ
タ
リ
ア
ニ
ズ
ム
で
は
、
人
間
は
自
分
で
正
し
い
判
断
を
し
、
そ
れ
を
実
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
、
合
理
的
人
間
像
を

前
提
と
し
て
い
る
。
個
人
と
は
自
己
の
責
任
に
お
い
て
合
理
的
な
判
断
を
自
由
に
行
い
う
る
主
体
で
あ
り
、
他
者
か
ら
制
限
さ
れ
る
の
は
、

他
者
に
危
害
を
与
え
う
る
行
為
に
留
ま
る
と
い
う
ミ
ル
の
危
害
原
理
が
、
こ
の
思
想
の
根
源
に
あ
る
。
し
か
し
現
実
の
人
々
は
、
た
と
え

自
身
の
選
好
が
確
定
し
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
充
分
な
情
報
に
基
づ
く
も
の
で
な
い
こ
と
も
多
い
。
そ
こ
で
充
分
な
情
報
に
基
づ
い

た
政
府
が
、
人
々
の
行
動
そ
れ
自
体
を
強
制
す
る
こ
と
な
く
、
行
為
者
自
身
の
福
利
を
実
現
す
る
よ
う
な
仕
方
で
誘
導
を
行
う
こ
と
に
問

題
は
な
い
、
と
リ
バ
タ
リ
ア
ン
・
パ
タ
ー
ナ
リ
ス
ト
は
主
張
す
る
。
政
府
を
は
じ
め
と
す
る
ナ
ッ
ジ
の
計
画
者
は
、
人
々
に
対
し
て
そ
の

利
益
に
な
る
よ
う
な
影
響
の
付
与
を
推
奨
す
る
が
、
人
々
か
ら
選
択
の
自
由
を
奪
お
う
と
は
し
て
お
ら
ず
、
常
に
オ
プ
ト
ア
ウ
ト
で
き
る

選
択
肢
を
残
し
て
お
く
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
一
定
の
デ
フ
ォ
ル
ト
設
定
に
基
づ
く
ナ
ッ
ジ
が
正
当
化
さ
れ
る
と
い
う
。

け
れ
ど
も
、
た
と
え
政
府
が
人
々
の
福
利
と
称
さ
れ
る
も
の
に
向
け
て
影
響
を
与
え
る
「
柔
ら
か
い
パ
タ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
を
行
使
す
る

五
一
〇
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も
の
で
あ
っ
て
も
、
常
に
そ
れ
が
許
容
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
（
42
）

。
法
や
そ
の
他
の
公
的
制
度
は
、
た
と
え
強
制
力
を
行
使
し
な
く
て
も
、

権
威
を
も
っ
て
あ
る
活
動
を
非
難
又
は
称
揚
す
る
と
き
に
は
、
重
大
な
象
徴
的
機
能
や
宣
伝
的
機
能
を
持
つ
か
ら
で
あ
る
。
ゆ
え
に
政
府

に
よ
る
パ
タ
ー
ナ
リ
ズ
ム
を
決
し
て
不
可
避
と
考
え
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
何
も
し
な
い
と
い
う
政
府
の
中
立
性
が
要
求
さ
れ
る
、
と

い
う
批
判
が
成
り
立
つ
（
43
）

。
ナ
ッ
ジ
に
よ
っ
て
、
積
極
的
に
オ
プ
ト
ア
ウ
ト
を
選
択
す
る
と
い
う
自
覚
的
少
数
者
を
除
い
て
は
、
自
ら
の
過

ち
を
以
っ
て
自
ら
を
自
律
的
な
人
格
に
成
長
さ
せ
る
と
い
う
機
会
が
奪
わ
れ
る
と
危
惧
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

3　

法
的
設
計
の
実
効
性

ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
や
ナ
ッ
ジ
の
仕
組
み
を
法
的
に
取
り
入
れ
る
と
、
ど
の
よ
う
な
問
題
が
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
作
成
に
お
い
て

国
家
が
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
し
な
が
ら
、
そ
の
効
果
は
必
ず
し
も
国
家
に
よ
っ
て
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
さ
れ
な
い
よ
う
な
努
力
義
務
規
定
に
見
ら
れ

る
ソ
フ
ト
ロ
ー
は
、
不
平
等
な
雇
用
の
領
域
に
多
く
存
在
し
て
い
る
が
、
こ
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
関
わ
る
規
定
に
は
、
法
的
ア
ー
キ
テ
ク

チ
ャ
が
窺
わ
れ
る
も
の
が
あ
る
。
例
え
ば
、
国
民
年
金
制
度
で
は
、
会
社
員
や
公
務
員
な
ど
国
民
年
金
の
第
二
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ

る
二
〇
歳
以
上
六
〇
歳
未
満
の
配
偶
者
で
、
年
間
一
三
〇
万
円
未
満
の
収
入
で
あ
れ
ば
、
第
三
号
被
保
険
者
と
な
り
、
自
ら
年
金
を
納
付

し
な
く
と
も
将
来
的
に
年
金
を
受
給
で
き
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。
第
三
号
被
保
険
者
の
約
九
九
％
は
女
性
（
44
）

な
の
で
、
法
的
ア
ー
キ
テ

ク
チ
ャ
が
事
実
上
女
性
の
生
き
方
を
選
択
さ
せ
て
い
る
、
と
も
言
え
る
。
短
時
間
労
働
に
従
事
す
る
労
働
者
の
約
八
割
が
女
性
で
あ
り
（
45
）

、

そ
の
う
ち
約
二
五
％
は
就
労
調
整
を
し
て
い
る
が
、
就
労
調
整
を
行
っ
て
い
る
短
時
間
労
働
者
の
三
七
％
が
第
三
号
被
保
険
者
制
度
に
見

ら
れ
る
い
わ
ゆ
る
一
三
〇
万
円
の
壁
を
、
約
四
八
％
が
自
分
の
所
得
税
の
非
課
税
限
度
内
で
あ
る
一
〇
三
万
円
の
壁
を
意
識
し
て
い
る
（
46
）

。

こ
の
例
は
、
法
そ
の
も
の
が
特
定
対
象
に
対
し
て
限
定
的
な
働
き
方
を
課
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
法
規
制
そ
の
も
の
に
よ
る

五
一
一
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統
制
で
は
な
い
。
し
か
し
、
国
民
年
金
法
と
い
う
法
シ
ス
テ
ム
の
選
択
肢
か
ら
、
よ
り
現
実
的
か
つ
有
利
な
あ
り
方
へ
と
事
実
上
の
行
動

を
誘
導
し
て
い
る
。
従
っ
て
こ
れ
は
法
を
媒
介
に
し
た
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
統
制
で
あ
り
、
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
の
一
例
と
考
え
ら
れ
る
。
し

か
し
こ
こ
で
留
意
す
べ
き
は
、
法
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
が
遂
行
さ
れ
た
場
合
、
そ
の
特
質
上
、
オ
プ
ト
ア
ウ
ト
の
可
能

性
が
非
常
に
限
定
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
第
三
号
被
保
険
者
制
度
の
例
で
は
、
年
齢
の
他
に
は
第
二
号
被
保
険
者
の
配
偶
者
で
な
く

な
る
こ
と
（
離
婚
）
か
、
年
間
一
三
〇
万
円
を
超
え
る
よ
う
な
働
き
方
を
す
る
か
で
あ
る
。
第
三
号
被
保
険
者
と
い
う
制
度
に
乗
ら
な
い

た
め
の
離
婚
は
非
現
実
的
で
あ
る
し
、
年
間
一
三
〇
万
円
を
超
え
る
働
き
方
を
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
同
一
価
値
労
働
同
一
賃
金
の
原
則
を

徹
底
し
た
上
で
、
家
庭
内
で
の
ア
ン
ペ
イ
ド
ワ
ー
ク
を
い
か
に
配
分
す
る
か
と
い
う
問
題
と
切
り
離
し
て
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
（
47
）

。

次
の
問
題
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
が
、
設
計
さ
れ
る
「
望
ま
し
さ
」
の
不
確
定
性
で
あ
る
。
自
分
の
望
ま
し
い
選
択
を
ど
の
よ
う
な
主

体
が
、
ど
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
で
決
定
し
て
い
る
の
か
、
か
つ
そ
れ
が
本
当
の
望
ま
し
さ
で
あ
る
の
か
は
、
検
証
不
可
能
で
あ
る
。
ア
ー

キ
テ
ク
チ
ャ
の
設
計
主
体
を
民
主
的
過
程
に
沿
っ
て
決
定
す
る
こ
と
で
、
そ
の
社
会
構
造
決
定
の
正
当
性
を
保
つ
と
い
う
方
法
で
あ
っ
た

と
し
て
も
、
依
然
と
し
て
問
題
は
残
る
（
48
）

。
ま
た
、
様
々
に
考
え
ら
れ
う
る
「
望
ま
し
さ
」
の
う
ち
、
ど
の
要
素
を
よ
り
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
す

る
の
か
と
い
う
場
面
で
、
リ
バ
タ
リ
ア
ン
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
さ
え
も
市
場
の
選
択
に
委
ね
る
べ
き
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
が
、
そ
れ
が
貨

幣
的
指
標
で
は
測
る
こ
と
の
で
き
な
い
価
値
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
そ
れ
を
市
場
で
判
断
す
る
こ
と
も
ま
た
困
難
に
な
ろ
う
（
49
）

。

け
れ
ど
も
、
そ
れ
が
故
に
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
の
可
能
性
を
葬
り
去
っ
て
し
ま
う
に
は
些
か
の
躊
躇
も
禁
じ
え
な
い
。
多
様
な
ア
ー
キ
テ

ク
チ
ャ
の
あ
り
方
に
、
選
択
余
地
の
拡
大
を
見
る
こ
と
も
、
ま
た
人
権
擁
護
の
シ
ス
テ
ム
を
作
る
こ
と
も
、
可
能
だ
と
思
わ
れ
る
か
ら
で

あ
る
（
50
）

。
大
沢
真
理
は
開
発
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
に
関
す
る
キ
ャ
ロ
ラ
イ
ン
・
モ
ー
ザ
の
「
実
際
的
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ニ
ー
ズ
」
と
「
戦
略
的

ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ニ
ー
ズ
」
の
区
別
を
受
け
、
社
会
で
性
別
役
割
や
責
任
を
果
た
す
べ
き
「
実
際
的
ジ
ェ
ン
ダ
ー
課
題
」
と
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー

五
一
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不
平
等
な
関
係
性
を
変
革
す
る
た
め
の
「
戦
略
的
ジ
ェ
ン
ダ
ー
課
題
」
と
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
と
り
わ
け
後
者
の
戦
略
的
ジ
ェ
ン

ダ
ー
課
題
に
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
不
平
等
の
是
正
の
た
め
に
戦
略
的
ニ
ー
ズ
を
設
定
す
る
重
要
性
を
指
摘
す
る
（
51
）

。
こ
う
し
た
ニ
ー
ズ
の
設
定

は
、
市
場
論
理
と
は
異
な
る
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
に
よ
る
設
計
が
有
効
に
働
く
も
の
と
思
わ
れ
る
し
、
そ
う
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
領
域
と

言
え
る
で
あ
ろ
う
。
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
な
ど
は
、
こ
う
し
た
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
の
一
つ
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

た
だ
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
な
ど
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
担
う
タ
イ
プ
の
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
は
、
ソ
フ
ト

ロ
ー
に
お
け
る
努
力
義
務
と
同
様
、
そ
の
効
力
に
お
い
て
目
覚
ま
し
い
成
果
を
上
げ
る
と
は
必
ず
し
も
言
え
な
い
。
割
当
制
の
よ
う
な
厳

格
な
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
に
は
一
定
の
効
果
が
あ
る
も
の
の
、
そ
れ
は
選
択
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
で
は
な
い
。
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク

シ
ョ
ン
は
む
し
ろ
一
定
の
行
為
選
択
に
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
与
え
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な

も
の
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
以
上
、
選
択
の
余
地
は
広
が
り
に
く
い
（
52
）

。
し
か
し
、
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
の
可
能
性
を
、
そ
の
負
の
側
面

も
認
識
し
た
上
で
積
極
的
に
受
け
入
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
社
会
的
正
当
性
を
よ
り
高
め
て
、
市
場
論
理
と

は
異
な
る
レ
ベ
ル
で
活
用
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

た
と
え
努
力
義
務
の
よ
う
な
ソ
フ
ト
ロ
ー
で
あ
っ
て
も
、
存
在
し
て
い
る
と
い
う
た
だ
そ
れ
だ
け
で
、
そ
れ
が
実
態
と
異
な
っ
て
い
る

こ
と
も
あ
る
に
せ
よ
、
象
徴
的
意
味
合
い
を
持
つ
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
法
に
よ
る
直
接
介
入
が
パ
タ
ー
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
で
あ
る

と
し
て
忌
避
さ
れ
や
す
い
中
で
、
選
択
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
の
設
定
に
は
、
従
来
の
法
的
問
題
解
決
と
は
異
な
る
気
づ
き
を
与
え
、
従
来
の

法
シ
ス
テ
ム
で
は
解
消
し
き
れ
な
い
問
題
に
対
応
し
う
る
可
能
性
が
有
す
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

五
一
三
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お
わ
り
に

「
外
的
世
界
の
も
ろ
も
ろ
の
事
象
、
す
な
わ
ち
客
体
の
間
に
あ
る
原
因
と
結
果
の
諸
連
鎖
を
ま
ず
認
識
し
、
そ
こ
に
存
在
す
る
規
則
性

や
法
則
性
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
し
て
、
主
体
と
し
て
自
由
意
思
で
も
っ
て
そ
れ
を
参
照
し
つ
つ
、
外
的
世
界
へ
の
働
き
か
け
を
行
う
こ

と
。
こ
う
し
て
、
事
物
の
因
果
関
係
に
関
す
る
知
識
の
増
大
が
行
為
結
果
の
予
測
可
能
性
を
拡
大
さ
せ
、
そ
れ
と
同
時
に
自
由
意
思
の
理

念
が
人
間
の
行
為
能
力
の
適
用
範
囲
を
外
的
世
界
全
体
へ
と
拡
大
さ
せ
る
こ
と
と
な
る
（
53
）

。」
近
代
法
の
拠
っ
て
立
つ
前
提
は
、
こ
こ
に
見

ら
れ
る
自
由
意
思
を
前
提
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
現
実
の
問
題
原
因
が
不
明
確
で
、
行
為
結
果
が
予
測
で
き
ず
、
予
測
の
た
め
の
探
求

が
さ
ら
な
る
不
知
や
問
題
を
も
た
ら
し
、
知
の
高
度
化
に
よ
り
無
知
が
相
対
的
に
増
大
し
て
い
く
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
近
代
法
の
前
提
は

極
め
て
危
う
い
場
所
に
立
っ
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
（
54
）

。
近
代
化
の
生
み
出
し
た
不
確
実
性
に
加
え
、
現
代
社
会
の
制
御
不
可
能

性
・
困
難
性
を
鑑
み
る
な
ら
ば
、
個
人
の
自
由
意
思
に
専
ら
依
拠
し
た
シ
ス
テ
ム
が
、
結
果
と
し
て
個
人
に
課
す
こ
と
に
な
る
過
酷
な
責

任
は
あ
ま
り
に
甚
大
で
あ
ろ
う
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
む
し
ろ
社
会
シ
ス
テ
ム
全
体
と
し
て
、
そ
の
あ
り
方
を
制
御
し
て
い
く
方
法
を

模
索
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
に
な
る
。
ハ
ー
ド
ロ
ー
の
み
に
頼
ら
な
い
シ
ス
テ
ム
統
御
の
あ
り
方
は
、
そ
う
し
た
賢
慮
の
一
つ
と
言
え
る

か
も
し
れ
な
い
。

そ
の
シ
ス
テ
ム
統
御
の
方
法
に
は
ま
す
ま
す
の
配
慮
が
必
要
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
い
か
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
う
る
か
が
次
の
課
題
と
な

る
。
ト
イ
プ
ナ
ー
は
現
代
社
会
が
機
能
分
化
し
て
お
り
、
そ
の
各
部
分
シ
ス
テ
ム
は
オ
ー
ト
ポ
イ
エ
ー
シ
ス
・
シ
ス
テ
ム
と
し
て
自
己
準

拠
的
な
循
環
を
繰
り
返
し
て
い
る
の
で
、
各
部
分
シ
ス
テ
ム
を
外
部
か
ら
法
に
よ
っ
て
統
御
し
よ
う
と
す
る
と
、
規
制
の
ト
リ
レ
ン
マ
と

言
わ
れ
る
各
シ
ス
テ
ム
の
相
互
無
視
・
社
会
の
法
化
・
法
の
社
会
化
規
制
と
い
う
機
能
不
全
を
き
た
す
こ
と
を
示
し
た
（
55
）

。
例
え
ば
ソ
フ
ト

五
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ロ
ー
の
一
つ
で
あ
る
努
力
義
務
を
法
が
課
し
て
も
、
そ
の
努
力
義
務
違
反
に
は
何
ら
経
済
的
不
利
益
が
負
わ
さ
れ
な
い
の
で
、
結
果
的
に

努
力
義
務
規
範
は
無
視
さ
れ
て
法
的
制
御
と
し
て
は
成
功
し
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
れ
に
よ
っ
て
法
・
経
済
双
方
の
各
シ
ス
テ
ム
の
自
己
論

理
が
損
な
わ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
た
だ
、
労
働
法
上
の
不
平
等
是
正
に
関
す
る
努
力
義
務
規
定
に
つ
い
て
見
る

と
、
関
係
者
の
合
意
が
困
難
で
あ
っ
た
が
ゆ
え
の
努
力
義
務
規
定
で
、
将
来
的
に
は
制
裁
の
伴
う
ハ
ー
ド
ロ
ー
へ
と
変
わ
っ
て
い
く
可
能

性
も
い
く
ら
か
は
あ
り
、
努
力
義
務
で
あ
っ
て
も
、
法
的
制
御
は
不
完
全
な
も
の
の
、
象
徴
的
意
味
合
い
に
基
づ
く
影
響
力
を
行
使
す
る

こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

以
上
、
従
来
型
ハ
ー
ド
ロ
ー
と
は
異
な
る
社
会
統
制
規
範
と
し
て
、
ソ
フ
ト
ロ
ー
、
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
、
ナ
ッ
ジ
を
取
り
上
げ
、
そ
れ

ぞ
れ
の
特
徴
や
問
題
、
ま
た
可
能
性
に
つ
い
て
概
観
し
て
き
た
。
自
由
意
思
に
よ
る
自
己
決
定
お
よ
び
自
己
責
任
と
い
う
従
来
型
法
レ

ジ
ー
ム
の
前
提
が
不
確
定
さ
を
増
す
に
つ
れ
、
従
来
型
の
法
規
制
の
あ
り
方
も
再
考
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。T

rial and error

の

繰
り
返
し
に
よ
っ
て
自
己
陶
冶
を
目
指
す
可
能
性
を
開
き
つ
つ
も
、
そ
れ
だ
け
に
依
ら
な
い
行
動
選
択
の
可
能
性
を
、
市
場
論
理
の
み
に

基
づ
く
も
の
と
し
て
で
は
な
く
、
い
か
に
構
成
し
う
る
か
が
、
次
な
る
課
題
と
な
ろ
う
。

（
1
） C

linton R
ichard D

aw
kins, T

h
e S

elfi sh
 G

en
e, O
xford U

niversity P
ress, 1976. 

日
高
敏
隆
他
訳
『
利
己
的
な
遺
伝
子
』
紀
伊
國
屋

書
店
、
一
九
九
一
年
。

（
2
） S
usan B

lackm
ore, T

h
e M

em
e M

ach
in

e, O
xford U

niversity P
ress, 2000. 

垂
水
雄
二
訳
『
ミ
ー
ム
マ
シ
ー
ン
と
し
て
の
私
』
草
思
社
、

二
〇
〇
〇
年
。

（
3
） 

蜂
軍
崩
壊
症
候
群
と
は
、
ミ
ツ
バ
チ
が
突
然
大
量
に
失
踪
す
る
と
い
う
世
界
的
な
現
象
で
、
二
〇
〇
〇
年
辺
り
か
ら
各
国
で
対
策
が
取
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
ウ
イ
ル
ス
や
殺
虫
剤
、
ス
ト
レ
ス
等
諸
説
が
原
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
決
定
的
要
因
は
不
明
。
養
蜂
家
に
と
っ
て
は
蜂

五
一
五
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の
全
滅
被
害
が
あ
り
、
ミ
ツ
バ
チ
の
媒
介
に
よ
っ
て
結
実
す
る
果
実
な
ど
、
農
作
物
へ
の
影
響
も
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

（
4
） 

こ
れ
は
、
自
然
や
社
会
を
取
り
囲
む
不
確
定
性
に
対
す
る
リ
ス
ク
社
会
論
と
し
て
展
開
さ
れ
る
問
題
で
あ
る
。
環
境
ホ
ル
モ
ン
や
地
球
温
暖
化

の
よ
う
に
、
原
因
、
結
果
、
そ
し
て
そ
の
因
果
関
係
が
依
然
と
し
て
明
確
で
は
な
い
要
素
に
対
し
、
ど
の
よ
う
な
態
度
で
臨
む
こ
と
が
可
能
か
、
と

い
う
問
を
投
げ
か
け
て
い
る
。

（
5
） D

avid R
iesm
an, T

he L
onely C

row
d, Y
ale U

niversity P
ress, 1950. 

加
藤
秀
俊
訳
『
孤
独
な
群
衆
』
み
す
ず
書
房
、
一
九
六
四
年
。

（
6
） L

aw
rence L

essig, C
od

e an
d

 O
th

er L
aw

s of C
yberspace, B

asic B
ooks, 2000. 

山
形
浩
生
訳
『C

O
D
E

―
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
合

法
・
違
法
・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
』
翔
泳
社
、
二
〇
〇
一
年
。

（
7
） R

ichard H
. T
haler and C

ass R
. S
unstein, N

u
d

ge, Im
provin

g D
ecision

s abou
t H

ealth
, W

ealth
 an

d
 H

appin
ess, P

enguin 

B
ooks, 2008.

（
8
） 

ト
イ
プ
ナ
ー
の
法
化
論
で
は
、
こ
う
し
た
法
の
様
態
は
乗
り
越
え
ら
れ
な
い
ト
リ
レ
ン
マ
と
し
て
措
定
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
を
乗
り
越
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
現
状
で
、
い
か
な
る
方
向
性
が
あ
り
う
る
か
を
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
9
） 

木
村
草
太
「
ハ
ー
ド
ロ
ー
の
存
立
基
盤
―
選
好
順
位
・
予
期
・
一
般
化
の
枠
組
み
―
」CO

E

ソ
フ
ト
ロ
ー
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
ペ
ー
パ
ー
・

シ
リ
ー
ズC

O
E
S
O
F
T
L
A
W
-2007-2

、
二
〇
〇
七
年
、
二
〜
六
頁
。

（
10
） 

ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
・
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
の
一
例
と
し
て
、
屋
上
緑
化
に
伴
う
補
助
金
の
給
付
や
、
エ
コ
カ
ー
に
乗
り
換
え
る
際
の
減
税
措
置
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
る
。

（
11
） 

主
権
者
命
令
説
を
と
る
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
が
、
法
を
遵
守
し
な
い
場
合
の
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
・
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
に
よ
る
恐
れ
を
法
の
拘
束
力
の
源
と
考

え
る
の
に
対
し
、
ハ
ー
ト
は
法
が
守
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
し
て
人
の
中
で
内
部
化
さ
れ
る
こ
とinternalize

に
法
拘
束
力
を
見
出
し

て
い
る
。

（
12
） 

「
法
に
適
う
」
と
い
う
遵
法
的
正
義
に
は
徳
が
内
在
し
て
い
る
が
、
そ
の
徳
の
中
で
最
高
の
も
の
で
、
か
つ
他
者
と
の
か
か
わ
り
の
中
で
現
れ

る
の
が
正
義
で
あ
る
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
『
ニ
コ
マ
コ
ス
倫
理
学
』
岩
波
文
庫
、
一
九
七
一
年
。

（
13
） 

岩
村
正
彦
「
ソ
フ
ト
ロ
ー
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
〇
年
」
ソ
フ
ト
ロ
ー
研
究
第
二
二
号
、
東
京
大
学
大
学
院
法
学
政
治
学
研
究
科
付
属
ビ
ジ
ネ

五
一
六
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ス
ロ
ー
・
比
較
法
制
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
四
年
八
月
、
四
一
頁
。
な
お
中
山
信
弘
は
『
ソ
フ
ト
ロ
ー
の
基
礎
理
論
』
有
斐
閣
、
二
〇
〇
八
年
の

中
で
「
裁
判
所
そ
の
他
の
国
の
権
力
に
よ
っ
て
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
な
規
範
で
あ
っ
て
、
私
人
（
自
然
人
お
よ
び
法
人
）
や
国
の
行

動
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
も
の
」
と
定
義
し
て
い
る
。

も
っ
と
も
、
流
動
的
側
面
を
持
つ
ソ
フ
ト
ロ
ー
に
対
し
て
明
確
に
一
致
し
た
定
義
を
し
に
く
い
側
面
が
あ
り
、
論
者
に
よ
り
微
妙
に
異
な
っ
た
論

調
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
。

（
14
） 

斉
藤
民
徒
「
ソ
フ
ト
ロ
ー
論
の
系
譜
」
法
律
時
報
七
七
巻
八
号
、
一
〇
六
頁
。

（
15
） 

斉
藤
前
掲
書
、
一
〇
八
頁
。

（
16
） 

斉
藤
前
掲
書
、
一
〇
九
頁
。

（
17
） 

藤
田
友
敬
『
ソ
フ
ト
ロ
ー
の
基
礎
理
論
』
有
斐
閣
、
二
〇
〇
八
年
、
五
頁
。

（
18
） 

た
だ
し
、「
国
家
」
に
よ
る
「
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
」
が
何
を
指
す
の
か
に
つ
い
て
は
、
留
意
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

（
19
） 

藤
田
友
敬
「
ソ
フ
ト
ロ
ー
の
基
礎
理
論
」
ソ
フ
ト
ロ
ー
研
究
第
二
二
号
、
二
頁
。

（
20
） 

藤
田
前
掲
書
、
四
〜
六
頁
。

（
21
） 

例
え
ば
、
個
々
人
が
収
穫
量
を
上
げ
よ
う
と
し
て
海
産
物
を
根
こ
そ
ぎ
捕
獲
し
た
結
果
、
全
体
と
し
て
は
資
源
が
枯
渇
し
て
継
続
的
収
穫
が
見

込
め
な
く
な
る
場
合
や
、
焼
畑
農
業
で
森
林
が
喪
失
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
土
壌
の
流
出
が
進
み
、
農
業
が
継
続
で
き
な
く
な
る
場
合
な
ど
が
想
定
さ

れ
る
。

（
22
） G

eorge A
. A
kerlof, A

 T
h

eory of S
ocial C

u
stom

, of W
h

ich
 U

n
em

ploym
en

t M
ay be on

e C
on

sequ
en

ce, Q
uarterly Journal of 

E
conom

ics, vol. 94, 1980, p.749 .

（
23
） 

木
村
草
太
「
無
限
に
連
な
る3L

D
K

―
ソ
フ
ト
ロ
ー
の
二
類
型
―
」
ソ
フ
ト
ロ
ー
研
究
第
一
一
号
、
二
〇
〇
八
年
三
月
、
一
二
七
頁
。
こ
こ
で

は
住
居
選
択
に
際
し
、
そ
れ
が
合
理
的
か
否
か
と
は
無
関
係
に
、n-L

D
K

と
い
う
暗
黙
の
定
型
ル
ー
ル
に
統
制
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い

る
。n-L

D
K

構
造
は
、
一
つ
の
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
と
し
て
、
人
々
の
生
活
ス
タ
イ
ル
を
規
定
す
る
こ
と
に
な
る
。

（
24
） 

木
村
前
掲
書
、
一
二
八
〜
一
二
九
頁
。

五
一
七



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
六
〇
〇
）

（
25
） 

藤
田
前
掲
書
、
一
〇
頁
。

（
26
） 

和
田
肇
「
労
働
法
に
お
け
る
ソ
フ
ト
ロ
ー
・
ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ
い
て
」『
日
本
社
会
と
法
律
学
―
歴
史
、
現
状
、
展
望
』
日
本
評
論
社
、

二
〇
〇
九
年
。

（
27
） 
和
田
前
掲
書
、
七
二
四
頁
。

（
28
） 

和
田
前
掲
書
、
七
二
六
頁
。

（
29
） 

和
田
前
掲
書
、
七
二
六
頁
。

（
30
） 

和
田
前
掲
書
、
七
二
七
頁
。

（
31
） 

和
田
前
掲
書
、
七
二
八
頁
。

（
32
） 

和
田
前
掲
書
、
七
三
〇
〜
七
三
六
頁
。
な
お
和
田
は
、
判
例
法
上
の
雇
用
平
等
法
理
の
発
展
が
、
努
力
義
務
の
実
定
法
化
に
よ
っ
て
か
え
っ
て

押
し
と
ど
め
ら
れ
て
い
る
可
能
性
を
示
唆
し
、
立
法
政
策
論
の
点
か
ら
も
努
力
義
務
に
疑
問
を
投
げ
か
け
て
い
る
。

（
33
）
二
〇
〇
〇
年
に
出
版
さ
れ
た
問
題
意
識
を
よ
り
展
開
し
た
も
の
と
し
て
、L

aw
rence L

essig, C
O
D
E
 version 2.0, B

asic B
ooks, 2006. 

山

本
浩
生
訳
『C

O
D
E
 V
E
R
S
IO
N
 2.0

』
翔
泳
社
、
二
〇
〇
七
年
。

（
34
） 

レ
ッ
シ
グ
の
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
に
関
す
る
説
明
と
し
て
、
松
尾
陽
「
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
に
よ
る
規
制
作
用
の
性
質
と
そ
の
意
義
」
法
哲
学
年
報

二
〇
〇
七
年
『
法
思
想
史
学
に
と
っ
て
近
代
と
は
何
か
』
に
詳
し
い
。

（
35
） 

松
尾
前
掲
書
二
四
六
頁
以
下
。

（
36
） 

松
尾
陽
「
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
に
よ
る
規
制
と
立
憲
主
義
の
課
題
」
法
学
時
報
八
七
巻
四
号
、
日
本
評
論
社
、
二
〇
一
五
年
四
月
、
八
五
頁
。

（
37
） L

essig, 2006, op. cit, chapter 1.

（
38
） 

濱
野
智
史
『
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
の
生
態
系
―
情
報
環
境
は
い
か
に
設
計
さ
れ
て
き
た
か
―
』N

T
T

出
版
、
二
〇
〇
八
年
、
二
一
頁
以
下
。
た

だ
し
こ
こ
で
の
議
論
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
情
報
技
術
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
濱
野
は
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
に
よ
る
不
当
な
支
配
の
可
能
性
に
も
触

れ
つ
つ
、
多
様
な
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
の
あ
り
方
に
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

（
39
） R

ichard H
. T
haler and C

ass. S
unstein, op cit. pp.269-271.

五
一
八



社
会
規
範
を
設
計
す
る
法
シ
ス
テ
ム
（
松
島
）

（
六
〇
一
）

（
40
） 

リ
バ
タ
リ
ア
ン
・
パ
タ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
はR

ichard H
. T
haler and C

ass. S
unstein, L

ibertarian
 P

atern
alism

 In
 N

ot an
 

O
xym

oron, T
he U

niversity of C
hicago L

aw
 R
eview

, V
ol. 70, 2003, P

.1159.
（
41
） 
山
根
承
子
「
ナ
ッ
ジ
す
る
仕
掛
け
」
人
工
知
能
学
会
誌
二
八
巻
四
号
、
二
〇
一
三
年
七
月
、
五
九
八
頁
。

（
42
） 
森
村
進
「
キ
ャ
ス
・
サ
ン
ス
テ
ィ
ー
ン
と
リ
チ
ャ
ー
ド
・
セ
イ
ラ
ー
の
「
リ
バ
タ
リ
ア
ン
・
パ
タ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」」
一
橋
法
学
七
巻
三
号
、

二
〇
〇
八
年
一
一
月
、
一
〇
九
一
頁
。

（
43
） 

森
村
前
掲
書
一
〇
九
二
頁
。

（
44
） 

厚
生
労
働
省
年
金
局
発
表
の
平
成
二
五
年
度
厚
生
年
金
保
険
・
国
民
年
金
事
業
の
概
況
に
よ
る
と
、
第
三
号
被
保
険
者
の
総
数
九
四
五
万
人
の

う
ち
、
九
三
四
万
人
が
女
性
で
あ
る
。http://w

w
w
.m
hlw
.go.jp/topics/bukyoku/nenkin/nenkin/toukei/dl/h25a.pdf

（
45
） 

短
時
間
労
働
従
事
者
の
八
割
が
女
性
で
あ
る
こ
と
に
も
、
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
の
関
わ
り
が
指
摘
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

（
46
） 

労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
が
平
成
二
二
年
一
二
月
に
発
表
し
た
短
時
間
労
働
者
実
態
調
査
。

http://w
w
w
.m
hlw
.go.jp/stf/shingi/2r98520000011q6m

-att/2r98520000011w
k3.pdf

（
47
） 

第
三
号
被
保
険
者
制
度
に
は
、
家
庭
内
で
の
ア
ン
ペ
イ
ド
ワ
ー
ク
は
女
性
が
担
う
も
の
と
い
う
前
提
が
暗
黙
裡
に
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
こ
と

自
体
が
女
性
全
体
の
働
き
方
を
限
定
的
に
す
る
と
い
う
循
環
的
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
を
発
揮
し
て
い
る
。

（
48
） 

民
主
的
な
決
定
過
程
と
さ
れ
る
も
の
が
、「
合
理
的
な
愚
か
者
」
の
選
択
を
し
て
い
な
い
と
は
限
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

（
49
） 

例
え
ば
、G

N
I

（G
N
P

）
で
所
得
や
生
産
に
関
す
る
指
標
を
得
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
こ
こ
に
家
事
労
働
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
は
含
ま
れ

て
い
な
い
。

（
50
） 

注
三
五
参
照
。

（
51
） 

大
沢
真
理
『
生
活
保
障
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
』
有
斐
閣
、
二
〇
一
四
年
、
七
〇
頁
以
下
。

（
52
） 

次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
に
基
づ
い
て
行
動
計
画
を
策
定
し
た
企
業
の
う
ち
、
行
動
計
画
に
定
め
た
目
標
を
達
成
し
、
一
定
の
基
準
を
満

た
し
た
企
業
に
は
、
厚
生
労
働
大
臣
の
認
定
（
く
る
み
ん
認
定
）
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
が
、「
く
る
み
ん
」
自
体
が
一
般
に
普
及
し
て
い
な
い

た
め
、
取
得
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
に
は
な
り
に
く
い
。

五
一
九



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
六
〇
二
）

（
53
） 

中
山
竜
一
「
リ
ス
ク
社
会
に
お
け
る
法
と
自
己
決
定
」
田
中
成
明
編
『
現
代
法
の
展
望
』
有
斐
閣
、
二
〇
〇
四
年
、
二
五
八
頁
。

（
54
） 

戸
部
真
澄
「
リ
ス
ク
、
法
、
市
民
・
市
民
社
会
」
大
阪
経
大
論
集
第
六
五
巻
第
一
号
、
二
〇
〇
四
年
五
月
、
三
九
頁
。

（
55
） G

unther T
eubner, A

fter L
egal In

stru
m

en
talism

? S
trategic M

od
els of P

ost- R
egu

latory L
aw
, D
ilem
m
as of L

aw
 in the 

W
elfare S

tate, 1986. P
.299.

五
二
〇



第
一
次
Ｅ
Ｅ
Ｃ
加
盟
申
請
と
政
党
政
治
（
三
澤
）

（
六
〇
三
）

第
一
次
Ｅ
Ｅ
Ｃ
加
盟
申
請
と
政
党
政
治

│
イ
ギ
リ
ス
労
働
党
の
動
揺

│

三　
　

澤　
　

真　
　

明

1　

は
じ
め
に

2　

労
働
組
合
と
Ｅ
Ｅ
Ｃ
加
盟
申
請

3　

議
会
労
働
党
と
Ｅ
Ｅ
Ｃ
加
盟
申
請

4　

政
党
間
競
合
と
党
内
融
和

5　

お
わ
り
に

1　

は
じ
め
に

本
稿
で
は
、
一
九
六
一
年
に
保
守
党
政
権
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
第
一
次
Ｅ
Ｅ
Ｃ
加
盟
申
請
に
際
し
て
、
野
党
で
あ
る
労
働
党
が
、
議
会

論　

説

五
二
一



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
六
〇
四
）

投
票
で
棄
権
す
る
と
い
う
形
で
、
消
極
的
な
賛
成
を
示
し
た
の
に
も
関
わ
ら
ず
、
な
ぜ
交
渉
過
程
で
徐
々
に
反
対
へ
と
傾
い
て
い
っ
た
の

か
、
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。
我
が
国
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
研
究
の
多
く
が
、
加
盟
問
題
を
外
交
上
の
分
析
対
象
と
し
て
捉

え
て
い
る
（
1
）

。
確
か
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
が
国
家
間
の
条
約
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
、
深
化
と
拡
大
を
重
ね
て
き
た
歴
史
を
鑑
み
れ
ば
、
外

交
史
の
分
野
に
よ
る
、
加
盟
交
渉
の
分
析
は
重
要
な
一
視
点
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

一
方
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
は
国
家
主
権
を
共
有
す
る
と
い
う
性
質
か
ら
し
て
、
国
内
政
治
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
。
ゆ
え
に

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
問
題
を
国
内
政
治
と
い
う
文
脈
か
ら
分
析
す
る
視
点
も
重
要
と
な
ろ
う
。
と
り
わ
け
、
国
内
政
治
の
主
要
な
ア
ク
タ
ー

で
あ
る
政
党
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
は
、
大
き
な
意
味
を
有
し
て
い
る
。
一
九
六
〇
年
代
の
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
は
、
二
大
政
党
に
対
す

る
支
持
が
依
然
と
し
て
高
い
水
準
（
2
）

に
あ
り
、
両
党
が
国
民
の
意
見
の
大
部
分
を
包
含
で
き
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
政
党
を
分
析
対
象
と
し
、
そ
の
対
応
を
検
証
し
て
い
く
こ
と
で
、
な
ぜ
イ
ギ
リ
ス
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
政
策
が
賛
成
と
反
対
の

間
で
揺
れ
動
い
た
の
か
、
い
わ
ば
「
や
っ
か
い
な
パ
ー
ト
ナ
ー
（
3
）

」
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
問
い
に
も
一
定
の
知
見
を
提
供
す
る
こ
と
が
で

き
る
だ
ろ
う
。

次
に
分
析
枠
組
み
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
政
党
政
治
と
い
う
大
き
な
枠
組
み
を
用
い
る
こ
と
に
し
た
い
。
政
党
研
究
の
中
で
、
政
党
政

治
と
は
何
か
と
い
う
一
致
し
た
見
解
が
見
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
本
稿
で
は
政
党
政
治
を
示
す
も
の
と
し
て
、
政
党
内
競
合
と
政
党

間
競
合
と
の
二
つ
の
競
合
の
態
様
を
挙
げ
、
こ
れ
ら
に
基
づ
い
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
問
題
を
分
析
し
て
い
く
。

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
保
守
党
は
、
党
首
の
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
に
党
の
意
思
決
定
が
な
さ
れ
て
い
く
の
に
対
し
て
、

労
働
党
は
院
外
組
織
が
強
力
で
あ
り
、
い
わ
ば
下
か
ら
の
圧
力
が
大
き
な
影
響
力
を
有
し
て
い
る
（
4
）

。
そ
も
そ
も
労
働
党
は
一
九
〇
〇
年
に

誕
生
し
た
労
働
代
表
委
員
会
（L

abour R
epresentative C

om
m
itte

）
に
起
源
を
有
し
て
お
り
、
労
働
代
表
委
員
会
は
六
八
の
労
働
組
合
、

五
二
二



第
一
次
Ｅ
Ｅ
Ｃ
加
盟
申
請
と
政
党
政
治
（
三
澤
）

（
六
〇
五
）

社
会
民
主
連
盟
、
フ
ェ
ビ
ア
ン
協
会
、
独
立
労
働
党
の
連
合
体
で
あ
っ
た
。

労
働
党
は
、
ほ
か
の
イ
ギ
リ
ス
の
主
要
政
党
（
保
守
党
や
自
由
党
）
と
比
べ
て
も
独
特
な
党
組
織
を
有
し
て
い
る
。
そ
の
特
徴
と
は
、
先

述
し
た
よ
う
に
、
議
会
外
の
活
動
か
ら
党
が
創
設
さ
れ
た
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
（
5
）

。
こ
の
こ
と
は
議
会
内
の
議
員
の
グ
ル
ー
プ
分
け
に
端

を
発
し
て
い
る
保
守
党
や
自
由
党
と
は
大
き
く
異
な
る
点
で
あ
る
。
労
働
党
は
そ
の
特
殊
性
に
よ
り
、
保
守
党
や
自
由
党
と
は
異
な
っ
た

意
思
決
定
シ
ス
テ
ム
を
備
え
て
い
る
。
労
働
党
の
議
会
外
組
織
は
意
思
決
定
に
際
し
て
大
き
な
影
響
力
を
有
し
て
お
り
、
年
次
党
大
会
の

持
つ
意
味
は
、
保
守
党
に
比
べ
て
は
る
か
に
大
き
い
。
そ
し
て
年
次
党
大
会
に
お
い
て
圧
倒
的
な
議
決
権
を
持
つ
労
働
組
合
が
院
外
組
織

の
中
心
的
な
機
関
で
あ
る
。

労
働
党
は
、
議
会
労
働
党
（P

arliam
entary L

abour P
arty

）
よ
り
も
院
外
組
織
が
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
。
党
の
規
定
で
は
、

議
会
労
働
党
は
党
大
会
の
指
導
に
服
す
る
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
労
働
党
の
党
構
造
を
前
提
に
す
る
と
、
政
党
間
競
合
の
場

で
あ
る
議
会
や
選
挙
に
だ
け
着
目
し
て
い
る
の
で
は
不
十
分
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
だ
ろ
う
。

よ
っ
て
、
本
稿
で
は
政
党
内
競
合
を
検
討
す
る
た
め
に
、
年
次
党
大
会
で
多
く
の
議
決
権
を
有
し
て
い
る
労
働
組
合
の
議
論
、
労
働
組

合
の
連
合
体
で
あ
る
労
働
組
合
会
議
（T

rades U
nions C

ongress

）
で
の
議
論
、
そ
し
て
議
会
労
働
党
議
員
の
議
論
と
い
う
三
つ
の
次
元

を
検
討
し
て
い
く
。
こ
の
三
つ
の
次
元
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
広
義
の
意
味
で
の
労
働
党
が
ど
の
よ
う
な
意
思
形
成
を
図
っ
た
の
か
を
明

ら
か
に
す
る
。

Ａ
．
ベ
ヴ
ァ
ン
（A

. B
evan

）
が
、
社
会
主
義
者
の
唱
え
る
計
画
経
済
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
に
伴
う
自
由
貿
易
の
矛
盾
を
喝
破
し
た
（
6
）

が
、

社
会
主
義
を
党
是
と
す
る
労
働
党
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
に
反
対
姿
勢
を
採
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
た
。
よ
り
厳
密
に
言
う
な
ら
ば
社
会
主
義

者
を
支
え
る
労
働
組
合
会
議
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
へ
の
参
加
に
難
色
を
示
す
と
予
想
さ
れ
た
。
ま
た
、
党
大
会
で
は
労
働
組
合
会
議
が
圧

五
二
三
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倒
的
な
議
決
権
を
握
っ
て
い
る
た
め
、
党
大
会
の
趨
勢
も
労
働
組
合
会
議
の
意
見
へ
と
傾
く
こ
と
が
多
い
。

労
働
組
合
会
議
が
も
っ
ぱ
ら
経
済
的
な
利
害
に
基
づ
い
て
立
場
を
決
定
す
る
の
に
対
し
て
、
議
会
労
働
党
は
、
支
持
母
体
で
あ
る
労
働

組
合
会
議
の
意
向
に
左
右
さ
れ
や
す
い
も
の
の
、
イ
ギ
リ
ス
や
労
働
党
が
置
か
れ
た
立
場
と
い
う
政
治
的
な
要
素
も
考
慮
し
て
立
場
を
決

定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
議
会
労
働
党
の
党
内
意
見
は
二
分
さ
れ
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
よ
っ
て

政
党
内
に
関
し
て
言
え
ば
、
Ｅ
Ｅ
Ｃ
へ
の
加
盟
の
是
非
を
め
ぐ
っ
て
、
労
働
組
合
会
議
と
議
会
労
働
党
が
協
調
す
る
か
、
反
発
し
あ
う
の

か
が
重
要
な
問
題
点
と
な
っ
て
く
る
。

ま
た
、
政
党
を
分
析
す
る
上
で
の
も
う
一
つ
の
視
点
は
政
党
間
競
合
で
あ
る
。
サ
ル
ト
ー
リ
（G

. S
artori

）
が
政
党
を
「
選
挙
に
際
し

て
、
提
出
さ
れ
る
公
式
の
ラ
ベ
ル
に
よ
っ
て
身
元
が
確
認
さ
れ
、
選
挙
（
自
由
選
挙
で
あ
れ
、
制
限
選
挙
で
あ
れ
）
を
通
じ
て
候
補
者
を
公

職
に
就
け
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
す
べ
て
の
政
治
集
団
（
7
）

」
で
あ
る
と
定
義
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
通
り
、
政
党
は
常
に
選
挙
を
念

頭
に
置
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
は
典
型
的
な
二
党
制
の
国
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
イ
ギ
リ
ス
の
二
党
制
の
特
徴
は
「
敵
対
政
治

（adversary politics （8
）

）」
で
あ
る
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
敵
対
政
治
」
と
い
う
観
点
か
ら
す
る
と
、
保
守
党
が
打
ち
出
し
た
Ｅ
Ｅ
Ｃ

加
盟
申
請
と
い
う
政
策
に
対
し
て
、
労
働
党
は
敵
対
的
、
す
な
わ
ち
加
盟
申
請
に
反
対
と
な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

よ
っ
て
、
労
働
党
が
Ｅ
Ｅ
Ｃ
加
盟
申
請
に
際
し
て
ど
の
よ
う
な
対
応
を
採
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
検
討
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
政
党

内
競
合
と
政
党
間
競
合
の
狭
間
で
ど
の
よ
う
な
議
論
が
な
さ
れ
て
き
た
の
か
と
い
う
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
く
る
。
以
下
で
は
、
第
二
節

で
、
労
働
組
合
と
労
働
組
合
会
議
が
ど
の
よ
う
な
姿
勢
を
示
し
た
の
か
、
第
三
節
で
は
、
議
会
労
働
党
議
員
が
Ｅ
Ｅ
Ｃ
加
盟
申
請
に
対
し

て
、
ど
の
よ
う
な
態
度
を
採
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
し
て
第
四
節
で
は
第
二
節
、
三
節
を
踏
ま
え
て
、
政
党
間
競
合
を
前
に
し

た
と
き
、
党
と
し
て
ど
の
よ
う
な
結
論
を
下
し
た
の
か
を
説
明
し
て
い
く
。

五
二
四



第
一
次
Ｅ
Ｅ
Ｃ
加
盟
申
請
と
政
党
政
治
（
三
澤
）

（
六
〇
七
）

2　

労
働
組
合
と
Ｅ
Ｅ
Ｃ
加
盟
申
請

各
労
働
組
合
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
労
働
組
合
会
議
は
労
働
党
の
中
で
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
労
働
党
は
党
収
入
の
大
半
を
労

働
組
合
の
拠
出
金
に
依
拠
し
て
お
り
、
そ
の
収
入
の
約
八
割
を
労
働
組
合
が
負
担
し
て
い
る
（
9
）

。
ま
た
、
労
働
組
合
は
党
大
会
に
お
け
る
議

決
に
お
い
て
も
圧
倒
的
な
力
を
有
し
て
い
る
（
10
）

。
党
大
会
で
の
投
票
権
は
、
党
に
加
盟
し
て
い
る
団
体
の
加
入
者
数
に
比
例
し
て
分
け
与
え

ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
全
労
働
組
合
の
投
票
力
と
そ
の
他
の
投
票
力
の
差
は
お
お
よ
そ
六
：
一
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
（
11
）

。
こ
の
こ
と

は
、
労
働
組
合
の
意
向
が
党
大
会
に
反
映
さ
れ
や
す
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
ま
た
、
投
票
力
の
差
は
、
労
働
組
合
の
意
向
を

党
の
綱
領
へ
組
み
込
む
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
も
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
労
働
組
合
の
連
合
体
で
あ

る
労
働
組
合
会
議
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
態
度
を
示
し
て
い
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

一
九
六
一
年
八
月
一
〇
日
に
保
守
党
政
権
が
行
っ
た
第
一
次
Ｅ
Ｅ
Ｃ
加
盟
申
請
を
経
て
、
同
年
一
〇
月
に
労
働
党
党
大
会
が
開
催
さ
れ

た
。
そ
こ
で
開
か
れ
た
一
般
討
議
に
お
い
て
、
Ｅ
Ｅ
Ｃ
加
盟
問
題
に
関
心
を
示
し
た
の
が
農
業
労
働
者
全
国
同
盟
（N

ational U
nion of 

A
gricultural W

orkers

）
で
あ
っ
た
。
同
組
合
を
代
表
し
て
Ｈ
．
コ
ー
リ
ソ
ン
（H

. C
ollison

）
は
ゲ
イ
ツ
ケ
ル
（H

. G
aitskell

）
が
繰
り

返
し
述
べ
て
き
た
共
通
市
場
へ
の
参
入
に
対
す
る
疑
義
に
つ
い
て
、
明
確
か
つ
熱
烈
な
支
持
を
与
え
た
の
で
あ
る
（
12
）

。
コ
ー
リ
ソ
ン
が
懸
念

を
示
し
て
い
た
の
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
自
由
貿
易
連
合
諸
国
と
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
諸
国
と
の
関
係
で
あ
っ
た
（
13
）

。
コ
ー
リ
ソ
ン
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
自

由
貿
易
連
合
諸
国
の
中
立
政
策
と
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
諸
国
が
持
つ
世
界
大
で
の
経
済
的
、
政
治
的
な
力
へ
の
影
響
に
言
及
し
た
後
に
、
同

団
体
が
最
も
関
心
を
寄
せ
る
農
業
問
題
へ
と
論
を
展
開
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

コ
ー
リ
ソ
ン
は
こ
れ
ま
で
農
業
・
造
園
業
に
よ
っ
て
一
〇
〇
万
人
の
雇
用
が
創
出
さ
れ
、
食
料
の
五
〇
％
以
上
が
生
産
さ
れ
て
い
る
こ

五
二
五
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と
を
指
摘
し
た
。
そ
の
上
で
、
こ
れ
ら
の
成
果
が
一
九
四
七
年
の
農
業
法
に
よ
る
支
援
制
度
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
き
た
が
、
ロ
ー
マ
条

約
へ
の
調
印
に
よ
っ
て
、
そ
の
制
度
が
維
持
さ
れ
な
く
な
る
と
論
じ
た
。
ま
た
、
自
ら
の
産
業
が
イ
ギ
リ
ス
に
与
え
た
偉
大
な
貢
献
に
報

い
る
た
め
に
、
農
業
従
事
者
に
対
し
、
平
等
な
賃
金
と
条
件
、
公
平
な
チ
ャ
ン
ス
が
確
保
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
主
張
し
た
（
14
）

。

一
方
で
、
前
述
し
た
諸
問
題
の
解
決
が
な
さ
れ
る
な
ら
ば
、
必
ず
し
も
Ｅ
Ｅ
Ｃ
へ
の
加
盟
に
反
対
と
い
う
立
場
を
示
し
た
わ
け
で
は
な

か
っ
た
。
コ
ー
リ
ソ
ン
は
明
確
な
賛
成
も
明
確
な
反
対
も
せ
ず
に
（
15
）

、
い
わ
ば
条
件
付
き
の
賛
成
と
い
う
立
場
を
採
る
こ
と
を
表
明
し
た
の

で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
コ
ー
リ
ソ
ン
が
示
し
た
条
件
付
き
の
賛
意
は
、
ほ
と
ん
ど
実
現
が
不
可
能
な
問
題
で
あ
り
、
そ
の
意
味
に
お

い
て
は
実
質
的
に
反
対
と
変
わ
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
化
学
・
技
術
・
経
営
ス
タ
ッ
フ
労
働
組
合
（A

ssociation of S
cientifi c T

echnical and M
anagerial S

taff s

）
の
Ｃ
．
ジ
ェ
ン
キ

ン
ス
（C

. Jenkins

）
は
「
ロ
ー
マ
条
約
に
基
づ
き
、
イ
ギ
リ
ス
が
共
通
市
場
へ
参
入
す
る
こ
と
は
、
国
益
に
対
し
て
有
害
で
あ
る
（
16
）

」
と
主

張
し
て
い
る
。
ジ
ェ
ン
キ
ン
ス
も
コ
ー
リ
ソ
ン
同
様
に
、
イ
ギ
リ
ス
を
中
心
と
し
た
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
体
制
の
重
要
性
を
指
摘
し
て
い
る

が
、
自
由
貿
易
や
関
税
障
壁
の
撤
廃
に
は
賛
成
を
示
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
ジ
ェ
ン
キ
ン
ス
が
共
通
市
場
へ
の
参
入
に
強
く
反
対
す
る
理
由
は
、
イ
ギ
リ
ス
を
取
り
巻
く
当
時
の
国
際
情
勢
に

あ
っ
た
。
当
時
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
治
を
規
定
し
て
い
た
冷
戦
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
東
西
分
裂
を
招
い
て
い
た
。
そ
し
て
彼
は
Ｅ
Ｅ
Ｃ
が
冷

戦
戦
略
を
下
支
え
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
分
裂
を
永
続
的
な
も
の
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
（
17
）

と
非
難
し
た
の
で
あ
る
。
加
え
て
、
Ｅ
Ｅ
Ｃ
委
員

会
の
委
員
長
で
あ
っ
た
ハ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
（W

. H
allstein

）
が
西
ド
イ
ツ
外
務
次
官
で
あ
っ
た
と
き
に
打
ち
出
し
た
ハ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
原

則
（
18
）

に
も
不
快
感
を
示
し
て
い
た
（
19
）

。
つ
ま
り
ジ
ェ
ン
キ
ン
ス
は
ド
イ
ツ
の
分
断
、
ひ
い
て
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
分
断
を
固
定
化
す
る
よ
う
な
、

い
か
な
る
立
場
も
許
容
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

五
二
六



第
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次
Ｅ
Ｅ
Ｃ
加
盟
申
請
と
政
党
政
治
（
三
澤
）

（
六
〇
九
）

日
を
ま
た
い
で
続
け
ら
れ
た
党
大
会
で
の
議
論
の
二
日
目
に
は
、
三
つ
の
組
合
の
代
表
者
が
意
見
を
表
明
し
た
。
一
人
目
が
機
械
工
・

船
舶
設
計
者
連
盟
（A

ssociation of E
ngineering and S

hipbuilding D
raftsm

en

）
の
Ｇ
．
コ
ー
ン
ズ
（G

. C
ornes

）
で
あ
る
。
コ
ー
ン
ズ

も
ま
た
Ｅ
Ｅ
Ｃ
加
盟
に
対
し
て
は
明
確
な
反
対
の
意
思
を
示
し
た
（
20
）

。
彼
の
反
対
理
由
は
極
め
て
明
確
に
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
ロ
ー
マ
条
約

三
七
条
、
六
八
条
（
21
）

に
批
判
が
集
中
し
て
い
た
。
ロ
ー
マ
条
約
三
七
条
は
貿
易
に
関
す
る
条
項
で
あ
り
、
六
八
条
は
資
本
移
動
に
関
す
る
条

項
で
あ
る
。

彼
の
基
本
的
な
姿
勢
は
社
会
主
義
に
立
脚
し
た
国
家
を
維
持
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
ロ
ー
マ
条
約
の
三
七
条
は
、
商
業
的
性
格

を
持
つ
国
家
独
占
を
一
部
許
容
し
て
い
る
も
の
の
、
加
盟
国
間
で
の
物
の
売
買
で
差
別
が
生
じ
て
は
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と

は
、
労
働
党
が
推
し
進
め
て
き
た
国
有
化
政
策
に
反
す
る
も
の
で
あ
り
、
社
会
主
義
に
立
脚
し
た
イ
ギ
リ
ス
と
い
う
同
党
の
価
値
観
に
反

し
て
い
る
。
六
八
条
に
し
て
も
、
Ｅ
Ｅ
Ｃ
加
盟
国
に
対
し
て
差
別
的
な
取
扱
い
を
し
て
は
な
ら
な
い
と
定
め
て
お
り
、
資
本
移
動
や
投
資

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
権
限
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
に
懸
念
を
表
明
し
て
い
た
。

そ
し
て
、
彼
は
、
翌
年
に
全
国
執
行
委
員
会
が
提
出
す
る
「
基
本
的
条
件
」
と
い
う
声
明
に
影
響
を
与
え
る
、
労
働
党
が
採
る
べ
き
姿

勢
を
示
し
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
以
下
の
四
つ
で
あ
る
。

（
1
）　

ロ
ー
マ
条
約
の
条
件
下
で
の
加
盟
を
否
定

（
2
）　

全
て
の
国
家
と
の
貿
易
の
発
展

（
3
）　

イ
ギ
リ
ス
経
済
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
た
め
の
、
完
全
な
権
力
を
維
持

（
4
）　

私
的
な
利
益
に
対
す
る
経
済
的
な
権
限
移
譲
の
拒
否
（
22
）

五
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一
方
で
、
商
店
・
流
通
労
働
者
組
合
（U

nion of S
hop,D

istributive and A
lied W

orkers

）
の
Ａ
．
バ
ー
チ
（A

. B
irch

）
は
、
Ｅ
Ｅ
Ｃ

加
盟
に
反
対
す
る
労
働
組
合
が
多
い
中
、
唯
一
好
意
的
な
姿
勢
を
示
し
た
。
彼
は
、
産
業
が
発
展
す
る
た
め
の
条
件
と
し
て
、
巨
大
な
市

場
の
形
成
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
だ
が
彼
は
、
経
済
的
な
側
面
に
ば
か
り
目
を
奪
わ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
Ｅ
Ｅ
Ｃ
加
盟

に
よ
っ
て
生
じ
る
政
治
的
な
影
響
に
つ
い
て
も
考
え
を
め
ぐ
ら
せ
て
い
た
。
彼
は
、
Ｅ
Ｅ
Ｃ
加
盟
が
も
た
ら
す
の
は
、
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
、

農
業
に
対
す
る
責
務
、
未
来
の
た
め
に
自
ら
の
手
で
独
立
し
た
政
策
を
決
定
す
る
こ
と
へ
の
影
響
で
あ
る
と
論
じ
た
（
23
）

。

そ
の
上
で
Ｅ
Ｅ
Ｃ
に
加
盟
し
た
と
し
て
も
、
イ
ギ
リ
ス
の
産
業
国
と
し
て
の
経
験
や
労
働
党
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
審
議
会
で
見
せ
た
影
響
力

を
失
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
（
24
）

。
こ
の
主
張
は
、
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
に
対
す
る
冷
静
な
判
断
が
根
底
に
あ
っ
た
。
ゆ

え
に
、
状
況
を
ど
の
よ
う
に
認
識
す
る
か
に
よ
っ
て
、
同
じ
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
と
の
関
係
と
い
う
争
点
を
取
り
上
げ
て
も
、
そ
こ
か
ら
導

き
出
さ
れ
る
答
え
が
異
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
バ
ー
チ
は
す
で
に
、
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
と
の
市
場
だ
け
で
は
経
済
が
成
長
し
て
い
か
な

い
こ
と
に
気
が
付
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
合
同
機
械
工
組
合
（A
m
algam

ated E
nginneing U

nion

）
の
Ｒ
．
バ
イ
ン
ガ
ム
（R

. B
ingham

）
だ
け
は
、
自
ら
の
立
場
を
明

確
に
示
さ
な
か
っ
た
。
彼
の
関
心
に
あ
っ
た
の
は
、
経
済
的
に
衰
退
し
て
い
た
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
産
業
が
ど
う
な
る
の
か
と
い
う
一
点

で
あ
っ
た
。
当
時
の
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
産
業
衰
退
は
深
刻
で
あ
り
、
伝
統
産
業
で
あ
る
造
船
、
織
物
、
航
空
製
造
業
の
崩
壊
が
懸
念
さ

れ
て
い
た
。
彼
の
演
説
は
、
こ
れ
ま
で
の
労
働
組
合
の
代
表
者
と
は
異
な
り
、
Ｅ
Ｅ
Ｃ
加
盟
賛
成
、
反
対
を
訴
え
る
の
も
の
で
は
な
か
っ

た
。
む
し
ろ
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
を
訴
え
る
も
の
で
あ
っ
た
（
25
）

。

こ
れ
ま
で
に
見
て
き
た
よ
う
に
労
働
組
合
は
、
Ｅ
Ｅ
Ｃ
加
盟
に
対
し
て
明
確
な
否
定
を
示
す
団
体
も
あ
れ
ば
、
懐
疑
的
な
態
度
に
留
ま

る
団
体
、
態
度
を
明
ら
か
に
し
な
い
団
体
と
に
分
か
れ
る
が
、
概
し
て
否
定
的
な
態
度
を
採
る
組
合
が
多
か
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
否
定
的

五
二
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な
態
度
を
採
る
理
由
、
い
わ
ば
Ｅ
Ｅ
Ｃ
加
盟
に
伴
う
争
点
と
し
て
は
、
お
お
む
ね
三
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
つ
目
が
コ
モ
ン

ウ
ェ
ル
ス
諸
国
と
の
関
係
、
二
つ
目
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
自
由
貿
易
連
合
諸
国
と
の
関
係
、
三
つ
目
が
社
会
主
義
の
問
題
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、

各
労
働
組
合
が
こ
う
し
た
三
つ
の
争
点
の
根
本
原
因
と
見
な
し
て
い
た
の
が
ロ
ー
マ
条
約
で
あ
っ
た
。

イ
ギ
リ
ス
と
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
諸
国
と
の
関
係
を
緊
密
に
し
て
い
た
の
は
、
何
と
言
っ
て
も
特
恵
関
税
制
度
で
あ
っ
た
。
一
九
三
二
年

の
オ
タ
ワ
協
定
締
結
以
来
、
特
恵
制
度
は
イ
ギ
リ
ス
の
貿
易
を
下
支
え
し
て
き
た
。
確
か
に
一
九
六
〇
年
代
に
入
り
、
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス

諸
国
と
の
貿
易
量
は
低
下
し
て
き
た
と
い
え
ど
、
い
ま
だ
に
Ｅ
Ｅ
Ｃ
諸
国
に
比
べ
て
規
模
は
大
き
か
っ
た
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
自
由
貿
易
連
合
諸
国
に
し
て
も
、
Ｅ
Ｅ
Ｃ
諸
国
と
の
関
係
を
調
整
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ス
イ

ス
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
自
由
貿
易
連
合
諸
国
へ
の
残
留
が
確
実
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
イ
ギ
リ
ス
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
自
由
貿

易
連
合
設
立
を
主
導
し
た
立
場
か
ら
し
て
も
、
Ｅ
Ｆ
Ｔ
Ａ
を
見
捨
て
て
自
国
の
み
の
利
益
を
追
求
す
る
こ
と
が
道
義
的
に
困
難
で
あ
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
一
九
六
一
年
党
大
会
で
は
、
Ｅ
Ｅ
Ｃ
加
盟
に
伴
う
各
労
働
組
合
の
懸
念
が
示
さ
れ
た
も
の
の
、
労
働
組
合
会
議
は
好

意
的
な
態
度
を
採
っ
た
。
実
際
に
労
働
組
合
会
議
は
、「
総
会
（G

eneral C
ouncil

）
は
共
同
体
に
加
盟
す
る
と
い
う
見
通
し
を
持
っ
て
、

Ｅ
Ｅ
Ｃ
と
交
渉
を
開
始
す
る
こ
と
を
決
断
し
た
（
イ
ギ
リ
ス
）
政
府
に
、
原
則
と
し
て
賛
同
す
る
（
26
）

」
と
表
明
し
た
の
で
あ
る
。
だ
が
こ
れ

は
、
あ
く
ま
で
も
「
原
則
」
と
し
て
賛
成
で
あ
り
、
コ
ー
リ
ソ
ン
が
党
大
会
で
述
べ
た
よ
う
に
条
件
付
き
で
の
賛
成
で
あ
っ
た
。
労
働
組

合
会
議
も
コ
ー
リ
ソ
ン
同
様
に
、
イ
ギ
リ
ス
、
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
諸
国
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
自
由
貿
易
連
合
諸
国
の
特
定
の
要
求
が
満
た
さ
れ

得
る
よ
う
な
充
分
な
取
り
決
め
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
（
27
）

。

ま
た
政
治
的
な
要
求
に
比
し
て
重
要
だ
っ
た
の
は
経
済
的
な
条
件
で
あ
っ
た
。
労
働
組
合
会
議
は
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
経
済
的
統
一
の

現
実
的
な
試
金
石
は
、
統
一
が
完
全
雇
用
、
経
済
成
長
、
よ
り
高
い
収
入
の
水
準
へ
と
導
い
て
い
く
か
ど
う
か
で
あ
る
（
28
）

」
と
論
じ
ロ
ー
マ

五
二
九
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条
約
の
修
正
を
迫
っ
て
い
っ
た
。

こ
う
し
た
労
働
組
合
間
で
の
意
見
の
不
一
致
は
、
一
九
六
二
年
の
労
働
組
合
会
議
で
再
び
見
ら
れ
る
。
こ
の
会
議
で
も
、
労
働
組
合
が

一
致
し
た
見
解
を
示
さ
ず
に
、
態
度
を
曖
昧
に
し
た
ま
ま
で
あ
っ
た
。
合
同
機
械
工
組
合
は
、
後
述
す
る
ス
ト
ー
ン
ハ
ウ
ス
（J. 

S
tonehouse

）
が
一
九
六
一
年
党
大
会
に
提
出
し
た
、
条
件
付
き
の
賛
成
を
示
し
た
動
議
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
動
議
を
労
働
組
合
会
議
で
も

提
出
し
、
可
決
さ
れ
た
の
で
あ
る
（
29
）

。
一
方
で
、
技
官
協
会
（S
ociety of T

echnical C
ivil S

ervant

）
が
出
し
た
、
Ｅ
Ｅ
Ｃ
加
盟
よ
り
も
コ

モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
諸
国
と
の
紐
帯
を
強
化
す
べ
き
（
30
）

、
と
し
た
動
議
は
否
決
さ
れ
て
お
り
、
労
働
組
合
会
議
と
し
て
の
明
確
な
姿
勢
を
示
せ
な

い
で
い
た
。
そ
の
た
め
、
総
評
議
会
声
明
で
は
、
Ｅ
Ｅ
Ｃ
加
盟
に
対
し
て
全
面
的
に
賛
成
す
る
と
か
、
あ
る
い
は
、
全
面
的
に
反
対
の
立

場
を
採
る
の
は
時
期
尚
早
で
あ
る
、
と
す
る
に
と
ど
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
労
働
組
合
や
労
働
組
合
会
議
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
を
抱
え
、
Ｅ
Ｅ
Ｃ
加
盟
交
渉
に
対
し
て
明
確
な
反
対
を
示
さ
な
い

も
の
の
、
イ
ギ
リ
ス
が
加
盟
す
る
際
の
条
件
を
提
示
す
る
こ
と
で
、
好
意
的
な
態
度
を
採
る
と
い
う
日
和
見
的
な
態
度
を
採
っ
て
い
た
の

で
あ
る
。

3　

議
会
労
働
党
と
Ｅ
Ｅ
Ｃ
加
盟
申
請

一
九
五
〇
年
代
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
に
対
す
る
姿
勢
は
保
守
党
、
労
働
党
を
問
わ
ず
、
極
め
て
消
極
的
で
あ
っ
た
。
そ
の
理
由
と
し
て

共
通
し
て
い
る
も
の
が
、
根
本
的
に
は
主
権
を
失
う
こ
と
に
な
る
超
国
家
性
へ
の
嫌
悪
感
で
あ
っ
た
。
具
体
的
な
政
策
レ
ベ
ル
で
は
、
コ

モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
と
の
関
係
、
特
に
特
恵
制
度
を
基
に
し
た
経
済
関
係
の
尊
重
、
ア
メ
リ
カ
と
の
緊
密
な
関
係
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
よ
り
優

先
さ
せ
る
と
い
う
共
通
点
を
有
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
政
策
は
「
三
つ
の
サ
ー
ク
ル
・
ド
ク
ト
リ
ン
」
と
呼
ば
れ
、
保
守
党
、
労
働
党
を

五
三
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問
わ
ず
、
イ
ギ
リ
ス
外
交
の
基
本
姿
勢
と
な
っ
て
い
た
。

戦
後
の
労
働
党
政
権
下
で
は
、「
第
三
勢
力
」
構
想
が
検
討
さ
れ
た
も
の
の
、
実
現
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。「
第
三
勢
力
」
構
想
は
、
西

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
連
帯
を
基
礎
に
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
資
源
を
活
用
し
、
米
ソ
に
並
ぶ
第
三
極
を
目
指
し
た
も
の
で

あ
っ
た
。
こ
の
構
想
の
核
と
な
る
の
は
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
同
盟
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
の
援
助
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
同
構
想

は
二
つ
の
問
題
を
抱
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

一
つ
目
が
ア
メ
リ
カ
の
援
助
問
題
で
あ
る
。
戦
後
の
荒
廃
の
中
、
物
質
的
な
援
助
を
求
め
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
国
は
ア
メ
リ
カ
の

み
で
あ
っ
た
。
物
質
的
援
助
を
求
め
る
一
方
で
、
イ
ギ
リ
ス
は
、
ア
メ
リ
カ
の
精
神
的
な
価
値
観
を
劣
っ
た
も
の
で
あ
る
と
見
な
し
て
い

た
。
当
時
の
外
務
大
臣
ベ
ヴ
ィ
ン
（E

. B
evin

）
は
ア
メ
リ
カ
の
行
き
過
ぎ
た
資
本
主
義
を
「
非
効
率
的
・
社
会
的
不
平
等
・
道
徳
的
弱

点
」
で
あ
る
と
非
難
し
て
お
り
、
イ
ギ
リ
ス
の
社
会
民
主
主
義
に
比
べ
て
劣
っ
て
い
る
と
見
な
し
て
い
た
（
31
）

。
そ
の
た
め
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

同
盟
が
、「
物
質
的
援
助
は
主
と
し
て
ア
メ
リ
カ
か
ら
得
る
だ
ろ
う
が
、
ア
メ
リ
カ
の
精
神
的
価
値
観
を
侮
蔑
す
る
西
側
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸

国
は
政
治
的
、
道
徳
的
指
導
を
我
々
に
期
待
す
る
だ
ろ
う
（
32
）

」
と
ベ
ヴ
ィ
ン
は
考
え
て
い
た
。

こ
う
し
た
ベ
ヴ
ィ
ン
の
考
え
は
矛
盾
を
孕
ん
で
い
た
。
す
な
わ
ち
、
物
質
的
援
助
を
期
待
す
る
反
面
、
ア
メ
リ
カ
の
精
神
的
価
値
観
を

劣
っ
た
も
の
と
見
な
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
の
反
発
を
受
け
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
っ
た
。

二
つ
目
は
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
同
盟
を
ど
の
よ
う
に
構
築
す
る
か
で
あ
っ
た
。
大
陸
諸
国
は
連
邦
主
義
的
方
法
を
考
え
て
い
た
の
に
対
し
、

イ
ギ
リ
ス
は
政
府
間
主
義
を
念
頭
に
置
い
て
い
た
。
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
違
い
こ
そ
が
、
後
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
で
も
問
題
と
な
っ
た
の

で
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
連
邦
主
義
的
ア
プ
ロ
ー
チ
は
国
家
主
権
の
共
有
を
伴
う
の
に
対
し
て
、
政
府
間
主
義
的
ア
プ
ロ
ー
チ
は
国

家
主
権
の
維
持
に
つ
な
が
る
。
ベ
ヴ
ィ
ン
は
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
同
盟
の
必
要
性
を
認
識
し
て
は
い
た
も
の
の
、
大
陸
諸
国
が
求
め
る
連
邦
主

五
三
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義
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
嫌
悪
感
を
覚
え
始
め
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
問
題
を
内
包
し
て
い
た
「
第
三
勢
力
」
構
想
は
実
現
す
る
こ
と
な
く
、
潰
え
て
し
ま
う
の
で
あ
る
が
、
イ
ギ
リ
ス
が
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
と
ど
の
よ
う
な
関
係
を
結
ん
で
い
く
か
を
端
的
に
示
し
た
例
で
あ
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
は
あ
く
ま
で
も
主
権
を
維
持
し
た
上
で
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
と
の
関
係
を
構
築
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
労
働
党
の
中
に
は
こ
う
し
た
理
由
に
加
え
て
、
他
の
理
由
ゆ
え
に
反

対
し
て
い
た
人
び
と
が
い
た
。
例
え
ば
、
そ
れ
は
大
蔵
大
臣
を
務
め
た
Ｈ
．
ダ
ル
ト
ン
（H

. D
alton

）
や
Ｄ
．
ヒ
ー
リ
ー
（D

. H
ealey

）

で
あ
る
。
こ
の
二
人
は
一
九
五
〇
年
の
Ｎ
Ｅ
Ｃ
声
明
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
同
盟
（E

uropean U
nity

）」
の
中
で
イ
ギ
リ
ス
が
採
る
べ
き
立
場
を

示
し
て
い
る
。

ダ
ル
ト
ン
は
、
労
働
党
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
対
す
る
基
本
的
な
姿
勢
は
「
民
主
主
義
的
社
会
主
義
の
諸
原
則
、
お
よ
び
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス

の
一
員
で
あ
り
世
界
共
同
体
の
一
員
で
も
あ
る
イ
ギ
リ
ス
国
民
の
利
益
に
基
づ
い
て
決
定
さ
れ
る
（
33
）

」
と
論
じ
た
。
そ
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

進
め
ら
れ
て
い
る
シ
ュ
ー
マ
ン
・
プ
ラ
ン
に
対
し
て
は
「
需
要
の
拡
大
と
完
全
雇
用
の
維
持
に
基
づ
か
な
い
な
ら
ば
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
石

炭
・
鉄
鋼
計
画
に
よ
っ
て
誕
生
す
る
い
か
な
る
機
関
も
、
限
定
的
か
つ
私
的
カ
ル
テ
ル
の
性
質
を
備
え
た
も
の
と
な
っ
て
し
ま
う
だ
ろ

う
（
34
）

。」
と
危
機
感
を
示
し
て
い
た
。
ま
た
ダ
ル
ト
ン
は
、
労
働
党
内
閣
が
最
優
先
に
考
え
て
い
た
福
祉
国
家
の
建
設
と
完
全
雇
用
達
成
の

た
め
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
が
経
済
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
握
っ
て
い
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。

ダ
ル
ト
ン
の
示
し
た
危
機
感
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
に
懐
疑
的
な
人
び
と
の
間
で
共
感
を
得
て
お
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
に
反
対
す
る
際

の
基
本
的
な
理
論
枠
組
み
を
提
供
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

一
方
で
「
キ
ー
プ
・
レ
フ
ト
（K

eep L
eft （35

）
）」
と
呼
ば
れ
た
左
派
の
グ
ル
ー
プ
は
別
の
視
座
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
に
賛
成
を
示
し
て

い
た
。
確
か
に
彼
ら
が
目
指
し
た
の
が
社
会
主
義
的
政
策
で
あ
る
と
い
う
点
で
は
ダ
ル
ト
ン
た
ち
と
一
致
し
て
い
た
。
し
か
し
決
定
的
な

五
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相
違
点
は
イ
ギ
リ
ス
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
の
認
識
で
あ
っ
た
。
キ
ー
プ
・
レ
フ
ト
は
、
社
会
主
義
と
し
て
の
イ
ギ
リ
ス
が
繁
栄
す
る
た

め
に
は
東
西
対
立
を
超
え
て
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
結
節
点
と
な
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
、
と
考
え
て
い
た
。
彼
ら
の
考

え
は
「
第
三
勢
力
」
構
想
と
極
め
て
近
い
考
え
で
あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
を
含
む
統
一
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
指
導
力
を
発
揮
す
る
こ
と
に
よ
り
、

社
会
主
義
的
施
策
を
実
行
し
て
い
こ
う
と
し
た
。
だ
が
「
第
三
勢
力
」
構
想
が
、
矛
盾
を
か
か
え
て
い
た
こ
と
に
加
え
て
、
ソ
連
の
現
実

的
な
脅
威
の
前
に
崩
れ
去
っ
た
の
と
同
様
に
、
キ
ー
プ
・
レ
フ
ト
の
主
張
は
東
西
関
係
悪
化
の
前
に
説
得
力
を
失
っ
て
い
た
。
加
え
て

キ
ー
プ
・
レ
フ
ト
内
部
で
も
、
そ
れ
ま
で
の
ア
メ
リ
カ
に
対
す
る
評
価
が
嫌
悪
か
ら
、
共
に
ソ
連
の
脅
威
に
対
抗
す
る
信
頼
す
べ
き
同
盟

国
へ
と
変
化
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
労
働
党
の
中
で
は
、
親
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
も
い
え
る
キ
ー
プ
・
レ
フ
ト
が
存
在
し
て
は
い
た
も
の
の
、
労
働
党
内
を
支
配
す

る
よ
う
な
説
得
力
の
あ
る
議
論
を
展
開
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
親
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
反
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
も
に
労
働
党

が
掲
げ
た
福
祉
国
家
建
設
、
完
全
雇
用
と
い
っ
た
社
会
主
義
的
目
標
の
た
め
に
と
い
う
大
原
則
は
一
致
し
て
い
た
。
問
題
は
そ
の
実
現
に

あ
た
っ
て
、
国
際
環
境
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
、
ど
の
よ
う
な
方
法
論
を
採
る
か
と
い
う
点
で
考
え
を
異
に
し
て
い
た
。

そ
し
て
、
保
守
党
政
権
の
Ｅ
Ｅ
Ｃ
加
盟
申
請
に
よ
り
、
労
働
党
内
で
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
問
題
が
議
題
と
し
て
浮
上
し
て
く
る
の
で
あ

る
。
一
九
六
一
年
の
党
大
会
で
ス
ト
ー
ン
ハ
ウ
ス
は
以
下
の
よ
う
な
動
議
を
提
出
し
た
の
で
あ
る
。

「
本
会
議
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
農
業
、
園
芸
の
地
位
を
維
持
し
、
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
自
由
貿
易
連
合
諸
国
が
存
続
さ

れ
、
イ
ギ
リ
ス
が
公
共
経
済
の
自
由
な
運
営
、
社
会
的
進
歩
を
確
保
す
る
手
段
と
し
て
の
計
画
化
の
権
限
を
維
持
で
き
る
と
い
う
保

証
が
な
い
限
り
、
イ
ギ
リ
ス
の
共
通
市
場
加
盟
に
賛
成
す
べ
き
で
は
な
い
（
36
）

」
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「
本
会
議
は
全
国
執
行
委
員
会
に
対
し
、
共
通
市
場
の
影
響
を
論
議
す
る
た
め
に
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
お
よ
び
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
諸

国
の
社
会
主
義
指
導
者
会
議
の
招
集
を
要
求
す
る
（
37
）

。」

ス
ト
ー
ン
ハ
ウ
ス
は
動
議
に
あ
る
よ
う
に
、
三
つ
の
観
点
か
ら
Ｅ
Ｅ
Ｃ
加
盟
に
対
し
て
疑
義
を
呈
し
た
の
で
あ
る
。
一
つ
目
が
イ
ギ
リ

ス
の
農
業
に
対
す
る
影
響
、
二
つ
目
が
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
諸
国
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
自
由
貿
易
連
合
諸
国
と
の
関
係
、
三
つ
目
が
、
労
働
党
が

掲
げ
る
社
会
主
義
へ
の
影
響
で
あ
る
。
彼
が
提
出
し
た
動
議
に
は
、
労
働
党
議
員
が
抱
え
る
ジ
レ
ン
マ
が
色
濃
く
反
映
し
て
い
る
。
中
で

も
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
諸
国
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
自
由
貿
易
連
合
諸
国
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
は
演
説
で
深
く
言
及
し
て
い
る
。

彼
は
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
諸
国
へ
の
輸
出
規
模
が
十
五
億
ポ
ン
ド
に
達
す
る
の
に
対
し
て
、
Ｅ
Ｅ
Ｃ
加
盟
国
へ
の
輸
出
規
模
は
五
億
ポ
ン

ド
に
過
ぎ
な
い
と
し
な
が
ら
も
、
大
き
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
眠
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
38
）

。
し
か
し
な
が
ら
、
Ｅ
Ｅ
Ｃ
加
盟

は
、
そ
れ
ま
で
特
恵
関
税
を
適
用
し
て
い
た
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
諸
国
の
食
料
や
原
材
料
に
対
す
る
負
担
が
増
大
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い

た
。確

か
に
、
議
会
労
働
党
議
員
の
中
に
は
ス
ト
ー
ン
ハ
ウ
ス
よ
う
に
、
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
の
一
員
と
し
て
の
イ
ギ
リ
ス
を
重
視
す
る
考
え

が
根
強
く
残
っ
て
い
た
の
で
あ
る
（
39
）

。
し
か
し
な
が
ら
、
ス
ト
ー
ン
ハ
ウ
ス
や
ダ
ル
ト
ン
や
ヒ
ー
リ
ー
の
よ
う
に
、
帝
国
の
残
滓
を
引
き
ず

る
よ
う
な
レ
ト
リ
ッ
ク
を
用
い
て
Ｅ
Ｅ
Ｃ
加
盟
に
反
対
を
し
た
者
が
い
る
一
方
で
、
反
対
派
に
強
烈
な
批
判
を
加
え
た
者
も
い
た
。
そ
の

代
表
者
が
Ｒ
．
ジ
ェ
ン
キ
ン
ス
（R

. Jenkins

）
で
あ
る
。

Ｒ
．
ジ
ェ
ン
キ
ン
ス
は
Ｅ
Ｅ
Ｃ
加
盟
に
伴
う
メ
リ
ッ
ト
に
対
す
る
期
待
感
を
全
く
隠
そ
う
と
し
な
か
っ
た
。
彼
は
、
そ
れ
ま
で
各
労
働

組
合
や
議
会
労
働
党
議
員
が
述
べ
て
き
た
、
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
や
社
会
主
義
に
対
す
る
悪
影
響
を
完
全
に
否
定
し
た
の
で
あ
る
。
コ
モ
ン
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ウ
ェ
ル
ス
と
の
関
係
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
中
心
で
あ
る
イ
ギ
リ
ス
が
経
済
成
長
を
遂
げ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
Ｅ
Ｅ
Ｃ
加
盟
が
、

そ
の
た
め
に
必
要
な
、
統
一
さ
れ
て
お
り
、
拡
大
し
た
市
場
を
提
供
し
て
く
れ
る
と
彼
は
主
張
し
た
の
で
あ
る
（
40
）

。

Ｅ
Ｅ
Ｃ
加
盟
反
対
派
が
示
す
、
社
会
主
義
に
対
す
る
悪
影
響
に
関
し
て
も
、
Ｒ
．
ジ
ェ
ン
キ
ン
ス
は
明
確
に
否
定
し
て
み
せ
た
。
そ
も

そ
も
彼
は
、
イ
ギ
リ
ス
が
社
会
主
義
国
と
し
て
、
不
十
分
で
あ
る
と
し
、
ド
イ
ツ
や
フ
ラ
ン
ス
の
方
が
優
れ
て
い
る
と
分
析
し
て
見
せ
た
。

そ
の
上
で
、
Ｅ
Ｅ
Ｃ
加
盟
に
よ
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
社
会
主
義
的
施
策
が
後
退
す
る
わ
け
で
は
な
い
と
説
い
た
。

ま
た
、
彼
は
イ
ギ
リ
ス
が
Ｅ
Ｅ
Ｃ
加
盟
の
危
険
性
を
述
べ
続
け
る
こ
と
に
対
し
て
次
の
よ
う
な
危
惧
を
示
し
て
い
る
。「
そ
の
よ
う
な

（
危
険
性
を
喧
伝
す
る
）
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
必
然
的
に
、
偏
狭
で
愛
国
的
で
排
外
主
義
的
意
味
合
い
を
労
働
党
に
与
え
て
し
ま
う
（
41
）

。」
そ
し
て

演
説
の
最
後
で
、
社
会
主
義
の
根
本
原
則
で
あ
る
「
国
際
的
な
（
42
）

」
政
党
と
し
て
の
労
働
党
を
思
い
出
せ
と
鼓
舞
し
た
の
で
あ
っ
た
。

Ｒ
．
ジ
ェ
ン
キ
ン
ス
が
述
べ
て
き
た
こ
と
は
、
イ
ギ
リ
ス
が
置
か
れ
て
い
る
経
済
的
な
状
況
を
冷
徹
に
認
識
し
た
上
で
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
各
労
働
組
合
や
ス
ト
ー
ン
ハ
ウ
ス
が
主
張
し
て
き
た
よ
う
に
、
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
と
の
結
び
つ
き
が
、
そ
れ
ま
で
の
イ
ギ
リ
ス
経
済

を
支
え
て
き
た
こ
と
は
否
定
し
難
い
事
実
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
九
五
〇
年
代
後
半
か
ら
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
と
の
関
係
は
変
化

し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
一
つ
が
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
の
重
要
な
構
成
国
で
あ
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
と
の
特
恵
関
税
見
直
し
の
動
き
で

あ
っ
た
。
一
九
三
二
年
の
オ
タ
ワ
協
定
以
来
、
特
恵
関
税
は
変
わ
る
こ
と
な
く
運
用
さ
れ
て
い
た
が
、
課
税
基
準
の
据
え
置
き
は
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
が
受
け
る
実
質
的
な
利
益
減
少
を
も
た
ら
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
事
態
を
受
け
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
は
イ
ギ
リ
ス
に
特

恵
制
度
改
革
を
求
め
、
交
渉
を
開
始
し
た
（
43
）

。

イ
ギ
リ
ス
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
要
求
に
否
定
的
で
あ
っ
た
が
両
者
が
歩
み
寄
る
こ
と
で
新
し
い
通
商
協
定
の
締
結
が
為
さ
れ
た
。
そ
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し
て
同
じ
く
特
恵
制
度
改
革
を
求
め
た
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
と
も
通
商
協
定
が
結
ば
れ
た
。

結
果
的
に
み
れ
ば
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
の
紐
帯
は
守
ら
れ
た
か
に
見
え
る
結
末
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
こ
と
は
、
イ
ギ
リ
ス
が
も
は
や
コ
モ

ン
ウ
ェ
ル
ス
の
中
で
絶
対
的
な
地
位
を
占
め
た
ま
ま
で
い
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
た
。
そ
の
意
味
で
イ

ギ
リ
ス
の
政
策
決
定
者
に
与
え
た
衝
撃
は
大
き
か
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
（
44
）

。

こ
う
し
た
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
と
の
関
係
の
変
化
を
正
し
く
認
識
し
て
い
た
が
故
に
、
マ
ク
ミ
ラ
ン
（H

. M
acm
illan

）
政
権
は
Ｅ
Ｅ
Ｃ
加

盟
へ
と
進
ん
で
い
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
Ｒ
．
ジ
ェ
ン
キ
ン
ス
が
認
識
し
て
い
た
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
と
の
関
係
は
マ
ク
ミ
ラ
ン
と

近
か
っ
た
と
言
え
る
。

他
に
も
Ｒ
．
ブ
ラ
イ
ト
ン
（R

. B
lyton

）
や
Ｊ
．Ｂ
．
ハ
イ
ン
ド
（J. B

. H
ynd

）
Ｒ
．
エ
ド
ワ
ー
ズ
（R

. E
dw
ards

）
と
い
っ
た
議
員
が

立
場
を
表
明
し
て
い
た
が
、
い
ず
れ
の
議
員
も
明
確
な
態
度
を
示
し
て
い
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
先
に
述
べ
た
ス
ト
ー
ン
ハ
ウ
ス
も
同
様
な

の
だ
が
、
条
件
付
き
の
賛
成
と
い
っ
た
言
説
に
終
始
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
取
り
方
に
よ
っ
て
は
消
極
的
な
賛
成
と
も
取
れ
る
し
、
消

極
的
な
反
対
と
も
取
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

4　

政
党
間
競
合
と
党
内
融
和

保
守
党
、
労
働
党
の
二
大
政
党
に
よ
る
敵
対
政
治
を
前
提
と
し
て
Ｅ
Ｅ
Ｃ
加
盟
問
題
を
検
討
す
る
な
ら
ば
、
労
働
党
は
保
守
党
の
政
策

に
反
対
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
九
六
一
年
八
月
三
日
に
行
わ
れ
た
Ｅ
Ｅ
Ｃ
加
盟
申
請
の
是
非
を
め
ぐ
る
下
院
投

票
は
、
賛
成
三
一
三
、
反
対
五
（
45
）

と
い
う
結
果
に
終
わ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
意
味
す
る
の
は
、
労
働
党
が
棄
権
と
い
う
選
択
肢
を

採
る
こ
と
で
、
保
守
党
に
対
し
て
消
極
的
意
味
で
の
賛
成
を
与
え
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

五
三
六



第
一
次
Ｅ
Ｅ
Ｃ
加
盟
申
請
と
政
党
政
治
（
三
澤
）

（
六
一
九
）

確
か
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
石
炭
・
鉄
鋼
共
同
体
が
発
足
し
て
以
降
、
Ｅ
Ｅ
Ｃ
加
盟
申
請
が
な
さ
れ
る
ま
で
、
保
守
党
と
労
働
党
は
コ
ン
セ
ン

サ
ス
を
形
成
し
て
い
た
（
46
）

。
い
わ
ば
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
に
対
し
て
一
定
の
距
離
を
保
つ
と
い
う
意
味
で
、
否
定
的
な
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
得
ら

れ
て
い
た
と
言
え
る
。
た
と
え
ば
、
チ
ャ
ー
チ
ル
（W

. C
hurchill

）
は
、「
イ
ギ
リ
ス
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
共
に
あ
る
が
、
そ
の
一
部
で
は

な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
労
働
党
に
し
て
も
、
前
述
し
た
「
第
三
勢
力
」
構
想
の
失
敗
後
に
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
と
距
離
を
置
い
た
か

と
い
え
ば
、
そ
う
で
は
な
い
。
北
大
西
洋
条
約
機
構
の
設
立
を
通
し
て
、
関
係
性
の
維
持
を
図
っ
て
い
る
。
保
守
党
へ
政
権
交
代
し
た
後

も
、
イ
ー
デ
ン
・
プ
ラ
ン
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
と
の
関
係
強
化
を
探
っ
て
い
た
。
保
守
党
も
労
働
党
も
チ
ャ
ー

チ
ル
が
指
摘
し
た
通
り
、
超
国
家
性
を
持
つ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
に
取
り
込
ま
れ
は
し
な
い
も
の
の
、
完
全
に
離
れ
る
こ
と
も
し
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
歴
史
的
な
背
景
を
考
慮
す
る
と
、
保
守
党
の
Ｅ
Ｅ
Ｃ
加
盟
申
請
に
対
し
て
、
労
働
党
も
賛
成
す
る
と
い
う
コ
ン
セ

ン
サ
ス
が
生
ま
れ
て
も
不
思
議
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
労
働
党
は
一
九
六
一
年
八
月
の
時
点
で
採
っ
た
方
針
を
徐
々
に
修
正
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も

労
働
党
が
議
会
で
と
っ
た
行
動
は
、
明
確
な
、
そ
し
て
強
力
な
支
持
基
盤
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
第
二
節
で
述

べ
た
よ
う
に
農
業
労
働
者
全
国
同
盟
や
化
学
・
技
術
・
経
営
ス
タ
ッ
フ
労
働
組
合
、
機
械
工
・
船
舶
設
計
者
連
盟
は
Ｅ
Ｅ
Ｃ
加
盟
申
請
に

対
し
て
明
確
な
反
対
を
示
し
て
い
た
。
一
方
で
、
第
三
節
で
見
た
よ
う
に
、
議
会
労
働
党
議
員
の
中
に
は
根
強
い
賛
成
論
が
存
在
し
て
い

た
。
従
っ
て
、
党
組
織
の
中
で
意
見
の
一
致
が
見
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
党
組
織
を
二
分
す
る
課
題
に
対
し
て
、

党
と
し
て
明
確
な
意
思
表
示
を
す
る
誘
因
が
低
か
っ
た
の
で
あ
る
。
野
党
で
あ
る
労
働
党
が
党
議
拘
束
を
か
け
て
反
対
の
立
場
を
示
し
た

と
し
て
も
、
結
果
を
覆
す
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
な
ら
ば
、
党
と
し
て
意
思
表
示
を
す
る
よ
り
は
、
党
内
の
分
裂
を
避
け
て
、
棄
権
と
い

う
選
択
肢
を
と
る
こ
と
で
、
党
内
融
和
を
実
現
し
た
方
が
合
理
的
で
あ
っ
た
。

五
三
七



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
六
二
〇
）

他
方
で
、
政
党
間
競
合
と
い
う
観
点
で
労
働
党
の
行
動
を
説
明
す
る
な
ら
ば
、
有
権
者
の
反
対
が
次
第
に
大
き
く
な
っ
て
い
っ
た
と
い

う
点
が
重
要
で
あ
る
。
有
権
者
の
選
好
が
賛
成
と
反
対
に
分
布
し
て
い
れ
ば
、
当
然
政
党
は
そ
れ
を
カ
バ
ー
す
る
政
策
を
打
ち
出
さ
ざ
る

を
得
な
い
。
労
働
党
が
、
保
守
党
の
Ｅ
Ｅ
Ｃ
加
盟
申
請
と
い
う
政
策
に
賛
成
す
る
な
ら
ば
、
拡
大
し
つ
つ
あ
る
反
対
の
声
を
カ
バ
ー
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。

そ
の
点
、「
塀
の
上
に
腰
掛
け
て
様
子
を
見
る
（
47
）

」
と
言
わ
れ
た
労
働
党
の
態
度
は
、
変
化
に
適
し
た
戦
略
で
あ
っ
た
。
一
九
六
二
年
の

党
大
会
で
、
ゲ
イ
ツ
ケ
ル
は
そ
れ
ま
で
の
方
針
を
大
き
く
覆
す
よ
う
な
演
説
を
行
っ
た
。
彼
は
ヒ
ト
ラ
ー
や
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
の
名
を
持
ち

出
し
て
Ｅ
Ｅ
Ｃ
加
盟
国
へ
の
不
信
感
を
露
わ
に
し
た
の
で
あ
る
（
48
）

。
加
え
て
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
邦
の
設
立
は
独
立
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
国
家
と

し
て
の
イ
ギ
リ
ス
の
終
焉
を
意
味
す
る
。
そ
れ
は
千
年
の
歴
史
の
終
焉
を
も
意
味
す
る
の
で
あ
る
（
49
）

」
と
も
述
べ
、
明
確
に
Ｅ
Ｅ
Ｃ
加
盟
に

反
対
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
ゲ
イ
ツ
ケ
ル
の
方
針
転
換
は
、
来
る
べ
き
総
選
挙
に
向
け
て
、
保
守
党
と
の
差
異
を
示
す
も
の
と
し
て
理
解
で
き
る
。
一
九
五
一

年
の
下
野
以
降
、
保
守
党
の
安
定
政
権
を
打
ち
破
る
に
は
、
保
守
党
と
の
一
致
を
訴
え
る
よ
り
は
差
異
を
強
調
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ

の
た
め
、
先
に
述
べ
た
演
説
で
は
、
保
守
党
が
交
渉
す
る
加
盟
条
件
で
の
反
対
を
打
ち
出
し
て
い
た
の
で
あ
る
（
50
）

。

ま
た
労
働
党
の
態
度
を
決
定
付
け
る
上
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
の
が
、
全
国
執
行
委
員
会
の
声
明
で
あ
る
。
全
国
執
行
委
員
会
は

党
内
の
Ｅ
Ｅ
Ｃ
加
盟
反
対
派
の
要
求
を
一
定
程
度
受
け
入
れ
る
形
で
、
一
九
六
二
年
に
「
基
本
的
条
件
」
と
す
る
声
明
を
発
表
し
た
。
そ

こ
で
は
加
盟
の
際
に
要
求
す
る
条
件
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
た
。

①
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
に
お
け
る
わ
れ
わ
れ
の
友
人
や
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
貿
易
や
、
そ
の
他
の
利
益
の
た
め
に
、
強
力
で
拘
束
力
の
あ
る

五
三
八



第
一
次
Ｅ
Ｅ
Ｃ
加
盟
申
請
と
政
党
政
治
（
三
澤
）

（
六
二
一
）

保
護
規
定

②
わ
れ
わ
れ
自
身
の
外
交
政
策
を
追
求
す
る
現
在
同
様
の
自
由

③
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
自
由
貿
易
地
帯
の
わ
れ
わ
れ
の
仲
間
に
対
す
る
政
府
公
約
の
実
現

④
わ
れ
わ
れ
の
経
済
を
計
画
す
る
権
利

⑤
イ
ギ
リ
ス
農
業
の
地
位
を
保
護
す
る
た
め
の
保
証
（
51
）

こ
の
声
明
は
イ
ギ
リ
ス
の
Ｅ
Ｅ
Ｃ
加
盟
を
絶
対
的
に
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
の
だ
が
、
保
守
党
の
加
盟
申
請
に
は
反
対
で
あ
る
と
い

う
意
図
が
込
め
ら
れ
て
い
た
。
全
国
執
行
委
員
会
が
掲
げ
た
「
基
本
的
条
件
」
は
、
ロ
ー
マ
条
約
を
基
と
し
た
加
盟
申
請
を
行
っ
て
い
る

以
上
、
全
て
を
満
た
す
な
ど
不
可
能
で
あ
っ
た
。
②
の
条
件
の
み
は
イ
ギ
リ
ス
に
権
限
が
留
保
さ
れ
る
も
の
の
、
他
の
条
件
は
何
か
し
ら

の
影
響
を
受
け
る
こ
と
は
確
実
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
こ
の
声
明
は
現
状
の
Ｅ
Ｅ
Ｃ
加
盟
申
請
に
対
す
る
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
で
あ
っ
た
の

で
あ
る
。

そ
し
て
、
保
守
党
が
行
っ
た
Ｅ
Ｅ
Ｃ
加
盟
申
請
に
は
反
対
と
い
う
立
場
は
、
一
九
六
四
年
の
総
選
挙
で
明
確
に
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

同
年
の
総
選
挙
で
の
マ
ニ
ュ
フ
ェ
ス
ト
で
は
、
保
守
党
の
加
盟
交
渉
で
突
き
つ
け
ら
れ
た
条
件
を
屈
辱
的
で
あ
る
（
52
）

と
断
じ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
に
労
働
党
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
問
題
に
関
し
て
、
保
守
党
と
の
対
決
姿
勢
を
強
め
て
い
く
の
で
あ
る
。

5　

お
わ
り
に

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
労
働
組
合
、
議
会
労
働
党
議
員
と
も
に
Ｅ
Ｅ
Ｃ
加
盟
申
請
を
め
ぐ
っ
て
は
意
見
が
割
れ
て
い
た
。
加
盟

五
三
九



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
六
二
二
）

反
対
派
が
述
べ
て
い
た
意
見
は
、
一
九
五
〇
年
代
に
な
さ
れ
て
い
た
議
論
と
ほ
と
ん
ど
変
化
が
な
か
っ
た
。
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
と
の
紐
帯

や
社
会
主
義
の
維
持
と
い
う
論
点
は
そ
の
証
左
で
あ
ろ
う
。
一
方
で
加
盟
賛
成
派
が
述
べ
た
意
見
は
、
同
じ
争
点
を
取
り
上
げ
て
は
い
て

も
、
Ｅ
Ｅ
Ｃ
加
盟
に
よ
っ
て
イ
ギ
リ
ス
が
被
る
影
響
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
捉
え
て
い
た
。
加
盟
賛
成
派
と
反
対
派
の
違
い
は
、
現
状
と
加
盟

の
影
響
を
ど
の
よ
う
に
認
識
す
る
か
と
い
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

一
方
の
労
働
党
指
導
部
は
、
政
党
間
競
合
と
い
う
観
点
か
ら
保
守
党
の
Ｅ
Ｅ
Ｃ
加
盟
申
請
に
賛
成
を
示
す
わ
け
に
は
い
か
な
く
な
っ
て

い
っ
た
。
保
守
党
の
Ｅ
Ｅ
Ｃ
加
盟
申
請
に
よ
っ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
問
題
が
争
点
化
す
る
と
、
国
民
の
間
で
も
反
対
の
声
が
広
が
っ
て

お
り
、
そ
の
声
を
無
視
し
て
加
盟
賛
成
の
意
思
を
示
す
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
賛
否
が
分
か
れ
る
党
内
状
況
と
選
挙
対
策
と
い
う
状
況
を
勘
案
し
て
打
ち
出
し
た
の
が
、
保
守
党
が
行
っ
て
い
る
交
渉
の
条

件
で
は
、
反
対
と
い
う
方
針
で
あ
っ
た
。
全
国
執
行
委
員
会
が
「
基
本
的
条
件
」
を
示
す
こ
と
で
、
加
盟
賛
成
派
の
不
満
を
吸
収
し
、
加

盟
条
件
如
何
で
は
、
将
来
的
な
加
盟
の
道
を
残
す
も
の
で
あ
っ
た
。
一
方
で
、
こ
の
方
針
は
加
盟
反
対
派
を
十
分
満
足
さ
せ
る
も
の
で
は

な
い
が
、
不
満
が
噴
出
す
る
決
定
で
も
な
か
っ
た
。

一
九
六
一
年
の
議
会
投
票
で
棄
権
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
消
極
的
賛
成
を
示
し
た
労
働
党
は
そ
の
後
の
交
渉
過
程
を
経
て
い
く
中
で
、

消
極
的
反
対
へ
と
意
見
を
転
換
さ
せ
て
い
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
曖
昧
な
態
度
を
採
れ
た
の
は
、
労
働
党
が
野
党
で
あ
っ
た

と
い
う
こ
と
が
重
要
で
あ
っ
た
。
第
一
次
Ｅ
Ｅ
Ｃ
加
盟
申
請
に
関
し
て
は
、
保
守
党
の
行
動
に
対
し
て
、
受
動
的
に
対
応
す
れ
ば
よ
か
っ

た
。
そ
し
て
一
九
六
四
年
の
総
選
挙
で
政
権
を
獲
得
す
る
と
、
違
っ
た
対
応
を
採
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
る
の
で
あ
る
。

労
働
党
の
レ
ト
リ
ッ
ク
が
、
保
守
党
政
権
に
よ
る
加
盟
申
請
に
反
対
で
あ
っ
た
以
上
、
自
ら
が
政
権
を
担
当
す
れ
ば
、
新
た
な
加
盟
交

渉
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
加
盟
賛
成
派
に
し
て
み
れ
ば
、
労
働
党
政
権
に
よ
る
加
盟
申
請
を
期
待
す
る
の
も
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

五
四
〇



第
一
次
Ｅ
Ｅ
Ｃ
加
盟
申
請
と
政
党
政
治
（
三
澤
）

（
六
二
三
）

労
働
党
が
消
極
的
な
賛
成
か
ら
反
対
へ
と
転
換
し
て
い
っ
た
の
は
、
支
持
母
体
で
あ
る
労
働
組
合
で
の
意
見
の
分
裂
、
議
会
労
働
党
議

員
の
意
見
分
裂
を
前
に
し
た
と
き
、
双
方
の
不
満
が
顕
在
化
し
な
い
よ
う
な
レ
ト
リ
ッ
ク
が
必
要
と
な
っ
た
た
め
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
そ

の
レ
ト
リ
ッ
ク
は
、
労
働
党
が
野
党
に
お
り
、
保
守
党
と
の
政
党
間
競
合
を
考
慮
し
た
時
に
の
み
、
有
効
に
活
用
で
き
る
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
一
九
六
七
年
に
労
働
党
政
権
が
第
二
次
Ｅ
Ｅ
Ｃ
加
盟
申
請
を
行
い
、
一
九
七
五
年
に
国
民
投
票
を
実
施
し
た
こ
と
は
、
与
党

と
野
党
と
い
う
立
場
が
労
働
党
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
政
策
に
影
響
を
与
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
政
党
政
治
と
い
う
視
点
で
第
一
次
Ｅ
Ｅ
Ｃ
加
盟
申
請
を
検
討
し
て
き
た
。
政
党
政
治
を
示
す
、
政
党
内
競
合
と
政
党
間
競
合

と
い
う
二
つ
の
様
態
に
基
づ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
な
ぜ
労
働
党
の
方
針
が
揺
れ
動
い
た
の
か
に
つ
い
て
、
一
つ
の
見
方
を
提
示
し
た
。
も

ち
ろ
ん
、
第
一
次
Ｅ
Ｅ
Ｃ
加
盟
申
請
の
み
を
対
象
と
し
た
単
一
事
例
で
あ
る
と
い
う
限
界
は
存
在
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
第
二
次
Ｅ
Ｅ
Ｃ

加
盟
申
請
や
国
民
投
票
と
い
っ
た
事
例
を
追
加
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
こ
う
し
た
問
題
に
対
処
し
て
い
く
こ
と
が
可
能
に
な
ろ
う
。

註（
1
） 

例
え
ば
、
外
交
史
に
よ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を
用
い
た
研
究
と
し
て
、
以
下
の
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。C

am
ps, M

., B
ritain

 an
d

 th
e E

u
ropean

 

C
om

m
u

n
ity 1955-1963, P

rinseton U
niversity P

ress, 1964. K
aiser, W

., U
sin

g E
u

rope, A
bu

sin
g th

e E
u

ropean
s: B

ritain
 an

d
 

E
u

ropean
 In

tegration
, 1945-63, M

acm
illan P

ress, 1996. G
reenw

ood, S
., B

ritain
 an

d
 E

u
ropean

 C
ooperation

 sin
ce 1945, 

B
lackw

ell, 1992. Y
oung, J., B

ritain and E
uropean U

nity 1945-1999, 2
nd ed., 2000.

（
2
） 

総
選
挙
で
二
大
政
党
が
獲
得
し
た
得
票
率
は
、
一
九
五
一
年
が
九
六
・
八
％
、
一
九
五
五
年
が
九
六
・
一
％
、
一
九
五
九
年
が
九
三
・
二
％
で
あ

る
の
に
対
し
、
一
九
六
四
年
が
八
七
・
五
％
、
一
九
六
六
年
が
八
九
・
九
％
と
減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
高
い
水
準
を
保
っ
て
い
る
。

（
3
） 

い
わ
ゆ
る
「
や
っ
か
い
な
パ
ー
ト
ナ
ー
」
と
い
う
こ
と
は
、
以
下
を
参
照
さ
れ
た
い
。G

eorge, G
., A

w
kw

ard
 P

atn
er: B

ritain
 in

 th
e 

五
四
一
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E
u

ropean
 C

om
m

u
n

ity, O
xford U

niversity P
ress, 1998.

（
4
） F

isher, J., B
ritish

 P
olitical P

arties, P
rentice H

all, 1996, p. 65.
（
5
） C

ole, M
. and D

eighan, H
., P

olitical P
arties in

 B
ritain, E

dinburgh U
niversity P

ress, 2012, p. 61.

（
6
） L

ieber, R
. J., B

ritish
 P

olitics an
d

 E
u

ropean
 U

n
ity, U

niversity of C
alifornia P

ress, 1970, p. 144.

（
7
） S

artori, G
., P

arty an
d

 P
arty S

ystem
s:A

 F
ram

ew
ork for A

n
alaysis, V

ol. 1, C
am
bridge U

niversity P
ress, 1976, p. 63. 

岡

沢
憲
芙
・
川
野
秀
之
訳
『
現
代
政
党
学

│
政
党
シ
ス
テ
ム
論
の
分
析
枠
組
み
』
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
八
〇
年
、
一
一
一
頁
。

（
8
） F

iner, S
. E
., A

d
versary P

olitics an
d

 E
lectoral R

eform
, A
nthony W

igram
, 1975. 

（
9
） 

例
え
ば
一
九
六
一
年
の
労
働
組
合
の
拠
出
金
は
二
〇
万
八
三
五
五
ポ
ン
ド
で
あ
り
、
労
働
党
の
総
収
入
の
約
八
四
％
を
占
め
て
い
る
。

（
10
） G

arner, R
. and K

elly, R
., B

ritish
 P

olitical P
olitical P

arties T
od

ay 2ed, M
anchester U

niversity P
ress, 1998, p. 132.

（
11
） L

abour P
arty, R

eport of th
e 60

th A
n

n
u

al C
on

feren
ce, T

ransport H
ouse S

m
ith S

quare, 1961, p. 80. 

（
12
） 

Ibid., p. 212.

（
13
） 

Ibid.

（
14
） 

Ibid., p. 213.

（
15
） 

Ibid.

（
16
） 

Ibid.

（
17
） 

Ibid., p. 214.

（
18
） 

西
ド
イ
ツ
外
務
次
官
当
時
に
打
ち
出
し
た
原
則
で
、
ソ
ビ
エ
ト
以
外
の
国
で
、
東
ド
イ
ツ
と
国
交
を
結
ん
だ
国
と
は
断
交
す
る
と
宣
言
し
た
も

の
で
あ
っ
た
。

（
19
） L
abour P

arty

（1961

）, op. cit., p214.

（
20
） 

Ibid., p. 216.

（
21
） 

ロ
ー
マ
条
約
に
関
し
て
は
以
下
の
サ
イ
ト
を
参
照
。E

uropean C
om
m
ision, http://ec. europa. eu/archives/em

u_history/
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Ｃ
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日
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） L
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（
26
） T

rades U
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） T
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roceed
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rad
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n
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 C
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gress, A

uthority of the C
ongress 

and the G
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ouncil, 1962, p. 496.

（
30
） 

Ibid., p. 505. 

（
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細
谷
雄
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戦
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国
際
秩
序
と
イ
ギ
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ス
外
交
』
創
文
社
、
二
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〇
一
年
、
八
一
頁
。

（
32
） C

. P

（48

）6, 4th January, 1948, “T
h

e F
irst A

im
 of B

ritish
 F

oreign
 P

olicy”, M
em
orandum

 by B
evin.

（
33
） L

abour P
arty, R

eport of th
e 49

th A
n

n
u

al C
on

feren
ce, T

ransport H
ouse S

m
ith S

quare, 1950, p. 3. 

（
34
） 

Ibid., p. 85. 

（
35
） 

キ
ー
プ
・
レ
フ
ト
の
代
表
的
人
物
と
し
て
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ク
ロ
ス
マ
ン
（R

. C
rossm

an

）、
イ
ア
ン
・
ミ
カ
ー
ド
（I. M

ikardo

）、
マ
イ
ケ

ル
・
フ
ッ
ト
（M

. F
oot

）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
彼
ら
の
理
念
は
ア
メ
リ
カ
、
ソ
連
か
ら
独
立
し
た
外
交
政
策
を
採
る
こ
と
に
あ
っ
た
。

（
36
） L
abour P

arty

（1961

）, op. cit., p. 211.

（
37
） 

Ibid., p. 211.

（
38
） 

Ibid.
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六
）

（
39
） 

例
え
ば
、
Ｈ
．
ダ
ル
ト
ン
（H

. D
alton

）
や
Ｄ
．
ヒ
ー
リ
ー
（D

. H
ealey

）
が
一
九
五
〇
年
の
全
国
執
行
委
員
会
声
明
で
強
調
し
た
よ
う
に
、

コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
諸
国
と
の
関
係
を
重
視
す
る
議
員
が
い
た
。L

abour P
arty

（1950

）, op. cit., p. 3. 

を
参
照
。

（
40
） L

abour P
arty

（1961

）, op. cit., p. 215.

（
41
） 

Ibid., p. 216.

（
42
） 

Ibid.

（
43
） 

イ
ギ
リ
ス
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
具
体
的
な
交
渉
過
程
に
関
し
て
は
以
下
を
参
照
さ
れ
た
い
。
小
川
浩
之
『
イ
ギ
リ
ス

帝
国
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
へ

│
戦
後
イ
ギ
リ
ス
対
外
政
策
の
転
換
と
Ｅ
Ｅ
Ｃ
加
盟
申
請
』
名
古
屋
大
学
出
版
、
二
〇
〇
八
年
。

（
44
） 

小
川
、
前
掲
書
、
九
四
│
九
五
頁
。

（
45
） 

H
A

N
S

A
R

D
, 3 A

ugust 1961, S
eries 5, V

ol. 645, cols. 1783.

（
46
） 

労
働
党
は
「
可
能
な
限
り
緊
密
な
協
力
」
と
い
う
姿
勢
で
も
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
に
向
き
合
っ
て
い
た
。
一
方
の
保
守
党
に
し
て
も
チ
ャ
ー

チ
ル
が
「
イ
ギ
リ
ス
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
と
も
に
あ
る
が
、
そ
の
一
部
で
は
な
い
」
述
べ
た
よ
う
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
に
加
わ
り
は
し
な
い
が
、
協

力
関
係
は
結
ぶ
と
い
う
態
度
を
採
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
政
権
交
代
が
起
き
て
も
変
わ
ら
ぬ
、
イ
ギ
リ
ス
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
の
関
係
性
で
あ
っ
た
。

（
47
） 

力
久
昌
幸
『
イ
ギ
リ
ス
の
選
択

│
欧
州
統
合
と
政
党
政
治
』
木
鐸
社
、
一
九
九
六
年
、
八
一
頁
。

（
48
） L

abour P
arty, R

eport of th
e 61

st A
n

n
u

al C
on

feren
ce, T

ransport H
ouse S

m
ith S

quare, 1962, p. 158.

（
49
） 

Ibid., p. 159.

（
50
） 

Ibid., p. 162.

（
51
） 

Ibid., p. 246.

（
52
） D
ale, I., L

abou
r P

arty G
en

eral E
lection

 M
an

ifestos, 1900-1997, R
outledge, 2000, pp. 106-107.
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ツ
ー
リ
ズ
ム
の
視
点
か
ら
み
た
「
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
絵
葉
書
」
の
再
検
討
（
毛
利
）

（
六
二
七
）

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
視
点
か
ら
み
た
「
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
絵
葉
書
」
の
再
検
討

│
戦
前
期
の
ハ
ル
ビ
ン
に
関
連
す
る
絵
葉
書
を
事
例
と
し
て

│

毛　
　

利　
　

康　
　

秀

1
．
は
じ
め
に

携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
1
）

な
ど
の
持
ち
運
び
可
能
な
モ
バ
イ
ル
機
器
を
利
用
し
て
、
写
真
つ
き
電
子
メ
ー
ル
（
い
わ
ゆ
る
写
メ
ー

ル
（
2
）

）
を
送
る
こ
と
は
、
今
日
で
は
す
っ
か
り
日
常
的
な
風
景
と
な
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
代
表
さ
れ
る
情

報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
世
界
的
な
発
達
お
よ
び
カ
メ
ラ
機
能
が
内
蔵
さ
れ
た
モ
バ
イ
ル
機
器
の
普
及
が
進
ん
だ
二
一
世
紀
に
な
っ
て
初

め
て
可
能
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
画
像
情
報
＋
私
信
を
相
手
に
伝
達
す
る
と
い
う
意
味
で
は
、
絵
葉
書
を
用
い
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
一
世
紀
以
上
前
か
ら
実
現
し
て
い
た
。
例
え
ば
、
旅
行
先
で
印
象
的
な
風
景
を
友
人
に
伝
え
た
い
と
思
え
ば
、
現
地
で
相
当
す

論　

説

五
四
五
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経
研
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第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
六
二
八
）

る
風
景
の
絵
葉
書
を
買
い
求
め
、
簡
単
な
私
信
を
添
え
て
投
函
す
れ
ば
良
か
っ
た
。
実
際
に
、
そ
の
よ
う
に
し
て
旅
先
か
ら
届
け
ら
れ
た

風
景
の
絵
葉
書
が
大
量
に
現
存
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
絵
葉
書
は
、
写
真
つ
き
電
子
メ
ー
ル
（
写
メ
ー
ル
）
の
起
源
と
も
い
う
べ
き
存

在
で
あ
っ
た
と
言
う
こ
と
が
出
来
る
。

本
稿
で
は
「
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
絵
葉
書
」
に
焦
点
を
当
て
、
絵
葉
書
に
関
す
る
先
行
研
究
を
概
観
し
た
上
で
メ
デ
ィ
ア
的
な
特
性
を

確
認
す
る
。
絵
葉
書
は
依
然
と
し
て
身
近
な
存
在
で
は
あ
る
が
、
写
真
つ
き
電
子
メ
ー
ル
の
普
及
と
と
も
に
、
実
際
に
投
函
さ
れ
る
機
会

は
減
少
し
つ
つ
あ
る
。
現
在
の
う
ち
に
絵
葉
書
の
誕
生
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
時
代
の
到
来
に
至
る
ま
で
の
期
間
に
つ
い
て
、
絵
葉
書
の

社
会
的
位
置
づ
け
が
ど
の
よ
う
に
変
遷
し
て
い
っ
た
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
は
意
味
が
あ
る
こ
と
と
考
え
る
。

さ
ら
に
、
絵
葉
書
が
観
光
地
で
多
く
発
売
さ
れ
た
歴
史
的
な
経
緯
を
踏
ま
え
て
、
観
光
（
ツ
ー
リ
ズ
ム
）
の
視
点
を
付
け
加
え
る
。
具

体
的
な
事
例
と
し
て
、
中
国
東
北
部
（
旧
満
州
）
の
中
央
に
位
置
す
る
都
市
・
ハ
ル
ビ
ン
（
3
）

に
関
連
し
た
絵
葉
書
を
取
り
上
げ
る
。
ハ
ル
ビ

ン
は
一
九
世
紀
末
よ
り
帝
政
ロ
シ
ア
に
よ
っ
て
建
設
が
開
始
さ
れ
た
比
較
的
新
し
い
国
際
都
市
で
あ
り
、
そ
の
建
設
の
初
期
か
ら
現
在
に

至
る
ま
で
多
様
な
絵
葉
書
が
発
行
さ
れ
て
い
る
が
、
特
に
太
平
洋
戦
争
前
の
時
期
に
日
本
人
向
け
の
絵
葉
書
が
数
多
く
発
行
さ
れ
利
用
さ

れ
て
い
る
。
当
時
ハ
ル
ビ
ン
を
訪
れ
た
日
本
人
旅
行
者
は
、
現
地
で
絵
葉
書
を
買
い
求
め
、
近
況
報
告
を
綴
っ
て
内
地
に
差
し
出
し
た
。

受
け
取
っ
た
家
族
や
友
人
は
、
絵
葉
書
に
印
刷
さ
れ
た
異
国
情
緒
あ
ふ
れ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
風
の
街
並
み
の
画
像
と
率
直
な
感
想
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
に
よ
っ
て
、
ハ
ル
ビ
ン
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
を
か
き
立
て
ら
れ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

近
年
、
ツ
ー
リ
ズ
ム
分
野
に
お
け
る
新
し
い
研
究
動
向
と
し
て
、
映
画
や
ド
ラ
マ
、
小
説
、
漫
画
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
コ
ン
テ

ン
ツ
作
品
を
き
っ
か
け
に
観
光
行
動
が
誘
発
さ
れ
る
「
コ
ン
テ
ン
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
4
）

」
に
関
す
る
注
目
が
高
ま
っ
て
い
る
。
ハ
ル
ビ
ン
は
、

そ
の
歴
史
の
浅
さ
ゆ
え
伝
統
的
な
観
光
資
源
を
持
た
な
い
が
、『
ハ
ル
ピ
ン
夜
話
』
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
小
説
や
音
楽
等
の
コ
ン
テ

五
四
六



ツ
ー
リ
ズ
ム
の
視
点
か
ら
み
た
「
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
絵
葉
書
」
の
再
検
討
（
毛
利
）

（
六
二
九
）

ン
ツ
作
品
の
舞
台
と
な
っ
て
、
日
本
人
観
光
客
の
訪
問
意
欲
が
喚
起
さ
れ
る
都
市
と
な
っ
た
。
歴
史
的
な
伝
統
に
頼
ら
ず
、
都
市
固
有
の

雰
囲
気
と
イ
メ
ー
ジ
を
画
像
に
よ
っ
て
表
現
す
る
ハ
ル
ビ
ン
の
絵
葉
書
は
、
コ
ン
テ
ン
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
源
流
を
た
ど
る
事
例
と
し
て
適

当
で
あ
る
と
考
え
る
。

よ
っ
て
、
本
稿
で
は
ハ
ル
ビ
ン
か
ら
実
際
に
差
し
出
さ
れ
た
絵
葉
書
の
基
礎
的
な
内
容
分
析
も
行
い
、
ど
の
よ
う
な
絵
柄
の
絵
葉
書
が

ど
の
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
と
も
に
送
ら
れ
た
か
に
つ
い
て
の
把
握
を
通
し
て
、
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
、
特
に
コ
ン
テ
ン
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

視
点
か
ら
み
た
「
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
絵
葉
書
」
の
位
置
づ
け
の
再
検
討
を
試
み
る
。

2
．
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
絵
葉
書
に
関
す
る
再
検
討

2
│
1
．
絵
葉
書
に
関
す
る
先
行
研
究

絵
葉
書
は
、
近
代
的
な
郵
便
制
度
が
発
展
し
て
い
く
中
で
、
一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
に
か
け
て
出
現
し
た
メ
デ
ィ
ア
で
あ

る
（
5
）

。
絵
画
や
人
物
を
あ
し
ら
っ
た
絵
葉
書
も
多
い
が
、
観
光
地
を
は
じ
め
と
す
る
風
景
写
真
の
絵
葉
書
も
ま
た
多
い
。
こ
こ
で
は
、
主
に

メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
絵
葉
書
に
着
目
し
た
日
本
に
お
け
る
先
行
研
究
に
つ
い
て
取
り
ま
と
め
る
。

田
邊
（
二
〇
〇
二
）
は
、
絵
葉
書
に
つ
い
て
「
特
定
の
作
り
手
か
ら
不
特
定
多
数
へ
の
購
買
者
へ
の
伝
達
」
と
「
特
定
の
差
出
人
か
ら

特
定
の
受
取
人
へ
の
伝
達
」
と
い
う
、
二
つ
の
メ
デ
ィ
ア
性
を
持
つ
と
指
摘
し
た
（
6
）

。
前
者
は
、
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
特
性
に
相
当

す
る
。
一
九
世
紀
か
ら
発
達
し
た
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
の
一
つ
と
し
て
新
聞
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
二
〇
世
紀
前
半
の
新
聞
は
印
刷
技
術
の
制

約
か
ら
紙
面
に
写
真
を
掲
載
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
り
、
事
件
や
ニ
ュ
ー
ス
に
関
す
る
画
像
情
報
を
伝
達
す
る
役
割
は
絵
葉
書
が
担
っ
て

い
た
。
柏
木
（
二
〇
〇
〇
）
は
、
当
時
の
絵
葉
書
は
、
報
道
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
機
能
を
有
し
て
い
た
と
指
摘
し
て
い
る
（
7
）

。
一
九
二
三
年

五
四
七
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（
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（
大
正
一
二
年
）
に
関
東
大
震
災
が
発
生
し
た
時
、
そ
の
惨
状
を
伝
え
る
画
像
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
の
も
絵
葉
書
で

あ
っ
た
。
木
村
・
石
井
（
一
九
九
〇
）
の
研
究
に
よ
る
と
、
惨
状
の
激
し
い
も
の
や
死
体
が
写
さ
れ
た
も
の
ま
で
人
々
は
こ
ぞ
っ
て
買
い

求
め
、
警
察
か
ら
発
売
禁
止
に
な
っ
た
も
の
ま
で
あ
る
と
い
う
（
8
）

。
絵
葉
書
は
今
日
に
お
け
る
写
真
週
刊
誌
に
相
当
す
る
、
写
真
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ズ
ム
の
一
翼
を
担
う
存
在
で
も
あ
っ
た
。
後
者
は
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
特
性
に
相
当
す
る
。
細
馬
（
二
〇
〇
〇
）
は

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
一
手
段
と
し
て
の
絵
葉
書
の
性
格
を
「
漏
ら
す
メ
デ
ィ
ア
」
と
し
て
位
置
づ
け
、
絵
葉
書
な
ら
で
は
の
特
質
に

つ
い
て
指
摘
し
て
い
る
。
橋
爪
（
二
〇
〇
六
）
も
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
絵
葉
書
に
着
目
し
、
百
年
に
及
ぶ
絵
葉
書
の
歴
史
と
日
本
の
近
代

史
と
を
重
ね
て
論
じ
た
（
9
）

。

絵
葉
書
は
、
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、
文
化
的
視
点
や
美
術
的
視
点
な
ど
か
ら
も
研
究
さ
れ
て
い
る
。
樋
畑
（
一
九
三
六
│

一
九
八
三
）
は
（
10
）

、
東
西
交
通
文
化
の
流
れ
の
中
か
ら
絵
葉
書
の
重
要
性
に
着
目
し
、
他
国
の
絵
葉
書
発
行
の
状
況
も
踏
ま
え
な
が
ら
日
本

の
絵
葉
書
に
つ
い
て
論
じ
て
お
り
、
戦
前
期
に
お
け
る
絵
葉
書
研
究
と
し
て
特
筆
す
る
べ
き
成
果
を
残
し
て
い
る
（
11
）

。
太
平
洋
戦
争
後
は
し

ば
ら
く
空
白
の
期
間
が
続
い
た
が
、
小
森
（
一
九
七
八
）
に
よ
る
絵
葉
書
集
成
を
皮
切
り
に
（
12
）

、
村
松
（
一
九
八
〇
）、
六
角
（
一
九
八
一
）、

秋
山
（
一
九
八
八
）
ら
に
よ
る
成
果
が
続
い
た
（
13
）

。
中
川
（
一
九
九
〇
）
は
旅
と
交
通
の
視
点
か
ら
（
14
）

、
小
川
（
一
九
九
〇
）
は
産
業
史
の
視
点
か

ら
（
15
）

、
佐
藤
（
一
九
九
四
）
は
風
景
論
の
視
点
か
ら
絵
葉
書
を
論
じ
て
い
る
（
16
）

。
富
田
（
二
〇
〇
五
）
は
絵
葉
書
を
通
し
て
近
代
日
本
の
歴
史
を

浮
か
び
上
が
ら
せ
（
17
）

、
浦
川
（
二
〇
〇
八
）
は
絵
葉
書
が
持
つ
異
文
化
の
表
象
性
を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
、
絵
葉
書
の
資
料
的
価
値
に
つ
い

て
論
じ
て
い
る
。

以
上
が
、
絵
葉
書
に
つ
い
て
の
主
要
な
先
行
研
究
の
成
果
で
あ
る
。
絵
葉
書
は
現
在
も
な
お
身
近
な
存
在
で
あ
り
、
一
定
の
研
究
の
蓄

積
も
進
み
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
、
佐
藤
（
一
九
九
四
）
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
絵
葉
書
を
主
要
な
対
象
と
し
た
学
術
的
な
研
究
は
あ
ま
り

五
四
八



ツ
ー
リ
ズ
ム
の
視
点
か
ら
み
た
「
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
絵
葉
書
」
の
再
検
討
（
毛
利
）

（
六
三
一
）

進
ん
で
い
る
と
は
言
え
ず
（
18
）

、
浦
川
（
二
〇
〇
八
）
も
ま
た
同
様
の
見
解
を
示
し
て
い
る
（
19
）

。
国
家
的
な
意
志
が
強
く
作
用
す
る
郵
便
制
度
や

切
手
の
研
究
と
は
異
な
り
、
絵
葉
書
は
そ
の
多
く
が
民
間
業
者
の
手
に
よ
っ
て
生
産
さ
れ
る
た
め
、
全
容
の
解
明
が
困
難
な
こ
と
が
、
そ

の
理
由
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
（
20
）

。
絵
葉
書
の
歴
史
は
、
世
界
や
日
本
の
近
代
史
の
歴
史
と
も
ほ
ぼ
重
な
る
が
、
近
代
史
に
お

け
る
大
き
な
歴
史
的
な
流
れ
の
中
か
ら
絵
葉
書
を
と
ら
え
、
そ
の
社
会
的
な
意
味
を
考
察
し
て
い
く
試
み
は
、
ま
だ
ま
だ
十
分
な
さ
れ
て

い
る
と
は
言
え
な
い
。
資
料
と
し
て
の
研
究
の
方
法
を
確
立
し
（
21
）

、
そ
の
実
態
を
解
明
し
て
い
く
試
み
が
待
た
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
（
22
）

。

2
│
2
．
絵
葉
書
が
持
つ
メ
デ
ィ
ア
的
な
特
性

こ
れ
ま
で
検
討
し
て
き
た
内
容
か
ら
、
絵
葉
書
が
持
つ
メ
デ
ィ
ア
的
な
特
性
に
つ
い
て
整
理
す
る
と
、
お
お
よ
そ
以
下
の
よ
う
に
ま
と

め
る
こ
と
が
出
来
る
。
田
邊
（
二
〇
〇
二
）
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
ま
ず
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
絵
葉
書
の
生
産
者
か
ら
消
費
者
へ
流

れ
る
、
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
特
性
で
あ
る
。
生
産
者
は
絵
葉
書
を
大
量
に
生
産
し
、
不
特
定
多
数
の
消
費
者
へ
販
売
さ
れ
る
。
特

に
、
画
像
情
報
を
伝
達
す
る
手
段
に
乏
し
か
っ
た
時
代
に
お
い
て
は
、
絵
葉
書
は
間
違
い
な
く
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
機
能
を
果
た

し
て
い
た
。
生
産
者
は
、
売
り
上
げ
を
伸
ば
す
た
め
に
、
人
々
の
関
心
を
惹
く
題
材
を
取
り
上
げ
た
か
ら
、
絵
葉
書
に
印
刷
さ
れ
た
図
柄

は
、
す
な
わ
ち
人
々
の
興
味
・
関
心
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ニ
ュ
ー
ス
を
伝
え
る
媒
体
と
し
て
の
絵
葉
書
は
、
現
在
で
は
既
に
そ

の
役
目
を
終
え
て
い
る
が
、
名
所
旧
跡
を
紹
介
し
た
観
光
絵
葉
書
は
依
然
と
し
て
発
行
さ
れ
続
け
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
人
々
の
関

心
を
惹
き
つ
け
る
メ
デ
ィ
ア
的
な
特
性
は
現
在
に
至
る
ま
で
引
き
継
が
れ
て
い
る
と
考
え
て
良
い
。

次
に
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
絵
葉
書
の
消
費
者
か
ら
消
費
者
へ
流
れ
る
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
特
性
で
あ
る
。
絵
葉
書
が

郵
便
物
と
し
て
差
し
出
さ
れ
る
時
、
特
定
の
差
出
人
か
ら
特
定
の
受
取
人
へ
情
報
が
伝
え
ら
れ
る
。
そ
の
情
報
は
、
先
述
し
た
マ
ス
・
メ

五
四
九
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デ
ィ
ア
と
し
て
の
画
像
情
報
に
、
私
信
と
し
て
の
情
報
が
付
け
加
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
絵
葉
書
は
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
と
パ
ー

ソ
ナ
ル
・
メ
デ
ィ
ア
の
両
方
の
機
能
を
兼
ね
備
え
て
い
る
と
い
う
点
で
、
新
聞
や
写
真
と
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
。

2
│
3
．
絵
葉
書
の
社
会
的
受
容
に
関
す
る
推
移

さ
て
、
絵
葉
書
は
そ
の
誕
生
以
来
、
社
会
的
に
ど
の
よ
う
に
認
知
さ
れ
、
受
容
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、「
絵
葉
書
」

の
使
わ
れ
方
、
報
じ
ら
れ
方
に
は
ど
の
よ
う
な
推
移
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
を
検
証
す
る
指
標
と
し
て
日
本
の
新
聞
記
事
に
着
目
し
、
具
体
的
な
方
法
と
し
て
、
読
売
新
聞
の
記
事
検
索
サ
ー

ビ
ス
「
ヨ
ミ
ダ
ス
歴
史
館
」
を
利
用
し
た
（
23
）

。
一
八
九
七
年
（
明
治
三
〇
年
）
以
前
は
〇
件
で
あ
り
、
一
八
九
八
年
（
明
治
三
一
年
）
か
ら

一
九
八
六
年
（
昭
和
六
一
年
）
ま
で
の
累
計
は
一
、〇
五
〇
件
と
な
っ
て
い
る
（
24
）

。
一
九
八
七
年
（
昭
和
六
二
年
）
か
ら
二
〇
一
四
年
（
平
成

二
六
年
）
ま
で
の
合
計
は
一
、三
一
七
件
と
な
っ
て
い
る
（
25
）

。

確
認
出
来
る
限
り
、「
絵
葉
書
」
が
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
っ
た
記
事
で
最
初
に
登
場
す
る
の
は
、
一
八
九
八
年
（
明
治
三
一
年
）
一
二
月

二
一
日
の
「
新
年
當
て
込
み
の
賣
物
」
と
い
う
見
出
し
が
つ
い
た
記
事
中
で
あ
る
。
た
だ
、
私
製
葉
書
の
発
行
を
許
可
す
る
逓
信
省
令
が

出
さ
れ
た
の
は
一
九
〇
〇
年
（
明
治
三
三
年
）
一
〇
月
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
時
に
売
り
出
さ
れ
た
「
絵
葉
書
」
は
ま
だ
国
内
の
郵

便
物
と
し
て
使
用
出
来
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
逓
信
省
令
以
降
、
民
間
で
絵
葉
書
を
作
る
こ
と
が
出
来

る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
の
翌
月
の
一
一
月
一
七
日
と
二
一
日
に
は
、
絵
葉
書
の
発
行
に
関
す
る
広
告
が
登
場
し
、
一
二
月
三
日
に
は
新

年
用
の
絵
葉
書
の
発
売
広
告
も
出
さ
れ
て
い
る
。

一
九
〇
二
年
（
明
治
三
五
年
）
以
降
は
、
順
調
に
絵
葉
書
の
浸
透
が
進
ん
で
い
っ
た
。
そ
の
ブ
ー
ム
は
日
露
戦
争
期
に
頂
点
を
迎
え
、

五
五
〇



ツ
ー
リ
ズ
ム
の
視
点
か
ら
み
た
「
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
絵
葉
書
」
の
再
検
討
（
毛
利
）

（
六
三
三
）

「
絵
葉
書
」
関
係
の
記
事
も
激
増
し
、
一
九
〇
四
年
（
明
治
三
七
年
）
に
は
五
四
件
、
一
九
〇
五
年
（
明
治
三
八
年
）
に
ピ
ー
ク
の
二
五
七
件

に
達
す
る
。
日
本
に
お
け
る
絵
葉
書
の
普
及
は
、
日
露
戦
争
の
勃
発
と
そ
の
行
方
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
は
、
新
聞
報
道
の
激

増
ぶ
り
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
当
時
は
新
聞
紙
に
写
真
を
印
刷
す
る
こ
と
が
技
術
的
に
困
難
で
あ
っ
た
の
で
、
戦

場
の
様
子
を
写
真
情
報
と
し
て
知
る
こ
と
が
出
来
る
有
力
な
手
段
は
絵
葉
書
で
あ
っ
た
。

日
露
戦
争
が
終
わ
る
と
、「
絵
葉
書
」
に
関
す
る
記
事
は
減
少
し
て
い
く
。
一
九
〇
六
年
（
明
治
三
九
年
）
は
一
三
五
件
あ
っ
た
が
、
翌

年
以
降
は
三
七
件
、
二
三
件
、
二
五
件
と
落
ち
着
い
て
い
き
、
大
正
時
代
に
入
る
と
年
間
一
〇
件
以
下
ま
で
減
少
す
る
年
が
多
く
な
る
。

し
か
し
、
絵
葉
書
の
収
集
ブ
ー
ム
は
依
然
と
し
て
続
い
て
い
た
の
で
、
報
道
量
の
減
少
は
、
む
し
ろ
絵
葉
書
の
社
会
的
な
定
着
を
意
味
し

て
お
り
、
絵
葉
書
の
普
及
・
定
着
と
と
も
に
ニ
ュ
ー
ス
性
も
な
く
な
っ
て
い
っ
た
と
解
し
て
良
い
。
実
際
、
関
東
大
震
災
が
発
生
し
た
時
、

被
災
の
模
様
を
写
し
た
絵
葉
書
が
大
量
に
発
行
さ
れ
た
も
の
の
、「
震
災
関
連
絵
葉
書
の
発
売
」
と
い
う
事
実
は
、
も
は
や
ニ
ュ
ー
ス
に

は
な
っ
て
い
な
い
。

昭
和
期
に
入
る
と
、
絵
葉
書
関
係
の
ニ
ュ
ー
ス
は
再
び
戦
時
色
が
強
ま
り
、
戦
線
へ
絵
葉
書
を
送
っ
て
慰
問
す
る
こ
と
に
関
連
す
る
記

事
が
増
え
て
い
く
。
太
平
洋
戦
争
が
始
ま
る
と
、
絵
葉
書
の
記
事
も
完
全
に
戦
争
一
色
と
な
る
。
し
か
し
敗
色
が
濃
く
な
る
と
絵
葉
書
関

係
の
記
事
も
見
ら
れ
な
く
な
り
、
そ
し
て
敗
戦
を
迎
え
る
。

戦
後
初
め
て
の
絵
葉
書
に
関
す
る
記
事
は
、
一
九
四
六
年
（
昭
和
二
一
年
）
一
〇
月
七
日
に
確
認
さ
れ
る
（
26
）

。
平
和
が
強
調
さ
れ
、
戦
前

に
発
行
さ
れ
た
「
戦
争
も
の
の
絵
葉
書
」
は
存
在
し
な
い
か
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い
る
（
27
）

。

日
本
は
高
度
経
済
成
長
期
に
入
り
、
テ
レ
ビ
全
盛
の
時
代
と
な
っ
て
い
く
。
一
九
六
三
年
（
昭
和
三
九
年
）
に
開
催
さ
れ
た
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
時
に
は
記
念
絵
葉
書
が
発
売
さ
れ
、
新
聞
記
事
と
な
っ
た
（
七
月
三
〇
日
）。
し
か
し
、
そ
の
後
は
絵
葉
書
に
関
す
る
記
事
そ

五
五
一
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の
も
の
が
減
少
し
て
い
き
、
全
く
報
じ
ら
れ
な
い
年
も
出
る
よ
う
に
な
っ
た
。

一
方
、
絵
葉
書
を
送
る
、
絵
葉
書
を
受
け
取
る
と
い
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
記
事
や
絵
葉
書
の
使
用
規
則
の
改
善
を
求

め
る
投
書
が
増
え
、
戦
前
期
に
作
ら
れ
た
過
去
の
絵
葉
書
に
つ
い
て
言
及
す
る
記
事
や
広
告
が
出
現
す
る
よ
う
に
な
る
（
28
）

。
戦
後
期
は
、
古

い
絵
葉
書
に
関
す
る
新
聞
報
道
も
増
加
傾
向
に
あ
り
、「
絵
葉
書
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
の
再
発
見
」
が
進
ん
で
い
る
こ
と
も
う
か
が
わ
せ
る
。

観
光
地
の
絵
葉
書
に
関
す
る
記
事
は
戦
前
・
戦
後
を
通
じ
て
見
ら
れ
る
が
、
数
と
し
て
は
そ
れ
ぞ
れ
二
桁
に
届
か
ず
、
散
見
さ
れ
る
程

度
で
あ
る
（
29
）

。
も
っ
と
も
、
観
光
絵
葉
書
の
膨
大
な
発
行
量
に
留
意
す
る
な
ら
ば
、
観
光
絵
葉
書
は
も
と
も
と
ニ
ュ
ー
ス
に
な
ら
な
い
位
に

あ
り
ふ
れ
た
存
在
で
あ
る
か
ら
と
解
し
て
問
題
な
い
だ
ろ
う
（
30
）

。

な
お
、
一
九
九
五
年
（
平
成
七
年
）
に
発
生
し
た
阪
神
大
震
災
に
関
連
し
た
絵
葉
書
の
記
事
は
一
一
件
、
二
〇
一
一
年
（
平
成
二
三
年
）

に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
に
関
連
し
た
絵
葉
書
の
記
事
は
一
四
件
が
確
認
出
来
る
。
被
災
者
に
向
け
て
応
援
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
ろ
う

と
い
っ
た
呼
び
か
け
や
チ
ャ
リ
テ
ィ
絵
葉
書
の
発
行
な
ど
で
あ
る
。
助
け
合
い
、
絆
を
深
め
る
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
メ
デ
ィ

ア
と
し
て
絵
葉
書
が
再
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
興
味
深
い
。

3
．
ハ
ル
ビ
ン
絵
葉
書
の
社
会
的
意
味

3
│
1
．
国
際
都
市
ハ
ル
ビ
ン
の
成
立
と
日
本
人

本
稿
で
は
、
実
際
の
使
用
事
例
と
し
て
ハ
ル
ビ
ン
に
関
す
る
絵
葉
書
を
取
り
上
げ
る
が
、
ま
ず
は
ハ
ル
ビ
ン
と
日
本
人
と
の
関
わ
り
に

つ
い
て
概
観
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

現
在
の
中
国
東
北
部
、
か
つ
て
満
州
と
呼
ば
れ
た
地
域
は
、
日
本
人
に
と
っ
て
縁
遠
い
地
域
で
あ
っ
た
。
近
代
都
市
・
ハ
ル
ビ
ン
と
し

五
五
二
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（
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三
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て
の
起
源
は
一
八
九
八
年
（
明
治
三
一
年
）
年
に
遡
る
。
こ
の
年
、
帝
政
ロ
シ
ア
が
露
清
密
約
に
よ
っ
て
中
国
東
北
地
域
の
鉄
道
敷
設
権

（
東
清
鉄
道
）
を
獲
得
す
る
と
、
こ
れ
ま
で
寒
村
で
あ
っ
た
ハ
ル
ビ
ン
は
鉄
道
建
設
の
拠
点
と
な
っ
た
。
ハ
ル
ビ
ン
は
西
北
の
満
州
里
か
ら

南
東
の
綏
芬
河
に
横
断
す
る
東
清
鉄
道
と
南
か
ら
北
へ
流
れ
る
松
花
江
が
交
差
す
る
交
通
の
要
衝
に
位
置
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
鉄
道

建
設
と
同
時
に
都
市
建
設
も
始
ま
り
、「
極
東
の
モ
ス
ク
ワ
」
と
も
「
東
洋
の
パ
リ
」
と
も
称
さ
れ
る
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
風
の
街
並
み
が
形

成
さ
れ
て
い
っ
た
。

当
時
の
松
花
江
河
畔
は
一
面
の
湿
地
帯
で
あ
っ
た
が
、
ま
ず
香
坊
（
ロ
シ
ア
名
：
ス
タ
ー
ル
・
ハ
ル
ビ
ン
）
に
拠
点
の
仮
市
街
地
が
作
ら

れ
、
土
木
工
事
で
出
る
残
土
で
湿
地
帯
を
埋
め
立
て
な
が
ら
松
花
江
（
同
：
ス
ン
ガ
リ
ー
）
方
面
へ
都
市
を
広
げ
て
い
っ
た
。
秦
家
崗

（
同
：
ノ
ブ
・
ゴ
ー
ロ
ド
）
に
は
ハ
ル
ビ
ン
駅
が
建
設
さ
れ
、
ロ
シ
ア
正
教
の
中
央
寺
院
（
ニ
コ
ラ
イ
大
聖
堂
）
や
ロ
シ
ア
資
本
の
デ
パ
ー
ト

（
チ
ュ
ー
リ
ン
洋
行
）
が
建
設
さ
れ
て
い
っ
た
（
31
）

。
西
澤
（
一
九
九
六
）
に
よ
る
と
、
ロ
シ
ア
人
に
と
っ
て
教
会
は
、
日
本
人
に
と
っ
て
の
神

社
・
仏
閣
以
上
に
重
要
な
も
の
で
あ
り
、
市
街
地
の
中
心
地
に
ロ
シ
ア
正
教
会
の
聖
堂
を
置
く
こ
と
は
、
き
わ
め
て
ロ
シ
ア
的
な
都
市
計

画
の
手
法
で
あ
る
（
32
）

。
そ
し
て
、
秦
家
崗
の
北
側
に
位
置
す
る
埠
頭
区
（
ロ
シ
ア
名
：
プ
リ
ス
タ
ン
）
は
、
目
抜
き
通
り
と
な
る
キ
タ
イ
ス
カ

ヤ
街
を
中
心
に
商
業
地
区
と
し
て
整
備
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
地
区
は
、
鉄
道
附
属
地
と
し
て
設
定
さ
れ
た
ロ
シ
ア
租
界
で
あ
り
、
ロ
シ
ア

が
自
治
権
を
握
っ
て
い
た
。
後
述
す
る
傅
家
甸
（
同
：
フ
ー
ジ
ャ
デ
ン
）
を
除
け
ば
、
市
街
地
の
ほ
ぼ
全
て
が
鉄
道
附
属
地
に
含
ま
れ
る
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
な
か
っ
た
。
ハ
ル
ビ
ン
は
、
清
朝
の
領
土
内
に
あ
り
な
が
ら
、
事
実
上
ロ
シ
ア
の
「
植
民
都
市
」
と
し
て
都
市
形
成

が
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
（
33
）

。

東
清
鉄
道
を
建
設
す
る
労
働
力
と
し
て
は
、
中
国
人
が
多
く
雇
わ
れ
た
。
も
と
も
と
、
ハ
ル
ビ
ン
が
位
置
す
る
満
州
地
方
は
、
満
州
族

が
暮
ら
す
土
地
で
あ
っ
た
が
、
山
東
省
を
中
心
と
す
る
多
数
の
漢
民
族
が
労
働
力
と
し
て
満
州
に
移
動
し
、
住
み
着
く
こ
と
と
な
っ
た
。

五
五
三
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彼
ら
は
、
ハ
ル
ビ
ン
駅
の
北
東
に
位
置
す
る
松
花
江
河
畔
の
埋
立
地
に
、
傅
家
甸
（
同
：
フ
ー
ジ
ャ
デ
ン
）
と
い
う
中
国
人
の
居
住
区
を
建

設
し
た
。
こ
の
地
区
は
鉄
道
附
属
地
の
外
に
あ
っ
た
の
で
、
自
治
権
は
清
国
に
帰
属
し
て
い
た
。

さ
て
、
ハ
ル
ビ
ン
の
建
設
と
と
も
に
、
日
本
人
が
ど
の
よ
う
に
進
出
し
、
ど
の
よ
う
な
関
わ
り
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ

ろ
う
か
。

ロ
シ
ア
が
東
清
鉄
道
の
建
設
に
着
手
す
る
と
、
日
本
人
も
次
第
に
進
出
し
て
い
く
よ
う
に
な
り
（
34
）

、
日
露
戦
争
が
始
ま
る
直
前
の

一
九
〇
三
年
（
明
治
三
六
年
）
に
ハ
ル
ビ
ン
に
在
住
す
る
日
本
人
は
六
八
一
名
に
達
し
て
い
た
（
35
）

。
た
だ
し
、
当
時
の
ハ
ル
ビ
ン
は
、
ま
だ

日
本
と
清
国
と
の
条
約
で
認
め
た
開
港
場
で
は
な
か
っ
た
た
め
、
日
本
人
は
ロ
シ
ア
が
管
轄
す
る
鉄
道
附
属
地
に
ロ
シ
ア
側
の
許
可
を
得

て
居
住
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
日
露
戦
争
の
開
戦
と
と
も
に
、
日
本
人
は
一
時
的
に
ハ
ル
ビ
ン
か
ら
退
去
す
る
が
、
戦
争
の
終
結
後
、

再
び
集
ま
り
始
め
る
。

一
九
〇
六
年
（
明
治
三
九
年
）、
ハ
ル
ビ
ン
は
国
際
都
市
と
し
て
諸
国
に
開
放
さ
れ
た
。「
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
で
待
機
し
て
い
た
日
本
人

は
そ
の
開
放
を
聞
き
、
勇
躍
し
て
ハ
ル
ビ
ン
に
向
か
っ
た
」
と
い
う
（
36
）

。
一
九
二
一
年
（
大
正
一
〇
年
）
頃
の
ハ
ル
ビ
ン
の
人
口
は
約
三
三

万
人
で
、
そ
の
う
ち
中
国
人
が
一
九
万
人
、
ロ
シ
ア
人
が
一
三
万
人
を
占
め
て
い
た
。
ロ
シ
ア
人
の
中
で
も
、
ロ
シ
ア
革
命
を
逃
れ
て
き

た
白
系
ロ
シ
ア
人
の
影
響
が
強
か
っ
た
（
37
）

。
当
時
、
ハ
ル
ビ
ン
を
訪
れ
た
日
本
人
は
、「
駅
の
構
外
を
出
る
と
も
う
支
那
な
ど
と
い
ふ
気
分

が
せ
ず
」、「
見
る
も
の
聞
く
も
の
触
れ
る
も
の
が
皆
ん
な
ロ
シ
ア
の
色
調
を
帯
び
て
」
お
り
、「
極
東
の
モ
ス
ク
ワ
へ
着
い
た
」
気
分
に

な
っ
た
と
述
べ
て
い
る
（
38
）

。
そ
の
他
、
少
数
で
は
あ
る
が
、
英
、
米
、
仏
、
独
、
伊
、
イ
ン
ド
、
オ
ラ
ン
ダ
人
、
朝
鮮
人
が
居
住
し
、「
殆

ど
世
界
各
国
人
が
居
る
と
云
ふ
」
様
相
を
呈
し
て
い
た
（
39
）

。
こ
の
時
期
の
日
本
人
は
三
、五
〇
〇
人
前
後
で
推
移
し
て
い
る
。

そ
の
後
、
次
第
に
日
本
人
の
流
入
は
増
加
し
て
い
く
。
一
九
三
〇
年
（
昭
和
五
年
）
時
点
で
は
、
ハ
ル
ビ
ン
に
お
け
る
日
本
人
は

五
五
四
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三
、九
一
〇
名
で
あ
り
、
満
州
国
が
成
立
し
た
翌
年
の
一
九
三
三
年
（
昭
和
八
年
）
に
は
九
、〇
九
六
名
と
激
増
し
て
い
る
（
40
）

。
そ
し
て
、
太

平
洋
戦
争
が
勃
発
す
る
一
九
四
一
年
（
昭
和
一
六
年
）
に
は
五
四
、三
二
六
名
が
、
敗
戦
を
迎
え
た
一
九
四
五
年
（
昭
和
二
〇
年
）
に
は

七
八
、六
九
五
名
の
日
本
人
が
ハ
ル
ビ
ン
に
在
留
し
て
い
た
（
41
）

。

ハ
ル
ビ
ン
は
、
時
代
が
下
る
に
つ
れ
て
日
本
的
な
要
素
が
増
え
て
い
っ
た
が
、
日
本
人
が
ハ
ル
ビ
ン
に
抱
く
イ
メ
ー
ジ
は
、
依
然
と
し

て
ロ
シ
ア
正
教
会
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
風
の
建
物
が
建
ち
並
ぶ
国
際
都
市
で
あ
り
、「
異
国
情
緒
の
あ
ふ
れ
る
街
」「
歓
楽
の
街
」
と
し
て
認
識

さ
れ
て
い
た
（
42
）

。
ロ
シ
ア
人
ダ
ン
サ
ー
が
彩
る
夜
の
歓
楽
街
に
つ
い
て
も
詳
し
く
紹
介
さ
れ
、
ハ
ル
ビ
ン
は
、
内
地
の
日
本
人
が
訪
れ
る
こ

と
の
出
来
る
「
東
洋
の
楽
天
地
」
で
あ
り
「
驚
く
可
き
性
欲
の
都
」
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
（
43
）

。

ニ
コ
ラ
イ
大
聖
堂
（
中
央
寺
院
）
近
く
の
東
支
倶
楽
部
に
は
、
レ
ス
ト
ラ
ン
の
ほ
か
、
交
響
楽
団
・
バ
レ
エ
劇
団
・
野
外
ド
ー
ム
が
設

置
さ
れ
て
い
た
（
44
）

。
ロ
シ
ア
革
命
か
ら
逃
れ
て
き
た
オ
ペ
ラ
歌
手
も
ハ
ル
ビ
ン
に
避
難
し
て
お
り
、
ハ
ル
ビ
ン
の
音
楽
会
は
極
め
て
質
が
高

い
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。
白
系
ロ
シ
ア
人
は
、
冬
は
松
花
江
で
氷
の
洗
礼
を
し
、
夏
に
は
ヨ
ッ
ト
遊
び
を
楽
し
ん
だ
。
ハ
ル
ビ
ン
公
園

に
は
常
に
ロ
シ
ア
音
楽
が
流
れ
て
い
て
、
公
園
内
は
ロ
シ
ア
人
老
若
男
の
憩
い
の
場
で
あ
っ
た
。

昭
和
初
期
、
満
州
旅
行
ブ
ー
ム
が
巻
き
起
こ
り
、「
日
支
親
善
」
と
「
内
鮮
融
和
」
を
め
ざ
し
て
様
々
な
旅
行
案
内
書
が
作
成
さ
れ
、

日
本
人
の
満
州
旅
行
を
促
し
た
。
日
本
旅
行
会
・
鉄
道
省
・
朝
鮮
総
督
府
鉄
道
局
と
提
携
し
て
の
団
体
旅
行
も
企
画
さ
れ
た
。
実
際
、
修

学
旅
行
や
卒
業
旅
行
と
し
て
、
旧
制
高
校
の
生
徒
が
満
州
や
台
湾
な
ど
の
外
地
に
出
か
け
る
こ
と
が
流
行
し
た
。
一
九
三
五
年
（
昭
和

一
〇
年
）
の
大
阪
朝
日
新
聞
（
満
洲
版
）
に
よ
れ
ば
、
前
年
に
満
州
を
訪
れ
た
日
本
人
団
体
客
は
三
七
四
団
体
、
一
七
、二
五
三
名
に
の

ぼ
っ
た
と
い
う
（
45
）

。
一
九
三
五
年
（
昭
和
一
〇
年
）
に
満
鉄
の
特
急
「
あ
じ
あ
号
」
の
運
転
が
ハ
ル
ビ
ン
ま
で
延
長
さ
れ
る
と
、
ハ
ル
ビ
ン

旅
行
に
一
層
拍
車
が
か
か
る
こ
と
と
な
っ
た
。

五
五
五
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満
州
国
期
、
ハ
ル
ビ
ン
の
観
光
バ
ス
に
は
、
日
本
人
の
バ
ス
ガ
イ
ド
だ
け
で
は
な
く
白
系
ロ
シ
ア
人
の
若
い
女
性
も
乗
務
さ
せ
、
日
本

語
で
露
人
墓
地
の
案
内
を
さ
せ
た
り
し
て
、
日
本
人
観
光
客
に
「
ハ
ル
ビ
ン
情
緒
」
を
味
わ
わ
せ
る
演
出
も
行
わ
れ
て
い
た
（
46
）

。
こ
の
よ
う

に
、
日
本
の
勢
力
が
増
し
つ
つ
あ
っ
て
も
、
ハ
ル
ビ
ン
は
国
際
色
が
豊
か
で
猥
雑
で
活
力
の
あ
る
都
市
で
あ
り
、
日
本
人
に
と
っ
て
訪
問

し
て
み
た
い
街
で
あ
り
続
け
た
（
47
）

。

3
│
2
．
ハ
ル
ビ
ン
絵
葉
書
の
特
色

日
露
戦
争
期
か
ら
太
平
洋
戦
争
で
日
本
が
敗
北
す
る
ま
で
の
期
間
、
台
湾
・
樺
太
・
関
東
州
な
ど
、
日
本
が
勢
力
下
に
お
い
た
地
域
に

お
い
て
絵
葉
書
が
多
数
発
行
さ
れ
た
。
満
州
地
域
に
お
け
る
絵
葉
書
も
数
多
く
、
ハ
ル
ビ
ン
に
ま
つ
わ
る
絵
葉
書
も
、
そ
の
中
の
一
つ
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

ハ
ル
ビ
ン
絵
葉
書
は
、
そ
の
多
く
が
当
時
の
都
市
の
建
築
物
や
風
景
を
あ
し
ら
っ
た
写
真
絵
葉
書
で
あ
っ
た
（
48
）

。
都
市
景
観
を
写
し
た
絵

葉
書
は
、
そ
の
時
代
の
都
市
の
個
性
を
う
か
が
え
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
。
こ
の
時
期
、
日
本
国
内
外
の
都
市
の
も
の
が
多
数
発
行
さ

れ
、
役
所
、
警
察
署
、
公
会
堂
、
学
校
な
ど
の
主
要
建
築
が
多
数
被
写
体
に
な
っ
た
が
、
ハ
ル
ビ
ン
の
絵
葉
書
は
、
特
に
ロ
シ
ア
風
の
建

築
が
多
く
写
さ
れ
て
お
り
、
他
の
満
州
の
都
市
に
は
見
ら
れ
な
い
国
際
色
豊
か
な
異
彩
を
ひ
と
き
わ
大
き
く
放
っ
て
い
た
。

ハ
ル
ビ
ン
に
在
住
す
る
日
本
人
も
絵
葉
書
を
買
い
求
め
て
使
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
購
入
の
多
く
を
占
め
た
の
は
、
同
地
を
訪
問

し
た
日
本
人
観
光
客
で
あ
っ
た
。
当
時
、
ま
だ
個
人
用
の
写
真
機
は
普
及
し
て
お
ら
ず
、
持
参
し
た
と
し
て
も
、
現
地
で
の
撮
影
に
は
制

約
が
伴
っ
た
の
で
、
旅
行
の
記
念
品
と
し
て
は
も
ち
ろ
ん
、
風
景
を
土
産
と
し
て
持
ち
帰
る
と
い
う
意
味
で
も
絵
葉
書
を
購
入
す
る
の
が

一
般
的
で
あ
っ
た
。
一
部
は
現
地
か
ら
内
地
へ
の
郵
便
に
用
い
ら
れ
、
残
り
は
未
使
用
の
ま
ま
持
ち
帰
ら
れ
た
。 五

五
六



ツ
ー
リ
ズ
ム
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ら
み
た
「
メ
デ
ィ
ア
と
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て
の
絵
葉
書
」
の
再
検
討
（
毛
利
）

（
六
三
九
）

内
地
で
そ
れ
ら
を
見
た
人
々
は
、
国
際
都
市
・
ハ
ル
ビ
ン
へ
の
旅
情
を
か
き
立
て
ら
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
風
景
か
ら
エ
キ
ゾ

チ
ッ
ク
な
雰
囲
気
を
感
じ
取
り
、
遠
い
異
国
の
地
へ
の
思
い
を
馳
せ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
独
特
の
視
覚
経
験
が
、
ハ
ル
ビ
ン

絵
葉
書
な
ら
で
は
の
特
徴
を
構
成
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

3
│
3
．
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
の
視
点
か
ら
見
た
ハ
ル
ビ
ン
絵
葉
書
の
再
検
討

こ
こ
ま
で
の
論
考
を
元
に
、
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
観
光
）
と
ハ
ル
ビ
ン
絵
葉
書
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
の
考
察
を
行
う
。

近
年
に
お
け
る
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
の
新
動
向
と
し
て
、
従
来
型
の
大
衆
化
さ
れ
た
画
一
的
な
観
光
（
マ
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
）
か
ら
多
様
化
が

進
み
つ
つ
あ
る
流
れ
の
一
つ
と
し
て
、「
コ
ン
テ
ン
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
に
関
す
る
研
究
が
進
み
つ
つ
あ
る
。「
コ
ン
テ
ン
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」

と
は
、
映
画
や
ド
ラ
マ
等
の
作
品
（
コ
ン
テ
ン
ツ
）
に
関
連
の
あ
る
場
所
を
訪
れ
る
形
態
の
観
光
（
ツ
ー
リ
ズ
ム
）
と
さ
れ
、「
地
域
に
『
コ

ン
テ
ン
ツ
を
通
じ
て
醸
成
さ
れ
た
地
域
固
有
の
雰
囲
気
・
イ
メ
ー
ジ
』
と
し
て
の
『
物
語
性
』『
テ
ー
マ
性
』
を
付
加
し
、
そ
の
物
語
性

を
観
光
資
源
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
」
と
す
る
定
義
が
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
（
49
）

。「
コ
ン
テ
ン
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
マ
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
は

な
り
に
く
い
も
の
の
、
個
人
の
動
機
に
お
い
て
旅
行
行
動
が
行
わ
れ
る
と
い
う
点
で
消
費
者
の
指
向
性
が
多
様
化
し
た
現
代
を
象
徴
し
た

ツ
ー
リ
ズ
ム
」
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
（
50
）

。

「
コ
ン
テ
ン
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
は
、
温
泉
や
名
所
旧
跡
巡
り
な
ど
、
確
立
さ
れ
た
観
光
地
を
巡
る
一
般
的
な
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は
異
な
り
、

こ
れ
ま
で
観
光
地
と
し
て
注
目
さ
れ
な
か
っ
た
場
所
で
あ
っ
て
も
、
コ
ン
テ
ン
ツ
の
題
材
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
そ
れ
が
メ
デ
ィ
ア
（
特
に

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
）
に
よ
っ
て
広
く
流
布
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
観
光
行
動
へ
と
結
び
つ
け
ら
れ
る
こ
と
を
特
色
と
し
て
い
る
。

こ
の
分
野
に
お
け
る
先
行
研
究
と
し
て
は
、
コ
ン
テ
ン
ツ
作
品
を
き
っ
か
け
と
し
た
観
光
へ
の
考
察
を
行
っ
た
秋
山
（
二
〇
〇
五
（
51
）

）
を

五
五
七
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は
じ
め
、
埼
玉
県
鷲
宮
町
の
取
り
組
み
事
例
か
ら
考
察
を
加
え
た
山
村
（
二
〇
〇
八
（
52
）

）、
小
説
、
映
画
、
漫
画
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
作
品
な

ど
様
々
な
コ
ン
テ
ン
ツ
作
品
を
対
象
と
し
て
包
括
的
に
概
観
し
た
増
淵
（
二
〇
一
〇
（
53
）

）、
コ
ン
テ
ン
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
の
理
論
的
枠
組
み

の
構
築
を
意
欲
的
に
試
み
た
岡
本
（
二
〇
一
二
（
54
）

）、
コ
ン
テ
ン
ツ
作
品
の
要
素
に
よ
る
観
光
形
態
の
分
類
を
行
っ
た
筒
井
（
二
〇
一
三
（
55
）

）
な

ど
の
成
果
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
品
、
特
に
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
作
品
の
題
材
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
事
例
を
取
り
上

げ
た
研
究
が
多
く
、
こ
れ
ま
で
観
光
地
で
は
な
か
っ
た
所
が
観
光
地
化
し
て
い
く
過
程
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
、
ハ
ル
ビ
ン
に
つ
い
て
言
え
ば
、「
異
国
情
緒
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
に
基
づ
く
『
テ
ー
マ
性
』
に
加
え
て
、
日
露
戦
争
期
に
お

け
る
志
士
の
銃
殺
の
地
、
伊
藤
博
文
公
の
遭
難
の
地
と
い
っ
た
『
物
語
性
』
の
要
素
も
付
加
さ
れ
、
日
本
人
に
と
っ
て
訪
れ
て
み
た
い
観

光
の
目
的
地
へ
と
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
ハ
ル
ビ
ン
は
「
コ
ン
テ
ン
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
の
代
表
的

な
舞
台
と
な
っ
た
街
で
あ
る
と
い
う
仮
説
を
提
示
す
る
こ
と
が
出
来
る
（
こ
れ
を
検
証
す
る
方
法
と
し
て
、
後
述
す
る
よ
う
に
実
際
に
使
用
さ
れ

た
絵
葉
書
の
内
容
分
析
を
試
み
る
こ
と
に
す
る
）。

一
九
二
三
年
（
大
正
一
二
年
）
年
に
発
売
さ
れ
た
『
ハ
ル
ピ
ン
夜
話
』
は
、
奔
放
な
エ
ロ
テ
ィ
シ
ズ
ム
に
満
ち
た
ロ
シ
ア
人
ダ
ン
サ
ー

を
描
い
て
「
裸
踊
り
の
バ
イ
ブ
ル
」
と
も
評
さ
れ
、
一
三
〇
版
以
上
を
重
ね
た
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
た
。
満
州
旅
行
ブ
ー
ム
も
手
伝
っ

て
、
ハ
ル
ビ
ン
は
「
内
地
客
に
手
の
届
く
エ
キ
ゾ
チ
シ
ズ
ム
と
エ
ロ
テ
ィ
シ
ズ
ム
を
提
供
し
て
く
れ
る
国
際
的
歓
楽
都
市
」
と
し
て
広
く

知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
56
）

。
当
時
出
版
さ
れ
た
旅
行
記
の
記
述
を
見
て
も
（
57
）

、
日
本
人
旅
行
者
に
と
っ
て
ハ
ル
ビ
ン
は
歓
楽
街
で
ロ
シ
ア
人

女
性
ダ
ン
サ
ー
を
見
物
す
る
こ
と
が
定
番
と
な
っ
て
お
り
、「
哈
爾
浜
ま
で
行
つ
て
、
か
う
し
た
場
所
に
ゆ
か
な
い
で
帰
る
人
間
は
ま
づ

な
い
と
い
ふ
の
が
、
苦
笑
す
べ
き
事
実
で
あ
り
」、「
外
国
人
が
日
本
の
フ
ヂ
ヤ
マ
と
ゲ
イ
シ
ャ
・
ガ
ー
ル
を
見
な
い
で
は
帰
れ
な
い
や
う

な
風
に
、
一
般
化
・
観
光
物
化
さ
れ
て
ゐ
る
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
（
58
）

、
こ
の
エ
キ
ゾ
チ
シ
ズ
ム
と
エ
ロ
テ
ィ
シ
ズ
ム
の
強
烈
な
イ

五
五
八
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討
（
毛
利
）

（
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一
）

メ
ー
ジ
（
ま
な
ざ
し
）
が
、
ハ
ル
ビ
ン
に
対
す
る
興
味
・
関
心
を
か
き
た
て
、
現
地
を
訪
問
す
る
動
機
形
成
へ
の
大
き
な
要
素
に
な
っ
て

い
た
と
解
し
て
良
い
（
59
）

。

ハ
ル
ビ
ン
絵
葉
書
に
も
、
ロ
シ
ア
人
ダ
ン
サ
ー
を
描
い
た
も
の
や
ロ
シ
ア
人
美
女
と
の
交
歓
を
題
材
に
し
た
も
の
が
登
場
し
て
お
り
（
60
）

、

ハ
ル
ビ
ン
と
い
う
街
の
イ
メ
ー
ジ
形
成
を
後
押
し
し
た
。

松
重
ら
（
二
〇
〇
八
）
の
研
究
に
よ
る
と
、
日
本
語
に
よ
る
ハ
ル
ビ
ン
絵
葉
書
は
二
〇
世
紀
初
頭
に
は
出
現
し
て
い
た
。
近
代
都
市
・

ハ
ル
ビ
ン
の
建
設
途
上
が
進
め
ら
れ
て
い
た
時
期
で
あ
り
、
そ
の
頃
の
ハ
ル
ビ
ン
絵
葉
書
も
、
東
清
鉄
道
の
列
車
や
ロ
シ
ア
寺
院
な
ど
、

ロ
シ
ア
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
の
紹
介
が
主
で
あ
り
、
ま
さ
し
く
ロ
シ
ア
の
満
州
進
出
の
拠
点
と
し
て
の
ハ
ル
ビ
ン
を
う
か
が
わ
せ
る

内
容
と
な
っ
て
い
る
。
一
九
二
〇
年
（
大
正
九
年
）
に
は
キ
タ
イ
ス
カ
ヤ
街
に
日
系
資
本
に
よ
る
建
物
（
松
浦
洋
行
）
が
建
て
ら
れ
、
絵
葉

書
の
図
案
に
も
な
っ
た
が
、
そ
の
外
観
は
純
洋
風
で
あ
り
、「
異
国
情
緒
あ
ふ
れ
る
街
」
と
し
て
の
ハ
ル
ビ
ン
の
イ
メ
ー
ジ
形
成
を
補
強

す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

一
九
三
一
年
（
昭
和
六
年
）
の
満
州
事
変
、
な
ら
び
に
翌
年
の
「
満
州
国
」
の
成
立
を
契
機
に
、
ハ
ル
ビ
ン
は
大
き
な
変
貌
を
遂
げ
て

い
く
。
志
士
の
碑
や
伊
藤
博
文
に
関
す
る
絵
葉
書
が
作
ら
れ
、
駅
前
に
は
建
国
記
念
碑
が
建
て
ら
れ
て
そ
の
絵
葉
書
が
作
ら
れ
、
哈
爾
濱

神
社
が
建
立
さ
れ
て
そ
の
絵
葉
書
が
作
ら
れ
る
な
ど
、
街
に
も
絵
葉
書
に
も
日
本
的
な
要
素
が
増
え
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
観
光
資
源
と

し
て
の
「
ロ
シ
ア
情
緒
」
は
維
持
さ
れ
、
内
地
か
ら
の
観
光
客
を
呼
び
込
ん
だ
。

太
平
洋
戦
争
の
敗
戦
と
満
州
国
の
崩
壊
に
よ
り
、
ハ
ル
ビ
ン
に
在
住
し
て
い
た
日
本
人
は
追
放
さ
れ
て
内
地
に
引
き
上
げ
た
。
観
光
旅

行
は
不
可
能
と
な
り
、
日
本
人
向
け
の
絵
葉
書
も
作
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
ロ
シ
ア
人
を
は
じ
め
と
す
る
外
国
人
も
追
放
さ
れ
て
ハ
ル
ビ
ン

は
中
国
人
だ
け
の
街
と
な
り
、
絵
葉
書
の
作
り
手
も
中
国
人
の
手
に
と
っ
て
代
わ
ら
れ
る
。
新
中
国
の
成
立
か
ら
し
ば
ら
く
の
間
は
、
社

五
五
九
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会
主
義
の
も
と
発
展
す
る
ハ
ル
ビ
ン
を
紹
介
す
る
内
容
で
あ
り
、
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
の
影
響
を
受
け
つ
つ
も
ロ
シ
ア
的
な
要
素
は
消
さ
れ
て

い
る
の
が
特
色
で
あ
る
。
日
本
的
な
要
素
は
街
か
ら
排
除
さ
れ
て
お
り
、
当
然
な
が
ら
絵
葉
書
に
も
現
れ
な
い
。
改
革
・
解
放
期
以
降
は
、

発
展
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
絵
葉
書
で
は
な
く
、
観
光
土
産
と
し
て
の
絵
葉
書
の
要
素
が
強
く
な
る
。
発
展
を
続
け
る
ハ
ル
ビ
ン
の
紹
介

に
加
え
て
ロ
シ
ア
的
な
要
素
が
復
活
、
ハ
ル
ビ
ン
な
ら
で
は
の
観
光
資
源
と
し
て
再
評
価
さ
れ
る
様
子
を
伺
う
こ
と
が
出
来
る
。〈
表
1
〉

は
、
ハ
ル
ビ
ン
の
歴
史
と
日
本
人
訪
問
者
の
意
識
、
絵
葉
書
の
推
移
に
つ
い
て
、
戦
後
の
状
況
も
含
め
て
一
覧
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

3
│
4
．
実
際
に
使
用
さ
れ
た
ハ
ル
ビ
ン
絵
葉
書
の
傾
向

満
州
国
期
以
前
に
戻
り
、
実
際
に
使
わ
れ
た
絵
葉
書
の
内
容
に
つ
い
て
概
観
し
て
み
た
い
。
本
稿
で
は
、
日
本
大
学
文
理
学
部
情
報
科

学
研
究
所
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
収
集
さ
れ
て
い
る
ハ
ル
ビ
ン
絵
葉
書
の
う
ち
、
旅
行
者
が
実
際
に
差
し
出
し
た
も
の
と
判
断
出
来
る

も
の
を
対
象
と
し
た
（
61
）

。

一
九
一
六
年
（
大
正
五
年
）
九
月
に
ハ
ル
ビ
ン
か
ら
福
岡
宛
に
差
し
出
さ
れ
た
絵
葉
書
に
は
「
九
月
三
十
日
朝
晴
後
曇　

朝
四
時
半
に

目
覚
め
五
時
半
に
食
堂
に
出
て
オ
ー
ト
ミ
ル
と
ビ
フ
テ
キ
を
食
べ
た　

六
時
十
分
前
の
汽
車
に
乗
る
見
送
り
人
多
し
途
中
長
春
に
二
時
丗

五
分
着
こ
ゝ
で
露
西
亜
時
間
と
な
り
時
計
を
二
十
三
分
進
め
弐
時
五
十
八
分
に
針
を
直
す　

窯
門
（
ヨ
ー
メ
ン
）
と
い
ふ
停
車
場
で
お
湯

を
貰
ひ
に
ブ
ヘ
ー
に
入
る
ブ
ヘ
ー
は
露
西
亜
と
支
那
人
と
の
二
つ
に
分
れ
て
居
る
露
西
亜
の
は
瓦
斯
で
支
那
人
の
は
ラ
ン
プ
で
あ
つ
た
」

と
記
載
さ
れ
て
い
て
ハ
ル
ビ
ン
に
つ
い
て
の
感
想
は
特
に
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
ハ
ル
ビ
ン
の
街
並
み
の
絵
葉
書
が
使
わ
れ
て
お
り
、
現

地
の
雰
囲
気
は
伝
わ
っ
て
い
る
。
当
時
の
郵
便
局
は
ロ
シ
ア
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
お
り
、
ロ
シ
ア
の
切
手
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
が
、
絵

葉
書
自
体
は
哈
爾
浜
安
高
洋
行
が
発
行
し
た
日
本
製
で
あ
り
、
当
時
か
ら
既
に
日
本
人
が
活
動
し
て
い
た
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
。
こ
の

五
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表
1
　
ハ
ル
ビ
ン
の
歴
史
と
日
本
人
訪
問
者
の
意
識
、
な
ら
び
に
絵
葉
書
の
推
移

時
期

日
本
人
訪
問
者
の
意
識

ハ
ル
ビ
ン
絵
葉
書

都
市
建
設
か
ら
満
州
国

期
以
前

20世
紀
初
頭
～
1932年

19世
紀
末
よ
り
帝
政
ロ
シ
ア
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
る
。
1906年

に
国

際
都
市
と
し
て
諸
国
に
開
放
さ
れ
、
日
本
人
も
進
出
を
始
め
る
。

（
1920年

代
の
ハ
ル
ビ
ン
在
住
日
本
人
は
3500人

程
度
。）

『
ハ
ル
ビ
ン
夜
話
』（
1923年

）
が
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
る
。
内
地
人

に
も
手
が
届
く
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
体
験
」
が
出
来
る
場
所
と
し
て
関
心

を
集
め
る
。

19世
紀
末
よ
り
、
絵
葉
書
が
世
界
的
に
流
行
。
安
価
に
流
通
可
能
な

画
像
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
普
及
。
日
本
で
は
日
露
戦
争
の
前
後
で
空
前

の
ブ
ー
ム
と
な
る
。

日
本
語
に
よ
る
ハ
ル
ビ
ン
絵
葉
書
は
20世
紀
初
頭
に
は
出
現
。
こ
の

時
期
の
絵
葉
書
は
ロ
シ
ア
な
ら
び
に
ロ
シ
ア
人
の
存
在
感
が
圧
倒
的

で
あ
り
、
異
国
情
緒
あ
ふ
れ
る
街
と
し
て
の
ハ
ル
ビ
ン
の
イ
メ
ー
ジ

形
成
に
寄
与
し
た
。

満
州
国
期

1932年
～
1945年

満
州
旅
行
が
ブ
ー
ム
と
な
り
、「
あ
じ
あ
号
」
の
運
転
も
延
長
、
日

本
人
の
訪
問
が
増
え
る
。
引
き
続
き
手
軽
に
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
体
験
」

が
出
来
る
場
所
で
あ
っ
た
が
、
日
本
に
よ
る
勢
力
の
伸
張
を
確
認
す

る
よ
う
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
も
増
え
る
。

「
満
州
国
」
の
成
立
を
契
機
と
し
て
、
ハ
ル
ビ
ン
は
「
日
本
人
の
街
」

と
し
て
の
性
格
が
強
ま
っ
て
い
っ
た
。
ハ
ル
ビ
ン
絵
葉
書
は
、
そ
の

異
国
情
緒
を
特
色
と
し
つ
つ
も
、
次
第
に
「
日
本
化
」
し
て
い
く
過

程
を
辿
っ
て
い
っ
た
。

改
革
・
解
放
期
以
前

1945年
～
1978年

日
本
の
敗
戦
に
よ
り
在
住
日
本
人
は
引
き
揚
げ
る
。
ロ
シ
ア
人
は

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
追
わ
れ
、
中
国
人
だ
け
の
街
と
な
る
。

戦
後
し
ば
ら
く
は
日
本
と
の
国
交
が
な
く
、
日
本
人
旅
行
者
の
訪
問

は
困
難
で
あ
っ
た
。

中
国
製
の
絵
葉
書
が
発
行
さ
れ
る
。
社
会
主
義
の
も
と
発
展
す
る
ハ

ル
ビ
ン
を
紹
介
す
る
内
容
で
あ
り
、
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
の
影
響
を
受
け

つ
つ
も
ロ
シ
ア
的
な
要
素
は
消
さ
れ
て
い
る
。
日
本
的
な
要
素
は
街

か
ら
排
除
さ
れ
て
お
り
、
当
然
な
が
ら
絵
葉
書
に
も
現
れ
な
い
。

改
革
・
解
放
期
以
降

1978年
～
2000年

再
び
日
本
人
が
訪
問
出
来
る
よ
う
に
な
る
。

た
だ
し
、
日
本
人
が
大
挙
し
て
向
か
う
と
い
う
状
況
に
は
な
ら
ず
、

か
つ
て
在
住
し
て
い
た
日
本
人
の
再
訪
な
ど
が
主
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。

観
光
土
産
と
し
て
の
絵
葉
書
が
発
行
さ
れ
る
。
発
展
を
続
け
る
ハ
ル

ビ
ン
の
紹
介
が
主
で
あ
る
が
ロ
シ
ア
的
な
要
素
が
復
活
、
ハ
ル
ビ
ン

な
ら
で
は
の
観
光
資
源
と
し
て
再
評
価
さ
れ
る
。
日
本
的
な
要
素
は

復
活
せ
ず
。

21世
紀
以
降
：

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
時
代

2001年
以
降

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
多
様
化
、
ハ
ル
ビ
ン
の
日
本
語
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
（
地

球
の
歩
き
方
）
等
の
発
行
、
現
地
の
ガ
イ
ド
の
日
本
語
対
応
な
ど
も

あ
り
、
数
あ
る
観
光
目
的
地
の
一
つ
と
し
て
ハ
ル
ビ
ン
も
選
択
さ
れ

る
よ
う
に
な
る
。

新
規
の
絵
葉
書
は
発
行
さ
れ
な
く
な
り
、
入
手
出
来
る
場
所
も
限
定

さ
れ
る
。
絵
葉
書
に
代
わ
り
、
写
真
を
添
付
し
た
メ
ー
ル
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
ブ
ロ
グ
な
ど
で
情
報
が
発
信
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
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時
期
は
ま
だ
観
光
旅
行
で
訪
れ
る
こ
と
は
難
し
く
、
差
出
人
も
何
ら
か
の
用
命
を
帯
び
て
訪
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

旅
行
者
に
よ
る
絵
葉
書
は
一
九
二
〇
年
代
以
降
か
ら
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
一
九
二
六
年
（
大
正
一
五
年
）
六
月
に
ハ
ル
ビ
ン
か
ら

京
都
宛
に
差
し
出
さ
れ
た
絵
葉
書
に
は
「
あ
て
も
な
く
朝
鮮
を
振
出
し
に
奉
天
を
経
て
こ
ん
な
と
こ
ろ
ま
で
き
て
し
ま
つ
て
滞
在
す
る
こ

と
既
に
五
月
隨
分
変
つ
て
ゐ
る　

大
連
を
経
て
か
へ
る
つ
も
り
．
は
る
か
に
敬
意
を
表
し
ま
す
」
と
記
載
さ
れ
て
お
り
、
放
浪
同
然
の
旅

行
の
果
て
に
ハ
ル
ビ
ン
ま
で
到
達
し
た
こ
と
が
綴
ら
れ
て
い
る
（
62
）

。
ロ
シ
ア
中
央
寺
院
の
絵
葉
書
が
使
わ
れ
て
お
り
、
異
国
情
緒
が
よ
く
表

さ
れ
て
い
る
。

満
州
国
期
に
入
る
と
、
観
光
で
ハ
ル
ビ
ン
を
訪
れ
る
日
本
人
が
増
加
し
て
い
く
。
現
地
を
訪
れ
た
率
直
な
感
想
が
綴
ら
れ
て
い
る
も
の

が
多
い
。
一
九
三
二
年
（
昭
和
七
年
）
七
月
に
ハ
ル
ビ
ン
か
ら
東
京
宛
て
に
差
し
出
さ
れ
た
絵
葉
書
に
は
「
ハ
ル
ピ
ン
之
市
中
ハ
裏
面
之

様
で
す　

露
人
之
多
い
の
に
ハ
恐
い
て
居
ま
す
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
キ
タ
イ
ス
カ
ヤ
街
の
絵
葉
書
が
使
わ
れ
て
お
り
、
ロ
シ
ア
人
が

多
い
こ
と
に
驚
い
て
い
る
と
い
う
コ
メ
ン
ト
と
共
に
、
ロ
シ
ア
風
の
街
並
み
を
受
取
人
に
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

一
九
三
六
年
（
昭
和
一
一
年
）
一
一
月
に
ハ
ル
ビ
ン
か
ら
東
京
宛
に
差
し
出
さ
れ
た
絵
葉
書
に
は
「
長
春
ヨ
リ
貴
地
ヘ
旅
行
致　

露
国

帝
政
時
代
ト
異
リ
支
那
人
ノ
鼻
息
ノ
荒
キ
コ
ト
ニ
ハ
一
驚
ヲ
喫
シ
申
候　

哈
尓
賓
名
物
『
シ
ヤ
ン
タ
ン
』
ダ
ン
ス
ヲ
土
産
ニ
見
テ
帰
ル
積

リ
ニ
御
坐
候
」
と
記
載
さ
れ
、
ロ
シ
ア
人
ダ
ン
サ
ー
に
よ
る
ダ
ン
ス
を
見
物
し
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
使
わ
れ
た
絵
葉
書
も
若
い
ロ

シ
ア
人
女
性
が
あ
し
ら
わ
れ
た
図
柄
が
選
ば
れ
て
お
り
、
ロ
シ
ア
人
女
性
に
対
す
る
「
ま
な
ざ
し
」
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
ダ
ン
ス
に
つ
い

て
言
及
し
た
絵
葉
書
は
、
他
に
幾
つ
も
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

一
九
四
〇
年
（
昭
和
一
五
年
）
九
月
に
ハ
ル
ビ
ン
か
ら
東
京
宛
に
差
し
出
さ
れ
た
絵
葉
書
に
は
「
拝
啓　

其
後
御
変
り
あ
り
ま
せ
ん
か
。

私
も
元
氣
で
目
下
全
満
旅
行
中
で
す
．
斉
々
哈
爾
、
哈
爾
賓
と
廻
つ
て
、
此
か
ら
綏
芬
河
・
羅
津
の
方
に
赴
く
予
定
で
す
．
ハ
ル
ピ
ン
は

五
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異
国
情
趣
た
つ
ぷ
り
の
街
で
通
行
の
露
助
の
メ
ツ
チ
エ
ン
に
心
も
眼
も
奪
は
れ
て
居
る
始
末
で
す
。」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
使
わ
れ
た

絵
葉
書
は
ソ
フ
ィ
ス
カ
ヤ
寺
院
の
図
柄
で
あ
る
が
、
や
は
り
ロ
シ
ア
人
女
性
に
対
す
る
「
ま
な
ざ
し
」
が
印
象
に
残
る
。

太
平
洋
戦
争
が
始
ま
っ
て
も
、
戦
局
が
悪
化
す
る
ま
で
は
観
光
旅
行
が
行
わ
れ
た
。
一
九
四
三
年
（
昭
和
一
八
年
）
五
月
に
ハ
ル
ビ
ン

か
ら
千
葉
宛
に
差
し
出
さ
れ
た
絵
葉
書
に
は
「
昨
日
十
二
時
四
十
七
分
ハ
ル
ピ
ン
着
．
今
日
は
観
光
バ
ス
で
市
中
を
見
學
．
人
口
八
十
万　

そ
の
内
日
本
人
は
八
万
人
．
大
阪
を
三
つ
併
せ
た
位
の
面
積
で
あ
る　

エ
ハ
ガ
キ
が
実
に
少
な
い
．
送
っ
た
も
の
は
皆
保
存
し
て
お
き
な

さ
い
」
と
記
載
さ
れ
て
お
り
、
絵
葉
書
の
不
足
が
始
ま
っ
て
い
る
様
が
綴
ら
れ
て
い
る
。
使
用
さ
れ
た
絵
葉
書
も
、
市
販
の
も
の
が
入
手

出
来
な
か
っ
た
た
め
か
、
市
内
観
光
バ
ス
の
乗
車
券
の
半
券
（
絵
葉
書
と
し
て
使
え
る
も
の
で
ソ
フ
ィ
ス
カ
ヤ
寺
院
が
あ
し
ら
わ
れ
て
い
る
）
を

利
用
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
現
地
か
ら
実
際
に
差
し
出
さ
れ
た
絵
葉
書
を
概
観
す
る
と
、
現
地
を
訪
れ
た
感
想
が
率
直
に
綴
ら
れ
た
も
の
が
多
く
、
絵
葉
書

は
現
地
の
様
子
を
ビ
ジ
ュ
ア
ル
的
に
伝
え
る
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。
絵
葉
書
の
絵
柄
と
対
応
し
た
記
述
も
目
立
ち
、
写
真
つ

き
電
子
メ
ー
ル
（
写
メ
ー
ル
）
的
な
使
わ
れ
方
が
な
さ
れ
て
い
た
と
判
断
し
て
良
い
。

4
．
ま
と
め
と
今
後
の
課
題

絵
葉
書
は
、
出
現
し
た
時
代
に
お
い
て
は
、
数
少
な
い
視
覚
的
情
報
伝
達
メ
デ
ィ
ア
で
あ
り
、
発
行
数
も
多
く
、
比
較
的
廉
価
で
買
い

求
め
る
こ
と
の
出
来
る
大
衆
的
な
メ
デ
ィ
ア
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
収
集
の
対
象
と
し
て
圧
倒
的
に
人
気
を
集
め
る
メ
デ
ィ
ア
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
絵
葉
書
は
郵
便
制
度
の
周
辺
に
あ
っ
て
、
切
手
ほ
ど
国
家
政
策
と
密
接
に
関
わ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
一
定
の
政
治
的
影
響
を
受

け
つ
つ
、
人
々
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
消
費
文
化
を
反
映
す
る
メ
デ
ィ
ア
で
あ
っ
た
（
63
）

。
特
に
写
真
絵
葉
書
は
、
そ
の
視
覚
情
報
か

五
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ら
リ
ア
リ
テ
ィ
を
与
え
ら
れ
、
対
象
を
見
た
と
い
う
気
分
に
さ
せ
る
特
性
を
有
し
て
い
る
。
観
光
地
で
買
い
求
め
ら
れ
た
絵
葉
書
は
、
一

部
は
実
際
に
使
用
さ
れ
、
未
使
用
の
絵
葉
書
も
そ
の
ま
ま
持
ち
帰
ら
れ
、
多
く
の
人
達
の
目
に
触
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
絵
葉
書
の
普
及

は
、
印
刷
が
も
た
ら
し
た
大
量
生
産
に
よ
る
大
衆
化
で
あ
り
、
郵
便
制
度
が
も
た
ら
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
新
し
い
形
態
の
一
翼

を
担
う
も
の
で
あ
り
、
写
真
が
も
た
ら
し
た
視
覚
情
報
の
拡
大
で
あ
っ
た
。

本
稿
で
事
例
と
し
て
採
り
あ
げ
た
ハ
ル
ビ
ン
は
、
戦
前
期
に
お
い
て
は
「
極
東
の
モ
ス
ク
ワ
」「
東
洋
の
パ
リ
」
と
称
さ
れ
え
る
街
で

あ
り
、
当
時
の
日
本
人
に
と
っ
て
安
全
に
到
達
出
来
る
「
身
近
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
で
あ
っ
た
。
満
州
旅
行
ブ
ー
ム
も
手
伝
っ
て
、
多
く
の

日
本
人
が
実
際
に
ハ
ル
ビ
ン
を
訪
問
し
た
。『
ハ
ル
ピ
ン
夜
話
』
に
代
表
さ
れ
る
小
説
が
文
字
情
報
か
ら
異
国
情
緒
を
か
き
立
て
る
メ

デ
ィ
ア
で
あ
る
な
ら
ば
、
ハ
ル
ビ
ン
絵
葉
書
は
視
覚
的
な
画
像
情
報
を
伝
え
る
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
同
様
に
機
能
し
た
。
都
市
建
設
か
ら
日

が
浅
く
、
歴
史
的
・
伝
統
的
な
観
光
資
源
が
存
在
し
な
い
ハ
ル
ビ
ン
は
、
こ
れ
ら
の
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
魅
力
が
周
知
さ
れ
た
。
近
年
、

メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
地
域
の
イ
メ
ー
ジ
が
形
成
さ
れ
観
光
が
喚
起
さ
れ
る
「
コ
ン
テ
ン
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
へ
の
注
目
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る

が
、
ハ
ル
ビ
ン
絵
葉
書
は
「
コ
ン
テ
ン
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
創
出
の
先
駆
け
を
な
す
も
の
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
64
）

。

今
後
の
課
題
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
に
得
ら
れ
た
成
果
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
（
65
）

、
絵
葉
書
の
実
際
の
使
用
例
の
分
析
を
一
層
推
し
進
め
て
ハ

ル
ビ
ン
絵
葉
書
の
全
貌
に
迫
り
、
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
る
知
見
を
も
と
に
近
代
以
降
に
お
け
る
日
本
人
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
形
態
な
ら

び
に
意
識
の
変
容
を
解
明
し
て
い
き
た
い
（
66
）

。
本
稿
で
は
絵
葉
書
を
対
象
と
し
た
が
、
雑
誌
や
画
報
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
土
産
用
写
真
な

ど
、
絵
葉
書
以
外
の
画
像
資
料
の
蓄
積
と
分
析
も
重
要
で
あ
り
、
併
せ
て
取
り
組
ん
で
い
く
つ
も
り
で
あ
る
（
67
）

。

二
一
世
紀
以
降
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
伴
い
、
新
規
の
絵
葉
書
は
作
ら
れ
に
く
く
な
っ
て
い
る
。
写
真
つ
き
電
子
メ
ー
ル
（
写

メ
ー
ル
）
の
一
般
化
に
伴
い
、
絵
葉
書
の
果
た
し
た
メ
デ
ィ
ア
的
な
役
割
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
代
替
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
絵
葉
書
は

五
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ツ
ー
リ
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ム
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視
点
か
ら
み
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メ
デ
ィ
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て
の
絵
葉
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」
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毛
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（
六
四
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急
速
に
時
代
遅
れ
の
も
の
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
今
後
、
絵
葉
書
は
ど
の
よ
う
な
形
で
存
続
し
て
い
く
の
か
に
つ
い
て
注
目
し
つ
つ
、
絵
葉

書
の
果
た
し
た
歴
史
的
な
役
割
に
つ
い
て
の
再
評
価
を
進
め
て
い
き
た
い
。

注
記

（
1
） 

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（sm

artphone

）
は
、
一
般
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
の
親
和
性
が
高
い
多
機
能
の
携
帯
型
電
話
機
の
こ
と
を
指
し
、

二
〇
〇
四
年
（
平
成
一
六
年
）
頃
よ
り
携
帯
電
話
に
置
き
換
わ
る
形
で
普
及
が
進
ん
で
い
る
。
電
話
機
の
一
種
で
あ
る
が
、
中
身
は
小
型
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
そ
の
も
の
で
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
の
機
種
に
カ
メ
ラ
機
能
が
搭
載
さ
れ
て
お
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
サ
ー
ビ
ス
を
用
い
て
活
用
す
る
こ

と
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

（
2
） 

携
帯
電
話
（
Ｐ
Ｈ
Ｓ
を
含
む
）
に
カ
メ
ラ
機
能
が
初
め
て
搭
載
さ
れ
た
の
は
一
九
九
九
年
（
平
成
一
一
年
）
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
以
降
に
発

売
さ
れ
た
機
種
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ほ
と
ん
ど
に
カ
メ
ラ
機
能
が
搭
載
さ
れ
、
電
子
メ
ー
ル
に
添
付
し
て
送
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
な
お
、「
写
メ
ー
ル
」
は
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
モ
バ
イ
ル
（
開
始
当
時
は
Ｊ
│

フ
ォ
ン
）
の
登
録
商
標
で
あ
る
。

（
3
） 

「
ハ
ル
ビ
ン
」
は
「
ハ
ル
ピ
ン
」
と
表
記
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
漢
字
で
も
「
哈
爾
濱
」「
哈
爾
賓
」「
哈
爾
浜
」
等
の
揺
れ
が
見
ら
れ
る
が
、

本
稿
で
は
書
名
な
ど
固
有
の
表
記
を
除
い
て
「
ハ
ル
ビ
ン
」
に
統
一
す
る
。

（
4
） 

映
画
の
ロ
ケ
地
を
訪
問
す
る
観
光
形
態
と
し
て
「
フ
ィ
ル
ム
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
と
い
う
用
語
が
あ
る
が
、「
コ
ン
テ
ン
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
は
映
画

に
加
え
て
小
説
や
ド
ラ
マ
、
漫
画
等
も
含
め
た
作
品
群
（
コ
ン
テ
ン
ツ
）
全
般
を
対
象
と
し
て
再
構
築
さ
れ
つ
つ
あ
る
概
念
で
あ
る
。

（
5
） 

絵
葉
書
の
起
源
は
一
八
七
〇
年
頃
の
ド
イ
ツ
に
発
す
る
と
さ
れ
、
私
製
の
絵
葉
書
は
ド
イ
ツ
で
は
一
八
七
二
年
に
、
一
八
七
三
年
に
フ
ラ
ン
ス
、

一
八
九
四
年
に
イ
ギ
リ
ス
、
一
八
九
八
年
に
ア
メ
リ
カ
の
順
で
認
可
さ
れ
て
い
っ
た
。
日
本
で
絵
葉
書
の
使
用
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は

一
九
〇
〇
年
（
明
治
三
三
年
）
一
〇
月
の
こ
と
で
あ
る
。

（
6
） 

田
邊
（
二
〇
〇
二
）
は
、
当
時
の
絵
葉
書
は
現
在
と
は
比
較
出
来
な
い
ほ
ど
重
要
な
メ
デ
ィ
ア
で
あ
っ
た
と
指
摘
し
、
絵
葉
書
の
持
つ
情
報
伝

達
能
力
の
高
さ
、
特
に
差
出
人
と
受
取
人
を
結
び
つ
け
る
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
能
力
の
高
さ
を
評
価
し
て
い
る
。

五
六
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（
7
） 

柏
木
（
二
〇
〇
〇
）
は
、
日
本
の
絵
葉
書
に
つ
い
て
、
美
人
絵
葉
書
と
い
う
べ
き
も
の
、
風
景
・
名
勝
を
撮
っ
た
観
光
絵
葉
書
と
い
う
べ
き
も

の
、
事
件
や
出
来
事
を
撮
っ
た
も
の
と
い
う
三
つ
の
系
統
に
分
類
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
初
期
の
絵
葉
書
は
、
第
三
の
系
統
が
主
流
で
あ
り
、
絵

葉
書
は
今
日
の
グ
ラ
フ
ィ
ズ
ム
の
持
つ
機
能
を
最
初
に
担
っ
た
メ
デ
ィ
ア
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。

（
8
） 
関
東
大
震
災
に
関
す
る
絵
葉
書
を
写
真
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
史
と
し
て
論
じ
た
部
分
は
、
木
村
・
石
井
編
（
一
九
九
〇
）
の
一
三
五
〜
一
六
六

ペ
ー
ジ
の
部
分
に
詳
し
い
。

（
9
） 

橋
爪
（
二
〇
〇
六
）
は
、
絵
葉
書
の
草
創
期
に
お
け
る
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
役
割
に
着
目
し
て
お
り
、「
画
像
入
り
の
私
信
」
と
い
う
観
点
か

ら
、
当
時
の
絵
葉
書
と
現
代
の
写
真
添
付
つ
き
電
子
メ
ー
ル
の
間
に
類
似
性
を
見
い
だ
し
て
い
る
。

（
10
） 

こ
の
文
献
は
一
九
三
六
年
に
日
本
郵
券
倶
楽
部
か
ら
発
行
さ
れ
た
が
、
一
九
八
三
年
に
復
刻
版
が
岩
崎
美
術
社
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
本
稿

で
は
復
刻
版
に
つ
い
て
参
照
し
た
。

（
11
） 

樋
畑
は
実
際
に
逓
信
行
政
に
も
関
わ
り
、
記
念
絵
葉
書
の
作
成
に
も
携
わ
っ
て
い
る
。
佐
藤
（
一
九
九
四
）
は
、
絵
葉
書
の
作
成
側
と
し
て
の

経
験
を
踏
ま
え
て
ま
と
め
ら
れ
た
文
献
と
し
て
は
、
ほ
と
ん
ど
唯
一
の
も
の
で
あ
る
と
評
価
し
て
い
る
。

（
12
） 

こ
の
絵
葉
書
集
成
『
絵
葉
書　

明
治
・
大
正
・
昭
和
』
は
、
明
治
・
大
正
・
昭
和
期
の
絵
葉
書
を
網
羅
的
に
ま
と
め
た
資
料
と
し
て
、
後
続
す

る
研
究
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

（
13
） 

秋
山
（
一
九
八
八
）
ら
に
よ
る
成
果
は
、
お
も
に
美
術
史
と
し
て
の
観
点
か
ら
絵
葉
書
を
分
類
し
て
い
る
。

（
14
） 

中
川
（
一
九
九
〇
）
は
、
元
来
鉄
道
史
研
究
の
関
心
か
ら
絵
葉
書
を
収
集
し
て
い
た
が
、
絵
葉
書
の
も
つ
史
料
性
の
幅
広
さ
に
気
付
き
、
旅
と

交
通
の
観
点
か
ら
論
考
を
深
め
た
。

（
15
） 

小
川
（
一
九
九
〇
）
は
、
印
刷
技
術
の
発
達
と
絵
葉
書
の
隆
盛
を
追
い
か
け
る
な
ど
、
産
業
史
の
観
点
か
ら
も
絵
葉
書
に
着
目
し
て
お
り
、
明

治
期
に
お
け
る
絵
葉
書
の
起
源
と
発
達
を
整
理
し
て
い
る
。

（
16
） 

佐
藤
（
一
九
九
四
）
は
、
主
に
風
景
論
の
視
点
か
ら
絵
葉
書
を
論
じ
た
。
絵
葉
書
に
着
目
し
た
研
究
に
つ
い
て
は
、
収
集
家
に
よ
る
収
集
の
蓄

積
と
出
版
が
絵
葉
書
研
究
の
た
め
の
素
材
を
提
供
し
た
と
評
価
す
る
一
方
、
組
織
的
な
分
析
は
ま
だ
手
つ
か
ず
の
ま
ま
で
あ
る
と
も
指
摘
し
て
い
る
。

（
17
） 

富
田
（
二
〇
〇
五
）
は
、
日
本
の
絵
葉
書
の
多
様
性
に
言
及
し
つ
つ
も
日
本
の
絵
葉
書
の
歴
史
は
日
本
の
近
代
化
の
歴
史
を
反
映
す
る
も
の
で

五
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あ
り
、
ま
た
戦
争
の
歴
史
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。

（
18
） 

佐
藤
（
一
九
九
四
）
に
よ
る
と
、
絵
葉
書
の
研
究
が
進
ま
な
か
っ
た
理
由
と
し
て
、
各
々
の
専
門
領
域
か
ら
派
生
し
た
関
心
を
も
と
に
絵
葉
書

を
論
じ
た
感
が
強
く
、
相
互
に
絡
み
合
う
よ
う
な
考
察
は
あ
ま
り
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
、
と
指
摘
し
て
い
る
。
二
一
世
紀
に
入
る
と

絵
葉
書
の
体
系
的
な
研
究
も
進
む
よ
う
に
な
り
、
貴
志
（
二
〇
〇
六
、
二
〇
〇
七
、
二
〇
〇
八
）
の
成
果
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
比
較
的
最
近
の
こ
と

で
あ
る
。

（
19
） 

浦
川
（
二
〇
〇
八
）
は
、
こ
れ
ま
で
の
絵
葉
書
研
究
の
動
向
を
整
理
し
、
一
定
の
進
展
は
み
て
い
る
と
し
た
が
、
そ
れ
で
も
な
お
、
現
時
点
で

は
個
々
の
研
究
が
芽
を
出
し
て
来
て
い
る
段
階
に
過
ぎ
ず
、
絵
葉
書
の
史
料
性
に
関
す
る
理
解
も
共
通
認
識
に
な
っ
て
い
な
い
と
指
摘
し
て
い
る
。

（
20
） 

切
手
と
国
際
政
治
の
関
係
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
に
は
、
内
藤
（
二
〇
〇
六
）
の
論
考
が
あ
る
。
内
藤
は
満
州
国
に
お
け
る
郵
便
制
度
を
事
例

と
し
、
中
国
を
は
じ
め
と
す
る
諸
国
に
ど
の
よ
う
な
政
治
的
力
学
が
働
い
た
か
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
て
い
る
。

（
21
） 

田
邊
（
二
〇
〇
二
）
は
、
絵
葉
書
が
歴
史
史
料
と
し
て
広
く
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
は
、
絵
葉
書
の
テ
キ
ス
ト
批
判
の
方
法
論
が
確
立

さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
指
摘
し
て
い
る
。

（
22
） 

こ
の
ほ
か
、
絵
葉
書
趣
味
の
普
及
と
研
究
を
目
的
と
し
た
「
日
本
絵
葉
書
会
」
が
二
〇
〇
二
年
（
平
成
一
四
年
）
に
設
立
さ
れ
、
継
続
的
な
活

動
を
行
っ
て
い
る
。
同
会
は
絵
葉
書
の
収
集
を
趣
味
と
す
る
愛
好
家
の
団
体
で
あ
る
が
、
学
術
的
な
研
究
活
動
も
力
が
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

（
23
） 

「
ヨ
ミ
ダ
ス
歴
史
館
」（http://w

w
w
.yom
iuri.co.jp/rekishikan/

）
は
、
一
九
八
六
年
（
昭
和
六
一
年
）
以
前
と
以
降
で
は
シ
ス
テ
ム
が
異

な
っ
て
お
り
、
前
者
は
見
出
し
と
記
事
に
関
連
付
け
ら
れ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
で
検
索
す
る
の
に
対
し
、
後
者
は
見
出
し
お
よ
び
記
事
を
全
文
検
索
出
来

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
前
者
は
絵
葉
書
に
関
す
る
記
事
を
効
率
的
に
検
索
出
来
る
一
方
、
記
事
中
に
「
絵
葉
書
」
が
使
わ
れ
て
い
て

も
キ
ー
ワ
ー
ド
で
関
連
付
け
ら
れ
て
い
な
い
記
事
は
拾
い
出
す
こ
と
が
出
来
ず
、
後
者
は
全
文
検
索
が
可
能
で
あ
る
の
で
検
索
漏
れ
が
な
い
一
方
、

記
事
中
に
「
絵
葉
書
」
が
使
わ
れ
て
い
れ
ば
拾
わ
れ
る
た
め
、
特
に
絵
葉
書
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
な
い
記
事
も
拾
い
上
げ
て
し
ま
う
特
徴
が
あ
る
。

（
24
） 

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
検
索
に
お
い
て
も
、
用
語
の
揺
ら
ぎ
も
考
慮
し
、「
絵
葉
書
」「
絵
は
が
き
」「
え
は
が
き
」
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
検
索
し
た
。

（
25
） 

同
じ
く
用
語
の
揺
ら
ぎ
も
考
慮
し
、「
絵
葉
書
」「
絵
は
が
き
」「
え
は
が
き
」
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
検
索
し
た
。

（
26
） 

こ
れ
は
「
絵
葉
書
に
つ
い
て
書
か
れ
た
本
の
刊
行
」
を
紹
介
す
る
記
事
で
、「
き
れ
い
に
彩
色
さ
れ
た
異
国
風
な
絵
は
が
き
と
い
ふ
よ
り
は
な

五
六
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つ
か
し
い
銅
版
画
を
み
る
や
う
な
ま
こ
と
に
こ
の
ま
し
い
本
で
あ
る
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。

（
27
） 

例
え
ば
、
一
九
四
七
年
（
昭
和
二
二
年
）
六
月
一
九
日
に
出
さ
れ
た
戦
後
初
め
て
の
絵
葉
書
広
告
に
は
「
平
和
観
光
日
本
へ
の
躍
進
！
絵
葉
書

の
御
用
意
は
是
非
当
店
へ
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
平
和
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

（
28
） 
例
え
ば
、
一
九
七
八
年
（
昭
和
五
三
年
）
の
京
都
市
電
に
関
す
る
記
録
で
は
、
戦
前
期
に
作
ら
れ
た
京
都
市
電
の
絵
葉
書
に
つ
い
て
言
及
さ
れ

た
ほ
か
、
一
九
八
一
年
（
昭
和
五
六
年
）
七
月
二
七
日
に
は
新
刊
書
籍
（『
絵
は
が
き
が
語
る
明
治
・
大
正
・
昭
和
史
』）
の
広
告
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
。

（
29
） 

新
聞
紙
面
上
で
の
観
光
絵
葉
書
の
初
出
は
、
戦
前
は
一
九
〇
二
年
（
明
治
三
五
年
）
八
月
三
〇
日
の
湘
南
絵
葉
書
が
、
戦
後
は
一
九
五
二
年

（
昭
和
二
七
年
）
一
一
月
一
〇
日
の
上
野
・
浅
草
絵
葉
書
の
発
行
を
知
ら
せ
る
記
事
が
確
認
出
来
る
。

（
30
） 

こ
れ
ま
で
に
発
行
さ
れ
た
絵
葉
書
の
全
容
に
迫
る
先
行
研
究
は
見
あ
た
ら
な
い
が
、
戦
前
・
戦
後
を
通
じ
て
、
絵
葉
書
が
発
行
さ
れ
な
い
観
光

地
が
ほ
と
ん
ど
見
あ
た
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
絵
葉
書
の
総
発
行
数
に
占
め
る
観
光
絵
葉
書
は
極
め
て
大
き
な
割
合
を
占
め
て
い
る
こ
と
は
容
易
に
推

察
さ
れ
る
。
全
容
の
解
明
に
少
し
で
も
迫
っ
て
い
く
こ
と
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
31
） 

秦
家
崗
（
ノ
ブ
・
ゴ
ー
ロ
ド
）
地
区
は
、
現
在
も
ハ
ル
ビ
ン
の
行
政
・
経
済
の
中
心
を
占
め
て
い
る
。
西
澤
（
一
九
九
六
）
二
四
ペ
ー
ジ
を
参

照
。

（
32
） 

西
澤
（
一
九
九
六
）
二
三
ペ
ー
ジ
を
参
照
。

（
33
） 

「
植
民
都
市
」
ハ
ル
ビ
ン
建
設
の
経
緯
は
、
上
田
（
二
〇
〇
七
）
一
四
一
ペ
ー
ジ
や
、
日
本
大
学
文
理
学
部
資
料
館
編
（
二
〇
〇
九
）
二
ペ
ー

ジ
に
詳
し
い
。

（
34
） 

中
村
（
一
九
二
六
）
に
よ
る
と
、「
日
本
人
が
此
の
地
に
始
め
て
乗
り
込
ん
だ
の
は
一
八
九
七
年
（
明
治
三
〇
年
）
の
五
月
で
東
清
か
ら
雇
わ

れ
た
平
光
彌
八
と
云
ふ
洗
濯
屋
で
あ
っ
た
」
と
い
う
。
商
人
の
ほ
か
、
い
わ
ゆ
る
日
本
人
売
春
婦
の
進
出
も
早
か
っ
た
と
い
う
。

（
35
） 

塚
瀬
（
二
〇
〇
四
）
一
〇
ペ
ー
ジ
を
参
照
。
出
典
は
「
清
国
在
留
本
邦
人
職
業
別
表
」『
通
商
彙
纂
』
改
四
六
号
か
ら
。
ハ
ル
ビ
ン
を
含
む
全

満
州
に
在
住
す
る
日
本
人
は
、
総
計
二
、五
二
五
名
で
あ
り
、
ハ
ル
ビ
ン
は
そ
の
う
ち
六
八
一
名
を
占
め
、
七
七
五
名
の
旅
順
に
次
ぐ
人
数
で
あ
っ
た
。

（
36
） 

同
上
、
一
六
ペ
ー
ジ
を
参
照
。

五
六
八



ツ
ー
リ
ズ
ム
の
視
点
か
ら
み
た
「
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
絵
葉
書
」
の
再
検
討
（
毛
利
）

（
六
五
一
）

（
37
） 

た
だ
し
、
ロ
シ
ア
（
ソ
連
）
が
握
っ
て
い
た
ハ
ル
ビ
ン
の
行
政
権
、
司
法
・
警
察
権
の
実
権
は
、
一
九
二
一
年
（
大
正
一
〇
年
）
に
中
国
（
中

華
民
国
）
側
に
移
っ
て
い
る
。
ロ
シ
ア
（
ソ
連
）
は
、
東
支
鉄
道
の
半
分
の
権
利
を
確
保
し
て
い
た
。

（
38
） 
一
九
二
二
年
（
大
正
一
一
年
）
七
月
二
一
日
付
『
京
城
日
報
』
に
記
述
が
あ
る
。

（
39
） 
中
村
（
一
九
二
六
）
四
ペ
ー
ジ
を
参
照
。

（
40
） 

同
上
、
四
七
ペ
ー
ジ
を
参
照
。

（
41
） 

佐
久
間
（
一
九
九
七
）
五
八
ペ
ー
ジ
を
参
照
。
佐
久
間
の
研
究
に
よ
る
と
、
敗
戦
時
に
お
け
る
満
州
全
体
で
の
在
留
日
本
人
人
口
は
一
五
四
万

九
、七
〇
〇
人
で
あ
る
。

（
42
） 

こ
れ
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
一
九
二
三
年
（
大
正
一
二
年
）
に
奥
野
他
見
男
に
よ
っ
て
著
さ
れ
て
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
た
『
ハ
ル
ピ
ン
夜

話
』
の
影
響
が
大
き
い
と
さ
れ
る
。

（
43
） 

奥
野
（
一
九
二
三
）
一
八
ペ
ー
ジ
を
参
照
。「
同
じ
満
州
で
も
一
歩
ハ
ル
ピ
ン
へ
入
る
と
、
斯
う
も
天
地
が
変
は
る
も
の
か
、
自
由
が
許
さ
れ

て
ゐ
る
の
か
と
驚
か
さ
れ
て
了
っ
た
。
巡
査
な
ど
は
一
人
も
居
ら
ぬ
、
魔
性
の
も
の
の
横
行
闊
歩
の
天
地
で
あ
る
。」
と
も
述
べ
て
い
る
。

（
44
） 

後
藤
（
一
九
七
三
）
一
〇
七
ペ
ー
ジ
を
参
照
。

（
45
） 

一
九
三
五
年
（
昭
和
一
〇
年
）
一
月
二
三
日
付
大
阪
朝
日
新
聞
（
満
洲
版
）
を
参
照
。
日
本
人
観
光
客
は
、
満
州
を
訪
れ
る
外
国
人
観
光
客
の

九
六
％
を
占
め
た
と
い
う
。

（
46
） 

高
媛
（
二
〇
〇
二
）
二
四
一
ペ
ー
ジ
を
参
照
。

（
47
） 

例
え
ば
、
昭
和
一
七
年
に
発
行
さ
れ
た
ハ
ル
ビ
ン
駅
前
を
あ
し
ら
っ
た
絵
葉
書
に
も
「
あ
こ
が
れ
の
都
ハ
ル
ビ
ン
」
と
い
う
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
が

添
え
ら
れ
て
い
る
。
戦
時
中
に
お
い
て
も
、
あ
こ
が
れ
の
都
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

（
48
） 

ハ
ル
ビ
ン
絵
葉
書
に
は
ニ
ュ
ー
ス
性
の
あ
る
絵
葉
書
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
ず
、
概
ね
都
市
の
風
景
を
写
し
た
観
光
用
・
土
産
用
で
あ
る
。
大
正

か
ら
昭
和
期
に
か
け
て
は
、
ニ
ュ
ー
ス
を
報
じ
る
事
件
絵
葉
書
は
減
少
傾
向
に
あ
っ
た
こ
と
、
日
本
国
内
か
ら
み
て
ハ
ル
ビ
ン
は
外
地
の
遠
方
に
位

置
し
て
い
た
こ
と
な
ど
が
要
因
で
あ
ろ
う
。

（
49
） 

こ
の
用
語
は
、
二
〇
〇
五
年
（
平
成
一
七
年
）
に
国
土
交
通
省
総
合
政
策
局
・
経
済
産
業
省
商
務
情
報
政
策
局
・
文
化
庁
文
化
部
か
ら
出
さ
れ

五
六
九
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二
）

た
『
映
像
等
コ
ン
テ
ン
ツ
の
制
作
・
活
用
に
よ
る
地
域
振
興
の
あ
り
方
に
関
す
る
調
査
』
で
用
い
ら
れ
て
か
ら
広
く
採
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

（
50
） 

増
淵
（
二
〇
一
〇
）
に
よ
る
と
、
コ
ン
テ
ン
ツ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、
主
に
地
域
振
興
や
観
光
ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら
の
研
究
と
実
践
が
進
み

つ
つ
あ
る
領
域
で
あ
る
。

（
51
） 
コ
ン
テ
ン
ツ
作
品
を
「
物
語
」
と
見
な
し
、
そ
の
消
費
と
観
光
を
結
び
つ
け
よ
う
と
し
た
萌
芽
的
考
察
で
あ
る
。

（
52
） 

山
村
（
二
〇
〇
八
）
は
、『
ら
き
☆
す
た
』
を
題
材
と
し
て
着
目
し
、
そ
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
場
所
が
「
聖
地
」
と
し
て
成
立
す
る
過
程
を
整

理
し
、
次
世
代
ツ
ー
リ
ズ
ム
形
態
と
し
て
の
可
能
性
を
論
じ
て
い
る
。

（
53
） 

増
淵
（
二
〇
一
〇
）
は
、
コ
ン
テ
ン
ツ
作
品
が
作
る
地
域
イ
メ
ー
ジ
に
も
着
目
し
、「
湘
南
ブ
ラ
ン
ド
」
の
形
成
に
歌
や
ド
ラ
マ
な
ど
の
多
様

な
コ
ン
テ
ン
ツ
作
品
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
こ
と
を
実
証
的
に
明
ら
か
に
し
た
。

（
54
） 

岡
本
（
二
〇
一
二
）
は
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
記
事
内
容
の
分
析
か
ら
コ
ン
テ
ン
ツ
作
品
と
観
光
の
結
び
つ
き
の
起
源
を
探
っ
た
ほ
か
、
山
村
と

同
じ
く
『
ら
き
☆
す
た
』
を
主
要
な
事
例
と
し
て
多
く
の
論
文
を
発
表
し
て
い
る
。

（
55
） 

筒
井
は
、
作
品
に
お
い
て
現
実
の
地
名
が
明
示
さ
れ
な
い
作
品
を
Ａ
型
、
明
示
さ
れ
る
作
品
を
Ｂ
型
と
し
、
Ｂ
型
は
地
元
の
関
与
レ
ベ
ル
に

よ
っ
て
さ
ら
に
三
タ
イ
プ
に
分
類
し
て
い
る
。
筒
井
（
二
〇
一
三
）
一
六
ペ
ー
ジ
を
参
照
。

（
56
） 

高
媛
（
二
〇
〇
二
）
二
四
二
ペ
ー
ジ
を
参
照
。
ハ
ル
ビ
ン
観
光
に
お
い
て
ロ
シ
ア
人
女
性
が
欲
望
消
費
の
対
象
と
し
て
浮
上
し
た
の
は
、『
ハ

ル
ピ
ン
夜
話
』
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
が
火
付
け
役
に
な
っ
た
と
し
て
い
る
。

（
57
） 

米
家
（
二
〇
一
四
）
三
三
三
ペ
ー
ジ
を
参
照
。
米
家
は
、
当
時
出
版
さ
れ
た
旅
行
記
一
七
五
点
を
分
析
し
、
当
時
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
空
間
の
形
成

と
そ
こ
を
訪
問
す
る
日
本
人
の
意
識
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

（
58
） 

春
山
（
一
九
四
〇
）
二
一
三
ペ
ー
ジ
を
参
照
。

（
59
） 

Ｊ
．
ア
ー
リ
（
一
九
九
〇
│
一
九
九
五
）
は
、「
ま
な
ざ
し
」
の
概
念
を
用
い
て
観
光
に
つ
い
て
の
概
念
を
提
示
し
て
い
る
。
近
代
の
観
光
は
、

観
光
客
が
そ
の
地
に
対
し
て
抱
く
「
ま
な
ざ
し
」（
イ
メ
ー
ジ
や
先
入
観
念
＝
記
号
）
に
よ
っ
て
構
築
さ
れ
る
と
し
た
。

（
60
） 

ハ
ル
ビ
ン
絵
葉
書
の
ひ
と
つ
に
「
歓
楽
の
都
市
ハ
ル
ビ
ン
に
遊
ぶ
」
と
題
さ
れ
た
組
み
物
の
絵
葉
書
セ
ッ
ト
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
日
本
人
男
性

が
ハ
ル
ビ
ン
を
訪
れ
、
二
人
の
ロ
シ
ア
人
美
女
を
同
伴
し
て
市
内
遊
覧
を
楽
し
む
と
い
う
設
定
と
な
っ
て
お
り
、
ハ
ル
ビ
ン
に
旅
行
す
れ
ば
ロ
シ
ア

五
七
〇
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人
女
性
と
交
歓
出
来
る
か
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
発
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

（
61
） 

日
本
大
学
文
理
学
部
情
報
科
学
研
究
所
で
推
進
さ
れ
て
い
る
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
都
市
形
成
プ
ロ
セ
ス
の
統
合
的
把
握

と
そ
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
め
ぐ
る
研
究
」
で
は
、
ハ
ル
ビ
ン
絵
葉
書
に
関
す
る
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
が
構
築
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
一
環
と
し
て
実
際

に
使
用
さ
れ
た
絵
葉
書
も
収
集
し
て
い
る
。
本
稿
執
筆
時
点
に
お
け
る
分
析
対
象
は
一
二
一
枚
で
あ
る
。

（
62
） 

こ
の
頃
の
郵
便
は
中
国
（
中
華
民
国
）
が
担
っ
て
お
り
、
中
華
郵
政
の
切
手
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
。
絵
葉
書
自
体
は
日
本
製
で
あ
る
。

（
63
） 

官
製
の
絵
葉
書
は
戦
勝
を
記
念
す
る
も
の
な
ど
政
治
的
な
影
響
を
大
き
く
受
け
て
お
り
、
民
間
が
発
行
す
る
私
製
の
絵
葉
書
も
一
定
の
影
響
を

受
け
た
と
考
え
ら
れ
る
。
満
州
国
期
に
哈
爾
濱
観
光
協
会
が
発
行
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
見
る
と
、
忠
霊
塔
、
志
士
の
碑
、
伊
藤
博
文
遭
難
の
地
や

哈
爾
濱
神
社
な
ど
、「
日
本
的
な
も
の
」
を
強
く
推
奨
し
て
お
り
、
こ
の
時
期
に
作
成
さ
れ
た
絵
葉
書
も
「
日
本
的
な
も
の
」
が
増
え
て
い
る
。
し

か
し
、
実
際
に
使
用
さ
れ
た
絵
葉
書
は
「
ロ
シ
ア
的
な
も
の
」
が
多
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
の
実
態
の
把
握
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

（
64
） 

も
ち
ろ
ん
、
絵
葉
書
を
見
た
だ
け
で
観
光
行
動
へ
と
直
結
す
る
も
の
で
は
な
く
、
意
思
決
定
に
至
る
ま
で
に
は
雑
誌
や
画
報
の
情
報
を
は
じ
め

と
す
る
様
々
な
メ
デ
ィ
ア
か
ら
の
情
報
が
複
合
的
に
影
響
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
影
響
度
の
強
さ
を
解
明
し
て
い
く
こ
と
が

今
後
の
検
討
課
題
で
あ
る
。

（
65
） 

ハ
ル
ビ
ン
絵
葉
書
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
構
築
に
関
す
る
研
究
報
告
と
し
て
は
、
二
〇
〇
七
年
（
平
成
一
九
年
）
七
月
の
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、

二
〇
〇
八
年
（
平
成
二
〇
年
）
年
三
月
の
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
ほ
か
、
二
〇
〇
八
年
（
平
成
二
〇
年
）
一
一
月
の
「JA

P
E
X
'08　

満
州
東
北
切

手
展
」
に
お
け
る
成
果
発
表
や
二
〇
〇
九
年
（
平
成
二
一
年
）
年
一
〇
月
の
展
示
会
・
講
演
会
、
二
〇
一
二
年
（
平
成
二
四
年
）
年
一
〇
月
の
資
料

展
示
会
「
描
か
れ
た
〈
満
・
蒙
〉
│
「
帝
国
」
創
造
の
軌
跡
│
」
な
ど
が
あ
る
。

（
66
） 

本
稿
で
は
主
に
旅
行
者
が
書
き
綴
っ
た
絵
葉
書
を
対
象
と
し
た
が
、
現
地
に
在
住
す
る
日
本
人
や
軍
事
郵
便
と
し
て
使
用
さ
れ
た
絵
葉
書
の
分

析
は
、
別
の
稿
に
て
論
じ
た
い
。

（
67
） 

本
稿
で
は
分
析
の
対
象
と
し
な
か
っ
た
が
、
当
時
発
売
さ
れ
て
い
た
雑
誌
や
画
報
に
も
ハ
ル
ビ
ン
を
特
集
し
た
写
真
つ
き
の
記
事
が
見
受
け
ら

れ
る
。
ま
た
、
ロ
シ
ア
人
女
性
を
写
し
た
ブ
ロ
マ
イ
ド
写
真
も
人
気
を
博
し
た
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
実
態
は
ほ
と
ん
ど
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。

こ
れ
ら
を
解
明
し
て
い
く
こ
と
も
今
度
の
課
題
で
あ
る
。

五
七
一
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ダ
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七
）

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
に
お
け
る
民
衆
と
教
育

山　
　

口　
　

正　
　

春

一　

は
じ
め
に

二　

分
業
の
進
展
と
富
裕
の
実
現

三　

分
業
と
労
働
者
の
奇
形
化

四　

労
働
者
に
対
す
る
職
業
教
育

五　

労
働
者
に
対
す
る
知
性
教
育

六　

結
び
に
か
え
て

一　

は
じ
め
に

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
は
、
一
七
〇
七
年
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
の
合
邦
と
い
う
重
大
な
歴
史
選
択
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
合
邦
以
来
、
ス

論　

説

五
七
五



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
六
五
八
）

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
は
次
第
に
商
工
業
が
興
隆
し
、
経
済
発
展
が
顕
著
に
な
っ
て
き
た
。
し
か
し
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
人
々
は
、
こ
の
経
済
発

展
を
手
放
し
で
歓
迎
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
合
邦
に
よ
っ
て
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
は
、
独
立
国
で
な
く
な
り
、
昔
か
ら
続
い
て
い
た
王

室
も
議
会
も
失
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
に
反
対
し
て
反
乱
を
起
こ
し
た
ジ
ャ
コ
バ
イ
ト
（
1
）

の
人
々
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
軍
に
よ
っ
て
撃
退
さ

れ
大
勢
の
人
々
が
虐
殺
さ
れ
た
。

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
商
工
業
が
興
隆
し
経
済
発
展
が
加
速
す
れ
ば
、
生
活
は
豊
か
に
な
る
け
れ
ど
も
、
人
々
は
金
儲
け
に
夢
中
に
な

り
、
人
間
を
大
切
に
す
る
気
持
ち
を
喪
失
し
て
い
く
。
経
済
発
展
が
加
速
し
富
裕
を
増
大
さ
せ
る
分
業
が
、
工
場
や
社
会
全
体
に
浸
透
し

て
い
け
ば
労
働
は
単
純
化
さ
れ
、
人
間
は
機
械
の
部
品
の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
生
き
甲
斐
も
見
失
わ
れ
て
い
く
。
経
済
的
な
豊
か
さ

＝
富
だ
け
を
求
め
て
、
人
間
ら
し
い
生
活
＝
徳
を
喪
失
し
て
よ
い
の
だ
ろ
う
か
と
言
う
「
富
と
徳
」
の
問
題
が
、
ス
ミ
ス
の
時
代
の
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
人
々
に
と
っ
て
大
き
な
問
題
で
あ
っ
た
（
2
）

。

こ
う
し
た
問
題
に
取
り
組
ん
だ
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
啓
蒙
思
想
家
た
ち
は
、
上
述
の
よ
う
に
商
工
業
が
興
隆
し
経
済
が
発
展
す
る
に
と

も
な
っ
て
、
分
業
が
社
会
全
体
に
浸
透
す
る
過
程
＝
文
明
社
会
（
商
業
社
会
）
形
成
へ
の
歩
み
を
、
殆
ど
必
然
的
な
コ
ー
ス
と
承
認
し
な

が
ら
も
、
そ
れ
を
全
面
的
に
歓
迎
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
文
明
社
会
＝
商
業
社
会
の
光
と
影
を
と
も
に
見
て
い
た
の
で
あ

る
（
3
）

。
確
か
に
商
工
業
が
発
展
し
分
業
が
社
会
全
体
に
浸
透
す
る
過
程
は
、
人
々
を
身
分
的
従
属
か
ら
解
放
し
自
由
独
立
に
し
、
自
立
心
や

慎
慮
の
徳
を
生
み
出
し
、
富
を
も
た
ら
し
富
裕
を
実
現
す
る
と
言
う
プ
ラ
ス
の
面
が
あ
る
。
と
同
時
に
、
し
か
し
富
は
、
し
ば
し
ば
人
間

を
堕
落
さ
せ
る
し
、
分
業
は
労
働
を
単
純
化
す
る
こ
と
で
人
間
を
愚
鈍
に
す
る
、
と
言
う
マ
イ
ナ
ス
効
果
も
あ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
（
4
）

。

こ
の
こ
と
に
関
し
て
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
啓
蒙
思
想
家
の
中
の
一
人
、
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
は
グ
ラ
ス
ゴ
ウ
大
学
で
の
「
法
学
講
義
」
の
講

義
ノ
ー
ト
（
5
）

の
「
生
活
行
政
」
論
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
商
工
業
が
発
展
し
、
分
業
が
社
会
全
体
に
浸
透
す
る

五
七
六



ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
に
お
け
る
民
衆
と
教
育
（
山
口
）

（
六
五
九
）

に
つ
れ
て
「
人
々
の
心
が
狭
隘
に
な
っ
て
高
揚
で
き
な
く
な
り
、
教
育
は
軽
蔑
さ
れ
る
か
、
少
な
く
と
も
な
お
ざ
り
に
さ
れ
、
英
雄
的
精

神
は
殆
ど
全
く
消
滅
す
る
。
こ
れ
ら
の
欠
点
を
匡
正
す
る
こ
と
は
、
真
剣
な
考
慮
に
値
す
る
問
題
で
あ
る
（
6
）

」
と
。

そ
し
て
、
こ
う
し
た
商
工
業
の
発
展
＝
分
業
化
（
7
）

の
進
展
が
も
た
ら
す
マ
イ
ナ
ス
効
果
に
関
す
る
議
論
は
、
の
ち
に
『
国
富
論
』
第
五
篇

の
中
で
再
度
論
じ
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
な
る
。
ス
ミ
ス
は
「
法
学
講
義
」
の
講
義
ノ
ー
ト
お
よ
び
『
国
富
論
』
の
双
方
に
お
い
て
、
経
済
的

富
裕
と
社
会
秩
序
を
達
成
し
て
い
く
は
ず
の
分
業
の
影
の
側
面
に
も
目
を
向
け
る
の
で
あ
る
。
上
で
触
れ
た
よ
う
に
「
法
学
講
義
」
の
講

義
ノ
ー
ト
の
中
で
、
分
業
が
民
衆
＝
労
働
者
を
愚
鈍
に
す
る
と
し
て
分
業
の
弊
害
を
指
摘
し
て
い
た
ス
ミ
ス
は
、『
国
富
論
』
に
至
っ
て

は
第
五
篇
の
民
衆
＝
労
働
者
の
教
育
を
扱
う
箇
所
で
、
分
業
の
弊
害
を
国
家
に
よ
る
民
衆
に
対
す
る
教
育
に
よ
っ
て
防
止
し
よ
う
と
す
る
。

そ
れ
は
文
明
社
会
＝
商
業
社
会
に
即
応
し
た
自
律
的
な
人
間
主
体
の
形
成
お
よ
び
愚
昧
と
抑
圧
か
ら
の
民
衆
の
解
放
と
に
深
い
関
係
が

あ
っ
た
。

小
論
で
は
、「
法
学
講
義
」
の
講
義
ノ
ー
ト
や
『
国
富
論
』
に
見
ら
れ
る
ス
ミ
ス
の
分
業
の
弊
害
観
と
民
衆
教
育
に
関
す
る
一
連
の
議

論
お
よ
び
民
衆
教
育
導
入
の
歴
史
的
社
会
的
根
拠
を
で
き
る
限
り
、
ス
ミ
ス
の
記
述
に
即
し
明
ら
か
に
し
た
い
と
思
う
（
8
）

。

（
1
） 

ジ
ャ
コ
バ
イ
ト
の
乱
に
関
し
て
は
、
た
と
え
ば
以
下
の
文
献
を
参
照
。
丸
山
徹
『
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
『
国
富
論
』
を
読
む
』、
岩
波
書
店
、

二
〇
一
一
年
、
三
三
│
九
頁
。

（
2
） 

渡
辺
恵
一
「
経
済
学
の
成
立
：
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
啓
蒙
と
ス
ミ
ス
」（
竹
本
洋
編
『
経
済
学
の
古
典
的
世
界
』、
昭
和
堂
、
一
九
八
六
年
、
所

収
）
を
参
照
。
浜
林
正
夫
・
鈴
木
亮
『
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
』、
清
水
書
院
、
一
九
八
九
年
、
二
一
一
頁
。

（
3
） 

ス
ミ
ス
に
は
資
本
主
義
と
い
う
用
語
は
な
い
。
そ
れ
に
代
っ
て
ス
ミ
ス
が
用
い
た
言
葉
は
、
商
業
社
会
で
あ
り
、
よ
り
頻
繁
に
は
文
明
社
会
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
彼
に
あ
っ
て
は
、
資
本
主
義
社
会
＝
商
業
社
会
＝
文
明
社
会
に
ほ
か
な
ら
な
い
。（
田
中
秀
夫
『
原
点
探
訪　

ア
ダ
ム
・
ス
ミ

五
七
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ス
の
足
跡
』、
法
律
文
化
社
、
二
〇
〇
二
年
、
一
五
四
頁
、
高
島
善
哉
『
原
典
解
説
ス
ミ
ス
国
富
論
』、
春
秋
社
、
昭
和
四
六
年
、
一
五
頁
を
参
照
。）

（
4
） 

文
明
の
こ
う
し
た
ア
ン
ビ
ヴ
ァ
レ
ン
ト
な
把
握
は
、
ス
ミ
ス
の
独
創
と
で
き
る
か
ど
う
か
は
微
妙
で
あ
る
。
恐
ら
く
著
作
で
判
断
す
る
限
り
、

ス
ミ
ス
以
前
に
こ
の
問
題
を
鋭
く
指
摘
し
、
激
し
い
文
明
批
判
を
展
開
し
た
の
は
、
ル
ソ
ー
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
ス
ミ
ス
は
文
明
の
弊
害
へ
の
着
眼

を
ル
ソ
ー
の
文
明
批
判
か
ら
も
学
ん
だ
可
能
性
が
あ
る
。（
内
田
義
彦
『
増
補
経
済
学
の
生
誕
』、
未
来
社
、
一
九
六
二
年
、
七
八
│
九
五
頁
、
田
中

秀
夫
『
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
啓
蒙
思
想
史
研
究
』、
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
一
九
九
一
年
、
第
六
章
を
参
照
。）

（
5
） 

「
法
学
講
義
」
の
講
義
ノ
ー
ト
は
二
冊
あ
る
。
一
冊
は
一
七
六
二
│
三
年
の
講
義
の
も
の
で
、
講
義
を
そ
の
ま
ま
筆
記
し
た
も
の
（
講
義
ノ
ー

ト
Ａ
）、
も
う
一
冊
は
一
七
六
三
│
四
年
の
講
義
の
も
の
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、
講
義
内
容
の
か
な
り
す
ぐ
れ
た
要
約
で
あ
る
。（
講
義
ノ
ー
ト
Ｂ
）。

ス
ミ
ス
の
「
法
学
講
義
」
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
水
田
洋
他
訳
『
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
法
学
講
義
』、
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
二
年
、「
訳
者
解

説
」、
水
田
洋
訳
『
法
学
講
義
』、
岩
波
文
庫
、
二
〇
〇
五
年
、「
解
説
」
を
参
照
。

A
dam
 S
m
ith, L

ectu
res on

 Ju
rispru

d
en

ce, edited by R
.L
. M
eek, D

.D
. R
aphael and P

.G
. S
tein, G

lasgow
 E
dition, O

xford, 

1978.

『
法
学
講
義
』

（
Ａ
）　R

eport of 1762-3

〈
以
下
、L

JA
と
略
記
す
る
。〉（
水
田
洋
他
訳
、
前
掲
訳
書
、
以
下
、
邦
訳
Ａ
ノ
ー
ト
と
略
記
す
る
。）

（
Ｂ
）　R

eport dated 1766

〈
以
下
、L

J
B

と
略
記
す
る
。〉（
水
田
洋
訳
、
前
掲
訳
書
、
以
下
、
邦
訳
Ｂ
ノ
ー
ト
と
略
記
す
る
。）

（
6
） 

L
J

B
, p.541.　

邦
訳
Ｂ
ノ
ー
ト
、
四
〇
八
頁
。

（
7
） 

工
場
内
分
業
と
社
会
的
分
業
と
を
、
そ
の
規
模
が
異
な
る
だ
け
で
、
原
理
的
に
は
全
く
同
じ
こ
と
だ
と
捉
え
た
点
が
ス
ミ
ス
の
分
業
論
の
際

立
っ
た
特
徴
で
あ
る
。
つ
ま
り
小
さ
な
工
場
の
中
で
の
作
業
的
分
業
の
同
心
円
的
な
拡
大
延
長
線
上
に
社
会
の
職
業
的
分
化
を
捉
え
て
い
る
。（
岡

田
純
一
『
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
』、
日
本
経
済
新
聞
社
、
昭
和
五
二
年
、
一
〇
二
頁
。）

（
8
） 

ス
ミ
ス
の
教
育
論
に
関
す
る
文
献
は
、
世
に
多
く
出
て
い
る
。
と
り
あ
え
ず
以
下
の
文
献
を
参
照
さ
れ
た
い
。
小
論
は
こ
れ
ら
の
文
献
か
ら
啓

発
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
大
で
あ
っ
た
。
水
田
洋
「
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
：
教
育
論
を
中
心
に
」『
一
橋
論
叢
』
第
三
九
巻
第
四
号
、
野
沢
敏
治
「
ア
ダ

ム
・
ス
ミ
ス
に
お
け
る
教
育
と
学
問
（
上
）：
市
民
社
会
の
主
体
的
形
成
に
む
か
っ
て
」『
経
済
科
学
』
×
×
Ⅲ
│
2
、
名
古
屋
大
学
経
済
学
部
、
釜

賀
雅
史
「『
国
富
論
』
に
お
け
る
分
業
の
弊
害
観
と
公
教
育
論
の
意
義
」『
商
学
研
究
科
紀
要
』
一
四
号
、
早
稲
田
大
学
商
学
研
究
科
、
中
谷
武
雄

五
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「
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
教
育
論
」『
社
会
科
学
論
集
』
第
四
一
号
、
高
知
短
期
大
学
。

二　

分
業
の
進
展
と
富
裕
の
実
現

国
富
の
水
準
は
、
ス
ミ
ス
に
あ
っ
て
は
国
民
一
人
当
り
の
「
生
活
の
必
需
品
お
よ
び
便
益
品
」
＝
「
消
費
財
（
1
）

」
の
量
に
よ
っ
て
示
さ

れ
、
そ
れ
は
更
に
「
労
働
の
生
産
力
」
と
「
人
口
の
占
め
る
生
産
的
労
働
者
の
割
合
」
に
よ
っ
て
決
ま
る
（
2
）

。
そ
し
て
彼
は
、
国
富
の
増
大

の
原
因
で
あ
る
「
労
働
の
生
産
力
」
を
高
め
る
最
大
の
要
因
は
分
業
に
あ
る
と
し
、
労
働
の
生
産
力
増
大
の
原
因
を
分
業
に
求
め
る
。

「
一
国
の
富
裕
を
増
大
さ
せ
る
の
は
分
業
で
あ
る
（
3
）

」
と
ス
ミ
ス
は
言
う
。
ス
ミ
ス
に
よ
れ
ば
、
ま
さ
に
分
業
こ
そ
が
「
ブ
リ
テ
ン
に
お
け

る
普
通
の
日
雇
労
働
者
が
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
主
権
者
よ
り
も
贅
沢
に
暮
ら
し
て
い
る
理
由
（
4
）

」
な
の
で
あ
る
。

分
業
が
い
か
に
労
働
の
生
産
力
を
増
大
さ
せ
る
か
を
、
ス
ミ
ス
は
未
開
社
会
と
文
明
社
会
と
を
対
比
し
な
が
ら
、『
国
富
論
』
に
お
い

て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
未
開
社
会
で
は
働
け
る
者
は
皆
、
労
働
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
惨
め
な
ほ
ど
に
貧
し
い
の
で
、

窮
乏
の
あ
ま
り
、
た
と
え
ば
幼
児
や
老
人
や
長
患
い
に
悩
む
病
人
を
、
時
に
は
じ
か
に
打
ち
殺
し
、
時
に
は
遺
棄
し
て
、
餓
死
ま
た
は
野

獣
の
餌
食
に
任
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
ほ
ど
で
あ
る
（
5
）

。」
し
か
し
文
明
社
会
で
は
「
多
数
の
人
々
は
全
く
労
働
し
な
い
の
に
、
こ
の
う
ち

の
多
く
の
者
は
、
働
い
て
い
る
人
々
の
大
部
分
に
比
べ
て
十
倍
も
の
、
し
ば
し
ば
百
倍
も
の
、
労
働
生
産
物
を
消
費
す
る
（
6
）

。」
こ
う
し
て

ス
ミ
ス
に
あ
っ
て
は
、
分
業
に
よ
る
労
働
の
生
産
物
の
増
産
が
重
要
視
さ
れ
る
の
で
あ
る
（
7
）

。

ま
た
上
の
引
用
文
か
ら
分
か
る
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
ス
ミ
ス
に
あ
っ
て
は
、
文
明
社
会
に
お
け
る
搾
取
の
現
実
を
は
っ
き
り
と
認
識

し
て
い
る
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。
文
明
社
会
に
お
け
る
搾
取
の
認
識
を
「
国
富
論
草
稿
」
で
は
次
の
よ
う
に
言
及
し
て
い
る
。

五
七
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「
一
〇
万
家
族
か
ら
な
る
社
会
で
は
、
恐
ら
く
一
〇
〇
家
族
が
全
く
労
働
し
な
い
で
い
る
だ
ろ
う
し
、
そ
の
上
彼
ら
は
、
暴
力
に
よ
っ

て
、
あ
る
い
は
も
っ
と
秩
序
だ
っ
た
法
的
抑
圧
に
よ
っ
て
、
そ
の
社
会
の
労
働
の
う
ち
の
他
の
ど
の
一
万
家
族
が
使
用
す
る
よ
り
大
き
な

部
分
を
、
使
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
巨
大
な
食
込
み
の
あ
と
に
残
る
も
の
の
分
割
も
、
決
し
て
各
個
人
の
労
働
に
比
例
し
て
な
さ

れ
は
し
な
い
。
反
対
に
、
最
も
多
く
労
働
す
る
人
々
が
手
に
入
れ
る
の
は
、
最
も
少
な
い
の
で
あ
る
（
8
）

。」

更
に
ま
た
「
法
学
講
義
」
の
講
義
ノ
ー
ト
B
の
中
で
、
搾
取
の
存
在
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
文
明
社
会
に
は
、
確
か
に
分
業

が
あ
る
の
だ
が
、
平
等
な
分
割
が
あ
る
の
で
は
な
い
。
と
い
う
の
は
、
そ
こ
に
は
非
常
に
多
く
の
、
全
く
働
か
な
い
者
が
い
る
か
ら
で
あ

る
。
富
裕
の
分
割
は
、
仕
事
に
対
応
し
な
い
。
商
人
の
富
裕
は
、
彼
の
事
務
員
の
す
べ
て
を
合
わ
せ
た
よ
り
も
大
き
い
が
、
彼
は
彼
ら
よ

り
少
し
し
か
働
か
な
い
。
そ
し
て
彼
ら
は
ま
た
、
彼
ら
以
上
に
使
用
さ
れ
て
い
る
職
人
た
ち
の
同
数
に
比
べ
て
六
倍
も
ら
う
。
屋
内
で
気

楽
に
働
く
職
人
た
ち
は
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
と
休
み
な
く
動
き
ま
わ
る
哀
れ
な
労
働
者
よ
り
も
は
る
か
に
多
く
を
得
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し

て
、
い
わ
ば
社
会
の
重
荷
を
背
負
っ
て
い
る
者
が
、
利
益
を
得
る
こ
と
最
少
な
の
で
あ
る
（
9
）

。」

加
え
て
講
義
ノ
ー
ト
A
で
は
次
の
よ
う
な
表
現
に
な
っ
て
い
る
。「
い
く
つ
か
の
指
示
を
す
る
に
す
ぎ
な
い
富
裕
で
盛
ん
な
商
人
は
、

す
べ
て
の
業
務
を
行
う
彼
の
社
員
た
ち
よ
り
も
、
ず
っ
と
恵
ま
れ
た
状
態
、
奢
侈
、
安
楽
、
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
便
宜
と
繊
細
の
豊
富
の
中

で
生
活
す
る
。
社
員
た
ち
の
安
楽
と
豊
か
さ
も
ま
た
、
拘
束
を
別
に
す
れ
ば
、
そ
の
労
働
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
の
商
品
を
支
給
し
た
職
工
た

ち
の
状
態
よ
り
も
大
き
く
ま
さ
っ
た
状
態
に
あ
る
。
こ
の
人
物
の
労
働
も
ま
た
、
わ
り
と
耐
え
う
る
も
の
で
あ
る
。
彼
は
過
酷
な
天
候
か

ら
守
ら
れ
て
屋
内
で
働
き
、
貧
し
い
労
働
者
と
比
較
す
れ
ば
苦
痛
な
く
そ
の
生
計
を
立
て
て
い
る
。
貧
し
い
労
働
者
は
、
土
壌
と
季
節
の

あ
ら
ゆ
る
不
都
合
と
戦
わ
ね
ば
な
ら
ず
、
絶
え
ず
過
酷
な
天
候
と
同
時
に
最
も
つ
ら
い
労
働
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
て
い
わ
ば
社

会
の
全
構
成
を
支
え
、
残
り
の
す
べ
て
の
人
々
の
便
宜
と
安
楽
の
手
段
を
支
給
す
る
彼
が
、
自
ら
は
非
常
に
少
な
い
取
り
分
を
保
有
し
て
、

五
八
〇



ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
に
お
け
る
民
衆
と
教
育
（
山
口
）

（
六
六
三
）

世
に
埋
も
れ
る
の
で
あ
る
（
10
）

。」

こ
う
見
て
く
る
と
、
文
明
社
会
が
富
裕
の
体
制
で
あ
る
と
ス
ミ
ス
が
認
識
し
て
い
る
わ
け
だ
が
、
ス
ミ
ス
の
目
に
映
る
の
は
、
階
級
的

搾
取
の
存
在
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
文
明
社
会
は
豊
か
で
あ
る
と
言
う
現
実
で
あ
る
（
11
）

。
す
な
わ
ち
ス
ミ
ス
に
あ
っ
て
は
、
文
明
社
会
を
富
裕

な
社
会
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
実
質
的
に
資
本
主
義
社
会
、
つ
ま
り
他
人
の
労
働
の
成
果
の
取
得
が
認
め
ら
れ
る
社
会
と
し
て
も
理
解
し

て
い
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

ス
ミ
ス
は
文
明
社
会
を
「
人
民
の
最
下
層
に
ま
で
富
裕
が
広
く
行
き
渡
る
社
会
（
12
）

」
と
見
た
が
、
一
般
に
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
階
層
の
す

べ
て
に
行
き
渡
る
富
裕
を
ひ
き
起
こ
す
の
は
、「
分
業
の
結
果
と
し
て
生
ず
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
技
術
に
よ
る
生
産
物
の
巨
大
な
増
加
（
13
）

」
に

ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
す
べ
て
の
文
明
社
会
で
「
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
極
め
て
大
量
に
生
産
さ
れ
る
の
で
、
地
位
あ
る

人
々
の
怠
惰
で
抑
圧
的
な
浪
費
を
満
足
さ
せ
る
と
と
も
に
、
同
時
に
職
人
と
農
民
の
欲
望
を
た
っ
ぷ
り
と
満
た
す
だ
け
の
も
の
が
、
十
分

に
あ
る
の
で
あ
る
（
14
）

。」

こ
の
よ
う
に
階
級
的
搾
取
を
含
み
な
が
ら
も
、
普
遍
的
富
裕
を
ひ
き
起
こ
す
の
は
分
業
だ
と
す
る
ス
ミ
ス
は
、
同
じ
趣
旨
の
こ
と
を

「
国
富
論
草
稿
」
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
た
こ
と
を
つ
け
加
え
て
お
こ
う
。「
分
業
に
よ
っ
て
、
各
個
人
は
仕
事
の
特
殊
な
一

部
門
の
み
に
自
己
を
限
定
す
る
の
で
あ
る
が
、
文
明
社
会
に
生
じ
、
か
つ
財
産
の
不
平
等
に
か
か
わ
ら
ず
、
社
会
の
最
下
層
の
人
々
に
ま

で
行
き
渡
る
高
度
の
富
裕
を
説
明
し
う
る
の
は
、
こ
の
分
業
だ
け
で
あ
る
（
15
）

」
と
。
更
に
言
え
ば
、「
法
学
講
義
」
の
講
義
ノ
ー
ト
A
で
は

「
そ
れ
で
は
ど
の
よ
う
に
し
て
、
貧
し
い
労
働
者
や
最
下
層
の
人
民
が
生
活
の
便
宜
品
の
大
き
な
分
け
前
に
あ
ず
か
る
こ
と
を
説
明
で
き

る
だ
ろ
う
か
。
異
な
っ
た
人
手
の
間
の
分
業
だ
け
が
こ
れ
を
説
明
で
き
る
（
16
）

」
と
か
、「
一
国
民
の
富
裕
は
、
分
業
に
起
因
す
る
と
言
わ
れ

て
当
然
か
も
し
れ
な
い
（
17
）

」
と
か
述
べ
て
い
る
。

五
八
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先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
商
工
業
が
発
展
し
、
分
業
が
社
会
全
体
に
浸
透
す
る
過
程
は
、
確
か
に
労
働
の
生
産
性
を
高
め
、
富
や
豊
か
さ

を
も
た
ら
し
、
そ
の
結
果
、
人
々
を
身
分
的
従
属
か
ら
解
放
し
て
自
由
・
独
立
に
し
、
自
律
心
や
慎
慮
の
徳
を
生
み
出
す
。
こ
の
事
実
を

ス
ミ
ス
は
認
め
る
。
い
わ
ば
分
業
の
プ
ラ
ス
面
、
光
の
部
分
で
あ
る
。
だ
が
そ
の
一
方
、
富
や
豊
か
さ
は
、
し
ば
し
ば
人
間
を
堕
落
さ
せ
、

分
業
は
労
働
を
単
純
化
す
る
こ
と
で
人
間
を
愚
劣
に
す
る
。
こ
う
い
う
分
業
の
マ
イ
ナ
ス
面
、
影
の
部
分
を
ス
ミ
ス
は
決
し
て
見
逃
す
こ

と
は
な
か
っ
た
（
18
）

。
次
に
こ
の
点
を
吟
味
し
て
み
よ
う
。

（
1
） 

ス
ミ
ス
は
、
貴
金
属
が
富
で
あ
る
と
す
る
重
商
主
義
的
富
の
理
解
の
仕
方
を
大
き
く
転
換
さ
せ
て
、
人
々
の
日
常
生
活
で
消
費
さ
れ
る
消
費
財

こ
そ
が
、
国
民
の
富
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
ら
は
年
々
生
産
さ
れ
年
々
消
費
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
富
は
国
民
の
年
々
の
労
働
に
よ
っ
て

作
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
明
確
に
示
し
た
。
こ
こ
に
「
国
民
の
富
」
と
い
う
近
代
的
概
念
が
成
立
し
た
の
で
あ
る
。

（
2
） A

dam
 S
m
ith, A

n
 In

qu
iry in

to th
e N

atu
re an

d
 C

au
ses of th

e W
ealth

 of N
ation

s, edited by R
.H
. C
am
pbell, A

.S
. S
kinner, 

G
lasgow

 edition, O
xford, 1976, 2vols, V

ol.Ⅰ
, p.10.

（
以
下
、W

N

と
略
記
す
る
）
大
河
内
一
男
監
訳
『
国
富
論
』、
三
分
冊
、
中
央
公
論
社
、

一
九
七
六
年
、
第
Ⅰ
巻
、
二
頁
。（
以
下
、
邦
訳
と
略
記
す
る
）

（
3
） 

L
J

B
, p.489.　

邦
訳
Ｂ
ノ
ー
ト
、
二
七
一
頁
。

（
4
） 

L
J

B
, p.489.　

邦
訳
Ｂ
ノ
ー
ト
、
二
六
九
頁
。

（
5
） 

W
N
,Ⅰ
, p.10.　

邦
訳
、
Ⅰ
、
二
頁
。

（
6
） 

W
N
,Ⅰ
, p.10.　

邦
訳
、
Ⅰ
、
二
頁
。

（
7
） 

Ｗ
・
Ｌ
・
テ
イ
ラ
ー
に
よ
る
と
、
最
初
に
分
業
の
概
念
を
ス
ミ
ス
の
心
に
吹
き
込
ん
だ
の
は
ハ
チ
ス
ン
で
あ
る
と
し
て
い
る
。「
ス
ミ
ス
が
分

業
の
概
念
の
重
要
性
を
認
識
で
き
た
の
は
、
明
ら
か
に
ハ
チ
ス
ン
の
お
か
げ
で
あ
る
。」（W

.L
. T
aylor, F

ran
cis H

u
tch

eson
 an

d
 D

avid
 

H
u

m
e as P

red
ecessors of A

d
am

 S
m

ith, 1965, p.62.　

山
口
正
春
・
川
又
祐
訳
『
ハ
チ
ス
ン
・
ヒ
ュ
ー
ム
・
ス
ミ
ス
：
経
済
学
の
源
流
』、

五
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三
恵
社
、
二
〇
〇
七
年
、
六
二
頁
。）

（
8
） A

dam
 S
m
ith, ‘E

arly D
raft’ of part of th

e W
ealth

 of N
ation

s, in L
ectu

res on
 Ju

rispru
d

en
ce, G

lasgow
 edition, O

xford, 

1978, pp.563-4.

（
以
下
、E

D

と
略
訳
す
る
）
水
田
洋
訳
『
法
学
講
義
』（
前
出
所
収
）、
四
四
六
│
七
頁
。（
以
下
、
邦
訳
と
略
記
す
る
）

（
9
） 

L
J

B
, pp. 489-90.　

邦
訳
Ｂ
ノ
ー
ト
、
二
七
一
頁
。

（
10
） 

L
JA
, p.341.　

邦
訳
Ａ
ノ
ー
ト
、
三
六
三
頁
。

（
11
） 

内
田
義
彦
『
増
補
経
済
学
の
生
誕
』（
前
出
）、
一
九
六
二
年
、
一
九
八
頁
。

（
12
） 

W
N
,Ⅰ
, p.22.　

邦
訳
、
Ⅰ
、
二
〇
頁
。

（
13
） 

W
N
,Ⅰ
, p.22.　

邦
訳
、
Ⅰ
、
二
〇
頁
。

（
14
） 

E
D
, p.566.　

邦
訳
、
四
五
二
頁
。

（
15
） 

E
D
, p.564.　

邦
訳
、
四
四
七
│
八
頁
。

（
16
） 

L
JA
, p.341.　

邦
訳
Ａ
ノ
ー
ト
、
三
六
三
│
四
頁
。

（
17
） 

L
JA
, p.349.　

邦
訳
Ａ
ノ
ー
ト
、
三
七
二
頁
。

（
18
） C

f. D
avid A

. R
eism
an, A

d
am

 S
m

ith
’s S

ociological E
con

om
ics, 1976, pp.149-161.

三　

分
業
と
労
働
者
の
奇
形
化

さ
て
『
国
富
論
』
第
五
篇
で
は
、
文
明
社
会
で
本
格
化
し
た
分
業
の
マ
イ
ナ
ス
面
つ
ま
り
分
業
の
弊
害
に
つ
い
て
、
ス
ミ
ス
は
集
約
的

に
次
の
よ
う
に
言
及
し
て
い
る
。
長
文
に
な
る
が
引
用
し
よ
う
。

「
分
業
の
発
達
と
と
も
に
、
労
働
で
生
活
す
る
人
々
の
圧
倒
的
部
分
、
つ
ま
り
国
民
大
衆
の
就
く
仕
事
は
、
少
数
の
、
し
ば
し
ば
一
つ

五
八
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か
二
つ
の
ご
く
単
純
な
作
業
に
限
定
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
で
、
大
方
の
人
間
の
理
解
力
と
い
う
も
の
は
、
彼
が
従
事
し

て
い
る
日
常
の
仕
事
に
よ
っ
て
必
然
的
に
形
成
さ
れ
る
。
そ
の
全
生
涯
を
、
少
数
の
単
純
な
作
業
、
し
か
も
作
業
の
結
果
も
ま
た
、
恐
ら

く
い
つ
も
同
じ
か
、
殆
ど
同
じ
と
い
っ
た
作
業
を
や
る
こ
と
に
費
や
す
人
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
を
取
り
除
く
手
だ
て
を
見
つ
け
よ
う
と
、

努
め
て
理
解
力
を
働
か
せ
た
り
工
夫
を
凝
ら
し
た
り
す
る
機
会
が
な
い
。
そ
も
そ
も
、
そ
う
い
う
困
難
が
決
し
て
起
こ
ら
な
い
か
ら
で
あ

る
。こ

う
い
う
わ
け
で
、
彼
は
自
然
に
こ
う
し
た
努
力
を
す
る
習
慣
を
失
い
、
た
い
て
い
は
神
の
創
り
給
う
た
人
間
と
し
て
な
り
下
れ
る
か

ぎ
り
愚
か
に
な
り
、
無
知
に
な
る
。
そ
の
精
神
が
麻
痺
し
て
し
ま
う
た
め
、
理
性
的
な
会
話
を
味
わ
っ
た
り
、
そ
の
仲
間
に
加
わ
っ
た
り

す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
ば
か
り
か
、
寛
大
で
高
尚
な
、
あ
る
い
は
や
さ
し
い
感
情
を
何
一
つ
抱
く
こ
と
も
で
き
な
く
な
り
、
結
局
、

私
生
活
の
上
で
の
日
常
の
業
務
に
つ
い
て
さ
え
、
多
く
の
場
合
、
何
も
ま
と
も
な
判
断
を
下
せ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
自
分
の
国
の
重
大

で
広
範
な
利
害
に
つ
い
て
も
、
全
く
判
断
が
立
た
な
い
。
…
…
戦
争
に
な
っ
て
も
、
彼
は
自
分
の
国
を
護
る
こ
と
が
、
こ
れ
ま
た
で
き
な

い
。
淀
ん
だ
よ
う
な
彼
の
生
活
は
十
年
一
日
の
ご
と
く
単
調
だ
か
ら
、
自
然
に
勇
敢
な
精
神
も
朽
ち
て
し
ま
い
、
そ
こ
で
、
不
規
則
不
安

定
で
冒
険
的
な
兵
士
の
生
活
を
嫌
悪
の
眼
で
見
る
よ
う
に
な
る
。
単
調
な
生
活
は
、
彼
の
肉
体
的
な
活
力
さ
え
も
腐
ら
せ
て
し
ま
い
、
そ

れ
ま
で
仕
込
ま
れ
て
き
た
仕
事
以
外
は
、
ど
ん
な
仕
事
に
就
こ
う
と
、
元
気
よ
く
辛
抱
づ
よ
く
自
分
の
力
を
振
う
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ

て
し
ま
う
。
自
分
自
身
の
特
定
の
職
業
で
の
手
際
と
い
う
の
は
、
こ
う
い
う
風
に
し
て
、
彼
の
知
的
な
、
社
会
的
な
、
ま
た
軍
事
的
な
美

徳
の
犠
牲
に
お
い
て
獲
ら
れ
る
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
こ
そ
、
進
歩
し
た
文
明
社
会
で
は
、
ど
こ
で
も
、
政
府
が
何
か
の
防
止

の
労
を
と
ら
ぬ
か
ぎ
り
、
労
働
貧
民
、
つ
ま
り
は
国
民
大
衆
の
必
然
的
に
陥
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
態
な
の
で
あ
る
（
1
）

。」

こ
の
引
用
文
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
分
業
は
文
明
社
会
に
お
い
て
、
人
間
能
力
の
一
面
だ
け
を
練
磨
し
て
、
専
門
化
が
人
間
の
知
的
、

五
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社
会
的
、
軍
事
的
美
徳
を
犠
牲
に
し
、
極
端
な
場
合
に
は
、
愚
昧
に
落
し
込
む
と
し
て
ス
ミ
ス
は
分
業
の
弊
害
を
鋭
く
指
摘
す
る
の
で
あ

る
。
い
わ
ば
、
分
業
の
民
衆
、
つ
ま
り
は
労
働
貧
民
に
対
す
る
創
造
力
の
萎
縮
化
・
無
知
化
効
果
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
ス
ミ
ス
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
を
防
止
す
る
の
が
、
国
家
の
民
衆
に
対
す
る
教
育
の
配
慮
だ
と
力
説
す
る
の
だ
。
ス
ミ
ス
は
言
う
。

「
文
明
社
会
で
は
、
国
民
大
衆
が
殆
ど
底
な
し
に
腐
敗
堕
落
し
て
し
ま
う
の
を
防
ぐ
た
め
に
、
政
府
が
一
定
の
配
慮
を
す
る
必
要
が
あ

る
（
2
）

。」「
庶
民
の
教
育
は
、
文
明
の
進
ん
だ
商
業
社
会
で
は
、
い
く
ら
か
で
も
地
位
や
財
産
の
あ
る
人
々
の
教
育
よ
り
も
、
恐
ら
く
国
が
一

段
と
配
慮
し
て
や
る
必
要
が
あ
ろ
う
（
3
）

。」

見
て
き
た
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
分
業
に
よ
る
人
間
の
愚
昧
化
は
、
文
明
社
会
＝
商
業
社
会
に
特
有
な
も
の
で
あ
る
が
、
で
は
こ
れ
と

は
対
照
的
に
未
開
社
会
＝
野
蛮
社
会
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
。
ス
ミ
ス
の
言
い
分
を
聞
こ
う
。

「
野
蛮
な
社
会
と
普
通
呼
ば
れ
る
よ
う
な
狩
猟
民
や
牧
羊
民
の
社
会
で
は
、
こ
れ
と
事
情
が
異
な
り
、
製
造
業
の
発
達
と
外
国
貿
易
の

拡
大
に
先
立
つ
原
始
的
な
農
業
の
段
階
に
あ
る
農
耕
民
の
社
会
で
さ
え
も
事
情
が
異
な
る
。
こ
う
い
う
社
会
で
は
誰
も
が
多
種
多
様
の
仕

事
を
や
る
か
ら
、
誰
も
が
そ
の
能
力
を
発
揮
し
な
い
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
し
、
ま
た
、
た
え
ず
起
っ
て
く
る
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
を
取
り
除

く
手
だ
て
を
発
明
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
発
明
力
は
活
き
活
き
と
保
た
れ
、
人
の
心
は
、
文
明
社
会
で
殆
ど
す
べ
て
の
下
層
階
級
の
人

た
ち
の
理
解
力
を
麻
痺
さ
せ
て
し
ま
う
か
に
見
え
る
、
あ
の
半
分
寝
呆
け
た
よ
う
な
愚
昧
に
落
ち
込
ま
せ
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
こ
れ
ら

の
い
わ
ゆ
る
野
蛮
社
会
で
は
、
…
…
誰
も
が
戦
士
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
の
誰
も
が
、
あ
る
程
度
は
政
治
家
で
も
あ
り
、
社
会
の
利
害
や

社
会
を
統
治
す
る
人
た
ち
の
行
動
に
つ
い
て
、
一
応
の
判
断
を
下
す
こ
と
が
で
き
る
（
4
）

。」

ス
ミ
ス
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
未
開
社
会
で
は
民
衆
は
、
広
い
職
業
能
力
の
持
ち
主
で
あ
る
と
と
も
に
政
治
家
か
つ
戦
士
で
あ
る
。
未
開

社
会
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
職
業
と
社
会
で
の
公
共
活
動
へ
の
従
事
な
ど
が
民
衆
教
育
の
必
要
を
な
く
さ
せ
て
い
る
。
親
と
子
、
親

五
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方
と
徒
弟
が
仕
事
場
を
共
に
し
て
生
活
す
る
中
で
、
職
人
子
弟
は
職
業
知
識
を
自
然
と
身
に
つ
け
、
社
会
道
徳
、
社
会
の
ル
ー
ル
を
教
え

込
ま
れ
て
い
く
。
し
た
が
っ
て
文
明
社
会
以
前
の
段
階
で
は
、「
政
府
が
何
の
配
慮
を
し
な
く
と
も
、
社
会
の
仕
組
み
が
求
め
る
よ
う
な
、

あ
る
い
は
、
そ
こ
ま
で
行
か
な
く
て
も
、
何
と
か
許
容
で
き
る
よ
う
な
能
力
と
徳
の
殆
ど
す
べ
て
が
、
お
の
ず
か
ら
彼
ら
の
う
ち
に
形
成

さ
れ
て
く
る
（
5
）

」
と
ス
ミ
ス
は
言
う
。
と
も
あ
れ
社
会
の
初
期
段
階
で
は
、
人
々
は
貧
し
く
野
蛮
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
能
力
を
十
分
に
発
揮

し
、
活
き
活
き
し
た
独
立
の
気
概
を
も
っ
て
い
た
、
と
ス
ミ
ス
が
捉
え
て
い
た
こ
と
は
注
目
に
値
し
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
ス
ミ
ス
に
こ
の
よ
う
な
分
業
の
弊
害
を
指
摘
さ
せ
、
文
明
社
会
に
お
け
る
民
衆
の
教
育
に
対
す
る
国
家
の
十
分
な
配
慮
の

必
要
性
を
強
調
せ
し
め
た
歴
史
的
社
会
的
背
景
と
は
、
一
体
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
そ
も
そ
も
ス
ミ
ス
の
歴
史
認
識
で
は
、

社
会
が
全
面
的
に
分
業
化
す
る
文
明
社
会
あ
る
い
は
商
業
社
会
へ
と
移
る
の
は
、
商
工
業
の
発
展
を
契
機
と
し
、
そ
れ
は
封
建
社
会
半
ば

以
降
に
次
第
に
顕
著
な
も
の
と
な
る
。
ス
ミ
ス
は
、
こ
う
し
た
商
工
業
の
発
展
が
伝
統
的
・
封
建
的
人
間
関
係
を
崩
壊
さ
せ
る
が
、
他
方

で
は
、
自
立
的
社
会
形
成
を
促
し
、
独
立
自
由
な
個
人
の
人
間
形
成
を
可
能
に
す
る
条
件
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
た
。

だ
が
同
時
に
、
一
面
に
お
い
て
、
そ
れ
と
は
裏
腹
に
社
会
に
お
け
る
個
人
の
孤
立
化
を
促
す
も
の
と
な
り
得
、
道
徳
的
退
廃
の
一
因
と

も
な
り
か
ね
な
い
も
の
で
あ
っ
た
（
6
）

。
そ
し
て
分
業
の
浸
透
し
た
社
会
に
お
い
て
、
社
会
と
作
業
場
の
中
の
分
業
に
組
み
込
ま
れ
て
い
く
労

働
者
は
、
分
業
の
も
つ
性
格
か
ら
、
先
に
述
べ
た
よ
う
な
人
間
と
し
て
の
基
本
的
資
質
を
失
っ
て
い
く
。

で
は
因
み
に
、
当
時
の
民
衆
つ
ま
り
労
働
貧
民
の
日
常
生
活
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
一
端
に
つ
い
て
も
触
れ

て
み
よ
う
。
た
と
え
ば
大
河
内
一
男
に
よ
れ
ば
、「
労
働
者
は
、
で
き
る
だ
け
少
な
く
働
き
、
ひ
と
握
り
の
金
が
手
許
に
あ
る
間
は
、
精

を
出
し
て
働
こ
う
な
ど
と
は
し
な
か
っ
た
。
賭
博
と
競
馬
と
コ
ッ
ク
・
フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ
と
ジ
ン
・
ハ
ウ
ス
と
が
、
彼
ら
の
生
活
を
特
徴

づ
け
て
い
た
し
、
そ
れ
は
一
八
世
紀
の
知
識
人
を
慨
歎
せ
し
め
た
生
活
態
度
だ
っ
た
の
で
あ
る
（
7
）

。」
具
体
的
に
言
え
ば
、
当
時
の
労
働
者
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の
一
年
間
の
休
日
は
大
体
一
八
〇
日
、
つ
ま
り
一
年
の
約
半
分
に
達
し
た
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
の
休
日
の
内
容
を
見
る
と
、

土
曜
日
と
日
曜
日
は
公
休
日
と
し
て
飲
酒
し
た
り
博
打
に
打
ち
興
じ
、
そ
の
結
果
、
月
曜
日
は
ブ
ル
ー
・
マ
ン
デ
ー
と
な
っ
て
月
曜
日
も

休
む
。
そ
こ
へ
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
社
会
の
記
念
日
や
宗
教
上
の
多
く
の
祝
祭
日
、
そ
れ
に
親
方
お
よ
び
そ
の
夫
人
の
誕
生
日
に
加
え
て
、

自
分
の
誕
生
日
に
妻
の
そ
れ
と
い
う
風
に
休
日
が
加
わ
る
と
い
う
状
況
で
あ
る
（
8
）

。」
時
に
は
死
刑
、
笞
刑
、
烙
印
刑
な
ど
の
執
行
日
と
で

も
言
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
徒
弟
や
職
人
は
仕
事
を
ほ
っ
た
ら
か
し
で
あ
っ
た
（
9
）

。

当
時
の
退
廃
し
た
風
紀
を
背
景
に
ス
ミ
ス
は
、
こ
の
よ
う
な
労
働
者
や
庶
民
、
言
う
な
ら
ば
近
代
社
会
の
歴
史
過
程
の
中
で
生
み
落
さ

れ
て
く
る
没
落
下
層
民
に
欠
如
し
た
も
の

│
た
と
え
ば
前
述
の
仕
事
上
の
知
的
発
明
力
、
理
性
的
な
筋
の
通
っ
た
会
話
、
自
国
の
重
大

か
つ
広
範
な
利
害
関
係
を
判
断
す
る
理
解
力
、
戦
時
に
自
国
を
防
衛
す
る
勇
敢
な
精
神
、
社
会
的
美
徳

│
を
涵
養
せ
し
め
る
べ
く
配
慮

を
国
家
に
よ
る
民
衆
教
育
に
求
め
る
の
で
あ
る
。

（
1
） 

W
N
, Ⅱ
, pp.781-2.　

邦
訳
、
Ⅲ
、
一
四
三
│
四
頁
。

（
2
） 

W
N
, Ⅱ
, p.781.　

邦
訳
、
Ⅲ
、
一
四
三
頁
。

（
3
） 

W
N
, Ⅱ
, p.784.　

邦
訳
、
Ⅲ
、
一
四
五
頁
。

（
4
） 

W
N
, Ⅱ
, pp.782-3.　

邦
訳
、
Ⅲ
、
一
四
四
頁
。

（
5
） 

W
N
, Ⅱ
, p.781.　

邦
訳
、
Ⅲ
、
一
四
二
│
三
頁
。

（
6
） 

ス
ミ
ス
に
あ
っ
て
は
、
こ
う
し
た
傾
向
は
、
た
と
え
ば
大
都
市
に
住
む
民
衆
に
と
っ
て
顕
著
だ
と
言
う
。
田
舎
の
村
に
住
ん
で
い
る
の
と
違
っ

て
、
大
都
市
の
民
衆
は
「
彼
の
行
動
を
観
察
し
た
り
注
目
し
た
り
す
る
者
な
ど
一
人
も
い
な
い
か
ら
、
そ
こ
で
ま
た
、
彼
の
方
も
自
分
の
行
動
を
お

ろ
そ
か
に
し
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
低
劣
な
道
徳
と
悪
徳
に
身
を
持
ち
崩
す
こ
と
に
、
ど
う
し
て
も
な
り
や
す
い
。」（W

N
, Ⅱ
, p.795.　

邦
訳
、
Ⅲ
、
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一
六
九
頁
。）

（
7
） 

大
河
内
一
男
『
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
』（『
人
類
の
知
的
遺
産
42
』）、
講
談
社
、
昭
和
五
四
年
、
一
九
五
頁
。

（
8
） 
大
河
内
一
男
編
『
国
富
論
研
究
』、
Ⅱ
、
筑
摩
書
房
、
一
九
七
二
年
、
二
二
四
│
七
頁
参
照
。

（
9
） 
ミ
ッ
チ
ェ
ル
／
リ
ー
ズ
『
ロ
ン
ド
ン
庶
民
生
活
史
』（
松
村
赳
訳
）、
み
す
ず
書
房
、
一
九
八
二
年
、
一
五
三
頁
。

四　

労
働
者
に
対
す
る
職
業
教
育

ス
ミ
ス
は
文
明
社
会
あ
る
い
は
商
業
社
会
の
中
で
産
み
落
さ
れ
て
く
る
労
働
者
に
対
し
て
、
国
家
に
よ
る
民
衆
教
育
の
必
要
性
を
力
説

す
る
の
で
あ
る
が
、
で
は
、
そ
の
内
容
と
は
如
何
な
る
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

ス
ミ
ス
が
活
躍
し
て
い
た
時
期
に
、
曲
が
り
な
り
に
も
労
働
者
を
教
育
す
る
た
め
の
教
育
制
度
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
、
事
実
で
あ

る
。
具
体
的
に
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
教
区
学
校
や
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
慈
善
学
校
の
制
度
が
そ
れ
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
学
校
に
お

い
て
は
、「
庶
民
の
殆
ど
全
部
に
読
む
こ
と
を
教
え
、
ま
た
そ
の
大
部
分
に
書
く
こ
と
と
計
算
と
を
教
え
て
き
た
（
1
）

」
の
で
あ
り
、
労
働
者

や
民
衆
の
無
知
化
を
阻
止
し
、
彼
ら
が
将
来
、
社
会
で
活
動
す
る
際
の
最
低
必
要
限
度
の
読
み
書
き
、
計
算
の
基
本
教
育
を
施
し
て
き
た

事
実
を
ス
ミ
ス
は
認
め
て
い
る
。
ス
ミ
ス
は
次
の
よ
う
に
言
及
し
て
い
る
。

「
下
層
民
衆
の
子
供
た
ち
が
受
け
る
教
育
は
、
と
に
か
く
大
し
た
も
の
で
は
な
い
の
だ
が
、
そ
れ
で
も
そ
の
教
育
は
、
彼
ら
に
と
っ
て

無
限
に
有
益
で
あ
っ
て
、
教
育
が
な
い
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
彼
ら
の
最
大
の
不
幸
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
彼
ら
は
読
む
こ
と

を
学
ぶ
の
で
あ
り
、
読
む
こ
と
は
彼
ら
に
宗
教
の
便
益
を
与
え
る
。
こ
れ
は
敬
虔
と
い
う
点
か
ら
見
て
大
き
な
利
益
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、

こ
れ
が
彼
ら
に
思
考
と
思
索
の
対
象
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
、
そ
う
な
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
わ
れ
わ
れ
は
、
農
村
の
学
校

五
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の
便
益
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
ど
れ
程
な
お
ざ
り
に
さ
れ
て
い
よ
う
と
も
、
そ
れ
ら
が
卓
越
し
た
制
度
で
あ
る
こ
と
を
、
承
認
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
（
2
）

。」

し
か
し
教
育
制
度
は
、
国
全
体
に
行
き
渡
っ
て
い
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
ス
ミ
ス
は
言
っ
て
い
る
。「
文
明
社
会
で
は
、
ど
こ
で
も

庶
民
は
、
あ
る
程
度
の
地
位
や
財
産
の
あ
る
人
々
の
よ
う
に
は
立
派
な
教
育
は
受
け
ら
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
れ
で
も
教
育
の
最
も
基
本

的
な
部
分
、
つ
ま
り
読
み
書
き
、
計
算
は
、
生
涯
の
ご
く
早
い
時
期
に
修
得
で
き
る
わ
け
な
の
だ
か
ら
、
最
低
の
職
業
に
仕
込
ま
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
人
た
ち
で
さ
え
、
そ
の
大
多
数
は
、
そ
う
し
た
職
業
に
雇
わ
れ
て
ゆ
く
前
に
、
そ
れ
ら
を
身
に
つ
け
る
時
間
は
あ
る
（
3
）

。」

だ
か
ら
国
が
、
教
区
あ
る
い
は
地
区
ご
と
に
小
規
模
な
学
校
を
設
立
し
、
安
い
授
業
料
で
学
べ
る
よ
う
に
し
て
、
全
人
民
に
教
育
を
奨
励

し
、
あ
る
い
は
義
務
づ
け
て
よ
い
と
言
う
の
で
あ
る
。
ス
ミ
ス
は
労
働
者
や
民
衆
が
、
思
慮
深
い
人
間
と
し
て
成
長
す
る
の
に
必
要
な
、

最
小
限
度
の
教
育
を
保
障
す
る
こ
と
を
国
に
求
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

だ
が
、
ス
ミ
ス
の
主
張
し
た
民
衆
に
対
す
る
教
育
の
内
容
と
は
、
こ
の
読
み
書
き
、
計
算
と
い
う
基
本
教
育
に
尽
き
る
も
の
で
は
な
い
。

更
に
ス
ミ
ス
は
、
当
時
の
現
実
社
会
に
即
応
し
た
内
容
を
基
本
教
育
に
盛
り
込
む
。
形
而
上
学
的
な
知
識
で
は
な
く
、
実
用
性
を
重
視
し

た
内
容
の
教
育
を
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
宗
教
教
育
の
一
端
を
担
う
も
の
で
あ
っ
た
当
時
の
教
区
学
校
や
慈
善
学
校
（
4
）

の
教
育

内
容
に
含
ま
れ
て
い
た
「
子
供
た
ち
に
は
何
の
役
に
も
た
た
な
い
ラ
テ
ン
語
」
教
育
、
し
か
も
「
ほ
ん
の
生
か
じ
り
」
で
し
か
な
い
教
育

を
や
め
て
、「
幾
何
学
や
機
械
学
の
初
歩
（
5
）

」
を
教
育
内
容
に
盛
り
込
む
こ
と
を
要
求
す
る
の
で
あ
る
。
新
し
く
「
幾
何
学
や
機
械
学
の
初

歩
」
を
教
育
内
容
に
盛
り
込
む
こ
と
は
、
あ
る
意
味
で
は
職
業
教
育
、
専
門
教
育
あ
る
い
は
科
学
教
育
を
子
供
た
ち
に
受
け
さ
せ
る
こ
と

で
あ
る
が
、
こ
れ
は
一
体
何
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

ス
ミ
ス
の
い
う
幾
何
学
や
機
械
学
の
教
育
と
は
、
労
働
者
の
作
業
場
内
の
分
業
へ
の
適
応
を
一
層
容
易
に
す
る
も
の
に
す
ぎ
な
く
、
ス
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ミ
ス
が
本
来
意
図
し
て
い
た
分
業
の
弊
害
を
除
去
す
べ
く
、
全
人
格
的
人
間
形
成
を
め
ざ
す
教
育
と
は
、
一
見
か
け
離
れ
て
い
る
よ
う
に

も
思
え
る
。
と
す
れ
ば
、
ス
ミ
ス
の
民
衆
教
育
論
は
、
そ
の
よ
う
に
限
界
を
も
っ
た
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

だ
が
ス
ミ
ス
の
生
き
た
時
代
に
即
し
て
み
れ
ば
、
そ
の
職
業
教
育
や
科
学
教
育
す
ら
も
当
時
の
重
商
主
義
国
家
に
よ
っ
て
は
採
用
さ
れ

ず
、
一
九
世
紀
に
な
っ
て
実
現
し
た
国
家
教
育
内
容
だ
っ
た
の
で
あ
り
（
6
）

、
し
た
が
っ
て
彼
の
職
業
教
育
内
容
は
進
歩
的
で
あ
る
こ
と
が
分

か
る
。
ス
ミ
ス
の
時
代
は
、
重
商
主
義
的
労
働
観
が
社
会
に
浸
透
し
て
お
り
、
労
働
者
を
一
様
に
「
怠
け
者
」
と
規
定
し
、
無
知
で
主
体

性
の
な
い
者
に
し
て
、
低
賃
金
と
長
時
間
労
働
で
縛
り
つ
け
て
お
く
こ
と
こ
そ
、
彼
ら
を
勤
勉
に
し
て
お
く
手
立
て
で
あ
っ
て
、
国
富
増

大
の
要
件
で
あ
る
「
貧
困
の
効
用
」
が
説
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
（
7
）

。

例
を
挙
げ
よ
う
。
た
と
え
ば
ト
ー
ニ
ー
に
よ
っ
て
「
阿
呆
で
な
い
人
な
ら
誰
で
も
知
っ
て
い
る
よ
う
に
、
下
層
階
級
は
貧
乏
に
し
て
お

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
彼
ら
は
決
し
て
勤
勉
に
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。」「
高
賃
金
は
…
…
貧
し
い
家
族
に
は
何
の

役
に
も
た
た
な
い
。
な
ぜ
な
ら
一
日
に
三
シ
リ
ン
グ
な
い
し
四
シ
リ
ン
グ
を
稼
ぐ
労
働
者
は
、
殆
ど
週
に
三
日
以
上
働
か
な
く
て
、
他
の

日
は
飲
み
明
か
す
か
ら
で
あ
る
」
と
言
う
ヤ
ン
グ
の
言
葉
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
8
）

。
更
に
ポ
ー
ル
・
マ
ン
ト
ウ
に
よ
っ
て
、
当
時
の
著
述
家

の
主
張
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
事
情
に
精
通
し
て
い
る
者
に
と
っ
て
、
あ
る
程
度
ま
で
窮
乏
が
勤
勉
さ
を
促
す
こ
と
、
三
日

間
の
労
働
で
生
計
を
た
て
う
る
労
働
者
は
、
残
り
の
週
日
を
、
仕
事
を
し
な
い
で
泥
酔
し
て
送
る
と
い
う
こ
と
は
、
周
知
の
事
実
で
あ
る
（
9
）

」

と
。こ

の
よ
う
に
、
労
働
者
た
ち
に
対
す
る
貧
困
の
必
要
性
＝
低
賃
金
の
要
請
は
、
こ
の
時
代
の
通
説
で
あ
っ
た
（
10
）

。
宗
教
界
に
お
い
て
さ
え

も
、
こ
れ
に
同
調
し
、
下
層
階
級
は
雇
人
と
し
て
、
貧
民
と
し
て
そ
の
境
遇
に
満
足
し
、
従
順
に
し
て
扱
い
や
す
い
人
間
で
あ
る
べ
き
だ
、

と
言
う
の
が
キ
リ
ス
ト
教
指
導
者
た
ち
の
口
を
そ
ろ
え
て
唱
導
し
た
教
理
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
（
11
）

。
こ
う
い
う
社
会
状
況
の
中
に
あ
っ
て
、

五
九
〇



ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
に
お
け
る
民
衆
と
教
育
（
山
口
）

（
六
七
三
）

高
賃
金
の
経
済
学
（
12
）

を
主
張
し
、
さ
ら
に
読
み
書
き
、
計
算
と
い
っ
た
基
本
教
育
の
み
な
ら
ず
幾
何
学
と
機
械
学
の
職
業
教
育
を
も
っ
て
労

働
者
の
知
的
向
上
を
志
向
し
よ
う
と
す
る
ス
ミ
ス
の
立
場
は
、
極
め
て
進
歩
的
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
ス
ミ
ス
の
社
会
認
識
の
先
見
性
す
ら

見
て
取
れ
る
。

ス
ミ
ス
の
時
代
は
、
い
わ
ば
産
業
革
命
の
前
夜
で
、
ま
さ
に
大
空
に
向
か
っ
て
飛
翔
せ
ん
と
す
る
生
産
力
の
、
出
発
前
の
羽
ば
た
き
の

時
期
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。
ス
ミ
ス
は
今
や
重
商
主
義
的
経
済
体
制
は
終
焉
を
む
か
え
、
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
の
人
間
的
手
労
働
に

基
づ
く
技
術
的
基
盤
が
崩
れ
、
機
械
の
導
入
に
よ
る
生
産
体
系
が
確
実
に
起
り
つ
つ
あ
る
事
態
を
、
し
た
が
っ
て
機
械
と
人
間
と
の
対
応

を
不
可
避
的
な
も
の
と
す
る
環
境
を
認
識
し
て
い
る
（
13
）

。
ス
ミ
ス
は
産
業
革
命
期
を
特
徴
づ
け
る
こ
の
事
態
を
い
ち
早
く
認
識
し
、
そ
の
よ

う
な
科
学
が
労
働
者
の
も
の
に
な
る
こ
と
を
時
代
の
要
請
と
見
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
14
）

。
す
な
わ
ち
、
労
働
と
科
学
教
育
＝
専
門
教
育
と

の
結
合
の
時
代
を
先
取
り
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

こ
れ
を
傍
証
す
る
一
例
を
挙
げ
よ
う
。
ジ
ョ
ン
・
レ
ー
に
よ
れ
ば
「
グ
ラ
ス
ゴ
ウ
大
学
は
、
わ
れ
わ
れ
が
今
日
公
開
講
座
と
呼
ん
で
い

る
大
学
教
育
の
大
衆
化
に
対
し
て
、
す
で
に
先
鞭
を
つ
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
…
…
ジ
ョ
ン
・
ア
ン
ダ
ス
ン
教
授
は
、
当
時
同
僚
の
完
全

な
同
意
と
支
持
と
を
得
て
、
労
働
服
を
着
た
ま
ま
の
労
働
者
の
ク
ラ
ス
に
対
し
、
学
内
で
自
然
哲
学
に
関
す
る
連
続
夜
間
講
義
を
行
っ
て

い
た
。
こ
の
講
義
は
、
比
較
的
高
級
な
職
人
に
対
す
る
技
術
教
育
を
改
善
し
た
と
い
う
点
で
、
西
部
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
技
術
と
工
業
に

資
す
る
と
こ
ろ
が
大
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
（
15
）

」
と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
ス
ミ
ス
が
教
鞭
を
執
っ
て
い
た
グ
ラ
ス
ゴ
ウ
大
学
で
は
、
将
来
を
見
据
え
産
業
革
命
期
に
必
要
に
な
る
科
学
技
術
教
育
を

夜
間
講
義
で
、
労
働
者
た
ち
に
教
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
環
境
に
お
い
て
、
労
働
者
は
如
何
に
す
れ
ば
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

に
対
応
し
う
る
か
、
ま
た
こ
の
よ
う
な
環
境
の
下
で
、
労
働
者
た
ち
が
全
人
格
的
人
間
形
成
を
志
向
し
つ
つ
知
的
能
力
を
涵
養
し
て
い
く

五
九
一



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
六
七
四
）

方
法
と
は
、
如
何
な
る
も
の
か
を
ス
ミ
ス
は
問
い
、
一
八
世
紀
と
い
う
時
代
的
制
約
の
中
で
、
そ
れ
を
前
向
き
に
検
討
し
て
い
る
と
言
う

べ
き
で
あ
ろ
う
。
ス
ミ
ス
は
言
っ
て
い
る
。「
幾
何
学
と
機
械
学
の
初
歩
を
教
わ
る
よ
う
に
す
れ
ば
、
そ
の
階
級
の
人
た
ち
の
学
問
教
育

は
、
恐
ら
く
可
能
な
か
ぎ
り
完
璧
に
近
い
も
の
に
な
る
だ
ろ
う
。
お
よ
そ
普
通
の
職
業
で
、
幾
何
学
と
機
械
学
の
原
理
を
応
用
す
る
機
会

が
少
し
も
な
い
と
言
う
よ
う
な
も
の
は
、
め
っ
た
に
な
い
か
ら
、
職
に
つ
け
ば
、
庶
民
は
、
最
も
実
用
的
な
学
問
は
む
ろ
ん
の
こ
と
、
最

も
高
尚
な
学
問
に
と
っ
て
も
、
必
ず
く
ぐ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
入
門
で
あ
る
こ
れ
ら
の
原
理
を
、
だ
ん
だ
ん
仕
込
ま
れ
身
に
つ
け
て
ゆ

く
に
相
違
な
か
ろ
う
（
16
）

」
と
。

ス
ミ
ス
に
あ
っ
て
は
、
前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
科
学
と
労
働
者
の
結
合
は
、
時
代
的
要
請
な
の
で
あ
る
。
読
み
書
き
、
計
算
と
い
う
基

本
教
育
に
科
学
教
育
を
つ
け
加
え
、「
恐
ら
く
可
能
な
か
ぎ
り
完
璧
に
近
い
教
育
」
を
全
面
的
に
実
施
す
る
こ
と
、
こ
う
し
て
労
働
者
は
、

こ
れ
か
ら
本
格
的
に
展
開
し
つ
つ
あ
る
産
業
革
命
＝
技
術
革
命
の
何
た
る
か
を
知
る
と
と
も
に
、
今
や
産
業
社
会
と
し
て
展
開
し
よ
う
と

し
て
い
る
現
実
の
文
明
社
会
に
主
体
的
に
か
か
わ
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
そ
の
よ
う
な
教
育
に
よ
っ
て
、
彼
ら
が
日
常
的
に
訓
練
さ
れ
、
知
的
な
個
人
へ
と
改
善
さ
れ
て
い
き
、
前
に
触
れ
た
「
理
性
的
な

筋
の
通
っ
た
会
話
」
も
可
能
に
な
り
、「
寛
大
で
高
尚
な
、
ま
た
は
や
さ
し
い
感
情
」
も
涵
養
さ
れ
、「
自
分
の
国
の
重
大
で
広
範
な
利
害

関
係
」
を
判
断
す
る
理
解
力
も
身
に
つ
き
、「
時
に
は
自
分
の
国
を
防
衛
す
る
」
と
い
う
「
軍
事
的
な
美
徳
」
も
備
わ
り
、
そ
れ
に
よ
っ

て
労
働
者
は
、
一
個
の
完
成
し
た
自
律
性
あ
る
個
人
へ
と
次
第
に
近
づ
い
て
い
く
、
そ
の
よ
う
に
ス
ミ
ス
は
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
彼
は

労
働
者
の
子
供
た
ち
に
基
本
的
分
野
の
修
得
を
勧
め
る
た
め
、
褒
賞
制
度
を
設
け
る
こ
と
さ
え
提
案
し
て
い
る
。

（
1
） 

W
N

, Ⅱ
, p.785.　

邦
訳
、
Ⅲ
、
一
四
八
頁
。

五
九
二



ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
に
お
け
る
民
衆
と
教
育
（
山
口
）

（
六
七
五
）

（
2
） 

L
J

B
, p.540.　

邦
訳
Ｂ
ノ
ー
ト
、
四
〇
四
│
五
頁
。

（
3
） 

W
N
, Ⅱ
, p.785.　

邦
訳
、
Ⅲ
、
一
四
七
頁
。

（
4
） 
慈
善
学
校
は
一
八
世
紀
イ
ギ
リ
ス
国
民
の
大
多
数
を
占
め
る
労
働
者
や
職
人
、
あ
る
い
は
農
民
の
子
供
た
ち
、
い
わ
ば
民
衆
の
子
供
た
ち
の
教

育
に
最
も
大
き
な
貢
献
を
な
し
た
。
こ
の
学
校
は
、
そ
の
名
前
が
示
す
通
り
、
寄
付
金
を
集
め
て
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
、
グ
ラ
マ
ー
・
ス
ク
ー
ル
や

非
国
教
徒
ア
カ
デ
ミ
ー
に
通
う
だ
け
の
資
力
の
な
い
家
の
子
供
た
ち
に
教
育
を
授
け
る
機
関
だ
っ
た
。
教
育
内
容
は
、
キ
リ
ス
ト
教
教
育
を
熱
心
に

行
な
い
、
子
供
が
勤
勉
な
労
働
者
と
し
て
育
つ
こ
と
を
何
よ
り
も
目
ざ
し
た
も
の
だ
っ
た
。（
小
林
章
夫
『
チ
ャ
ッ
プ
・
ブ
ッ
ク
：
近
代
イ
ギ
リ
ス

の
大
衆
文
化
』、
駸
々
堂
、
一
九
九
三
年
、
三
四
三
│
六
頁
、
上
田
辰
之
助
『
蜂
の
寓
話
：
自
由
主
義
経
済
の
根
底
に
あ
る
も
の
』、
み
す
ず
書
房
、

一
九
八
七
年
、
一
五
五
│
六
〇
頁
を
参
照
。）

（
5
） 

W
N
, Ⅱ
, p.785.　

邦
訳
、
一
四
九
頁
。

（
6
） 

ス
ミ
ス
が
言
う
よ
う
な
科
学
的
要
素
を
含
む
職
業
教
育
が
、
義
務
教
育
（
教
育
の
国
家
的
体
制
）
と
し
て
実
施
さ
れ
る
の
は
、
一
八
七
〇
年
代

に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。（
ラ
ヴ
ェ
ッ
ト
他
『
イ
ギ
リ
ス
民
衆
教
育
論
』（
浜
林
正
夫
・
安
川
悦
子
共
訳
）、「
解
説
」、
明
治
図
書
出
版
、

一
九
八
三
年
、
二
六
三
頁
。）

（
7
） E

dgar S
.F
urniss, T

h
e P

osition
 of th

e L
aborer in

 a S
ystem

 of N
ation

alism
, A

 S
tu

d
y in

 th
e L

abor T
h

eories of th
e L

ater 

E
n

glish
 M

ercan
tilists, rep. 1965, p.118.

（
8
） 

ト
ー
ニ
ー
『
宗
教
と
資
本
主
義
の
興
隆
』（
出
口
勇
蔵
・
越
智
武
臣
訳
）、
下
巻
、
岩
波
文
庫
、
一
九
五
九
年
、
二
〇
一
頁
。

（
9
） 

ポ
ー
ル
・
マ
ン
ト
ウ
『
産
業
革
命
』（
徳
増
栄
太
郎
・
井
上
幸
治
・
遠
藤
輝
明
訳
）、
東
洋
経
済
、
昭
和
五
〇
年
、
六
九
頁
。

（
10
） T

hom
as A

. H
orne, T

h
e S

ocial T
h

ou
gh

t of B
ern

ard
 M

an
d

eville

│V
irtu

e an
d

 C
om

m
erce in

 E
arly E

igh
teen

th
 C

en
tu

ry 

E
n

glan
d

│, 1978, p.69.　

ト
ー
マ
ス
・
Ａ
・
ホ
ー
ン
『
バ
ー
ナ
ー
ド
・
マ
ン
デ
ヴ
ィ
ル
の
社
会
思
想
│
一
八
世
紀
初
期
の
英
国
に
お
け
る
徳
と

商
業
│
』（
山
口
正
春
訳
）、
八
千
代
出
版
、
一
九
九
〇
年
、
九
六
頁
。

（
11
） 

上
田
辰
之
助
、
前
掲
書
、
一
四
七
│
五
二
頁
を
参
照
。

（
12
） 

高
賃
金
に
賛
成
す
る
意
見
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ニ
ュ
ー
ア
ン
ス
を
異
に
す
る
け
れ
ど
も
、
ス
ミ
ス
以
前
で
は
、
デ
フ
ォ
ー
、
ヒ
ュ
ー
ム
、
ヴ
ァ
ン

五
九
三
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（
六
七
六
）

ダ
ー
リ
ン
ト
、
タ
ッ
カ
ー
に
辿
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
13
） 

ス
ミ
ス
の
時
代
、
イ
ギ
リ
ス
の
機
械
技
術
と
分
業
は
如
何
な
る
発
達
状
態
に
あ
っ
た
か
を
知
る
に
は
、
以
下
の
論
文
を
参
照
さ
れ
た
い
。
天
川

潤
次
郎
「
産
業
革
命
前
夜
の
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
機
械
技
術
と
分
業
の
状
態
」『
経
済
学
論
究
』、
第
一
五
巻
第
四
号
、
関
西
学
院
大
学
経
済
学
研
究

会
。

（
14
） 

内
田
義
彦
『
経
済
学
史
講
義
』、
未
来
社
、
一
九
九
五
年
、
一
〇
九
│
二
〇
頁
参
照
。

（
15
） John R

ae, L
ife of A

d
am

 S
m

ith, w
ith an Introduction “G

uide to John R
ae’s L

ife of A
d

am
 S

m
ith

” by Jocob V
iner, 1977, 

pp.72-3.　

Ｊ
・
レ
ー
『
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
伝
』（
大
内
兵
衛
・
大
内
節
子
訳
）、
岩
波
書
店
、
昭
和
四
七
年
、
八
九
頁
。

（
16
） 

W
N
, Ⅱ
, pp.785-6.　

邦
訳
、
Ⅲ
、
一
四
九
頁
。

五　

労
働
者
に
対
す
る
知
性
教
育

今
ま
で
論
じ
て
き
た
よ
う
に
、
生
涯
の
ご
く
早
い
時
期
に
修
得
で
き
る
教
育
の
最
も
基
本
的
な
部
分
、
つ
ま
り
読
み
書
き
、
計
算
と
い

う
能
力
を
身
に
つ
け
た
労
働
者
の
育
成
、
こ
れ
に
加
え
技
術
革
命
を
背
景
に
し
て
台
頭
し
つ
つ
あ
っ
た
産
業
社
会
の
要
請
に
答
え
う
る
よ

う
な
、
一
定
の
知
的
能
力
と
技
術
的
手
腕
を
有
す
る
労
働
力
と
し
て
の
労
働
者
の
育
成
、
こ
れ
が
ス
ミ
ス
の
主
張
す
る
民
衆
に
対
す
る
教

育
の
内
容
で
あ
っ
た
。

だ
が
も
う
一
つ
に
は
、
こ
う
し
た
民
衆
教
育
に
込
め
ら
れ
た
ス
ミ
ス
の
意
図
と
は
、
労
働
者
が
教
育
に
よ
っ
て
知
的
か
つ
情
操
的
に
成

長
を
遂
げ
て
い
き
、
彼
ら
を
取
り
巻
く
日
常
の
社
会
生
活
に
お
け
る
幾
多
の
諸
問
題
や
さ
ま
ざ
ま
な
事
態
に
十
分
に
対
応
し
う
る
全
人
格

的
人
間
の
形
成
、
ま
た
社
会
状
況
の
客
観
的
把
握
を
可
能
に
す
る
だ
け
の
理
解
力
を
涵
養
す
る
こ
と
、
こ
れ
を
可
能
な
ら
し
め
る
と
こ
ろ

五
九
四



ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
に
お
け
る
民
衆
と
教
育
（
山
口
）

（
六
七
七
）

に
あ
る
（
1
）

。
そ
し
て
ス
ミ
ス
が
、
当
時
の
労
働
者
の
社
会
生
活
の
有
様
を
あ
り
得
べ
き
社
会
秩
序
形
成
と
の
関
連
で
問
題
と
し
、
そ
こ
で
教

育
の
果
た
す
役
割
を
述
べ
て
い
る
箇
所
を
見
る
と
き
、
ス
ミ
ス
の
民
衆
教
育
論
の
も
つ
さ
ら
な
る
大
き
な
意
義
が
明
確
に
な
る
。
ス
ミ
ス

は
次
の
よ
う
に
言
う
。

「
労
働
者
が
教
育
を
受
け
れ
ば
受
け
る
ほ
ど
、
無
知
な
国
民
の
間
で
、
最
も
怖
る
べ
き
無
秩
序
を
し
ば
し
ば
ひ
き
起
こ
す
狂
信
や
迷
信

の
惑
わ
し
に
引
っ
か
か
る
こ
と
が
、
そ
れ
だ
け
少
な
く
な
る
。
そ
の
上
、
教
育
の
あ
る
知
的
な
国
民
は
、
無
知
で
愚
昧
な
国
民
よ
り
も
、

常
に
慎
み
深
く
秩
序
を
重
ん
じ
る
。
彼
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
個
人
と
し
て
、
自
分
は
無
知
な
人
た
ち
よ
り
も
ま
と
も
だ
し
、
法
律
が
認
め
る

目
上
の
人
々
も
、
自
分
の
方
を
よ
り
尊
敬
し
て
く
れ
て
よ
い
は
ず
だ
、
と
感
じ
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
彼
ら
は
、
無
知
な
人
た
ち
と
違
っ

て
、
こ
れ
ら
目
上
の
人
々
を
一
層
尊
敬
す
る
気
に
も
な
る
。
彼
ら
の
方
が
、
派
閥
や
反
徒
た
ち
の
利
己
的
な
利
害
を
か
ら
め
た
不
平
は
、

と
っ
く
り
調
べ
て
や
ろ
う
、
と
い
う
気
に
も
な
り
や
す
い
し
、
そ
れ
を
見
抜
く
眼
も
鋭
い
。
ま
た
、
こ
の
故
に
、
政
府
の
施
策
に
対
し
て

無
茶
な
、
あ
る
い
は
不
必
要
な
反
対
を
す
る
よ
う
に
引
き
回
さ
れ
が
ち
な
傾
向
も
少
な
い
（
2
）

。」

こ
の
文
章
か
ら
分
か
る
こ
と
は
、
ス
ミ
ス
は
教
育
に
よ
っ
て
、
と
も
す
れ
ば
社
会
不
安
の
原
因
と
も
な
る
、
宗
教
に
起
因
す
る
「
狂

信
」
や
「
迷
信
」
が
払
拭
で
き
る
と
考
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
ス
ミ
ス
が
「
教
育
の
あ
る
知
的
な
国
民
は
、
無
知
で
愚
昧
な
国

民
よ
り
も
常
に
慎
み
深
く
秩
序
を
重
ん
じ
る
」
と
か
、「
政
府
の
施
策
に
対
し
て
無
茶
な
、
あ
る
い
は
不
必
要
な
反
対
を
す
る
よ
う
に
引

き
回
さ
れ
が
ち
な
傾
向
も
少
な
い
」
と
か
述
べ
る
時
、
こ
こ
に
は
彼
の
現
存
の
体
制
擁
護
の
政
治
的
保
守
性
が
見
て
取
れ
る
。
水
田
洋
が

主
張
す
る
よ
う
に
、
ス
ミ
ス
が
労
働
者
に
知
的
教
育
を
与
え
る
こ
と
を
主
張
す
る
場
合
に
も
、
彼
ら
を
秩
序
に
服
従
さ
せ
る
こ
と
が
目
的

な
の
で
あ
る
（
3
）

。
だ
か
ら
一
般
の
民
衆
に
対
し
て
は
、
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ス
ト
と
し
て
の
一
定
の
同
情
を
示
し
つ
つ
も
、
こ
の
社
会
機
構
自
体
を

批
判
し
た
り
変
革
し
た
り
し
よ
う
と
は
、
夢
に
も
思
わ
な
か
っ
た
（
4
）

。

五
九
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更
に
『
道
徳
感
情
論
』
の
中
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
民
衆
が
富
者
や
権
力
者
に
つ
い
て
い
き
共
感
し
や
す
い
と
い
う
人
間
感
情

の
自
然
的
傾
向
、
こ
れ
こ
そ
自
然
的
社
会
秩
序
形
成
の
一
つ
の
要
件
で
あ
っ
た
（
5
）

。
こ
の
よ
う
な
ス
ミ
ス
の
立
場
を
視
野
に
入
れ
る
と
、

「
彼
ら
は
無
知
な
人
た
ち
と
違
っ
て
、
こ
れ
ら
目
上
の
人
々
を
一
層
尊
敬
す
る
気
に
も
な
る
」
と
い
う
表
現
も
無
理
な
く
理
解
で
き
る
だ

ろ
う
。
む
し
ろ
、
こ
こ
で
注
目
か
つ
重
要
な
こ
と
は
、
ス
ミ
ス
が
政
治
的
混
乱
の
原
因
は
、
野
望
家
た
ち
の
間
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
「
地

位
の
攻
防
戦
」
に
あ
り
、
こ
れ
ら
の
争
い
に
一
般
民
衆
や
労
働
者
が
巻
き
込
ま
れ
、
利
用
さ
れ
る
の
を
憂
慮
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ス

ミ
ス
自
身
は
政
治
的
混
乱
の
大
き
な
原
因
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
人
々
が
公
共
の
事
柄
に
関
与
し
た
が
る
の
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
重
要
な
地
位
が
獲
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
す
べ
て
の
自
由
な
政
治

機
構
の
安
定
と
存
続
と
は
、
そ
の
国
の
指
導
的
人
物
、
す
な
わ
ち
生
え
ぬ
き
の
貴
族
層
と
も
言
う
べ
き
、
そ
の
国
の
指
導
的
人
物
の
大
部

分
が
、
自
分
た
ち
の
地
位
を
保
持
ま
た
は
擁
護
す
る
そ
の
実
力
の
如
何
に
依
存
し
て
い
る
。
国
内
に
お
け
る
徒
党
や
野
望
家
た
ち
の
演
ず

る
舞
台
劇
は
、
す
べ
て
皆
、
こ
れ
ら
の
指
導
的
勢
力
家
相
互
の
間
で
行
わ
れ
る
地
位
の
攻
防
戦
に
ほ
か
な
ら
な
い
（
6
）

。」

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
ス
ミ
ス
は
、
労
働
者
や
一
般
庶
民
が
野
望
家
た
ち
に
盲
目
的
に
扇
動
さ
れ
て
い
く
と
い
っ
た
事
態
を
憂
慮
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
国
民
大
衆
の
知
的
教
育
は
、
そ
の
よ
う
な
政
治
的
喧
噪
の
中
に
あ
っ
て
、
冷
静
か
つ
客
観
的
に
状
況
の
本

質
を
見
抜
く
能
力
を
彼
ら
に
付
与
す
る
。
そ
う
し
て
、
し
か
も
当
時
の
経
済
社
会
に
あ
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
政
治
的
抗
争
と
は
、
更
に
具

体
的
に
は
、
重
商
主
義
的
商
人
や
製
造
業
者
の
利
害
を
代
表
す
る
政
治
家
た
ち
の
間
に
繰
り
広
げ
ら
れ
た
抗
争
で
あ
っ
た
こ
と
を
想
起
す

れ
ば
、
民
衆
が
冷
静
に
政
治
的
判
断
を
下
し
う
る
こ
と
、
こ
れ
は
、
重
商
主
義
的
特
権
商
人
と
製
造
業
者
の
利
害
を
代
表
す
る
「
政
治
家

た
ち
」
＝
「
派
閥
や
反
徒
た
ち
」
の
利
己
的
利
害
を
か
ら
め
た
不
平
を
、
と
っ
く
り
調
べ
る
こ
と
の
で
き
る
知
的
能
力
を
有
す
る
こ
と
を

意
味
す
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
見
る
時
、
ス
ミ
ス
の
民
衆
教
育
論
の
背
後
に
は
、『
国
富
論
』
を
一
貫
し
て
流
れ
る
重
商
主
義
批
判

五
九
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と
い
う
視
点
が
、
色
濃
く
反
映
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
で
あ
ろ
う
。

し
か
も
、
特
権
商
人
や
製
造
業
者
は
、
政
治
と
結
託
し
、
私
益
の
た
め
に
保
護
と
独
占
を
獲
得
す
べ
く
画
策
す
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は

彼
ら
の
利
益
に
な
っ
て
も
、
民
衆
＝
消
費
者
の
利
益
と
は
な
ら
な
い
。
ス
ミ
ス
は
次
の
よ
う
に
言
う
の
だ
。「
重
商
主
義
の
政
策
に
お
い

て
は
、
消
費
者
の
利
益
は
、
終
始
一
貫
、
生
産
者
の
利
益
の
犠
牲
に
供
さ
れ
て
お
り
、
消
費
で
は
な
く
生
産
こ
そ
、
一
切
の
工
業
や
商
業

の
究
極
の
目
標
で
あ
り
、
か
つ
目
的
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
…
…
国
内
消
費
者
の
利
益
は
、
明
ら
か
に
わ
が
生

産
者
の
利
益
の
た
め
に
犠
牲
に
供
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
独
占
に
よ
っ
て
、
常
に
引
き
起
こ
さ
れ
る
価
格
の
騰
貴
を
押
し
つ
け
ら
れ
て
い
る

の
は
、
国
内
消
費
者
な
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
ひ
と
え
に
生
産
者
の
利
益
の
た
め
な
の
で
あ
る
（
7
）

。」

加
え
て
ス
ミ
ス
は
、
次
の
よ
う
な
痛
烈
な
批
判
を
浴
び
せ
る
。
重
商
主
義
的
特
権
商
人
や
製
造
業
者
は
、
卑
劣
な
貪
欲
心
の
持
主
で
あ

り
、「
自
分
た
ち
の
資
本
の
高
い
利
潤
に
つ
い
て
は
、
口
を
閉
ざ
し
て
語
ろ
う
と
は
し
な
い
。
彼
ら
は
、
他
人
の
法
外
な
利
得
に
つ
い
て

は
苦
情
を
言
う
が
、
自
分
の
法
外
な
儲
け
に
つ
い
て
は
何
も
語
ろ
う
と
し
な
い
（
8
）

。」
彼
ら
は
農
村
の
地
主
、
農
業
者
を
わ
め
き
声
と
詭
弁

で
欺
き
、「
社
会
の
一
部
、
し
か
も
、
そ
の
従
属
的
な
一
部
の
私
的
利
益
が
社
会
全
体
の
一
般
的
利
益
で
あ
る
（
9
）

」
と
思
い
込
ま
せ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、「
彼
ら
の
利
害
は
国
民
大
衆
の
利
害
と
正
面
か
ら
対
立
し
て
い
る
（
10
）

。」
そ
れ
故
、「
商
業
上
の
何
か
新
し
い
法
律
か
規
制

に
つ
い
て
、
こ
の
階
級
か
ら
出
て
く
る
提
案
は
、
常
に
大
い
に
警
戒
し
て
聞
く
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
提
案
を
採
用
す
る
に
当
っ
て

は
、
最
も
周
到
な
注
意
ば
か
り
か
、
最
も
疑
い
深
い
注
意
を
払
っ
て
、
長
く
念
入
り
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
う
し
た
提
案
は
、

そ
の
利
害
が
公
共
社
会
の
利
害
と
決
し
て
正
確
に
は
一
致
し
な
い
人
々
、
し
か
も
一
般
に
公
共
社
会
を
欺
き
、
抑
圧
さ
え
す
る
こ
と
を
利

益
と
し
て
い
る
人
々
、
…
…
そ
の
よ
う
な
階
級
か
ら
出
て
く
る
も
の
な
の
で
あ
る
（
11
）

。」

公
共
社
会
の
公
共
性
は
、
公
共
の
名
で
提
案
さ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
政
策
を
人
々
が
常
に
疑
い
深
く
検
討
し
、
そ
こ
に
潜
む
階
級
的
利
害

五
九
七
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を
暴
き
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
保
た
れ
る
の
で
あ
る
。
上
流
階
級
と
国
家
の
行
動
に
対
す
る
民
衆
の
監
視
！
。
こ
の
点
は
、
今

日
か
ら
見
て
も
非
常
に
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
で
あ
ろ
う
（
12
）

。

と
こ
ろ
で
、
特
権
商
人
や
製
造
業
者
な
ど
の
上
流
階
級
が
、
こ
う
し
た
社
会
的
不
正
義
や
巧
妙
な
手
口
で
隠
し
て
、
自
己
の
利
益
の
み

を
追
求
す
る
重
商
主
義
体
制
の
本
質
の
何
た
る
か
を
理
解
す
る
能
力
を
労
働
者
や
国
民
大
衆
は
身
に
つ
け
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
ス
ミ
ス

は
、
彼
ら
が
社
会
に
お
け
る
も
ろ
も
ろ
の
利
害
関
係
を
把
握
す
る
知
的
能
力
と
判
断
力
を
欠
き
、
自
己
の
利
害
を
明
確
に
摑
む
こ
と
が
で

き
な
い
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
労
働
者
の
利
害
は
、
社
会
の
そ
れ
と
緊
密
に
結
び
つ
い
て
い
る
に
し
て
も
、
労
働
者
は

そ
の
利
害
が
何
で
あ
る
か
を
知
る
こ
と
も
で
き
な
い
し
、
ま
た
、
そ
れ
が
自
分
自
身
の
利
害
と
ど
う
結
び
つ
い
て
い
る
か
を
理
解
す
る
こ

と
も
で
き
な
い
。
労
働
者
の
生
活
状
態
は
、
必
要
な
情
報
を
得
る
た
め
の
時
間
を
彼
に
与
え
な
い
し
、
ま
た
彼
の
教
育
と
習
慣
は
、
た
と

え
彼
が
十
分
な
情
報
を
得
た
と
し
て
も
そ
れ
を
判
断
す
る
力
の
な
い
者
に
し
て
し
ま
う
の
が
普
通
な
の
で
あ
る
（
13
）

。」

し
た
が
っ
て
労
働
者
や
国
民
大
衆
は
、
社
会
に
お
け
る
も
ろ
も
ろ
の
利
害
を
判
断
し
う
る
だ
け
の
知
的
能
力
と
判
断
力
を
身
に
つ
け
て
、

自
己
の
利
益
を
は
っ
き
り
と
摑
む
こ
と
が
必
要
だ
、
と
ス
ミ
ス
は
考
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
ス
ミ
ス
の
主
張
す
る

民
衆
に
対
す
る
教
育
は
、
大
き
な
意
義
を
も
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。

（
1
） 

釜
賀
雅
史
、
前
掲
論
文
、
一
三
二
頁
。

（
2
） 

W
N
, Ⅱ
, p.788.　

邦
訳
、
Ⅲ
、
一
五
三
│
四
頁
。

（
3
） 

水
田
洋
『
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
研
究
』、
未
来
社
、
一
九
七
五
年
、
一
九
一
頁
。

（
4
） 

同
書
、
一
八
八
頁
。

（
5
） 

天
羽
康
夫
「
市
民
社
会
と
人
間
」『
高
知
論
叢
（
社
会
科
学
）』、
第
九
号
、
高
知
大
学
経
済
学
会
を
参
照
。
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W
N
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, p.622.　

邦
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、
Ⅱ
、
三
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五
頁
。

（
7
） 

W
N
, Ⅱ
, p.660.　

邦
訳
、
Ⅱ
、
四
六
四
│
六
頁
。

（
8
） 

W
N
, Ⅱ
, p.599.　

邦
訳
、
Ⅱ
、
三
六
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頁
。

（
9
） 

W
N
, Ⅰ
, p.144.　

邦
訳
、
Ⅰ
、
二
一
三
頁
。

（
10
） 

W
N
, Ⅰ
, p.494.　

邦
訳
、
Ⅱ
、
一
八
五
頁
。

（
11
） 

W
N
, Ⅰ
, p.267.　

邦
訳
、
Ⅰ
、
四
〇
六
頁
。

（
12
） 

鈴
木
亮
「
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
時
代
と
学
問
」（『
経
済
』、
一
四
六
号
、
新
日
本
出
版
社
、
所
収
）、
二
二
五
頁
。

（
13
） 

W
N
, Ⅰ
, p.266.　

邦
訳
、
Ⅰ
、
四
〇
四
頁
。

六　

結
び
に
か
え
て

今
ま
で
論
じ
て
き
た
よ
う
に
、
ス
ミ
ス
に
あ
っ
て
は
文
明
社
会
＝
商
業
社
会
に
お
け
る
商
工
業
の
発
展
に
よ
っ
て
本
格
化
し
た
分
業
は
、

そ
の
マ
イ
ナ
ス
の
側
面
か
ら
見
れ
ば
、
労
働
を
単
純
化
す
る
こ
と
で
民
衆
や
労
働
者
を
愚
鈍
に
す
る
と
言
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
具
体
的
に

言
え
ば
、
前
に
も
述
べ
た
が
精
神
の
麻
痺
、
理
性
的
会
話
の
欠
如
、「
寛
大
か
つ
高
尚
で
、
や
さ
し
い
感
情
」
の
欠
落
、
理
解
力
の
未
発

達
な
ど
を
ひ
き
起
こ
す
分
業
の
弊
害
は
、
民
衆
や
労
働
者
の
み
な
ら
ず
公
共
社
会
に
対
し
て
も
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
。
こ
れ
ら
の
欠
陥

を
匡
正
す
る
た
め
に
、
ス
ミ
ス
は
民
衆
に
対
す
る
教
育
を
提
唱
し
た
の
で
あ
る
。
彼
の
主
張
す
る
民
衆
教
育
と
は
、
読
み
書
き
、
計
算
と

い
っ
た
基
本
教
育
の
み
な
ら
ず
、
こ
れ
か
ら
本
格
的
に
展
開
し
つ
つ
あ
る
産
業
革
命
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
産
業
社
会
で
必
要
不
可
欠

な
実
学
を
取
り
入
れ
た
職
業
教
育
を
も
含
む
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
（
1
）

。

五
九
九
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（
六
八
二
）

そ
し
て
ま
た
、
当
時
の
社
会
的
不
正
義
に
満
ち
た
重
商
主
義
体
制
の
何
た
る
か
を
見
抜
く
知
的
能
力
を
涵
養
し
、
国
民
大
衆
や
労
働
者

が
社
会
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
態
を
客
観
的
に
把
握
す
る
知
性
教
育
も
ス
ミ
ス
の
重
視
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
教
育
を
習

得
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
民
衆
が
一
人
の
知
的
か
つ
自
律
し
た
市
民
的
個
人
と
し
て
成
長
し
て
い
き
、
社
会
に
主
体
的
に
か
か
わ
っ
て
い

く
の
を
可
能
と
す
る
こ
と
、
こ
れ
が
ス
ミ
ス
の
意
図
し
た
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

換
言
す
れ
ば
、
国
民
の
大
多
数
で
あ
る
労
働
者
に
対
す
る
教
育
の
実
施
は
、
人
間
の
資
質
全
般
の
改
善
に
刺
激
を
与
え
、
寄
与
す
る
と

い
う
、
教
育
と
人
間
発
達
と
の
関
連
の
特
徴
に
着
目
し
た
の
が
ス
ミ
ス
の
卓
見
で
あ
っ
た
（
2
）

。
ス
ミ
ス
は
ほ
ん
の
少
し
の
教
育
で
あ
れ
、
そ

れ
が
実
践
さ
れ
る
と
ど
の
よ
う
な
人
間
に
も
、
す
な
わ
ち
あ
ら
ゆ
る
人
間
に
生
じ
る
、
社
会
の
維
持
に
も
た
ら
す
大
き
な
効
果
を
指
摘
す

る
。
ス
ミ
ス
は
言
う
。「
人
類
の
う
ち
の
多
数
は
粗
い
粘
土
の
よ
う
な
状
態
に
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
完
全
さ
に
は
、
仕
上
げ
ら
れ
な
い
。

け
れ
ど
も
ど
ん
な
人
で
も
、
殆
ど
あ
ら
ゆ
る
場
合
に
一
応
の
礼
儀
正
し
さ
を
も
っ
て
行
為
し
、
彼
の
生
涯
の
全
体
に
わ
た
っ
て
何
か
取
り

立
て
て
言
う
ほ
ど
の
非
難
を
避
け
る
よ
う
に
、
訓
練
、
教
育
、
実
例
に
よ
っ
て
道
徳
性
の
一
般
的
諸
規
則
へ
の
顧
慮
を
心
に
刻
印
さ
れ
得

な
い
と
言
う
こ
と
は
め
っ
た
に
な
い
の
で
あ
る
（
3
）

」
と
。

こ
う
し
た
点
を
視
野
に
入
れ
考
え
て
見
る
と
、
ス
ミ
ス
が
前
述
し
た
高
賃
金
の
経
済
論
を
強
く
主
張
し
た
意
図
も
う
な
ず
け
る
だ
ろ
う
。

敷
衍
す
れ
ば
、
こ
う
で
あ
る
。
高
賃
金
に
よ
っ
て
生
活
に
ゆ
と
り

0

0

0

が
で
き
た
労
働
者
は
、
自
分
も
子
供
も
ヨ
リ
費
用
の
か
か
る
ヨ
リ
高
度

な
教
育
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
と
と
も
に
、
労
働
か
ら
解
放
さ
れ
た
時
間
を
活
用
し
て
学
問
に
勤
し
む
こ
と
も
可
能
に
な
る
。
こ

う
し
て
社
会
の
出
来
事
に
も
目
を
向
け
る
よ
う
に
な
り
、
自
分
の
置
か
れ
た
不
利
な
社
会
的
立
場
や
、
そ
れ
を
枠
組
と
し
て
維
持
し
よ
う

と
す
る
不
合
理
な
制
度
の
存
在
を
認
識
し
、
そ
れ
ら
を
改
善
し
よ
う
と
す
る
努
力
も
生
ま
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
労
働
者
の

知
的
能
力
の
発
達
の
た
め
に
も
、
ま
た
社
会
の
不
合
理
な
制
度
を
理
解
し
認
識
す
る
た
め
に
も
、
労
働
者
に
と
っ
て
は
生
活
の
ゆ
と
り

0

0

0

が

六
〇
〇



ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
に
お
け
る
民
衆
と
教
育
（
山
口
）

（
六
八
三
）

必
要
で
あ
り
、
そ
れ
を
保
証
す
る
の
は
ス
ミ
ス
に
と
っ
て
は
言
う
ま
で
も
な
く
高
賃
金
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
（
4
）

。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
上
述
し
た
よ
う
に
ス
ミ
ス
の
民
衆
教
育
論
の
根
底
に
は
、
愚
昧
と
抑
圧
か
ら
の
民
衆
の
解
放
と
民
衆
の
自

律
的
人
間
へ
の
成
長
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
か
ろ
う
。

（
1
） 

関
劭
「
ス
ミ
ス
の
分
業
論
に
関
す
る
一
考
察
」『
経
済
学
論
集
』、
第
一
巻
第
二
号
、
神
戸
学
院
大
学
経
済
学
会
を
参
照
。

（
2
） 

中
谷
武
雄
『
ス
ミ
ス
経
済
学
の
国
家
と
財
政
』、
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
、
一
九
九
六
年
、
二
二
〇
頁
。

（
3
） A

dam
 S
m
ith, T

h
e T

h
eory of M

oral S
en

tim
en

ts, edited by D
.D
. R
aphael and A

.L
. M
acfi e, G

lasgow
 edition, O

xford, 1976, 

pp.162-3.　

水
田
洋
訳
『
道
徳
感
情
論
』、
筑
摩
書
房
、
一
九
八
一
年
、
二
〇
九
│
一
〇
頁
。

（
4
） 

中
谷
武
雄
「
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
労
働
論
」（『
経
済
科
学
通
信
』、
第
二
五
号
、
基
礎
経
済
科
学
研
究
所
、
所
収
）、
三
五
頁
。

六
〇
一





沖
縄
県
の
義
務
教
育
教
科
書
採
択
地
区
を
通
し
て
み
た
平
成
の
大
合
併
と
広
域
行
政
（
山
田
）

（
六
八
五
）

沖
縄
県
の
義
務
教
育
教
科
書
採
択
地
区
を
通
し
て
み
た
平
成
の

大
合
併
と
広
域
行
政

│
八
重
山
地
区
の
教
科
書
問
題
を
中
心
と
し
て

│山　
　

田　
　

光　
　

矢

1　

沖
縄
県
の
地
域
区
分
の
変
遷

2　

沖
縄
県
の
地
方
分
権
改
革
と
広
域
行
政

3　

教
育
の
民
主
化
お
よ
び
教
育
委
員
会
設
立
と
教
科
書
無
償
配
布

4　

沖
縄
県
の
教
育
委
員
会
制
度
と
義
務
教
育
教
科
書
採
択
地
区

5　

八
重
山
地
区
教
科
書
問
題
の
経
緯

6　

八
重
山
地
区
教
科
書
問
題
を
通
し
て
み
る
広
域
行
政
と
市
町
（
村
）

論　

説

六
〇
三
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）

（
六
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六
）

1　

沖
縄
県
の
地
域
区
分
の
変
遷

沖
縄
県
は
、
沖
縄
本
島
と
三
つ
の
諸
島
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
三
つ
の
諸
島
と
は
、
慶
良
間
諸
島
や
久
米
島
を
含
む
沖
縄
諸
島
、

宮
古
諸
島
と
八
重
山
諸
島
と
尖
閣
諸
島
か
ら
な
る
先
島
諸
島
、
そ
し
て
大
東
諸
島
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
沖
縄
県
は
島
だ
け
で
形
成
さ
れ
て

い
る
県
と
い
え
る

（
1
）

。
沖
縄
県
の
面
積
は
二
二
七
六
・
六
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、
国
土
面
積
の
約
〇
・
六
％
で
し
か
な
く
、
全
国
第
四
四

位
、
す
な
わ
ち
香
川
県
、
大
阪
府
、
東
京
都
に
次
ぐ
、
下
か
ら
四
番
目
の
小
さ
な
県
で
あ
る
。
た
だ
し
地
形
か
ら
み
た
場
合
の
沖
縄
県
は
、

「
琉
球
列
島
は
日
本
の
九
州
の
南
か
ら
台
湾
手
前
の
与
那
国
島
ま
で
お
よ
そ
一
二
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
及
び
弓
の
よ
う
な
形
で
点
在
す

る
島
々
で
す
。
琉
球
列
島
と
大
東
諸
島
及
び
尖
閣
諸
島
を
総
称
し
て
南
西
諸
島
と
い
い
ま
す
。
沖
縄
県
は
こ
の
琉
球
列
島
の
ほ
ぼ
南
半
分

と
大
東
諸
島
・
尖
閣
諸
島
か
ら
な
り
、
島
々
だ
け
で
構
成
さ
れ
る
県

（
2
）

」
で
あ
る
と
の
説
明
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、「
県
域
は
、
北
緯

二
四
度
か
ら
二
八
度
、
東
経
一
二
二
度
か
ら
一
三
二
度
に
ま
た
が
り
、
南
北
約
四
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
東
西
約
一
〇
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
と
い
う
広
い
範
囲
に
及
ぶ

（
3
）

」
と
い
う
特
徴
が
あ
る
県
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
沖
縄
県
で
は
【
沖
縄
県
の
面
積
】
の
な
か
で
、「
沖
縄
県
の

地
図
を
、
那
覇
（
名
は
）
市
と
大
阪
市
が
重
な
る
よ
う
に
お
い
て
み
る
と
、
沖
縄
が
ど
ん
な
に
広
い
海
の
中
に
う
か
ぶ
島
々
か
と
い
う
こ

と
が
わ
か
る
で
し
ょ
う
。
東
西
約
一
〇
〇
〇
キ
ロ
、
東
西
約
四
〇
〇
キ
ロ
に
も
な
る
沖
縄
の
面
積
は
、
本
州
、
四
国
、
九
州
を
合
わ
せ
た

広
さ
の
半
分
に
も
な
る
の
で
す

（
4
）

」
と
、
地
図
を
重
ね
合
わ
せ
た
図
を
示
す
こ
と
で
、
領
海
や
排
他
的
経
済
水
域
（
Ｅ
Ｅ
Ｚ
）
を
含
ん
だ
場

合
に
は
か
な
り
広
い
空
間
に
点
在
す
る
、
一
六
〇
の
島
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
る
県
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る

（
5
）

。

日
本
の
国
土
面
積
は
約
三
八
万
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、
国
連
加
盟
国
の
中
で
は
六
二
番
目
と
な
っ
て
い
る
。
現
在
存
在
す
る
国
家
数

六
〇
四



沖
縄
県
の
義
務
教
育
教
科
書
採
択
地
区
を
通
し
て
み
た
平
成
の
大
合
併
と
広
域
行
政
（
山
田
）

（
六
八
七
）

は
一
九
六
ヵ
国
で
あ
る
が
、
国
連
加
盟
国
は
一
九
三
ヵ
国
で
あ
り
、
日
本
が
大
使
館
を
設
置
国
は
一
三
五
で
あ
り
、
第
三
国
に
存
在
す
る

日
本
の
大
使
館
が
兼
轄
し
て
い
る
国
が
六
〇
ヵ
国
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
北
朝
鮮
を
除
く
一
九
五
ヵ
国
を
承
認
し
て
い
る
こ
と
に
な
る

（
6
）

。
最

大
面
積
の
ロ
シ
ア
が
約
一
千
七
百
万
千
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
カ
ナ
ダ
、
ア
メ
リ
カ
、
中
国
が
九
百
万
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
台
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
七
百
万
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
台
、
イ
ン
ド
が
三
百
万
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
台
、
他
五
ヵ
国
が
二
百
万
平
方
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
台
、
十
七
ヵ
国
が
百
万
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
台
で
あ
り
、
百
万
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
国
家
は
二
九
ヵ
国
で
あ
る

（
7
）

。
全
体
の

三
分
の
一
以
内
に
入
る
こ
と
か
ら
、
日
本
は
さ
ほ
ど
面
積
が
狭
い
国
家
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。

日
本
の
領
海
面
積
は
約
四
三
万
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
陸
地
の
一
・
一
六
倍
と
な
っ
て
お
り
、
日
本
の
領
域
は
陸
地
の
二
倍
強

の
面
積
と
な
る
。
日
本
の
国
土
を
取
り
囲
ん
で
い
る
領
海
と
Ｅ
Ｅ
Ｚ
の
面
積
は
約
四
四
七
万
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
そ
こ
ま
で
を

領
域
と
考
え
れ
ば
、
日
本
は
世
界
で
六
番
目
の
領
域
を
持
つ
国
家
と
な
る
。
海
洋
の
管
理
は
国
の
責
任
の
た
め
、
領
海
や
Ｅ
Ｅ
Ｚ
を
含
ん

だ
各
都
道
府
県
の
面
積
は
明
確
に
な
っ
て
は
い
な
い
が
、
同
じ
視
点
か
ら
い
え
ば
日
本
で
最
大
の
領
域
を
有
す
る
都
道
府
県
は
東
京
都
で

あ
り
、
沖
縄
県
は
そ
れ
に
続
く
領
域
を
有
す
る
県
と
な
る
。
こ
こ
か
ら
も
沖
縄
県
の
特
殊
性
を
み
る
こ
と
が
で
き
る

（
8
）

。

沖
縄
の
海
域
は
、「
北
東
か
ら
南
西
へ
弓
状
に
延
び
た
形
を
持
ち
、
長
さ
は
約
一
五
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
最
大
幅
は
約
三
〇
〇
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
面
積
は
約
二
三
万
八
五
四
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

（
9
）

」
で
あ
り
、
本
州
と
大
差
な
い
空
間
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。「
那

覇
市
と
大
阪
市
を
重
ね
た
場
合
、
大
東
諸
島
は
伊
豆
七
島
に
、
久
米
島
は
瀬
戸
内
海
に
、
宮
古
島
は
四
国
西
端
に
、
与
那
国
島
は
九
州
西

端
（
長
崎
市
）
に
重
な
る

（
10
）

」
の
で
あ
り
、
広
い
空
間
に
島
々
が
点
在
す
る
特
殊
な
条
件
を
備
え
た
県
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
沖
縄
県
に
帰

属
す
る
の
は
、
沖
縄
本
島
と
そ
の
周
辺
に
位
置
す
る
慶
良
間
諸
島
や
久
米
島
を
含
む
沖
縄
諸
島
、
宮
古
諸
島
や
八
重
山
諸
島
や
尖
閣
諸
島

か
ら
構
成
さ
れ
る
先
島
諸
島
、
そ
し
て
大
東
諸
島
の
三
諸
島
で
あ
る

（
11
）

。
地
理
的
に
沖
縄
県
は
、
こ
れ
ら
の
三
諸
島
か
ら
構
成
さ
れ
る
区
域

六
〇
五
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（
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八
）

に
大
別
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
地
理
的
区
分
と
は
別
に
、
沖
縄
県
に
は
、
一
八
九
六
（
明
治
二
九
）
年
に
、
那
覇
区
と
首
里
区
の
二
区
と
、
国
頭
郡
（
国
頭
各

間
切
と
伊
江
島
）、
中
頭
郡
（
中
頭
郡
各
間
切
）、
島
尻
郡
（
島
尻
各
間
切
と
久
米
島
・
慶
良
間
諸
島
・
渡
名
喜
島
・
伊
平
屋
諸
島
・
鳥
島
・
大
東
島
で

形
成
）、
宮
古
郡
（
宮
古
諸
島
）、
八
重
山
郡
（
八
重
山
諸
島
）
の
五
郡
が
設
置
さ
れ
た
。
単
純
に
い
え
ば
、
沖
縄
県
の
行
政
区
画
は
、
沖
縄

本
島
を
含
む
沖
縄
諸
島
と
大
東
諸
島
を
合
わ
せ
た
地
域
と
先
島
諸
島
に
二
分
さ
れ
、
前
者
に
は
二
区
と
三
つ
の
郡
が
、
先
島
諸
島
は
宮
古

諸
島
と
八
重
山
諸
島
に
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
郡
が
設
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
一
九
〇
八
（
明
治
四
一
）
年
の
「
沖
縄
県
及
び
島
嶼

町
村
制
」
に
お
い
て
、
島
尻
郡
に
一
町
（
糸
満
町
）
二
二
村
、
中
頭
郡
に
一
一
村
、
国
頭
郡
に
一
〇
村
、
宮
古
郡
に
四
村
、
八
重
山
郡
に

一
村
（
八
重
山
村
）
の
、
合
計
（
二
区
）・
一
町
・
四
八
村
が
設
置
さ
れ
、
伝
統
的
な
地
域
区
分
で
あ
っ
た
間
切
等
は
廃
止
さ
れ
た
。
ま
た
、

一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
に
八
重
山
郡
八
重
山
村
が
、
石
垣
村
、
大
浜
村
、
竹
富
村
、
与
那
国
村
の
四
つ
の
村
に
分
割
さ
れ
た
。

一
九
二
一
（
大
正
一
〇
）
年
に
は
那
覇
区
と
首
里
区
に
市
制
が
ひ
か
れ
て
那
覇
市
と
首
里
市
と
な
り
、
市
町
村
制
が
確
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

沖
縄
県
の
市
町
村
数
が
最
多
と
な
っ
た
の
は
戦
後
の
こ
と
で
あ
る
。
一
九
四
九
（
昭
和
二
四
）
年
の
沖
縄
県
の
市
町
村
は
、
五
市
・
九

町
・
五
二
村
の
合
計
六
六
市
町
村
と
な
っ
た

（
12
）

。
そ
の
後
、
昭
和
の
大
合
併
が
行
わ
れ
た
が
、
沖
縄
県
の
市
町
村
は
五
市
・
九
町
・
四
八
村

の
六
二
市
町
村
で
あ
り
、
四
村
が
減
少
し
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
の
施
政
権
下
に
お
か
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
積
極
的
な
合
併

は
行
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
一
九
七
二
（
昭
和
四
七
）
年
の
本
土
復
帰
に
と
も
な
い
、
市
制
や
町
制
へ
の
移
行
な
ど
に
よ

る
市
町
村
の
編
入
や
新
設
が
行
わ
れ
、
沖
縄
県
の
市
町
村
は
一
〇
市
・
一
六
町
・
二
七
村
の
五
三
市
町
村
と
な
っ
た
。
平
成
の
大
合
併
の

後
は
、
一
一
市
・
一
一
町
・
一
九
村
の
四
一
市
町
村
と
な
っ
た
。

一
九
九
九
（
平
成
一
一
）
年
三
月
三
一
日
に
、
全
国
の
六
七
〇
市
、
一
九
九
四
町
、
五
六
八
村
の
合
計
三
二
三
二
市
町
村
を
対
象
に
実

六
〇
六



沖
縄
県
の
義
務
教
育
教
科
書
採
択
地
区
を
通
し
て
み
た
平
成
の
大
合
併
と
広
域
行
政
（
山
田
）

（
六
八
九
）

施
さ
れ
た
平
成
の
大
合
併
は
、
二
〇
一
四
（
平
成
二
六
）
年
一
〇
月
六
日
に
、
七
九
〇
市
、
七
四
五
町
、
一
八
三
村
の
合
計
一
七
一
八
市

町
村
と
な
り
、
市
町
村
数
を
四
六
・
八
％
（
ほ
ぼ
半
減
）
に
減
少
さ
せ
て
終
了
し
た
。
市
町
村
の
割
合
も
、
全
国
に
は
二
一
％
存
在
し
た
市

が
四
六
％
に
な
り
、
六
二
％
で
あ
っ
た
町
が
四
三
％
、
一
八
％
で
あ
っ
た
村
が
一
一
％
と
な
り
、
市
が
二
倍
以
上
に
な
っ
た
の
に
対
し
て
、

町
村
は
ほ
ぼ
三
分
の
二
程
度
に
減
少
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
沖
縄
県
の
平
成
の
大
合
併
は
、
一
〇
市
（
一
九
％
）、
一
六
町
（
三
〇
％
）、

二
七
村
（
五
一
％
）
の
合
計
五
三
市
町
村
が
、
一
一
市
（
二
七
％
）、
一
一
町
（
二
七
％
）、
一
九
村
（
四
六
％
）
の
合
計
四
一
市
町
村
と
な
っ

て
終
了
し
た
の
で
あ
り
、
減
少
率
は
全
国
平
均
の
半
分
に
満
た
な
い
二
二
・
六
％
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
小
規
模
町
村
が
残
存
し
た
こ
と

は
、
島
嶼
地
域
で
構
成
さ
れ
る
沖
縄
県
の
地
理
的
な
条
件
が
生
み
出
し
た
結
果
と
も
い
え
る
側
面
が
あ
る

（
13
）

。

2　

沖
縄
県
の
地
方
分
権
改
革
と
広
域
行
政

戦
後
日
本
の
地
方
自
治
制
度
の
改
革
は
、
日
本
国
憲
法
第
八
章
に
「
地
方
自
治
」
が
お
か
れ
、
地
方
自
治
法
を
中
心
と
す
る
「
地
方
自

治
関
連
法
規
」
が
制
定
さ
れ
る
こ
と
で
、
憲
法
と
法
令
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
る
も
の
と
な
っ
た
。
し
か
し
地
方
公
共
団
体
の
規
模
の
相
違

と
戦
後
復
興
か
ら
高
度
経
済
成
長
期
に
か
け
て
の
過
密
過
疎
現
象
の
顕
在
化
が
、
そ
の
対
応
策
と
し
て
の
広
域
行
政
制
度
の
拡
充
を
も
た

ら
し
た
。
地
方
自
治
法
に
お
い
て
は
一
部
事
務
組
合
が
そ
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
り
、
同
法
に
は
一
九
九
五
（
平
成
七
）
年
に
広
域
連
合

が
追
加
さ
れ
た
。
ま
た
地
域
間
の
均
衡
あ
る
発
展
を
目
的
と
し
た
六
次
に
わ
た
る
い
わ
ゆ
る
「
全
国
総
合
開
発
計
画
」
に
お
い
て
は
、
広

域
市
町
村
圏
や
地
方
生
活
圏
（
新
全
総
）、
モ
デ
ル
定
住
圏
（
三
全
総
：
北
海
道
と
沖
縄
を
除
く
）、
地
方
拠
点
都
市
地
域
（
四
全
総
：
東
京
都
、

大
阪
府
、
神
奈
川
県
を
除
く
）、
定
住
自
立
圏
（
六
全
総
・
国
土
形
成
計
画
）
な
ど
が
設
定
さ
れ
た
。
そ
れ
と
並
行
し
て
昭
和
の
大
合
併
や
平
成

の
大
合
併
が
実
施
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

六
〇
七



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
六
九
〇
）

戦
後
の
地
方
自
治
制
度
改
革
の
結
果
、
沖
縄
県
に
は
、
現
在
一
一
市
一
一
町
一
九
村
の
四
一
市
町
村
が
存
在
し
て
い
る
。
人
口
で
は
那

覇
市
が
三
一
万
人
強
で
最
大
と
な
っ
て
お
り
、
人
口
一
〇
万
人
台
が
沖
縄
市
、
う
る
ま
市
、
浦
添
市
の
三
市
、
一
万
人
以
上
は
七
市
・
八

町
・
四
村
の
一
九
市
町
村
と
な
っ
て
い
る
。
他
方
人
口
一
千
人
未
満
が
五
村
、
一
千
人
以
上
二
千
人
未
満
が
一
町
五
村
、
二
千
人
以
上
五

千
人
未
満
が
一
町
二
村
、
五
千
人
以
上
一
万
人
未
満
が
一
町
三
村
存
在
し
て
い
る
。
こ
の
全
市
町
村
の
四
四
％
に
あ
た
る
人
口
一
万
人
未

満
の
三
町
一
五
村
の
う
ち
、
五
村
は
国
頭
郡
の
沖
縄
本
島
に
位
置
し
て
い
る
国
頭
村
（
五
二
九
四
人
）、
大
宜
味
村
（
三
三
九
八
人
）、
東
村

（
一
九
四
六
人
）、
今
帰
仁
村
（
九
五
一
八
人
）、
宜
野
座
村
（
五
六
四
七
人
）
で
あ
る
。
残
り
の
三
町
一
〇
村
は
島
嶼
部
に
位
置
し
て
い
る
。

国
頭
郡
に
は
伊
江
村
（
四
八
四
〇
人
）
が
、
島
尻
郡
に
は
久
米
島
町
（
八
五
四
一
人
）
と
渡
嘉
敷
村
（
七
〇
五
人
）、
座
間
味
村
（
八
九
八
人
）、

粟
国
村
（
八
〇
七
人
）、
渡
名
喜
村
（
四
〇
八
人
）、
南
大
東
村
（
一
二
六
三
人
）、
北
大
東
村
（
五
二
四
）、
伊
平
屋
村
（
一
三
一
七
人
）、
伊
是

名
村
（
一
五
九
一
人
）
の
一
町
八
村
が
、
宮
古
郡
に
は
多
良
間
村
（
一
三
〇
三
人
）
が
、
八
重
山
郡
に
は
竹
富
町
（
三
九
二
三
人
）
と
与
那
国

町
（
一
五
八
一
人
）
が
お
か
れ
て
い
る

（
14
）

。
島
嶼
地
域
が
多
い
こ
と
や
自
然
の
中
の
集
落
単
位
に
町
村
が
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
こ
う
し

た
結
果
の
一
因
と
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

現
在
の
沖
縄
県
に
は
二
七
の
一
部
事
務
組
合
と
二
つ
の
広
域
連
合
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
ほ
ぼ
旧
来
の
郡
を
単
位
と
し
て

設
定
さ
れ
た
広
域
市
町
村
圏
の
実
施
主
体
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
も
の
が
、
四
つ
の｢

広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合｣

で
あ
る
。

一
九
八
九
（
平
成
元
年
）
に
設
定
さ
れ
た
も
の
が
、
中
頭
郡
の
領
域
に
位
置
す
る
沖
縄
市
、
う
る
ま
市
、
宜
野
湾
市
、
北
谷
町
、
嘉
手
納

町
、
西
原
町
、
読
谷
村
、
北
中
城
村
、
中
城
村
の
三
市
三
町
三
村
で
構
成
さ
れ
て
い
る
「
中
部
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
」
で
あ
る
。

一
九
九
二
（
平
成
三
）
年
に
設
定
さ
れ
た
も
の
が
、
八
重
山
郡
の
領
域
に
位
置
す
る
石
垣
市
と
竹
富
町
、
与
那
国
町
で
構
成
さ
れ
て
い
る

「
八
重
山
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
」
で
あ
る
。
一
九
九
三
（
平
成
四
）
年
に
設
定
さ
れ
た
も
の
が
、
伊
平
屋
村
と
伊
是
名
村
を
除
く
、
島

六
〇
八



沖
縄
県
の
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務
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育
教
科
書
採
択
地
区
を
通
し
て
み
た
平
成
の
大
合
併
と
広
域
行
政
（
山
田
）

（
六
九
一
）

尻
郡
の
領
域
に
位
置
す
る
那
覇
市
、
浦
添
市
、
糸
満
市
、
豊
見
城
市
、
南
城
市
、
与
那
原
町
、
南
風
原
町
、
渡
嘉
敷
村
、
座
間
味
村
、
粟

国
村
、
渡
名
喜
村
、
南
大
東
村
、
北
大
東
村
、
久
米
島
町
、
八
重
瀬
町
の
合
計
五
市
・
四
町
・
六
村
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
「
南
部
広
域

市
町
村
圏
事
務
組
合
」
と
、
国
頭
郡
の
領
域
に
位
置
す
る
名
護
市
、
国
頭
村
、
大
宜
味
村
、
東
村
、
今
帰
仁
村
、
本
部
町
、
恩
納
村
、
宜

野
座
村
、
金
武
町
、
伊
江
村
の
一
市
・
二
町
・
七
村
と
島
尻
郡
に
位
置
し
て
い
た
伊
平
屋
村
と
伊
是
名
村
の
合
計
一
市
・
二
町
・
九
村
で

構
成
さ
れ
て
い
る｢
北
部
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合｣

で
あ
る

（
15
）

。

一
九
八
九
（
平
成
元
年
）
に
、
旧
宮
古
郡
に
位
置
し
た
平
良
市
、
城
辺
町
、
下
地
町
、
伊
良
部
町
、
多
良
間
村
で
設
定
さ
れ
た
「
宮
古

広
域
圏
事
務
組
合
」
は
、
平
良
市
、
城
辺
町
、
下
地
町
、
伊
良
部
町
の
合
併
に
よ
っ
て
宮
古
島
市
が
誕
生
し
た
二
〇
〇
五
（
平
成
一
七
）

年
九
月
三
〇
日
（
合
併
の
前
日
）
に
廃
止
さ
れ
た
。
ま
た
「
八
重
山
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
」
を
構
成
す
る
一
市
二
町
は
、
二
〇
〇
二

（
平
成
一
四
）
年
六
月
に
「
八
重
山
地
域
合
併
検
討
会
」
を
設
置
し
合
併
に
向
け
て
の
検
討
に
入
っ
た
。
し
か
し
住
民
投
票
の
結
果
与
那
国

町
が
離
脱
し
た
こ
と
か
ら
、
二
〇
〇
五
（
平
成
一
七
）
年
に
「
石
垣
市
・
竹
富
町
合
併
協
議
会
」
を
設
置
し
活
動
を
継
続
し
た
が
、
同
年

三
月
二
五
日
に
竹
富
町
議
会
が
合
併
案
を
否
決
し
た
こ
と
か
ら
活
動
を
停
止
し
た
。
そ
の
結
果
「
八
重
山
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
」
は

存
続
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
宮
古
島
市
と
多
良
間
村
で
構
成
さ
れ
る
旧
宮
古
郡
に
は
現
在
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
は
設
定
さ
れ
て

い
な
い
。
現
在
宮
古
郡
に
は
多
良
間
村
だ
け
が
残
っ
て
い
る
の
で
あ
る

（
16
）

。

3　

教
育
の
民
主
化
お
よ
び
教
育
委
員
会
設
立
と
教
科
書
無
料
配
布

戦
後
日
本
の
民
主
化
の
要
の
一
つ
が
教
育
の
民
主
化
で
あ
り
、
教
育
の
機
会
均
等
を
中
心
に
改
革
が
推
進
さ
れ
た

（
17
）

。
一
九
四
六
年
三
月

に
来
日
し
た
米
国
教
育
使
節
団
は
、
四
月
に
「
教
育
課
程
や
教
授
法
、
人
事
に
対
す
る
文
部
省
権
限
の
廃
止
、
内
務
省
と
文
部
省
の
断
絶
、

六
〇
九



政
経
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究　
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十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
六
九
二
）

視
学
官
制
度
の
廃
止
、
公
立
初
等
・
中
等
学
校
の
教
育
行
政
権
限
の
都
道
府
県
・
市
町
村
へ
の
移
管
、
都
道
府
県
と
市
町
村
に
一
般
民
衆

の
公
選
で
選
ば
れ
た
委
員
か
ら
な
る
、
政
治
的
に
独
立
性
の
保
障
さ
れ
た
教
育
委
員
会
を
も
う
け
る
べ
き
こ
と
」
な
ど
を
中
心
と
し
た

「
報
告
書
」
を
ま
と
め
た

（
18
）

。
報
告
書
に
そ
っ
て
設
置
さ
れ
た
も
の
の
一
つ
が
、
レ
イ
マ
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル﹇
素
人
支
配
（
統
制
）：
レ
イ
マ

ン
（
地
域
住
民
の
代
表
）﹈を
基
本
制
度
と
し
て
い
る
教
育
委
員
会
制
度
で
あ
る

（
19
）

。
教
育
委
員
会
の
レ
イ
マ
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
い
う
形
態

は
ア
メ
リ
カ
独
特
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
起
源
は
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
植
民
地
と
さ
れ
る

（
20
）

。
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
教
育
委
員
会
制
度
の

拡
充
に
寄
与
し
た
も
の
の
一
つ
が
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
憲
法
第
一
〇
修
正
の
「
本
憲
法
に
よ
っ
て
合
衆
国
に
委
任
さ
れ
ず
、
ま
た
各
州
に

対
し
て
禁
止
さ
れ
な
か
っ
た
権
限
は
、
各
州
そ
れ
ぞ
れ
に
ま
た
は
人
民
に
保
留
さ
れ
る
」
と
の
規
定
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
ア
メ
リ
カ
合
衆

国
で
は
、
連
邦
憲
法
が
教
育
に
関
す
る
整
備
の
権
限
を
連
邦
議
会
に
与
え
る
と
は
定
め
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
公
教
育
の
法
的
管
理
は
州

の
主
権
の
一
つ
と
し
て
州
に
お
か
れ
る
こ
と
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
は
、
州
が
教
育
の
管
理
責
任
を
負
う
が
、
具
体

的
な
実
施
・
運
営
は
ほ
と
ん
ど
の
場
合
地
方
で
な
さ
れ
て
い
る
。
ハ
ワ
イ
州
を
除
く
す
べ
て
の
州
で
は
、
州
教
育
機
関
に
加
え
て
地
方
教

育
委
員
会
を
作
り
、
そ
こ
に
学
校
に
つ
い
て
の
一
定
の
行
政
権
限
を
委
ね
て
い
る

（
21
）

。

こ
の
教
育
委
員
会
制
度
は
一
九
四
六
（
昭
和
二
一
）
年
の
ア
メ
リ
カ
教
育
使
節
団
（「
使
節
団
」）
報
告
書
に
基
づ
い
て
我
が
国
に
導
入
さ

れ
た
。
そ
の
提
案
の
趣
旨
は
、
一
、
文
部
省
が
従
来
保
有
し
て
い
た
地
方
教
育
行
政
の
統
制
的
管
理
権
を
大
幅
に
地
方
公
共
団
体
に
移
譲

す
る
こ
と
、
二
、
教
権
の
独
立
を
図
る
た
め
に
独
立
し
た
地
方
教
育
行
政
機
構
を
整
備
す
る
こ
と
、
三
、
公
立
学
校
の
管
理
に
素
人
支
配

の
原
則
を
適
用
す
る
こ
と
、
四
、
地
方
行
政
事
務
は
教
育
の
専
門
家
に
よ
っ
て
執
行
さ
れ
る
こ
と
な
ど
で
あ
っ
た

（
22
）

。
一
九
四
六
（
昭
和

二
一
）
年
に
公
布
さ
れ
た
「
日
本
国
憲
法
」
に
は
第
二
六
条
に
【
教
育
を
受
け
る
権
利
、
教
育
の
義
務
】
が
規
定
さ
れ
、
翌
年
三
月
に

「
教
育
基
本
法
」
と
「
学
校
教
育
法
」
が
公
布
・
施
行
さ
れ
、
九
年
間
す
な
わ
ち
小
中
学
校
教
育
の
義
務
化
と
、
公
立
学
校
に
お
け
る
義

六
一
〇



沖
縄
県
の
義
務
教
育
教
科
書
採
択
地
区
を
通
し
て
み
た
平
成
の
大
合
併
と
広
域
行
政
（
山
田
）

（
六
九
三
）

務
教
育
の
無
償
化
が
規
定
さ
れ
た
。
日
本
国
憲
法
と
同
時
に
施
行
さ
れ
た
地
方
自
治
法
・
第
二
款
・
教
育
委
員
会
に
は
第
一
八
〇
条
の
八

【
教
育
委
員
会
の
事
務
】
が
お
か
れ
、
教
育
委
員
会
は
一
九
四
八
（
昭
和
二
三
）
年
に
制
定
さ
れ
一
九
五
六
（
昭
和
三
一
）
年
に
廃
止
さ
れ

た
教
育
委
員
会
法
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
。
こ
の
結
果
、
公
選
の
教
育
委
員
会
に
よ
る
レ
イ
マ
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
保
障
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。
教
育
委
員
会
は
日
本
国
憲
法
第
九
三
条
第
二
項
の
規
定
に
あ
る
行
政
委
員
会
と
し
て
設
置
さ
れ
た
。

ア
メ
リ
カ
の
教
育
委
員
会
の
設
置
単
位
は
学
校
区
で
あ
り
、
既
存
の
普
通
地
方
公
共
団
体
と
必
ず
し
も
一
致
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

こ
れ
は
教
育
の
特
殊
性
に
鑑
み
、
地
方
の
一
般
行
政
と
教
育
行
政
の
分
離
を
前
提
に
し
た
た
め
で
あ
る
。
日
本
で
は
使
節
団
の
勧
告
を
受

け
て
教
育
委
員
会
を
設
置
す
る
こ
と
と
し
、
政
府
は
一
九
四
八
（
昭
和
二
三
）
年
の
第
二
回
国
会
に
教
育
委
員
会
法
案
を
提
出
し
た
。
法

案
は
教
育
委
員
会
を
「
都
道
府
県
並
び
に
市
（
特
別
区
を
含
む
）、
人
口
一
万
人
以
上
の
町
村
及
び
特
別
教
育
区
に
設
置
」
す
る
こ
と
と
し

た
。
し
か
し
こ
の
規
定
は
「
都
道
府
県
及
び
市
（
特
別
区
を
含
む
）
町
村
に
こ
れ
を
設
置
す
る
。
但
し
、
町
村
は
、
必
要
が
あ
る
場
合
に

は
、
一
部
事
務
組
合
を
設
け
て
、
そ
の
組
合
に
教
育
委
員
会
を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
改
正
さ
れ
た
。
こ
の
結
果
、
原
則
と
し
て

す
べ
て
の
市
町
村
に
教
育
委
員
会
が
お
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
地
方
教
育
委
員
会
の
設
置
基
準
を
人
口
一
万
人
以
上
と
し
た
理
由
は
、

小
学
校
、
中
学
校
及
び
高
等
学
校
を
包
含
す
る
地
域
で
、
そ
の
財
政
負
担
力
に
お
い
て
も
十
分
な
地
方
公
共
団
体
に
限
る
も
の
と
考
え
た

民
間
情
報
教
育
局
の
意
向
を
尊
重
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る

（
23
）

。

一
九
四
八
（
昭
和
二
三
）
年
制
定
の
教
育
委
員
会
法
第
七
三
条
二
項
の
、「
都
道
府
県
及
び
五
大
市
の
教
育
委
員
会
は
、
昭
和
二
三
年

一
一
月
一
日
に
成
立
す
る
も
の
と
す
る｣

と
の
規
定
と
、
第
七
〇
条
の
「
大
阪
市
、
京
都
市
、
名
古
屋
市
、
神
戸
市
及
び
横
浜
市
（
五
大

市
と
い
う
。
以
下
同
じ
。）
並
び
に
既
に
教
育
委
員
会
を
設
置
し
て
い
る
そ
の
他
の
市
以
外
の
市
は
昭
和
二
五
年
一
二
月
一
日
又
は
昭
和

二
七
年
一
一
月
一
日
に
、
町
村
（
既
に
教
育
委
員
会
を
設
置
し
て
い
る
町
村
を
除
く
。）
は
昭
和
二
七
年
一
一
月
一
日
に
、
そ
れ
ぞ
れ
教
育
委

六
一
一



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
六
九
四
）

員
会
を
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
の
規
定
を
受
け
て
、
教
育
委
員
会
は
す
べ
て
の
都
道
府
県
と
市
町
村
及
び
特
別
区
に
設
置
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。
た
だ
し
、
一
九
四
八
（
昭
和
二
三
）
に
教
育
委
員
会
の
設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
の
は
都
道
府
県
と
五
大
都
市
だ
け

で
あ
り
、
他
の
市
区
町
村
は
任
意
設
置
と
さ
れ
た
。
こ
の
時
期
に
教
育
委
員
会
を
設
置
し
た
の
は
四
六
市
だ
け
で
あ
り
、
都
道
府
県
と

五
一
の
市
に
お
い
て
教
育
委
員
の
半
数
の
選
挙
が
実
施
さ
れ
、
教
育
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
。
教
育
委
員
会
選
挙
の
投
票
率
は
全
国
平
均

五
六
・
五
％
、
東
京
都
で
は
二
九
％
で
あ
っ
た
。
同
時
期
の
地
方
議
会
選
挙
の
投
票
率
が
八
〇
％
強
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
教
育
委
員
選

挙
の
投
票
率
の
低
さ
が
問
題
と
さ
れ
た
。

一
九
五
〇
（
昭
和
二
五
）
年
に
第
二
回
の
教
育
委
員
選
挙
が
実
施
さ
れ
た
が
、
一
般
市
町
村
の
教
育
委
員
会
の
設
置
が
一
九
五
二
（
昭
和

二
七
）
年
ま
で
延
期
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
任
意
設
置
し
た
一
五
市
が
増
え
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
こ
の
選
挙
に
お
け
る
投
票
率
は
全
国
平
均

が
五
二
・
八
％
で
あ
り
、
東
京
都
は
二
一
％
、
特
別
区
は
一
七
・
五
％
で
あ
っ
た
。
一
九
五
二
年
一
〇
月
に
は
、
全
市
町
村
に
教
育
委
員
会

が
設
置
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
第
三
回
の
教
育
員
委
員
選
挙
が
全
市
町
村
で
実
施
さ
れ
た
。
投
票
率
は
五
九
・
八
％
で
あ
っ
た

（
24
）

。
選
挙

前
の
八
月
に
政
府
は
「
全
市
町
村
で
の
教
育
委
員
選
挙
を
取
り
や
め
、
教
育
委
員
会
を
広
域
設
置
と
す
る
教
育
委
員
会
法
の
改
正
法
案
」

を
提
出
し
た
が
、
吉
田
首
相
の
「
抜
き
打
ち
解
散
」
で
廃
案
と
な
り
、
教
育
委
員
選
挙
が
実
施
さ
れ
た

（
25
）

。
そ
の
後
、
一
九
五
六
（
昭
和

三
一
）
年
は
「
教
育
委
員
会
法
」
が
廃
止
さ
れ
、
か
わ
り
に
「
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
」
が
制
定
さ
れ
、
教
育

委
員
会
の
委
員
は
公
選
制
か
ら
首
長
が
議
会
の
同
意
を
得
て
任
命
す
る
制
度
へ
と
改
革
さ
れ
た

（
26
）

。

な
お
、
教
育
行
政
の
地
方
移
管
に
と
も
な
う
市
町
村
の
行
財
政
能
力
を
問
題
と
す
る
、
人
口
一
万
人
以
下
の
町
村
へ
の
「
特
別
教
育
区
」

設
置
問
題
は
、
一
部
の
市
町
村
で
の
一
部
事
務
組
合
の
設
置
を
行
っ
た
こ
と
と
、
一
九
五
三
（
昭
和
二
八
）
年
か
ら
一
九
六
一
（
昭
和
三
六
）

年
に
か
け
て
実
施
さ
れ
た
昭
和
の
大
合
併
に
よ
っ
て
あ
る
程
度
解
消
で
き
た
と
判
断
で
き
る
。
ま
た
、
教
育
委
員
会
が
合
議
制
執
行
機
関

六
一
二



沖
縄
県
の
義
務
教
育
教
科
書
採
択
地
区
を
通
し
て
み
た
平
成
の
大
合
併
と
広
域
行
政
（
山
田
）

（
六
九
五
）

で
あ
り
、
教
育
政
策
の
決
定
と
そ
の
失
効
を
あ
わ
せ
て
行
う
行
政
委
員
会
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
規
則
制
定
権
が
認
め
ら
れ
、
経
費
の
自
己

負
担
も
求
め
ら
れ
た
。
た
だ
し
当
時
の
日
本
の
経
済
状
況
の
問
題
も
あ
り
、
一
部
は
国
庫
に
よ
っ
て
補
助
す
る
こ
と
も
認
め
ら
れ
た

（
27
）

。

市
町
村
を
単
位
と
し
た
地
方
教
育
委
員
会
の
あ
り
方
に
一
石
を
投
じ
た
も
の
は
、
一
九
六
二
（
昭
和
三
七
）
年
に
制
定
さ
れ
た
「
義
務

教
育
諸
学
校
の
教
科
用
図
書
の
無
償
措
置
に
関
す
る
法
律
」
で
あ
っ
た
。
同
法
は
、
公
立
学
校
の
義
務
教
育
に
お
け
る
教
科
書
の
無
償
配

布
に
関
し
て
は
、
第
一
二
条
【
採
択
地
区
】
に
「
都
道
府
県
の
教
育
委
員
会
は
、
当
該
都
道
府
県
の
区
域
に
つ
い
て
、
市
町
村
の
区
域
又

は
こ
れ
ら
の
区
域
を
併
せ
た
地
域
に
、
教
科
用
図
書
採
択
地
区
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
採
択
地
区
」
と
い
う
。）
を
設
定
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
②
都
道
府
県
の
教
育
委
員
会
は
、
採
択
地
区
を
設
定
し
、
又
は
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
市
町
村
の
教
育
委

員
会
の
意
見
を
き
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
③
都
道
府
県
の
教
育
委
員
会
は
、
採
択
地
区
を
設
定
し
、
又
は
変
更
し
た
と
き
は
、
す
み
や

か
に
こ
れ
を
告
示
す
る
と
と
も
に
、
文
部
科
学
大
臣
に
そ
の
旨
を
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
規
定
し
、
市
町
村
で
は
な
く
単
数
あ

る
い
は
複
数
の
市
町
村
を
単
位
と
す
る
「
採
択
地
区
」
単
位
で
の
教
科
書
の
無
償
配
布
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
の
で
あ
る
。
二
〇
〇
三

（
平
成
一
五
）
年
四
月
当
時
の
日
本
に
は
五
四
四
の
採
択
地
区
が
設
置
さ
れ
て
い
た
。
当
時
の
市
区
町
村
数
は
三
二
一
三
で
あ
っ
た
の
で
、

各
採
択
地
区
は
平
均
五
・
九
の
市
区
町
村
（
教
育
委
員
会
）
で
構
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
現
在
の
一
七
四
一
市
区
町
村
数
で
判
断
す

る
と
、
各
採
択
地
区
は
平
均
三
・
二
の
市
区
町
村
（
教
育
委
員
会
）
で
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る

（
28
）

。

ま
た
、「
都
道
府
県
教
育
委
員
会
の
地
方
出
先
機
関
で
あ
り
、
都
道
府
県
教
育
委
員
会
の
管
理
機
能
を
補
完
し
な
が
ら
市
町
村
教
育
委

員
会
へ
の
指
導
・
支
援
等
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
組
織
で
あ
る
」
教
育
事
務
所
は
、
平
成
一
六
年
六
月
一
日
現
在
、
滋
賀
県
、
奈
良
県
、

徳
島
県
を
除
く
四
四
都
道
府
県
に
二
五
九
設
置
さ
れ
て
い
た
。
二
〇
〇
四
（
平
成
一
六
）
年
七
月
一
日
当
時
の
四
四
都
道
府
県
の
市
町
村

数
は
二
九
五
二
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
平
均
一
一
・
四
市
町
村
で
構
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
後
、
二
〇
一
〇
年
前
後
か
ら
、

六
一
三



政
経
研
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五
十
二
巻
第
二
号
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〇
一
五
年
九
月
）

（
六
九
六
）

長
崎
県
、
三
重
県
、
和
歌
山
県
、
山
口
県
な
ど
が
教
育
事
務
所
を
廃
止
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
「
①
市
町
村
合
併
の
進
展
に
と

も
な
う
教
育
事
務
所
の
役
割
分
担
の
見
直
し
、
②
行
財
政
改
革
の
推
進
、
③
学
校
事
務
の
執
行
態
勢
の
改
善
」
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る

（
29
）

。

教
科
書
の
「
採
択
地
域
」
や
「
教
育
事
務
所
」
ば
か
り
で
な
く
、「
教
育
委
員
会
」
そ
の
も
の
も
平
成
の
大
合
併
に
よ
っ
て
区
域
変
更
を

中
心
と
し
た
変
革
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
き
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

4　

沖
縄
県
の
教
育
委
員
会
制
度
と
義
務
教
育
教
科
書
採
択
地
区

沖
縄
県
の
郡
と
市
町
村
の
関
係
を
見
れ
ば
、
表
1
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
五
つ
存
在
す
る
広
域
市
町
村
圏
の
う
ち
三
つ
は
沖
縄
本
島

を
中
心
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。
沖
縄
本
島
は
県
の
六
四
％
の
面
積
を
有
し
、
宮
古
・
八
重
山
は
三
六
％
で
あ
り
、
ほ
ぼ
三
分
の
二
と
三
分

の
一
の
関
係
に
あ
る
。
ま
た
沖
縄
本
島
の
人
口
は
県
の
約
九
二
％
を
占
め
て
お
り
、
宮
古
・
八
重
山
は
そ
れ
ぞ
れ
約
四
％
と
な
っ
て
お
り
、

沖
縄
本
島
へ
の
人
口
集
中
の
強
さ
が
わ
か
る
。
そ
の
人
口
も
南
部
に
ほ
ぼ
五
〇
％
の
人
口
が
集
中
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
県
庁
所
在
地
一

極
集
中
化
傾
向
が
沖
縄
県
で
も
強
い
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

こ
う
し
た
旧｢

郡｣

や｢

市
町
村｣

の
歴
史
的
変
遷
を
前
提
に
、
沖
縄
県
教
育
委
員
会
は
「
義
務
教
育
諸
学
校
の
教
科
書
用
図
書
の
無

償
措
置
に
関
す
る
法
律
」
第
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
い
て
、
表
2
の
よ
う
に
六
つ
の
採
択
地
域
を
設
定
し
た
。「
国
頭
地
区
」
は
、
名
護

市
、
国
頭
村
、
大
宜
味
村
、
東
村
、
今
帰
仁
村
、
本
部
町
、
恩
納
村
、
宜
野
座
村
、
金
武
町
、
伊
江
村
の
一
市
・
二
町
・
七
村
で
構
成
さ

れ
て
い
る
。「
中
頭
地
区
」
は
、
沖
縄
市
、
う
る
ま
市
、
宜
野
湾
市
、
北
谷
町
、
嘉
手
納
町
、
西
原
町
、
読
谷
村
、
北
中
城
村
、
中
城
村

の
三
市
三
町
三
村
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。「
浦
添
・
那
覇
地
域
」
は
そ
の
名
の
通
り
那
覇
市
と
浦
添
市
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。「
島
尻
地

域
」
は
糸
満
市
、
豊
見
城
市
、
南
城
市
、
与
那
原
町
、
南
風
原
町
、
八
重
瀬
町
、
渡
嘉
敷
村
、
座
間
味
村
、
粟
国
村
、
渡
名
喜
村
、
伊
平

六
一
四



沖
縄
県
の
義
務
教
育
教
科
書
採
択
地
区
を
通
し
て
み
た
平
成
の
大
合
併
と
広
域
行
政
（
山
田
）

（
六
九
七
）

屋
村
、
伊
是
名
村
、
南
大
東
村
、
北
大
東
村
、
久
米
島
町
の
三
市
四
町
八
村
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。「
宮
古
地
域
」
宮
古
島
市
と
多
良
間

村
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。「
八
重
山
地
域
」
は
、
石
垣
市
、
竹
富
町
、
与
那
国
町
の
一
市
二
町
で
構
成
さ
れ
て
い
た

（
30
）

。

旧
「
郡
」
と
の
関
係
か
ら
い
え
ば
、「
採
択
地
域
」
は
、
那
覇
市
と
浦
添
市
を
独
立
し
た
採
択
地
域
と
し
た
以
外
は
、
法
律
に
従
い
、

旧
郡
内
か
ら
市
と
な
っ
て
独
立
し
た
地
域
表
示
と
な
っ
た
「
市
」
と
「
郡
」
を
一
体
し
た
地
域
、
単
純
に
い
え
ば
旧
郡
を
単
位
と
し
て
設

沖
　

縄
　

県
　

の
　

広
　

域
　

市
　

町
　

村
　

圏
表
1

広
域

市
町

村
名

構
　

成
　

市
　

町
　

村
構

成
市

町
村

数
面

　
積

人
　

口
備

　
　

考

北
部

広
域

市
町

村
圏

名
護

市
、

国
頭

村
、

大
宜

味
村

、
東

村
、

今
帰

仁
村

、
本

部
町

、
恩

納
村

、
宜

野
座

村
、

金
武

村
、

伊
江

村
、

伊
平

屋
村

、
伊

是
名

村
1市

・
2町

・
9村

824.64㎢
（

36.2）
129110
（

9.1）
伊

平
屋

村
と

伊
是

名
村

は
島

尻
郡

に
帰

属
す

る
村

で
あ

る

中
部

広
域

市
町

村
圏

沖
縄

市
、

う
る

ま
市

、
宜

野
湾

市
、

北
谷

町
、

嘉
手

納
町

、
西

原
町

、
読

谷
村

、
北

中
城

村
、

中
城

村
3市

・
3町

・
3村

261.69㎢
（

11.5）
496739
（

35.1）

南
部

広
域

市
町

村
圏

那
覇

市
、

浦
添

市
、

糸
満

市
、

豊
見

城
市

、
南

城
市

、
与

那
原

町
、

南
風

原
町

、
八

重
瀬

町
、

渡
嘉

敷
村

、
座

間
味

村
、

粟
国

村
、

渡
名

喜
村

、
南

大
東

村
、

北
大

東
村

、
久

米
島

町

5市
・

4町
・

6村
371.37㎢
（

16.3）
678081
（

48.6）
島

尻
郡

の
伊

平
屋

村
と

伊
是

名
郡

を
除

い
た

地
域

で
構

成

宮
古

広
域

市
町

村
圏

現
・

宮
古

島
市

（
平

良
市

、
城

辺
町

、
下

地
町

、
上

野
村

、
伊

良
部

町
）、

多
良

間
村

1市
・

3町
・

2村
226.48㎢
（

10.0）
56023
（

4.0）
現

在
は

1市
1村

で
構

成

八
重

山
広

域
市

町
村

圏
石

垣
市

、
竹

富
町

、
与

那
国

町
1市

・
2町

591.97㎢
（

26.0）
53627
（

3.8）

平
　

　
　

均
9市

町
村

455.23㎢
282,717

現
在

は
平

均
8.2市

町
村

注
：

 人
口

と
面

積
は

沖
縄

県
Ｈ

Ｐ
「

市
町

村
の

人
口

・
世

帯
数

・
面

積
」（

http://w
w
w
.pref.okinaw

a.jp/site/kikaku/shichoson/2431.htm
l）

を
参

照
し

て
作

成
し

た
。

六
一
五



政
経
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究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
六
九
八
）

定
さ
れ
た
。
言
葉
を
か
え
て
い
え
ば
、
那
覇
市
と
浦
添
市
に
併
合
さ
れ
た
地
域
を
の
ぞ
い
て
、
一
八
九
六
（
明
治
二
九
）
年
に
設
定
さ
れ

た
五
つ
の
郡
の
区
域
に
あ
る
市
町
村
を
単
位
と
し
て
採
択
地
域
を
設
定
し
た
こ
と
に
な
る
。
広
域
市
町
村
圏
と
の
関
係
か
ら
い
え
ば
、
島

尻
郡
に
帰
属
す
る
も
の
の
地
理
的
に
は
国
頭
郡
に
近
い
伊
平
屋
村
と
伊
是
名
村
を
、
南
部
広
域
市
町
村
圏
で
は
な
く
北
部
広
域
市
町
村
圏

に
帰
属
さ
せ
、
地
理
的
要
件
を
中
心
と
し
た
広
域
行
政
の
推
進
を
図
っ
た
の
で
あ
る
。
島
尻
採
択
地
区
は
、
南
部
広
域
市
町
村
圏
か
ら
外

沖
縄

県
の

教
科

用
図

書
採

択
地

区
（

旧
）

表
2

採
択

地
区

名
構

　
成

　
市

　
町

　
村

構
成

市
町

村
数

面
　

積
人

　
口

備
　

　
考

国
頭

採
択

地
区

名
護

市
、

国
頭

村
、

大
宜

味
村

、
東

村
、

今
帰

仁
村

、
本

部
町

、
恩

納
村

、
宜

野
座

村
、

金
武

村
、

伊
江

村
1市

・
2町

・
7村

787.48㎢
（

34.6）
126202
（

8.9）
名

護
市

と
国

頭
郡

で
構

成
（

旧
国

頭
郡

の
区

域
）

中
頭

採
択

地
区

沖
縄

市
、

う
る

ま
市

、
宜

野
湾

市
、

北
谷

町
、

嘉
手

納
町

、
西

原
町

、
読

谷
村

、
北

中
城

村
、

中
城

村
3市

・
3町

・
3村

261.69㎢
（

11.5）
496739
（

33.1）
3市

と
中

頭
郡（

旧
中

頭
郡

の
区

域
）

浦
添

・
那

覇
採

択
地

区
那

覇
市

、
浦

添
市

2市
58.33㎢
（

0.26）
427598
（

30.2）

島
尻

採
択

地
区

糸
満

市
、

豊
見

城
市

、
南

城
市

、
与

那
原

町
、

南
風

原
町

、
八

重
瀬

町
、

渡
嘉

敷
村

、
座

間
味

村
、

粟
国

村
、

渡
名

喜
村

、
南

大
東

村
、

北
大

東
村

、
久

米
島

町
、

伊
平

屋
村

、
伊

是
名

村

3市
・

4町
・

8村
350.20㎢
（

15.4）
136635
（

13.2）

旧
島

尻
郡

か
ら

、
那

覇
市

と
浦

添
市

と
合

併
し

た
町

村
を

除
い

た
区

域
内

の
市

町
村

で
構

成

宮
古

採
択

地
区

現
・

宮
古

島
市

（
平

良
市

、
城

辺
町

、
下

地
町

、
上

野
村

、
伊

良
部

町
）、

多
良

間
村

1市
・

3町
・

2村
226.48㎢
（

10.0）
56023
（

4.0）

八
重

山
採

択
地

区
石

垣
市

、
竹

富
町

、
与

那
国

町
1市

・
2町

591.97㎢
（

26.0）
53627
（

3.8）

平
　

　
　

均
7.5市

町
村

379.36㎢
235,597

現
在

は
平

均
6.8市

町
村

注
：

 人
口

と
面

積
は

沖
縄

県
Ｈ

Ｐ
「

市
町

村
の

人
口

・
世

帯
数

・
面

積
」（

http://w
w
w
.pref.okinaw

a.jp/site/kikaku/shichoson/2431.htm
l）

を
参

照
し

て
作

成
し

た
。

六
一
六



沖
縄
県
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義
務
教
育
教
科
書
採
択
地
区
を
通
し
て
み
た
平
成
の
大
合
併
と
広
域
行
政
（
山
田
）

（
六
九
九
）

れ
て
北
部
広
域
市
町
村
圏
に
帰
属
す
る
こ
と
に
な
っ
た
伊
平
屋
村
と
伊
是
名
村
、
独
立
し
て
浦
添
・
那
覇
採
択
地
区
を
形
成
す
る
こ
と
に

な
っ
た
那
覇
市
と
浦
添
市
を
除
い
た
市
町
村
で
構
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
宮
古
採
択
地
区
は
宮
古
広
域
市
町
村
圏
と
、
八

重
山
採
択
地
区
は
八
重
山
広
域
市
町
村
圏
と
同
じ
地
域
を
対
象
と
し
て
設
置
さ
れ
た
。
法
律
に
添
っ
た
形
で
採
択
地
区
の
設
定
が
な
さ
れ

た
こ
と
が
わ
か
る
。

沖
縄
県
で
は
全
市
町
村
に
教
育
委
員
会
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
外
に
、
複
合
一
部
事
務
組
合
と
し
て
、
糸
満
市
、
豊
見
城
市
、
南

城
市
、
南
風
原
町
、
八
重
瀬
町
、
渡
嘉
敷
村
、
座
間
味
村
、
粟
国
村
、
渡
名
喜
村
、
座
間
味
村
、
南
大
東
村
、
北
大
東
村
の
与
那
原
市
と

久
米
島
町
を
の
ぞ
い
た
島
尻
郡
全
町
村
と
、
中
頭
郡
の
西
原
町
の
三
市
・
三
町
・
六
村
で
構
成
さ
れ
て
い
る
「
南
部
広
域
行
政
組
合
」
の

中
に
、
教
育
に
関
す
る
「
1
．
視
聴
覚
教
育
シ
ス
テ
ム
整
備
及
び
管
理
運
営
（
西
原
町
を
除
く
）」
と
、「
2
．
教
育
研
究
所
の
設
置
及
び

管
理
運
営
（
西
原
町
と
南
北
大
東
村
を
除
く
）」
の
二
つ
が
お
か
れ
て
い
る

（
31
）

。

ま
た
、
沖
縄
県
教
育
委
員
会
は
県
内
に
六
の
教
育
事
務
所
を
配
置
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
伊
江
村
、
伊
是
名
村
、
伊
平
屋
村
、
大
宜
味

村
、
宜
野
座
村
、
金
武
町
、
国
頭
村
、
今
帰
仁
村
、
名
護
市
、
東
村
、
本
部
町
の
一
市
・
二
町
・
八
村
か
ら
な
る
「
国
頭
教
育
事
務
所
」、

う
る
ま
市
、
沖
縄
市
、
恩
納
村
、
嘉
手
納
町
、
北
中
城
村
、
宜
野
湾
市
、
北
谷
町
、
中
城
村
、
西
原
町
、
読
谷
村
の
三
市
・
三
町
・
四
村

か
ら
な
る
「
中
城
教
育
事
務
所
」、
浦
添
市
、
北
大
東
村
、
久
米
島
町
、
那
覇
市
、
南
大
東
村
の
二
市
・
一
町
・
二
村
か
ら
な
る
「
那
覇

教
育
事
務
所
」、
粟
国
村
、
糸
満
市
、
南
城
市
、
八
重
瀬
町
、
座
間
味
村
、
渡
嘉
敷
村
、
渡
名
喜
村
、
豊
見
城
市
、
南
風
原
町
、
与
那
原

町
の
三
市
・
三
町
・
四
村
か
ら
な
る
「
島
尻
教
育
事
務
所
」、
多
良
間
村
、
宮
古
島
市
の
一
市
・
一
村
か
ら
成
る
「
宮
古
教
育
事
務
所
」、

石
垣
市
、
竹
富
町
、
与
那
国
町
の
一
市
・
二
町
か
ら
な
る
「
八
重
山
教
育
事
務
所
」
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
当
時
の
い
わ
ゆ
る
（
旧
）
教
科

用
図
書
採
択
地
区
と
は
若
干
異
な
る
も
の
の
、
人
口
や
面
積
に
一
定
の
配
慮
を
し
た
、
沖
縄
県
の
広
域
的
な
教
育
事
務
の
実
施
主
体
と
考

六
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第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
七
〇
〇
）

え
ら
れ
た
地
域
で
あ
る
と
い
え
る

（
32
）

。

沖
縄
県
に
は
人
口
一
千
人
未
満
が
五
村
、
一
千
人
以
上
二
千
人
未
満
が
一
町
・
五
村
、
二
千
人
以
上
五
千
人
未
満
が
一
町
・
二
村
、
五

千
人
以
上
一
万
人
未
満
が
一
町
・
三
村
存
在
し
て
い
る
。
こ
の
全
市
町
村
の
四
十
四
％
に
あ
た
る
合
計
三
町
・
一
五
村
の
う
ち
、
五
村
は

国
頭
郡
の
沖
縄
本
島
に
位
置
し
て
い
る
国
頭
村
（
五
二
九
四
人
）、
大
宜
味
村
（
三
三
九
八
人
）、
東
村
（
一
九
四
六
人
）、
今
帰
仁
村

（
九
五
一
八
人
）、
宜
野
座
村
（
五
六
四
七
人
）
で
あ
る
。
残
り
は
国
頭
村
の
島
で
あ
る
伊
江
村
（
四
八
四
〇
人
）
と
、
島
尻
郡
の
一
町
（
久
米

島
町
：
八
五
四
一
人
）・
八
村
（
渡
嘉
敷
村
：
七
〇
五
人
）、（
座
間
味
村
：
八
九
八
人
）、（
粟
国
村
：
八
〇
七
人
）、（
渡
名
喜
村
：
四
〇
八
人
）、（
南
大

東
村
：
一
二
六
三
人
）、（
北
大
東
村
：
五
二
四
）、（
伊
平
屋
村
：
一
三
一
七
人
）、（
伊
是
名
村
：
一
五
九
一
人
）
と
、
宮
古
郡
の
多
良
間
村

（
一
三
〇
三
人
）
と
、
八
重
山
郡
の
竹
富
町
（
三
九
二
三
人
）
と
与
那
国
町
（
一
五
八
一
人
）
で
あ
る

（
33
）

。
島
嶼
地
域
が
多
い
こ
と
や
自
然
の
中

の
集
落
単
位
に
町
村
が
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
理
解
で
き
る
が
、
教
育
行
政
に
お
い
て
も
少
し
広
域
化
を
考
え
る
こ
と
も
必
要
だ
と
い

わ
ざ
る
を
え
な
い
。

5　

八
重
山
地
区
教
科
書
問
題
の
経
緯

こ
う
し
た
中
、（
旧
）
教
科
用
図
書
採
択
地
区
の
一
つ
で
あ
る
八
重
山
地
区
で
、「
二
〇
一
二
年
か
ら
使
用
さ
れ
る
中
学
校
の
教
科
書
に

つ
い
て
石
垣
市
、
竹
富
町
、
与
那
国
町
か
ら
な
る
沖
縄
県
八
重
山
採
択
地
区
協
議
会
は
一
一
年
八
月
二
三
日
、
Ａ
社
（
育
鵬
社
・
著
書
註
）

発
行
の
公
民
教
科
書
を
採
択
す
る
と
多
数
派
が
答
申
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
に
反
発
し
た
竹
富
町
教
育
委
は
、
そ
れ
と
は
別
に
独
自
に

Ｂ
社
発
行
の
公
民
教
科
書
の
採
択
を
決
定
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
沖
縄
県
教
委
は
、
採
択
教
科
書
の
一
本
化
を
図
る
よ
う
八
重
山
地
区
の

三
教
委
に
働
き
か
け
、
そ
の
結
果
、
九
月
八
日
に
三
教
委
の
全
教
育
委
員
に
よ
る
臨
時
会
議
が
開
催
さ
れ
、
先
の
答
申
を
覆
し
て
Ｂ
社

六
一
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沖
縄
県
の
義
務
教
育
教
科
書
採
択
地
区
を
通
し
て
み
た
平
成
の
大
合
併
と
広
域
行
政
（
山
田
）

（
七
〇
一
）

（
東
京
書
籍
・
同
）
教
科
書
を
採
択
す
る
こ
と
が
賛
成
多
数
で
決
ま
っ
た
。
し
か
し
、
今
度
は
こ
の
決
定
に
対
し
て
、
石
垣
市
教
委
と
与
那

国
町
教
委
の
教
育
長
が
文
部
科
学
省
に
直
接
異
議
を
申
し
立
て
た
こ
と
か
ら
事
態
は
さ
ら
に
複
雑
化
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た

（
34
）

」
と
い
う

混
乱
が
生
じ
た
。
こ
の
対
立
は｢

義
務
教
育
諸
学
校
の
教
科
書
用
図
書
の
無
償
措
置
に
関
す
る
法
律｣

が
、
第
一
三
条
で
「
当
該
採
択
地

区
内
の
市
町
村
の
教
育
委
員
会
は
、
協
議
し
て
種
目
ご
と
に
同
一
の
教
科
用
図
書
を
採
択
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
規
定
に
反
す
る
こ

と
か
ら
問
題
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

二
〇
一
一
（
平
成
二
三
）
年
八
月
二
三
日
の
八
重
山
採
択
地
区
の
採
択
地
区
協
議
会
に
お
い
て
育
鵬
社
を
選
定
し
た
。
二
六
日
に
は
石

垣
市
と
与
那
国
町
が
採
択
地
区
協
議
会
の
答
申
ど
お
り
の
教
科
書
を
採
択
し
た
。
し
か
し
二
七
日
に
竹
富
町
で
は
採
択
地
区
協
議
会
の
答

申
と
は
別
の
東
京
書
籍
の
教
科
書
を
採
択
し
た
。
そ
の
後
九
月
八
日
に
三
市
町
の
全
教
育
委
員
に
よ
る
議
論
に
よ
っ
て
東
京
書
籍
を｢

選

定｣

す
る
こ
と
を
多
数
決
で
可
決
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
石
垣
市
教
育
長
と
与
那
国
町
教
育
長
が
、
九
月
八
日
の
協
議
が
無
効
で
あ
る
旨

の
文
書
を
文
部
科
学
省
に
提
出
し
た
。
こ
れ
を
う
け
て
文
部
科
学
大
臣
は
一
二
月
二
日
に
沖
縄
県
教
育
委
員
会
に
対
し
て
、「
現
時
点
の

状
況
で
は
、
八
月
二
三
日
に
出
さ
れ
た
八
重
山
採
択
地
区
協
議
会
の
答
申
及
び
八
月
三
一
日
の
再
協
議
の
結
果
が
無
償
措
置
法
の
規
定
に

よ
る
『
協
議
の
結
果
』
で
あ
り
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
採
択
を
行
っ
た
教
育
委
員
会
（
石
垣
市
、
与
那
国
町
）
に
対
し
て
は
、
教
科
書
の
無
償

給
与
を
す
る
こ
と
に
な
る
」、「『
協
議
の
結
果
』
に
基
づ
い
て
採
択
を
行
っ
て
い
な
い
教
育
委
員
会
（
竹
富
町
）
に
つ
い
て
は
、
国
の
無
償

給
与
の
対
象
に
は
な
ら
な
い
が
、
地
方
公
共
団
体
自
ら
教
科
書
を
購
入
し
、
生
徒
に
無
償
で
給
与
す
る
こ
と
ま
で
、
法
令
上
禁
止
さ
れ
る

も
の
で
は
な
い
」
と
文
書
で
通
知
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
二
〇
一
二
（
平
成
二
四
）
年
二
月
二
二
日
に
竹
富
町
教
育
委
員
会
が
臨
時
教
育
委
員
会
会
議
を
開
き
、「
国
に
対
し
て
、

引
き
続
き
東
京
書
籍
版
の
公
民
教
科
書
の
無
償
給
与
を
求
め
る
」、「
篤
志
家
か
ら
の
支
援
を
受
け
て
、
公
民
教
科
書
を
調
達
す
る
」、「
新

六
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第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
七
〇
二
）

年
度
の
授
業
に
間
に
合
う
よ
う
に
、
竹
富
町
と
し
て
教
科
書
を
配
布
す
る
」
こ
と
を
決
定
し
実
行
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
文
部
科
学
省
は

二
〇
一
三
（
平
成
二
五
）
年
四
月
三
日
竹
富
町
と
沖
縄
県
に
文
書
で
指
導
し
た
が
、
竹
富
町
教
育
委
員
会
は
「
地
方
教
育
行
政
法
第
二
三

条
第
六
号
に
基
づ
い
て
教
科
書
採
択
権
を
正
当
に
行
使
し
て
い
る
」
等
の
回
答
を
お
こ
な
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
文
部
科
学
大
臣
は
一
〇

月
一
八
日
に
沖
縄
県
教
育
委
員
会
に
対
し
「
竹
富
町
教
育
委
員
会
に
対
し
て
是
正
の
要
求
を
行
う
よ
う
に
指
示
」
し
た

（
35
）

。
対
立
の
背
景
に

は
、「
教
科
書
採
択
に
関
し
て
は
、
教
科
書
無
償
措
置
法
が
採
択
地
区
協
議
会
で
決
め
た
同
じ
教
科
書
を
使
う
と
定
め
る
一
方
、
地
方
教

育
行
政
法
は
各
市
町
村
に
採
択
権
限
を
与
え
る
と
い
う
『
矛
盾
』
が
生
じ
て
お
り
」、「
民
主
党
政
権
は
、
無
償
措
置
法
違
反
の
状
況
を
解

消
す
る
よ
う
に
三
市
町
に
求
め
る
一
方
、『
竹
富
町
の
採
択
を
無
効
と
は
で
き
な
い
』
と
い
う
考
え
だ
っ
た
。
し
か
し
、
自
民
党
政
権
は

『
違
法
状
態
は
認
め
ら
れ
な
い
』
と
竹
富
町
の
採
択
の
や
り
直
し
を
求
め
て
い
た
」
と
こ
ろ
に
あ
っ
た

（
36
）

。

一
市
二
町
に
よ
る
採
択
教
科
書
の
決
定
は
、
単
純
に
い
え
ば
各
教
育
委
員
会
の
意
思
を
尊
重
し
た
多
数
決
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
教
育

長
の
行
動
か
ら
み
れ
ば
二
対
一
の
多
数
決
に
よ
っ
て
育
鵬
社
の
教
科
書
の
採
択
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
市
町
村
の
独
立
性
を
尊
重
し

た
場
合
に
も
、
二
対
一
の
多
数
決
で
育
鵬
社
の
教
科
書
を
採
択
す
べ
き
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
各
市
町
の
人
口
を
比
較
し
た
場
合

に
は
、
石
垣
市
の
人
口
が
約
四
万
八
千
人
、
竹
富
町
は
約
四
千
人
、
与
那
国
町
は
約
千
五
百
人
で
あ
り
、
石
垣
市
の
人
口
が
全
体
の
ほ
ぼ

九
〇
％
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
石
垣
市
の
意
向
を
尊
重
す
べ
き
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
教
育
委
員
全
体
の
投
票
で
は
東
京
書
籍
の

教
科
書
採
択
が
決
定
さ
れ
て
い
る
。
教
育
委
員
の
間
の
意
見
は
分
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
単
位
の
多
数
決
と
は
異
な
る
結
果
に

な
る
よ
う
な
委
員
構
成
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
採
択
地
区
協
議
会
に
お
け
る
教
育
委
員
全
員
で
の
投
票
は
、
一
市
二
町
の
対
等
性
を
前

提
と
し
、
か
つ
各
委
員
の
自
主
性
を
尊
重
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
石
垣
市
と
竹
富
町
の
委
員
は
そ
れ
ぞ
れ
五
人
で
あ
り
与

那
国
町
は
三
人
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
票
の
格
差
の
視
点
か
ら
い
え
ば
、
石
垣
市
の
強
大
な
人
口
が
軽
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
本

六
二
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沖
縄
県
の
義
務
教
育
教
科
書
採
択
地
区
を
通
し
て
み
た
平
成
の
大
合
併
と
広
域
行
政
（
山
田
）

（
七
〇
三
）

来
行
政
委
員
会
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
教
育
委
員
が
公
選
で
あ
れ
ば
少
し
異
な
っ
た
判
断
も
可
能
と
な
る
が
、
任
命
制
の
委
員
で
あ
る
以
上
、

と
も
す
れ
ば
政
治
性
を
帯
び
や
す
い
と
い
う
問
題
が
そ
こ
に
は
残
る
可
能
性
が
高
い
。
と
は
い
え
、
い
た
ず
ら
に
「
住
民
投
票
」
を
用
い

て
も
、
そ
こ
に
法
的
拘
束
力
が
な
け
れ
ば
混
乱
を
増
幅
さ
せ
る
だ
け
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

ま
た
沖
縄
県
が
採
択
地
区
や
地
方
事
務
所
の
設
定
単
位
を
八
重
山
地
区
と
し
て
い
る
の
は
、
日
本
の
財
政
危
機
問
題
に
起
因
す
る
行
政

の
効
率
化
の
問
題
が
、
広
域
行
政
の
メ
リ
ッ
ト
（
ス
ケ
ー
ル
・
メ
リ
ッ
ト
）
を
考
慮
し
て
い
る
た
め
と
も
い
え
る
。
教
育
は
誰
が
行
う
べ
き

か
と
い
う
問
い
に
対
し
て
は
、
単
純
に
は
①
両
親
や
家
族
、
②
地
方
公
共
団
体
、
③
国
家
と
い
う
答
え
が
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
国
家

で
あ
れ
ば
こ
う
し
た
地
方
的
な
問
題
が
前
面
に
出
て
く
る
こ
と
は
少
な
い
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
両
親
や
家
族
で
は
、
教
育
の
質
と
量
の
確

保
が
困
難
と
な
る
、
結
果
的
に
は
両
親
や
家
族
を
中
心
と
し
た
本
来
の
子
女
の
教
育
の
義
務
を
負
う
住
民
の
声
を
反
映
さ
せ
な
が
ら
、
地

方
公
共
団
体
が
担
当
す
る
ほ
か
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
の
制
度
と
し
て
導
入
さ
れ
た
も
の
が
教
育
委
員
会
制
度
で
あ
り
、
教
育
機
会

の
均
等
の
一
つ
の
手
段
と
し
て
の
教
科
書
の
無
償
配
布
に
関
し
て
は
、
財
政
力
の
観
点
か
ら
国
家
が
協
力
す
る
こ
と
は
必
要
不
可
欠
な
要

件
と
い
え
る
。
た
だ
し
、
教
科
書
の
採
択
地
域
問
題
で
は
、
本
来
義
務
教
育
の
実
施
主
体
で
あ
る
市
町
村
と
そ
の
教
育
委
員
会
で
は
な
く
、

複
数
の
市
町
村
と
そ
の
教
育
委
員
会
が
協
議
会
を
設
置
し
て
行
う
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
生
じ
た
問
題
で
あ
る
と
い
え
る
。

八
重
山
地
方
で
こ
う
し
た
問
題
が
起
こ
っ
た
背
景
に
は
、
若
干
の
政
治
的
対
立
が
あ
っ
た
こ
と
も
否
定
で
き
な
い
。
八
重
山
地
域
の
一

体
化
を
目
的
と
し
た
合
併
計
画
や
、
石
垣
市
と
竹
富
町
の
合
併
計
画
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
少
な
く
と
も
石
垣
市
と
竹
富
町
の
間
に
は
、
広

域
行
政
の
展
開
に
関
す
る
あ
る
種
の
共
通
認
識
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
石
垣
市
で
は
一
九
九
四
（
平
成
六
）
年
に
市
長

に
当
選
し
た
大
濱
長
照
氏
が
二
〇
一
〇
（
平
成
二
二
）
ま
で
四
期
に
わ
た
っ
て
市
長
を
務
め
て
い
た
が
、
同
年
二
月
か
ら
中
山
義
隆
氏

（
現
職
）
が
二
期
に
わ
た
っ
て
市
長
を
勤
め
て
い
る
。
革
新
系
か
ら
保
守
系
へ
と
市
長
が
交
代
し
て
い
る
。
他
方
竹
富
町
で
は
一
九
九
六

六
二
一
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第
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月
）

（
七
〇
四
）

（
平
成
八
）
年
以
降
四
年
ご
と
に
町
長
が
交
代
し
て
い
た
が
、
二
〇
〇
八
（
平
成
二
〇
）
年
か
ら
二
期
（
現
職
）、
革
新
系
の
川
満
栄
長
氏
が

町
長
を
勤
め
て
い
る
。
与
那
国
町
で
は
二
〇
〇
五
（
平
成
一
七
）
年
か
ら
三
期
（
現
職
）、
保
守
系
の
外
間
守
吉
氏
が
町
長
を
勤
め
て
い
る

（
37
）

。

こ
う
し
た
政
治
的
な
対
立
が
問
題
の
背
景
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
は
推
測
で
き
る
。

6　

八
重
山
地
区
教
科
書
問
題
を
通
し
て
み
る
広
域
行
政
と
市
町
（
村
）

八
重
山
地
域
の
総
面
積
は
五
九
一
・
八
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、
沖
縄
県
の
総
面
積
（
二
二
七
一
・
五
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
の
約
四
分
の

一
に
相
当
す
る
地
域
で
あ
る
。
八
重
山
群
島
は
有
人
島
一
二
島
と
無
人
島
二
〇
島
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
有
人
島
は
石
垣
市
一
島
、
与

那
国
町
一
島
、
竹
富
町
一
〇
島
で
あ
り
、
無
人
島
は
尖
閣
諸
島
を
含
め
て
石
垣
市
一
三
島
、
竹
富
町
一
三
島
と
な
っ
て
い
る
。
最
大
面
積

の
島
は
竹
富
町
に
あ
る
二
八
九
・
二
七
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
西
表
島
（
沖
縄
本
島
を
除
く
沖
縄
で
最
大
の
島
）
で
、
竹
富
町
の
総
面
積

三
三
四
・
〇
二
の
八
七
％
を
占
め
て
い
る
。
ま
た
人
口
は
二
三
三
一
人
で
竹
富
町
の
総
人
口
四
一
七
四
人
の
五
六
％
を
占
め
て
い
る
。
こ

の
こ
と
か
ら
西
表
島
が
竹
富
町
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
第
二
位
は
二
二
二
・
六
三
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
石
垣
島
（
沖

縄
県
第
二
位
の
島
）
で
あ
り
、
四
万
八
二
一
一
人
の
人
口
を
誇
っ
て
い
る
。
第
三
位
の
島
が
二
八
・
九
一
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
（
沖
縄
県
第
七

位
）
の
与
那
国
島
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
一
五
〇
三
人
が
居
住
し
て
い
る
。
竹
富
町
の
残
り
九
の
有
人
島
は
い
ず
れ
も
与
那
国
島
よ
り
小
さ

く
、
人
口
も
五
〇
〇
人
台
の
二
島
か
ら
二
人
の
下
地
島
ま
で
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
竹
富
町
の
由
来
と
な
っ
た
竹
富
島
に
は
三
六
四
人
し
か

住
ん
で
い
な
い

（
38
）

。

八
重
山
地
方
は
那
覇
市
か
ら
四
一
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
（
石
垣
島
を
基
準
と
し
た
場
合
）
の
距
離
に
有
り
、
地
理
的
に
は
独
立
し
た
県
と

な
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
位
置
し
た
地
域
と
も
い
え
る
。
台
北
の
ほ
う
が
約
二
八
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
（
石
垣
島
と
の
距

六
二
二
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縄
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五
）

離
）
と
近
く
、
尖
閣
諸
島
の
西
側
で
中
国
と
国
境
を
接
し
て
い
る
地
域
で
も
あ
り
、
独
自
の
外
交
を
展
開
す
る
必
要
性
す
ら
認
め
ら
れ
て

よ
い
地
域
と
も
い
え
る
。
本
来
、
石
垣
市
と
竹
富
町
は
石
垣
島
と
西
表
島
を
中
心
と
し
た
、
海
を
介
し
て
は
い
る
が
隣
接
す
る
市
と
町
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
両
方
の
島
は
約
三
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
あ
る
。
た
だ
し
、
竹
富
町
の
町
役
場
が
石
垣
市
に
お
か
れ
て
い
る
よ

う
に
、
密
接
し
た
関
係
に
あ
る
地
域
で
も
あ
る
。
石
垣
島
か
ら
見
る
と
竹
富
島
は
約
六
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
小
浜
島
は
一
七
・
七
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
、
西
表
島
の
大
原
港
は
三
一
・
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
上
原
港
は
三
七
・
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
波
照
間
島
は
五
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

距
離
に
あ
り
、
最
大
で
も
船
で
一
時
間
ほ
ど
で
結
ば
れ
た
隣
接
し
た
市
と
町
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
与
那
国
島
は
、
石
垣

島
か
ら
一
二
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
あ
り
、
台
湾
の
花
蓮
市
と
は
一
一
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
し
か
離
れ
て
は
い
な
い
と
こ
ろ
に
位
置
す

る
島
で
あ
る
。
石
垣
島
か
ら
は
飛
行
機
で
三
五
分
、
船
で
四
時
間
三
〇
分
の
距
離
に
あ
る
。
地
理
的
な
視
点
か
ら
い
え
ば
、
与
那
国
町
も

独
立
し
た
県
と
な
る
よ
う
な
位
置
に
存
在
す
る
島
と
い
う
こ
と
に
な
る

（
39
）

。
こ
の
よ
う
に
、
地
理
的
に
は
石
垣
市
と
竹
富
町
は
近
接
し
て
お

り
、
与
那
国
町
は
二
つ
の
市
町
と
は
若
干
独
立
し
て
い
る
と
も
い
え
る
よ
う
な
距
離
に
あ
る
地
域
で
あ
る
。

こ
う
し
た
地
理
的
な
条
件
の
中
で
、
複
合
一
部
事
務
組
合
で
あ
る
「
八
重
山
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
」
を
設
立
し
、
協
力
し
て
広
域

事
務
を
推
進
す
る
体
制
を
整
え
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。
教
科
書
問
題
は
こ
の
一
市
二
町
の
協
力
体
制
を
ゆ
る
が
す
問
題
と
な
っ
て
い
た

の
で
あ
る
。
石
垣
市
と
竹
富
町
の
近
接
し
た
関
係
か
ら
見
る
と
、
与
那
国
町
は
石
垣
市
や
竹
富
町
と
は
若
干
異
な
っ
た
伝
統
や
文
化
を
持

つ
、
少
し
独
自
性
を
強
調
す
べ
き
地
域
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
竹
富
町
の
町
役
場
は
石
垣
島
に
お
か
れ
て
い
る
。
竹
富
町
役
場
は
石
垣
市

役
所
の
隣
接
地
に
立
地
し
て
お
り
、
職
員
も
石
垣
市
に
在
住
し
て
い
る
。
こ
れ
は
那
覇
市
や
東
京
都
と
の
交
通
の
便
を
考
え
て
の
こ
と
で

あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
両
者
の
関
連
性
の
高
さ
を
物
語
っ
て
い
る

（
40
）

。
義
務
教
育
教
科
書
採
択
地
域
の
設
定
が
、
生
活
圏
に
含
ま
れ
る

広
域
圏
を
前
提
に
設
定
さ
れ
た
こ
と
か
ら
見
た
場
合
、
石
垣
市
と
竹
富
町
が
同
一
の
教
科
書
の
採
択
を
す
べ
き
圏
域
に
あ
る
市
町
と
い
う

六
二
三
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こ
と
に
な
り
、
与
那
国
町
は
独
自
の
教
科
書
選
択
の
機
会
を
与
え
ら
れ
て
も
良
い
地
域
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
八
重
山
地
域
が
平
成
の
大

合
併
の
際
に
合
併
を
模
索
し
た
が
、
結
局
一
市
二
町
の
ま
ま
残
っ
た
の
も
、
こ
う
し
た
地
理
的
条
件
や
若
干
政
治
的
な
制
約
が
存
在
し
た

た
め
と
推
測
で
き
る
。

八
重
山
地
区
の
教
科
書
採
択
問
題
は
、
二
〇
一
四
（
平
成
二
六
）
年
四
月
一
六
日
の｢

義
務
教
育
諸
学
校
の
教
科
書
用
図
書
の
無
償
措

置
に
関
す
る
法
律｣
の
改
正
に
よ
っ
て
一
挙
に
解
決
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
国
は
同
法
の
改
正
に
よ
っ
て
問
題
解
決
を
図
っ
た
の
で
あ

る
。
同
法
第
一
二
条
【
採
択
地
区
】
で
は
、「
都
道
府
県
の
教
育
委
員
会
は
、
当
該
都
道
府
県
の
区
域
に
つ
い
て
『
市
若
し
く
は
郡
の
区

域
又
は
こ
れ
ら
の
区
域
を
あ
わ
せ
た
地
域
に
』」
と
の
規
定
を
、「
都
道
府
県
の
教
育
委
員
会
は
、
当
該
都
道
府
県
の
区
域
に
つ
い
て
『
市

町
村
の
区
域
又
は
こ
れ
ら
の
区
域
を
併
せ
た
地
域
に
』」
に
改
正
し
た
の
で
あ
る

（
41
）

。
こ
れ
を
受
け
て
沖
縄
県
教
育
委
員
会
は
、
表
3
の
よ

う
に
、
竹
富
町
を
八
重
山
採
択
地
区
か
ら
独
立
し
た
採
択
地
区
と
す
る
こ
と
で
問
題
の
解
決
を
図
っ
た
の
で
あ
る
。

沖
縄
県
に
お
い
て
、
県
面
積
の
約
一
五
％
に
あ
た
る
三
三
四
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
占
め
る
竹
富
町
は
、
沖
縄
県
最
大
の
面
積
を
有
す

る
基
礎
自
治
体
で
あ
る
。
そ
の
点
か
ら
は
竹
富
町
が
独
立
し
た
採
択
地
域
と
な
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
人
口
は
沖
縄
県
民
の

〇
・
三
％
の
四
千
人
強
に
す
ぎ
ず
、
行
財
政
力
の
小
さ
い
地
方
公
共
団
体
で
あ
る
。
他
方
、
石
垣
市
は
沖
縄
第
三
位
の
面
積
（
二
二
二
平
方

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
を
持
つ
石
垣
市
と
尖
閣
諸
島
か
ら
な
る
、
県
面
積
の
ほ
ぼ
一
〇
％
の
二
二
九
・
二
七
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
市
で
あ
り
、

人
口
も
沖
縄
県
民
の
三
％
の
四
万
八
千
人
で
あ
り
、
竹
富
町
か
ら
見
れ
ば
大
き
な
行
財
政
力
を
有
す
る
市
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し

た
こ
と
か
ら
見
て
、
石
垣
市
と
竹
富
町
と
与
那
国
島
を
一
体
と
す
る
旧
来
の
八
重
山
採
択
地
区
を
一
つ
の
教
育
圏
と
す
る
広
域
連
合
に
よ

る
教
育
委
員
会
の
設
置
を
考
え
て
も
よ
い
地
域
と
い
え
る
。
沖
縄
県
教
育
委
員
会
の
教
育
事
務
所
も
旧
来
の
一
市
・
二
町
に
よ
る
八
重
山

採
択
地
区
と
一
致
し
た
範
囲
を
行
政
領
域
と
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
平
成
の
大
合
併
を
含
め
た
効
率
性
を
重
視
す
る
広
域
行
政
の
立
場
か

六
二
四



沖
縄
県
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義
務
教
育
教
科
書
採
択
地
区
を
通
し
て
み
た
平
成
の
大
合
併
と
広
域
行
政
（
山
田
）

（
七
〇
七
）

沖
縄

県
の

教
科

用
図

書
採

択
地

区
（

現
在

）
表
3

採
択

地
区

名
構

　
成

　
市

　
町

　
村

構
成

市
町

村
数

面
　

積
人

　
口

備
　

　
考

国
頭

採
択

地
区

名
護

市
、

国
頭

村
、

大
宜

味
村

、
東

村
、

今
帰

仁
村

、

本
部

町
、

宜
野

座
村

、
金

武
村

、
伊

江
村

、
伊

平
屋

村
、

伊
是

名
村

1市
・

2町
・

8村
773.77㎢

（
34.0）

118,675

（
8.4）

恩
納

村
が

中
頭

地
区

に
転

出
。

伊
平

屋

村
と

伊
是

名
村

が
島

尻
地

区
か

ら
転

入
。

中
頭

採
択

地
区

沖
縄

市
、

う
る

ま
市

、
宜

野
湾

市
、

北
谷

町
、

嘉
手

納
町

、
西

原
町

、
読

谷
村

、
北

中
城

村
、

中
城

村
、

恩
納

村

3市
・

3町
・

4村
312.56㎢

（
13.7）

507,174

（
35.9）

恩
納

村
が

国
頭

地
区

か
ら

転
入

那
覇

採
択

地
区

那
覇

市
、

浦
添

市
、

北
大

東
村

、
南

大
東

村
、

久
米

島
町

2市
・

1町
・

2村
165.50㎢

（
7.3）

437,929

（
31.0）

北
大

東
村

、
南

大
東

村
、

久
米

島
町

が

島
尻

地
区

か
ら

転
入

島
尻

採
択

地
区

糸
満

市
、

豊
見

城
市

、
南

城
市

、
与

那
原

町
、

南
風

原
町

、
八

重
瀬

町
、

渡
嘉

敷
村

、
座

間
味

村
、

粟
国

村
、

渡
名

喜
村

3市
・

3町
・

4村
205.87㎢

（
9.0）

240,155

（
17.0）

北
大

東
村

と
南

大
東

村
と

久
米

島
町

が

浦
添

・
那

覇
地

区
に

転
出

宮
古

採
択

地
区

宮
古

島
市

、
多

良
間

村
1市

・
3町

・
2村

226.48㎢

（
10.0）

56,023

（
4.0）

八
重

山
採

択
地

区
石

垣
市

、
与

那
国

町
1市

・
1町

257.95㎢

（
11.3）

49,704

（
3.5）

竹
富

町
が

分
離

・
独

立

竹
富

採
択

地
区

竹
富

町
1町

334.02㎢

（
14.7）

3,923

（
0.3）

独
自

の
採

択
地

区
と

な
る

。
竹

富
町

は

沖
縄

県
で

最
も

面
積

が
広

い
市

町
村

平
　

　
均

5.8市
町

村
325.16㎢

201,940

注
：

 人
口

と
面

積
は

沖
縄

県
Ｈ

Ｐ
「

市
町

村
の

人
口

・
世

帯
数

・
面

積
」（

http://w
w
w
.pref.okinaw

a.jp/site/kikaku/shichoson/2431.htm
l）

を
参

照
し

て
作

成
し

た
。

六
二
五



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
七
〇
八
）

ら
見
た
場
合
に
は
、
教
育
行
政
の
対
象
範
囲
も
あ
る
程
度
広
域
的
で
あ
る
べ
き
と
い
え
る
。
そ
れ
は
教
科
書
採
択
地
域
設
定
時
の
目
的
の

一
つ
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
今
回
の｢

義
務
教
育
諸
学
校
の
教
科
書
用
図
書
の
無
償
措
置
に
関
す
る
法
律｣

の
改
正
は
、
八

重
山
採
択
地
区
の
混
乱
を
一
応
解
消
し
た
も
の
と
い
え
る
が
、
そ
の
場
し
の
ぎ
と
い
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
面
を
有
し
て
い
る
こ
と
も
否
定

で
き
な
い
。

類
似
し
た
状
況
は
、
宮
古
島
（
旧
平
良
市
、
旧
城
辺
町
、
旧
下
地
町
、
旧
上
野
村
）、
伊
良
部
島
（
旧
伊
良
部
町
）、
下
地
島
（
旧
伊
良
部
町
）、

池
間
島
（
旧
平
良
市
）、
大
神
島
（
旧
平
良
市
）、
来
間
島
（
旧
下
地
町
）、
多
良
間
島
（
多
良
間
村
）、
水
納
島
（
多
良
間
村
）
の
八
島
（
一
市
三

町
二
村
）
か
ら
な
る
宮
古
諸
島
に
も
見
ら
れ
る
。
宮
古
島
と
伊
良
部
島
と
下
地
島
と
池
間
島
が
橋
で
結
ば
れ
、
他
の
二
島
は
さ
ん
ご
礁
な

ど
を
挟
ん
だ
隣
接
地
域
に
存
在
す
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
平
成
の
大
合
併
の
際
に
大
神
島
と
来
間
島
を
含
め
た
六
島
で
宮
古
島
市
と
な
っ
た
。

宮
古
島
か
ら
六
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
石
垣
島
か
ら
三
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
て
い
る
多
良
間
島
と
水
納
島
は
、
多
良
間
村
と
し
て
宮
古
郡

に
残
っ
た
。
面
積
二
〇
四
・
五
七
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
（
沖
縄
県
第
四
位
）
で
人
口
五
万
四
七
二
〇
人
の
宮
古
島
市
は
人
口
で
は
八
重
山
地

域
に
近
く
、
高
い
行
政
力
を
有
し
て
い
る
市
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
宮
古
島
市
は
一
市
三
町
一
村
の
合
併
で
誕
生
し
た
市
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
平
成
二
二
年
三
月
三
〇
日
に
中
心
市
宣
言
を
お
こ
な
い
、
合
併
一
市
圏
域
で
定
住
自
立
圏
を
形
成
し
、
平
成
二
二
年
九
月
二
八
日
に

協
定
を
、
平
成
二
三
年
三
月
二
九
日
に
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
、
新
し
い
市
の
一
体
性
の
拡
充
に
向
っ
て
い
る
。
多
良
間
村
は
面
積

二
一
・
九
一
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
人
口
一
三
〇
三
人
で
あ
り
、
与
那
国
町
を
若
干
小
さ
く
し
た
程
度
で
あ
る
。
宮
古
島
市
と
多
良
間
村

は
距
離
の
関
係
も
あ
り
、
石
垣
市
や
竹
富
町
と
与
那
国
町
の
関
係
と
類
似
し
た
関
係
と
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
な
お
宮
古
諸
島
で
は
市

と
村
の
間
に
大
き
な
地
域
間
の
対
立
は
存
在
し
て
は
い
な
い

（
42
）

。

先
島
諸
島
に
位
置
す
る
八
重
山
地
域
と
宮
古
地
域
は
共
に
国
境
周
辺
の
島
々
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
沖
縄
本
島
に
近
く
台
湾
と
も
あ

六
二
六



沖
縄
県
の
義
務
教
育
教
科
書
採
択
地
区
を
通
し
て
み
た
平
成
の
大
合
併
と
広
域
行
政
（
山
田
）

（
七
〇
九
）

る
程
度
離
れ
た
宮
古
地
域
と
、
台
湾
と
中
国
と
隣
接
し
て
い
る
国
境
の
島
々
で
あ
る
八
重
山
地
域
で
は
そ
の
性
格
は
大
き
く
異
な
る
。
さ

ら
に
八
重
山
地
域
で
も
尖
閣
諸
島
の
西
で
中
国
と
国
境
を
接
し
て
い
る
石
垣
市
と
、
台
湾
を
肉
眼
で
確
認
で
き
る
与
那
国
町
と
、
両
市
町

に
挟
ま
れ
あ
る
程
度
平
穏
さ
が
感
じ
ら
れ
る
竹
富
町
で
は
そ
の
位
置
づ
け
が
大
き
く
異
な
る
。
石
垣
市
は
明
確
な
領
土
問
題
の
主
体
な
の

で
あ
り
、
与
那
国
町
は
中
台
関
係
の
変
化
に
翻
弄
さ
れ
る
可
能
性
を
持
つ
国
境
の
町
な
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
地
理
的
な
相
違
も
一
市
二

町
の
性
格
の
違
い
に
現
れ
て
い
る
と
い
え
る
と
思
わ
れ
る
。
と
は
い
え
こ
の
一
市
二
町
は
、
合
併
し
な
け
れ
ば
本
来
の
市
と
な
る
要
件
で

あ
る
人
口
五
万
人
以
上
を
満
た
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
平
成
の
大
合
併
に
お
い
て
も
町
村
の
最
低
人
口
を
一
万
人
以
上
と
す
る
提
案
が
な

さ
れ
て
い
た
。
こ
の
条
件
を
考
え
た
場
合
に
は
与
那
国
町
は
石
垣
市
や
竹
富
町
と
合
併
す
る
か
合
併
に
代
わ
る
広
域
連
合
や
定
住
自
立
圏

な
ど
の
設
定
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
教
科
書
問
題
が
提
起
し
た
八
重
山
地
方
の
広
域
行
政
に
つ
い
て
三
市
町
は
、
将
来
に
向
け
た
検

討
を
再
度
住
民
の
視
点
に
立
っ
て
行
う
必
要
が
あ
る
と
い
え
る
。

註
本
論
文
は
日
本
大
学
法
学
部
政
経
研
究
所
の
、
二
〇
一
三
（
平
成
二
五
）
年
か
ら
二
〇
一
五
（
平
成
二
七
）
年
の
三
年
計
画
で
実
施
さ
れ
て
い
る
共

同
研
究
「
東
ア
ジ
ア
と
日
本
政
治
」
の
中
で
、
二
〇
一
四
（
平
成
二
六
）
年
三
月
に
沖
縄
県
八
重
山
地
方
の
石
垣
市
と
与
那
国
町
で
実
施
し
た
聞
き
取

り
調
査
の
中
の
「
広
域
行
政
と
教
科
書
問
題
」
と
、
二
〇
一
五
（
平
成
二
七
）
年
五
月
に
宮
古
地
方
の
宮
古
島
市
で
実
施
し
た
聞
き
取
り
調
査
の
中
の

「
定
住
自
立
圏
の
実
情
」
を
中
心
に
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
調
査
の
機
会
を
与
え
て
く
れ
た
日
本
大
学
法
学
部
の
関
係
者
に
深
く
感
謝
す
る
次
第
で

あ
る
。

本
文
に
お
い
て
は
、
数
字
は
各
資
料
の
表
記
に
か
か
わ
ら
ず
漢
数
字
に
直
し
て
表
記
し
た
。
ま
た
単
位
を
表
す
記
号
も
カ
タ
カ
ナ
表
記
に
直
し
て
記

載
し
た
。

六
二
七



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
七
一
〇
）

（
1
） 

沖
縄
環
境
経
済
研
究
所
『
琉
球
諸
島
を
世
界
遺
産
へ
』
沖
縄
県
文
化
環
境
部
自
然
保
護
課
発
行
「
琉
球
諸
島
の
範
囲
に
つ
い
て
」（http://

w
w
w
.pref.okinaw

a.lg.jp/site/kankyo/shizenryokuka/koen/docum
ents/h162 pam

phlet

）（p16-p30

）.

参
照
。
た
だ
し
沖
縄
本
島
を
本
土

の
一
部
と
す
る
見
方
も
あ
り
、
対
島
市
は
対
島
を
日
本
で
三
番
目
の
面
積
の
島
と
と
ら
え
て
い
る
。

（
2
） 
「N

ature on O
kinaw

a　

沖
縄
の
自
然
ガ
イ
ド　

森
と
海
の
不
思
議
な
生
き
物
た
ち
」（
冊
子
）（http://w

w
w
.pref.okinaw

a.lg.jp/site/

kankyo/shizenryokuka/hogo/nature_in_okinaw
a.htm

l

）。
な
お
環
境
省
、
九
州
地
方
環
境
事
務
所
発
行
の
「
奄
美
・
琉
球
諸
島
の
生
物
多
様

性
」
で
は
、「
奄
美
・
琉
球
諸
島
は
、
九
州
か
ら
台
湾
に
繋
が
る
弧
状
列
島
で
、
奄
美
諸
島
、
沖
縄
諸
島
、
宮
古
諸
島
、
八
重
山
諸
島
な
ど
が
含
ま

れ
ま
す
が
、
こ
れ
以
外
に
大
東
諸
島
、
尖
閣
諸
島
な
ど
を
含
め
れ
ば
、
九
〇
〇
以
上
の
島
々
か
ら
な
り
、
こ
の
う
ち
七
〇
程
度
の
有
人
島
が
あ
り
ま

す
」
と
記
載
さ
れ
て
お
り
、
西
南
諸
島
出
を
琉
球
列
島
（
諸
島
）
と
奄
美
諸
島
に
分
け
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
他
の
書
物
に
も
さ
ま
ざ
ま
な

規
定
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
諸
島
に
対
す
る
明
確
な
定
義
が
な
い
こ
と
が
わ
か
る
（http://kyushu.env.go.jp/naha/w

ildlife/data/

tayousei_131017.

）。

（
3
） 

沖
縄
県
文
化
環
境
部
自
然
保
護
課
、
前
掲
冊
子

（
4
） 

沖
縄
県
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
沖
縄
の
姿
／
面
積
」（http://w

w
w
.pref.okinaw

a.jp/kodom
o/sugata/al_02z.htm

l

）

（
5
） 

沖
縄
県
庁
Ｈ
Ｐ
「
島
し
ょ
別
面
積
」
を
み
る
と
、
そ
こ
に
は
一
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
島
が
四
七
、
〇
・
〇
一
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
島

等
が
一
一
三
の
合
計
一
六
〇
の
島
を
標
記
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
〇
・
〇
一
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
下
を
岩
礁
等
と
し
、
そ
れ
が
含
ま
れ
て
い
な
い

こ
と
か
ら
、
一
六
〇
の
島
々
の
面
積
を
合
計
し
て
も
沖
縄
県
の
面
積
よ
り
小
さ
い
こ
と
を
明
記
し
て
い
る
。（http://w

w
w
.pref.okinaw

a.jp/

site/kikaku/tochitai/tousho.htm
l

）

（
6
） 

外
務
省｢

世
界
と
日
本
の
デ
ー
タ
を
見
る
（
世
界
の
国
の
数
、
国
連
加
盟
国
数
、
日
本
の
大
使
館
数
な
ど
）｣

（http://w
w
w
.m

ofa.go.jp/

m
ofaj/area/w

orld.htm
l

）、
国
際
連
合
広
報
セ
ン
タ
ー｢

国
連
加
盟
国
加
盟
年
順
序｣

」（http://w
w
w
.unic.or.jp/info/un/un_organization/

m
em

ber_nations/chronolt...2015

・05

・25

）

（
7
） 

公
益
財
団
法
人
矢
野
恒
太
郎
記
念
会
編
『
世
界
国
勢
図
会
第
二
五
版　

二
〇
一
四
／
一
五
』
同
記
念
会
、
二
〇
一
四
年
九
月
発
行
、「
第
一
章

世
界
の
国
々
」
参
照

六
二
八



沖
縄
県
の
義
務
教
育
教
科
書
採
択
地
区
を
通
し
て
み
た
平
成
の
大
合
併
と
広
域
行
政
（
山
田
）

（
七
一
一
）

（
8
） 

山
田
吉
彦
著
「
農
政
ト
ピ
ッ
ク　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
我
が
国
の
海
洋
安
全
保
障
に
与
え
る
影
響
」『
月
刊
Ｊ
Ａ
』（
二
〇
一
一
年
一
一
月
）、
山
田
吉
彦

著
『
日
本
の
国
境
』
新
潮
新
書

（
9
） 
ブ
リ
タ
ニ
カ
国
際
百
科
事
典
・「
本
州
」
参
照

（
10
） 
沖
縄
県
Ｈ
Ｐ
「
沖
縄
こ
ど
も
ラ
ン
ド
Ｈ
Ｐ
」【
沖
縄
県
の
面
積
（
め
ん
せ
き
）】（http://w

w
w
.pref.okinaw

a.jp/kodom
o/index.htm

l

）
参

照
（
11
） 

沖
縄
環
境
経
済
研
究
所
『
琉
球
諸
島
を
世
界
遺
産
へ
』
沖
縄
県
文
化
環
境
部
自
然
保
護
課
発
行
「
琉
球
諸
島
の
範
囲
に
つ
い
て
」（http://

w
w
w
.pref.okinaw

a.lg.jp/site/kankyo/shizenryokuka/koen/docum
ents/h162_pam

phlet

）（p16-p30

）.

参
照

（
12
） 

市
区
町
村
変
遷
履
歴
情
報
、
都
道
府
県
別
一
覧
【
沖
縄
県
】（http://uub.jp/upd/

）
参
照

（
13
） 

各
市
町
村
の
人
口
は
沖
縄
県
Ｈ
Ｐ
「
市
町
村
行
政
の
状
況
」、「
市
町
村
の
人
口
・
世
帯
数
・
面
積
」（
二
〇
一
二
年
八
月
九
日
更
新
）（http://

w
w
w
.pref.okinaw

a.jp/site/kikaku/shichoson/2431.htm
l

）
参
照

（
14
） 

沖
縄
県
Ｈ
Ｐ
「
市
町
村
の
人
口
・
世
帯
数
・
面
積
」）（http://w

w
w
.pref.okinaw

a.jp/site/kikaku/shichoson/im
age/im

g24310.jpg

）

参
照

（
15
） 

沖
縄
県
Ｈ
Ｐ
、県
政
情
報
、｢

沖
縄
県
内
の
一
部
事
務
組
合
等
一
覧｣

（http://w
w
w
.pref.okinaw

a.lg.jp/site/kikaku/shichoson/11061.

htm
l

）
参
照

（
16
） 

宮
古
五
市
町
村
合
併
推
進
協
議
会
「
こ
れ
か
ら
確
認
す
べ
き
協
定
項
目
（
六
市
町
村
：
5
市
町
村　

比
較
表
）」
平
成
一
六
年

（
17
） 

徳
久
恭
子
著
「
教
育
政
策
に
お
け
る
マ
ク
ロ
・
ト
レ
ン
ド
の
変
化
と
そ
の
帰
結
」『
政
策
科
学
』
一
四
巻
一
号
、
二
〇
〇
六
年
。
一
三
│
二
六
頁

（
18
） 

新
藤
宗
幸
著
『
教
育
委
員
会　

│
何
が
問
題
か
』
岩
波
新
書
一
四
五
五
、
二
〇
一
三
年
、
八
九
頁

（
19
） 

堀
和
郎
氏
は
、「
教
育
行
政
に
お
け
る
レ
イ
マ
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
は
、『
教
育
行
政
の
官
僚
統
制
』
に
と
っ
て
代
わ
る
べ
き
仕
組
み
、
教
育
行

政
の
主
体
に
お
け
る
『
官
』
か
ら
『
民
』
へ
の
移
行
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
り
、
教
育
を
職
業
と
し
な
い
、
地
域
住
民
を
代
表
す
る
人
々
の
合
議

（
審
議
と
決
定
）
を
通
し
て
教
育
行
政
を
お
こ
な
う
と
い
う
考
え
で
あ
り
、『
素
人
統
制
』
と
い
う
よ
り
も
『
住
民
統
制
』
と
い
う
べ
き
仕
組
み
で
あ

り
、
文
字
通
り
、
教
育
行
政
に
お
け
る
『
草
の
根
民
主
主
義
』
の
表
れ
に
ほ
か
な
ら
な
い
」
と
説
明
し
て
い
る
（
堀
和
郎
・
柳
林
信
彦
著
『
教
育
委

六
二
九



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
七
一
二
）

員
会
制
度
再
生
の
条
件　

│
運
用
実
態
の
実
証
分
析
に
つ
い
て
│
』
筑
波
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
九
年
六
月
三
〇
日
、
一
七
六
頁
）。

（
20
） 

レ
イ
モ
ン
ド
Ｅ
．
キ
ャ
ラ
ハ
ン
著
、
中
谷
薫
彪
・
中
谷
愛
訳
『
ア
メ
リ
カ
の
教
育
委
員
会
と
教
育
長
』
晃
陽
書
房
、
二
〇
〇
七
年
九
月
三
〇
日
、

第
一
章
参
照

（
21
） 
マ
ー
サ
Ｍ
．
マ
ッ
カ
ー
シ
ー
・
ネ
ル
ダ
Ｈ
．
キ
ャ
ブ
ロ
ン=

マ
カ
ベ
著
、
平
原
春
好
・
青
木
宏
治
訳
『
ア
メ
リ
カ
教
育
法　

│
教
師
と
生
徒

の
権
利
│
』
三
省
堂
、
一
九
九
一
年
六
月
一
〇
日
、
第
一
章
参
照

（
22
） 

教
育
委
員
会
は
、
ア
メ
リ
カ
教
育
使
節
団
報
告
書
の
「
市
町
村
お
よ
び
都
道
府
県
の
住
民
を
広
く
教
育
行
政
に
参
画
さ
せ
、
学
校
に
対
す
る
内

務
省
地
方
官
吏
の
管
理
行
政
を
排
除
す
る
た
め
に
、
市
町
村
お
よ
び
都
道
府
県
に
一
般
投
票
に
よ
り
選
出
さ
せ
る
教
育
行
政
機
関
の
創
設
を
、
わ
れ

わ
れ
は
提
案
す
る
次
第
で
あ
る
。」
と
の
提
言
に
沿
っ
て
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（http://w

w
w
.m

ext.go.jp/b_m
enu/hakusho/htm

l/

others/detail/1317998.htm
）。
箇
条
書
き
の
部
分
は
、
中
山
太
郎
著
『
戦
後
日
本
教
育
制
度
成
立
史
』
岩
崎
学
術
出
版
社
三
八
四
│
三
八
五
頁

を
参
照
し
整
理
し
た
。

（
23
） 

中
山
・
前
掲
書
・
四
六
三
頁

（
24
） 

投
票
率
等
に
関
し
て
は
、
安
田
隆
子
著
「
教
育
委
員
会　

│
そ
の
沿
革
と
今
後
の
改
革
に
向
け
て
│
」
国
立
国
会
図
書
館
『
調
査
と
情
報
』
第

五
六
六
号
、
二
〇
〇
七
年
、
一
頁
と
、
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会
（A

dibe P
D
F

）「
教
員
（
組
合
）
と
親
の
軋
轢
」（http://nippon-pta.or.jp/

ayum
i/pdf/2_1_3.pdf

）
を
参
照
し
整
理
し
た
。

（
25
） 

新
藤　

前
掲
書　

一
一
三
│
四
頁

（
26
） 

安
田　

前
掲
論
文　

二
│
三
頁

（
27
） 

中
山
・
前
掲
書
・
第
七
章｢

地
方
行
政
制
度
の
改
革｣

参
照

（
28
） 

都
道
府
県
の
教
科
書
採
択
地
区
の
数
に
つ
い
て
は
、
文
部
科
学
省
「
教
科
書
制
度
の
改
善
に
つ
い
て
」
検
討
の
ま
と
め
（
概
要
）（
抄
）
平
成

一
四
年
七
月
三
一
日
「
第
一
部
教
科
書
検
定
の
改
善
に
つ
い
て
」
表
三
（http://w

w
w
.m

ext.go.jp/a_m
enu/shotou/kyoukasho/

gaiyou/03062701/007.htm

）
を
参
照
。
ま
た
当
時
の
市
町
村
数
に
つ
い
て
は
総
務
省
Ｈ
Ｐ
の
「
広
域
行
政
・
市
町
村
合
併
」
の
「
都
道
府
県
別

市
町
村
数
の
変
遷
（
平
成
一
一
年
三
月
三
一
日
以
降
の
全
て
を
収
録
）」（http://w

w
w
.soum

u.go.jp/m
ain_content/000283332.pdf

）
参
照
し

六
三
〇



沖
縄
県
の
義
務
教
育
教
科
書
採
択
地
区
を
通
し
て
み
た
平
成
の
大
合
併
と
広
域
行
政
（
山
田
）

（
七
一
三
）

整
理
し
た
。

（
29
） 

小
川
正
人
「「
教
育
事
務
所
廃
止
の
動
向
と
地
方
行
政
の
課
題
（
1
）
│
和
歌
山
県
、
長
崎
県
、
徳
島
県
、
滋
賀
県
の
訪
問
調
査
報
告
│
」『
教

育
行
政
研
究
』
二
号
、
放
送
大
学
大
学
院
文
化
科
学
研
究
所
八
五
頁
。
な
お
、
教
育
委
員
会
の
地
方
事
務
所
の
数
に
つ
い
て
は
文
科
省
の

（http://w
w
w
.m

ext.go.jp/b_m
enu/shingi/chukyo/chukyo1/003/gijiroku/04070701/006/001.pdf

を
参
照
し
て
整
理
し
た
。

（
30
） 

教
科
書
用
図
書
採
択
地
区
（
採
択
地
域
）
の
二
〇
一
四
年
五
月
ま
で
の
旧
採
択
地
区
に
関
し
て
は
、
文
部
科
学
省
「
採
択
地
区
一
覧　

沖
縄
県

（
六
地
区
）」
初
等
中
等
局
教
科
書
課
（http://next.go.jp/a_m

enu/shotou/kyoukasho/saitaku/1282212.htm

）、
沖
縄
県
教
育
委
員
会
編

『
沖
縄
県
教
育
年
報　

平
成
二
五
年
度
版
』
沖
縄
県
教
育
委
員
会
（http://w

w
w
.pref.okinaw

a.lg.jp/edu/som
u/edu/koho/nenpo/h25.htm

l

）、

沖
縄
タ
イ
ム
ス
「
沖
縄
県
の
教
科
書
採
択
地
区
、
六
町
村
が
変
更
へ
」（
二
〇
一
四
年
五
月
二
五
日
：http://w

w
w
.okinaw

atim
es.co.jp/article.

php?id =70599

）
を
参
照
し
て
整
理
し
た
。

（
31
） 

沖
縄
県
Ｈ
Ｐ
、
県
政
情
報
、｢
沖
縄
県
内
の
一
部
事
務
組
合
等
一
覧｣

参
照

こ
の
南
部
広
域
事
務
組
合
を
文
部
科
学
省
は
、「
3
．
一
部
事
務
組
合
の
例
」
の
な
か
の
「
③
南
部
広
域
行
政
組
合
（
教
職
員
関
係
、
視
聴
覚
教

育
関
係
）」
の
見
出
し
で
以
下
の
よ
う
に
紹
介
し
て
い
る
。

○
概
要
： 

教
育
研
究
所
の
設
置
運
営
（
教
職
員
の
研
究
）
等
を
共
同
実
施
。

（
沖
縄
県
内
一
五
市
町
村
、
う
ち
六
村
は
離
島
）

○
経
緯
等
： 

視
聴
覚
の
ラ
イ
ブ
ラ
リ
の
設
置
に
当
た
り
、
衛
生
関
係
の
施
設
を
共
同
設
置
す
る
の
と
併
せ
て
複
合
事
務
組
合
方
式
と
し
た
。

教
職
員
研
修
の
た
め
の
教
育
研
究
所
は
、
平
成
六
年
に
共
同
で
設
置

○
効
果
： 

県
教
委
の
教
育
事
務
所
の
管
轄
と
、
組
合
の
構
成
市
町
村
の
範
囲
が
重
な
っ
て
い
る
た
め
、
事
務
所
内
の
人
事
と
研
修
の
連
携
が
図

り
や
す
い
。

○
課
題
： 

構
成
市
町
村
が
多
数
の
た
め
、
日
程
調
整
が
困
難
で
あ
り
、
意
志
決
定
に
時
間
が
か
か
る
。

ま
た
、
構
成
市
町
村
の
教
育
委
員
会
が
、
組
合
の
事
業
内
容
を
十
分
認
識
せ
ず
に
、
重
複
し
た
内
容
の
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
が
あ

る
な
ど
、
構
成
市
町
村
の
教
育
委
員
会
と
の
連
携
が
課
題
。

六
三
一



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
七
一
四
）

さ
ら
に
文
部
科
学
省
は
「
5
．
広
域
化
は
必
要
で
な
い
と
考
え
る
理
由
」
と
し
て
、「
な
お
、
指
導
主
事
の
配
置
を
は
じ
め
、
指
導
上
の
課
題
を

有
す
る
一
方
で
、
広
域
化
を
考
え
て
い
な
い
と
し
て
い
る
市
町
村
教
育
委
員
会
も
あ
り
、
そ
の
理
由
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
」
と
し
て
そ
の
理
由

を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、

○ 　

指
導
主
事
の
配
置
は
課
題
で
は
あ
る
が
、
広
域
化
に
よ
る
場
合
に
は
、
指
導
主
事
の
担
当
地
域
が
広
が
り
、
同
時
に
指
導
体
制
の
弱
体
化

を
招
く
こ
と
も
危
惧
さ
れ
る
た
め
、
解
決
策
と
し
て
広
域
化
は
考
え
て
い
な
い

○ 　

指
導
主
事
の
配
置
は
課
題
で
は
あ
る
が
、
広
域
化
に
よ
る
ば
あ
い
に
は
、
各
兆
村
ご
と
に
指
導
方
針
や
教
育
環
境
が
異
な
る
た
め
、
実
際

に
は
困
難
と
考
え
る

○ 　

学
校
教
育
の
観
点
か
ら
は
、
一
町
に
一
小
学
校
、
一
中
学
校
は
小
規
模
で
あ
り
、
広
域
化
も
必
要
と
考
え
る
が
、
生
涯
学
習
・
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
の
分
野
に
つ
い
て
は
、
町
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
に
は
、
現
在
の
教
育
行
政
の
規
模
が
良
い
と
考
え
る

と
い
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る
。（
文
部
科
学
省　

http://next.go.jp/a_m
enu/singi/chukyo/

）

（
32
） 

沖
縄
県
教
育
委
員
会
Ｈ
Ｐ
「
教
育
事
務
所
」（http://w

w
w
.pref.okinaw

a.jp/edu/m
adoguchi/jim

usho/index.htm
l

）
参
照
。
な
お
、
市

町
村
の
並
び
は
教
育
事
務
所
の
所
管
区
域
の
表
の
順
序
に
従
っ
た
。　

（
33
） 

各
市
町
村
の
人
口
は
沖
縄
県
Ｈ
Ｐ
「
市
町
村
行
政
の
状
況
」、「
市
町
村
の
人
口
・
世
帯
数
・
面
積
」（
二
〇
一
二
年
八
月
九
日
更
新
）（http://

w
w
w
.pref.okinaw

a.jp/site/kikaku/shichoson/2431.htm
l

）
参
照

（
34
） 

斎
藤
剛
史
著
「
教
科
書
の
採
択
県
は
誰
に
あ
る
の
か
〜
沖
縄
・
八
重
山
地
区
教
科
書
問
題
を
め
ぐ
っ
て
」
内
田
洋
行
・
教
育
総
合
研
究
所
「
学

び
の
場.C

om

」（http://w
w
w
.m

anabinoba.com
/index.cfm

/6,17520,13,htm
l

）

（
35
） 

文
部
科
学
省｢

資
料
一
│
三
沖
縄
県
八
重
山
教
科
書
問
題
の
経
緯
（http://w

w
w
.m

ext.go.jp/b_m
enu/shingi/chukyo/chukyo3/siryo/

attach/1345141.htm

）
参
照

（
36
） 

「
朝
日
新
聞
デ
ジ
タ
ル
：
教
科
書
採
択
、
文
科
省
が
初
の
是
正
要
求
へ　

沖
縄
・
竹
富
町
に
」（http://w

w
w
.asahi.com

N
ational/

update/0930/T
K
Y
201309300038.htm

l

）
参
照

（
37
） 

日
本
経
済
新
聞
二
〇
一
四
年
三
月
二
日
「
石
垣
市
町
選
、
現
職
の
中
山
氏
再
選　

与
党
が
勝
利
」、「
竹
富
町
の
あ
ゆ
み
」（http://w

w
w
.

六
三
二



沖
縄
県
の
義
務
教
育
教
科
書
採
択
地
区
を
通
し
て
み
た
平
成
の
大
合
併
と
広
域
行
政
（
山
田
）

（
七
一
五
）

tow
n.taketom

i.lg.jp/tow
n/index.php?content_id=9

）、
琉
球
新
報
八
月
一
二
日
「
与
那
国
町
長
選　

複
雑
な
民
意
受
け
止
め
よ
（http://

ryukyushim
po.jp/new

s/storyid-210914-storytopic-11.htm
l

）
を
参
照
し
て
整
理
し
た
。

（
38
） 
沖
縄
県
Ｈ
Ｐ｢

八
重
山
地
域
の
概
要
／
沖
縄
県｣

・「
市
町
村
の
人
口
・
世
帯
数
・
面
積
」（http://w

w
w
.pref.okinaw

a.jp/site/norin/

norin-yaeyam
a-nosui/keikaku/yaeyam

anogaiyou.htm
l

）
参
照

（
39
） 

石
垣
島
と
竹
富
町
の
各
島
と
の
距
離
や
船
舶
（
フ
ェ
リ
ー
等
）
に
よ
る
移
動
時
間
に
つ
い
て
は
、「
安
楽
観
光
│
運
行
案
内
」（http://w

w
w
.

aneikankou.co.jp/liner/haterum
ajim

a.htm
l

）
を
参
照
し
て
整
理
し
た
。

（
40
） 

石
垣
市
と
竹
富
町
の
関
係
に
つ
い
て
は
石
垣
市
で
の
聞
き
取
り
調
査
等
の
内
容
を
整
理
し
た
。

（
41
） 

文
部
科
学
省
Ｈ
Ｐ
「
義
務
教
育
諸
学
校
の
教
科
書
用
図
書
の
無
償
措
置
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
」（http://w

w
w
.m

ext.

go.jp/b_m
enu/houan/an/detail/1344707.htm

）
参
照

（
42
） 

宮
古
島
市
Ｈ
Ｐ
『
平
成
二
六
年
度
版　

統
計
み
や
こ
じ
ま
』（
第
一
〇
号
）（http://w

w
w
2.city.m

iyakojim
a.lg.jp/toukei_m

_2014/

）

最
後
に

私
が
藤
原
先
生
に
初
め
て
お
目
に
か
か
っ
た
の
は
一
九
七
二
（
昭
和
四
七
）
年
四
月
に
、
日
本
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
修
士
課
程
政
治
学
専
攻
に

入
学
し
た
時
で
し
た
。
社
会
人
生
活
を
経
験
し
た
後
に
大
学
院
に
入
ら
れ
た
藤
原
先
生
の
学
問
に
対
す
る
厳
し
さ
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
が
、

今
日
の
私
を
作
り
上
げ
る
上
で
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
浅
学
菲
才
の
後
輩
を
前
に
し
た
藤
原
先
生
の
思
い
を
考
え
る

と
今
で
も
赤
面
す
る
ば
か
り
で
す
。

と
は
い
え
先
生
の
ご
薫
陶
の
お
か
げ
で
私
も
今
日
ま
で
大
学
の
教
壇
に
立
て
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
藤
原
先
生
の
ご
指
導
を
忘
れ
ず
研
究
と
教

育
に
励
み
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
先
生
の
ご
健
康
と
、
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
祈
念
し
て
、
本
論
文
を
閉
じ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

六
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ラ
デ
ィ
カ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
「
民
主
的
な
る
も
の
」（
山
田
）

（
七
一
七
）

ラ
デ
ィ
カ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
「
民
主
的
な
る
も
の
」

│
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
政
治
理
論
の
視
座
か
ら

│
山　
　

田　
　

竜　
　

作

は
じ
め
に

│
い
か
な
る
ラ
デ
ィ
カ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
か

冷
戦
後
の
日
本
で
本
格
的
に
ラ
デ
ィ
カ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
が
論
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
約
二
〇
年
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
以

前
に
、
高
畠
通
敏
や
鶴
見
俊
輔
、
日
高
六
郎
と
い
っ
た
論
者
が
「
ラ
ジ
カ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
や
「
根
も
と
か
ら
の
民
主
主
義
」
を

語
っ
て
い
た
こ
と
を
忘
れ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
し
か
し
、
私
た
ち
が
今
日
「
ラ
デ
ィ
カ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
と
言
う
場
合
に
イ

メ
ー
ジ
す
る
欧
米
系
の
諸
議
論
が
、
市
民
社
会
論
の
興
隆
を
背
景
と
し
て
ま
と
ま
っ
た
形
で
わ
が
国
に
紹
介
さ
れ
始
め
た
の
が
一
九
九
〇

年
代
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
お
お
よ
そ
共
通
認
識
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
よ
う
。
と
こ
ろ
で
、
お
そ
ら
く
現
代
日
本
の
政
治
理
論
研
究
に
お

論　

説

六
三
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政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
七
一
八
）

い
て
、
ラ
デ
ィ
カ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
と
は
シ
ャ
ン
タ
ル
・
ム
フ
（C

hantal M
ouff e, 1943‒ 

）
な
ど
の
闘
技
的
多
元
主
義
の
こ
と
を
指

す
、
と
の
理
解
が
少
な
か
ら
ず
定
着
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

だ
が
、
こ
の
よ
う
な
理
解
に
問
題
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
形
式
的
な
自
由
民
主
主
義
体
制
を
根
底
か
ら

0

0

0

0

批
判
し
、
さ
ら
な
る

0

0

0

0

民
主
化

を
促
す
と
い
う
意
味
で
の
ラ
デ
ィ
カ
ル

0

0

0

0

0

な
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
は
、
一
九
七
〇
年
代
に
は
参
加
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
と
い
う
形
で
存
在
し
た
か

ら
で
あ
る
。
キ
ャ
ロ
ル
・
ペ
イ
ト
マ
ン
（C

arole P
atem

an, 1940‒ 

）
の
論
文
集
『
秩
序
を
乱
す
女
た
ち
？
』
に
収
録
さ
れ
た
、

一
九
七
〇
年
代
の
参
加
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
的
諸
論
稿
に
は
、
当
時
の
「
リ
ベ
ラ
ル
対
ラ
デ
ィ
カ
ル
」
と
い
う
図
式
が
見
え
隠
れ
し
て
い
る
（
1
）

が
、
当
然
な
が
ら
こ
の
時
点
の
「
ラ
デ
ィ
カ
ル
」
と
は
闘
技
的
多
元
主
義
の
こ
と
で
は
な
い
。
ラ
デ
ィ
カ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
は
い
く

つ
も
の
知
的
源
泉
が
あ
る
こ
と
は
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
久
し
い
が
、
参
加
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
ラ
デ
ィ
カ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
は
い
か
な
る

関
係
に
あ
る
か
、
ま
た
、
ラ
デ
ィ
カ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
は
闘
技
的
多
元
主
義
な
の
だ
と
す
る
認
識
が
日
本
の
政
治
理
論
家
の
間
で
定

着
し
た
と
す
れ
ば
そ
れ
は
い
つ
の
こ
と
か
、
等
に
つ
い
て
は
実
は
決
し
て
明
白
で
な
い
と
言
え
る
。

そ
の
上
、
さ
ら
に
困
難
な
問
題
が
あ
る
。
平
等
と
差
異
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
め
ぐ
る
今
日
的
な
意
味
で
の
ラ
デ
ィ
カ
ル
・
デ
モ
ク

ラ
シ
ー
論
に
重
要
な
知
的
刺
激
を
与
え
た
も
の
と
し
て
、
看
過
で
き
な
い
の
は
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
で
あ
り
、
ム
フ
や
ペ
イ
ト
マ
ン
の
み
な
ら

ず
、
広
義
の
ラ
デ
ィ
カ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
者
に
含
め
得
る
政
治
理
論
家
に
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
は
少
な
く
な
い
（
2
）

。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ム

フ
は
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
者
に
か
な
り
批
判
的
で
あ
り
、
後
に
本
論
で
検
討
す
る
よ
う
に
「
女
性
」
を
固
定
的
な
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
と
見
な
す
こ
と
を
拒
否
し
て
い
る
。
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
が
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
理
論
と
実
践
に
と
っ
て
持
つ
意
味
に
つ
い
て
は
、

多
く
の
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
が
言
及
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
十
分
に
検
討
・
咀
嚼
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
加
え
、
い
か
な
る
ラ
デ
ィ
カ

ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
が
考
え
ら
れ
て
い
る
か
が
論
者
に
よ
っ
て
異
な
る
と
い
う
事
情
が
、
問
題
を
非
常
に
錯
綜
し
た
も
の
に
し
て
い
る
。

六
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ラ
デ
ィ
カ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
「
民
主
的
な
る
も
の
」（
山
田
）

（
七
一
九
）

市
民
社
会
論
か
ら
公
共
哲
学
・
政
治
哲
学
へ
と
研
究
者
の
関
心
が
シ
フ
ト
す
る
中
、
現
代
日
本
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
に
お
け
る
フ
ェ
ミ
ニ

ズ
ム
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
へ
の
関
心
は
、
一
九
九
〇
年
代
よ
り
む
し
ろ
後
退
し
た
の
で
は
と
い
う
印
象
さ
え
受
け
る
（
3
）

。

こ
の
小
論
で
、
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
者
を
網
羅
的
に
検
討
し
て
以
上
の
錯
綜
し
た
問
題
状
況
を
整
理
す
る
こ
と
は
、
筆

者
の
能
力
を
超
え
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
ご
く
限
ら
れ
た
論
者
を
取
り
上
げ
る
こ
と
で
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
視
座
か
ら
「
民
主
的
な
る
も

の
」
が
ど
の
よ
う
に
見
え
る
か
、
そ
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
目
的
を
限
定
し
た
い
。
ラ
デ
ィ
カ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
で
は
、

ム
フ
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、「
政
治
的
な
る
も
の
（the political

）」
に
つ
い
て
非
常
に
多
く
の
議
論
が
展
開
さ
れ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
徹
底
化
さ
せ
る
と
い
う
意
味
を
持
つ
ラ
デ
ィ
カ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
が
、
何
を
持
っ
て
「
民
主
的
」
で
あ
る
と
す
る
の

か
、
言
わ
ば
「
民
主
的
な
る
も
の
（the dem
ocratic

）」
に
つ
い
て
は
十
分
に
語
っ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
の
政
治
理

論
家
に
と
っ
て
、
さ
ら
な
る
民
主
化
と
は
何
を
意
味
す
る
の
か
。
そ
れ
は
、
何
が
民
主
的
で
あ
り
何
が
非
民
主
的
か
に
つ
い
て
の
認
識
に

よ
り
、
少
な
か
ら
ず
左
右
さ
れ
よ
う
。
本
稿
で
は
ま
ず
、
ム
フ
の
ラ
デ
ィ
カ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
に
お
け
る
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
批
判
を
た

た
き
台
と
し
て
検
討
し
、
そ
こ
で
批
判
の
矛
先
が
向
け
ら
れ
て
い
る
二
人
の
政
治
理
論
家
、
ペ
イ
ト
マ
ン
お
よ
び
ア
イ
リ
ス
・
マ
リ
オ

ン
・
ヤ
ン
グ
（Iris M

arion Y
oung, 1949‒2006

）
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
を
取
り
上
げ
る
。
こ
の
両
者
に
対
す
る
批
判
と
し
て
、
ム
フ
の
議

論
が
ど
こ
ま
で
妥
当
か
、
ま
た
「
民
主
的
な
る
も
の
」
を
め
ぐ
っ
て
こ
の
三
者
の
認
識
が
ど
の
よ
う
に
分
岐
し
て
い
る
か
、
等
を
可
能
な

限
り
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。
そ
れ
ら
を
通
じ
て
、
い
か
な
る
ラ
デ
ィ
カ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
考
え
る
の
か
、
そ
の
見
取
り
図
を
描
く

た
め
の
一
助
と
し
た
い
。
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政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
七
二
〇
）

一　

Ｃ
・
ム
フ
の
ラ
デ
ィ
カ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム

1　

ラ
デ
ィ
カ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
「
本
質
主
義
」

ム
フ
は
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
を
自
称
し
て
は
い
る
も
の
の
、
そ
の
ラ
デ
ィ
カ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
の
中
で
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
正
面

か
ら
論
じ
た
も
の
は
実
は
少
な
い
。
論
文
集
『
政
治
的
な
る
も
の
の
再
興
』
の
第
五
章
「
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
、
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
、
ラ

デ
ィ
カ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
政
治
」
が
そ
の
代
表
格
で
あ
り
（
4
）

、
前
述
し
た
よ
う
に
ム
フ
が
ペ
イ
ト
マ
ン
と
ヤ
ン
グ
に
批
判
的
に
言
及
し

て
い
る
の
は
こ
の
論
考
に
お
い
て
で
あ
る
。
こ
こ
で
ム
フ
が
主
張
し
て
い
る
の
は
、
一
言
で
言
え
ば
、「
女
性
」
を
固
定
的
な
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
と
見
な
す
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
は
「
本
質
主
義
（essentialism

）」
に
陥
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
放
棄
す
る
こ
と
こ
そ
ラ

デ
ィ
カ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
は
要
請
さ
れ
る
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
ム
フ
の
議
論
に
多
少
と
も
馴
染
ん
だ
者
に
と
っ
て
は
、
彼
女
の
本

質
主
義
批
判
は
す
で
に
周
知
の
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
が
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
を
め
ぐ
る
文
脈
で
ど
う
語
ら
れ
て
い
る
か
、
そ
し
て
ペ
イ
ト

マ
ン
と
ヤ
ン
グ
が
ど
の
よ
う
に
批
判
さ
れ
て
い
る
か
、
改
め
て
確
認
し
て
み
た
い
。

ム
フ
の
ラ
デ
ィ
カ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
に
お
い
て
は
、
社
会
的
行
為
主
体
は
、
必
然
的
な
関
係
性
の
な
い
多
様
な
言
説
か
ら
構
成
さ

れ
た
「
主
体
位
置
（subject positions

）」
の
集
合
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
。
主
体
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
、
自
分
が
い
か
な
る
社
会

関
係
に

同
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン

一

化

す
る
か
に
依
存
す
る
の
で
あ
り
、
あ
く
ま
で
偶
然
的
な
産
物
で
あ
っ
て
一
時
的
に
固
定
化
さ
れ
た
も
の
に
過
ぎ

な
い
と
さ
れ
る
。
そ
の
意
味
で
、
社
会
的
行
為
主
体
を
、
統
一
的
で
単
一
の
存
在
で
あ
る
か
の
よ
う
に
見
な
す
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、

常
に
多
元
的
な
も
の
と
し
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
労
働
者
階
級
、
女
性
、
黒
人
、
同
性
愛
者
、
等
々
、
あ
ら
ゆ
る

主
体
に
つ
い
て
言
え
る
こ
と
で
あ
り
、
い
ず
れ
か
の
民
主
化
闘
争
を
特
権
化
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に

│
「
労
働
者
の
利
害
を
守
る
試

六
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ラ
デ
ィ
カ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
「
民
主
的
な
る
も
の
」（
山
田
）

（
七
二
一
）

み
が
、
女
性
、
移
民
、
消
費
者
の
諸
権
利
の
犠
牲
に
お
い
て
追
求
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
」

│
こ
れ
ら
の
異
な
っ
た
闘
争
の
間
に

等
価
性
の
連
鎖
を
確
立
す
る
必
要
が
あ
る
（
5
）

。
こ
れ
は
明
ら
か
に
、
階
級
闘
争
に
還
元
し
得
な
い
「
新
し
い
社
会
運
動
」
を
重
視
し
た
ム
フ

が
、
エ
ル
ネ
ス
ト
・
ラ
ク
ラ
ウ
と
の
共
著
『
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
と
社
会
主
義
者
戦
略
』（
一
九
八
五
年
刊
（
6
）

）
以
降
一
九
九
〇
年
代
初
頭
ま
で
繰
り

返
し
追
究
し
た
、
根ラ
デ
ィ
カ
ル

源
的
か
つ
多プ

ル
ー
ラ
リ
ス
ト

元
主
義
的
な
民
主
政
治
の
あ
り
よ
う
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
等
価
性
の
連
鎖
、
あ
る
い
は
民
主
的
等
価
性
を
考
え
る
場
合
に
重
要
な
の
が
、
ム
フ
が
強
調
す
る
「
節
合

（articulation

）」
で
あ
る
。
彼
女
が
固
定
的
・
恒
常
的
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
拒
否
す
る
の
は
、
労
働
者
階
級
と
か
女
性
と
い
っ
た
主

体
の
観
念
を
全
否
定
す
る
た
め
で
は
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
の
主
体
が
諸
言
説
に
よ
っ
て
部
分
的
に
固
定
さ
れ
た
「
結
節
点
」

に
過
ぎ
な
い
と
見
な
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
む
し
ろ
、
異
な
る
主
体
位
置
に
対
し
て
開
か
れ
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、

異
な
る
主
体
位
置
の
間
に
必
然
的
・
決
定
的
な
結
び
つ
き
が
な
い
か
ら
こ
そ
、
そ
れ
ら
の
間
に
歴
史
的
・
可
変
的
な
「
節
合
」
を
調
達
す

る
こ
と
も
可
能
に
な
る
（
7
）

。
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
文
脈
で
考
え
れ
ば
、「
女
性
」
と
い
う
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
そ
れ
自
体
が
多
様
な
言
説
の
中

で
構
成
さ
れ
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
あ
る
以
上
、
単
一
的
な
「
男
性
」・
対
・
単
一
的
な
「
女
性
」
と
い
う
二
項
対
立
は
あ
り
得
ず
、
フ
ェ
ミ

ニ
ズ
ム
の
政
治
が
従
属
に
対
し
て
い
か
な
る
闘
争
を
展
開
す
る
か
も
多
様
と
な
る
こ
と
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
女
性
」
と
い
う

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
本
質
が
な
い
と
見
な
さ
れ
れ
ば
、「
平
等
か
差
異
か
」
と
問
う
こ
と
は
無
意
味
に
な
る
と
い
う
の
で
あ
る
（
8
）

。
ム
フ

は
必
ず
し
も
明
言
し
て
は
い
な
い
が
、
例
え
ば
黒
人
解
放
運
動
の
内
部
で
の
性
差
別
、
白
人
女
性
中
心
の
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
運
動
に
お
け
る

人
種
差
別
、
ブ
ラ
ッ
ク
・
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
み
な
ら
ず
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
系
女
性
や
ア
ジ
ア
系
女
性
か
ら
の
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
批
判
の
噴
出
と

い
っ
た
、
欧
米
の
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
が
直
面
し
た
諸
問
題
を
彼
女
が
念
頭
に
置
い
て
い
る
こ
と
は
容
易
に
看
取
さ
れ
よ
う
（
9
）

。
要
す
る
に
彼
女

の
構
想
で
は
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
そ
れ
自
体
も
ま
た
多
種
多
様
な
も
の
と
し
て
、
他
の
解
放
闘
争
と
並
ん
で
広
範
な
ラ
デ
ィ
カ
ル
・
デ
モ
ク

六
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二
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ラ
シ
ー
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
要
素
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
べ
き
も
の
な
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
ム
フ
に
よ
れ
ば
、
彼
女
が
こ
の
よ
う
に
論
じ
た
当
時
、
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
は
「
女
性
」
と
い
う
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
脱
構
築

し
て
し
ま
え
ば
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
政
治
的
行
動
が
不
可
能
に
な
る
、
と
考
え
て
い
た
と
い
う
。「
多
く
の
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
た
ち
は
、
女
性

を
一
貫
し
た
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
し
て
見
る
こ
と
な
し
に
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
独
自
の
目
的
を
形
成
し
追
求
す
る
た
め
に
女
性
が
女
性
と

し
て
団
結
で
き
る
よ
う
な
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
の
政
治
運
動
の
可
能
性
を
基
礎
づ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
信
じ
て
い
る
」。
こ
の
よ
う
な

信
条
は
、
ム
フ
が
構
想
す
る
ラ
デ
ィ
カ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
政
治
に
と
っ
て
問
題
で
あ
る
。
一
個
人
そ
の
も
の
が
多
様
性
を
持
っ
た
存

在
で
あ
り
、
そ
の
個
人
が
さ
ま
ざ
ま
な
主
体
位
置
に
お
い
て
多
様
な
従
属
関
係
に
置
か
れ
て
い
る
（
あ
る
い
は
、
あ
る
関
係
に
お
い
て
は
支

配
的
で
あ
り
、
他
の
関
係
で
は
従
属
的
で
あ
り
得
る
）
か
ら
で
あ
る
（
10
）

。
ム
フ
に
と
っ
て
は
、
先
天
的
な
属
性
に
基
づ
い
た
所
与
の
「
女
性
性
」

が
あ
る
と
前
提
す
る
か
、
さ
も
な
け
れ
ば
女
性
間
の
同
質
性
や
共
通
性
を
否
定
し
て
一
切
の
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
を
不
可
能
と
見
な
す
か
、
と

い
う
二
項
対
立
は
極
端
で
不
毛
な
も
の
で
し
か
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
、
前
述
の
よ
う
に
、
多
様
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
一
時
的
・
部

分
的
な
結
節
点
と
し
て
の
「
女
性
」
を
考
え
る
べ
き
な
の
で
あ
り
、
本
質
的
な

0

0

0

0

「
女
性
性
」
と
か
真
の

0

0

「
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
政
治
」
が
あ

る
と
の
想
定
は
放
棄
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
の
が
ム
フ
の
主
張
と
言
え
る
（
11
）

。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
ペ
イ
ト
マ
ン
も

ヤ
ン
グ
も
「
本
質
主
義
」
に
陥
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

2　

ペ
イ
ト
マ
ン
批
判

│
「
女
性
と
し
て
の
女
性
」

ま
ず
、
ム
フ
に
よ
る
ペ
イ
ト
マ
ン
批
判
か
ら
見
て
み
よ
う
。
ペ
イ
ト
マ
ン
は
、
近
代
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
理
論
の
基
盤
に
あ
る
社
会
契
約
論

が
家
父
長
的
な
性
格
を
持
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
を
繰
り
返
し
指
摘
し
た
。「
自
由
か
つ
平
等
な
個
人
」
と
言
っ
た
場
合
、
そ
れ
は
初
め
か

六
四
〇



ラ
デ
ィ
カ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
「
民
主
的
な
る
も
の
」（
山
田
）

（
七
二
三
）

ら
世
帯
主
・
妻
帯
者
・
稼
ぎ
主
と
し
て
の
男
性
を
意
味
し
て
お
り
、
社
会
契
約
も
ま
た
男
性
同
士
が
取
り
交
わ
す
「
兄フ

ラ

タ

ー

ナ

ル

弟
愛
＝
友
愛
的
な

協
約
」
に
過
ぎ
な
い
。
公
的
領
域
と
し
て
の
政
治
お
よ
び
市
民
社
会
は
、「
政
治
的
秩
序
を
乱
す
存
在
」
と
見
な
さ
れ
た
女
性
を
私
的
領

域
へ
と
閉
じ
込
め
る
こ
と
で
成
立
し
て
き
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
そ
の
後
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
理
論
は
、「
個
人
」
や
「
市
民
」
と
い
う
カ

テ
ゴ
リ
ー
が
、
あ
た
か
も
何
人
を
も
排
除
し
て
い
な
い
か
の
よ
う
に
考
え
、
理
論
の
根
源
に
あ
る
家
父
長
制
を
不
可
視
化
し
て
き
た
。
し

か
も
普
通
選
挙
権
の
女
性
へ
の
拡
大
、
言
い
換
え
れ
ば
女
性
へ
の
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
形
式
的
付
与
に
よ
っ
て
、
も
は
や
男
女
差
別
の

問
題
は
解
決
済
み
で
あ
る
か
の
よ
う
に
見
な
す
こ
と
で
、
実
際
の
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
関
係
で
女
性
が
「
二
級
市
民
」
扱
い
さ
れ
て
い
る
現

実
問
題
を
放
置
し
て
き
た
。
つ
ま
り
「
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
」
は
、
そ
も
そ
も
政
治
共
同
体
を
構
成
す
る
男
性
の
貢
献
（
典
型
的
に
は
兵

役
と
納
税
）
を
基
準
に
構
築
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
（
12
）

。

│
ペ
イ
ト
マ
ン
に
よ
る
こ
う
し
た
政
治
理
論
批
判
に
、
ム
フ
は
基
本
的
に
賛
同

し
て
い
る
。
ム
フ
が
問
題
に
す
る
の
は
、
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
を
め
ぐ
っ
て
女
性
が
直
面
す
る
デ
ィ
レ
ン
マ
を
、
ペ
イ
ト
マ
ン
が
克
服
し

よ
う
と
す
る
そ
の
仕
方
で
あ
る
。

ペ
イ
ト
マ
ン
が
「
ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
の
デ
ィ
レ
ン
マ
」
と
呼
ぶ
も
の
は
、
お
お
よ
そ
次
の
よ
う
な
難
問
で
あ
る
。
女
性
が
完
全
な

る
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
を
勝
ち
取
る
に
は
二
つ
の
方
法
が
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
両
者
は
家
父
長
的
な
枠
組
み
の
中
で
は
互
い
に
相
容
れ

ず
、
い
ず
れ
の
方
法
で
も
女
性
が
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
を
勝
ち
得
る
こ
と
は
な
い
。
一
方
の
方
法
は
、
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
は
（
実
際
は

女
性
を
排
除
し
た
も
の
で
あ
る
に
せ
よ
）
普
遍
的
な
意
味
を
持
つ
と
考
え
、
そ
れ
を
男
性
だ
け
で
な
く
女
性
に
も
拡
大
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
リ
ベ
ラ
ル
・
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
に
典
型
的
な
ジ
ェ
ン
ダ
ー
中
立
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
方
法
は
、
そ
も

そ
も
男
性
の
属
性
・
能
力
・
活
動
を
も
と
に
構
築
さ
れ
た
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
を
所
与
の
前
提
と
し
て
、
そ
れ
を
女
性
に
も
広
げ
よ
う
と

す
る
も
の
で
あ
る
以
上
、
女
性
に
対
し
て
男
性
（
の
よ
う
）
に
な
る
こ
と
を
要
求
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
が
で
き
な
い
女
性
は
、
所
詮

六
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「
二
級
市
民
」
止
ま
り
で
あ
っ
て
完
全
な
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
は
得
ら
れ
な
い
。
も
う
一
方
の
方
法
は
、
女
性
に
は
女
性
な
ら
で
は
の
能

力
・
才
能
・
ニ
ー
ズ
・
関
心
が
あ
る
の
だ
か
ら
、
女
性
の
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
は
男
性
の
そ
れ
と
は
違
う
形
の
も
の
に
な
る
べ
き
だ
と
の

主
張
に
基
づ
く
。
す
な
わ
ち
、
母
親
の
役
割
に
典
型
的
に
見
ら
れ
る
女
性
の
無
償
労
働
を
、
男
性
の
雇
用
（
賃
金
）
労
働
に
匹
敵
す
る
女

性
の
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
と
見
な
す
と
い
う
方
法
で
あ
る
。
こ
れ
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
中
立
を
指
向
し
た
前
者
と
異
な
り
、
男
女
の
差
異
を
強

調
す
る
も
の
と
言
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
後
者
の
方
法
も
成
功
し
な
い
。
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
が
初
め
か
ら
、
私
的
領
域
に
お
け
る
女
性

の
母
性
（
出
産
）
や
ケ
ア
労
働
（
家
事
・
育
児
）
を
排
除
し
て
構
築
さ
れ
て
い
る
以
上
、
こ
の
方
法
は
女
性
を
従
来
通
り
被
扶
養
者
と
し
て

家
庭
に
閉
じ
込
め
、
無
償
労
働
を
強
い
る
こ
と
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
り
、
女
性
が
「
市
民
」
と
し
て
男
性
と
平
等
な
敬
意
を
得
る
こ
と

に
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
（
13
）

。

で
は
、
こ
の
デ
ィ
レ
ン
マ
を
ど
う
克
服
す
る
の
か
。
一
九
八
〇
年
代
に
ペ
イ
ト
マ
ン
が
目
指
し
て
い
た
、
あ
る
べ
き
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の

理
論
と
実
践
は
、「
女
性
が
女ア

ズ
・
ウ

ィ

メ

ン

性
の
ま
ま
で
、
自
律
的
で
平
等
で
あ
り
つ
つ
、
男
性
と
は
性
的
に
異
な
る
存
在
と
し
て
市
民
で
」
あ
り
得

る
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
で
あ
り
（
14
）

、「
女
性
と
男
性
を
、
生
物
学
的
な
差
異
は
あ
る
が
同
等
で
な
い
人
間
と
は
せ
ず
、
両
方
と
も
包
摂
す
る
よ
う

な
個
人
と
い
う
社
会
的
概
念
に
立
脚
し
た
秩
序
」、
す
な
わ
ち
差
異
化
し
た
社
会
秩
序
と
し
て
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
（
15
）

で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

そ
し
て
、
ム
フ
の
批
判
の
矛
先
は
、
こ
の
「
女
性
の
ま
ま
で
」（
あ
る
い
は
「
女
性
と
し
て
」）
の
部
分
に
向
け
ら
れ
る
。
ム
フ
に
よ
れ
ば
ペ

イ
ト
マ
ン
は
、
個
人
性
に
は
男
性
と
し
て
の

0

0

0

0

男
性
と
、
女
性
と
し
て
の

0

0

0

0

女
性
と
い
う
二
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
り
、

「
女
性
が
女
性
で
あ
る

0

0

0

と
い
う
こ
と
に
対
応
す
る
あ
る
種
の
本
質
を
求
め
て
」
お
り
、「
女
性
と
し
て
の

0

0

0

0

女
性
と
母
性
と
を
同
一
視
す
る
こ

と
に
基
礎
を
置
い
て
い
る
」
と
い
う
（
16
）

。
要
す
る
に
ム
フ
の
解
釈
で
は
、
ペ
イ
ト
マ
ン
は
男
女
別
の
「
差
異
化
さ
れ
た
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ

プ
」
を
構
想
す
る
こ
と
が
先
の
デ
ィ
レ
ン
マ
を
乗
り
越
え
る
道
だ
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
男
／
女
と
い
う
対
立
を
脱
構
築
し

六
四
二



ラ
デ
ィ
カ
ル
・
デ
モ
ク
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ー
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）

（
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五
）

な
い
本
質
主
義
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
前
述
の
ム
フ
的
な
ラ
デ
ィ
カ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
構
想
か
ら
見
た
場
合
、
こ
う
し
た
ペ
イ
ト

マ
ン
の
発
想
は
母
性
主
義
者
と
変
わ
ら
な
い
不
適
切
な
も
の
な
の
で
あ
る
。

3　

ヤ
ン
グ
批
判

│
差
異
化
さ
れ
た
「
集
団
」
観
念

続
い
て
、
ム
フ
に
よ
る
ヤ
ン
グ
批
判
を
検
討
し
よ
う
。
周
知
の
よ
う
に
ヤ
ン
グ
は
、
一
九
八
〇
年
代
末
か
ら
一
九
九
〇
年
代
に
か
け
て

「
差
異
の
政
治
（the politics of diff erence

）」
を
主
唱
す
る
論
客
で
あ
っ
た
。
ヤ
ン
グ
は
、
既
存
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
お
い
て
広
く
浸
透

し
て
い
る
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
的
な
「
利
益
集
団
多
元
主
義
」
を
、
政
治
を
私
的
利
益
の
取
引
へ
と
矮
小
化
し
、
結
果
と
し
て
特
定
の
利
益

集
団
に
よ
る
支
配
を
助
長
す
る
も
の
と
批
判
す
る
。
そ
の
点
で
彼
女
は
、
参
加
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
に
一
定
の
賛
意
を
示
す
。
だ
が
同
時
に
、

市
民
的
公
共
性
の
復
権
を
目
指
す
共
和
主
義
（
例
え
ば
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
バ
ー
バ
ー
な
ど
）
が
、
伝
統
的
・
家
父
長
的
な
公
私
二
元
論
に
基
づ

い
た
普
遍
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
観
を
保
持
し
て
い
る
こ
と
を
、
ヤ
ン
グ
は
厳
し
く
批
判
す
る
。
こ
の
よ
う
な
二
元
論
は
、

普
遍
的
な
も
の　
　

対　
　
　

個
別
的
な
も
の

共
通
の
も
の　
　
　

対　
　
　

差
異
化
さ
れ
た
も
の

と
い
う
二
項
対
立
を
前
提
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
前
者
を
公
的
領
域
の
理
想
と
考
え
、
後
者
を
私
的
領
域
に
閉
じ
込
め
て
き
た
。
普
遍
主
義

的
な
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
理
想
像
な
る
も
の
は
、「
一
般
性
」（
例
え
ば
ル
ソ
ー
的
な
一
般
意
思
）
を
重
視
し
、
個
別
的
・
自
己
中
心
的
な

特
殊
利
益
が
公
的
領
域
を
侵
食
し
な
い
よ
う
私
的
領
域
へ
と
追
い
や
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
二
項
対
立
や
普
遍
主

義
的
理
想
は
、
多
文
化
化
・
多
元
化
し
た
都
市
社
会
と
し
て
の
マ
ス
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
の
現
実
に
そ
ぐ
わ
な
い
。
公
的
領
域
・
公
共
圏
を
、

も
っ
ぱ
ら
普
遍
性
・
一
般
性
の
観
点
か
ら
構
想
す
る
こ
と
は
、「
同
質
性
」
を
強
い
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、
そ
の
基
準
か
ら
見
て
異
質
な

六
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も
の
や
個
別
的
な
も
の
は
公
的
領
域
か
ら
排
除
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ヤ
ン
グ
が
終
始
批
判
し
た
の
は
、（
白
人
・
男
性
・
中
産
階
級
・
異
性

愛
者
を
典
型
と
す
る
）
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ム
に
よ
る
支
配
と
、
そ
れ
と
は
異
質
な
社
会
集
団
（
有
色
人
種
・
女
性
・
労
働
者
階
級
・
同
性
愛
者
な

ど
）
の
抑
圧
、
と
い
う
構
造
的
不
正
義
の
問
題
で
あ
っ
た
（
17
）

。

ヤ
ン
グ
が
、
女
性
が
被
る
抑
圧
や
不
利
益
の
み
な
ら
ず
他
の
形
態
の
抑
圧
に
つ
い
て
も
考
慮
し
よ
う
と
す
る
試
み
に
つ
い
て
、
ム
フ
は

否
定
す
る
ど
こ
ろ
か
共
感
の
意
を
示
す
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
ム
フ
は
、
ヤ
ン
グ
の
社
会
集
団
の
観
念
に
や
は
り
本
質
主
義
が
伴
っ
て
い
る

と
批
判
す
る
。
ヤ
ン
グ
の
「
差
異
の
政
治
」
は
、
公
的
領
域
を
、
一
般
性
・
同
質
性
が
支
配
す
る
領
域
と
し
て
で
な
く
、
異
質
な
存
在
に

開
か
れ
た
よ
り
多
元
的
な
領
域
と
し
て
構
想
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
従
来
の
普
遍
主
義
に
替
え
て
「
異
質
な
も
の
の
公
共
性
」

「
差
異
化
さ
れ
た
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
」
を
提
唱
し
た
。
そ
し
て
、
個
別
的
で
異
質
と
見
な
さ
れ
る
が
ゆ
え
に
周
縁
化
さ
れ
て
き
た
社
会

集
団
の
具
体
的
な
ニ
ー
ズ
や
声
を
表
明
で
き
る
よ
う
に
す
る
べ
く
、
集
団
代
表
の
必
要
性
を
主
張
し
た
（
18
）

。
だ
が
、
公
的
領
域
に
お
い
て
多

様
な
経
験
や
ニ
ー
ズ
や
視
座
が
表
出
さ
れ
、
相
互
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
促
進
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
ヤ
ン
グ
の
構
想
に
対
し
、

ム
フ
は
「
利
益
集
団
多
元
主
義
の
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
版
」
だ
と
し
て
手
厳
し
い
。
ム
フ
の
解
釈
で
は
、
集
団
的
差
異
を
強
調
す
る
ヤ
ン
グ
の

論
議
は
、
す
で
に
所
与
の
利
害
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
持
つ
集
団
が
存
在
す
る
と
の
前
提
を
持
っ
て
い
る
。
ヤ
ン
グ
の
考
え
る
社
会
集

団
は
、
政
治
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
集
団
や
利
益
団
体
で
は
な
く
、
一
定
の
生
活
様
式
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
感
覚
を
持
つ
文
化
的
な
社
会

集
団
で
あ
る
が
、
ム
フ
に
言
わ
せ
れ
ば
こ
う
し
た
差
異
化
さ
れ
た
集
団
と
い
う
観
念
は
、「
ア
メ
リ
カ
先
住
民
の
よ
う
な
集
団
に
は
意
味

を
な
す
か
も
し
れ
な
い
が
、
し
か
し
女
性
、
高
齢
者
、
さ
ま
ざ
ま
な
障
害
者
等
、
彼
女
〔
＝
ヤ
ン
グ
〕
が
そ
の
要
求
を
考
慮
し
た
い
と
考

え
て
い
る
他
の
多
く
の
集
団
を
描
写
す
る
に
は
、
ま
っ
た
く
不
適
切
で
あ
る
」。
ヤ
ン
グ
は
究
極
的
に
は
本
質
主
義
的
な
「
集
団
」
観
念

を
持
っ
て
お
り
、
利
益
集
団
多
元
主
義
と
さ
し
て
変
わ
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
（
19
）

。
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ラ
デ
ィ
カ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
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民
主
的
な
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も
の
」（
山
田
）

（
七
二
七
）

ム
フ
に
と
っ
て
は
、
そ
れ
が
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ム
で
あ
れ
被
抑
圧
集
団
で
あ
れ
、
固
定
的
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
い
う
観
念
こ
そ
放

棄
さ
れ
る
べ
き
も
の
な
の
で
あ
っ
て
、
所
与
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
持
つ
集
団
間
の
自
由
で
抑
制
な
き
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う

ヤ
ン
グ
的
発
想
は
、
ム
フ
が
主
張
す
る
ラ
デ
ィ
カ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
は
相
容
れ
な
い
。
前
述
の
等
価
性
の
連
鎖
（
あ
る
い
は
民
主
的
等

価
性
）
の
確
立
の
た
め
に
は
、
む
し
ろ
新
し
い
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
こ
そ
が
作
り
出
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
（
20
）

。

二　

Ｃ
・
ペ
イ
ト
マ
ン
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
と
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム

1　

現
実
の
女
性
が
直
面
す
る
諸
問
題

ペ
イ
ト
マ
ン
は
、
本
質
主
義
だ
と
す
る
ム
フ
か
ら
の
批
判
に
つ
い
て
少
な
く
と
も
二
度
言
及
し
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
本
格
的
な
反
論

で
は
な
い
。
一
つ
は
、
論
文
「
民
主
主
義
、
自
由
、
特
殊
な
権
利
」
の
中
で
、
ム
フ
の
当
該
論
文
を
示
し
つ
つ
、
自
分
は
決
し
て
（
男
女

の
）「
異
な
る
二
つ
の
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
」
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
強
調
し
て
い
る
が
、
こ
の
言
及
が
な
さ
れ
た
の

は
脚
注
の
中
で
あ
る
（
21
）

。
も
う
一
つ
は
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
Ｗ
・
ミ
ル
ズ
と
の
共
著
『
契
約
と
支
配
』
で
の
、
自
身
へ
の
批
判
者
に
応
え
る
章

に
お
い
て
だ
が
、
こ
の
箇
所
に
お
け
る
ペ
イ
ト
マ
ン
の
反
論
は
、
大
き
く
二
つ
の
種
類
に
分
け
ら
れ
る
本
質
主
義
批
判
に
対
す
る
も
の
で

あ
っ
て
、
ム
フ
へ
の
言
及
は
そ
の
ご
く
一
部
で
し
か
な
い
。
念
の
た
め
、
二
種
類
の
本
質
主
義
批
判
を
簡
単
に
確
認
す
る
な
ら
ば
、
一
方

は
、
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
と
し
て
の
ペ
イ
ト
マ
ン
の
主
著
『
性
的
契
約
（
22
）

』
で
展
開
し
た
家
父
長
制
批
判
が
、
あ
た
か
も
家
父
長
制
を
歴
史
的
に

必
然
で
不
変
の
も
の
と
考
え
、
女
性
の
従
属
を
変
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
す
る
悲
観
主
義
・
運
命
論
に
陥
っ
て
い
る
と
見
な
す
、
そ
う

し
た
意
味
で
の
本
質
主
義
だ
と
す
る
批
判
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
す
る
ペ
イ
ト
マ
ン
か
ら
の
反
論
は
、
自
分
が
主
張
し
て
い
る
の
は
家
父
長
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制
が
「
自
然
で
は
な
く
、
歴
史
的
・
社
会
的
な
も
の
」
で
あ
り
、
特
定
の
時
代
に
人
間
が
作
り
だ
し
た
政
治
的
秩
序
だ
と
い
う
こ
と
で

あ
っ
て
、
な
ぜ
本
質
主
義
だ
と
誤
解
さ
れ
る
の
か
理
解
に
苦
し
む
と
い
う
も
の
で
あ
る
（
23
）

。
も
う
一
方
の
本
質
主
義
批
判
は
、
ペ
イ
ト
マ
ン

が
生
物
学
的
な
性
差
を
不
変
の
も
の
と
考
え
て
い
る
と
見
な
す
タ
イ
プ
の
も
の
で
あ
り
、
ム
フ
か
ら
の
批
判
も
そ
こ
に
含
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
批
判
者
に
対
し
て
ペ
イ
ト
マ
ン
は
、
政
治
理
論
家
が
家
父
長
制
に
お
け
る
男
性
性
と
女
性
性
の
概
念
を
分
析
し
た
か
ら
と

い
っ
て
、
男
性
性
・
女
性
性
が
不
変
だ
と
主
張
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
に
、
批
判
者
は
そ
れ
を
混
同
し
て
い
る
と
応
じ
て
い
る
（
24
）

。
し

か
し
こ
こ
で
も
、
ム
フ
に
対
す
る
正
面
か
ら
の
反
論
は
見
ら
れ
な
い
。
お
そ
ら
く
ペ
イ
ト
マ
ン
に
と
っ
て
、
ム
フ
の
よ
う
な
批
判
は
、
自

ら
の
論
議
に
対
し
て
核
心
を
突
く
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

で
は
、
ペ
イ
ト
マ
ン
自
身
の
関
心
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
こ
こ
で
は
、
彼
女
の
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
的
著
作
や
論
考
を
改
め
て
検
討
し
直
す

よ
り
も
、
む
し
ろ
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
彼
女
が
応
じ
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
等
の
中
に
、
彼
女
が
自
身
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
フ
ェ
ミ

ニ
ズ
ム
へ
の
関
心
を
ど
の
よ
う
な
も
の
と
認
識
し
て
い
る
か
を
探
っ
て
み
た
い
。『
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
・
ポ
リ
テ
ィ
カ
ル
・
セ
オ
リ
ー
』

誌
の
二
〇
一
〇
年
第
二
号
に
は
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
・
オ
ン
に
よ
る
ペ
イ
ト
マ
ン
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
25
）

。
オ
ン
は
自
ら

を
、
ペ
イ
ト
マ
ン
よ
り
次
の
世
代
、
す
な
わ
ち
第
三
波
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
世
代
だ
と
し
て
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
を
人
種
問
題
・
文
化
問
題
と

関
連
づ
け
て
考
察
す
る
こ
と
が
多
い
と
述
べ
た
上
で
、
第
二
波
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
世
代
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
ペ
イ
ト
マ
ン
の
諸
著
作
が
そ

の
後
の
世
代
の
関
心
事
を
ど
う
扱
う
の
か
と
質
問
し
て
い
る
（
26
）

。

そ
れ
に
対
し
て
ペ
イ
ト
マ
ン
は
、
ま
ず
、「
第
三
波
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
」
と
称
さ
れ
る
も
の
を
自
分
が
理
解
し
て
い
る
か
ど
う
か
分
か
ら

な
い
と
応
じ
て
い
る
。
彼
女
に
と
っ
て
、「
第
一
波
」
は
、
主
に
英
米
で
一
九
世
紀
後
半
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
に
か
け
て
さ
ま
ざ
ま
に
展

開
さ
れ
た
、
女
性
運
動
お
よ
び
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
社
会
・
政
治
思
想
を
指
す
。
し
か
し
一
九
二
〇
年
代
か
ら
六
〇
年
代
の
間
、
フ
ェ
ミ
ニ
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ズ
ム
は
決
し
て
な
く
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
も
の
の
、
そ
の
政
治
的
・
知
的
活
動
は
決
し
て
顕
著
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
一
九
六
〇

年
代
か
ら
始
ま
っ
た
と
さ
れ
る
「
第
二
波
」
は
、
女
性
を
め
ぐ
る
人
々
の
思
い
込
み
や
社
会
制
度
に
対
す
る
根
源
的
な
問
い
直
し
や
、
各

種
出
版
物
、
意
コ
ン
シ
ャ
ス
ネ
ス
・
レ
イ
ジ
ン
グ

識
覚
醒
グ
ル
ー
プ
、
女
性
の
シ
ェ
ル
タ
ー
の
出
現
、
少
し
遅
れ
て
の
学
術
的
な
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
発
展
、
等
を
含

む
一
連
の
女
性
運
動
の
再
興
を
指
す
。
ペ
イ
ト
マ
ン
は
、
こ
う
し
た
第
一
波
と
第
二
波
の
意
味
は
分
か
る
と
い
う
。
だ
が
そ
れ
に
対
し
て
、

「
第
三
波
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
は
一
体
何
か
、
と
彼
女
は
オ
ン
に
問
い
返
し
て
い
る
。「
確
か
に
〔
二
〇
一
〇
年
か
ら
見
て
〕
過
去
一
〇
年

余
り
、
女
性
の
人
権
を
中
核
に
据
え
る
よ
う
な
多
く
の
活
発
な
女
性
運
動
が
世
界
中
で
展
開
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
私
は
、「
第
三

波
」
と
い
う
も
の
が
そ
れ
ら
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
の
か
ど
う
か
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
」
と
い
う
の
で
あ
る
（
27
）

。

ペ
イ
ト
マ
ン
は
、
第
二
波
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
が
勃
興
し
た
一
九
六
〇
年
代
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
に
、
女
性
や
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
を
取
り
巻

く
環
境
が
大
き
く
変
化
し
た
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
だ
が
、
第
二
波
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
が
提
起
し
た
諸
問
題
が
す
で
に
過
去
の
も
の
に
属
し
、

第
二
波
そ
れ
自
体
も
廃
れ
た
と
す
る
立
場
に
は
、
彼
女
は
与
し
得
な
い
と
述
べ
る
。
現
に
「
主
要
な
組
織
で
は
一
般
的
に
、
職
業
構
造
の

中
で
よ
り
名
声
が
高
く
高
給
の
地
位
や
権
威
あ
る
地
位
は
、
い
ま
だ
に
男
性
が
独
占
し
て
」
い
る
と
い
う
問
題
や
、「
女
性
の
貧
困
、
女

性
に
対
す
る
暴
力
、
女
性
の
〔
不
安
定
な
〕
市
民
と
し
て
の
地
位
」
と
い
う
昔
か
ら
の
問
題
は
、
依
然
と
し
て
存
在
す
る
で
は
な
い
か
、

と
い
う
の
で
あ
る
（
28
）

。
ペ
イ
ト
マ
ン
は
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
を
、
オ
ン
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
前
年
で
あ
る
二
〇
〇
九
年
に
な
さ
れ
た
、
テ

レ
ル
・
カ
ー
ヴ
ァ
ー
と
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
チ
ェ
ン
バ
ー
ス
に
よ
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
も
指
摘
し
て
い
る
し
（
29
）

、
邦
訳
『
秩
序
を
乱
す
女
た

ち
？
』
に
寄
せ
た
「
日
本
語
版
へ
の
序
文
」
で
も
同
様
に
言
及
し
て
い
る
（
30
）

。
こ
こ
か
ら
う
か
が
え
る
の
は
、
ペ
イ
ト
マ
ン
が
、
思
想
な
り

運
動
と
し
て
の
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
そ
れ
自
体
の
展
開
に
よ
り
も
、
現
実
の
女
性
が
置
か
れ
て
い
る
境
遇
の
問
題
（
女
性
問
題
）
に
政
治
理
論

家
と
し
て
関
心
を
持
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
確
か
に
ペ
イ
ト
マ
ン
は
一
九
八
〇
年
代
末
に
、「『
女
性
問
題
』
を
議
論
す
る
の
と
、
フ
ェ
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ミ
ニ
ズ
ム
理
論
に
関
与
し
貢
献
す
る
の
は
同
じ
で
は
な
い
」
と
語
っ
て
い
た
し
（
31
）

、
最
近
で
も
、
自
身
の
研
究
史
の
中
で
形
を
変
え
な
が
ら

も
一
貫
し
て
い
る
関
心
は
「
民
主
化
」
で
あ
り
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
政
治
理
論
へ
の
貢
献
も
そ
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
だ
と
述
べ
て

い
る
（
32
）

。
つ
ま
り
、
第
二
波
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
が
突
き
つ
け
た
諸
問
題
が
い
ま
も
厳
然
と
存
在
す
る
と
い
う
現
実
を
、
さラ

デ
ィ
カ
ル

ら
な
る
民
主
化
を
要

請
す
る
も
の
と
捉
え
、
そ
の
現
実
に
お
け
る
女
性
の
地
位
の
向
上
・
改
善
の
問
題
に
関
わ
り
続
け
て
い
る
の
が
、
ペ
イ
ト
マ
ン
の
立
場
な

の
で
は
な
か
ろ
う
か
（
33
）

。

2　

ベ
ー
シ
ッ
ク
・
イ
ン
カ
ム
と
民
主
化

以
上
の
こ
と
が
実
際
に
見
て
と
れ
る
の
が
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
お
け
る
ペ
イ
ト
マ
ン
の
、
ベ
ー
シ
ッ
ク
・
イ
ン
カ
ム
（
以
下
、
Ｂ
Ｉ
と

略
記
）
へ
の
関
与
で
あ
る
。
彼
女
に
よ
れ
ば
Ｂ
Ｉ
は
、
社
会
正
義
や
貧
困
軽
減
、
機
会
均
等
、
労
働
市
場
の
柔
軟
化
、
等
と
い
っ
た
観
点

か
ら
問
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
し
も
ち
ろ
ん
そ
れ
ら
は
重
要
な
問
題
だ
が
、
し
か
し
Ｂ
Ｉ
が
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
関
わ
る
も
の
だ
と
は
な
か
な

か
見
な
さ
れ
な
い
。
こ
こ
で
ペ
イ
ト
マ
ン
が
考
え
る
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
中
核
に
あ
る
の
は
、
個
人
の
自
由
、
す
な
わ
ち
自
律
性

（autonom
y

）・
自
己
統
治
（self-governm

ent

）
で
あ
る
。
近
代
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
は
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
自
由
か
つ
平
等
な
個
人
を
前
提

と
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
個
人
の
自
己
統
治
が
必
要
で
あ
る
な
ら
、
諸
個
人
は
権
利
を
持
つ
「
市
民
」
に
な
る
必
要
が
あ
り
、
自
由
と
は

個
人
の
経
済
的
（
私
的
）
機
会
や
集
合
的
自
己
統
治
へ
の
参
加
（
投
票
）
の
問
題
に
限
ら
れ
ず
、
結
婚
生
活
や
職
場
に
お
け
る
個
人
の
自

律
性
の
問
題
で
も
あ
る
。「
自
己
統
治
に
必
要
な
の
は
、
個
人
の
自
律
性
を
強
め
生
活
の
足
場
と
な
る
よ
う
な
民
主
的
な
権
威
構
造
の
中

で
生
き
て
い
く
こ
と
、
そ
し
て
、
自
分
の
自
由
を
享
受
し
自
衛
で
き
る
こ
と
（
そ
の
た
め
の
機
会
と
手
段
が
あ
る
こ
と
）
で
あ
る
。」
こ
う
し

た
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
個
人
の
自
己
統
治
の
た
め
の
環
境
整
備
の
た
め
に
こ
そ
必
要
な
の
が
、
Ｂ
Ｉ
だ
と
い
う
の
で
あ
る
（
34
）

。
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ペ
イ
ト
マ
ン
は
、
Ｂ
Ｉ
の
額
が
ど
の
程
度
に
設
定
さ
れ
る
べ
き
か
は
、
そ
の
導
入
の
目
的
次
第
だ
と
し
た
上
で
、
そ
れ
が
民
主
化
に

0

0

0

0

と
っ
て

0

0

0

必
要
だ
と
す
る
な
ら
ば
、
穏
当
で
尊
厳
あ
る
生
活
水
準
を
満
た
す
適
切
な
額
、
す
な
わ
ち
個
人
が
人
生
を
自
分
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

し
、
自
ら
属
す
る
政
治
体
に
お
い
て
文
化
的
・
経
済
的
・
社
会
的
・
政
治
的
生
活
に
参
加
し
た
け
れ
ば
で
き
る
よ
う
に
す
る
、
そ
の
た
め

の
十
分
な
額
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
す
る
。
つ
ま
り
ペ
イ
ト
マ
ン
に
と
っ
て
Ｂ
Ｉ
は
、
貧
困
の
軽
減
と
い
う
課
題
を
越
え
て
、

「
雇
用
さ
れ
な
い
〔
で
も
生
き
て
い
け
る
〕
自
由
」
の
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
（
35
）

。
ま
た
、
Ｂ
Ｉ
は
女
性
の
自
由
と
い
う
観
点

か
ら
も
重
要
と
さ
れ
る
。
し
ば
し
ば
Ｂ
Ｉ
は
、
男
性
の
雇
用
労
働
の
問
題
と
し
て
語
ら
れ
、
雇
用
さ
れ
ず
働
か
な
い
労
働
者
が
他
者
の
勤

労
に
「
フ

リ

ー

・

ラ

イ

デ

ィ

ン

グ

た
だ
乗
り
」
す
る
こ
と
に
な
る
と
の
批
判
も
受
け
る
が
、
し
か
し
そ
こ
で
無
視
さ
れ
て
い
る
の
は
家

ハ
ウ
ス
ホ
ー
ル
ド

庭
で
あ
る
。
専
業
主
婦

（
被
扶
養
者
）
と
し
て
の
女
性
も
夫
の
稼
ぎ
に
「
た
だ
乗
り
」
し
て
い
る
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
「
働
く
こ
と
」
を
も
っ
ぱ

ら
賃
金
雇
用
と
結
び
つ
け
て
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
夫
を
「
稼
ぎ
主
」
と
し
、
妻
は
雇
用
さ
れ
る
に
せ
よ
低
賃
金
の
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働

に
限
ら
れ
る
と
す
る
、
公
私
二
元
論
に
基
づ
く
分
業
を
前
提
と
す
れ
ば
、
女
性
は
結
婚
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
男
性
は
雇
用
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
強
制
（reinforcem

ent

）
が
、
あ
た
か
も
「
合
理
的
」
な
制
度
で
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
こ
れ
こ
そ
ペ
イ
ト
マ

ン
に
と
っ
て
は
、
家
内
領
域
で
の
妻
の
無
償
の
ケ
ア
労
働
に
夫
が
ひ
た
す
ら
「
た
だ
乗
り
」
す
る
こ
と
を
許
す
元
凶
で
あ
る
（
36
）

。
こ
う
し
た

観
点
か
ら
Ｂ
Ｉ
を
考
え
れ
ば
、
そ
れ
は
、
女
性
に
も
最
低
限
の
所
得
を
保
証
す
る
こ
と
で
、
雇
用
さ
れ
な
く
と
も
結
婚
し
な
く
と
も
生
き

て
い
け
る
自
由
を
も
た
ら
す
手
段
に
な
り
得
る
と
い
う
。

ペ
イ
ト
マ
ン
の
視
点
か
ら
す
れ
ば
、
し
ば
し
ば
実
質
的
に
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
か
ら
排
除
さ
れ
や
す
い
労
働
者
（
失
業
者
）
お
よ
び
女

性
も
、
対
等
な
「
市
民
」
と
し
て
敬
意
を
受
け
ら
れ
る
社
会
に
す
る
と
い
う
意
味
で
の
「
民
主
化
」、
言
わ
ば
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
民

主
化
に
資
す
る
可
能
性
を
秘
め
た
も
の
が
Ｂ
Ｉ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
ペ
イ
ト
マ
ン
の
こ
う
し
た
論
議
は
二
〇
〇
〇
年
代
に
初
め
て
現
れ
た
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わ
け
で
は
な
い
。
す
で
に
一
九
八
〇
年
代
末
の
時
点
で
、
彼
女
は
家
父
長
的
な
福
祉
国
家
を
批
判
す
る
文
脈
で
、
す
べ
て
の
成
人
へ
の
社

会
的
所
得
の
保
証
を
提
唱
し
て
い
た
が
、
こ
れ
は
今
日
的
に
言
う
Ｂ
Ｉ
と
実
質
的
に
等
し
い
。
ペ
イ
ト
マ
ン
は
当
時
、
こ
の
よ
う
な
所
得

保
証
が
導
入
さ
れ
れ
ば
、
次
の
よ
う
な
旧
来
の
二
元
論
を
打
破
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
期
待
し
て
い
た
。
つ
ま
り
、
賃
金
労
働
と
無
償

労
働
の
対
置
、
フ
ル
タ
イ
ム
労
働
と
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
の
対
置
、
公
的
な
仕
事
と
私
的
な
仕
事
の
対
置
、
自
立
と
依
存
の
対
置
、
労
働

と
福
祉
の
対
置
、
等
の
二
元
論
で
あ
る
（
37
）

。
彼
女
自
身
に
語
ら
せ
る
な
ら
ば
、

要
す
る
に
こ
う
し
た
二
元
論
は
、
男
と
女
の
対
置
に
相
当
す
る
。
社
会
的
所
得
の
政
策
が
実
施
さ
れ
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
で
女
性
は
完

全
な
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
を
手
に
で
き
な
い
に
せ
よ
、
少
な
く
と
も
福
祉
国
家
の
平
等
な
成
員
と
認
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
真
の
デ
モ

ク
ラ
シ
ー
が
創
出
さ
れ
る
べ
き
な
ら
ば
、
女
性
の
市
民
と
し
て
の
貢
献
の
内
容
と
価
値
、
お
よ
び
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
意
味
と
い

う
問
題
に
正
面
か
ら
向
き
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
38
）

。

以
上
の
よ
う
な
、
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
民
主
化
と
い
う
ペ
イ
ト
マ
ン
の
構
想
は
、
ム
フ
が
批
判
す
る
男
女
別
の
「
差
異
化
さ
れ
た
シ

テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
」
と
は
相
当
異
な
っ
た
も
の
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
む
し
ろ
ペ
イ
ト
マ
ン
は
、
す
べ
て
の
個
人
が

0

0

0

0

0

0

0

自
由
か
つ
平
等
に

な
る
た
め
の
一
方
途
と
し
て
Ｂ
Ｉ
に
期
待
を
か
け
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
Ｂ
Ｉ
は
、
普
通
選
挙
権
に
匹
敵
す
る
普
遍
的
な
民
主
的
権
利
と

し
て
認
め
ら
れ
る
べ
き
だ
と
い
う
の
で
あ
る
（
39
）

。
ム
フ
は
、
ペ
イ
ト
マ
ン
の
「
女
性
の
ま
ま
で
」（
あ
る
い
は
「
女
性
と
し
て
」）
と
い
う
表
現

を
突
い
た
わ
け
だ
が
、
こ
れ
は
ペ
イ
ト
マ
ン
の
本
質
主
義
的
な
発
想
の
表
れ
と
い
う
よ
り
は
、
女
性
が
現
実
に
陥
っ
て
い
る
困
難
さ
か
ら

議
論
を
出
発
さ
せ
、
男
性
中
心
的
に
構
築
さ
れ
た
基
準
へ
の
一
方
的
な
従
属
を
強
い
る
家
父
長
的
な
自
由
民
主
主
義
社
会
に
挑
戦
し
、
女

六
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性
も
「
市
民
」
と
し
て
対
等
に
尊
重
さ
れ
る
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
目
指
し
た
も
の
と
理
解
す
る
方
が
、
穏
当
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

三　

Ｉ
・
Ｍ
・
ヤ
ン
グ
の
包
摂
的
な
デ
モ
ク
ラ
シ
ー

1　

集
団
の
差
異
と
本
質
主
義

ペ
イ
ト
マ
ン
に
比
べ
て
ヤ
ン
グ
は
、
現
代
的
な
ラ
デ
ィ
カ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
者
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
に
違
和
感
を
覚
え
さ
せ

な
い
理
論
家
の
よ
う
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
そ
の
要
因
と
し
て
、
一
方
で
ヤ
ン
グ
が
ペ
イ
ト
マ
ン
的
な
参
加
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
重
な
り
合
う

関
心
を
持
ち
な
が
ら
も
、
他
方
で
は
ペ
イ
ト
マ
ン
と
異
な
り
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
思
想
家
た
ち
か
ら
多
く
の
影
響
を
受
け
た
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
。
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
哲
学
者
と
し
て
の
相
貌
を
持
つ
ヤ
ン
グ
は
、
女
性
の
身
体
的
経
験
に
関
す
る
論
文
を
数
多
く
執
筆
し
て
い
る
（
40
）

。

そ
れ
ら
が
直
接
的
に
彼
女
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
理
論
を
構
成
し
て
い
る
と
は
必
ず
し
も
言
え
な
い
も
の
の
、
彼
女
が
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
と
し
て

の
問
題
関
心
を
前
提
に
「
差
異
の
政
治
」
論
を
展
開
し
た
こ
と
は
疑
い
得
な
い
。
そ
し
て
前
述
の
よ
う
に
、
男
性
に
よ
る
女
性
支
配
と
い

う
論
点
の
み
な
ら
ず
、
支
配
的
な
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ム
と
被
抑
圧
的
な
社
会
集
団
の
間
の
構
造
的
不
正
義
へ
と
視
野
を
広
げ
た
ヤ
ン
グ
の

議
論
は
、
多
文
化
主
義
的
な
性
質
を
色
濃
く
帯
び
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
こ
で
検
討
し
て
み
た
い
の
は
、
ム
フ
が
ヤ
ン
グ
に
向
け
た
本
質

主
義
批
判
が
ど
の
程
度
的
を
射
て
い
た
か
に
つ
い
て
で
あ
る
。

管
見
の
限
り
、
ヤ
ン
グ
は
ム
フ
か
ら
の
批
判
に
対
し
て
正
面
か
ら
の
反
論
を
試
み
て
い
る
よ
う
に
は
見
え
な
い
。
む
し
ろ
、
論
議
の
指

向
性
と
し
て
は
、
ム
フ
と
ヤ
ン
グ
に
は
相
似
性
さ
え
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
ヤ
ン
グ
の
よ
く
知
ら
れ
た
「
異
質
な
も
の
の
公
共
性
」
の
理

念
を
考
え
て
み
よ
う
。
彼
女
は
、
公
的
領
域
を
普
遍
的
な
世
界
、
私
的
領
域
を
個
別
的
な
世
界
、
と
見
な
す
二
項
対
立
的
な
理
解
を
打
破
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し
、
差
異
を
持
っ
た
異
質
な
存
在
同
士
が
公
共
空
間
で
そ
れ
ぞ
れ
の
声
を
あ
げ
、
公
的
意
思
決
定
に
参
与
で
き
る
方
途
を
考
え
た
。

一
九
八
〇
年
代
に
ヤ
ン
グ
は
そ
の
一
例
と
し
て
「
虹
レ
イ
ン
ボ
ー
・
コ
ア
リ
シ
ョ
ン

の
連
合
」
を
検
討
し
た
。
彼
女
に
よ
れ
ば
、
伝
統
的
な
連
合
組
織
に
、
集
団
間

の
視
座
や
利
害
や
見
解
の
差
異
を
表
面
化
さ
せ
な
い
と
い
う
一
般
的
同
意
が
あ
っ
た
の
と
は
対
照
的
に
、
虹
の
連
合
組
織
の
場
合
は
「
連

合
を
構
成
す
る
個
々
の
集
団
は
、
他
の
集
団
の
存
在
を
積
極
的
に
認
め
、
社
会
的
な
諸
問
題
に
対
す
る
他
の
集
団
の
独
自
の
経
験
や
視
座

の
存
在
を
も
明
確
に
認
め
る
」
も
の
で
あ
る
。
黒
人
、
同
性
愛
者
、
労
働
運
動
の
活
動
家
、
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
運
動

家
た
ち
が
、
互
い
に
し
ぶ
し
ぶ
協
力
し
た
り
温
情
的
に
認
め
合
う
だ
け
で
な
く
、「
連
合
の
一
員
で
あ
る
、
被
抑
圧
的
集
団
や
政
治
運
動

の
存
在
を
積
極
的
に
承
認
し
、
そ
の
よ
う
な
集
団
や
運
動
の
主
張
の
表
明
を
後
援
」
す
る
と
い
う
の
が
、
虹
の
連
合
組
織
の
理
想
だ
と
い

う
の
で
あ
る
（
41
）

。
こ
れ
は
、
実
際
の
運
動
レ
ベ
ル
で
考
え
る
な
ら
、
ム
フ
の
ラ
デ
ィ
カ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
構
想
に
お
け
る
等
価
性
の
連

鎖
と
、
さ
ほ
ど
距
離
が
あ
る
も
の
と
は
思
え
な
い
。

も
っ
と
も
、
ム
フ
に
と
っ
て
は
こ
う
し
た
「
虹
の
連
合
」
は
、
す
で
に
構
築
さ
れ
た
各
集
団
の
固
定
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
前
提
と

し
た
上
で
の
連
帯
を
指
向
す
る
も
の
に
す
ぎ
ず
、
新
た
な
政
治
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
構
築
す
る
こ
と
に
は
つ
な
が
ら
な
い
。
せ
い
ぜ

い
「
ラ
デ
ィ
カ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
政
治
の
具
現
化
へ
の
ほ
ん
の
第
一
段
階
」
で
し
か
な
い
と
い
う
（
42
）

。
で
は
ヤ
ン
グ
自
身
は
、
集
団
の

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
固
定
的
で
不
変
の
も
の
と
考
え
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
実
は
そ
う
で
は
な
い
。
ヤ
ン
グ
は
議
論
の
当
初
か
ら
、
社

会
集
団
に
は
実
体
的
・
本
質
的
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
な
い
と
見
て
い
た
の
で
あ
る
。
集
団
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
、
人
々
の
離
合

集
散
と
い
う
社
会
的
過
程
で
、
他
者
と
の
関
係
性
の
中
で
生
成
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
現
代
の
マ
ス
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
に
お
い
て
、
ほ

と
ん
ど
の
人
々
は
複
数
の
集
団
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
持
つ
の
で
あ
り
、
特
定
の
集
団
内
に
完
全
に
固
定
化
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
得
な

い
し
、
集
団
内
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
差
異
が
存
在
す
る
。
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
間
の
境
界
線
も
ま
た
、
明
確
で
固
定
的
な
も
の
と
は
限
ら
な

六
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い
（
43
）

。
そ
も
そ
も
ヤ
ン
グ
は
「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
に
本
質
主
義
的
な
含
意
が
あ
る
こ
と
を
意
識
し
て
お
り
、「
差
異
」
に
つ
い
て
は
語

る
が
「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
と
い
う
用
語
を
用
い
る
こ
と
に
は
抵
抗
が
あ
る
、
と
い
う
ジ
ョ
ン
・
ド
ラ
イ
ゼ
ッ
ク
の
指
摘
さ
え
あ
る
（
44
）

。

こ
の
よ
う
な
ヤ
ン
グ
の
非
固
定
的
な
集
団
観
念
と
、
前
述
し
た
彼
女
に
よ
る
集
団
代
表
の
提
唱
は
、
矛
盾
す
る
も
の
だ
ろ
う
か
。
ム
フ

は
ヤ
ン
グ
の
集
団
代
表
そ
れ
自
体
に
は
言
及
し
て
い
な
い
が
、
集
団
代
表
の
構
想
に
対
し
て
ム
フ
と
同
様
の
批
判
を
向
け
る
こ
と
も
不
可

能
で
は
な
い
（
45
）

。
だ
が
ヤ
ン
グ
の
集
団
代
表
は
必
ず
し
も
、
特
定
の
被
抑
圧
集
団
を
固
定
的
に
想
定
し
て
そ
れ
ら
に
代
表
権
（
な
い
し
集
団

ご
と
の
投
票
権
）
を
授
け
よ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
、
と
も
す
れ
ば
公
的
領
域
に
お
い
て
無
視
さ
れ
て
し
ま
う
そ
う

し
た
集
団
の
ニ
ー
ズ
や
欲
求
を
表
明
で
き
る
よ
う
な
、
何
ら
か
の
具
体
策
が
必
要
だ
と
考
え
、
そ
の
一
例
と
し
て
提
唱
し
た
に
過
ぎ
な
い

面
が
あ
る
（
ヤ
ン
グ
は
一
九
九
〇
年
代
以
降
、
制
度
と
し
て
の
集
団
代
表
に
つ
い
て
さ
ら
に
練
り
上
げ
て
は
い
な
い
）。
現
実
社
会
の
中
で
周
縁
化
さ

れ
不
利
益
を
被
っ
て
き
た
集
団
の
差
異
に
配
慮
し
た
具
体
的
政
策
を
考
案
す
る
こ
と
と
、
集
団
的
差
異
を
本
質
主
義
的
に
理
解
す
る
こ
と

と
は
、
別
の
こ
と
だ
と
言
う
べ
き
だ
ろ
う
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
ヤ
ン
グ
の
こ
う
し
た
論
議
の
み
な
ら
ず
、
例
え
ば
ア
ン
・
フ
ィ
リ
ッ
プ

ス
が
長
年
に
わ
た
り
主
張
す
る
ク
ォ
ー
タ
制
も
ま
た
、
一
種
の
本
質
主
義
と
し
て
退
け
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
て
し
ま
う
（
46
）

。
ム
フ
が
そ
う

し
た
意
図
を
持
っ
て
い
た
か
ど
う
か
は
不
明
だ
が
、
本
質
主
義
批
判
が
こ
の
よ
う
な
方
向
で
の
み
展
開
さ
れ
て
し
ま
う
と
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ

ム
の
知
見
か
ら
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
深
化
さ
せ
る
た
め
の
具
体
策
が
何
ら
考
案
で
き
な
く
な
る
危
険
性
も
否
定
で
き
ま
い
。

2　

闘
争
と
協
力
し
て
の
民
主
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ヤ
ン
グ
が
一
九
九
〇
年
代
中
葉
か
ら
二
〇
〇
〇
年
代
に
か
け
て
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
「
熟
議
」
モ
デ
ル
か
ら
少
な
か
ら
ぬ
着
想
を
得
た

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
を
展
開
し
た
こ
と
は
、
周
知
の
こ
と
に
属
す
る
。
ヤ
ン
グ
は
、
彼
女
が
考
え
る
熟
議
デ
モ
ク

六
五
三



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
七
三
六
）

ラ
シ
ー
一
般
に
は
か
な
り
批
判
的
で
あ
り
、
む
し
ろ
彼
女
の
い
う
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
に
は
、
ム
フ
的
な
「
闘
技
」
モ
デ
ル
に
か

な
り
接
近
し
た
面
さ
え
見
出
せ
る
。
ム
フ
と
ヤ
ン
グ
に
よ
る
熟
議
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
批
判
に
つ
い
て
詳
細
は
別
の
拙
稿
に
任
せ
る
と
し
て
（
47
）

、

こ
こ
で
は
ヤ
ン
グ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
二
側
面
と
考
え
ら
れ
る
「
闘
争
（struggle

）」
と
「
協
力
（co-

operation

）」
に
注
目
す
る
こ
と
で
、「
差
異
の
政
治
」
の
延
長
上
に
あ
る
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
観
を
検
討
し
て
み
た
い
。

ヤ
ン
グ
が
熟
議
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
高
く
評
価
し
つ
つ
も
批
判
す
る
主
な
理
由
は
、
そ
の
主
導
的
な
論
者
た
ち
が
、
合
意
形
成
に
必
要
な

共
通
善
や
、
熟
議
に
お
け
る
一
定
の
表
現
モ
ー
ド
（
論
証
、
理
路
整
然
と
し
た
語
り
、
冷
静
さ
、
等
）
を
前
提
と
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
ら
を
共

有
し
な
い
異
質
な
人
々
や
集
団
を
排
除
す
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
共
通
善
に
せ
よ
表
現
モ
ー
ド
に
せ
よ
メ
イ
ン
ス
ト

リ
ー
ム
の
文
化
的
産
物
に
過
ぎ
ず
、
普
遍
性
を
「
僭
称
」
し
て
い
る
だ
け
の
場
合
が
多
い
。
構
造
的
不
正
義
と
深
い
利
害
対
立
が
存
在
す

る
マ
ス
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
に
あ
っ
て
、
そ
こ
で
な
さ
れ
る
政
治
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
民
主
的
で
あ
る
た
め
に
は
、
差
異
に
開
か
れ
た
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
確
か
に
ヤ
ン
グ
は
合
意
形
成
を
否
定
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
あ
く
ま
で
合
意
は
暫
定
的
・
可
変
的
な
も
の

で
あ
る
。
む
し
ろ
、
熟
議
の
場
を
い
か
に
周
到
に
準
備
し
た
と
し
て
も
、
対
立
や
不
一
致
が
し
ば
し
ば
生
じ
る
こ
と
を
参
加
者
は
認
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
（
48
）

。
こ
こ
で
強
調
さ
れ
る
の
が
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
「
闘
技
」
モ
デ
ル
に
接
近
す
る
よ
う
に
見
え
る
「
闘
争
」
と
し
て
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
ヤ
ン
グ
の
二
〇
〇
〇
年
の
著
書
『
包
摂
と
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
』
か
ら
引
用
す
る
な
ら
ば
、

私
は
、
民
主
的
な
討
議
の
ノ
ー
マ
ル
な
条
件
を
、
闘
争
の
プ
ロ
セ
ス
と
呼
び
た
い
。
社
会
集
団
の
差
異
と
深
刻
な
不
正
義
が
あ
る
社

会
で
は
、
民
主
的
な
政
治
は
闘
争
の
プ
ロ
セ
ス
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
闘
争
と
は
、
敵
対
者
と
の
直
接
対
決
な
ど
で
は
な
く
、
市

民
相
互
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
的

関
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
与

の
過
程
で
あ
る
。（
中
略
）
民
主
的
な
闘
争
の
プ
ロ
セ
ス
と
は
、
社
会
的
問
題
と
そ
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れ
に
対
す
る
解
決
策
を
め
ぐ
る
討
論
の
場
で
、
他
者
と
関
わ
ろ
う
と
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
を
説
明
し
正
当
化
し
よ

う
と
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
互
い
に
関
与
す
る
プ
ロ
セ
ス
な
の
で
あ
る
（
49
）

。

こ
の
よ
う
に
主
張
す
る
ヤ
ン
グ
は
、
事
実
、
い
ま
引
用
し
た
直
前
の
箇
所
で
、「
敵
」
を
「
対
抗
者
」
と
捉
え
直
す
ム
フ
の
闘
技
的
多
元

主
義
に
言
及
し
、
自
身
も
ま
た
そ
れ
に
与
し
た
い
と
明
言
し
て
い
る
（
50
）

。

し
か
し
、「
闘
争
」
が
い
わ
ゆ
る
「
神
々
の
闘
争
」
と
化
し
て
合
意
を
不
可
能
に
す
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
批
判
者
は
多
い
で
あ

ろ
う
。
ヤ
ン
グ
自
身
、
そ
の
よ
う
な
批
判
が
あ
り
得
る
こ
と
を
想
定
し
つ
つ
、
民
主
的
な
政
治
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
も
う
一
つ
の
側

面
と
し
て
「
協
力
」
を
考
え
て
い
る
。
こ
こ
で
彼
女
が
依
拠
す
る
の
は
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
「
集
合
的
な
問
題
解
決
の
一
方
法
」
と
定
義

づ
け
る
ジ
ョ
ン
・
デ
ュ
ー
イ
で
あ
る
。
ヤ
ン
グ
の
認
識
で
は
、
差
異
化
さ
れ
た
マ
ス
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
に
お
い
て
人
々
が
共
有
し
て
い
る
の

は
共
通
善
で
は
な
く

0

0

0

0

0

0

0

、
解
決
す
べ
き
問
題

0

0

0

0

0

0

0

で
あ
る
。
ゆ
え
に
彼
女
は
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
「
人
々
が
共
に
直
面
す
る
問
題
を
議
論
し
、
平

和
裏
に
解
決
し
よ
う
と
し
、
解
決
策
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
協
力
す
る
」
プ
ロ
セ
ス
と
理
解
し
た
方
が
よ
い
と
述
べ
る
（
51
）

。
そ
し
て
、「
闘

争
」
と
「
協
力
」
を
結
び
つ
け
る
鍵
概
念
と
考
え
ら
れ
る
も
の
こ
そ
、
ヤ
ン
グ
が
重
視
し
た
「
理
に
か
な
っ
た
態
度
（reasonableness

）」

（
あ
る
い
は
「
適
理
性
」）
と
言
え
よ
う
。
こ
れ
は
端
的
に
言
え
ば
、
異
な
る
観
点
か
ら
な
さ
れ
る
議
論
や
異
議
、
反
論
等
に
対
し
て
、
耳
を

傾
け
る
態
度
で
あ
り
、
反
対
者
が
も
っ
と
も
な
理
由
を
提
示
し
た
場
合
に
は
そ
れ
を
受
け
入
れ
自
己
の
意
見
や
立
場
を
変
容
さ
せ
る
準
備

が
あ
る
こ
と
で
あ
る
（
52
）

。
こ
の
よ
う
な
「
理
に
か
な
っ
た
態
度
」
が
な
ぜ
熟
議
に
要
請
さ
れ
る
か
と
言
え
ば
、
ま
さ
に
、
共
通
善
が
存
在
し

な
い
か
ら
こ
そ
で
あ
る
。
ヤ
ン
グ
的
な
意
味
で
「
理
に
か
な
っ
た
」
市
民
に
な
る
と
は
、
共
通
善
が
あ
る
か
の
よ
う
に
装
っ
て
、
異
質
な

意
見
や
表
現
を
私
的
領
域
に
閉
じ
込
め
る
こ
と
で
も
な
け
れ
ば
、
支
配
的
な
社
会
集
団
の
文
化
的
産
物
に
過
ぎ
な
い
議
論
の
仕
方
を
基
準

六
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と
し
、
そ
れ
に
合
わ
な
い
感
情
表
現
や
デ
モ
な
ど
を
「
非
市
民
的
」
だ
と
排
除
す
る
こ
と
で
も
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
、
相
対
立
す
る
異

質
な
ニ
ー
ズ
や
利
害
を
公
的
に
表
明
し
、
互
い
に
自
己
絶
対
化
す
る
こ
と
な
く
耳
を
傾
け
合
い
、
問
題
解
決
に
向
け
互
い
に
積
極
的
に
関

わ
り
合
う
、
そ
う
し
た
意
味
で
の
「
闘
争
」
へ
の
参
加
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
（
53
）

。
そ
も
そ
も
ヤ
ン
グ
に
と
っ
て
「
差
異
」
は
、
民
主
的

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
阻
害
要
因
な
の
で
は
な
く
、
逆
に
、
そ
う
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
前
提
で
あ
り
資
源
で
す
ら
あ
る
も
の

で
あ
っ
た
。
異
な
る
立
場
や
視
座
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
多
種
多
様
な
知
見
が
表
明
さ
れ
共
有
さ
れ
て
こ
そ
、
問
題
解
決
に
向
け
た
智
慧
が

よ
り
豊
か
に
な
る
と
い
う
の
で
あ
る
（
54
）

。

以
上
の
よ
う
に
ヤ
ン
グ
は
、
共
通
の
問
題
解
決
に
向
け
て
異
質
な
者
同
士
が
切
り
結
ぶ
包
摂
的
な
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
探
究
し
た
と
言
え

よ
う
。
お
そ
ら
く
ム
フ
は
、
自
ら
の
考
え
る
「
闘
技
」
を
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
と
表
現
す
る
こ
と
に
は
肯
ん
じ
得
な
い
か
も
し
れ

な
い
。
し
か
し
ヤ
ン
グ
の
側
は
、
か
つ
て
「
利
益
集
団
多
元
主
義
の
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
版
」
と
の
批
判
の
矢
を
放
っ
た
ム
フ
に
対
し
て
直
接

的
な
反
論
を
す
る
よ
り
、
む
し
ろ
「
差
異
の
政
治
」
の
延
長
上
に
自
身
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
練
り
上
げ
る
中
で
、

ム
フ
の
闘
技
的
多
元
主
義
を
組
み
込
む
と
い
う
形
で
応
え
て
い
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

四　
「
民
主
的
な
る
も
の
」
の
諸
相

│
結
び
に
か
え
て

以
上
、
三
人
の
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
に
よ
る
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
理
論
を
検
討
し
て
き
た
。
最
後
に
、
そ
こ
か
ら
見
え
て
く
る
「
民
主
的
な
る
も

の
」
の
諸
相
に
つ
い
て
、
若
干
の
考
察
を
試
み
て
本
稿
を
閉
じ
た
い
。「
新
し
い
社
会
運
動
」
に
含
ま
れ
る
第
二
波
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
に
影

響
さ
れ
た
世
代
と
し
て
、
彼
女
た
ち
に
と
っ
て
は
、
現
存
す
る
自
由
民
主
主
義
体
制
で
は
近
代
の
「
自
由
か
つ
平
等
な
個
人
」
の
理
念
は

六
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実
現
し
て
い
な
い
も
の
と
言
え
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
さラ

デ
ィ
カ
ル

ら
な
る
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
が
追
求
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
出
発
点
は
三

者
に
そ
う
大
き
な
違
い
は
あ
る
ま
い
。
問
題
は
、
十
分
に
民
主
化
し
て
い
な
い
現
状
に
対
し
て
い
か
な
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
用
す
る
か
で

あ
ろ
う
。

ム
フ
の
場
合
、
そ
の
本
質
主
義
批
判
と
民
主
的
等
価
性
の
議
論
か
ら
考
え
ら
れ
る
の
は
、
何
ら
か
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
究
極
的
な

基
礎
定
立
と
見
な
す
こ
と
へ
の
拒
否
で
あ
る
。
も
と
も
と
左
派
的
な
理
論
家
の
ム
フ
が
、
階
級
闘
争
を
至
上
視
し
て
き
た
伝
統
的
な
左
翼

思
想
と
の
決
別
か
ら
議
論
を
出
発
さ
せ
た
こ
と
が
、
そ
の
こ
と
を
物
語
る
。
階
級
闘
争
や
労
働
運
動
が
、
女
性
差
別
や
人
種
差
別
等
に
対

す
る
解
放
闘
争
を
犠
牲
に
し
て
特
権
化
さ
れ
る
こ
と
は
、
ム
フ
に
と
っ
て
は
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
さ
ら
な
る
深
化
を
阻
む
こ
と
に
な
る
。
自

由
民
主
主
義
を
打
倒
す
る
の
で
な
く
、
そ
れ
を
根
源
的
に
深
化
・
拡
大
さ
せ
る
た
め
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
解
放
闘
争
が
等
価
的
に
「
節
合
」

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
う
し
た
節
合
こ
そ
、
ム
フ
の
「
民
主
的
な
る
も
の
」
の
中
核
に
あ
る
構
想
で
あ
り
、
そ
れ
を
彼
女
は
マ
ル

ク
ス
の
有
名
な
「
各
人
の
自
由
な
発
展
が
あ
ら
ゆ
る
人
々
の
自
由
な
発
展
の
条
件
」
と
の
一
節
に
託
し
た
と
考
え
ら
れ
る
（
55
）

。
こ
う
し
た
節

合
は
、
政
治
的
空
間
に
お
け
る
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
闘
争
と
集
団
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
変
容
に
よ
っ
て
こ
そ
可
能
に
な
る
の
で
あ
り
、
そ
の
観

点
か
ら
す
れ
ば
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
と
言
え
ど
も
、
女
性
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
固
定
化
は
非
民
主
的
に
な
り
か
ね
な
い
こ
と
と
な

ろ
う
。

ペ
イ
ト
マ
ン
は
ど
う
か
。
彼
女
は
一
九
七
〇
年
代
の
参
加
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
の
頃
か
ら
リ
ベ
ラ
ル
を
批
判
す
る
「
ラ
デ
ィ
カ
ル
」
を
自

称
し
て
い
た
も
の
の
、
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
理
念
を
放
棄
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
彼
女
は
、「
自
由
か
つ
平
等
な
個
人
」
と
い
う
リ

ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
中
核
の
理
念
に
徹
し
て
こ
だ
わ
り
、
男
女
間
で
（
さ
ら
に
は
人
種
間
で
も
（
56
）

）
現
実
が
そ
う
な
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
を
問

題
に
し
続
け
た
。
彼
女
の
家
父
長
制
批
判
の
中
核
に
あ
る
の
は
、「
自
由
か
つ
平
等
な
個
人
」
を
抽
象
概
念
と
し
て
考
え
た
場
合
、
実
際

六
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に
は
そ
れ
が
男
性
を
想
定
し
て
い
る
こ
と
が
隠
蔽
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
問
題
意
識
と
言
え
る
。
ゆ
え
に
、
男
女
間
で
対
等
な
市
民
的
関

係
が
成
り
立
っ
て
い
な
い
こ
と
、
女
性
の
男
性
へ
の
恒
常
的
な
従
属
が
民
主
的
な
関
係
と
は
言
え
な
い
こ
と
を
、
理
論
的
に
も
実
際
の
面

か
ら
も
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
の
が
、
彼
女
の
一
連
の
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
的
労
作
と
考
え
ら
れ
る
。
ペ
イ
ト
マ
ン
の
Ｂ
Ｉ
へ
の
コ
ミ
ッ
ト

メ
ン
ト
に
も
垣
間
見
ら
れ
る
が
、
彼
女
の
焦
点
は
家
族
と
い
う
集
団
に
よ
り
も
具
体
的
な
個
人
に
あ
り
、
す
べ
て
の
個
人

│
男
性
と
し

て
の
個
人
で
な
く
文
字
通
り
す
べ
て
の

0

0

0

0

個
人

│
が
自
由
か
つ
対
等
な
市
民
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
こ
そ
が
「
民
主
的
な
る
も
の
」
の
重
要

な
要
素
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
彼
女
の
言
う
民
主
化
と
は
そ
の
よ
う
な
社
会
に
向
け
て
の
実
践
で
あ
り
、
そ
の
実
践
を
可
能
に
す
る

た
め
に
こ
そ
、
伝
統
的
な
社
会
契
約
論
の
批
判
と
家
父
長
制
構
造
の
可
視
化
が
必
要
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

最
後
に
ヤ
ン
グ
だ
が
、
彼
女
が
挑
ん
だ
問
題
は
自
由
民
主
主
義
体
制
に
存
在
す
る
構
造
的
不
正
義
（
支
配
と
抑
圧
）
で
あ
り
、
デ
モ
ク

ラ
シ
ー
を
正
義
に
か
な
っ
た
も
の
に
す
る
こ
と
こ
そ
さ
ら
な
る
民
主
化
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
は
、
差
異
ゆ
え
に
不
利
益
を
被
る
集
団

の
声
が
公
的
領
域
に
お
い
て
見
聞
き
さ
れ
、
支
配
的
集
団
・
被
抑
圧
集
団
を
問
わ
ず
固
定
的
だ
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
視
座
が
変
容
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
相
互
に
排
他
的
に
な
る
の
で
な
く
共
通
の
問
題
解
決
に
向
け
て
協
力
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
際
に
必
須
の
も
の
は

民
主
的
な
政
治
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
共
通
善
は
想
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
む
し
ろ
集
団
の
差
異
こ
そ
が
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
前
提
条
件
で
あ
っ
た
。
ヤ
ン
グ
の
議
論
は
「
差
異
の
政
治
」
か
ら
「
包
摂
」
へ
と
練
り
上
げ
ら
れ
て
い
っ
た
が
、
こ
の
包

摂
と
、
異
質
性
・
多
様
性
・
多
元
性
（
そ
し
て
そ
れ
ゆ
え
に
生
じ
る
「
闘
争
」
的
側
面
）
こ
そ
、
彼
女
の
考
え
る
「
民
主
的
な
る
も
の
」
に
不

可
欠
の
要
素
と
考
え
ら
れ
る
。

複
数
の
解
放
闘
争
の
等
価
的
「
節
合
」、
す
べ
て
の
個
人
が
対
等
な
「
市
民
」
と
な
る
こ
と
、
異
質
な
存
在
を
公
的
領
域
で
の
意
思
決

定
か
ら
排
除
し
な
い
「
包
摂
」

│
こ
れ
ら
三
者
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
相
互
に
排
他
的
で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
な
る
考
察
が

六
五
八



ラ
デ
ィ
カ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
「
民
主
的
な
る
も
の
」（
山
田
）

（
七
四
一
）

必
要
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
私
た
ち
政
治
理
論
家
に
共
有
さ
れ
る
べ
き
認
識
は
、
何
を
持
っ
て
「
民
主
的
な
る
も
の
」
と
考
え
る
か
を
め

ぐ
っ
て
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
に
よ
る
根
源
的
な
政
治
（
学
）
批
判
は
重
要
な
財
産
で
あ
り
、
そ
れ
ら
を
無
視
・
軽
視
し
た
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論

は
そ
の
レ
リ
バ
ン
シ
ー
が
問
わ
れ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

（
1
） P

atem
an, C

., T
h

e D
isord

er of W
om

en
: D

em
ocracy, F

em
in

ism
 an

d
 P

olitical T
h

eory, C
am
bridge: P

olity P
ress, 1989, 

chaps. 3, 5 and 7.　

拙
訳
『
秩
序
を
乱
す
女
た
ち
？

│
政
治
理
論
と
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
』
法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
一
四
年
、
第
三
・
五
・
七
章
。

ま
た
以
下
も
参
照
。C

arter, A
. and G

. S
tokes, “Introduction: L

iberal D
em
ocracy and its C

ritics”, in A
. C
arter and G

. S
tokes 

eds., L
iberal D

em
ocracy an

d
 its C

ritics, C
am
bridge: P

olity P
ress, 1998, p. 3.

（
2
） 

筆
者
の
念
頭
に
あ
る
こ
う
し
た
論
者
と
し
て
、
セ
イ
ラ
・
ベ
ン
ハ
ビ
ブ
、
ナ
ン
シ
ー
・
フ
レ
イ
ザ
ー
、
ス
ー
ザ
ン
・
ヘ
ッ
ク
マ
ン
、
ア
ン
・

フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
、
ジ
ュ
デ
ィ
ス
・
ス
ク
ワ
ィ
ア
ー
ズ
等
の
名
を
挙
げ
て
お
こ
う
。

（
3
） 

も
ち
ろ
ん
い
ま
や
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
問
題
に
言
及
す
る
政
治
理
論
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
は
お
び
た
だ
し
い
だ
ろ
う
が
、
し
か

し
そ
れ
ら
が
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
突
き
つ
け
る
問
題
に
正
面
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
と
は
限
ら
な
い
。
な
お
、
ラ
デ
ィ
カ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
に
含

ま
れ
る
研
究
か
ど
う
か
を
別
に
す
れ
ば
、
以
下
の
名
誉
あ
る
例
外
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。
衛
藤
幹
子
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
政
治
学

│
シ
テ
ィ
ズ
ン

シ
ッ
プ
の
構
想
と
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
」（
上
・
下
）、
法
政
大
学
『
法
学
志
林
』
第
一
〇
〇
巻
三
号
、
第
一
〇
一
巻
三
号
、
二
〇
〇
三
│
二
〇
〇
四
年
。

岡
野
八
代
『
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
政
治
学

│
国
民
・
国
家
主
義
批
判
﹇
増
補
版
﹈』
白
澤
社
、
二
〇
〇
九
年
。
田
村
哲
樹
『
政
治
理
論
と
フ
ェ

ミ
ニ
ズ
ム
の
間

│
国
家
・
社
会
・
家
族
』
昭
和
堂
、
二
〇
〇
九
年
。
三
浦
ま
り
・
衛
藤
幹
子
編
著
『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ク
ォ
ー
タ

│
世
界
の
女
性

議
員
は
な
ぜ
増
え
た
の
か
』
明
石
書
店
、
二
〇
一
四
年
。

（
4
） 

こ
の
論
稿
の
初
出
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。M

ouff e, C
., “F

em
inism

, C
itizenship and R

adical D
em
ocratic P

olitics”, in J. B
utler 

and J. W
. S
cott eds., F

em
in

ists T
h

eorize th
e P

olitical, L
ondon: R

outledge, 1992.

（
5
） M

ouff e, C
., T

h
e R

etu
rn

 of th
e P

olitical, L
ondon: V

erso, 1993, pp. 19, 77.　

千
葉
眞
・
土
井
美
徳
・
田
中
智
彦
・
山
田
竜
作
訳
『
政
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治
的
な
る
も
の
の
再
興
』、
日
本
経
済
評
論
社
、
一
九
九
八
年
、
三
八
頁
、
一
五
六
│
一
五
七
頁
。

（
6
） L

aclau, E
. and C

. M
ouff e, H

egem
on

y an
d

 S
ocialist S

trategy: T
ow

ard
s a R

ad
ical D

em
ocratic P

olitics, L
ondon: V

erso, 

1985.　

こ
の
共
著
は
二
〇
〇
一
年
に
第
二
版
が
出
て
お
り
、
以
下
は
そ
の
邦
訳
で
あ
る
。
西
永
亮
・
千
葉
眞
訳
『
民
主
主
義
の
革
命

│
ヘ
ゲ
モ

ニ
ー
と
ポ
ス
ト
・
マ
ル
ク
ス
主
義
』
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
二
〇
一
二
年
。

（
7
） M

ouff e, op. cit., p. 78.　

前
掲
邦
訳
、
一
五
七
│
一
五
八
頁
。

（
8
） 

Ibid.　

同
訳
、
一
五
八
│
一
五
九
頁
。

（
9
） 

以
下
の
邦
文
文
献
は
、
ム
フ
ら
政
治
理
論
家
へ
の
言
及
は
な
い
も
の
の
、
こ
う
し
た
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
運
動
の
問
題
の
歴
史
的
理
解
を
め
ぐ
っ
て

さ
し
あ
た
り
参
考
に
な
る
。
吉
原
令
子
『
ア
メ
リ
カ
の
第
二
波
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム

│
一
九
六
〇
年
代
か
ら
現
在
ま
で
』
ド
メ
ス
出
版
、
二
〇
一
三
年
。

ま
た
理
論
的
な
面
で
の
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
多
様
性
・
多
面
性
に
つ
い
て
は
、
次
の
二
冊
も
参
照
。B

ryson, V
., F

em
in

ist P
olitical T

h
eory: A

n
 

In
trod

u
ction, second edition, B

asingstoke: P
algrave M

acm
illan, 2003.  S

quires, J., G
en

d
er in

 P
olitical T

h
eory, C

am
bridge: 

P
olity P

ress, 1999.

（
10
） M

ouff e, op. cit., p. 76.　

前
掲
邦
訳
、
一
五
五
│
一
五
六
頁
。

（
11
） 

Ibid., pp. 87‒88.　

同
訳
、
一
七
三
│
一
七
六
頁
。

（
12
） P

atem
an, op. cit., chaps. 1, 2, 6, 8 and 9.　

前
掲
拙
訳
、
第
一
・
二
・
六
・
八
・
九
章
。
拙
稿
「
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
と
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
理
論

│

キ
ャ
ロ
ル
・
ペ
イ
ト
マ
ン
の
再
検
討
を
中
心
に
」、
政
治
思
想
学
会
編
『
政
治
思
想
研
究
』
第
一
〇
号
、
二
〇
一
〇
年
。

（
13
） P

atem
an, op. cit., pp. 196‒197.　

前
掲
拙
訳
、
二
九
三
│
二
九
四
頁
。

（
14
） 

Ibid., p. 14.　

同
訳
、
二
一
頁
。

（
15
） 

Ibid., p. 136.　

同
訳
、
二
〇
四
頁
。

（
16
） M
ouff e, op. cit., p. 81.　

前
掲
邦
訳
、
一
六
三
頁
。

（
17
） Y

oung, I. M
., Ju

stice an
d

 th
e P

olitics of D
ifferen

ce, P
rinceton, N

J: P
rinceton U

niversity P
ress, 1990.　

以
下
の
拙
稿
も
参
照
。

「
マ
ス
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
に
お
け
る
政
治
主
体
の
『
市
民
性
』」、
岡
本
仁
宏
編
『
新
し
い
政
治
主
体
像
を
求
め
て

│
市
民
社
会
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

六
六
〇



ラ
デ
ィ
カ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
「
民
主
的
な
る
も
の
」（
山
田
）

（
七
四
三
）

ム
・
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
』
所
収
、
法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
一
四
年
、
二
〇
五
│
二
〇
八
頁
、
二
二
五
│
二
二
八
頁
。

（
18
） Y

oung, I. M
., “P

olity and G
roup D

iff erence: A
 C
ritique of the Ideal of U

niversal C
itizenship”, E

th
ics, V

ol. 99, N
o. 2, 

1989.　

施
光
恒
訳
「
政
治
体
と
集
団
の
差
異

│
普
遍
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
理
念
に
対
す
る
批
判
」、『
思
想
』
第
八
六
七
号
、
一
九
九
六
年

九
月
。

（
19
） M

ouff e, op. cit., p. 86.　

前
掲
邦
訳
、
一
七
二
頁
。

（
20
） 

Ibid.　

同
訳
、
一
七
三
頁
。

（
21
） P

atem
an, C

., “D
em
ocracy, F

reedom
 and S

pecial R
ights”, in D

. B
oucher and P

. K
elly eds., S

ocial Ju
stice: F

rom
 H

u
m

e to 

W
alzer, L

ondon: R
outledge, 1998, p. 230, note 14.　

服
部
美
樹
訳
「
民
主
主
義
、
自
由
、
特
殊
な
権
利
」、
Ｄ
・
バ
ウ
チ
ャ
ー
、
Ｐ
・
ケ

リ
ー
編
、
飯
島
昇
藏
ほ
か
訳
『
社
会
正
義
論
の
系
譜

│
ヒ
ュ
ー
ム
か
ら
ウ
ォ
ル
ツ
ァ
ー
ま
で
』
所
収
、
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
、
二
〇
〇
二
年
、

三
一
二
頁
、
注
14
。

（
22
） P

atem
an, C

., T
h

e S
exu

al C
on

tract, C
am
bridge: P

olity P
ress, 1988.

（
23
） P

atem
an, C

., “O
n C
ritics and C

ontract”, in C
. P
atem

an and C
. W
. M
ills, C

on
tract an

d
 D

om
in

ation, C
am
bridge: P

olity 

P
ress, 2007, pp. 227‒228.

（
24
） 

Ibid., p. 228.

（
25
） A

dacem
ic.edu 

の
サ
イ
ト
に
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
さ
れ
て
い
る
オ
ン
の
履
歴
（https://nsysu.academ

ia.edu/S
teveO

n/C
urriculum

V
itae

、

二
〇
一
五
年
五
月
二
一
日
ア
ク
セ
ス
）
に
よ
れ
ば
、
彼
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
当
時
、
Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
の
博
士
課
程
で
政
治
学
を
専
攻
す
る
院
生
だ
っ
た
よ
う

で
あ
る
。
彼
の
指
導
教
授
が
ペ
イ
ト
マ
ン
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。

（
26
） O
n, S
., “Interview

 w
ith C

arole P
atem

an by S
teve O

n”, C
on

tem
porary P

olitical T
h

eory, V
ol. 9, N

o. 2, p. 242.　

な
お
、
第
三

波
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
と
は
何
か
に
つ
い
て
こ
こ
で
詳
細
な
検
討
は
で
き
な
い
が
、
さ
し
あ
た
り
、
第
二
波
の
成
果
を
評
価
し
つ
つ
も
、「
フ
ェ
ミ
ニ
ス

ト
か
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
で
な
い
か
」
と
い
っ
た
二
者
択
一
的
な
態
度
を
取
ら
ず
、
多
文
化
主
義
に
根
ざ
し
、
人
種
・
階
級
・
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
異

な
る
人
々
を
含
め
た
運
動
を
展
開
す
る
も
の
と
理
解
し
て
お
こ
う
。
吉
原
、
前
掲
書
、
第
一
〇
章
を
参
照
。

六
六
一



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
七
四
四
）

（
27
） O

n, op. cit., pp. 242‒243.
（
28
） 

Ibid., pp. 243‒244.
（
29
） P

atem
an, C

., "A
n Interview

 w
ith C

arole P
atem

an: Inteview
 Q
uestions by T

errell C
arver and S

am
uel A

. C
ham
bers”, in 

P
atem

an, C
., C

arole P
atem

an
: D

em
ocracy, F

em
in

ism
, W

elfare, eds. by T
. F
. C
arver and S

. A
. C
ham
bers, A

bingdon: 

R
outledge, 2011, p. 211.

（
30
） 

ペ
イ
ト
マ
ン
、
前
掲
拙
訳
の
「
日
本
語
版
へ
の
序
文
」、
iv
│
v
頁
。

（
31
） P

atem
an, T

h
e D

isord
er of W

om
en, p. 2.　

前
掲
拙
訳
、
三
頁
。

（
32
） 

ペ
イ
ト
マ
ン
、
前
掲
拙
訳
の
「
日
本
語
版
へ
の
序
文
」、
iii
頁
。

（
33
） 

こ
の
点
に
改
め
て
注
意
を
向
け
て
く
だ
さ
っ
た
関
口
す
み
子
氏
と
奥
田
の
ぞ
み
氏
に
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
な
お
ペ
イ
ト
マ
ン
の
議
論
の
文
脈

を
離
れ
、
古
く
て
新
し
い
「
女
性
問
題
」
の
現
代
的
現
れ
方
に
つ
い
て
は
、
以
下
を
参
照
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
女
性
の
貧
困
」
取
材
班
『
女
性
た
ち
の
貧
困

│
〝
新
た
な
連
鎖
〞
の
衝
撃
』
幻
冬
舎
、
二
〇
一
四
年
。
角
田
由
紀
子
『
性
と
法
律

│
変
わ
っ
た
こ
と
、
変
え
た
い
こ
と
』
岩
波
新
書
、

二
〇
一
三
年
。
ま
た
、
社
会
的
地
位
が
比
較
的
高
い
と
思
わ
れ
る
職
業
に
お
け
る
女
性
の
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
、
さ
し
あ
た
り
次
の

二
つ
の
記
事
を
参
考
に
し
た
。
杉
田
明
子
・
三
浦
桂
子
「
フ
ラ
ン
ス
弁
護
士
事
情
」、
渋
谷
元
宏
・
田
名
部
哲
史
・
竹
内
章
子
「
日
本
の
弁
護
士
が

置
か
れ
た
現
状

│
仕
事
と
家
庭
の
両
立
」、
日
本
弁
護
士
連
合
会
『
自
由
と
正
義
』
第
六
三
号
、
二
〇
一
二
年
八
月
。

（
34
） P

atem
an, C

., “D
em
ocratizing C

itizenship: S
om
e A
dvantages of a B

asic Incom
e”, P

olitics &
 S

ociety, V
ol. 32, N

o. 1, 2004, p. 

91.

（
35
） 

Ibid., pp. 92‒93.　

ペ
イ
ト
マ
ン
に
と
っ
て
、
劣
悪
な
労
働
条
件
に
甘
ん
じ
な
け
れ
ば
生
計
が
立
て
ら
れ
な
い
現
代
資
本
主
義
諸
国
に
お
け

る
雇
用
制
度
は
、
文
字
通
り
非
民
主
的
な
も
の
で
あ
り
、
無
条
件
の
ベ
ー
シ
ッ
ク
・
イ
ン
カ
ム
は
そ
う
し
た
雇
用
制
度
に
参
入
し
な
く
て
も
暮
ら
し

て
い
け
る
道
を
開
く
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。
ペ
イ
ト
マ
ン
、
前
掲
拙
訳
の
「
日
本
語
版
へ
の
序
文
」、
ix
頁
。

（
36
） P

atem
an, op. cit., pp. 98‒99.

（
37
） P

atem
an, T

h
e D

isord
er of W

om
en, p. 203.　

前
掲
拙
訳
、
三
〇
一
頁
。

六
六
二



ラ
デ
ィ
カ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
「
民
主
的
な
る
も
の
」（
山
田
）

（
七
四
五
）

（
38
） 

Ibid.　

同
訳
、
三
〇
二
頁
。

（
39
） P

atem
an, C

., “A
fterw

ord”, in D
. I. O

’N
eill, M

. L
. S
hanley and I. M

. Y
oung eds., Illu

sion
 of C

on
sen

t: E
n

gagin
g w

ith
 

C
arole P

atem
an, U

niversity P
ark, P

A
: T
he P

ennsylvania S
tate U

niversity P
ress, 2008, p. 241.

（
40
） 
そ
れ
ら
の
い
く
つ
か
を
収
録
し
た
文
献
と
し
て
、
以
下
の
論
文
集
を
挙
げ
て
お
く
。Y

oung, I. M
., T

h
row

in
g L

ike a G
irl an

d
 O

th
er 

E
ssays in

 F
em

in
ist P

h
ilosoph

y an
d

 S
ocial T

h
eory, B

loom
ington, IN

: Indiana U
niversity P

ress, 1990.

（
41
） Y

oung, “P
olity and G

roup D
iff erence”, pp. 264‒265.　

前
掲
邦
訳
、
一
一
四
頁
。

（
42
） M

ouff e, op. cit., p. 86.　

前
掲
邦
訳
、
一
七
二
│
一
七
三
頁
。

（
43
） Y

oung, op. cit., pp. 260‒261.　

前
掲
邦
訳
、
一
〇
九
│
一
一
〇
頁
。 Y

oung, Ju
stice an

d
 th

e P
olitics of D

ifferen
ce, p. 171.　

な
お

こ
こ
に
、
以
下
の
拙
稿
と
重
複
す
る
記
述
が
あ
る
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。「
包
摂
／
排
除
を
め
ぐ
る
現
代
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
理
論

│
『
闘

技
』
モ
デ
ル
と
『
熟
議
』
モ
デ
ル
の
あ
い
だ
」、
日
本
政
治
学
会
編
『
年
報
政
治
学
』
二
〇
〇
七
│
Ｉ
号
、
二
〇
〇
七
年
、
一
五
一
│
一
五
二
頁
。

（
44
） D

ryzek, J. S
., D

eliberative D
em

ocracy an
d

 B
eyon

d
: L

iberals, C
ritics, C

on
testation

s, O
xford: O

xford U
niversity P

ress, 

2000, pp. 61‒62.

（
45
） 

千
葉
眞
『
ラ
デ
ィ
カ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
地
平

│
自
由
・
差
異
・
共
通
善
』
新
評
論
、
一
九
九
五
年
、
一
三
九
頁
。

（
46
） 

以
下
を
参
照
。P

hillips, A
., T

h
e P

olitics of P
resen

ce: T
h

e P
olitical R

epresen
tation

 of G
en

d
er, E

th
n

icity, an
d

 R
ace, O

xford: 

O
xford U

niversity P
ress, 1995.

（
47
） 

以
下
の
二
つ
の
前
掲
拙
稿
を
参
照
。「
包
摂
／
排
除
を
め
ぐ
る
現
代
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
理
論

│
『
闘
技
』
モ
デ
ル
と
『
熟
議
』
モ
デ
ル
の
あ
い

だ
」、
一
四
八
│
一
五
〇
頁
、
一
五
三
頁
。「
マ
ス
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
に
お
け
る
政
治
主
体
の
『
市
民
性
』」、
二
三
二
頁
。

（
48
） Y
oung, I. M

., In
clu

sion
 an

d
 D

em
ocracy, N

ew
 Y
ork: O

xford U
niversity P

ress, 2000, pp. 36‒44.

（
49
） 

Ibid., p. 50.

（
50
） 

Ibid., p. 49.

（
51
） 

Ibid., p. 28.

六
六
三
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四
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）

（
52
） 

Ibid., pp. 24‒25.
（
53
） 

Ibid., pp. 27‒30, 47‒48.
（
54
） Y

oung, “P
olity and G

roup D
iff erence”, pp. 263‒264.　

前
掲
邦
訳
、
一
一
三
│
一
一
四
頁
。Y

oung, I. M
., “D

iff erence as a 

R
esource for D

em
ocratic C

om
m
unication”, in D

. E
stlund ed., D

em
ocracy, O

xford: B
lackw

ell P
ublishers, 2002.　

す
べ
て
の
個
別

性
を
超
越
し
た
公
平
で
一
般
的
な
視
座
な
ど
な
い
と
考
え
る
ヤ
ン
グ
は
、
す
べ
て
の
知
識
は
「
位
置
づ
け
ら
れ
た
知
識
（situated know

ledge

）」

で
あ
る
と
も
主
張
す
る
。Y

oung, I. M
., “S
ituated K

now
ledge and D

em
ocratic D

iscussions”, in J. A
ndersen and B

. S
iim
 eds., T

h
e 

P
olitics of In

clu
sion

 an
d

 E
m

pow
erm

en
t: G

en
d

er, C
lass an

d
 C

itizen
sh

ip, B
asingstoke: P

algrave M
acm
illan, 2004.　

こ
の
よ
う

な
ヤ
ン
グ
の
視
点
は
、
か
つ
て
の
カ
ー
ル
・
マ
ン
ハ
イ
ム
の
知
識
社
会
学
に
お
け
る
「
存
在
拘
束
性
」
を
想
起
さ
せ
る
。
実
際
、
ヤ
ン
グ
の
集
団
観

念
に
対
す
る
本
質
主
義
批
判
に
は
、
マ
ン
ハ
イ
ム
の
「
存
在
拘
束
性
」
を
、
あ
る
思
想
と
社
会
的
立
場
と
の
固
定
的
な
一
対
一
の
対
応
関
係
を
主
張

し
た
も
の
と
見
な
す
誤
解
と
、
相
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
異
質
な
者
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
相
互
行
為
）
が
自
己
の
思
想

の
部
分
性
の
自
覚
と
視
野
の
拡
大
に
つ
な
が
る
と
す
る
点
で
、
こ
の
二
人
の
理
論
家
に
共
通
性
が
あ
る
こ
と
を
、
筆
者
は
以
下
の
ペ
ー
パ
ー
で
報
告

し
た
。“D

em
ocratic Interaction in M

ass S
ociety, O

ld and N
ew
: K
arl M

annheim
 and Iris M

arion Y
oung”, at the P

olitical S
tudies 

A
ssociation of the U

K
 65th A

nnual International C
onference, S

heffi  eld, 1st A
pril 2015.

（
55
） L

aclau and M
ouff e, op. cit., p. 183.

（
56
） P

atem
an and M

ills, op. cit.

六
六
四



中
国
共
産
党
の
意
思
決
定
過
程
（
山
本
）

（
七
四
七
）

中
国
共
産
党
の
意
思
決
定
過
程

│
党
の
全
国
代
表
大
会
報
告
の
作
成
過
程
を
中
心
に
し
て

│
山　
　

本　
　

賢　
　

二

一
．
は
じ
め
に
│
問
題
の
所
在

筆
者
は
か
つ
て
中
国
の
情
報
文
化
に
つ
い
て
論
じ
た
際
、
中
国
共
産
党
の
全
国
代
表
大
会
の
第
一
三
回
（
一
三
全
大
会
）
と
第
一
四
回

（
一
四
全
大
会
）
の
大
会
報
告
の
作
成
過
程
を
取
り
上
げ
、
そ
の
二
例
を
提
示
し
、｢

党
の
総
書
記
が
中
心
と
な
っ
て
、
報
告
の
基
調
内
容

が
つ
く
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、『
総
設
計
師
』
と
し
て
位
置
づ
け
さ
れ
て
い
る
鄧
小
平
の
指
示
が
い
ず
れ
も
不
可
欠
で
あ
り
、
鄧
の
認
知

を
受
け
て
は
じ
め
て
報
告
が
作
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
鄧
小
平
と
い
う
個
人
が
情
報
を
発
信
し
、
こ
の
情
報
に
全
党
が
従
っ

た
と
も
言
え
よ
う
（
1
）｣

と
指
摘
し
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
鄧
小
平
は
一
九
九
七
年
二
月
一
九
日
に
死
去
、
中
国
の
改
革
開
放
は
次
世
代
に
引

論　

説

六
六
五



政
経
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五
十
二
巻
第
二
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（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
七
四
八
）

き
継
が
れ
、
二
〇
年
を
経
過
し
た
。

周
知
の
よ
う
に
、
ポ
ス
ト
鄧
の
中
国
の
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
の
江
沢
民
と
そ
れ
に
続
く
胡
錦
濤
は
い
ず
れ
も
鄧
小
平
に
よ
っ
て
指
名
さ
れ

た
後
継
者
で
あ
り
、
党
の
総
書
記
、
国
家
の
国
家
主
席
、
軍
の
中
央
軍
事
委
主
席
と
国
家
軍
事
委
員
会
主
席
の
党
政
軍
の
三
権
の
継
承
は

徐
々
に
行
わ
れ
た
。

江
沢
民
は
一
九
八
九
年
六
月
二
四
日
に
総
書
記
、
鄧
小
平
の
後
を
継
い
で
一
九
八
九
年
一
一
月
九
日
に
党
中
央
軍
事
委
主
席
、

一
九
九
〇
年
三
月
一
九
日
に
国
家
軍
事
委
主
席
に
な
っ
た
が
、
国
家
主
席
に
は
楊
尚
昆
離
任
の
後
の
一
九
九
三
年
三
月
二
七
日
に
な
っ
て

は
じ
め
て
就
い
た
。
と
は
い
え
、
か
つ
て
鄧
の
下
で
胡
耀
邦
と
趙
紫
陽
が
総
書
記
に
就
い
た
よ
う
に
、
こ
の
時
期
、
実
権
は
鄧
小
平
が

握
っ
て
い
た
（
2
）

。
そ
し
て
、
江
が
完
全
に
権
力
を
掌
握
す
る
の
に
は
一
九
九
七
年
の
鄧
の
死
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

ま
た
、
任
期
を
満
了
し
た
江
の
後
継
者
で
あ
る
胡
錦
濤
は
二
〇
〇
二
年
一
一
月
一
五
日
に
総
書
記
に
な
っ
た
が
、
国
家
主
席
に
は

二
〇
〇
三
年
三
月
一
五
日
、
党
中
央
軍
事
委
員
会
主
席
に
は
二
〇
〇
四
年
九
月
一
九
日
、
国
家
軍
事
委
員
会
主
席
に
は
二
〇
〇
五
年
三
月

一
四
日
に
就
任
、
党
政
軍
の
三
権
掌
握
に
三
年
弱
の
時
間
を
要
し
た
。

本
稿
の
目
的
は
、
こ
の
鄧
小
平
と
い
う
カ
リ
ス
マ
亡
き
後
の
江
沢
民
と
胡
錦
濤
の
時
代
に
党
の
意
思
が
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
た
の
か

を
中
国
共
産
党
全
国
代
表
大
会
の
第
一
五
回
、
第
一
六
回
、
第
一
七
回
、
第
一
八
回
の
大
会
報
告
の
作
成
過
程
か
ら
検
証
す
る
こ
と
に
あ

る
。
こ
の
検
証
作
業
は
組
織
制
度
論
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
た
め
、
は
じ
め
に
中
国
共
産
党
の
組
織
制
度
に
つ
い
て
党
規
約
を
概
観
し
た

上
で
本
題
に
入
る
。

六
六
六



中
国
共
産
党
の
意
思
決
定
過
程
（
山
本
）

（
七
四
九
）

二
．
中
国
共
産
党
の
組
織
制
度

二
．
一　

民
主
集
中
制

中
国
共
産
党
の
組
織
原
則
は
民
主
集
中
制
に
あ
る
。
筆
者
は
か
つ
て
現
行
の
一
八
全
大
会
規
約
の
基
礎
と
な
っ
た
一
二
全
大
会
規
約
を

毛
沢
東
時
代
の
一
一
全
大
会
規
約
と
比
較
し
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
中
で
、
筆
者
は
一
一
全
大
会
規
約
と
の
違
い
を
「
階
級
と
し
て
の
搾

取
階
級
が
消
滅
し
た
後
、
わ
が
国
社
会
に
存
在
す
る
矛
盾
は
大
部
分
が
階
級
闘
争
の
性
質
を
も
つ
も
の
で
は
な
く
、
階
級
闘
争
は
す
で
に

主
要
矛
盾
で
で
は
な
く
な
っ
た
」（
総
綱
）
と
す
る
社
会
認
識
か
ら
一
二
全
大
会
規
約
が
つ
く
ら
れ
た
点
を
指
摘
し
た
（
3
）

。
し
か
し
、
民
主

集
中
制
に
つ
い
て
は
一
一
全
大
会
規
約
は
そ
の
「
第
八
条
」
で
「
党
は
民
主
集
中
制
に
基
づ
い
て
組
織
さ
れ
る
。
全
党
は
、
民
主
集
中
制

の
規
律
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
個
人
は
組
織
に
従
い
、
少
数
は
多
数
に
従
い
、
下
級
は
上
級
に
従
い
、
全
党
は
中
央
に

従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
し
て
い
る
の
に
対
し
、
一
二
全
大
会
規
約
は
「
第
十
条
」
に
「
党
は
自
ら
の
綱
領
と
規
約
に
基
づ
き
、

民
主
集
中
制
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
統
一
さ
れ
た
ま
と
ま
り
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
高
度
の
民
主
を
基
礎
に
し
て
、
高
度
の
集
中
を
実
行
す

る
。
党
の
民
主
集
中
制
の
基
本
原
則
は
：
党
員
個
人
は
党
の
組
織
に
従
い
、
少
数
は
多
数
に
従
い
、
下
級
組
織
は
上
級
組
織
に
従
い
、
全

党
の
各
組
織
と
党
員
は
党
の
全
国
代
表
大
会
と
中
央
委
員
会
に
従
う
。・
・
・
・
・
」
な
ど
と
規
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
民
主
集
中
制

の
根
幹
で
あ
る
「
四
つ
の
従
う
」
に
つ
い
て
は
表
現
は
異
な
る
も
の
の
党
規
約
に
一
貫
し
て
明
記
さ
れ
て
き
た
組
織
原
則
で
あ
る
。

二
．
二　

現
行
の
一
八
全
大
会
規
約
「
党
の
組
織
制
度
」
と
「
党
の
中
央
組
織
」

そ
の
民
主
集
中
制
を
含
む
党
の
意
思
決
定
に
係
わ
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
主
に
中
国
共
産
党
規
約
（
4
）

の
「
第
二
章　

党
の
組
織
制
度
」
と

六
六
七



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
七
五
〇
）

「
第
三
章　

党
の
中
央
組
織
」
に
明
記
さ
れ
て
お
り
、
中
国
共
産
党
第
一
八
回
全
国
代
表
大
会
（
一
八
全
大
会
）
で
修
正
さ
れ
た
現
行
の
党

規
約
は
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
に
明
文
規
定
し
て
い
る
（
5
）

。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

第
二
章 

党
の
組
織
制
度

第
十
条　

党
は
、
自
ら
の
綱
領
と
規
約
に
基
づ
き
、
民
主
集
中
制
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
統
一
体
で
あ
る
。
党
の
民
主
集
中
制
の
基
本

原
則
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

（
一
）
党
員
個
人
は
党
の
組
織
に
従
い
、
少
数
は
多
数
に
従
い
、
下
級
組
織
は
上
級
組
織
に
従
い
、
全
党
の
あ
ら
ゆ
る
組
織
と
全
党
員

は
党
の
全
国
代
表
大
会
と
中
央
委
員
会
に
従
う
。

（
二
）
党
の
各
級
の
指
導
機
関
は
、
そ
こ
か
ら
派
出
さ
れ
た
代
表
機
関
と
党
外
組
織
に
お
け
る
党
グ
ル
ー
プ
を
除
き
、
い
ず
れ
も
選
挙

に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
る
。

（
三
）
党
の
最
高
指
導
機
関
は
、
党
の
全
国
代
表
大
会
と
そ
れ
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
た
中
央
委
員
会
で
あ
る
。
党
の
地
方
の
各
級
指
導

機
関
は
、
党
の
地
方
の
各
級
代
表
大
会
と
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
た
委
員
会
で
あ
る
。
党
の
各
級
委
員
会
は
、
同
じ
級
の
代
表
大
会

に
対
し
て
責
任
を
負
う
と
と
も
に
、
活
動
の
報
告
を
行
う
。

（
四
）
党
の
上
級
組
織
は
、
常
に
下
級
組
織
と
党
員
大
衆
の
意
見
に
耳
を
傾
け
、
彼
ら
の
提
出
し
た
問
題
を
遅
滞
な
く
解
決
し
な
け
れ

六
六
八



中
国
共
産
党
の
意
思
決
定
過
程
（
山
本
）

（
七
五
一
）

ば
な
ら
な
い
。
党
の
下
級
組
織
は
、
上
級
組
織
に
指
示
を
仰
ぎ
、
そ
の
活
動
を
報
告
す
る
一
方
、
独
自
に
責
任
を
持
っ
て
自
己
の
職
責
範

囲
内
の
問
題
を
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
上
級
組
織
と
下
級
組
織
の
間
で
は
、
互
い
に
情
報
を
知
ら
せ
合
い
、
支
持
し
合
い
、
監
督

し
合
う
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
党
の
各
級
組
織
は
、
党
員
に
党
内
の
事
柄
を
よ
り
多
く
承
知
さ
せ
、
そ
れ
に
参
加
さ
せ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

（
五
）
各
級
党
委
員
会
は
、
集
団
的
指
導
と
個
人
責
任
分
担
が
結
び
つ
い
た
制
度
を
実
行
す
る
。
重
要
な
問
題
に
属
す
る
も
の
に
つ
い

て
は
、
す
べ
て
集
団
的
指
導
、
民
主
集
中
、
個
別
的
な
根
回
し
、
会
議
で
の
決
定
と
い
う
原
則
に
基
づ
い
て
、
党
の
委
員
会
で
集
団
で
討

議
し
て
、
決
定
を
お
こ
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
委
員
会
の
構
成
員
は
、
集
団
の
決
定
と
分
担
に
基
づ
き
、
着
実
に
み
ず
か
ら
の
職
責

を
履
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
六
）
党
は
、
い
か
な
る
形
の
個
人
崇
拝
を
も
禁
止
す
る
。
党
の
指
導
者
の
活
動
が
党
と
人
民
の
監
督
の
も
と
に
置
か
れ
る
よ
う
保
証

す
る
と
と
も
に
、
党
と
人
民
の
利
益
を
代
表
す
る
す
べ
て
の
指
導
者
の
威
信
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
一
条　

党
の
各
級
代
表
大
会
の
代
表
と
そ
の
委
員
会
の
選
出
で
は
、
選
挙
人
の
意
志
が
具
現
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
選
挙
は
、

無
記
名
投
票
の
方
式
を
と
る
。
候
補
者
名
簿
に
つ
い
て
は
、
党
組
織
と
選
挙
人
が
十
分
な
根
回
し
と
討
議
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
候

補
者
数
が
選
出
者
数
を
超
え
る
差
額
選
挙
の
方
法
に
よ
っ
て
、
直
接
、
本
選
挙
を
行
っ
て
も
よ
い
。
ま
た
、
ま
ず
差
額
選
挙
の
方
法
で
予

備
選
挙
を
行
い
、
候
補
者
を
決
め
て
か
ら
、
本
選
挙
を
行
っ
て
も
よ
い
。
選
挙
人
は
、
候
補
者
の
状
況
を
知
り
、
候
補
者
の
変
更
を
求
め
、

い
ず
れ
の
候
補
者
を
も
選
ば
ず
、
ま
た
他
の
者
を
選
ぶ
権
利
を
有
す
る
。
い
か
な
る
組
織
と
個
人
も
、
い
か
な
る
方
式
に
せ
よ
、
選
挙
人

に
特
定
の
者
を
選
挙
し
、
ま
た
は
選
挙
し
な
い
よ
う
に
強
制
し
て
は
な
ら
な
い
。

六
六
九



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
七
五
二
）

党
の
地
方
の
各
級
代
表
大
会
と
末
端
の
代
表
大
会
の
選
挙
に
お
い
て
、
党
規
約
に
違
反
す
る
状
況
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
一
級
上
の
党

委
員
会
は
調
査
、
事
実
確
認
の
後
、
選
挙
の
無
効
お
よ
び
相
応
の
措
置
を
と
る
決
定
を
下
す
と
と
も
に
、
さ
ら
に
一
級
上
の
党
委
員
会
に

報
告
し
、
そ
の
審
査
と
承
認
を
経
て
、
正
式
に
発
表
し
、
実
行
す
る
も
の
と
す
る
。

第
十
二
条　

党
の
中
央
と
地
方
の
各
級
委
員
会
は
、
必
要
に
応
じ
て
、
代
表
会
議
を
招
集
し
、
遅
滞
な
く
解
決
す
べ
き
重
要
な
問
題
を

討
議
し
、
決
定
す
る
。
代
表
会
議
の
代
表
の
定
数
と
そ
の
選
出
方
法
に
つ
い
て
は
、
代
表
会
議
を
招
集
す
る
委
員
会
が
決
定
す
る
。

第
十
三
条　

お
よ
そ
党
組
織
の
新
設
、
ま
た
は
既
存
の
党
組
織
の
撤
廃
に
つ
い
て
は
、
必
ず
上
級
の
党
組
織
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

党
の
中
央
と
地
方
の
各
級
委
員
会
は
、
代
表
機
関
を
派
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

党
の
地
方
の
各
級
代
表
大
会
と
末
端
の
代
表
大
会
の
閉
会
期
間
に
、
上
級
の
党
組
織
は
、
必
要
と
認
め
た
場
合
、
下
級
の
党
組
織
の
責

任
者
を
異
動
さ
せ
、
ま
た
は
派
遣
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
四
条　

党
の
各
級
指
導
機
関
は
、
下
級
組
織
と
関
係
あ
る
重
要
な
問
題
に
つ
い
て
決
定
を
行
う
場
合
、
一
般
的
な
状
況
の
も
と
で

は
、
下
級
組
織
の
意
見
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
下
級
組
織
の
正
常
な
職
権
行
使
を
保
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
お
よ
そ
下
級
組

織
の
処
理
す
べ
き
問
題
に
つ
い
て
は
、
特
別
な
事
情
が
な
い
限
り
、
上
級
の
指
導
機
関
は
こ
れ
に
関
与
し
な
い
も
の
と
す
る
。

六
七
〇



中
国
共
産
党
の
意
思
決
定
過
程
（
山
本
）

（
七
五
三
）

第
十
五
条　

全
国
に
か
か
わ
る
重
要
な
政
策
問
題
に
つ
い
て
は
、
党
中
央
の
み
が
決
定
す
る
権
限
を
持
ち
、
各
部
門
、
各
地
方
の
党
組

織
は
中
央
に
提
案
を
す
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
勝
手
に
決
定
を
下
し
た
り
、
党
の
外
部
に
主
張
を
発
表
し
た
り
し
て
は
な
ら
な
い
。

党
の
下
級
組
織
は
、
上
級
組
織
の
決
定
を
断
固
実
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
下
級
組
織
は
、
上
級
組
織
の
決
定
が
そ
の
地
域
、
そ
の

部
門
の
実
際
状
況
に
合
わ
な
い
と
認
め
た
場
合
に
は
、
変
更
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
上
級
組
織
が
依
然
と
し
て
も
と
の
決
定
を
変
え

な
い
場
合
に
は
、
下
級
組
織
は
、
必
ず
そ
の
決
定
を
実
行
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
異
な
る
意
見
を
公
に
発
表
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、

一
級
上
の
党
組
織
に
報
告
す
る
権
利
を
持
つ
。

党
の
各
級
組
織
の
新
聞
・
雑
誌
と
そ
の
他
の
宣
伝
手
段
は
、
必
ず
党
の
路
線
、
方
針
、
政
策
お
よ
び
決
議
を
宣
伝
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

第
十
六
条　

党
組
織
は
、
問
題
を
討
議
、
決
定
す
る
と
き
は
、
少
数
が
多
数
に
従
う
原
則
を
実
行
し
、
重
要
問
題
を
決
定
す
る
と
き
は

表
決
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
少
数
者
の
異
な
る
意
見
に
対
し
て
は
、
真
剣
に
考
慮
を
払
う
も
の
と
す
る
。
重
要
な
問
題
に
つ
い
て

論
争
が
起
こ
り
、
双
方
の
人
数
が
接
近
し
て
い
る
場
合
に
は
、
緊
急
の
状
況
の
も
と
で
多
数
の
意
見
に
従
っ
て
実
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
き
を
除
き
、
決
定
を
下
す
こ
と
を
見
合
わ
せ
、
さ
ら
に
調
査
研
究
を
行
い
、
意
見
を
交
換
し
て
、
次
回
に
お
い
て
再
表
決
す
べ
き
で

あ
る
。
特
殊
な
状
況
の
場
合
に
は
、
そ
の
論
争
の
状
況
を
上
級
組
織
に
報
告
し
、
裁
決
を
仰
い
で
も
よ
い
。

党
員
個
人
が
党
組
織
を
代
表
し
て
重
要
な
主
張
を
発
表
す
る
場
合
に
お
い
て
、
党
が
既
に
行
っ
た
決
定
の
範
囲
を
超
え
る
と
き
に
は
、

所
属
す
る
党
組
織
が
そ
れ
を
討
議
に
か
け
て
決
定
す
る
か
、
ま
た
は
上
級
の
党
組
織
の
指
示
を
仰
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
い
か
な
る
党

員
も
そ
の
職
務
の
高
低
を
問
わ
ず
、
個
人
で
重
要
問
題
を
決
定
し
て
は
な
ら
な
い
。
緊
急
な
状
況
の
も
と
で
個
人
が
決
定
を
下
さ
な
け
れ

六
七
一



政
経
研
究　
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五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
七
五
四
）

ば
な
ら
な
い
場
合
に
は
、
事
後
速
や
か
に
党
組
織
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
い
か
な
る
指
導
者
で
あ
っ
て
も
、
個
人
が
独
断
専
行

し
た
り
、
個
人
を
組
織
の
上
に
置
い
た
り
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。

第
十
七
条　

党
の
中
央
、
地
方
お
よ
び
末
端
の
組
織
は
す
べ
て
党
の
建
設
を
重
視
し
、
党
の
宣
伝
活
動
、
教
育
活
動
、
組
織
活
動
、
規

律
検
査
活
動
、
大
衆
活
動
、
統
一
戦
線
の
活
動
な
ど
に
つ
い
て
常
に
討
議
し
、
点
検
し
、
党
内
、
党
外
の
思
想
・
政
治
状
況
の
検
討
に
意

を
配
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
章　

党
の
中
央
組
織

第
十
八
条　

党
の
全
国
代
表
大
会
は
、
五
年
ご
と
に
一
回
開
か
れ
、
中
央
委
員
会
が
こ
れ
を
招
集
す
る
。
中
央
委
員
会
が
必
要
と
認
め

る
か
、
ま
た
は
三
分
の
一
以
上
の
省
級
の
組
織
が
要
求
を
出
し
た
と
き
は
、
全
国
代
表
大
会
を
繰
り
上
げ
て
開
く
こ
と
が
で
き
る
。
非
常

の
場
合
を
除
き
、
繰
り
延
べ
て
開
く
こ
と
は
で
き
な
い
。

全
国
代
表
大
会
の
代
表
の
定
数
と
そ
の
選
出
方
法
は
、
中
央
委
員
会
が
決
定
す
る
。

第
十
九
条　

党
の
全
国
代
表
大
会
の
職
権
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

（
一
）
中
央
委
員
会
の
報
告
を
聴
取
し
、
審
査
す
る
。

（
二
）
中
央
規
律
検
査
委
員
会
の
報
告
を
聴
取
し
、
審
査
す
る
。

六
七
二



中
国
共
産
党
の
意
思
決
定
過
程
（
山
本
）

（
七
五
五
）

（
三
）
党
の
重
要
な
問
題
を
討
議
し
、
決
定
す
る
。

（
四
）
党
の
規
約
を
改
正
す
る
。

（
五
）
中
央
委
員
会
を
選
出
す
る
。

（
六
）
中
央
規
律
検
査
委
員
会
を
選
出
す
る
。

第
二
十
条　

党
の
全
国
代
表
会
議
の
職
権
は
、
重
要
問
題
を
討
議
し
、
決
定
す
る
こ
と
、
中
央
委
員
会
、
中
央
規
律
検
査
委
員
会
の
一

部
構
成
員
を
調
整
、
ま
た
は
補
足
選
出
す
る
こ
と
で
あ
る
。
調
整
ま
た
は
補
足
選
出
す
る
中
央
委
員
お
よ
び
中
央
委
員
候
補
の
数
は
、
党

の
全
国
代
表
大
会
で
選
出
さ
れ
た
中
央
委
員
お
よ
び
中
央
委
員
候
補
の
そ
れ
ぞ
れ
の
総
数
の
五
分
の
一
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
。

第
二
十
一
条　

党
の
中
央
委
員
会
の
任
期
は
各
期
五
年
と
す
る
。
全
国
代
表
大
会
が
繰
り
上
げ
、
ま
た
は
繰
り
延
べ
て
開
か
れ
た
場
合

に
は
、
任
期
は
そ
れ
に
応
じ
て
変
更
さ
れ
る
。
中
央
委
員
会
の
委
員
と
委
員
候
補
は
、
五
年
以
上
の
党
歴
を
持
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
中
央
委
員
会
の
委
員
と
委
員
候
補
の
定
数
は
、
全
国
代
表
大
会
が
こ
れ
を
定
め
る
。
中
央
委
員
会
の
委
員
に
欠
員
が
生
じ
た
と
き
は
、

中
央
委
員
会
の
委
員
候
補
の
中
か
ら
、
得
票
数
に
基
づ
き
順
次
こ
れ
を
補
う
。

中
央
委
員
会
全
会
は
、
中
央
政
治
局
が
招
集
し
、
毎
年
少
な
く
と
も
一
回
開
催
す
る
。

中
央
委
員
会
は
、
全
国
代
表
大
会
の
閉
会
中
、
全
国
代
表
大
会
の
決
議
を
実
行
し
、
党
の
活
動
全
般
を
指
導
し
、
対
外
的
に
中
国
共
産

党
を
代
表
す
る
。

六
七
三



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
七
五
六
）

第
二
十
二
条　

党
の
中
央
政
治
局
、
中
央
政
治
局
常
務
委
員
会
、
中
央
委
員
会
総
書
記
は
、
中
央
委
員
会
全
会
が
こ
れ
を
選
出
す
る
。

中
央
委
員
会
総
書
記
は
、
中
央
政
治
局
常
務
委
員
会
委
員
の
中
か
ら
選
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

中
央
政
治
局
と
そ
の
常
務
委
員
会
は
、
中
央
委
員
会
全
会
の
閉
会
中
、
中
央
委
員
会
の
職
権
を
行
使
す
る
。

中
央
書
記
処
は
、
中
央
政
治
局
と
そ
の
常
務
委
員
会
の
執
務
機
構
で
あ
る
。
そ
の
構
成
員
は
中
央
政
治
局
常
務
委
員
会
が
指
名
し
、
中

央
委
員
会
全
会
で
可
決
す
る
。

中
央
委
員
会
総
書
記
は
、
中
央
政
治
局
会
議
と
中
央
政
治
局
常
務
委
員
会
会
議
を
責
任
を
持
っ
て
招
集
し
、
ま
た
中
央
書
記
処
の
活
動

を
主
宰
す
る
。

党
の
中
央
軍
事
委
員
会
の
構
成
員
は
、
中
央
委
員
会
が
こ
れ
を
決
定
す
る
。

各
期
の
中
央
委
員
会
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
た
中
央
の
指
導
機
構
お
よ
び
中
央
の
指
導
者
は
、
次
期
の
中
央
委
員
会
が
新
し
い
中
央
の
指

導
機
構
お
よ
び
中
央
の
指
導
者
を
選
出
す
る
ま
で
は
、
次
期
の
全
国
代
表
大
会
の
開
会
中
に
お
い
て
も
、
引
き
続
き
党
の
日
常
活
動
を
主

宰
す
る
。

第
二
十
三
条　

中
国
人
民
解
放
軍
の
党
組
織
は
、
中
央
委
員
会
の
指
示
に
基
づ
い
て
活
動
を
進
め
る
。
中
国
人
民
解
放
軍
総
政
治
部
は
、

中
央
軍
事
委
員
会
の
政
治
工
作
機
関
で
あ
り
、
軍
隊
に
お
け
る
党
の
活
動
と
政
治
活
動
の
管
理
に
責
任
を
持
つ
。
軍
隊
に
お
け
る
党
の
組

織
の
体
制
と
機
構
は
、
中
央
軍
事
委
員
会
が
こ
れ
を
規
定
す
る
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

六
七
四



中
国
共
産
党
の
意
思
決
定
過
程
（
山
本
）

（
七
五
七
）

二
．
三　

一
二
全
大
会
規
約
に
対
す
る
一
三
全
大
会
修
正

前
掲
し
た
一
八
全
大
会
規
約
の
「
第
二
章　

党
の
組
織
制
度
」
と
「
第
三
章　

党
の
中
央
組
織
」
の
内
容
に
つ
い
て
、
党
規
約
を
遡
る

と
、
こ
れ
よ
り
先
、
一
三
全
大
会
は
現
行
の
一
八
全
大
会
規
約
の
基
礎
に
な
っ
た
一
二
全
大
会
規
約
（
6
）

に
対
し
次
の
よ
う
な
修
正
を
加
え
て

い
る
。

第
十
一
条

（
一
二
全
大
会
規
約
）
予
備
選
挙
を
経
て
候
補
者
名
簿
を
作
り
、
そ
の
後
で
本
選
挙
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
候
補
者
数
が
選
出
者
数
を
超

え
る
方
法
に
よ
っ
て
選
挙
を
行
っ
て
も
よ
い
。

（
一
三
全
大
会
修
正
）
候
補
者
数
が
選
出
者
数
を
超
え
る
差
額
選
挙
の
方
法
に
よ
っ
て
、
直
接
、
本
選
挙
を
行
っ
て
も
よ
い
。
ま
た
、
ま

ず
差
額
選
挙
の
方
法
で
予
備
選
挙
を
行
い
、
候
補
者
を
決
め
て
か
ら
、
本
選
挙
を
行
っ
て
も
よ
い
。

第
十
六
条

（
一
二
全
大
会
規
約
）
党
組
織
は
、
問
題
を
討
議
、
決
定
す
る
と
き
は
、
少
数
が
多
数
に
従
う
原
則
を
実
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
少

数
者
の
異
な
る
意
見
に
対
し
て
は
、
真
剣
に
考
慮
を
払
う
も
の
と
す
る
。
重
要
な
問
題
に
つ
い
て
論
争
が
起
こ
り
、
双
方
の
人
数
が
接
近

し
て
い
る
場
合
に
は
、
緊
急
の
状
況
の
も
と
で
多
数
の
意
見
に
従
っ
て
実
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
き
を
除
き
、
決
定
を
下
す
こ
と
を

見
合
わ
せ
、
さ
ら
に
調
査
研
究
を
行
い
、
意
見
を
交
換
し
て
、
次
回
に
お
い
て
再
度
議
論
す
べ
き
で
あ
る
。
も
し
依
然
と
し
て
決
定
を
下

六
七
五



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
七
五
八
）

す
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、
論
争
状
況
を
上
級
に
報
告
し
、
裁
決
を
仰
い
で
も
よ
い
。

（
一
三
全
大
会
修
正
）
党
組
織
は
、
問
題
を
討
議
、
決
定
す
る
と
き
は
、
少
数
が
多
数
に
従
う
原
則
を
実
行
し
、
重
要
問
題
を
決
定
す
る

と
き
は
表
決
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
少
数
者
の
異
な
る
意
見
に
対
し
て
は
、
真
剣
に
考
慮
を
払
う
も
の
と
す
る
。
重
要
な
問
題
に

つ
い
て
論
争
が
起
こ
り
、
双
方
の
人
数
が
接
近
し
て
い
る
場
合
に
は
、
緊
急
の
状
況
の
も
と
で
多
数
の
意
見
に
従
っ
て
実
行
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
き
を
除
き
、
決
定
を
下
す
こ
と
を
見
合
わ
せ
、
さ
ら
に
調
査
研
究
を
行
い
、
意
見
を
交
換
し
て
、
次
回
に
お
い
て
再
表
決
す

べ
き
で
あ
る
。
特
殊
な
状
況
の
場
合
に
は
、
そ
の
論
争
の
状
況
を
上
級
組
織
に
報
告
し
、
裁
決
を
仰
い
で
も
よ
い
。

第
十
九
条

（
一
二
全
大
会
規
約
）　

党
の
全
国
代
表
大
会
の
職
権
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

（
一
）　

中
央
委
員
会
の
報
告
を
聴
取
し
、
審
査
す
る
。

（
二
）　

中
央
顧
問
委
員
会
、
中
央
規
律
検
査
委
員
会
の
報
告
を
聴
取
、
審
査
す
る
。

（
三
）　

党
の
重
要
な
問
題
を
討
議
、
決
定
す
る
。

（
四
）　

党
の
規
約
を
改
正
す
る
。

（
五
）　

中
央
委
員
会
を
選
出
す
る
。

（
六
）　

中
央
顧
問
委
員
会
、
中
央
規
律
委
員
会
を
選
出
す
る
。

（
一
三
全
大
会
加
筆
）　

党
の
全
国
代
表
会
議
の
職
権
は
、
重
要
問
題
を
討
議
し
、
決
定
す
る
こ
と
、
中
央
委
員
会
、
中
央
規
律
検
査
委

員
会
の
一
部
構
成
員
を
調
整
、
ま
た
は
補
足
選
出
す
る
こ
と
で
あ
る
。
調
整
ま
た
は
補
足
選
出
す
る
中
央
委
員
お
よ
び
中
央
委
員
候
補
の

六
七
六



中
国
共
産
党
の
意
思
決
定
過
程
（
山
本
）

（
七
五
九
）

数
は
、
党
の
全
国
代
表
大
会
で
選
出
さ
れ
た
中
央
委
員
お
よ
び
中
央
委
員
候
補
の
そ
れ
ぞ
れ
の
総
数
の
五
分
の
一
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
。

（
現
行
一
八
全
大
会
規
約
の
第
二
十
条
）

第
二
十
一
条

（
一
二
全
大
会
規
約
）
党
の
中
央
政
治
局
、
中
央
政
治
局
常
務
委
員
会
、
中
央
書
記
処
お
よ
び
中
央
委
員
会
総
書
記
は
、
中
央
委
員
会
全

会
が
こ
れ
を
選
出
す
る
。

（
一
三
全
大
会
修
正
）
党
の
中
央
政
治
局
、
中
央
政
治
局
常
務
委
員
会
お
よ
び
中
央
委
員
会
総
書
記
は
、
中
央
委
員
会
全
会
が
こ
れ
を
選

出
す
る
。（
現
行
一
八
全
大
会
規
約
の
第
二
十
二
条
）

（
一
二
全
大
会
規
約
）
中
央
書
記
処
は
中
央
政
治
局
と
そ
の
常
務
委
員
会
の
指
導
の
下
で
、
中
央
の
日
常
活
動
を
処
理
す
る
。

（
一
三
全
大
会
修
正
）
中
央
書
記
処
は
、
中
央
政
治
局
と
そ
の
常
務
委
員
会
の
執
務
機
構
で
あ
る
。
そ
の
構
成
員
は
中
央
政
治
局
常
務
委

員
会
が
指
名
し
、
中
央
委
員
会
全
会
で
可
決
す
る
。（
現
行
一
八
全
大
会
規
約
の
第
二
十
二
条
）

（
一
二
全
大
会
規
約
）
党
の
中
央
軍
事
委
員
会
の
構
成
員
は
中
央
委
員
会
が
こ
れ
を
決
定
す
る
。
中
央
軍
事
委
員
会
主
席
は
、
中
央
政
治

局
常
務
委
員
会
委
員
の
中
か
ら
選
ば
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
一
三
全
大
会
修
正
）
党
の
中
央
軍
事
委
員
会
の
構
成
員
は
、
中
央
委
員
会
が
こ
れ
を
決
定
す
る
。（
現
行
一
八
全
大
会
規
約
の
第
二
十
二
条
）

六
七
七



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
七
六
〇
）

（
一
二
全
大
会
規
約
）
中
央
顧
問
委
員
会
・
・
・

（
一
三
全
大
会
修
正
）
中
央
顧
問
委
員
会
・
・
・

＊
中
央
顧
問
委
員
会
に
つ
い
て
は
組
織
改
編
で
廃
止
さ
れ
、
一
八
全
大
会
規
約
に
も
無
い
の
で
省
略
。

二
．
四　

一
四
全
大
会
修
正

そ
の
後
、
一
四
全
大
会
規
約
で
は
一
三
全
大
会
規
約
に
対
し
て
次
の
よ
う
な
削
除
と
加
筆
が
行
わ
れ
た
。

削
除

第
十
条
・
・
・
そ
れ
は
高
度
の
民
主
の
基
礎
の
下
に
高
度
の
集
中
を
実
行
す
る
。・
・
・

加
筆

第
十
条

（
四
）・
・
・
党
の
各
級
組
織
は
、
党
員
に
党
内
の
事
柄
を
よ
り
多
く
承
知
さ
せ
、
そ
れ
に
参
加
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
五
）・
・
・
重
要
な
問
題
に
属
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
党
の
委
員
会
で
集
団
で
討
議
し
て
、
決
定
を
お
こ
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

委
員
会
の
構
成
員
は
、
集
団
の
決
定
と
分
担
に
基
づ
き
、
着
実
に
み
ず
か
ら
の
職
責
を
履
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

六
七
八



中
国
共
産
党
の
意
思
決
定
過
程
（
山
本
）

（
七
六
一
）

二
．
五　

一
六
全
大
会
修
正

「
総
綱
」
部
分
だ
け
の
修
正
で
あ
っ
た
一
五
全
大
会
を
経
て
、
一
六
全
大
会
で
は
第
十
条
の（
五
）に
下
記
の
内
容
が
加
筆
さ
れ
た
。

す
べ
て
集
団
的
指
導
、
民
主
集
中
、
個
別
的
な
根
回
し
、
会
議
で
の
決
定
と
い
う
原
則
に
基
づ
い
て
、
党
の
委
員
会
で
集
団
で
討
議
し

て
、
決
定
を
お
こ
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
委
員
会
の
構
成
員
は
、
集
団
の
決
定
と
分
担
に
基
づ
き
、
着
実
に
み
ず
か
ら
の
職
責
を
履

行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二
．
六　

一
七
全
大
会
修
正

さ
ら
に
、
一
七
全
大
会
で
は
第
十
条
の
（
四
）
末
尾
に
次
の
修
正
が
加
え
ら
れ
た
。

党
の
各
級
組
織
は
、
規
定
に
合
わ
せ
て
党
務
公
開
を
実
行
し
、
党
員
に
党
内
の
事
柄
を
よ
り
多
く
承
知
さ
せ
、
そ
れ
に
参
加
さ
せ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

党
の
意
思
決
定
に
関
係
す
る
党
規
約
の
「
第
二
章　

党
の
組
織
制
度
」
と
「
第
三
章　

党
の
中
央
組
織
」
は
以
上
の
変
遷
を
遂
げ
、
前

掲
し
た
現
行
の
一
八
全
大
会
規
約
に
な
り
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
党
が
運
営
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

六
七
九



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
七
六
二
）

三
．
中
国
共
産
党
全
国
代
表
大
会
報
告
作
成
過
程

前
掲
し
た
党
規
約
の
規
定
に
よ
る
と
、
中
国
共
産
党
の
「
最
高
指
導
機
関
」
は
五
年
ご
と
に
開
か
れ
る
全
国
代
表
大
会
と
そ
れ
に
よ
っ

て
選
出
さ
れ
る
中
央
委
員
会
で
あ
り
、
こ
の
中
央
委
員
会
は
全
国
代
表
大
会
閉
会
中
、
全
国
代
表
大
会
の
決
議
を
実
行
し
、
党
の
活
動
全

般
を
指
導
し
、
対
外
的
に
中
国
共
産
党
を
代
表
す
る
。
ま
た
、
中
央
委
員
会
は
党
の
中
央
政
治
局
、
中
央
政
治
局
常
務
委
員
会
、
中
央
委

員
会
総
書
記
を
選
出
す
る
。
さ
ら
に
、
少
な
く
と
も
年
に
一
回
開
か
れ
る
中
央
委
員
全
体
会
議
の
閉
会
中
は
中
央
政
治
局
と
そ
の
常
務
委

員
会
が
中
央
委
員
会
の
職
権
を
行
使
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
中
央
政
治
局
会
議
と
中
央
政
治
局
常
務
委
員
会
議
は
中
央
委
員
会
総
書
記
が

招
集
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
全
国
に
か
か
わ
る
重
要
な
政
策
問
題
に
つ
い
て
は
、
党
中
央
の
み
が
決
定
す
る
権
限
を
持

つ
と
と
も
に
、
重
要
問
題
の
決
定
は
「
表
決
」
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
全
国
代
表
大
会
の

大
会
報
告
は
「
全
国
に
か
か
わ
る
重
要
な
政
策
問
題
」
で
あ
る
の
で｢

党
中
央｣

す
な
わ
ち｢

党
の
最
高
機
関｣

の
全
国
代
表
大
会
と
中

央
委
員
会
の
み
が
決
定
す
る
権
限
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。

こ
こ
で
は
鄧
小
平
亡
き
後
の
全
国
代
表
大
会
に
上
程
さ
れ
た
大
会
報
告
の
作
成
過
程
（
7
）

を
通
時
的
に
検
証
し
、
そ
の
異
同
を
明
ら
か
に
す

る
。（
以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
一
五
全
大
会
報
告
、
一
六
全
大
会
報
告
、
一
七
全
大
会
報
告
、
一
八
全
大
会
報
告
と
略
称
す
る
。）

三
．
一　

各
大
会
報
告
タ
イ
ト
ル

全
国
代
表
大
会
報
告
の
タ
イ
ト
ル
は
そ
の
大
会
報
告
の
趣
旨
を
最
も
象
徴
的
に
表
し
た
も
の
で
あ
り
、
各
大
会
で
の
報
告
者
と
そ
の
タ

イ
ト
ル
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

六
八
〇



中
国
共
産
党
の
意
思
決
定
過
程
（
山
本
）

（
七
六
三
）

（
一
五
全
大
会
報
告
）
江
沢
民
総
書
記
「
鄧
小
平
理
論
の
偉
大
な
旗
印
を
高
く
掲
げ
、
中
国
の
特
色
あ
る
社
会
主
義
事
業
建
設
を
全
面
的

に
二
一
世
紀
に
推
進
さ
せ
よ
う
（
8
）

」

（
一
六
全
大
会
報
告
）
江
沢
民
総
書
記
「
全
面
的
に
小
康
社
会
を
建
設
し
、
中
国
の
特
色
あ
る
社
会
主
義
の
新
た
な
局
面
を
切
り
拓
こ
う
（
9
）

」

（
一
七
全
大
会
報
告
）
胡
錦
濤
総
書
記
「
中
国
の
特
色
あ
る
社
会
主
義
の
偉
大
な
旗
印
を
高
く
掲
げ
、
全
面
的
に
小
康
社
会
を
建
設
す
る

新
た
な
勝
利
を
勝
ち
取
る
た
め
奮
闘
し
よ
う
（
10
）

」

（
一
八
全
大
会
報
告
）
胡
錦
濤
総
書
記
「
断
固
変
わ
る
こ
と
な
く
中
国
の
特
色
あ
る
社
会
主
義
の
道
に
沿
っ
て
前
進
し
、
全
面
的
に
小
康

社
会
を
築
き
上
げ
る
た
め
に
奮
闘
し
よ
う
（
11
）

」

以
上
の
タ
イ
ト
ル
に
共
通
す
る
の
は｢

中
国
の
特
色
あ
る
社
会
主
義｣

で
あ
る
。

こ
の
二
〇
年
間
、｢

中
国
の
特
色
あ
る
社
会
主
義｣

が
中
国
共
産
党
の
中
国
経
営
の
最
大
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

も
っ
と
も
、
こ
の
「
中
国
の
特
色
あ
る
社
会
主
義
」
と
い
う
表
現
は
一
三
全
大
会
か
ら
始
ま
る
。
趙
紫
陽
総
書
記
は
席
上
「
中
国
の
特
色

あ
る
社
会
主
義
の
道
に
沿
っ
て
前
進
し
よ
う
」（
沿
着
有
中
国
特
色
的
社
会
主

道
路
前

）
と
題
し
た
大
会
報
告
を
行
っ
て
い
る
。
続
く

一
四
全
大
会
で
も
江
沢
民
は｢

改
革
開
放
と
現
代
化
建
設
の
歩
み
を
加
速
し
、
中
国
の
特
色
あ
る
社
会
主
義
事
業
の
さ
ら
な
る
勝
利
を
勝

ち
取
ろ
う
」（
加
快
改
革

放
和

代
化
建

步
伐
，

取
有
中
国
特
色
社
会
主

事

的
更
大

利
）
と
題
す
る
大
会
報
告
を
行
っ
て
い
る
。

（
一
六
全
大
会
ま
で
は
「
有
中
国
特
色
・
・
・
」
と
「
有
」
が
あ
る
が
、
そ
れ
以
降
は
「
有
」
が
省
略
さ
れ
て
い
る
。）
こ
れ
を
加
え
る
と
、｢

中
国
の

特
色
あ
る
社
会
主
義｣

の
実
現
は
中
国
の
改
革
開
放
期
三
〇
年
を
通
じ
て
の
一
貫
し
た
党
の
目
標
で
あ
っ
た
。

な
お
、
こ
れ
以
前
の
一
二
全
大
会
で
は
胡
耀
邦
総
書
記
が
「
全
面
的
に
社
会
主
義
現
代
化
建
設
の
新
た
な
局
面
を
切
り
拓
こ
う
」（
全

面

社
会
主

代
化
建

的
新
局
面
）
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
大
会
報
告
を
行
っ
て
い
る
。

六
八
一



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
七
六
四
）

三
．
二　

各
大
会
報
告
起
草
過
程

三
．
二
．
一　

一
五
全
大
会
報
告

一
九
九
六
年
一
〇
月
一
六
日
、
中
共
中
央
政
治
局
常
務
委
員
会
、
一
五
全
大
会
報
告
起
草
小
組
設
置
決
定
。

一
〇
月
三
一
日
、
起
草
小
組
第
一
回
会
議
開
催
。

一
二
月
一
一
日
、
江
沢
民
、
起
草
小
組
に
一
回
目
の
談
話
。

一
九
九
七
年
一
月
一
七
日
、
江
沢
民
、
起
草
小
組
に
二
回
目
の
談
話
。

二
月
一
九
日
、
鄧
小
平
死
去
。

五
月
二
九
日
、
江
沢
民
、
中
共
中
央
政
治
局
常
務
委
員
会
を
代
表
し
、
中
央
党
校
省
部
級
幹
部
進
修
班
卒
業
式
で
重
要

講
話
。

一
九
九
六
年
一
〇
月
末
か
ら
一
九
九
七
年
六
月
ま
で
に
、
中
央
政
治
局
常
務
委
員
会
は
三
回
会
議
開
催
、
中
央
政
治
局
も
会
議
を
開

催
し
、
報
告
草
稿
を
議
論
、
審
議
。

一
九
九
七
年
七
月
一
〇
日
、
中
央
政
治
局
会
議
の
決
定
に
従
い
、
第
五
稿
を
中
央
と
地
方
の
一
三
五
単
位
に
下
達
、
意
見
を
聴
取
。

討
議
参
加
者
は
一
四
期
中
央
委
員
会
と
中
央
規
律
検
査
委
員
会
の
成
員
、
中
央
の
党
政
軍
各
部
門
と
人
民
団
体
の
党
員
の
責
任
あ
る
幹

部
、
各
省
自
治
区
直
轄
市
と
各
大
軍
区
の
党
委
責
任
者
、
一
五
全
大
会
代
表
と
党
内
古
参
同
志
、
合
計
四
〇
〇
〇
人
。

中
共
中
央
、
統
一
戦
線
部
に
委
託
し
、
各
民
主
党
派
、
全
国
工
商
連
責
任
者
と
無
党
派
著
名
人
か
ら
意
見
を
聴
取
。

八
月
一
日
、
中
共
中
央
、
党
外
人
士
を
中
南
海
に
招
き
、
座
談
会
を
開
催
し
、
江
沢
民
、
直
接
意
見
を
聴
取
。

六
八
二



中
国
共
産
党
の
意
思
決
定
過
程
（
山
本
）

（
七
六
五
）

起
草
小
組
、
報
告
草
稿
を
修
正
、
内
容
に
関
係
す
る
修
正
三
〇
〇
余
箇
所
を
含
む
八
〇
〇
余
箇
所
を
修
正
。

中
央
政
治
局
常
務
委
員
会
と
政
治
局
全
体
会
議
、
会
議
を
開
催
し
、
討
議
。
こ
の
会
議
の
意
見
を
受
け
て
、
再
度
修
正
。

一
九
九
七
年
九
月
六
日
か
ら
開
催
さ
れ
た
一
四
期
七
中
全
会
で
第
八
稿
を
修
正
、
三
万
余
字
の
第
九
稿
完
成
、
同
九
月
九
日
可
決
採

択
、
一
五
全
大
会
上
程
決
定
。
九
月
一
二
日
、
一
五
全
大
会
開
会
式
に
上
程
、
一
九
日
採
択
。

三
．
二
．
二　

一
六
全
大
会
報
告

二
〇
〇
一
年
一
〇
月
下
旬
、
中
央
政
治
局
常
務
委
員
会
、
胡
錦
濤
を
組
長
と
す
る
一
六
全
大
会
報
告
起
草
組
設
置
決
定
。

一
〇
月
二
六
日
、
起
草
組
第
一
回
会
議
開
催
。

江
沢
民
の
意
見
に
従
っ
て
、
二
〇
〇
一
年
八
月
に
中
央
は
一
四
の
課
題
組
を
組
織
、
関
係
問
題
に
つ
い
て
調
査
研
究
、
起
草
期
間
中
、

胡
錦
濤
は
会
議
を
主
宰
し
、
各
課
題
組
の
報
告
を
聴
取
。

一
一
月
八
日
か
ら
二
二
日
に
か
け
て
、
起
草
組
は
八
の
調
査
研
究
組
に
分
か
れ
て
一
六
の
省
市
で
調
査
研
究
、
当
該
地

で
座
談
会
八
〇
回
開
催
、
九
一
四
人
参
加
。
起
草
組
、
中
央
の
二
〇
余
の
総
合
部
門
と
職
能
部
門
を
招
き
、
検
討
。

一
二
月
、
起
草
組
全
体
会
議
で
調
査
研
究
小
組
の
報
告
を
聴
取
、
総
合
調
査
研
究
報
告
を
作
り
、
中
央
政
治
局
常
務
委

員
会
に
上
程
。

二
〇
〇
二
年
一
月
一
四
日
、
江
沢
民
、
起
草
組
全
体
会
議
を
招
集
、
重
要
談
話
。
翌
一
五
日
、
起
草
組
、
報
告
提
綱
作
成
に
着
手
。

四
〇
余
日
間
に
、
起
草
組
は
会
議
を
数
回
開
き
、
報
告
提
綱
を
完
成
。

二
月
一
八
日
、
江
沢
民
、
報
告
提
綱
を
読
み
、
重
要
指
示
。
江
沢
民
の
指
示
に
従
い
、
起
草
組
は
提
綱
を
修
正
。

六
八
三



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
七
六
六
）

二
月
二
六
日
、
中
央
政
治
局
常
務
委
員
会
、
報
告
提
綱
に
原
則
的
に
同
意
、
重
要
修
正
意
見
を
提
示
。
起
草
組
、
こ
れ

ら
の
意
見
に
基
づ
き
、
報
告
の
起
草
を
開
始
、
二
カ
月
余
後
、
初
稿
を
完
成
、
中
央
政
治
局
常
務
委
員
会
に
上
程
。

五
月
一
六
、
一
七
日
、
中
央
政
治
局
常
務
委
員
会
、
報
告
を
審
議
。

江
沢
民
、
五
月
三
一
日
、
中
共
中
央
政
治
局
常
務
委
員
会
を
代
表
し
、
中
央
党
校
省
部
級
幹
部
進
修
班
卒
業
式
で
重
要
講
話
。

江
沢
民
、
二
〇
〇
一
年
一
一
月
か
ら
一
二
月
に
か
け
て
、
半
日
の
座
談
会
を
四
回
開
き
、
関
係
部
門
、
研
究
部
門
、
専
門
家
学
者
の

意
見
を
聴
取
。

二
〇
〇
二
年
一
〇
月
二
九
日
、
江
沢
民
、
国
外
か
ら
の
帰
途
、
機
上
で
随
行
し
た
関
係
部
門
の
責
任
者
と
一
六
全
大
会
報
告
に
つ
い

て
検
討
、
重
要
指
示
。

一
年
と
二
〇
日
間
の
起
草
過
程
で
、
江
沢
民
は
二
度
起
草
組
に
重
要
講
話
を
行
い
、
中
央
政
治
局
常
務
委
員
会
は
四
回
、
政
治
局
は

二
回
会
議
を
開
き
、
報
告
に
つ
い
て
議
論
。

八
月
二
六
日
、
中
央
政
治
局
の
決
定
に
従
い
、
全
国
一
七
八
単
位
に
報
告
草
稿
を
下
達
、
討
議
に
は
一
五
期
中
央
委
員

会
と
中
央
規
律
検
査
委
員
会
の
委
員
、
一
六
全
大
会
代
表
、
中
央
の
党
政
軍
各
部
門
、
各
人
民
団
体
の
責
任
者
、
各
省
自
治
区
直
轄
市

と
各
大
軍
区
の
党
委
責
任
者
、
党
内
の
古
参
同
志
、
合
計
三
一
〇
〇
余
人
が
参
加
。

八
月
三
〇
日
か
ら
九
月
一
七
日
ま
で
に
、
江
沢
民
は
丸
々
八
日
間
中
南
海
で
座
談
会
を
開
き
、
直
接
各
省
自
治
区
直
轄

市
の
党
政
主
要
責
任
者
、
軍
隊
各
大
単
位
主
官
、
民
主
党
派
中
央
責
任
者
、
全
国
工
商
連
責
任
者
、
無
党
派
人
士
の
意
見
を
聴
取
。

九
月
一
八
日
、
起
草
組
に
意
見
が
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
、
修
正
、
同
一
八
日
、
江
沢
民
、
起
草
組
全
体
会
議
を
招
集
、

再
度
重
要
講
話
。
様
々
な
意
見
提
案
に
対
し
、
起
草
組
は
ま
ず
各
小
組
で
議
論
し
、
処
理
意
見
を
提
出
、
そ
の
後
、
全
体
会
議
を
開
き
、

六
八
四



中
国
共
産
党
の
意
思
決
定
過
程
（
山
本
）

（
七
六
七
）

議
論
、
最
後
に
専
門
的
に
部
門
、
地
域
ご
と
に
整
え
る
。

起
草
組
、
八
昼
夜
を
使
っ
て
報
告
に
対
し
、
合
計
六
〇
〇
余
箇
所
に
わ
た
り
重
要
な
修
正
と
補
充
を
行
い
、
三
〇
〇
〇
余
字
圧
縮
。

一
一
月
三
日
か
ら
五
日
ま
で
、
一
五
期
七
中
全
会
が
開
催
、
七
〇
余
箇
所
を
修
正
、
可
決
、
一
六
全
大
会
に
上
程
決
定
。

一
一
月
八
日
か
ら
開
幕
し
た
一
六
全
大
会
で
修
正
、
一
四
日
採
択
。

三
．
二
．
三 

一
七
全
大
会
報
告

二
〇
〇
六
年
一
二
月
、
中
央
政
治
局
会
議
、
一
七
全
大
会
報
告
起
草
組
設
置
決
定
。

一
二
月
一
一
日
、
起
草
組
、
第
一
回
全
体
会
議
開
催
、
胡
錦
濤
、
報
告
起
草
組
の
組
長
に
、
劉
雲
山
と
曾
培
炎
が
副
組

長
と
な
る
。
起
草
組
の
成
員
は
中
央
機
関
、
国
家
部
委
、
軍
隊
の
責
任
者
、
地
方
の
指
導
幹
部
、
専
門
家
学
者
か
ら
な
る
。
胡
錦
濤
、

起
草
組
設
置
会
議
で
重
要
講
話
。

一
〇
か
月
余
り
の
起
草
活
動
の
中
で
、
胡
錦
濤
、
中
央
政
治
局
常
務
委
員
会
議
六
回
、
政
治
局
会
議
二
回
招
集
し
、
報
告
起
草
活
動

状
況
を
聴
取
、
報
告
稿
を
審
議
、
修
正
。
胡
錦
濤
、
何
度
と
な
く
起
草
組
全
体
会
議
を
主
宰
開
催
、
重
要
指
示
。
起
草
組
、
全
体
会
議

を
一
〇
回
、
活
動
グ
ル
ー
プ
会
議
四
〇
余
回
を
開
催
、
小
組
の
会
議
を
含
め
、
各
種
会
議
合
計
一
〇
〇
余
回
を
開
き
、
正
式
に
五
〇
余

り
の
箇
所
を
修
正
。

二
〇
〇
六
年
一
〇
月
上
旬
、
起
草
活
動
の
準
備
の
た
め
、
中
央
、
二
〇
の
重
点
課
題
を
確
定
。
中
央
は
三
六
の
部
門
と
単
位
を
組
織
、

二
〇
の
課
題
を
六
二
の
具
体
的
課
題
に
分
け
、
調
査
研
究
を
進
め
、
六
二
部
の
調
査
研
究
報
告
を
作
成
。
各
課
題
組
、
合
計
一
五
二
三

回
の
座
談
会
を
開
催
、
座
談
会
参
加
者
は
延
べ
二
〇
〇
七
二
人
。

六
八
五



政
経
研
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第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
七
六
八
）

こ
の
調
査
研
究
終
了
後
、
胡
錦
濤
、
自
ら
会
議
を
一
二
回
主
宰
開
催
、
関
係
課
題
組
の
報
告
を
聴
取
。

一
二
月
一
五
日
、
中
共
中
央｢

一
七
全
大
会
報
告
の
議
題
に
対
す
る
意
見
聴
取
に
関
す
る
通
知｣

を
下
達
、
各
地
区
各

部
門
か
ら
一
二
四
部
の
書
面
報
告
が
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
る
。
中
共
中
央
は
中
央
統
一
戦
線
部
に
委
託
、
各
民
主
党
派
、
全
国
工
商

連
指
導
者
、
無
党
派
人
士
の
意
見
を
聴
取
。

一
二
月
一
九
日
か
ら
二
九
日
に
か
け
て
、
正
式
に
報
告
起
草
に
着
手
す
る
前
、
起
草
組
は
七
つ
の
小
組
に
分
か
れ
、

一
三
の
小
自
治
区
直
轄
市
に
赴
き
、
実
地
調
査
研
究
を
行
い
、
座
談
会
五
一
回
開
催
、
幹
部
大
衆
、
専
門
家
学
者
の
意
見
を
聴
取
。

二
〇
〇
七
年
四
月
下
旬
、
胡
錦
濤
、
更
な
る
調
査
研
究
を
指
示
。
起
草
組
、
一
七
の
重
大
課
題
に
つ
い
て
、
一
四
の
中
央
と
国
家
機

関
に
行
き
、
特
定
テ
ー
マ
の
調
査
研
究
を
行
い
、
関
係
責
任
者
、
指
導
者
か
ら
意
見
を
聴
取
。

六
月
一
五
日
、
中
央
政
治
局
、
会
議
を
開
催
し
、
報
告
草
稿
を
審
議
。

六
月
二
五
日
、
胡
錦
濤
、
中
央
党
校
省
部
級
幹
部
進
修
班
で
重
要
講
話
。
こ
の
講
話
後
、
中
央
は
会
議
参
加
者
の
意
見

を
聴
取
、
書
面
資
料
八
三
部
を
受
け
取
る
。

起
草
組
、
再
度
修
正
を
加
え
、
一
七
全
大
会
報
告
意
見
聴
取
稿
作
成
。

七
月
一
一
日
、
中
央
政
治
局
会
議
の
決
定
に
従
っ
て
、
一
七
全
大
会
報
告
意
見
聴
取
稿
を
各
省
自
治
区
直
轄
市
、
中
央

各
部
委
、
中
央
国
家
機
関
各
部
委
、
軍
委
総
政
治
部
、
各
人
民
団
体
、
各
民
主
党
派
中
央
、
全
国
工
商
連
お
よ
び
無
党
派
人
士
と
一
部

党
内
古
参
同
志
に
下
達
、
対
象
人
数
は
五
五
〇
〇
人
、
一
六
全
大
会
に
比
べ
、
約
二
五
二
〇
人
増
加
。
一
六
全
大
会
代
表
と
新
し
く
当

選
し
た
一
七
全
大
会
代
表
も
討
議
に
参
加
。

七
月
二
七
日
、
胡
錦
濤
、
中
南
海
で
党
外
人
士
座
談
会
を
開
催
、
意
見
聴
取
稿
に
つ
い
て
各
民
主
党
派
中
央
、
全
国
工

六
八
六
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商
連
指
導
者
お
よ
び
無
党
派
人
士
の
意
見
を
聴
取
。

意
見
聴
取
稿
下
達
後
、
胡
錦
濤
、
北
京
、
重
慶
、
広
州
で
七
回
座
談
会
を
開
催
、
各
省
自
治
区
直
轄
市
、
軍
隊
各
大
単
位
主
要
責
任

者
の
意
見
を
聴
取
。
起
草
の
全
過
程
の
中
で
、
胡
錦
濤
は
前
後
二
〇
回
近
い
座
談
会
を
催
し
、
各
地
区
各
部
門
各
方
面
の
意
見
を
聴
取
。

各
地
区
各
部
門
各
方
面
の
意
見
提
案
は
二
七
〇
〇
件
に
達
し
、
重
複
し
た
意
見
を
除
く
と
一
九
五
七
件
、
起
草
組
は
八
九
〇
件
の
意
見

と
提
案
を
吸
収
、
民
主
党
派
中
央
、
全
国
工
商
連
と
無
党
派
人
士
の
意
見
七
八
件
を
含
む
九
五
〇
箇
所
を
修
正
。

八
月
三
〇
日
、
中
央
政
治
局
常
務
委
員
会
、
修
正
後
の
一
七
全
大
会
報
告
稿
を
審
議
。

九
月
一
七
日
、
中
央
政
治
局
、
会
議
を
開
催
し
、
党
内
外
の
意
見
聴
取
稿
に
対
す
る
情
況
報
告
を
聴
取
、
同
会
議
で
の

議
論
と
意
見
に
従
っ
て
修
正
し
た
後
、
党
の
一
六
期
七
中
全
会
に
上
程
決
定
。
中
央
政
治
局
の
要
求
に
従
い
、
修
正
。

一
〇
月
九
日
、
一
六
期
七
中
全
会
で
二
三
九
件
の
意
見
が
出
さ
れ
、
起
草
組
、
こ
れ
を
修
正
。

一
〇
月
一
二
日
、
一
六
期
七
中
全
会
で
一
七
全
大
会
報
告
案
が
可
決
、
一
七
全
大
会
上
程
決
定
。

一
〇
月
一
五
日
、
一
七
全
大
会
開
会
式
で
報
告
案
配
布
。
大
会
期
間
中
の
代
表
た
ち
の
意
見
に
従
っ
て
、
起
草
組
、
報

告
を
修
正
、
多
く
の
建
設
的
意
見
が
最
終
稿
に
入
れ
ら
れ
、
二
一
日
採
択
。

三
．
二
．
四　

一
八
全
大
会
報
告

二
〇
一
二
年
一
月
、
中
央
政
治
局
常
務
委
員
会
と
中
央
政
治
局
の
決
定
に
従
っ
て
、
一
八
全
大
会
報
告
起
草
活
動
が
正
式
に
始
ま
り
、

習
近
平
を
組
長
、
李
克
強
、
劉
雲
山
を
副
組
長
と
し
、
党
中
央
、
国
務
院
の
関
係
部
門
と
一
部
省
自
治
区
責
任
者
を
含
む
文
書
起
草
組

設
置
。

六
八
七
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一
月
五
日
、
胡
錦
濤
、
文
書
起
草
組
第
一
回
全
体
会
議
で
重
要
講
話
。
習
近
平
、
席
上
、
胡
の
講
話
を
評
価
。

一
月
六
日
、
中
央
、
各
省
、
自
治
区
、
直
轄
市
党
委
、
中
央
各
部
委
、
国
家
機
関
各
部
委
党
組
（
党
委
員
会
）、
解
放
軍

各
総
部
、
各
大
単
位
党
委
、
各
人
民
団
体
党
組
に｢

党
の
一
八
全
大
会
報
告
議
題
に
対
す
る
意
見
聴
取
に
関
す
る
通
知｣

下
達
、
党
内

の
一
定
範
囲
内
で
論
議
を
組
織
し
、
広
く
意
見
を
求
め
る
と
同
時
に
、
一
定
の
方
式
を
通
じ
て
一
部
党
外
人
士
の
意
見
提
案
を
聴
取

す
る
こ
と
を
決
定
。

二
月
上
旬
、
起
草
組
、
七
の
調
査
研
究
組
、
一
二
の
省
自
治
区
に
派
遣
、
調
査
研
究
を
行
い
、
各
級
各
種
座
談
会
を

四
四
回
催
し
、
都
市
農
村
社
区
、
工
鉱
企
業
、
農
牧
水
産
基
地
な
ど
一
一
六
の
単
位
で
実
地
視
察
。

三
月
一
五
日
、
中
央
の
配
置
し
た
一
五
項
目
の
重
点
課
題
に
従
っ
て
、
四
六
の
受
け
持
ち
単
位
が
前
後
し
て
一
〇
一
の

調
査
研
究
組
を
派
遣
、
足
跡
は
二
九
の
省
自
治
区
直
轄
市
に
及
び
、
座
談
会
を
一
〇
七
三
回
催
し
、
一
四
三
三
の
単
位
で
実
地
調
査
研

究
を
行
い
、
調
査
研
究
成
果
五
七
部
を
作
成
。

四
月
一
三
日
か
ら
三
〇
日
ま
で
、
胡
錦
濤
、
中
南
海
で
半
日
を
五
日
間
使
い
、
三
二
単
位
の
三
八
課
題
組
一
一
の
重
点

課
題
の
調
査
研
究
成
果
報
告
を
聴
取
。

五
月
一
一
日
か
ら
一
四
日
ま
で
、
習
近
平
は
半
日
を
二
日
使
い
、
四
の
重
点
課
題
の
調
査
研
究
成
果
報
告
を
聴
取
。

五
月
二
四
日
か
ら
六
月
二
五
日
ま
で
の
一
か
月
間
で
、
胡
錦
濤
は
二
回
の
中
央
政
治
局
常
務
委
員
会
会
議
と
一
回
の
中

央
政
治
局
会
議
を
主
宰
、
一
八
全
大
会
報
告
草
稿
に
つ
い
て
審
議
。

五
月
二
四
日
、
中
央
政
治
局
常
務
委
員
会
会
議
、
一
八
全
大
会
報
告
草
稿
に
初
め
て
の
審
議
、
原
則
同
意
。
胡
錦
濤
、

重
要
指
示
。

六
八
八
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六
月
一
二
日
、
中
央
政
治
局
常
務
委
員
会
会
議
、
一
八
全
大
会
報
告
審
議
用
稿
に
つ
い
て
二
度
目
の
審
議
、
常
務
委
員
、

文
書
の
修
正
に
重
要
意
見
提
示
。

六
月
二
五
日
、
中
央
政
治
局
会
議
、
一
八
全
大
会
報
告
審
議
用
稿
を
初
め
て
審
議
、
中
央
政
治
局
委
員
、
概
ね
賛
成
す

る
も
、
多
く
の
重
要
修
正
意
見
提
起
。

七
月
二
三
日
、
胡
錦
濤
、
省
部
級
主
要
幹
部
特
定
テ
ー
マ
研
討
班
開
講
式
で
、
重
要
講
話
。

起
草
活
動
一
〇
カ
月
余
り
の
間
、
胡
錦
濤
は
前
後
し
て
四
回
の
中
央
政
治
局
常
務
委
員
会
会
議
、
二
回
の
中
央
政
治
局
会
議
を
主
宰

開
催
、
起
草
活
動
の
情
況
報
告
を
聴
取
、
修
正
を
審
議
。
習
近
平
は
八
回
起
草
組
全
体
会
議
を
主
宰
開
催
、
報
告
起
草
活
動
を
研
究
配

置
。
一
七
期
中
央
政
治
局
常
務
委
員
の
呉
邦
国
、
温
家
宝
、
賈
慶
林
、
李
長
春
、
李
克
強
、
賀
国
強
、
周
永
康
ら
が
重
要
意
見
提
示
。

八
月
一
一
日
、
中
央
弁
公
庁
、
各
省
自
治
区
直
轄
市
党
委
、
中
央
各
部
委
、
国
家
機
関
各
部
委
党
組
（
党
委
）、
軍
委

総
政
治
部
、
各
人
民
団
体
党
組
に
「
党
の
一
八
全
大
会
報
告
草
稿
に
対
す
る
意
見
聴
取
に
関
す
る
通
知
」
を
下
達
。

八
月
二
七
日
か
ら
九
月
四
日
ま
で
の
間
で
、
胡
錦
濤
は
中
南
海
で
、
三
一
の
省
自
治
区
直
轄
市
の
党
政
の
主
要
責
任
者

と
の
座
談
会
四
回
、
一
八
の
軍
隊
の
大
単
位
軍
政
の
主
要
責
任
者
と
の
座
談
会
二
回
、
八
の
民
主
党
派
中
央
、
全
国
工
商
連
指
導
者
と

無
党
派
人
士
と
の
座
談
会
一
回
を
含
む
七
回
の
座
談
会
を
催
し
、
意
見
と
提
案
を
聴
取
。

九
月
五
日
ま
で
に
、
各
地
区
各
部
門
各
方
面
で
意
見
を
聴
取
し
た
人
数
は
合
計
四
五
一
一
人
、
党
の
一
八
全
大
会
報
告

意
見
聴
取
稿
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
た
意
見
と
提
案
は
総
計
一
二
一
部
、
修
正
意
見
と
提
案
は
二
四
〇
〇
件
、
重
複
を
除
き
、
原
則

的
な
修
正
意
見
二
〇
八
件
、
具
体
的
な
修
正
意
見
一
六
七
四
件
で
あ
っ
た
。
こ
の
ほ
か
、
中
央
は
中
央
統
一
戦
線
部
に
委
託
し
、
二
回

一
部
党
外
人
士
の
意
見
を
聴
取
、
起
草
組
は
一
部
退
職
し
た
古
参
同
志
に
直
接
意
見
を
聴
取
し
た
。

六
八
九
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こ
の
後
の
半
月
、
中
央
の
精
神
と
要
求
に
従
っ
て
、
文
書
起
草
組
は
五
〇
七
箇
所
加
筆
、
修
正
、
簡
素
化
を
行
っ
た
。
こ
れ
は
民
主

党
派
中
央
、
全
国
工
商
連
お
よ
び
無
党
派
人
士
を
含
む
一
二
六
単
位
、
九
〇
〇
件
の
意
見
と
提
案
を
カ
バ
ー
し
て
お
り
、
そ
の
中
に
は

党
外
人
士
の
意
見
三
九
件
も
カ
バ
ー
さ
れ
て
い
る
。

一
一
月
一
日
か
ら
四
日
ま
で
、
一
四
期
七
中
全
会
が
北
京
で
開
催
さ
れ
、
一
八
全
大
会
報
告
案
が
論
議
さ
れ
た
。
文
書

起
草
組
は
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
た
原
則
的
な
修
正
意
見
一
五
件
、
具
体
的
な
修
正
意
見
一
八
一
件
を
含
む
一
九
六
件
の
意
見
に
基
づ

い
て
四
一
箇
所
を
修
正
、
中
央
政
治
局
常
務
委
員
会
会
議
の
審
議
に
上
程
、
同
会
議
で
は
ま
た
五
件
の
意
見
で
出
さ
れ
、
起
草
組
は
一

箇
所
の
修
正
を
提
案
、
四
日
午
後
、
一
七
期
七
中
全
会
で
表
決
採
択
さ
れ
、
一
八
全
大
会
に
上
程
さ
れ
る
こ
と
が
正
式
に
決
定
さ
れ
た
。

一
一
月
八
日
、
一
八
全
大
会
の
開
会
式
で
、
厚
さ
六
四
頁
、
三
万
字
近
い
一
八
全
大
会
報
告
案
が
配
布
。
起
草
組
は
大

会
期
間
中
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
た
一
五
八
件
の
意
見
に
従
っ
て
、
一
九
箇
所
修
正
、
二
一
日
採
択
。

三
．
三　

四
大
会
報
告
作
成
過
程
の
異
同

三
．
三
．
一　

起
草
か
ら
採
択
ま
で
の
期
間

四
大
会
報
告
そ
れ
ぞ
れ
起
草
か
ら
採
択
ま
で
の
期
間
は
次
の
通
り
、

（
一
五
全
大
会
報
告
）
一
九
九
六
年
一
〇
月
一
六
日
│
一
九
九
七
年
九
月
一
八
日

（
一
六
全
大
会
報
告
）
二
〇
〇
一
年
一
〇
月
下
旬
│
二
〇
〇
二
年
一
一
月
一
四
日

（
一
七
全
大
会
報
告
）
二
〇
〇
六
年
一
二
月
│
二
〇
〇
七
年
一
〇
月
二
一
日

（
一
八
全
大
会
報
告
）
二
〇
一
二
年
一
月
│
二
〇
一
二
年
一
一
月
一
四
日

六
九
〇
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思
決
定
過
程
（
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本
）

（
七
七
三
）

起
草
か
ら
採
択
ま
で
の
期
間
は
前
記
の
よ
う
に
、
一
五
全
大
会
が
一
一
か
月
、
一
六
全
大
会
が
一
三
か
月
で
あ
り
、
一
六
全
大
会
は

二
〇
〇
一
年
八
月
か
ら
、
ま
た
、
一
七
全
大
会
は
二
〇
〇
六
年
一
〇
月
か
ら
起
草
の
準
備
が
始
め
ら
れ
た
と
あ
り
、
実
際
に
は
そ
れ
ぞ
れ

二
か
月
長
く
起
草
に
費
や
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
を
加
え
る
と
一
六
全
大
会
は
一
五
か
月
、
一
七
全
大
会
は
一
二
か
月
強
に
な
る
。

そ
し
て
、
直
近
の
一
八
全
大
会
は
一
〇
か
月
と
い
う
最
短
期
間
に
な
っ
て
い
る
。

三
．
三
．
二　

起
草
組
の
設
置
と
構
成

起
草
組
設
置
と
そ
の
構
成
は
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

（
一
五
全
大
会
報
告
）
中
共
中
央
政
治
局
常
務
委
員
会
、
一
五
全
大
会
報
告
起
草
小
組
設
置
決
定
。

（
一
六
全
大
会
報
告
）
中
央
政
治
局
常
務
委
員
会
、
胡
錦
濤
を
組
長
と
す
る
一
六
全
大
会
報
告
起
草
組
設
置
決
定
。

（
一
七
全
大
会
報
告
）
起
草
組
、
第
一
回
全
体
会
議
開
催
、
胡
錦
濤
、
報
告
起
草
組
の
組
長
に
、
劉
雲
山
と
曾
培
炎
が
副
組
長
と
な
る
。

起
草
組
の
成
員
は
中
央
機
関
、
国
家
部
委
、
軍
隊
の
責
任
者
、
地
方
の
指
導
幹
部
、
専
門
家
学
者
か
ら
な
る
。

（
一
八
全
大
会
報
告
）
一
八
全
大
会
報
告
起
草
活
動
が
正
式
に
始
ま
り
、
習
近
平
を
組
長
、
李
克
強
、
劉
雲
山
を
副
組
長
と
し
、
党
中

央
、
国
務
院
の
関
係
部
門
と
一
部
省
自
治
区
責
任
者
を
含
む
文
書
起
草
組
設
置
。

上
記
の
よ
う
に
一
五
全
大
会
報
告
に
は
起
草
組
の
設
置
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
組
長
、
副
組
長
、
さ
ら
に
は
構
成
に
つ
い

て
は
開
示
さ
れ
て
い
な
い
。
一
六
全
大
会
報
告
で
は
組
長
ま
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
一
七
全
大
会
に
な
る
と
、
組
長
、
副
組
長

と
も
に
明
ら
か
に
さ
れ
る
と
同
時
に
、
構
成
員
の
背
景
も
説
明
さ
れ
て
い
る
。
一
八
全
大
会
で
も
組
長
、
副
組
長
が
明
ら
か
に
さ
れ
、

一
七
全
大
会
ほ
ど
で
は
な
い
が
、
そ
の
構
成
も
示
さ
れ
て
い
る
。

六
九
一



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
七
七
四
）

三
．
三
．
三　
「
課
題
組
」
等
の
派
遣

大
会
報
告
案
の
起
草
に
必
要
な
調
査
に
つ
い
て
は
、
中
央
が
特
定
テ
ー
マ
に
つ
い
て
調
査
、
研
究
さ
せ
る
「
課
題
組
」
を
関
係
単
位
に

派
遣
す
る
と
同
時
に
、「
起
草
組
」
も
「
調
査
研
究
小
組
」
を
作
り
、
調
査
さ
せ
、
報
告
書
を
作
成
さ
せ
て
い
る
。

（
一
五
全
大
会
報
告
）「
課
題
組
」
も
「
調
査
研
究
小
組
」
も
そ
の
存
在
が
公
表
さ
れ
て
い
な
い
。

（
一
六
全
大
会
報
告
）
中
央
が
一
四
の
課
題
組
を
組
織
、
関
係
問
題
に
つ
い
て
調
査
研
究
さ
せ
、
起
草
期
間
中
、
胡
錦
濤
が
各
課
題
組

の
報
告
を
聴
取
し
て
い
る
。
ま
た
、
起
草
組
は
八
の
調
査
研
究
組
に
分
か
れ
て
一
六
の
省
市
で
調
査
研
究
、
当
該
地
で
座
談
会
八
〇
回

開
催
、
こ
れ
に
九
一
四
人
参
加
。
ま
た
、
起
草
組
全
体
会
議
で
調
査
研
究
小
組
の
報
告
を
聴
取
、
総
合
調
査
研
究
報
告
を
作
り
、
中
央

政
治
局
常
務
委
員
会
に
上
程
し
た
と
し
て
い
る
。

（
一
七
全
大
会
報
告
）
中
央
は
二
〇
の
重
点
課
題
を
確
定
、
三
六
の
部
門
と
単
位
を
組
織
、
二
〇
の
課
題
を
六
二
の
具
体
的
課
題
に
分

け
、
調
査
研
究
を
進
め
、
六
二
部
の
調
査
研
究
報
告
を
作
成
。
各
課
題
組
、
合
計
一
五
二
三
回
の
座
談
会
を
開
催
、
座
談
会
参
加
者
は

延
べ
二
〇
〇
七
二
人
。
そ
し
て
、
報
告
起
草
着
手
前
、
起
草
組
は
七
つ
の
小
組
に
分
か
れ
、
一
三
の
省
自
治
区
直
轄
市
に
赴
き
、
実
地

調
査
研
究
を
行
い
、
座
談
会
五
一
回
開
催
、
幹
部
大
衆
、
専
門
家
学
者
の
意
見
を
聴
取
し
た
と
し
て
い
る
。

（
一
八
全
大
会
報
告
）
起
草
組
は
七
の
調
査
研
究
組
を
一
二
の
省
自
治
区
に
派
遣
、
調
査
研
究
を
行
い
、
各
級
各
種
座
談
会
を
四
四
回

催
し
、
都
市
農
村
社
区
、
工
鉱
企
業
、
農
牧
水
産
基
地
な
ど
一
一
六
の
単
位
で
実
地
視
察
。
ま
た
、
中
央
の
配
置
し
た
一
五
項
目
の
重

点
課
題
に
従
っ
て
、
四
六
の
受
け
持
ち
単
位
が
前
後
し
て
一
〇
一
の
調
査
研
究
組
を
派
遣
、
足
跡
は
二
九
の
省
自
治
区
直
轄
市
に
及
び
、

座
談
会
を
一
〇
七
三
回
催
し
、
一
四
三
三
の
単
位
で
実
地
調
査
研
究
を
行
い
、
調
査
研
究
成
果
五
七
部
を
作
成
。
さ
ら
に
、
胡
錦
濤
は

六
九
二



中
国
共
産
党
の
意
思
決
定
過
程
（
山
本
）

（
七
七
五
）

中
南
海
で
三
二
単
位
の
三
八
課
題
組
一
一
の
重
点
課
題
の
調
査
研
究
成
果
報
告
を
聴
取
し
た
と
し
て
い
る
。

上
述
の
よ
う
に
、「
課
題
組
」
と
「
起
草
組
」
の
「
調
査
研
究
小
組
」
は
一
五
全
大
会
を
除
き
、
関
係
省
自
治
区
直
轄
市
の
関
係
単
位

で
実
地
調
査
研
究
を
行
い
、
大
会
報
告
起
草
の
た
め
に
報
告
書
を
作
成
し
て
い
る
。
特
に
、
一
七
全
大
会
報
告
に
つ
い
て
は
、「
課
題
組
」

が
一
五
二
三
回
の
座
談
会
を
催
し
、
こ
れ
に
延
べ
二
〇
〇
七
二
人
が
参
加
し
た
と
さ
れ
る
こ
と
が
際
立
つ
。
ま
た
、
一
七
全
大
会
報
告
ほ

ど
で
は
な
い
が
、
一
八
全
大
会
報
告
に
お
い
て
も
参
加
人
数
は
示
さ
れ
て
は
い
な
い
が
「
調
査
研
究
組
」
が
一
〇
七
三
回
の
座
談
会
を
催

し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
座
談
会
は
一
六
全
大
会
報
告
が
八
〇
回
と
し
て
い
る
の
に
比
較
す
る
と
一
六
倍
を
超
え

格
段
に
増
加
し
て
い
る
。

三
．
三
．
四　
「
通
知
」
等
の
下
達
範
囲
と
対
象
人
数

大
会
報
告
案
に
関
係
す
る
「
通
知
」
な
ど
の
下
達
範
囲
お
よ
び
そ
の
対
象
人
数
は
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

（
一
五
全
大
会
報
告
）
第
五
稿
の
下
達
範
囲
は
、
中
央
と
地
方
の
一
三
五
単
位
、
一
四
期
中
央
委
員
会
と
中
央
規
律
検
査
委
員
会
の
成

員
、
中
央
の
党
政
軍
各
部
門
と
人
民
団
体
の
党
員
の
責
任
あ
る
幹
部
、
各
省
自
治
区
直
轄
市
と
各
大
軍
区
の
党
委
責
任
者
、
一
五
全
大

会
代
表
と
党
内
古
参
同
志
で
あ
り
、
合
計
四
〇
〇
〇
人
。

（
一
六
全
大
会
報
告
）
報
告
草
稿
下
達
範
囲
は
、
全
国
一
七
八
単
位
、
一
五
期
中
央
委
員
会
と
中
央
規
律
検
査
委
員
会
の
委
員
、
一
六

全
大
会
代
表
、
中
央
の
党
政
軍
各
部
門
、
各
人
民
団
体
の
責
任
者
、
各
省
自
治
区
直
轄
市
と
各
大
軍
区
の
党
委
責
任
者
、
党
内
の
古
参

同
志
で
あ
り
、
合
計
三
一
〇
〇
余
人
。

（
一
七
全
大
会
報
告
）
一
七
全
大
会
報
告
意
見
聴
取
稿
の
下
達
範
囲
は
、
各
省
自
治
区
直
轄
市
、
中
央
各
部
委
、
中
央
国
家
機
関
各
部

六
九
三
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第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
七
七
六
）

委
、
軍
委
総
政
治
部
、
各
人
民
団
体
、
各
民
主
党
派
中
央
、
全
国
工
商
連
お
よ
び
無
党
派
人
士
と
一
部
党
内
古
参
同
志
、
一
六
全
大
会

代
表
、
一
七
全
大
会
代
表
で
あ
り
、
合
計
五
五
〇
〇
人
。

（
一
八
全
大
会
報
告
）｢

党
の
一
八
全
大
会
報
告
議
題
に
対
す
る
意
見
聴
取
に
関
す
る
通
知｣

下
達
範
囲
は
、
中
央
、
各
省
、
自
治
区
、

直
轄
市
党
委
、
中
央
各
部
委
、
国
家
機
関
各
部
委
党
組
（
党
委
員
会
）、
解
放
軍
各
総
部
、
各
大
単
位
党
委
、
各
人
民
団
体
党
組
で
あ
り
、

「
党
の
一
八
全
大
会
報
告
草
稿
に
対
す
る
意
見
聴
取
に
関
す
る
通
知
」
は
各
省
自
治
区
直
轄
市
党
委
、
中
央
各
部
委
、
国
家
機
関
各
部

委
党
組
（
党
委
）、
軍
委
総
政
治
部
、
各
人
民
団
体
党
組
で
あ
り
、
合
計
四
五
一
一
人
。

上
記
の
よ
う
に
「
通
知
」
な
ど
を
下
達
す
る
範
囲
は
、
各
省
自
治
区
直
轄
市
党
委
、
中
央
各
部
委
、
国
家
機
関
各
部
委
党
組
（
党
委
）、

軍
委
総
政
治
部
、
解
放
軍
各
総
部
、
各
大
単
位
党
委
、
各
人
民
団
体
党
組
（
一
八
全
大
会
報
告
）、
各
省
自
治
区
直
轄
市
、
中
央
各
部
委
、

中
央
国
家
機
関
各
部
委
、
軍
委
総
政
治
部
、
各
人
民
団
体
、
各
民
主
党
派
中
央
、
全
国
工
商
連
お
よ
び
無
党
派
人
士
と
一
部
党
内
古
参
同

志
（
一
七
全
大
会
報
告
）、
一
五
期
中
央
委
員
会
と
中
央
規
律
検
査
委
員
会
の
委
員
、
一
六
全
大
会
代
表
、
中
央
の
党
政
軍
各
部
門
、
各
人

民
団
体
の
責
任
者
、
各
省
自
治
区
直
轄
市
と
各
大
軍
区
の
党
委
責
任
者
、
党
内
の
古
参
同
志
（
一
六
全
大
会
報
告
）、
一
四
期
中
央
委
員
会

と
中
央
規
律
検
査
委
員
会
の
成
員
、
中
央
の
党
政
軍
各
部
門
と
人
民
団
体
の
党
員
の
責
任
あ
る
幹
部
、
各
省
自
治
区
直
轄
市
と
各
大
軍
区

の
党
委
責
任
者
、
一
五
全
大
会
代
表
と
党
内
古
参
同
志
（
一
五
全
大
会
報
告
）
と
な
っ
て
お
り
、
若
干
の
出
入
り
は
あ
る
も
の
の
、
下
達
範

囲
は
ほ
ぼ
固
定
化
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
対
象
人
数
を
当
時
の
党
員
数
五
八
〇
〇
万
（
一
五
全
大
会
）、
六
六
三
六
万
（
一
六
全
大
会
）、
七
三
三
六
万
（
一
七
全
大
会
）、

八
五
一
二
万
（
一
八
全
大
会
）
を
分
母
に
す
る
と
そ
れ
ぞ
れ
（
一
五
全
大
会
報
告
）
〇
・
〇
〇
六
八
九
％
、（
一
六
全
大
会
報
告
）

〇
・
〇
〇
四
六
七
％
、（
一
七
全
大
会
報
告
）
〇
・
〇
〇
七
四
九
％
、（
一
八
全
大
会
報
告
）
〇
・
〇
〇
五
二
九
％
と
な
り
、
党
員
一
〇
万
に
対
し

六
九
四



中
国
共
産
党
の
意
思
決
定
過
程
（
山
本
）

（
七
七
七
）

六
〜
八
名
だ
け
が
大
会
報
告
作
成
に
参
与
し
た
に
過
ぎ
な
い
。

三
．
三
．
五　

中
南
海
で
の
座
談
会

（
一
五
全
大
会
報
告
）
中
共
中
央
、
統
一
戦
線
部
に
委
託
し
、
各
民
主
党
派
、
全
国
工
商
連
責
任
者
と
無
党
派
著
名
人
に
意
見
を
聴
取
。

中
共
中
央
、
党
外
人
士
を
中
南
海
に
招
き
、
座
談
会
を
開
催
し
、
江
沢
民
、
直
接
意
見
を
聴
取
。

（
一
六
全
大
会
報
告
）
江
沢
民
は
丸
々
八
日
間
中
南
海
で
座
談
会
を
開
き
、
直
接
各
省
自
治
区
直
轄
市
の
党
政
主
要
責
任
者
、
軍
隊
各

大
単
位
主
官
、
民
主
党
派
中
央
責
任
者
、
全
国
工
商
連
責
任
者
、
無
党
派
人
士
の
意
見
を
聴
取
。

（
一
七
全
大
会
報
告
）
胡
錦
濤
は
中
南
海
で
党
外
人
士
座
談
会
を
開
催
、
意
見
聴
取
稿
に
つ
い
て
各
民
主
党
派
中
央
、
全
国
工
商
連
指

導
者
お
よ
び
無
党
派
人
士
の
意
見
を
聴
取
。

（
一
八
全
大
会
報
告
）
胡
錦
濤
は
中
南
海
で
、
三
一
の
省
自
治
区
直
轄
市
の
党
政
の
主
要
責
任
者
と
の
座
談
会
四
回
、
一
八
の
軍
隊
の

大
単
位
軍
政
の
主
要
責
任
者
と
の
座
談
会
二
回
、
八
の
民
主
党
派
中
央
、
全
国
工
商
連
指
導
者
と
無
党
派
人
士
と
の
座
談
会
一
回
を
含

む
七
回
の
座
談
会
を
催
し
、
意
見
と
提
案
を
聴
取
。

上
記
の
よ
う
に
座
談
会
で
意
見
提
案
を
聴
取
す
る
対
象
は
党
外
が
各
民
主
党
派
、
全
国
工
商
連
責
任
者
、
無
党
派
著
名
人
、
党
外
人
士

で
あ
り
、
党
内
は
各
省
自
治
区
直
轄
市
の
党
政
主
要
責
任
者
、
軍
隊
各
大
単
位
主
官
で
あ
る
。

三
．
三
．
六　

政
治
局
常
務
委
員
会
議
等
の
開
催

（
一
五
全
大
会
報
告
）
中
央
政
治
局
常
務
委
員
会
は
三
回
会
議
開
催
、
中
央
政
治
局
も
会
議
を
開
催
し
、
報
告
草
稿
を
議
論
、
審
議
。

六
九
五



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
七
七
八
）

（
一
六
全
大
会
報
告
）
江
沢
民
は
・
・
・
・
・
、
中
央
政
治
局
常
務
委
員
会
は
四
回
、
政
治
局
は
二
回
会
議
を
開
き
、
報
告
に
つ
い
て

議
論
。

（
一
七
全
大
会
報
告
）
胡
錦
濤
は
中
央
政
治
局
常
務
委
員
会
議
六
回
、
政
治
局
会
議
二
回
招
集
し
、
報
告
起
草
活
動
状
況
を
聴
取
、
報

告
草
稿
を
審
議
、
修
正
。

（
一
八
全
大
会
報
告
）
胡
錦
濤
は
前
後
し
て
四
回
の
中
央
政
治
局
常
務
委
員
会
会
議
、
二
回
の
中
央
政
治
局
会
議
を
主
宰
開
催
、
起
草

活
動
の
情
況
報
告
を
聴
取
、
修
正
を
審
議
。

い
ず
れ
の
大
会
報
告
に
つ
い
て
も
前
述
の
よ
う
に
政
治
局
常
務
委
員
会
議
が
政
治
局
会
議
よ
り
多
く
開
催
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
総
書

記
を
含
む
常
務
委
員
会
の
党
の
組
織
制
度
上
の
位
置
か
ら
当
然
の
こ
と
で
あ
り
、
大
会
報
告
の
中
核
問
題
を
決
め
る
機
能
を
果
た
し
て
い

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
な
お
、
起
草
組
の
会
議
が
多
い
の
は
文
書
作
成
の
実
務
を
処
理
す
る
た
め
で
あ
る
こ
と
は
言
う
を
待
た
な
い
。

四
． 

お
わ
り
に
│
結
論
と
課
題

本
稿
は
鄧
小
平
と
い
う
カ
リ
ス
マ
亡
き
後
の
一
五
全
大
会
か
ら
一
八
全
大
会
ま
で
の
党
の
大
会
報
告
作
成
過
程
を
検
証
し
、
組
織
制
度

面
か
ら
党
の
意
思
決
定
過
程
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
の
結
論
は
次
の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

中
国
共
産
党
全
国
代
表
大
会
の
大
会
報
告
作
成
は
総
書
記
が
指
示
を
与
え
、
総
書
記
を
含
む
中
央
政
治
局
と
そ
の
常
務
委
員
会
が
指
導

し
、
起
草
組
が
つ
く
ら
れ
、
一
定
の
範
囲
内
の
各
単
位
に
意
見
を
求
め
る
と
同
時
に
、
課
題
組
を
各
単
位
、
各
地
に
派
遣
、
調
査
を
行
う

と
と
も
に
、
関
係
者
を
招
き
座
談
会
を
催
す
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
て
き
た
調
査
結
果
や
意
見
を
基
に
草
稿
が
つ
く
ら

れ
、
起
草
組
全
体
会
議
お
よ
び
政
治
局
と
そ
の
常
務
委
員
会
会
議
を
通
じ
て
、
何
度
と
な
く
修
正
さ
れ
た
後
、
草
案
が
作
成
さ
れ
、
中
央

六
九
六



中
国
共
産
党
の
意
思
決
定
過
程
（
山
本
）

（
七
七
九
）

委
員
会
全
体
会
議
で
審
議
、
修
正
、
採
択
さ
れ
た
後
、
全
国
代
表
大
会
に
上
程
、
さ
ら
に
修
正
が
加
え
ら
れ
、
正
式
文
書
と
し
て
採
択
さ

れ
る
。

そ
れ
を
図
式
化
す
る
と
下
記
の
よ
う
に
な
る
。

こ
う
し
た
大
会
報
告
作
成
過
程
は
二
〇
年
間
不
変
で
あ
り
、
中
国
共
産
党
の
意
思
決
定
過
程
が
組
織
制
度
的
に
長
期
に
わ
た
り
安
定
し

て
き
た
こ
と
が
例
証
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
筆
者
が
以
前
検
証
し
た
一
三
全
大
会
報
告
と
一
四
全
大
会
報
告
の
作
成
過
程
と
比
較
し
て
も
組

織
を
超
越
し
た
存
在
と
し
て
の
鄧
小
平
に
指
示
を
仰
い
だ
こ
と
を
除
け
は
ほ
ぼ
同
じ
作
成
過
程
で
あ
る
。
こ
れ
を
算
入
す
る
と
三
〇
年
間

ほ
ぼ
同
様
の
作
成
過
程
を
踏
襲
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
な
長
期
に
わ
た
る
安
定
し
た
党
大
会
報
告
作
成

過
程
は
逆
に
組
織
の
硬
直
化
の
反
映
と
も
言
え
る
。
既
述
の

「『
通
知
』
等
下
達
範
囲
と
対
象
人
数
」
に
つ
い
て
、
一
三
全

大
会
報
告
と
一
四
全
大
会
報
告
を
見
る
と
、
一
三
全
大
会
報

告
は｢

一
三
全
大
会
代
表
、
一
二
期
中
央
委
員
、
同
委
員
候

補
、
中
央
顧
問
委
委
員
、
中
央
規
律
委
委
員
、
各
省
自
治
区

直
轄
市
党
委
常
務
委
員
、
人
民
解
放
軍
大
軍
区
党
委
常
務
委

員
、
各
軍
兵
種
・
各
総
部
責
任
者
、
中
央
直
属
機
関
・
国
家

機
関
各
部
委
党
組
成
員
、
約
五
〇
〇
〇
人｣

、
一
四
全
大
会

報
告
は｢

一
四
全
大
会
代
表
、
一
三
期
中
央
委
員
、
中
央
顧

中国共産党全国代表大会報告作成過程図
（山本作図2015．5．23）

中国共産党全国代表大会
↑

↑
中央委員会全体会議

中央政治局会議
↑

総書記・中央政治局常務委員会会議
↓↑

↓↑

↓↑
課題組 起草組

調査研究小組
↓↑

各省自治区直轄市党委、中央各部委、国家機関
各部委党組（党委）、軍委総政治部、解放軍各総
部、各大軍区・大単位党委、各人民団体党組、
各民主党派中央、全国工商連、無党派人士、一
部党内古参同志、中央委員会・中央規律検査委
員会委員、全国代表大会代表

六
九
七



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
七
八
〇
）

問
委
委
員
、
中
央
規
律
委
委
員
、
中
央
党
政
軍
各
部
門
、
各
人
民
団
体
の
責
任
あ
る
党
員
幹
部
、
各
省
自
治
区
直
轄
市
・
各
大
軍
区
党
委

責
任
者
、
約
三
〇
〇
〇
余
人
（
1
）

」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
一
三
全
大
会
か
ら
一
八
全
大
会
ま
で
の
「
下
達
」「
対
象
人
数
」、
各
大
会
代
表
数

お
よ
び
全
党
員
数
は
次
の
通
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
達
対
象
人
数　
　

大
会
代
表
数　
　
　

全
党
員
数

一
三
全
大
会
報
告　
　
　

五
〇
〇
〇　
　
　

一
九
九
七　
　
　

四
六
〇
〇
万

一
四
全
大
会
報
告　
　
　

三
〇
〇
〇　
　
　

二
〇
三
五　
　
　

五
一
〇
〇
万

一
五
全
大
会
報
告　
　
　

四
〇
〇
〇　
　
　

二
一
〇
八　
　
　

五
八
〇
〇
万

一
六
全
大
会
報
告　
　
　

三
一
〇
〇　
　
　

二
一
二
〇　
　
　

六
六
三
六
万

一
七
全
大
会
報
告　
　
　

五
五
〇
〇　
　
　

二
二
二
〇　
　
　

七
三
三
六
万

一
八
全
大
会
報
告　
　
　

四
五
一
一　
　
　

二
二
七
〇　
　
　

八
五
一
二
万

前
掲
の
よ
う
に
党
員
数
の
増
加
は
顕
著
で
あ
る
が
、
大
会
代
表
数
は
微
増
、「
下
達
」「
対
象
人
数
」
は
増
減
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
例

え
ば
、
一
三
全
大
会
報
告
で
は
五
〇
〇
〇
人
が
下
達
対
象
で
あ
っ
た
も
の
が
、
一
四
全
大
会
で
は
三
〇
〇
〇
人
に
減
少
し
て
い
る
。
こ
れ

は
一
三
全
大
会
で
打
ち
出
さ
れ
た
政
治
改
革
が
一
九
八
九
年
の
民
主
化
運
動
を
め
ぐ
り
党
中
央
が
分
裂
し
た
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
い
。

そ
れ
は
一
四
全
大
会
が
「
責
任
者
」
に
絞
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
理
解
で
き
る
。

た
だ
、
本
稿
の
検
証
対
象
と
し
た
一
五
全
大
会
か
ら
一
八
全
大
会
間
の
増
減
に
つ
い
て
は
、
公
表
さ
れ
た
情
報
だ
け
で
は
推
測
の
域
を

六
九
八



中
国
共
産
党
の
意
思
決
定
過
程
（
山
本
）

（
七
八
一
）

脱
し
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
あ
え
て
判
断
し
な
い
が
、
そ
れ
は
党
中
央
（
総
書
記
を
は
じ
め
と
す
る
常
務
委
員
会
・
政
治
局
）
に
よ
っ
て
決
め

ら
れ
た
「
下
達
範
囲
」
か
ら
く
る
「
対
象
人
数
」
の
違
い
で
あ
る
と
言
う
に
と
ど
め
た
い
。

一
七
全
大
会
報
告
で
「
座
談
会
」
に
「
延
べ
二
〇
〇
七
二
人
」
参
加
し
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
あ
る
特
定
問
題
に
つ
い
て
意
見

を
聴
取
し
た
も
の
で
あ
り
、
大
会
報
告
案
そ
の
も
の
を
対
象
と
し
た
も
の
で
は
な
い
。

筆
者
は
一
七
全
大
会
で
修
正
さ
れ
現
行
一
八
全
大
会
に
継
承
さ
れ
て
い
る
党
規
約
第
十
条
の（
四
）に
あ
る
「
党
の
各
級
組
織
は
、
規
定

に
合
わ
せ
て
党
務
公
開
を
実
行
し
、
党
員
に
党
内
の
事
柄
を
よ
り
多
く
承
知
さ
せ
、
そ
れ
に
参
加
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
が
一
八

全
大
会
報
告
作
成
過
程
に
反
映
さ
れ
た
点
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
三
〇
年
一
日
の
如
く
大
会
報
告
が
作
成
さ
れ
る
過
程
は
中
国
共

産
党
の
意
思
決
定
が
依
然
と
し
て
総
書
記
、
政
治
局
常
務
委
員
、
政
治
局
委
員
に
集
中
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
も
と
よ
り
、

新
華
社
を
通
じ
て
開
示
さ
れ
る
記
事
内
容
も
ほ
ぼ
定
型
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
含
め
て
、
さ
ら
な
る｢

党
務
公
開｣

が
求
め
ら
れ
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。｢

党
務
公
開｣

に
よ
っ
て
は
じ
め
て
情
報
が
よ
り
多
く
の
党
員
に
行
き
渡
り
、
民
主
集
中
制
と
い
う
党
の
組
織
原
則
の｢

民

主｣

の
拡
大
に
よ
っ
て
、
よ
り
効
果
的
に
「
集
中
」
を
実
行
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

現
在
、
中
国
共
産
党
の
中
央
組
織
の
中
核
で
あ
る
中
央
政
治
局
常
務
委
員
は
総
書
記
の
習
近
平
を
は
じ
め
李
克
強
、
張
徳
江
、
兪
正
声
、

劉
雲
山
、
王
岐
山
、
張
高
麗
の
七
人
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。
こ
の
習
近
平
体
制
は
第
一
八
期
一
中
全
会
で
成
立
し
た
。

胡
錦
濤
の
後
継
者
で
あ
る
習
近
平
は
二
〇
一
二
年
一
一
月
一
五
日
に
そ
の
第
一
八
期
一
中
全
会
で
党
の
総
書
記
と
中
央
軍
事
委
員
会
主

席
に
就
任
、
翌
年
、
全
人
代
の
開
催
を
待
っ
て
二
〇
一
三
年
三
月
一
四
日
に
国
家
主
席
と
国
家
軍
事
委
員
会
主
席
に
就
い
た
。
習
は
こ
れ

ま
で
の
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
と
は
違
い
、
党
政
軍
の
三
権
を
ほ
ぼ
同
時
に
掌
中
に
し
た
こ
と
に
な
る
。
前
任
者
の
江
沢
民
、
胡
錦
濤
い
ず
れ

も
健
在
だ
と
は
い
え
、
早
い
時
期
で
の
権
力
の
集
中
は
習
近
平
に
権
力
行
使
の
自
由
の
空
間
を
早
期
に
与
え
た
と
い
え
、
党
の
意
思
決
定

六
九
九
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二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
七
八
二
）

が
い
か
に
行
わ
れ
る
か
が
今
後
の
中
国
の
動
向
を
探
る
上
で
一
つ
の
重
要
な
変
数
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

習
近
平
体
制
成
立
後
、
中
国
共
産
党
は
二
〇
一
三
年
一
一
月
一
二
日
に
第
一
八
期
中
央
委
員
第
三
回
全
体
会
議
で
、「
全
面
的
に
改
革

を
深
化
さ
せ
る
う
え
で
の
若
干
の
重
要
問
題
に
関
す
る
中
共
中
央
の
決
定
」（「
中
共
中
央

于
全
面

革
若
干
重
大

的
决
定
」）
を
、

ま
た
、
翌
二
〇
一
四
年
一
〇
月
二
三
日
、
第
一
八
期
中
央
委
員
第
四
回
全
体
会
議
で
「
全
面
的
に
法
に
依
っ
て
国
を
治
め
る
こ
と
を
推
進

す
る
う
え
で
の
若
干
の
重
大
問
題
に
関
す
る
中
共
中
央
の
決
定
」（「
中
共
中
央

于
全
面

法
治
国
若
干
重
大

的
决
定
」）
を
採
択
し

た
。こ

の
二
つ
の
重
要
文
書
作
成
に
当
た
っ
て
は
い
ず
れ
も
総
書
記
で
あ
る
習
近
平
が
起
草
組
の
組
長
に
就
い
た
（
12
）

。
こ
う
し
た
文
書
起
草
に

当
た
っ
て
は
、
多
く
の
場
合
、
総
書
記
は
指
示
を
与
え
る
が
、
起
草
組
の
組
長
に
な
る
こ
と
は
稀
で
あ
る
。

習
近
平
は
同
時
に
、
二
〇
一
四
年
一
月
二
五
日
新
設
さ
れ
た
中
央
国
家
安
全
委
員
会
主
席
に
就
任
し
た
ほ
か
、
新
た
に
設
置
さ
れ
た
特

定
問
題
を
処
理
す
る
小
組
の
組
長
に
も
就
い
て
い
る
。
例
え
ば
、
二
〇
一
四
年
一
月
二
二
日
に
中
央
改
革
全
面
的
深
化
指
導
小
組
（
中
央

全
面

革

小

）
の
組
長
、
二
〇
一
四
年
二
月
二
七
日
に
中
央
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
安
全
・
情
報
化
指
導
小
組
（
中
央
网

全
和

息

小

）
の
組
長
、
二
〇
一
四
年
三
月
一
五
日
に
中
央
軍
事
委
国
防
・
軍
隊
改
革
深
化
指
導
小
組
（
中
央

委

国

和

革

小

）
の
組
長
に
そ
れ
ぞ
れ
就
い
て
い
る
。
こ
れ
よ
り
先
、
二
〇
一
三
年
か
ら
中
央
外
事
工
作
指
導
小
組
（
中
央
外
事
工
作

小

）

と
中
央
財
経
指
導
小
組
（
中
央

小

）
の
組
長
も
前
任
者
の
胡
錦
濤
か
ら
継
承
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
権
力
の
集
中
は
習
近
平
の
権
力
基
盤
を
固
め
る
う
え
で
の
一
つ
の
過
程
な
の
で
あ
ろ
う
が
、
過
度
の
習
異
存
は
党
規
約
第
十

条
に
あ
る
「（
六
）党
は
、
い
か
な
る
形
の
個
人
崇
拝
を
も
禁
止
す
る
。・
・
・
」
と
第
十
六
条
の
「
い
か
な
る
指
導
者
で
あ
っ
て
も
、
個

人
が
独
断
専
行
し
た
り
、
個
人
を
組
織
の
上
に
置
い
た
り
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。」
に
抵
触
す
る
可
能
性
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
否
定

七
〇
〇



中
国
共
産
党
の
意
思
決
定
過
程
（
山
本
）

（
七
八
三
）

で
き
な
い
。
当
面
、
本
稿
で
得
た
知
見
と
二
〇
一
七
年
開
催
予
定
の
中
国
共
産
党
第
一
九
回
全
国
代
表
大
会
報
告
の
作
成
過
程
と
を
比
較

検
証
す
る
と
い
う
課
題
が
残
さ
れ
る
。
こ
の
習
近
平
体
制
下
に
お
け
る
党
の
意
思
決
定
過
程
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
検
証
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

注
：

（
1
） 

拙
稿｢

中
国
に
お
け
る
情
報
文
化
の
特
質｣

『
大
学
院
論
集
』
第
五
号
日
本
大
学
大
学
院
国
際
関
係
研
究
科
一
九
九
五
年
一
〇
月P

P
.177-197

（
2
） 

人
民
日
報
（
一
九
八
九
年
五
月
一
七
日
）
に
よ
る
と
、
当
時
訪
中
し
た
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
と
会
見
し
た
趙
紫
陽
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
・
・
・
一
三
期
一
中
全
会
は
次
の
よ
う
に
決
定
し
た
。
最
重
要
の
問
題
で
は
、
鄧
小
平
同
志
の
舵
取
り
が
依
然
必
要
で
あ
る
。
一
三
全
大
会
以
来
、

わ
れ
わ
れ
は
最
も
重
大
な
問
題
を
処
理
す
る
と
き
、
決
ま
っ
て
鄧
小
平
同
志
に
通
報
し
、
彼
に
教
え
を
請
う
。」。

（
3
） 

拙
稿｢

中
国
共
産
党
の
言
論
紀
律｣
『
国
際
関
係
研
究
』
第
八
巻
第
三
号
日
本
大
学
国
際
関
係
学
部
国
際
関
係
研
究
所
一
九
八
八
年
三
月

P
P
.143-170

（
4
） 

本

委
会

『
中
国
共

党

次
党

（
一
九
二
一
│
二
〇
一
二
）』
中
国
方
正
出
版
社
二
〇
一
二
年
一
一
月

（
5
） 

一
八
全
大
会
規
約
の
関
係
条
項
の
中
国
語
全
文
は
以
下
の
通
り
。

　
　
　
　
　

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

第
二
章　

党
的

制
度

第
十
条　

党
是
根
据
自
己
的

和
章
程
，
按
照
民
主
集
中
制

起
来
的

一
整
体
。
党
的
民
主
集
中
制
的
基
本
原

是
：

（
一
）
党

个
人
服
从
党
的

，
少
数
服
从
多
数
，
下

服
从
上

，
全
党
各
个

和
全
体
党

服
从
党
的
全
国
代
表
大
会
和
中
央

委

会
。

（
二
）
党
的
各

机

，
除
它

派
出
的
代
表
机

和
在
非
党

中
的
党

外
，
都
由

生
。

（
三
）
党
的
最
高

机

，
是
党
的
全
国
代
表
大
会
和
它
所

生
的
中
央
委

会
。
党
的
地
方
各

机

，
是
党
的
地
方
各

代
表
大
会
和

七
〇
一



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
七
八
四
）

它

所

生
的
委

会
。
党
的
各

委

会
向
同

的
代
表
大
会

并

告
工
作
。

（
四
）
党
的
上

要

常
听
取
下

和
党

群

的
意

，
及

解
决
他

提
出
的

。
党
的
下

既
要
向
上

示
和

告
工
作
，
又
要
独
立

地
解
决
自
己

范

内
的

。
上
下

之

要
互
通
情

、
互
相
支
持
和
互
相

督
。
党
的
各

要
按

定

行
党

公

，
使
党

党
内
事

有
更
多
的
了
解
和
参
与
。

（
五
）
党
的
各

委

会

行
集
体

和
个
人
分
工

相

合
的
制
度
。
凡
属
重
大

都
要
按
照
集
体

、
民
主
集
中
、
个

、
会

决
定
的
原

，
由
党
的
委

会
集
体

，
作
出
决
定；

委

会
成

要
根
据
集
体
的
决
定
和
分
工
，
切

履
行
自
己
的

。

（
六
）
党
禁
止
任
何
形
式
的
个
人
崇
拜
。
要
保

党
的

人
的
活

于
党
和
人
民
的

督
之
下
，
同

一
切
代
表
党
和
人
民
利
益
的

人
的
威
信
。

第
十
一
条　

党
的
各

代
表
大
会
的
代
表
和
委

会
的

生
，
要
体

人
的
意
志
。

采
用
无

名
投
票
的
方
式
。
候

人
名

要
由
党

和

人
充
分

∩
以
直
接
采
用
候

人
数
多
于

人
数
的
差

法

行
正
式

。
也
可
以
先
采
用
差

法

行

，

生
候

人
名

，
然
后

行
正
式

。

人
有
了
解
候

人
情
况
、
要
求
改

候

人
、
不

任
何
一
个
候

人
和
另

他
人
的

权
利
。
任
何

和
个
人
不
得
以
任
何
方
式
强
迫

人

或
不

某
个
人
。

党
的
地
方
各

代
表
大
会
和
基

代
表
大
会
的

，
如
果

生

反
党
章
的
情
况
，
上
一

党
的
委

会
在

核

后
，

作
出

无

效
和
采
取
相

措
施
的
决
定
，
并

再
上
一

党
的
委

会

批
准
，
正
式
宣
布

行
。

党
的
各

代
表
大
会
代
表

行
任
期
制
。

第
十
二
条　

党
的
中
央
和
地
方
各

委

会
在
必
要

召
集
代
表
会

，

和
决
定
需
要
及

解
决
的
重
大

。
代
表
会

代
表
的
名

和

生

法
，
由
召
集
代
表
会

的
委

会
决
定
。

第
十
三
条　

凡
是
成
立
党
的
新

，
或
是
撤

党
的
原
有

，
必

由
上

党

决
定
。

在
党
的
地
方
各

代
表
大
会
和
基

代
表
大
会

会
期

，
上

党
的

有
必
要

，
可
以

或
者
指
派
下

党

的

人
。

党
的
中
央
和
地
方
各

委

会
可
以
派
出
代
表
机

。

党
的
中
央
和
省
、
自
治
区
、
直

市
委

会

行
巡

制
度
。

七
〇
二



中
国
共
産
党
の
意
思
決
定
過
程
（
山
本
）

（
七
八
五
）

第
十
四
条　

党
的
各

机

，

同
下

有

的
重
要

作
出
决
定

，
在
通
常
情
况
下
，
要
征
求
下

的
意

。
要
保

下

能

正
常
行
使
他

的

权
。
凡
属

由
下

理
的

，
如
无
特
殊
情
况
，
上

机

不
要
干

。

第
十
五
条　

有

全
国
性
的
重
大
政
策

，
只
有
党
中
央
有
权
作
出
决
定
，
各
部

、
各
地
方
的
党

可
以
向
中
央
提
出
建

，
但
不
得
擅
自

作
出
决
定
和

外

表
主

。

党
的
下

必

决

行
上

的
决
定
。
下

如
果

上

的
决
定
不
符
合
本
地
区
、
本
部

的

情
况
，
可
以

求
改

；
如
果
上

持
原
决
定
，
下

必

行
，
并
不
得
公

表
不
同
意

，
但
有
权
向
再
上
一

告
。

党
的
各

的

刊
和
其
他
宣

工
具
，
必

宣

党
的
路

、
方

、
政
策
和
决

。

第
十
六
条　

党

决
定

，
必

行
少
数
服
从
多
数
的
原

。
决
定
重
要

，
要

行
表
决
。

于
少
数
人
的
不
同
意

，

当

真
考

。
如

重
要

生
争

，
双
方
人
数
接
近
，
除
了
在

急
情
况
下
必

按
多
数
意

行
外
，

当

作
出
决
定
，

一
步

研
究
，
交

意

，
下
次
再
表
决；
在
特
殊
情
况
下
，
也
可
将
争

情
况
向
上

告
，

求
裁
决
。

党

个
人
代
表
党

表
重
要
主

，
如
果
超
出
党

已
有
决
定
的
范

，
必

提
交
所
在
的
党

决
定
，
或
向
上

党

示
。
任
何
党

不

高
低
，
都
不
能
个
人
决
定
重
大

；

如
遇

急
情
况
，
必

由
个
人
作
出
决
定

，
事
后
要
迅
速
向
党

告
。

不
允

任
何

人

行
个
人

断
和
把
个
人
凌

于

之
上
。

第
十
七
条　

党
的
中
央
、
地
方
和
基

，
都
必

重

党
的
建

，

常

和

党
的
宣

工
作
、
教
育
工
作
、

工
作
、

律

工
作
、
群

工
作
、

一

工
作
等
，
注
意
研
究
党
内
外
的
思
想
政
治
状
况
。

第
三
章　

党
的
中
央

第
十
八
条　

党
的
全
国
代
表
大
会
每
五
年

行
一
次
，
由
中
央
委

会
召
集
。
中
央
委

会

有
必
要
，
或
者
有
三
分
之
一
以
上
的
省
一

提
出
要
求
，
全
国
代
表
大
会
可
以
提
前

行；

如
无
非
常
情
况
，
不
得
延
期

行
。

全
国
代
表
大
会
代
表
的
名

和

法
，
由
中
央
委

会
决
定
。

第
十
九
条　

党
的
全
国
代
表
大
会
的

权
是
：

七
〇
三



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
七
八
六
）

（
一
）
听
取
和

中
央
委

会
的

告；
（
二
）
听
取
和

中
央

律

委

会
的

告；
（
三
）

并
决
定
党
的
重
大

；

（
四
）
修
改
党
的
章
程；

（
五
）

中
央
委

会；

（
六
）

中
央

律

委

会
。

第
二
十
条　

党
的
全
国
代
表
会

的

权
是
：

和
决
定
重
大

；

整
和
增

中
央
委

会
、
中
央

律

委

会
的
部
分
成

。

整

和
增

中
央
委

及
候

中
央
委

的
数

，
不
得
超

党
的
全
国
代
表
大
会

出
的
中
央
委

及
候

中
央
委

各
自

数
的
五
分
之
一
。

第
二
十
一
条　

党
的
中
央
委

会
每
届
任
期
五
年
。
全
国
代
表
大
会
如
提
前
或
延
期

行
，
它
的
任
期
相

地
改

。
中
央
委

会
委

和
候

委

必

有
五
年
以
上
的
党

。
中
央
委

会
委

和
候

委

的
名

，
由
全
国
代
表
大
会
决
定
。
中
央
委

会
委

出
缺
，
由
中
央
委

会
候

委

按
照
得
票
多
少
依
次

。

中
央
委

会
全
体
会

由
中
央
政
治
局
召
集
，
每
年
至
少

行
一
次
。
中
央
政
治
局
向
中
央
委

会
全
体
会

告
工
作
，
接
受

督
。

在
全
国
代
表
大
会

会
期

，
中
央
委

会

行
全
国
代
表
大
会
的
决

，

党
的
全
部
工
作
，

外
代
表
中
国
共

党
。

第
二
十
二
条　

党
的
中
央
政
治
局
、
中
央
政
治
局
常

委

会
和
中
央
委

会

，
由
中
央
委

会
全
体
会

。
中
央
委

会

必

从
中
央
政
治
局
常

委

会
委

中

生
。

中
央
政
治
局
和
它
的
常

委

会
在
中
央
委

会
全
体
会

会
期

，
行
使
中
央
委

会
的

权
。

中
央

是
中
央
政
治
局
和
它
的
常

委

会
的

事
机

；
成

由
中
央
政
治
局
常

委

会
提
名
，
中
央
委

会
全
体
会

通

。

中
央
委

会

召
集
中
央
政
治
局
会

和
中
央
政
治
局
常

委

会
会

，
并
主
持
中
央

的
工
作
。

党
的
中
央

事
委

会

成
人

由
中
央
委

会
决
定
。

每
届
中
央
委

会

生
的
中
央

机

和
中
央

人
，
在
下
届
全
国
代
表
大
会

会
期

，

主
持
党
的

常
工
作
，
直
到
下
届
中
央

委

会

生
新
的
中
央

机

和
中
央

人

止
。

七
〇
四



中
国
共
産
党
の
意
思
決
定
過
程
（
山
本
）

（
七
八
七
）

第
二
十
三
条　

中
国
人
民
解
放

的
党

，
根
据
中
央
委

会
的
指
示

行
工
作
。
中
央

事
委

会
的
政
治
工
作
机

是
中
国
人
民
解
放

政
治
部
，

政
治
部

管
理

中
党
的
工
作
和
政
治
工
作
。

中
党
的

体
制
和
机

，
由
中
央

事
委

会
作
出

定
。

　
　
　
　
　

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

日
訳
に
つ
い
て
は｢

中
国
共
産
党
ニ
ュ
ー
ス｣

（w
w
w
.people.com

.cn.

）
に
準
拠
し
た
が
、
筆
者
が
一
部
未
訳
部
分
を
補
訳
、
一
部
訳
語
を
修

正
し
て
い
る
。

（
6
） 

一
二
全
大
会
規
約
の
関
係
条
項
の
中
国
語
全
文
は
以
下
の
通
り
。

　
　
　
　
　

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

第
二
章　

党
的

制
度

第
十
条　

党
是
根
据
自
己
的

和
章
程
，
按
照
民
主
集
中
制

起
来
的

一
整
体
。
它
在
高
度
民
主
的
基

上

行
高
度
的
集
中
。
党
的
民
主

集
中
制
的
基
本
原

是
：

（
一
）
党

个
人
服
从
党
的

，
少
数
服
从
多
数
，
下

服
从
上

，
全
党
各
个

和
全
体
党

服
从
党
的
全
国
代
表
大
会
和
中
央

委

会
。

（
二
）
党
的
各

机

，
除
它

派
出
的
代
表
机

和
在

党

中
的
党

外
，
都
由

生
。

（
三
）
党
的
最
高

机

，
是
党
的
全
国
代
表
大
会
和
它
所

生
的
中
央
委

会
。
党
的
地
方
各

机

，
是
党
的
地
方
各

代
表
大
会
和

它

所

生
的
委

会
。
党
的
各

委

会
向
同

的
代
表
大
会

并

告
工
作
。

（
四
）
党
的
上

要

常
听
取
下

和
党

群

的
意

，
及

解
决
他

提
出
的

。
党
的
下

既
要
向
上

示
和

告
工
作
，
又
要
独
立

地
解
决
自
己

范

内
的

。
上
下

之

要
互
通
情

、
互
相
支
持
和
互
相

督
。

（
五
）
党
的
各

委

会

行
集
体

和
个
人
分
工

相

合
的
制
度
。
凡
属
重
大

都
要
由
党
的
委

会
民
主

，
作
出
决
定
。

（
六
）
党
禁
止
任
何
形
式
的
个
人
崇
拜
。
要
保

党
的

人
的
活

于
党
和
人
民
的

督
之
下
，
同

一
切
代
表
党
和
人
民
利
益
的

人
的
威
信
。

第
十
一
条　

党
的
各

代
表
大
会
的
代
表
和
委

会
的

生
，
要
体

人
的
意
志
。

采
用
无

名
投
票
的
方
式
。
候

人
名

要
由
党

七
〇
五



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
七
八
八
）

和

人
充
分

。
可
以

生
候

人
名

，
然
后

行
正
式

。
也
可
以
不

，
采
用
候

人
数
多
于

人

数
的

法

行

。

人
有
了
解
候

人
情
况
、
要
求
改

候

人
、
不

任
何
一
个
候

人
和
另

他
人
的
权
利
。
任
何

和
个
人
不

得
以
任
何
方
式
强
迫

人

或
不

某
个
人
。

党
的
地
方
各

代
表
大
会

，
如
果

生

党
章
的
情
况
，
上
一

党
的
委

会
在

核

后
，

作
出

无
效
和
采
取
相

措

施
的
决
定
，
并

再
上
一

党
的
委

会

批
准
，
正
式
宣
布

行
。

第
十
二
条　

党
的

和

以
上
委

会
在
必
要

可
以
召
集
代
表
会

，

和
决
定
需
要
及

解
决
的
重
大

。
代
表
会

代
表
的
名

和

生

法
，
由
召
集
代
表
会

的
委

会
决
定
。

第
十
三
条　

凡
是
成
立
党
的
新

，
或
是
撤

党
的
原
有

，
必

由
上

党

决
定
。

党
的

和

以
上
委

会
可
以
派
出
代
表
机

。

在
党
的
地
方
各

代
表
大
会

会
期

，
上

党
的

有
必
要

，
可
以

或
者
指
派
下

党

的

人
。

第
十
四
条　

党
的
各

机

，

同
下

有

的
重
要

作
出
决
定

，
在
通
常
情
况
下
，
要
征
求
下

的
意

。
要
保

下

能

正
常
行
使
他

的

权
。
凡
属

由
下

理
的

，
如
无
特
殊
情
况
，
上

机

不
要
干

。

第
十
五
条　

有

全
国
性
的
重
大
政
策

，
只
有
党
中
央
有
权
作
出
决
定
，
各
部

、
各
地
方
的
党

可
以
向
中
央
提
出
建

，
但
不
得
擅
自

作
出
决
定
和

外

表
主

。

党
的
下

必

决

行
上

的
决
定
。
下

如
果

上

的
决
定
不
符
合
本
地
区
、
本
部

的

情
况
，
可
以

求

；

如
果
上

持
原
决
定
，
下

必

行
，
并
不
得
公

表
不
同
意

，
但
有
权
向
再
上
一

告
。

党
的
各

的

刊
和
其
他
宣

工
具
，
必

宣

党
的
路

、
方

、
政
策
和
决

。

第
十
六
条　

党

决
定

，
必

行
少
数
服
从
多
数
的
原

。

于
少
数
人
的
不
同
意

，

当

真
考

。
如

重
要

生
争

，
双
方
人
数
接
近
，
除
了
在

急
情
况
下
必

按
多
数
意

行
外
，

当

作
出
决
定
，

一
步

研
究
，
交

意

，
下
次
再

。

如
仍
不
能
作
出
决
定
，

将
争

情
况
向
上

告
，

求
裁
决
。

党

个
人
代
表
党

表
重
要
主

，
如
果
超
出
党
已
有
决
定
的
范

，
必

提
交

在
的
党

决
定
，
或
向
上

党

示
。

七
〇
六



中
国
共
産
党
の
意
思
決
定
過
程
（
山
本
）

（
七
八
九
）

任
何
党

不

高

，
都
不
能
个
人
决
定
重
大

；

如
遇

急
情
况
，
必

由
个
人
作
出
决
定

，
事
后
要
迅
速
向
党

告
。
不
允

任
何

人

行
个
人

断
和
把
个
人
凌

于

之
上
。

第
十
七
条　

党
的
中
央
、
地
方
和
基

，
都
必

重

党
的
建

，

常

和

党
的
宣

工
作
、
教
育
工
作
、

工
作
、

律

工
作
、
群

工
作
、

一

工
作
等
，
注
意
研
究
党
内
外
的
思
想
政
治
状
况
。

第
三
章　

党
的
中
央

第
十
八
条　

党
的
全
国
代
表
大
会
每
五
年

行
一
次
，
由
中
央
委

会
召
集
。
中
央
委

会

有
必
要
，
或
者
有
三
分
之
一
以
上
的
省
一

提
出
要
求
，
全
国
代
表
大
会
可
以
提
前

行；

如
无

常
情
况
，
不
得
延
期

行
。

全
国
代
表
大
会
代
表
的
名

和

法
，
由
中
央
委

会
决
定
。

第
十
九
条　

党
的
全
国
代
表
大
会
的

权
是
：

（
一
）
听
取
和

中
央
委

会
的

告；

（
二
）
听
取
和

中
央

委

会
、
中
央

律

委

会
的

告；

（
三
）

并
决
定
党
的
重
大

；

（
四
）
修

党
的
章
程；

（
五
）

中
央
委

会；

（
六
）

中
央

委

会
和
中
央

律

委

会
。

第
二
十
条　

党
的
中
央
委

会
每
届
任
期
五
年
。
全
国
代
表
大
会
如
提
前
或
延
期

行
，
它
的
任
期
相

地

。
中
央
委

会
委

和
候

委

必

有
五
年
以
上
的
党

。
中
央
委

会
委

和
候

委

的
名

，
由
全
国
代
表
大
会
决
定
。
中
央
委

会
委

出
缺
，
由
中
央
委

会
候

委

按
照
得
票
多
少
依
次

。

中
央
委

会
全
体
会

由
中
央
政
治
局
召
集
，
每
年
至
少

行
一
次
。

在
全
国
代
表
大
会

会
期

，
中
央
委

会

行
全
国
代
表
大
会
的
决

，

党
的
全
部
工
作
，

外
代
表
中
国
共

党
。

七
〇
七



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
七
九
〇
）

第
二
十
一
条　

党
的
中
央
政
治
局
、
中
央
政
治
局
常

委

会
、
中
央

和
中
央
委

会

，
由
中
央
委

会
全
体
会

。
中
央
委

会

必

从
中
央
政
治
局
常

委

会
委

中

生
。

中
央
政
治
局
和
它
的
常

委

会
在
中
央
委

会
全
体
会

会
期

，
行
使
中
央
委

会
的

权
。

中
央

在
中
央
政
治
局
和
它
的
常

委

会

下
，

理
中
央
日
常
工
作
。

中
央
委

会

召
集
中
央
政
治
局
会

和
中
央
政
治
局
常

委

会
会

，
并
主
持
中
央

的
工
作
。

党
的
中
央

事
委

会

成
人

由
中
央
委

会
决
定
。
中
央

事
委

会
主
席
，
必

从
中
央
政
治
局
常

委

会
委

中

生
。

每
届
中
央
委

会

生
的
中
央

机

和
中
央

人
，
在
下
届
全
国
代
表
大
会

会
期

，

主
持
党
的

常
工
作
，
直
到
下
届
中
央

委

会

生
新
的
中
央

机

和
中
央

人

止
。

第
二
十
二
条　

党
的
中
央

委

会
是
中
央
委

会
的
政
治
上
的
助
手
和
参

。
中
央

委

会
委

必

具
有
四
十
年
以
上
的
党

，

党

有

大

献
，
有

丰
富
的

工
作

，
在
党
内
外
有

高
声
望
。

中
央

委

会
每
届
任
期
和
中
央
委

会
相
同
。
它
的
常

委

会
和
主
任
、
副
主
任
，
由
中
央

委

会
全
体
会

，
并

中
央

委

会
批
准
。
中
央

委

会
主
任
必

从
中
央
政
治
局
常

委

会
委

中

生
。
中
央

委

会
委

可
以
列
席
中
央
委

会
全
体
会

；

它
的
副
主
任
可
以
列
席
中
央
政
治
局
全
体
会

；

在
中
央
政
治
局

必
要
的

候
，
中
央

委

会
的
常

委

也
可
以
列
席
中
央
政

治
局
全
体
会

。

中
央

委

会
在
中
央
委

会

下

行
工
作
，

党
的
方

、
政
策
的
制
定
和

行
提
出
建

，
接
受
咨

；

助
中
央
委

会

理
某
些
重
要

；

在
党
内
外
宣

党
的
重
大
方

、
政
策；

承
担
中
央
委

会
委
托
的
其
他
任

。

第
二
十
三
条　

中
国
人
民
解
放

的
党

，
根
据
中
央
委

会
的
指
示

行
工
作
。
中
国
人
民
解
放

政
治
部
是
中
央

事
委

会
的
政
治
工

作
机

，

管
理

中
党
的
工
作
和
政
治
工
作
。

中
党
的

体
制
和
机

，
由
中
央

事
委

会
作
出

定
。

　
　
　
　
　

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

（
7
） 

各
大
会
報
告
作
成
過
程
は
そ
れ
ぞ
れ
次
の｢

誕
生
記｣

に
基
づ
く
。

迈
向
新
世

的
宣
言
和

│
党
的
十
五
大

告

生
　

新

社
一
九
九
七
年
九
月
二
六
日

七
〇
八



中
国
共
産
党
の
意
思
決
定
過
程
（
山
本
）

（
七
九
一
）

克
思
主

的

性
文
献
│
党
的
十
六
大

告

生
　

新

社
二
〇
〇
二
年
一
一
月
二
〇
日

展
中
国
特
色
社
会
主

的
政
治
宣
言
和
行

│
党
的
十
七
大

告

生
　

新

社
二
〇
〇
七
年
一
〇
月
三
一
日

取
中
国
特
色
社
会
主

新

利
的
政
治
宣
言
和
行

│
党
的
十
八
大

告

生
　

新

社
二
〇
一
二
年
一
一
月
二
〇
日

な
お
、
本
稿
と
関
連
し
た
全
国
代
表
大
会
開
催
日
時
と
そ
れ
ぞ
れ
の
一
中
全
会
で
選
出
さ
れ
た
総
書
記
と
政
治
局
常
務
委
員
お
よ
び
党
員
総
数
は

下
記
の
通
り
。

○
中
国
共
産
党
第
一
二
回
全
国
代
表
大
会
（
一
九
八
二
年
九
月
一
日
│
九
月
一
一
日
）

総
書
記
胡
耀
邦
。
中
央
政
治
局
常
務
委
員
胡
耀
邦
、
葉
剣
英
、
鄧
小
平
、
趙
紫
陽
、
李
先
念
、
陳
雲
。
党
員
総
数
三
九
六
五
万
。

○
中
国
共
産
党
第
一
三
回
全
国
代
表
大
会
（
一
九
八
七
年
一
〇
月
二
五
日
│
一
一
月
一
日
）

総
書
記
趙
紫
陽
。
中
央
政
治
局
常
務
委
員
李
鵬
、
喬
石
、
胡
啓
立
、
姚
依
林
。
党
員
総
数
四
六
〇
〇
万
。

一
三
期
四
中
全
会
（
一
九
八
九
年
六
月
）
総
書
記
江
沢
。
中
央
政
治
局
常
務
委
員
江
沢
民
、
李
鵬
、
喬
石
、
姚
依
林
、
宋
平
、
李
瑞
環
。

○
中
国
共
産
党
第
一
四
回
全
国
代
表
大
会
（
一
九
九
二
年
一
〇
月
一
二
日
│
一
九
日
）

総
書
記
江
沢
民
。
中
央
政
治
局
常
務
委
員
江
沢
民
、
李
鵬
、
喬
石
、
李
瑞
環
、
朱
鎔
基
、
劉
華
清
、
胡
錦
濤
。
党
員
総
数
五
一
〇
〇
万
。

○
中
国
共
産
党
第
一
五
回
全
国
代
表
大
会
（
一
九
九
七
年
九
月
一
二
日
│
一
八
日
）

総
書
記
江
沢
民
。
中
央
政
治
局
常
務
委
員
江
沢
民
、
李
鵬
、
朱
鎔
基
、
李
瑞
環
、
胡
錦
濤
、
尉
健
行
、
李
嵐
清
。
党
員
総
数
五
八
〇
〇
万
。

○
中
国
共
産
党
第
一
六
回
全
国
代
表
大
会
（
二
〇
〇
二
年
一
一
月
八
日
│
一
四
日
）

総
書
記
胡
錦
濤
。
中
央
政
治
局
常
務
委
員
胡
錦
濤
、
呉
邦
国
、
温
家
宝
、
賈
慶
林
、
曽
慶
紅
、
黄
菊
、
呉
官
正
、
李
長
春
、
羅
幹
。
党
員
総
数

六
六
三
六
万
。

○
中
国
共
産
党
第
一
七
回
全
国
代
表
大
会
（
二
〇
〇
七
年
一
〇
月
一
五
日
│
二
一
日
）

総
書
記
胡
錦
濤
。
中
央
政
治
局
常
務
委
員
胡
錦
濤
、
呉
邦
国
、
温
家
宝
、
賈
慶
林
、
李
長
春
、
習
近
平
、
李
克
強
、
賀
国
強
、
周
永
康
。
党
員
総

七
〇
九



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
七
九
二
）

数
七
三
三
六
万
。

○
中
国
共
産
党
第
一
八
回
全
国
代
表
大
会
（
二
〇
一
二
年
一
一
月
八
日
│
一
四
日
）

総
書
記
習
近
平
。
中
央
政
治
局
常
務
委
員
習
近
平
、
李
克
強
、
張
徳
江
、
兪
正
声
、
劉
雲
山
、
王
岐
山
、
張
高
麗
。
党
員
総
数
八
五
一
二
万
。

（
8
）

小
平
理

大
旗

，
把
建

有
中
国
特
色
社
会
主

事

全
面
推
向
二
十
一
世

│
在
中
国
共

党
第
十
五
次
全
国
代
表
大
会
上
的

告
（
一
九
九
七
年
九
月
一
二
日
）

（
9
） 

全
面
建

小
康
社
会
，

中
国
特
色
社
会
主

事

新
局
面
│
在
中
国
共

党
第
十
六
次
全
国
代
表
大
会
上
的

告
（
二
〇
〇
二
年
一
一
月

八
日
）

（
10
） 

高

中
国
特
色
社
会
主

大
旗
　

取
全
面
建

小
康
社
会
新

利
而

斗
│
在
中
国
共

党
第
十
七
次
全
国
代
表
大
会
上
的

告

（
二
〇
〇
七
年
一
〇
月
一
五
日
）

（
11
） 

定
不
移
沿
着
中
国
特
色
社
会
主

道
路
前
　

全
面
建
成
小
康
社
会
而

斗
│
在
中
国
共

党
第
十
八
次
全
国
代
表
大
会
上
的

告

（
二
〇
一
二
年
一
一
月
八
日
）

（
12
） 

「

革
旗

高
高

《
中
共
中
央

于
全
面
深

改
革
若
干
重
大

的
决
定
》

生

」
新
華
網
二
〇
一
三
年
一
一
月
一
八
日
、「《
中

共
中
央

于
全
面
推

依
法
治
国
若
干
重
大

的
决
定
》

生

」
新
華
網
二
〇
一
四
年
一
〇
月
二
九
日

七
一
〇



デ
ー
ヴ
ィ
ッ
ド
・
キ
ャ
メ
ロ
ン
の
「
大
き
な
社
会
」
構
想
と
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
（
渡
辺
）

（
七
九
三
）

デ
ー
ヴ
ィ
ッ
ド
・
キ
ャ
メ
ロ
ン
の
「
大
き
な
社
会
」
構
想
と
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義

渡　
　

辺　
　

容
一
郎

Ⅰ
．
は
じ
め
に

Ⅱ
．「
大
き
な
社
会
」
構
想
の
概
要
と
特
質

Ⅲ
．
戦
後
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
と
の
関
連

Ⅳ
．
む
す
び
に
か
え
て

Ⅰ
．
は
じ
め
に

野
党
時
代
の
キ
ャ
メ
ロ
ン
（D

avid C
am

eron

）
党
首
に
よ
っ
て
表
明
さ
れ
た
「
大
き
な
社
会
」（B

ig S
ociety

）
構
想
は
、
二
〇
一
〇
年

イ
ギ
リ
ス
保
守
党
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
中
核
理
念
で
あ
る

（
1
）

。
こ
れ
ま
で
「
大
き
な
社
会
」
構
想
は
、
ニ
ュ
ー
レ
ー
バ
ー
（N

ew
 L

abour

）
と

論　

説

七
一
一



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
七
九
四
）

の
関
連
性
や
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
論
、
福
祉
国
家
論
な
ど
の
見
地
か
ら
論
じ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た

（
2
）

。

本
稿
は
、「
大
き
な
社
会
」
構
想
の
基
本
的
性
格
に
つ
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
保
守
党
政
治
家
の
政
治
思
想
、
即
ち
「
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
」

（B
ritish C

onservatism

）
と
の
関
連
性
、
あ
る
い
は
戦
後
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
に
お
け
る
位
置
づ
け
、
と
い
う
見
地
か
ら
再
検
討
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
。
提
唱
し
た
キ
ャ
メ
ロ
ン
自
身
イ
ギ
リ
ス
保
守
党
の
政
治
家
で
あ
る
以
上
、
そ
の
「
大
き
な
社
会
」
構
想
も
、
イ
ギ

リ
ス
保
守
主
義
の
伝
統
を
何
ら
か
の
形
で
継
承
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

先
ず
「
大
き
な
社
会
」
構
想
の
概
要
と
特
質
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
野
党
期
（
二
〇
〇
五
〜
二
〇
一
〇
年
）
お
よ
び
連
立
政
権
期

（
二
〇
一
〇
〜
二
〇
一
五
年
）
に
主
要
演
説
・
文
書
を
通
じ
て
公
表
さ
れ
た
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
の
関
連
諸
言
説
に
つ
い
て
分
析
す
る
。
同
時
に
、

「
大
き
な
社
会
」
構
想
に
関
す
る
代
表
的
な
見
解
や
評
価
に
つ
い
て
も
、
で
き
る
だ
け
言
及
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

さ
ら
に
、「
大
き
な
社
会
」
構
想
と
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
と
の
関
連
性
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
の
輪
郭
と
そ
の

捉
え
方
に
つ
い
て
、
若
干
の
説
明
と
分
析
を
行
う
。
そ
し
て
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
と
り
わ
け
戦
後
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
の
な
か

で
キ
ャ
メ
ロ
ン
保
守
主
義
と
キ
ャ
メ
ロ
ン
の
「
大
き
な
社
会
」
構
想
を
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
る
べ
き
か
考
察
し
て
い
く
。

Ⅱ
．「
大
き
な
社
会
」
構
想
の
概
要
と
特
質

そ
も
そ
も
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
が
描
く
「
大
き
な
社
会
」
と
は
一
体
ど
の
よ
う
な
社
会
な
の
か
。
そ
し
て
「
大
き
な
社
会
」
は
、
具
体
的
に

ど
の
よ
う
な
手
段
を
通
じ
て
構
築
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

本
章
で
は
、
野
党
党
首
時
代
と
首
相
（
連
立
与
党
）
時
代
と
に
区
分
し
て
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
の
公
式
演
説
内
容
や
党
政
策
文
書
等
の
時
系

列
的
展
開
を
手
が
か
り
に
、「
大
き
な
社
会
」
構
想
の
概
要
と
特
質
を
検
討
す
る
。

七
一
二



デ
ー
ヴ
ィ
ッ
ド
・
キ
ャ
メ
ロ
ン
の
「
大
き
な
社
会
」
構
想
と
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
（
渡
辺
）

（
七
九
五
）

⑴　

二
〇
〇
九
年
ヒ
ュ
ー
ゴ
・
ヤ
ン
グ
記
念
講
演
に
見
る
「
大
き
な
社
会
」
構
想
の
特
質

キ
ャ
メ
ロ
ン
が
「
大
き
な
社
会
」
構
想
を
初
め
て
公
式
に
表
明
し
た
の
は
、
二
〇
〇
九
年
一
一
月
一
〇
日
の
ヒ
ュ
ー
ゴ
・
ヤ
ン
グ
記
念

講
演

（
3
）

だ
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
念
講
演
で
な
さ
れ
た
キ
ャ
メ
ロ
ン
の
主
張
を
要
約
す
る
と
、
お
よ
そ
以
下
の
よ
う
な
内
容
に
な
る
と
思

わ
れ
る
。

「
こ
れ
ま
で
労
働
党
政
府
が
主
に
推
進
し
て
き
た
『
大
き
な
政
府
』（big governm

ent

）
の
時
代
は
終
わ
っ
た
。
優
し
さ
や
寛
容
さ
が
人

び
と
か
ら
奪
わ
れ
て
し
ま
っ
た
の
は
政
府
の
責
任
で
あ
る
。
保
守
党
が
次
期
総
選
挙
で
政
権
を
奪
回
し
た
暁
に
は
、
大
き
な
政
府
の
代
わ

り
に
『
大
き
な
社
会
』
の
構
築
を
目
指
す
。
大
き
な
政
府
の
代
替
物
、
即
ち
大
き
な
社
会
と
い
う
の
は
、
急
に
姿
を
現
わ
す
訳
で
は
な
い
。

先
ず
私
た
ち
が
政
府
の
活
動
に
関
心
を
持
っ
て
、
社
会
を
作
り
直
す
た
め
に
政
府
を
利
用
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

（
4
）

」

（
傍
線
引
用
者
）。

責
任
野
党
党
首
と
し
て
、
政
府
与
党
を
批
判
す
る
の
は
当
然
の
責
務
で
あ
る
。
し
か
し
、
代
替
案
の
源
と
し
て
「
大
き
な
社
会
」
と
い

う
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
（narrative （

5
）

）
を
示
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
（M

argaret T
hatcher

）
以
後
の
歴
代
保
守
党
党
首

│
メ
ー

ジ
ャ
ー
（John M

ajor

）、
ヘ
イ
グ
（W

illiam
 H

ague

）、
ダ
ン
カ
ン
ス
ミ
ス
（Iain D

uncan S
m
ith

）、
ハ
ワ
ー
ド
（M

ichael H
ow

ard

）

│

と
キ
ャ
メ
ロ
ン
と
の
〝
違
い
〞
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
ニ
ュ
ー
レ
ー
バ
ー
政
権
期
の
「
政
府
」
主
導
型
貧
困
対
策
等
に
よ
っ
て
人
び
と
の
政
府
依
存
度
が
ま
す
ま
す
高
ま
り
、
逆
に
自

己
中
心
主
義
ま
で
蔓
延
っ
て
し
ま
っ
た
。
他
方
で
、
人
び
と
の
責
任
感
や
義
務
感
は
さ
ら
に
弱
ま
り
、
結
果
的
に
貧
困
や
格
差
な
ど
を
拡

大
さ
せ
て
「
社
会
の
破
壊
」
と
い
う
現
状
に
つ
な
が
っ
た

（
6
）

と
さ
れ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
英
国
民
の
〝
モ
ラ
ル
面
〞
か
ら
見
る
と
、「
大
き

な
政
府
」
的
ア
プ
ロ
ー
チ
は
失
策
だ
っ
た
と
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
は
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

七
一
三



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
七
九
六
）

で
は
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
は
、
労
働
党
政
府
の
失
策
を
批
判
す
る
と
同
時
に
、
い
か
な
る
代
替
プ
ラ
ン
を
提
示
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
報
道

に
よ
る
と
、
そ
の
ポ
イ
ン
ト
は
以
下
の
二
点
に
要
約
で
き
る
。

●　

地
方
の
小
売
店
、
郵
便
局
、
タ
ウ
ン
ホ
ー
ル
な
ど
市
民
向
け
施
設
を
充
実
さ
せ
る
。

●　

一
六
歳
以
上
の
人
た
ち
が
地
域
活
動
に
従
事
で
き
る
よ
う
、「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
シ
チ
ズ
ン
・
サ
ー
ビ
ス
」（N

ational C
itizen 

S
ervice

）
を
新
た
に
導
入
す
る
。

そ
し
て
、
今
の
イ
ギ
リ
ス
に
必
要
な
の
は
、bigger governm

ent

で
は
な
くbigger society

で
あ
る
。
今
や
貧
困
と
闘
う
の
は
労

働
党
で
は
な
く
保
守
党
だ
と
力
説
し
て
い
る

（
7
）

。

当
然
の
ご
と
く
、
こ
の
段
階
で
は
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
い
う
か
総
論
的
内
容
で
あ
り
、
具
体
案
に
乏
し
い
点
は
否
め
な
い
し
、
や
む
を
得
な

い
の
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
同
記
念
講
演
で
明
ら
か
と
な
っ
た
「
大
き
な
社
会
」
構
想
の
特
質
と
し
て
、
単
な
る
政
府
与
党
批
判
に
終
始
せ
ず
、

一
九
九
七
年
以
後
の
保
守
党
で
久
し
く
見
ら
れ
な
か
っ
た
「
政
権
意
欲
」
や
「
適
応
性
」
が
明
確
に
意
識
さ
れ
て
い
る
点
を
挙
げ
る
こ
と

が
で
き
る
。
ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
の
現
状
を
「
壊
れ
た
社
会
」
と
認
識
し
た
り
、
そ
の
治
療
法
と
し
て
「
地
域
」
や
「
地
方
」「
市
民
」
な

ど
に
重
点
を
置
い
た
り
す
る
こ
と
で
、
英
国
民
一
人
ひ
と
り
の
「
生
き
方
」
の
改
善
も
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、

か
つ
て
の
サ
ッ
チ
ャ
リ
ズ
ム
を
彷
彿
さ
せ
る
よ
う
な
倫
理
面
の
変
革
を
キ
ャ
メ
ロ
ン
が
目
指
し
て
い
る
可
能
性
ま
で
指
摘
す
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
同
講
演
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
「
大
き
な
社
会
」
構
想
に
は
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
保
守
党
が
、
ニ
ュ
ー
レ
ー
バ
ー
と
も
、
メ
ー

ジ
ャ
ー
時
代
か
ら
ハ
ワ
ー
ド
時
代
ま
で
（
一
九
九
〇
〜
二
〇
〇
五
年
）
の
保
守
党
と
も
異
な
る
と
い
う
こ
と
、
換
言
す
れ
ば
キ
ャ
メ
ロ
ン
保

七
一
四



デ
ー
ヴ
ィ
ッ
ド
・
キ
ャ
メ
ロ
ン
の
「
大
き
な
社
会
」
構
想
と
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
（
渡
辺
）

（
七
九
七
）

守
党
が
潜
在
的
政
権
政
党
と
し
て
復
活
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
意
図
も
あ
っ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

報
道
に
よ
る
と
、
当
時
労
働
・
年
金
相
だ
っ
た
ク
ー
パ
ー
（Y

vette C
ooper

）
は
、
こ
の
構
想
を
サ
ッ
チ
ャ
リ
ズ
ム
へ
の
回
帰
に
過
ぎ

な
い
と
批
判
し
て
い
る

（
8
）

。
キ
ャ
メ
ロ
ン
の
「
大
き
な
社
会
」
構
想
が
サ
ッ
チ
ャ
リ
ズ
ム
の
再
主
張
な
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
後
ほ
ど

論
じ
る
こ
と
に
し
た
い
。

⑵　

二
〇
一
〇
年
保
守
党
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
見
る
「
大
き
な
社
会
」
構
想
の
具
体
的
内
容

周
知
の
よ
う
に
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
各
党
と
も
総
選
挙
終
了
と
同
時
に
次
期
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
作
成
準
備
を
始
め
る
。
そ
し
て
政
権
を
獲

得
し
て
与
党
と
な
れ
ば
、
そ
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
が
（
わ
が
国
の
首
相
所
信
表
明
／
施
政
方
針
演
説
に
該
当
す
る
）「
女
王
演
説
」
の
基
本
的
輪
郭

を
構
成
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
意
味
で
、
次
期
総
選
挙
に
向
け
た
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
文
言
と
内
容
は
、
各
党
が
政
策
文
書
の
検
討
と

〝
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
・
ア
ッ
プ
〞
を
重
ね
て
完
成
さ
せ
た
集
大
成
、
換
言
す
れ
ば
党
政
策
の
「
決
定
版
」
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
あ
る
。

そ
こ
で
今
度
は
、
二
〇
一
〇
年
保
守
党
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
内
容
を
吟
味
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
野
党
時
代
の
キ
ャ
メ
ロ
ン
が
「
大
き
な

社
会
」
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
か
明
ら
か
に
し
て
み
よ
う
。

二
〇
一
〇
年
保
守
党
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
内
容
は
、
以
下
の
五
大
テ
ー
マ
（
項
目
）
に
区
分
さ
れ
る
。

●　

経
済
を
変
え
る

●　

社
会
を
変
え
る

●　

政
治
を
変
え
る

●　

環
境
を
保
護
す
る

七
一
五



政
経
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究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
七
九
八
）

●　

国
益
を
擁
護
す
る

「
大
き
な
社
会
」
に
関
す
る
具
体
的
な
言
及
は
、
二
つ
目
の
「
社
会
を
変
え
る
」
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
ポ
イ
ン
ト
を
要
約
し

て
列
挙
す
る
と
、
お
よ
そ
以
下
の
よ
う
な
内
容
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

①
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
な
ら
び
に
根
深
い
社
会
問
題
の
解
決
に
お
い
て
、
社
会
企
業
・
チ
ャ
リ
テ
ィ
団
体
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等

が
主
導
的
役
割
を
果
た
せ
る
よ
う
に
す
る
。
そ
の
た
め
に
も
「
ビ
ッ
グ
・
ソ
サ
イ
エ
テ
ィ
銀
行
」（B

ig S
ociety B

ank

）
を
立
ち
上

げ
て
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
く
れ
る
社
会
企
業
等
を
強
化
・
支
援
し
て
い
く
。
こ
の
ビ
ッ
グ
・
ソ
サ
イ
エ
テ
ィ
銀
行
の
任
務

は
、
民
間
銀
行
の
休
眠
口
座
か
ら
調
達
し
た
資
金
を
基
金
と
し
て
、
近
隣
集
団
や
チ
ャ
リ
テ
ィ
団
体
、
社
会
企
業
、
そ
の
他
Ｎ
Ｇ
Ｏ

な
ど
の
設
立
用
・
支
援
用
資
金
を
提
供
す
る
こ
と
に
あ
る
。

②
イ
ギ
リ
ス
の
伝
統
と
も
言
う
べ
き
慈
善
事
業
に
代
表
さ
れ
る
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
部
門
こ
そ
、
イ
ギ
リ
ス
市
民
社
会
の
復
興
や
再
構
築
に

お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
す
存
在
だ
と
確
信
す
る
。
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
部
門
を
も
っ
と
安
心
・
安
定
さ
せ
る
た
め
、
助
成
金
の
公
平

な
扱
い
は
も
ち
ろ
ん
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
つ
い
て
は
、
競
争
原
理
に
基
づ
く
報
酬
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
く
。
さ
ら
に
、

社
会
企
業
・
チ
ャ
リ
テ
ィ
団
体
・
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
部
門
を
通
じ
て
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
促
進
す
る
た
め
、
地
方
公
共
団
体
と
も

連
携
し
て
い
く
。

③
保
守
党
の
究
極
的
な
目
標
は
、
大
人
た
ち
全
員
を
近
隣
集
団
の
積
極
的
な
メ
ン
バ
ー
に
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
地
域
開
発
の
た
め
、

近
隣
集
団
の
立
ち
上
げ
や
そ
の
成
長
を
奨
励
す
る
。
具
体
的
に
は
、
内
閣
府
予
算
を
利
用
し
て
、
近
隣
集
団
の
立
ち
上
げ
に
欠
か
せ

な
い
独
自
の
地
域
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー
を
養
成
す
る
資
金
や
最
貧
地
域
向
け
の
助
成
金
と
す
る
ほ
か
、
以
下
の
こ
と
を
実
施
す
る
。

七
一
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デ
ー
ヴ
ィ
ッ
ド
・
キ
ャ
メ
ロ
ン
の
「
大
き
な
社
会
」
構
想
と
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
（
渡
辺
）

（
七
九
九
）

●　

公
務
員
の
公
務
を
「
市
民
の
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
」
に
転
換
す
る
た
め
、
社
会
活
動
へ
の
参
加
が
公
務
員
に
よ
っ
て
き
ち
ん
と
称
賛

さ
れ
、
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
し
て
い
く
。

●　

近
隣
集
団
の
活
動
を
褒
め
称
え
、
積
極
的
な
参
加
を
さ
ら
に
促
す
た
め
、
年
に
一
度
「
ビ
ッ
グ
・
ソ
サ
イ
エ
テ
ィ
・
デ
イ
」
を
設

け
る
。

●　

社
会
企
業
の
支
援
等
に
尽
力
し
た
仲
介
団
体
（interm
ediary bodies

）
に
は
、
ビ
ッ
グ
・
ソ
サ
イ
エ
テ
ィ
銀
行
を
通
じ
て
資
金
を

配
分
す
る
。

④
地
元
の
人
も
他
所
か
ら
来
た
人
も
、
当
該
地
域
で
積
極
的
か
つ
責
任
あ
る
市
民
に
な
っ
て
も
ら
う
。
そ
の
ス
キ
ル
・
ア
ッ
プ
の
機
会

を
一
六
歳
以
上
の
人
び
と
に
提
供
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
シ
チ
ズ
ン
・
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
す
る
。
そ
の
た
め
に

も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
参
加
や
地
域
活
動
へ
の
参
加
に
不
安
が
残
ら
な
い
よ
う
工
夫
を
続
け
て
い
く

（
9
）

。

以
上
四
つ
の
ポ
イ
ン
ト
か
ら
、
以
下
の
二
点
が
明
ら
か
と
な
る
。

第
一
に
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
が
目
指
し
て
い
る
「
大
き
な
社
会
」
は
、「
大
き
な
政
府
」
に
よ
っ
て
構
築
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
従
来

的
な
「
小
さ
な
政
府
」
重
視
で
も
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。「
個
々
人
」
そ
の
も
の
を
強
調
す
る
と
い
う
よ
り
は
、「
地
域
・
地
方
・
市
民

社
会
的
諸
集
団
」
の
な
か
で
一
人
ひ
と
り
が
果
た
す
べ
き
役
割
や
責
任
を
強
調
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
う
し
た
意
味
で
、

キ
ャ
メ
ロ
ン
の
「
大
き
な
社
会
」
構
想
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
伝
統
的
ト
ー
リ
ー
主
義
や
新
自
由
主
義
等
を
基
調
と
し
た
サ
ッ
チ
ャ
リ

ズ
ム
へ
の
単
純
な
回
帰
・
再
主
張
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
。

因
み
に
サ
ッ
チ
ャ
ー
は
、
首
相
と
し
て
絶
頂
期
に
あ
っ
た
一
九
八
七
年
に
、（
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
る
）
次
の
よ
う
な
発
言
を
行
っ
た
こ

七
一
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と
で
知
ら
れ
て
い
る
。「
社
会
な
ん
て
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
る
の
は
一
人
ひ
と
り
の
男
と
女
、
そ
し
て
家
族
な
の
で
す
（T

here is no 

such thing as S
ociety.  T

here are individual m
en and w

om
en, and are fam

ilies. （
10
）

）」。

第
二
に
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
は
「
大
き
な
社
会
」
構
想
を
通
じ
て
「
政
府
介
入
」
の
あ
り
方
や
「
地
域
・
社
会
」
の
あ
り
方
の
見
直
し
を
求

め
る
と
同
時
に
、
英
国
民
一
人
ひ
と
り
の
「
生
き
方
」
の
見
直
し
ま
で
求
め
た
と
さ
れ
る
点
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
究
極
的
に
は
「
人
間

（
個
人
）
と
し
て
の
モ
ラ
ル
面
」
も
改
善
さ
れ
た
社
会
。
こ
れ
こ
そ
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
の
描
く
「
大
き
な
社
会
」
の
理
想
像
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
ま
た
、
自
由
競
争
原
理
を
完
全
に
は
否
定
し
て
い
な
い
こ
と
や
、
緊
縮
財
政
時
代
に
相
応
し
い
財
源
確
保
手
段
を
示
し
て
い
る
点

な
ど
も
、
そ
の
特
質
と
し
て
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

そ
の
意
味
で
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
の
「
大
き
な
社
会
」
構
想
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
再
生
の
み
な
ら
ず
例
え
ば
「
自
助
の
精
神
」
と
い
っ
た
ヴ
ィ

ク
ト
リ
ア
朝
的
個
人
主
義
の
価
値
観
復
活
も
目
指
し
た
と
さ
れ
る
そ
の
倫
理
面
に
お
い
て
の
み
、
サ
ッ
チ
ャ
リ
ズ
ム
と
も
一
部
重
な
る
と

こ
ろ
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
野
党
党
首
時
代
の
キ
ャ
メ
ロ
ン
が
考
え
て
い
た
「
大
き
な
社
会
」
構
想
は
、
当
時
の
労
働
党
政
権
の
政
策
理
念
に
対

抗
す
る
う
え
で
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
同
時
に
、
従
来
の
（
特
に
「
新
自
由
主
義
」
と
「
社
会
保
守
」
と
を
二
本
柱
と
す
る
サ
ッ
チ
ャ
リ
ズ
ム
的
な
）

保
守
党
イ
メ
ー
ジ
、
悪
く
言
え
ば
「
冷
酷
な
党
」（nasty party
）
と
い
う
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
す
る
こ
と
に
加
え
、
次
期
総

選
挙
で
政
権
を
奪
回
す
る
た
め
に
必
要
な
「
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
」
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

⑶　

二
〇
一
〇
年
連
立
政
権
綱
領
お
よ
び
政
府
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
見
る
「
大
き
な
社
会
」
構
想
の
展
開

次
に
、
首
相
（
連
立
与
党
）
時
代
の
キ
ャ
メ
ロ
ン
が
公
式
に
表
明
し
た
「
大
き
な
社
会
」
構
想
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
同
構
想
は
、

「
キ
ャ
メ
ロ
ン
保
守
党
・
ク
レ
ッ
グ
（N

ick C
legg

）
自
民
党
」
連
立
政
権
（
二
〇
一
〇
〜
二
〇
一
五
年
）
の
政
策
理
念
と
し
て
も
位
置
づ
け

七
一
八



デ
ー
ヴ
ィ
ッ
ド
・
キ
ャ
メ
ロ
ン
の
「
大
き
な
社
会
」
構
想
と
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
（
渡
辺
）

（
八
〇
一
）

ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
先
ず
、
二
〇
一
〇
年
連
立
政
権
綱
領

（
11
）

に
お
け
る
「
大
き
な
社
会
」
構
想
の
内
容
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
。

二
〇
一
〇
年
連
立
政
権
綱
領
は
、
二
〇
一
〇
年
五
月
一
一
日
の
最
終
合
意
（
連
立
協
定
）
を
受
け
て
、
両
党
党
首
（
首
相
お
よ
び
副
首
相
）

の
連
名
で

│
イ
ギ
リ
ス
で
は
も
ち
ろ
ん
異
例
だ
が

│
総
選
挙
後

・

・

・

・

に
発
表
さ
れ
た
「
連
立
政
権
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
」
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ

え
、「
大
き
な
社
会
」
構
想
は
既
述
の
保
守
党
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
内
容
以
上
に
詳
細
か
つ
具
体
的
に
示
さ
れ
て
い
る
と
思
い
が
ち
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、「
27
．
社
会
活
動
」
と
い
う
小
見
出
し
の
付
い
た
、「
大
き
な
社
会
」
構
想
に
関
す
る
具
体
案
七
つ
を
見
て
み
る
と
、
文
言

や
表
現
が
多
少
変
化
し
て
い
る
だ
け
で
、
前
述
の
保
守
党
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
示
さ
れ
た
内
容
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て
い
な
い
。

あ
と
は
、
こ
れ
ら
七
つ
の
具
体
案
の
直
前
に
、「
大
き
な
社
会
」
構
想
に
関
す
る
「
保
・
自
」
連
立
政
権
の
目
標
が
以
下
の
よ
う
に
述

べ
ら
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。

「
今
日
イ
ギ
リ
ス
が
直
面
し
て
い
る
社
会
的
・
経
済
的
・
政
治
的
難
題
に
取
り
組
む
う
え
で
必
要
不
可
欠
な
の
は
、
市
民
社
会
の
刷
新

と
市
民
社
会
へ
の
熱
意
で
あ
る
。
社
会
的
責
任
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
慈
善
事
業
を
支
援
・
奨
励
す
る
た
め
行
動
を
起
こ
し
て
い
く
と

同
時
に
、
人
び
と
が
自
分
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
よ
り
良
く
し
た
り
助
け
合
っ
た
り
す
る
際
に
、
も
っ
と
容
易
に
連
携
で
き
る
よ
う
改
善
し

て
い
く

（
12
）

」。

そ
こ
で
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
に
よ
る
具
体
的
か
つ
公
的
な
試
み
に
つ
い
て
も
考
察
す
る
た
め
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
で
公

開
さ
れ
た‘B

uilding the B
ig S

ociety ’

の
内
容
を
若
干
詳
細
に
分
析
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

同
文
書
は
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
保
守
党
と
い
う
よ
り
イ
ギ
リ
ス
政
府
・
連
立
政
権
と
し
て
の
立
場
か
ら
、「
大
き
な
社
会
」
構
想
を
多
少
詳

し
く
説
明
し
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
見
る
と
、
先
ず
「
大
き
な
社
会
」
の
「
社
会
」
と
は
、「
日
常
生
活
の
大
部
分
を
占
め
る

七
一
九
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（
八
〇
二
）

家
族
、
様
々
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
近
隣
住
民
と
の
付
き
合
い
、
そ
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
を
通
じ
て
構
成
さ
れ
た
社
会
を
指
し
て
い
る
こ

と
が
分
か
る
。

そ
し
て
、「
も
っ
と
大
き
く
て
力
強
い
」（bigger and stronger

）
社
会
の
構
築
を
連
立
政
権
は
望
ん
で
い
る
と
し
た
う
え
で
、
イ
ギ
リ

ス
が
直
面
す
る
難
題
を
解
決
す
る
た
め
に
も
、
人
び
と
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
、
も
っ
と
力
と
チ
ャ
ン
ス
と
責
任
を
与
え
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
市
民
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
地
方
政
府
の
連
携
が
大
切
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
権
限
と
情
報
を
こ
れ
ら
に
認
め
る

こ
と
で
、
い
わ
ゆ
る
「
大
き
な
社
会
」
は
実
現
で
き
る

（
13
）

と
説
く
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
保
守
党
と
自
民
党
と
の
間
で
合
意
に
至
っ
た
「
大
き
な
社
会
」
構
想
実
現
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
目
標
な
ら
び
に
諸
改
革
・
諸
政
策
）

の
包
括
的
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
と
し
て
、
同
文
書
で
は
、
以
下
の
五
つ
が
示
さ
れ
て
い
る
。

一
．
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
も
っ
と
力
を
与
え
る
。

二
．
当
該
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
い
て
、
も
っ
と
積
極
的
な
役
割
を
果
た
す
よ
う
奨
励
し
て
い
く
。

三
．
地
方
分
権
を
実
現
し
て
い
く
。

四
．
協
同
組
合
・
互
助
団
体
・
チ
ャ
リ
テ
ィ
団
体
・
社
会
企
業
を
支
援
し
て
い
く
。

五
．
政
府
所
有
デ
ー
タ
の
公
表
を
一
層
進
め
て
い
く

（
14
）

。

こ
れ
ら
五
つ
を
見
る
限
り
、「（
中
央
）
政
府
」
で
も
「
市
場
」
で
も
な
く
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
を
は
じ
め
「
地
方
」「
協
同
組
合
」「
互

助
団
体
」「
チ
ャ
リ
テ
ィ
団
体
」「
社
会
企
業
」
あ
る
い
は
「
Ｎ
Ｇ
Ｏ
」
な
ど
、
両
者
の
中
間
に
位
置
す
る
地
域
社
会
・
社
会
集
団
の
な
か

で
、
そ
れ
ら
に
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
関
与
す
る
よ
う
「
個
人
」
の
意
識
や
政
治
の
あ
り
方
を
変
え
て
い
こ
う
と
す
る
試
み
。
こ
れ
こ
そ
「
大
き

な
社
会
」
構
想
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

七
二
〇



デ
ー
ヴ
ィ
ッ
ド
・
キ
ャ
メ
ロ
ン
の
「
大
き
な
社
会
」
構
想
と
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
（
渡
辺
）

（
八
〇
三
）

さ
ら
に
こ
れ
ら
五
つ
を
見
て
い
く
と
、
前
述
し
た
野
党
時
代
の
演
説
や
文
書
な
ど
に
比
べ
て
、
そ
の
中
身
が
多
少
具
体
化
さ
れ
た
感
も

あ
る
。
こ
こ
で
示
さ
れ
た
具
体
策
の
骨
子
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
．
当
該
地
域
住
民
の
意
思
を
重
視
し
て
都
市
計
画
シ
ス
テ
ム
を
抜
本
的
に
改
革
す
る
こ
と
や
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
権
限
を
増
大
し
て

若
手
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー
を
育
成
し
た
り
、
近
隣
団
体
の
創
設
を
支
援
し
た
り
し
て
い
く
。

二
．
前
述
の
「
ビ
ッ
グ
・
ソ
サ
イ
エ
テ
ィ
・
デ
イ
」
や
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
シ
チ
ズ
ン
・
サ
ー
ビ
ス
」
を
導
入
す
る
。

三
．
地
方
政
府
の
財
政
的
自
立
を
促
進
し
て
、
地
方
議
会
の
競
争
力
と
権
限
を
強
化
す
る
。

四
．
こ
れ
ら
諸
団
体
に
よ
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
運
営
関
与
を
支
援
し
、
公
共
部
門
従
業
員
主
体
の
協
同
組
合
設
立
権
・
サ
ー
ビ
ス
提
供
権

を
認
可
し
、
前
述
し
た
ビ
ッ
グ
・
ソ
サ
イ
エ
テ
ィ
銀
行
を
設
立
し
、
そ
れ
に
基
づ
く
諸
団
体
向
け
資
金
提
供
を
実
施
し
、「
デ
ー

タ
権
」
を
認
め
る
こ
と
に
伴
う
情
報
公
開
と
そ
の
活
用
を
促
進
し
、
そ
し
て
地
域
犯
罪
デ
ー
タ
の
公
表
を
警
察
に
義
務
づ
け
て
、

犯
罪
防
止
実
績
に
関
す
る
警
察
の
説
明
責
任
を
明
確
に
す
る

（
15
）

。

こ
こ
か
ら
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
「
大
き
な
社
会
」
構
想
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
地
方
、
社
会
企
業
等
へ
の
）
権
限

移
譲
、
そ
れ
に
伴
う
公
共
サ
ー
ビ
ス
充
実
化
、
社
会
活
動
に
関
す
る
人
材
活
用
と
育
成
、
情
報
公
開
と
説
明
責
任
の
強
化
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
な
ど
に
対
す
る
人
び
と
の
意
識
改
革
、
な
ど
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
換
言
す
れ
ば
こ
れ
ら
は
、
政
府
負
担
の
軽
減
、
即
ち

「
労
働
党
政
権
時
代
に
見
ら
れ
た
積
極
的
財
政
出
動⇒

財
政
悪
化
」
批
判
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
伴
う
官
僚
主
義
批
判
と
も
表
裏
一
体
で
あ

る
こ
と
が
分
か
る
。

し
た
が
っ
て
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
の
「
大
き
な
社
会
」
構
想
は
、
政
府
や
市
場
以
外
の
地
域
・
集
団
等
を
重
視
す
る
と
い
う
意
味
で
、
い
わ

ば
「
大
き
な
政
府
」
に
依
存
し
な
い
「
新
し
い
社
会
」
創
り
の
構
想
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
ニ
ュ
ー
レ
ー
バ
ー
政
権
期
の

七
二
一



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
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〇
四
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「
負
の
遺
産
」
を
処
理
す
る
と
同
時
に
、「
新
し
い
」
保
守
党
と
し
て
、
従
来
と
は
異
な
る
代
替
案
を
提
示
す
る
役
割
も
担
っ
て
い
た
の
で

あ
る
。

⑷　

二
〇
一
〇
年
リ
ヴ
ァ
プ
ー
ル
演
説
に
お
け
る
「
大
き
な
社
会
」
構
想
と
評
価

最
後
に
、
首
相
就
任
か
ら
二
か
月
後
の
二
〇
一
〇
年
七
月
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
が
リ
ヴ
ァ
プ
ー
ル
で
行
っ
た
演
説
に
基
づ
い
て
「
大
き
な
社

会
」
構
想
の
内
容
を
検
討
す
る
と
同
時
に
、
同
演
説
に
対
す
る
評
価
・
反
応
な
ど
を
見
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。
同
演
説
は
、
Ｂ
Ｂ
Ｃ
の

報
道
な
ど
に
よ
り
、
一
般
に
「
ビ
ッ
グ
・
ソ
サ
イ
エ
テ
ィ
・
プ
ラ
ン
開
始
演
説

（
16
）

」
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

同
演
説
に
お
け
る
主
張
の
骨
子
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

●　

様
々
な
団
体
が
郵
便
局
や
図
書
館
、
運
送
サ
ー
ビ
ス
を
運
営
し
た
り
、
住
宅
計
画
を
立
て
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
く
べ
き
で
あ
る
。

●　

財
政
赤
字
削
減
は
自
分
の
義
務
で
あ
る
。
同
時
に
、
個
人
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
も
っ
と
多
く
の
自
己
決
定
権
を
与
え
る
こ
と
は
、

二
〇
〇
五
年
に
保
守
党
党
首
に
就
任
し
て
以
来
強
調
し
て
き
た
哲
学
で
も
あ
る
。

●　
「
大
き
な
社
会
」
実
現
の
た
め
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
自
治
体
と
し
て
、
リ
ヴ
ァ
プ
ー
ル

（
17
）

、
カ
ン
ブ
リ
ア
州
イ
ー
デ
ン
・
ヴ
ァ
リ
ー
、

ウ
ィ
ン
ザ
ー
＆
メ
イ
デ
ン
ヘ
ッ
ド
、
そ
し
て
ロ
ン
ド
ン
市
サ
ッ
ト
ン
区
、
合
計
四
つ
の
地
域
を
指
定
す
る
。

●　

こ
れ
ら
の
計
画
を
通
じ
て
、「
ホ
ワ
イ
ト
ホ
ー
ル
の
エ
リ
ー
ト
た
ち
」
か
ら
「
街
を
歩
く
男
女
」
へ
、
最
大
限
か
つ
ド
ラ
マ

テ
ィ
ッ
ク
に
力
が
再
配
分
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

●　

私
た
ち
が
必
要
と
す
る
の
は
、
大
き
な
社
会
の
構
築
に
役
立
つ
政
府
で
あ
る
。

●　

こ
の
プ
ラ
ン
は
、
今
後
予
定
さ
れ
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
支
出
大
幅
削
減
の
「
穴
埋
め
」
的
代
替
案
で
は
な
い

（
18
）

。 七
二
二
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「
大
き
な
社
会
」
を
構
築
す
る
た
め
パ
イ
ロ
ッ
ト
自
治
体
を
具
体
的
に
四
つ
示
し
た
こ
と
を
除
け
ば
、
こ
れ
ま
で
の
演
説
や
文
書
に
見

ら
れ
る
内
容
と
さ
ほ
ど
大
き
な
違
い
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、「
大
き
な
社
会
」
構
想
は
政
府
の
財
政
赤

字
大
幅
削
減
に
伴
う
支
出
カ
ッ
ト
の
代
替
案
な
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
念
が
、
ど
う
し
て
も
払
拭
で
き
な
い
点
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
団
体
や
労
働
党
な
ど
が
懸
念
し
て
い
る
よ
う
に
、
保
守
党
が
主
張
し
て
き
た
「
経
済
成
長
よ
り
も
債
務
削
減
を

優
先
す
る
」
財
政
緊
縮
策
と
「
大
き
な
社
会
」
構
想
が
、
果
た
し
て
両
立
可
能
な
の
か
と
い
う
疑
問
も
当
然
生
じ
て
く
る
。
実
際
、
上
述

し
た
パ
イ
ロ
ッ
ト
自
治
体
の
な
か
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
活
動
資
金
な
ど
を
（
中
央
お
よ
び
地
方
）
政
府
か
ら
の
補
助
金
に
大
き
く
依

存
す
る
自
治
体
も
あ
る
。
そ
の
た
め
、
政
府
に
よ
る
支
出
削
減
の
煽
り
を
受
け
て
、
肝
心
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
の
活
動
資
金
が
不
足

す
る
事
態
ま
で
生
じ
た
地
域
も
あ
る
と
い
う
〔
註（
17
）を
参
照
〕。

一
連
の
「
大
き
な
社
会
」
構
想
に
賛
否
両
論
あ
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
全
国
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
協
議
会
（the N

ational C
ouncil for 

V
oluntary O

rganisations

）
は
、
こ
の
「
大
き
な
社
会
」
構
想
の
『
理
念
』
に
関
し
て
は
歓
迎
し
て
い
る
も
の
の
、
従
来
以
上
に
責
任
が

伴
う
よ
う
に
な
る
こ
と
や
、
予
算
面
な
ど
の
『
現
状
』
に
つ
い
て
は
、
多
少
懸
念
も
表
明
し
て
い
る
。
ま
た
、
あ
る
労
組
幹
部
は
、
公
共

サ
ー
ビ
ス
は
き
ち
ん
と
確
立
さ
れ
た
規
定
に
従
っ
て
な
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
、
所
定
の
日
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
る
べ
き
も

の
で
は
な
い
。
政
府
は
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
手
抜
き
を
す
る
た
め
、
こ
う
い
う
プ
ラ
ン
を
出
し
た
だ
け
で
は
な
い
か
と
批
判
し
て
い
る

（
19
）

。

さ
ら
に
「
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
と
の
関
連
や
、
そ
の
な
か
で
の
位
置
づ
け
」
と
い
う
本
稿
の
テ
ー
マ
と
最
も
関
係
の
深
い
批
評
・
指
摘

は
、
当
時
影
の
閣
僚
だ
っ
た
労
働
党
の
ジ
ョ
エ
ル
（T

essa Jow
ell

）
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
彼
女
に
よ
る
と
、
こ
の
キ
ャ
メ
ロ
ン
演
説

は
「
労
働
党
政
府
が
既
に
実
行
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
ネ
ッ
ク
レ
ス
を
か
け
て
イ
メ
ー
ジ
チ
ェ
ン
ジ
を
狙
っ
た
も
の
で
あ
る
。
地
方
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
と
の
連
携
を
通
じ
て
わ
が
党
の
仕
事
を
継
続
す
る
と
し
た
連
立
政
権
の
決
断
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
歓
迎
す
る
。
し
か
し
、
か
か

七
二
三
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る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
資
金
や
資
源
が
豊
富
か
否
か
に
よ
っ
て
そ
の
実
現
も
左
右
さ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
連
立
政
権
に
よ
る
大
幅
な
公
共

支
出
削
減
を
通
じ
て
市
民
社
会
が
『
よ
り
大
き
く
』
な
る
か
ど
う
か
は
極
め
て
怪
し
い

（
20
）

」
と
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
の
「
大
き
な
社
会
」
構
想
に
関
し
て
は
、
サ
ッ
チ
ャ
リ
ズ
ム
と
の
関
連
性
は
も
ち
ろ
ん
、
ニ
ュ
ー
レ
ー

バ
ー
と
の
一
部
類
似
性
と
い
う
見
地
か
ら
、
今
後
の
実
際
的
展
開
や
そ
の
成
否
な
ど
を
さ
ら
に
考
察
し
て
い
く
必
要
も
あ
る
と
言
え
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
キ
ャ
メ
ロ
ン
が
描
い
た
「
大
き
な
社
会
」
構
想
は
、
サ
ッ
チ
ャ
リ
ズ
ム
的
要
素
の
一
部
（
特
に
緊
縮
・
自
由
競
争
原
理
の

是
認
、
人
び
と
の
生
き
方
・
意
識
も
し
く
は
価
値
観
を
変
え
よ
う
と
す
る
試
み
）
と
、
若
干
の
ニ
ュ
ー
レ
ー
バ
ー
的
要
素
（
と
り
わ
け
地
方
分
権
の

重
視
）
を
、
そ
れ
ぞ
れ
少
し
ず
つ
、
批
判
も
含
め
て
継
承
す
る
と
同
時
に
、
潜
在
的
政
権
政
党
と
し
て
保
守
党
が
生
ま
れ
変
わ
っ
た
こ
と

を
有
権
者
に
示
す
代
替
的
「
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
」
と
し
て
の
役
割
も
伴
う
も
の
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
具
体
的
成
果
に
つ
い
て
の
評
価

や
、
と
り
わ
け
財
源
に
関
す
る
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
「
大
き
な
社
会
」
構
想
は
、「
政
府
」
や
「
市
場
」
で
は
な
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
「
社
会
」
の
役

割
に
ウ
ェ
イ
ト
を
置
く
構
想
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
そ
の
意
味
で
同
構
想
は
、
複
雑
か
つ
多
様
化
し
た
二
一
世
紀
型
社
会
に
相

応
し
い
「
個
人
と
政
府
の
あ
り
方
に
関
す
る
哲
学
」
と
い
う
側
面
も
備
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

Ⅲ
．
戦
後
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
と
の
関
連

既
述
の
よ
う
に
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
の
「
大
き
な
社
会
」
構
想
に
は
、
サ
ッ
チ
ャ
リ
ズ
ム
的
要
素
も
一
部
見
ら
れ
る
。
だ
と
す
れ
ば
「
大
き

な
社
会
」
構
想
は
、
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
位
置
づ
け
が
な
さ
れ
る
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

今
度
は
、
こ
う
し
た
問
題
を
解
明
す
る
た
め
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
保
守
主
義
の
特
質
、
そ
し
て
戦
後
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
の
全
体
像
や
基
本

七
二
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的
性
格
な
ど
に
つ
い
て
も
説
明
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

⑴　

キ
ャ
メ
ロ
ン
保
守
主
義
と
「
大
き
な
社
会
」
構
想

サ
ッ
チ
ャ
ー
以
後
の
歴
代
保
守
党
党
首
の
な
か
で
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
ほ
ど
様
々
な
レ
ッ
テ
ル
が
貼
ら
れ
た
党
首
は
、
お
そ
ら
く
い
な
い
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
は
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
の
こ
れ
ま
で
の
代
表
的
な
言
説
を
手
が
か
り
と
し
て
、
最
新
の
研
究
成
果
も
踏
ま
え
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
保
守
主

義
の
特
質
を
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。
紙
幅
の
関
係
で
そ
の
全
て
を
検
討
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
保
守
主
義
に
関
す
る

先
行
研
究
で
比
較
的
引
用
さ
れ
る
こ
と
の
多
か
っ
た
（
主
に
党
首
就
任
後
の
）
代
表
的
諸
言
説
と
し
て
は
、
以
下
の
も
の
を
挙
げ
る
こ
と
が

で
き
る
。

●　
「
私
と
し
て
は
、
現
代
的
で
思
い
や
り
の
あ
る
保
守
主
義
（m

odern com
passionate C

onservatism （
21
）

）
を
、
わ
が
国
に
提
供
し
た
い
。

今
の
時
代
、
今
の
わ
が
国
に
相
応
し
い
の
が
そ
れ
だ
か
ら
で
あ
る
」（
二
〇
〇
五
年
保
守
党
党
首
選
挙
、
当
選
受
諾
演
説
）

●　
「
私
は
ブ
レ
ア
の
後
継
者
だ
」（
二
〇
〇
五
年
一
〇
月
三
日
、
各
紙
論
説
委
員
へ
の
書
簡
）

●　
「
わ
が
党
の
歴
史
を
振
り
返
れ
ば
、
政
治
的
に
成
功
す
る
た
め
勝
ち
取
ら
ね
ば
な
ら
な
い
地
盤
が
一
目
瞭
然
と
な
る
。
セ
ン
タ
ー

グ
ラ
ン
ド
（the centre ground （

22
）

）
が
そ
れ
だ
」（
二
〇
〇
六
年
ボ
ー
ン
マ
ス
で
の
党
首
演
説
）

●　
「
か
つ
て
ト
ニ
ー
・
ブ
レ
ア
は
、
教
育
、
教
育
、
教
育
と
、
同
じ
言
葉
を
三
回
使
っ
て
そ
の
優
先
す
べ
き
政
策
を
説
明
し
た
。
私

の
場
合
、
そ
れ
に
該
当
す
る
言
葉
は
Ｎ
Ｈ
Ｓ
で
あ
る
」（
同
上
）

●　
「
か
つ
て
保
守
党
と
自
民
党
と
の
間
で
合
意
で
き
な
か
っ
た
諸
問
題
、
即
ち
地
方
分
権
、
イ
ラ
ク
問
題
、
そ
し
て
環
境
問
題
に
つ

い
て
、
今
で
は
両
党
と
も
合
意
に
至
っ
て
い
る
。
私
は
リ
ベ
ラ
ル
な
保
守
主
義
者
（a liberal C

onservative

）
だ
」（
二
〇
〇
六
年

七
二
五
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二
月
七
日
、D

unferm
line and W

est F
ife

補
欠
選
挙
で
の
選
挙
区
民
メ
ッ
セ
ー
ジ
）

●　
「
わ
れ
わ
れ
の
哲
学

│
リ
ベ
ラ
ル
な
保
守
主
義

│
は
、
わ
が
国
が
直
面
し
て
い
る
大
き
な
難
題
に
対
す
る
応
え
な
の
で
あ
る
。

現
代
的
で
、
穏
健
な
保
守
党
（the m

odern, m
oderate C

onservative P
arty

）
に
は
、
こ
の
哲
学
を
信
じ
る
全
て
の
人
が
待
ち
望

ん
で
い
た
居
場
所
が
あ
る
」（
二
〇
〇
七
年
バ
ー
ス
演
説

（
23
）

）

か
よ
う
な
諸
言
説
に
加
え
、
主
な
キ
ャ
メ
ロ
ン
演
説
で
表
明
さ
れ
た
「
大
き
な
社
会
」
構
想
に
通
じ
る
言
説
と
し
て
、
次
の
三
つ
を
挙

げ
て
お
き
た
い
。

●　
「
善
と
悪
、
こ
う
し
た
言
葉
の
使
用
を
拒
絶
す
る
こ
と
は
、
個
人
責
任
の
否
定
、
そ
し
て
道
徳
的
選
択
と
い
う
観
念
の
否
定
に
つ

な
が
る
。
…
…
わ
が
国
の
壊
れ
た
社
会
を
修
繕
し
、
強
い
社
会
を
構
築
す
る
の
に
必
要
な
価
値
は
、
家
庭
や
家
族
の
な
か
で
教
え

て
も
ら
う
べ
き
で
あ
る
」（
二
〇
〇
八
年
グ
ラ
ス
ゴ
ー
「
壊
れ
た
社
会
」
演
説
）

●　
「
私
自
身
の
、
そ
し
て
保
守
党
の
主
要
任
務
は
、
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
サ
ッ
チ
ャ
ー
が
経
済
面
で
見
せ
た
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
改
革
を
社

会
面
で
も
行
う
こ
と
な
の
で
あ
る
」（
二
〇
〇
八
年
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
党
大
会
党
首
演
説
）

●　

こ
れ
は
厳
し
く
厄
介
な
仕
事
に
な
る
だ
ろ
う
。
連
立
政
権
と
し
て
は
、
何
に
で
も
挑
戦
し
て
い
く
つ
も
り
だ
。
そ
れ
で
も
私
は
、

家
族
の
再
建
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
建
、
と
り
わ
け
英
国
民
の
責
任
感
の
再
建

│
こ
う
し
た
価
値
に
基
礎
づ
け
ら
れ
た
、
強
く

て
安
定
し
た
政
府
を
皆
と
一
緒
に
つ
く
れ
る
と
信
じ
て
い
る
」（
二
〇
一
〇
年
総
選
挙
勝
利
演
説

（
24
）

）（
傍
線
引
用
者
）

以
上
の
諸
言
説
を
見
て
も
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
の
「
大
き
な
社
会
」
構
想
に
、
サ
ッ
チ
ャ
リ
ズ
ム
的
特
徴
の
一
部
や
若
干
の
ニ
ュ
ー
レ
ー

バ
ー
的
要
素
が
そ
れ
な
り
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
以
上
の
諸
言
説
を
総
合
し
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
保
守
主
義
を
要
約
す
る
な
ら
、
さ
し
あ
た
り
「
自
民
党
と
の
政
策
協
力
も

七
二
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視
野
に
入
れ
た
、
現
代
的
か
つ
穏
健
な
中
道
路
線
を
目
指
す
リ
ベ
ラ
ル
な
保
守
主
義
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

と
は
い
え
、
既
述
の
よ
う
に
キ
ャ
メ
ロ
ン
は
、
自
由
競
争
原
理
や
「
善
・
悪
」
と
い
う
価
値
観
に
加
え
、「
家
庭
や
家
族
」
の
役
割
も

そ
れ
な
り
に
重
視
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、「
新
自
由
主
義
と
社
会
保
守
」
を
基
調
と
す
る
サ
ッ
チ
ャ
リ
ズ
ム
的
価
値
観
を
完
全
に
否
定

し
て
い
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
む
し
ろ
そ
う
し
た
価
値
観
を
若
干
備
え
な
が
ら
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
と
も
異
な
る
独
自
の
保
守
主
義
を
模
索

し
て
い
た
（
あ
る
い
は
模
索
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
）
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
れ
ま
で
の
考
察
を
踏
ま
え
る
と
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
の
保
守
主
義
と
そ
の
「
大
き
な
社
会
」
構
想
と
を
結
び
つ
け
る
一

つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
上
記
の
「
現
代
的
で
思
い
や
り
の
あ
る
保
守
主
義
」
だ
と
言
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
具
体
的
な
政
策
目
標
は
、

二
〇
〇
六
年
の
時
点
で
、
既
に
キ
ャ
メ
ロ
ン
に
よ
っ
て
表
明
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る

（
25
）

。
具
体
的
に
は
、
①
「
政
府
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ

る
と
い
う
よ
り
、
政
府
に
よ
っ
て
保
証
さ
れ
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
（
Ｎ
Ｈ
Ｓ
の
拡
充
、
民
間
部
門
等
へ
の
関
与
も
視
野
）」（
傍
線
引
用
者
）、
②

「
富
裕
層
で
は
な
く
、
恵
ま
れ
な
い
人
び
と
を
手
助
け
す
る
た
め
の
政
策
作
り
」、
③
「
地
方
分
権
の
充
実
化
」
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。

こ
れ
ら
を
見
る
限
り
「
大
き
な
社
会
」
構
想
は
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
保
守
主
義
の
い
わ
ば
中
核
を
成
す
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
あ
る
い
は
政
策
理
念
と

し
て
理
解
で
き
る
。
ま
た
、
保
守
党
の
イ
メ
ー
ジ
を
改
善
し
、
党
「
現
代
化
」（m

odernisation （
26
）

）
を
実
現
す
る
う
え
で
も
、
そ
れ
は
必
要

不
可
欠
な
存
在
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
の
保
守
主
義
と
「
大
き
な
社
会
」
構
想
に
は
、
一
定
の
関
連
性
が
見
出
せ
る
の
で
あ
る
。

⑵　

戦
後
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
の
基
本
的
性
格

だ
と
す
れ
ば
、「
大
き
な
社
会
」
構
想
と
関
連
の
あ
る
キ
ャ
メ
ロ
ン
保
守
主
義
は
、
と
り
わ
け
戦
後
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
全
体
の
な
か

で
、
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

七
二
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こ
の
点
に
つ
い
て
解
明
す
る
た
め
、
先
ず
、
標
準
的
な
政
治
学
テ
キ
ス
ト
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
で
何
度
も
版
を
重
ね
て
き
た

D
evelopm

en
ts in

 B
ritish

 P
olitics

シ
リ
ー
ズ
の
パ
ー
ト
4
で
編
著
者
ダ
ン
リ
ー
ヴ
ィ
ー
（P

atrick D
unleavy

）
が
示
し
て
い
る
、「
戦

後
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
」
の
基
本
的
輪
郭
モ
デ
ル
（
以
下
、
ダ
ン
リ
ー
ヴ
ィ
ー
・
モ
デ
ル
）
の
内
容
か
ら
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。　

❶　

ダ
ン
リ
ー
ヴ
ィ
ー
・
モ
デ
ル
と
「
大
き
な
社
会
」
構
想

ダ
ン
リ
ー
ヴ
ィ
ー
は
、
戦
後
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
を
、「
国
民
国
家
志
向⇔

個
人
主
義
志
向
」
な
ら
び
に
「
平
等
（
政
府
介
入
）
志
向

⇔

不
平
等
（
自
由
放
任
）
志
向
」
と
い
う
二
つ
の
尺
度
を
基
軸
と
し
て
、
図
1
の
と
お
り
四
種
類
に
分
類
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
分
類
法
に
基
づ
く
保
守
主
義
者
へ
の
「
レ
ッ
テ
ル
貼
り
」
は
、
二
〇
世
紀
ま
で
の
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
を
理
解
す
る
う
え
で

は
、
そ
れ
な
り
に
相
応
し
い
伝
統
的
な
手
法
だ
っ
た
と
言
え
る
。

し
か
し
な
が
ら
ダ
ン
リ
ー
ヴ
ィ
ー
・
モ
デ
ル
に
従
う
と
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
の
保
守
主
義
な
ら
び
に
「
大
き
な
社
会
」
構
想
は
、
ど
こ
に
も

位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
れ
ら
四
つ
の
う
ち
、
最
も
そ
れ
に
近
い
立
場
と
思
わ
れ
る
の
が
「
③
ト
ー
リ
ー
・
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー

ト
」（T

ory T
echnocrats

）
で
あ
ろ
う
。
ダ
ン
リ
ー
ヴ
ィ
ー
に
よ
る
と
、
こ
の
タ
イ
プ
の
保
守
主
義
者
に
は
、
現
在
で
は
「
党
内
絶
滅
危

惧
種
」
と
も
言
う
べ
き
「
親
欧
州
派
」
の
ヒ
ー
ス
（E

dw
ard H

eath

）
元
首
相
や
、
か
つ
て
サ
ッ
チ
ャ
ー
の
後
継
党
首
最
有
力
候
補
で
も

あ
っ
た
ヘ
ー
ゼ
ル
タ
イ
ン
（M

ichael H
eseltine

）
な
ど
が
含
ま
れ
る
と
さ
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
「
ト
ー
リ
ー
・
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
」
は
、
福
祉
国
家
を
現
代
社
会
に
不
可
避
な
従
属
物
と
捉
え
た
う
え
で
、
効
率
的
経

済
発
展
の
促
進
を
通
じ
て
国
民
生
活
の
様
々
な
側
面
を
指
導
す
る
の
が
政
府
の
基
本
的
な
仕
事
だ
と
理
解
す
る
。
ま
た
、
労
使
関
係
の
再

構
築
や
諸
制
度
の
再
組
織
化
を
目
標
と
す
る
保
守
主
義
者
と
も
さ
れ
て
い
る

（
27
）

。
キ
ャ
メ
ロ
ン
は
「
思
い
や
り
の
あ
る
」
保
守
主
義
を
確
か

に
掲
げ
て
は
い
る
も
の
の
、
そ
れ
は
従
来
的
な
中
央
政
府
、
即
ち
福
祉
国
家
（
大
き
な
政
府
）
に
全
面
依
存
す
る
も
の
で
は
な
い
。

七
二
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そ
れ
ゆ
え
、
一
部
重
複
す
る
部
分
も
あ
る
と
は
い
え
、「
新
自
由
主
義

と
社
会
リ
ベ
ラ
ル
、
ソ
フ
ト
な
欧
州
懐
疑
主
義
」
な
ら
び
に
「
保
守
党
現

代
化
」
を
標
榜
す
る
キ
ャ
メ
ロ
ン
保
守
主
義
を
従
来
型
ト
ー
リ
ー
・
テ
ク

ノ
ク
ラ
ー
ト
と
し
て
位
置
づ
け
る
の
は
、
基
本
的
に
難
し
い
と
言
わ
ざ
る

を
得
な
い
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
古
典
的
な
ダ
ン
リ
ー
ヴ
ィ
ー
・
モ
デ
ル
と
は
異
な
る
分
類
法
、

換
言
す
れ
ば
二
〇
世
紀
末
〜
二
一
世
紀
初
頭
の
現
代
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義

を
理
解
す
る
の
に
相
応
し
い
別
の
モ
デ
ル
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。
こ
こ

で
は
、
も
う
一
つ
の
分
類
法
と
し
て
、
政
治
学
者
ヒ
ッ
ク
ソ
ン
（K

evin 

H
ickson

）
が
示
し
た
モ
デ
ル
（
以
下
、
ヒ
ッ
ク
ソ
ン
・
モ
デ
ル
）
に
従
い
、

キ
ャ
メ
ロ
ン
の
「
大
き
な
社
会
」
構
想
を
戦
後
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
の
枠

組
み
の
な
か
で
捉
え
直
し
て
み
よ
う
。

❷　

ヒ
ッ
ク
ソ
ン
・
モ
デ
ル
に
見
る
「
大
き
な
社
会
」
構
想
と
キ
ャ
メ
ロ

ン
保
守
主
義

歴
史
的
に
見
た
場
合
、
イ
ギ
リ
ス
保
守
党
の
政
治
家
た
ち
は
、
特
定
の

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
遂
行
す
る
こ
と
よ
り
も
総
選
挙
で
の
勝
利
を
、
言
い
換

え
れ
ば
単
独
で
の
政
権
獲
得
を
重
視
し
て
き
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
イ
ギ
リ
ス

図 1　戦後「イギリス保守主義」の 4類型（ダンリーヴィー・モデル）

④〔自由市場主義者〕③〔トーリー・テクノクラート〕

①〔トーリー・パターナリスト〕 ②〔伝統的極右〕

「国民国家的保守主義」

「個人主義的保守主義」

「左派」（福祉国家を受容） 「右派」（個々人の不平等を受容）

出典： P. Dunleavy et al.（eds.）, Developments in British Politics 4, 1993, p.127

の図 6 － 1 に基づき筆者作成。
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保
守
主
義
を
「
単
一
の
ド
ク
ト
リ
ン
」
と
し
て
理
解
す
べ
き
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
相
反
す
る
コ
ア
・
ア
イ
デ
ア
や
複
数
の
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
的
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
な
ど
を
多
数
抱
え
た
「
流
動
的
複
合
体
」
と
し
て
捉
え
る
べ
き
で
あ
る
。
ヒ
ッ
ク
ソ
ン
も
、
保
守
主
義
に
関

す
る
単
一
の
解
釈
は
存
在
し
な
い
が
、
様
々
な
保
守
主
義
者
を
結
び
つ
け
る
共
通
原
理
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
「
平
等
と
い
う
理
念

に
対
す
る
懐
疑
」、
換
言
す
れ
ば
、
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
「
不
平
等
を
是
認
す
る
思
考
や
態
度
」
に
求
め
ら
れ
る
と
主
張
し
て
い
る

（
28
）

。

そ
の
ヒ
ッ
ク
ソ
ン
は
、
戦
後
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
立
場
を
四
つ
指
摘
し
た
（
図
2
を
参
照
）。
横
軸
は
、「
大
き
な

政
府
（
介
入
）
志
向
の
ワ
ン
・
ネ
ー
シ
ョ
ン⇔

小
さ
な
政
府
（
非
介
入
）
志
向
の
ニ
ュ
ー
ラ
イ
ト
」
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
従
来
的
な
尺

度
と
言
え
る
。
注
目
さ
れ
る
の
は
、
比
較
の
対
象
と
な
る
も
う
一
つ
の
軸
を
、
ダ
ン
リ
ー
ヴ
ィ
ー
が
示
し
た
よ
う
な
「
国
民
国
家
的
保
守

主
義⇔

個
人
主
義
的
保
守
主
義
」
で
は
な
く
、「
伝
統
的
ト
ー
リ
ー
主
義
（T

raditional T
oryism

）⇔

セ
ン
タ
ー
（C

entre

）」
に
区
分

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
代
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
を
説
明
し
て
い
る

（
29
）

点
で
あ
る
。

「
伝
統
的
ト
ー
リ
ー
主
義
」
も
「
セ
ン
タ
ー
」
も

│
も
ち
ろ
ん
「
ワ
ン
・
ネ
ー
シ
ョ
ン
」
も
「
ニ
ュ
ー
ラ
イ
ト
」
も

│
「
個
人
の

自
由
」
を
尊
重
す
る
点
で
は
同
じ
だ
が
、
個
人
の
自
由
に
対
す
る
「
位
置
づ
け
」、
あ
る
い
は
個
人
の
自
由
を
擁
護
す
る
「
方
法
」
と
い

う
点
で
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
両
者
に
つ
い
て
は
、
個
人
の
自
由
に
関
す
る
「
伝
統
的
ネ
ー
シ
ョ
ン
重
視

（
伝
統
的
ト
ー
リ
ー
主
義
）⇔

市
民
的
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
重
視
（
セ
ン
タ
ー
）」
と
言
い
換
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
ま
た
、
前
者
を
好
戦
的
か

つ
「
垂
直
型
」
の
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
と
見
る
な
ら
ば
、
後
者
は
和
解
的
で
「
水
平
型
」
の
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
と
し
て
理
解
す
る
こ
と

も
可
能
で
あ
ろ
う
。

し
た
が
っ
て
、
ヒ
ッ
ク
ソ
ン
・
モ
デ
ル
の
ほ
う
が
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
保
守
党
内
で
顕
著
と
な
っ
た
「
反
欧
州
派
（
現
在
の
ハ
ー
ド

な
欧
州
懐
疑
派
）
対
か
つ
て
の
親
欧
州
派
（
現
在
の
ソ
フ
ト
な
欧
州
懐
疑
派
も
含
む
）」
あ
る
い
は
「
社
会
保
守
対
社
会
リ
ベ
ラ
ル
」
と

七
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ィ
ッ
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義
（
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辺
）

（
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三
）

い
っ
た
保
守
党
内
対
立
・
論
争
の
基
本
的
図

式
を
、
よ
り
明
確
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
同
時
に
、
戦

後
と
い
う
よ
り
二
一
世
紀
に
お
け
る
イ
ギ
リ

ス
保
守
主
義
の
変
化
や
流
動
性
に
つ
い
て
も
、

こ
の
モ
デ
ル
を
用
い
れ
ば
的
確
に
把
握
で
き

る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
ヒ
ッ
ク
ソ
ン
・
モ
デ
ル
に
照
ら

し
合
わ
せ
て
み
る
と
、
現
代
的
で
思
い
や
り

の
あ
る
、「
新
自
由
主
義
的
か
つ
社
会
リ
ベ

ラ
ル
で
、
ソ
フ
ト
な
欧
州
懐
疑
主
義
」
を
そ

の
特
質
と
す
る
キ
ャ
メ
ロ
ン
保
守
主
義
と
、

そ
れ
と
の
関
係
が
深
い
と
思
わ
れ
る
「
大
き

な
社
会
」
構
想
は
、「
セ
ン
タ
ー
」
を
中
心

と
し
た
空
間
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
可
能
と

な
る
（
図
2
を
参
照
）。

そ
こ
で
最
後
に
、
戦
後
（
現
代
）
イ
ギ
リ

図 2　戦後「イギリス保守主義」の 4類型（ヒックソン・モデル）

伝統的トーリー主義

●伝統的社会構造における個人の自由

●個人に対する不干渉と最小国家

●イングリッシュネスを中心としたナショナル・アイデンティティ

●牧歌的側面と好戦的側面

●効率と自由

●国家介入批判ほか

●コミュニティと個人の自由との関連を重視

●公共サービス改革

●党内対立の融和

●プラグマティックな態度と党への忠誠

●自由市場主義と介入主義

●ディズレーリ的理念

●社会問題に対する国家介入

●思いやりのある保守主義

ワン・ネーション ニューライト

センター

サッチャーの保守主義

キャメロンの保守主義

●…各々の中核を成す理念

出典： K. Hickson, The Political Thought of the Conservative Party since 1945,

2005, pp.2-4の内容を参考に筆者作成。

七
三
一



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
八
一
四
）

ス
保
守
主
義
に
お
け
る
「
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
立
場
の
特
質
や
そ
の
変
容
な
ど
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
保
守
主
義
と

「
大
き
な
社
会
」
構
想
と
の
関
連
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

⑶　

イ
ギ
リ
ス
保
守
党
「
セ
ン
タ
ー
」
の
政
治
思
想
と
「
大
き
な
社
会
」
構
想

❶　

マ
ー
ク
・
ガ
ー
ネ
ッ
ト
の
所
論
に
見
る
保
守
党
「
セ
ン
タ
ー
」
の
特
質

現
代
イ
ギ
リ
ス
を
代
表
す
る
保
守
党
研
究
者
ガ
ー
ネ
ッ
ト
は
、「
セ
ン
タ
ー
」（
中
間
派
／
中
道
派
）
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
べ
き
保

守
主
義
者
と
そ
の
思
想
は
イ
ギ
リ
ス
保
守
党
研
究
者
た
ち
に
よ
っ
て
さ
え
無
視
さ
れ
て
き
た
、
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、

「
セ
ン
タ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
べ
き
保
守
主
義
者
の
場
合
、
と
り
わ
け
党
内
右
派
議
員
の
よ
う
に
ジ
ン
ジ
ャ
ー
・
グ
ル
ー
プ
（ginger 

groups

）
を
積
極
的
に
形
成
す
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
を
挙
げ
て
い
る

（
30
）

。
ま
た
、
彼
ら
は
党
内
左
派
・
右
派
ど
ち
ら
と
も
取
れ

る
政
策
的
立
場
を
表
明
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
た
め
、
様
々
な
「
レ
ッ
テ
ル
貼
り
」
が
可
能
で
あ
る
と
同
時
に
、
比
較
的
確
認
し
に
く
い
存

在
だ
っ
た
か
ら
で
も
あ
ろ
う
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
イ
ギ
リ
ス
保
守
党
「
セ
ン
タ
ー
」
は
、
文
字
ど
お
り
「
保
守
党
内
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
・
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
の
中
間
に
自
ら

の
思
想
的
立
脚
点
を
置
く
保
守
主
義
者
」
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る

（
31
）

。

こ
の
比
較
的
捉
え
に
く
い
保
守
党
「
セ
ン
タ
ー
」
に
つ
い
て
ガ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
保
守
党
が
政
権
に
復
帰
し
た
り
政
権
を
長
期
間
安
定
さ

せ
た
り
す
る
の
に
不
可
欠
な
議
員
集
団
と
し
た
う
え
で
、「
新
・
旧
」
二
つ
の
異
な
る
見
方
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
先
ず
、「
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
保
守
主
義
者
は
、
役
職
や
特
定
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
拘
ら
ず
、
議

員
と
し
て
党
や
公
共
へ
の
奉
仕
を
最
優
先
す
る
よ
う
な
、
い
わ
ゆ
る
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
型
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ス
ト
だ
と
す
る
見
方
が
そ
れ
で

あ
る
。「
セ
ン
タ
ー
」
の
「
旧
タ
イ
プ
」
が
こ
れ
に
該
当
す
る
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
二
つ
目
の
見
方
は
、
一
九
七
〇
年
代
初
頭
か
ら
目
立

七
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つ
よ
う
に
な
っ
た
「
新
タ
イ
プ
」
の
「
セ
ン
タ
ー
」
議
員
た
ち
に
注
目
す
る
も
の
で
あ
る
。
サ
ッ
チ
ャ
ー
よ
り
ヒ
ー
ス
を
支
持
す
る
よ
う

な
「
穏
健
派
」、
あ
る
い
は
妥
協
や
合
意
を
重
視
す
る
戦
後
コ
ン
セ
ン
サ
ス
の
支
持
者
た
ち
に
多
く
見
ら
れ
る
タ
イ
プ
だ
と
い
う
。
そ
れ

ゆ
え
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
時
代
に
は
、
彼
女
か
ら
「
目
の
敵
」
に
さ
れ
る
議
員
も
多
か
っ
た
と
さ
れ
て
い
る

（
32
）

。

ガ
ー
ネ
ッ
ト
が
分
析
の
対
象
と
し
た
「
セ
ン
タ
ー
」
保
守
主
義
者
の
共
通
点
と
し
て
、
以
下
の
特
質
が
明
ら
か
と
な
る
。
即
ち
「
新
・

旧
」
両
タ
イ
プ
と
も
、
保
守
党
サ
ッ
チ
ャ
ー
路
線
の
支
持
者
な
ど
に
比
べ
る
と
、（
理
由
や
背
景
は
様
々
で
あ
ろ
う
が
）
特
定
の
「
ド
グ
マ
」

や
「
ド
ク
ト
リ
ン
」、
あ
る
い
は
党
首
の
掲
げ
る
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
に
そ
れ
ほ
ど
執
着
し
な
い
傾
向
が
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
そ
の

代
わ
り
、
い
わ
ゆ
る
「
当
然
の
統
治
政
党
」（the natural party of governm

ent

）
た
る
保
守
党
の
一
員
と
し
て
、
必
要
に
応
じ
て
柔
軟
に

対
応
し
た
り
、「
党
首
」
よ
り
「
党
」
に
忠
誠
を
示
し
た
り
す
る
な
ど
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
以
上
に
何
ら
か
の
「
エ
ト
ス
」
の
ほ
う
を
重
視

す
る
点
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

ガ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
指
摘
に
よ
る
と
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
に
「
分
極
化
」
か
ら
「
画
一
化
」
の
方
向
に
向
か
っ
た
（
相
対
的
に
右
傾
化
し

た
）
サ
ッ
チ
ャ
ー
時
代
、「
新
タ
イ
プ
」
の
「
セ
ン
タ
ー
」
保
守
主
義
者
は
〝
圧
迫
〞
さ
れ
続
け
た
。
そ
し
て
彼
ら
は
、
ポ
ス
ト
・
サ
ッ

チ
ャ
ー
時
代
（
一
九
九
〇
年
代
以
降
）
に
メ
ー
ジ
ャ
ー
党
首
の
下
で
再
結
集
し
よ
う
と
し
て
失
敗
し
、
二
〇
〇
一
年
当
時
に
お
い
て
も
混
乱

状
態
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る

（
33
）

。
こ
う
し
た
状
況
は
、
二
〇
〇
五
年
キ
ャ
メ
ロ
ン
新
党
首
選
出
を
通
じ
て
ど
の
よ
う
に
変
容
し
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
し
か
し
そ
れ
に
つ
い
て
の
詳
細
な
分
析
は
、
紙
幅
や
本
稿
の
主
題
と
の
関
係
上
、
別
の
機
会
に
譲
る
こ
と
と
し
た
い
。

❷　

フ
ラ
ン
シ
ス
・
モ
ー
ド
の
所
論
に
見
る
「
セ
ン
タ
ー
」
と
「
大
き
な
社
会
」
構
想
と
の
関
連
性

ヒ
ッ
ク
ソ
ン
の
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
研
究
書
で
は
、
当
時
キ
ャ
メ
ロ
ン
と
同
じ
党
内
「
モ
ダ
ナ
イ
ザ
ー
」
議
員
で
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
党
首

下
で
党
幹
事
長
も
務
め
た
モ
ー
ド
（F

rancis M
aude

）
が
保
守
党
「
セ
ン
タ
ー
」
の
立
場
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
モ
ー
ド

七
三
三



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
八
一
六
）

の
主
張
は
「
セ
ン
タ
ー
」
保
守
主
義
者
の
み
な
ら
ず
キ
ャ
メ
ロ
ン
の
立
場
も
代
弁
し
た
内
容
、
も
し
く
は
そ
れ
に
か
な
り
近
い
見
解
と
見

る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

モ
ー
ド
に
よ
る
と
、
今
日
（
二
〇
〇
一
年
当
時
）、
二
大
政
党
間
の
違
い
が
弱
ま
り
つ
つ
あ
る
た
め
、「
左
・
右
」
と
い
う
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
的
対
立
軸
で
政
治
家
の
立
場
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
の
は
適
切
で
は
な
い
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
は
労
働
党
を
念
頭
に
置
い
て
保
守
党

の
立
場
を
定
め
る
の
で
は
な
く
、
二
一
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
に
対
し
保
守
党
と
し
て
何
が
で
き
る
か
と
い
う
観
点
か
ら
、
わ
が
党
の
方
向
性

を
定
め
て
い
く
べ
き
だ
と
訴
え
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
保
守
党
が
今
後
採
る
べ
き
道
と
し
て
は
、
労
働
党
と
の
政
策
的
違
い
を
明
確
に
打

ち
出
そ
う
と
す
る
路
線
も
、
伝
統
的
中
間
層
を
取
り
込
も
う
と
す
る
戦
略
も
、
ど
ち
ら
も
間
違
っ
て
い
る
と
モ
ー
ド
は
主
張
す
る
。
要
す

る
に
、
現
代
イ
ギ
リ
ス
政
治
の
課
題
が
常
に
揺
れ
動
い
て
い
く
可
能
性
を
正
し
く
理
解
し
て
さ
え
い
れ
ば
、
有
権
者
に
ど
の
よ
う
な
ア

ピ
ー
ル
を
す
べ
き
か
自
ず
と
分
か
っ
て
く
る
筈
だ
と
言
う
の
で
あ
る

（
34
）

。

で
は
、
二
一
世
紀
の
保
守
党
は
ど
う
あ
る
べ
き
な
の
か
。
二
〇
〇
一
年
当
時
の
段
階
で
、
モ
ー
ド
は
次
の
よ
う
に
訴
え
て
い
る
。
政
治

家
が
機
能
低
下
に
陥
っ
て
い
る
こ
と
を
分
か
り
や
す
い
方
法
で
国
民
に
伝
え
ら
れ
れ
ば
、
自
分
が
他
者
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
た
め
に
何
を

な
す
べ
き
か
考
え
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
何
よ
り
、
国
家
的
集
産
主
義
に
反
対
す
る
保
守
主
義
者
と
し
て
「
個
人
の
自
由
」
を
尊
重
す

る
の
は
当
然
だ
が
、
保
守
党
と
し
て
尊
重
す
べ
き
は
、
自
己
中
心
的
な
利
己
主
義
で
は
な
く
、「
個
人
の
選
択
の
自
由
、
個
人
と
し
て
の

責
任
感
、
そ
し
て
自
分
と
そ
の
周
囲
の
人
び
と
の
人
生
を
個
性
豊
か
な
も
の
に
で
き
る
一
人
ひ
と
り
の
能
力

（
35
）

」
だ
と
す
る
。

そ
う
し
た
見
解
を
踏
ま
え
た
う
え
で
モ
ー
ド
は
、
結
論
と
し
て
次
の
よ
う
に
主
張
す
る
。
極
め
て
重
要
だ
と
思
わ
れ
る
の
で
、
少
々
長

く
な
る
が
引
用
す
る
。

「
で
も
、
日
常
わ
れ
わ
れ
が
行
っ
て
い
る
こ
と
の
大
半
は
集
団
を
通
じ
て

│
家
庭
、
職
場
、
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
、
教
会
、
あ
る
い
は
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Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
通
じ
て
な
さ
れ
て
い
る
。
完
全
に
一
人
で
、
と
い
う
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
わ
れ
わ
れ
が
信
じ
る
の
は
社
会

（society
）
と
い
う
存
在
で
あ
る
。
社
会
の
強
さ
や
団
結
力
は
、
人
び
と
の
行
う
事
か
ら
生
じ
る
の
で
あ
り
、
国
家
が
行
う
事
を
通
じ
て

生
じ
る
の
で
は
な
い
。
さ
ら
に
、
人
び
と
が
行
っ
て
い
る
事
の
ほ
と
ん
ど
は
、
集
団
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
、
そ
し
て
社
会
を
共
に
結
び
つ

け
る
よ
う
な

│
い
わ
ゆ
る
「
仲
介
集
団
」
の

│
Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
み
た
い
に
か
な
り
複
雑
な
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
の
形
で
、
協
同
で
な
さ

れ
て
い
る
。
…
…
そ
れ
ゆ
え
保
守
党
と
し
て
は
、
社
会
の
存
在
を
信
じ

│
そ
し
て
ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
信
じ
る
も
の
で
あ
る
。

ロ
ー
カ
リ
ズ
ム
、
即
ち
国
家
権
力
を
中
心
か
ら
周
辺
に
移
そ
う
と
い
う
信
念
は
、
一
九
八
〇
年
代
か
ら
一
九
九
〇
年
代
に
か
け
て
、
保
守

主
義
の
テ
ー
マ
か
ら
忘
れ
去
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
」（
傍
線
引
用
者
）。

こ
れ
に
加
え
て
モ
ー
ド
は
、
欠
陥
の
あ
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
改
革
す
る
こ
と
や
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
中
央
支
配
の
排
除
、
そ
の

た
め
の
地
方
重
視
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る
市
民
的
責
任
の
再
生
と
共
有
、
社
会
正
義
の
標
榜
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
へ
の
リ
ス
ペ
ク
ト
、

よ
り
よ
い
近
隣
社
会
の
原
動
力
た
る
善
良
な
市
民
た
ち
の
再
組
織
化
、
青
年
層
に
蔓
延
す
る
政
治
不
信
克
服
、
な
ど
の
必
要
性
を
強
調
し

て
い
る

（
37
）

。

こ
の
見
解
を
見
る
と
、
保
守
党
「
セ
ン
タ
ー
」
の
見
解
を
代
表
す
る
モ
ー
ド
の
提
言
と
、
上
述
し
た
キ
ャ
メ
ロ
ン
保
守
主
義
な
い
し

「
大
き
な
社
会
」
構
想
と
の
何
ら
か
の
共
通
点
に
気
づ
く
。
モ
ー
ド
と
キ
ャ
メ
ロ
ン
の
個
人
的
関
係
も
踏
ま
え
る
と
、（
必
ず
し
も
明
ら
か

に
は
な
っ
て
い
な
い
が
）
モ
ー
ド
の
こ
う
し
た
考
え
方
が
、
党
首
就
任
以
前
の
キ
ャ
メ
ロ
ン
に
一
定
の
影
響
を
及
ぼ
し
た
可
能
性
も
否
定
で

き
な
い
。

因
み
に
編
著
者
の
ヒ
ッ
ク
ソ
ン
は
、
モ
ー
ド
や
キ
ャ
メ
ロ
ン
に
共
通
す
る
も
う
一
つ
の
立
場
、
即
ち
党
内
「
モ
ダ
ナ
イ
ザ
ー
」〔
註

（
26
）を
参
照
〕
に
つ
い
て
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
よ
り
強
化
し
た
り
、
社
会
正
義
を
達
成
し
た
り
す
る
た
め
に
は
、
国
家
の
利
用
よ
り
も

（
36
）
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
利
用
を
さ
ら
に
増
や
す
べ
き
だ
と
主
張
す
る
人
た
ち
」
と
し
つ
つ
も
、「
新
タ
イ
プ
」
の
「
セ
ン
タ
ー
」
は
も
ち

ろ
ん
、
ヒ
ッ
ク
ソ
ン
・
モ
デ
ル
の
「
ワ
ン
・
ネ
ー
シ
ョ
ン
」
保
守
主
義
者
（
図
2
を
参
照
）
と
も
明
ら
か
に
異
な
る

（
38
）

と
見
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
以
上
の
考
察
を
踏
ま
え
る
と
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
の
「
大
き
な
社
会
」
構
想
は
、
戦
後
イ
ギ
リ
ス
保
守
党
政
治
家
の
政
治

思
想
、
即
ち
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
に
関
す
る
ヒ
ッ
ク
ソ
ン
・
モ
デ
ル
に
お
い
て
も
、
相
対
的
に
ほ
ぼ
「
セ
ン
タ
ー
」
に
近
い
立
場
か
、

「
セ
ン
タ
ー
」
的
諸
要
素
を
か
な
り
含
む
立
場
に
近
い
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
う
し
た
意
味
で
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
の
「
大
き
な
社
会
」
構
想
の
支
持
者
で
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
保
守
主
義
を
も
標
榜
し
て
い
る
保
守
党
モ
ダ

ナ
イ
ザ
ー
議
員
た
ち
は

│
保
守
党
内
で
は
少
数
派
だ
が

│
二
一
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
政
治
・
社
会
の
変
化
に
適
応
す
べ
く
進
化
と
模
索

を
続
け
る
「
さ
ら
に
新
し
い

・

・

・

・

・

・

タ
イ
プ
」
の
セ
ン
タ
ー
保
守
主
義
者
と
し
て
位
置
づ
け
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る

（
39
）

。

Ⅳ
．
む
す
び
に
か
え
て

本
稿
は
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
の
「
大
き
な
社
会
」
構
想
が
、
実
際
の
政
策
と
し
て
ど
の
程
度
実
現
し
た
か
を
問
う
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、

同
構
想
の
成
否
や
評
価
を
多
面
的
に
検
討
し
た
内
容
で
も
な
い
。
様
々
な
論
じ
方
が
可
能
な
同
構
想
を
、
提
唱
者
キ
ャ
メ
ロ
ン
の
保
守
主

義
や
戦
後
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
と
の
関
連
で
捉
え
た
場
合
、
い
か
な
る
位
置
づ
け
が
で
き
る
の
か
、
あ
る
い
は
ど
の
よ
う
に
評
価
す
べ
き

か
に
つ
い
て
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。

キ
ャ
メ
ロ
ン
の
「
大
き
な
社
会
」
構
想
の
基
本
的
性
格
と
し
て
、
次
期
（
二
〇
一
〇
年
）
総
選
挙
で
の
政
権
奪
回
を
視
野
に
入
れ
た
保

守
党
「
再
ブ
ラ
ン
ド
化
」
戦
略

（
40
）

の
一
環
で
あ
っ
た
点
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
「
大
き
な
社
会
」
構
想
に
関
し
て
は
、
サ
ッ

チ
ャ
リ
ズ
ム
の
特
に
倫
理
面
で
の
類
似
性
や
ニ
ュ
ー
レ
ー
バ
ー
と
の
つ
な
が
り
が
一
部
見
ら
れ
る
点
も
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
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辺
）

（
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）

し
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
の
「
大
き
な
社
会
」
構
想
は
、
本
質
的
に
は
従
来
の
「
大
き
な
政
府
」
は
も
ち
ろ
ん
、「
サ
ッ
チ
ャ
リ
ズ
ム
」
に
対
す

る
懐
疑
主
義
の
表
明
で
も
あ
る
。
ま
た
、
そ
れ
ら
の
今
日
的
「
代
用
品
」
と
し
て
の
特
質
も
備
え
て
い
た
。

同
時
に
、
と
り
わ
け
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
様
々
な
社
会
（
集
団
）
あ
る
い
は
地
方
と
個
人
を
通
じ
て
実
現
さ
れ
る
「
大
き
な
社
会
」
構
想

は
、
特
に
「
現
代
的
で
思
い
や
り
の
あ
る
保
守
主
義
」
と
い
う
側
面
で
キ
ャ
メ
ロ
ン
保
守
主
義
と
の
関
連
性
が
認
め
ら
れ
る

（
41
）

。
さ
ら
に
、

キ
ャ
メ
ロ
ン
保
守
主
義
と
キ
ャ
メ
ロ
ン
の
「
大
き
な
社
会
」
構
想
に
つ
い
て
は
、
戦
後
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
の
な
か
で
は
、
い
わ
ゆ
る

「
セ
ン
タ
ー
」
に
近
い
立
場
、
あ
る
い
は
「
さ
ら
に
新
し
い
タ
イ
プ
の
」
セ
ン
タ
ー
と
し
て
位
置
づ
け
た
り
評
価
し
た
り
す
る
の
が
、
現

時
点
で
は

│
〝
ベ
ス
ト
〞
で
は
な
い
け
れ
ど
も

│
〝
ベ
タ
ー
〞
だ
と
言
え
る
。

本
稿
で
は
、
紙
幅
の
都
合
で
「
大
き
な
社
会
」
構
想
の
具
体
的
展
開
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
い
わ
ゆ
る
「
新
し
い

公
共
」
と
「
大
き
な
社
会
」
構
想
と
の
類
似
性
や
、「
さ
ら
に
新
し
い
タ
イ
プ
」
の
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
「
モ
ダ
ナ
イ
ザ
ー
」
に
つ
い
て
も

よ
り
深
く
考
察
す
る
必
要
性
が
残
さ
れ
て
い
る
の
で
、
今
後
の
研
究
課
題
と
し
て
い
き
た
い
。

（
1
） 

「
大
き
な
社
会
」
構
想
は
、
二
〇
〇
九
年
一
一
月
の
キ
ャ
メ
ロ
ン
演
説
（the H

ugo Y
oung M

em
orial L

ecture, 10 N
ovem

ber 2009

）
で

正
式
に
表
明
さ
れ
た
。
ま
た
、
二
〇
一
〇
年
総
選
挙
で
の
保
守
党
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
や
、
同
年
五
月
に
発
表
さ
れ
た
連
立
政
権
綱
領
な
ど
に
お
い
て
も
、

そ
の
基
本
的
理
念
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

（
2
） 

こ
れ
ら
の
代
表
的
な
見
解
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、R

ajiv P
rabhakar, ‘W

hat is the L
egacy of N

ew
 L

abour?’, in S
im

on L
ee and 

M
att B

eech

（eds.

）, T
h

e C
am

eron
 – C

legg G
overn

m
en

t  C
oalition

 P
olitics in

 an
 A

ge of A
u

sterity

（B
asingstoke: P

algrave 

M
acm

illan

）2011.　

永
島
剛
「
イ
ギ
リ
ス
『
大
き
な
社
会
』
構
想
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
論
│
『
福
祉
国
家
』
と
の
関
係
を
め
ぐ
っ
て
│
」

『
社
会
関
係
研
究
論
集
』
第
二
号
、
二
〇
一
一
年
三
月
所
収
、＜

w
w
w
.senshu-u.ac.jp/scapital/pdf/07N

agashim
a, sscr2.pdf＞

、
あ
る
い
は

七
三
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〇
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藤
森
克
彦
「
社
会
動
向
レ
ポ
ー
ト
英
国
キ
ャ
メ
ロ
ン
政
権
の
『
大
き
な
社
会
』
と
は
何
か
」
み
ず
ほ
情
報
総
研
レ
ポ
ー
ト
、＜

http://w
w
w
.

m
izuho-ir.co.jp/publication/report/20＞

な
ど
を
参
照
。

（
3
） 
ヒ
ュ
ー
ゴ
・
ヤ
ン
グ
記
念
講
演
は
、
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
紙
の
所
有
主
ス
コ
ッ
ト
・
ト
ラ
ス
ト
（the S

cott T
rust

）
主
催
に
よ
り
、
一
九
九
八
年

か
ら
同
ト
ラ
ス
ト
の
チ
ェ
ア
マ
ン
を
務
め
二
〇
〇
三
年
に
死
去
し
た
同
紙
上
席
政
治
論
説
委
員
ヤ
ン
グ
（H

ugo Y
oung

）
を
記
念
し
て
毎
年
開
催

さ
れ
て
い
る
主
要
党
首
講
演
会
で
あ
り
、
二
〇
〇
九
年
当
時
で
六
回
目
と
な
る
。

（
4
） ＜

http://w
w
w
.theguardian.com

/politics/2009/nov/10/david-cam
eron-hugo-young-lecture＞

（
5
） 

一
般
に
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
は
「
物
語
」「
説
話
」
な
ど
を
意
味
す
る
言
葉
で
あ
る
が
、
ス
ト
ー
リ
ー
（story

）
の
よ
う
に
創
作
性
の
強
い
架
空
の
話

や
、
人
び
と
を
楽
し
ま
せ
る
た
め
の
物
語
で
は
な
い
。
む
し
ろ
出
来
事
を
列
挙
し
て
語
る
「
話
」
と
い
う
性
格
が
強
い
場
合
は
、
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
と
い

う
言
い
方
が
用
い
ら
れ
る
と
さ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
政
治
家
の
演
説
や
党
綱
領
の
基
盤
と
な
る
「
説
話
」
に
関
し
て
は
、「
ス
ト
ー
リ
ー
」
よ
り
も

「
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
」
と
い
う
表
現
の
ほ
う
が
相
応
し
い
と
言
え
よ
う
。

現
代
政
治
集
団
の
団
結
力
や
党
首
の
求
心
力
等
の
促
進
に
お
い
て
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
が
果
た
す
役
割
に
関
す
る
最
新
の
研
究
成
果
と
し
て
、

F
rederick M

ayer, N
arrative P

olitics  S
tories an

d
 C

ollective A
ction

（O
xford: O

xford U
niversity P

ress

）2014

が
あ
り
、
例
え
ば

「
政
党
基
本
路
線
の
枠
組
み
づ
く
り
に
お
け
る
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
の
位
置
づ
け
」
な
ど
は
、
わ
が
国
で
も
、
今
後
注
目
に
値
す
る
研
究
テ
ー
マ
に
な
っ
て

い
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
6
） ＜

http://w
w
w
.theguardian.com

/politics/2009/nov/10/david-cam
eron-hugo-young-lecture＞

（
7
） D

itto.

（
8
） D

itto.

（
9
） G
reg H

urst, E
m
ily G

osden, C
hris D

avalle and M
atthew

 L
yons

（eds.

）, T
h

e T
im

es G
u

id
e to th

e H
ou

se of C
om

m
on

s 2010

（L
ondon: H

arper C
ollins

）2010, pp. 328-329.

（
10
） Iain D

ale, T
h

e D
iction

ary of C
on

servative Q
u

otation
s

（L
ondon: B

iteback

）2013, p. 362.

（
11
） 

も
っ
と
も
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
保
守
党
と
ク
レ
ッ
グ
自
民
党
が
最
終
的
に
二
〇
一
〇
年
五
月
一
一
日
に
合
意
し
た
「
両
党
連
立
協
定
」
を
見
て
み
る

七
三
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ー
ヴ
ィ
ッ
ド
・
キ
ャ
メ
ロ
ン
の
「
大
き
な
社
会
」
構
想
と
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
（
渡
辺
）

（
八
二
一
）

と
、「
大
き
な
社
会
」
に
関
す
る
明
確
な
言
及
は
な
い
。

因
み
に
、
同
連
立
協
定
に
盛
り
込
ま
れ
た
合
意
済
み
政
策
領
域
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
①
政
府
債
務
の
削
減
、
②
政
府
歳
出
の
見
直
し
│

Ｎ
Ｈ
Ｓ
・
学
校
・
よ
り
公
平
な
社
会
の
実
現
、
③
税
制
、
④
銀
行
改
革
、
⑤
移
民
、
⑥
政
治
改
革
、
⑦
年
金
と
福
祉
、
⑧
教
育
、
⑨
対
Ｅ
Ｕ
関
係
、

⑩
市
民
的
自
由
、
⑪
環
境
。

C
f. C

on
servative L

iberal D
em

ocrat coalition
 n

egotiation
s agreem

en
ts reach

ed
 11 M

ay 2010.

そ
の
理
由
は
、
時
間
の
関
係
に
よ
り
、
同
連
立
協
定
で
は
大
ま
か
な
概
略
・
総
論
的
合
意
の
み
が
最
優
先
目
標
と
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
同
時
に
、

交
渉
開
始
当
初
は
、
両
党
で
合
意
し
に
く
い
政
策
領
域
、
例
え
ば
政
府
債
務
削
減
策
や
対
Ｅ
Ｕ
政
策
、
あ
る
い
は
大
学
授
業
料
問
題
や
選
挙
制
度
改

革
な
ど
に
関
す
る
交
渉
・
合
意
が
優
先
さ
れ
た
た
め
だ
と
思
わ
れ
る
。

（
12
） G

. H
urst et al.

（eds.
）, op. cit., p. 323.

（
13
） ＜

http://w
w
w
.gov.uk./governm

ent/uploads/sys＞

（
14
） D

itto.

（
15
） D

itto.

（
16
） ＜

https://w
w
w
.gov.uk/governm

ent/speeches/big-society-speech＞

　

＜
http://w

w
w
.bbc.co.uk/new

s/uk-10680062＞

（
17
） 

そ
の
後
リ
ヴ
ァ
プ
ー
ル
市
は
、
財
政
赤
字
削
減
に
伴
い
政
府
支
出
が
大
幅
に
縮
小
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、「
大
き
な
社
会
」
の
担
い
手
と
な
る

べ
き
団
体
の
活
動
資
金
も
不
足
し
て
い
る
と
い
う
理
由
で
、
二
〇
一
一
年
二
月
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
自
治
体
を
辞
退
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。＜

http://

w
w
w
.clair.or.jp/j/forum

/c_m
ailm

agazine/2＞

な
ど
を
参
照
。

（
18
） ＜
https://w

w
w
.gov.uk/governm

ent/speeches/big-society-speech＞

　

＜
http://w

w
w
.bbc.co.uk/new

s/uk-10680062＞

（
19
） D

itto.

（
20
） D

itto.

七
三
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政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
八
二
二
）

（
21
） 

「
現
代
的
で
思
い
や
り
の
あ
る
保
守
主
義
」
の
主
要
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
本
文
で
言
及
し
た
も
の
以
外
で
は
、「
減
税
は
支
持
す
る
が
、
そ
れ
以

上
に
経
済
的
安
定
を
優
先
す
る
（
サ
ッ
チ
ャ
ー
時
代
以
降
、
保
守
党
と
し
て
は
初
め
て
の
言
及
）」
方
針
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

（
22
） 
こ
こ
で
い
う
「
セ
ン
タ
ー
グ
ラ
ン
ド
」
と
は
、
当
時
ニ
ュ
ー
レ
ー
バ
ー
を
支
持
し
て
い
た
、
主
と
し
て
Ｂ
（
中
間
管
理
職
）
層
や
Ｃ
1
（
事
務

職
）
層
、
あ
る
い
は
Ｃ
2
（
熟
練
労
働
者
）
層
の
一
部
を
含
む
旧
保
守
党
支
持
層
や
中
道
的
見
解
を
持
つ
有
権
者
、
そ
し
て
い
わ
ゆ
る
現
代
型
無
党

派
層
の
大
半
と
し
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
「
普
通
」
の
有
権
者
層
全
体
を
指
す
。 

（
23
） I. D

ale, op. cit., pp. 51-53.

（
24
） 

Ibid., p. 54, p. 56.

（
25
） 

そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
野
党
時
代
の
キ
ャ
メ
ロ
ン
保
守
党
が
発
表
し
た
党
内
改
革
文
書B

u
ilt to L

ast, T
h

e aim
s an

d
 V

alu
es of th

e 

C
on

servative P
arty

（the C
onservative P

arty

）2006

を
参
照
の
こ
と
。

（
26
） 

か
つ
て
の
ブ
レ
ア
同
様
キ
ャ
メ
ロ
ン
も
、
自
ら
を
「
党
内
モ
ダ
ナ
イ
ザ
ー
」
と
称
し
て
い
る
。
因
み
に
、
党
の
「
現
代
化
」、
即
ち
「
モ
ダ
ニ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
と
は
、
変
わ
り
つ
つ
あ
る
政
治
環
境
に
上
手
く
適
応
す
る
目
的
で
、
党
組
織
の
目
標
な
ど
を
再
度
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
し
て
い
く
こ
と

を
意
味
す
る
。

（
27
） C

f. P
atrick D

unleavy, “T
he P

olitical P
arties” in P

. D
unleavy, A

ndrew
 G

am
ble, Ian H

olliday and G
illian P

eele

（eds.

）, 

D
evelopm

en
ts in

 B
ritish

 P
olitics 4

（L
ondon: M

acm
illan

）1993, pp. 125-129, pp. 132-133.

（
28
） K

evin H
ickson, “Introduction” in K

. H
ickson

（ed.

）, T
h

e P
olitica

l T
h

ou
gh

t of th
e C

on
serva

tive P
a

rty sin
ce 1945

（B
asingstoke: P

algrave M
acm

illan

）2005, pp. 2-3.

（
29
） 

Ibid., pp. 2-4.

（
30
） M
ark G

arnett, “C
entre” in K

. H
ickson

（ed.

）, op. cit., pp. 51-52.

な
お
、
党
内
ジ
ン
ジ
ャ
ー
・
グ
ル
ー
プ
と
は
、
例
え
ば
党
内
右
派
の
コ
ー
ナ
ー
ス
ト
ー
ン
・
グ
ル
ー
プ
（the C

ornerstone G
roup

）
の
よ
う

に
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
見
解
や
政
策
理
念
の
違
い
に
基
づ
き
自
主
的
に
つ
く
ら
れ
た
（
外
部
の
政
策
シ
ン
ク
タ
ン
ク
も
伴
う
）
議
員
集
団
を
指
す
。

も
っ
と
も
イ
ギ
リ
ス
保
守
党
で
は
、
こ
れ
ま
で
党
内
「
派
閥
」（factions

）
と
い
う
よ
り
は
、
も
っ
と
緩
や
か
な
「
傾
向
」（tendencies

）
と
し
て

七
四
〇



デ
ー
ヴ
ィ
ッ
ド
・
キ
ャ
メ
ロ
ン
の
「
大
き
な
社
会
」
構
想
と
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
（
渡
辺
）

（
八
二
三
）

理
解
さ
れ
る
こ
と
も
多
か
っ
た
が
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
党
首
の
登
場
（
一
九
七
五
年
）
以
後
は
、
党
内
主
要
人
事
権
を
左
右
す
る
目
的
で
、
従
来
以
上
に

結
束
力
の
強
い
党
内
派
閥
的
性
格
を
帯
び
る
よ
う
に
な
っ
た
。

（
31
） 

Ibid., p. 52.

（
32
） 

Ibid., p. 58.

ガ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、
戦
後
保
守
党
幹
部
議
員
の
な
か
で
も
「
セ
ン
タ
ー
」
に
関
係
が
深
い
主
要
政
治
家
と
し
て
、
ク
ラ
ー
ク
（K

enneth 

C
larke

）、
ピ
ム
（F

rancis P
ym

）、
ギ
ル
モ
ア
（Ian G

ilm
our

）、
ヘ
イ
ル
シ
ャ
ム
卿
（L

ord H
ailsham

）、
ホ
ワ
イ
ト
ロ
ー
（W

illiam
 

W
hitelaw

）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

彼
ら
の
特
徴
な
い
し
大
ま
か
な
共
通
点
と
し
て
、
保
守
党
内
に
お
い
て
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
と
サ
ッ
チ
ャ
ー
路
線
に
対
立
す
る
関
係
な
い
し
立
場
に

あ
っ
た
点
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

（
33
） 

Ibid., p. 64.

（
34
） F

rancis M
aude, “C

entre” in K
. H

ickson

（ed.

）, op. cit., pp. 209-210.

（
35
） 

Ibid., pp. 210-211.

（
36
） 

Ibid., p. 211.

（
37
） 

Ibid., pp. 211-213.

（
38
） K

. H
ickson, “C

onclusion” in K
. H

ickson

（ed.
）, op. cit., p. 220.

（
39
） 

例
え
ば
、
二
〇
一
〇
年
に
初
当
選
し
た
保
守
党
モ
ダ
ナ
イ
ザ
ー
議
員
の
ボ
ー
ル
ズ
（N

ick B
oles

）
は
、
次
期
（
二
〇
一
五
年
）
総
選
挙
に
お

い
て
も
保
守
党
と
自
民
党
と
の
間
で
公
式
の
選
挙
協
定
を
結
ぶ
よ
う
提
案
す
る
動
き
を
見
せ
て
い
た
と
さ
れ
る
。
即
断
は
で
き
な
い
が
、
そ
れ
を
拒

絶
す
る
傾
向
の
強
い
大
多
数
の
保
守
党
右
派
議
員
と
は
明
ら
か
に
異
な
っ
て
い
る
た
め
、
自
民
党
と
の
提
携
継
続
を
重
視
す
る
ボ
ー
ル
ズ
の
よ
う
な

〝
レ
ア
〞
な
保
守
党
政
治
家
な
ど
も
、
本
稿
で
言
う
「
さ
ら
に
新
し
い
タ
イ
プ
」
の
セ
ン
タ
ー
保
守
主
義
者
と
し
て
評
価
す
べ
き
な
の
か
も
し
れ
な

い
。

（
40
） T

im
othy H

eppell, “C
am

eron and L
iberal C

onservatism
: A

ttitudes w
ithin the P

arliam
entary C

onservative M
inisters”, T

h
e 

七
四
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（
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（
八
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四
）

B
ritish

 Jou
rn

al of P
olitics an

d
 In

tern
ation

al R
elation

s, 15-3, 2013, p. 341.
（
41
） 

こ
の
点
に
関
す
る
研
究
は
少
な
い
が
、
例
え
ば
リ
ー
ズ
大
学
の
エ
リ
ソ
ン
（N
ick E

llison

）
も
、「
大
き
な
社
会
」
と
い
う
考
え
方
に
は
、
相

互
関
連
性
の
強
い
三
つ
の
諸
要
素
、
即
ち
バ
ー
ク
的
（B

urkean

）
保
守
主
義
、
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
（pragm

atic

）
保
守
主
義
、
思
い
や
り
の

あ
る
（com

passionate

）
保
守
主
義
が
含
ま
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
主
張
し
て
い
る
。 C

f. N
ick E

llison, “B
ig idea?  V

iew
 from

 the U
K

”.

　

＜
vcoss.org.au/

…/vcoss_insight03_view
_from

_the_uk.pdf＞

七
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藤
原
孝
教
授　

略
歴

七
四
三



七
四
四



（
八
二
七
）

藤
原
孝
教
授　

略
歴

藤
原
孝
教
授　

略
歴

生
年
月
日　

一
九
四
五
年
九
月
九
日

【
学　
　

歴
】

一
九
六
四
年
四
月　

日
本
大
学
法
学
部
法
律
学
科
入
学

一
九
六
八
年
三
月　

日
本
大
学
法
学
部
法
律
学
科
卒
業

一
九
七
一
年
四
月　

日
本
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
政
治
学
専
攻
入
学

一
九
七
三
年
三
月　

日
本
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
政
治
学
専
攻
修
了
（
政
治
学
修
士
）

【
職　
　

歴
】

一
九
六
八
年
四
月　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
陽
新
聞
社
（
本
社　

岡
山
市
）
入
社

一
九
七
〇
年
三
月　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
陽
新
聞
社
退
社

一
九
七
五
年
四
月
〜
一
九
七
九
年
三
月　

日
本
大
学
文
理
学
部
（
三
島
）
非
常
勤
講
師

一
九
七
八
年
四
月
〜
一
九
八
六
年
三
月　

日
本
大
学
法
学
部
非
常
勤
講
師

七
四
五



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
八
二
八
）

一
九
七
九
年
四
月
〜
一
九
八
一
年
三
月　

日
本
大
学
国
際
関
係
学
部
専
任
講
師

一
九
八
一
年
四
月
〜
一
九
八
六
年
三
月　

日
本
大
学
国
際
関
係
学
部
助
教
授

一
九
八
六
年
四
月
〜
一
九
九
〇
年
二
月　

日
本
大
学
法
学
部
助
教
授

一
九
八
六
年
四
月
〜
一
九
八
八
年
三
月　

日
本
大
学
国
際
関
係
学
部
兼
担
講
師

一
九
九
〇
年
二
月
〜
現
在　
　
　
　
　
　

日
本
大
学
法
学
部
教
授

一
九
九
六
年
四
月
〜
一
九
九
八
年
三
月　

日
本
大
学
経
済
学
部
兼
担
講
師

一
九
九
八
年
四
月
〜
現
在　
　
　
　
　
　

日
本
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
分
科
委
員

二
〇
〇
〇
年
四
月
〜
二
〇
〇
五
年
三
月　

昭
和
女
子
大
学
非
常
勤
講
師

二
〇
〇
二
年
四
月
〜
二
〇
〇
三
年
三
月　

日
本
大
学
法
学
部
学
務
担
当

二
〇
〇
八
年
九
月
〜
二
〇
一
一
年
九
月　

学
校
法
人
日
本
大
学　

評
議
員

二
〇
〇
九
年
七
月
〜
二
〇
一
一
年
三
月　

日
本
大
学
法
学
部
大
学
院
担
当

二
〇
一
一
年
四
月
〜
二
〇
一
五
年
三
月　

日
本
大
学
法
学
部
図
書
館
長

【
学
会
・
社
会
活
動
】

一
九
九
六
年
一
〇
月
〜
二
〇
〇
六
年
一
〇
月　

日
本
政
治
学
会
理
事

一
九
九
六
年
四
月
〜
一
九
九
八
年
四
月　
　
　

日
本
選
挙
学
会
理
事

一
九
九
八
年
三
月
〜
一
九
九
九
年
五
月　
　
　

政
治
思
想
学
会
監
事

七
四
六



（
八
二
九
）

藤
原
孝
教
授　

略
歴

一
九
九
九
年
五
月
〜
二
〇
〇
六
年
五
月　
　
　

政
治
思
想
学
会
理
事

二
〇
〇
〇
年
一
〇
月
〜
二
〇
〇
二
年
一
〇
月　

日
本
政
治
学
会
常
務
理
事

二
〇
〇
〇
年
一
一
月
〜
二
〇
〇
三
年
一
〇
月　

日
本
学
術
会
議
政
治
学
研
究
連
絡
委
員

二
〇
〇
二
年
一
月
〜
二
〇
〇
二
年
一
二
月　
　

日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
委
員
会
専
門
委
員

二
〇
〇
四
年
三
月
〜
二
〇
一
五
年
三
月　
　
　

財
団
法
人
櫻
田
会　

政
治
学
助
成
図
書
審
査
会
委
員

二
〇
〇
七
年
一
月
〜
二
〇
〇
七
年
一
二
月　
　

日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
委
員
会
専
門
委
員

（
二
〇
一
五
年
六
月
現
在
）

七
四
七



七
四
八



藤
原
孝
教
授　

主
要
業
績

七
四
九



七
五
〇



（
八
三
三
）

藤
原
孝
教
授　

主
要
業
績

藤
原
孝
教
授　

主
要
業
績

【
著
訳
書
】

『
現
代
政
治
の
論
理
』
共
著
、
一
九
七
八
年
八
月
、
三
和
書
房
。

『
現
代
政
治
学
の
構
想
と
動
態
』
共
著
、
一
九
七
九
年
三
月
、
南
窓
社
。

『
現
代
政
治
学
の
構
造
』
共
著
、
一
九
八
一
年
三
月
、
南
窓
社
。

『
新
産
業
社
会
と
大
衆
』（
Ｆ
・
ペ
ル
ー
著
）
共
訳
、
一
九
八
一
年
九
月
、
時
潮
社
。

『
政
治
学
の
課
題
と
展
望
』
共
著
、
一
九
八
二
年
四
月
、
三
和
書
房
。

『
現
代
社
会
学
理
論
』（
Ｒ
・
ウ
ォ
ー
ラ
ス
著
）
共
訳
、
一
九
八
四
年
六
月
、
新
泉
社
。

『
現
代
政
治
の
基
本
知
識
』
共
著
、
一
九
八
五
年
四
月
、
北
樹
出
版
。

『
比
較
政
治
学
』（
Ｇ
・
ア
ー
モ
ン
ド
著
）
共
訳
、
一
九
八
六
年
一
二
月
、
時
潮
社
。

『
ア
メ
リ
カ
政
治
学
の
形
成
』（
Ｒ
・
セ
イ
デ
ル
マ
ン
著
）
共
訳
、
一
九
八
七
年
一
一
月
、
三
嶺
書
房
。

『
政
治
学
入
門
』
共
著
、
一
九
八
七
年
三
月
、
北
樹
出
版
。

『
新
保
守
主
義
の
政
治
理
論
』（
Ｌ
・
ア
リ
ソ
ン
著
）
共
訳
、
一
九
八
八
年
七
月
、
三
嶺
書
房
。

『
政
治
学
事
典
』
共
著
、
一
九
九
一
年
四
月
、
大
学
書
林
。

七
五
一



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
八
三
四
）

『
公
民
科
教
育
法
Ⅱ
』
共
著
、
一
九
九
二
年
六
月
、
日
本
大
学
。

『
ア
メ
リ
カ
政
治
学
の
展
開
』（
Ｒ
・
セ
イ
デ
ル
マ
ン
著
）
共
訳
、
一
九
九
六
年
二
月
、
サ
ン
ワ
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
。

『
現
代
政
治
思
潮
』
共
著
、
一
九
九
六
年
四
月
、
日
本
大
学
。

『
現
代
政
治
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
』
共
編
著
、
一
九
九
六
年
四
月
、
北
樹
出
版
。

『
現
代
政
治
の
解
明
』
共
著
、
一
九
九
六
年
四
月
、
北
樹
出
版
。

『
権
利
の
限
界
と
政
治
的
自
由
』（
タ
ラ
・
ス
ミ
ス
著
）
共
訳
、
一
九
九
七
年
四
月
、
サ
ン
ワ
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
。

『
政
治
思
想
史
』
単
著
、
一
九
九
八
年
一
二
月
、
日
本
大
学
。

『
西
欧
政
治
思
想
史
序
説
』
単
著
、
二
〇
〇
〇
年
九
月
、
サ
ン
ワ
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
。

『
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
政
治
学
』（
マ
イ
ケ
ル
・
ケ
ニ
ー
著
）
共
訳
、
二
〇
〇
五
年
一
一
月
、
日
本
経
済
評
論
社
。

『
政
治
学
原
論
』
共
著
、
二
〇
〇
六
年
四
月
、
日
本
大
学
。

『
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
論
の
射
程
』
共
編
著
、
二
〇
一
〇
年
四
月
、
日
本
経
済
評
論
社
。

『
西
洋
政
治
思
想
資
料
集
』
共
著
、
二
〇
一
四
年
九
月
、
法
政
大
学
出
版
局
。

【
学
術
論
文
・
翻
訳
・
書
評
】

「
エ
ン
ゲ
ル
ス
に
よ
る
サ
ン
・
シ
モ
ン
の
評
価
と
実
際
」『
桜
法
論
集
』
創
刊
号
、
一
九
七
二
年
一
二
月
。

「
サ
ン
・
シ
モ
ン
に
お
け
る
思
想
史
的
考
察
」『
法
学
研
究
年
報
』
第
三
号
、
一
九
七
三
年
九
月
。

「
市
民
運
動
の
論
理
と
展
開
」
総
合
月
刊
誌
『
現
代
展
望
』
十
一
月
号
、
一
九
七
三
年
一
〇
月
。

七
五
二



（
八
三
五
）

藤
原
孝
教
授　

主
要
業
績

「
大
衆
社
会
論
へ
の
一
視
座
」『
法
学
研
究
年
報
』
第
四
号
、
一
九
七
八
年
二
月
。

「
現
代
政
治
学
へ
の
視
座

│
政
治
学
方
法
論
を
め
ぐ
っ
て
」『
研
究
年
報
第
』
二
六
集
、
一
九
八
〇
年
二
月
。

「
政
治
学
と
そ
の
隣
接
科
学

│
政
治
学
の
境
界
領
域
を
め
ぐ
っ
て
」『
日
本
大
学
国
際
関
係
学
部
研
究
年
報
』
第
1
集
、
一
九
八
〇
年

二
月
。

（
翻
訳
）
サ
ン
・
シ
モ
ン
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
会
の
再
統
合
（
1
）（
2
）」『
政
経
研
究
』
第
一
七
巻
第
二
号
・
三
号
、
一
九
八
一
年
二
月
。

「
家
事
労
働
の
社
会
的
・
法
的
評
価
」『
日
本
大
学
三
島
学
園
生
活
科
学
研
究
所
報
告
第
四
号
』、
一
九
八
一
年
三
月
。

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
の
思
想
史
的
源
流

│
サ
ン
・
シ
モ
ン
に
関
す
る
一
考
察
」『
国
際
関
係
研
究
』
第
四
号
、
一
九
八
二
年
一
月
。

（
翻
訳
）
サ
ン
・
シ
モ
ン
「
社
会
生
理
学

│
社
会
制
度
改
善
へ
の
応
用
」『
政
経
研
究
』
第
二
〇
巻
第
三
号
、
一
九
八
二
年
三
月
。

（
翻
訳
）
サ
ン
・
シ
モ
ン
「
社
会
組
織
論
」『
政
経
研
究
』
第
二
八
巻
第
二
号
、
一
九
八
六
年
一
二
月
。

（
書
評
）「
森
博
編
・
訳　

サ
ン

－
シ
モ
ン
著
作
集　

全
5
巻
」『
政
経
研
究
』
第
二
四
巻
第
一
号
、
一
九
八
七
年
一
一
月
。

「
サ
ン
＝
シ
モ
ン
の
前
期
国
家
論
序
説
」『
日
本
大
学
法
学
部
創
立
百
周
年
記
念
論
文
集
（
第
二
集
）』、
一
九
八
九
年
一
一
月
。

「
サ
ン
＝
シ
モ
ン
の
『
政
治
』
概
念
」『
政
治
学
を
め
ぐ
る
諸
問
題

│
鵜
沢
義
行
博
士
古
希
記
念
論
文
集

│
』、
一
九
九
〇
年
六
月
。

「
フ
ラ
ン
ス
市
民
社
会
の
成
立
と
サ
ン
＝
シ
モ
ン
の
革
命
観
」『
政
経
研
究
第
二
八
巻
第
一
号　

中
山
政
夫
博
士
古
希
記
念
特
別
記
念
号
』、

一
九
九
一
年
六
月
。

「
脱
冷
戦
時
代
の
日
本
政
治
」『
韓
国
釜
山
外
国
語
大
学
校
国
際
問
題
論
叢
第
7
輯
』
一
九
九
五
年
一
〇
月
。

「
サ
ン
＝
シ
モ
ン
思
想
に
お
け
る
新
キ
リ
ス
ト
教
の
位
置
」『
政
経
研
究
第
三
三
巻
第
一
号　

堀
川
士
良
教
授
古
希
記
念
特
別
記
念
号
』

一
九
九
六
年
五
月
。

七
五
三



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
八
三
六
）

「
脱
冷
戦
時
代
の
政
治
思
想
」『
徳
山
李
慶
喜
教
授
華
甲
記
念
論
文
集
』、
一
九
九
七
年
一
一
月
。

「
サ
ン
＝
シ
モ
ン
の
後
期
国
家
論
序
説
」『
政
経
研
究
』
第
三
七
巻
第
三
号
、
二
〇
〇
〇
年
一
二
月
。

「
小
泉
内
閣
を
支
え
る
風
」『
国
会
月
報
』
第
四
八
巻
第
六
三
二
号
、
二
〇
〇
一
年
八
月
。

「
記
憶
の
彼
方
か
ら
…
現
代
社
会
認
識
の
原
点
」『
風
行
社　

風
の
た
よ
り
』
第
二
四
号
、
二
〇
〇
四
年
一
一
月
。

「
自
由
と
平
等
の
相
克

│
サ
ン
＝
シ
モ
ン
の
場
合
」『
政
経
研
究
』
第
四
一
巻
第
四
号
、
二
〇
〇
五
年
三
月
。

（
書
評
）「
山
田
竜
作
著
『
大
衆
社
会
と
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
』」『
政
経
研
究
』
第
四
二
巻
第
二
号
、
二
〇
〇
五
年
一
〇
月
。

「『
市
民
』
概
念
の
思
想
史
的
系
譜
│
ホ
ッ
ブ
ズ
に
お
け
る
『
臣
民
』
概
念
の
考
察
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日
本
大
学
法
学
部
創
設
百
二
十
周
年
記
念
論
文
集

（
第
二
巻
）』、
二
〇
〇
九
年
四
月
。

（
書
評
）「
西
川
伸
一
著
『
最
高
裁
裁
判
官
国
民
審
査
の
実
証
的
研
究
』」『
政
経
研
究
』
第
四
九
巻
第
一
号
、
二
〇
一
二
年
六
月
。

（
書
評
）「
高
田
宏
史
著
『
世
俗
と
宗
教
の
あ
い
だ　

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
テ
イ
ラ
ー
の
政
治
理
論
』『
政
経
研
究
』
第
五
〇
巻
第
二
号
、

二
〇
一
三
年
九
月
。

七
五
四
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